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阪神・淡路大震災復興誌
[第2巻]の発行によせて



阪神 ・ 淡路大震災の発生か ら 3 ヵ 年余 り が過 ぎ、 被災地 の復
興 は被災者 自 身 辻勿論 文読者、 政府関係者、 県 ・ 市町関係者、

あ る い は企 業 や 団 体 関 係者 の 懸命 な 努力 に よ り 進 め ら れ て き

た 。 し か し 、 r s 割復興j と 言 い 表 さ れ る よ う に 、 い ま な お さ

ま ざ ま な 理由 か ら 復旧 も 復興 も で き ず、 苦 し み の 中 に い る 被災

者や被災企業等 も あ る O 被災者や被災地域開 に復興の格差が見

え 始め、 復興 に 向 け て の 課題 も よ り 個別化、 多様化 し て い る と

い え る O ま た、 復興すべ き 事柄 に よ っ て はそ の種類 に よ り 時間

的 な ギャッ ブが生 じ つ つ あ る O

こ れ ら の諸課題の解決の た め に は、 き め の細 か い 個別具体的

な 施策の実施や支援が不可欠であ り 、 現時点 で の 復興の歩 み と

そ の 進捗状況、 そ し て そ こ に 見 ら れ る 復興への 新 た な課題 を さ

ま ざ ま な 資料や デー タ に よ っ て検証す る こ と が必要で、 あ る 。 こ

の f 阪神 ー淡路大震災復興誌 [第 2 巻 J j は、 こ の よ う な 観点

か ら 、 主 と し て 1996年 4 月 以降1997年 3 月 末 に い た る ま で の 1

ヵ 年 に発行、 公表 さ れた 資料や デー タ に も と づ き 出 来 う る 限 り

客観的 に 記述 し た も の であ る 。 た だ、 震災か ら 2 年 目 を 迎 え た

1996年 3 月 に刊行 さ れた 『阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [第 1 巻 刊

の編集の過殺に お い て はま だ明確 に は顕在化 し て い な かっ た復

興格差や、 当 時進行 中 で あ っ た た め記述で き な か っ た諸施策の

事実経過、 例 え ば災害救急医療 シ ス テ ム の再構築 な ど に つ い て
は、 出 来 る だ け今回 の 第 2 巻 に 記載す る こ と に 努 め た 。

こ の復興誌の編纂は、 震災以後、 地道に続け ら れて い る 震災

関連資料の収集 と 1 年 間 に わ た る 執筆担当者の 多 大 な 努力 な し

に は不可能で、 あ っ た 。 し か し 、 こ の復興誌 は被災地で 日 夜積み

重ね ら れて い る 復興への葛藤のすべて を 表現で き て い る と はい

え な い 。 こ の 『阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [ 第 2 巻 11が、 こ れ
ら 復興 に 関 わ り 続 け る 人 々 の活動や複興への道程 の い く ら かで

も 記録で き て い る な ら ば幸 い で、 あ る O

最後 に 、 い ま な お復興の苦闘 の 中 に あ る 被災者、 懸命に 支援

を 続 け る ボ ラ ン テ イ ア 、 適切な 施 策 を 模索す る 政府 関係者や

5 
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県 ・ 市町関係者、 そ し て 企業家や各種団体関係者の 方 々 が一体

と な っ て一 日 も 早い復興が実現す る よ う に 願 っ て い る O

1998年 3 月

震災復興調査研究委員 会

委員 長 新野幸次郎



その時。 全記録
1996年4月1自から1997年3月31日までの出来事



十i慨はl間関市民18ì"CO)出来事 J

1 996年 (平成 8 年)

(討すOインブラ等の復ILl・復興

大)(化財等の復IEI・復興

IidJH:'乞復興関係の出来事

※生活復興関係の出来事

っその他の主要な出来事

4 月1 日(月) I (Q)兵庫県 、 「住まい復興局jを設 置
「神 戸市看護大学J 関学 (神 戸市西区・神 戸学園研究都市)

3 日(水) I OJR山陽本線「新長田駅J 新駅舎完成

8 日(丹) I 0芦屋市で応急、保設住宅、 初の撤去作業開始

9 日(火)

10日(水)

11日(木)

12日(金)

13日(土)

兵庫県、 「本庁・地方機関所属長会議」開催、 1996年を「震災復興元年」と位

置づける

被災者のPTSD (心 的外傷後ストレス症候群) などに長期的に対応するため、

「中央こころ のケアセンタ-J 関所 (神 戸市中央区ポートアイランド第l仮設

住宅地内)、 以後、 東灘 ・灘・兵庫・長田・須磨区などにも 建設

「阪神・淡路百名所づくり専門委員会J 発足

復旧応援の後、 突然死した寝屋川市職員、 及び兵庫県警甲子顕署巡査長、 公務

災害死と認定 される

※兵庫県議会自民党県議団、 住宅地震災害共済制度の創設を目指し各都道府県

を訪問 ( 2 / 7 � 4 /10) 

「兵庫2001年計画」最終報告発表

。兵庫県、 「ひょうご住宅マスタープランj を策 定

※ 地震災害に対する国民的保障制度の提案者等 (全 労災、 日本生活協同組合連

合会、 日本弁護士会、 兵庫県)が協力して全国的な署名活動を行う 構想、が明ら

かになる

15日(月) I 0神 戸港に全国初の水深15メートル級コンテ ナパースが完成

16日(火) I 政府「阪神・淡路大震災復興対策本部」、 国土庁 で「政府・地元 自治体協議会J

第2匝会合を開催した後、 「阪神・淡路大震災記念プロジェクト検討委員会J

発足を発表

17日(水) I 被災した「月見山公設市場J (神 戸市須磨区)が「災害復!日高度化 事業J 第l

号として民間経営の共同庖舗「ジェイエール 月見lljJ として新たにオープン

18日(木) I 若手芸術家の交流拠点「神 戸アート ビレッジセンター」完成、 」般利用開始(神

戸市兵庫区新開 地)

19 B (金) I í産業復興のための規制緩和国際フォーラムj 開催(ホテルオークラ神 戸)

米国通窃代表部アイラ・シャピロ大使が「ひょうご輪入住宅総合センターJ を

視祭

20日(土) I 日本と米国、 カナダ、 欧州連合の 通商 担当相が世界貿易の課題を話し 合う 「四

極通蕗 会議j開催(兵庫県公舘、 � 4 /22) 

26日(金) I í阪神・淡路大震災記念プロジ、エクト検討委員会」発足、 東京都内で初会合間

く

27日(士) I 交国指定重要 文化 財の異 人館「萌黄の館J 再開

28日(日) I 0 r そごう神戸商J 1年3ヵ 月ぶりに全 面再開

その時。 全記録 9 



1 996年 (平成 8 年)

5 月 1 B (水) I 観光復興キャン ベーン事業始まる (ひょうご観光大使 に女優・浅野ゅう 子 さ ん

任命)

2 日(木) I 0 1国道 2号線浜手バイパス J開通

6 B (月) I 兵庫県議会開会、 貝原知事、 大幅な家 賃低減 や公営住宅の量的確 保など国の支

援を強 く要請し 、 「恒久住宅へ早期に移行 できるための 総合プログラムの策 定

に全力をあげているj 旨の提案説明を行う

※新進党「阪神淡路復興推進委員会Jが神戸市内で市民グル ープ「阪神生活再

建の会Jと会合。 「阪神生活再建の会J などからの全壊枇帯500万円、 半壊世帯

250万円等の個人補償の求めに対し 、 I{可らかの生活再建支援策が必要。 自民の

コンセンサスが得られる案をまとめたい」

7 日(火) I (i) 兵庫県「応急仮設住宅入患者調査結果( 速報)Jを発表(1996年 2月�3月
調査実施)
吹田指定重要 文化財・明石城の巽 (たつみ) 櫓・坤 (ひつじ さる) 櫓の曳屋(ひ

き や) 工事が始まる

8 日(水) I (i)1与党災害復興プロジェクトJ 会合開催、 被災者向け復興住宅家 賃問題等が

協議 される

9 日(木) I (i)政府 「阪神・淡路大震災復興対策本部j の第7国 会合が国会内で開催、 貝原

兵庫県知事と笹山神戸市長が初の意見陳述を行う

「神戸港復興対策連絡会議j を発展 的に改組した「神戸港復興推進協議会」 の

設立会議が県農業会館で開催

12日(日 ) I ※「衆議院災害対策 特別委員会j 被災地視察、 「要望懇談会J(兵庫県公館)開

催、 政府に県・市が「生活支援資金 Jなどを要望

14 日(火) I ※「阪神生活再建の会」のメンバーら約250人が上京し 、 自民党 や新進党等訪

問、 生活再建資金の支援などを訴える

15日(水) I 1新産業創造 キャピタル制度J受付開始

22日(水)

27日(月)

28日(火)

29日(水)

30日(木)

31日(金)

1 0  その時。 全記録

(i) 1与党災害復興プロジ、ェクトJ 会合開催、 被災者向け復興住宅家 賃問題等が

協議

神戸市 消防局「衛星通信画像伝送システ ム」完成、 笹山市長と秋 本 消防庁長官

がテ レビ対 談

神戸市、 震災後初めて「市民全世帯アン ケート」実施 (� 6 /10) 

「阪神・淡路経済復興シンポジウムJ 東京で開催

西宮市、 芦屋市、 宝塚市の宅地防災パトロールの実施 (� 5 /24 )  

「神戸 F AZ支援センターJ オープン

0阪神高速道路3号神戸線全線開 通 1 ヵ月早まる は/30全線開 通)

「六甲山系二次 災害防止対策 会議J 設置

※市民グループ「阪神・淡路大震災被災地からの緊急・要 求声明 の会J (/J\由
実代表、 3月結成)、 市民立法「生活再建援助法案jを兵庫県庁で 発表 。 法案
の内容は 、 生活基盤回復援助金(全壊世帯500万円、 半壊250万円、 一部損壊50
万円)の支給 など
※ 地震災害等に対する国民的保障制度の提案者等 (全 労災、 日本生活協同組合

連合会、 日本弁護士連合会、 兵庫県) 大枠合意

※「住宅地震災害保険に 関する 法律案」 衆議院へ提出 (新進党 、 市民リーグ、

民改連)

兵庫県、 岡山県・鳥取県と災害時相互応援に 関する協定締結



19961手 (平成 8 年)

5 月31日(金)

6 月 1 日(土)

3 日(月)

5 日(水)

9 日(日 )

10日(月)

13臼( 木 )

14 日(金)

16日(13)

17日(月)

18日(火)

20 El (木)

22日(土)

大生田神社の復旧工事完了

震災から 500日 、 村山前首相ら、 社民党の復興策 を検討 するため 被災地を視察

神戸市と隣接 6 市 2 町、 災害時の応援協定締結

閥宮市、 芦屋市、 宝塚市の宅地妨 災パトロールの実施 (� 6 / 24 )  

「日 中 上海・長江一神戸・阪神交易促進委員会J 日本委員会専門部会初 会合

「めいっぱい兵庫観光キャン ベーン 」 キャラパン 隊出発式(観光ひょうご復興

キャン ベーン 推進協議会主催)

「第2回由 連人間居住会議 (ハピタットII ) J がトル コ・イスタン ブールに て

開催(� 6 /15) 

「土砂 災害妨 止月間推進の集い全国大会J 開催(ハーパーランドプラザ)

神戸市設置の「市民の住まい再生懇談会」初会合 (神戸市役所) 低所得者の住

宅確保など提言

「東灘 市民復興まちづくりフォーラムj開催

神戸大学に 「都市安全研究センタ-J が開設

※村開兼造 自民党国会対策 委員長 (与党災害復興プロジェクトチーム座長) ら

被災地視察、 生活再建支援資金等、 生活再建支援策 の検討 を示唆

「すべ ての被災者の連帯を考える懇談会」開催(神戸市勤労会館)

神戸市、 抜き打ちで非常召 集訓練を実施

「 西宮マリーナパークシティJ(西宮浜街づくり事業)起工 式( 兵庫県 、 西宮
市 、 住 ・都公団、 県住宅供給公社等が参画)
「阪神・淡路大震災被災者支援県民会議J 専門部会が提言を発表

※f住宅地震災害保険に 関する 法律案」 廃案 内/31衆議院提出)

神戸市防災会議・水防協議会開懐

。政府「阪神・淡路復興対策本部j住宅供給 ・家賃低減 など住宅復興の総合プ
ログラムを正式決定
。神戸 市 、 政府決定を受け 「すまい後興プランjを発表
応急仮設住宅 撤去費吊聞が 負担

「明石海 峡大 橋着工10周年記念シンポジウムJ 開催

。「神戸 東部 新都 心地区J着工記念 式 典、 開催(神戸市灘区日 出町 メロ ンドー
ム)愛称は rHAT神戸J(Happy Active Town の略)

その時。 全記録 1 1  
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6 月24日(月) 1 神戸市、 「住まいの再生推進委員会J 設置、 初会合

25日(火) I 兵庫県、 「第3冊震災復興調査研究委員会J 開催

兵庫県、 市町におけ る防災まちづくりの指 針 として「県防災都市計画マスター

プラン 」を策 定

WHO神戸センターが入居する「国際健康開発センタービル J (神戸東部新都

心 内)若工

27日(木) I rg 兵庫県 、政府決定 ( 6 /20 )を受け 「恒久住宅への移行ブ口グラムjを 決定
(翌日 発表)、 「公営住宅の家聾負強軽減策 (最低家賃5司000 円/月)J r公営住
宅の建設 増」等を 決定

2 8日(金) I rg r被災者向け災害復興公営住宅j家賃 発表
犬神戸市長田区の長田神社 前蕗庖衝のシンボル 「大烏居 J 修復 され完成式典

30日(日) I 1取り戻そう 、 い え まち くらし 6 . 30市民集会J 開催(主催:同集会実行

委員会、 長田区役所 )

7月1 臼 (丹) I ※兵庫県 、「生活復興局J を設 置
震災後、 被災地に完成する高層 ビルの第l号「神戸矯報文化ピルJ(地上18階・

地下 2 階) 完成

2 日(火 1甑神・淡路大震災復興協賛宝くじ J 発売 開始 (� 7 /11) 

4 El (木) 1 0神戸市街地とポートアイランドを結ぶ 「神戸大橋jカず全 面復旧
J宮センイ 磁店街ア…ケードが完成

5 日(金)

8 日(月)

9 日(火)

11 Fi (木)

13日(士)

14日(日)

17 尽(水)

18日(木)

1 2  その時。 全記録

神戸市消防局、 日 本レスキュー協会と災害救助犬派遣協定締結

「神戸経済復興円卓会 議J 開催

「神戸空港建設促進協議会J 1996年度総会開催(神戸商 工 会 議所 )

シンポジウム「阪神・ 淡路大震災の教訓lから神戸・ 阪神地区の再生の 方策 を 探

るJ 開催(大阪市北区・ 毎日 新聞オーバルホール)

「復興住宅プログラムに異 議あり 緊急市民集会J 開催(主催 . すべての被災

者の連帯を考える会、 神戸市勤労会館)

「野島震災復興記念公園 (仮 称)J 整備計瞬 発表

市民集会「大震災から 1 年半ーちゃんとしとう か?地元メディ ア 」 開催(主 催:

神戸マス コミ四者共闘会 議、 神戸市勤労会館)

「ひょうご輸入住宅総合センター」 の来場者10万人突破 ( 3/2 グランドオー

プン)

0 2年ぶりの 「神戸まつりJ が開幕 (へ，7 /21)テーマは 「祈 り ・感謝・生き
る歓び J
※「阪神・淡路大震災被災地からの緊急・要求戸fiflの会j東京・ 中 野サンプラ

ザ で緊急集会

「ひょうごグリーンネットワークJ 初の 航樹を 兵涼県公館内庭園で行う

※ 「自民党震災復興調査団jが被災地を 後察、 生活再建支援金に理解(1偶人

給 付は恭金で可能 J)

※「全国 知 事会 議J 開催(千葉市幕張メッセlli:j際会 議場)、 広 域応援の協定を

締結 、 震災対策 強化 など国への27JJHIの要吹を 決めるハ 安明に住宅再建を目的

とする全世帯 加入の 「共済制度J (兵庫県案) 創設の 法的影備 と生活再建等を

日 的とする都道府県拠出の「災害相互支援基金J (静岡県案)謝設の際の財政

援助などを 藤り込む



1 996年 (平成 8 年)

7月19 E3 (金) I ※「 兵庫県南部地震災害義援金J 第3次艶分f生活支援金J を 決定
※f自然災害に対する由民的保障制度を求める由民会議 J 発足

20 E3 (土 ) I 0 r阪神・淡路大震災復興 支擾館 (フェニyクス ・プラザ)J が 神戸 市 中央区
三宮町にオープン

「被災者復 興支援会 議J 事 務所 が兵庫県民会館12階から復興支援館 2 階に移転

「みなとこうべ 海j二花火大会J が 2 年ぶりに開催される (メリケンパーク沖)

「神戸サンパフェスティ パルJ(神戸三宮・ 京 町筋、 � 7 /21) 

21日(日 ) I 被災者復興支援会 議第3回フォーラム「住まい復興を巡って」開催(フェニツ

クスプラザ)

出(月) I rフェニックスステーション事務局j が県立女性センターからフェニックスプ

ラザに移転

23日(火) I (Ql 兵庫県 、「恒久住宅への移行の ための総合プログラム J 決定(翌日 発表) 、「罵
間貫貸住唱家賃負担軽減制度 jの創設 、 友びf持ち家 再建支援策jの 拡充を 決
定

24日(水 I r神戸まちづくり協議会連合会j が設立 される

28日(日 ) I ※公的支援を訴える「前例のない市民 大集会J (主催: I現神生活再建の会) が

仮設住宅入居 者等約5，000人を集めて開催される (神戸市須磨区・ ユニパー記

念競技場)

30日(火) I r神戸・市 長の住まい再生懇談会J (座長 :嘉天義久神戸大学名誉教授)、 神戸

市に恒久住宅での福祉充実等 5項目を提言

31日(水) I (Ql r災害復興 (貫貸)住宅J 第2 次一元募集開始 (� 8/20 ) 
「販神・ 淡路大震災復興推進協議会J(会長:牧冬彦神戸商工会 議所 会頭)、

京都内で「阪神・ 淡路大震災復興推進 大会J を開催、 国の97年度予算に対する

要望をまとめた決 議丈を採択、 梶山官房長官に提出

8月1 日(木) I ※兵庫県内の各市町の社会福祉協議会で 「生活福祉資金(転宅費)貸付金j受
f寸 が 開始
※兵庫県、 「生活支援アドバイザ-J制度 (100人委嘱) を開始

。神戸市、 ]R鷹取工場を復興住宅用地として買収することで]R西日 本と合意

2 日(金 ※「自然災害に対する由民的保障制度を求める兵庫県民会議J 発足
「上海・ 長江交易促進プロジェクトJ中国 側視察同、 神戸市を訪問

その時。 会記録 1 3  



「 近畿被災建築物危険度判定協議会」設立 総会(兵庫県公館)

o 1芦有ドライブウェイJ (芦屋一有馬間) 復旧工事完了、 完工式開催

「防災教育と危機管理J をテー マに「全国精神薄弱養護学校 長研究大会J 開催

(神戸市 総合教育センター)

「ラジオ 関西 (AM神戸)J、 駐車場内のプレハブスタジオからハーパーランド

の新社屋に移転

神戸市、 復興計画の検証のため、「神戸市復興推進懇話会J (座 長:嘉天義久神

戸 大学名誉教授)発足

。兵庫県都市計画 地方審議会、 ]R六甲道駅北・御菅東・阪急西宮北口駅北東

の 3 地区の修正案を可決

※ 「自然災害に 対する国民的保障制度を求める兵康県民会議j、 被災地で街頭
署名を始める
0阪神高速道路神戸線「深江一摩耶間」開通

0 国道43号線と名神 高速道路の交通規制解除 (これに より被災地内の交通規制
が全 面解除となる)
震災の影響で 日本人の平均寿命が低 下 (摩生省発表 11995年簡易生命表J)

シンポジウム「復興まちづくりで今、 何が起 こっているのか一区 画整理・再開

発と住宅再建の展望」開催(兵庫県私学会館)

神戸市1995年度決算見込みを発表、 市税減などで 2年連 続赤字となる

※「すべての被災者の連帯を考える懇談会」一元募集の期限延長などを兵庫県

と神戸市に申し入れ

0神戸港海 上交通「神戸シーパス」、 寄港先後旧 せず旅客不足のため、 運行 休

止を 決定 ( 8 /31から休航)

。兵庫県と神戸市「災害復興公的 賃貸住宅一元募集J (第2毘) 中間集計発表

。兵庫県 、 「県地域開災計画Jを全 面的に改訂
(\) rひょうご住宅復興 3ヵ年計画 (改訂版)Jの策定
「地震怒りのまつりj開催(神戸市役所前、 � 8 /20) 

神戸市の「避難所」解消から 1年、 待機所・公屈など計23ヵ所に179世帯356人

が今なお生活

「神戸市復興推進懇話会 J、 第1回提言まとめる

※「市外・県外避難者 緊急集会」開催(大阪市北区・市立社会福祉センター)

O神戸六甲アイランドとポートアイランドを給ぶ「ハーパー ハイウェイj 復旧

し全面開通

。神戸市鷹取東第 -地区が震災復興土 地区 画整理事業の第1号として (一部分

の) 仮 換地指定を実施

※公的支援訴え、 神戸 東京間約800kmマラソン リレー (主催: 阪神生活再建

の会) 神戸を出発

消防OBによる「神戸市災害情報パトロール 隊j発足

29日(木 ) I 1神戸レン ガブロジ、エクトJ (神戸市中央区元町 1番街) に土井衆議院議長、

メッセージ入りレン ガを敷 設

※兵庫県 、 自民党の要請を受け 、 この日 までに 高齢者世帯などを対象とする「生
活再建支援金jの試案をまとめ連立 与党側に 提示、 本格的な検討に 入る

318 (土) I 0阪神高速道路神戸線「月見山一柳原間J 開 通

1 996年 (平成 8 年)

8 月 5 日(月)

8 日(木)

9 日(金)

10日(土)

)

 

口u(
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12日(月)

138 (火)

15 臼 (木 )
17日(土)
18日(8)

20 日(火)

23 日(金)

24 日(土)

28日(水)

14 その時。 全記録
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9 月1 日(日 )

4 B (水)

5 日(木)

6 日(金)

8 B ( 日 )

10日(火)

11 B (水)

14 日(土)

17日(火)

18日(水)

19 日(木)

20日(金)

22日( 日 )

。防災の目 、 全国各地で大規模な防災訓練が行われる (参 加者724万人 )
。兵庫県 、 淡路島南淡町に おい て 「肪災総合訓練jをシナリオなしで実施
※ 「自然災害に 対する国民的保障制度を求める署名活動j開始( �11/30 )
f阪神・ 淡路まちづくり支援機構」発足(神戸、 大阪両弁護士 会 . B本建築家

協会近畿支部など 9 団体)

神戸市と岐阜市、 「災害時相互応援に 関する協定 J を締結

(Ql I 災害復興公的 賃貸住宅 J 応募状況発表

。全国初の コレクテイブ・ハウジン グ (共同 居住型集合住宅) 9 月末着工決定

政府 、 阪神・淡路復興対策本部「平成 9 年度概算要求における阪神・淡路地域

復興関係主要施策 J発表

参議院建設委員会(鴻池祥肇委員 長) 震災被災地の復興調査で神戸市内を視察

兵庫県住宅供給公社、 全壊した「東町ビル ・江戸町ビル住宅」 の再建 (地上18

際・地下l階) に 着手

復興支援 コンサート「 日本を救え'96IN神戸」掲催( 呼掛人:泉谷しげる氏、

ワールド記念ホール 、 7，000人参加)

兵庫県、 米国カリフォルニ アナト!との 践で「時災協力に 関する合意書 J を締結

。災害後興賃 貸住宅(第2 次 ) 一元募集の抽選
※兵庫県 、 96年度 9 月補正予算案を発表、 生活復興対策の多彩な メニュー (生
活復興資金 貸付金等 )が盛り込 まれる
<> r産業復興推進条例J(案)発表
o I明石海�央大 橋J の 橋 桁が繋がり、 神戸と淡路が陸続きとなる (完成は1998

年春 )

※政府 「第4回阪神・淡路復興協議 会 J(事 務局 長:竹内克伸国士事 務次官)

開催(兵庫県庁)、 生活支援テー マに協議

神戸新聞社、 デイリースポーツ社、 ラジオ 関西 (AM神戸) 新本社完成祝賀会

(神戸ボートピアホテル)

兵庫県警神戸水 上署、 仮設住宅の ふれあいセンター 運営 資金100万円 着服容疑

でポートアイランド第6 仮設住宅 ふれあいセンター 運営協議会 副会 長を逮捕

※兵庫県保険医協会(合志至誠理事 長)、 超党派議員による公的支援の 田会決

議と立 法化 を土井たか子 衆議院議 長に要請

阪神高速道路 倒壊犠牲者 「慰霊碑j建立 式

その時。 全記録 1 5  
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9 月24日(火) I <) 兵庫県 、 災 害対応総合情報ネットワークシ ステム「フェニッ クス防災 シ ステ
ムj運用開始
兵庫県、 「災害医療センター」の基本計闘をまとまる

間(水) I ※東京都保谷市 議会、 阪神 淡路大震災の被災者個人の生活再建のため、 「生

活再建援助法」を制定して公的 資金を投入すべきだとする意見書を全会一致で

採択(全国で初)

26日(木) I ※市民グループf阪神・淡路大震災被災地からの緊急・要求声明の会jがf市
毘=議員立法案現推進本部jを設 置

27 日(金) I 1上海・ 長江交易促進ブロジ、エクト」の「交易促進委員会 J専門 3 部会を開催、

代 表者会議への最終案 (1大 長江フェア」など) を 決定

28日(土) I ※ 自然災害に対する国民的保障制度の実現を求める署名運動の「全国・兵庫県

推進大会jが開催(主催: 日本生活協同組合連合会など、 神戸国際会館ハーパ

ーランドプラザ 、 約1 ，500人参加)

※「市民=議員立 法実現推進集会 J開催(芦屋市内福祉施設ホール、 � 9 /29) 

フォーラム「帰りたい!帰れ ない 県外避難者の実情と支援を考えるj開催(神

戸市産業振興センター)

29 日( 日 ) I 市民集会「だれが決める?わたしらの住むとこ」開催(兵庫県私学会館)

シンポジウム「阪神・ 淡路大震災が残 した問いかけ 新しい コミュニティづく

りをめざ してj開催(神戸商工会議所会館)

神戸市中央区ボートアイランド第6 仮設住宅で孤独死の男性、 病死後1 0ヵ月日

に発見される

30日(月) I 0神戸の大 動脈阪神高速道路神戸線が全線開通(最 終不通区 間 ・深江一武庫
川開開通)

10月 1 日(火) I OJR神戸線「甲南山手駅 J(神戸市東灘区)開業

女神戸・南京 町のシンボル「 長安門 J 再建され 、 復興祭が始まる

阪神高速神戸線再開にあわ せ、 「神戸集客・観光推進協議会jが10月から半年

間、 「ときめき神戸観光キャン ベーンj を実施

気象庁、 同じ 震度で発生する被害のi幅 が広すぎるとして1949年福井地震を機に

震度?を設定以来約半世紀ぶりに震度階級を変更。 震度 5 及び震度 6 を震度 5

強及ぴ 震度 5 弱、 震度 6 強及び震度 6 弱に分割、 8 階級から10階級とし、 また

計測方 法を体感から機械に変え、 観測地点も 約600地点に倍増

※兵庫県、 「フェニックス ・ リレーマーケット J を県下4 地区で開設

6 日( 日 ) I 神戸市で、仮設住宅で、の孤独死を防止 するため単身長1時を対象とする「緊急安

否 実態調資jが始まる

7 日(丹) I (Q)持家 再建支援策の 拡充 ・創設浸び民間賞貸住宅家賃負担軽減事業の受 付開始
8 日(火) 1<) 兵庫県議会、 産業後興ヘ 条例可決 ( r 新産業構造拠点地 震の形成による産業

復興の推進に関する条例J)

1 6  その時。 全記録

※兵庫県、 被災:fj'のnなや生きがしミの剖迭を県民運動として進める「生活復興

県民ネット J (代衣:新野幸次郎神戸大学名誉教授) を発足、 事 務 局を フェニ

ックスプラザにおく

※第41回「衆議院議員総選挙J(初の小選挙区比例代表 並立制) 公 示。 被災地
の立候補者全員が 公的支援は必嬰とし、 震災 復興を最 重要課題とし て国に よる
生活支揺の 実 現 を公約とし選挙戦が行われる
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10月11日(金) I (>>兵庫県住宅供給公社、 三木市志染町青山に輸入住宅復興街区「ハーモニータ

ウン三木青山J (I期) 完成 (アメリカ系とカナダ系各12戸の計24戸) 完成披

露会が行われる

13日(日)

14日(月)

15日(火)

16日(水)

18日(金)

20自(呂)
21 B (月)

23臼 (水)

国土庁「列島リレーシンポジウムJ の一環として「神戸シンポ j開催(神戸ポ

ートピアホテル)

「阪神・淡路復興計画 推進委員会」第2回全イ本会議開催(兵庫県公館)

※ 「さきがけJ井出代表、 生活再建資金給付を図的とした 新 たな復興基金創設
を党独自の政策とすることを発表
日米シンポジウム「震災遺児の悲嘆と癒しの重要性J 開催(兵庫県農業会館)

※被災者への公的支援 や消費税率のアップ反対を訴える110 . 13兵庫県大集会」

開催(神戸市兵庫区湊川公園、 兵庫 労連など200団体、 1 万人以上 参加)

神戸の歓楽街f東門街j のメーンストリート「伎町東門商庖街J のカラー舗装

工事 着工 (97年 3 月末完成予定)

神戸市都市計画審議会、 ]R鷹取工場跡 地を震災復興土 地区 画整理事業への編

入など19案件を承認

「兵庫県石油コン ビナート等総合防災訓練」開催(神戸製鋼 所 加 古川製鉄 所構

内及び周辺海上)

10/21から神戸市内で開催予定の「上海 ・ 長江交易促進プロジェクトJ 第2国

代表者会議が中国 側の事情で延期 される

米毘ワシントンナトiマイク・ローリー知事らが被災地視察のため来県

く〉第41回 「衆議院議員総選挙j投票B
「兵庫県消防防災航空隊J 発足、 発隊式 (大阪空港に隣接する兵庫県警航空隊

格納庫脇に事務所設置)

「ひょうご住宅 5 カ年計画J の策 定

「ひょうご宅地 5 カ年計画」の策 定

兵庫県の大都市地域における住宅及び住宅地の供給に 関する計画の策 定

仮設住宅 (神戸市北区ひよどり台南第2住宅) で火事発生、 4 戸全焼1 戸半焼

する

。災害復興公的 (賃 貸)住宅一元募集 (第2 回)の当選者への鍵渡しが始まる
(神 戸 市内第1 号)
「徳島阪神フェリ-J 神戸 徳島航 路の廃止が正式決定

その時。 全記録 17 
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10月23日(水) I 東京で「アジア防災専門家会議」開催(�10/24) 

24日(木 ) I 0プロ野球日 本シリー ズ第5 戦がグリー ンスタジアム神 戸 (神 戸 市須磨区 )で
行 われ、神 戸 市を本拠地とし震災以 後「がんばろうKOBEJ :{fスローガンに
掲げる 「オリックスjが臣人を4勝1散で破り初の呂本ーに なる (リーグ{憂勝
は 2年連続)
大阪府堺市で開催された「中核市サミットj において「中核市災害時相互応援

に 関する協定Jが締結

非営手iJ民間団体「 コミュニティサポートセンター神戸J発足

日(金) I 1'96土 地活用フェアj開催(神戸 復興住宅メツセ第l会場、 サンボーホ ー

ル 、 �10/27)

26日(土) I 尼崎市域をエリアとするコミュニティ放送局「エフエムあまが さき J(愛 称間

あいあい)開局

「第8凶兵庫のまつり ふれあいの祭典j メーンイベント「 ふれあいフェステ

イパル'96J関擢(県立明石公園)、 被災者の作品等を展示・販売 する「フェニ

ックス・リレーマーケット」が行われる

27日(日 ) I シンポジウム「被災者の生活再建と公的支援拡充 のために f複興j へ・被災

地からの提案」開催(県立 のじぎ く会館)

野島断層 の保存、 学術的意味などを話し 合う「野島断層 シンポジウム」開催(北

淡町民センター)

。神戸ユニパー記念競技場 (神戸市須磨区) で行われたサッカ-]FL最終戦

で「ヴイッセル神戸J (本拠地:神戸市)がNTT 関東を 下し]FL2伎 に入札

発足2年目で J リーグ昇格を 決める

28日(月) I g兵庫県、「ひょうご住宅 5 カ年計画J 1ひょうご宅地 5 カ年計画」を発表

29日(火) I 秋篠宮妃紀子様が「兵庫時赤十字大会」出席のため兵庫県入りし、 復興住宅な

どを視察

削(水) I 明石市立 天文科学館子午線大時計、 修復 工事 (1鰍年春完成予定) のため取り

タトされる

31日(木 ) I 参議 腕兵庫選挙区 補欠選挙告示

11月 1 B (金) I 兵庫県、 被災した高齢者を対象とした「いきいき仕事塾Jスタート

「県立新 美術館基本計画J策 定

大異 人館「神戸北野美術館J(前ホ ワイトハウス・!日米国 領事館) がオープン

カ全壊した神戸三宮の「神戸国際会館J起[式(1999年春完成予定、 地上22階・

地下3 階)

τ公 明石市民会館、 復旧工事を終え、 再開

2 日(土) I 大北淡町の江1航介、 建設125周年と震災{怖を記念して般公開

日本初の映画が神戸で上峡されて100年を記念して「神戸100年映樹祭 jが神戸

市内で開催(�12/ 1 )  

3 B (日 ) I す異 人館「シュウエケ邸 」修復 工事を終えfFfオープン

4 E3 (丹) I ※日 本共産党の志位和夫妻記局長、 参議院兵庫選挙区 補欠選挙の応援の ため被
災地入りし、 最 高1，000万円の個人 補償を柱とする 「生活 湾建支援法案j大綱
を発表

5 B (火) 1 ※小問実氏、 賛同国会議員と参議員議員会館で参議院法制局課長らと「市民立

法」 について初の意見交換を行う

1 8  その時。 全記録
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11月 7 日(木 o第二次橋本内閣発足 、 阪神@淡路復興対策担当が 盟土庁長官から内閣官房長
官に代わる

8 日(金) I 1神戸仮設住宅ネァトワーク」、 兵庫県庁を訪れ 仮設住宅の防寒改 善等を 要望

神戸由 三官の「そご う 神戸商J で、震災後初の 消防訓練が行われる

9 日(土) I ※伊藤 公介関土庁長官(11/ 7就任) 震災復興担当となった梶 山内閣官房長官

の代理として被災地訪問、 各地を視察

※ 地域住民組 織「がんばろう 神戸」が仮設住宅火災を機に現金 や生活物資を配

布する「市民支援基金 Jの創設を 決める

12日(火) I 神戸・三宮甑急前商Jð街 (サンキタ 通り) アーケード、 カラー舗装復旧完成

0神戸市、 運輸省に「神戸空港にかかる飛行場設置」の許 可申請を行う

13 B (水) I 神戸市と徳島市、 災害時相互応援協定の締結を含む「神戸・徳島 ふれ 愛交流 プ

ランj策 定で 合意

アメリカ建築家協会(AIA) 神戸調査団、 神戸市を訪れ長閑区内を視察

14日(木) I LLJ陽 自動車道「神戸JCT�三木小野ICJ開通

15日(金) I 1日 仏友好 モニュメント日本委員会総会J開催

「生活復興県民ネット第 A同企画委員会」開催

17 E3 (呂) 1 0参議院兵庫選挙誌 補欠選挙投襲呂、 芦尾長 司氏 (元兵庫察副知事)当選する
(なお 、 間選挙で落選したものの個人補償を 訴えた共産党の大沢辰美氏が 神戸
市金臣 、 西宮、 尼崎 、 明 石 、 宮塚など被災10市で総得襲トップとなる)
10/24にプロ野球日本シリーズを制した「オリックス・ブルーウェーブ」が神

戸市内で、優勝パレード

18日(月) I WHO神戸センターの将来の 方向付けを検討する「第1回諮問委員会J開催(神

戸商工会議所)

21日(木) i シンガポール図上級相リー・クアンユ…氏 (前首相) 神戸市内訪問、 復興状況

を視察

22日(金) I 1第1回世界鷹取祭 」が神戸市長田区鷹取地医で開催(�1l/ 24)

24日(日 ) I ※公的支援を訴える白転車キャラパン 「長由民から永間町へjが被災者の訴え

5，000通のハガキを携え神戸市長田区の「神戸の壁j前を出発(12/ 1東京 着)

25日(月) I ※梶山内閣官房長官 (阪神・淡路復興対策担当)初の被災地訪問 、 各地を 視察
111託所得者に対する低家賃の公営住宅もある窓口未で個人補償的なつ ながりがあ

る。 伊藤公介盟土庁長官も勉強する段階と雷っており、 その範囲を出ることで

その時。 全"己録 1 9  
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もないし、 後退するものでもないjなどと述べる
11月25日(月) I 神戸市内の各種 39団体がI W元気アァプ神戸J市民運動推進協 議会」 を発足

第4回「復興に提子守する公開市民フォーラム」開催(毎日 新聞神戸ピル)

「知事と神戸市民が語る集いJ開催(兵庫県公館)

26日(火) I ※新進党、 被災弱者世帯への100万円の特別見舞金支給を柱とした法案「阪神・
淡路大震災の被災怯帯に対する特別見舞金支給法案 ( 要綱)Jを明 Eの内麗で
正式了承、11/29召集の臨時 国会に提出する

27司 (水) I ※ 与党「阪神・淡路大震災復興対策ブロジ:クトチームJ(村開兼遺産長・自
民)会合 、 高齢者給付金等 、 生活支援策を 早急、に取りまとめることを 確認

28日(木) I ※「市民=議員立 法実現推進本部J(小田実代表)、 東京・有楽町マリオン 前で

被災者への公的支援制度の早期実現を訴える

「神戸まちづくり協議会連絡会j激甚災害国民保障制度創設を検討する審議会

の設置を求める首相宛の陳情書を提出

o I 神戸港港湾審議会 J、 神戸空港計画に伴 う 港湾計画の一部変更を神戸市の

原案通り答申することを承認

29日(金) I ※「市毘口議員立法案現協議会」設立総会開催、 意見交換行 われる (参議院議
員会館)、 賛同 国会議員69人 (衆議院42人 、 参議院27人)となる
全壊した]R六甲道駅の高架下ショッピン グセンターが「ジェイモール六甲

道Jと名 称 を 改 め 、 営業を再開

30日(土) I ※被災者 支援市民グループ「そして神戸J 代表ら 3 人、 衆議院第二 議員会館前

で公的支援求めハンスト

12月 1 tl (日 ) I ※公的支援求め、 被災者ら東京で全国集会 「災害・ 人間・復興全国交流集会 J

開催(日本教育会館等)

2 日(月) I I県外被災者用相 談フリーダイヤル J開設

5 日(木) I ※ 与党「阪神・淡路大震災復興対策プロジェクトチームj会合 、 「生活再建支
援給付金J(案)を 決定

7 日(土) I 被災者復興支援会 議第4回フォーラム「住まい復興を巡 ってPARTII J開催

(フェニックスプラザ)

9 日(月) I ※ 与党 三党「政策調整会議j、 「生活再建支援給付金J(案)を 与党案とし て正
式決定
※新進党、「販神・淡路大震災の被災世帯に対する特別見舞金支給法案J取り
下げを 決める

10日(火) I く〉神戸港、 入出港手続き簡素化
12日(木) I 0昨年から始まったf神戸ルミナリエ」、 規模を拡大して開幕( I日居留地など 、

�12/25まで)
※「自然災害に対する由民的保障制度を求める兵庫県民会議J 8 月から開始し
た 「由民的保障制度Jの創設を求める著名が察下で約416万人 (11月末現殺)
に達したと 発表(目標350万人)

14日(土) I I 県外被災者の生活復興を考えるフォ ーラム」開催(兵庫県教育会館、 主 催:

生活復興県民ネット)

16日(月) I ※「生活復興資金貸付金J(100万円まで無利子融資 )受 付開始
19日(木) I ※兵庫県、「被災者の生活支援対策jを発表

20 その時。 会記録

「民間賞貸住宅家費負担軽減事業jの 拡充、 県外被災者総会支援策 「ふるさと
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12月19日(木)

20日(金)

21日(土)

24日(火)

25日(水)

26日(木)

1 997年 (平成 9 年)

ひょうごカムバック ・プランJ、 高齢被災者ら に対する 「生活再建支援金J給
付制度の創設などを発表
0神戸空港計画の飛行場設霞許 可申請 (11/12) を受けて運輸省、 公聴会を開

催(�12/20、 神戸市中央区西山記念会館) 両日 で賛成106人 (条件付き賛成

10人含む) 反対 58人が公述

「知事:と神戸市民が語る集いJ (兵庫県公館)

「兵庫県広域災害・救急医療情報システム運用開始式典J 開催(兵庫県医師会

館)

神戸市消紡局、 神戸市内最後の 3 ヵ所の避難勧告 を解除する

「神戸復興塾J (塾長:小森星児神戸商科大学名誉教授) 公開講座を始める

「阪神・淡路2周年メモリアル保健・医療シンポジウム」開催

阪神・淡路大震災が「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための

特別措置に 関する 法律j に基づき、 「特定非常災害j に指定

。宝塚駅前地区 (花のみち周辺) が震災復興再開発の第1号として管理処分計

画決定

神戸市内の39団体が「元気アップ神戸市民運動推進協議会J を発足

。被害状況修正発表、 死者数6宅394人(兵庫県内)

1 月 6 El (月) I 貝原兵庫県知事、 年頭挨拶 (1995年を復興準備 の年、 何年を復興元年と 総括し、

97年を 「復興本番の年jと位置づけ、 協力復興の道を歩む決意を 表明する)

8 El (火) I 小泉純一郎厚生大臣、 被災地を視察

9 日(木) I ※「自然災害に対する国民的保障制度を求める兵庫県民会議J435万人分の賛
同名簿を東京の 国民会議本部ヘ送付する 出発式が行われる(昨 年 9 月からの署
名活動、 兵庫県分署名数4宅352弔問0名)

10日(金) I I 阪神・淡路大震災記念ブロジ、エクト検討委員会ム中間報骨 ( 7 復興事業を

提言) をまとめ、 政府の復興対策本部に提言

その日十。 全記録 21  
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1月11日(土) I 東京都内で「兵庫アート ・ウィーク・イン東京」が開催(�1/31) 

INPO法案を考える緊急集会J開催(神戸市東灘区・御影公会堂)

14日(火) I 兵庫県 、 姫路市で「 防災訓練jを抜き打ちで実施
15日(水) I 震災遺児のつどい「今は亡き愛する人を億ぴ話し合う会」開催(主催:あしな

が育英会など、 兵庫県農業会館)

16自体) I ※政府「阪神・淡路復興対策本部会議j開催、 生活再建支援金の支給実施を正
式決定、 ま た記念プロジェクト関連の 7 事業を謹興特定事業に 選定

阪神・淡路大震災2周年記念事業「総合フォーラムj第1部121世紀の創造的

福祉社会シンポジウムJ(ホテルオークラ神戸)

i坊災咲画「マグニチュードJ(日本防火協会等製作)完成試写会 (神戸文化ホ

ール、 1/20洲本市民会館)
阪神・淡路大震災2周年教育復興シンポジウム(新神戸オリエンタル劇場ほか、
� 1 /18) 

大 地震子ども追悼コンサート「ぼくのことまちのこときみのことJ開擢(神戸

朝日ホール)

「防災・ボランテイアを考える集い」開催

「第l回震災対策技術展'97J開催(神戸国際展示場、 �1 /17) 

17日(金) I 0震災から 2間年、 この日 を中心 に各地で 2間 年記念事業が開催される
o r�'&神・淡路大震災犠牲者追悼式J 開催、 秋議官夫妻、 橋本龍太郎首相、 各
大臣ら参列( 兵庫県公館)
神戸市、「販神・淡路大震災犠牲者神戸市追悼式」開催(神戸ポートアイラン
ドホール)

シンポジウム「 被災者の生活再建と政治の責任」開催(神戸新聞松五ホール)

元気アップ神戸市民運動推進協議会など「市民のつどいjを開催(神戸文化ホ

ール)

※神戸市、 市外避難者 対象に「悩みごと電話相談j窓口開設

「岳然災害に対する国民的保障制度を求める国民会議」全開一斉署名活動を行

つ
18日(土) I ※「市民=議員立法実現集会J開催(東京都文京区民センター)、 公的援助法

案の国会提出を決める

「ボランテイアシンポジウムJ開催(神戸商工会議所会館神高ホール)

「第2岡市民とNGOの『防災j W際フォーラムj開龍(神戸国際展示場、

1/19) 

防災教育rlêJ際シンポジウムu.どもたちが/主きぬく力をj (主催:日 教組 ・

兵教組、 神J í センター)

「がんばれ!こうべっこ フェアJ fi射能(神} 1ハーパーランド ・スベー

スシアター)
「コープラボ、ランティアフェステイパル! ( ワ ールド ール、 � 1 /19) 

出(B) I 芦屋市、

22 その時。 全記録

「震災2同

阪神・

阪神・淡路
日ホールほか、 � I / 25) 

「震災3周年被災地労働

(神JÎ/五!際展示場)

(}1I阪市文化会館)

ら文化財を守るJ(神戸朝

開催(神) 点以神戸木材会館)
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1 月19日(日) I 神戸市東灘 区の後 興土地区 画整理事業対象地区の森南地区のまちづくり協議会

が 3 分裂

関東在 住被災者が初の交流会を開 く (かな がわ 県民活動サポー トセンター)

中 国雲南省・ 麗 江友誼中心 小学校と神戸市立本山第二 小学校が友好交流の提携

を 結び、 神戸ポー トアイランドホールで対面 式を行う

間(火 阪神 淡路大震災 2潤 年記念事業「総合フォーラムj 第2 部「効果的な 防災シ

ステ ム・ シンポジウム」開催(兵庫県公館)

「神戸産業復興フォーラムJ開催(主催:阪神・ 淡路産業復興推進機構な ど、

ホテルオー クラ神戸)

神戸市内の防災福祉コミュニティ団体の会合「防災を考える市民のつどいJ開

催(神戸市中央区・ 六甲荘 )

22 日(水) I r兵庫県被災建築物応急危険度判定協議会」設立 総会開催

「 こころ の国際 化 フォーラム」開催(西宮 フレンテホール)

23日(木) I 販神 淡路大震災2 周年記念事業「総合フォーラムj 第3 部「畑紀文 明への

展望シンポジウム」開催(神戸国際 会 議場)

「ひょうご地域連携推進 大会 J開催(洲本市淡路勤労センター)

出(金) I r災害 情報フォーラムj開催(尼崎刊一チ インキユベ…ションセンター)

阪神・ 淡路大震災2 周年記念シンポジウム「子ども の心 のケアを考えるJ(明

石市立 市民会館)

川崎) I 世界保健機関健康開発総合研究センター ( WHO神戸センター)、 「地震と人々

の健康に 関する冨際 シンポジウムj開催(神戸国際 会 議場 、 � 1 /30) 

2 9日(水) I r高齢者の住まいとケアを考えるシンポジウムj開催(神戸朝日 ホール)

。災害復興 賃貸住宅 (第3 次)一元募集 ( 2 /2 7受付開始) の概要が発表

31日(金) I ※「市民z議員立法案現推進本部 J(小田実代表)、「生活再建援助法案」第2
次修正案を発表
兵庫県警察本部 (地上23階、 地 下4 階、 高さ 110メートル) 新庁舎完成

文化後 興支援フォーラム「震災復興と阪神文化の再生」開催(主催:阪神・淡

路震災復興支援10年委員会、 フェニックスプラザ)

シンポジウム「自然災害と被災者の救済を考える 阪神大震災をきっ かけに」

東京で開催

その時。 全記録 23 
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2 月1日(土) I ※民主党の販神淡路大震災被災者支援プ口ジ‘エクトチーム 、 被災し た高齢者世
帯 や要援護世帯に閣が、100万円の生活再建支援 一時金を支給する 「阪神・淡路
大震災の被災者の生活再建の支援に関する法案 (保称 )J の骨子をまとめる
神戸市、 医師に よる 仮 設住宅訪問健康 診断をスタート

「復興へのかけはし ~第2凶県立 四 大学震災復興研究発表会 �J開催(兵庫県

公館)

2 日(日) I I野島断層解剖計磁研究グループJ(13大学参加)、 町民等対象に初めての報告

会(北淡町町長センター)

3 日(月) I I上海 長江交易促進フ。ロジェクト」の第1号貨物船「フォーチ ユン リバー号j

(5，600 t)就航式

4 日(火) I 震災 2周年記念シンポジウム「生活再建にむけて ~被災地における 雇用就業向

題を考えるJ(兵庫県立 神戸中央労働 センター)

神戸市、 市外避難者約 2 万世帯を対象とする アンケートの実施を発表( 2 6 、

2 / 7 両日 に発送)

6 日(水) I ※伊藤 公介国土庁長官、 被災者 支援で 3 知事 (埼玉県知事・兵庫県知事・静岡

県知事) と 会談、 伊藤 長官「全国知事会の結論を早く出して ほ しい」と 要請、

基金案浮上する

7 日(木) I I日 中 上海・長江一神戸・阪神交易促進E本委員会」、 東京都内で 総会

8日(金) I シンポジウムf震災を追い 続けて 一新 聞記者と読者の対話集会」開催(主催:

日本新 聞労連近畿地方連合会、 神戸市教育会館)

9 1::1(土) I シンポジウム「大震災から 2年 一 人間の復興を考えるJ開催(神戸同際会議場)

o I神戸空港を考える会J、 1 2 . 9 神戸空港反対 シンポジウムと 市民集会J開

催(兵庫県私学会館)

10日(月) I rg 住宅 ・都市整備公団、 被災者用 住宅の貸 与1年間延長を 決定 (累計3 回目の
延長措寵 )(1997�手3月末から1998年3丹米に )

13日(木) I 参議院「災害対策 特別委員会J、 被災地の復興状況等 調査のため来県し神戸市

内を視察、 地元要望会に出席 (兵庫県公館)

住宅・都市整備公団、 東京都内で「震災復興シンポジウムj を開催

14日(金) I ※兵庫察、「生活復興資金貸付制度 j 貸付要件(収入条件や保証人など )を緩
手口
「フォーラム神戸の進 路j 総括シンポジウム (神戸新 聞松方ホール)

附(火) I 在関西総領事などに復興への各国の参加 と 協力を求める「 領事館サミット」開

催(兵庫県公館) 21ヵ闘のうち、 19ヵド!の 総 領'Jf参加

※被災者への公的援助問 題で小田実氏が兵庫県知事と 会談、 公的支援の必 要性

で合意

19日(水) I 0ボート アイランド沖に建設予定の神y内港に対して 迷輸 大臣が飛行場 設置を

許 可(2004年10月開港予定)

神戸市消防局、 東京 消防庁と 「災宍時の 消防ヘリ相rL協定jを締結

20自(木 ) I ※「自然災害に対する 毘民的保障制度を求める盟関会議Jの全国署名が 約2司 400
万人に遣し 、 代表世話人の貝原俊民兵庫県知事から 梶山静六内閣官房長官に 手
渡される (全国署名総数23句911司505名 )

24 その日寺。 令記録

※署名提出に先立ちf由民・都道府県民会議会開会議j開催(衆議院第二議員
会館)。 自民 、 社民 、 民主 、 共産ら政党の 代表者が 出席 、 自民党は柿沢弘治衆
議院議員が 党地震対策特別委員会内に小委員会を設け 、災害保障制度の創設を
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機討することを明 ら かにする
2 月21E3 (金) I <>1997年度の 兵庫県当初 予算案が 発表、 97年度を「復興 本番の年jと位置づけ

る
22自 (土 ) I <>兵庫県 、 よりきめ細か な被災者 謹興支援策としてf生活援興支揺 詳細ブログ

ラムJr住まい後興 詳細プ口 グラム」等の震災対策を発表
23日(日 i rひょうご輸入住宅総合センター」の来場入場者20万人突破

24日(月 I rメモリアル・カン ファレンス・イン・神戸H一阪神・淡路 大震災の教訓を世

界と21世紀に発イ言する会 J開催奇(神戸国際会議場)

27日 (木 ) I Ql r災害復興 (賃 貸)住宅J第3次 一元募集開始 ( �3 /19 )

3月2 日 ( 日 )

3 日(月)

4 日(火)

5 日(水)

7 日(金)

8 日(土)

※公的援助法案提出をめぐり、 小田実氏と民主党の菅代 表が初めて 会談、 法案

実現を目指し今後も話し 合いを 続 けることで合意

<> r大丸神戸高」再建工事完了、 全舘で営業再開 (グランド オ ープ ン )、 12万
人来高

「クイーンエリザ、ベスE世号J 4 年ぶりに神戸港に寄港

神戸ボートピアホテルに国際会議場 「ポートピアホール 」が開館

明石市 立天文科学館 (閉館中) の子午線大時計が神戸学院大学 (神戸市西区)

に寄贈され 、 再稼働

※「市民=議員 立法実現推進本部」東京都内で全国集会、 「生活再建援助法 J

実現へ理解呼び、かける

※田英夫参議院議員 (社民党) ら超党派の国会議員グループ、 「 自然災害の被

災者の生活再建のための公的援助に 関する 法律案J (阪神・淡路大震災と将来

の災害の被災世帯に対して 40万円 500万円の被災者生活再建援助金を公費給

付する等) をまとめ 、 賛同議員や参議院法制局との協議に入る

※「市民=議員 立法実現推進本部 J(代表 : 小田実氏) 集会 (フェニックスプ

ラザ)、 「生活再建援助法」の実現を目指して 議論

※貝原俊民兵庫県知事、伊藤宗一郎衆議院議長を衆議院議長公邸 に訪ね、 2，400

万人の署名を提出したこと や全国の都道府県議会で意見書が議決 されている実

情を説明、 自然災害保障制度創設のための審議会設置に理解を求める

※兵庫県議会自民党県議聞が青森県を訪ね、 全国都道府県議会議長の高橋長次

部青森県議会議長に新制度創設に向け協力を 要請

その時。 全記録 25 
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刊行 (月) I 神戸市と静時市が災害時相互援助協定を締結

ボランティア同体「震災活動記録案J 、 復興住宅「応募の手引きJI案内&マッ

プJ 等総合案内を開始

芦屋市で仮設住宅 撤去工事で芦屋市仮設 自治連合会のメンバーが工事中止を求

めて座り込み

シンポジウム「地面 の 中 を考え よう 一阪神・淡路大震災と神戸の 地盤・活断

層 」開催(神戸国際会議場)

1]日(火) I フォーラム「新生・神戸テイクオフ宣言j開催

16白 (臼 叢節5災と復 爽 イベントILiv刊ew叩it出hHansin一J 開催(甑急西宮スタジアム)

シンポジウム 「みんな市民の活動. NPO応援見本市rNPOが集まっ た会jJ

開催(主催:神戸元気村、 フェニックスプラザ)

「神戸仮設住宅ネットワークj交流会(神戸勤労 会館)

17日(月) I I東京三菱銀行 (旧三菱銀行) 兵庫支屈j の新ピルが完成、 営 業再開

18日(火) I 兵庫県「阪神・淡路震災復興計画推進委員会J 開催、 中間報告案がさミされる

ホテル 「サンルートソプラノ神戸jオープン

20日(木) I 複合商業施設「神戸ファッションプラザJ が神戸六甲アイランドにオープン(ホ

テルは 4 / 5 、 美術館は 4 /25)

24日(月) I 兵庫県、 第4回「震災復興 調奈研究委員会J 開催

25日(火) I ※兵庫察と神戸 市 、 震災で住まいを失い 、 経済的に自力再建カt困難な高齢者 や
要援護世帯に月額15司 000円 25，000円を支給する「生活再建 支援金Jの受 付開
始を4 /25とすることを発表

27日(木) I 兵庫県「阪神・淡路震災復興言i画推進委員会J 中間報告を発表

I(財)阪神・淡路大震災援興恭金j、 運用財産を3，000億円増額 し、 基金の規模

を 9，000億円とする

0運輸省中央港湾審議会、「神戸空港」建設のため、 神戸ポー トアイランド沖

を埋め立てる神戸港の港湾計画改 訂 案を承認、 運輸大臣に答申

28日(余) I 0神戸港、 復旧国が完了 し最終検査が行われる (復 !日工事に延べ 263万人動

員する空前の突貫工事)

26 その日寺。 全記録

※兵庫県議会、「地震災害等に対する国民的保障制度の実現を求める意見書j

を全会一致で可決、 今回は1995年12月の意見書で求めた保険・共済制度に限定

せず広い意味での保障制度の実現を求める
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※兵庫県議会自民党県議団は地元選出国会議員と共に国会内に|可党幹部を訪ね

協力を要請

※神戸市 議会、 被災者への公的支援拡充 を求める請願を全会 会致で採決、 同 趣

旨意見書の提出を決定

'96年秋に 予定 されている神戸市長選に向けて現職の笹山神戸市長、 3 選出馬

を正式表明(市会本会議)

「被災者のための支援者ネットワーク会議J開催(伊丹市 総合教育センター)

29日(土) I 女 国指定重要文化財f風見鶏の館 J(1日トーマス邸)震災復旧工事を終え再公
関、 雨天の中、 4司000人を 超える観光客が詰めかける
o I平成 8年住民基本台帳人口移動報告j発表、 兵庫県人口が転入超に、 但し

神戸市は依然転出超過

産業フェア「神戸・阪神・淡路大バザールときめき春 市'97J開催(主 催: 阪

神・淡路産業復興推進機構、 神戸ファッションマ…ト、 �3 /30) 

「市外・県外避難者の交流会J開催(主催: 市外・県外避難者ネットワークり

んりん、 フェニックス・プラザ)

31日(丹) I 0神戸港、 大震災から804日 ぶりに復旧

その時。 全記録 27 
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i 第一章 喪失と翻1(
第 l節 社会現象 と して の震災

1995年 1 月 17 日 の未明 に 兵庫県南部 を 震源地 と し て 起 こ っ た 巨大地震は 「兵庫 勢南部地

震J と 気象庁 に よ り 命名 さ れた 。 し か し、 地震発生か ら 今 日 に い た る ま で、 こ の名 称 は あ

ま り 使用 さ れ る こ と がな く 、 一般に は 「阪神 ・ 淡路大震災J と い う 名称が用 い ら れて い る O

そ れ は なぜか。 兵康県南部地震 は一過性の も の と し て 過去の事実 と な っ た が、 阪神 ・ 淡路

大震災は今 も 継続中 の事象だか ら であ る 。

地震 国 で あ る わが国 に 居住す る 多 く の 人 々 は少な く と も 一度 く ら い は地震 を 経験 し た こ

と があ る に違い な い。 し か し、 震災 を 経験 し た 人 々 がそ う 多 く い る わ け で、 は な い。 い か に

規模の大 き な地震であ っ て も 、 そ れが人の居住 し な い大海や原野で発生 し津波 な どの二次

的 な 現象が起 こ ら な け れば、 人 命 を 奪 い 、 鉄道や 道路、 家屋や 施設、 あ る いは行政機能や

医療 シ ス テ ム と い っ た ハ ー ド、 ソ フ ト の両面 に わ た る 被害 を あ た え る こ と が な い か ら であ

る 。 そ の 意味で地震 と は 自 然現象であ る が、 震災 は そ れ に よ っ て 引 き 起 こ さ れた社会的 な

現象であ る 。

こ と ば を 換 え れ ば、 地震 は そ の発生か ら 終了 ま で に わずか数秒 を 要す る に 過 ぎ な いが、

震 災 は そ の 発生か ら 終 需に 烹る ま で に 長 い 年 月 を 必要 と す る 。

震災は地震に よ っ て破壊 さ れ失 わ れた も の の種類 に よ っ て、 そ の 終高ま で に 必要 と す る

時 間 が大 き く 異 な る のが ひ と つ の特色で あ る 。 例 え ば、 破壊 さ れた も の が道路、 鉄道、 橋

梁、 ピ ル や 家屋、 あ る い は上下水道や 電気や電話 と い っ た イ ン フ ラ 施設の機能 で あ れ ば、

震災の終罵は比較的早 く 訪 れ る O 一方、 同 じ イ ン フ ラ 施設で あ っ て も 、 そ こ に 人 々 の価値

観や 美意識、 あ る い は記憶が付加 さ れた 景観や 思い 出 であ れ ば、 震災か ら の復興 に は気の

遠 く な る よ う な 年 月 を 必要 と す る O ま し て 、 失 わ れた も のが人々 の生命、 愛情や信頼であ

る な ら ば、 震 災 と は永遠 に 柊 罵す る こ と がな い も の か も し れ な い。

景観や 思 い 出 、 生命、 愛情や信頼の喪失か ら の 立 ち 直 り は、 し か し な が ら 、 個人のみが

負 う べ き 諜題で は な い。 歴 史的世界遺産 と ま で は い か な い ま で も 、 明治以来 わ が国 の み な

ら ず諸外国 の 多 く の 人 々 が親 し み、 愛 し た被災地の景観や そ れ ら の 人 々 の 総和 と し て の 思

い 出 、 あ る い は 崩家の根幹 を 支 え る 個人の生命や 慰産、 そ し て そ れ無 く し て は 諸外国 の尊

敬や信頼 を 得つ つ独立国家 と し て定立 し え な い 人 々 の 愛情や信頼の復興 は社会的課題で も

あ る O

第 2 節 失われた も の

こ の 地 震 に よ り 多 く の も の が失 わ れ た 。 電気、 水道、 ガス 、 電話等の ラ イ フ ラ イ ン が途

絶 し 、 道路、 鉄道、 港湾等の交通網は い た る と こ ろ で寸 断 さ れ、 ま ち 並み が破壊 さ れた。
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臨海部の埋 め 立 て 地 で は、 広範屈 に わ た っ て 液状化現象が生 じ、 護岸や港湾施設等 に 甚大

な 被害が生 じ、 六 甲 山系 に お い て も 崩 落が生 じ 、 隣接住宅地 は土砂 に理 ま っ た。 こ れ ら 被

害の状況 は 『 阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [第 一A巻H (注 1 ) に 詳 し い。

し か し 、 阪神 ・ 淡路第大震災に よ り 失 わ れた も の の 中 に は、 そ の 数字が確定 さ れず今な

お 修正 さ れ続 け て い る も の も あ る O 兵康県の建物被害 は、 1996年 3 月 28 日 の 持 点 で は倒壊

家屋が192， 706棟 (406 ， 337世帯) で あ っ たが、 一年後の 1997年 3 月 31 日 現在 で は240， 030

棟 (435 ， 578世 菅 ) と 上方修正 さ れ た 。 人的被害 は死者6， 281入、 負 傷者34， 900人で あ っ た

が、 一年の う ち に こ れ ら の 数 字 は、 死者が6， 394人、 負 傷 者 は40， 071 人へ と 増加 し 、 今 も

増 え 続 けて い る (注 2 ) 。 ま た、 1996年 9 月 1 日 で は100人 で あ っ た 仮設住 宅 に お け る 孤独

死 は1997年 3 月 末で157人に な っ た (注 3 ) 0

本書第 2 部第 8 章で も 詳 し く 述べ ら れて い る と お り 、 被災地の景観 も 失 わ れ続け て い る

も の の ひ と つ であ る O 例 え ば、 神戸 ・ 阪神地域 で は明治の 開港以来市民や外 国 人 た ち に よ

っ て個性豊 か な 住宅 と 美 し い ま ち 並 み が形成 さ れて き た が、 こ れ ら の 景観 はい ま 失わ れ よ

う と し て い る 。

大阪大学工学部の 鳴海邦碩教授 は復興 し つ つ あ る 街の景観形成上の課題 の ひ と つ に 「継

承 さ れ る べ き 町投み も ま た、 壊滅的 な 打撃 を 受 け て い る 」 と し、 そ の 事例 と し て 次の よ う

に 述べて い る (注 4 ) 。

r lB集落のお屋敷が更地 に な り 点在 し て い る O 細分化 に よ る ミ ニ 開発、 マ ン シ ョ ン の建

設が懸念 さ れ る o (芦屋市 : 竹菌地区、 大原地区) J 

「近代洋風建築群 に よ っ て も た ら さ れて い た 当 地域の景観的 な 特徴が、 消滅の危機 に さ

ら さ れて い る 。 (神戸市 : 三宮 . IB居官 地地区) J

!日居菊地 に は1989年 に 国 の重要文化財 に指定 さ れた ノ ザ ワ 本社の建物 を は じ め と し て往

時 を 語 る 近代洋風建築 の事務所 ピ ルが立ち 並 び、 北野町 に はテ レ ピ ド ラ マ で有名 に な っ た

「風見 鶏の館j や 「 う ろ こ の家J r 白い舘」 な ど多 く の 「異人館j が特色 あ る 地域の景観を

形成 し て い た。 こ れ ら の 「景観的 な 特徴が消滅の危機J (注 5 ) に お ち い っ て い る こ と は、

と り も な お さ ずかつ て こ の地 を 訪れた多 く の 国 内外の 人 々 の 思 い 出 も 失 わ れつ つ あ る こ と

を 意味 し て い る 。 ま た 、 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン の揺藍の地 と 呼ばれた芦屋市や神 戸市御影界 隈

の屋敷町の多 く の古い木造住宅 と そ の周辺 の景観が失 わ れ る こ と は、 人 々 の 思 い 出 だ け で

な く 、 こ の 地域が生 み 出 し て き た 文化や そ こ か ら 創 り 出 さ れて き た フ ァ ッ シ ョ ン と い っ た

神戸産業 を 支え る ソ フ ト そ の も の が失 わ れ る こ と を 意味 し て い る O

今一つ震災に よ り 失 わ れ た も の があ る O そ れ はイ ン ナ ー シ テ ィで あ る 。 かつ て被災地 に

はイ ン ナ ー シ テ ィと 呼ばれる 地域が存在 し た。 姫路濁協大学地域セ ン タ ー教 員 の 日 野孝雄

氏 に よ れば、 神戸市の イ ン ナ ー シ テ ィ問 題 は都心工業の 中 心地 であ り 、 こ れ ら 企業の 労働
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者 た ち の住宅地で も あ っ た こ の地域が産業構造の転換 に 対応 で き ず空 洞化 し た こ と 、 お よ

び近郊で の ニ ュ ー タ ウ ン の建設 に よ り こ の地域での居住 を あ き ら め た働 き 盛 り の 人 々 がニ

ュ ー タ ウ ン に 引 っ 越 し、 人 口 が流出 し ま ち の活力 を 失 っ た こ と な どの理由 に よ り 生み 出 さ

れた。 そ し て 、 こ の地域 に は 「住宅の立て替え を し て も 入居者がi 虫定 さ れ る た め 長屋等の

文化住 宅 は戦前 も し く は終戦直後に 建築 さ れた ま ま で放置 さ れ、 やすい賃貸料の魅力 か ら 、

職 を 持た な い 高齢者世帯の 定着 を み たJ (注 6 ) の で あ る O 阪神 ・ 淡路大震災 は、 「危険 と

ひ き か え に存在 し て い たJ (注 7 ) と はい え 、 職 も な く 同居す る 家族す ら い な い 寂 し い 高

齢者た ち に と っ て と に も か く に も 日 々 の生活が不使な く 営め、 近 隣 の 人 々 と の 温かい交流

があ る 「お年寄 り に や さ し い 街J (注 8 ) す ら も 奪 っ て し ま っ た 。 こ れ ら の 人 々 に はも う

帰 る べ き 「 ま ち 」 す ら な く な っ て し ま っ た 。

第 3 節 教議11 と し て の震災

販神 ・ 淡路大震災の原 冒と な っ た 世界 史上稀有 な 大都市度下型 巨大地震 は、 内 陸型地震

( プ レ ー ト 内 地震) と 呼ばれ る も の で、 プ レ ー ト の境界で発生 し た ゆ がみ に よ り 、 活断層

が動 い て生 じ た も の で あ る O こ の震災以降、 に わ か に 活断層 と い う こ と ばが 人 々 の 関心 の

的 に な っ た が、 活断層 はユー ラ シ ア プ レ ー ト 、 太平洋 プ レ ー ト 、 北米プ レ ー ト お よ びフ ィ

リ ピ ン プ レ ー ト と 呼ばれ る 四 つ の プ レ ー ト がせめ ぎあ う 境界線の周辺に位置 す る 日 本列 島

の l ま と ん どすべ て の 地 域 に 分布 し て い る (注 9 ) 0 い つ な ん ど き わ が 国 の 都 市 の ど こ か で

都市 宣下型の地震が発生 し、 阪神 ・ 淡路大震災の よ う な 大規模災害 を 引 き 起 こ し て も 不思

議 で はな い 。 そ の意味では、 今後の諸都市 の 防災 を 考 え る 上で、 阪神 ・ 淡路大震災は、 震

災直後か ら の救命 ・ 救急、 救援や そ の 後の復旧 ・ 復興 に い た る すべ て の 過程が、 わ が国災

害 史 に特筆 さ れ る べ き さ ま ざ ま な教訓 を 含 ん で い る 。 こ れ ら の教訓 は近未来 に 起 こ る と 予

想 さ れて い る 東海地震や 関東地震の み な ら ず、 今後21世紀 に お け る 活力 と 美 し さ に満 ち た

安心で安全 な 「 ガ ー デ ン ・ ア イ ラ ン ズJ (注10) を 先導す る 地 方 の 諸都市 に 対 し で も 多 く

の示唆 を 与 え る も の と な る であ ろ う O 震災か ら 2 年が経過 し 、 今な お復興 の 途上 に あ っ て

多 く の課題 を かか え て はい る も の の、 ょ う や く 復興への道筋が見え て き た こ の時期 に 、 自

然か ら の警鐘 と し て 甑 神 ・ 淡路大震災が私 た ち に 与 え た教訓 を 改 め て 考 え て み る こ と は意

味あ る こ と と 思 え る O

阪神 ・ 淡路大震災の発生以降、 お びた だ し い研究書や提言書が出 さ れて い る O 兵庫県が

(財) 21世紀 ひ ょ う ご創造協 会 に 委託 し て い る 震災資料収集事業の成果 と し て 、 同協会の震

災資料室 に は販神 ・ 淡路大震災関係 だ け で約 5 千点 (1997年 3 月 現在) の書籍、 雑誌、 映

像 ビ デ オ な ど と と も に 、 プ ラ イ パ シ ー 保護の 関係で非公開 と な っ て い る が、 そ れ ら を 上 国

る ピ ラ や 日 記、 避難所の記録誌 な どの資料が保存 さ れて い る O し か し 、 こ れ ら の 資料が世

の 中 に 出 て い る も の の 一部で あ る こ と を 考 え 合わせれば、 阪神 ・ 淡路大震災関係の資料は

膨大 な も の で あ る と 容易 に想像で き る であ ろ う O た だ、 こ れ ら の 資料の う ち 、 こ の震災 に
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対す る 反省 や教訓 に つ い て書かれた も の は大 き く 二つ の分野 に 分か れ る 。 ひ と つ は建築物

や構造物、 あ る い は道路や ラ イ フ ラ イ ン な どに 対す る 被害の状況や そ れか ら 得 ら れる 教訓

を 自 然科学的 な 観点か ら 見た も の であ る O 他の ひ と つ は震災 に あ っ た 市民 た ち の体験や そ

れ に も と づ く 日 常生活 に お け る 防災の あ り 方や避難所での生活体験 を 通 し て え ら れた今後

の 震災 に対す る 心得の よ う な も の であ る 。

こ れ ら 二つ の分野 に お け る 研究や提言、 あ る い は教訓 は多 い が、 残念な が ら 社会科学的

な観点 か ら の研究や そ こ か ら 得 ら れ る 教訓 はそ う 多 い わ け で はな い。 そ れ は生活や文化、

あ る い はま ち ゃ 住宅地の景観 と い っ た社会的 な 観点 での復旧や復興 は、 現在 も 進行 中 の も

の で あ り す ぐ に そ の 評価や教訓が語れ な い も のが多い か ら で あ ろ う O と はい え 震災か ら 2

年 を 経過 し た 時点で得 ら れ る 教訓 も 多 く あ る O そ れ ら の主要 な も の に つ い て検討す る こ と

は今後の 地域防災の あ り 方 を 考 え る 上で 十分意義あ る も の と 思 わ れ る O

阪神 ・ 淡路大震災か ら の被災地の復興 は、 兵庫県 の 阪神 ・ 淡路復興計画 に い わ れ る ご と

く 「創 造的復興J と 定義 さ れ る O 同計画 に よ れば、 こ れ は震災か ら の復興 に あ た っ て は、

被災地 を 震災以 前の状態 に 四復す る だ け で な く 、 こ れ ま で 「利便J r効率J r成長J を 重視

し て き た都市文明への反省 に 立 っ て新 し い価値観 に基づ く 都市の再生 を 意 味 し て い る (注

11)  0 こ の 理念に基づ く 被災地 の 復興 は、 社会基盤整備、 住宅建設、 ま ち づ く り 、 産業復

興、 あ る い は生 活の再生 と い っ た さ ま ざ ま な 分野 に お い て 、 そ の過程で生 み 出 さ れ る ハ ー

ド ・ ソ フ ト の両面 に わ た っ て、 そ れ 自 体が復興文化、 あ る い は防災文化 と も 呼び う る 新 し

い生活文化の創造で、 あ る と い え る O そ し て そ れ は21世紀 に お け る 新 し い 国土構造 と 生活文

化の創 造 を 模索す る わが国や諸都市 に 対 し ひ と つ の モデル を提供 し う る 可 能性を も っ て い

る O
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復旧 @ 復興はどこ まで進んだか
第 1 節 復旧 ・ 復興 しつつある 分野

震災発生か ら 2 年余 り が経過 し たが、 被災地の復興 はどの程度進んだ の で あ ろ う か。 各

分野 に お け る 詳 し い復旧 ・ 復興の状況 は本書各論に 譲 る と し て 、 本論で はそ の う ち の い く
つ か に つ い て復 旧 ・ 復興の進捗状況 を概観す る と と も に 、 そ こ に 見ら れ る い く つ か の課題

に つ い て 触 れ る こ と と す る O

兵庫県 で は都 市 イ ン フ ラ 、 住宅、 産業 ・ 雇 用 の復興 を 緊急復興 3 ヵ 年計 画 と し て と り ま

と め そ の 実現 に 向 け て懸命の努力 を 行 っ て き て い る が、 そ の 達 成 は現在の 時点 で ほ ぼ確実

な も の に な り つ つ あ る O

ま ず、 都市 イ ン フ ラ の う ち 、 上下水道、 電気、 電話 な どの ラ イ フ ラ イ ン や情報イ ン フ ラ

に つ い て は、 『阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [第 1 巻] j (注12) に も 記 さ れ て い る と お り 、 震

災か ら l 年 目 の 1996年 3 月 末 に はほ ぼ復旧 し て い た。

残 さ れ た 交 通 イ ン フ ラ 施設 に つ い て も 、 多 元 ・ 多重の交通 ネ ッ ト ワ ー ク の形成や耐震性

の 向 上 な ど も 含む 「緊急 イ ン フ ラ 整備 3 ヵ 年計画」 の進捗状況 は、 1997年 3 月 末現在 で、

計闘 の全体事業費5�[S 7， 200億 円 に対 し 、 予算措置が4�[S 5 ， 300億 円 な さ れて お り 、 そ の 進捗

は79% に 達 し て い る 。

住宅復興 に つ い て も 全体 と し て 見れ ばお お む ね順調 に推移 し て お り 、 「 ひ ょ う ご住宅復

興 3 ヵ 年計画j の最終年度であ る 1997年度中 に は計踊戸数がほ ぼ達成 さ れ る も の と 予想 さ

れ る O た だ、 被災地 に お け る 住宅復興の状況 を 全体的 に把握す る と 、 「被災地の西で遅 く 、

東で早い と い う 一般的 な 傾向があ る J (注13) と 鳴海邦碩教授 は指摘す る O す な わ ち 、 「宝

塚、 伊丹、 尼崎市で は、 住宅着工数が多 く 、 従前 よ り 戸数が増加す る こ と が予想 さ れ る O

被害が大 き か っ た 芦屋市、 西宮市で も 住宅着工数が多 く 、 以前 の住宅戸数を 上 ま わ る 戸数

と な る 可能性があ る O こ れ ら の地域 で は、 被災住宅が 自 力 再建 し やす い状況 に あ る こ と 、

新た な住宅建設用 地が存在す る こ と 、 な どの 理 由 が考 え ら れ る 。 兵庫 、 長 田 区 は、 住宅着

工戸数 と 公的復興住宅計画戸数を あ わせて も 、 推定滅失住宅戸数 に と どい て い な い 。 被災

住宅が復興 し難 い状況 に あ る こ と が う かがわ れ る J (注14) 0

神戸商工会議所の 「経営経済動向調査j や 兵庫県の 「工業統計J な どの 資 料に よ り 震災

以後の被災地の 経済動向 を概観す る と 、 全体で は一進一退 を 繰 り 返 し な が ら も 徐 々 に 回復

し つ つ あ る こ と が認め ら れ る O し か し 、 業種別 に み る と そ こ に は業種間 に 囲 復格差があ る

よ う に 思 え る O す な わ ち 、 製造業 を は じ め と し て卸売業や サ ー ビ ス 業 はお お む ね 回復基調

に あ る も の の 、 小売業 で は震 災以降未 だ に 下 降傾 向 に あ る と い え る O

ま た、 大企業 と 中小企業 と の 間 に は、 復興状況 に 大 き な 開 き が見ら れ る O 震災亘後 に は

大企業、 中小企業 と も に大 き く 落 ち 込 ん だ生 産 ・ 売上高が、 大企業 で は震 災 1 年後 に は大
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き く 回 復傾 向 を 示 し 、 震災 2 年 目 を 待たず し て震災前の水準 を 上 回 る に い た っ たが、 中小

企業で は未 だ 回 復 に は厳し い状況が見ら れ る O

第 2 節 復!日@ 復興が遅れ て い る 分野

以上の よ う に 、 緊急復興 3 ヵ 年計甑に 基づ く 各分野の復興辻規模的、 地域的 に 見れ ばい

ま な お そ れぞれの後輿に格差があ る も の の 、 全体 と し て みれば復興は)11質調 に 進みつ つ あ る

と い え る O し か し、 未 だ に 復興が困難な 分野 も あ る こ と が う かがわ れ る O

そ の 一つ は被災地 の 人 口 で あ る O 全体 と し て は被災地 人 口 は増加傾向 を た ど り つつ あ る

が、 人 口 間後状況 に お け る 格差が生 じ つ つ あ る こ と も 否 め な い。 震災後 2 年が経過 し た 時

点で、 西宮市や芦屋市 な ど 7 市 に お い て は人 口 が増加 に転 じ 、 伊丹市 や 明 石甫、 三 木市 に

お い て は人 口 は震災以前 よ り も 増加す る に い た っ て い る O し か し 、 神戸市、 尼崎 市、 洲本

市お よ び淡路全町で は震災後 2 年 に わ た り 人 口 が減少 し て い る O 特 に神 戸市 の 人 口 の 落 ち

込み に は厳 し い も のがあ り 、 震災以後約10万 人 の 人 口 が失わ れた ま ま であ る O

ま た 、 仮設住宅入居者の 数 も ス ム ー ズ に減少 し て い る と は言 え な い も の が あ る O 震災直

後 に 建設が開 始 さ れ、 1995年 8 月 11 日 現在 で48， 300戸が建設 さ れた 仮設住宅 の入居者 は

1996年 4 月 末に は42， 700世帯が入居 し て い た が、 そ の後約12， 000世帯が退去 し た も の の 、

1997年 3 月 1 日 現在で約35， 800戸の 仮設住宅契約戸数が残 さ れて い る O

特 に 、 こ れ ら の 仮設住宅入居者 に は自 力 での住宅再建や復興住宅が建設 さ れで も そ れへ

の入居が罰難 な 人 々 な ど、 何 ら かの 生活支援 を 必要 と す る 人 々 が多 い 。

こ の よ う な災害弱者支援の た め の さ ま ざ ま な事業が行政に よ っ て展 開 さ れ て い る O 兵庫

県では1996年 4 月 1 日 の住 ま い復興局設置 に 続 き 、 6 月 27 日 に は 「恒久住宅への移行の た

め の 総 合プ ロ グ ラ ム J を 策定 し 、 同 年 7 月 1 日 に は生活復興局設置、 向 月初 日 に は]R三

ノ 宮駅前 に 「阪神 ・ 淡路大震災復興支援館J ( フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ) を オ ー プ ン さ せ る

な ど、 新た な 組織や拠点が震災 2 年 目 に あ た る 時期 か ら 矢継 ぎ早 に整備 さ れつつ あ る O ま

た、 生活支援の た め の 具体的 な 施策 と し て も 生活復興資金貸付や 生活再建資金 な どの制度

を 創 設 し 、 懸命の努力 が行 わ れて い る O

兵庫県 で はこ の よ う な独 自 の施策の実施の み な ら ず政府 に対 し で も 公的 資金に よ る 生活

者支援 を 求め 「 自 然災害に対す る 国民的保樟制 度 を 求 め る 兵庫県民会議j を 発足 さ せ、 1997

年 2 月 に は2， 400万人の署名 が代表世話人 の 貝 原俊民兵庫県知事か ら 梶 山静六 内関官房長

官 に 手渡 さ れた 。 ま た 、 ボ ラ ン テ ィア 団体であ る 「阪神 ・ 淡路大震災被災地 か ら の 緊急 ・

要求声 明 の 会」 や 「市民 :議員 立法実現協議会j を はじ め と し て 多 く の市民団体で も 国 の

公的支援 を 求め て活動 を 存続 し て い る ほか、 国 レ ベ ルで も 与党災害復興プ ロ ジ ェ ク ト チ ー

ム (座長 : 村 岡 兼造 自 民党国 会対策委員 長) が生活再建支援資金等の 生活再建支援策 に つ

い て の検討 を 進め て い る O

ま た 、 外国人県民相互 に つ い て も 復興格差が生 じつつ あ る O 震災直後か ら 向邦人や市民
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に よ る 支援や協力 を 受 け る こ と の 出 来 る 度 合いがそ の 定住期 間 の長 さ に よ り 異 な っ て い る

た め で あ る O い わ ゆ る オ ー ル ド カ マ ー と 呼ばれる 人 々 は在 日 団体 と し て の 同 邦組織が確立

さ れて お り 、 ま た市民 と の 人 間 関係 も 長年培わ れて き て い る た め さ ま ざま な 支援や協力 を

得やすい立場 に あ る が、 ニ ュ ー カ マ ー と 称 さ れ る 外国 人県民の 場 合に は、 在 日 向邦人の数

も 少 な く 、 市民 と の 関係 も 希薄 で 、 生活基盤や経済基盤が十分 に 確立 さ れ て い な い た め そ

の 生活再建 に はさ ま ざ ま な 困難が生 じ て い る O
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二章 復興における今後の課題
第 l節 阪神 @ 淡路震災復興計画推進委員会中 間報告

震災復興 は着実 に 進 ん でい る も の の 、 被災者や被災団体等 の 関 での復興 格差が生 じ 、 復

興 に お け る 地域 開 の格差 も で は じ め て い る 。 ま た 、 そ れぞれが抱 え る 問題 も 個別化 し 、 多

様化 し て い る O こ の よ う な 復興の 進捗状況 を 検証す る と と も に 、 そ の 中 か ら 復興 に お け る

課題 を 検討 し 、 復興の た め の戦略的 な 推進方策 に む け て の視点 を提案す る た め 、 阪神 ・ 淡

路震災復興計調推進委員会 (注15) の 中 間報告 (注16) が1997年 3 月 に ま と め ら れた 。 以

下、 兵庫県復興計画の 5 本の柱 に よ り 分類 ・ 整理 さ れた 中 間報告の 「推進 上 の 主 な 課題J

を 中心 に復興 に お け る 今後 の 課題 に つ い て 記述す る O

( 1 )  21世紀 に 対応 し た福祉の ま ち づ く り

第ー に は、 被災者のすべて に対 し 、 き め細かい生活支援策 を 推進す る こ と の 必要があ る

と の 認識 に基づ き 、 さ ま ざま な福祉制度の有効活用 や被災者へ の 国民的 な 相 互扶助制度の

確立や経済的支援の実現が求め ら れて い る O 第二 に は恒久住宅への居住促進の た め に は、

被災高齢者の た め の 自 立支援や ホ ー ム ヘ ル プ ・ 在宅福祉サ ー ビ ス の 充実 の ほ か恒久住宅移

転後の コ ミ ュ ニ テ イ の形成等支援や入居募集時の工夫が必要 で、あ る と さ れ て い る O 第三 に

は未再建宅地の実態把握 に 基づ く き め の細かい再建支援策の必要性が述べ ら れ、 再建困 難

な 宅地 に つ い て は公的機 関 の 買 上 げ も し く は借上 げ措置 な どの必要性が語 ら れて い る O

ま た 、 ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー と 行政のパー ト ナ ー シ ッ プの構築や ボ ラ ン テ ィアへの 支援

策の検討 も 今後 に 残 さ れた課題 と な っ て い る O

( 2 ) 世界 に 開か れ た 文化豊か な 社会づ く り

阪神 ・ 淡路地域が世界 的 な 水準 の芸術文化が息づ く 地域 と な る よ う 地域 の 文化的資源の

発掘等 に 努め る と と も に 、 地域文化の個性 を 反映 し た ま ち な みづ く り や復興後の景観への

対策な どが課題 と し て あ げ ら れて い る 。 ま た 、 外国人 と の共生や文化復興への民間活動支

援 な どが求め ら れて いる O

( 3 ) 既存産業が高度化 し 、 次世代産業 も た く ま し く 活動す る 社会づ く り

こ こ で はま ず産業復興 に 向 け て の 原 則 が語 ら れ て い る O す な わ ち 、 「産業復興 は民 間 事

業者の 自 助努力 に よ る 白 立復興が原則 であ り 、 そ の た め の足場づ く り 、 ピ ジ ョ ン づ く り が、

行政の役割 と し て期待 さ れ る と こ ろ で あ る J 。 そ し て 、 今後の課題 と し て は新産業創 造 に

向 け た施策の拡大 と 既存産業高 度化 の た め の新た な 事業展 開 支援策が必要で あ る と し、 雇

用 に お い て は中 高年 の職種間 ミ ス マ ッ チ解消の た め の対策 を 求め て い る O よ り 具体的 に は、

被災中小企業 に対す る 支援策の検証や地場産業の販路開拓、 研究開発、 新分野進出等への

支援 を 課題 と し て あ げて い る 。

ま た 、 産 官学 に よ る 新産業創 出 への努力 やエ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン構想、 の実現に 向 け た
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取 り 組みが必要 で、 あ る と し て い る O

( 4 ) 災害 に 強 く 安心 し て 暮 ら せ る 都市づ く り

防災に対す る ハ ー ド 、 ソ フ ト 両面 の シ ス テ ム が緊急時 に はも ち ろ んの こ と 平時 に お い て

も 十分 に活用 さ れ る よ う な 工夫が諜題 と し て あ げ ら れて い る O ま た 、 災害 文化継承の一層

の促進や地域住民 に お け る 妨災意識 の 向 上 や 防災 ま ち づ く り の推進 も ま た 今後 の課題であ

る と さ nて い る 。

( 5 ) 多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市 躍の 形成

多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏の形成 に つ い て は、 今後事業の具体化が進め ら れる こ と に

な る が、 そ の際 に は、 各都市核や各都心の機能集中 と 分散 を そ れぞれの役割 と の 関 わ り を

明確 に し 、 都市構造 の デザ イ ン を 検討す る 必要があ る と し て い る O ま た 、 そ れぞれの都市

核や都心 を 結ぶ交通、 情報の ネ ッ ト ワ ー ク 形成 の構築 を 課題 と し て あ げて い る O

こ の 中 間報告 に は、 そ の最後に 「戦略展 開 へ 向 け て の視点」 と 題す る 非常 に 重要 な 4 つ

の課題が述べ ら れて い る O

そ の 第 一は復興事業の取 り 組み を 進め る 際、 そ の 重要度や他の事業 と の 関 連度等 に よ っ

て優先)順位 を つ け る こ と を 求め て い る 点で あ る O 第 二 の 点 は横断的 な 課題解決手法 の 開 発

で あ る O す な わ ち 、 復興途上 に お け る 諸課題の 中 心 に は 「い か に し て阪神 ・ 淡路地域が魅

力 的 な も の と な り う る か と い う 課題J があ る と の 認識に 立 っ て 、 従前 の縦割 り の組織 を 超

え て 、 各分野の課題 を 横断 的 に と ら え 、 戦略的 な 展 開 を 図 る こ と が必要であ る と し て い る O

第三 の課題 は、 「文化J に 関 わ る も の で あ る O 被災地の創 造 的 な 復興 の た め に は質 の 高 い

地域文化の新 し い ア イ デ ン テ イ テ イ の発見や創造が不可欠であ る と の 認識か ら 、 行政に対

し で も 、 畏関 の 自 主性 を 尊重 し つ つ 、 文化的 「価値j の領域 に 一歩踏み込む よ う な取 り 組

み を 求め て い る O そ し て 、 最 後 に 、 被災者 を はじ め と す る 県民、 団体、 県、 市 町等が一丸

と な っ て復興の ビ ジ ョ ン を 具体化 ・ 共有 し つ つ 、 復興 モデ ル の実現や震災教訓i の伝達 な ど

被災地 と し て の責務 を 果 た す こ と の重要性が語 ら れて い る O

第 2 簡 生 ま れつつある も の

被災地域 で は多 く の も の が失 わ れ た が、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 と し て生 ま れつつ あ る

も の も あ る O そ れ はい わ ば 「震災文化j と で も 名づけ ら れ る べ き も の であ る が、 ま た そ れ

はこ の地域の個性あ る 文化 に 昇 華Aさ れ、 ま た 、 21世紀 に お け る わが国の文化 の あ り 方 に も

ひ と つ の 道筋 を 与 え る 可能性 を 持 っ て い る O

震 災 を 契機 と し て 、 地域 に は新 し い コ ミ ュ ニ テ イ が生 ま れつ つ あ る O こ の コ ミ ュ ニ テ イ

は震災 に よ り 破壊さ れた住宅や街並み を 再建す る た め に従来か ら 地縁 的 に 形成 さ れて い た

町 内 会や 自 治会 に 代 わ る 新 し い組織で あ る 。

震災直後か ら 被災地 白地地域の復興 に 関 わ っ て き た 遊空 間工房の野崎隆一社 長 は震災前

か ら 存在 し た 世話人型 コ ミ ュ ニ テ ィで あ る 町 内 会や 自 治会 は 「震災時 に はほ と ん ど組織的
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に対応で き ず、 そ の後の復興 に も 一部の地域 を 除い て積極的役割 を荷い得 な か っ た と さ れ

て い る 」 と 述べ、 こ れ ら 旧 来型 の コ ミ ュ ニ テ ィ を ま っ た く 苔定す る も の で は な い が、

方で震災前か ら f ま ち づ く り 協議会j 等の活動家捜 コ ミ ュ ニ テ ィ の存在 し た 地 区 で は 『 ま

ち づ く り 協定J を つ く っ て復興の ル ー ル化 を 目 指 し た り 、 そ れ な り の役割 を 果 た し て い る 」

と い う (注17) 0 従来の よ う に 地縁的 な 結 びつ き で形成 さ れ た コ ミ ュ ニ テ ィ に か わ り 地域

外の学者や 専 門 家 を 交 え 、 よ り 良 い ま ち ゃ景観形成 の た め に活動 を 続け る こ れ ら の新 し い

コ ミ ュ ニ テ イ は成熟社会 に お け る 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ の萌芽であ る と い え る O

ま た 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 も 震災 を 契機 と し て 生 ま れた も の 、 あ る い は育 ち つ つ あ る も の

と い う こ と がで き る O も ち ろ ん わ が 国 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動が震災前 に 存在 し な か っ

た わ け で、 は な い。 し か し 、 被災地で の 救急 ・ 救援の た め に 150万人 も の 人 々 が駆 け つ け る

よ う な現象 は今 聞 の震災が初 め て で あ り 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年」 と 呼ばれ る 所以で も あ る O

こ の 大規模 な ボ ラ ン テ イ ア 活動 は多 く の課題 を 投 げか け た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 団体相互の調整、

ボ ラ ン テ イ ア と 行政の役割分担や情報公開 の あ り 方、 ボ ラ ン テ ィ ア と 受 け 手 の 関係、 ボ ラ

ン テ イ ア 活動の継続性、 ボ ラ ン テ イ ア 活動への 支援の あ り 方や 資金的 ・ 財 政的基盤の確保、

ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー の必要性 な ど現在 ま で さ ま ざ ま な 課題解決が図 ら れて き て

い る が、 今後 と も 引 き 続 き 研究 し模索 しつ つ解決 さ れ な け れ ばな ら な い課題 も あ る O 特 に

現在国会で議論 さ れて い る NPO法案の行方 に つ い て は わ が 国 だ け で な く 世界 的 に も 注 目

さ れて い る と こ ろ で あ る O 被災地お よ び被災者復興 の た め に活動す る ボ、 ラ ン テ ィ ア やNPO

の活動、 あ る い は被災地 の 経験 は 、 今後少子化 ・ 高齢化 を 迎 え る わ が 国 の 平時 に お け る 諸

活動への 新 し い 方途 を 提供す る 可能性 を 持 っ て い る O

こ の こ と と 関係 し て 、 今回 の震災ボ ラ ン テ イ ア が若 い 人 々 に も ボ ラ ン テ イ ア 活動への 関

心や意識 を 高 め た こ と も 見逃す こ と は で き な い 。

例 え ば、 姫路短期大学の松本説教授の調査 (注18) に よ れば、 震災前 に ボ ラ ン テ イ ア 活

動 を 経験 し た こ と の あ る 学生 は 「経験があ る J 8. 8%、 「少 し あ り J 30. 9% と 約40%学生が

ボ ラ ン テ ィ ア 経験があ っ た 。 た だ、 こ の う ち の多 く の学生が 「 中高生時代 に 、 老人ホ ー ム

な ど の慰問 に 訪 れ た程度j で、 ほ と ん ど の学生 に と っ て は 「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年j で あ っ た 。

し か し、 こ の 調査が実施 さ れた 1996年 3 月 (調査表の記布。 回収は郵送 に よ り 後 日 な さ れ

た) の段階では、 今後の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に つ い て は、 「ぜ ひ や り た い 4. 3%、 「要請 さ

れた ら ( し た い) J 27. 3%、 「で き れば ( し た い) J 66. 7% と 「す る つ も り は な いJ 1 . 4%の

学生 (実数で は 1 名) を 除 き 、 ほ ほ全員 の学生が何 ら か の 形 で ボ ラ ン テ イ ア 活動への参加

意識 を 有 し て い た 。 こ の姫路短期大学の よ う に 大多 数の学生がボ ラ ン テ イ ア 活動への参加

に 関心 を 寄せ る と い っ た ケ ー ス が全 国 の 大学 に 在籍す る 学生や若者 た ち の 一 般的 な 傾 向 で

あ る と は言 い え な い と し て も 、 震災以後多 く の 人 々 の 中 に ボ ラ ン テ ィ ア 活動への 関心が高

ま っ た と い え る の で は な い だ ろ う か。

こ れ ら の も の は 官 と 民、 官 と 学、 民 と 学、 民 と 民、 あ る い は地域 と 地域 と い っ た従来 ま
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での 関係 を 大 き く 変 え つ つ あ り 、 ま た 、 そ の 内 部 に お け る 関係、 例 え ば行政 に お け る 従来

型の縦割 り 行政や市民への情報公開 の あ り 方、 あ る い は市民社会の成熟に と も な う 市民の

自 助努力 や市民相互;の利害調整な どの あ り 方 を 変 え つつ あ る O 被災地 に お け る こ れ ら の変

化はやがて は わ が国 に お け る さ ま ざま な 分野での変化の先例 に な る 可能性 を 有 し て い る と

い え る で あ ろ う O

兵庫県南部地震発生後 2 年余 り の復旧 ・ 復興の 過程、 特 に 1996年 4 月 以 降 の 1 年 間 の そ

れ を ふ り 返 っ て み る と 、 都市 イ ン フ ラ な どの ハ ー ド の後!日 は ほ ぼ終わ り つ つ あ る も の の 、

い ま だ復旧 ・ 復興が国難 な 状況 に あ る 人 々 も 多 く い る O ま た 、 復i臼 ・ 復興 に格差の生 じ て

い る 分野 も あ る O 総 じ て い え ば、 被災地の震災か ら の復旧 ・ 復興 は そ こ に 暮 ら し生活す る

人 々 の復旧 ・ 復興であ る O 被災弱者 と 呼 ばれ る 人 々 と と も に 被災地全体の創 造的復興 を 実

現す る た め 、 復旧 ・ 復興への新 た な 決意が求め ら れて い る O

国土審議会委員 であ り 、 阪神 ・ 淡路復興委員 会委員 で も あ っ た 慶鷹義塾大学大学院の伊

藤議教授の言葉 を 引 用 し 本論の締め く く り と し よ う o (注19) 。

「最柊的 な 答は こ う い う こ と だ と 思 う ん です。 21世紀 に 向 け て の最大の課題は、 都心 に

集 ま っ て く る 高齢者や心身障害者 と い っ た 人 々 の生命の 重要性 を 認識 し て 、 そ う い う 人 た

ち が地震の時、 火災の時 に ど う い う 行動がで き る か、 そ こ ま で思 い を 込め て街 を 再開発す

る こ と が極め て重要で、 は な い か。 こ れ に対 し て き ち ん と 対応す る こ と がで き な い よ う で は、

も は や武士道の あ っ た 日 本 と は 言 え な いJ 。

(注 l ) f 阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [第 1 巻 .1 兵庫県 ・ (財) 21渋紀 ひ ょ う ご創造協会 1997年 3 月

(注 2 ) 兵煉 県災害対策本部発衣資料 平成 9 年 3 月 3H J l6 : 00時点での f被害状況に つ い てj

(注 3 ) 本書第 2 部第 5 主主第 3 節 を 参照。

(注 4 ) r < 街の復興 カ ル テ > の 目 的 と そ こ か ら 学ぶ こ と J r街の復興 カ ル テ j 鳴海邦碩 兵庫県 ・ (財) 21世紀 ひ ょ

う ご創 造協会 1997年 3 月

(注 5 ) 前掲書 鳴海邦碩

(注 6 ) r阪神大震災 と イ ン ナ ー シ テ ィ 問題 長 問 況 の被害拡大の要 因 と 内生 ・ 復興 の方策 』 日 野孝雄 姫路濁

協大学地域セ ン タ ー紀要 1995年 3 月

(注 7 ) 前掲番 目 野孝雄

(注 8 ) 前掲書: 日 野孝雄

(注 9 ) わ が国 に お け る 活断層の分布 に つ い て は 、 活断層研究会 H新編] 日 本の活断層.1 (財) 東京大学出版会、

1995年 4 月 に 詳細な地問があ げ ら れて い る 。 ま た、 活断層 と 地震の関係につ い て は 多 く 識者が誘 っ て い る

と こ ろ で あ る が、 熊本大学理学部の松田 時彦教授は北海道 と 日 本列 島 を 7 つ の地域 に 分 け 、 そ れぞれの地

域にお け る 活断層 と 地震の関係を わ か り やす く 説明 し て い る 。 (f活断層j 松 田 時彦 岩波新書 1996年 4

月 )

(注10) r計画部会調査検討報f制 限 土審議会計園部会 国土lì' 1996年12月

(注11 ) r 阪神 ・ 淡路震災復興計画』 兵庫県 1995年 7 月

(注12) r阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [第 l 巻I I 兵庫県 ・ (1せ) 21世紀 ひ ょ う ご創造協会 1997年 3 月

(注13) r < 街の復興 カ ル テ > の 目 的 と そ こ か ら 学ぶこ と J r街の復興 カ ル テ 』 鳴海邦碩 兵庫県 ・ (財) 21 1+1:紀 ひ ょ

う ご創造協会 1997年 3 月
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(注14) r住宅復興の概況把鰹 と 復興の課題J r都市復興の I 年 中 間 資料 (都市復興研究部会) j 鳴 海邦碩 日 本都

市計蔀]学会関 西支部 ・ 震災復興都市づ く り 特別委員会 1996年11月
(注15) こ の 委討会は、 阪神 ・ 淡路震災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計爾) の総合的 な 進行管壊、 推進方策、

推進上の課題等 について検討 を 行い、 復興計画の 円滑、 かっ効来的 な推進 を 図 る た め 、 新野幸次郎前神戸

大学学長他 を 特別顧問 と し、 三 木信一神戸商科大学学 長 を 委員 長 と し て平成 7 年 1 1 月 に 兵庫 県 に よ り 設置

さ れた も ので あ る 。

(1主16) 打創造的復興 の た め の戦略」 に 向 け て (阪神 ・ 淡路震災復興計爾推進委員 会 中 間 報告は 阪神 ・ 淡路震災

復興計!爵推進委員 会 1997$f.・ 3 月

(派17) r 白 地地域 自 力復興の現在J W21世紀 ひ ょ う こ、Vol. 7lJ 野崎際 . (財 ) 2 1世紀ひ ょ う ご創造協会 1997年 1

月

(1J:18) r姫路短期大学学生 ボ ラ ン テ イ ア の記録 と 評側J r兵庫県立問大学阪神 ・ 淡路大震災復興特別研究成果報告

書 (平成 7 年度及 び 8 年度) j 松本滋 神戸商科大学、 姫路 工業大学、 兵庫県立看護学校、 姫路短期大学

1997年 3 月 31 日

(注19) rrEJ土空間の安心 ・ 安全 そ の 将来像J (講演録) rあ う ろ ー ら 8 号j 伊藤滋 21世紀関西 を 考 え る 会 1997 

年 7 月
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第一章
生 活



活再
1 .  

大震災か ら l 年 2 ヵ 月 。 1996年 (平成 8 ) 4 月 、 被災 し た百貨庖や異人館が再開 し 、 JR

で最後 ま で残 っ て い た 新長 田駅が装 い を 一新 し て デ ビ ュ ー 。 前年 は 開催が危ぶ ま れた 甲 子

園 の セ ン パ ツ で は 、 援パ ス の 乗 り 入 れ禁止が解か れ、 土産物届 に は 「祝」 の文字が復活

し H 曜 日 に は 6 万人以上の観衆がス タ ン ド を理め、 復興の証 と し て新聞 を 賑わ

し た 。

兵庫県 は こ の96年度 を 「復興元年J と 位置付 け た 。 被災者の生活再建 を 自 指 し、 さ ま ざ

ま な 施策 を 講 じ て き たが、 主 な 生活指標 は どの よ う に推移 し た か、 を 兵庫 県の調査で み る

と一一。

人 口 増減。 県 の65% を 占 め る 被災10市10町 は ピ … ク 時 (95年 4 月 ) か ら 約 1 6万2， 000人

ち 込み、 96年12月 段階で も 震災前 か ら 14万4， 000人少な い約345万人 に と ど ま っ て い る O

約 6 万6， 000人が仮設住宅で 3 度 目 の冬 を 過 ご し 、 県外 に 避難 し た被災者 は 約 5 万5， 000入、

l 万9， 000世帯 と 推定 さ れ る 。

大型小売!占販売額。 百貨庖、 ス ー パ ー の 販売額 は、 庖舗の 再 開や新規出 庖 に よ り 緩や か

な 回復基調 に あ り 、 96年 9 月 以 降 ほ ほ震災前の水準 に 達 し た 。 97年 3 月 の 突 出 は消費税引

き 上 げに よ る 駆 け込み需要が影響 し て い る 。
( 1究1 1 ) 大型小売j高 (百貨庖、 ス ーパー) 販売額の前年 間 尽 比の増減 (%)
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ホ テ ル稼働率。 阪神 高 速道路神戸線の全線開通 (96年 9 月 30 日 ) や ル ミ ナ リ エ (12月 )

の 開催 に よ り 囲復傾 向 に あ る 。
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(表 1 ) ホ テルの稼働率 (単位 : %)

区 分 95主ド 4 月 10月 96年 4 月 10月 12月 97年 9 月

A ホ テ ル
49 41 57 65 53 58 

(ム10. 8) (ム32. 4) (ム 2. 4) (ム 8. 1) ( 5. 2) (ム 8. 9)

44 50 57 62 61 56 
B ホ テ ル

(ム18. 4) (ム28. 1 ) (ム 4. 7) (ム15. 8) ( 0. 1 ) (ム15. 7)

* ( ) 内 は94年 同 月 比増減

有効求人倍率。 求人 は震災後大幅 な 増加 を 示 し 、 以降 も 概ね順調 な 経過 を た ど っ て い る 。

求職者数は震災後大幅 に増加 し た後、 減少額向 で推移 し て い た が、 対前年比で増加 に 転 じ

て い る O こ の た め有効求人倍率 は震災後復旧 ・ 復興関連の求人 を 中心 に上昇傾向で推移 し

て き て い た が、 最近で は 引 き 続 き 震災前 を 上回 る 水準 に あ る も の の 、 96年 1 2 月 �97年 1 月

を 境 に頭打 ち 状態 に な っ て い る O 有効求人倍率 を 年齢別 に み る と 、 中 高年齢層 に お い て は

依然 と し て 厳 し い状況 に あ る 。
(関 2 ) 有効求人倍率

0.9 

間町
霞
庫

会
兵

0.8 

， 医師 、
、 ， 刷 、 、 0.72

0.7 
‘ 踊

、 ，

0.5 

0.56 

(%) 
0.6 

0.4 I J ー十一←← 4
94/12 9512 4 6 8 10 12 96/2 4 6 8 10 12 97/2 4 6 8 

(以上、 兵庫県調べ)

復興が進 ん で、い る 数字 も あ る が、 現実 は験 し い 数字が並んでい る O と く に 個 人の収入、

職 と い っ た生 活 に 関す る 項 E が き つ い 。 神戸新 聞 は 「復興度J を 、 震災 1 年半後の96年 7

月 ( カ ッ コ 内) と 、 そ の 半年後の97年 1 月 の 2 屈 に わ た り 独 自 の 方法 で試算 し た (表 2 ) 。

調査項 目 は 人 口推移 に 始 ま り 、 ガス 供給件数、 百貨底販売額な ど23項 目 で、 震災後の最低

レ ベ ル を ゼ ロ と し、 震災前 を 100% と し た 数値化であ る 。

全項 目 の平均 は 59 . 7%で、 半年前の53. 3% に 比べ、 6 %上昇 し た 。 数字の 上 で は前進 し

て い る が、 人 口 や 住宅 な どの 回復は依然 と し て 遅れ、 商業な ど も 足踏みが続い て い る O

家庭用 電力契約数は71. 9% ま で 回 復 し た の に対 し 、 都市ガス 供給件数は58. 2% に と ど ま

っ て い る O 仮設住宅での プ ロ パ ン ガス 使用が影響 し て お り 、 住民が ま だ、町 に 戻 っ て い な い
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状況が う かがえ る 。 住宅関係で は新規住宅着工

件数が震災 に よ る 滅失住宅戸数 を 上 回 り 、 復興

度123. 8% と 突 出 。 再建以外の住宅 も 含 ま れて

い る 数字だが、 地域差 も 大 き い。 例 え ば新築の

再建率は 芦原が48% な の に対 し 、 神戸市兵庫 区

は26%。

商 f吉 街 ・ 市 場 の 再建 は 72. 2% と 足 踏 み が続

き 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生産額 も 41 . 6%で中小企

業の苦境が続 い て い る O

復興度か ら 出 て き た 特徴 は 「格差」 であ る O

貝原俊民知事は97年正月 、 新聞 の イ ン タ ピ ュ ー

で 「精神 的 に打 ち ひ しがれ、 仮設住宅か ら恒久

住宅へ移 る 気持 ち さ え持て な い 方が 出 て く る の

で は 、 と 心配 し て い る O 若い社会な ら 自 力 復興

も 望め る が、 高齢者 で は そ う は い か な い。 社会

参加が難 し い 人 た ち への リ ハ ピ リ が必要で、 支

援 を さ ら に 充実 さ せ な け れ ば な ら な いJ と 述べ

た。 そ し て 生活再建への復興本番 と 位置付 け た

97年の仕事初め で 「被災者は個別事情 に よ っ て

格差が生 じ て い る o 人 の 落 ち こ ぼれ も な く 復

(表 2 ) 兵庫県の麓災復興度

被災20市町 別推 計 人 口 11 . 5 ( 7. 6) 
外隣人の戻 り 具合 3. 4 ( 一 )
家庭用電力契約数 71.  9 (47. 1 )  
ガス 供給件数 58. 2 (30. 3) 
住宅新規着工件数 12:). 8 (75. 8) 
再建 さ れた建物数 45. 9 (37. 2) 
神戸 市への観光客数 55. 5 (55. 0) 
百貨応販売額 44. 5 (46. 4) 
映治]館の座席数 51. 5 (54. 8) 
荷J?i{お ・ 市場内閲 72. 2 (68. 5) 
高級飲食「白骨業数 74. 2 (69. 6) 
国際 . J3iJ内会議の 開催 86. 1 (82. 6 )  
校千?の復IEl状況 24. 4 (20. 0) 
児?主 ・ 生徒数の推移 33. 9 (21. 0) 
医療機関 の復旧 66. 1 (63. 0) 
保育所復旧状況 72. 7 (45. 5) 
共同作業所復18 93. 8 (82. 8) 
文化財復旧 79. 8 (74. 7) 
神戸港のパ ー ス 復i臼 57. 6 (43. 5) 
神戸港輸入金国 シ ェ ア 48. 9 (62. 9) 

輸出全国 シ ェ ア 45. 0  (60. 7) 
神戸港 コ ン テ ナ取 り 扱い偶数 61.  0 (70. 5) 
神戸港外国貿易船入港数 54. 5 (70. 4) 
ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生産額 41. 6 (32. 2) 
事業所の復帰 (57. 3) 

1997年 1 月 、 ( ) 内 は96年 7 月
(r21  i世紀ひ ょ う ご.1 Vol. 72よ り )

興 し て い た だ け る よ う 、 行政 と し て細心の努力 を j と 県職員 に 呼びか け た 。

ム 誌がる 格差

被災者の生活格差 に つ い て 、 多 く の 分析があ る O 激甚被災地 と そ う で な い 地域、 残存住

宅 と 仮設住宅の比較な ど さ ま ざ ま だが、 新聞各社の調査か ら 2 、 3 例 を 紹 介す る O

ま ず神戸大学文学部 (社会学) と 共 同通信社が1996年 6 月 に 行 っ た 調査か ら O 対象は 神

戸市長 田 区 の鷹取東地区 8 町 ( 日 吉、 海運、 若松、 大橋、 野 田 町 な ど) で、 多 く の家屋が

倒壊 し た 上、 大火に 見舞 わ れ た 激甚被災地で あ る O ア ン ケ ー ト の発送数は767、 有 効 期 答

は400 ( 屈 答率52%) 。

震災前の 主 た る 生計者の職業は、 一般営業26%、 給与所得者25%。 無職 は 28% と か な り

の割合 を 占 め 、 高齢者が多 い と い う こ の 地区 の特性 と も 関連 し て い る O 震災前か ら の無職

者110人 を 除 く 290人 を 対象 に 復業状況の割合を 算 出 し て み る と 、 転職、 引 退 も 含 め て 就業

に な ん ら か の 影響 を 受 け た 生計者 は63% (182人) に も な る 。 調査の時点 で休業、 失業が

続い て い る 人 は12% (35人) 、 自 営業が際立 つ て 高 い 。

95年の 家族全員 の 総収入 (義援金、 保険金、 見舞金 な どは 除 く ) を 家族 の 人 数別 に み る
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と 、 家族数 I 人で収入が100万 円 未満が28%、 2 人で200万 円 未満が32%、 3 人 で200 万 円

未満が22%、 4 人で300万 円 未満が31%、 5 人で300万 円 未満が42% と な っ て い る O 約 3 割

ほ どの家族が経済的 に 厳 し い 醤窮状態 に あ る こ と がわ か る O

住宅の被害 は 、 全焼、 あ る い は全壊世帯 は400 の う ち 374 (94%) と い う O な かで も 火災

に よ る 建物被害が大 き く 全焼が87% を 占 め て い る O 現在の 住 ま い は公的仮設住宅、 親族宅、

賃貸住宅 な ど厳 し い既往条件 と 思 わ れ る 割合は計53% に達 し て い る O 震災後に 元の場所 に

家 を 再建 し た り 、 別 に住宅 を 購入 し て い る 世帯 も 自 立再建 を 果た し た よ う に み え る が、 経

済 的 に 苦 し い状況に あ り 「返済 に 大 き な不安があ る j と 34%が答 え て い る O な お調査時点

で地元 内 に 居住 し て い る 世帯 は20% の み で あ り 、 8 割が地区外で生活 し て い る O

「地元 に 戻 っ て再 び住む見通 しj に つ い て尋 ね る と 、 そ の 見通 しが立っ て い な い と 答 え

た 人が47%、 別 の場所で も 見通 しが な い 、 の 3 % と 合 わ せ る と 半数が見通 し が な い と い う O

と く に 借家層 は 68% に も 達す る o ( r苦闘の被災生活.] 神戸大学震災研究会編)

次 に 読売新聞 は被災 8 市 1 町の被災者5， 000人調査 を 何年11 月 に 、 前年 と 同 じ地 区 で行

っ た 。 約50項 目 に わ た っ て 開 き 取 り し て お り 、 全半壊、 全半焼 し た 自 宅の再建は よ う や く

過 ?士数 に 達 し た も の の 、 今後の見通 し の 立 っ て い る 人 は 1 割 に 満た ず、 再建で き な い 人が

2 割以 上 い る こ と が明 ら か に な っ た 。 20人 に 1 人 は仕事 を 失 っ た ま ま で、 収入が減っ て い

る 人 も 3 割 を 占 め た。 前 回 の調査 と 比べ、 復興への歩み は の ろ し 生活格差が拡大。 災害

弱者が取 り 残 さ れて い る こ と が明確に な っ た、 と い う O

住宅 に つ い て は 、 再建で き た 人 は57%。 前 回 の調査で は 1 9% だ っ たが、 見 通 しがあ る 人

は34%お り 、 こ の 2 つ を 合わせた53% に ほ ぼ匹敵。 1 年 目 に見通 し の 立 っ た 被災者の建て

直 し が 2 年 自 に )11質調 に 進ん だ こ と を 物語っ た 。 そ の 反面、 今 も 見通 しが立 た な い 人 は 14%

も い た 。 そ の他の 屈答の多 く は 、 わ か ら な い 、 あ き ら め た な どで\ 補修で済 ま し て い

る 人 を 含め る と 20%が再建で き な い ま ま だ。 困 難 な 理 由 は 昨年 同様、 資金の 問題で 「国や

県 に よ る 低利 な特別融資J I公共の安価 な 住宅分譲J を 求め る 声が79% も あ っ た。

仕事 に つ い て は、 失業 5 %、 休業 7 % な ど職 の な い 人が 1 割以上 い る な ど、 震災後 に 変

化の あ っ た 入 試 2 割近 く に の ぼ っ た 。 転職 し た 人 で も 20%が再就職 ま で I 年以 土かか っ て

お り 、 こ の 1 年 間 で雇用状況の好転 は み ら れ な か っ た 。 失業中 の 人 は50代以 i二が 3 分の l

以上 を 占 め 、 中 高 年 に 厳 し い雇 用 条件 も 改善 さ れ な か っ た 。 仕事場が壊れて仕事 を 失 っ た

自 営業者 も 4 分の l 強お り 、 資 金 を 必要 と す る 自 営業者の復興の遅れ も [1 つ 。

収入減 を 訴 え る 被災者は 3 割近 く い て 、 前 回 と ほ と ん と会変 わ っ て い な か っ た 。 「家計が

赤字j に な っ て い る 人 も 、 ほ ほ同数の 3 分の I に の ぼっ た っ 行故に対 し て は [ 経済援助J

「福祉充実J I住宅提供」 を 求め る 声が 2 年続 け て多 か っ た 。

室崎主主輝神戸大教授 (都市防災学) は 「 自 助努力 の で き る 人が何 と か再建 し た 一方で、

再建の ま っ た く 困 難 な 人が取 り 残 さ れて い る と い う 生活再建の二様化が こ の 2 年で明確に

な っ た と い う こ と だ。 実 際 に は再建で き て い な い 人が少 な く と も 5 分の l に も の ぼる と い

第一言者毒量生活 49 



う 現状は、 再建す る こ と 自 体を あ き ら め た 人がか な り い る の で は な い か と 思 わ れ る O 二重

ロ ー ン も 深刻 だが、 ロ ー ン を組む経済力 さ え な い 人がい る と い う と こ ろ に 、 被災地の抱え

る 問題があ る J と 述べて い る O 二重 ロ ー ン は全体で は 4 人 に l 入、 マ ン シ ョ ン で は ほ ぼ半

数が こ の方 法 に よ っ て 再建 に こ ぎつ け た と い う O

神戸新聞 は、 激甚被災地 と 県内各地の仮設住宅2， 300世帯 を 対象 に 「震災 2 年 ・ 被災者

ア ン ケ ー ト j を 実施、 872人 か ら 回 答 を 得 た 。 特徴は激甚地 と 仮設住宅 の 対比 で あ り 、 鮮

や か に格差 を あ ぶ り だ し て い る 。 持 ち 家 の 人 の 4 割以上が元の場所へ戻 っ た の に比べ、 借

家 人 は 約 4 割が断念 し てお り 、 め どが立 た な い人 を 加 え る と 3 人 に 2 人が悲観的 な 見通 し

だ。 仕事の状況 で は 、 比較的安定 し て い る 会社員 な ど と は対照的 に 自 営業 者 は 収入が半減、

ま た は そ れ以 下 に な っ た 人が 5 割 を 超す な ど苦境が続い て お り 「再建が進 む 人」 と 「取 り

残 さ れ る 人」 と の 分化 を 示す結果 と な っ た。 調査は96年1 1 月 末か ら 12 月 中 旬 に か け て 実施。

告全体の約 9 部が全焼 ・ 全壊 し た 神戸市須磨 区 の 千歳地区 と 、 死者259人 を 出 し た 東灘区

深江地区 の約千世帯 を 対象 に 定点調査。 販神 間 な ど17地 区 の 仮設住宅で300 人 の附接調査

を 行 っ た 。

切 実 な 住 の 問題 では 「震災前 の住 ま い に戻 る め どJ に つ い て 、 持 ち 家 の 人 の 1 割強が 「め

どは 立 っ て い る J o I戻 っ た 人J と 合わ せ る と 5 割以上 に 達 し たが、 借家の 人 は 3 割 に と ど

ま る O

と く に仮設住宅調査で は 「立た な い」 と 「断念 し たJ で 8 割 に 達 し 、 き わ め て厳 し い状

況。 年齢別 に み て も 60歳代 と 70歳以上が 「立 た な いJ I断念J が 6 割 を 超 え 、 若 い世代 と

の二分化傾向 が表れて い る O

戻 れ な い理由 に は、 持 ち 家 だ、 っ た 人で 「資金問題J I高齢J I都市計踊J の 3 点が主 な 要

因 と し て挙がる の に対 し、 借家人 は半数以上が 「家主が再建 し な いJ 。 今後の住居 の 見通

し は 、 と も に 「公営住宅 に入居j が ト ッ プだが、 借家人 は 8 割 を 起 し た 。

勤 め の 人 、 自 営業者を合わせた 収入の変化 を み る と 、 l 年 目 で 「減っ た J と い う 人 は 2
(図 3 ) 地元に漠 る め ど と 収入の変化
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人 に 1 人で、 う ち 「半分以下 に な っ たj は 2 割余 り O た だ 自 営業者だけ を み る と 「減 っ た」

人 は 8 割 を 超 え 、 う ち 「半分以下」 は 4 割。 2 年 目 に は 「減っ たj 人 の ト ー タ ル は さ ら に

増 え て い る O

同 紙は、 調査 し た激甚被災地の須磨 区千歳町 1 丁 目 を ル ポ、 次の よ う に 報 じ たo

f長田 区 に接 し 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズの 町工場や飲食庖 、 十数坪の小 さ な家 が ひ し め い た

街は、 あ の震災後の火災で焼 き 尽 く さ れた 。 そ こ に は24世帯、 52人が暮 ら し て い た が、 震

災か ら 2 年 を 経て も 、 周 辺 は 更地が多 く 、 路地の あ っ た場所 も 判 別 で き な い 。

千歳 を 離れ、 転 々 と 住 ま い を 移す住民 た ち 。 平成 9 年 1 月 中旬 時点で、 24世帯の う ち 、

1 人が老人ホ ー ム に入 札 1 人が死亡 し た。 残 る 22世帯 は、 仮設住宅で暮 ら す 人、 肉 親宅

に 同 居す る 人 は と も に 6 世帯、 民間賃貸 4 世帯。 2 世帯が同 じ場所 に 再建 し、 2 世帯が別

の場所で住 ま い を購入 し て い たJ。

半数が年収減
被災世帯の約半数が震災前 よ り 年収が減っ てお り 、 平均減収額 は 172万 円 に の ぼる こ と が兵庫県長寿社会

研究機構家庭問題研究所の認斎で分か っ た。 ま た、 被容が軽 く 自 宅で暮 ら し て い る 方が仮設住宅入前世帯 よ
り 収入滅 は 大 き く 、 不公平惑が募 っ て い る こ と も 浮 き 彫 り に。 調査は仮設住宅2， 290世者? と 残存住宅1， 520tJt 
帯で 「震災前 と 収入 は変 わ ら な い」 と 回答 し た の は仮設54%， 残存40%0 r減っ たj は仮設41%、 残存55. 4%
で、 平均減収額は仮設145万円 、 残存210万 円 。 回答の あ っ た残存世帯70%が持 ち 家。 震災前 ま で比絞的、 所
得が高い層 だ っ た た め、 落 ち 込み幅が大 き く な っ た と み ら れ る 。 同研究所は 「残存住宅の 回 答者は全体的 に
被釜が較 し �Jê. Êl 力 で頑張れ る よ う に見え る が、 逆 に深刻 な 問 題が多 いJ と 分析 し て い る 。 (毎 日 新聞
96fF 8 月 2 日 付)

3 . 仮設住宅の暮 ら し

「仮設住宅の 初 の 撤去作業が96年 4 月 4 日 、 芦屋市立潮見中で始 ま っ た。 被災地の う ち 、

学校の グ ラ ウ ン ド全面 に 仮設住宅 を 建 て た の は 同市 だ け で、 教育環境の正常化 を 急 ぐ た め 、

2 年 間の 使用 期 限が く る 来春 を 待 た ず に 撤去 を 決め た 。 200戸の う ち 97戸 を 撤去、 グ ラ ウ

ン ド の ほ ほ半分を 学校側 に 返還す る J o (1996年 4 月 4 日 付各紙)

仮設住宅 は 兵庫 、 大阪で 4 万8， 200戸建設 さ れた。 何年 8 月 ま で に 延べ 5 万 1 ， 495世帯が

入居 し 、 現在は 4 万889世帯。 転 出 累 計 は 1 万606世帯で、 転出率 は20. 5%。 そ の率 は尼崎

10. 9%、 神戸15. 4% な どが低 い の に 対 し 、 三 木50%、 J I I 酉42. 3%、 伊丹40% な ど比較的被

害が少 な か っ た周辺市で高い数字 を 示 し た 。

尼崎市 は 「民間賃貸住宅 に入居 し て い た 人が 9 割お り 、 家賃が月 2 万 円 前後 の 世帯が大

半 を 占 め て い た の が事の状況。 公営住宅が供給 さ れ な い 限 り 、 ほ と ん どが仮設か ら 転居で

き な い の で は J と 分析 し て い る O 前述の記事の よ う に 、 仮設住宅の撤去がぽつ ぽつ始 ま り 、

新 し い土地、 住居 を 求め て 転出 し て い く 人 も 増 え た。 し か し、 賃 貸 ア パ ー ト が全壊 し た り 、

再建資金 も ま ま な ら ず、 先行 き の見通 しが立た な い 人 た ち を ど う フ ォ ロ ー す る か。 こ の こ

と の 方 が よ り 深刻 な 問 題 と し て ク ロ } ズ ア ッ プ さ れて き た 。

日 本経済新聞が震災 1 年半後の96年 7 月 17 日 に 発表 し た仮設住宅居住者の ア ン ケ ー ト 調
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査で も こ の深刻 さ が色濃 く 出 て い た。

一戸建 て や マ ン シ ョ ン 居住者の う ち 8 割が 「住宅 問題は改善 し たJ と 答 え た の に対 し 、

仮設 に住む 4 人に 3 人 (75%) は r 1 年以 内 に 引 っ 越す め ど は な い j と 回 答。 r 2 ，  3 年

以内 に 出 る 予 定」 は 10%、 r 1 年 以 内 」 と 「半年以内」 は そ れぞれ 9 %、 7 % だ、 っ た 。 将

来、 入居 を 検討 し て い る 住宅 は公団 ・ 公営賃貸が圧倒 的 に 多 く 69%。 民 間 ア パ ー ト 、 マ ン

シ ョ ン な ど を 含 め 、 借家 を 希望 し て い る 人が全体の 8 割近 く を 占 め た 。

仮設で、 住宅、 世帯収入、 健康、 人 間 関係 に つ い て 、 そ れぞれ回復度を 尋 ねた と こ ろ 、

「あ ま り 回 復 し て い な いJ と 「 ま っ た く 回復 し て い な い」 を 合 わ せ た 回 答 が住宅 (82%)

と 世帯収入 (57%) で過半数 を 超 え た。 健康は46%、 人 間 関係38%。

生活環境で不 自 由 に 感 じ る 問題 を 1 1項 目 の 中 か ら 選 ん で も ら っ た (複数回答) 結果で は、

仮設の 上位 5 項 目 の う ち 3 項 目 を 住宅 関 連が 占 め た。 「住宅再建 の め どが立 た な い」 が58%

と 最 も 多 く 、 「仮設住宅の暑 さ 、 寒 さ が我慢で き な いJ (55%) 、 「繁華街への 買 い物や遊び、

に行 く の に 、 交通の便が悪 い J (51%) 、 「震災前 と 家賃が同程度の住宅が見 つ か ら な い J

(42%) 、 「安定 し た収入がな い J (37%) と 続い た (調査は神戸 ・ 北、 関 区 、 姫路市の仮設

住宅230入、 神 戸市 内 の 一般住宅180人 を 対象 に 実施) 0 

震災後、 節約志向 窃 立つ
神戸、 大阪、 京都の 3 市が実施 し た震災後の消費者の意識変化 を み る 市民調交で、 神戸市民の 8 割近 く が

消費者 と し て の意識が変わ っ た と 回 答。 市民の半数以上が節水や不要な も のの買い控 え に取 り 組む な ど、 節
約型の消費生活に移行 し つ つ あ る こ と が分かっ た。

「消費者意識が大 き く 変わ っ たJ に 「少 し変 わ っ たj を 加 え る と 、 神戸76. 2%、 大阪61 . 7%、 京都52. 4%。
家屋が全壊 し た 回 答者の 9 割が 「変わ っ た」 と 答え た 。 変化の 中 身 は節水、 不要な物、 高価な も の を 資 わ な
い、 いずれの項 目 で も 神戸が断: ト ツ 。 ま た住居が持 ち 家か賃貸かの 防 い で は 、 神戸の持 ち 家派が震災前の
90. 2%か ら 74. 4% に減少す る 一方、 賃貸派が7. 1%か ら 22. 2% に急増す る な ど、 賃貸志向が強 ま っ た (95年
1 1 月 、 3 T有そ れぞれし 500人 を対象 に実施 し、 翌年 8 月 22 日 に発表) 。

仮設住宅か ら 恒久的住宅へ一一こ の こ と が震災復興の最 も 重要 な課題 と な り 、 県、 各市

は綿密に 実態調査 を 行 っ た 。 以 下 は 神 戸 市民 向 け に 建 て た 313凶 地 を 抱 え る 神 戸市 の 例 。

仮設住宅は整備 に 当 た っ て 、 で き る だけ 身近 の に 住み た い と い う 要望 に 応 え る た め 、 市 内

建設戸数の49% に あ た る 1 万4， 139戸が東灘か ら 垂水 ま で の既成市街地 に 建 て ら れ た 。 震

災 1 年 7 ヵ 月 を 経た何年 9 月 末で 2 万7 ， 297戸 に 5 万323人が生活 を 送 っ て い る O

①市実態調査で は 、 高齢者単 身 世帯が入居全体の 20. 6%、 夫婦等が共 に65歳以上の高齢

者の み か ら な る 世帯 は 10% を 占 め た こ と に 加 え 、 65歳以上の高齢者が入居者総数の31. 2% 

を 示 し て い る 。 河様の事実は県実態調査で も 明 ら か に な っ て お り 、 世帯主が65歳以 上 の 高

齢者世帯が全体の41. 7 % を 占 め て い る 。 さ ら に 高齢者世帯 の う ち 単身世帯 が50. 8% と 半数

以上。 全世帯数 に 占 め る 高齢単 身世帯 は22. 4% と な っ て い る O

②県調査で は 、 総収入 は 年 間 100万 円 未満 の世帯が回 答者全体の31 . 1% と 最 も 多 く 、 次

い で200万 円 未満 、 300万 円 未満 と な り 、 300万 円 未満が全体の 7 割 を 超 え て い る O 収入源

は年金、 恩給が39 . 3%で、 給与所得 と 自 営業収入 を 合計 し た37. 2% を 上 回 っ て い る O
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③被災 時 の住居状況。 県実態調査では、 借家が62. 9%で、 う ち 民 間 の借 家が48. 8%。 従

前 の家賃 は 月 額 3 � 4 万 円 層 が13. 9% と 最 も 多 い が、 そ れ以下が全体の36. 8% を 占 め て い

る 。

④転居の予定が な い 世帯が県の調査で93. 7% に 上がっ た。 自 力再建 よ り 公 的借家 を 希望

す る 層 が74. 4%。希望す る 住宅地 を 選ぶ理由 と し て は 「被災前 に住ん で い た J 場所が50. 7%。

な お 県調査前 よ り 3 ヵ 月 前 に 実施 し た市調査 (95年12月 ) で は仮設か ら 退去 の見込み が な

い と 答 え た世帯 は84. 4%、 公的賃貸住宅 を 希望す る 世帯 は 、 見込みがな い世帯 の う ち81 . 4%

であ っ た 。

⑤住宅希望地の選択理 府 は 「被災前 に 住 ん で い た か ら J が50. 7% (県実態調査) 。 囲答

者が希望地 の 第 1 に挙げた の は、 西部地 区 (兵庫、 長 田 、 須磨、 垂水の 4 区) が全体の44. 4%。

次いで東部地 区 (東灘、 灘、 中央の 3 区) が35. 5%であ っ た 。 市の調査で は 、 転宿の見込

み が な い と 回答 し た 世帯の う ち 、 希望す る 退去先 を 具体的 に 示 し た世帯の50. 7%が兵庫 、

長 田 、 須磨、 垂水の 4 区 を 挙 げ、 次いで東灘、 離、 中央が41 . 9%。

⑥医療機関 の利用状況 を 県調査でみ る と 、 利用 し て い る と 回答 し た 人が全体の62. 3% を

占 め 、 医療機関 の所在す る 地域は被災前の住所地が64. 6%。 治療 を 受 け て い る 疾病 (複数

回 答) に つ い て は高血圧28. 3%、 整形外科26. 9%、 心臓病18. 6%、 婦人科疾患18. 3% と 高

い 数字 を 示 し て い る 。 精神 的不安の状況で は不安があ る と い う 回 答が46. 1 % で、 不安がな

い の 50% を わ ず か に 下 回 っ て い る 。

以上の実態調査か ら 、 入居者高齢者世帯が 占 め る 割合が高 い こ と が は っ き り し た 。 65歳

以上の 高齢者が全入居者の31. 2% と い う 数字 は 、 何年10月 実施の 国勢調査での神戸市平均

の 13. 5% を 大 き く 上 回 っ て い る O

ら し で は 、 低所得で年金生活者が多 く 、 被災時の住居 は比較的家賃の低 い 、 民 間 の借

家が中心で、 あ っ た こ と が分か る 。 こ う し た こ と か ら 公営住宅への ニ ー ズが高 く 、 自 力 再建

の力 も 弱 い た め 、 自 力 の め ど も 立 っ て い な い の が現状。

と く に 高齢者の 自 立が困難であ り 、 高齢単身者が仮設住宅に取 り 残 さ れ る 傾向が見 ら れ、

自 立が困難であ る こ と が分か る 。 例 え ば、 入居状況資料に よ る 96年 5 月 末 と 9 月 末時点の

高齢者数、 高 齢者の単身世帯数の推移 を 見 る と 、 高齢者数は全体の32. 3%か ら 31 . 6%へ減

少 し 、 全体に 占 め る 割合 は 低下 し て い る も の の 、 高齢者の 単 身 世帯 は 全体 の 22. 1%か ら

22. 4%へ と 増加 し て い る 。 こ の 間 に 入居戸数が89. 6%か ら 84. 4% と な り 、 5 . 2 ポ イ ン ト 低

下 し て い る こ と か ら 高齢者の 自 立の 国難 さ が推定 さ れ る 。

居住 を 希望す る 先 と し て は 、 元の場所への呑望が多 く 、 利用 す る 医療機関 が被災前の住

所地に所在す る も のが 6 割 を 超 え る こ と か ら も 、 被災前の地域への 志 向 の 高 さ が分か る 。

健康面で は62. 3%の人が医療機関 を 利用 し て い る と 回 答 し、 国民生活基礎調査 (92年実

施) で医療機関 を 利用 し て い る と 答 え た 人 の兵庫県平均が54. 2%で あ る こ と と 比較す る と 、

受診率 の 高 さ が 目 立つ 。 高齢者が多 い た め と 考 え ら れ る o ( r震災復興の 理論 と 実践j 神戸
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都市問題研究所編)

避難所廃止 1 年
震災直後 に被災者の た め に 調 設 さ れた避難所が廃止 さ れて 、 96年 8 月 20 口 で丸 l 停 を 迎 え た 。 し か し神戸

市 内 に は待機所、 !日避難所計23 カ 所 に 179世帯356人が生活。 i司市生活再建本部 に よ る と 、 こ の う ち 退去のめ
どがあ る と す る の は お 世帯78 入 に 過 ぎ な い 。 最近 は避難者数が減少す る ベー ス も 鈍 っ て い る 。 1 年前の時点
で は 待機所 と IB 避難所169 ヵ 所に4， 815入の被災者が暮 ら し て い た。 こ の 1 年間 に7. 4% ま で減 り 、 4， 459人 が
待機所 な ど を 後 に し た 。 し か し減少ベ ー ス は そ の後鈍化。 避難者の う ち 、 75世帯141 人 は職場への通勤 な ど
を理由 に住み慣れた街の仮設住宅の空 き を 待 っ て い る と い い、 16世帯26人 は仮設住宅 を 契約 し 、 転出す る 予
定。 15世帯40人は仮設住宅への入居を 仮谷 し て い る 。

4 . 県外の被災者

「横浜 に お る んです。 私 ら 兵庫県外の被災者に 、 神戸の女性 ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プ 『 コ

コ ロ ン ク ラ ブ ・ ハ ー ト ロ ン j が、 毎月 イ イ ミ ミ を ま と め て 送 っ て き て く だ さ る んです。 今

月 は ク リ ス マ ス の リ ー ス と 一緒 に 入 っ て ま し た 。 こ の電話、 そ れ見 て か け て ま す。

私 は東灘 区 の御影で一人暮 ら し し て ま し た ん。 家 は ぺ ち ゃ ん こ に は な ら ん か っ た け ど、

す ぐ妹の お る こ っ ち へ き て 、 神戸へ は義援金 を も ら い に l 屈帰 っ た だ け です 。 今は県営住

宅に入れて も ろ て ま すが、 ょ う 落 ち 込む し 、 坂設住 ま い の 人が 自 殺 し た と か い う ニ ュ ー ス

は、 い ろ い ろ 考 え てつ ら い ん です。 で き た ら 私 も 神戸 に 帰 り た い … …J (横浜市、 無職、

女、 70) 。

神 戸新 聞 夕 刊 の 「 イ イ ミ ミ 」 欄 に 、 こ う い っ た県外か ら の 電話が多 く かか る よ う に な っ

た の は、 震災の年の暮れあ た り か ら と い う 。 帰 り た く と も 帰 れ な い 強 い 思 い が読者の 心 を

打 っ た 。 し か し県外に どれ ほ ど被災者が住 んでい る のか、 1996年 に 入 っ て も 、 行政は そ の

数字 を 掌握 し き れて い な い。 神戸新聞 は連載企画 「復興へ ・ 第12部J で県外被災者 を 取 り

上げ、 追跡 し た。

桃の産地 と し て 知 ら れ る 岡 山 県 山 陽町。 兵庫 県の被災者約 150世帯が暮 ら す 関 山 県 営 山

陽団地 は、 岡 山市 か ら パ ス で約40分。 山 林 を 切 り 開 い た広 い 丘 陵 に 2 � 5 階建て の棟がい

く つ も 並 ん で、い た。 被災者の親ぼ く 団体 「 岡 山 阪神 会J が こ の 7 月 に発足 し た 。 取材 に 際

し て 向 会が住民 に 呼 び掛け 、 集会所 に 集 ま っ て く れ た 人 は 大半が高齢者。 つ え を 握 る 女性

がいす か ら よ ろ け な が ら 立 ち 上がっ た 。 「 と に か く 神 戸 に 帰 り た い の O 生 き て い る 間 に 帰

り た い。 ど う か助 け て ほ し いj と 、 祈 る よ う な 目 だ、 っ た。

せ き を 切 っ た よ う に 、 言葉が次 々 に 噴 き 出 し て く る 。 毘 り の 人 に 地震 の 話 を し て も 、 分

か つ て も ら え な い こ と 、 被災地の情報が届 か な い こ と 、 行政が 自 分た ち の こ と を ど う 思 っ

て い る か わ か ら な い こ と H ・ H ・ 0

県外へ移 っ た被災者 は か な り の 数に上 る O 震災か ら l 年 8 ヵ 月 過 ぎ た今で も 、 全体の 数

や生活の状況、 将来の展望 な どほ と ん どが分か っ て い な い。 神戸市5， 700部、 芦屋市500部

な ど 白 治体が被災者の求 め に 応 じ て 郵送 し て い る 広報紙か ら 、 数の一端が う かがえ る に 過

ぎ な い。 県生活復興局 は 「県外の ど こ に どれだ け被災者がい る か を つ か む の は、 実質的 に
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無理J と い う 。

(略) ピ ー ク 時、 246世帯がい た 山 陽 団 地 で は 、 約 100世帯が被災地 に 戻 る な ど団地 を 後

に し て い た 。 資金力 に 乏 し い 高齢者 ら が取 り 残 さ れ る 、 そ の構 図 は 「仮設 の 今j に似てい

る 。 (96年 9 月 16 B 付)

情報不足に不安 を 募 ら せ る 県外避難者 に対 し て ま ず ボ ラ ン テ ィ ア 団体が動 い た 。 こ う し

た被災者が現状や悩み を 語 り 合 う 初 の フ ォ ー ラ ム が96年 9 月 28 目 、 神戸市産業振興セ ン タ

ー で 開 か れ た 。 県外避難者の 名 簿登録や電話相談に取 り 組む 「市外 ・ 県外避難者ネ ッ ト ワ

ー ク り ん り んJ (大阪市西 区) の呼びか け に 、 全国か ら 約200人の避難者が集 ま っ た 。

神戸 ・ 兵庫の家が全壊 し 、 高齢の両親 と 大阪 に 暮 ら す女性 (29) は 「 ま だ住民票 を 移 し

て い な い 。 神 戸 に 見捨て ら れる よ う で怖い」 と 不安 な 心境 を 語 り 、 松原市 に 住 む女性 (42)

は 「 市営住宅 に 住 む こ と に な っ た が、 疎開先で落 ち 着 い て い る 子供の進学 を 考 え る と 戻 れ

な い」 な ど と 、 複雑な 事情 を う かがわせ た 。 フ ォ ー ラ ム に は 近畿の ほ か栃木、 愛知、 福 岡

な どか ら も 参加。 会場で相談 を 受 けた 神戸市職員 は 「神戸の情報が県外に伝 わ ら ず、 誤解

を 招 い て い る と こ ろ があ る 。 で き る 限 り 必要 な 情報 を 届 け ら れる よ う に し た いj と 話 し て

い た 。 な お フ ォ ー ラ ム を 機 に 全国30 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体に よ る 「県外避難者支援全国 ボ ラ

ネ ッ ト J が設立 さ れた。

市外 ・ 県外被災者 の 名 簿づ く り を 進め て い る 街づ く り 支援協会 ( ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ、

大販市西区) は12月 下旬 ま で に 、 名 簿への登録が1， 000 人 を 超 え 、 年齢別 で は 65歳以上が

4 割以上 と 、 仮設住宅での 割合 を 上 回 っ て い る な どの実態 を 明 ら か に し た 。 元の居住地 に

戻 る 意思 を 持 っ て い る 被災者が大半 だが、 め どがあ る の は少数で、 被災地 に 思 い を 残 し な

が ら 慣れな い 土地で 2 度 目 の冬 を 迎 え て い る 被災者の 実態 を 浮 き 彫 り に し て い る O 県外被

災者の実態 に 迫 る 調査 は 初 め て O

現在の 登録者 は 1 ， 052人。 居住地の 地域別 で は近畿73%、 中 国13%、 関 東 4 % な ど。

県外避難者 に は 乏 し い 支援策 に不
満の声が続出 し た 集 会 ニ 大阪市北
区 - 市 立 社 会福 祉 研 修 セ ン タ ー
( 1996年 8 月 25 0 ) 
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年齢は65歳以上が44% を 占 め る 。 県が 2 � 3 月 に 実施 し た 全仮設住宅調査 の 30% を 大幅 に

t 由 っ て い る 。 月 収は30万 円 未満が全体の75%、 10万 円 未満が17%。 年金生活者が62% を

占 め る こ と を 反映 し て い る O

現在の住宅 は 、 ①民 間賃貸住宅47%、 ②公営 @ 公団住宅29%、 ③親類 ・ 縁故宅10%

の)11員。 家 賃 は 2 � 5 万 円 が24% で最 も 多 い が、 続いて 7 �10万 円 が20% に 上 り 、 ぱ ら つ き

が大 き い。 元 の 居住地 に 帰 る 意思 を 78%が持っ て い る が、 持 ち 家再建 と い う 確実 な め どが

あ る の は 14% に 過 ぎず、 39%が 「復興住宅 の 当 選待 ち 」 。 高齢者が多 い こ と に つ い て 、 同

協会の 中西光子事務局長 は 「過酷な避難所生活 に 耐 え ら れず、 落 ち 着 き 先 を 見つ け た 人が

多 い た め だ と 思 う O 弱者が多 い こ と を 示 し て い る J と 話 し て い る O

兵庫県 は 12 月 2 日 に 「県外被災者用相 談フ リ ー ダ イ ヤ ルJ を 設置 し て相 談 に 応 じ た (97

年 3 月 ま での相談受け付け は 1 ， 141件) 0 そ し て 1 2月 四 日 、 「ふ る さ と ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク @

プ ラ ン j を 発表 し た。 県外 に 避 難 し た 被災者数が少 な く と も 5 万5 ， 000 人 以 上 に 上 る こ と

が、 住民基本台帳 を 基 に し た 調査で分か り 、 県外 に 住 む 中低所得層 の被災者 に も 家賃 を 補

助 す る な ど、 現行の被災者支援制 度の適用 を 、 県境 を 超 え て拡大 さ せ た 。 主 な生活支援策

は次の通 り 。

①民 間賃貸住宅の家賃補助 (最高 3 万 円) の補助。 対象住宅の面積要件 (25m以 ヒ) や

設儒要件 を 撤廃。 県外に住み、 県内 に 帰 る 意思があ る 被災者 も 対象 と す る o 97年 2 月 実施

め ど。

②生活再建支援金給付。 恒久住宅に移転 し た65歳以上の高齢世帯 や要援護世帯 に 月 額 2

万5， 000 円 � 1 万5 ， 000円 を 5 年 間 給付。 97年 4 月 実施め ど。

③生活後興資金貸付の拡充。 現行i現震100万 円 を 300万 円 に ア ッ プ。 保証人制度では f金

融機関への 同 行j の緩和 も 検討 し 、 県外被災者 も 対象 に 。 来年 4 月 実施め ど。

④被災者雇用 奨励金、 離職者生活安定資金貸 し 付 け の拡充。 住宅全半壊で離職 し た 被災

者 を 雇 い 入 れ た 県外事業主 も 対象 に 。 97年 2 月 実施め ど。

家再建への利子補給 の 条 件緩和。 k;t象住吉の 酎積 を 現行 の 125 m 以 下か ら 175m以

下 ま で拡充ハ 97年 4 Jí 実施め どっ

!J- r6J け儲報紙 「 ひ ょ う ご便 り J } 昨年 3 }j ま で に 3 回 ( 1 出 15 ， 000音�)

配布じ

こ う い っ た施 策 は 、 県内 に 反 る 意思があ っ て も 、 さ ま ざ ま な事情か ら 戻 れ な い 人 た ち を

し、 早 く 反 っ て も ら う の が狙 いで、 4 月 以 降 も 生活再建の支援策 を 中 心 に事業 を 継続

仁-i

 

I

 

5 .  i反設住宅の弧独死

「寒 さ 厳 し い お り 、 い かがお過 ご し ですか。 仮設の 暮 ら し に な れ る に 従 っ て 、 寒 さ し の

ぎ に 熱か ん の量が少 々 増 え た方 も 多 か ろ う と 思い ま す。 私 自 身 も 家 内 に 毎晩叱 ら れて い ま
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す。 先 日 、 新 聞 に こ ん な 記事が出 て い ま し た 。 『最近 の仮設住宅 の 病 死 に は 、 ア ル コ ー ル

の 間接的影響があ る O 寂 し さ を ま ぎ ら わ す た め 、 iN に 頼 る o f者 じ こ も り が ち で ト 分 な 食事

を せず、 栄養が偏 っ て心臓病 や 腎臓病 な

ら そ う な こ と を 言 う よ う ですが、 自 戒 を

し て い る の で は な い か … . . . .1 0 え

さ ん 、 飲み過 ぎ に 注意 し ま し ょ う

神戸市 @ し あ わせ の村 に あ る 仮設住宅 自 治会 の 副会長が機関 誌 「 ふ れ あ い 通信j に こ ん

な 記事 を 寄稿 し て い た 。 こ の 600j î を 起す北 区最大の仮設住宅 は 4 つ の ブ ロ ッ ク があ り 、

そ れぞれに役員 が近 隣の世話 を 焼い て い た が、 冬 を 迎 え 、 あ ち こ ち で 「酒飲みが多 く て |付

る J と い う 苦情が寄せ ら れて い たコ 199Mf vこ 入 っ てす ぐ、 最初の犠牲者が 出 た 。 A さ ん、

51歳。 隣人が 「 も の昔が し な い。 お か し い一! と 気づ き 、 役員 に 連 絡 を 取 り 、 遺体で発見 さ

れた。 死後 2 日 経っ て い た。

A さ ん は入厨直後か ら 要注意人物 だ、 っ た 。 シ ルバ ー カ レ ッ ジ、 が ん ば ろ う 神 戸の ボ ラ ン

テ ィ ア や北区保健所の保鰭婦が し ょ っ ち ゅ う A さ ん宅 に 衣料、 食料 を 抱 え て 出 入 り し て い

た が、 酒 は 絶て な か っ た 。 部屋 に は い つ も 日 本酒 1 合の空瓶が転がっ て い た 。 「わ し 、 ダ

ン プ。の免許持 っ と ん ね んでj が口 ぐせ。 し か し 中央市場の運転手の仕事 を 辞め た 後 は 酒 ぴ

た り で、 唯一の親族であ る 姉か ら も 見放 さ れた と い う O 肝硬変 に よ る 衰弱 、 そ し て寒 さ に

よ る 肺炎 を 併発 し た ら し い 。 「 手 の 打 ち ょ う が な か っ たJ � 1 人 の 中年 男 の 死 に 直 面 し

て ボ ラ ン テ イ ア が持 っ た感想、だ、 っ た 。

仮設住宅の孤独死 は冬場 か ら 増 え 始 め 、 96年 9 月 4 日 、 つ い に 死者 は 100 人 を 超 え た 。

兵庫県警の調べでは 高齢者ばか り で は な く 、 3 分の l 以 kが60歳未満で、 長 5 1 く わ び し い

暮 ら し が壮年層 に も 負担 に な っ て い る こ と が浮 き 彫 り に な っ た 。

何年は47人が死亡、 96年は 4 月 の 1 1 人 を は じめ毎月 4 � 5 人のベ ー ス は 変 わ ら な か っ た 。

死因 は 自 殺 5 入、 事故死 3 人以外は全員病死。 年齢別 で は60歳代が34人 と 最 も 多 い が、 50

歳代が24入、 70歳代17人の順で、 40歳代以下 も 1 1 人 を 数え た 。 性別では男性 が68人 と 3 分

の 2 を 占 め た 。 こ れ ま での巡回活動 は65歳以上の 高齢者や 障害者に 重点が置 かれ て い た が、

60歳代以下の層 に も 孤独死が多 い。 行政サ ー ピ ス が届 き に く い壮年層 の ケ ア も 必要であ る

こ と が認識 さ れた 。

孤独 な病死で は な い が、 震災関連で は 、 こ ん な デー タ も 発表 さ れた。

①95年 1 年間 の 自 殺者は 2 万2， 445人で、 前年 に比べて766人増 え て 3 年ぶ り に増加 に転

じ 、 特 に50歳代 の 自 殺者が前年 よ り 6 . 3%多 い5 ， 031 人 に 上 っ て い る こ と が 7 月 初 日 、 警察

庁 の ま と め で

ま た 阪神 . i淡炎路大震災が原 悶 と み ら れる 自 殺者は3招2人 に 上 り札 、 そ の 半数以 上 が6ωO蔵以土上Aの
お年寄 り だ、 つ た O

②震災後、 兵庫県 内 で人工透析 を 受け て い る 腎不全患者の死者数が急増 し た こ と が、 県

透析医会 の 調査で、分か っ た 。 環境の激変でス ト レ ス がた ま り 、 避難所で体調 を 崩 し た こ と

か ら 心不全、 感染痕 な どで死亡 し た ケ ー ス が多 い と い う o 51施設の ア ン ケ ー ト 結果 に よ る

第一章曜量生活 57 



仮設住宅を 訪れ、 老 人 と の
交流 を 図 る ボ ラ ン テ ィ ア
コヱ神戸市内 ( 1996"手10月 1 7 8 ) 

と 、 震災か ら 1 年 間 の死者 は389入、 例年 に死亡 し た296人に比べて約 3 割増加。

死亡 し た患者の う ち 266人 に つ い て は、 け が を し た り 、 住宅 を 失 っ た り 、 避難所暮 ら し

で強い ス ト レ ス を 受 け た 患者が93人お り 、 そ れが死 割 に 関係 し た と 考 え ら れ る 患者が63人

い た 。 直接 の 死 因 は心不全55入、 肺 炎 な ど の 感染疲が43 入、 心筋梗塞29 入 。 (朝 日 新聞

1996年 5 月 10 日 付)

コ ー プ こ う べ ・ 生協研究機構 は、 阪神 間 か ら 明石 ま で、の仮設住宅で、協 同購入 グ、 ル ー プ に

参加 し て い る 2， 900 世帯 を 対象 に 「食生活の 変化J に つ い て 調査 し た (96年 9 月 17 日 か ら

l ヵ 月 、 回 収率44. 4%) 0 

震災前 と 比較 し て食生活が どの よ う に変化 し た か、 9 項 百 を あ げ、 複数自答で、尋 ね た O

「手間 の かか る 料理 を 作 ら な く な っ た」 が66. 6% と 最 も 多 い 。 献立 の 品数 を 減 ら す よ う に

な っ た J (39. 3%) 、 「毎 H 変 わ り ば え の し な い献立 に な っ たJ (38. 1%) と 続 く O

世帯構成で r60歳以上 ひ と り 暮 ら しJ r60歳以上の み の ふ た り 暮 ら しJ r そ の他」 に 分け

て み る と 、 「献立品 数 を 減 ら す」 と す る 人 は 60歳 ふ た り 暮 ら し が多 く な っ て い る O ひ と り

暮 ら し で は震災前か ら あ ま り 多 く の献立 を 作 っ て い な いせ い か、 変化 は少 な い。 金銭、 台

所の 設備両 な どか ら 「切 り 詰め て い こ う j と い う 事情が伝わ っ て く る 。

「 ピ ー ルや お 酒 を よ く 飲む よ う に な っ た j と い う 設 問 で は 、 60歳代の35 . 5% と と も に40

�59歳 の 中 年層 も 31 . 7% と 増 え て い る のが 日 を ヲ | く 。 性別 では男性が23. 1 % と 女性 よ り 格

段 に 少 な い も の の 、 そ れぞれの対象者 に 占 め る 割合 で は 、 男性が 2 割近 く 、 交性の倍近 く

に な っ て い る O

世帯構 成 で は 「そ の 他 の 世帯」 が53. 8% と 過半 数 を 占 め て い る O 世帝収入 で は r200�

300万 円 未満J r400万 円 以上」 が 4 分の l ずつ 占 め 、 か な り 多 い o rt1高年層 の 男 性 で ア ル

コ ー ル依存的傾 向 が強 く 、 世帯年収で は 「 ゆ と り があ る 層 」 と い う こ と に な る が、 仮設住

宅の わ び住 ま い で料理 も 手抜 き 、 つ い 酒 に 手 を 出す、 と い う 像が浮ぴ土 っ て く る O 梁勝則
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林山朝 日 診療所長 は こ う 分析 し た 。 「勤 め て い た 町工場 も 、 住 ん で、 い た ア パ ー ト も 震災で

つ ぶ れ たーーと い う ひ と り 暮 ら し の男 性が、 孤独死 の 中 に 多 い 。 希望があ れ ば、 こ れ じ ゃ

いか ん、 と 思 う が、 人生 に 絶望 し、 気力 がわ か な い の か。 酒 は安 く つ く 娯楽 で、 漫性や け

酒状態 に な っ て い る O 孤独死が60人の時点で、 男性42人の う ち 19人 に持病があ っ た 。 う ち

肝臓病 は 1 1 人 だ っ た か ら 約 7 割。 日 本人 の 肝臓病の有病率は約 5 % だか ら 、 い か に ア ル コ

ー ル依存が多 い か分か る O

高齢化が進む一方、 結婚す る 人 も 減 っ て血縁関係は稀薄 に な っ て い る O 仮設住宅の孤独

死 は未来の予想図 と 言え る の で は な い か。 訪 問 し で も ノ ッ ク に応 じ な け れ ば、 踏み込むべ

き だ。 命あ っ て の プ ラ イ パ シ ー だか ら J o (神戸新聞 1996年10月 17 日 付)

上野易弘神戸大学医学部助教授は 「孤独死、 自 殺 な ど震災関連死j に つ い て 、 法医学専

門 医 の 立場か ら 詳細 に わ た っ て調べ た 。

何年 7 月 17 日 ま での震災関連死 は237人であ り 、 内訳は病死167人 ( う ち 仮 設住宅の独居

者85人) 、 自 殺43人 (向 8 人) 、 労災13入、 事故死 そ の他14人 ( 同 4 人) 。 年 齢 と 性別 は 、

病死者では25歳か ら 最高齢は97歳 と 広 範 囲 で、 あ り 、 60歳以上の高齢者が124人 で 4 分の 3

を 占 め た。 性別 は男性102入、 女性65入。 自 殺者 は 30歳代か ら 80歳代 で見 ら れ、 50� 60歳

代が65% を 占 め る O 性別 は男性26入、 女性17人で、 病死 と 同様 6 割が男性。 労働災害死 は

20�60最代 に発生 し 、 60歳代が最 も 多 い。 女性は l 人のみ。

震災関連死 は 、 地震後の約 3 ヵ 月 間 は避難所で病死す る 高齢者が 目 立 ち 、 厳 し い寒 さ の

中 で の避難生活 を 推測 さ せ る 肺炎死や、 強 い ス ト レ ス が発症 に 関与 し て い る と 考 え ら れる

心筋梗塞 な ど に よ る 心臓性急死が多発 し た。 そ の後仮設住宅が建設 さ れ、 高 齢者が優先的

に入居 し た 結果、 特 に 95年 5 月 以降 は独居者の死亡が相次 ぎ、 孤独死 と し て 次 第 に社会問

題化 し て い っ た。 復興 関連の土木 ・ 建築工事が本格化す る と 労働災害死が起 こ る よ う に な

り 、 自 殺 も 震災直 後 ほ と ん ど見 ら れず、 95年 3 月 以 降 に 発生す る よ う に な っ た 。

〈仮設住宅別 の 発生率〉

孤独死 の発生場所は、 仮設住宅の 多 く が郊外 に 設置 さ れて い る た め 、 神戸市では西宮、

北区 と 中 央 区 の ボ ー ト ア イ ラ ン ド に 多 い 。 神戸市以外では西宮市、 尼崎市 な どが多 い。 全

壊家屋数が最 も 多 い に も かかわ ら ず仮設住宅戸数が最 も 少 な い長 田 区 は 1 人 に 過 ぎ な い 。

仮設住宅入居 庶帯数に対す る 孤独死発生率 を 市 区 町加 に調べ る と 、 三木市 と 兵庫 区で高 く 、

芦屋市が最 も 低い。 発生率の比較に は、 仮設住宅 ご と の独居世帯数お よ び入居者 間 の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン の有無、 独居者の年齢や 生活状態 な ど を 考慮 す る 必要があ る が、 次の よ う

な 可能性が考 え ら れる 。

仮設住宅の戸数が少 な い た め に 発生率が高 い三木市 を 別 に す る と 、 震災被害が大 き い兵

庫 区 に つ い て は、 死者全員 が65歳以上であ る こ と か ら 、 震災前 か ら 独居で あ っ た 高齢者が

地元の仮設住宅 に 入居 し 、 独居高齢世帯が多 く な っ た た め 、 孤独死 の発生率 も 高 く な っ た

と 思 わ れ る O し か し 同 様 に 被害が大 き く 発生率が高 い伊丹市 と 尼崎市 で は 全員 65歳未満で
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あ り 、 ま た 長 田 区 と 須磨 区 での発生率 は反対 に低い。 入居者の健康状態や 日 ご ろ か ら の地

区住民 の つ な が り の違い も 孤独死の発生 に 大 き く 影響 し て い る と 思 わ れ る O

〈男性に多 い肝臓疾患〉

病死者全体の平均年齢は64. 8歳 (85人) 0 性別 ご と で は男性61. 1歳 (59人 ) 、 女性73. 1歳

(26人) で あ り 、 女性の平均年齢が高い 。

死 因 は心疾患39人 (病死者の45. 9%) 、 肝臓疾患25人 (29. 4%) 、 脳 血管疾患 1 3 人 (15. 3%)

の}I援 に多 く 、 こ の 3 疾患で病死の 9 割 を 超 え る O 肝臓疾患は25人 中23 人が男 性で、 平均年

齢 (男性のみ) は57. 5歳 と 心疾患 ・ 脳血管疾患の比べて若 く 、 中 年男性 に 多 い 。 具体的疾

患名 は 、 肝がん に よ る 1 人 と ア ル コ ー ル性肝疾患 と 推測 さ れ る 2 人 を 除 く 全例が肝硬変 に

よ る 肝不全 ま た は 食道静脈癌破裂であ る O こ れ ら の 肝硬変 は 各 自 の飲酒涯 と 既往症か ら 、

飲酒墜不明 を 除 く ほ と ん どがア ル コ ー ル性肝硬変 と 考 え ら れた。

男性全体で は 肝疾患が最 も 多 く 、 男性病死者の39 . 0% を 占 め 、 心疾患 (33. 9%) を 上 回

っ て い る 。 肝疾患 は特に50歳代 と 60歳代 ( そ の 中 で も 64歳以 下) に 集 中 し 、 50歳代では肝

疾患が病死者の ほ ぼ半数を 占 め る o 60歳代で は心疾患 に次いで多 く 36. 4%0 40歳代で も 6

人 中 4 人が肝疾患であ り 、 結局60歳代以下の男'性病死者48人の う ち 21人が肝疾患で死亡 し

て い る O 死 因 が肝疾患 で あ る 人 は大量飲酒者であ っ た か、 肝疾患の病歴 を 持 つ 人がほ と ん

ど。 数例 で は あ る が、 仮設住宅入居後の欽酒の状況が判 明 し た被災者 で は 、 被災後の精神

的 ス ト レ ス で飲酒最が増加、 い っ そ う の肝臓障害 を 招 い た と 推測 さ れ る 例 も 認め ら れた 。

通常の異状死体で も ア ル コ ー ル性疾患 に よ る 死亡 は40�60歳代の男性 に 多 い の で、 年齢

の点 で は ア ル コ ー ル性肝硬変での孤独死 に特徴は な い 。 し か し ア ル コ ー ル性疾患が病死全

体に 占 め る 割合 は 、 通常の異状死体で は40�60歳代の男性 に 限 っ て も 十数% に 過 ぎ な い。

す な わ ち ア ル コ ー ル性肝疾患 で死亡 し た 中 年男性が多 い こ と が孤独 死 の 最 大特鍛 と い え

る O こ の こ と か ら 次の よ う 結論づけ て い る O

「監察 医 の 立場か ら 見 る と 、 孤独死 は仮設住宅で暮 ら す独居の被災者の み に不公平 に 訪

れ て い る わ け で、 は な い。 独居高齢者の孤独死 は震災以前か ら 多 く 、 神戸市で は 年 間 150件

近 く に 達 し 、 現在 も 起 こ り 続 け て い る 。 こ れ ま で顧み ら れ る こ と の な か っ た独居中高年齢

者の孤独 な死が、 戦後最悪の 大 災害の被災者 に 起 こ っ た が ゆ え に 世 間 の注 目 を 集 め た も の

であ り 、 高齢者在宅医療 と 福祉 の 盲点 を 浮 き 彫 り し た に 過 ぎ な い J 0 ( r 苦 闘 の 被災生活』

神戸大学震災研究会編、 お よ び 『研究年報第 2 巻j 長寿社会研究所 ・ 家庭 問 題研究所編)

死者数は そ の後 も 増 え続 け た 。 96年12月 27 日 現在 の孤独死者数 ( 自 殺、 事故死 を含む)

と 年齢階級別死者数 は 図 4 、 5 の 通 り 。

神戸市 は 1 1 月 14 日 、 市 内 の 仮設住宅で暮 ら す 単 身者約 l 万2， 000戸の う ち 、 戸 別 訪 問 で

安官が確認で き な か っ た 約 580戸 を 対象 に 市職員 ら に よ る 立 ち 入 り 調査 を 始 め た 。 引 き 続

き 1 1 月 末か ら 1 2 月 に か け て仮設住宅 の全戸健康ア ン ケ } ト で、 ア ル コ ー ル依存症や重い心

臓疾患 な どがあ る の に経済的理由 な どか ら 通 院 し て い な い 「 早急要対応者J が658 人 い る
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( 関 4 ) 孤独死、 月 別発生状況 ( 自 殺 ・ 事故死 を含む)
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(図 5 ) 年代別狐独死状況 ( 自 殺 ・ 事故死 を 含む)
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(以 上 『研究年報第 2 巻j 長寿社会研究所 ・ 家庭問題研究所編 よ り )

こ と が分か っ た 。 同 市 は 一 人暮 ら し ゃ 、 家族がい て も 不在 時 に 一人で亡 く な る 「孤独死J

に 結 びつ く 危 険性が高い層 と 判 断 し 、 保健婦 ら に よ る 戸別 訪 問 を 急 い でい る 。

ア ン ケ ー ト は市内全仮設住宅約 2 万6， 000世帯 (約 4 万9， 000人) を 対象 に 郵送 し て実施。

回 答があ っ た の は約 1 万9， 000世帯 で、 約5 ， 000世帯 は 盟 答が な く 、 約2 ， 000世帯 は 「転居

先不明J だ、 っ た。

「現在 の体の調 子 は い かがで、す かj と い う 質 問 に 対 し 、 約 1 ， 000人 が 「非常 に 悪 い 」 と

答 え た 。 こ の う ち 病 院 に 通 っ て い な か っ た り 、 「 ほ と ん ど外出 し て い な いJ と 回 答 し た り

し た 658人が 「早急要対応者J と 認定 さ れた。

神戸市 は こ の 人 た ち を 対象 に 保健婦 に よ る 戸剖 訪 問 を 進 め 、 昨年 末 ま で に 220戸 の 訪 問

調査を 終 え た 。 訪問後 に 救急車で病院 に 運 ばれ た入居者が 2 人お り 、 一 人 は 腎臓疾患、 も

う 一 人 は 栄養失調。 回 答が な か っ た約5， 000 世帯 に つ い て も 、 今月 末か ら 緊急調査を 開始。

(朝 日 新聞 1997年 1 月 18 日 付)
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6 . 仮設住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ

長い 間培 っ て き た コ ミ ュ ニ テ イ を 離 れ、 仮設住宅 に入 っ た 人 々 に と っ て 大事 な こ と は、

住人 自 身 の 努力 と 、 こ れ を 取 り 巻 く 社会 シ ス テ ム か ら の 支援であ る 。 孤独死現象か ら 一人

暮 ら し の 高齢者 を ど う ケ ア す る か、 と い う 切実 な 問題 も 浮上 し た 。 コ ー プ こ う べは 「暮 ら

し の 中 の助 け合ぃ J を テ ー マ に 、 仮設住宅 の コ ミ ュ ニ テ イ の あ り 方 を 調査 し 、 次の よ う に

ま と め た 。

①仮設住宅で、 は近所つ き 合い が よ く な さ れて い る O 新 し い親 し い 友 だ ち が頼 り に な る 。

②毎 日 の暮 ら し の 中 で人 と 人 の つ な が り の大切 さ を 考 え 、 行動 し て い る O 所属 し て い る

団体が多 い ほ ど、 つ き 合いが深 い 。

③経済的、 人 的 条件 に左右 さ れ る こ と な く 、 お し なべて近所つ き 合い を し て い る 。

④ふ れあ い セ ン タ ー の あ る 仮設住宅の方がボ ラ ン テ ィ ア 活動が多 く 行わ れ て い る O

⑤活発 な 自 治 会活動 を 続 け る 仮設住宅ほ ど地域社会 と のつ なが り が強 い 。

⑥世帯規模50未満の仮設住宅 に は ボ ラ ン テ イ ア があ ま り 入 っ て い な い。

⑦加入 し て い る 関体数の平均は、 高齢者単 身 グ ル ー プの方が飽の グ ル ー プ よ り 高 い。

⑧高齢者 グ、 ル ー プが他の グ ル ー プ と 比較 し て 、 仮設住宅内 で孤立 し た り 、 閉 じ こ も っ て

い る 様子 は 見 ら れ な か っ た 。

⑨高齢単 身者の特徴は、 親族や商売上の 親 し い人が当 て に で き な い。 仮設住宅 内 の 友人、

ボ ラ ン テ イ アへの頼 り がいが大 き い。 すべての対象 を 総合 し た 頼 り が い 程度の平均点

は、 高齢単身 者の方が低い の 3 点。

⑮復興公的住宅 を 申 し 込 ん だ と き 、 仮設住宅でで き た友人が近 く に い る こ と を 望む声が

高齢単 身 者 に 高 い 。 人 間 関係 の 再構築がわず ら わ し い 、 と い う 不安の表れか。

そ の結果、 ①新 し い住宅 を 建設す る に 当 た っ て は、 孤立す る 人 を作 ら な い よ う 配慮す る O

②ふ れあ い セ ン タ ー が地域社会 と の結 びつ き に 大 き な役割 を 果 た し て い る O 自 治会が活発

であ る こ と の 大事 さ を 再認識 し た 。 ③公的住宅 を 建設す る と き 、 高齢単 身者 に 対 し て 、 入

居 メ ン バ ー を 配慮す る 、 ボ ラ ン テ イ ア の派遣の調整 を 図 る 、 と い っ た 具体的 な対策が必要

と 結 ん で い る O

室崎益輝神戸大教授は 「仮設住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ J に つ い て 、 次の よ う に述べて い る O

震災後の復興の原則の一つ に コ ミ ュ ニ テ ィ の継続があ る O 復興の意欲 と 力 を 5 1 き 出 す上

で も 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が欠かせ な い。 避難所か ら 仮設住宅、 仮設住宅か ら 災害公営住宅、 さ

ら に は 自 力再建 に い た る ま で コ ミ ュ ニ テ ィ が ど う 継承 さ れ、 ど う 創造 さ れ た か を 問 い か け

る 視点が必要。 仮設住宅の現場 で は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 欠如 や孤独か ら く る う つ病 傾 向 、

あ る い は 無気力傾 向が認め ら れ、 寂 し さ を 紛 ら わ す た め に ア ル コ ー ル に溺 れ る と い う 状況

が確認で き る 。 身 近 に 頼 れ る 人がい な い 方 に心理的ス ト レ ス が多 い 、 と い う 結果が得 ら れ

て い る O
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住宅復興計闘の 中 で 1 3 つ の コ ミ ュ ニ テ ィ j と い う 考 え 方で恒久化 を は か つ て は ど う か、

と 思 う O 第 1 は 、 被災前 に 住 ん で、い た 土 地 に 戻 っ て被災前 の コ ミ ュ ニ テ ィ を 再生す る こ と

であ る O 第 2 は仮設住宅で親 し く な っ た 人 々 で、 仮設住宅近辺で再建 を は か る か、 加 の 場

所 に 集 開移住す る か に よ っ て 、 仮設住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ を 継続す る 。 第 3 は 仮設住宅の 中

でた く ま し く コ ミ ュ ニ テ イ を 創 造 し た よ う に 、 新天地で再び新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ を作 り あ

げる こ と であ る O

仮設ボ ラ ン テ ィ ア で償い

無免許運転で起訴 さ れた 西矯の男性了.員 (55) に 対 し 、 神戸地裁姫路支部の裁判官が 「償い ボ ラ ン テ イ ア 」
を勧めた裁判の判決公判が96年10J] 1 1 日 、 同支部で関かれた。 男'I" Uま f'i活の議官 を 受 け約 2 ヵ 月 間、 毎週 日
曜 日 に仮設住宅で ボ ラ ン テ イ ア活動を続けて お り 、 裁判官 は こ の努力 を 評価。 懲役 4 乃 の 求刑 に 対 し、 懲役
3 丹 、 執行猶予 2 年 を言い渡 し た 。 「社会の 中で更生 さ せ る こ と も 可能j と 判 決理 由 を 述べ 「 無 理 の な い よ
う に ボ ラ ン テ イ ア を続 け な さ い」 と 諭 し た 。

な お 民 間 で は ボ ラ ン テ イ ア 休暇制度を採用 し 、 活動 し て い る 企業 も 多い。 東京の ソ ニ ー生命保険 は震災予告
生 と 何 時 に神戸 ・ 長 田 に 入 札 渇かい食べ も の を 配 り 、 →段古与す る と 仮設住宅訪問に切 り 務え た。 ほ ぼそ手選、
社長の誰かが被災地で活動、 96:可ミ12月 ま で に 延べ2， 000人に途 し た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 休日肢が認め ら れ、 活動授
は社員 の 1 日 1 ， 000円 の ボ ラ ン テ イ ア 資金募集で → 部 を 賄 っ て い る 。 兵庫県 も 97年 1 丹 、 年 間 5 日 の ボ ラ ン
テ ィ ア 休暇制度の導入 を決めた。

(参考文献〉

『避難生活か ら の復興 と 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ 形成へ向 け て j コ ー プ こ う べ ・ 生協研究機構 1997年 7 月

『阪神大震災研究 2 ・ 苦 協 の被災然活j 神戸大学震災研究会 神戸新間総合出版セ ン タ ー 1997年 2 Fì

f震災復興の理論 と 実践j 神戸都m問題研究所 勤草書溺 1996年12月

『震災死 と 孤独死J 兵康県長寿社会研究所 ・ 家庭問題研究所 ・ 研究年報第 2 巻 1997年 3 月

r21世紀ひ ょ う ご"Vol. 72j (財) 2 1 世紀 ひ ょ う ご創造協会 1 997年 7 月
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生活復興支披への耳支 持 組み
上 「 フ ェ ニ ッ タ ス @ プ ラ �つ オ ー ブ

大震災か ら 1 年半後の 7 月 19 日 、 神戸 ま つ り が 2 年ぶ り に 復活 し 、 き ら びや か な 竜飾 を

施 し た 山車が神 戸の ま ち を 走 り 抜け 、 復興へ の 開幕 を 告げた。 サ ン パ ・ フ ェ ス テ イ パ ル が

開 かれ た 翌20 日 、 ]R三 ノ 宮駅前 の フ ラ ワ ー ロ ー ド沿い に 「板神 ・ 淡路大震災復興支援館」

( フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ) がオ ー プ ン し た 。 パ ソ コ ン や横型 を 使 っ た 情報提供 を は じ め 、

専 門 職員 に よ る 椙 談 コ ー ナ ー や各種団体向 け の交流ス ペ ー ス も 設 け ら れ、 ま ち の再興 を 目

指す シ ン ボ ル と し て の デ ビ ュ ー だ、 っ た 。

総事業費11億円。 鉄骨 2 階建 て 、 延べ2， OOOrrí 0 1 階 に は被災者向 け の 公 的復興住 宅 な

ど を 紹介す る コ ー ナ ー の ほ か、 2005年の復興 を fI 指 し た 「 ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画J を

紹介 し た ピ デ オ や復興時の様子 を イ メ … ジ し た模型 を 展示。 2 階は被災者 ら の た め の情報

提供 コ ー ナ ー 。 パ ソ コ ン で 「 わ が家の 耐震診断J I景観デザイ ン J I人材情報J な どの 最新

ソ フ ト が利用 で き る ほ か、 相談員 が個 々 に応 じ た 住宅、 雇用 な と与の相談 に 乗 っ て い る O ボ

ラ ン テ イ ア 団体 な ど 向 け に 多 目 的室 (170人) 交流サ ロ ン 、 メ ッ セ ー ジ コ ー ナ ー も あ り 、

10人の職員 が対応 (開館午前日時~午後 7 時) 。

入館者は 日 を 追 っ て増 え続け、 オ ー プ ン 3 ヵ 丹 、 予想以上の ス ピ ー ドで10万 人 を 突破 し

た。 栢 山邦宣館長 は 「 県 の 復興計画 は ジ オ ラ マ模型 と 映像の連動 に よ る 展示 に加 え 、 福祉

や産業、 文化な ど分野聞 に フ ォ ロ ー し た 。 図 表や検索 シ ス テ ム が豊富で、 ア ドバ イ ザー も

常駐 し 、 公営住宅の募集や求人 を 含め、 あ ら ゆ る 支援情報が分か る O ま た行政への提言や

被災者支援 を 行 う 第三者的 な 組織 f被災者復興支援会議j の事務局や、 仮設住宅の イ ベ ン
ト な ど を サ ポ ー ト す る フ ェ ニ ッ ク ス 推進員 の 情報交換の場 も 設置 し た 。 支援 ネ ッ ト ワ ー ク

の キ ー ス テ ー シ ョ ン に な っ て い る J と 言 う 。

2 .  の

1996年度 (平成 8 年度) の 生活復興 に 関す る 主 な 動 き を み る と マ県、 住 ま い復興局、

神戸市、 生活再建本部設置 ( 4 月 1 日 ) マ ひ ょ う ご住宅マ ス タ ー プ ラ ン を 策定 ( 4 月 12 日 )

マ県、 恒久住宅への移行 プ ロ グ ラ ム 策定 ( 6 月 27 日 ) マ県、 生活復興局設置 ( 7 月 1 日 )

マ災害義援金第 3 次配分、 生活支援金を 決定 ( 7 月 四 日 ) マ 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館

( フ ェ ニ ッ ク ス @ プ ラ ザ) 三宮 に オ ー プ ン ( 7 月 初 日 ) マ被災者の 自 立や 生 き が い の 創 造

を 県民運動 と し て 進め る 「生活復興県民 ネ ッ ト 」 が発足、 事務見 を フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ

に置 く (10月 8 日 ) マ被災高齢者 を対象に し た 「い き い き 仕事塾j ス タ ー ト (10月 ) マ県

外被災者用 相 談 フ リ ー ダ イ ヤ ル 開設 (12月 2 日 ) マ生活復興資金貸付金受付 け 開始 (12月

16 日 ) マ生活復興資金貸付制度の貸付要件 を 緩和 (97年 2 月 14 日 ) マ県 と 神 戸市、 生活再
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フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザオ ー プ ン
( 1996年 7 月 20 日 )

建支援金の 受付 け 開 始 を 4 月 25 日 と す る こ と を 発表 ( 3 月 25 日 ) 。

避難所、 仮設住宅か ら 恒久住宅へ。 こ の 閥 、 全国か ら 集 っ た多 く の ボ ラ ン テ イ ア ら に支

え ら れて き た被災者 に と っ て 自 立への足掛か り を掘む重要な 年が何年だ、 っ た 。 兵庫県 は こ

の年 を 復興元年 と し、 こ れ ま で以上 に被災者の年齢、 収入、 健康状態、 就業の有無 な ど、

」人 ひ と り の 生活実態 に即 し た き め細か い企画 と 対応 を 展 開 す る こ と に な っ た。

7 月 1 日 、 県後興本部 ・ 生活文化部内 に 生活後興局 (清原桂子局長) が新 し く 発足 し た 。

被災者の生活全般 に わ た る 再建 の た め の企画、 調整、 推進 を 図 る 中核組織 で あ り 、 生活復

興推進課 (新設) 、 生活創造課、 こ こ ろ 豊 か な 人づ く り 推進諜が配置 さ れ た 。 ま た施策推

進の調整 を 図 る た め に福祉、 保健、 労働 3 部の 8 課室 長 を 兼務で生活復興局参事に 当 た ら

せ た 。 主 な事務 は、 ①生活復興 プ ロ グ ラ ム の策定 ・ 推進な ど総合的施策の企画 ・ 調整 ・ 推

進。 ②高齢者 の 能力 活用 ・ 社会参加 な ど生 き がい 支援事業の推進。 ③生活再建 に 関す る 融

資制度な どの 企画調整。 ④県民運動お よ びボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 係 る 施策の企画 ・ 推進。 ⑤
( 図 6 ) 兵庫県の生活復興支援策

出
コ ミ ュ ニ テ イ ・ 生 き がいづ く り ) ・ ・ い き い き 仕事塾な ど

保健 医療 福祉?三王コ 被災者こ こ ろ のケ ア事業な ど

一叩対策 一つ 子悩み相談セ ン 日 ど

雇用 ・ 就業 の確保 と 経済的支援 )……生活復興資金の貸付 な ど

安全で快適な住 ま い . . . . 災害復興公営住宅等の供給な ど

情報提供 ・ ネ ッ ト ワ ー ク . . . ひ ょ う ご使 り の 送付 な ど

(兵庫県生活復興局)
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生涯学習 に 係 る 施策の企画 ・ 推進。 ⑥女性、 家賠 に 係 る 施策の推進。

で は被災者の1:16復興の た め に 、 どん な 支援が行われて き た か。 県 は 図 6 の よ う な分類

で対応 し た。 ( カ ッ コ 内 は仮設住宅の推定世帯数 と 人員数) 。

< 被災 し たすべて の 人 > ( 3 万5 ， 000世帯、 6 万6 ， 000人)

。; 健康づ く り を通 し て 仲 間づ く り 。 仮設住宅入届者に対 し 運動指導 リ ー ダー に よ る 巡

回指導。 ②ふれあ い を 進め る 県民運動 と ボ ラ ン テ イ ア 活動の支援。 ③ き め細かな個別訪問。

生活 支援 ア ド バ イ ザー ( 仮設住宅対象人 生活復興相談員 (恒久住宅対象) 、 健康ア ド バ イ

ザ一 、 い き い き ラ イ ブ サ ボ ー タ ー が保健婦、 よ芝生委員 な ど と 連携 し て個 別 訪 問 を 行 う 。

< 45歳未満で仕事がな い 人 > (1 ，  ] 00世帯)

①個 々 人 に 合 っ た仕事の 紹介。 ハ ロ ー ワ ー ク で き め細かな 職業相談 ・ 紹介 を す る ほ か、

仮設住宅で は全戸調査 し て 就職希望 を 把握 し 、 雇用推進員が巡回 し て仕事 を 紹介。 ②就職

に役立つ 職業訓練。

< 45歳�60歳未満で仕事がな い 人 > (2， 700 世帯)

①個 々 人 に 合 っ た仕事の紹介。 ②就職 に役立つ 中 高年齢者 (45�65歳) 向 き 特別職業訓

練。 被災地求職者特別訓 練 に 加 え 造問 、 ピ ル ク リ ー ニ ン グ な どの職業訓練 を 行 う (受講手

当 て 支給) 0 ③新た な働 く 場 を提供す る こ と に よ る 自 立支援。

< 60歳以 とで年金 に 加 え て 追加収入 を 望 ん で い る 人 > (1 ，  200世帯)

シ ルバ ー 人材 セ ン タ ー に よ る 働 く 場の提供。

< 生活 自 立支援の必要 な 世帯 > ( 1 万4， 500世帯)

①生活再建支援金の支給。 恒久住宅移行後の 一定条件 を 満 た す被災者高齢者世帯 の 生活

再建 を 支援す る た め、 原則 5 年 間 、 月 額 1 万5， 000円 � 2 万5 ， 000 円 の 支援金 を 支給す る 。

②生活保護の適用 。 ③生活費 の 貸付。 引 っ 越 し資金を 含む生活福祉資金貸付や 求職活動中

の 人 を 対象 に し た離職者生活安定資金貸付 を 行 う ほ か、 生活復興資金100万円 の貸付。

< 家 に 閉 じ こ も り がち な 人 > ( 1 ， 000世帯)

い き い き 仕事塾の 開設。 野菜、 花づ く り コ ー ス や 手芸 ・ 小物づ く り コ ー ス な ど中 高年齢

者の学費 を 支援。 受講手 当 て 支給。 (700世帯) さ ま ざま な 講座や セ ミ ナ ー の ほ か、 手作 り

作品 な ど を 出 宿 、 販売す る フ リ ー マ ー ケ ッ ト を 各地で開催。 高齢者が紙芝居、 昔の遊 び、

昔の暮 ら し を 子 ど も た ち に語 り 継 ぐ機会 を 提供す る O

< 病気がち の 人 や 身体の不 自 由 な 人 > ( 2 万4， 000人)

①保健婦や 栄養士、 地域団体な ど に よ る き め細 か な健康、 栄養栢談、 食生活指導、 治療

が必要 な の に病 院 に 行 っ て い な い 人への指導。 ②仮設住宅地域で仮設診療所の 運営 を 行 う

と と も に 、 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザで匡療相談 を 行 う 。 ③ こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 、 保

健所、 県立精神保健福祉セ ン タ ー な ど を 中 心 に 専 門 家 や 高齢者 こ こ ろ の ケ ア 推進員 に よ る

訪問 、 電話相談 を 行 う O ④ア ル コ … ル 開 題への対策 (対象者200人L ⑤介護や 家事援助 を

行 う ホ ー ム ヘ ル パ ー の派遣、 デ イ サ ー ビ ス ・ シ ョ ー ト ス テ イ の充実 (対象3， 000人) 0 
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(図 7 ) 支援者の体系
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(兵庫県生活復興局)

震災か ら 半年後の 1995年 7 月 17 日 、 被災者復興支援会議が発足 し た 。 精 神 的 、 物質的に

大 き な 打撃 を 受 け 、 生活再建への展望が開 け な い 人 々 の た め に 被災者 と 行政の橋渡 し と し

て被災者の 目 線で こ と に 当 た ろ う と い う グ ル ー プであ る O 支援策 を 検討 し 、 提言、 助 言 を

行 う 組織 と し て 、 フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ内 に 事務局 を 罷 い て 活動 を 開始 し た 。

メ ン バ ー は、 復興支援 に 関連す る 医 師会 、 コ ー プ、 NGO救援連絡会議、 マ ス コ ミ 、 大

学教授、 県理事 な ど16人で構成 し 、 座長に小西康生神戸大経済経営研究所教授 を 選 出 し た 。

(96年度か ら 12人 に ) 0 設立 か ら 96年末 ま で の 主 な 動 き を み る と O 

〈移動い どばた 会議〉

被災者の生活実態や生活再建 に 向 け た 諜題 を 把握す る た め 、 同 会 議 メ ン バ ー が 2 、

3 人の チ ー ム 編成 で現地 に 出 か け、 被災者 と 意見交換。 すで に72 ヵ 所 で 開 催。

(定例い どばた会議〉

被災者 と 会議 メ ン バ ー が フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザに 集 り 、 自 由 に話 し合 え る 場 を 提供。

原則 と し て 第 2 、 第 4 土曜 日 で こ れ ま で に 羽 田 開催。

〈全体会議〉

34回 開催。

〈提言、 助 言〉

こ れ ま で に 8 罰。

(復興か わ ら ばん〉
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生活再建への取 り 組みや 支援状況 を 詳 し く 紹介す る 情報誌 を 11号 ま で発行 し 、 仮設

住宅 自 治会や ボ ラ ン テ ィ ア 団体、 各市町行政 な ど に 配布。

〈 フ ォ ー ラ ム 〉

被災者 と 行政 を つ な ぐ と い う 組織の特性 を 生 か し 、 と も に解決策 を 話 し 合 う フ ォ ー

ラ ム を 4 回 開催。

〈い どばた フ ォ ー ラ ム 〉

テ ー マ を 絞 り 、 円 卓会議方式で、 96年1 1 月 9 日 「地域 ぐ る みの健康づ く り J を テ ー

マ に 第 1 闘 を 開催。

支援会議事務局 の 東揚次郎課長 は 「基本的 に は民が被災者の実情 を 把握 し 、 議論 を 重ね

て提言 と い う 形 を 作 り 上 げ る 。 官 は フ ォ ロ ー 、 つ ま り ア シ ス ト 役で し ょ う か。 移動い どば

た 会議 も 一方的 に 要望 を 開 き お し と い う の で な く 、 被災者の 自 助、 共助 に な る 前 向 き な

議論 を 展 開 し て い ま す」 と 言 う O そ の煮詰 ま っ た 議論か ら 出 て き た提言 も 設立 1 年 を 経て、

中 身 が個 人 の 自 立への提言、 助 言 に 変わ っ て き て い る O

第 1 回 (95年 8 月 28 日 ) 。 恒久住宅の建設計画 を 速や か に 住民へ提示。 ふ れ あ い セ ン タ

ー の早期 間設。 仮設住宅の生活環境改善。 民間情報を 含め最新情報 を提供 す る こ と O

第 2 囲 ( 9 月 25 日 ) 。 自 治会 を つ く ろ う O 地域が溶け合お う O

第 3 回 (10月 30 日 ) 。 仮設住宅 自 治会づ く り フ ォ ー ラ ム の 開催。 仮設住宅 の う る お いづ

く り 。 県外仮設住宅入居者への対応。

第 4 回 (12月 11 日 ) 0 年末年始、 い た わ り と 励 ま し を 届 け よ う O 冬場の 健康対策。 自 分

た ち の ま ち づ く り に つ い て 話 し合お う 。

第 5 回 (96年 3 月 1 日 ) 。 閉 塞状況の打 開 。 復興 の担い手への支援。 県民意思の結集。

被災者支援活動 の 交流。

以上 の よ う に 設立の こ ろ 、 仮設住宅 に お け る 問題点 を 洗い だ し、 自 治会、 ふ れあ い セ ン

タ ー の設置、 巡囲相談の意義 な ど を提言で ま と め 、 行政が応 じ て こ と ご と く 実現 さ せ た 。

冬場の健康対策 な どは、 高年齢単身生活者が切 実 な 問 題 に な っ て お り 、 い た わ り と 励 ま し

を 行政 だ け に 止 ま ら ず、 すべ て の 人 々 に 呼びかけ る 提言 に な っ た。

第 6 囲 ( 6 月 10 日 ) 。 住 ま い 再建 へ の 支援。 被災者への個 別 ア ドバ イ ス 。 仮設住宅の統

廃合 に 当 た っ て は 、 高齢者 の 配患 と 、 移転費用 の軽減。

第 7 回 ( 9 月 初 日 ) 0 1 年余 り の 状況変化 を 踏 ま え 、 検証 し 、 復興が本格化 し て い く 中

で基本的 な 考 え 方 を 提言。 将来の展望 を 開 く 。 復興への 国家的取 り 組み。 パ ー ト ナ ー シ ッ

プ に よ る 復興の推進。

第 8 図 (10月 28 日 ) 。 多様な 豊か さ を 目 指 し た ま ち づ く り O 住民主体の地域社会づ く り O

な お 支援会議の こ れか ら に つ い て 、 小西座長は復興かわ ら ばん 9 号 (96年 7 月 ) で 「支

援会議が発足 し て 1 年が経過 し た 。 こ の 間 の会議の活動 を 総括 し 、 今後の活動方針 を 明確

に す る 時期 で あ る o 1 B で も 早 く 役割 を 終 え て終息す る こ と を期待 し つ つ 、 当面 は被災者

68 第 市章@生活



全般の生活再建へ向 け て 行政、 被災者、 諸組織 に 是 々 非 々 の 申 し 出 を し な けれ ば な ら な い 。

と い う の は、 多 く の取 り 組み は課題の 一部に 焦点 を 置 い た も の や 、 プ ラ イ オ リ テ イ に は 言

及 し な い も の が 中心 に な っ て い る か ら であ る O ま た恒久住宅への移行が仮 に ス ム ー ス に 行

わ れた と し て も 、 そ れで被災者の生活再建のすべてが解決 し た と い う こ と で も な い か ら で

あ る J と 述べ て い る O

復興 か わ ら ばん
被 災者の立場に な っ て分か り やす く 情報 を提供 し て い る 。 例 え ば第 4 号の仮設住宅 自 治会の結成 では、 時

に ぎ く し ゃ く す る 対立 を 避 け る た め に 「 自 治会 は あ く ま で親陸間体であ り 、 焦 ら ず急がず楽 し く い き ま し ょ

う j と 呼びかけ、 役員選出 を 工 夫 し、 若い力 を 活用 し 、 み ん な 集 ま る 仲 良 し 会 に と 指導。 グ ル ー プ ワ ー
ク の 専 門 的 な ア ドバ イ ス で あ る 。

ワ ン ポ イ ン ト 情報では、 訪 問看護婦制度、 巡回相談、 医 師会の健康相談窓口 の紹介な ど を 行 い 、 行政が発
表す る 支援策 に つ い て は 、 時事解説 も ど き も あ れば、 手続 き 方法ー な ど懇切丁寧。 被災者 に は あ り がたい生活

便利帳 に な っ て い る o A 4 サ イ ズ 6 ペ ー ジ。

4 . 生活復興県民 ネ ッ ト

発足 は1996年10月 8 日 で、 支援会議同様 フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ に 事務局 を 置い て活動 中 。

被災者 自 ら が社会参加 を 通 し て生 き がい を 持ち 、 生活再建 を 進 め て い く 中 で 、 そ れ を 支援

す る た め に 各種団体、 ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プ、 企業、 被災者団体がネ ッ ト ワ ー ク を 組んで、

連携 し、 幅 の 広 い 「生活復興県長運動j に し よ う と い う 趣 旨 で結成 さ れた 。

発起人 は 、 こ こ ろ 豊か な 兵庫づ く り 推進協議会、 青少年本部、 労組総連合、 農協、 漁協、

自 治会、 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ、 生協、 医 師会 、 ボ ー イ ・ ガ ー ル ス カ ウ ト 、 社 協 、 YMCA、

老 人 ク ラ ブ、 婦人会、 PTA協議会、 商工会議所連合会 な ど55団体の代表者55 人 。 県 の 主

た る 団体の ほ と ん どが参加 し た。 代表に新野幸次郎神戸大名誉教授が就任 し 、 同 時 に 地域

で運動 を 効果的 に 展 開 で き る よ う 神戸、 阪神 、 東播磨、 甜播磨、 淡路の 5 地 誌で地域ス タ

ッ フ (36人) を 任 命 し た。

事業 は、 県民運動 と し て 盛 り 上げ る た め に、 ノ ウ ハ ウ の 交換、 地域ス タ ッ フ か ら の被災

者の要望、 活動事例の紹介な ど、 情報を き め 細 か に 集約。 そ し て構成団体の 自 主的 な 運動

や 団体相互 の 連携 支援がス ム ー ス に行 え る よ う に し た 。 「 フ ェ ニ ッ ク ス 出会 い の広場J が

そ れで、、 さ ま ざ ま な プ ラ ン を 実現 さ せ る た め に 、 必要 な 資源 (入、 ア イ デア 、 も の 、 資金)

と 提供で き る 資源 を 持つ 団体 と を マ ッ チ ン グ (お見合い) さ せ る 場 を 設定。 フ ェ ニ ッ ク ス ・

プ ラ ザ、の掲示板、 イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジの活用、 ニ ュ ー ス レ タ ー の発行 な ど を 幅

広 く 行 っ て い る O

ま た フ ェ ニ ッ ク ス 活動助成 と し て 、 県民 ネ ッ ト が提唱す る 運動に取 り 組む場合の活動費

30万 円 を 助 成す る こ と に し た 。 50留体の予定だ っ た が、 各種団体か ら 214件の 企画提案が

あ り 、 審査で59件が選ばれた (12月 ) 。 そ の 他 フ ェ ニ ッ ク ス ・ 1) レ ー マ ー ケ ッ ト 、 元気 ア

ッ プ 自 立活動、 高齢者語 り べ ・ 昔 の 遊 び伝弟、 い き い き 仕事塾開設、 フ ェ ニ ッ ク ス バザー

ル な ど県の事業 と も 連携 し て い る 。
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事務局 は発足以来、 情報誌 「ハ ー ト ネ ッ ト J を 月 1 田発行 し て い る O 第 4 号 (97年 2 月 )

に 次の よ う な 例が紹介 さ れて い る O

197年 2 月 3 日 、 東京で全国老人 ク ラ ブ連合会事務局 長会議が開催 さ れ ま し た。 会議の

席上、 兵庫県老人 ク ラ ブ連合会か ら の要請 を 受 け て 、 各都道府県の老人 ク ラ ブ連合会が こ

れ ま で以上 に 、 全 国 に避難 さ れて い る 被災者に対 し て 、 そ れぞれの地元で温か く 迎 え 入 れ

る 友愛活動 を 展 開 し て い く こ と を 申 し合 わせ ま し た。 こ う し た 動 き は昨年12月 、 生活復興

県民 ネ ッ ト 主催 に よ る f県外被災者の生活復興 を 考 え る フ ォ ー ラ ム j を 受 け た も のO 今後

県外に避難 さ れ て い る 皆 さ ん も 何か お 困 り の こ と があ れ ば、 地元の老人 ク ラ ブに相談 し て

み て は い かがで し ょ う か」 。

出会い の広場の 「提供で き る よ J I提供 し て ね」 コ ー ナ ー で、 情報が即 マ ッ チ ン グ し て 、

届 け、 届 け ら れる ケ ー ス が多 く 生 ま れて い る と い う o 2 月 ま で、 約 4 ヵ 月 間 で プ ラ ン 提 出

104件、 マ ッ チ ン グ59件。

5 . フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ ン

助 け あ う 地域の 人 間 関係や家族 を 支 え る 地域 ネ ッ ト ワ ー ク の大切 さ が、 震災 を 通 し て再

認識 さ れた 。 こ の経験を 踏 ま え 被災地 (10市10町) を 対象 に 、 身近 な生活闘 で地域住民 を

つ な ぐ役割 と し て フ ェ ニ ッ ク ス 推進員 と 協力 員 を 設置、 支 え あ う 人的 ネ ッ ト ワ ー ク を フ ェ

ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ ン と い う O

こ こ ろ 豊か な 兵庫づ く り 推進協議会 (鯵坂二夫会長) が事業主体 に な っ て発足 し た の は

1995年10月 1 臼 。 公募 で フ ェ ニ ッ ク ス 専 門 員 2 人 を 採用 し 、 プ ラ ン づ く り に かか り 、 被災

地で50の ス テ ー シ ョ ン を 作 る こ と に な り 、 推進員 50人 を 公募で決め た 。 推進員 は ボ ラ ン テ

イ ア と し て 5 人 � 10人の協力 員 を 推薦 で き 、 自 分が住 む公民館、 ま た は小学校区 く ら い の

地域で活動 す る こ と に な っ た。 活動費 と し て 1 ス テ ー シ ョ ン に 年額約60万円 を 助成 (推進

員 に 交通費、 通信費 6 万 円 支給) 0 50だ、 っ た ス テ ー シ ョ ン が96年度 に は98 に 増 え た。

96年度の活動 は一一 198ス テ ー シ ョ ン で1 ， 450 回 開催 し ま し た 。 参加 人 員 は ざっ と 15万

人。 一番多い催 し は趣味のパ ッ チ ワ ー ク 、 小物づ く り な どの手芸教室。 1) レ } マ ー ケ ッ ト

な ど に 出屈 し て 実利 を 上げ る ケ ー ス も あ り ま す し 、 高齢者の生 き がい に な っ て い ま す。 次

に 多 い の は コ ン サ ー ト な どの イ ベ ン ト O カ ラ オ ケ 、 子 ど も の音楽会、 紙芝居 な ど多彩 です。

在宅介護講習 会、 生活再建 の た め の法律相談な ど も 各地で行 わ れ て い ま すJ o (丹野宏幸 ・

96年察政10大 ニ ュ ー ス

1 2 月 16 目 、 県政の 10大ニ ュ ー ス を 発 表 し た が、 う ち 震災関連が 7 件で、 8 1午だっ た 95年 に続い て上位 を 占

め た ( 日 付購買) 0 
①大震 災 l 周年犠牲者追悼式典 と 総合 フ ォ ー ラ ム を 実施 行 月 ) 。 ②生活創 造 セ ン タ ー 第 l 号 「丹 波の森

公苑」 オ ー プ ン ( <1 月 ) 。 ③行財政改革実施計画 を 策定 ( 7 月 ) 。 ④ フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ オ ー ブ ン ( 7 月 ) 。
⑤恒久住宅への移行の総合 プ ロ グ ラ ム 策定 ( 7 月 ) 。 ⑤ フ ェ ニ ッ ク ス 防 災 シ ス テ ム ス タ ー ト ( 9 月 ) 。 ⑦阪神

高速全線開通 ( 9 月 ) 。 ③青少年愛護条例 一部改正 (10月 ) 。 ③産業復興推進条例 を 制 定 (10 月 ) 。 ⑬災害 に
対す る 保障 制度の創設求め、 400万 人超 え る 県民が署名 (10-12月 ) 。
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県 こ こ ろ 豊か な 人づ く り 推進課家庭対策担当 )

97年度は新規ス テ ー シ ョ ン 90 に 継続 を 含 め て 107ス テ ー シ ョ ン に な っ た 。 現在事務局 を

フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザに移 し て活動中 。 2 階の掲示 コ ー ナ ー に は、 各ス テ ー シ ョ ン の催 し

の手作 り のパ ン フ が所狭 し と 並 ん でい る O

1 神戸高の対応

神戸市生活再建本部 は 、 仮設住宅か ら 恒久住宅への被災者 の 円 滑 な 移転 を 促進す る と と

も に 、 各種の給付事業 を 通 じ て被災市民の生活 と 安定 を 支援す る た め に 1996年 4 月 1 目 、

民生局 (現保鍵福祉局) か ら 災害復旧 部 門 を 分離、 新設 さ れた 。 5 課、 職 員 56人が担 当 。

前述 し た神戸市 に よ る 被災者調査では、 仮設住宅で暮 ら す人 に 高齢者世帯が多 く 、 自 力

再建の 力 が弱 い と い う 結果が出 た 。 こ の層 の 自 立 は も と よ り 、 多 角 的 な生活再建支援策 を

「神戸市復興計画J (神戸市復興計画審議会が ま と め ) の 中 で策定 し た。

医 ・ 食 ・ 住の ト ー タ ル な 施策 を 必要 と す る 生活再建 は、 特 に神戸市が行政機関 と し て 権

限 と 責任 を持 っ て行 う こ と がで き る 分野の 医 と 住 に つ い て 、 よ り 強力 に取 り 組 む こ と に な

っ た 。 ま ず住 に つ い て は、 ハ ー ド面だ け で は な く 、 家賃対策、 高齢者 の ケ ア 、 地域 コ ミ ュ

ニ テ イ な ど ソ フ ト 面の諜題が多 く あ る O こ の た め 、 住宅、 福祉に 関 す る 学識経験者、 仮設

住宅居住者代表、 住民組織や ボ ラ ン テ イ ア な ど16人で構成す る 「 市民のす ま い再生懇談会J

が何年 6 月 5 日 に 設置 さ れ、 い く つ かの 具体的 な提言 を 行 っ て き た。

同 6 月 20 日 、 国 の 支援策 に よ り 公営住宅の供給戸数の拡大、 家賃低減策の 実施、 恒久住

宅へ の移転 な どが具体化 し た 「神戸のす ま い復興 プ ラ ン J を作成、 発表 さ れた 。 さ ら に す

ま い再生懇談会の提言 に 基づ き 、 神 戸 市の全庁 的 な取 り 組み を 行 う 組織 と し て 局長級で構

成 す る 「す ま い の再生推進委員会j が設置 さ れ、 生活再建施策の検討 を 進め て い る O

す ま い 再生懇談会で緊急提言 さ れた 課題 に つ い て は 、 素早い行政の対応 で い く つ か は具

体化 し た。
(図 8 ) 生活再建の位置つ け

生 活 再 建

霞 職 住
(健康 ・ 裕祉) (就労 ・ 所得) (住宅 ・ 定地)

- 市民の く ら し の復興

・ 都 市の 活力 の復興 ・ 都市の総力 の復興

・ 協働 の ま ち づ く り の推進 ・ 安全都市づ く り

神 戸 市 復 興 計 画
(神戸都市問題研究所編)
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(図 9 ) 生活関連再建の た め の施策…覧
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(震災に伴 う 実施事業 を 抜粋〉
* 神戸市の実施事業 会復興恭金 に よ る 事業

(被災者の健康確保)
* 仮設住宅等健康支援
* 仮設住宅環境衛生確保支援
* 児童 ・ 生徒の心の ケ ア事業
* 被災幼児心 の ケ ア事業 (子 ど も の遊び場づ く り )
* 被災女性 「心の ケ ア 」 特別相談事業
カ こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー遂営事業補助 (基金)
カ外国人県民救急、医療費損失特別補助 (恭金)

(福祉サー ビ ス の拡充)
* 高齢1'í� . 隊害1'í-1句 け地域主1仮設住宅支援
* 高齢者 ・ 障子;:��向 け施策の拡充 (施設整備、 各種サ ー ビ ス の拡充)
史小規模共向作業所復旧 費補助 (基金)
(福祉人材 の確保 )
( ボ ラ ン テ イ ア の育成 ・ 機{呆)
* r1î[�福祉人材セ ン タ ー
(地域見守 り 体制 の強化)
* 地域見守 り のまま進 (友愛訪問、 ふ れあ い給食)
* ふれあ い推進員
* ふ れあ い セ ン タ ー
* 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り
* 仮設住宅の防火対策
大ふれあいセ ン タ ー 設澄運営事業補助 (基余)
大 フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン 設置運営事業補助 (恭金)
( ボ ラ ン テ イ ア活動の ニ ー ズへの対応)
* 区 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ
* 地域 ボ ラ ン テ イ ア 活動助成
火災害復興ボ ラ ン テ イ ア 活動補助 (基金)
大元気ア ッ プ 自 立活動補助 (主主金)
( 自 治会活動の支援)
大復興伎宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ設置運営補助 (基金)
大地域集会所再建費補助 (基金)
大仮設住宅地ス ポ ー ツ 遊具等設置補助 (基金)
(バ リ ア フ リ ー の ま ち づ く り )

(就労機会の確保)
* 被災女性 の た め の就労支援講座
公被災者雇用奨励金 (基金)
大雇用維持奨励金 (基金)
(高齢者 の 生 き がい創出 )
(障害者の就労推進)
(営業基燥の 回 復)
* 仮設賃貸工場の運営
* 公営賃貸工場の建設
* r く つ の ま ち ・ ながた」 構想具体化支援
* ま ち づ く り 特別補助金
* 共同仮設庖錦補助
* 公設市場の建て替え
1<各穏災三害復!日資金利子補給 (恭金)



生活基盤の 回 復

住 (住宅 ・ 宅地)

住宅供給

住宅再建支援

宅地等供給

1;:(路mf釘 ・ 小売市場共同仮設!巨舗緊急対策専卒業補助
犬地域産業活性化支援事業補助 (基念)
大産 業復興ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル制 度 (基金)

(生活再建 の た め の給付制度)

* 災存関連各種給付
* 神戸市[被災生徒就学援助金
(公共料会:t'l.担の軽減)
* 市立学校閣 の授業料等免除

(税金 ・ ドi保料等 の負担軽減)
* 市税の減免

(公的住宅の供給等)
* 公的11:七の供給

* 民 間性泡 の供給支援
女各種住宅購入/再建ノ/建設支援事業補助 (基金)
吹各種利 子補給事業 (募金)

1;:(K 街j賃貸住宅家賃負担軽減事業 (基金)
会総合住宅相談所設置運営補助事業 (基金)

大ひ ょ う ご輸 入住宅総合セ ン タ ー設置遂合補助事業
(恒久住宅への転肘促進)

食生活福祉資金貸付 金利子補給
付主主復!日支援)

* 既成宅地防災工事貸付金制 度

* 私選 災得復旧助成事業

* r光の ま ち 神 戸」 復興街灯新設
* 民 間 紡犯灯復1[1助成事業

* 復興給水本管整備事業
大宅地 防 災工事融資利 子補給 (基余)
大被災宅地二次災筈 防止対策事業補助 (基金)

公私選災害復旧 資事業補助 (基金)
1;:(民 間 防犯灯復旧 費補助 (恭金)
(仮設住宅の維持 ・ 管現)
* 仮設住宅の維持 ・ 管理
大応急、仮設住宅共同施設維持管理費補助 (基金)

(宅地供給の促進)
* 復興 に 向 け た 宅地供給の促進
(地域特性 を 生か し た都市環境の繋備)

* 復興土地区画務湾事業

* 復興市街地開 発事業
大復興 ま ち づ く り 支援事業補助 (基金)

(ネ申戸市生活再建本部編)

①住宅供給 に対す る 提言 で は 、 抵所得世帯向 け の住宅の供給や公営住宅の家賃低減の 実

現 な ど に よ り 市民の要望 に あ っ た恒久住宅 を 確保す る こ と に 加 え て 、 公営住宅でのバ リ ア

フ リ ー化、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ、 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ な ど高齢者、 障害者に 配醸 し た

住宅の整備 を 求め た。 仮設住宅 に は高齢者が多 い た め住宅募集 に 当 た っ て は分か り やすい

募集 に 努め る よ う 求め た。 民間イ主宅 の 再建 に つ い て 、 復興基金事業の拡充 を 含め支援手段

の研究 ・ 促進 を 求め た。
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こ れ ら の提言 を 受け て 例年 7 月 の公営住宅の 寸己募集の 際 に は、 住宅局、 生活再建本部、

区役所 な どが連携 し て住宅供給マ ッ プ、 利便施設配置図 、 分か り や す い 応 募 の手引 き な ど

を 作成。 仮設住宅のふれあ い セ ン タ ー で 申 し 込み説明会 を 開催 し た 。 民間住宅の再建策で

は、 融資への利子補給、 家賃軽減 な ど援興基金の新規事業の創設 な とマが行 わ れて い る O ま

た転居先 の 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 育成 と ボ ラ ン テ イ ア 活動への支援 を 進め る よ う 提言。

②移転後の福祉や健康面 で は 、 仮設住宅か ら 恒久住宅への転居 に 伴 っ て 心 身 と も に 不安

定 な 状況 に な る こ と が心配 さ れ る 高齢者、 障害者、 子 ど も に対 し 、 相談や 支援の実施。 介

護 を 要 す る 高齢者 ら の た め の 医療 ・ 福祉の サ ー ビ ス 向 上 な ど を 求 め た 。

③す ま い復興 プ ラ ン で は、 仮設住宅か ら すべての被災者が恒久住宅へ入居 を 完了す る ま

で は か な り の期 間 を 要す る 。 こ の た め仮設住宅の居住者が安心 し て 暮 ら せ る よ う 支援策 を

十分取 る よ う 提言 し た 。 そ こ で何年 8 月 か ら 生活再建 に 向 け た恒久住宅の確保や総合 的 な

相談 ・ 支援 を 行 う 「生活支援 ア ドバ イ ザー 」 制 度 を 設 け 、 55人が活動 し て い る O

生活再建 の た め の総合プ ロ グ ラ ム は 閣 9 の通 り だが、 今後の検討課題 と し て は次の 4 つ

が挙げ ら れ る O

①仮設住宅か ら 恒久住宅移行後の生活支援。 ②職の確保。 長期 的 な 就労機会 を 確保す る

に は神戸経済の本格的 な 回復 を 待 た ね ば な ら な いが、 臨時、 短期 的 に はパ ー ト タ イ マ ー や

内 職 な どの補助 的 な 収入確保の機会 を 広 め る 必要があ る O 被災者の多 く が高 齢者であ る こ

と か ら 生 き がい就労の育成 ・ 支援 も 求 め ら れ る O ③児童や青少年への施策強化。 遊 び場づ

く り ・ こ こ ろ の ケ ア な ど を 進め る 「第 3 次神戸市青少年育 成 中 期計両」 に 基づいて、 仮設

住宅ふ れあ い セ ン タ ー を 中心 に 「 あ お ぞ ら 児童館j を 定期 的 に 開催 し 、 児童、 保護者、 地

域住民 の 交流 を 深め る 。 幼稚園 、 保育所 な どの オ ー プ ン ス ペ ー ス を 遊 び場 と し て解放 し 、

心身 の リ フ レ ッ シ ュ を 図 っ て い く こ と が必要。 ④市外避難者の支援。 ( r震災復興の理論 と

実践j 細 日 正環神戸市生活再建本部長)

〈参考文献〉

「被災者復興支援会議情報誌 ・ 復興かわ ら ばんJ 第 l サ~ 第12号 (97年 2 月 号)

『被災者復興支援会議の記録i 被 災者復興支援会議事務局 1 995年 7 月 �96年12月

『震災復興の理論 と 実践J 神戸都市問題研究所 効率香房 1996年12月
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生活復興への公的支援
1 . 被災者への生活支撲

い ま 、 被災地で、高齢者の仕事 グ、 ル ー プの活躍が 目 立つ と い う O 例 え ば県生活復興本部が

実施 し て い る 「い き い き 仕事塾j で は 野菜、 花づ く り 、 手芸、 高齢者語 り べ、 昔の遊 び伝

承な どの講康 を 1996年 1 1 月 に 開 設 し 、 県 T 4 地 区 10会場で高齢者650人が受講 し た ( 1 回

当 た り 2， 000 円 の研修手当 て 支給) 。 こ れ ら の 元気 な 高齢者 グ ル ー プが復興住宅 団 地 な ど各

地 に 散 ら ばっ て 、 老人や子 ど も 相手 に コ ミ ュ ニ テ ィ の 細 や か な 仕事 を 担 う O 高齢化社会の

未来 を 見 る よ う な風景で あ る O

高齢者の 生 き がい を 目 的 と し た こ れ ら 講康 の経費は復興基金で賄われて い る O 行政に よ

る 支援 と い う よ り 、 自 立 を手助けす る シ ス テ ム で、 被災者 自 体が基金事業 を 通 じ て 実 力 を

つ け る 、 そ の 意義が大 き い。 イ ン フ ラ 整備、 被災地の物資搬入、 がれ き 処理、 仮設住宅建

設 な ど に 費 や さ れ た 震災 1 年 日 か ら 2 年 目 に 入 っ て 、 よ り 充実 し た 人間後興 を 目 指す基金

制 度が、 最大限に生か さ れ る よ う に な っ た 。 現行法 の 制約 と い う バ リ ア を 取 り 除 き 、 偶 人

補償 に ま で踏み 込 ん だ と さ れ る 公的支援へ動 き 、 そ れ を 拡大 し よ う と す る 運動 に広がっ て

い っ た 。 で は震災 1 � 2 年 に か け て被災者の生活支援 に どん な 手が打 た れ て き た か、 を み

よ う O

表 3 は仮設住宅に入居 し た そ れぞれの ケ ー ス で作成 し て い る O こ の 中 で 持 ち 家が全壊 し 、

仮設住宅 に 入居 し住宅 を 再建 し た A氏、 仮設か ら 公営住宅 に 入居 し た日氏、 仮設住宅 か ら

民 間 賃貸住宅 に 入 っ たC氏 を 比較 し て み る と一一。

A氏 は 第 1 次義援金配分の後、 住宅再建時 に 第 2 次分 と し て30万 円 の再建助成 (義援金)

があ り 、 さ ら に 5 年 間 、 ロ ー ン な どに よ る 建設費の利子補給 ( 5 年 間 ) を 受 け た 。 そ の他

県災害援護金 な どの 条件 は他 と 同 じ 。 公営住宅 に 入 る B氏 は 、 5 年 間家賃低減 を 受 け る こ

と に な っ た 。 c氏 は 家 主 の 申 請 に よ っ て 家賃助成が受 け ら れ 何 年 間) 、 こ の 利子補給、

家賃低減は復興基金に よ っ て 賠 わ れ る こ と に な っ た 。 な お民 間 賃貸住宅 に 入居 し て い て仮

設住宅 に 入 札 公営、 民 間住宅 に 入 っ た ケ ー ス も 家賃低減、 助成があ り 、 そ れぞれの支援

策 に 差の な い よ う 配慮 さ れて い る O

A氏が仮設住宅か ら 自 宅 を 再建す る ま で要 し た 支援額 はーーがれ き の処理 (150万 円 ) 、

仮設住宅建設 ( I 戸280万 円 ) 、 計430万 円 。 そ れ に 義援金が再建助成含め て 50万 円 。 そ し

て持ち 家再建の利子補給が 5 年 間 で171万 円 (復興基金) 。 自 宅 を 再建す る ま で に 計651万

円 が義援金、 基金、 行政の 出 費 に よ っ て賄 わ れ た 計算 に な る O 拡大 さ れた 基金の存在が大

き い。
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(表 3 ) 生活復興支援に か か る モ デル (単位 : 万 円 )

E主 分 AJ毛 B氏 C氏 P氏 E氏

持ち 家が全壊 民間 賃貸入居 (全壊)

前 提 条 件
仮設伎宅入居 仮設住宅入居

持 ち 家再建 公営住宅 民間賃貸 公営住宅 民 間賃貸
(準公営) (栄公営)

兵庫県災害援護金 10 10 10 10 10 

語
援義五r、 住宅損壊 10 10 10 10 10 

付
賃貸住宅入居効成 30 30 

金
住宅再建助成 30 

支
②ガ レ キ の処理 (木造 け東) 150 150 150 

G: 仮設住宅の建設 ( 1 戸) 280 280 280 280 280 

援
④持 ち 家 再建者への利子補給 171 

5 年 間

①家主主低減 (災害復興公営住宅) 492 492 
5 年 間 (382) (382) 

策
⑥家賃助成 (民間賃貸住宅) 144 144 

5 年 間

言十 651 942 624 792 474 
(832) (682) 

公営役宅建設費 2， 600 2， 600 

※ (  ) 内 は 災害復興準公'設住宅入居の場合 (f生活復興にかかる 主 な公的支援の概要j 兵庫県編)

ゆめ ・ 風 ・ 1 0億円基金

被災 し た 障害者の支援を 臼 的 と し た f ゆ め ・ 風 ・ 10億 円基金J (呼び掛け 人代表 ・ 永六輔 さ ん) が、 落語
家の桂米朝 さ ん ら 関西の著名 人10人 に基金の協力 を 呼び掛けて も ら う 「お声拝借 テ ー プJ を 作 っ た 。 時 間 は
3 分。 「音楽 1 曲 の 代 わ り に 、 ラ ジ オ 番組や催 し の 中 で流 し て ほ し いJ と 貸 し 出 し を 始 め た。

テ ー プ は永 さ んの ア ピ ー ル で始 ま り 、 上沼恵美子、 イ ー デス ・ ハ ン ソ ン 、 掛布雅之、 笑福亭仁鶴、 綾南光

さ ん ら さ ま ざま な分野の人が:登場。 義金の事務局 を つ と め る 障害 者 ら が人づて に 「お戸拝借j を 頼み、 約 1
年がか り で録音 し た 。 同基金は95年 6 月 に 発足、 10年後の2005年 6 H ま で に 1 万 円 を 送金 し て く れ る 人 を 10

万人募っ て い る 。

96年末 ま で に約3， 000人が参加、 基余は約4， 450万円 に な っ た 。 全壊 し た西宮 市 内 の作業所が再建 さ れ る こ

と に な り 、 行政か ら お金がお る ま での つ な ぎ と し て 、 無利子で2， 000万 円 を 貸 し 出 す こ と が決 ま っ た 例 な ど
があ る 。 (朝 日 新開 1997年 1 月 9 B 付)

2 . 復興基金の仕組み

財団法人阪神 ・ 淡路大震災復興基金は1995年 4 月 、 兵庫県、 神戸市の起償 に よ っ て 設立

さ れた 。 同 2 月 、 県市、 そ れ に 自 治省 が加 わ り 、 検討 を 開 始 し 、 基本財産200億 円 と 運用

財産5， 800億 円 (県 2 、 市 1 の 割合) の計6， 000億 円 で ス タ ー ト さ せ た 。 利 子4. 5%で年 間
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260億 円 、 10年 間 で約2， 600信、 円 を 超す運用益があ り 、 こ れ を 元 に さ ま ざ ま な 支援策 を 講 じ

る こ と に な っ た 。

95年度は被災市町の意見 を 聞 き 、 仮設住宅共同施設、 ふ れ あ い セ ン タ ー の 維持管理費補

助 な ど28事業 を 追加 し 、 計56事業に 。 12月 に 入 っ て震災 I 年追樺行事関連事業補助 を 追加、

ダ ブ ル ロ ー ン の 利子補給受付 け を 開始 し た 。 96年 3 丹 、 仮設住宅ス ポ ー ツ 遊 具設量補助、

復興支援館事業 な ど 5 事業 を 追加 し た 。

復興基金の運用 は 自 治体の裁量 に よ っ て 行 わ れ、 独 自 の施策 を 打 ち 出す こ と がで き る 。

畑喜春県住 ま い復興局長 は 「税金 を 使 っ た従来の統 A的 な 一般施策では踏み込め な い公的

支援が実現で き た。 事業の種類 に よ っ て税、 基金、 あ る い は そ の組み合わせ と バ ラ ン ス 良

く 使い分け、 多 様 な課題 に 取 り 組め る O 企画、 運営で県 と 市町が一体に な っ て取 り 組む意

義 も 大 き い」 と そ の効用 を 強調 し た。
(図10) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の運用の仕組み

基本財産200億円 を 除 く 5， 80C億 円 分

! 金融機関 同
(14行)

一一一一一 資金の流れ
利子の流れ

縁故債
38671)意向

イ昔入10年潤

利率4.5%

縁故後
19331'意 向

借入1O{j�潤

交付税措霞
5800{)意円 の う ち
5000億にf系 る
利子の95%

恭金は、 金議機関 の持つ
債 権 を 5800倍、 円 で 買 い
取 り 、 金融機潟 を 通 し て
4.5 % の 利 子 を 受 け 取 る

(神戸新聞、 1996年12月 17 B 付)

何年度 に 入 っ て基金の運用 は 劇 的 に 変化 し て い っ た 。 県お よ び市が当面 の最重要諜題 と

し て い た の が仮設住宅の解消 だ、 っ た 。 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画 で公営賃貸住宅 5 万

4， 000戸 を供給す る 計画 だが、 各種の 調査で も 仮設住宅 に は 高 齢者や弱者が多 く 、 公営住

宅 に 移 っ て も 家賃軽減 (民間住宅 に も 家賃補助) を 行 っ て生活支援 し よ う と い う 声が高 ま

っ て い た 。 実 際 に 動 き 出 し た の は何年 2 月 O 貝 原知事、 笹山市長が被災地 を 訪 れた橋本首

相 に 実情 を 訴 え た。 「震災前 1 万5 ， 000円 か ら 2 万 円 の家賃で暮 ら し て い た 人が多 い。 生活

鴎窮者 に は6， 000 円 台の家賃の住宅が必要j と 国 の 支援 を 直訴 し た 。 同 首相 は帰京後国土、

厚生、 建設、 自 治大 臣 を 官邸 に 呼び、 「公営住宅の家賃す ら 負 担 に な る 被災者 を 念頭 に お
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い た 工夫がほ し い」 と 指示 し た 。

政府の 阪神 ・ 淡路復興対策本部 (本部長 ・ 橋本首相) の会合が 5 月 9 日 、 国 会 内 で 開 か

れ た 。 出席 し た貝 原知事、 笹 山市長は、 特 に住宅供給問 題 に つ い て 、 恒久住宅の量的確保

と 家賃低減対策 を 改め て 強調。 と り わ け低所得 向 け の 公営住宅の戸数ア ッ プ を 要望 し た。

し か し 3 � 4 月 に か け て 、 自 の 反応 は 鈍か っ た 。 「被災地 を 特別 扱 い で、 き な い 。 普賢で

も 奥尻で も 被災者の生活支援 を し て い な いJ と い う 理 由 で難色 を 示 し た。 激甚法に よ っ て 、

住宅建設費 の 4 分の 3 を 補助す る こ と に な っ て お り 、 家賃 を 軽減す る 根拠 は な い。 民 間住

宅の家賃補助 も 個人 の財産形成 に つ な がる 、 と い う O 今後 に 併 を 残す個 人補償 を極力 警戒

す る 姿勢 だ、 っ た 。

し か し 苦相の指示 も あ り 、 5 月 に 入 っ て家賃低減 に つ い て協議。 当 初 民 間 住宅は家賃低

減の対象か ら はず さ れた 。 公営住宅の家賃 は 国 と 自 治体の応酬 の す え 、 市営の最低家賃 を

6 ， 600円 、 県営で5， 000円 と し 、 実施時期、 対象世帯 を 詰 め て い き 、 6 月 20 日 に よ う や く 決

着がつ い た。 そ の発表の席上、 国土庁長官 は 「個 人補償で は な い。 個 人補償 的 な ぎ り ぎ り

の線J で あ る こ と を 強調 し た。 さ ら に 7 月 24 日 、 対象か ら はず さ れ て い た 民 間賃貸住宅の

家賃捕助 も 復興基金 を 活用 す る こ と で実現 し た 。

「民間賃貸住宅の家賃補助金は、 直接 に は家 主 に 交付 さ れ る が、 そ れ は被災入居者の生

活支援の た め の措置であ る 。 そ の意味で復興基金 を 活用 し た施策 と し て は 初 め て の 個 人給

付策 と み る こ と がで き る O ま た家賃補助策の決定 は復興基金の運用方針 を 変容 さ せ る こ と

に な っ た と い え る O そ れ は 同 時 に被災者の生活支援 に 対す る 国 の 姿勢 を さ ら に 変容 さ せ る

施策で も あ っ たJ o ( W 阪神 ・ 淡路大震災か ら の住宅復興j (財) 東京 市政調査会 1997年 3

月 31 日 )

上 生活再建支援金

生活再建支援 の動 き は1996年春か ら 始 ま っ て い た o 6 月 14 日 、 自 民、 社民、 さ き がけ の

与党 3 党 でつ く る 「阪神 ・ 淡路大震災復興対策 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム (村 岡 兼 造座長) が神

戸市で記者会見 を 行い、 被災者個 人 を 対象 に し た 生活支援策の検討 に 取 り 組 む こ と を 明 ら

か に し た 。 7 月 18 日 、 97年度予算の概算要求 を 前 に 、 自 民党 の 調査団が被災地 を規察 し 、

生活支援の た め の 個 人給付 を 復興基金 を 通 じ で で き な い か ど う か、 を 検討 し て い る こ と を

示唆 し た 。

貝 原知事は 「高齢者が多 く 、 精神 的 に も 経済 的 に も 立 ち 直 っ て も ら う た め に は、 相 当 の

支援が必要」 と 語 り 、 こ れ を 受 け て 兵庫 県 は 8 月 29 日 、 仮設住宅 な どか ら 恒久住宅へ移 っ

た 高齢者世帯 な ど を対象 に 月 額15， 000 円 �25， 000 円 の 給付 を 想定 し た 生活再建支援金の 試

案 を ま と め た 。 世帯主 を 65歳以上 と し た場合、 対象は約 2 万世帯 と し て い る O 支給を 5 年

間 と す れば、 総額で約260億 円 に な る 。

党 内 論議 を 重 ね る 自 民党 は大筋で合意 し て お り 、 財源は 自 治省 の 交付金か ら 復興基金 に
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(表 4 ) 生活復興 に か か る 主 な 公的支援

主 な 公 的 支 援 の 内 容 経 費 (億円)

避難所等に お け る 焚 き 出 し や そ の他食品の給与費 (災答救助法に蒸づ く も の) 180 

倒壊家康の解体 @ 処理費 2， 650 
- 処理対象家屋 を 全て解体 し処分す る た め の予算ベー ス の金額 (一部見込額)

応急仮設住宅建設費 (48， 300戸) 1 ， 385 
- 災害救助法に基づ く も の (民間 ア パ ー ト の 賃貸分135戸の経費 も 含む)

応急仮設住宅冷暖房設備費 (26， 006戸 . 市町が独 自 に設澄 し た も の は 除 く ) 22 
- 災害救助法 (特別基準) に基づ く も の ・ ・ - 一 - 弱者対策

災害復興公営住宅の建設費 (概算) 2， 600万 x 32， 400戸 8， 424億円 (概算)
(38， 600戸 空家6， 200戸) 8， 424 

持 ち 家再建者等への利子補給等 (計幽見込ベ ー ス ) 730 
- 被災者住宅再建支援事業補助
- 災害復興 (分譲) 住宅購入支援事業補助
- 民間住宅共同化支援利子補給
- 被災マ ン シ ョ ン 建替支援利子補給
- 県 ・ 市単独住宅融資利子補給

民間賃貸住宅家賃負担軽減事業 ( 5 年 間 ー 計画見込ベ ー ス ) 213 

災害弔慰金 176 
. ，生計維持者500万円 、 そ の他の者250万円

兵庫県災害援護金 (災筈弔慰金支給対象者を 除 く ) 309 
. 1 万円 �10万円 (全壊10万円 、 半壊 5 万 円 、 死亡者10万円、 重傷者 1 万円 )

生活福祉資金 (転宅費特別貸付) 利子補給 20 
. 50万円 、 6 年間 ( う ち 据置 1 i}:無利子 ・ 5 年間利子補給)

生活復興資金貸付金利子補給 90 
. 300万円 、 6 年間 ( う ち 据置 1 年 ・ 無利子 ・ 6 年間利子補給)

被災高齢者世帯等生活再建支援金 372 
' 1 . 5万 円 � 2 万 円 (別途 5 千円 / 月 加算 ・ 5 年間)

義 f麦 金 (1997. 1 . 31現在) 1， 775 

(1997年 2 月 22 日 兵庫県発表資料)

新 た に 1 ， 000億 円程 度 を 上積み し 、 資金 を 充 当 す る 方 向 と い う O そ し て 3 党で調整 を 図 っ

た う え 、 12月 5 日 に 支援金制度案 を 正式 に 決定 し た。

年が明 け て兵庫県 と 神戸 市 は 復興基金へ の 上積 み貸付金 と し て 、 合 わ せ て 3， 000億 円 を

96年度の補正予算案 に 盛 り 込 む 方針 を 開 め た 。 こ れで 月 額 2 万5， 000 円 の 個 人給付 と 、 中

低所得者 を 対象 に し た生活復興資金貸 し付 け の拡充が、 97年度か ら 実現。

復興基金は現在、 県 と 神戸市が計6， 000信 円 を 貸 し付 け 、 年4. 5%、 年 間 約 260億 円 の基

金の運用 訴 を 活用 、 生活、 住宅、 産業、 教育 な どの分野で、被災者支援 を 行 っ て い る 。 今回

の補正措置 は県2， 000億 円 、 市1 ， ooof.意 円 で、 金利定価で運用 益 を 3 % と 見 込 ん で、い る 。 生

活支援金 は 高齢世帯、 家 族に 重度障害者がい る 要援護世帯 に 、 県外に 移 り 住ん だ 人 も 対象

に な る O ま た 生活復興資金貸 し 付 け は 、 現行100万 円 の 限度額 を 無利子、 無担保で300万円
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(表 5 ) 復興基金 を め ぐ る 動 き

基金の変遷 毘 ・ 自 治体の動 き

95年 2 月 兵庫県で基金設立に 向 け、 検討チ ー ム O 自 治
省、 神戸市 と の協議を 開始

4 月 財団法人 「 絞神 ・ 淡路大震災復興基金」 を 設
立。 規模は6000億円。 兵庫県 と 神戸市が 2 対
1 の割合。 住宅、 産業、 生活、 教育対策の28

事業ス タ ト

8 月 被災市町の意見 を 聞 き 「仮設住宅共同施設」
の維持管理費補助 な ど28事業追加。 計56事業

12月 震災 1 年追悼行事関連事業補助 を 追加。 ダ ブ
ル ロ ー ン の利子補給受付 け 開始

96i!三 3 月 仮設住宅 ス ポ ー ツ 遊具設置補助、 復興支援鉛
事業な ど 5 事業追加

7 月 公営住宅以外の住宅対 策 を 拡充 恒久住宅移行 の た めの総合 プ ロ グ ラ ム 策定。
- 持ち 家再建や購入で、 新市街地転居ー な どを 公営住宅の家賃低減化。 供給戸数確保
目 指 し た 地域要件 を 緩和。 民間融資 も 利 子補
給対象 に
- 民間賃貸住宅の家賃補助 を 追加。 月 額 3 万

円

9 月 生活支援対策を 拡充。 計72事業に !日連立与党復興 プ ロ ジ ェ ク ト チー ム と 県、 干打
- 生活復興資金貸 し付けの利子補給迫力日。 限 が 「被災高齢者への生活再建支援金j 構想、を

度額100万円 本格検討
- 各種団体や ボ ラ ン テ イ ア 結集 呂 指 し 「生活

復興県民ネ ッ ト 」 を 設置

10月 初 の小 選挙 区比例代表並立制で総選挙。 公的
支援、 個人補償で各党論戦

1 1 月 住宅対策の 各種袋件緩和 を 検討
- 民間 賃貸住宅の家賃補助で県外被災者 も 対

象 に。 25m以 上の凶穣要件 も 緩和へ
- 持ち 家再建 ・ 購入で125m 以 上 も 利子補給

の対象に

12月 6000億 円 の恭金に3000億 円 の増額方針。 被災 再編 さ れた与党復興 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム が生
高齢者、 安援護 i世帯の生活再建支援金の財源 活再建支援金実施で合意。 与党政策調務会議
に 。 生 活復興資金貸付 の 限度額 を 100万 円 か も [司制度決定
ら 300万 円 に ア ッ プ検討

(121世紀 ひ ょ う ごj Vol. 72よ り )

に ア ッ プす る O

ま た収入基準や保証人設定な どの貸付条件 を 緩和す る こ と に な っ た。 公的 な 収入証明が

な い被災者 に対 し で も 、 金融機関が返済能力 を 認め れ ば20万 円 を 摂度 に 融資す る な ど、 被
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災者の生活実態 に 応 じ た弾力 的 な 制度運用 を 図 る 。 96年12月 か ら 受付 け を 始め た が、 融資

実績 は 申 請9， 000件 に 対 し 実行 は約2， 000件。 要件緩和 に 伴 う リ ス ク 負 担 は 県 が金融機 関 に

行 っ た預託金で対応す る こ と に な っ た。

国が個 人 に 支給す る 形で は 個 人補償 に な っ て し ま う 、 と す る 自 治、 大蔵省 な どが危慎す

る 議論の な か で、 最後の切 り 札 と し て残 っ た の が復興基金 を 通 じて の給付 だ っ た 。

「被災者偶人の生活支援の た め 、 地元 自 治体が増額す る 基金 を 国の 交付税措震で手 当 て

す る 。 国 は個 人へ給付す る の で は な く 、 自 治体 を 支援す る の です j 。 総選挙後、 第 2 次橋

本 内 閣 で復興 担 当 と な っ た梶 山 官房長官 は こ う 念 を 押 し た。

支援金の使途や算 出 に つ い て も 理屈 が付 け ら れ た。 使途に制約 は な いが、 与 党 プ ロ ジ、 エ

ク ト チ ー ム で は 、 対象経費 と し て 「かか り つ けへの 通院費J Iかつ て の コ ミ ュ ニ テ ィ と 交

流す る た め の交通、 通信費J I恒久住宅 で の 敷金や生活品購入費」 な ど と 列 挙 。 単 な る 生

活費補助 で は な く 、 被災で余分に 必要 と な っ た 経費 を 補助 す る 考 え を 強調 し た 。 「名 よ り

実 を 取 っ た 」 と い う 県幹部が振 り 返 る 交渉経緯 は、 現行法 の な かで事実上の 個 人補償の 実

を 探 る 道程だ、 っ た 。 ( 1震災復興 3 年 B への 歩みH21世紀 ひ ょ う こ'Vol. 72j 神 戸新開記者 ・

高架柳太郎 1997年 7 月 )

国 の生活再建支援金構想 に は、 あ く ま で生活 の た め に必要 な 日 常経費 を 補助 す る も の 、

つ ま り 個 人 の 霞産形成 に つ な が ら な い、 と い う 理屈があ る O 生活保護の 考 え 方 に 共通 し て

い る が、 こ の 1 年 を め ぐ る 動 き は、 日 本の災害対策 の恭本であ る 「 自 力救済J の原則 を 見

直 すべ き 時期 に き た、 と い う 指摘が多 い。

4 . 地震災害共済制度への動 き

大規模災害で、家貯 を 失 っ た 人 々 の 生活再建 を 支 え る た め の 「住宅地震災害共済制度J を

1995年10月 、 兵庫県が提唱 し た運動 は、 96年 に 入 っ て 全国規模の広が り を みせ た 。 同様の

提案 を し て い る 全労災協会 (事務局 ・ 東京) や 日 本生協連合会、 日 弁連、 兵庫県の 4 団体

が 5 月 30 日 、 神戸で会合 を 開 き 、 住宅復興 の た め の共持制度創 設 と 、 阪神 ・ 淡路大震災の

被災者へ救済策 を 求め た提案 を し て い く こ と で合意 に 達 し た 。 今後全国で署名活動 を 展 開

し 、 政府 に 早急 な 実施 を 求 め て い く こ と に な っ た 。

兵庫県 は こ れ に 先立 ち 、 95年 12 月 、 制 度 を 検討 し て い る 与党の 「 日 本 を 地震か ら 守 る 出

会議員 の 会J (後藤 田正晴会長) で概要 を 説明 し 、 出l�的 な 保障 制 度 の 実現 を 訴 え た 。 兵

庫県案 は 、 全 国 の住宅、 家財 の所有 者全員 に 加 入 を 義務づけ、 1 ヵ 月 1 ， 000F1l 、 年 間 1 万2， 000

円 を 支払 え ば、 最大1， 700万 円 の保検金が支払 わ れ る と い う 仕組み。

兵庫県議会 は 12 月 20 呂 「新 た な 保険 ・ 共済制度の創設 を 求 め る 意見書j を 採択。 親同年

l 月 19 日 に は 日 本弁護士連合会 と 共催で 「住宅地震災害共済制度創 設 フ ォ … ラ ム J を 開催

し 、 2 月 7 日 か ら は 自 民党県議団が全国各都道府県 を 訪 問 し て兵庫県案への 理解 を 求 め た O

96年 6 月 18 日 、 全国知事会 の地震対策特別委員 会 は 、 ①都道府県が主体 と な っ て被災者
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に 個 人補償 を 行 う た め の基金か共済制度 を 創 設す る 。 ②その運営 に あ た る 「防災支援金国

機構 (仮称) J を 設置 す る一ーな どの帯想 を ま と め た 。 同特別委 は知事会 の 専 問機構で東

京、 大阪、 静岡 な ど22都道府県が参加。 阪神 ・ 淡路大震災 を 機 に 、 全国的 な 支援施策の拡

充 ・ 強化 を 求 め る 意見が出 さ れ、 防災担 当 部長 ら に よ る 幹事会で協議 し て き た 。 基金案 は

静岡県が従来か ら 都道府県の拠出金 に よ っ て数十兆 円 を積み立 て る 「災害相互支援基金J

を提案 し て い た も の であ り 、 共済制 度 は 前述の兵庫県案であ っ た 。

同 7 月 18 日 、 全国知事会 は千葉市で全国知事会議 を 開倍 し 、 先月 の地震対策特別 委員 会

で ま と め ら れた構想 を協議 し、 大規模災害被災者への 個 人保障制 度に つ い て 、 全世帯加入

の 「共済制 度J と 各都道府県が拠出 す る 「基金制度J を 並立 し て 国 に要望す る こ と を 決 め

た。 会議で は 、 共 済 を 住宅再建、 基金 を 生活再建や生業支援 と 給付対象 を 限定 し て違い を

明確化 し た 。 一方 f防災支援機構 (仮称) J の創設等 に つ い て は、 決定 を 見送 っ た。

7 月 四 日 「 自 然災害に対す る 国民的保障制 度 を 求 め る 国民会議j が発足 し た 。 代表世話

人 は 山 岸章全労災協会理事長、 貝 原兵庫県知事、 笹 山神 戸市長、 竹本成徳 日 本生協連会長。

8 月 2 日 の兵庫県 を 皮切 り に 全国 で34の 県民会議が結成 さ れた。 9 月 1 日 か ら こ の保障制

度 を 求め る 署名 運動が全 国 で、展 開 さ れ た 。 署名 目 標 は 全 国 で2， 500万人、 2 万 団体。 兵庫

県で は350万 人 と い う 目 標が掲 げ ら れた 。

県民会議の結成 は有感地震 の 多 い 関東や東北地方で は比較的早 く 、 西 日 本で遅い と い う

温度差 は あ っ た も の の、 兵庫県 で は 10月 末 に は署名 目 標 の 9 割 に 達 し 、 翌 l 月 9 日 、 兵庫

県公館で集 ま っ た 署名 (435万2， 690人) を 東京の 国民会議へ送 る 出発式が行 わ れた 。 な お 、

県民会議 は 96年12月 の沖縄 を 最後 に 全47都道府県の設置 を 柊 え た 。

i司 2 月 初 日 、 全国 か ら 集 ま っ た 署名 は2， 391万1， 505人 に達 し た。 代表世話人の貝 原知事

は首相官邸で梶 山官房長官 (阪神 ・ 淡路復興対策担当 ) に対 し 、 署名 の 日 録 と 保障 制 度 を

検討す る 審議会の設置 を 求め る 内 閣総理大臣 あ て の 要望書 を 手渡 し た 。
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(表 6 ) 災害に備え た 制度の提言

全労災協会案 Fl 弁護士連f

名 称 自 然災害に対する 国民的保 地震被害住宅等復興共済制 住宅地震災害共済制度
障制度 度

仕 組 み 集金制度 全 世帯が加入 (強制) 全世帯が加入 (強制)

対象 と な る 地震、 風水害な ど、 災害救 地震、 噴火、 津波 地震、 噴火、 津波
災答 助法の適用 と な る 災害

給付の 対 象 住宅、 家Jl:j 住宅、 家財 f全宅、 家財

給付 の 内 容 持 ち 家 世骨子 住 宅 住 宅
全焼 ・ 壊 500万円 全壊 1200万円 全壊 最大1700万円
半焼 ・ 壊 な ど 250万円 半壊 600万円 半壊 全壊の50%以 内

借家世帯 家 財 一部損壊 全壊の20%以内
全焼 ・ 壊 200万円 全壊 200万円 家 財
半焼 ・ 壊な ど 100万円 半壊 100万円 全壊複数世管 300万円

単 身 世帯 100万円
半壊 全壊の30%

一部損壊 令壌の 10%

財源 ・ 掛け 行財政改革 ・ 目 的税 平均年額1 2000円 平均年額12000円
f豆Zk (期限イす) ・ 起債 に よ る

阪神大震災 そ及適用 す る そ及適用 す る
へのそ及 給付金の 5 � 7 '1lUの特別給

付 金を 支援

な お 、 自 然災害保障制度の創 設 を 求 め る 意見書 の議決は兵療県の後、 東京都、 新潟県、

京都府、 長崎県 な どが続 き 、 97年 2 月 議会で43都府県で採択 さ れ、 97年 4 月 の北海道議会

の採択を も っ て 全都道府県で採択 さ れ た 。

兵庫県議会 は 3 月 28 呂 、 本会議で 「地震災害等 に 対 す る 国民的保障制度 の 実現 を 求 め る

意見書J を 全会一致で可決 し た。 こ の 意見審議決は保険 ・ 共済制度創 設 だ け に 限定せず、

広 い 意味での保障制度 の 実現 を 求め た 。 同 日 、 神戸市議会 も 公的支援の拡充 を 求め る 請願

を 全会 一致で採択 し た。

全 国 に 広 が り を みせ た 運動 も 、 そ の 後 の 国 の動 き は ト ー ン ダ ウ ン し て い る 。 所管の大蔵

自 治体の 7 割が賛成
大震災の粉、 有i 久克明但馬県民局長 は県庁で開 く 県民局長会議に 出席す る た め、 豊 岡 か ら 神 戸 に 出張、 JR

三 ノ 宮駅近 く の ホ テ ル に い た 。 激 し い揺れに た た き 起 こ さ れ、 街 に 出 た 。 大 き な ど ルが倒壊、 民家に火の手
が kが り 、 悶 も あ て ら れぬ惨状。 こ の家の再建 を すべて を 失 っ た個 人 と し て や る 場合、 どん な 手立てが考 え
ら れ る のか。 学者の提言 が ヒ ン ト に な っ た地震共済が頭 に 浮かんだ。 豊 岡 に帰 り 、 貝原知事 に 手紙 を 書 き 、
ほ どな く 県で地震市IJI支の検討が始 ま っ た。 そ の後県企画部長に転任、 国への折衝 を 開始 し た。

知事公室長 と し て県の政策形成 と 企画 立案 に あ た る 和久室長は、 地震共済制度 の そ の後 に つ い て こ う 言 う 。
「令図 的 な 反響の大 き さ に驚 い て い ま す。 自 治体ア ン ケ ー ト で も 7 割が賛成 し て く れた。 た だ大蔵省 は 、 提
案 し た95年10月 の時点では ふ帝1\理解 を 示 し て く れたが、 i時間 と と も に ト ー ン ダ ウ ン し て き た。 震災で全同の
人 た ち に お世話に な っ た。 そ の，思返 し の た め に、 被災地で何かで き る も の は な いか と 考 え て 、 提案 し た の が
こ の共済制度。 将来、 全国民の た め に な る と 考 え た と こ ろ が原点です。 じ っ く り 説明すれば信 じ て も ら え る
と 思 い ま す」 。
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省 は 「地震 はすべて の 国民が遭遇す る リ ス ク と は い え な い j と 難 色 を 示 し 、 「 日 本 を 地震

か ら 守 る 国 会議員 の 会」 の小委員 会の柿沢弘治委員 長 も 兵庫県案 に つ い て 「皆保険の 自民

合意が得 ら れ る か。 皆保険 と し た場合の徴収は市町村でお 願 い で き る か。 積立金が十分で、

な い時、 国 が借入金で対応 で き る か。 保 険 に 支払い査定 を ど う す る か、 な ど 問題点が多 いj

と 指描 し て い る o (神戸新開 1996年 5 月 6 日 付)

し か し 、 兵庫県は社会的救済 シ ス テ ム と し て の共済保険制 度の実現を 目 指 し 、 引 き 続 き

運動 を 進め て い る O
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l 第四節 公的支援の動 き
1 . 市民か ら の ア ピ } ル

最初 に 「公的保障制度の立法化」 を 求め る 声 を 発 し た の は 、 兵庫県内 の 医療関係者、 教

育、 報道関係者 ら で結成 し た48人 の グ ル ー プであ る (発起人 : 瀬尾撮県医 師会長、 竹本成

徳 コ ー プ こ う べ理事長、 草地賢一地元NGO救援連絡会議代表) 0 大震災 1 周 年 を 前 に し た

1996年 1 月 10 日 、 「被災者 の 生 命 と 人権の危機 を 憂慮 し 、 生活、 営業、 住 宅 の 再建 に 公的

支援の拡充 を 訴 え る J 次の ア ピ ー ル を 行 っ た 。

被災地 に お い て 医療、 福祉、 生活、 研究、 教育、 文化、 人権 な どに携 わ っ て き た私 た ち

は、 政府 に対 し て、 被災者の生命 と 人権、 生活 を保障す る た め に 、 以下の項 目 を早急 に 実

現す る よ う 、 い っ そ う の努力 と 英断 を 求め ま す。

①仮設住宅の高齢者 を は じ め 被災者の 人権 と 生命 を 守 る た め 、 生活資金 の 支給、 生活保

障 の 適用 拡大、 医療費免除、 保健 ・ 福祉訪問活動 な どの 緊急措置 を 強め る こ と O イ ン ナ ー

シ テ ィ に特別 養護老人ホ ー ム を は じ め 、 福祉 ・ 医療施設 を 整備す る こ と O

②住宅 ・ 自舗の修復 と 自 力 再建 を め ざす 人 々 への公的支援 を 拡充す る こ と 、 低家賃 の公

営住宅建設 を 大幅 に増やす こ と 、 民 間賃貸住宅建設への公的支援 を 拡充す る こ と O

③激甚災害 に対す る 「公的災害保樟制度j を 立法イとす る こ と O

こ の ア ピ ー ル は 、 全圏 か ら 大 き な 反響 を 呼び、 有識者の賛同署名 は2， 000人 を 突破 し た 。

3 月 16 日 に は 、 発起人 3 人 と 呼びか け 人有志が中心に な っ て 「被災者の く ら し 再建へ 公

的支援拡充 を 求め て J と 題 し た シ ン ポ ジ ウ ム が神 戸 国 際会議場 で 開 か れ た 。 シ ン ポ ジ ウ ム

に は各党 国会議員 7 人 も 出席 し 、 「公的支援 を 求 め て い く こ と は被災地 の 生 命 と 健康 を 守

る た め に も 欠 く こ と の で き な い課題で あ る j こ と が確認 さ れ、 運動 の輪 を 広 げて い く こ と

を 申 し合わせた。

3 月 20 日 、 神戸市立 中央体育館 と 隣接 の 大倉 山 公関 で 「人間復興 3 . 20兵庫県大集会J

が県民 1 万 人が参加 し て 開 か れ、 生活再建の た め の助 成 を 求 め る 国への要請 を 決議 し た 。

内容 は 、 「大規模 な 激甚災害の場合、 自 立 自 助 や 義援金で は 生活再建 は不 可能J と し て 、

①家賃 3 万 円 以下 の公営住宅 8 万戸 の建設、 ②住宅 を 再建す る 被災者 に500万 円 の助 成 、

③仮設住宅の生活環境の 改善、 ④震災失業者 に 月 額15万 円 の 支給、 ⑤年金生活者や高齢者

ら 生活困窮者に 生活支援金350万 円 の 支給、 ⑥災害救助 と 復興 に 備 え る た め に 、 政府 は 災

害特別基金 を 設置す る こ と一一の 6 項 B で あ る O

5 月 末 に は、 兵庫労連 な どで構成す る 「阪神 ・ 淡路大震 災救援復興県民会議J (42間 体)

に よ っ て95年 5 月 か ら 実施 さ れ て い た被災者の公的支援拡充 な ど を 求 め る 署名が61 H 人 に

も 達 し た 。 「既成の政党や労働運動の枠 を 越 え 賛 同 の輪が広 が っ た 。 個 人補償 は少数意見

で な く 普遍的 な テ ー マ に な っ たj と 言 う の は 同 会議の代表委員 の 一人 で あ る 宮崎定邦氏 (元
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神戸弁護士会会長) 。 こ の よ う に公的支援 を 求め る 動 き は 、 被災地 の み な ら ず各地 に 急 速

に 高 ま っ た。

2 . 阪神生活再建の会

仮設住宅 な どで暮 ら すお 年 寄 り ら 約 250人 が1996年 5 月 14 日 、 被災者救 済 の特 別 立 法 を

求め る た め に 上京、 自 民党 は じ め 5 つ の 政党本部や阪神 ・ 淡路復興対策本部 な ど を 手分け

し て訪 ねて要課 を 重ね た 。

前夜、 5 台の マ イ ク ロ パ ス に 分乗 し て 出発 し た 参加者の平均年齢は60歳、 最高 は84歳。

「共感 と 明 日 が見 え な い大震災J な ど と 書 い た紙 を パ ス の 窓際で広 げな が ら 議 員 会館 前 で

降 り 、 自 民党本部 ま で約 1 km を行進 し 、 一 人 ひ と り が手 を つ な い だ 「人間 の鎖j で約 1 時

間、 本部 を 囲 ん だ。 そ し て 中 心 メ ン バ ー が 「震災か ら 1 年 4 ヵ 月 た っ た が、 生活再建の め

ど は た っ て い な い 。 一刻 の猶予 も な い。 支援策 を 実行 し て ほ し い j と 訴え た。

丸一 目 、 永 田 町 を 歩 き 囲 っ た そ の夜、 高齢の参加者 た ち は 河 口 湖 畔の旅館 で報告会 を 開

い た o r 日 本の現行 シ ス テ ム で は個人財産 を 補償す る 制 度 は な いJ と 突 っ ぱね る 行政 な ど、

そ の温度差 を し み じ み 感 じ た と い う 。

こ の 上京 ツ ア ー を 企画 し た の は 「阪神 生活再建 の 会 J 。 こ の 会 は 何年 3 月 、 活動 で知 り

合っ た 「 そ し て神 戸J な どの ボ ラ ン テ イ ア 団体、 仮設住宅連合 自 治会 の メ ン バ ー が参加 し

て発足 し た 。 狙い は 自 に 被災者救済論議 を 喚起 さ せ る た め に 、 「被災の現実 を 行動 に し て

公的交探求め、 マ ラ ソ ン リ L ー が長 111 を 出 発
0996"f 8 月 28 日 )
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ぶつ け よ う 」 と い う 。 4 月 中 旬 に は被災者の

擢災証明書 に 、 生の声 を ぶつ け る コ ピ ー を 募

っ た と こ ろ 、 県内外か ら 5 万 通 を 超 え る 応募

があ っ た 。 そ れ を 添付 し た 意 見 書 を 国会議員

ら に提出 し てお り 、 今度 の行動 は そ の 回 答 を

求め る ア ピ ー ル だ、 っ た 。

再建の会の大林靖雄会長 は 、 運動の狙い を

こ っ 百' つ O

「多 く の 人が救済 さ れる 運動 を 被災地か ら

広 げて い かね ば、 と 発足 さ せた 。 単 に 金が欲

し い と い う 目 的 で続け る の で 誌 な い。 かつ て

な い 大災害 で 屈 は 国 民 を 見捨 て な い で どの よ

う に援助す る の か、 年金制 度 の 見直 し ゃ 、 家

賃補助 な どで き る こ と は ま だ ま だあ る はずJ 。

田 町へのパス ツ ア ー の手 ごた え は。

「具体的 な 回答は得 ら れ な か っ た が、 被災

者が議員 に 直張、 実情 を 訴 え る 機会 を 得、 議



員 の 関心度を 確 かめ る こ と がで き た。 品歩、 二歩 と 運動は進んでい る J 。

資金 と 今後の運動は。

「 ス タ ッ プ が持 ち 出せ る 資 金 も 限界。 仮設住宅の被災者や支援団体か ら の カ ン パ で、賄っ

て い る O 今回 の ツ ア ー も パス 会社の協力で実現 し た 。 資金難で も 見切 り 発率 的 に や ら な け

れば、 被災地 と 国 の意識のずれは広がっ て い く ばか り O だか ら 被災者の声 を 発信 し続 け る

運動 は続け な けれ ばな ら な い。 今後 も こ つ こ つ と や っ て い く J o (神戸新聞 5 月 23 日 付)

同 会 は 、 国 に対 し 「生活再建援助金j と し て 、 全壊500万 円 、 一部損壊50万 円 、 全半焼

は特別金の上乗せ を 求め て い る O 模災証明書 コ ピ ー付 き 意見書は 10万過 を 目 標 に 引 き 続 き

募 っ て い る 。

続いて 7 月 28 日 、 仮設住宅の住民 ら 5， 000 人が参加 し た 「前例 の な い 市民大集会J が神

戸市のユ ニ パ } 記念競技場 で 開 か れた 。 集会 に は各政党の議員 も 勢ぞ、ろ い 。 「個人補償の

問 題 に 踏み 込む時J I被災地の議員 が団結 を 」 な どの発言が続い た。

阪神生活再建の会が呼び掛け、 集 ま っ た の は兵庫、 大阪選出 の 衆参両議 員 1 7人 と 、 地元

の県会、 市会議員 た ち 。 ス タ ン ド の被災者 と 向 かい合 う 形で グ ラ ウ ン ド 内 に顔 を そ ろ え た。

「 国 に よ る 一 層 の 支援 と 新 し い公的支援 シ ス テ ム の 整備が今す ぐ に 必要J な ど と す る 「阪

神 ・ 淡路か ら の宣言J を 全員 で採択 し た。

各党 ご と の 報告で は、 ま ず与党議員が 「生活支援対策 に は責任政党の 立場 で取 り 組むJ

と 主張。 野党側 か ら 「個 人補償 に は何 ら かの形で踏み込むべ き 。 議員 立法が望 ま し い 。 今

こ そ 地元の 国会議員 が団結 し て頑張 る 時だJ と 述べ、 大 き な拍手が沸 い た 。 採択 し た宣言

文 は 、 8 月 下旬 に も 仮設住宅の被災者の 窮状 を 訴 え る 手紙約 100通 を 携 え 、 神戸 か ら ボ ラ

ン テ イ ア ら に よ る 駅伝 リ レ ー で東京へ運び、 橋本龍太郎首相 に 届 け る O

そ の 「地震国 日 本 ・ で ん で ん リ レ ー J の 一行 8 人が 8 月 28 日 午前 9 時、 兵庫県庁前 を ス

タ ー ト し た。 県庁職員40人が見 送 る な か 「夢 を 編 むj と 大書 し た幕 を 持 ち 出 発。 東京入 り

す る 9 月 9 日 ま での 13 日 間 、 170 人 を 超す被災 ラ ン ナ ー や 支援者が、 途中 の 自 治体や市民

団体 と 交流 し な が ら 近畿、 東海 を 東上、 約 740km を 交替で、駆 け 抜 け 、 被災者 に 対す る 生活

支援の 拡充 を 訴 え た 。

闘 っ た 時 は お互い さ ま

神戸市北区 を 拠点 に活動す る ボ ラ ン テ イ ア 組織 「がんばろ う ! 神 fîJ (堀 内正美代表) は 、 火 災 な ど災害
に遭っ た 人 を 、 市民向上で、互い に助け合う シ ス テ ム を作 ろ う と 11 月 9 日 、 「市氏支援基金 (CSF) J を 設立 し
た。 同復、 西 区 の 仮設住宅火災で被害に澄 っ た 5 世帯 に 第 l 号 と して適用、 現金やテ レ ビ、 電気ポ ッ ト 、 炊
叙器な と。計33万 円 を 自己っ たO 市民か ら 寄付 を 募 る シ ス テ ム で、 新 し い相 互扶助の試み と し て 注 呂 を 集め そ う o I 

i 基金は、 市民 レ ベ ル で、火災や台風 洪水な ど、 突発的 な災実 に 備 え 、 寄付 を 通 し て参加意識 を 高め る 111ぃ。
」時金 と し て 貸 し 出 し た り 、 生活関連物資 を 提供す る 。 煩雑な 手続 き は な く 、 担当者の判断でその 日 の う ち

に必!安 な 額 を 支給す る 。 返済は生活が安定 し、 返済可能 と な っ た時で よ く 、 無利子。
現在、 基金は100万円で、 1 ， 000万 円 を 目 標 に 倒人や企業か ら 寄付 を 募 る 。 ま た 「がん ばろ う ! 神戸 l が 市

民 の 自 立支援 に 販売す る 独 自 ブ ラ ン ド ・ ミ ッ ク i議 品 の 売 り 上げ 5 % も 積み立て る 。 対象地i又 は北区周辺の I，;J
メ ン バーが駆け付 け ら れる 範附 だが、 将来的 に は 各地域の時I学校区i単位で基金 を 募 り ネ ッ ト ワ ー ク 化 し て い
き た い と い う 。

第一章@生活 87 



予定通 り 9 日 に ゴー ル イ ン O 上野泰昭代表 ら 一行 は 国会か ら 首相官邸へ。 被災者への無

保証無担保融資、 自 立の た め の支援金支出 な ど を 記 し た橋本首相 あ て の 要望書 を 古川 貞二

部官房副長官 に 手渡 し た 。 河副長官は 「関係省庁 と 検討 し た い 。 来週初 め に も 回 答 し た い j

と 答 え た 。

3 . 市民立法への う ね り

「生活再建 を 公的支援でj と い う 運動 は そ の 後 も 連綿 と 続い た 。 1 1 月 24 日 に は 「長田 尽

か ら 永 田 町へJ と 自 転車で キ ャ ラ パ ン 隊 を 編成 し た一行10人が支援への 訴 え を つ づっ た は

が き 5， 000枚 を 携 え て 出発 し た 。 し か し被災地 あ げ て の 要望 に も 「個 人 補 償 は で き な いj

と す る 霞が関 の 擦は厚い。 そ こ で知識人や弁護士 ら に よ る 「問題解決 を 陳情す る こ れ ま で

の政治 の あ り ょ う を 根本か ら 変 え よ う J と い う 連動が芽生 え 始め た 。 市民立法への動 き が

そ れで、 あ る O

公的支援 の 制度化 を め ざす 「市民 z 議員 立法実現推進集会」 が 9 月 28、 29 日 、 芦屋で 開

かれた。 呼 びか け た の は作家 ・ 小 田 実 さ ん ら でつ く る 「阪神 ・ 淡路大震災被災地か ら の緊

急 ・ 要求声明 の 会」 。 小 田 さ ん は 「生活再 建 を 市民が発議 し 、 議 員 が提案す る 市民立法で

民主主義 を 再生 さ せ た い 」 と 力 を 込め た 。

小田 さ ん ら は 3 月 2] 日 、 兵庫県庁で市民立法構想、 を 打 ち 出 し 、 会の弁護士や学者 ら 4 人

が 「生活再建援助 法案j を 起草 し 、 5 月 に発表 し た 。 集会 は そ の法案 を ど う 具体化 し 、 議

員 を 動員 し て提案 し て い く か、 の 運動 の 一 つ だ。 小 田 さ ん ら の動 き に対 し て 被災地で6， 000

人、 東京 な ど被災地外か ら も 9， 000通 の 賛 同 す る 署名が寄せ ら れ、 全 国 に 広 が っ て い っ た 。

法案の 骨子 は 次の通 り (97年 1 月 25 日 、 修正 さ れた 第 2 次案) 0 

〈前文〉

雲仙普賢岳大噴火、 北海道南西沖地震、 阪神 淡路大地震 な ど を 経験 し た 日 本国 は 、

自 然大災害が、 市民の生命、 生活基盤 に 重大かつ深刻 な 被害 を も た ら す こ と を 認識 し

た 。 国 と 自 治体 は こ う し た大災害の被害 を 車接受け る 市民 を 守 る と と も に 、 生活基盤

の 罰 復 を 支援す る こ と が公益 に合致 し 、 そ れ に基づ く 生活再建が、 被災地復興に不可

欠であ る こ と を 自 覚 し な け ればな ら な い。 生活者の 生活基盤の土台回復の た め に 、 公

的支援 を 行 う こ と は 固 と 自 治体の貢務で あ る 。

以 上の 原 理に基づ き 、 市民の発議 に よ っ て 、 こ の法律が制定 さ れた 。

第一条 ( 目 的)

こ の法律は 、 被災地域の市民の 自 助努力 の基盤が破壊 さ れ る 状況 に 対 し 、 損失 を 補

て ん す る も の で は な く 、 国 と 自 治体が、 そ の生活基盤 の 回 復 を 援助 し 、 住宅の再建、

確保 を 促進す る た め の公的援助 資金の給付、 貸付 を 行 う こ と を 目 的 と す る O

第二条 (定義)

一. 大災害 と は、 雲仙普賢岳大噴火、 北海道南西沖地震、 阪神淡路大震災 な どに よ り
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想定 さ れ る 程度の被害 を い う O

二 . 被災者 と は、 大災害の被災地 に居住 し 、 生活 と 住居 に被害 を 受 け た 者 を い う O

第三条 (生活基盤同復援助金の給付)

一. 擢災証明 を 受 け た 被災者の生活基盤 回 復 を 目 的 に 、 次の公的援助 金 を 給付す る O

①全壊500万 円 ②半壊250万 円 ③一部損壊50万 円 。

た だ し擢災証明の発行 を 受 け て い な い被災者 は、 援助金の支給 申 請 と 同 時 に催災証明

の発行 申 請 を 行 う こ と がで き る 。 以下同 じ。

二 . 被災市民 は本件の 申 請 を す る か、 災害減免法 な どに基づ く 所得税の 減免措置 を 受

け る か、 いずれか一方 を 選択す る こ と がで き る O

ニ. 申 請 ・ 支給 は 、 大災害発生後 3 ヵ 月 以内 に 手続 き を 終 え る こ と と す る O

第四 条 (大災害被災 に お け る 貸付措置)

一. 住宅再建援助金の貸付。 被災者の住宅再建の た め 、 世帯主 に 次の 金額 を 貸付す る O

①限度額2， 000万円②償還期 間 30年③据 え 置 き 期 間 10年④利息 2 %。 た だ し 10年 間 無

利子。 (以下略) 。

付期第二条

こ の法律は 阪神淡路大震災の被災市長 に遡及 し て 適用 す る O 災害減免法な ど に 基づ

く 所得税の減免 を 受 け た場合 は 、 そ の 減免額相 当 額 を 控除 し て 支給す る 。

市民 グ ル ー プの法案づ く り の 中心 に な っ た伊賀 興一弁護士 は こ う 言 う O

「 こ の法案は個人補償 を 国 に求め る も の で は な い。 公費 の 産接支給や貸 し 付 け に よ っ て 、

震災で著 し く 破壊 さ れた被災者の生活基盤 を 回復 さ せ る と い う のが、 基本的 な 考 え 方。 自

助努力 の土台が失わ れた状況 を 、 い つ ま で も 放置す る こ と は公設性に 反 し て い る O 私有財

産制度では、 個 人民主 産 は 個 人の責任 と さ れ る が、 生活基盤の 回復 と い う ス タ ー ト ラ イ ン の

平 等 を 保証す る の は 、 国家の責任だ。 こ の法案が成立 し た場合、 今国 の震災で約 2 兆円 の

支 出 が見 込 ま れ る が、 出家資源の 再 配分、 つ ま り 予算配分の見直 し で対処すべ き だ と 思

う J 0 (神戸新聞 1997年 3 月 四 日 付) 。

4 . 地方議会で多 く の共感

公的支援 を 求め る 取 り 組み は や が て 、 被災地か ら 遠 く 離れた東京で広が り 、 ま た た く 間

に全同規模の運動 に な っ た 。 「大震 災 は他人事 で は 済 ま さ れ な い j と い う 共 感だ。 読売新

聞 に よ る と 、 東京都、 奈良県 と 70市 区65町村の計137議会が 「公的援助 が必要j と し た 意

見書 ・ 決議 を 採択、 政府 に 送付 し た こ と が震災 2 年後の 1 月 、 分か つ た 。 市 区で は 全 国 の

1 割 を 超 え 、 他 に 4 県 9 市 3 町が継続審議中 で、 地方議会か ら の要望 は 広 が る 一方。

地域別 で は 、 地震が多 い 中部以東で47議会、 近畿以西 はお議会。 最多 が東京都の13議会。

中 ・ 四 回 、 九 州 で は 各 1 議会ずつ で、 地震 に対す る 関心の地域格差 を 反映 し て い る 。 43件
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(表 7 ) 公的支援を 求め る 意見書、 決議 を 採択 し た地方議会 (町村 を 徐 く )

北海道
岩手県
秋田県
山形県
茨城県
埼玉県
千葉県
東京都

神奈川 県
石川県
長野県
静岡県
大阪府
兵庫県

奈良県
和歌山県
徳島県
佐賀県

旭川市、 女別市
久慈市、 宮古 市、 盛岡市、 二戸市、 江刺市、 水沢市
鹿 角 市、 大館市、 能代市、 男鹿市、 本荘 市、 大曲市、 様子市、 湯沢市
新庄市
石 i潟市、 つ く ば市
大宮市、 蕨市、 上尾市、 新摩市、 富士見市
佐倉市
都、 江戸川 区 、 荒川区、 中野区、 港区、 保谷市、 多摩市、 小金井 市、
八王子 市、 調布市、 府中市、 小平m、 東大和mも
大和市
金沢市
上 回市、 大町市、 塩尻 市、 諏訪市

静岡市、 焼津市、 磐 田 市
大 阪市、 堺市、 泉大津市、 和泉市、 泉南市、 八尾市、 豊中市、 箕面市
神戸市、 三 木市、 西宮1]1、 芦屋市、 宝塚市、 伊丹�rlî、 豊両市、 姫路市、
加古川市、 高砂市、 加西市、 赤穂市
県、 大和高田m
田辺市
鳴門市
佐賀市

(読売新民 1997年 1 月 13 日 )

(表 則 被災地の察、 市議会が採択 し た被災者支援 に 関 す る
意見書の内容

兵庫県
被災者の生活再建支援の拡充。 被災者の疾病支援を 充実
す る た め の 基金の拡充な ど

(住専問題 と 絡め) 被災者の生活再建 に 向 け た 支援策の
神戸市 拡充。 新 た な保険 ・ 共済制度の創設 と 阪神大震災へのそ

及適用 な ど

尼崎市
自 然災害に対す る 国弐的保険制度 を検討す る 審議会の設
置

西宮市 住宅な どの倒人財 産への補償 な ど

芦屋市 個 人補償の実現 と 復興対策の強化

伊丹市 fi 力 再建 を 白 指す人への個人補償な ど公的支援の拡充

宝塚市 生活、 営業、 住宅再建への公的支援の拡大

J l llI'i市 新 た な保検 ・ 共済制度の創 設 と 阪神大渓災へのそ及適用

住宅 ・ 広舗の修復 と 自 力 再建 を 目 指す 人への公的支援の
明石市 拡充。 激甚災宍に対す る 「公的災害保隙制度J の 伝法化

な ど

住宅 ・ 庖舗の修復や 自 力 再建 を 包 指す人への公的支援の
三木市 拡充。 激甚災筈に対す る 「公的災害保燈制度j の 立法化

な ど

洲 本市
(住専 問題 と 絡め ) 被災者の 生活併建 に 向 け た 支援策 の |
J広光 な ど

(神戸新関 1996年1 1 月 初 日 )
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が恒久的 な 制 度 を 要望 し 、 う ち 9 件 は被災地か ら 出 た 「生活再建援助法案J の 立法化 を 求

め て い る 。

被災地の議会で も 、 被災者支援の 意見書が相次い で採択 さ れた。 政府が震災直後か ら 不

可能 と し て き た 個 人補償 に踏み込ん だ の は 、 酉営、 芦屋、 伊丹の 3 市議会。 県議会 と 被災

地の各市議会が関係省庁 に提出 し た 意見書の う ち 、 被災者支援 に 関す る 主 な 内容は表 8 の

通 り 。

小 田 さ ん ら の グ ル ー プに よ る 「国会対策J は 市民の応援 を 背 に じ わ じ わ効果が出 て き た 。

国会議員 が同調 し 始め、 動 き が加速 し て き た。 96年 1 1 月 の段時で、 参院で は 議員提案 に 必

要 な 21人 を 上 回 る 22人が名 を 連 ね た 。 年が明 け て 、 市民 グ ル ー プは生活再建設助法 の 第 2

次修正案 を ま と め た が、 2 月 の段階で衆院の賛同議員 が、 議員提案 に必要 な 50 入 を 超 え て

5 1 人 に な っ た、 と 発表 し た。 さ ら に 3 月 下旬 に は 、 市民 2 議員 立法実現推進本部 に よ る と 、

衆院68人、 参院37人の計105 人 に 上 っ た と い う O

し か し 、 何年10月 の 総選挙で各党がそ ろ っ て 公約 に 掲 げた公的支援は小 田 実 さ ん ら の市

民 グ ル ー プが国会議員 と 具体化 を 進 め る 一方、 各党が独 自 案 (表 9 参照) を ま と め る こ と

で、 か え っ て超党派での調整が難 し く な り 、 政治情勢 を に ら み な が ら 、 与野党 を 一本化 さ

せ る 道筋 は い っ そ う 複雑 に な っ て い る o (神戸新聞 1997年 3 月 8 日 付)

(表 9 ) 公的支援の立法案

Rじ. 法 案 名

自 民 党

社民党

新進党 (特別見舞金法案)

民主党 生j苦手再建支援法、 災
害弔慰金支給法改正

共産党 生活再建支援法

参議院 災害特別見舞金法
超党派 ( 旧 私案)

衆 ・ 参 被災者生活再建法案
超党派 (作業チ ー ム 案)

ノト 悶 ・ 生活再建援助法案
市民案

内 容 ま た は 動 き

小委員 会で地震共済保検を 検討It1

法案 を 検討中

い っ た ん取 り 下げた が現在作業部会で検討中

住宅が全土j土壌 し た姿援護、 高齢者 佳子苦に 1 00万 円 の 一時余
を 支給、 災害弔慰金支給法 を 改正

全壊世帯 な どに住宅 再建支援金500万 円 、 生活再建支援金
500万円 支給

災害弔慰金の支給等 に 関 す る 法律 を 改正 し、 全半壊世帯に
見舞金を支給

年収2， 000万 円 以 下 の 全壊世帯 に A律200万 円 、 最高500万
月 の援助金 を 支給

全壊世帯 に500万 円支給、 住宅再建 に2， 000万 円 を 貸 し付 け
等

(神戸新聞 1997年 3 月 8 日 )
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1 . 

阪神淡路大震災か ら 2 年 白 を 迎 え て文化の復興 も す こ しずつ 変化が出 始 め て い る 。 被災

者への救援活動 と し て の様 々 な 活動が依然 と し て 大 き な ウ エ イ ト を 占 め て は い た が、 そ れ

よ り も 大震災 を バ ネ に し た新 し い割造の動 き が出 て き た と い え よ う 。 美術 ・ 音楽 ・ 演劇 ・

文学 な どで、 素晴 ら し い作品が次々 と 生 ま れ て お り 、 [ 阪神 大震災」 を 次 の 世代へ伝 え よ

う と し て い る 。 そ れは 文字通 り 心の復興 の は じ ま り と い え る 。

を 失 く し た 時 @ き }

震災後か ら 凄 ま じ い 勢 い で書 き 続 け ら れ た 文学 を 中心 と し た文芸作 品 は 、 2 年 目 に な っ

て も 衰 え を 見せず、 む し ろ 深 ま り を 見せ は じ め て い る 。 (財) 21世紀 ひ ょ う ご創造 協 会 に 寄

せ ら れた も の も 57点 に も っ て お り 、 こ れ以外に も 同 人誌や私家版の歌集 な ど も 多 く 、

際に は 100点近 く が刊 行 さ れ た の で は な い か と 思 わ れ る O 小説、 エ ッ セ イ が最 も 多 く 、 次

いで児童文学、 短歌、 句 集 な ど と な っ て い る 。 テ ー マ は震災後の暮 ら し や l 年 を 過 ぎ

て心の安定 を 取 り 戻 し て い く 過程 を 描い て い る も の が多 か っ た。

「婦人公論」 に発表、 女流新 人賞 を 受賞 し た作家岩構呂美の 『 空 を 失 く し た 日 j ( 中 央公

論社刊 ) は 、 著者の実体験 を も と に震災 を 書 い た も の で あ る O 作家の 渡辺淳一 は 「震災を

単 な る 悲劇的事件 と し て で は な し い ま 一度、 心の 内面で睦暢 し 文学的 に 再構築 し た と い

う 意味で、 初 め て の震災文学 と い っ て も い い だ ろ う J と 評 し た 。 こ の 本 に は 、 l 年後の神

戸 を 舞台 に し た 中編の 「氷の 時 間 」 が載せ ら れて い る 。

f私の住 む 町 は 、 あ の震災でそ れ ほ ど大 き を 受 け た わ け で は な か っ た が、 近 頃 随

分更地が 目 立つ よ う に な っ た 。 古 い 木造住宅 は 、 外観か ら は分か ら な い が も う 住め る 状態

で は な い ら し く 、 次々 と 解体 さ れて い っ た 。 し ば ら く す る と 、 何 と な く 見 当 がつ く よ う に

な り 、 こ こ は も う 駄 目 か も し れ な い と 患 っ た 家 は や がて取 り 壊 さ れて い っ た 。 夏 の 問 、 雑

草が伸 びる に任せて い た 更地 も 、 秋口 に な る と 楼色 の欄で 囲 わ れ、 再建が始 め ら れ たj

大震災で、母 を 失 っ た 娘 と そ の 子供が、 震災 に よ っ て揺 れ動 く 心の葛藤 を 描い て い る 。 か

ん黙症 に 陥 っ た 少女が新 し い友達 を 得 て 「次は震度 0 0 です。 地球が爆発 し ま すj と 、

元気良 く 叫ぶ声 は 、 感動的 で あ る 。

震災で家 を な く し た俳人の和 田倍長rs は 、 大阪に新 し い住 ま い を 得 て句集 問11興の u u を

上梓 し

「海の あ る 県 と 訣れて う ろ こ

「定住 を 決め た る f也郷残 り 蝉J

「新 し き 家新月 に 耐 え 難 しj
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「二皮 目 の泰j

「神 の 一撃」 の 中 の匂 で あ る O ほ か に も 、 詩人、 歌人、 俳 人 た ち が多 く の 震災 と 復興 を

う た に 託 し た 。

異色の創作活動 と し て は 『マ ン ガ ・ 愛 ち ゃ ん の神戸巡回 日 記j があ る O ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 を 続 け て い る 漫画家た け し ま ・ さ ょ が、 神戸での記録を マ ン ガ に 表現 し た も の で、 『愛

ち ゃ ん の ボ ラ ン テ イ ア神戸 日 記j ( ア ー ス 出版局刊) の続編であ る 。 「三年 自 の 冬が来 たJ

と い う サ ブ タ イ ト ル に あ る よ う に 、 仮設住宅や テ ン ト 村の 生活 を 描 く 。 「壊れ た 道路や ピ

ル は 再建 さ れ、 観光地や祭 も 再 開 さ れ ま し た。 で も 街 に は サ ラ 地が 自 立 ち ま す。 み ん な の

心の傷 も 癒 え て い ま せん。 な ん と か 自 力 再建 し た 人 も 、 元の暮 ら し に戻 れ な い で い る 人 も 、

今 は そ れぞれ 自 分 を 守 る 垣根 を 、 必死で、高 く し て い る よ う に 感 じ ま す。 そ し て た ぶ ん そ れ

は こ の 国 の盗 そ の も の な の です」 と 、 あ と が き で述べて い る O

[先委主や で神戸の文化 様 々 主主 活動}

季刊雑誌 「兵庫 のベ ン j の特集号 に 「元気 や で 神 戸 の 丈化J と い う の が あ る o I そ れ

ぞれが し ん どい 条件 を 抱 え な が ら 、 元気 な の ですj と 書 い て い る が、 2 年 目 の l 年 間 も 神

戸の 文化活動 は 元気い っ ぱい だ、 っ た 。 そ れ ら は被災の後遺症 に柄み続 け た 人 々 を どれだけ

励 ま し た か し れな い し 、 芸術活動 を か な り 高 め た と い え る か も 知 れ な い心 鎮魂の展覧会、

復興への コ ン サ … ト 、 映画の活動 な ど様 々 な催 し が数多 く 開かれた。 こ の 復興誌で は、 そ

れ ら のすべて を 紹介す る こ と は 出 米 な いが、 特徴の あ っ た 活動 を 取 り !二 げて み た い っ

大震災の犠牲者の数 と 同 じ 約 6 ， 300枚 の抽象画 を 集 め た 展 覧会が、 1 1 月 に 神 戸 . !i.;PIJ の

画廊 で 開 か れた 。 神戸在{主の画家 . m 中徳喜 と 生徒た ち が制作 し た も の で、 1 0cmP百 万 の

紙 に 思 い 思 い の 抽象樹が描かれ、 大震災 を 乗 り 越 え る 明 る い イ メ ー ジ の絵は、 訪れ る 人 た

ち を 励 ま し た と い う o I今 ま で 一緒に /主 き て い た 人が、 ほ ん の 数 ト秒の う ち に 亡 く な っ た 。

死者の 数 と い う 無機的 な も の に 意味を 込 め た j と た 。 酉宮の n 宅 と ア ト リ エ を 宇 瞬 に
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失 っ た書家 の榎木深 は 、 それ以来、 の 一宇 を 書 き 続け る 。 震災 に よ る 喪失感、 無力

感 に 力 を 与 え て く れ た の が 「夢J の字であ っ た。 い つ か は太陽の よ う に 輝 い て い る 「夢j

を 書 く と い う 。

被災地 に 少 し で も 夢 を と 、 計界か ら 彫刻 や 絵画が寄贈 さ れた こ と も 、 文化復興の ひ

と つ の特徴で、 あ る 。 震災で粉 々 に 砕 け た神戸 ・ 三宮の野外彫刻 「風の標識J が東京 ・ 銀躍

の藷庖 主の協力で再建 さ れ、 7 月 に 除幕式が行 わ れ た 。 関東大震災の時、 兵庫 な どか ら の

義援金で北村西嘆の記念碑が剖 ら れた お返 し に と 数百万 円 が寄せ ら れ、 東京在住の彫刻家

大成治が制作 し た 。 鎮魂 を 込め た 赤御影石の立派な も の であ っ た 。 こ れ以 外 に も 、 世界文

化賞受賞者の イ ギ リ ス の彫刻家ア ン ソ ニ ー ・ カ ロ か ら 大作 「 プ ー ルJ が贈 ら れ、 西宮の復

興住宅 に 置 かれた ほ か、 大震災の絵 を 描 き 続け た フ ラ ン ス の 画 家 ジ ョ ル ジ、 ユ ・ ル ー ス か ら

作品 10点が、 県立美術館 に婚呈 さ れた 。

大震災の惨状 と 、 立 ち 上がろ う と す る 人 々 を 表現 し た鎮魂組曲 11995年 1 月 17 日 J が 4

月 に神戸丈化 ホ ー ル で発表 さ れ た 。 「震災 を テ ー マ に し た う た を 、 い ま こ そ 歌 う べ き だJ

と 提言 し た作家森村誠ーが作詞、 音楽家の池辺晋一郎が作 曲 す る と い う 豪華版で、 神戸市

役所セ ン タ ー合唱 団が合唱、 約2， 000人の聴衆 の 感動 を 呼ん だ。 組 棋 は 8 章 か ら な っ て お

り 、 第 1 章 は地震の瞬間 を 描 い た 「激震J で は じ ま り 、 「働突J 1手紙J 1私の 息子J 1南っ

こ 新聞j な ど と 続 き 、 第 8 章 「 わ が街 よ 永 遠 に J で 「私 た ち は い ま 、 誓 い と 再生 の 歌 を

う た い ま すj と 締め く く っ た。

鎮魂の歌 は ほ か に も 数 々 生 ま れた 。 淡路島 出 身 の作詞家阿久悠 は 「美 し都J で 「がん ば

ろ やJ と 書い た 。 歌は神戸 ・ 須磨生 ま れの歌手平松愛理であ る 。 そ の平松 も 自 作曲 「南町

か ら J で 「 き っ と き っ と 強 い 町 に な っ て い く 故郷へj と う た っ た 。 叫ぶ詩人の会の ド リ ア

ン 助 J I I は 「 間 窓会J の な かで 「愛 し た街が壊れ ち ま っ た よ 芦屋 西宮 東灘 六 甲 道

住吉 長 田 元 町 三 の 宮 故郷の街 よ ! J と う た う O 嘉 門達夫 も 「怒 り の グ ル ー ヴ震災

編J で神戸 の 街 を 表現 し た ほ か、 多 く の震災 ソ ン グが う た わ れ た の で あ る O
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演劇 も 元気であ っ た 。 県 内 で最大の避難所 に な っ た神戸 ・ 長 田 の県立兵庫高校では 7 月

に 50年後の神戸 を テ ー マ に し た創作劇 「神木j を 上演 し た 。 グ ラ ウ ン ド に あ っ た 兵庫 の 神

木 ・ 楓 と と も に震災の心の傷 を 抱 え て 生 き る 人 た ち 、 摘が伐採 さ れ て亡 く な る 祖母 な ど を

描 く O 脚 本 は 同校の西尾富夫教諭で 「被災者のがんば り を 見 て ほ し か っ た」 と い っ て い る 。

神 戸 の ア マ チ ュ ア 合 唱 団TERRA も 復興への 熱 い 思 い を ミ ュ ー ジ カ ル 「 ピ リ ー ブ ・ ミ

ーj に 表現、 1997年 1 月 、 神戸文化 ホ ー ル で初演 し た 。 劇 場 の 閉鎖 と 共 に さ びれて し ま っ

た 街 を 、 多 く の 市民 ら の力 で劇場 を 再建、 衝 を 蘇 ら せ る と い う ス ト ー リ ー で 、 地元の ア ー

チ ス ト た ち も 全面 的 に 協力 し て実現 し た と い う O ま た 、 神戸 を 中 心 に 活躍 す る 女優 の 前 田

伊都子原作の朗読劇 f 青い 空 に絵 を か こ う J も 同 月 、 神戸 ・ 北野でヒ演 さ れ た 。 大震災の

被災地の 中 で の 人 間模様 を 往復書簡の形で描 い た も の で あ る O

[復興へ続々 と 映酒の話題}

震災 1 年 目 は神戸 ・ 長 田 を 訪れた 「寅 さ んJ が大 き な 話題に な っ た が、 そ の 「寅 さ んj

こ と 握美清が 8 月 に 亡 く な っ た 。 「せ っ か く 励 ま し て も ら っ た の に … … 。 復興 し た神 戸 を

見て ほ し か っ たj と 神 戸 の 人 た ち は悲 し ん だ 。 地元の 「寅 さ ん を 迎 え る 会J は、 恩返 し を

と 9 月 に 「寅 さ ん を し の ぶ会J を 開催、 記帳や黙 と う 、 ロ ケ風景の ビ デ オ 、 寅 さ ん映

画 を 上映 し た。 寅 さ ん終罵 の地 と し て の記念碑の建設 も 計画 し て い る と い う O 渥美清以外

に も 暁画人の協力が多 く 、 7 月 に神戸で開かれた 「神戸復興チ ャ リ テ ィ ー イ ベ ン ト j で は 、

森繁久輔、 勝新太郎、 菅原 文太、 波哲 也、 中村玉緒 ら が参加、 ト } ク シ ョ ー 、 詩の朗読な

どがあ っ た。 ま た 、 神 戸 出 身 の女優浅野 ゅ う 子が観光キ ャ ラ パ ン 隊の激励 や 一 日 放送局長

に な る な どj舌躍 し た 。

日 本で初め て 映画が 上 陸 し た 、映画のふ る さ と 神戸グ は、 震災復興で も 映画 の話題が多

か っ た。 l l JJ に 「神J 1100年 映画祭j が 開 か れた の を は じ め 、 震災の教訓 を 風化 さ せ な い

よ う に と 防災映画 「マ グ ニ チ ュ ー ドJ の ロ ケ が淡路 島 で行わ れたO 主演は、 緒形直人、 薬

師丸 ひ ろ 子 で、 出 中 部街、 森繁久輔 ら が 協 力 、 島民約 1 ， 000人がエ キ ス ト ラ で 出演 し た 。

映画祭で上映 さ れた 篠 田 正治監督の 「瀬戸 内 ム ー ン ラ イ ト ・ セ レ ナ ー デJ は 、 震災後の神

戸で何 を 見 た か を 描い た と い い 、 感動 を 呼ん だ。

[神戸 ま つ り の護活に希望 と 光 }

2 年ぶ り に 復活 し た 「神戸 ま つ り J は、 神戸の復興の象徴であ っ た 。 ま つ り の テ ー マ は

「祈 り ・ 感謝 ・ 生 き る 歓びJ で、 心の傷 を 受 け た被災者 た ち が、 あ す の 希望 を 胸 に集 っ た 。

恒例のパ レ ー ド も 「復興KOBEパ レ } ドj と 銘打 っ た 。 音楽隊の演奏 「災害救援謝恩J で

幕 を 明 け、 神 戸 ゆ か り の 人物が登場す る 「神戸歴史懐古J 、 ハ イ カ ラ 神戸 を ア ピ … ルす る

「神戸モ ダ ニ ズ ム j は、 そ の ま ま 神戸の街が 目 指す も の であ っ た 。 ま た 、 海上花火大会 も 2， 600

発が打 ち 上 げ ら れ た が、 こ の う ち の 1 ， 000発 は新潟 県長 岡市か ら の プ レ ゼ ン ト だ、 っ た 。 被
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オワックス百 神戸で 日 本ーに/ヴィッセル神戸はJ1)--グ入
ス ポ ー ツ 界 の 活躍 も 被災 地 を 精神 面 で 支 え

た 。 そ の代表的 な 出 来事が、 プ ロ 野球の地元チ

ー ム 、 オ リ ッ ク ス の 日 本 シ リ ー ズ優勝 と 、 サ ッ

カ ー の ヴ イ ツ セ ル神 戸 がJ リ ー グ に 昇格 し た こ

と であ る 。

震災以来、 「が ん ば ろ う KOBEJ の ワ ッ ペ

ン を ユ ニ フ ォ ー ム に付 け て戦 っ て き た オ リ ッ ク

ス ・ ブ ル ー ウ ェ ー ブが、 「地元で 日 本 命 に J と

い う フ ァ ン の悲願 を 2 年 自 に果た し た。 チ ー ム

の 選手や職員 の 9 鶴が阪神 間 に住み、 けが人は

な か っ た も の の立場は 同 じ被災者であ る 。 神 戸

の 人 た ち と い っ し ょ に震災を 乗 り 切 ろ う と い う

思 い を こ め て 、 球団 の サ ブ タ イ ト ル を 「がん ば

ろ う 、 神 戸 ・ ブル ー ウ ェ ー ブ」 に変更 し た。 昨

年 はパ ・ リ ー グで優勝 し たが、 残念な が ら 日 本

」 を 逃 し 、 今年 こ そ と い う フ ァ ン の願い を 担 っ

て、 震災 2 年 呂 のペ ナ ン ト レ ー ス に挑んだ。 今

年の チ ー ム の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ は rDream To但

getherJ 。 年頭 に は 、 プ ロ 野球 臼 本 ー の 喜 び を

被災者 と と も に わ か ち あ う こ と を 怒 っ て い た 。

「震災で落 ち 込ん だ、時か ら ず っ と 、 み ん な を

勇気づけ て く れた 。 夢 を あ り が と う J 仰木
監督の胴上げが実現 し て 、 球場で、 仮設住宅の

集会所で、 市 内 の 各所で、 優勝戦 を 見守 っ た フ

ァ ン は喜び、に没 っ た 。 被災者に 勇 気 と 希望 を 与

え た と の 理 由 で 、 兵庫県 は オ リ ッ ク ス 球団 を 県

功労者 と し て 表彰 し た 。

t : オ リ ッ ク ス の 日 本 。 に熱狂す
一 ン ス タ ジ ア ム 神戸

下 : J リ ー グ入 り が確定 し パ ク ス タ
げ し て喜ぶ ヴ イ ッ セ
ノ官} 記念競技場

一方、 震災の た め に大手ス ボ ン

る な ど、 大波 に も ま れた ヴ ィ ッ セ ル神戸だ

が、 地元出 身i選手が核 と な っ て チ ー ム

つ い に ジ ャ パ ン フ ッ ト ボ ー ル リ ー グ の 最終戦で

NTT関 東 を 破 っ てj リ ー グ入 り を 果 た し た 。 神

戸 の サ ッ カ ー ブ ァ ン 待 望 の 昇 終 であ り 、 オ リ ッ

ク ス が EI 本 - :r 決 め た あ と だ け に 、 「被災 地 に

燦 く :番星J と 歓迎 さ れた。

災 し た 人 た ち に 復興への 光 と 希望 を も っ て も ら お う と 企画 し た と い う O

こ の ほ か、 10月 に は灘五郷の酒造組合の 「灘の 酒薪能j が開催 さ れ、 約 1 ， 500人が参加、

1 1 月 に は有馬温泉で 「有馬大茶会J が聞かれた。 大 き な傷跡 を 残 し た 被災地 に は、 す こ し

ずつだが明 る さ が灯 り は じ め た の であ る O 作家高村薫 は 「建物 は復興で き て も 、 人 の 心 は

な か な か … … 。 時がた て ばいや さ れ る 部分 も 、 決 し て い や さ れ な い 部分 も あ り ま すj と 語
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(表 1 ) 被災地芸術文化活動補助申請集計表 ( 1996年度受付分)

神戸 芦屋 E吉宗 明石 尼崎 伊丹 宝塚 ) 1 1酋 三 木 洲 本 津名 五色 緑 三 原 合 計

音 楽 22 1 5 4 l 13 2 2 2 52 

ìj電 車4 9 5 l 3 l 1 20 

舞 踊 9 1 5 2 2 l 2 1  

伝統芸能 1 1 1 1  

美 術 14 3 6 3 1 l 1 29 

書 道 1 1 

文 芸 6 l 1 l l 2 1 2 16  

生活文化 10 l 2 1 1 1 17  

ぷ口込 三口手r 80 5 19  1 3  12 2 1 7  3 3 7 1 1 3 167 

り 、 人 の心 を 見守 っ て い く こ と が、 震災の意味を 問 う こ と に つ な がる と い う 主張 を 込め た 。

[被災地の芸補文化活動支謹]

兵庫県 は 、 こ の よ う な 民 間 の 文化活動 を 支援す る た め f被災地芸術文化活動祷助事業」

「被災地芸術文化団体活動用具復旧支援事業J を 繰 り 広 げて い る O 活動補助 は 167件 (表 1 )

に 達 し て お り 、 音楽が最 も 多 く 、 美術、 舞踊、 演劇、 生活文化 な どの}I頂で、 地 [[別 に は神

、 西宮、 宝塚、 明石、 尼崎 な どの順 と な っ て い る O 神 戸薪能、 ミ ュ ー ジ カ ル公演、 コ ン

サ ー ト 、 震災関連出版な どが主 な 内容であ っ た 。

支援事業 は69件で、 華道 の花器の購入が最 も 多 く 、 次いで演劇 の舞台道具や衣装、 音楽

の楽器な ど、 舞踏の音響機器な どの購入が主 な も の で あ っ た 。

2 . 大震災を風住 さ せ る な ア ー ト ・ エ イ ド の活躍

芸術家た ち が 自 ら の 手で文化の復興 を 目 指 し た 「ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸J は 、 震災 2 年

目 を 迎 え て も 衰 え る こ と な く 活発 な 活動 を つ づ け た 。 神戸の 災難 と 実情 を 全国 の 人 た ち に

知 っ て貰 う た め の 「兵庫 ア ー ト ・ ウ ィ ー ク ・ イ ン 東京J を は じ め f詩集 ・ 阪神大震災第 4

集j の発行、 神 戸の ジ ャ ズ復活への活動 な どが主 な も の であ っ た 。 こ の年 の 主催、 助成、

後援は47件 に も 及ん でい る O

{神戸 ジ ャ スeの灯 を 消 す 怠 }

ジ ャ ズ発祥 の 地 ・ 神戸 か ら ジ ャ ズ を な く す と 、 「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 を 中心

に多 く の ジ ャ ズ ・ コ ン サ ー ト が開 か れ た 。 6 月 に 神 戸 ・ 北野で開催 さ れた 「マ グ ノ リ ア ・

ジ ャ ズ ・ パ ー テ イ � J は 、 ピ ア ニ ス ト の川 瀬健 と ソ ネ ・ ト リ オ 、 ボー カ ル の 滝 え り 子 と ア
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ルパ ト ロ ス ・ ト リ オ ら と と も に 、 東京か ら テ ナ ー サ ク ソ ホ ン の尾 田悟、 ク ラ リ ネ ッ ト の清

水万紀夫 ら 著名 な プ レ イ ヤ ー が応援に駆け付 け た 。 フ ァ ン た ち は久 し ぶ り の 本格的 な ジ ャ

ズ、 に 酔 っ た と い う O

神戸 ・ 三 の宮 の ラ イ ブハ ウ ス や プ レ イ ヤ } た ち は 、 震災で大 き な被害 を 受け た 。 演奏す

る 人 も 場所 も な く な っ た 。 i100年以上 も 続い た神戸 ジ ャ ズ を 守 り 、 復興 も ジ ャ ズ の響 き か

ら J と ジ ャ ズ の演奏会 を 計画、 「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸J が協力 し た の で あ る o 8 月 に は

「神戸 フ ェ ニ ッ ク ス ・ ジ ャ ズ フ ェ ス テ ィ パ ルJ iパ ー カ ッ シ ョ ン ・ ジ ャ ズ フ ェ ス テ ィ パ ルム

10月 に 辻 「神戸 ジ ャ ズ ス ト リ ー ト J が相次い で開かれた の で あ る 。

[東京で、語 っ た 阪神大震災]

震災の受 け 止 め方で被災地 と 中 央で広が る 、温度差グ を 無 く し、 震災後 に 生 ま れ た 芸術

を 通 じ て 、 関 東 の 人た ち に も う 一度、 震災 を 考 え て も ら お う と い う 「兵庫 ア ー ト ・ ウ ィ ー

ク ・ イ ン 東京j が 1 月 11 日 か ら 31 日 ま で東京で12 の イ ベ ン ト を 繰 り 広 げた 。 「 ア ー ト ・ エ

イ ド ・ 神]iJ が呼び掛け、 神戸芸術文化会議、 県音楽活動推進会議、 神戸音楽家協会 な ど

16団体が参加 し た。 内容は、 音楽、 美術、 演劇、 映画 な ど幅広 い も の に な っ た。

皮切 り の シ ン ポ ジ ウ ム 「震災か ら 新 し い未 来 は 見 え る の か」 は、 新野幸次郎神戸都市問

題研究所長 ら が 「震災の教訓、 風化 を 許す な J と 話 し合 っ た 。 「復興元年 、 被災地 は苦難

の道の り を た どっ て い る 。 今年が風化元年 に な る の で は な いか、 と い う 声 も 高 ま っ て い る O

阪神大震災が忘れ去 ら れる こ と を 、 非常 に心配 し て い る O 震災経験が風化 し て し ま う と 、
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教訓が生か さ れ な い。 復興 も ま ま な ら な い こ と に な る 」 と の基調報告の あ と 新野所長 は 「 自

助、 共助、 公助 と 3 つ の言い方があ る と 思 う O 自 分で解決で き る 開題は f 自 助 J で、 互い

に助 け合 え る も の は 「共助j で、 そ れで、 ど う に も な ら な い も の は 国 に 考 え て も ら う O 今後

は こ の 3 つ に分 け て 、 仕組み作 り を 考 え て い く こ と が必要で、 は な い かJ と 述べ た 。

こ の ほ か シ ン ポ ジ ウ ム 「詩人 た ち は何を伝 え た かJ 1市民本位 の 防 災 ま ち づ く り J 、 コ ン

サ ー ト 「震災詩集か ら 生 ま れ た 出 J 150年 を 隔て て 広 島 と 神戸J 1そ し て 、 フ ォ ー ク ソ ン

グが生 ま れた 大地は ま だ揺 れて い る j 、 焼読劇 150年 日 の 戦場 ・ 神戸」 ゃ 映画上映会、

美術展 な どが関かれ、 東京 の 人 た ち に 震災の そ の 後 を 印象づけ た の で あ る O

[詩集 ・ 擾興への譜}

詩集 ・ 阪神淡路大震災第 3 集 f復興へ の 譜J は 、 129 人 の 詩 人が作品 を 寄せ た 。 震災そ

の も の を う た っ た 第 l 集、 復興が は じ ま っ た こ と を 表現 し た 第 2 集 に つづ く 詩集で、 震災

2 閥 年 の 1 月 17 日 に 発行 さ れ た 。 「震災現地 の 復興への足 ど り は軽や か な も の で は な い。

町 も 人 も 、 そ れぞれに 後遺症 を 抱え て い る O 誰 も が、 何時 ま で も 消 え る こ と の な い傷跡 を 、

深い所 に 隠 し て い る O し か し ま た、 そ れ ら を 強力 な バ ネ と し て 、 市民の多 数 は 自 立の 道 を

摸索 し、 よ り 美 し い 町 と 人 と の 関係 を構築 し よ う と 歩みつづけ て い る O お そ ら く 、 傷み と

悲 し みの 記憶が、 珠玉の ご と き も の を 形成す る に ち がい な いj と 、 代表の伊勢田史郎は書

く O

「人だけが歩 く 道があ っ て 樹木があ っ て

ケ ア セ ン タ ー や活動セ ン タ } があ っ て

そ れ を 囲 ん で

寝 た き り で も 車椅子で も 暮 ら せ る 住 ま い があ っ て

お ー い み ん な 来い こ れが新 し い神戸だ よ

と 人 々 を 招 き 入れ る よ う な 街 は ま だ夢 だ

帰 り た い か 帰 っ て く る か

と り あ え ず は み ん な し て 帰 っ て く る かJ (直原弘道 「神戸 ょ い と こ j よ り )

ま た 、 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神 戸 の事務局 長 島 田 誠 も f編幅、 赤信号 を わ た る j (神戸新聞

総合 出版セ ン タ ー) を 出 版 し た 。 「私 は 本質 的 に は 文化の フ ィ ー ル ド は 、 市民 自 ら の 力 に

よ っ て 支え る べ き であ る と 考 え て お り 、 そ れ を 支 え る 仕組みのーっ と し て コ ミ ュ ニ テ イ }

財 団 を提案 し た。 し か も 震災後 に お い て は、 以 前 に 考 え ら れな か っ た よ う な 創造的表現の
み な ぎ

意欲が渡 っ て き て い る よ う に 感 じ ら れ、 頼 も し い」 と 、 こ の本の 中 で触 れて い る 。

3 . 復興支援10年委員会の活動

大震災の半年後の 1 995年 7 月 四 日 に 結成 さ れた 「阪神 ・ 淡路震災復興支援10年委員 会J
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(氏 名 )

阿 久 イ，由u、; 
朝比奈 隆

安藤 忠雄

飯田 亮
井槌 敏

五百旗頭 奨

石橋 毅一

泉 異也
磯崎 新

磯村 尚徳、
ゐ番ケ瀬康子

1i木 ひ ろ し

出井 伸之

伊藤 滋

伊藤 誠

稲盛 和夫

井野瀬久美恵

牛尾 治朗

臼井 孝之

宇野 牧
梅原 j議
大島 靖

大西 正文

奥井 功

ノj、浮 征爾
加古 隆

兼高かお る

}I I 上 哲郎

如 月 小春

ヌト;村 主主信

木村尚三郎

清原 慶子

黒Jl I 紀章

小林 公平

小松 左京

斎藤英四郎

三枚 成彰

堺屋 太一

楼井 春車車

佐藤 敏明

佐和 隆光

篠田 正浩

下河辺 淳
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阪神 ・ 淡路震災復興支援1 0年委員会 委員名簿

(職 業 ・ 勤 務 先 等)

作詞家

指揮者

建築家

セ コ ム附会 長

三洋電機帯構会長

神戸大学と教授

大和ハ ウ ス 工業側取締役

環境デザ イ ナ ー

建築家

ユ ネ ス コ 事務総長特別顧問

東洋大学教授
側五木プ ロ モ ー シ ョ ン代表取締役

ソ ニ ー側社長

東京大学名誉教授

美術評論家

京セ ラ閥会長、 京都商工会議所会頭

甲南大学助教授

ウ シ オ 電機総会長、 制経済同友会代表幹事

側住友銀行副頭取

側関西経済逮合会名誉会長

哲学者

働大阪国際交流セ ン タ ー 会長

大阪瓦斯術会長、 大阪商工会議所会頭

積水ハ ウ ス側代表取締役社長

指揮者

作 曲 家 ・ ピ ア ニ ス ト

ジ ャ ー ナ リ ス ト

住友電気工業側会長、 側関西絞済連合会会 長

演 出 家

際立国際美術館長

東京大学名主誉教授

ル ー テ ル学院大学教授

建築家

阪急電鉄総会長

作家

紛経済団体連合会名誉会長

作 曲 家

作 家

神戸大学教授

日 本ケ ミ コ ン側代表取締役会長

京都大学経i斎研究所所長

映画監督

(五十 音)11貢 ・ 敬称略 ・ 199M!三 7 月 1 日 現在)

側東京海上研究所理事長、 元阪神 ・ 淡路復興委員会委員長



末次 一郎

関本 忠弘

瀬戸ゐ内寂聴

高階 秀樹

竹内 J2 
月 尾 嘉男

手塚 悦子

寺田千代乃

長寓祐 占自お

新野幸次虫[1

萩原 治
; 服部 経治

樋口広太郎

広 中 平祐

福 井 謙一

I 福J I I 伸次

福原 義春

若手野 信義

藤巻{呆之輔

松問 時彦

三 木 克彦

水谷 研i会

三野 重和

村上 慮直
不井本￡ 英恵

横尾 忠則

古川 和広

米 山 俊康

李 勝載

船青少年育成 国民会議副会長

日 本電気閥会長

作家

|奇立西洋美術館長

経済評論家

東京大学教授

手塚治虫 記念館名誉館長

ア ー ト コ ー ポ レ ー シ ョ ン側社長

総研究情報i薬会運営理事会議議長

神戸大字名手手教授

前三ドナト!間 同連絡橋公団総裁

前 j渇 凶 IKI際情i益事制社長

ア サ ヒ ビー ル告和会長

ハーバー ド 大学名誉教授

京都大学r，�害救綬

側iiti盛総研社長

側資生堂社災

NASA (米間航烹宇宙局) 客員教授

制 l Pþ:Ji!t俸H主設業協会会長

東京大学名答教授

側首都高速道路協会顧問

術家海総合研究所社長

働 日 本花普及セ ン タ ー会 長

横浜国立大学教授

フ ァ ッ シ ョ ン デサ、イ ナ ー

i画家

京都大学名誉教授

京都大学名誉教授

信用組合関西興銀理事長

は、 「大震災か ら の復興 を 願 い、 こ の地域 の 人 々 へ の 精神 的 な 支援 を 長期 に わ た っ て 続 け

る た め 、 自 分た ち の で き る 範囲 で活動 し て い こ う と い う 趣 旨 に 賛同 す る 者が集 ま り 、 発足

さ せ ま し た 。 こ れか ら の 10年間、 被災地の応援団 と し て 、 護興の シ ン ボル と な る よ う な事

業 を 総合的 に パ ッ ク ア ッ プす る た め に 復興 を め ざ し た取 り 組み を 支援 し て い き た い と 思 い

ま す」 と い う 趣意書の も と に、 様 々 な 活動 を 続 け て い る O 参加 し た委員 は 、 作家の瀬戸内

寂聴 を は じ め哲学者の梅原猛、 映画監督 の篠田 正浩、 建築家の安藤忠雄 ら 芸術家、 学者、

経済人 な ど74人。 被災地 は危機 的 な 状況 は脱 し た と い う も の の 、 う る お い の あ る 街 と し て

再生す る に は、 ま だ道の り があ る O 委員 会 は 、 時 と と も に被災地へ の 関心が薄 れて い く 中

で、 ま す ま す 長期 的 な 精神 的 な 支援が必要で あ る と の観点か ら 、 文化再生運動や被災者救

援事業、 共有封産 の あ る 栴づ く り 事業 な ど 5 つ の 部 門 で活動 を展 開 し て い る O
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[彫刻の あ る 街角 づ く り }

委員 会 の呼 び掛 け に よ っ て イ タ リ ア の彫刻家ハ リ ー ・ ロ ー ゼ ン タ } ル が震災復興への 願

い を 込め て 制作 し た ブ ロ ン ズ の オ フ* ジ、 エ 「再生」 を 県 に 贈 っ た 。 作 品 は 、 高 さ 80cm、 縦横

45cmで、 人が天 を 仰 ぐ姿 を かた どっ て い る O ロ ー ゼ ン タ ー ル は、 ビ ジ ネ ス で神戸 を 訪れ た

が、 そ の さ い に感動 し た 「震災か ら 立 ち 上がる 人 々 J を モ チ ー フ に し た と い い 、 神 戸 ・ 三

宮 に オ ー プ ン し た 「 フ ェ ニ ッ ク ス 館」 で公開 さ れた 。 こ の ほ か、 ピ エ ト ラ サ ン タ 市か ら コ

ス タ ン テ イ ノ ・ ニ ボ ラ の彫刻作品、 セ ザ - )レ の作品 も 県 に 贈 ら れた 。

{被災地 を 緑 あ ふ れ る 街へ]

街づ く り 事業 の 中 心 に な っ て い る 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 は 、 1996年 7 月 19

日 に 集会 を 開 き 、 全国か ら 寄せ ら れ た募金約 2 億9 ， 650万 円 を 兵庫 県 に 寄付 し た 。 こ の ネ

ッ ト ワ ー ク は 、 道路や建物の復興 と 合わせて被災地の 10市 10 町 に樹木 を 植 え 、 緑あふ れ る

街 に し よ う と い う プ ラ ン であ る O 植樹は96年の秋か ら 本格 的 に始 ま っ た が、 募金 を も と に

10年 間 でお万本 を 植 え る と い う 。

ま た 、 1997年 1 月 31 日 に は、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 「文化復興支援 フ ォ ー ラ ム J も 罰 か

れ た 。 i詰谷崎邸鎖灘 間復元委員会 、 芦屋文化復興会議、 西宮酒蔵地帯復興実行委員 会 な ど

が活動報告 を 行 っ た ほ か、 チ ャ リ テ ィ ー ・ ミ ュ ー ジ カ ル 、 黒j畢明の絵 コ ン テ の世界展 な ど

が繰 り 広 げ ら れた 。

4 . 県外での様々 な 活動

大震災 の 年 は 、 被災地 を 中 心 に 繰 り 広 げ ら れた鎮魂 と 慰問 の 数 々 の催 し も 、 2 年 目 に入

る と 被災地 だ け で な く 、 東京 を は じ め全国各地や世界 中 に広が り 、 鎮魂 と 復興 を テ ー マ に

し た も の が 開 か れ た 。 前述 し た ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸の 「兵庫 ア ー ト ・ ウ ィ ー ク ・ イ ン 東

京J も そ の 1 つ で、 「震災 を 風化 さ せ る な J と い う 声 も 高 ま り を みせた。

{東京 で コ ン サ ー ト や演劇]

宝塚の ミ ュ ー ジ カ ル劇 団 「 ミ ュ ー ジ カ ル ・ カ ン パ ニ ー OZJ が、 8 月 に 東京 ・ 六本木で、

IDIE-死ぬ と い う こ と 」 を 上演 し た 。 震災の体験 を 通 し て 「 よ り よ く 生 き る た めJ に 死

を テ … マ に 選 ん だ と い う O ま た 10 月 に 開かれた 「地域劇 団東京法劇祭J に は 、 神戸 を ほ ん

ま の 文化都市 に す る 会、 県立 ピ ッ コ ロ 劇 団 が参加 し た 。 「文化都市 に す る 会J は全国各地

を 回 っ て 被災地 の 実情 を 訴 え つ づ け て い る 150年 目 の 戦場 ・ 神戸J を 東京 で も 上演、 「震

災 を 忘 れ な い で ほ し いJ と 熱演 し た 。

こ の ほ か、 札税で 開 か れ た全国高校総合文化祭 に も 県立神戸高校の演劇部が出演、 震災

後の神戸 を テ ー マ に し た 「青い街J を ヒ演 し た 。 神戸で ボ ラ ン テ イ ア 活動 を し た高校生の

姿 を 通 し て、 人 と 人 の 触 れ合いが被災地 の 人 々 の 精神 的 な 支え に な っ た こ と を 描い た 。 コ
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救援物資 に 見 立 て た段ボール箱の
セ ッ ト で震災氏後の市民 の 姿 を 演
じ る 神μ 高校の淡劇 部 = 札幌市一教
育文化会館 ( 1 996年 8 月 11 行 )

ン サ ー ト に 一緒 に 行 く 約束 を し て い た友達が亡 く な っ た こ と な ど、 部員 た ち の悔 し さ や 怒

り を あ り の ま ま 盛 り 込ん で、 大 き な 感動 を 呼んだ。

{世界各地でも 多 く の催 し i

音楽の都 オ ー ス ト リ ア の ウ ィ ー ン で 8 月 に 開鎧 さ れた 「音楽祭j で、 神戸教員合唱 団が

組曲 「阪神 大震災j を 披露 し た 。 こ の組曲 は 、 被災 し た小学生が書 い た 詩 や作文か ら 構成

し た も の で、 こ れ ま での演奏会で も f数え き れ な い ほ どの 人が数え き れな い ほ どの援 に な

ベ ネ チ ア @ ピエ ン ナ ー レ 最優秀賞
第 6 回 ベ ネ チ ア ・ ビエ ン ナ ー レ 建築展 (1996

年 9 月 ) で、 「震災の亀裂J を テ ー マ に し た 日

本館が最優秀賞の パ ビ リ オ ン 賞 に 選 ばれ た 。 受

賞 の 理 由 は 「新 世紀前夜 に現代人の苦悩 を 表現

し た」 で あ っ た。

薄暗い会場 に 入 る と 、 床一面に ホ;材や鉄骨、

か わ ら な どが散 ら ば り 、 黄色 い砂ぼこ り が舞い

上がっ て い る 。 入場者は 、 震 災 を伝 え る 当 待 の

テ レ ビや ラ ジ オ の音声 を 開 き な が ら 、 がれ き の

上 を 歩 き 受 を 踏んで進んでい く O こ の作者は宗
かつ ひろ

塚市の 建築 家 ・ 宮本 佳 明 。 震 災 で 自 宅 が全壊

し 、 事務所 も 半壊 し た被災者であ る O 芦屋市や

宝塚市か ら 20 t の が れ き を 運 び込み、 約 260 rrl 

の 会場 に積み上げたO

「 あ ら ゆ る 建物が壊れて し ま っ た と い う 現実

を 淡 々 と 伝 え る こ と で、 建築の原点 を 見 つ め た

い と 思 い ま し た 。 そ の た め に は、 生活の記憶が

染みつ い た がれ き を 世界 の 人 々 に 直接見て も ら

い た か っ た J

壁爾 を 覆 う の は 、 世界各地の廃壌 を テ ー マ に

す る 写真家 ・ 宮本隆司 の作品22点。 ピ ル の倒壊

風景 な ど、 被災者 と 同 じ高 さ の 視点 か ら 神戸 の

町 を 写 し て い る 。 ま た 、 災筈に よ る 都市 の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン の混乱 を 表現 し た作 品 は 、 J建築

家の石山修武 に よ る 。

全体責任者で建築家の磯崎新 は 「都市計画 は

人類に幸福 を も た ら す反面、 震災の よ う な悲劇

の+艮 も 潜;め て い る 。 そ の こ と を{云 え た か っ た。

表層 的 な デザ イ ン を 競 う 展示が多 い な かで、 建

築す る こ と の悲劇 を 問 題提起 し た J と 語っ て い

る 。

第二章@文化 1 05 



106 

っ たJ 1何 も な く な っ た大地 に た く さ ん の命が育 つ 大地震 を こ や し に し て 大 き く 育つ」

な どの詩が反響 を 呼ん だ。 昔楽祭 で は 、 27人 の 団 員 が 「新 し い生命の誕生J 1鎮魂歌j な

ど 7 つ の組 曲 を 合唱、 「新 し い神戸」 を う た 声 に 乗せ た 。 ま た 、 シ ド ニ ー で も 1 1 月 に 国 際

留学生セ ン タ ー (大阪) の呼び掛けで、 日 豪の ア マ チ ュ ア 音楽家 よ る 「第九交響 曲合唱つ

き J の誠奏が行 わ れ、 収主主金が被災 し た子供た ち に 贈 ら れた 。 ア メ リ カ ・ ニ ュ ー ヨ ー ク で

も 12 月 に 日 米の若手演奏家 た ち が コ ン サ … ト を 開 き 、 奴主主金は震災遺児 た ち の ケ ア 施設の

建設資金 に 贈 っ た 。

展覧会 も 各 国で 開かれ、 チ ェ コ の ブ ラ ハ で は、 5 月 か ら 3 会場で染色家今井 ひ き 子 ら の

「染色 二 人展J が行 わ れ た 。 震災で実家が全壊 し た 今井 は 、 亡 く な っ た 友 人 への レ ク イ エ

ム と し て 11995 ・ 1 ・ 17 天空の友j と 題す る 2 点の大作 を 完成 さ せ た が、 チ ェ コ で は神

戸の 再生 を 願 っ た緑色 を 使 っ た作品 も 合わせて展示 し た 。 「震災 は過去の こ と では な く 、

今 な お続い て い る 災害で あ る と い う 事実 を 、 作品 を 通 し て語 り た いJ と 言 っ て い る O こ の

ほ かニ ュ ー ヨ ー ク で は 、 7 月 に カ メ ラ マ ン 小林政夫の 「大震災写真展j が 開 かれ、 パ リ の

子供サ ミ ッ ト に も 被災地の小学生 8 人が参加、 地震の悲惨 さ を 訴 え た。

5 .  多彩 な 文化の シ ン ポ ジ ウ ム

大震災は 、 被災地 を は じ め社会全体 を 根底か ら ゆ さ ぶ っ た 。 そ の 中 か ら 復興や新 し い 町

づ く り 、 文化の創造な どの手掛か り を つ か も う と 、 各地で シ ン ポ ジ ウ ム な ど討論の会が相

谷崎潤一部 シ ン ポ ジ ウ ム
1995年 4 月 5 日 か ら 8 B ま で の 4 日 間、 イ タ

リ ア の ヴ ェ ネ チ ア で 「谷崎潤 官E国際 シ ン ポ ジ

ウ ム J が開催 さ れた 。 こ の年が谷崎没後30年、

ヴ、 ェ ネ チ ア 大学東洋研究所創立30周 年 に あ た る

の を 記念 し て 、 ヴ ェ ネ チ ア 大学 の ア ド リ ア ー

ナ ・ ボ ス カ ロ 教授 に よ っ て 関 かれた も の で、 欧

米各闘 と 日 本 の 22人が各 自 の テ ー マ で谷崎文学

に つ い て の研究 を 発表 し た。

こ こ で、 神 戸 か ら 参加 し た大阪芸術大学文芸

学科 ・ 武谷なお み助教授が 「神戸か ら あ り が と

う o {傍松庵〉 は 建 っ て い ま す」 と 題 し て 講演

し た 。 同 助教授 は r r細雪j の 家 と 潟 辺地域 を

守 る 運動J を 世 界 に 向 け て ア ピ ー ル し て き た こ

と か ら 、 同 シ ン ポ ジ ウ ム に招 か れ た 。 講演で は 、

!日谷崎邸 〈傍松庵〉 の保存運動 を興 す に 至 っ た
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経緯 と 、 庵の周辺、 住吉川 や酒造業者の家並み

を 、 そ し て地震で破壊 さ れた 様子 を ス ラ イ ド で

紹介 し た 。 さ ら に ま た r 1 月 17 日 以来、 『綿雪』

の風景 は地元の わ た し た ち に と っ て も 、 も う 本

当 に、 想像の な か に し か存在 し な く な り ま し た 。

形あ る も の の喪失 を 経 て 、 な お 残 る 谷崎文

学 の 精神 的 な 遺 産 を 、 こ こ に お ら れ る 方 々 が後

世 に伝 え て く だ さ る も の と 信 じ て疑い ま せん。

物 質 的 な 援助 の あ と の精神的援助 を 皆様方

に お願い致 し ま す 。 現 に い ま 、 遠 い こ の ヴ ェ ネ

チ ア で、 谷崎に捧げ る 初 の 国際 シ ン ポ ジ ウ ム が

関 か れて い る こ と は、 阪神 間 の わ た し た ち に と

っ て大 き な心の支え です。 ど う ぞ、 こ れか ら も 、

谷崎の文学 を 世界 に 広 め て く だ さ いJ と 訴 え た 。



次 い で 開 か れ た 。 そ こ で は、 団体や個人がそ れぞれが持つ知 恵 を 出 し合い、 復興へ結 び、付

け よ う と い う 熱意がみ ら れた 。 f ひ ょ う ご地域研究J (神戸新聞情報科学研究所刊) の 「阪

神 ・ 淡路大震災関連 シ ン ポ ジ ウ ム 等の記録J に よ る と 、 1996年の シ ン ポ ジ ウ ム 等の総数は

460件 と い う 多 さ で、 前年の446件 と ほ ぼ同 じ く ら い の 開催であ っ た 。 そ の う ち 文化 ・ 教育

関係 は31件で、 前 年 の 1 9件 よ り 大幅 に増 え て お り 、 文化面の復興 を 望む声が高 い こ と が反

映 し て い る O 内訳は、 行政主体が10件 (前年 4 件) 民 間 が 4 件 (前年 6 件) 学術 6 件 (前

年 7 件) そ の他11件 (前年 2 件) と な っ て い る 。

i理想、融だ け で な く 現実甚指 を }

被災地 の歴 史文化の復興 に 向 け て 12 月 3 日 、 神戸商工会議所で 「神戸国際文化都市 フ ォ

ー ラ ム j が 開 催 さ れた。 テ ー マ は 「二十一世紀の公共施設 を 考 え る 」 で、 建 築家の磯崎新

ら 専 門 家が活発 な 討議 を し た 。 磯崎は 「現実 を 離 れた理想論だ け に終始す る と し た ら 、 何

の た め に神戸 に足 を 運ん だか分か ら な い。 将 来 を 語る と い う こ と の背後に は 、 今の現実 を

ど う と ら え て い る か と い う 、 よ り 根本 的 な 問 題が横 た わ っ て い る はずで、 あ る j と 問題提起

し た。 こ の フ ォ ー ラ ム に参加 し た県立近代美術館館長補佐中 島徳博は 「神戸 や 阪神 間 に特

有の歴史や伝統を さ ぐ る べ き だ ろ う O し か し 、 そ の場合で も 、 美 し い言葉 の 羅列 ゃ あ い ま

い な ム ー ド に 流 さ れ て は な る ま い。 そ う し た 点 で私 た ち が注意すべ き は モ ダ ニ ズ ム と い う 、

そ れ 自 体が耳 に心地 よ い言葉の響 き で あ る O こ の 言葉に よ っ て 騒匿 さ れて き た も の、 見落

と さ れて き た 部 分 を 掘 り 起 こ す こ と に よ っ て 、 真 に 活力 の あ る 文化の復興が可 能 な の で あ

る J と 書い て い る O

{新 し い文化経済社会の実現へ }

(財) 21世紀ひ ょ う ご創造協会が発行 し て い る 雑誌 に 121世紀 ひ ょ う ご」 が あ る が、 そ の

70号 (1996年12月 発行) に康談会 「神戸 ・ 阪神 ・ 淡路地域の 文化復興j が掲載 さ れて い る O

こ の 一部 を 紹介す る O

「震災時の こ と を 振 り 返 る と 、 ゼ ロ に な っ た と き 入 閣 は何 か わ か ら な い の ですが、 す ご

いパ ワ ー が出 る も の だ と 感 じ ま し た。 都市 も 文化 も 人 間 がつ く る も の です。 ゼ ロ か ら の 出

発 と い う こ と で、 未来 に 向 け て 大胆 な 発想、 を う ち 出せばそ こ に予想以上 の エ ネ ル ギー が生

ま れ、 す ば ら し い も の が生 ま れて く る よ う な 気が し ま すJ ( シ ャ ン ソ ン 歌手 ・ 風かお る )

「今関 の 復興 は あ る 意味で人類 史 的 な 実験です。 メ ガ ト レ ン ド の 転換 を 乗 り 越 え 、 都市

が ど う 生 き 残 っ て い く か と い う こ と に つ い て の大 き な 実験だ と 思い ま す。 し か し 、 昔か ら

よ く 言 わ れ ま す よ う に、 日 本人 と い う の は災害復興型の民族 な の です。 敗戦の と き も そ う

で し た が、 復興の と き に前 よ り 良 く す る と い う 、 い わ ゆ る 災害晴れ を 実現 し て し ま う の で

す。 今回 も き っ と う ま く い く と 思 い ま すJ (劇作家 ・ 山 崎正和)

「神戸 ・ 阪神 ・ 淡路地域は 、 国 際性 と 先進性 を 特色 と す る 、 極 め て 費 の 高 い 生活文化 を
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誇っ て き ま し た。 震災で多 く の も のが壊れ ま し た が、 そ う し た 文化 を 担 っ て き た 人 々 の心、

吋主 ま い だ お れ グ の精神 は変 わ っ て い ま せん。 い や む し ろ 、 も の が壊れ た 分、 生 き る あ か

し と な る 文化 を 求め る 心が よ り 一層 強 く な り ま し た 。 今後、 震災復興 に 向 け て の取 り 組み

の な かで、 こ の地 に 根づ く 先進的 な気風 を 受 け継 ぎ、 文化面で数多 く の ト ラ イ ア ウ ト が行

わ れ る こ と を 期待 し ま す。 ま た 、 そ の な か か ら 、 間際色農かな風土 な ら で は の世界の 人 々

に ア ピ ー ル す る 新 し い生活、 ラ イ フ ス タ イ ル の提案が生 ま れて欲 し い も の です。 そ し て提

案 さ れた ラ イ フ ス タ イ ル そ の も のが、 新 た な 産業の シ ー ズ と な り 、 こ の 地 に 次世代社会 の

新 し い モ デル と な る 、 文化経済社会が出現す る こ と を 期待 し た い と 患 い ま すJ (国立民族

学博物館教授 ・ 端信行)
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ド羽 文化財 @ 文化施設の倒日
1 . 文化財 ・ 文化施設の そ の 後

震災で大 き な被害 を 受 け た 文化前や歴史的建造物 も 、 国 や 自 治体、 民 間 の 再建運動 な ど

に よ っ て徐 々 に 元 の 姿 を 取 り 戻 し て い る O 破損が ひ とマか っ た建造物 も 大部分が1995年度 に

修復 を 終 え 、 残 さ れ た の は兵庫県内 の 13棟 と な っ た 。 し か し 、 国 や 自 治体が文化財 と し て

指定 し て い な い建造物の な か に も 盤史 的 に 貴重 な も のがあ る O そ の消息や復旧 の経緯 も 記

録 し てお く こ と が必要で、あ ろ う 。

未指定の 文化財修復 を 支援 し た の が、 財 団法人 ・ 文化財保護振興財団 (東京 ・ 平 山郁夫

理事長) で あ る O 同 財 団 は 、 震災直 後 に がれ き の 下か ら 仏像や古文書 を 助 け 出 し た 「文化

財 レ ス キ ュ ー 隊J の活動資金を 拠出 。 ま た 、 香雪記念美術館 (神戸市) の 石造三尊仏像や

見陽寺 (伊丹市) の 木造 山 内 二 天 立像 な ど、 昨年度は県 内 だ け で20件、 計2， 000万 円 を 助

成 し た 。 さ ら に 、 被災文化財の修復 ・ 保存キ ャ ン ベ ー ン を 呼びかけ て い た が、 1996年 3 月

末 ま でに約 3 ， 400万 円 が寄せ ら れた 。 同 財 団 は 、 こ の救済基金に 財 団独 自 の助 成金 を 足 し

て 、 3 ， 885万 円 余 り を 兵庫県教委 を 通 じ て 、 未指定の 仏像や建物の所有者 ら に 寄付 し た 。

寄付金は、 震災でバ ラ バ ラ に壊れた発音寺 (伊丹市) の木造三面大黒天立像や神戸の海岸

ピ ル 、 !日三菱銀行神戸支庖 (現 フ ァ ミ リ ア ) な ど13件の修復の ほ か、 文化財 の被害修復状

況報告書の刊 行 に 充て ら れた。

県教委 は 今年度か ら 、 地域 に 親 し ま れて い る 歴史的 ・ 文化的建造物 に つ い て 、 文化財指

定が な く て も 震災復興の補助対象 と す る 鰐度 を 設 け た 。 し か し 、 仏像の よ う な 美術工芸品

や 国 や県の指定があ っ て も 被害が100万円 以 下 の も の は 、 補助 さ れ な か っ た 。

[歴史的建造物の復 旧 }

全壊 し た 国指定文化財 の 旧神 戸居留地十五番館 は 、 現存す る 唯一 の居 留 地 時代の建物で

あ っ た 。 幸 い 、 柱 や 梁 な ど元の材約 7 割が再利 用 で き る 状態 で あ っ た の で、 お お むね在来

通 り の外観、 仕様 を 再現す る 計画で復元工事が進め ら れて い る O 地盤を補強 し 、 さ ら に 木

造 と し て も 文化財 と し て も 日 本で初め て の免震工法 を 採用 し て 、 最新の耐震技術で今後の

地震被害に備 え て い る O 工事終了 は 、 1998年 3 月 末の予定で あ る O

!日ハ ッ サ ム 住宅 は 明治時代 に 建て ら れた住宅で、 1961年 に 国 か ら 重要文化財の指定 を 受

け 、 神戸市 に 寄託 さ れた。 そ の後、 神 戸市 中 央 区 の 相楽 菌 に 移築、 一般公開 さ れて い た 。

震災で煙突が落下 し た ほ か、 壌 の し っ く い や 暖炉が崩壊す る 被害 を 受 け た 。 復 旧 工事 は 、

レ ン ガ積みの煙突 を 補 強 し て 再建す る な ど、 10月 に完了。 見学の 受 け入 れ も 再 開 し た 。

神戸 ・ 北野異人館街の シ ュ ウ エ ケ 邸 も 鯵復 を 終 え 、 1 年 9 ヵ 月 ぶ り に仮 オ ー プ ン し た 。

シ ュ ウ エ ケ 邸 は 、 1896年 (明治29) に 英 国 人の建築家 に よ っ て建 て ら れ た 神戸 の代表的 な
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異 人館で、 唯一、 所有者が住み な が ら 公開 し て い る も のO 復旧工事 は イ ギ リ ス の職人が手

が け た 。 ま た 、 オ ー プ ン の式典 は イ ギ リ ス 王室 の ケ ン ト 公 を 招 い て 開 か れ た 。

神戸市 中 央 区 の 生 田神 社 は 、 拝殿の柱が根元か ら 折れて屋根が落 ち る な どの被害がでた

が、 そ の新築工事 を 終 え て震災か ら 約 1 年 4 ヵ 月 後 に修復 を 完了 し た 。 新 築の拝殿の外観

は震災前 と ほ ぼ同 じ だが、 26本の柱 は鋼管の 中 に コ ン ク リ ー ト を 注入 し、 阪神大震災並み

の直下型地震に も 耐え ら れ る構造に し た。 日 本の 神社建築で は 、 初 め て採用 さ れた工法 と

し 、 つ O

宝塚市 の 八幡神社 は 、 室 町時代後期の建立 と 考 え ら れ、 大阪 ・ 兵庫周 辺 に お け る 神社建

築の発達形態 を 知 る 上で貴重 な 建物で、 国 の 文化財に指定 さ れて い る 。 地 震で本瓦葺 き の

覆屋が倒壊 し 、 そ の た め に 本殿が押 しつ ぶ さ れて全壊 し た 。 本殿 は も と の 材料 を で き る だ

け再利用 し て 、 在来通 り に組み立 て て 復旧 。 床下 に補強 の た め の筋違い を 入れ た 。 本殿倒

壊 の 原 因 と な っ た 覆屋 は 、 屋根 を 鋼板葺 き に し て軽 く し 、 耐震性 に 配慮 し た構造で復旧 し

た。 彩色 は 、 残 っ て い た 1853年 (嘉永 6 ) の も の に基づい て 施 し た 。 1996年12月 に 復旧工

事が完了 し た。

[建築家の熱意でよ み が え っ た 洋館]

西宮市 に あ る 松本道子所有の昭和初期 の 洋館で、 関 西学院や神戸女学院 の 学舎 と 同 じ く

w . ボー リ ズ の 設計の建物が、 震災の被害 を 受 け た 。 松本 は、 修復費用 がか さ む の で解体

も 考 え た が、 神戸市内の輸入住宅販売会社で働 い て い る ト ム ・ ギ ャ ラ ン テ ィ ン と 出会い、

事情 を 話 し た。 ギ ャ ラ ン テ イ ン は 「で き れ ば残 し た い」 と い う 松本の思い を か な え る た め、

ア メ リ カ と カ ナ ダか ら 建築専 門 家 を 呼び寄せて、 共 同 生活 し な が ら 作業 に 取 り 組んだ。 床

明石械の復旧作業
国指定のE重要 文化財で あ る 明石城は、 爽櫓、 年12月 に も と の姿に戻 し て い る O

士申櫓 を は じめ石垣に多大な被害 を 受 け た 。 調機 2 つ の 櫓 に つ い て は、 巽櫓 は 183cm沈下 し て

と も 大 き く 傾 い て い た た め、 全 国 で も 初 め て の 北 に傾 き 、 坤櫓 は176cm沈下 し て南 西 に 傾 い た 。
ひ き や
曳 屋工 法 を 取 り 入 れ 、 櫓 を 移動 さ せ て 工 事 を 柱 な どの輸 の ゆ がみ、 大壁の亀裂な どの被害が

進 め て い る 。 あ っ た が、 詳細 な 調査の結果、 櫓本体は予想以

明石城のそ{短 は 、 明石公園内 に 約 2 万rrl残っ 上 に 堅国 に 出 来て お り 、 被害 も 少な い こ と か ら 、

て い る が、 震災 に よ っ て そ の う ち の 2， 666 rrl が 解体修理で な く 曳屋工法で実施す る こ と に な っ

崩 壊 な どの被害 を 受 け た 。 と こ ろ が、 石垣部分 た 。 全国 の城郭修復で も 初 め て の試み と あ っ て

は 史跡指定 を 受 け て い な か っ た た め 、 都市災害 か な り の注 B を 集め たが、 成功裏に終わ っ て い

復i臼事業 と し て伝統的 工法ー に よ る 石坂の復旧 に る 。 こ の工事に も 「耐震対策検討委員会J を 設

着手 し た。 と く に 文化財的 な価値 を 損 な わ な い け て地震 に 対す る 安全性 を 高 め て お り 、 1998年

よ う に と 「石垣修復指導委員会j を 設 け、 1996 度 に は完成す る O
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(表 2 ) 文化財の被害及び復活の状況

1 . 指定文化財の被災状況 1997年10月 31 日 現在

指 定 灰 分 建造物 美術工芸品 有形民俗 史跡 ・ 名勝

国 指 定 文 化 財 29 7 1 7 

県 指 定 文 化 財 44 3 4 3 

市 町指定文化財 22 9 3 9 

l口h 計 95 19  8 19  

※ 重伝建地 区 z 重要伝統的建造物群保存地区 「神戸市北野町 山 本通J

2 . 指定文化財の復!日状況
( 1 ) 国指定文化財

指 定 区 分 対象数

建 造 物 29 

美術工JEriJI 7 

イi 形 民 俗 1 

史跡 ・ 名勝 7 

重{云建地区 1 (32J 

復旧数

23 

7 

1 

7 

1 (31J 

未復IE1 数 進捗3事

87% I 
6 79 

100 

100 

100 

。 C1J 100 (97) 

重伝建地区

l 

1 

※ ①未復旧の建造物 6 1牛の内、 2 f午 は1997年度復旧予定。 4 件は 1998年度 ま で継続。

J仁込1 言十
45 

54 

43 

② (  J 内数字は 、 重{云建地区内の伝統的建造物の件数。 バ ジ ャ … ジ邸 l f牛 を 残 し て復旧完了。

( 2  ) 県指定文化財

指 定 反 分 対象数 復旧数 来復!日数 進捗準

/口込 計

建 造 物 44 40 4 91  

美術工芸品 3 3 100 

有 形 民 俗 4 3 1 75 

史跡 ・ 名勝 3 。 100 

※ ①未復旧 の建造物 4 件は1997年度復旧予定。 有形民俗文化財 1 件は1998年度 ま で継続。

( 3  ) 市町指定文化財

※ ①未復旧の指定文化財 5 件の 内 、 3 件 は1997年度復旧予定。 2 件は 1998年 度 ま で継続。

3 .  (民主) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金に よ る 米指定文化財復旧 支援の状況
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の 耐震性 も 補強 し て 、 建 て 替え よ り 安 く 補修を 完了。 貴 重 な 建物がひ と つ 消失を ま ぬがれ

た。

ま た 、 !日家の建築材が再 び活用 さ れ る と い う 例 も あ る O 大正時代 に建 て ら れた西宮市の

民家が震災で半壊 し、 解体 さ れた 。 し か し 、 そ こ に使 わ れ て い た梁や ヒ ノ キ の大黒柱 な ど

が、 今で は も う 手 に入 ら な い材で あ る と こ ろ か ら 、 文化財研究家 ・ 坂本 一生 が橋渡 し を し

て 、 や は り 震災で修復が必要 に な っ た 京都 の 大雄院の建築材 と し て再利用 さ れ る こ と に な

っ た 。

[ 文化施設の復!日}

文化施設は 、 明石天文科学館 を 除いて は ほ と ん どが復!日 を 終 え て い る 。

地震発生時の午前 5 時46分を 指 し た ま ま 止 ま っ て し ま っ た 、 明石天文科学館の大時計。

大時計が載 っ て い た 16階建 て の 展望塔で は 、 13階付近でエ レ ベ ー タ ー の シ ャ フ ト が折 れ 曲

がっ て い た。 専 門 家 に よ る と 、 修復に は 2 年以 土か か る と い わ れ た 。 し か し 、 こ れ を 機会

に大幅 に改修工事 を す る 計両が立て ら れた 。 イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て 、 NASAや 国立天文

台 な どか ら 入手 し た最新天文情報 を リ ア ル タ イ ム で見 る こ と がで き る 機 能 を 備 え る な ど、

21世紀の新 し い天文科学館 と し て 1998年春 に リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン す る べ く 、 現在、 工事

が進め ら れて い る O

[ f阪神大震災 美禰晶の破損 と 穆復」 膿開罷]

西宮市の 大谷記念美術館で、 1997年 2 月 に 「阪神大震災 美術品の破損 と 修復J と 題 し

て、 修復 を 終 え た作品 に 「震災 と 美術」 を 語 ら せ る 展示が行 わ れ た 。

展示 さ れた の は ・ 津高和 ー の fMANJ 、 小 島 善三郎の 「 レ ー ス を 着 た 女J な ど酉面が損

傷 し た絵画 5 点 ・ 北村正信の 大理石彫刻 「朝J と 「想 (葉風) J . 被災家屋 か ら 救 出 さ れ

た絵画 1 点 ・ 額の破損 し た絵画 2 点 な ど、 計11点。 そ れぞれの作 品 の 横 に は被災状況や応

急処置の方法 を 記 し た パ ネ ル が並べ ら れた 。 従来の 「健康体J が並ぶ展覧会 と は違 っ て、

「形あ る も の は 滅 び る J こ と を 改め て 感 じ さ せ ら れた と い う 感想、が聞か れ た 。

美術館や博物館 に と っ て も 大 き な 課題 を 提供 し た震災で あ っ たが、 そ れ を 今後 に ど う 生

かすか。 そ の 手掛か り の ひ と つ と し て の展示であ る と 、 評錨 さ れた 。

[麓災 がも た ら し た 大発見 f農の細道J]

芦屋市の古書庖主、 中 尾堅一 位別立、 自 宅が地震で半壊 し た の を 機 に 、 し ま い 込 ん で、 い た

本の鑑定 を 専 門 家 に依頼 し た 。 こ の本は、 中尾が15年 前 に知 人 を 通 じて入手 し て い た も の

で、 芭蕉の 「奥の細道J の直筆 で あ る こ と が判 明、 戦後最大の発見 だ と 研究者 ら の 間 に 興

奮 を 巻 き 起 こ し た 。

こ れ は 大阪市立 博物館 に 寄託 さ れ、 展 覧会 も 開 かれた。
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2 . 埋蔵文化財の調査
県教委埋蔵文化財調査事務所は、 神戸市灘医 の都賀遺跡、 垂水tx: の雫水 H 向遺跡、

市 の 芦屋躍寺跡 な ど、 237件の発掘調査を 行 っ た 。 そ の う ち 104件 は震 災復興事業 に伴 う 調

査であ っ た。 埋蔵文化財の発掘調査の進捗が、 震災復興事業の進み ぐ あ い を 左右す る 。 調

査が 間 に合 わ な い た め に 区 画 整理事業 や 再 開発の E期 が遅 れ る と い う こ と が な い よ う に

と 、 県教委で は昨年度に 引 き 続 き 、 全国 に 専 門 職 員 の 応援 を 要請 し て対処 し た 。 他府県か

ら の応援人数は 、 前年度 よ り 15人多 く 50人 と な っ た 。

震災で調査件数が急増 し た こ と に 対応す る た め、 文化庁 は調査の範間や 方 法 を 大幅 に 弾

力 化 し、 さ ら に 経費 の 国庫補助の対象 を 個 人住宅か ら 中小企業 に ま で広 げ た 。 こ の措置 は

市 民 に 受 け入 れ ら れ、 以前 は 多 か っ た業者 と の ト ラ ブ ル も ほ と ん どな く 、 調 査現場 に 差 し

入 れ ま で し て く れ る 人 も あ っ た と い う O 市民がこ の よ う に 好意 的 だ、 っ た 原 因 を 「調査に か

か る 時 間 と 費用が従来に比べて大幅 に 少 な か っ た こ と が、 か な り 影響 し て い る J と 関係者

は 見 て い る O

ま た震災復興の た め に 行 わ れ た 調査で、 「縄文時代 に 内海 だ っ た 地帯 で 揺 れが ひ どいJ

な ど被害の さ ま ざ ま な要 因 も 解明 さ れる な ど、 遺跡発掘 の 意義が改め て見直 さ れ る 結 果 を

生み 出 し た 。 さ ら に 、 古代史の見直 し が迫 ら れ る よ う な 大 き な 発見 も あ っ た 。 言い換 え る

と 、 地震が な け れ ば埋 も れた ま ま であ っ た も の がみ つ か っ た の であ る O

[弥生時代 を 動 か し た武庫庄遺跡}

1996年 5 月 20 臼 か ら 同年 8 月 28 日 ま で、 尼崎市武庫之荘本町 に建設予 定 の 共 同住宅用地

を 発掘調査 し た。 こ の辺 り 一帯は、 古 く か ら 弥生土器や石器 な どの遺物が採取で き る 地 と

し て 知 ら れ、 「武庫庄遺跡j と 名付 け ら れて い る O

こ れ ま で35 回 の発掘調査が行 わ れて い る が、 今回 の調査で新た な 発見があ っ た 。 弥生時
ほったて ば し ら たてあな

代 中 期 の 大型柱列、 掘 立 柱 建物跡、 竪穴住居跡 と 、 平安時代の掘立柱建物跡 な どで あ る O

武庫庄遺跡 (兵庫県教育委員 会提供)
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11 吉宮町遺跡 (兵康県教育委員会提 供 )

特 に 、 大型柱列 は ヒ ノ キ材 の柱根 (根元) が残 っ て お り 、 年輪年代測定で紀元前168年 と

い う 推定値が 出 た 。 弥生時代 を 通説 よ り 150年繰 り 上 げ る こ の発見 は 、 時 代 区 分 の 見 直 し

だ け で な く 他の 弥生遺跡へ も 大 き い影響 を 及 ぼす も の であ る 。

[f主吉宮町遺跡 に 盟 に見 え る 地すベ り あ と }

神 戸市東部の住吉川 西岸 に 広 が る の が住吉宮町遺跡 で あ る 。 調 査 は 、 JR住吉駅前 に 建

設予定の共 同住宅用 地で、 1996年 4 月 9 日 か ら 5 月 15 日 ま で行 わ れた。

今回 の調査でみつ か っ た の は 、 奈良時代の井戸跡や掘立柱建物跡、 溝 な どであ る が、 井

戸跡がた いへん興味深い状態であ っ た 。 井戸は、 円 形 に 掘 り 込 ま れた 「掘 り 方J の 中 に板

材 を 四 角 に 組 ん だ枠 を す え て い た。 と こ ろ が、 本来 は直立 し て い る はずの井戸枠が大 き く

南 に倒 れ込 ん だ よ う な 状態 で 出 土 し た。 こ の 井戸枠の壊れ方、 ずれ方か ら 見て 、 地滑 り が

起 き た と 考 え ら れた 。 ま た 液状化現象の跡がみ と め ら れ る こ と か ら 、 そ の 原 因 が地震であ

る と 推定 し た。 奈良時代以降の大規模 な 地震 は 、 1596年の慶長伏見の大地震 し か知 ら れて

い な い。

時代の特定 は 別 に し て も 、 こ の よ う な 地滑 り の 痕跡 を 井戸枠がずれた形態 で は っ き り と

日 で見 る こ と がで き る と い う も の は、 貴重 な デー タ で あ る O 地震 に よ っ て起 こ る 、 さ ま ざ

ま な 災害の メ カ ニ ズ ム の解 明 に も 役立つ も の と 思 わ れ る O

{灘の酒造業実態解明 に第一歩}

県有形民俗 文化貯 に指定 さ れて い る ii尺の鶴大石戯j は地震で倒壊 し 、 資料館の再建に

地 下 を 深 く 掘 り 下 げて行 う 免震構造が採用 さ れ る た め 、 全面調査 し た。 大石蔵があ る の は 、

近 世、 「灘 五郷j と 呼ばれ、 f伊丹郷町j と 並ぶ ‘大酒造地帯であ っ た が、 考古学的見地か

ら 見 る と 、 伊丹で は20例以 上の酒誌の 調 査例があ る の に 対 し て 、 灘地域で は こ れが初 め て

の発掘調査であ る 。 灘の 酒造業実態解明 の 第 ー歩 と い え る 。

み つ か っ た の は、 近世末か ら 戦前期 に か け て の酒造関連遺構が主体であ っ た 。 そ の う ち

注 目 さ れ る の は 、 「船場j と い わ れ る 作業場の遺構で あ る O 船場 は 、 麹 と 蒸 し 米、 水 を i昆
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ぜて 一定期 開 発酵 さ せ て作 っ た も ろ み に圧力 を か け て 濯 を 搾 り だ、す作業 を す る と こ ろ で あ

る O 今回 出 て き た 船場 は 大正 か ら 昭和初期 に か け て の も の で、 地闘に 穴 を 掘 っ て 周 囲 を 石

で 屈 め た 地 下式の も のO 地 下 に作っ た の は、 作業 を し や す く す る た め の工夫 と 考 え ら れる O

伊丹の も の は 地上式であ る の に比べて、 対照的であ る O こ の違いが地域に よ る の か、 使用

さ れた 時期 に よ る の か は分か ら な いが、 灘の酒造の実態 を 示 す も の と し て 興 味深 い 資料だ

と い わ れて い る 。

{古代は掘 だ っ た 芦屋駅前]

JR芦屋駅南 の 市街地 の 共 同住宅建設予定地 の確認調査で遺跡の存在が明 ら か に な り 、

町名 か ら 「業平遺跡」 と 呼ばれた。 こ こ か ら 3 つ の 時代の遺構 と 遺物がみつ か っ た。 最 も

新 し い も の は、 古代か ら 中世 に か け て の鋤 を 利用 し たj蒔の跡で、 東西方 向 に何条 も 延びて

い た 。 こ の遺構か ら 、 当 時 は こ こ が水 田 や畑 で あ っ た こ と が分か っ た 。

そ の下 の 地 層 は古墳時代後期、 約 l ， 400年前の も の で、 竪穴住居跡が 2 棟み っ か り 、 な

(表 3 ) 1 996年度震災 復興に係る 発掘調査状況
1997年 8 月 調べ

確 認 識 交 全 面 調 査 メ口斗 言十 直 営 L宗 教 委 支 援
(共同調査を含む) 備考

市町名
調査件数 3時査頭積(rr1) 調査件数 調査面積(ぱ) 調査件数 調査面積(rr1) 調査件数 調査面積(m) 調査件数 調査頂積(m)

兵康保 91 13， 096 9 8， 278 100 21， 374 100 21， 374 
神戸市 187 10， 063 69 95， 654 256 105， 717 224 59， 224 32 46， 493 
尼崎市 19 1， 367 8 3， 586 27 4， 953 22 1， 937 6 3， 016 支援97年度継続除 く

活宮市 11 534 l 912 12 1 ， 446 12 1， 446 。 O 

芦屋市 115 7， 140 35 9， 857 150 16， 997 120 8， 929 30 8， 068 
伊丹市 24 447 1 7  3， 457 41 3， 904 27 977 14 2， 927 
川 西市 19 274 5 1， 770 24 2， 044 23 1， 144 1 900 
明石市 11 630 18 6， 205 29 6， 835 24 2， 989 5 3， 846 
北j炎問I 10 250 。 。 10 250 10 250 。 。

東浦町 1 68 2 543 3 611 3 611 。 。

津名町 10 549 1 75 11 624 11 624 。 。

一宮町 6 551 1 140 7 691 7 691 。 。

合計 1 504 1 34， 969 1 167 1 山77 1 671 1 山46 1 583 1 100， 196 1 88 1 低 250 1 
受託調査 4 件 18， 101 
支援調査 70件 34， 291 

共同調査 14件 12， 858 x 1/2 
= 6， 429m 

計58， 821m
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かか ら 須恵器の 蓋付平瓶、 土師器の 高杯、 甑の把手 な どが出 土 し て い る O ま た 釣 鐘 形 を

し た飯蛸F去 と 附j端 に 孔の あ い た棒状の網の錘が ま と ま っ て見つ かっ た こ と か ら 、 漁 も 行 っ

て い た こ と が分か つ た 。

さ ら に 、 向 か ら 弥生時代前期、 約2， 200年前 の 遺構 も 発見 さ れ た 。 長形約 1 mの楕

円形の土坑 9 基で 、 そ れぞれか ら 壷や斐が出 土 し た 。 土坑 は墓であ る 可能性が高いが、 人

骨が残 っ て い な い の で確定で き な い。

[麗示会で発掘成果 を 市民 に公開]

県教委理藤文化財調査事務所 は、 兵庫県文化協会、 教育研究所 と 共催 し て 「災害 と 考古

学 地震跡 を 掘 る 、 「播磨の遺跡一古墳時代の 生 と 死一」 と い う テ } マ で 1 996年 8 月 訪

日 か ら 1997年 3 月 31 日 ま で兵庫県民会館 「 ふ る さ と 資料館J と 加東郡社 町 の県立教育研究

所の玄関 ホ ー ル で展示 を 行 っ た 。

ま た 、 1996年度の震災復興 に 関連 し た発掘調査 に つ い て市民 に 報告す る 「発掘調査成果

速報展J を 、 1997年 2 月 8 日 か ら 18 日 ま で神戸市 中 央 区 の 「県民 ギ ャ ラ リ ー J で開保。 出

土品や発掘現場 の 写真 な ど を 展示 し て調査の状況 を 報告 し た 。

3 . 史料 ネ ッ ト の活動

震災後、 被災家居 内 の古文書や民具、 損壊 し た 石碑や烏屠 ・ 灯龍 な ど、 民 間所在の 多 く

の歴史資料 ・ 文化財が被災 し 、 滅失の危機 に さ ら さ れ た 。 こ れ に対 し て 、 歴 史研究者や 史

料 ・ 文化財保存関係者、 郷土史家 ・ 歴史愛好家 と い っ た 人 々 が、 自 治体 を 助 け な が ら こ れ

ら 被災史料 ・ 文化財 を 保全す る ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 取 り 組んだ。 大規模災害時 に こ う い っ

た活動が組織 的 に 取 り 組 ま れた の は、 日 本で は は じ め て の こ と であ っ た。

こ の活動 に 取 り 組ん だお も な 3 団体の う ち 、 兵庫県教育委員会支援 を 目 的 と し て 、 文化

庁が中心 と な っ て組織 し た 阪神 ・ 淡路大震災被災文化財等救援委員 会 は 、 1995年 4 月 一杯

で現地 で の 史料保全活動 を 終息 し た 。 ま た 地元NGO救援連絡会議 内 に 組織 さ れた 文化情

報部 も 、 同 年 5 月 に は 史料保全活動 を 終息 し、 そ の 後 は震災そ の も の に 関す る 記録 ・ 資料

の収集保存 に 活動の重点 を 移 し 、 同 年 8 月 に は震災記録情報セ ン タ ー と 改組 し た。

こ れ に 対 し て 、 関 西 に 基盤 を 置 く 歴史学会 を 中 心 に 組織 さ れ た 板神 大震災対策歴史学会

連絡会 ・ 歴 史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク (略称史料ネ ッ ト ) は 、 他の 2 団 体が史料保全活

動 を 終息 し た の ち も 活動 を 継続 し 、 被災地各地の大字!日集落 を 対象 と す る 被災史料所在調

査 (パ ト ロ ー ル謂査) に 取 り 組 ん だ。 さ ら に は、 こ う し た 活動 を 通 じ で あ き ら か と な っ た、

歴史や史料 ・ 文化財 を め ぐ る 専 門 家 と 市民 と の 間 の 意識の ギ ャ ッ プ を 埋め る べ く 、 市民や

行政 と と も に 日 常 的 に 史料 を 守 り 、 歴 史 を 学ぶ取 り 組みへ と 活動の範囲 を 広 げて い っ た。

こ う し た な か、 震災対応 に と ど ま ら ず継続的活動が必要 と 考 え た 阪神 大震災対策歴史学

会連絡会 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア組織で あ る 歴史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク を 改組 し 、 1996年 4
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月 か ら 新た に歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク (略称 は 同 じ く 史料ネ ッ ト ) と し て 、 ①震災処理の継

続、 ②被災地の歴史 ・ 文化 を 守 る 、 ③普遍的課題 に 向 け て、 と い う 3 つ の 課題 を 掲 げ、 取

り 組み を 継続 し た 。

[被災史料の調査 ・ 救出 ・ 整理 ・ 保全]

被災地 で は、 震災か ら 1 年以 上 を 経過 し て よ う や く 被災家屋 を 修復あ る い は解体撤去す

る ケ ー ス も 多 く 、 こ う し た家 屋内の古文書 ・ 民兵等の調査 ・ 救 出行動が、 1 9 96年度 も 継続

し た 。 1995年 3 月 か ら 1 1 月 に か け て 実施 し た被災 史料パ ト ロ } ル調査の フ ォ ロ ー も 含め て 、

史料ネ ッ ト は 1996年度中 に 計 7 件の 史料救 出行動 を 実施 し た 。

保全 さ れた 史料の う ち 、 元の所蔵家で保存で き ず、 所蔵者 も 公的機関等で の保存 を 希望

し た も の の多 く は、 地元 自 治体の 史料保存施設 に収蔵 さ れた。 た だ し、 一 部 の 自 治体 は 、

保管場所の不足や整理 ・ 保存 に 対処す る 予算 ・ 人員 の不足な ど を 理 由 に 、 史料の保管 に 応

じ な かっ た 。 な かで も 最大の被災 自 治体であ る 神戸市が、 史料の公的保管 に 消極的 であ る

こ と か ら 、 神戸市域で保全 さ れた 史料の多 く は 、 神戸大学文学部 に 一 時保管 さ れ る か、 東

灘 区 の i日深江財産区 が運営 す る 神 戸深江生活文化史料館 に 保管 さ れた 。

こ れ ら 史料 を 保存 ・ 活用 し て い く 前提 と な る 整理 ・ 目 録化作業 に つ い て 、 史料ネ ッ ト で

は地元 自 治体等の公的機 関 の 責任 に お い て 実施 さ れ る べ き も の と い う 基本的考 え 方 を と り

つ つ も 、 こ う し た 史料 を 保存公開す る 公的機関 の体制が不 十分であ り 、 すべて の被災史料

を 自 治体が保存 ・ 整理 し公 開 す る こ と は むずか し い現状 を ふ ま え て 、 仮整理作業 を 実施 し

た 。 1996年度 中 に 4 件の文書群の仮整理作業 を 実施 し 、 1995年度分 と あ わ せ る と 、 整理 さ

れ た 文書群数は 1 1 件 と な っ た 。

さ ら に 、 活動 を 通 じ て保全 さ れた 史料 を 、 地元住民 と と も に保存 ・ 活用 す る 取 り 組みが、

い く つ かの 地域で始 ま っ た 。 た と え ば宝塚市で は 、 被災 し た 米谷地 区 の 和 国 家 文書の整理 ・

目 録化作業 を 、 史料ネ ッ ト の メ ン バ ー が ボ ラ ン テ ィ ア と し て 実施 し た 。 さ ら に 、 開文書 を

解読す る 講座 「宝塚の古文書 を 読 む 会j が、 市史資料室の企画 と し て 1996年 5 月 か ら 開始

さ れ、 100人規模の市民が参加 し て い る 。 ま た 西宮市 の 門戸地 区 で は 、 震 災 を き っ か け に

地元住民が 「 門 戸 の歴史資料 を 守 る 会J を結成 し 、 史料ネ ッ ト な どの協力 を 得て 史料 を 整

理 し 、 1996年 7 月 に 門戸厄神 ・ 東光寺 に お い て 「門戸の歴 史 を 知 ろ う 展j を 開催 し た 。 こ

の展示は16 日 間 で延べ1 ， 300 人以上が来場す る と い う 大 き な 成 功 を 収め 、 さ ら に 住民が主

体 と な っ て地元 に 資料館 を 建設す る プ ラ ン が進め ら れて い る O

i石造文化腐の言語査 と 保全 }

震災 に よ り 、 被災地で は石碑や 鳥居 ・ 灯龍 ・ 玉垣 と い っ た 、 石造文化財 が随所で被災 ・

損壊 し た。 こ れ ら の う ち 、 指定文化財 は公的機関 に よ り 保全 ・ 復 旧 の 措置が と ら れた が、

未指定の も の の 多 く は放置 さ れ、 撤去や廃棄 も 進 ん で い た 。 こ れ に つ い て震災直後か ら 、
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文化財等救援委員 会 の メ ン バ ーや神戸史学会有志 の手で、被災状況調査が行わ れて い た O

史料 ネ ッ ト で は 、 こ う し た 未指定の石造文化財 も 、 地域の歴史 を 語 り 歴 史 的景観を 形成

す る 貴重 な 文化遺産 で あ る と し て 、 す で に 調査 を 実施 し て い た前 記 グ ル ー プ と も 連携 し な

が ら 、 1995年 3 月 以降神戸市 な どで被災状況調査 を 実施 し た。 そ の結果、 被災石造品 の う

ち 修復 ・ 復元 さ れ た も の は全体の 3 割程度であ り 、 4 割がすで に撤去 ・ 廃棄 済 、 3 割が損

壊後放置 さ れた ま ま 処理未定、 と い う 状況が判 明 し た。

多 く は近世以降の も の であ る こ れ ら 未指定の石造品 に は 、 銘文が周3 ら れて い る 場合 も 多

く 、 文献史料の 空 白 を 埋め る も の と し て貴重で、 あ る O し か し 、 本格的 な 調査 ・ 記録化が行

わ れて い な い場合が多 い。 こ れ に つ い て 、 測量会社 「ア ジ ア 航ißUJ か ら 撮影用 ソ フ ト を組

み込ん だ カ メ ラ 提供の 申 し 出 があ り 、 銘 文撮影の公開機能試験調査を 、 1996年 6 月 17 日 に

神戸市兵庫 区 の 和 田神社で実施 し た 。 さ ら に 、 市民の参加 も 得て 、 こ れ ら 被災石造品 を 調

査 し な が ら 歴史 を 学ぶ 「街の石造物か ら 暦 史 を 探 る ウ ォ ー キ ン グj に着手 し 、 同年12月 1

日 に そ の 第 1 回 を 神戸市灘区 ・ 東灘区で実施 し た 。 こ う し た取 り 組み を 続 け な が ら 、 被災

石造品の修復 ・ 保存 を 、 引 き 続 き 広 く 呼びか け て い く 予定であ る 。

{埋蔵文化財問題}

理蔵文化財 に つ い て は、 復興工事 に と も な う 事前調査が全国か ら の派遣職 員 の応援 を 得

て実施 さ れ て お り 、 そ の調査は 1 年あ た り 通常 の 10年分に相 当 す る と 言 わ れ て い る O こ れ

に つ い て 、 ①発掘結果の公開現地説明会の 開儀が不十分であ る 、 ②史跡公園化 に よ る 保存

や、 設計変更 に よ る 保存 の た め の施工者 と の協議な ど と い っ た 、 原状保存 の た め の措置が

と れ な い、 ③調査報告書の作成 を 保 障す る よ う な 体制が組め て い な い、 と い っ た深刻 な 問

題点が関係者か ら 指摘 さ れ て い た 。 そ こ で 史料 ネ ッ ト で は、 1995年 3 月 に 結成 さ れた こ の

課題 に取 り 組 ん で き て い る 埋丈関係救援連絡会議 と も 連携 し な が ら 、 発掘調査の成果公開

や、 重要遺跡、の 保存 に つ い て市民や行政への働 き か け を 行 っ た 。

ま ず、 1996年 9 月 6 日 、 「被災地 の埋蔵文化財 に つ い て の 緊急報告会」 を 尼崎市内 で 開

催 し 、 研究者や行政関係者 ら 1 1 人が参加 し た。 兵庫県教育委員 会埋蔵文化財調査事務所副

所長 の 大村敬通 か ら 現状報告があ り 、 弥生時代の住居跡、 と し て 第一級の遺跡 で あ る 尼崎市

の 武庫庄遺跡が、 復興マ ン シ ョ ン 建設の た め保存 さ れず埋め戻 さ れた経緯 な ど も 紹介 さ れ

た。 こ れ を 受 け て 、 遺跡の調査 ・ 保存 と 被災地復興 を 対立 的 に と ら え る の で は な し む し

ろ 歴史 ・ 文化遺産 と し て復興 ま ち づ く り に役立て て い く 方向 で 、 行政、 研究者、 住民や マ

ス コ ミ な ど を 含 め た 幅広 い ネ ッ ト ワ ー ク を つ く り 、 問題提起 を 行い 関心 を 喚起 し て い く こ

と が確認 さ れた 。

具体的 に は、 月 l 回程度 「被災地の遺跡 を 考 え る 見学会j を 開催 し 、 市民の参加 も 得 て

発掘調査の成果 を 広 く 紹介す る 取 り 組みが進め ら れた 。 1 1 月 6 日 の 長 田神社境内遺跡 (神

戸市長 田 区) を 皮切 り に 、 明石城下 武家屋敷跡、 兵庫津遺跡 (神戸市兵庫 区 ) 、 猪名 荘 遺
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跡 (尼崎市) と 1996年度中 に 4 回 を 実施 し 、 計52人の参加 があ っ た。 復興工事 と 並行 し て

の調査実施の 国難 さ や、 工事 を め ぐ る 地域住民 間の対立 と 関 わ ら ざる を 得 な い こ と な ど、

被災地での発掘調査の現状が浮 き 彫 り に さ れた 。 ま た 逆 に 、 多 く の研究者 や市誌が参加 し

関心 を 示 す こ と で、 厳 し い状況 に 置かれて い る 発掘担 当 者 を励 ま す も の と も な っ て い る O

[1'官民 と と も に麗史を学ぶ取 り 組み i

震災後の被災史料保全活動 を 通 じ で あ き ら か と な っ た 、 歴史や史料 ・ 文化財 を め ぐ る 専

門家 と 市民 と の 間 の 意識の ギ ャ ッ プ を 埋 め る べ く 、 史料ネ ッ ト が1995年 9 月 か ら 開始 し た

「震災復興 歴 史 と 文化 を 考 え る 市民講座J は 、 1996年度 も 引 き 続 き 開催 を 継続、 宝塚市 ・

次々 と 吉い地震の記録
阪神 ・ 淡路大震災以来、 地震朕史の研究が注

目 さ れる よ う に な っ た。 古文汚の過去の地震記

録に あ る 発生年代 は 、 地震の再来周期 を 知 る 手

掛か り と な り 、 予 知 と も 深いかかわ り を 持つ と

い う O 活断層 の研究か ら は、 昔の地震の痕跡 も

発掘 さ れた 。

神戸市兵庫 区 の 兵庫津遺跡か ら 、 液状化現象

の痕跡がみ つ か っ た。 こ れは 、 人 が立 っ て い ら

れ な い ほ ど の 強 い 地震で起 き る 、 特異 な現象で

あ る 。 地震は安土桃山 時代の1596年 (慶長 1 )

に発生、 築かれた ばか り の伏見城が倒壊 し た こ

と か ら 「慶長伏見地震」 と 呼ばれて い る 。 当 時
や ま し を と さ つね

を 代表す る 文人 、 山 科 言 経 は 、 日 記 に 「兵庫

は崩壊 し 、 火事 も 出 て全部焼け 、 死人は数知 れ

な いJ と 書い た 。 神 戸市西部の須磨寺 に は、 歴

代の住職が書 き つづっ た 『蛍山膝代J が伝わ っ

て い る が、 そ の 中 で伏見地震 に つ い て 、 「本堂、

三重塔、 仁 王 門 が倒 れて参議 中 の 巡礼 な どが亡

く な っ た」 と 記 さ れて い る 。 同 じ地震に よ る 液

状化現象の跡が、 芦 屋 市船戸 町の業平遺跡 で も

見 つ か っ た 。 阪神大震災で倒壊 し た マ ン シ ョ ン

の建て替 え 工事 に 伴 う 埋蔵文化敗発掘調査の擦

の発見で、 液状化跡が芦屋市で、 み つ か っ た の は

初 め て で あ る 。
に L も と め づか

ま た 、 神戸市《灘 区 の 茜 求 女 塚 古墳 は 、 1993

年 に発掘調釜が行 わ れ た が、 そ の 内 部 が400年

前の伏見地震 に よ っ て壊れた こ と が分か っ た。

石室が二つ に切断 さ れ、 南側jが 2 m も 滑 り 落 ち

て い た 。

1855年 (安政 2 ) に江戸‘ を 襲 っ た 安政大地震

を 記録 し た古文書が、 大阪府羽 曳 野市 に残 さ れ

て い る 。 j可ナ1'1 古 市郡西阪田村 (現夜の 羽 曳野市)

の 庄屋がつづ、っ た も の で 、 1834年か ら 1870年 ま

で、 異常気象や作物の 収穫、 地域の 出来事 を 知

る こ と カfで、 き る 。

こ の安政地震 は、 阪神大震災 と よ く 似た と こ

ろ があ る と 言 わ れ る 。 第一に都市直下型 だ っ た

こ と 。 山手の台地 は比較的安泰で 、 低地がひ ど

か っ た。 揺れ方 も 似て い る O 第 二 に 、 地元の人

が、 絶対に 自 分の 住 ん で い る 所 に 地震 は な い と

安心 し き っ て い た こ と 。 地震 に よ る 死者 は 町方

で4， 000人 、 武家の被害は公表 し な か っ た が、

当 時の 識者 は 町人 に 倍す る と 記 し て い る 。 家屋

の倒壊、 焼失の被害 も ひ ど く 、 市 中 に被害者が

溢 れ た 。 「御救小屋j で焚 き 出 し が さ れた が、
せ ぎ よ う

裕福 な 町人 か ら の義援金や社寺 の 施 行 な ど、

幕府の災害難民救助 費 は民間資金で ま か な わ れ

た と 推定 さ れる 。 結局、 大地震 に 対 し て江戸幕

府 は 通常の施策 し かで き ず、 政治力が傾い た ま

ま 明治維新へ と な だ れ込んでい っ た 。 こ の こ と

が阪神大震災の 、 安政大地震 と の類似点の 3 番

臼 と な る か ど う か、 歴史学者 は 関心 を も っ て見

て い る 。
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伊丹市 ・ 尼崎市の計 3 回 を 開催 し、 80�400人の参加 を 得 て 、 いずれ も 好評 で あ っ た 。

さ ら に 史料ネ ッ ト は 、 市民講座以外に も 、 地域住民 と と も に 地域の歴 史 を 学 び、 史料 ・

文化財 を 保存す る 取 り 組み を 、 被災地お よ びその間辺で進めて い る 。 さ き に あ げた 「宝塚

の古文書 を 読む会J や 「 門戸の歴史資料 を 守 る 会j の ほ か、 研究者や市民が参加 し て 、 尼

崎市立地域研究史料館 と も 協力 し な が ら 尼崎や阪神地域の現代史 に取 り 組 む 「尼崎戦後史

聞 き 取 り 研究会J の活動、 公害被害地域 ・ 西淀川 の地域再生 に 取 り 組む 「 あ お ぞ ら 財 団 ・

公害地域再生セ ン タ ーJ と の連携、 地域資料の活用 に よ る 神戸市東灘豆森南 地 区の復興 ま

ち づ く り への協力 な ど、 さ ま ざ ま な 取 り 組みが始 ま っ て い る O

{活動の総括 に 向 け て }

こ う し た さ ま ざ ま な取 り 組みが継続す る な か、 恒常的 な 活動へ と ネ ッ ト ワ ー ク を拡大 ・

発展 さ せ る 一方で、 震災に かか わ る 歴 史学 ・ 史料保存の運動 と し て の 史料 ネ ッ ト の経験 を

総括 し 、 今後 に い かす た め の作業 も 始 ま っ た。 そ の 具体的 な場 と し て 、 阪神大震災対筑歴

史学会連絡会の構成団体の ひ と つ で あ る 日 本史研究会 の大会 に お い て 、 特設部会 「阪神 ・

淡路大震災 と 歴史学 被災史料保全活動か ら み え た こ と 」 が、 1996年11 月 23 日 、 立命館大

学 に お い て 持 た れ た 。 関 西 の 歴 史研究者 を 中心 に 約200人が参加 し 、 今 回 の 活動の 評価や

今後 の 取 り 組み の 万 向性 な ど を め ぐ っ て、 活発な 議論がか わ さ れた。 史料 ネ ッ ト で は 引 き

続 き こ う い っ た 議論の場 を 持 ち 、 最終的 に は活動 の総括集 を ま と め て い く 予定であ る O

な お 、 日 本史研究会大会 の特設部会 で の議論の 内容 は 、 1 日 本史研究j の 大会特集号 ・

関連号に お さ め ら れて い る 。

4 . 野並み鎧興への挑戦

各市町 で は 、 そ れぞれの地域特性 を 生 か し て被災 し た 町並み を 復興 し よ う と 計画 し て い

る 。 神 戸市 で は 、 市民が身 近 に 芸栴 に 親 し め る 「彫刻の あ る ま ち づ く り 」 ゃ f三宮地区計

画 に よ る 都市 デザ イ ン の誘導ム 歩 き た く な る 道 を つ く る 「ふ れ あ い の 道の 整備J を 推進

し て い る O 尼崎市 で は 、 暦史的、 伝統的 な建築物の修復 と 保存 に 努め る 「都市美形成建築

物等助成金J 制度 を 、 芦原市では 「芦屋市都市景観条例J 1生活環境保全 の た め の建築等

の規制 に 関 す る 条例j を 、 芦屋市では 110万本植樹計画J を 推進、 緑豊か な 町づ く り を 目

指 し て い る O 宝塚市 は歴史的 な た たず ま い を残 し て い る 「小浜地 区 の歴史的 な ま ち な み の

復興J を 、 津名郡一宮 町 で は 町並み環境 を 整 え る 「郡家地 区 の 街並み ・ 景観整備事業J を

そ れぞれ進め て い る O

[ 1 ， 000万 ド ルの叢景麗 る }

ミ ナ ト 神 戸の夜景が戻 っ て き た の は、 震災か ら 1 年半経っ て か ら で あ る O ま だ ま だ更地

が多 い が、 六 甲 山頂か ら 見 る 市街地の 明 か り の 帯 は ボ リ ュ ー ム を 取 り 戻 し 、 1 ， 000万 ド ル
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戻 っ て き た神戸 の校長ぐ
1i.か ら 六 甲 山 、 三官 か ら
ハ ー パ ー ラ ン ド に か け て
の 繁 経街、 ポ ー ト ア イ ラ
ン ド 、 中炎阪 に f支 出 医が
続 く 。 対t;:: I土大阪 工: 宇中) 1
市長 田区高取ÙJか ら はω6
年 7 Jl 18 EI ) 

と 称 さ れ る だ け の美 し さ を 同 複 し た よ う だ。 し か し遠 目 か ら は見 え な い も の の 陰 に は 、 生

活者に と っ て の 問題が多 く 残 さ れて い る 。

[ f]奇麗 ら し さ 」 保存に市民 ト ラ ス ト }

芦屋市で は全戸の半数以上が全半壊す る 被害 を 受 け た。 住宅復興が進む に つ れ、 住宅 メ

ー カ ー な どの画一 的 な 一戸建て住宅が 日 立 ち 、 明治時代か ら 別荘地 と し て 発展 し て き た街

の イ メ ー ジが変 わ り つつ あ る 。 こ の 「芦屋 ら し さ の 喪失j に危機感を も っ た 動 き が、 同市

内 の建築士や市民団体 ら を 中心 に興 っ て い る O

芦屋の景観資源の保存は行政 だ け に任せ る の で は な く 、 市民 も 協力 す る こ と が大切 と 、

市民団体 「芦屋文化復興会議J は、 市有物 に な っ て い る が財政難で補修の め どがた っ て い

な い 芦原市 山 手町の 旧藤井邸 を 中 心 に 、 芦屋 ら し い建物の保存 に 向 け た 市 民 ト ラ ス ト 運動

の構想 を 打 ち 出 し た 。 市民や企業か ら 募 っ た 寄付 を 基金に積み立て、 基金の 運用益 を 補修

費 な ど に 充 て て保存や管理運営 を 進め る と い う 計画 で あ る O

ま た市 内の 建築士や弁護士 な どが協力 し て 、 市民 と 設計者、 施工者が一体 と な っ た 「 関

西市民住宅供給機構J を 組織 し た 。 こ れ は 、 「震が高 く て安価 な 注文建築住 宅 を 供給 し 、

偶 人 の生活ス タ イ ル や将来展望 も 含め た 、 個性 を 反映 さ せ た 芦屋 ら し い住宅作 り j を 目 指

す と い う O

{ わ が町の肇 せ め て写真で}

ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「震災記録情報セ ン タ = 事務局 ・ 神戸市東灘 区 = は全国の震災関

連資料の 整理 を し て き た が、 活動 の 中 で 「被災前の 町並み を 見 た いJ と い う 市民の声 を た

く さ ん 聞 い た 。 そ こ で、 震災で失 わ れ た 町並み や 、 変化 し て い く 街 の 様子 を CD長OM に

記録 し て残 そ う と 、 広 く 市民 に 提供 を 呼びか け た 。 1997年 3 月 ま で に 約500 点 の 写真が集

ま っ たが、 被災前の写真が少な し さ ら な る 協力 を 呼びかけ て い る O
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[灘五郷の露五景 を 取 り 震す た め蔵元が 自 力再建}

「 白 塗 り 、 焼 き 板の壁j が灘五郷 と い わ れ る 酒蔵の町 の 原風景 だ っ た 。 し か し震災でほ

と ん どの蔵元が被災 し 、 残 っ て い た 木造蔵の 8 割が壊れた。 伝統の建築様式が廃れる と い

う 心配か ら 、 酒造 り は し て い な く て も 建物 を 守 ろ う と い う 動 き も 出 て き た 。 そ ん な 中 で、

神戸市東灘医の老舗 「灘泉j 泉勇 之介商宿が木造蔵 を 再建 し た 。 「灘泉j は128年前の創業。

戦災 を 免れ た 蔵 だが、 地震で 2 階の屋根が落 ち た o 1長い 間 の 香 り と 酵母が染み つ い た 木

の載だ か ら こ そ 、 灘の酒 な ん だ J と 主張す る 蔵人た ち の こ と ば と 「 う ち がや ら な い と 、 情

緒豊か な 町並みが消 え る J と い う 思 い か ら 、 三代 目 当 主 は古い資材 を 再利 用 し た後元 を 決

意 、 9 ヵ 月 で工事 を 完成 さ せた 。

ま た 「灘泉」 の西隣 に あ る 「福寿酒造J も 、 明治建築 の 木造蔵 を 修復 し た 。 将来、 こ の

蔵 を イ ベ ン ト や 地酒 を 楽 し め る 欽酒 ゾー ン に し、 別 の 木造蔵 を 建 て て全体 を 酒 の資料館 と

し て 開放す る と い う 構想、 に よ る も の で、 専 門家か ら 「地域 に貢献す る ユニ ー ク な 自 力 再建

だj と 評価 さ れて い る 。

{新 し い形の衝 も ]

復興 は 、 必ず し も 震災以前 どお り の姿 に戻 さ れ る も の で は な い。 神戸市兵庫 区 の新開地

本通 り は 、 震災 を 機に 生 ま れ変 わ ろ う と し て い る 。 古 く か ら の 商庖街に 、 斬新な デザイ ン

の 「神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー J (愛称KAVC = かぶ っ く ) が誕生 し た 。 中 に は 、 ギ ャ

ラ リ ー や ア ト リ エ 、 劇 場 な ど、 新 し い活動 の た め の空 間 が用 意 さ れて い る O 同 じ な ら びに

は 、 昔 な が ら の 「め し ゃ J や 「赤ち ょ う ち んJ -ーイ乍業服姿のお じ さ ん と 、 フ ァ ッ シ ョ ン

を き め た 若者が行 き 交 う 街。 そ ん な新 し い形 も 、 復興が造 り だ し た も の の ひ と つ であ る と

い え る 。

1996年10 月 か ら 神戸市の東灘 区役所内 に 、 「東灘復興ギ ャ ラ リ ー J が開 設 さ れ た 。 こ れ

は 「区民の心 を い や し 、 ひ と と き の 憩 い の場 に な れ ばj と い う 東灘区長の ア イ デ ア で、 2

階市民課 ロ ピ ー や 階段の壁面 な ど を 利用 し 、 f誌の復興状況や地域の イ ベ ン ト の様子 を

な どの展示で紹介 し よ う と い う も の で あ る 。

第 1 冊 の 展示 に は、 岐阜県在住 の フ ォ ト ・ エ ッ セ イ ス ト 加藤 芳 明 の 写真20点が紹介 さ れ

た 。

5 . 新 し い 文化施設

後興の ま ち づ く り が進 ん で、 い く 中、 壊れた も の を 再生 さ せ る 一方、 新 し い 施設の建設や

計画 も 始め ら れつ つ あ る 。 ま た そ の た め の 話 し合い も 讃み重ね ら れて い る O

[ ，博物館に神戸再生の饗 を j 構想]

神戸市が進め て い る 復興 プ ロ ジ ェ ク ト 120世紀樽物館群構想J の た め の シ ン ポ ジ ウ ム が
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1 996年 5 月 23 目 、 東京で関 かれた。 支援の た め に 日 本 を 訪 れ た 米 国 ス ミ ソ ニ ア ン 協会のマ

イ ケ ル ・ ヘ イ マ ン 長官 は、 特別講演で 「過去 の事実 に基づ き 、 よ り よ い未 来への希望 を 満

た し て く れ る の が博物館で、 親が 自 分の経験 を 見 つ め て 、 子 に 伝 え る の を 可 能 に す る も の

だJ と 定義。 そ し て 「神戸 は悲劇 に屈 し な い信念 と 勇気 を 見せ た 。 再生 し て い く 姿 を 展示

し て は ど う か」 と 提案 し、 こ の こ と は 今世紀最大の 文化的偉業 に な る と 励 ま し た。

[ が れ き の陸Hこ ギ ャ ラ リ ー ]

「がれ き と な っ た 町 に 文化発信の拠点 を つ く り た い j と 、 西宮市 の 諭科 阪 、 深 田 隆が新

し い ギ ャ ラ リ ー を 建 て た 。 自 宅 と i司 じ敷地内 に あ っ た母親 ・ 国 子の家が地震 で全壊 し た と

き 、 「芸術文化復興の た め に跡地 を 利用 し た いj と い う 患 いがわ い た 。 「飾 り 気の な い エ ネ

ル ギ ッ シ ュ な 安藤 の建築 こ そ被災地 に ふ さ わ し いj と 、 世界的 な 建築家、 安藤忠雄 に 設計

を 依頼。 1996年 9 月 に 完成 し た。

ギ ャ ラ リ ー は鉄筋 コ ン ク リ ー ト 3 階建 て 、 延べ床踊積 は 約 100m 。 こ ぢ ん ま り し て い る

が、 津 田 の希望 どお り 、 む き 出 し の コ ン ク リ ー ト 地か ら 力 強 き が伝 わ っ て く る O 安藤が、

大 き く 育 っ て ほ し い と い う 願い を 込め て 「小 さ い芽j と 名付 け た 。 庭 に は被災者の鎮魂の

意味で白 い モ ク レ ン が植 え ら れて い る O

{地元自体が美術館開設}

神戸、 北野の異人館街で ホ ワ イ ト ハ ウ ス と し て 親 し ま れて い た 旧 米 国領事館官舎 は 、 神

戸北野美術館 に生 ま れ変 わ っ た 。

同館 は地震で被害 を 受 け た が、 「北野 ・ 山本 地 区 を ま も り 、 そ だ て る 会J が異人館街 に

ふ さ わ し い 、 個性的で親 し ま れる 施設 と し て活用 す る こ と を 計画、 所有者の 神戸古川、 ら 借

り 受 け た 。 そ し て 、 ア ー ル ・ ヌ ー ボ一、 ア ー ル ・ デ コ 期 の ガ ラ ス 工芸品 を 多 く 所蔵す る 「伊

豆 ガ ラ ス と 工芸美術館J の 支援 を 得 て 、 百数十点の常設展示 を 実現 さ せ た 。 ガ ラ ス 工芸品

は女性 に 人気であ る こ と か ら 、 大震災後 に減少 し て い る 観光客の 誘致 に つ な がれば、 と 期

待 を 寄せて い る 。

[共躍思 f装備の館j 基本計画}

兵庫県が、 文化課興の 拠点 と し て建設す る 美術館 「芸術 の館 (仮称) J の 慕本計闘 を 打

ち 立 て た 。 建設地 は 、 神戸市の東部新都心、 三 官 の 東約 2 kmの と こ ろ の 海岸部。 絵画、 彫

刻 な どの被災経験 に 基づい て 、 エ ッ ク ス 椋撮影室 を 備 え 、 修復の専 門 家 を 配置す る な ど美

術作 品 の 地 震対策研究機能 を 持 た せ た 、 美術 品 の 本格 的 な 保存 ・ 修復施設 と す る O ま た 、

修復の研修生 を 受 け 入 れ て 人材育成 も 目 指す。

施設規模 は現在 の県立近代美術館の 2 倍以上の 延べ床面積 2 万 5 ， 300 m 。 耐震構造で、

2001年の完成後 は 酉 百 本最大級の施設 と な る 。 美術だ け で な く 、 音楽や演劇 な ど飽の芸術
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神戸ハ ー パー ラ ン ド に 完成 し た 「神戸情報文化 ピルj
=神戸市中央ド東川崎町 1 ( 1996年 7 月 i 日 )

分野 に も 対応 で き る 多 目 的芸術施設 と す る 予定であ る 。

{護興高層 ビル第 1 号}

三宮駅前 に あ っ て 震災で全壊 し た神戸新聞社が、 神戸ハ ー パ ー ラ ン ド z 神戸市中央区東

川 崎町 立 に 新社原 「神戸情報丈化 ピ ル」 を 完成、 移転 し た 。 震災後、 被災地 に 完成 し た地

ヒ18階、 地 下 2 階 の 高層 ピ ル 第 1 号で、 '情報発信 と 市民文化の新た な 拠点 と な る 。

同 ピ ル に は神戸新聞社の 本社機能 の ほ か、 ホ ー ル も 収容 さ れて い る 。 約 700人収容 の 「神

戸新聞松方ホ ー ルJ は、 質の高い音楽 コ ン サ ー ト な どの 会場 と し て 、 市民文化 を 支 え る 役

割 を 果 た す。 ま た 、 港のパ ノ ラ マ を 楽 し め る 展望 レ ス ト ラ ン や各種尚業施設 も あ り 、 市民

が集 ま る 場 と し て の働 き も 備 え て い る O

(参考文献〉

『歴史科学 No.146j 大阪歴史科学協議会 1996年 9 月 「小特集 阪神 ・ 淡路大震災 と 史料 ネ ッ ト か ら 歴 史学 を 考

え る J

『 日 本史研究 416号』 臼 本史研究会 1997年 4 月 11996{f.ゐ度 臼 本史研究会大会個別報告特集号」

f 日 本史研究 417 号j 日 本史研究会 1 997年 5 月 11996年度 目 本史研究会大会報告批判J
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| 第三節 続 く 震災の記録活動
1 . 小中学校の震災記録

大震災は 街を 壊 し 、 人 々 の 生活 を 壊 し 、 人 の心 も 壊 し た 。 子供た ち も 例外 で な く 、 家が

壊 さ れ学校が壊 さ れ、 自 分の心が壊 さ れ た 。 「 も のJ の 回 復 は 呂 で確かめ る こ と がで き る

が、 人の心の状態 は推 し 量 る し か な い。 子供 た ち は作文 を 書 く こ と に よ っ て 自 分の心の 中

を 見つ め 、 表現す る O 被災地の ほ と ん どの 学校で は 、 「 あ れか ら J の 1 年 を 振 り 返 っ た 文

集で、 自 分の 震災、 自 分の心 を 記録 し て い る O

[ あ れ か ら 1 年 ・ 各学校の作文記録}

「 あ れか ら 一年一ぼ く も わ た し も ま け な か っ た よ J 神戸市立 志里池小学校

と な り の お ばち ゃ ん に ぎ ょ う ざを あ 11'た

1 ね ん い わ も と ゅ う き

かせつ がた っ て す め た か ら う れ し か っ た です。

じ し んがあ っ て 、 ぼ く の い え は かべがつ ぶ れ て し ま い ま し た。 う え の で ん せ んが き かや

さ ん に た お れて き かや は つ ぶ れて し ま い ま し た 。 ぼ く の い え はすめ な く な り ま し た。 そ れ

でかせつ が あ た り ま し た。 し り い け し ょ う が っ こ う か ら ち か い かせつがあ た っ て、 も う ふ

が も ら え ま し た 。

「 も う ふ が も ら え た か ら う れ し い 。 」

「かせつ に す め た か ら う れ し い。 」

っ て お か あ さ んがい い ま し た 。 かせつ に す ん だ と き 、 お か あ さ ん は な き ま し た 。 ぼ く も 、

ひ ろ い な 、 す み た か っ た な 、 と お も い ま し た。

ぎ ょ う ざを と な り のお ばち ゃ ん に あ げる こ と に な り ま し た 。 ぼ く は 、 ぎ ょ う ざの か わ を

の ば し ま し た。 かぞ、 く み ん な で ぎ ょ う ざ を つ く り ま し た 。 ぎ ょ う ざ を い れ も の に い れ て あ

げ ま し た 。 お ばち ゃ ん は 、

「あ り が と う 。 J

と い い ま し た。

「 ぎ ょ う ざ は お い し か っ た 。 J

っ て い っ て く れ ま し た。

あ さ 治宝 っ こ う に い く と き 、 と な り の お ばち ゃ んカf

「い っ て ら っ し ゃ い。 」

っ て い っ て く れ ま す。 う れ し い です。
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が ん ば る 人達

6 年 塩 山 和弐

震災以後、 ぼ く は 初 め て 自 分の寝た り す る 所が変 わ る と あ ま り 良い気が し な い と 知 り ま

し た 。 引 っ 越 し と かで は な く 災害で家がな く な っ て 自 分がそ れ ま で知 ら な か っ た ア パ ー ト

に移 っ た り 、 ひ な ん所 に 移 っ た り す る の は本当 に 良い気が し な い の で、 地 の 人達 は も ち ろ

ん ぼ く も 一 日 も 早 く 自 分の住んでい た 所 に も ど り た い と 思い ま し た。

ぼ く も 二、 三 囲住む所が変わ っ た け れ ど、 元の場所 に も ど っ て き ま し た 。 家の形は プ レ

ハ フゃ に 変 わ っ た け れ ど、 ま だ 自 分の家が な い 人 の事 を 思 う と 、 ま だ ひ な ん所 に い た 時 、

く 自 分の 住 ん で い た 所 に も ど り た い と い う 気持 ち を 思 い 出 し 、 と て も 気 の毒 に な っ て き ま

す。

あ の 阪神 大震災か ら 一年がた ち ま し た 。 で も 、 あ ま り 正月 を す ぎ た と い う 気分に は な り

ま せ ん。

ぼ く の 家 の 近所 も プ レ ハ ブが多 く な っ て き ま し た 。 震災前の そ の ま ん ま の 形 の 家 は 近所

で は 、 あ ま り 見つ か ら な か っ たせいか、 近所 を 見 わ た し て こ わ い と か い や だ な と い う 気持

ち に な り ま す。

新聞で六千人以 ヒ の死者がでた と 書い て あ っ た の を 見た 時 は 、 も う あ ん な 大震災 は い や

だ と 思い ま し た。

震災で家がな く 仮設住宅や ア パ ー ト を 借 り て い る 人 に比べる と ぼ く は 大変幸せ だ な と 思

い ま し た。

震災で家がつぶ れて商売がで き な く な っ た 人で も 一生懸命 ど こ か で働 い て い る の で 、 ぼ

く も 学習 や生活 に がん ばろ う と 思 い ま す。 ぼ く も 少 し は手伝い を し ま す が、 商売 を す る の

は と て も つ か れ る の に 、 そ れで も 商売 を し て い る 大人の人達は と て も す ごい ん だ な あ と 思

い ま し た。

地の地方の 人達か ら の手紙や援助 は震災に あ っ た私達 に は と て も う れ し い も の に な り ま

し た 。

ぼ く は平成七 年一月 十七 日 五時 四 十六分の阪神 大震災や、 が ん ば っ て い る 人達 を 忘 れ な

い でがんばっ て 生 き て い こ う と 思 い ま し た。

「震災 そ し て 私 そ の 1 年J 神戸市立楠 中 学校

将来の夢

l 年 1 組 村上 愛子

阪神大震災が来てか ら 私 は心の闘で強 く な れた と 思 う 。 そ し て は っ き り と し た 将来の夢

がで き た 。 復興 し て い く こ の神 戸の 町 と 共 に 成長 し て い き た い と 思 う O こ の地震で生 き の
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びた か ぎ り 、 命 を 大切 に し 、 何で も つ ら い こ と を 乗 り 越 え て い き 、 こ の地震が多 く の 人の

命 を 奪 っ た と い う こ と を 忘れず に生 き て い き た い です。 そ し て 、 一生私に と っ て の励 み 、

命 を む だ に し な い 、 と い う こ と は、 いつ に な っ て も 持 ち続 け る と 思 い ま す。 こ れか ら の私

は、 夢 に 向 か つ て一生懸命勉強 し、 他の面で も 頑張 っ て い き た い です。 医 者 に な る と い う

こ と は、 簡 単 な こ と で は な い と い う こ と は わ か っ て い ま す。 け ど、 医者に な れた ら 治せ な

い よ う な 病気 を 治せ る よ う に し た い し 、 世界に も 役立 て た い と 思 っ て い る 。 こ の 地震 は 本

当 に に く い です。 け れ ど こ の地震のつ ら さ を 乗 り 越 え た こ と に よ っ て 、 何 か意味があ る と

思 い ま す。 一年 たつ の は 早 い です。 だか ら こ そ一 日 一 日 を 大切 に し て 生 き て い き た い と 思

い ま す。

{被災高校生がカ ナ ダで意見発表}

1996年 7 月 29 日 か ら 8 月 2 日 ま で\ カ ナ ダで開かれた 「第 1 囲汎太平洋災害会議J に 被

災 し た 高校生 4 人が招 かれ、 震災体験 を 語 っ た 。 こ の会議は、 環太平洋諸国 が地震、 津波

な ど に 関す る 情報 を 交換 し 、 災害への対応 策 を 探 ろ う と い う も の で、 科学者や各国政府、

産業界 な どか ら 約2， 000人 が参加 し て パ ン ク ー パ ー 市で、 開催 さ れ た 。 主擢者の カ ナ ダ、 ブ

リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ピ ア 大学災害防止セ ン タ ー は 、 阪神大震災で被災 し た 高校生か ら 生

の声 を 開 く プ ロ グ ラ ム を 企踊 し 、 兵庫県 を 通 じ て希望者 を 募集 し た。

J;Í)募者46入 の 中 か ら 選ばれた の は、 予玲花 = 県立長 田 高校 2 年 (神戸市長 田 区菅原通) 、

伊作かお り = 県立舞子高校 2 年 (神戸市垂水 区小束山本町) 、 松嶋理恵 = 武庫川 女子大付

属 高校 3 年 (神戸市北区星和台) 、 西村智賢 z 県立姫路工大付属 高校 2 年 (捧保郡新宮町)

の 4 人。 発表は 英語で行 わ れた 。

西村は震災時 は 中 学 3 年生で神戸市長 田 区 に住んでい て 被災、 タ ン ス と 本棚の下敷 き に

な っ た 。 家族は全員無事だ、 っ たが、 友 人 3 人 を 失 っ た 。 そ れ以来、 地 震 に 強 い都市 を 建設

し た い と 、 建築家 を 目 指 し て 勉学 し て い る o r 自 然の力 で簡単 に壊れて し ま っ た神戸の街、

迫 る 炎 を 前 に し た恐怖 を 外 国 の 人 に も わ か っ て も ら え る よ う 、 表現 し た い」 と 、 西村 は会

議 に 臨 ん で の 抱負 を 語っ た 。 ま た伊作 は 「私た ち は 安全に慣れ過 ぎ、 消火用 の水の準備、

建物の補強、 外国人や高齢者への情報伝達な と守不十分だ、 っ た 。 同 じ過 ち を 繰 り 返 さ な い よ

う に 」 と 話 し た 。

2 . 民 間 の 記録活動

大震災の 体験 を 後世 に伝 え な け れ ば な ら な い と は 、 み ん な が思 っ て い る こ と だが、 そ の

記録や資料、 特 に 震 災直後の混乱の時期の様子 を 伝 え る も の が次第 に 失 わ れ つ つ あ る O 大

学や 図書館、 市民 グ ル ー プ は 、 系統的 な 保存 に 向 け、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 な どに 取 り 組ん で、い

る が、 資料は散逸 し て い く ばか り であ る 。
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け る 記録映画
ド キ ュ メ ン ト 作 品 を 手掛け る 映画監脅が、 震

災後 2 年 目 も 記録の カ メ ラ を 回 し続け て い る O

「ベ ン ボ ス タ ・ 子 ど も 共和 国 」 な どの 作 品 が あ

る 青池憲司だ。 神戸市長 田 区の 西端の野田北部

に プ レ ハ ブ、の部長ミ を 間借 り し て 、 千葉県市川市

の 自 宅 か ら 通 う 生活だが、 聖子回 の お 隣 さ んた ち

か ら 「住民楽、 移 さ ん か い な J と 言 わ れる ほ ど

地域に根づい て い る 。

青池がこ の ま也 に 来 た の は震災10 日 目 O こ こ に

住む友人や 知 人 を 見舞 う た め だ っ た 。 被害の跡

も 生々 し いがれ き の 中 で、 助 け合 う 人 々 に精神

の し な や か さ を 感 じ た 。 「 こ の原 点 を 記憶 す る

た め に」 と 、 倒壊家Mーか ら 掘 り 出 し た借 り 物の

ビ デオ カ メ ラ で搬彩 を 始め た 。 初 め は ご く 親 し

い 人 を 対象 に 、 やがて街の人 々 に広がっ て い っ

た 。 「 き っ か け は倒 人 的 だが、 狭 い 地域 に こ だ

[記録の た め のボ ラ ン テ ィ ア}

わ る こ と で普遍性が浮かんで く る は ずJ 。

日 に見 え る 範 囲 を 大 事に し 、 手軽に扱 え る ビ

デ オ に こ だ わ っ た 。 1， 200 1丘帯 を 克 明 に 追 っ た

テ ー プが1， 000時間余 り に な っ た と き 、 そ の 一

部 を ま と め て 、 連作「野田北郷 ・ 鷹取 の 人 び と J

を 4 部 ま で完成 さ せた 。 そ れ は 1996年11 月 に 凋

催 さ れ た 「神戸100年映画祭」 で i二映 さ れ た 。

青池 は さ ら に撮影 を続け、 15部 ま で は ま と め あ

げ る つ も り だ。

1 1止問話や触れ合い の緑 り だ め が こ の 峡画 。

地域の 人 に 見て も ら い、 ま た次 を 擬 っ て 、 そ ん

な 感 じ で 続 け て い き た いJ 一一復興途上の衝で

カ メ ラ を 回 し続 け て い る の は、 青 池 ひ と り であ

る 。

最近は 「 も う 震災の こ と に触 れ た く な いj と い う 声 も 関 こ え て く る 。 し か し 、 ふ り 返る

余裕が持て た と き 、 残 さ れ た 生の記録は、 か け が え の な い へ心の財産グ に な る 震災の

直後、 ボ ラ ン テ ィ ア と し て神戸入 り し た京都府在住の実吉威 は 、 倒壊家康 に 残 さ れた消息

を 伝 え る た め の板切 れ を 呂 に し て 、 思 わ ず カ メ ラ の シ ャ ッ タ ー を 切 っ て い た 。 「震災の事

実 を あ り の ま ま に 残 し て お か な い と … … j と い う 思 い に動か さ れ て 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー

プ 「震災 ・ 活動記録室」 を 始め た。 通信が途絶 し た街で、 情報伝達手段 と し て最 も 活用 さ

れた ピ ラ や貼 り 紙、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体の 日 誌 な ど を 資料 と し て 収集。 1 年余 り 過 ぎて 、 1 ， 000 

点以上集 め た 一 部 を 神 戸大学付属図書館 に 開 設 さ れた震災文庫 に移管 し 、 公開 も 始め た 。

今後の 資料収集 は心 も と な い か ぎ り であ る O ボ ラ ン テ イ ア た ち は被災地 を 引 き 上 げ、 自

分の生活 に 散 り 散 り に戻 っ て い っ た 。 住民 も 転居す る と き に ピ ラ な どは捨て て し ま う 。 生

の 資料そ の も の が、 の ち に歴史や文化 に な っ て い く も の な の に … … と 、 歴 史が失 わ れ る と

い う 危機感 を 強 く す る 戸 も 高 ま っ て い る O

[ 資料探存に専門家 ネ ッ ト ワ ー ク l

被災後 の 早 い 時期 か ら 、 い く つ かの 図書館で、 は [震災に 関 連 し た 資料J を 出来 る 限 り 収

集 し よ う と 動 き 始め て い た。 し か し 、 こ の よ う な 動 き は各図書館独 自 の動 き であ り 、 被災

地域の 図書館界全体の動 き と は な っ て い な か っ た 。 こ れ ま での一般的 な 資料 に 関す る の と
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同様な各館個 別 の対応 で は 、 多 く の震災資料が収集の網の 日 か ら 抜 け 落ち て し ま う O こ れ

を 防 ぐ に は被災地域 の 問 書館 と 資料保存機関 の ネ ッ ト ワ ー ク が必要で、 あ る と 、 地元NGO

救援連絡会議文化情報部設立代表の坂本勇 が働 き か け て 、 「震災記録 を 残す ラ イ ブ ラ リ ア

ン ・ ネ ッ ト ワ ー ク J (呼称 「 ラ イ ブ ・ ネ ッ ト J ) が組織 さ れた。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は兵庫 や

大阪の図書館、 資料館の職員 有 志 に よ る 私的組織で、 「一点で も 多 く の 記録資料を 後世へ

伝 え る 」、 「地域の資料はそ れぞ、れの地域の公共闘書館や 資料保存施設で収集、 保存、 公 開

す る の が最 適」 と の考 え 方 を 基本 と し て 、 ( 1 ) 図書館等への ア ン ケ } ト 調査、 ( 2 ) 密書

館界への働 き かけ 、 ( 3 ) 震災記録に 関 わ る 人 々 と の 連携 ・ 交流な どの活動 を 展 開 し て い

る O

震災資料の 収集 と 保存の た め に 、 神戸大学付属 図書館 「震災文庫J 、 (財) 21世紀ひ ょ う

ご創 造協会、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザの事業がそ れぞれ活動 し て い る が、 「 こ れ ら 3 機関 に す

べて任せて し ま う と い う 考 え で は い け な い」 と ラ イ ブ ・ ネ ッ ト は 言 う 。 震 災 を 風化 さ せ な

い よ う に し 、 そ の教訓 を 生かす こ と がで き る よ う に 、 1 点 で も 多 く の資料の収集 に 努力 す

る こ と は被災地の 闘書館や資料保存機関が負 っ た責務で あ る と し、 今後の 問 題点 と し て 、

各図書館 ・ 機 関 に お け る 収集 ・ 保存事業の継続化 と 、 そ れ を 支え る 力 と な る ネ ッ ト ・ ワ ー

ク 化が重要 な 課題で あ る と 指摘 し て い る O

ラ イ ブ ・ ネ ッ ト が関 わ っ た 1996年度の活動 は以下の と お り であ る O

5 月 17 日 ラ イ ブ ・ ネ ッ ト 、 震災情報セ ン タ ー : I震災記録情報交流会 ・ 第 2 図J

6 月 「地元NGO救援連絡会議J 震災 ・ 活動記録室 : I記録室文庫」 開 設

7 月 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館 「 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザj 開館 (各図書館等の収集

資料デー タ の 崎元化始 ま る )

7 月 兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部 : I震災復興関 連資料 ・ 記録 リ ス ト の作成等

に つ い て (依頼) J

8 月 27 日 国土庁 : 阪神大震災の 記録デー タ ベ ー ス 化事業 に6， 100万 円 (97年度予算概算

要求)

9 月 初 日 ラ イ ブ ・ ネ ッ ト 、 震災記録情報セ ン タ ー : I震災記録情報交流会 ・ 第 3 屈j

10月 13 日 (財) 21世紀ひ ょ う ご創造協会、 鹿史資料ネ ッ ト ワ ー ク : I震災資料の保存 と 編

さ ん に 関す る 碗究 会 ・ 第 2 回J

1 1 月 初 日 ラ イ ブ ・ ネ ッ ト 、 震災記録情報セ ン タ ー : I震災記録情報交流会 ・ 第 4 回J

12月 図書館 に ア ン ケ ー ト : 震災時の 日 刊新聞原紙の保存状況 を 調査

{記録活動の出版も多数]

個 人 で も 様々 な 形で震災 を 記録 し て い る 。 自 分の体験や 思 い を つ づ、 っ た 文集 を 出す グ ル

ー プ、 研究 を ま と め て 出 版す る 研究会 な ど、 そ の視点は多岐に わ た っ て い る O

f阪神大震災 も う 1 年 ま だ 1 年j (神戸新聞総合出版セ ン タ ー刊 ) は、 「阪神大震 災 を
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記録 し続け る 会」 が一椴か ら 募 っ た手記を ま と め た も の で、 会が編集 し た 本の 2 冊 目 O こ

の 会 は 1995年 2 月 に 、 震災記録を 取 り 続け る こ と に 意義 を 感 じ る 有志 に よ っ て発足 し たo

f阪神 に起 こ っ た 大地震は、 今後 も ど こ に で も 起 こ り う る 。 自 分 た ち の 被災 経験 を 生 かす

た め 、 未来の被害者 に 対 す る メ ッ セ ー ジ を 残 し て く だ さ いJ と 呼びか け た 。 募集 に こ た え

た の は、 5 歳か ら 85歳 ま で、 国籍 も 13 ヵ 国 に わ た る 人 々 だ っ た 。 時間が経つ に つ れて 出 て

く る 問題 も あ る と い う 観点か ら 、 i司会 は今後 も 長期 に わ た っ て活動 を 続 け る 計画であ る O

「天無倍、 人有情 劉 偶芽 34歳 留 学生 神戸市兵庫 区 ( 中 国 )

私 は夜 に な っ て も 、 服 を 若 た ま ま 、 座 っ て 過 ご し ま し た。 二 日 間 、 全然 眠 れ ま せ ん で し

た。 述 }j に暮 れて い た 時 に 、 垂水 民 に住む知 り 合い の 日 本人家族が安否 を 気遣 っ て連絡を

し て く れ ま し た。 彼 ら も 当然被災 し ま し た が、 私 に 席者 に住 も う と 言 っ て く れ、 暫 く 、 お

世話に な る こ と に し ま し た 。

彼 ら の家 に も ガ ス が無か っ た け れ ど、 み ん な と 一緒 に い る と 心強 く な り ま し た 。 日 本の

家族の 中 に 入 り 、 時 間 が経つ に従い、 当 初 思 っ た f 中 国 に 帰 り た いj と い う 気持ち は、 ほ

と ん ど薄 れ て い っ た と 思い ま す。 研究室の先生や他の知 り 合い の 日 本人の友達 も お 米、 水、

プ ロ パ ン ガス な ど を も っ て き て く れ、 孤独感か ら く る 不安は な く な っ て い ま し た。 私 は二

週間遅れで行わ れた 試験 に な ん と か合格 し 、 研究室 の整理 も 大体で き ま し た 。

だが、 私 に と っ て 、 震災の甚後 に わ か ら な か っ た損害が時 間 が経つ に 従 っ て 出現 し 、 影

響 も 根強 く 残 り ま し た 。 ま ず、 研究用 の 冷蔵庫 の 電源が何かの原 因 で切 れ た ま ま な の を 、

一 ヵ 月 を 過 ぎて か ら 知 り ま し た 。 そ の 内 に 、 半年かけて作っ た 実験用 の サ ン プル、 抗体が

駄 目 に な り ま し た 。 又、 壊れた機械 も 修理不能で、 い く つ か の 実験がス ト ッ プ し て い ま す。

シ ョ ッ ク を 受 け た私ですが、 そ の上 に 、 家計面で も 苦 し く な り ま し た。 私 の借 り て い た

部屋 は一部損壊ですみ ま し た。 し か し 、 僅 か な ア ルバ イ ト が な く な っ た 上、 保証人の家が

全壊 し た の で、 援助 を 受 け取 り 難 く な り ま し た 。 奨学金 を 貰 っ て い な か っ た の で、 生活が

た いへん で し た。

日 本の 生活費 と 中 自 の生活費 と の差があ り ま す の で、 長期 的 な 仕送 り を 受 け る こ と が現

実 的 に で き ま せん。 こ れか ら 、 勉強 を や っ て い く た め 、 ど う す れ ば生活費がで き る か私 に

は生活の 中 で一 番困 っ た こ と に な っ て い ま す。

焦 っ て い ら い ら し て い た 時 に 、 雪 中 に炭 を 送 る よ う に 、 大学留学生セ ン タ ー 、 思局、 日

本の友人、 各国体が援助 の 手 を 差 し伸べて く れ、 見舞金、 勉学奨励金等 を 頂 き 、 神戸市留

学生奨学金 も 授か り ま し た 。 ど う に か 日 本で研究 を 続 け ら れ る 生活費がで る よ う に な り ま

し た 。 そ の他、 新 し い研究用機械 も 申 請 中 です。

今回 の予期せぬ天災に 際 し て、 私 は い ろ い ろ な 日 本の 方 々 と 話 し た り 、 お 世話 に な っ た

り し て 、 日 本人 の友好、 優 し さ を 深 く 感 じ ま し た 。 心か ら 感謝の気持ち で一杯です。 日 本

の皆様が頑 張 っ て い る 姿 を 見 ま す と 神戸の美麗、 清潔、 活気は必ず、戻 っ て く る と 信 じ て い
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ま す。 こ れか ら も 私の 第二 の 故郷であ る 神戸で 日 本の皆様 と 一緒 に頑張っ て い き た い と 思

っ て い ま す。 」

『 い の ち 結 ん でj (神戸新聞総合出版セ ン タ ー刊 ) は 、 震災直後か ら 放送 で被災地 を 支 え

続 け た 放送局 íAM神戸J の 、 地震発生 か ら 3 B 聞 を 中 心 に し た 記録で あ る 。 放送局 自 体

も 、 ま た社員 の 大半 も 壊滅的被害 を 受け る と い う 状況 の 中 で 、 被害者 に情報 を 送る と い う

使命 に 燃 え て一 丸 と な っ た AM神戸の社員 た ち 。 フ リ ー の ア ナ ウ ン サ ー で 放 送作家 の 三 条

杜夫が、 彼 ら に 「 あ の 日 々 j の こ と を イ ン タ ビ ュ ー し 克明 に た と守っ て 、 ノ ン フ ィ ク シ ョ ン

に ま と め た 。

『神戸の な お ち ゃ んj は 、 子供の地震体験 を 子供 た ち に伝 え る た め 、 神戸市立小学校教

諭、 池見宏子が 自 費 出 販 し た絵本 タ ッ チ の お は な し の本。 池見は、 大人 た ち に も 「今一番

大切 な こ と は 、 困 っ て い る 人た ち を 支 え な が ら 、 〈誰 も が生 き て い て よ か っ た 〉 と 思 え る

町づ く り を 、 震災の教訓 を 生か し た や さ し い 町づ く り を 、 大人た ち が、 そ の立場 を 越

え て つ く っ て い く 姿 を 子 ど も 達 に 見せ る こ と であ る と 、 痛切 に 感 じ ま す。 そ の こ と が子 ど

も 達 に 希望 を 語 る 事で あ り 、 そ の 瞳 の 開 い に 答 え る 事に も な り 、 ま さ に 〈 人 間 尊重〉 の 生

き た教育 の場 に な る と 、 2 度 目 の春 を 迎 え て 改 め て 思 う の ですj と 訴 え て い る O

3 . 膨大な 資料 を 後世 に

膨大 な 量 に 達 し 、 刻 々 と 増 え つづけ、 同 時 に 散逸 し つつ あ る 震災 ・ 復興関 連記録 を 、 ど

の よ う に 保存、 整理、 公 開 し て ゆ く か は今後 に 向 け て の重要 な 課題であ る O こ れ ら の記録

は学問研究の上で も 貴重 な 資料 と な る O そ の た め、 被災地の各大学、 自 治体 の 図 書館 を 中

心 に 資料保存の た め の取 り 組みが行 わ れて い る O

{北淡町立闇書館]

こ の大地震 を 起 こ し た 一国 と さ れ る 野島 断層 があ る 北淡町では、 断層 を 保存 す る こ と を

検討 し て い る O こ れに 応 じ て 、 町‘立図 書館で も 「地震 コ ー ナ ー J を 特設。 住民が地震の お

そ ろ し さ を 再認識 し 、 今後の 防災意識 を 高 め る よ う に と い う の がね ら い で あ る 。

{兵庫県立盟書館 ・ フ ェ ニ ッ ク ス ・ ラ イ ブラ リ ー }

震災関連の 図書、 刊行物 を は じ め 、 a般の販売 ル ー ト に の ら な い ミ ニ コ ミ 誌や社 内報か

ら 講演会資料、 パ ン フ レ ッ ト ま で、 従来は 図書館資料の対象 に な ら な い と 考 え ら れて い た

も の を 、 資料 と し て提供 し て ほ し い と 呼びか け て い る 。 保存だ け で な く 、 一 般 に 開放 し て

震災の経験 を 後世 に伝 え て い く O ま た 、 県内の市町立図書館へ の 資料貸 し 出 し も 行 う O
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フ ェ ニ ッ ク ス ・ ラ イ ブ ラ リ ー 口 県立図書館

{神戸大学付属菌書館 「震災文離J]

「報告書 で は 生 の部分が消 え て、 き れい ご と に な る こ と が多 い 。 カ ッ ト さ れ た部分が大

事な こ と があ る O 当 初の混乱 を 混乱 の ま ま に伝 え る こ と が重要j と 、 避難所や テ ン ト 村 な

ど限 ら れ た場所で配布 ま た は掲示 さ れた 資料の提供 を 呼びかけ て い る O 呼びかけ は イ ン タ

ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペー ジ を 通 じ て も 行 っ て い る O

{ 資料収集 @ 保存 に取 り 組む主 な 盟体1

・ 神戸大学付属 国書館 「震災文庫」

イ ン 夕 } ネ ツ ト ht伐tp : //www五b.k王叩obe悶ぺ引u.ac.J印pl勾/

. 兵庫県立図書館郷土資料室

. (財) 21世紀ひ ょ う ご創造協会地域情報セ ン タ ー

イ ン タ ー ネ ッ ト http : //web.pref.hyogo.jp/2001hp/index.htm 

. 神戸市立中 央図書館

イ ン タ ー ネ ッ ト http : //www.kobe-cufs.ac.jp/kobe-city /information/ education/ cen

terlib/welcome.html 

- 尼崎市立地域研究資料館
. 震災記録情報セ ン タ ー

- 震災 ・ 活動記録室
. KOBEnet (東京大学生産技術研究所内)

イ ン タ ー ネ ッ ト http : //incede.iis.u-tokyo.ac.jp/kobenet/ 

. 立命館大学阪神 ・ 淡路大震災復興研究 プ ロ ジ ェ ク ト 室

イ ン タ ー ネ ッ ト http : //www.ritsumei.ac担/kic/ea/index.h tml 
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第三章
住 宅



復興ブo グ ラ ム の策定
1 . は じ め に

震災か ら の住宅復興 は 「 ひ ょ う ご住宅復興会議J の提言 を 碁 に 、 1995年 8 月 に 策定 さ れ

た f ひ ょ う ご住宅捜興 3 ヵ 年言t-瞬j (以下、 r 3 ヵ 年計踊j と す る ) に基づ き 実施 さ れて い

る 。 こ れ は 兵庫県の震災復興計画 で あ る 『阪神 ・ 淡路震災復興計画j ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ
ク ス 計画) の住宅部 門 の 緊急 3 ヵ 年計画 と し て位置づけ ら れて い る O

「平成 7 年 (1995年) 兵庫県南部地震J は阪神 ・ 神戸 ・ 淡路地域の住宅ス ト ッ ク を 大量

に破壊 し た た め 、 直後に は多 く の避難者が発生 し 、 そ の後、 応急仮設住宅入居者、 県外被

災者 を 産 み 出す に い た っ た 。 こ の結果、 永 い 間暮 ら し て き た 馴 染 み の 「 ま ち J ( = 地域社

会) を 離れ て 「仮住 ま いJ を 余儀 な く さ れた 人 々 が数万人規模で発生す る こ と と な り 、 「住

宅問題」 は従来の住宅対策 に と ど ま る こ と の 許 さ れな い 「社会問題」 と な っ た。

ま た 、 高齢社会 を 迎 え つつ あ る 時代の都市型災害であ っ た た め 、 そ の復興 に 捺 し て は 、

従来の災害後興施策では予想 し て い な か っ た要素 を 多 分 に 字 ん で い た 。 な か で も 「住宅j

は、 被災者の生活再建 に 底結す る 最重要課題 と し て 、 さ ら に 「 ま ち ( = 地域社会) の復興J

に 欠かせ な い 問題 と 認識 さ れ、 我が国初の制定や特倒 的 な 措震が次 々 と 打 ち 出 さ れた 。

1996年 度 は そ う し た住宅復興施策が具体化 し た 1 年 で あ っ た 。

そ こ で、 本稿で は r 3 ヵ 年計画j 策定以後、 仮住 ま い か ら 恒久住宅へ移行す る た め に 策

さ れた プ ロ グ ラ ム 、 さ ら に そ の後、 拡充 ・ 創 設 さ れ た 支援策 と 、 1997年 3 月 末時点 ま で

の住宅復興の 状況 を 主 と し て 記述す る O

2 . こ れ ま での流れ

応急仮設住宅の入居者 を は じ め 、 仮住 ま い での生活 を 余儀 な く さ れ て い る 被災者 に と っ

て 、 恒久住宅への 一 日 も 早 い入居 こ そ 自 立 的 な 生活再建 の 第一歩であ る と の 認識の も と 、

兵庫県 は r 3 ヵ 年計画j に 基づ き 、 公的賃貸住宅の供給 を は じ め 、 民間住宅 も 含め た125 ， 000

戸 の恒久住宅 の確保 に全力 を あ げて取 り 組んで、 き た。

ま た 、 応急仮設住宅入居者の実態 を 把握 し 、 各種の 支援サ ー ビ ス の基礎資料 と す る た め 、

兵庫県 は 3 次に わ た っ て応急仮設住宅の入居者の調査 を 実施 し た。 1995年 6 月 か ら 第 1 次

調査 を 、 同 年 1 1 月 に 住宅希望等 に つ い て 再調査 し た。 そ の結果か ら は、 高齢者世帯が入居

者全体 の 4 割 弱 と 非常 に 多 い こ と 、 仮設 住宅か ら の 移転希望住居 は 1 次 調 査 で53. 4%

(16， 729世帯) 、 2 次調査で67. 5% (18， 640世帯) と 公的賃貸住宅 を 希望す る 入居者が多 い

こ と 、 場所 は 以 前住 ん で、い た 場所への復帰 を 、 約 8 割 の 世帯が1996年度以降 に 移転 を 希望

し て い る こ と がわ か っ た (調査結果デー タ は 第 1 巻 に掲載) 。

さ ら に 、 応急仮設住宅 か ら 恒久住宅への移仔が円 滑 に 行 わ れ る よ う 、 仮設住宅入居者の
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収入状況等詳 し い実態 と 意識を 1996年 2 月 15 日 か ら 3 月 8 El に か け て 実施 し た (第 3 次調

査) 。

ま た 、 1995年1 1 月 に 行 っ た災害復興 (賃貸) 住宅入居希望者登録調査の結果、 希望者16 ， 771

名 の う ち 、 世帯主が65歳以 上 の 世帯 が23%、 年収300万 円 未満の低所得者が42% を 占 め る

こ と 治宝 わ か っ た 。

創造的 な 住 ま い の復興 を 目 指す兵庫県は、 1996年 2 月 18 日 に橋本首相が被災地 を 視察 し

た 際、 現行制度の拡充や大幅な 家賃抵減策への支援措霞等 を 要望す る な ど、 政府や 関係市

町 と 協議 を 重 ね た O 帰京 し た橋本首相 は 関係 掲 僚 に 公営住宅の低限 を 越 え る 家賃低減の検

討 な ど を 指示 し 、 政府 関係各省庁 と 県や関係市 町 の 間 で定期 的 な 連絡 ・ 協議の場が設 け ら

れ、 政府 関係各省庁 ・ 地元 自 治体が一体 と な っ て検討 を 進め る こ と と な っ た。 そ の 第 1 回

協議は 2 月 28 日 に神戸市 内 で 行 わ れ、 こ の 中 で住宅対策の基本 的 な 考 え 方 が具体的 な 家賃

の低減方法 を 含 め 議論 さ れた。 (注 1 )

3 . 災害復興公営 (賃貸) 住宅の計画戸数の増加 と そ の家賃の低減

( r恒久住宅への移行 プ ロ グ ラ ム J の 策定)

1996年 4 月 1 日 、 兵庫県は住宅再建 に 向 け た プ ロ グ ラ ム の 策定 に 全力 を あ げて取 り 組む

た め 、 住 ま い 復興局並びに住 ま い復興推進課 を 設置 し た。

1996年 5 月 7 日 、 2 月 か ら 3 月 に か け て 行 っ た応急仮設住宅入居者の調査 〈第 3 次> (以

下、 「仮設住宅調査結果J と い う ) の 結果速報が発表 さ れ、 世帯主が65歳以上の 高齢者世

帯が 4 割 を 越 え る こ と (41 . 8%) 、 年収300万 円 未満の世帯が約 7 割 (100万 円 未満 は29. 3%)

を 市 め る な ど、 被災者の多 く が高齢者や低所得者で あ り 、 ま た約 7 割 (68 . 3%) が公的借

家 を 希望 し て い る こ と が明 ら か に な っ た 。

こ の こ と か ら 、 住 ま い の復興 を 進 め る に は、 ま ず、 大量の公営住宅 を 早 期 に 建設 し 、 し

か も 、 被災者が無理な く 負 担で き る 家賃 で供給す る こ と の 必要性が明 ら か に な っ た 。

1996年 5 月 9 日 、 政府 の 阪神 ・ 淡路大震災復興対策本部の 第 7 閉 会合が国 会 内 で 開 催 さ

れ、 貝 原兵庫県知事 と 笹 山 神 戸市長が被災 自 治体の 首長 と し て初 め て 同本部の会合に 出席

し 意見陳述 を 行 っ た 。 (注 2 ) 

ま た 、 5 月 8 呂 、 15 日 に 関 か れた与党災害復興 プ ロ ジ ェ ク ト (座長 : 村 開 兼造元建設相)

に お い て も 関係 8 省庁、 県 ・ 神 戸市幹部が同席 し 具体案の協議を 重ね て い る o (注 3 ) 

こ の 頃、 家賃 は現行制度 を 最大限活用 し 、 3 万 円 ま で は設定で き る が、 さ ら に ど こ ま で

下 げ る の か検討が続け ら れた。 そ の他、 主 な論点 は次の点 に あ っ た と さ れ る 。 (注 3 ) 

どの住宅 を 対象 に 家 賃 を 下 げ る の か。 自 己負 担 を ど こ ま で下 げ る の か。 公営住宅の数は。

低減期 間 は。 対象世帯の線引 き の基準は ど う す る の か。 被災者の多様な 実態 や 意向 に 合わ

せ る に は ど う す ればい い か。 仮設住宅の解消 は いつ に な る の か。 家賃低減のパ ッ ク と な る

財源問題は ど う す る の か。
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同F
衆議続 第 日義 民 会長官で関か
れ た 与党災 主 興 〆 ロ ジ コ
ク ト の 会 fF 兵庫県 と 関係
8 者 庁 の 斡 泌 が r'fJ )市 し た
(1996年 5 jJ 16 日 )

恒久住宅供給計画 、 家賃対策、 仮設の統廃合計画、 こ れ ら を 同 時 に 成功 さ せ る に は ど う

すればい い か 。 五次元方程式 と も パ ズ ル と も 例 え ら れる 国 難 な作業が こ の 時期夜 を 徹 し て

行 わ れ た 。 (注 4 ) 

復興公営住宅の住宅供給、 家賃低減の大枠 を 政府が正式決定 し た の は1996年 6 月 初 日 で

あ っ た 。 政府の 阪神 ・ 淡路大震災復興対策本部 に お い て、 地元 と 各省の合同会議を 開 き 、

貝 原 知事 ら があ ら た め て戸数確保や家賃低減 を 要望。 こ れ を 受 け 出土、 建設、 摩生、 自 治

4 省庁の 大 臣が橋本首相 に 決定案 を 報告 し 、 プ ロ グ ラ ム の大枠 を 決め た 。 (注 5 ) 

決定 し た 内 容 は 、 神戸、 阪神 間 を 中心 に 公営住宅 を 38， 600戸供給 し 、 都市部で も 高齢単

身者用 の 1 DKの 月 額家賃 を 最低6， 000円台 ま で引 き 下げ る 。 低減期 間 は 当 面 5 年間。 7 月

下旬実施 の 第 2 次 一元募集で は仮設住宅入居者向 け の 募集枠 を 設け る o 1998年度上期 に は

仮設住宅か ら 公営住宅 を 希望 す る 被災者すべてが入居す る こ と を 目 標 と す る 。

公営住宅の戸数で は、 仮設住宅か ら 公営住宅 に 移 る 世帯 を 21 ， 000世帯 と し 、 仮設住宅以

外か ら 10 ， 100世帯 、 そ の 他県外避難者、 滞在希望者 を 7， 500世帯 と 見込 ん で 、 計38， 600戸

を 必要戸数 と 試算 、 今後の 地域別 の供給戸 数 を 示 し た。 家賃低減で は、 低減の基準 を 「住

宅規模J 1立地地域 (利便性) J 1所得j の 3 項 目 で段階的 に低減す る 。 低減例 と し て 、 神

戸市や販神 間 の都市に あ る 1 DK (40 rrl 、 高齢単 身 ・ 高齢二人世帯用) に 単 身 で入居 し た

場合、 各種控除後の年 間所得が 190万 円代以下J で は 月 額 16， 000 円 �7 ， 000円 J に な る O

地域、 立地、 所得 ご と の 詳縮 な 家賃体系 は さ ら に詰め る 。 入居募集方法は、 「神戸市東部j

「神戸市西部J 1北神 ・ 三 田 」 な ど県 内 を 8 ブ ロ ッ ク に 分け、 そ れぞれの ブ ロ ッ ク ご と に募

集。 仮設住宅入居者枠 と そ れ以外か ら の募集枠 を 設定。 仮設枠で抽選 に外れた 人 は再度、

そ れ以外の募集枠 に も 参加 で き る 道 を 開 く O こ う し た仮設住宅優先措 置 に よ り 、 仮設住宅

か ら 公営住宅への入居は遅 く と も 1998年度上期 に は ほ ぼ希望者全員 の入居 を 完了 と の 目 標

を 設定。 さ ら に仮設住宅以外の希望者 も 1999年度 上期 に は、 入居 を 終 え る O

こ れ ら の 大枠の決定に伴い兵庫県や神戸市 な ど被 災 自 治体は、 家賃低減基準や入毘募集

方法な どの細部の詰め に 入 っ た 。 (注 6 ) 
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政府決定 を 受 け て 同 日 、 神 戸 市 は H主 ま い復興 プ ラ ン j を 策定、 発表す る O こ の 中 です

で に 工事 に 着 手 し て い る 分 も 含 め て 公営住宅 ・ 再 開 発系住宅 の 新 規 供 給 を 当 初 計 画 の

16 ， 000戸か ら 10， 100戸追加 し て26， 100戸 と す る こ と と し た 。 (住 7 )

そ の後、 家 賃低減基準 や 仮設住宅の優先枠 な ど前 町 と の 細 部 の協 議 を 終 え た 共産 県 は

1 996年 6 月 27 臼 、 災害復興公営住宅等の供給 と 家賃の低減化 を 中心 と す る f恒久住宅への

移行プロ グ ラ ム j (以下、 『移行 プ ロ グ ラ ム j と す る ) を 決定、 翌28 日 発表 し た。 こ の プ ロ

グ ラ ム に よ り 、 最低家賃 を 5 ， 000 P:J と す る な ど所得 ・ 地域で段階的 に き め 細 か な 家賃 体系

が正式 に 決 ま る な ど、 公的住宅 に入居す る 被災者の支援策の全容が明 ら か に な っ た。

4 . 持家再建支援策の拡充 と 民 間賃貸住宅家賃負担軽減制度の創設

u恒久住宅への移行 の た め の総合 フ。 口 グ ラ ム j の策定)

プ ロ グ ラ ム 策定に 先立つ1996年 6 月 17 日 、 学識経験者 ら でつ く る 「阪神 ・ 淡路大震災被

災者支援県民会議J (代表 : 新野幸次郎神戸大学名 誉教授) は 民 間 賃貸住宅 に 入居 し て い

る 被災者 に 対 し て の家賃補助や貸付制度の創設 な ど を 盛 り 込ん だ被災者支援 の た め の提言

を ま と め発表 し て い る (注 8 ) 0 プ ロ グ ラ ム 策定の経過で議論の あ っ た 「 ど の 住 宅 に 対 し

て 家賃 を 下 げ る の か」 に つ い て は 『移行 プ ロ グ ラ ム j の 中 で は 当面、 住 ま い 復興対策 を低

所得の住宅 困 窮 者 を 対象 と す る 公的住宅 に絞る 方向 と な っ た 。 一方、 持 ち 家 を 再建す る 被

災者や民間賃貸住宅 に 何 と か入居で き る 能力 の あ る 中 堅所得層 に つ い て は今後 の検討課題

と さ れて い た。
『f亘久住宅への移行プロ グ ラ ム 』 の校

①災害復興公営住宅等の供給計治]
②災答復興公営住宅等への入居方法
①家賃低減化対策
@恒久住宅への円滑な移転のための支援
①応急仮設住宅の供与期間の延長等
(]:住ま い復興に係る今後の課題

f恒久住宅への移行のための総合フ。ロ グ ラ ム J の柱

①災ち復興公合住宅等の供給計画
⑦災;ヰ復興公�Mt住宅等への入居方法
③家賃低減化対策
0'tH久住宅への円滑な移転のための支援
①応急仮設住宅の供与期間の延長等
⑥持ち家再建支援策の拡充
⑦民間賃貸住宅家賃負担軽減制度の創設

そ れか ら 約 1 ヵ 月 を 経た 1996年 7 月 23 日 、 検討課題 と さ れた公的住宅以外の支援策 に つ

い て 政府 と の協議が整い 、 兵庫県 は 、 『恒久住宅への移行 の た め の 総合 プ ロ グ ラ ム H以下、

f総合 プ ロ グ ラ ム j と す る ) を 決定、 翌24 日 に 発表 し た。 こ の プ ロ グ ラ ム で は 、 公的住宅

に 入居す る 被災者だ け で な く 、 持 ち 家 を 再建 す る 被災者や、 民間賃貸住宅 に 入居す る 被災

者 に つ い て も 、 生命活の安定 ・ 向上 を 図 る こ と が必要で、 あ る と し て 、 こ れ ら の被災者への支

援策が追加 さ れた 。 兵庫県 は こ の プ ロ グ ラ ム に 基づ き 、 被災者の 希望 に 添 っ た 住宅の供給

を 図 り つ つ 、 21世紀の 高齢社会 を 見据 え た 、 多様で質の 高い住 ま い の復興 を 推進 し て い く

こ と と し た 。 (注 1 )

f総合 プ ロ グ ラ ム j の最大の特徴は 「税金 を 使 っ た 支援策で、 ギ リ ギ リ 納得 の得 ら れ る
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最大限の 線 ま で踏み込んだJ (注 9 ) と 表現 さ れて い る よ う に 、 政府 と 被災 自 治体が個 人

資産 の形成 に 繋が る 民間住宅の復興推進施策の立案の 中 で最大限、 被災者 を 支援で き る よ

う に 智 恵 を し ぼっ た こ と に あ る O

で は 、 ギ リ ギ リ 納得の得 ら れ る 最大限の線 と は ど う い う こ と だ ろ う か。

例 え ば、 所得が中位以上の民間賃貸住宅入居者や 、 ロ ー ン を 借 り ずに貯金 な ど を つ ぎ込

ん で住宅再建がで き た層 は対象外 と さ れ る な ど、 今回 の措置で も 自 力 で再 建 で き る 人 に 対

し て ま で税金で支援す る も の で は な い 。 つ ま り 「震災で な く な っ た も の」 の 補償 (個人補

償) で は な い (注10) 0 し か し 、 住宅 は被災地 の社会的基盤 で あ り 、 地域社会 の存立基盤

であ り 、 「震災が起 き な け れば当 然 そ こ で の 生活 を 享 受 し て い る はず の も のj であ っ た 。

こ の よ う な 認識は一種の居住権 (注11) と し て 位置づけ る こ と が可能で、あ る が、 我が国 に

お い て は居住権 と い う 権利 の 認識、 意識は総 じ て希 薄 で あ り 、 そ れ に 対臨 す る 住宅施策 は

存在 し な い と さ れ て い た 。 し か し 、 阪神 ・ 淡路大震災は住宅の大量破壊 と い う 現象 を 引 き

起 こ し、 自 宅 を 失 い、 自 力 でそ れ を 復旧 す る 資力 を 持た な い高齢者世帯 な ど 自 力 再建困 難

層 の被災者 は応急佼設住宅 な どの仮住 ま い か ら 恒久住宅へ移転す る 展望が全 く 開 け な い状

態 に 陥 っ て い た。 現代 に お い て も 発展途上 国 で、 は 干 ばつ や 戦争 に よ り 多 く の 難民が発生 し

て い る が、 世界有数の豊か な 国 と さ れ る 我が国 に お い て 、 震災難民 と 呼ぶ こ と がで き る よ

う な被災者 を 産み 出 し かね な い事態 で あ る と 危慎 さ れた (注12) 0 こ う し た 状況下、 決定

さ れた今回 の 措置 は、 自 力 で再建す る 基盤 を 失 っ た被災者の 自 主再建 を 支援す る 多彩 な 内

容 (公的賃貸住宅 ・ 民間賃貸住宅入居者の家賃補助、 民 間住宅再建の利子補給の拡充 な ど)

を 含む措置 と な っ て お り 、 実質上、 個 人補償的色彩 を 強 く 帯 びた 支援策 と な っ て い る O こ

の意味で、 ギ リ ギ リ 納得の得 ら れ る 最大隈の 線 ま で踏み込ん だ措置 と さ れ る 。

い ず れ にせ よ 、 『総合 プ ロ グ ラ ム j の 決定 に よ り 、 住宅復興の 支援策 は基本的 に 用 意 で

き る も の は 出 揃 っ た こ と と な り (注13) 、 こ の 後 も 必要 な 支援策 を 検討 し て い く と す る も

の の、 自 力 再 建 困 難 な 被災者の多 く が希望 す る 公的賃貸住宅の 本格 的 な入居募集が始 ま る

7 月 31 日 (第 2 次一元募集 の受付 開始 日 ) を 迎 え る 支援体制が整 う こ と と な っ た 。

5 . 本格的 な 住宅復興 を 目 指 し 支援策を さ ら に 充実

( r住 ま い復興詳細 プ ロ グ ラ ム 』 の 策定)

第 3 次一元募集 の 開 始 を 控 え た 1 997年 2 月 21 日 、 兵庫 県 は 『住 ま い復興詳細 プ ロ グ ラ ム j

を 策定、 翌22 日 に発表す る o 3 ヵ 年計画の最柊年度 に あ た る 1997年度か ら は市街地での公

営住宅の供給が進み恒久住宅への移行が本格化す る O こ の た め①応急仮設住宅等か ら の移

行の対象 と な る 恒久住宅等 に つ い て 、 そ の種別 や戸数等 を 明 ら か に す る と と も に 、 ②民 間

賃貸住宅入居者への 支援対策や 持 ち 家 の 再建 支援策の拡充、 ③ こ れ ま で公的助成の イ ン セ

ン テ イ ブが弱い と さ れて き た 「 白 地地域」 の住 ま い復興対策 な ど を 発表 し、 被災 世帯の 希

望 に応 じ た 一層 き め細 か な 対応 を 行 う こ と と な っ た 。
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以上、 3 つ の プ ロ グ ラ ム の 内容 と そ の影響等 に つ い て、 2 節以下の各節 に お い て順次、

記述す る こ と と す る O

(参考文献〉
(注 1 ) r量生る ま ち ・ 住ま いj ( P .  96) 兵庫県都市住宅音�1997年 3 Jl を参照。 他に 白羽への婆望、 その後の経過に

ついては1996年 5 月 1 日付読売新聞 「地方パワ ー の断面第 2 部震災復興広がる温度差 ( 2 ) 仮設か ら の脱出
進 ま ずJ 、 1996年 7 月 18 臼付読売新聞 「阪神大震災海生への道第11部住宅復興 〈上〉 特例で、実っ た “倒人
補償つ な ど、 家賃軽減については1996年 4 月 21 日 付朝 日 新聞 「阪神大震災第15部一遠い再建 ( 4 ) 重い家
賃、 補助 どこ ま でj な どが経過を伝えている。

(注 2 ) 1996年 5 月 9 日付 神戸新聞夕刊 「家賃補助、 半念、に結論J
(注 3 ) 1 996年 5 月 16 日 付神戸新関 「表層深層JJ 3 万円か ら どこ ま で軽減」。
(注 4 ) (注 3 ) 及び"1996年 5 Jl 31 F1 1す読:/(:，新聞 「阪神大渓災再生への道第10部 2 年 践 の現実 1 家賃補助に財源の

壁j な どを参照。
(注 5 ) 1996年 6 月 21 日付神戸新簡 を主と して参照。 次の段落 も 同様。
(注 6 ) 1996;ド 6 月 23 日付神戸新開。
(校 7 ) 199651- 6 Jl 2 1  日 付神戸新問及び1996年 6 }j 22 日 付朝 日 新開神戸版な どを参照。
(注 8 ) 1996年 6 Jl 18 日 付読売新開及び陀 汀付朝 日 新開c
(注 9 ) 1996年 7 Fl Z5 臼 付神戸新開におけるH原俊民兵隊県知事の発言 (複数) か ら。 同穣の発言 と して公営住宅

の家賃低減の大枠の政府決定の際、 「例人補償はで き な い現行制度の中で、 個人補償的 なギ リ ギリ の支援J
と の鈴木和 美国土庁長官 (渓災復興対策J'!l.ヨ) の発討 があ る (1996年 6 月 21 日付朝 日新開)

(注10) 1996年 7 月 25 日神戸新筒 「住宅総fTプロ グ ラ ム よ う や く 全体像J を参照 して作成。
(注11) 居住権については、 『救済はいつの El か 殺かな閣の居住権侵筈』 近畿弁護士会連合会編著発行 (1996年11

月 23 R ) が詳 しい。 この中で、 居住権は1996年国連総会で採択 さ れた 「経済的社会的及び文化的権利に 関
する 国際規約J 第11条 1 項の規定を最 も重要な国際的法源 と し、 日 本政府は1979年 9 月 21 臼 に 同規約 を批
准してお り 、 河規約 は 日 本政府が国際的に負 っ ている法的な義務であ る と 紹介 し て い る 。 ま た 、 国際居住
連合(HIC) の調査問が1995年 9 月 23 日 か ら 10月 4 日 にかけて神戸市及びその周辺地域で調査を行い、 「広範
囲にわたっ て居住権侵答があ り 、 それが引 き 続いている」 と 問書 ( P . 7 ) は記 してい る 。

(注12) 前述のHIC調奈図は 「 日 本政府が利用で き る あ らゆる手段を用いて 、 こ の 目 的のために必要な措置を講 じ
なければ、 神戸 ( と兵康県) は ご く 短期間の う ち に 日 本のホーム レ ス の首都に な っ て し ま う 可能性があ る
こ と を深 く 憂慮する。 ま た、 現在の動向が絞 く 限 り 、 神戸 と その周辺は、 その住民の驚 く ほ ど多 く が劣悪
な住宅環境を強い ら れる都市 と な る であ ろ う 。 J と 報告 している 。 (注11) の前掲書 ( P . 47) か ら 。 本文
は こ の他、 各種の新間報道記事等を参照 して作成。

u主13) 1 996年 7 月 25 日 付読売新聞に、 貝原俊民兵庫県知事の話と して 「今回の総プロ グ ラ ム で、 提示で き る も の
はすべて出 した。 今後は こ れに沿っ て住宅復興支援を進めてい き たいo J と 記 さ れて い る 。 こ の他、 他紙
の記事も 参照 して作成。
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住宅復興総合プロ グ ラ ム の内容
1996年 7 月 23 日 に 策 定 さ れた 『総合 プ ロ グ ラ ム J に 基づ き 、 1995年 8 月 に 策定 さ れた 『 ひ

ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画J は1996年 8 月 17 日 に 改 定 さ れ、 37施策 か ら 47 施 策 に拡充 さ れ

る こ と と な っ た。 こ の節 で は 、 住宅複興施策の展 開 に お い て 重 要 な 基点 と 位置づけ る こ と

がで き る 『総合 プ ロ グ ラ ム j の 内 容 を 記述す る O

1 . 災害復興公営住宅等の供給計画

災害復興公営住宅等の必要供給戸数の確保 を 図 り 、 そ の推進に あ た っ て は 、 地域性や 規

模 な ど被災者の ニ ー ズ を 踏 ま え る と と も に 、 高齢者等 に 配慮 し た整備 に 努 め る O

(表 1 ) ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画公的賃貸住宅供給戸数フ レ ー ム の改定

公的賃貸住宅 63， 900 
災害復興公営住セ等 26， 900 

災害復興公d営住宅 18， 000 

持開発系住宅 6， 000 

公営住宅等1994年度以前着工分
2， 900 

再開発系住宅 (公団) 6， 000 
災害復興喰公常住宅 20， 700 (2， 700) 

公団 ・ 公社賃貸住宅 10， 300 (1， 300) 
民間賃貸住宅 15， 100 

( ) は1 994年度以前着工分戸数

( 1 ) 災 害譲興公営住宅等の供給戸数の増加

公的賃貸住宅 67， 500※ 1 
災害復興公符住宅等 38， 600 

災符復興公営住宅 25， 100 
(建設) (14， 600) 
(購 入) (3， 100) 
(trf…上) (7， 400) 

再隠発系住宅 (市町分) 4， 100 
公営住宅等1994年度以前着工分 3， 200 
公営住宅空家 6， 200 

再開発系住宅 (低所得者以外) 5， 100 
(市町) (1， 900) 
(公団) (3， 200) 

災害復興準公営住宅 16， 800※ 2 
公呂 田 公社賃貸住宅 (公団氏賞3， 制を含む) 10，3ω出 3

民間賃貸住宅 8， 200 

※ 1  公団民貨を含ま ない
※ 2  1994年度以前着工分3， 070戸を含む
※ 3  1994年度以前着工分1， 300戸を含む

公営住宅 に対す る 需要 に つ い て は、 仮設住宅調査結果等 に よ り 、 公的賃貸住宅 を 希望す

る 者の う ち 、 公営住宅階層 が、 応急仮設住宅では21 ， 000世帯、 応急仮設住宅外で は 10 ， 100

世帯 あ り 、 こ れ に 希望 は 出 て い な いが公営住宅階層 と 考 え ら れる 世帯 を 加 え る と 38， 600世
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帯 と な る と 想定 さ れ た (表 6 参照) 。

こ の需要 に 応 え る た め 、 『 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画J に お い て 、 1994年度以前若工

分 を 含め 、 26 ， 900戸供給す る こ と と し て い る 災害複興公営住宅等 に つ い て 、 借 り 上げ制 度

を 活用 し て 公団住宅等 を 公営住宅 に 振 り 替え る こ と な どに よ り 、 1 1 ， 700戸追 加 し、 供給計

画総数 を 38 ， 600戸 と す る 。

こ れ に よ り 、 公民合わ せ て 125， 000戸 を 3 ヵ 年で建設す る 計画で あ っ た 『 ひ ょ う ご住宅

復興 3 ヵ 年計画j に お い て 、 公的住宅の J:i め る 割合は か な り 高 く 設定 さ れて い た が、 さ ら

に 高 め ら れる こ と と な っ た 。 (63， 900戸→67， 500戸)

特徴的 な の は、 災害復興公営住宅等の大幅 な増加であ り 、 に 災害復興公営住宅 は

18， 000戸か ら 25 ， 100戸へ と 飛躍 的 に 高 め ら れ そ の 結果、 建設主体であ る 県 ・ 市 な ど被

災 自 治体で は賄い き れ な い 数 量 に 達 し た 。 震災前 ま での 兵庫県 下 の 公営住宅等の年間建設

戸数は2， 000戸前後�3， 000戸 の 水準であ り 、 通常年の 4 倍 を 上回 る 戸数の建設が計画 さ れ

た こ と に な る O

※ 特記事項 (注 1 )

①都市 ・ 住宅整備公団への事業委託及 び買取

従来の公営住宅の供給ベ ー ス に比 し 、 飛躍的 な供給量 を 要求 さ れ た こ と か ら 、 県 と 市

町は住宅 ・ 都市整備公団 の全面 的 な 支援 (事業委託及び買 取 な ど) を 受 け る こ と と し

た。 県 と し て は、 神戸東部新都心脇浜 及 び南芦原浜計667戸 に つ い て は 、 公団へ事業

委託す る と と も に 、 「特定借上 ・ 買取賃貸住宅制度要綱J に 基づ き 、 神 戸東部新都心

日 の 出 、 西宮浜等 5 団 地 1 ， 087戸 に つ い て は 、 公団が事業 を 実施 し 、 完成 し た 建物 を

買 い 取 る と い う 新 し い手法 を 導入 し て い る 。

②民 間 か ら の貝取

ま た 、 用 地取得が困難 な 神戸市 内 の県営住宅供給を 推進す る た め 、 民間活力の活用 を

図 る こ と と し、 民 間事業者が建設す る 住宅 を 買 い取 り 県営住宅 と す る 制度 を 1995年11

月 に知事の 了 承 を 得 て 、 全国 に 先駆 け て 導入 し て い る O こ の際、 透明性 を 確保す る た

め 、 公募制 を と る こ と と し、 国 の 「特定借上 ・ 買取賃貸住宅制度要綱j を 受 けて 「兵

庫県特定買取賃貸住宅制度実施要領J を 策定 し 、 さ ら に 審査会設置要綱等 を 整備 し 、

記者発表す る と と も に 、 12 月 8 日 に は こ れ ら 制度の説明会 を 実施 し た。 事業の募集 は 、

12月 22 日 か ら 受付 を 開始 し、 1996年 1 月 24 日 に は早 く も 「特定買取賃貸住宅審査会j

に お い て 買 い 取 り 予定団地の承認 を 得て い る O

( 2 ) 災害寵興公営性宅等の型別供給

災害復興公営住宅等の入居 に あ た っ て は、 世帯人 員 や年齢構成 に 対応 し た供給 を 進め る
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と と も に 、 入居者 間 の 良好 な コ ミ ュ ニ テ イ 形成が図 ら れる よ う に 高齢世帯 と 時支世帯が共

に居住で き る よ う に 配慮 し た 混住型 の住戸配置 と す る O 特 に 、 高齢単身、 高 齢夫婦世帯に

対 し て は、 そ の世帯 に ふ さ わ し い S 型、 M型の小規模 タ イ プ を 中 心 に提供 す る 。

こ れ に よ り 、 仮設住宅調査結果及 び登録調査結果か ら 必要 と な る 公営住宅階層 の 高齢単

身者及 び高齢 2 人世帯等18， 300世帯 に 対 し S 型及 びfM型 を 中 心 に提供 し 、 一 般世帯 に はL

型及び O 型 を 中心 に提供す る こ と と し 、 今後 さ ら に 需 要 を 見極め な が ら 対応 を 図 る O
(表 2 ) 製剤供給の規模 、 対象世事務 (単位 : 戸)

却別に相当する 公合住宅階層の 供給見込
型別 家族構成 需要
S '  M 高齢 l 人， 2 人世帯 18， 300 18， 300 
L ' O  一般世帯 12， 800 15， 000 

〈住宅規模〉
小 言十 31 ， 100 33， :500 

型jjlj�;屯 ※ l  7， 500 ※ 2  5， 300 

計 38， 600 38， 600 
※ 7， 500戸は、 仮設住セ入防者等で導!別需要が明 ら かに さ れていない戸数
※ 2  5， 300戸は、 今後、 需要動向に応 じ、 民間借 仁げの推進、 9 -10年度に発生する既存公営住宅空家の活用

及び既存公開住宅空家の借上げに よ り 、 S ・ M ' L ' O の型別供給を図る戸数。

( 3 ) 高齢者等に 醍損 し た 災害穫興公営住宅等の整備

災害復興公営住宅等の入居者 に は高齢被災者が多 い こ と を 考慮 し て 、 高 齢者世帯が安全

で、 安心 し て生活で き る よ う 、 保健 ・ 医療、 福祉 と 連携 し た 「住 ま い の復興 に 係 る 安心 シ

ス テ ム 」 の一環 と し て住宅整備 を 推進す る O

①高齢者 向 け仕様住宅の整備

県営住宅 に つ い て は、 全住戸のバ リ ア フ リ ー 化 (い き い き 県営住宅仕様) を推進 し、

特 に 高齢者世帯向 け の住戸 ( S 型及び抗型) に は 、 緊急通報 シ ス テ ム や安否 自 働確認

シ ス テ ム な どの高齢者の 生活 に 配慮 し た 設備 を 整備す る と と も に 、 市 町営住宅 に つ い

て も 同様の整備 に 努め る 。

② シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ の推進
ラ イ フサポー ト ア ドバイザー

市 軒の福祉部局 と 連携 を 図 り 、 生活援助員 ( L S A ) を 派遣 し 高齢者の安否確

認や緊急時の対応等 を 行 う シ ルバ ー ハ ウ ジ ン

グ を 、 原則 と し て S 型及 ぴM型 を 有す る すべ

て の県営住宅団地 に 導入す る と と も に 、 市 町

営住宅 に つ い て も 両様の事業化 に 努め る O

③ コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グの思想 を活か し た 災

害復興公営住宅等の整備

高齢者世帯の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に 配慮 し て 、
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(表 3 ) シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ整備予定戸数

シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ 予定戸数 団地数
災害復興県営住宅 1， 600戸 32 

災害復興市町営住宅 1， 900戸 45 

計 3， 500戸 77 
(注) 県営、 市営住宅に未定戸数があ り 、 供

給戸数は今後増加する見込みであ る 。



高齢者等が孤独 に 陥 る こ と な く 積極 的 に

共 同生活の安心 と 楽 し みが得 ら れ る よ う

コ レ ク テ イ ブFハ ウ ジ ン グの思想 を 導入 し

た 災害復興公営住宅の整備 を ハ ー ド ・ ソ

フ ト 面か ら 進め る O

(表 4 ) コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ整備予定戸数

コ レ ク テ イ ブPハ ウ ジ ン グ 予定μ数 [.Ij地数
災宍復興県営1H: 13lJ 1 5 

災持復興市町営住宅 30J î l 
161} 1 6 

具体的 に は 、 公営住宅 に 共 同炊事施設や

ボ ラ ン テ ィ ア が活用 で き る 共用 ス ペ ー ス

を 設 け 、 共 同 生活 を 楽 し む こ と がで き る

よ う に す る こ と と し 、 東部新都心等 に お

い て モ デル 的 に建設す る O

(注) このほか、 各市において も 検討 中であ る 。

(表 5 ) コ ミ ュ ニ テ ィ プラ ザ整鎗予定数

( 4 ) 護興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プラ ザの設置

住民相 互 の ふ れ あ い や助 け合い を 支援 し、

コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ

災完復興県'1削γち
ト一一
災害復興市町宇?住宅

ト一一一一
計

予定数
2G ヵ 所

24 ヵ 所

49 ヵ 所

地域福祉や ボ ラ ン テ イ ア 活動の場 と な る 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ、 を 、 地域の特性や団

地規模 を 考慮 し て 設置す る O

( 5 ) 地域別需要に対応 し た住宅の供給

災害援興公営住宅の整備 に あ た っ て は、 被災地 を 8 ブ ロ ッ ク に 区分 し 、 仮設住宅調査結

果等か ら 、 希望の あ っ た戸数に つ い て は、 借上制度等の活用 に よ り 、 原則 と し て 当該 ブ ロ

ッ ク に お い て 必要 と な る 戸数 を 確保す る O

但 し 、 被災地の う ち 、 人 口密度の高い神戸市 に つ い て は 、 用 地 の確保等の 問題や 良好な

ま ち づ く り と い う 観点か ら 隣接す る ブ ロ ッ ク 等で も 供給で き る よ う に す る O

(表 6 ) ブ ロ ッ ク 別災害復興公営住宅等の需給見通 し

仮設住宅居住者の希梨 I 6. 300 I 7. 81l0 I ∞  I 1， ∞o I 4， 100 I 側
仮設住宅外肘住者の希望 I 2， 800 I 3， 4∞ 200 I 300 I 2， 500 I ∞ 

需要見込み計 600 I 1 ， 300 I 6， 600 I 1 . 400 

地域未定 | 合 計

京 l7， 500 I 38， 600 
活 2公営住宅等供給見込計 I 8， 4∞ I 8， 800 I 1， 800 I 3， 400 I 6 ，初日 I 2， 7ω I 9∞ I 500 I 33， 3∞ 5， 300 I S， 600 

※ 1  7， 500戸は 、 仮設住宅入居者等で、 希望地が明 らかに さ れていない戸数。
※ 2  5， 300戸は、 今後民間借 り 上げの推進、 9 �10年度に発生する既存公営住宅空 き 家の活用及び既存公団住

宅ZR き 家の借 り 上げに よ り 供給を図る戸数。

( 6 ) 災害復興公営住宅等への入居時期

公営住宅階層 の 仮設住宅か ら 恒久住宅への入居 に つ い て は、 遅 く と も 1998年度上期 に は、

ほ ぼ全員 の 入居 を 完了 す る と と も に 、 応急仮設住宅外希望者 を 含 め て 、 1999年度上期 に は

全体の入居 を 完了 す る 計画 と す る O
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こ の た め 、 災害復興公営住宅等の供給計画戸数38， 600戸 の供給 に つ い て は 、 出 来 る だ け

早期 に 供給 を 図 り 、 1996年度末 ま で に 13 ， 100戸、 1997年度中 に 、 14， 300戸供 給 し 、 1999年

度末 ま で に は、 38， 600戸の供給 に 努め る O

(表 7 ) 災害復興公営住宅等時期別供給戸数 (単{立 : 戸)

1995年度 1996年度 1997年度 1998:9三度 供給見込計
神戸市東部 200 2， 400 4， 200 1， 600 8， 400 

神戸市西部 900 2， 800 3， 300 1 ， 800 8， 800 

北神 ・ 三 回 200 700 900 。 1， 800 

峰神 ・ 明石 300 1， 400 I 1， 000 700 3， 400 

阪 神 南 部 300 1 ， 500 3， 400 1 ， 600 6， 800 

阪 神 北 部 400 800 1， 300 200 2， 700 

淡 路 地 域 1 00 700 100 。 900 

t器 購 等 。 400 100 。 500 
2， 400 10， 700 14， 300 5， 900 33， 300 

地 域 未 定 ※ 5， 300 5， 300 
メIヨ込 言十 2， 400 10， 700 14， 300 11 ， 200 38， 600 

累 2， 400 13， 100 27， 400 38， 600 
※ は、 今後民向借上げの推進、 9 �10年度に発生する既存公営住宅空 き 家

の活用及び既存公開住宅空家の借上げに よ り 供給を図る戸数。 こ こ では、
1998年度に一括計上 している 。 戸数は、 100戸単位で同捨双入 した。

(表 8 ) 災害害復興公営住宅等の年度別入居計話題

1995年度 1996年度 1 997年度 1998年度 その他
公営住宅等供給計画 2， 400 10， 700 14， 300 5， 900 ※ 5， 300 

累 計 2， 400 13， 100 27， 400 33， 300 38， 600 

仮設f主宅か らの入居 800 9， 100 12， 200 4， 600 

累 計 800 9， 900 22， 100 26， 700 26， 700 

仮設外か ら の入居 1， 600 1， 600 2， 100 1， 300 5， 300 

祭 言十 1， 600 3， 200 5， 300 6 ， 600 11 ， 900 

合 計
38， 600 

26， 700 

11 ， 900 

※ は、 今後民間借 上げの推進等 に よ り 供給を図る戸数。 こ こ では、 19985ド度ののちに一括計上 している O
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(表 9 ) 公的賃貸住宅の供給計画 ・ 団地一覧 (1996年 6 月 )

1 . 住宅穏泌総括表
穏 �IJ 入居時期 (予定) 問地数

員十 未 定

災察復興公営住宅 募集済み 員十 45 2， 160 。
募集中 言十 15 1 ，  176 。
8 年度 ヒ期 計 l:l 433 。
8 年度下期 計 69 4， 097 。
9 年度上期 計 35 3， 039 。
9 年度下期 計 48 6， 986 25 1 
1 0年 度上期 計 6 1， 724 55 
10年度下期 百十 4 1， 800 240 

ノj、 言十 235 21， 415 546 

再開発系住宅 募集i斉み 5十 5 i 188 。
8 年度 1:真苦 言十 4 96 。
8 年度 下期 五十 15  588 。
9 年 度 上期 計 7 361 。
9 年度 下 期 計 26 3 ， 856 。
10年度上期 計 5 635 54 
10年度下期 計 2 248 。

ノj、 言十 64 5 ， 972 54 

災害復興準公営住宅 募集渋み 言十 50 1， 656 。
募集中 言十 I 30 。
8 年 俊上期 計 6 121 。
8 年 度下期 計 79 1， 747 。
9 年度 上期 計 135 2， 902 。
9 年度下期 計 22 1， 239 。
10年度上期 計 4 220 。
未定 3 40 。

ノj、 言十 300 7， 955 。
公団 公社賃貸住宅 募集渋み 言十 8 557 。

8 年度上期 言i司 3 200 。
8 年度下期 計 2 133 。
9 年度j二期 計 1 172 。
9 年皮下期 計 3 410 。
10年度下郊 言十 I 40 。

ノj、 言十 18 1 ，  512 。
講堂 言十 617 36， 854 600 

供 給 戸 数

S 型 M理P u設 0 1政
204 480 1， 022 454 
20 。 468 688 

144 185 82 22 
178 2 ， 238 1 ， 1 骨6 485 
391 1 ，  013 984 651 

1 ，  914 1 ，  836 2， 044 941 
505 524 戸dに55 85 
336 687 382 155 

3， 692 6， 963 6， 733 3 ， 481 

45 19 119 " 
5 。 75 16 

57 107 376 48 
43 165 126 27 

662 1， 533 1 ， 006 655 
168 1 69 173 71 
51 51 115  31 

1 ，  031 2， 044 1， 990 853 

。 78 1 ， 200 378 
。 。 。 30 
。 。 18 1 03 
。 93 783 871 
。 431 1 ，  854 617 
。 215 749 275 
。 5 119 96 
。 。 18 22 
。 822 4， 741 2 ， 392 

28 71 144 314 
36 53 30 41  
46 7 31  49 

。 43 43 86 
188 40 42 140 
40 。 。 。

338 214 290 670 

5， 061 10， 043 13， 754 7 ， 396 

※ 1  災努復興公営住宅等の う ち 、 借 り 上げ (民間借上分を含む) 分及び公営住宅空 き 家並びに公団 ・ 公社賃貸
住宅の う ち 、 公団災賃は今闘の一覧表には掲載していない。

※ 2  市担I施行分の再開発系住宅は、 低所得者向けの災害復興公食住宅等に含ま れて扱われる も の と それ以外の
も の と は区別は していない。 今後、 災害復興公営住宅等 と して取 り 扱う も の について整理をする 。

※ 3  公団施行分の再開発系住宅の一部分については、 今後借上制度に よ り 公営住宅 と する 。
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(表10) 公的賃貸住宅の供給計額 ・ 団地一覧 (1996年 6 月 )

2 . ブロ ッ ク 別総括表
供 給 戸 数

ブロ ッ ク 閉j 市氏町甲] 同地数 長十 ヰと定 5 塑 M可1 L!世
神戸市東部 神戸 市東灘区 48 2， 822 。 1 6 1  1 ，  3 1 0  1 ，  031 

神 戸 市灘μ 46 3， 21R IJ 422 1， 175 1 ， 215 

神 μ 市 中央区 31 2， 795 。 559 1， 155 721 

小 計 125 札 訴 。 1， 142 :]， 640 2サ 967

神戸市西部 神戸 市兵療[ズ 43 2， :m 132 632 5:]2 740 

神f 1 ft;長mv 40 1 ，  957 1 9  2!1l 936 594 

神戸 市須磨ド 15 1 ， 477 17政 444 5 1 9  

神戸 市垂水ド 20 2， 544 。 285 837 1， 1 5 1  

小 ili 1 1 8  8 ，  206 1， 386 2， 749 3， 削14

北神 ・ 三 田 干申 J Î !Ti北[ズ 15 1 ， 1 10 。 149 237 5:14 

三一 i丑 ，11 6 664 () 。 。 256 

小 計 21 1 ， 774 。 149 237 7以}

西神 ， 明石 神 μ 市 訴[メ 3 1  3， 323 。 320 593 1， 678 

月IHi ，!i 15 的犯 154 22 1 1 2  41:J 

ノj、 計 46 4， 321 154 342 サ三附
阪 神 南 部 尼崎市 43 2， 146 240 718 7 1 3  

西武 Iti 68 4，  :189 。 676 し 066 1 ， 572 

芦械 11J 1R 1 ，  1:18 。 260 338 :m 

ノト 計 129 7， 673 240 1 ， 654 し 739 2， 662 

阪 神 北 部 伊丹 市 62 2， 023 。 72 2自l お 1 2

ま塚市 4 4  1 ， 345 。 132 253 562 

川 内l '官 21 1 ， 担18 。 96 76 :166 

小 計 127 4， :176 。 300 620 1 ， 740 

1主 路 洲 本 市 I l 。 。 。 。

津名町 10 220 。 34 60 43 

淡路町 1 60 。 。 1 2  。

北淡町J 7 167 。 18 4ぷ 6 1  

一下f昨f 8 194 。 1 2  1 1 1  5 5  

]1.色町 4 65 。 8 4 49 

東浦町 4 140 。 8 40 28 

緑町 1 24 。 。 。 4 

小 計 36 871 。 以) 275 240 

播 磨 等 姫路市 4 150 。 。 。 54 

加古川市 4 1 89 。 。 30 81 

多『松 市 2 72 。 。 。 36 

高砂市 1 100 。 8 。 68 

加美町 l 1 8  。 。 。 6 

上郡日再r 2 99 。 。 48 。

篠 山 町 l 2 1  。 。 。 1 5  

小 言十 1 5  619 。 8 78 260 

総 計 6 1 7  36， 854 600 5， 061 10， 043 1 3 ， 754 

o明
320 

406 

360 

1 ， 1J約6

341 

1 1 7  

281 

271 

1 ， 010 

190 

408 

598 

732 

297 

1， 029 

140 

1， 075 

163 

1 ，  378 

848 

:l98 

470 

1 ， 7 1 6  

l 

83 

4お

40 

1 6  

4 

64 

20 

276 

96 

78 

36 

24 

1 2  

5 1  

6 

303 

7， 396 

※ l  災害復興公営伎宅等の う ち 、 借 り 上げ (民間借上分を含む) 分及び公営住宅空 き 家並びに公団 ・ 公社賃貸
住宅の う ち 、 公開民賃は今回の一覧表には掲載 していない。

※ 2  市町施行分の再開発系住宅は、 低所得者向けの災寄復興公営住宅等に含ま れて扱われる も の と それ以外の
も の と は区別 は していない。 今後、 災筈復興公営住宅等 と して取 り 扱う も の について整理をする。

※ 3  公団施行分の再開発系住宅の一部分については、 今後借上告iJ度に よ り 公営住宅 と する。
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2 . 災害復興公営住宅等への入居方法

J;b、急{反設住宅の入居者の早期移転 に 配意 し つ つ 、 被災者の恒久住宅への 円 滑かっ早期入

居 を 進め る た め 、 次の考 え 方 に よ り 、 入居 を 進め る 。

( 1 ) 基本的考 え 方

①災害復興公営住宅等への入居 に つ い て は、 原則 と し て 、 従前 どお り 県 ・ 市町 ・ 公団 ・

公社 に よ り 構成 す る 災害復興 (賃貸) 住宅管理協議会が一元的募集 を 行い 、 今後、 年

度別募集戸 数 を ま と め、 1996年 7 月 下旬 に 実施予定の 第 2 次一元的募集 に 続 き 、 そ の

後1998年 度 に か け て数 回 の一元 的募集 を 行 う 。

②一元的募集の実施 に あ た っ て は 、 地域性 を 考慮す る と と も に、 被災者が応募 し や す い

募集方法 を 行 う o (応募 区分 : 神戸 市東部、 神戸市西部、 北神 ・ 三 回 、 西神 ・ 明 石 、

阪神南部、 阪神北部、 淡路、 播磨等)

③一元的募集 に 際 し て は、 応急仮設住宅入居者が早期 に 公営住宅等 に入居で き る よ う 応

急仮設住宅入居者枠 を 設定す る O

④ き め細やか なe情報提供並びに 申 込指導 に よ り 、 応急仮設住宅入岩者 の 1998年度上期 ま

での但久住宅への入居 を 図 る O

( 2 ) 具体的 な選考方法

①応急仮設住宅入居者枠及 び高齢者枠等の設置

一元的募集 に 際 し て は、 応急仮設住宅入居者の 1998年度上期 ま での早期入居 を 図 る た

め 、 相 当 割合 の選考枠 (応急仮設住宅入居者枠) を 設定す る O な お 、 S 型 ' M却 に つ

い て は 、 高齢者や障害者用 等 と し て募集す る O

②一元的募集 に つ い て の周 知

一元的募集の実施 に 際 し て は 、 各種広報媒体、 総合住宅相談所、 応急、仮設住宅巡回相

談員等 を 活用 し て被災者 に 対す る 周 知 を 徹底す る O 特 に他府県及 び被災地外に つ い て

は、 当 該府県や 自 治体の協力 を 得 て 周 知 の徹底 を 隠 る O

③入居者選定

応急仮設住宅か ら の 申 込者 に つ い て は、 応急、仮設住宅入居者枠での抽選 を 行 い 、 こ の

抽 選 に 外れ た 者 は 、 応急仮設住宅以外か ら の 申 込者の抽選時 に 、 再度抽選 を 行 う 。

3 . 家賃低減化対策

仮設住宅調査結果等か ら 阪神 ・ 淡路大震災に よ り 家財等 の 資産が消滅す る と と も に 、 家

賃負担能力 が著 し く 低下 し た 被災者が恒久住宅へ 円 滑 に 移行 し 、 生活再建が出 来 る こ と が

必要であ る O こ の た め 、 県 ・ 市町 に お い て 、 災害復興公営住宅等 に 入居す る 被災者一世帯 を
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対象に、 入居者が無理な く 負 担 し得 る 家賃 と す る た め 、 所得や住宅 の立地 及 び規模 に 応 じ

て応能応援の考 え 方 に よ り 、 現行家 賃 を 低減化す る と と も に 、 更 に 低所得 者 に つ い て は 一

定期 間一層 の 家賃低減 を 行 う O

具体的 な 家賃 は (表13) 給与所得 (一般世帯) の場合、 及 び (表14) 年 金取得者の場合

に 示 さ れて い る 家賃表に従っ て算定 さ れ る O

家賃低減化対築の概要

①対象者 : 災害復興公営住宅及 び市町施行 分 の 再 開 発系住宅 に 入居す る 低所得 の 被 災

者。 1998年度 ま で に入居決定が な さ れた者。

②家賃低減化方法 : a ) 家賃負 担能力 に 配慮 し て家賃低減化 を 国 る た め 、 入居者の所得

に 対応 す る と と も に 、 住宅相互 間 の家賃の均衡を 図 る た め、 住宅の

S ・ M ' L . ü の規模及 び地域間の格差 を 考慮 し た 立 地 区分に応 じ

た減免基準 を 行 う o b) 所得 階層が10% 階層以下 の低所得者 に つ い

て は、 さ ら に 家賃負担の軽減化 を 図 る こ と と し 、 小規模な住宅 に つ

い て は 、 極 め て 所 得 の 低 い 世帯 に 対 し て は 、 大都市部 に お い て も

6， 000 円 台 の 家賃 ま で引 き 下 げる こ と と す る O

③実施期 間 : 所得階層が10%階層 以下 の低所得層 に 係 る 一層 の家賃低減の 実施期 間 は 、

5 年 間 と す る 。

4 . 恒久住宅への 円潜 な移転の た め の 支援

恒久住宅へ の 円滑 な移転の た め 、 「生活支援 ア ド バ イ ザ - J の 設 置 な ど に よ る き め 細 か

で総合的 な 相談支援体制 の 充実 を 図 る O ま た 、 「生活福祉資金J 制 度 を 活用 ・ 充実す る と

と も に 、 生活福祉資金の利用促進 を 関

る た め 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を

活用 し て利子補給制度等 を 設 け る O

( 1 )  r生活支擾ア ドバ イ ザー Jの設農

応急仮設住宅での生活が長引 く な か

で、 生活再建 に 向 けた恒久住宅の確保

や生活支援への き め細か で総合的 な 相

談 ・ 支援体制が望 ま れて い る 。 こ の た

め、 臨急仮設住宅 に 配置 さ れて い る 「ふ

れあ い セ ン タ ーJ な ど を 活動拠点 と し

て訪 問指導 を 行 い 、 課題解決 に 向 け た

支援 を 行 う 「生活支援ア ド バ イ ザーj
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(表11) 設萱者別生活支援ア ドバ イ ザー 数

所属機関名 対 象 地 区

阪 神 県 民 局 大 阪 市
淡路福祉事務所 淡 路 全 域

神 戸 市 神 戸 市、 一 木 市
尼 崎 市 尼 崎 市
西 宮 市 西 宮 市
芦 屋 市 芦 屋 市
伊 丹 市 伊 丹 市
川 西 市 川 西 市
宝 塚 市 宝 塚 市
三 田 市 三 田 市
明 石 市 明 石 市

加 古 川 市 加宙川市、 播磨町、 稲美町
姫 路 市 姫 路 市
高 砂 市 高 砂 市

合 計

班数 人数

2 4 
2 4 

27 55 
2 4 
戸d 10 
3 6 
1 2 

2 
2 4 
l 
1 2 
1 2 
1 2 
l 2 
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を 設置す る O

ア . 業務

①恒久住宅確保に 係 る 情報提供や相談 ・ 支援

②生活支援の た め の情報提供や 関係機関 と の連絡調整

③ ボ ラ ン テ ィ ア と の連絡

イ . 配置人員等

④配置人 員 : 100人 ( 1 班 2 人)

⑤実施時期1996年 8 月 1 日

⑥J;íS、急、仮設住宅が設置 さ れて い る 区域 を 区分 し て指定す る 50 カ 所の 「 ふ れ あ い セ ン タ

- J 等

( 2 ) 生活描祉資金貸付制震の充実

被災者の応急仮設住宅等か ら 恒久住宅へ の 円滑 な移転の た め に 、 移転時 に 見込 ま れ る 資

金需要 に 対 し て 、 兵庫県社会福祉協議会が実施す る 「生活福祉資金貸付金」 に 対 し て利子

補給な どの特例措置 を 講 じ る 。

a ) 利子補給対象者 r生活福祉資金」 を 借 り 入 れ る 花、急、仮設住宅等 の 仮住 ま い か ら

恒久住宅へ移転す る 低所得世帯。 b ) 利子補給率 : 3 % (貸付利率の全額 を 利子補給) 。

c ) 利 子補給期 間 5 年 間 。 d ) 利子補給見込件数 : 30， 100世帯 (応急仮設住宅入居

世帯の70%)

〈生活福祉資金の概要〉 仮住 ま い か ら 恒久住宅への 移転 に 伴 う ①転宅費②新居の敷金

③生活 に 必 要 な 家具、 照明 兵な どの購入費 な ど を 使途 と す る 資金。 a ) 貸付 限度額 :

50万 円。 b ) 貸付条件 : 償還期 間 6 年以内。 c ) 貸付利率 : 3 %0 d ) 保証人 1 名 (得

ら れな い場合は公的 な 保障制度有 り ) 0 e ) 実施 日 : 1996年 8 月 1 日

5 . 克、急仮設住宅の供与期 間 の延長等

公営住宅等の恒久住宅が十分に確保 さ れる ま での 問 、 応急仮設住宅の供与期 間 の延長 を

図 り 、 応急仮設住宅の供与 を 続 け る O ま た 、 転居後の応急仮設住宅等 に つ い て は、 順次撤

去 を 図 る O

6 . 持家再建支競策の拡充

民間住宅の持家再建等 につ い て は、 f ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画j に お い て 、 住宅金

融公庫等や県 ・ 市の低利融資及び県 と 神戸市で設置 し た 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に よ る

利子補給並びに優良建築物等整備事業 に よ る 被災マ ン シ ョ ン 再建等への助成 に よ り 支援 を

図 る こ と と し て い る O 今回、 民間住宅の復興 を さ ら に 支援す る た め 、 極的整備事業等 区域
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外で も 活発化 し て き て い る 住宅再建の動向及び公的融資制 度以外の 民 間 融 資の利用が相当

数あ る 状況等 を 考慮 し、 基金を 活用 し た持家再建支援策の拡充強化 を 図 る O

( 1 ) 被災者住宅再建支援に対す る利子補給制度の拡充

①利子補給対象区域の拡大

「被災者 (分譲) 住宅購入支援制度J 、 「被災者住宅再建支援制 度J 及 び 「県 ・ 市単独

住宅復興融資制度」 の利子補給対象 に つ い て 、 被災地域全域への拡大 を 図 る O ま た 、 災

害復興 (分譲) 住宅以外の住宅購入 も 支援対象 と す る O

ア . 利 子補給 : 公庫… …2. 5%、 5 年間 県 ・ 市 … … 1. 65%、 5 年 間

イ . 対象者 : 被災者向 け 公的融資 を 受 けて新た に住宅 (公庫災害復興住宅融資基準並

み) を 建設 ・ 購入 し た者 (年収1， 431 万 円 以下)

〔現行制度〕 被災地が 「面的整備事業等 区域J 内 、 又 は 再建地が 「新市街地等j 内 で

あ る 再建者並 びに 「災害復興 (分譲) 住宅J の購入者

②民 間融資への対象拡大

公庫等公的融資利用者 に加 え て 、 民 間 融 資 に よ る 再建者が相 当 数 に 及 ん で い る こ と か

ら 、 民 間 融 資 (銀行 ロ ー ン 等) に よ る 再建者 も 利子補給の助成対象 と す る O

ア . 利子補給 : 1 .  925%、 5 年 間

イ . 対象者 : 被災者向 け民間融資 を 受 けて新た に住宅 (持 ち 家 、 公庫 災害復興住宅融

資基準並み) を 建設 ・ 購入 し た者 (年収1， 431 万 円 以下) 0 ま た 、 住宅債務償還特

別対策 (二重 ロ ー ン 対策) に お い て も 、 助成額の算定 に あ た り 、 民 間 融資分 も 支

援対象 に加 え る O

( 2 ) 大規摸補修に対す る 利子補給制度の創設

大規模 な 住宅補修 を 行 っ た 者 に 対 し て 、 負担軽減を 関 る た め 、 利子補給 を 行 う 。

ア . 利子補給 : 公庫…2. 5%、 民 間 … 1 . 925%、 県 ・ 市 … 1 . 65%、 期 間 は全て 5 年 間

イ . 対象者 : 被災者で 自 己 の 居住用住宅 (持家) を 補修 し 、 借入金が500 万 円 以 上 の

者 (年収1， 431万円以下)

( 3 ) 高齢者特別融資 (不動産活用型) に対す る利子補給制度の創設

再建意欲の あ る 高齢者の住宅再建への積極的 な 支援 を 行 う た め、 通常の住宅 ロ ー ン の利

用 が 困 難 な 高齢者が 自 己所有地の担保力 を 前提 と し た融資制度 を 利 用 す る 場合 に利子補給

す る 。 (利子補給 : 3 %、 10年 間)

( 4 ) マ ン シ ョ ン 建替支援策の創設等

マ ン シ ョ ン の建替 を 積i極 的 に 支援す る た め 、 f定期借地権 に よ る 被災マ ン シ ョ ン 建替支
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援制度J の創設及び 「被災マ ン シ ョ ン 共用 部分補修支援利子補給制度J の 拡充 を 図 る O

①定期借地権 に よ る 被災マ ン シ ョ ン 建替支援制 度の創設

区分所有者の大半が高齢者であ る な ど、 通常再建が困 難 な 被災マ ン シ ョ ン を対象に住

宅供給公社が区分所有者 に 再分譲す る こ と を 前 提 に 、 そ の 土地 を 取得 し て定期借地権付

き 分譲マ ン シ ョ ン を 建設す る 場合、 助 成 を 行 い被災者の定期借地権地代 の 負 担軽減 を 鴎

る o [一括助成金J 260万 円 /戸 ( 区分所有者の持分の土地評価額が1， 400 万 円 /戸 の 場

合) [調査設計費J 20万 円 /戸

②被災マ ン シ ョ ン 共用 部分補修支援利子補給の拡充

マ ン シ ョ ン 再建の促進 を 図 る た め 、 共用 部分補修 に つ い て の公庫融資 に 対 す る 利子補

給の対象額の 上 限 を 引 き 上 げる o [現行〕 公庫融資額100万 円 � 150万 円 〔改正J 830万

円

( 5 ) そ の他の支擾

「特定借上 ・ 特定 目 的借上公共賃貸住宅等建設支援j 、 f被災宅地二次災害防止対策事業

補助」 、 「復興 ま ち づ く り 支援事業補助J 及 び 「 ひ ょ う ご県民住宅復興 ロ ー ン j の拡充 を 図

る O

①特定借上 ・ 特定 目 的借上公共賃貸住宅等建設支援の拡充

国の 「特定借上 ・ 買 取賃貸住宅制度j 、 「特定 目 的借 ヒ公共賃貸住宅制 度j 及び 「公営

住者制度 (借上方式) J に よ り 公共賃貸住 宅 を 建 設す る 事業者 に 対 し て 、 利子補給率 を

引 き 下 げる と と も に 、 民 間融資分 も 支援対象 に 加 え る o [利子補給〕 当 初 5 年 間0. 5%、

6 �10年 目 (融資利率 2 %) 

②被災宅地二次災害防止対策事業補助 の拡充

被災宅地の復旧 を 促進 し 、 二次災害の 防 止 に 努め る た め 、 対象工事費 を 増 額す る と と

も に 、 補助率 を 引 き 上 げ る o [対象工事費J 300万 円 →500万 円 〔補助率J 300万 円 ま で l

/2、 300万 円 超は 3 / 4

③復興 ま ち づ く り 支援事業補助の拡充

初動期 の ま ち づ く り を 支援す る た め 、 「 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト 派遣 」 の補助 額 を

増額す る o [現行J 1 地 区 150万 円 (被災マ ン シ ョ ン 再建の み300万 円 ) [改正J 1 地区 150

万 円 (被災マ ン シ ョ ン 再建及 び 7 人以上で構成 さ れ る 住民団体の場合は300万 円)

④ ひ ょ う ご県民住宅復興 ロ ー ン の拡充

「 ひ ょ う ご県民住宅復興 ロ } ンj は、 公庫 の災害復興住宅融資等 を 利 用 し で も 住宅再

建資金が不足す る 被災者 を 対象 に 融 資 を行 っ て き た が、 一定要件の も と 、 公庫融資等の

利用 を 条件 にせず、 融資す る O
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7 . 民 鵠賃貸住宅家賃負担軽減制度の期設

中低所得 の被災者が賃借す る 民間 賃貸住宅等 の家賃 に つ い て 、 被災者の家賃の初期負担

の軽減 を 図 る た め 、 基金 を 活用 し て新た に 民 間賃貸住宅家賃負担軽減制度 を 創 設す る O

( 1 ) 制 度の 仕組み : ① 「被災者向 け賃貸住宅J と し て提供 を 希望す る 経 営者等が市 町 に

登録 申 請 し 、 市町が適当 と 判 断 し た 場合、 認定登録す る O ②入騒 を

希望す る 被災者は予め市町に設録 を 行 い 、 資格審査 を 受 け た う え で、

登録住宅 の 中 か ら 、 適 当 な 賃貸住宅 を 選択 し 、 経営者等 の 同 意 を 得

て、 市 町 に 民 間賃貸住宅家 賃補助 申 請 を 行 う 。 ③甫 町 は 、 審査の う

え 的確 と 判 新 し た場合、 被災者及 び経営者等 と 、 家 賃 ・ 補助金額 ・

減免後家賃 を 明示 し た 三者契約 を 締結す る O ④経営 者 等 は 、 予 め 補

助金分 を 減額 し た 家 賃 を 入居者か ら 撤収 し 、 経営者等 の 請求 ら に よ

り 補助 金 を 交付す る 。

( 2 ) 補助対象者 : 経営者等 (補助対象 見込件数 : 24， 600戸)

( 3 ) 家賃軽減対象者 : ①収入分位50%階層 以 下 の 被災者、 ②震災以前 に 入居 し て い た住

宅が滅失 し た者、 ③基金 に よ る 他の支援制度 を 利用 し な い者

( 4 ) 補助対象住宅 : ①住戸規模25m 以上、 ②適正 な住宅 の構造、 設備等 を 備 え て い る 民

間賃貸住宅 (含む公団 ・ 公社一般賃貸住宅)

( 5 ) 補助対象期 間 : 1998年度末 ま で を 受付期 間 と し 、 認定後、 1999年度 末 ま で。

( 6 ) 補助額 : 家賃が 6 万 円 以 上 の 場合 は 、 各年度毎の 定額 と し 、 家賃が 6 万 円 未満 の 場

合 は各年度毎の 定率 と す る O
(表12) 年度別民濁賃貸住宅家賃補助額一創設時一

家綿賃 6 万 円未満の場合 | 家賃の山 i 家賃の山 l 家賃のU

※ 民 関賃貸{件干主ゐ宅家賃負担軽減t市制詰討j度 は 、 そ の 後 さ ら に被災者の生活再建 を 支援す
る ため対象住宅の函積要件及び設備要件 を 撤廃 し、 県外の民間笠貸住宅等 も
一定の条件の も と 対象 に加 え る と と も に、 補助期 間 の 1 年延長 と 補助額の増
額 を 1997年 3 月 か ら 行 う こ と と な っ た。

(参考文献〉

こ の節 は主 と し て 「恒久住宅への移行 の た め の総合プ ロ グ ラ ム J 兵庫県 (1996年 7 月 ) を参照 し て作成。

(注 l ) r匙る ま ち ・ 住 ま いj (p. 100-101) 兵燦県都市住宅部 (1997年 3 月 ) を 参照。 こ の 中 で 災害復興公営住宅

の特記事項 と し て ア . 住宅 ・ 都市整備公開への事業委託及び買収 イ . 民間か ら の 買 取 の ほ か ウ . ひ

ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画の見直 し エ. シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ オ . コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ カ . 住宅

復興推進式 (1995年 7 月 17 日 開儀) を 挙げて い る 。
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(表13) 兵庫県営住宅の被災者に対す る 減免後の家賃表 ( そ の 1 ) ー給与所得 (一般世帯) の場合

入居者の収入及び住宅の規模、 立地に応 じ て 、 そ れぞれ下欄 に 定 め る 績に減額す る も の と す る 。 (単位 : 円)
年 間主主収入金額 1 DK (概ね40rrlJ 2 DK (概ね50rrl) 3 DK (概ね65rrj) 4 DK (相旺ね75m)

1 人世帯 2 人世帯 3 人 世帯 4 人世帯 I 耳 皿 N V I H 田 N V I E E N V I E 血 N V 

。 。 。 。
~ ~ 

890. 000 1 .  270， 倒的 ' ， 067， 999 2可 231 . 999 凡 600 。， 3明) 6， 削)0 5， 7収) ;l， 似)0 札 3開 7， 900 7， 500 7弓 100 5. 500 1O. 8C守 1 0 ， 2朋 9守 7収) 9， 300 7. 12， 500 1 1 ， 校時 1 1 ， 200 10‘ 7明) 札 300

890，001 1. 270， 仰1 1 . 口1;8. C守O 2， 232、000
~ ~ 

1 ，  BO， 000 1 ， 510， 000 2 . 031 ， ヲ99 2. 571 ， 999 11 . 1 00 1 0， 5杭) 10. 000 9， 500 7， 4刊) 13， 9伺 13 ， 200 12 . 500 1 1 ，  900 9， 2ヲQ 18 ， 000 17 . 1 開 16. 2Cヲ 15 ， 500 20. 関3 19， 日収) 18， 7開 17 日開) 13 ， 900 

1 ，  130， 001 1 ，  510， 001 2， 032， 開。 2， 572， 000 

1 .  370， 000 1 ， 83 1 ， 999 2， 371‘ 999 2. 915. 999 15 . 500 14 ， 700 1 4 . 000 13 ， 300 1 0， 300 19 . 1日) l札 400 17 . 500 16 ， 600 12 ， 9制 25. 200 24. 併)0 22. 7開 つ1 ， 700 I 16 .  29. 1∞ 27， 7明) 26， 200 24、 軒町 19. 400 

1， 370， 001 1， 832、 川)0 2， 372， 000 2， 916， 000 
~ ~ 

1 ，  610， 000 2. 171 ，  999 2， 715， 999 3. 2ち9.999 19ヲ 900 18. 9附 18， 明10 17. 1 明 13， 9開 25、 000 23， 700 22， 500 21 ， 400 16 ， 600 32， 400 30， 800 29. 200 27， 900 21 ，  600 37， C 口、 35 問。 33， 7剖) 32， 1 収) 25， 000 

1， 610. 001 2. 1 72， 明治 2， 71 6， 川10 3， 260. 000 
~ ~ 

2， 367守999 2， 91 1 ，  999 3， 45U刊 3， 947町 999 22， 2似) 21 ， 100 2ο， 収10 1 ヲ ocす 14 . 800 27弓 800 26. 100 2正 佼)0 23， 800 18句 500 36， 1日日 34， 3佼1 1 32， SOO 31 、 000 24. 1∞ 37， 仁]0 37， 似)0 37 収)0 I 35， 7前) 27， 800 

2， 36札 川町 2， 912， 000 3， 452， 000 3. 舛礼 町)0

2. 883. 909 3. 423， 99宮 3. 923， 999 4， 395， 999 27. 000 25. 600 24. 3明) 23、 1明) 1 8， 000 33. 700 32. 0明 i 30. 30C 2京， 9ハヲ 22， son ね， 8引) H ， 600 39. 400 37，6開 29， 2明) 京入 町)0 48， 併)0 45， 500 13. 300 33， 7ο。

2， 8制 。 O明) .1， .124， 000 3， 924， 000 4， 396， 明)0

3， 31 1 ， 999 3， 823， 999 4 ， 295， 999 4， 771 . 999 31 ， 900 30， 3仰 2札700 27. 300 2 1 ， 200 39， 9明) 37， 90ヲ 35， 900 34， 200 26， 600 収)0 49， 200 46， 600 44守 4収) 干し 戸市り S1 .  C吋ワ 51 ， 0開 S 1 .  000 5 1 ，  000 39， 900 

3. 312 併)0 3. 宗24， 000 4， 296， 000 4 ， 772 明治
~ 

3， 675，999 4， 1 51 ，  999 4. 627， 9ヲ9 5. 103. 999 36. 8明 34， 900 33. 100 31 ， 500 24， 500 4久 川)0 43， 7の今 ，11 . 400 39. 4収) 30. 700 1 51 ，  000 1 51 ， 000 5 1 ， 削)0 5 1 .  000 39. 900 51 句 C吋o 5 1 . 000 5 1 .  000 5 1 ，  000 46， 開。

(注) 給与取得 ( 般 世帯) の場合
1 . 神戸市 (市街地 東灘区 ・ 灘区 ・ 中央区 ・ 兵庫 区 ・ 長 田 区 ・ 須磨 区 ) 、 西宮市 ( 山 口 町 を 除 く ) 、 芦屋市
II . 神戸市 (郊外地人 : 北区 (長尾) ・ 秀水区 ・ 西区 (ji耳神 ニ ュ ー タ ウ ン) ) 、 尼崎市、 伊丹市、 宝塚市
1Il . 神戸市 (郊外地B : 北区 (長尾 を 除 く 地区) ・ 西区 (西神ニ ュ ー タ ウ ン を 除 く 地 区) ) 、 西宮市 ( 111 口 町) 、 川関市
N . 明石市、 姫路市、 加古川市、 三 岡 市
V .  そ の他干打開
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(表14) 兵庫県営住宅の被災者に対す る 減免後の家賃表 ( そ の 2 ) 年金取得の場合 (65歳未満)

入隠者の収入及び住宅の規模、 立地に応 じ て、 そ れぞれ下欄に定め る 額に減額す る も の と す る つ (上手佼 : 円 )
年間総収入金額 1 DK (概ね40rrl) 2 DK (概ね50rrl) 3 DK (概ね65rrl) 4 DK (概ね75m)

1 人世情 2 人世帯 3 人世帯 4 人世帯 I E E 町 V I 召 皿 lV V I H 置 町 V I 百 皿 町 V 

。 。 。 。

910 ，000 1 ， 326，667 1 . 833， 334 2 ， 310 ，印) ] 6 ， 600 6， 300 札 所10 5， 7前) 5， 000 8， 300 7 ， 900 7 ， ωo 7 ， 1 開 5， 日10 lO ，8収) IO， 2制 9 ， 700 9 ， 300 ï. 200 12 ， 引)0 1 1 ， 800 1 1 ， 2開 10， 700 8， 300 

910， 001 1， 326， 668 uヲ3，335 2， :) ]0 ，朋2

1 ， 180 ， 倒的 1， 646， 667 2， 153， 334 2， 660，001 1 1 ， 1川 10， 5刷) 10， 000 9， 500 7， 400 13 ， 900 13， 2刷) 12. SOO 1 1 ， 町10 9， 200 18， 000 ]7， 100 16 ， 200 15， 5開 12 町10 20， 広明) 19， 800 18， 700 17， 紛O 13， 9収)

1 ， 1 80 ， 引11 1， 646， 668 2 ， 1 53， 335 2， 660， 002 
~ ~ ~ ~ 

1 ，  460， 刷)0 1， 9行行， 667 2， 473，334 2， 980， 併)] 1 5， 5明) 14， 700 1 4 ， 削)0 13， 300 ]0， 300 19 ， 400 18， ，100 17 ， 500 16， 600 12， 900 25， 2日日 24， 000 22， 700 2 1 ，  700 1 6 ， 制。 29， 100 27. 7開 26， 200 24， 900 19 ， 400 

1 ， 4前1， 001 1， 966， 668 2， 473.335 2. 980， 明)2

1 ，  780， 000 2， 286， 667 2， 793， 334 3， 3削)，001 19. 900 18， 9的 18， 0仰 17， 1削 13、 9明) 25， 000 23， 700 22. 500 21 ，  400 16 . 600 32，400 30. 800 29， 200 27， 900 21，  600 37.∞3 35， 600 33. 7む3 32， 1 00 25， 000 

1 ，  780. 001 2. 286. 668 2， 793， 335 3. 3明).002
~ ~ 

2， 468， 001 2， 974， 667 3， 481， 334 3， 98号、001 22， 200 21 ，  100 20， (買っ 19， 000 14 ， 800 27， 800 26， 400 25， 000 23， 800 18， 500 36， 1 00 34， 3∞ 32， 引10 31 ，  000 24， 1 00 37， 000 37，0開 37， 000 35， 700 27， 800 

2， 168， 航12 2， 974， 668 3， 481， 335 3， 988，002 
~ 

2， 948，001 3， 451 ，  667 3， 961. 334 4 ， 424，707 27， 000 25，制的 24， 3制〕 23. 1 開 18， 000 33， 700 32， 000 30. 300 2号， 900 22， 500 43， 800 4 1 ，  600 39， 400 37， 600 29， 2α) 50，則的 48， 0∞ 45， 500 43， 300 33巴 700

2. 948， 002 3， 451 ， 668 3 ， 961， 335 4， 424， 708 

3， 318， 001 3， 854 ， 667 4， 330， 589 4， 777.648 31. 900 30， 300 28， 700 27， 300 2 1 ， 2明) 39， 900 '17， 900 35， 900 34， 200 26， 6∞ 51 ， 仁10 49， 200 46， 600 44， 400 34. 500 51 ，  000 5 1 ，  000 51 ，  0∞ 51 ， 000 39， 900 

3， 318， 002 3 ， 854， 668 4， 330， 590 4， 777， 619  
~ ~ 

3， 7C守 001 4 ， 194， 1 18  4， 641 ，  177 5 ， 08号， 236 36， 800 34， 900 33， 1 明) 31 .  500 24. 日10 46， 0開 43， 700 1 1， 400 39， 400 30. 700 51. 000 5 1 ，  0凹 51 . 000 51 ， 000 39， 900 51， 000 51 ，  0ぽ) 51 .  000 51 ，  000 46， 000 

(注) 年金取得の場合 (65歳未満)
1 . 神戸市 (市街地 : 東灘区 ・ 灘区 ・ 中央IK . 兵庫区 ・ 長田 区 ・ 須磨区 ) 、 西宮市 ( 山 口 町 を 除 く ) 、 芦原市
召 . 神戸市 (郊外地A : 北区 (長尾) ・ 垂水 区 ・ 河区 (西神 ニ ュ ー タ ウ ン ) ) 、 尼崎市、 伊丹 市、 宝塚市
ill . 神戸市 (郊外地B : 北区 (長尾 を 除 く 地区) ・ 凶区 (西神 ニ ュ ー タ ウ ン を 除 く 地灰 ) ) 、 西宮市 ( 山 口 約) 、 川 西市
N . 明;0市、 姫路市、 加古川市、 三 関 市
V . そ の{也市íll!J



(表15) rひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計商 (改定計繭 ) J の主要施策一覧表

本計画は1995年 8 )1 に 策定 さ れ、 1996年 8 月 に 改定 さ れた。 そ の 主要施策 は以下の47施策であ る O
1'1 号事 等

施 輩 名
6 � 10年 目 1 1 年 目 以降

(1) 災害復興 (貫貸j 住宅の供給促進

施輩 I 災害撞興公営住宅 38， 600j::i 

見害複興公骨伎宅 25， 100/i 建設14， 600戸、 購入3， 100戸、 惜上7，400戸

: 再掲発系住宅 (市町施行分) 4， 1 00fτ 

! 公営住宅等 ( H 6 以前着工分) 3， 2001す

公常住宅'Ì'家 6， 200]:'5 

施策 2 再開発系住宅 5， 100]1 

16， 800J--i 

議査設計費 。 20万円 / 戸 を 限度

共同撞設整構費権助 踊下等共同雄設の整借費用の 4/5
施葉 3 災害復興準公営住宅 (特邪樺良貰貸住宅)

定住関連擁設整輔費補助 離婚外公蝿等の整惜費用 の i ノ 3

防災弱連施設整惜費 共和i施設鞍構費の 1 / 5 限度

家費減額補助 融変緩和犠置

施輩 4 公団 公社置費世宅 1O， 300[-i 

施置 5 設計 ・ 建設 ン ス テ ム の合理化

施策 6 !Ji害握輿 (賃貸j 住宅入居希望者の JC受付 ・ 選定

施策 7 家賃低減化対瞳の実施

施策 8 災害担興公肯性宅等の朝日j棋絵

施難 9 高齢者等に配置 し た災害寵興公営住宅等の供給
高齢者ft雄、 ンルパーハイ ウ ジ ン グ

コ レ ク テ ィ プ φ ハ ウ ジ ン グ

施輩10 X害嘩興 (貰貸) 住主への橿輿在宅 コ ミ ュニティ プラザの設霞 運常費補助

(2) "'鶴住宅の再建支援

① 民間住宅握興に向けての基礎的な支援

施輩11 住宅金融公庫融資等の活用 (3.00弘) (3 加%J (3. 00拍)

施策12 住宅復興助成基金の設置
性宅金融公庫融資当初 5 年間措曹

0. 5括的利子補給 (3 創 刊→2. 50%)

施策13 阪神 淡路丈震災寵興基金の活用

② 被災者向け分譲住宅の棋給促進

施暗14 民害復興 (分譲) 住宅

被見者住宅購入型

面的整情事業等際連怯給型 2. 50特
公庫融資利率

3白 00%

公団 ・ 公社等建設代行型 2. 50拍

施輩15 公団 公社対譲住宅等 10， 000戸 設計調査費 2C万円 /戸を限度

③ 被災者住宅の再建支援

施策16 被災者住宅再建支援制度

被災者住宅建設型 2. 50拓
公療融資利率

- 3 . 00吋

耐的盤備事業等関連建設担 2. 50叫

2. 50% 

被災者向け賃貸住宅建設整 設計調査費 20万円/戸を限度

共通過行部分整備費檎助 95万円/戸を捜度

施策17 民間住宅共同化支援制宜 2. 50部
公庫融資利率

3.0 弘

施策18 高齢者特別融資に対す る 利 子 補給制度 3. 00% 

施暗19 大規模住宅補修に対する利子補給制度 2. 5仰6

施策20 持ち 家修繕助成 30万円/戸+ 10万円/戸

注 1 ) 表中%表示 は住宅金融公庫災害復興住宅資金融資の場合の利子補給率 を 示す。
設 2 ) ( ) は住宅金融公庫災害復興住宅資金融資の利率 を 示す。 (1996年10月 9 日 改定)
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(表15) つ づ き

施 輩 宇3 事 業 戸 数

③ 被災マ ン シ ョ ンの再建支擢

施策21 被'!(マ ン シ ョ ン建持主援制度 2， 400戸

施策22 定期借地権に よ る被災マ ン シ ョ ン 建替支援制度 300戸

施革23 麓災複興型!の総合設計約度目創設

施輩24 被災マ ン シ ョ ン建替等支援挙輩

施輩25 被災マ ン シ ョ ン共用部分補陣主援利子補給制度

⑤ 民間賃貸住宅の供給促進 7， 40011 

5. 696;1 

施葉26 特定借上 特定呂 的公共賃貸住宅等の建設支援

施箭27 被説書向けフ ァ ミ リ 一貫貸住'-L建設促進制度 4， 48zji 

施輩出 学生寄商会建設io:進制度 60í)p 

施輩出 民間賞貸住吉家貰負担軽減制境 24， 60011 

雑損30 賓貸住宅家費等補助

(5) その旭町支援叢

① 地域的防災性 を 高め る 性 ま いづ く り

施策31 面的整構事業の積桜(t，誰進

施輩32 ひ ょ う ごl例年性宅的建設推進

施輩出 応急危険度判定 士制度の創設

③ 福祉の心が息づ く 人にやさ しい性まいづく り

施輩34 高齢者仕様の標準化

施誰35 人生政)年い き い き 住宅助成事業

施貫主36 復興住宅コ ミ ュ ニ ア イ プ ラ ザの設置

③ 住宅J相談窓口の設置等

施輩37 総合住宅三和議所の設置

施能38 ひ ょ ろ こ'都市づ く り セ ン タ ーの設置

施輩39 住宅復興情報の尭行

④ 輪人住宅の棋給促進

施軍40 ひ ょ う ご輸入住宅供給セ ン タ ーの設置

施輩41 輸入住宅謹奥伝医の形成

施輩42 輸入住宅導入の推進

⑤ 被災県民への特別融資等

施策43 ひ ょ う ご県民住宅復興 ロ ー ン制度等 32， 500戸

施叢44 県民住宅ロー ン 既積務対置助成制度 300戸

施輩45 住宅皆輯世還特間対輩助成制度 (ダブル ローン対輩制控) 22， 500戸

施策4e 宅地防災工事助成制度 500戸

施策47 被災宅地に掠る 二次災害防止対輩工事助成制度 166戸

不IJ 司容 等

当初 5 年間 6 � 10年 11 I I 年 目 以緯

2. 5仰る t量興金利 3 ∞% 
設計調査員十両費 20万円/戸他

概略設計 費等の 4 / 5

2. 5師6 公燦融資利率- 3 附%

2. 50弘
公康融資1何事

- 2 的特
t 

調査設計費 20JJï守/戸を離陸

共同施設整構費補助 臨下等共同施設の鞍構費時の 4 / 5

定性関連施設瞥構費補助 敷地外公閤等の事輔費閣の 1 / 3

防災関連施設整構曹 共同施設整構費の 1 / 5 限度

秀:質減額補助 融変緩和措置

1. 00% 

1 . 0併も

自 8 . 9 : 3 1jFL JlI0 2 万円、 Hl1 1 万円を助成

30万円 /世帯

当初 5 年 問利子補給率1 . 5弘

補助村塾経費の 1 / 3 - 3 / 3

建設費捕動及び運官費補助

9 ヵ 所に設置 (現在 8 ヵ 所開設中)

平成 7 年 9 月 設置

総合住宅相談所等で無料配布

① 3. (附括

② 3. C 部
@ 2. 15部

(密定金手IJ
(3. 0明る)

3. 00%) 

5 年以内の支払い猶予 積還期間延長

猶予期間中1. 5%以内の利準引下げ

① 3. 2明多

6 -10年誌の助成

公庫融資利率

- 3 . 00% 

② 3 加%
公庫融資利率

3. 00% 

対車工事費限度額

300万円以下 ( ] / 2 補助)

300万円超500万円以下 ( 3 / 4 補助)

1主 1 ) 表中%表示 は住宅金融公庫災害復興住宅資余融資の場合の利子補給率 を 示す。
校 2 ) ( ) は住宅金融公庫災害復興住宅資金融資の利率を示す。 (平成 8 年10月 9 日 改定)
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[第一英害復興開賃貸) 住宅人間ふ元募集一一
応急仮設住宅入屑者の 多 く (約 7 割) が入居 を 希望 す る な どに よ っ て 、 震 災 に よ り 住宅

が困窮す る こ と と な っ た被災者 を 主 な 対象 と し て 災害復興公的 (賃貸) 住宅が大量 に建設

さ れ る こ と と な っ たが、 そ の 入居 申 込者の受付等及び入居者の選定等 につ い て は 、 安全で

良質 な 賃貸住宅 を 早期 に かつ大量 に 供給す る 必要性か ら 、 各種公的賃貸住 宅 の 事業 主体が

協力 し て 「災害復興住宅供給協議会J を構成 し 、 同協議会が従来の枠組み を 越 え て a元的

に 行 う こ と と な っ た。 こ れ を 災害復興 (賃貸) 住宅の 一元募集 (以 下 、 「一 品 元募集j と い

う ) と い い 、 被災地で供給 さ れ る すべ て の 公営住宅、 公団住宅、 公社住宅、 特定優良賃貸

住宅等の 公的住宅が対象 と し て 実施 さ れた。 こ れ ま で に 1995年秋 に 第 1 次募集が1996年夏

に 第 2 次募集が実施 さ れて お り 、 1997年 2 月 末 よ り 第 3 次募集が始 ま り 3 月 末 に応募状況

が取 り ま と め ら れ発表 さ れて い る 。

1 . 第 1 次募集 (1995年10丹 3 1 日 -- 1 1 月 1 5 日 )

( 1 ) 募集戸数

最初の募集 ( 第 1 次) は、 1995年10月 31 日 か ら 1 1月 15 日 ま での 16 日 間 に 実 施 さ れた。 募

集戸数6， 108戸 (新築2， 723戸、 空家3， 385戸) で、 そ の 内訳は公営3， 907戸、 準公営101戸、

公団 ・ 公社2， 100戸であ る 。

( 2 ) 募集方法 (注 2 ) 

募集方法の 特徴 は 第ー に 、 被災地 を 4 つ の ブ ロ ッ ク (神戸 ・ 阪神 ・ 東播磨 ・ 淡路) に分

け、 申 込は 全 ブ ロ ッ ク を 通 じ て 1 世帯 1 通 と し た こ と O

第二 に 、 一部の住宅 に つ い て は被災者以外 も 申 込可能 と さ れたが、 こ れ ら の住宅 に つ い

て も 被災者 を優先す る O

第 三 に 仮 当 選者の決定は、 公営住宅 に つ い て は公営住宅本来 の収入基準及 び入居基準の

範囲 の 方 を優先 し て抽 選 を 行 い 、 特定擾良賃貸住宅、 特定公共賃貸住宅 に つ い て は、 そ の

本来の収入基準 の範囲 を優先 し て 抽 選 を 行 う O

第 四 に 、 申 込者が募集戸数を 上 回 っ た場合、 抽選 を 行 う が、 抽選方法 は原則 と し て募集

戸数の 3 割 に あ た る 住宅 に つ い て 高齢者世帯や 障害者世帯等の優先順位 に も と づい て 行 わ

れ る こ と と な っ た。

第五 に 他府 県 に 避難 し て い る 被災者 も 対象 と し 、 従前居住地 で あ る 各被災市 町で 申 込が

で き る こ と と さ れた 。
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( 表16) 第 1 次一元募集 ( 1 995年1 0 月 31 日
�1 1 月 1 5 日 ) の募集戸数 (注 1 )

ブロ ッ ク

神 戸

阪 神

東播磨

淡 路

被災地外

，j 

事業 主体j'，

兵 庫 県

神 J i lti 
県 合 子i

市 公 社

まと i剖
共 感 県

I� 崎 市

両 ;守 司i

培 di
伊 H Iti 
五 塚 市
川 両 市

県 公 社
う 呂

，t 

兵 庫 埠

明 イi lÌl 
県 公 社

公 f司
，?!， 

Jí.. 席 県

津 名 目J
淡 路 町

北 淡 町

下f 医J
h 色 町

東 浦 町

両 淡 町

県 公 社
d十

兵 庫 県

県 公 社

1:' 間

兵 庫 県

市 . IlIJ 
際 公 社
1)1 全 社
公 団

，t 

爪"'

33 

291 

44 

220 

20 

70 

92 

102 

1 ， 1 1 2  

94 

94 

53 

J69 

694 

694 

1 ， 42!1 

9.11 

。
。
。

2， 360 

( 3 ) 応募状況

新 第 キそ 家
準 公 公社 i:íft

:)3 :1R4 

時
。 7 1  

。
129 129 93::; 

。 129 420 L �Mx 
:10 614 181 

69 }舶
220 GO 

20 i お
7(} 九[)
92 10 

れど2

1) 
29 29 -140 

7 5  1 ， 216 1 . 08:) 

94 103 

。 内δ 

。 似j
。 () 94 

H 26 

υ 
。
。

6 n 
4 

。
。
。

10 。 J 7 �ì 26 

6Y4 

。 34 

120 120 

。 120 お1 1 以}
50 1， <17 �I 696 

35 966 867 

。 。
。 。 。
。 278 278 1 ， 490 

85 278 2， 723 3， 385 

計

1[7 

816 

71 

。
1 ， (代 4

似合
795 

J69 

280 

38 

l20 

J02 

102 

169 

2. 299 

199 

71 

3予
似)
人3

7() 

。
。
。

78 

() 
。
li 

2m 

0 

69-1 I 

lïG 

903 

2， ] 75 

1 . 833 

。
1， 768 

6， 108 

事業主体別 の応募状況は (表18) の と お り 、

募集戸数6， 108戸 に 対 し 、 応 募 は 36 ， 335件 (平

均倍率5. 9倍) で あ っ た 。 36 ， 335件 ( う ち 、 応

急仮設住宅入居者 は 14， 591件) ( 以 下 、 件 数 の

( ) 書 き は応急仮設住宅入居者の件数 と す る 〕

の 内訳 は、 公営31 ， 014件、 準公営205件 (公営 ・

準公営の う ち 仮設14， 067件) 公団 ・ 公社 は5， 1 16

件 ( う ち 仮設524件) で あ っ た 。 今 回 の 募 集 に

供 さ れ た 住宅が震災前 に 着工 し て い た住宅や空

家 な どが主 で あ り 、 震災後 に着工 し た公営住宅

が ま だ完成 し て い な い こ と 、 ま た被災市街地で

(表17) 優先麟位 (年齢は募集受付 開 始 [ J JJî{Eの
満年齢) UÈ 2 )  

第 1 順位 ①70成以 } の おーのみ の ttt1お 単身行合む)
(志いずれか }j;ウ'70歳以 上 の 夫婦の み の世帯
(志向歳以 上 の お と lR歳未満の児取の み の 佼帯
④70歳以 上 の r，- と ヰI 度以上 の 障害 訴 の隊需省

の み の l廿僚
合〉毛皮F章:有 名 の い る 世帯

第 2 順位 ①60段以 } の 持ーのみの ttt;箭 ( 単 身 許合む)
①いずれか ω 万が60歳以 t ， の た総のみの tttf苦
0)60歳以 上 の 符 と 18歳未満の 児 意 の み の 世千若
ω60歳以 [:(!)ij- と r!，度以 } の 隊存者の み の 位

イ常
① 3 歳未満の乳幼児 を 扶養 す る 付 子 ttt'f告
⑥特定疾 \1，.'，j芸術 に よ り 早急、にfrï}伎の安定 を 閃

る 必要があ る と 医療帝[1対等に よ り 判 定 さ れ
た 持がい る i片帯

第 3 )11l!f立 (i)高歯齢符 (65歳以 1 ， の 者 ) が し 、 る 世'Wi
G乙中 度以 上の!環;ヰ符がL 、 る 絞干fr
① 3 歳か ら l品歳未満 ま で の児童 を扶養す る 母

子 役干名=
(長 3 歳 未満 の乳幼児の い る 世帯
〔ら)18歳未満の児家 を 3 人 jよj、上扶養す る 世情

第 4 順位 〈む応急仮設住宅で 5 八以 ヒ居住す る 世帯
@病�� な 者がい る i量検

第 5 順位 ①上記の 4 つ の 区分に 当 て は ま ら な い世帯

(表18) 第 1 次一元募集の申 込状況 (注 3 ) 

事業主体 募集戸数 申 込 件 数 倍率

兵庫県営 2， 175 8， 167 (2 ， 341) 3 . 8 

県 公 社 332 1 ，  336 (189) 4. 0 

公 同 1 ， 768 3， 780 (335) 2. 1 

神戸市営 816 15， 846 (7 ， 315) 19. 4 

尼崎市営 169 2， 045 (1， 142) 12. 1 

西宵市常 280 2， 252 ( I ，  207) 8. 0 

芦屋市営 38 1 ， 335 ( 1 ， 073) 35. 1 

伊丹市営 120 401 (247) 3. 3 

宝塚市営 102 489 (262) 4 . 8 

川 西市営 102 192 (138) 1 . 9 

明石市営 71 264 ( 184) 3. 7 

ー宮田I常 78 150 (130) 1 . 9 

五色町営 57 78 (28) 1 . 4 

合 計 6 ， 108 36， 335 ( 14， 591) 5 . 9 

の募集戸数が少 な か っ た こ と も あ り 、 芦屋市営 ※ (  ) につ い て は応急仮設住宅か ら の 申 込者数。
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の35. 1 倍 を は じ め と し て神戸市営の19. 4倍な ど高倍率 と な り 、 ま た特定の 団 地 に 申 込が集

中 し た 形 と な っ た。

( 4 ) 飯事選者 (注 4 ) 
抽選の結果、 仮 当 選者数は4， 580件 ( う ち 仮設入居者1 ， 687件) が決定 し た 。 内 訳は公営

2， 899件、 準公営83件 (公営 ・ 準公営の う ち 仮設入居者1， 458件) 、 公団 ・ 公社1 ， 598件 ( う

ち 仮設入居者229件) であ る 。 公営 ・ 準公営住宅での仮設住宅か ら の仮当 選者が比較的少

数 (2， 982件中 1 ， 458件、 48. 9%) であ っ た。

2 . 第 2 次募集 (1996年 7 月 3 1 日 -- 8 月 初 日 )

( 1 ) 募集戸数

第 2 次の一元募集は、 被災者 向 け 家賃特別軽減制 度の枠組みが決 ま っ た 後 の 1996年 7 月

31 日 か ら 8 月 20 日 ま で の21 日 間 に 実施 さ れた。 供給 さ れ る 住宅 は 、 災害複興公常住宅等の

早期着工分の一部が完成 し た こ と な ど に よ り 新築戸数が約 3 倍 と 大幅 に 増 え 、 新築6， 050

戸、 空家5， 275戸、 総計11 ， 325戸 と な り 、 第 1 次の約 2 倍の募集戸数 と な っ た 。

( 2 ) 募集方法

第 2 次募集の 応募方法の特徴 は 、 第一 に ブ ロ ッ ク を 4 区分か ら 8 区分 と ブ ロ ッ ク を 細分

化 し た こ と が挙 げ ら れ る O 例 え ば神戸市で は 同 一市内 で も !日市街地の西部地 収 (兵庫 区 ・

長 田 区 ・ 須磨 区 ・ 垂水区) 、 東部地底 (東灘区 ・ 灘区 ・ 中央区) 、 郊外の 西神 ( 西 氏) ・ 明

石、 北神 (北区) ・ 三 田へ と 4 1X分 さ れた。 こ れ は、 応急仮設住宅の入居 時 に 従前 の 生活

圏 か ら 分離 さ れ た入居者が発生 し た こ と か ら 、 被災者の 「元の街に戻 り た いJ と い う 希望

に で き る だけ添 え る よ う に す る た め に行 っ た措置であ る c 特 に神戸市!日市街地 の東部地区

と 西部地 区 に つ い て は、 用 地 の確保の問題や、 ま た 良好 な ま ち づ く り の観点 か ら 隣接す る

区役所窓 口 に積み上 げ ら れた応、募書類 を 手
に す る 被災者 = 神戸市長 同 区役所
( 1996年 7 月 31 日 )
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ブ ロ ッ ク 等 (北神 ・ 三 田 、 西神 ・ 明石、 播磨等 ブ ロ ッ ク ) で も 住宅 を 供給す る こ と と し 、

両 ブ ロ ッ ク への 申 込は従前居住者の み に 限定 し た 。 第二 に 、 入屑者選考 に 際 し 、 応急仮設

住宅入居者枠 ( 6 割) を 新 た に 設定、 確保 し 、 こ の枠 内 で抽選 し 、 外れて も 一般枠 に 回 る

「敗者復活方式」 に よ り 最終的 に 当 選者の 8 割程度 (見込) を 応急仮設住宅入居者 に あ て

る こ と と し た 。 優先枠 6 割の設 定に 際 し て は、 県が 7 割、 神戸市が 5 割 を 主張 し、 調整の

結果 6 割 と な っ た と さ れて い る (注 5 ) 0 ま た 、 第 2 次募集か ら 、 従来の 高 齢者 ・ 障害者

(表19) 第 2 次一元募集 ( 1 996年 7 月 31 日 � 8 月 初 日 ) の募集戸数 (i主 6 ) 
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等枠 に 加 え 、 応急仮設住吉の入居者か ら の 申 込 を{憂 先 し て仮当選者 を 決め る こ と と な っ た 。

1こ は、 両播磨の 官Eの 空家 な ど を 除 い て 、 応募資格 を 被災者の み と し た こ と であ る O

( 3 ) 応募状況

事業 主体別 の 応募状況は (表20) の と お り であ る O

応 募件数は44， 206件 ( う ち 仮設入居 者22， 290件) と な り 、 第 1 次募集 と 比べて総件数で

21.  7%増加、 応急仮設住宅か ら の応募は52. 8%増加 し た o 44， 206件 の 内 訳 は 公営38， 480件

( う ち仮設入居者21 ， 980件) 、 準公営1， 337件 ( う ち仮設入肘者12M牛) 、 公 団 ・ 公社4， 389件

( う ち仮設入居者1 82件) であ る 。 仮設住宅入居者擾先枠の設定 な ど に よ り 、 総件数 に 占 め

る 仮設住宅入居 若の比率 は 、 40. 2%か ら 50. 4% に増加 し た。
(衣20) 災警復興 ( 賃貸) 住宅の 第 2 次一元募集の申込件数 (1996. 8 . 26現在) (注 7 )
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※ (  ) 内 は仮設住宅か ら の 申 込数で内書
※ 申 込数につ い て は審査し受付け た件数を計上。

( 4 ) 髄当選者 (注 8 )

抽選は 9 月 17 日 に 神戸市 中 央 区 の 産業貿易展示館 ( サ ン ボー ホ ー ル) で 行 わ れ た 。 ( 明

石 ・ 津名 ・ 北淡の 3 市町及 び公 団 の 明石市分 を 除 く 、 こ れ ら は そ の 後順次実施) そ の結果、

仮 当 選者は8， 338件 ( う ち 仮設入居者4， 780件) と な り 、 そ の 内訳 は 公営6， 506件 ( う ち 仮

設入居者4， 542件) 、 準公営322件 ( う ち 仮設入居者63件) 、 公団 ・ 公社1 ， 5 10件 ( う ち 仮設

入居者175件) で あ っ た 。

6 割 の 仮 設 住 宅 入 居債先枠 の 設定 に よ り 、 公 営 の 仮 設住 宅 か ら の 仮 当 選者 は 69. 8%

(6， 506件中4， 542件) と な り 、 第 1 次の48. 9% (公営及 び準公営) か ら か な り 上がっ て そ

の 成果が確認 さ れ た が、 他方、 仮設以外の被災者か ら 仮設枠設定 に対す る 苦情が生 じ る と

い う 結果 を 伴 っ た 。
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ま た 、 、当 初仮設入居者か ら の 申 込 は も っ と

多 い (仮設入居者の 7 割が公的借家 を 希望)

と 想定 さ れ て い た が、 申 込 を 行わ な い仮設入

居者 が少 な か ら ず存在す る こ と が確認 さ れ

た 。 仮設か ら の 申 込が少 な い 要 因 と し て は 、

①家賃が無料で あ る 仮設住宅への継続入居希

望者がい る こ と 、 ②地理的条件が悪 く 希望す

る 住宅が少 な か っ た (特 に 県常住宅) こ と が

あ げ ら れ る O こ の た め、 次 に 述べ る よ う

集定員 に 申 込者が達 し な い募集割 れが発生す

る こ と と な っ た。

( 5 ) 募集離 れ と 再募集 ( 注 9 ) 

2 次募集 で は 2， 84D î の 募集 割 れが生 じ

た 。 募 集 定 員 を 割 っ た 住 宅 の 内 訳 は 、 県

1 ，  764戸、 神戸市営351戸、 西宮市営12戸、

屋市営49戸、 宝塚市営12戸、 公社126戸、 公

団 527戸 で あ っ た 。 県営住 宅 の 募集割 れが多

災害f主興公 むの JC募集o-;:t民j祭会 = 神戸市 中央区の
サ ン 、 ー ホ ー ル i 1996"1" 9 }j 17 I I  ) 

か っ た た め 、 兵庫県は県営住宅の募集割 れ団地等 に つ い て 、 10月 13 日 に パ ス ツ ア ー に よ る

現地見学会 (参加費 : 無料、 昼食付) を 実施す る と と も に 、 1996年10月 9 日 か ら 10月 31 日

ま で の 問 、 第 2 次応募者の う ち 、 抽選 に外れた方等 を 対象 に 再募集 を 行 っ た 。 再募集の募

集戸数 は新築 1 ， 160戸、 空家316戸、 計1， 476戸。 応募件数は3， 581件 ( う ち 仮設入居者1， 507

件) 、 抽選の結果、 1 ， 009件の仮当 選者 (仮設入居者496件) が決定 し た。

( 6 ) 県鷺住宅等の敷金の大幅鑑減 と 入屠開始 (注10)

1996年10月 1 1 日 、 兵庫県 は 同 月 下旬 か ら 順次入居が始 ま る の を 前 に し て県営住宅の敷金

の大幅引 き 下げ を 発表す る 。 県営住宅の敷金は (家賃特別低減措置以前 の ) 基本家賃の 3

ヵ 月 分 に 相 当 す る 金額 を 入居 ま で に 納付す る こ と と な っ て い る が、 敷金の捻出 に苦 し む被

災者 に 配麗 し 、 県営住宅の多 く が本来の敷金の 2 分の 1 以 下 と な る よ う に 被災者負 担軽減

措置 を と る こ と と し た 。 軽減措置 は 、 「県営住宅 の設置、 管 理 に 関 す る 条例J の 中 で定め

て い る 「敷金徴収の猶予J を 適用 。 『総合 プ ロ グ ラ ム j で、 被災者の所得 な ど に 応 じ て 定

め て い る 家賃減免 の 区分 ( 8 段階) に 従っ て 、 敷金額 を 下げる こ と に し 、 本来の敷金額 と

の差額 を 猶予す る こ と に し た。 具体的 に は 、 8 区分の う ち 、 低い方か ら 4 ラ ン ク ま で の 階

層 に つ い て は 、 5 ラ ン ク 目 の 3 ヵ 月 分の金額 を 、 こ れ よ り 高 い ラ ン ク の 階層 は 各 々 の家賃

の 3 ヵ 月 分の 敷金 を 入居 ま で に 徴収す る O 代表的 な 例 を あ げる と 、 津名 町 の 1 DKの県営
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{主主 でみ る と 、 家賃5 ， 000 円 の 入間若 は 、 敷

金が108， 000 円 か ら 44， 400 丹 へ 2 分 の l 以 ド

に 減額 さ れ る (敷金の最低額 の例 ) 。 ま た 、

神戸市東灘 区 の 3 LDKで は 、 204， 000 ffJ の 敷

金が1 1 1 ， 000 円 と 93 ， 000 円 下 が る ( 下 げ幅の

最 も 大 き い例) 。 ま た 、 県 内 の被災各 rfî も 、

そ れぞれの 災害復興市営住宅 に つ い て 、 県 と

同様の措霞 を と る こ と と な り 、 公営住宅の敷

金は半額程 度 に 抑 え ら れ る こ と と な っ た 。

入居 は事業主体 ご と に 異 な る が、 神戸市営

住宅では10月 23 日 午前 よ り 、 鍵の引 き 渡 し が

行 わ れ、 同 日 か ら 入居が可 能 と な っ た 。 (注11)

( 7 ) 課題 (注12)

ア . 地元志 向 の 強 さ と 地域的 ミ ス マ ッ チ

第 2 次募集の課題 と し て は 、 住宅確保が最

も 深刻 な神戸市の既成市街地の 官E では競争

WiJ'�-t主 へ の � I 主主 し がIJfì ま っ た { 勺 jぎ し た 人 も
t(:.l. l ￥ は 徒主食 だ に 神) î市東灘lベ ( l99fiit lOfU6t1 ) 

率100倍 を 越す な ど、 「 も と 居た場所 に 帰 り た いJ と い う 被災者の 「地元志向 j の 強 さ が顕

著 に 見 ら れ る 一方、 郊外 (激震地域外、 神 戸市北区 ・ 西区 な どの ほか、 阪神北部地域 な ど)

で は 大量の募集割れが発生 し 、 被災者の希望 と 住宅供給 と の 「地域的 ミ ス マ ッ チ」 が新聞

報道 な どで盛 ん に 指摘 さ れた。 確か に神戸市の地域別需要 と 供給見通 し で は 、 神戸市!日市

街地西部の需要が11 ， 200戸 に 対 し 、 供給は8ヲ 800戸 であ り 、 計画 で も 約 2 割 は も と 居た 「西

部」 に は住 め な い こ と に な っ て い る O 供給 も 垂水 区 な どが多 い う え 、 計画 に は 区画整理、

再開発地域の住民 を 対象 に し た再開発系住宅な ど も 含 ま れ て い る 。 こ の た め 、 神戸市 長 田

尽 な どでは 「公営住宅があ ま り に も 少な いj と い う 声が多 い。 し か し 、 市街地の民有地 は

権利関係が複雑であ り 、 10年、 20年 か けれ ば買 い取 り も で き る が、 早急 に 大量の住宅 を 確

保す る に は 、 時 間 がか け ら れ な い。 こ の よ う に 、 全 て の被災者が震災前 と 同 じ場所で生活

の場を 作 る の は物理的 に 難 し い の が被災地の実情であ っ た 。 そ こ で先 に述べた よ う に 4 ブ

ロ ッ ク を 8 ブ ロ ッ ク に細分化 し 、 神 戸市!日市街地東部 ・ 西部で は近接の ブ ロ ッ ク で も 申 し

込み で き る よ う に す る な ど、 方法が模索 さ れ た が、 被災者の従前の居{主地への こ だ わ り は

強 か っ た 。 こ だ わ り の 原 因 は、 自 営業者 を は じ め と す る 就業上の必要性 (通勤 な ど) の ほ

か、 生活圏 (通院な ど) の 利便性が大 き な 要 因 と な っ て い る 。 た だ、 こ れ ら の要 因 に も か

か わ ら ず\ 郊外の仮設住宅 に 入居 し た 人の 中 に は 、 郊外の環境 の 良 さ を 気 に 入 札 仮設の

近 く に建設 さ れ る 公営住宅 を 希望す る 人 も 少 な か ら ず存在 し た。

イ . 仮設住宅入居者枠な ど募集方法
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新築のうと営住℃。 震 災後 の 長 いよ立 の り を
持 て ?lj i裂 し た家族は 「 や っ と 落 ち 恭二 け ま
す J =村戸市 東灘区 ( 1 996年ll}l 4 日 )

第 2 次募集 で は 、 抽選 に 際 し て仮設入居苦 6 割 の優先枠が設定 さ れ、 仮設入居者 に 対 し

て は 仮設枠で外れ て も 仮設外の枠で も 復活で き る と い う 方式で実施 さ れ た 。 こ の こ と は 、

当然、 仮設入居者以外の 民 間住宅等 に 入府 し て い る 被災者に は不評であ っ た 。 し か し 、 仮

住 ま い の生活 を 送 る 被災者の 中 で も 応急仮設住宅 は、 最 も 生活環境 の 良 く な い こ と は 明 ら

かであ り 、 仮設住宅入居者優先はや む を 得 な い措置であ っ た 。 そ の背景 に は 、 仮設優先枠

の設定や高齢者 ・ 障害者等の優先措置 に も 関 わ ら ず、 落選 し続 け て い る 高齢者や 障害者等

が仮設住宅 に ま だ ま だ多 く 残 さ れて い た現実があ っ た。

3 . 第 3 次募集 ( 1997年 2 月 27 日 -- 3 月 間 日 )

( 1 ) 概 要 (詑13)

災害復興公的 (賃貸) 住宅一元募集 の 第 3 次募集 は1997年 2 月 27 日 � 3 月 19 日 ま で実施

さ れた 。 募集戸 数 は 、 新築5， 347戸、 空 き 家2， 966戸、 計8， 313戸で抽選は 4 月 を 予 定、 入

居開始 は 5 月 中 頃以 障 と さ れ る O

こ の 第 3 次募集の 第一の特徴は、 「市街地供給へ シ フ ト J し た こ と があ げ ら れ る O 前 回

の募集 時 に 「元の場所 に戻 り た い と い う J 被災者の希望 と 供給場所の ミ ス マ ッ チ か ら 募集

割 れが相次い だが、 今 回 は こ れ ま で発注 し 建設 中 で あ っ た市街地 内 の 大規模団地が完成 に

近づい た た め 、 こ れ ま での募集 と 比べて市街地での供給量 を 大幅 に 増加 (49% か ら 74%へ)

し た市街地供給を 主 と し た 募集 と な っ た 。

第 2 の特徴 と し て は 、 「仮設住宅入居者優先枠の さ ら な る 拡大j が あ げ ら れ る O 前 回 の

募集時 に 導入 し た仮設住宅入居者の優先枠一律 6 割 を 3 次募集では 7 割か ら 10割 に優先枠

を さ ら に 拡大 さ れ た 。 特 に 、 県営住宅の大半 (85%、 49団地、 1 ， 684戸) を 優先枠10割 (そ

の他の県営、 各市営、 公社 ・ 公団住宅 は 7 割) と し 、 こ れ ま で以 上 に仮設か ら の転出 を 支
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(表21) 第 3 次一元募集 ( 1 997年 2 月 27 B - 3 � 1 9 B ) の募集戸数 Ut:14)

ブ口 、ノ ク 事業 汁

神戸市東部 兵 庫 絞

東灘iメ 神 J l lli

中央区

瀧医 い�草 砕A
f

t4けfけ

神戸市西部

兵庫v

長国(j(
組磨区

垂水[6

北神 lJl 

北出

ここ lJl 市

同神 ー 明石

西v

明王1市

阪神南部

尼崎 市

何阿南
J '何時J

阪神北部

情丹市

宝塚市

JI I内市

播鷹等

百十

防 止1
神 J i rh 

立 11
公 判

まと t告

兵 隊 即
神 ) 1 :ji 

m ih 
開 公 社

lfi 公 社

公 i品

民 !争 時
持 } i rh 

場j 11 r{j 
県 公 判

rfi 公 判

ヨヒ f託
，11 

兵 h草 原

尼 崎 市

"" 同 rfî

l ' 

�j.、 公 判
、 ，，� 

，J 
H 持 民t

伊 丹 Ih

塚 市

111 内 Jti
県 三 甘
まと lti 

兵 庫 県

民 生ミ
?と flJ
兵 隊 県
帝 阿I
県 公 ネj

市 本!

公 [jj

言
f

新 華
公

]
常!:t:1 

挙公官 公社 f、出

ドlrJ

三三
424 

ぶ11 54 

1 ， 3 15  日
京 96 

<3(，ο 96 。

211í) 4 

2() 

ふ吃 。

4 1 :' 2 

818 

20 

1 ， 789 2 20 

38 20 

]94 

5 

237 20 。

。 。 。
1， 52S ]1(-; 。
3， 508 56 。

o 。 。
。 。 。
υ 。 139 

5，閃6 172 13f 

援す る 施策 と な っ て い る O

家 イヤ
公営 ゆ 吋 ィ、持 去、11

JiJ:l ワ 195 

kltl 以j 18 10お :Jlß 
(， H 

。 " 
HI 〉 つ

U)4::\ 92 1お i6 126 1， 169 

124 i民 1お
!:J4:l 白川 1 以)) } ヲ 戸 行

() 
。 υ 

o 67 67 の7

1， :1ô臼 628 " 99 2. 1 1 7  

ぷ)) 6 6 ')()í 
フ '-;k2 

。 " 
。 。

。 υ 。
。 4開 ]59 

行 231 ? :í:lJ ぬik
J j :2  H;6 16行 2ïB 

2ぱ) ] (jü 広 1併ら 3川4
つむ 終9 掠9 lO9 

�……γ O リ 14 卜l …ー 】…o… 
16 

。
79 ) 7  付6

11 iら 3 10 :n kOí 
ユ 92 92 

n7 り I} 
81ぷ l I ú  1 O  lZO :.:;:)8 ミ

o 
。 11 ぷ0 �11 �Jl 

2む 7HC 7自6 ぷ06

1， 811 202 21 866 1， OR9 Z， :!(j(J 
5k 214 乃" aポ

わ :;u 30 

194 25 10 2(時

日 11 [(， 15 
40 3!i 

257 279 40 62 182 
4… 日i 

o の (( 
3 引) 33 

(( 
り 。 3 30 qラ。 :-1:.\ 

1 ， 6l4  :i44 。 。 剖i J ， 988 

3， 5Ij，1 1， 巴14 :，9 J ， 303 4 ， 科67

u 。 日6 205 

。 (， I) o 
1:)8 。 。 !， (おお 1， 051- J ， 19 

1， 58E 115 L263 2， 966 8， 313 

第 3 に は 「新規施策の導入J があ げ ら れ る O 仮設住宅 の お 年寄 り や ボ ラ ン テ イ ア 等か ら

「せ っ か く の住宅が出来て も 、 バ ラ バ ラ に 入属す る の で は コ ミ ュ ニ テ ィ を ー か ら作 り 直す

こ と に な る j な どの声があ り 、 こ れ ま で県 と 市で検討 を 続 け て い た 「 コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ

ン グ」 及 び、 f グ ル ー プ募集」 を 導入す る こ と と な っ た。 ま た 、 「ベ ッ ト 入居 可公営住宅」

を モ デル事業 と し て全国で初 め て 実施す る こ と と な っ た。 こ の よ う に 第 3 次募集は被災者

等の 要望 を 可能 な 限 り 活か し た新規施策 を 大胆 に 導入 し た募集 と な っ た 。 ま た 、 仮設住宅

の ふ れあ い セ ン タ ー な ど県内59 ヵ 所 に パ ソ コ ン を 設置、 応募状況等の情報 を 流 し 、 期 間 中 、

毎 日 変化す る 団地 ご と の応募件数や倍率が 一 日 で分か り 、 高倍率 の 団地 を 避 け る こ と で当

選 し ゃ く す る 速報サー ピ ス を 行 う ほ か、 県外被災者専用相談窓 口 の 設置や横浜 、 広 島等県
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外で も ボ ラ ン テ ィ ア ら の 協力 を 得て説明会 を 実施す る な ど、 募集情報の提供 が 」層 き め細

か く 行 わ れ た 。

。 グ ル ー プ募集

・ 仮設住宅の入居者同士が10� 2 人 の グ ル ー プ を 組ん で 同 じ 団地 に入居す る 形態

・ 県営 8 団 地 1 ， 088戸、 神 戸 市営100戸、 西宮市営738戸で試験的 に 実施す る O

。 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ (協 同居住型集合住宅)
. 1 970年代 に 北欧で誕生。 共同住宅の 中 で、 各住戸 の プ ラ イ バ シ ー を 守 り な が ら も 、 食

堂や台所、 居 間 な ど を 協 同 ス ペー ス と す る 住宅。 住民の ふ れ合 う 場 と 機会 を つ く る こ

と で、 特 に 高 齢者が孤独 に 陥 る こ と な く 、 共 に 暮 ら す楽 し さ を 得 ら れ る こ と を め ざ し

て い る O 県営 ( 6 戸) ・ 神戸 市営 (29戸) 合わせて35戸 を 募集す る O

。ベ ッ ト 飼育可 能 な 公営住宅 「ベ ッ ト 共生 モ デ ル事業J

- 本来、 公的賃貸住宅 ではベ ッ ト の飼 育 は 禁 止 さ れて い る が、 震災前 ま で家族珂然 に犬

や猫 と 共 に 暮 ら し心の支え と し て い る お 年寄 り な どに配立 し 、 応急仮設住宅 に入居 し

現 にベ ッ ト を 飼育 し て い る 方 を 対 象 に 、 公営住宅では全国で初 め て の ベ ッ ト と 一緒 に

ら せ る 住宅 を 県営住宅のベ ッ ト 共生モ デ ル事業の一環 と し て神戸市 内の県営 2 団地

で99戸 を 募集す る O

( 2 ) 応募状況 (注14)

1997年 3 月 初 日 、 第 3 次募集 の 申 込状況が発表 さ れた (表22) 0 25 日 現在の 受付分で31 ， 089 

件の 申 込があ り 、 平均倍率 は3. 7倍であ っ た 。 ま た 、 公営住宅の倍率は4. 2倍であ り 、 県営

住宅では 1 . 5倍であ っ た 。 地域別 で は神戸甫東部が最 も 高 い。

な お 、 全 国 で初 め て 導入 さ れた新制度の 申 込状況 を 以下 の と お り 特記す る O

グ ル ー プ募集 に つ い て は 、 県営尼崎水堂高層住宅414戸 に 対 し て グ ル ー プ の 申 込件数が

2 件 (全て 5 世帯 グ ル ー プ) あ っ た ほ か、 神 戸市営北舞子第 4 住宅100戸 に 対 し て グ ル ー

プの 申 込件数は 4 件 (全て 2 世帯 グ ル ー プ) 、 西宮市営西宮浜 4 丁 目 住宅344戸 に対 し て 6

件 ( 2 世帯 グ ル ー プが 5 件、 3 世帯 グ ル ー プが l 件) 、 西宮市営西宮高須町 1 丁 目 住宅394

戸 に 対 し て 9 件 ( 2 世帯 グ ル ー プが 8 件、 4 世帯 グ ル ー プが 1 件) であ っ た 。

コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ に つ い て は、 県営片 山住宅 (神戸市長 田 区) 6 戸 に対 し 申 込件

数は O 件、 神戸市営浜添住宅 (神戸市長 田 区 ) 29戸 に 対 し て 申 込件数は59件 ( 内 グ ル ー プ

申 込 は 4 世帯 グ ル ー プが 1 件、 5 世帯 グ ル ー プが 4 件、 計 5 件) であ っ た 。

ベ ッ ト 飼育可能県営住宅 に つ い て は、 白 川 台鉄筋 (神戸市須磨区 ) 44戸 に 対 し て 97件、

鹿の子台南鉄筋 (神戸市北区) 55戸 に 対 し て42件の 申 込で あ っ た。

こ の よ う に 、 第 3 次募集 に お い て 初 め て実施 さ れた新制 度 は 、 導入時 に お い て は 、 一部

を 除 き 総 じ て低調 で、 あ っ た 。
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(表22) 第 3 次…元募集の申込状況 はむ5) ( 1997. 3 . 25現在 )

ブ ロ ソ ク

神 ド 市 東部

東曜い〈

謹rx

中央区

神戸市西部

兵庫区
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※ 出 典 は1997年 3 月 26 日 付兵庫県記者発表資料

(参考文献〉

Ut l )  r匙る ま ち ・ 柱。 ま い.1 (p. 281) 兵燦県都市住宅部 1997年 3 月

(ぬ 2 ) 1995年10n 9 日 付 兵庫県記者発表資料 「災)得復興 (賃貸) 住宅入居者募集 に つ い て J

(徐 3 ) r更生る ま ち ・ 住 ま い.1 (p. 282) 兵庫県都市住宅音11 1997:f!õ 3 月

(、注 4 ) 199Mド12)] 9 日 付兵)東県都市住宅部住宅管再現課資料 「災害復興 (賃貸) 住宅の一元募集 に つ い てJ

(注 5 ) (注 4 ) 及び1996年 7 月 6 日 付神戸新開 を 参照
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(注 6 ) r魁る ま ち ・ 住 ま いj (p. 283) 兵庫県都市住宅部 1997年 3 月

(注 7 ) 1996年 8 月 27 日 付兵庫県記者発表資料 「災符復興 (賃貸) 住宅入府者募集 ( 7 Jl 31 EI � 8 月 20 H ) の 申 込

状況に つ い てj

(注 8 ) 1996年 9 月 19 日 付兵庫県記者発表資料 「災安復興 (賃貸) 住宅入問者に係る 抽選結 果 に つ い て j 及 び仮当

選者数等 に つ い て は 、 (注 4 ) を 参照

(注 9 ) 1996年 9 月 27 0 付兵庫県記者発表資料 「保d討住宅の再募集につ い て J 及び同年10月 1 日 付 毎 日 新河、 周年

10月 2 日 付臣室経新聞 な どを 参照

(注10) 1996年10月 1 1 日 付 兵庫県記者発表資料 「阪神 ・ 淡路大渓災に対す る 兵庫県営住宅敷金 の 取扱い に つ い て J

2えび何年10月 12 日 付神戸 ・ 朝 日 ・ 毎 日 ・ 産絞各紙を 参照

(注11 ) 1996年10月 23 日 付毎 日 新隠夕刊、 同 日 付産経新聞夕 刊 を 参照

(注12) 1996年 1 1 月 4 日 付神戸新開 「恒久住宅転駁ス タ ー ト 故郷選び、苦渋再びj 及び同 「公的住宅の 寸己募集総

括 元い た場所へ思い強 く J な どを 参照

(注13) 1996年 1 Jj 29 日 付兵庫県記者発表資料 及 び1996年 1 fl 30 日 付神戸新開 「災害復興賃貸住 宅 第 3 次 一元募

集」 な どを 参照

(注14) í費生る ま ち ・ 住 ま いj (p. 285) 兵庫県都市住七部 19臼7年 3 月

(注目) 1997年 3 月 初 日 付兵庫県記者発表資料 「災答復興 (賃貸) 住宅入居者募集 ( 2 月 2n l � 3 月 19 !l ) の 申 込

状況に つ い てj
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[ 第四節 住宅復興ゐ扶況
1 .  � ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年討画j の進捗状況

兵庫県 で は 、 被災地で再建が必要 と さ れ る 住宅 を 、 住宅の被災状況 か ら 推計 し 、 � 3 カ

年計画j に お い て 、 125， 000戸の復興住宅の 供給 を 計画 し て い る o 1997年 3 月 末現在の進

捗状況は (表23) に 、 地域別! の進捗状況は (表24) に 示 し て い る と お り であ る O
(表23) ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計箇の進捗状況 (注 1 ) (1997年 3 月 末現在)

U'i錫)
公 的 住 ℃ 災w復興 ïij:均五五日 復興 民 間j íhづ く り 系住公[<tj 公社役℃合 計 公:寸íH: {主'と 千世 公 七 (公I社 公社

う ち ( f!i町分) 住宅
ノj、 ，jt っ ち 住 宅 住 宅及 び民間

賃i守系i (�所持者以外i 賃貸系 ívtの内数)
県計計画 125， 000 80， SOO 67 < 500 38， 600 1 ， 9ω 16< 800 2:1， 2ω 10， 200 I 44， 500 13， 000 

取得 66， 241 54、 073 34， 44詰 1 ， 541 12， 511  17 ， 740 5， 12， 646 

似2< 3%1 (8(1. l % バ (89< 2%1 (81， 1%) (74< 5 % )  (76< 5%， (5U;% ) (97< 3% 1  

発注 (134， (川0) 58， :3;).1 48， 336 31， ι7 620 10， 706 1 5 ， 4ιi 5マ 44:1 (76， 000) 6， 585 

( 1 07%) (72. f)% J (71. 6%， (81 ， 8似) (32 ， 6% ) (63< 7%) (66<  6%) (53.4ちも) ( 171% ) (50， 7%) 

完成 (85， OOOJ 21，  1i92 17， 90科 12 ， 7告4 127 も 227 4， 544 760 (63， 0001 376 

( 6昆% ) ( 26， 9% ， (26， 5% 1 (33 ， 1 %) (6 ， 7%) (25 . 2% ) (J9 . 6% ) (7. 5% )  (142%J (2. 9%) 

W:l 1 ， 公関係開発系住℃の う ち 、 今後公営住宅 と して依 り 仁げる こ と に な っ て い る も の (2， 800戸) に つ い て
は公台fJ子むに計 上 し て い る 。

2 . 公邸 ・ 公社の建設完績 と し て は 、 他 に 、 買取 ・ 借上公営住宅 と し て 計上 さ れて い る 一般賃貸及 び準公
食 と L て 計上 さ れて い る 公約i民貨があ る ( あ わせて5， 082戸) 0 

3 . 再 開発系住宅 ( 市 町分) と し て は 、 他 に災害復興公営住宅等に含 ま れ る も の は， 475戸) があ る 。
4 . 取得戸数は建設用 地取得等で、 建設数が ほ ぼ様実 と な っ た も の (取得等見込を含む) 。 災害復興準公営

住宅の発注戸数は、 交付決定分の戸数。
5 . 民間住宅の戸数は、 新設住宅着工統計に よ る 建築主が民間 であ る 住宅の1995年 2 月 � 1997年 2 月 ま で

の累計 (166， 552戸) に、 機認申 請手数料の減免率 を 加 味 して推計 し た も の。
6 . 上記 5 の と お り 民間住宅の戸数は推計で あ る た め、 千戸の単位で整理 し て い る 。 従 っ て 、 合計欄 (公

的 ÷ 民間) も 四捨五入 に よ り 子戸単{立で ま と め て い る 。

( 1 ) 公的住宅の濫捗状況

f移行 プ ロ グ ラ ム J で家賃低減 を 決め た 「災害復興公営住宅等J で は 、 38， 600戸 の う ち 、

用 地 を 取得 し た の は34， 449戸で計頗の89. 2%。 う ち 、 さ ら に 工事発注 ま で こ ぎつ け た の は

31 ， 567戸で、 計離の81. 8% で あ る O ま た 、 完成は 12， 794戸で、 計画戸数の 3 分の l が建設

を 終 え て い る 。 新規建設分に つ い て は、 用地の確保 を 終 え 、 建設工事 も 順調 に 進んで、い る O

残 っ て い る の は 、 「再開発系住宅 (低所得者向) J ( 1災害復興公営住宅等J に 計上) 及 び低

所得者以外の 「再開発系住宅J であ る O こ れ ら 「再 開発系住宅j の住宅着工 は 区画整理な

ど復興都市計画事業地 区 に お け る 復興 ま ち づ く り 事業 の 進展 に かか っ て お り 、 こ れ ら の地

域で は権利者間 の調整な どで手陣 ど っ て お り 、 着工 ま で に は至 っ て い な い も の と 推測 さ れ

る O ま た 、 「災害復興準公営住宅J 、 及 び f公団 ・ 公社住宅」 は用 地取得で計画の70%台、

発訟で60%台 と 概ね計画 は順調 に 進 ん で、い る O 公的住宅全体の状況 と し て は計画80， 500戸
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(表24) ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画の地域別進捗状況 (注 1 ) (I 997 1f 3 }J ぷ境作 )
公的住宅

災害復興 再 開発系メE込3 三"事r
公営住宅 住'む�ìt T事 (市野Jう})

(阪持者以外)

神 戸 市 取得 36， 624 21， 829 982 
発注 (70， 300) 32， 388 19 ， 486 482 
完成 (41 ，  700) 1 1 ， 801 7 ， 653 80 

尼 崎 市 取得 5， 762 1 ， 958 334 
発注 (12， 400) 4， 434 1 ，  723 14  
完成 (8， 500) 1， 2 16  292 2 

西 宮 市 取得 9， 113  :1， 752 108 
発注 (24， 400) 7 ， 935 3， 604 50 
完成 (15， 500) 2， 218 1 ，  158 3 

芦 阪 市 取得 2， 782 1 ，  211 5:1 
発注 (5， 900) 2， 518 1 ，  157 38 
完成 (3， 400) 415 305 38 

伊 丹 市 取得 3， 067 1， 222 。
発注 (5， 500) 3， 035 1， 222 。
完成 (3， 700) 1， 445 511  。

宝 塚 市 取得 2， 805 897 。
発校 (5， 900) 2， 525 867 。
完成 (4， 100) 864 355 。

川 西 市 取得 1 ，  672 841 。
発注 (2， 600) 1， 523 814 。
完成 (1 ， 900) 765 404 。

明 布 市 取得 1 ， 427 976 。
発注 (3， 300) 1 ， 356 976 。
完成 (2， 300) 699 463 。

三 木 市 取得 79 。 。
発注 (100) 25 。 。
完成 (l00) 25 。 。

淡 路 地 域 取得 1， 012 9 1 1  56 
発注 (2， 600) 942 866 31 
完成 (2， 400) 816 801 4 

被災市町外 取得 1， 908 852 。
発注 1 ，  673 1 ， 673 852 。
完成 1 ， 428 1， 428 852 。

ぷ口》、 詐 取得 66， 241 34， 449 1 ， 541 
発、注 ( 134， 000) 58， 354 31 ， 567 620 
完成 (85， 000) 21 ，  692 12， 794 127 

(注) 表 中 の ( ) 書 き は (表23) の (注 5 ) と 同様に推計 し た も の。
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災;���:復興 公ltJ . 

?挙公i�t 公社住宅B
itセ

5， 603 8， 210 
4， 831 7， 589 
1 ， 804 2， 264 

1， 516 1 ， 944 
1 ，  2:36 1 ，  461 

384 538 

1 ，  916 3， 337 
1， 444 2， 837 

442 615 

376 1， 142 
333 990 
48 24 

941 904 
909 904 
563 371 

1 ，  078 830 
927 731 
410 99 

412 411 
357 347 
131 230 

378 73 
378 2 
236 。

。 79 
。 25 
。 25 

40 5 
40 戸D 
6 5 

251 805 
251 570 
203 373 

12， 5 1 1  1 7 ， 740 
10， 706 15 ， 461 
4， 227 4， 544 

民 間
住 宅

(37 ， 900) 
(29， 900) 

(8， 000) 
(7 ，  �OO) 

( 16 ， 500) 
( 13 ， 300) 

叫(3， 

(2 ，  
(2， 

(3 ， 400) 
(3 ， 200) 

( 1 ，  100) 
( 1 ， 100) 

( 1 ， 900) 
( 1 ，  600) 

( 100) 
( 100) 

( 1 ， 700) 
( 1 ， 600) 

(76， 000) 
(63， 000) 



の う ち 、 66 ， 241戸 (82. 3%) の用地取得 を 終 え 、 約 7 割 (72. 5%) の58， 354Fが発注 を 終

え る な ど、 3 ヵ 年計画の 2 年が経過 し た時点 と し て建設計画 は)順調 に 進 ん で い る 、 と い う

こ と がで き る 。

1997年 2 月 22 日 、 兵庫県は 『住 ま い復興詳細 プ ロ グ ラ ム j を 発表 し、 そ の けi で応急仮設

住宅等か ら の移行の対象 と な る 恒久住宅等 に つ い て 、 今後の見通 し を 明 ら か に し た 。

こ の こ と は、 第 3 次一元募集 を 控 え た こ の 時期 、 第 2 次募集 に お い て 被災 市街地の特定

の 団地 に募集が集 中 し た結果、 落選 し、 気 を 務 と す仮設住宅入居者が多 数発生す る と と も

に 、 応募 し な い入居者が少 な か ら ず存在す る な ど、 優先措置 に も かか わ ら ず、 仮設住宅天
居者の恒久住宅等への移行が円滑 に 進 ま な い こ と が危慎 さ れ、 そ の対応策 (必要 な 支援策)

が詳細 に 検討 さ れた こ と を 示 し て い る 。 以下 は そ の 内容。

ア . 仮設住宅入居者の恒久住宅等への移行見通 し

仮設住宅入居者世帯 (1996年12月 末現在) の う ち 、 実際 に は 入問 し て い な い2， 000戸

を 除 く 35， 000戸 に つ い て必要 と な る 公営住宅等 の種別 と 戸数 を 表25の と お り 見込んで い

る O
(表25) 仮設住宅入居者の恒久住宅等への移行支援の見通 し (注 2 ) (1996年12月 末現在)

住宅種別等 戸 数 住 宅 総 策 杭i 談 窓 口

公 常 住 宅 21， 300 - 多様伝公古J;í!" むの伴保 . 1県住 ℃符f転車、 住 ま い復興推進課
- シ ルパ- 守 791戸 (既決定825戸) 言r3， 616戸] 総合íl" 主持i談所

( )  - コ レ ク テ イ ブ 1 261戸 (既決定 0 戸) 計261戸] 市揮] 公食住宅'!}.f設 当 課
4. 800 - コ ミ ュ ニ テ ィ の維持 県 ・ 神主 ? 市住宅供給公主i 募集担当課

を 含 む - グYト ブ人桁 - 住宅都市整備公団 関活支社募集拘当課
家賃jl\:減化対 策の〆jミ施

準公営 ・ 公社 ・ 5， 400 家W1l\;滅ft対策の定施 (準公常)
公I霊 - 民間行貸住名家主主負担較減事業

(荘、éÍ'i! (公社 ・ 公開含む)

t立問賃貸住宅 1，  200 

自 宅 再 建 等 6. 300 . f与家再建支緩 . 1果建築指導課
被災者伐さむ購入支援事業補助 (慕金) - 総合住宅相談所

- 被災者住宅約建事業補助 (基金) - 市町建築 ・ 計 i両等担当 課
民間共和i住宅再建支援

被災マ ン シ ョ ン建答支援利子補給

- 定期借地権 に よ る 被災マ ン シ ョ ン 建替支援事業 (基金)

- 被災マ ン シ ョ ン共同部分補修支援利子補給 (基金)

社会編祉筋設 300 - 特別主主議老人 ホ ー ム • y阜市匝I干面4吐.flH'í5車i

- 身体医� ;r�'者福祉施設
. /)):+祭空宇

J、� の f由 500 - 寮 社宅 ・ |己j底等

言! 35， 000 

入居実態無 し 2， 000 

合 計 37， 000 

(注) 表 中 の (基会) と あ る の は、 (財 ) 板神 ・ 淡路大震災復興基金の事業。

イ . 災害復興公営住宅等供給 プ ロ グ ラ ム

ま た 、 災害復興公営住宅等の地域開 の見通 し は表26 の と お り O 需要の多 い神戸市!日市
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街地東部、 西部 に つ い て は 、 地域未定分4， 301戸 を 重点的 に 配分す る と と も に 、 隣接す

る 路神 ・ 明石 ブ ロ ッ ク 等で も 供給す る こ と と し て い る 。 な お 、 1997年 1 月 末現在の入居

決定戸数 は 1 1 ， 9 1 5戸。 供給時期 は、 1997年度下期 ま で に 28， 400戸 を 供給 し 、 1998年度下

期 ま で に は、 金量が供給で、 き る 見通 し と 発表 さ れて い る 。
(表26) 災饗復興公営住宅等供給プロ グ ラ ム

- 地域別供給見通 し 戸数 0997年 l 月 ぶ現在) (i主 2 ) 

(Ül 入J，t}決定等μ数は似 、当選等を合む
※ (7 ， 500戸) は 、 仮設住宅入肘者等で、 希望地が明 ら かに さ れて い な い戸数

， r時期別言「爾 01: 2 )

( 2 ) 罵間住宅の再建状況

他方、 民 間住宅の再建 も 新設住宅着工統計に よ れば、 順調 に建設が進 ん で、 い る も の と 推

定 さ れ る O 着工統計 に は 、 震災に よ り 滅失 し た住宅の復興分、 半壊や一部損壊の住宅の建

替分、 及 ぴそ れ以外の震災 に 関係 な く 着工 さ れた 住宅分 な どが含 ま れて い る O そ こ で兵庫

県で は建築確認申 請手数料の減免率 を 加味 し て 、 民 間復興住宅は76 ， 000戸が着工 し 、 そ の

う ち 63， 000戸が完成 し て い る と 推計 し て い る o 3 ヵ 年の計調戸数は44， 500戸で あ る こ と か

ら 、 2 年 日 で既 に 大 幅 に 上 回 っ て い る O こ の よ う に 、 兵庫県下 の被災地 位。市10町) で は

震災 に よ り 滅失 し た住宅が急 ピ ッ チ で再建 さ れ て お り 、 ま た そ の 際、 資金的 な 問題 も あ っ

て 、 1 戸建 て住宅が 2 戸建 て 、 4 戸建 て 、 あ る い は も っ と 大 き な 共 同 住宅 に な っ た り し て

い る (特 に 大 き な戸建て住宅の再建 に あ っ て は賃貸住 宅 を 併 設す る 傾 向 に あ り 、 そ の分、

戸数増 に も 繋がっ て い る ) こ と も あ っ て 、 新設住宅着工戸数は、 震災前 の 約 2 倍程度 の 高

水準 で、推移 し て い る O し か し 被災地域での戸建て住宅 を 中 心 と し た持 ち 家再建は既 に ピ ー

ク (1995年 8 月 ) を 過 ぎ て お り 、 1995年か ら 1996年度 に か け て活発化 し た民 間賃貸住宅 も

1996年 6 月 か ら 7 月 を ピ ー ク に 減少 に 転 じ て い る O ま た 周年秋以降、 入居率の低下や賃料

の下落傾向が 呂 立つ な ど民 間市場の供給過剰 感 は 強 く 、 今後は徐 々 に沈静化 に 向か う も の

と 予測 さ れて い る O こ の よ う な 震災後の住宅供給が以後の復興 ま ち づ く り に どの よ う な 影

響 を 与 え る か に つ い て は見守 っ て い く 必要があ る O

( 3 ) 金体の状況

r 3 ヵ 年計画j 全体 と し て は 、 民 間住宅の急速 な復興に 加 え 、 災害復興公営住宅等 を は
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じ め と す る 公的住宅は用 地取得や発注がほ ぼ終わ り 、 1997年度中 に は そ れ ら が概ね完成す

る 見込み と な る な ど、 計画 は順調 に 進ん でい る O

2 . 新設住宅着工統計か ら みた住宅復興の状流

( 1 ) 全体の状況

被災10市10町 に お け る 新設住宅着工統計 を 震災発生か ら (比較対象 と し て 震災前 の 1 994

年 の 1 年分 も 併せて) 1997年 3 月 ま での推移を 月 別 に 表す と 表27の と お り と な る O こ の表

か ら は 、 震災の影響で1995年 2 月 に 大 き く 減少 (対前年度比42. 4%減) し た も の の 、 以後、

大 幅 な増大が続 き 、 7 月 以降 は8， 000戸�9， 000戸台 と い う 平年の約 2 1告の ペ ー ス で推移 し

た 。 震災 2 年 目 の 1 996年 を 迎 え て も 高水準が続 き 、 1996年 6 月 、 7 月 に は、 月 間 1 万戸 を

突破す る な ど、 ピ … ク に 達 し て い る 。 そ の後 も し ば ら く 高水準 を 続 け る が、 1996年1 1 月 以

降1997年 3 月 ま で、 5 ヵ 月 連続 し て前年度の実績 を 下 回 っ て い る こ と か ら 、 全体 と し て は

徐 々 に 減 っ て い く 傾向 に あ る 。 し か し 、 そ れで も 震災前の 1994年 の 月 平均3， 000戸�4， 000 

戸台 と 比較す る と 、 依然高い水準 に あ る 。

こ れ ら 被災地での盛 ん な 住宅建設 は 兵庫県全体の着工数 を 押 し 上 げ、 1995年度 に お い て

は、 対前年度比70. 6%増 の 116 ， 227戸 と な り 過去最高 の戸数 と 伸 び率 と な っ た 。 さ ら に 、

1996年度に お い て は1995年度の記録を 更新 し 、 125 ， 623戸 (対前年度比8. 1%増) と な っ た 。

全国 に 占 め る 兵産県の割合 も 震災前の 4 %程度 (1993年度4. 06%、 1994年度4. 37%) か ら

7 % 台後半 (1995年度7. 8%、 1996年度7. 7%) に ま で上昇 し 、 東京都 (10 . 4%、 169 ， 1 15

戸) に つ い で、全国 第 2 位の水準 に 達 し て い る 0 ( 3 位 : 大阪府118， 400戸、 4 {立 : 神奈川県

112 ， 752戸、 5 位 : 愛知県 : 85， 714戸、 数値 は い ずれ も 1996年慶)
(表27) 被災1 0市1 0罰T ・ 新設住宅議工戸数の推移 (注 3 ) 

B. 67 1 1995年 J }j l 2 ，5]7 
39. 13 1 ， 821 ム42.36

3， oorl 27.95 2， 907 ム :).26
3， 194 ム16.63 4 f) 1  4， 378 37.07 
3， 996 43.43 月 5， 57R 39.59 5 }j I 8，014 100. 55 
4， 325 38. 43 月 7. .2.38

.
67: 35 . .1 . .  10， 027 . 1 . 131. 84 . . 1 (1995. 2 -1997. :1 ) 201， 849 23.30 月 8， 543 95 何 11 . 478 .1 . . 163.. 26 . . 1 : 1995 年 2 月- 3 )j 4. 728 8 月 8，576 7:).32 月 8， 478 71. 34 月

9fj I 8，915 91. 76 g fi I 9， 757 109，87 ・ 1995今 度 0995. 4 -1996. 3 )  96， 383 

1011 1 8， 349 140、95 10月 9， 782 182. 31 ・ 1996年度 (1996. 4 -1997. 3 )  100，738 

2 削 11R 1 9， 896 103.62 1111 1 7， 日 57.41 く 参考 〉
4， 508 10. 62 12J� I 9，911 11弘85 lZ!i 1 8， 682 92. 59 ・ 1994年度 (1994. 4 - 1 995. 3 )  45， 550 

( 2 ) 地域別状況

①地域別 ・ 資金別 の着工数の推移

被災10市10町 に お け る 地域別 ・ 資金別 の新設住宅着工戸数の推移 は 表28の と お り で あ

る O こ の 表 の 1995年度 と 1996年 度 を 比較 し て み る と 、 ま ず公営住宅が5， 136戸→10， 650
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(凶 1 ) 被 災 1 0市10lllJにお け る新設住宅着工戸数の月 邪推移 (注 4 ) 
前年 同 月 比
250.09勺

200腕

150.0% 

100似6

50併色

0.0% 

ム42.4%

注) 予成 8 年 2 月 以降は王子成 6 年 2 月 か ら 平成 7 年 1 月 の 同年比。

11，478 

(表28) 資金別 ・ 新設住宅着工統計の推移 (注 5 ) 

( 1 ) 震災直後 (1995. 2 .  �1995. 3 . )  ( 2 )  1995年度 (1995. 4 .  � 1996. 3 . )  

\\ 
東 韓 国

1 難 ド
中 央 巨

兵 庫 昆
神

戸
市
長 田 区

須 磨 区

垂 水 区

北 医

両 日

神戸市計

尼 崎 市

間 胃 di

芦 原 r1i
持? 丹 市

宝 塚 市

!日 西 市

明 石 市

一 木 市

淡 路 地 域

合計

176 第三章.1主宅

民間住宅

64 46 

1 10  86  

139 11l 
46 43 

58 56 

223 99 

9 1  37 

381 246 

320 1 18  

1 ， 432 

522 408 

934 784 

179 8月

250 152 

408 289 

317 244 

319 166 

118 68 

4， 728 3， 193 

公的住宅

公 常 公 庫 公 III

18 。 18 。

24 。 24 。

28 26 2 。

3 。 3 。

2 o 2 。

124 。 124 。

54 。 23 31 

135 。 135 。

202 。 202 。

590 26 533 31 

114 。 114 。

150 。 150 。

94 。 94 。

98 。 98 。

1 19  。 1 19  。

73 。 73 。

153 。 153 。

50 。

。

} ， 535 31 

その他 \\ 言「 民間住宅 公的住宅

公 営 ?と 月ド

。 東 灘 区 9，348 7， 409 1 ， 939 708 979 

。 瀧 1)( 7，024 5， 599 1 . 425 424 お53

。 中 央 む〈 4 ， 1 1 7  3， 163 954 148 G80 

。 )lc I僚 巨 4. 208 3. 247 961 456 369 

。
神

戸
市
も 長 i五 [/ 4， 875 3，349 1 ， 526 397 694 

。 須 磨 医 4. 065 3， 270 795 226 483 

。 垂 水 区 2， 191 1 ， 743 448 。 404 

。 北 �. I 2， 681 1 ， 213 1 ， 438 421 992 

。 F耳 rx: I 4， 806 1. 890 2 ，916 654 2， 152 

。 神戸市計 43，3J5 :10， 913 12， 402 3，434 7， 606 

。 )己 崎 市 9，718 7，819 1 . 899 35 1 ， 508 

。 西 下: 市 17， 261 13，312 3，949 433 2， 859 

。 芦 }手 前 3， 217 2， 633 584 40 520 

。 情 月 市 4， 821  2， 887 1 ，  934 303 1 ， 386 

。 r正 壕 市 5，529 3，816 1 ，  713 120 1 ， 461 

。 川 西 lH 3， 107 1 . 873 1 ， 234 303 877 

。 明 石 市 6. 109 3， 936 2， 173 127 } ， 960 

。 て 本 r1ï 624 297 327 。 305 

。 淡 路 地 域 2. 682 1 ， 465 1， 217 341 725 

。 合計 96， 383 68，951 27，432 5. 136 19， 207 

着 工戸 数
12，000 

1，(日日

-0 r司 その他

44 208 

京) 128 

12  1 14  

79 57 

。 435 

。 86 

29 15 

2 23 

。 110 

186 1 . 176 

205 151 

144 513 

24 。

196 49 

48 84 

39 15 

。 86 

。 22 

。 151 

842 2， 247 



( 3 )  19961f皮 (1996. ;\ . �1997. 3 . )  

\\ l�滞日 ℃ 公的住宅

公 常 公 庫 まと f高 その地
東 灘 レ〈 9 ， 909 6句 249 3， 例。 59給 2γ 095 348 6 1 9  

韓 v 7 ， 01 3  3. 926 3.0自7 612 666 1. 638 1 7 1  

中 央 巨 白 ，}， 874- 1 ， 854 887 355 448 lぞド4

兵 庫 ド 4， G43 2， 974 l， G6!:l 418 161 日立 28� 

神
戸
市

長 HI ，メ �， 4Gl l ， 787 以11 日17 258 1 9 1  

空Il 磨 " 3. 318 2号 197 1 ， ]21  目16 :n 9 270 176 

" 水 区 1 ， 040 l 町 957 2. 083 1 ， 289 旬。 279 

北 む〈 784 1 ， 166 1. 618 l:-17 1 ， 366 32 8:1 

内 B 5. 481 2， 1 l5 3 ， 36杭 ]， 784 107 

神) i1Iifi-r 2仏 !Ì， 35U 7，97R 3， 839 2， 078 

!己 崎 市 9 ， 8 1 3  九 139 3， 374 1 ， 3刷) 1 ， 2fì2 391 161 

両 日 市 E1. 5S7 1 2 ， -169 7， 08B 979 3. 3制 2， 似

J・1 属 -fti 3， 57，1 1 γ 972 1 “)2 30お 041 247 40() 

11' )') 市 4 ， 印拍 乙 1， íì4� 386 ]，1)41 295 

よ 塚 市 ，t . 984 2. 992 1 ， 992 122 1 ， ，174 337 

111 内 市 2. 509 1 . 288 1 ， 221 fレ4 氏 lü:-l 以17

明 イ: 市 5. 662 3， 269 2 出13 470 1 . 749 。 17，1 

本 市 3 1 5  ，109 30 313 。 66 

淡 路 地 域 2.4-49 1 ， の79 1 ， 370 581 629 lGO 

{\""計 100，738 59， 200 4 1 ，  538 10， 650 El， 31 4  7， 136 4， 138 

( 4  ) 震災以後の累積 (1995. 2 . � 1997. 3 . ) 

\\\ ，，1 民間Wi:

東 離 ド l札 321 13， 704 

離 ド 14. H7 9 ， 6 1 1  

中 央 似 。， 984 7， 148 

兵 障 じえ 8， 897 6， 264 

神
戸市 長 111 1" 9 . 391 6，079 

jfi 続 iズ 7， 60E 5， 566 

t草 オ [>( 6， 322 3， 737 

jヒ rx: 5 ， i-W:;  2，65:í 

ili fx. I 10， 60? 123 

神戸市計 92， 1 24 58， 887 

!己 崎 市 20，053 14， 066 

雨 宮 ，p 37，7:)2 26， S65 

;'0; h5: 11) 6. 97(J 4， 目当()

í!' 片 山 9， 1(j1) :í. 2M 

塚 Ili lO， 921 7 併l7

川 両 市 :'1， 9ふ3 3， 405 

時j イ: 巾 1 2 . 090 7， 571 

* rti 1 ，  466 併lO

淡 路 地 域 5. 380 2， 699 

十 20l， 8，t9 131. 344 

i一一

公的住'む

公 事7

5. fì 1 7  1，  306 

4 ， 5 :)6 1 ， 036 

ぷ16 1 ， 06 1  

抗:33 お74

3， 315 1 ， 22R 

2， 0-10 5gZ 

2， 585 I 雪 2民自

3， 191 お

6 ， ，181 1 ， 876 

33，237 ::I， 8lO 

5，  ';87 l ， ::l告5

1 1 ， 1お7 1， 11 1 2  

以) 34S 

丸 自76 68日

3， 824 242 

2， 528 367 

1. 7 1 Y  597 

786 :30 

2. 6Bl 944 

70， 505 15， 83，{ 

公 煉 公 IJI

:に092

1 ， 543 l . 658 

1 ， 037 4以)

B33 �)Rl 

L 20:) 

Sl26 ，1 . .  270 

お52 15C 

2， 493 34 

4， 1:lR 

16， 117 4，056 

2， 88，1 796 

6 ， 3ドサ 146 

271 

491 

3， O:vl 107 

1 . 797 1 ，t2 

3. B62 。

668 。

1. 426 。

39， 977 8， 009 

その他
827 

299 

278 

::W) 
626 

262 

106 

217 

3， 254 

312 

l 号 24()

406 

lïl 

121 

2阪)

8今

3 1 1  

G， 68ち

と 2 倍 に供給量が増加 し て い る こ と O ま た 、 住都公団 に お け る 供給量が842戸→7 ， 136

戸 と 約 9 倍 に増加 し て い る こ と が特筆 さ れる O こ れは、 用 地確保後の着工が進 ん だ こ と 、

『総合 プ ロ グ ラ ム j に お い て 公的住宅の供給戸数の増加が決定 し た こ と 、 住宅 ・ 都市整

備公団が大 き な役割 を 担っ て い る こ と 、 な どが背景 と し て あ る 。 次 に地域別 に み る と 、

神戸市灘区 に お け る 東部新都心、 西宮市臨海部の西宮浜マ リ ー ナ シ テ ィ の 着工 な どの影

響がみ ら れ る 。

②建築主別 に よ る 民 間住宅 と 公的住宅の比較

先の表中 の 公庫分を 民 間住宅に移行 し て ま と め た も の が表29であ る 。 こ の表中 の震災

後累計 を 地域別 に み る と 、 西宮市 (37， 752戸) か ら 神戸市東灘 区 (19 ， 321戸) 、 灘区 (14， 147

戸) な どの東部地 区 と 、 神 戸市兵庫 区 (8， 897戸) ・ 長 田 区 (9， 394戸) ・ 須磨 区 (7 ， 606

戸) に か け て の西部地 区 と の 間 で、 よ く い わ れて い る 復興状況の 「東高商低」 の 傾 向 が

み ら れ る O ま た、 1995年度 と 1996年度の合計 を 比較す る と 、 民 間住宅が前年度実績 を 下

出 っ て お り (88， 1 58戸→78， 154戸) 、 震災後の住宅復興 を 牽引 し て き た 民 間住宅の建設

が少 し ずつ 減少傾向 に 向 か っ て い る こ と を 示 し て い る O 一方、 公的住宅 は前年度の2. 7 

倍 (8， 225戸→22， 224戸) と 大幅 に 増加 し て お り 、 災害復興公営住宅 を は じ め と す る 公

的住宅の建設が本格 的 に 進 ん で、い る こ と を 示 し て い る O

第三章@住宅 177 



(表29) 建築主別 ・ 新設住宅惹工戸数の推移 (1t 5 )

\\ 後 災 J{( 後 i ] 995. 2 � :; )  1 9何年 波 1 1 995. � 1 99(i. :1 ) 199ι{F i笠 (jg住民 4 、 l 甘97. 3 ) 渓災後累計 1 1州 2 へ 1997. 3 )  

KF.lJ 公的 l� fHl 公的 Kfi号 公的 β�1- l(UíJ 公f長]
東灘lべ 1í4 64 。 9. 348 8， 3品目 960 9 ， 909 日， :l4.t 1 .  1 弘 :121 l li ， 796 2 ， 525 

灘 や( I 1 10 11 0 。 7， 024 ι 452 7， 013  4， 592 2，  ，121 14， 147  1 1. 1 54 993 

中央r>( 1 :i9 1J:l 26 4， 1 1 7  3. 843 274 72品 4， 229 1 ，  .199 。， 984 品、 185 1， 799 

!毛Wlメ ，16 46 。 4、 208 3 ， 6 1 お 592 4， 643 :l， .l:l5 1. 208 8， 897 7 ， 097 1 ， 800 
科3
F可 長 I!l lメ 5B 58 。 4 ， 自75 4， 043 832 4， 461 3， 1 8 1  1. 280 仏 394 7， 282 2 ， 1 12 

須野寺区 223 223 。 も Oö5 九 753 :112 :1， :11 8  2.  S 1 6  802 7 ， 60(i 6守 492 1 . 1 14 ト
垂水|メ 91 60 :n 2， 1 9 1  2 ， 147 44 4， 040 3お2 1. 6;'8 6 ， 322 4 ， 乃島。 1， 7:n 

jヒ {メ 381 381 。 2， ()81 2:35 416 2守 784 5， 詰46 5早 148 698 

p!j 1:>( 320 320 。 主 806 4， IHZ 764 5‘ 48 1  :1 ， 89骨 1. ';82 10‘ 607 8， 時l 2，  :弘6

神ド rliåt i 守 432 1， 375 57 43， 415 3札 519 4， 796 47， :177 35， 1 1 0  1 2， 267 92， ] 2 4  ‘ 004 1 7 ， I ZO 

!己 崎 市 522 522 。 仏 7 1 8 9， 327 :191 9町 民 1 3 7， 70] 2， 1 1 2 20， 1l5:J 1 7， 以) 2 ， 5113 

内 1守 rfí 934 934 。 1 7 ， 261 l 凡 1 7 1 l ， mlO 1 9， 1 5 ， 849 :，， 708 :j7， 752 32、 954 4守 798

ti f.手 [rí 1 79 179 。 3， 2 1 7  3町 15:， 64 :1 ， 57 1  6 1 3  日6 1 6令 官70 5巳 945 1， 025 

伊 丹 市 250 250 。 4巳 821 4， 273 54品 4， 089 3 . 286 B03 9町 1 60 7守 809 1， :351 

宝 塚 市 寸j一一一
4C綿 408 。 529 5， 277 252 4， 984 4， 466 51詩 l仏 921 10， 1 51 770 

! I I 荷 市 317 317 。 3， 107 2， 750 357 2， 509 2 ， 135 374 5町 宮:J:l 5， 202 731 

明 石 市 319 319 。 6， 109 5， 896 213 5， 662 5 ， 018 644 1 2 ， 090 1 1 ，  233 857 

二ミ 木 市 1 1 8  118 。 624 602 22 724 628 96 1， 466 1. 348 1 1 8  

淡 路 地 域 249 227 22 2， 682 2 ， 190 492 2， 449 1， 708 741 5， 380 4， 125 1 ，  255 

合計 4， 728 4 ， 649 79 96， 383 88， 158 8， 225 100， 738 78， 514 22， 224 201， 849 1 7 1 ，  321 30， 528 

3 . 建築確認受理件数の誰移

被災10市10町の建築確認受理件数は表30の と お り 推移 し て い る 。 こ の 表か ら は、 1995年

7 月 に 建築受理件数は ピ ー ク に 達 し 、 そ の後、 徐 々 に減少 し て い き 1996年度後半 に は ピ ー

ク 時の 半分以下 と な る な ど住宅再建が次第 に 沈静化 し て い く 様子が読み取れ る O な お 、 震

災 に よ り 被災 し た 建築物 を 再建 す る 場合、 建築確認 申 請手数料 を 減免措置 し て お り 、 こ の

減免措置 を 行 っ た 件数、 及 び受理件数 に 占 め る 減免件数の割合「減免率J も 受理件数同様、

震災半年後の 1995年 7 月 を ピ ー ク に減少に転 じ、 以後一貫 し て 下 降 し て い る O

4 . 住宅復興施策の展開

( 1 ) 災害復興公営住宅 に つ い て

当 初 の r 3 ヵ 年計画J で は、 災害復興公営住宅18， 000戸 を 早期供給す る こ と と な っ た 。

そ の 内訳は県営6， 200戸、 神戸市営7， 500戸、 そ の他市町営4， 300戸 で あ る O 予算措置 は建

設省 に お け る 積極 的 な 編成 を は じ め と し て県営、 各市町営 と も 1995年度中 に 全計闘戸数の

着 手 に 必要 な 予算が措置 さ れた 。 県 - 市町 と も ど も 驚異 的 な 供給戸数 を 担 う こ と と な り 、

他府県か ら の 応援や他部局や 土木事務所か ら の応援な ど に よ り 事業 を 執行 し て い る 。 そ の
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(表30) 被災10市1 0町の月 別建築確認受理件数、 減免件数、 減免率 u主 6 ) 

\\ 
1995年 2 11

3 f1 

HJ 

5 J1 

6 fJ 

7 月

8 fJ 

g jj 

10月

1 1 月

12月

1996年 1 月
(百 8 ) 

2 f1  

3 月

4fJ 

5 月

6 月

7 月

8 rJ 

9 月

lOj) 

II月

JZ月

1997年 l Ý]

2 月

3 11 

合 計

;， 計
ぺ9

( J H- J  
(8.8%) 
2， 716 

14:3'1 
1%/ 

3. 67ì 
1 16') 

(57.5%) 

(2， 743) 
(63.B%) 

S ， 4 1 8  
(3，493) 

(64. S%j 
5， 461 

13， 69B) 
(67. 7% ， 

5， 3ï3 
' 3， 502，' 

1 65. 2%; 
4 ， 709 

(63.0%) 
，1 ， 7甘5
(2， fQ9'J 

((iO， 0%1 
4， 133 

( 2 ， 3 1 9 )  
(56， 1 % '  

3.801 

2. 89
8

φ

a 
J ) 

3， 370 
11. 690 

(出 1 %
3， 378 

3，442 
(1，49ìl 

(43.5%1 

(3
(
3

9
l

，
，
O

2
8料

7
2
6

3) 
) 

従'4
(1 ，  1(9) 

(37.0%) 
3早 299

173) 

(3

2

1 

，
(
8
引
9ド

4
ル
)6
1

) 
) 

(30
Z，

(
6

7
4弘
氾
3

) 
) 

(2

3

9
!(

E
9
併

6
1

5

も
2

)
) 

(25， 6lJ特5
5

6) 
) 

1. 818 
(436) 

(24，0%) 
1， 924 

(461) 
(24.0%) 

(2

2

1 

，
(4
1

14
5

特

7
2) 
) 

87. 309 
(41. 989) 
(48.1%) 
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結果96年 3 月 末 に は 災害復興公営住宅の用地がほ ぼ確保 さ れ る 見通 しが立つ こ と と な っ た。

し か し、 仮設住宅入居者実態調査や公的賃貸住宅 の応募者調査か ら 高齢被災者が多 い こ

と 、 公営住宅階層 の需要が当初の予測 を 越 え て 多 い こ と 等か ら 、 1996年 6 月 末の f移行プ

ロ グ ラ ム J に よ り 災害復興公営住宅の供給戸数を 18， 000戸か ら 25， 100戸 に増やす方 向 が決

定 さ れた。 こ の追加戸数 に つ い て は、 早期供給 を 図 る た め 、 住宅 ・ 都市整備 公団が既 に 事

業 を 進 め て い る 新規建設住宅や被災地内の既存公団 団地か ら 発生 し て く る 空 家の住戸 を 借

上げた り 、 民 間 で整備 さ れ る 借家の借 tJt'等 あ ら ゆ る 手法 を 動員 し て 、 供給戸数の確保に

努め て い る (注 7 ) 。 こ の よ う に 、 住宅 ・ 都市整備公団 が住宅復興 に お い て 果 た し て い る

役割は極め て重要であ り 、 公団の震災復興事業 は 、 (工 住宅市街地総合整備事業等の様 々 な

事業手法 に よ る 住宅建設 ・ 供給事業、 ②駅前等の被災 市街地の復興 を 図 る 市街地再開発事

業、 ③広範 囲 に 亘 る 被災市街地の宅地及 び公共施設整備 を 限 る 土地区画整理事業、 を 3 本

柱 と し て 、 被災地の復興の様々 な場面で重要 な役割 を 担 っ て い る (注 8 ) 。 ま た 、 住宅金

融公庫 も 災害復興住宅融資等 に お い て重要 な役割 を 担 っ て お り 、 以 下 に公団 ・ 公庫 の震災

後 の 主 な 支援活動 を 特記す る 。

住宅 ・ 都市整備公邸の阪神 " 淡路太滋災に係る þ:援等 に つ い て ー

1995年 1 月 1 7 日 縄問支社災害対常総合本部の設置

18日 兵庫県南部地議対策本部 (本社) の設置

建設省 「建築関係調査開J に職員 2 名 を 派遣

1 9 日 公共凶体に対 し 、 賃貸住℃及 びilJi設住宅建設沼地の提供 を 決定

- 賃貸住宅の援供 確保μ数5， 200μ (提供戸数3， 206戸)

- 確保闘穣150ha (提供面積10ha)

22 日 地震対策緊急支援本部の投積

21 日 ~応急危険度判定要員。)派遣 (� 2 /IS、 延べ約1. 初日人の派凌)

22 R �応急仮設住宅の建設 (� ，1 /10、 1 0， 369戸の建設)

22 日 ~宅地被害 対 策 調査 普 段 の 派遣 (� 2 / 15、 延ベギ1750人の派遣)

- 被災地の迭成℃地の擁壁、 盛土斜面i等の被1;.主態調査

- 宅地防 災有i談及 び'む地防災パ ト 口 一 ル の支援等

- 防災資材 ( tーの う 、 ピ ニ ー ル シ ー ト 、 本杭等) の提供

22 B �被災者月]暫定性℃人民 子続要員 の派遣 (� 2 / 1 1 、 延べ約970人の派遣)

22 B �応急仮設住宅建設要員の派遣 (� ι 7 、 延べ約4， 350人の派遣)

(設 9 ) 

2 月 1 口 ~住宅市街地総合整備事業予定 の六甲道周辺地区、 新長田駅周辺地肢の整備計画 を 策 定

( 3 月 31 日 大 陸卓認 ) 、 トi 様に他市の河事業計雷の策定について も 協力

4 月 1 6 日 関 凶支社に 「震災後興事業本部」 の設捜 (現在 4 部18謀、 6 事務所に よ る構成)

10月 1 日 f震災復興事業本部 j をハーパー ラ ン } に移転

※震災復興 に 関 す る 主 な 実績等

( 1 )  rひ ょ う ご住宅復 興 3 ヵ 年計 画liJ に基づ き 18， 000)立の住宅の建設

( 2  ) 復興関連市街地啓備事業 (市街地再開発事業 5 地区、 土地区画整理事業 。 3 地 区 (神戸市

か ら 受託し た神戸東部新都心地区を含む) 、 住宅市街地総合整備事業 14地区等)

( 3  ) 共 同 再建事業、 マ ン シ ョ ン建替事業

( 4  ) 県 市の借上げ公営住宅の建設 (約3， 300戸)

( 5  ) 県 ・ 市の買取 り 公常住宅の建設 (約2， 7∞戸)

( 6  ) 県 市の災害復興公営住宅の建設代行 (約1， 5∞戸)

( 7 ) 災害復興公営住宅への公用空家住宅の提供 (約1， 700戸)

一住宅金融公庫 の阪神 ・ 淡路大震災に係る支援等について

1995年 1 月 四 日 災害対策本部 (本庖、 大阪支応) の設置

24 日 激甚災害の指定

25臼 災害復興住宅融資受付照始

31 日 神戸相談所の開設

2 月 2 日 公庫総裁現地視察 (� 2 / 3 )  

3 月 2 日 災害復興住宅融資の制度拡充

1996年 2 月 2 日 災害終息 日 を 1996年 1 月 17 11 と す る 通達

( こ れに よ り 、 受付の終期は1998年 1 月 16 日 と な っ た)

(注)災害復興住宅融資の受付 期 間 は 、 1997年12月 4 日 融資条件の変更 と と も に1998年 3 月 3 1 B ま で延長 さ れ、

さ ら に その後、 1999年 3 月 31 日 ま で再延長 さ れる こ と と な っ た。
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( 2 ) 災害複興準公営住宅 (特定優良賃貸住宅) に つ い て (注10)

r 3 ヵ 年計両j に お い て は 、 住宅 を 失 っ た 中 堅所得者向 け に 1995年度か ら 1997年度 ま で

の 3 ヵ 年 に 18， 000戸 の特定優 良賃貸住宅 を新規 に 供給す る こ と と し 、 震 災 前 の 認定分約

3， 100戸 と あ わせて約21 ， 000戸 の 供給 を 行 う こ と と し た 。 震災前 の 1994年度 の 認定戸数が

2， 000戸弱 で あ る た め 、 平常時の10年分 に相 当 す る 戸数を 3 ヵ 年で供給す る こ と と な っ た 。

1996年度 に 入 札 民間 賃貸住宅の供給過剰 な どの住宅事情の動態 な ど を 踏 ま え て r 3 カ 年

計闘J の見直 し が行われ、 新規建設分 を 13 ， 700戸 に 変更 し 、 全体で16， 800戸 の供給 を 行 う

こ と と し た 。
(表31) 災害復興準公営住宅供給計画の変質 (注10)

{共 給 }l 数

事業主体 震災前 新規供給
ilt 

E今L刃L、合外ζ言二ん 当初計険] 変 更計i両

県 1 ，  300 7， 500 5， 700 7 ， 000 

市 町 1 ， 800 10， 500 8， 000 9 ， 800 

合 計 3， 100 18， 000 13， 700 16 ， 800 

①震災復興の た め の制 度整備

兵庫県 は 、 震災後直 ち に 国へ震災対策の 髄 度改正 を 要望 し 、 認定事業者向 け の建設費

補助率 を 引 き 上げる と と も に 、 被災者の低下 し た家賃負担能力 に対応す る た め、 家賃減

額補助の 上乗せ を 行 い 、 入居者の負担額 を 引 き 下 げる な ど制度拡充 を 行 っ た 。 さ ら に 、

(財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 活用 し て 調査設計計画 費 や 防 災 関 連 施設整備費 の 助

成 、 家賃減額の た め の助成 な ど補助 を 新設 し た 。

②採択基準の緩和等

ひ ょ う ご県民住宅 (兵庫県が実施す る 特定優良賃貸住宅) は r 3 ヵ 年計画j 期 間 中 、

被災者向 け と し て供給地域 を 激甚指定市町 と そ の周 辺地域 に 限定す る と と も に 、 被災前

は 区域 を 除外 し て い た神戸市内での供給 も 行 っ て い る 。 ま た 、 賃貸住宅の 再建 な ど被災

地域の地域特性 を 考癒 し て 、 1 団地の建設戸数 を 従来の 10戸以上か ら 、 2 戸へ引 き 下 げ

る と と も に 、 住戸規模は専用面積65m程度 (従来75 m ) を 供給の 中心 と し た 。

③兵優協等の実施体制 の整備

特定優 良賃貸住宅 の管理 を 行 う 民 間 の管理法人 (指定法人) 等が、 全国 に 先駆 け て 1995

年 9 月 7 日 に協議会 (兵庫県特定優 良賃貸住宅指定法人等協議会、 略称 「兵優協J ) を

設立 し 、 互 い に協力 し あ っ て 災害復興準公営住宅の供給 を 強力 に推進す る 体制 を 整 え た 。

以後、 個 々 の企業活動 と し て だ け で な く 指定法人 の グ ル ー プ と し て 団結 し て 、 新聞広

告等 の広報活動や入居者募集 を 行 う と と も に 、 事業の 円滑 な 推進の た め に研究会等 を 開

催 し て 制度の研修 を 行 っ て い る o 1996年10月 に は、 震災復興 に 努力 し た こ れ ら の成 果 に
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対 し 、 第 8 国住宅月 間 に お い て建設大臣表彰 を 受賞 し て い る O ま た 、 阪神 間 各市 も 1 995

年10月 20 日 に 「兵庫県特定優良賃貸住宅連絡協議会J を 設立 し 相 互 に 情報交換等 を 行 っ

て い る O

④制度の普及啓蒙活動

1995年度か ら 1996年度前半 ま で は 、 被災者向 け ひ ょ う ご県民住宅等の建設 を促進す る

た め 、 土地所有者や建設業者 向 け に制度の普及啓発活動 を 行 っ た 。 1996年度後半か ら は、

本格的 な 入居の 開 始 に対応す る た め 、 入居者 に対 し て 制 度の周知 を 図 る こ と と し、 入居

者募集の ポ ス タ ー の作成、 希望者へ入居募集パ ン フ レ ッ ト を 無料送付す る た めの登録制

度 を 行 っ て い る O

( 3 ) 住宅の共間建替 に つ い て (注10)

被災地域の民間住宅等の復興 に つ い て は、 土地区画 整理事業や市衝地再開 発事業等の 面

的 な 震災復興事業 に よ り 、 進め ら れて い る が、 事業実施地区 は被災地 の 一 部 に 過 ぎず 自 力

での再建が必要 な 地域が少な く な い 。 し か し 、 こ れ ら の地域は狭小 な 敷地 に 接道がな か っ

た り 、 建ぺい率 ・ 容積率が超過 し て い る 等、 既存不適格建物が密集 し て い る ケ ー ス も 多 く 、

単独で は建築基準法や民法上 の 制 限か ら 震災前 と 同規模の建物 を 建て る こ と が困難 な こ と

が多 い。 こ れ ら の 地域の建て替え を 進め る た め に 複数の権利者が小 さ な 敷地 を 出 し合 い 、

共同化 に よ り 広 い 敷地 と し た上で、 十分な面積 を 持 っ た 建物 を 共持 し て立体的に建て替え

る 方 向 に誘導す る こ と が有効であ る O こ う し た認識に基づ き 「共 同建替j の 事業化に あ た

り 、 兵庫県 で は建設省所管事業であ る 「優良建築物等整備事業 (共同化 タ イ プ) J に よ り 、

一定の要件 を 満 た す 地 区 に つ い て 、 建築設計費や 共 同 施設整備費等 に 対 し 国 費 を受け入れ

た上で、 県 と 市で補助金 を 交付 し て い る O こ の 制 震 は 、 震災以前か ら 良好 な 市指地住宅の

供給、 市街地環境の 整備改善 を 目 的 に 実施 し て い た が、 震災後、 被災地の市街地整備 の た

め、 積極的 に推進 さ れ、 一定規模以上の共 同建て 替 え の 多 く が こ の 鰐度 の 活用 を 前提 と し

て進め ら れて い る O 特 に 、 補助対象項 目 に かか る 費用 に対す る 補助率が通常 3 分の 2 であ

っ た が、 震 災特例 と し て 5 分の 4 (国及 び地方公共 団体併せて ) に 嵩 上 げ さ れた こ と で個

人負担が軽減 し 、 本制度の活用 に よ る 共同 建替が促進 さ れて い る O

な お 、 白 地地 区 以外の事業実施地 区 に お い て も 、 そ の 後、 仮換地の 実施等事業の進渉 に

伴 い 、 狭小敷地等の懸案 を 解決す る 一方途 と し て 、 共同建替が行 わ れ る よ う に な っ て き て

い る O

圃 「優良撞築物等整備事業 (共同化タ イ プ) J の要件

①共通要件

ア 地 区面積 (敷地 に接 す る 道路の 中心娘以内 の 面積) 概ね1， OOOrrl以上

( ※ 震災特例 : 地 区面積が概ね500 rrl 以 ヒ又は敷地面積が概ね300ぱ 以上)

イ 原則 と し て幅 6 m以上の道路に 4 m以上接 し て い る
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ウ 建 て 替 え る 建物 は 3 階以上 の 中 高層建物で耐火建築物又は準耐火建築物

エ 原 則 と し て 敷地内 に 一定規模以上の空地 を確保す る

②個別要件

ア 2 つ 以上の建物 に つ い て 2 人以上の土地所有者等が敷地 を 共 同化 し 、 1 つ の 構 え

を な す建物 を た て る

イ 土地所有者が 2 人の場合、 200m未満又は不整形 な 士地 を 1 つ 以上含む

※ 1996年12月 末現在 の適用件数20件

( 4 ) 持家住宅への支援 (注10)

住宅復興 は 、 公的住宅の供給 と 民 間住宅への支援が両輪で、 あ る O し か し 、 民 間住吉の再

建 は 個 人財産 の形成 に 他 な ら ず、 被災者個 人 に よ る 自 力 再建が大原則であ る 。 こ の た め、

民間住宅へ の 支援策は対象 を 限定 し て 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に よ る 利子補給事

業 を 中 心 に 行 わ れる こ と と な っ た。 どの よ う な 民 間住宅 を 支援す る かに つ い て は、 行政 と

し て は 、 限 ら れた 時 間 の 中 で、 支援す る 理 由 と 被災者の期待 と の 開 で苦渋の 選択 を 迫 ら れ

る こ と と な っ た。

ま ず、 支援の 目 的 と し て 、 震 災復興事業 は土地区画整理や市街地再開発事業の ま ち づ く

り 事業が大 き な ウ エ イ ト を 占 め る こ と か ら 支援事業 も ま ち づ く り 事業 と 関 連 さ せ る こ と と

な っ た 。 具体的 に は、 被災 し た場所が土地豆画整理事業等の 「面的整備事業等区域内」 で

は、 こ れ ら 事業への民 間 の協力 を 期待 す る 意味で支援対象 と し 、 ま た再建の た め他地域 に

移転す る 場合が多 い と 予想 さ れ る こ と か ら 、 一定の新 し い市街地 に 誘導 し 、 重点的 に 開発

す る こ と が理想的であ り 、 効率的 な 新 た な ま ち づ く り がで き る 「新市街地等J での再建 を

支援対象 と し 、 こ れ ら の地域を 県が指定 し た 。 さ ら に 、 住宅供給 に あ た っ て は、 高齢社会

に 備 え た 資産づ く り が必要であ る こ と か ら 民 間 サ イ ドが高齢者仕様住宅 を 大量 に供給す る

こ と を 期待 し て 「 災害復興 (分譲) 住宅」 を 設定 し、 こ の住宅購入 を 支援対象 と し た 。

こ の他 に も 、 特 に 再建が困難であ る マ ン シ ョ ン や 共 同化住宅の 再建 を 支援対象 と す る と

と も に 、 被災住宅 と 再建住宅の二重 ロ ー ン に 苦 し む被災者 に 対 す る 特別対策 を 行 う こ と と

し た 。 加 え て、 持 ち 家 だ け で な く 、 被災者 を 受け入れる 民間 賃貸住宅の供給支援 も 対象 と

し 、 そ の建設 を 促す こ と と し た 。 支援形態 と し て は 、 融資の 返済金利 に対す る 利子補給 と

い う 方法 を 採 っ て い る O こ れは 単純 に 現金 を 支給す る こ と は 、 個 人財産 の補償的色彩が強

く な る こ と 、 元金への補填で は な い こ と か ら 、 個 人財産の形成 そ の も のへの支援で は な い

と 考 え ら れる こ と 、 さ ら に 、 融資額あ る い は 返済額に応 じ た 助成 と な る た め 、 個 人 の 自 助

努力 に 応 じ た 支援 と な る こ と 等 に よ る O こ の よ う な 当 初 の 支援策 は、 ま ち づ く り の推進 に

一定の効果 を も た ら し た も の の 、 一方で支援 を 受 け る 被災者が限 ら れ る こ と と な っ た 。

こ の よ う な 状況 を 改善す る た め 、 1996年 7 月 に 策定 さ れた f総合 プ ロ グ ラ ム j に基づ き 、

こ れ ら 事業 を 大幅に拡充す る と と も に 、 新 た な 支援策 を 創 設 し 、 民間住宅の復興 を よ り ー
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層 支援す る こ と と し た 。

拡充策 と し て は 、 一定の条件の下、 当 初 の 区域条件や購入物件の 条件 を 間 わ ず対象 と す

る こ と と し、 対象 と な る 融資 に つ い て も 当 初 の公的融資の み か ら 銀行 ロ ー ン 等 の民間融資

も 支援対象 と し た 。 新規支援策 と し て は、 今回 の震災で は、 建 て 直 し に 近 い補修 も あ る こ

と か ら 大規模な住宅補修への利子補給 を 行 う こ と と す る と と も に 、 通常の 融 資 が受 け れ な

い高齢者 を 救済す る た め 、 所有す る 土地の処分に よ る 一括返済等 を 前提 と し た特別融 資 に

対す る 利子補給事業 を 実施す る こ と と し た。 さ ら に そ の 後 も 対象 と な る 床面積条件の緩和

な ど対象の拡大 を 図 っ て い る O

瞳支援策一覧

①融資
. ひ ょ う ご県民住宅復興 ロ ー ン

住宅 を 建設、 購入、 補修す る 被災者 に 対 し 、 一定の条件で低利 の 融 資 を 行 う O

を住宅金融公庫 等融資への利 子補給 ・ 補助事業

・ 被災者住宅購入支援事業補助

被災者向 け住宅資金融 資 を 受け、 新た に住宅 を 購入す る 被災者 に対 し 、 一定の条件

で利子補給 を 行 う 。

- 被災者住宅再建支援事業補助

被災者 向 け住宅資金融 資 を 受け、 新た に住宅 を 建設す る 被災者に対 し 、 一定の条件

で利子補給 を 行 う O

- 民 間住宅共同化支援利子補給

住宅金融公庫 の災害復興住宅資金融資等 を 受 け小規模、 不整形 な 敷地 を 利用 し た 共

同 省 協調化住宅 を 建設 し 、 又 は そ の住宅 を 購入す る 被災者 に 対 し利子補給を 行 う O

- 被災マ ン シ ョ ン 建替支援利子補給

住宅金融公庫の災害復興住宅資金融資等 を 受 け 、 被災 し た 分譲マ ン シ ョ ン を 再建す

る 区分所有者及 び住宅供給公社等が建替 を 代行 し た マ ン シ ョ ン を購入す る 被災者 に

対 し利 子捕 給 を 行 う O

- 被災者住宅再建対策事業

住宅金融公庫 の災害復興住宅資金融資 を 受 け、 住宅 を 建築又 は購入す る 被災者 に 対

し 据置期 間 中 ( 5 年 間 ) の 金利 3 % を 実質2. 5% に 5 1 き 下げる よ う 利子補給 を 行 う O

- 被災者向 け フ ァ ミ リ ー 賃貸住宅建設促進利子補給

被災地 域に お い て 、 新 た に被災者向 け フ ァ ミ リ ー 賃貸住宅 を 供給 し よ う と す る 事業

者 (土地所有者等) を 対 象 に 、 建設資金の う ち住宅金融公庫等か ら の融資に対 し 和

子補給 を 行 う O

- 学生寄宿舎建設促進利子補給

被災地 に お い て 、 新 た に 学生前] け単 身世帯用 賃貸住宅 を 供給 し よ う と す る 事業者 (土
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地所有者等) を 対象 に 、 建設資金の う ち 住宅金融公庫等か ら の融資 に 対 し 、 利子補

給 を 行 う 0

・ 大規模住宅補修利 子補給

大規模 な 住宅修繕 を 行 う た め 、 被災者 向 け住宅融 資 を 500万 円 以上借 り 入 れ た 被災

者 に 対 し利子補給 を 行 う O

③ そ の f也

・ 住宅債務償還特別対策

既存住宅 ロ ー ン の償還 を 行 い な が ら 、 被災 者 向 け住宅資金融資 を 利 用 し て住宅 を 建

設 ・ 購入す る 被災者 に 対 し 、 一定の条件で助成 を 行 う O

- 定期借地権に よ る 被災マ ン シ ョ ン 建替支援事業

( 5 ) 民需貨貸住宅への支援 (注10)

震災 に よ り 住宅 を 失 っ た被災 者 の た め の公 的 な 賃貸住宅 と し て 、 低所得者層 に は 災害復

興 (賃貸) 公営住宅、 中 堅所得者層 に は特定優 良賃貸住宅 (災害復興準公営住宅) の提供

に 努め 、 被災者の家賃負 担の軽減 を 図 っ て い る O し か し 、 特定優 良賃貸住宅 は 、 家族世帯

向 け の規模の 大 き な住宅であ り 、 所得成長階層 を 前提 と し た家賃体系 と な っ て い る O こ の

た め 、 単身者の み の 世帯や所得増加の見込め な い 高齢者の み の世帯 に と っ て は、 特定優 良

賃貸住宅 を 利用 す る こ と が難 し く 家賃の初期負担の軽減 を 菌 れ な い お そ れが あ る O こ う し

た事態 を 解消す る た め、 f総合 プ ロ グ ラ ム J に お い て 「民間賃 貸住宅家賃負 担軽減制度J

を 創 設 し 、 特定優 良賃貸住宅 を 補完す る 役割 を 担 う 、 中低所得の被災者が賃借す る 民間賃

貸住宅等の 家賃 に つ い て 、 市 町 に よ る 公的 な 関与 の も と で家賃の 一部補助 を 行 う こ と と し 、

一部の市町等 を 除 き 1996年10月 17 日 よ り 受付が始 ま っ た。 (制度概要 は 「総合 プ ロ グ ラ ム j

の 項 に 記載)

「民間賃貸住宅家賃負担軽減制度」 は、 そ の後 さ ら に 被災者の 生活再建 を 支援す る た め 、

対象住宅の面積要件及 び設備要件 を 撤廃 し 、 県外の民間賃貸住宅等 も 兵庫 県 内 に 帰 る 意志

の あ る 被災者 と い う 条件 の も と 対象 に 加 え る と と も に 、 補助期 間 の 1 年延長 と 補助額の増

額 を 1997年 3 月 か ら 行 う こ と と な っ た 。
(表32) 民間賃貸住宅家賃負担軽減制度の補助対象期間及び金額 (変更後) (注10)
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( 6 ) 被災 マ ン シ ョ ン麓替支援事業 (注10)

県の調査に よ る と 、 5 戸以上入居の マ ン シ ョ ン の う ち 、 震災で半壊以上の 被害 を 受け、

補修や 建 て 替 え が必要 な の は 172件。 再建第 1 号 は 1996年 7 月 21 日 に完成 し た 「 御 影 メ イ

ト J (23戸、 6 階建) であ る O そ の 後 の 進捗状況 (1997年 2 月 末現在調査) は 、 5 棟の 建

て 替 え が完 了 し 、 62件が工事中。 補修が決 ま っ て い る の は 53件あ り 、 設計段 階 は27件で\

合わせる と 147件 (85%) が再建 さ れ た か再建途上 に あ る O 残 る 25件の う ち 、 11件が一部

の住民 の 同 意が得 ら れず、 建て替え決議 ま で、至 っ て い な い も の の 、 再建の 方 向 で住民 間 の

調整が行 わ れて い る O こ れ ら を 加 え る と 、 再建 さ れ た か、 再建 に 向 け て動 き 出 し た マ ン シ

ヨ ン は92% に 上 る 。 反面、 再建 を 断念 し 、 土地 を 売却 し た の が I 件あ る の を は じ め、 県や

市 に 棺談 も な く 、 い ま だ建 て 替 え の め と守が立 っ て い な い の は13件 に な っ て い る 。 (注11 )

こ の よ う に 、 当 初非常 に 長期化す る と 予想 さ れた被災マ ン シ ョ ン の再建問 題が比較的短

期 間 に 進 む こ と と な っ た の は、 国 ・ 県 ・ 市町 ・ 公社 な ど関係機関か ら 建て 替 え 決議の緩和

や支援制 度が整備 さ れた こ と 、 コ ン サ ル タ ン ト 等専 門 家 の ボ ラ ン テ イ ア な ど に よ る 支援活

動、 管理組合の役員 と な っ た 方 々 の必死の努力 な ど様々 な 要国 に よ る O ま た 、 市跨地再 開

発等 と 異 な っ て 、 マ ン シ ョ ン の住民 は ぷつ の 運命共 同体であ り 、 そ こ か ら は 基本 的 に 逃 げ

ら れ な い こ と 、 そ し て 当 初 か ら の 熱心 な 再建活動 に よ り 問題の所在が次 々 と 明確 に 把握 さ

れ、 そ れへの対応策の必要性が関係者 に し っ か り と 認識 さ れた こ と が挙げ ら れ る 。 こ う し

た結果、 一 部 を 除 い て マ ン シ ョ ン の復興は概ね軌道 に 乗 る こ と と な っ た 。

マ ン シ ョ ン の復興 に係 る 経済 的 な 支援措置 に は 、 住宅金融公庫 や 自 治体等 に よ る 特別融

資、 金融機 関 か ら の借入 れ に 対す る 自 治体 に よ る 利子補給 な ど様々 な 制度があ る が、 被災

マ ン シ ョ ン の建 て替え を 支援す る 事業 と し て 以 下の事業 を 特記す る O

① 「優良建築物等整備事業 (マ ン シ ョ ン 建替 タ イ プ) J の推進

戸建住宅 に は な い マ ン シ ョ ン 特有 の 困 難 な 課題 を 抱 え る 被災マ ン シ ョ ン の再建事業 に

際 し 、 建築設計費、 共 同施設整備費等 に対 し 補助 を 行 う 建設省所管の f優 良建築物等整

備事業 (マ ン シ ョ ン 建替 タ イ プ) J が広 く 活用 さ れて い る O 本 制 度 は 1994年 度 に 老朽化

し機能低下 し た マ ン シ ョ ン (耐用年数の 3 分の I 以上経過 し た も の等) の建て替え を 対

象 に 創 設 さ れ た が、 震災に よ る 損傷 も 機能低下 し た も の と 見 な す こ と に よ り 、 被災マ ン

シ ョ ン の建 て替 え に対 し で も 適用 が可能 と な っ た。

一般に被災者の住宅再建 に 際 し て は 資金調達が大 き な 課題であ る が、 特 に 被災マ ン シ

ヨ ン の 再建事業 で は 、 様 々 な事情 を 持 っ た権利者の意思統 \ ダ ブ ル ロ ー ン の 問題等が

あ り 、 方針決定す る ま で に 非常 な 時 間 と 労力 が必要 と な り 再建 ま で長期化す る 例が少な

く な い。 し か し 、 今回、 共同化 タ イ プ と 同様 に 、 補助率の 嵩 上 げ ( 3 分の 2 → 5 分の 4 )

等の震災特例が適用 さ れ一 部 を 除 く 大半の被災マ ン シ ョ ン の再建事業 に積極的 に活用 さ

れ た 。 震 災特例 で補助率がア ッ プ し た こ と に よ り 、 一定の要件 を 満 た す場合、 建設費の

概ね15%�20%程度 を補助 で ま か な え る こ と と な っ た。 そ の結果、 1996年12月 末現在で
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本事業 を 活用 し て 適用 又 は 計画 中 の被災マ ン シ ョ ン は88地 区約7， 000戸 あ り 、 こ の う ち

約51地区、 約6， 700戸が着工済み で あ る O こ れ は 、 建 て 替 え が見込 ま れ る 被災マ ン シ ョ

ン の 8 割 以上 に 及 び今後 さ ら に増加が見込 ま れ る 。

醒優良建築物等整備事業 ( マ ン シ ョ ン 建替 タ イ プ) の要件

1 . 共通要件

ア ~エ は共同化 タ イ プ と 同 じ

狂 . 個別要件

ア 敷地 内 に 一般 に 開 放す る 公関空地 を 確保す る な ど層 辺市街地整備 に 貢献す る こ

。〉}

イ 建 て 替 え の対象 と な る マ ン シ ョ ン の 区分所有者が10人以上で あ る こ と O

ウ 区分所有法 に よ る 建 て替え 決議等がな さ れて い る こ と O

エ 建 て 替 え 後の建築物の延べ面積 の 2 分の l 以上 を 住宅 に す る こ と O

オ 建 て 静 え 前の戸数以上又は建て替え前の延べ面積以上の住宅 を 供給す る こ と O

※ 阪神 ・ 淡路大震災に 係 る 特例

- 区分所有者… ア 震災当 時 に 区分所有権 を 有 し て い た者 を 含む。

イ 地 区面積が1， 000m'未満の も の に つ い て は 5 人以上0
. 敷地要件 … … 地 区面積が概ね500ぱ以上又 は敷地面積が概ね300ぱ以上O

②被災マ ン シ ョ ン 建替等支援事業

被災 し た マ ン シ ョ ン で は 、 再建事業 に 着手 し た も の の多 く の 問 題 に 直面 し て い る の が

現状であ り 、 再建計画が ま と ま っ て実施 に移 る ま で に は相 当 な 時間が要す る O 再建が遅

れれば、 区分所有者は 資金的 に も 精神 的 に も 負 担が大 き く な り 、 ひ い て は被災マ ン シ ョ

ン の あ る 地域の復興への影響が懸念 さ れ る O そ こ で、 マ ン シ ョ ン 再建 に あ た り 、 区分所

有者の再建への早期合意形成 を 促進 し、 周 辺環境に 調和す る 再建マ ン シ ョ ン の実現 を 促

す た め 、 再建 を 凶 ろ う と し て い る 管理組合等の初期段階 に お け る 主 に 次の活動 に つ い て

助成 し て い る 。

ア . 半期 に区分所;有者の合意形成 を 図 る 作業
・ 1規格設計 (敷地条件の検討、 法的条件の検討、 居住条件の検討)
・ 再建事業計画 ( 自 己資金、 公的融資)

イ . 再建への近隣合意 を 得 る 作業
- 周辺環境基本調奈 ( 日 陰、 風、 景観な ど周辺 に 及 ぼす影響調交)
- 周辺住民説明資料 ( 日 陰資料、 周 辺風環境調査、 景観 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン)

※ 実績 (1995年度) 西宮市で10地区、 宝塚市で 7 地 区の合計17地 区 に つ い て実施
宝塚市の l 地区 に お け る 補修 を 除 き 全て建て替え る こ と と な っ た。

(J 996年度) 宝塚市で l 地区 に つ い て 実施
※ 課題 : 本事業 で は 市 と 符理組合等それそ、れに 金銭的 な 負担がかか る 。

③ ひ ょ う ご都市づ く り セ ン タ ー に よ る 支援

被災マ ン シ ョ ン の建 て 替 え に お い て は住民間 の権利調整 な ど、 様々 な 課題 を 抱 え て い
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る O こ の た め 、 兵庫県 で は 、 住民間 の権利調整や計画づ く り に つ い て 「 ひ ょ う ご都市づ

く り セ ン タ ー J の復興 ま ち づ く り 支援事業 ( (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金補助事業)

を 実施 し、 1996年1 1 月 末現在 に お い て30地区 の マ ン シ ョ ン に お い て法律や 税 を 含 め た専

門 家 の 派遣 に よ る 支援 を 行 っ て い る O さ ら に 、 マ ン シ ョ ン 再建 に は建築、 法律、 税等の

専 門 家組織 と も 連携 し て 、 復興 ま ち づ く り 支援事業で弁護士、 税理士等の 専 門家組織 と

も 連携 し て 支援 を 強化 し て い る O

④県住宅供給公社の被災マ ン シ ョ ン 等再建 (建替) 支援への取 り 組み

兵庫県住宅供給公社 は1995年 4 月 よ り 「住宅擾興対策部j を 設 け 、 被 災マ ン シ ョ ン 等

の 再建への相談や事業家 に 向 け て組織整備 を 行 い 、 被災マ ン シ ョ ン 等 の 再建 (建替) 支

援事業 を 積極 的 に 取 り 組 ん でい る 。 公社で は 、 事業化へ 向 け て被災マ ン シ ョ ン等の多 く

か ら 相談 ・ 協議 を 受 け て お り 、 そ の 件数は74件、 う ち 35 団 地3， 250戸 の再建 (建替) 事

業 に 参画 、 さ ら に検討中 の も の も 数件 あ り 、 最終的 に は約40団 地 に つ い て参画決定 す る

見込みで あ る O 既 に 半数以上の 団地が建設工事 に着手 し て お り 、 1996年 度 内 に 殆 どの 団

地が着手 し 、 1 998年度末頃 に は 完成す る 予定 と な っ て い る O こ の 多 く の マ ン シ ョ ン 等の

再建 を ス ム ー ズ に進め る た め 、 区分所有者、 コ ン サ ル タ ン ト ・ 建設業者等、 公社の そ れ

ぞれの役割 を 明確 に し た 再建支援 を行 っ て い る O 公社 の主 な役割 は 、 転出者の土地共有

持分の 買 い取 り 、 保留床が生 じ る 場合の買 い取 り 、 事業 コ ス ト 低減 を 図 る た め の補助制

度導入 の 事務手続 き な どであ る O 再建 (建替) の 支援方法 と し て は、 全部譲渡方式 (等

価交換方式) ・ 地上権設定方式 ・ 定期借地権方式の 3 つ の手法が被災マ ン シ ョ ン の 実情

に あ っ た 手法 と し て 用 い ら れて い る O
(表33) 県住宅供給公社 に お け る再建 (建欝) 相談及び参画決定の状況 (1997年 l 月 31 日 現在) (ì主10)

「\ 相 談 件 数 左の う ち 参画決定

単 体 再 建 共 同化再建 言十 上手 体 再 建 共 同化再建

神戸市 21 6 27 7 2 

芦屋市 17 2 19  10  

夜宮市 13 5 18 7 2 

宝塚市 7 1 8 5 l 

尼崎市 2 2 

計 60 14 74 30 5 

(表34) 事業手法別再建 (建替) 状況 (1997年 1 Jî 31 日 現在) (注10)

言十
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単体再建

(2， 384戸)

団地 ( 505戸)

2団地 ( 108戸)

I 30団地 (2， 997戸)

共同化再建 計

5団地 (253戸) 261型地 (2， 637戸)

7図地 ( 505戸)

2団地 ( 108戸)

5団地 (253戸) 35団地 (3， 250Jヨ)

言十
9 

10 

9 

6 

l 

35 



〔黒住宅供給公社の再建手法〕
ア 令部譲渡方式 (等価交換方式)

公社が 土地共布持分を�J�t全て を 買い取っ て 、 再建建物 を建設 し 、 土地 と と も に 再分譲す る 。

イ 地上権設定方式

建設工事
一一+

再分譲
一一一争

公社が七地共有持分を 買 い取 ら な い で再建す る た め の 手法 と し て 、 L地に対 し て 弘主的 に 地

上権 (t地全体を 建物建設等 の た め に利用 す る た め の権利) を 第 1 順位で設定 し た う え で 、 公

社が事業主 と な っ て建物 を建設 し 、 建物の み を 忌の IX分所有 話 に 持分譲す る 。

ウ 定期借地権方式

建設工事
一一一惨

再分譲
一一一静

公社が土地共有持分の全て を 買 い取 り 、 定期借地権 を設定 し た 建物 を 建設 し 、 元の 区分所有

者 に建物の み を 符分譲 し 、 土地は借地 と し て50年間賃貸す る 。

( 7 ) 輸入住宅の導入 (注10)

「 ひ ょ う ご住宅復興会議j に お い て多様な住宅 メ ニ ュ ー のーっ と し て 「輸入住宅」 導入

の提言 を 受け た 兵庫県 は、 r 3 ヵ 年計画j に お い て 「輸入住宅の導入」 を 施策 と し て 位置

づけ、 輸入住宅の建設促進 を 図 る た め の普及事業 と し て、 被災者 の 方 々 が輪入住宅の性能、

品 質、 価格等 を 車接見て実感す る こ と がで き る よ う 、 輪入住宅 に 関 す る 情報提供の場 (住 ・

情報プ ラ ザ) と モ デル住宅展示場 (住 ・ 展 示 プ ラ ザ) を 併設す る 、 全国最大規模の 「 ひ ょ

う ご輸入住宅総合セ ン タ ー」 を 六 甲 ア イ ラ ン ド 内 に 設置 し た 。 こ の 「 ひ ょ う ご輸入住宅総

合セ ン タ ーJ の設置 ・ 運営 に 対 し、 住 ま い に係 る 研究啓発に尽力 し多大の功績 を あ げた と

し て 1996年10月 四 日 、 (財) 兵庫県住宅建築総合セ ン タ ー が建設大臣表彰 を 受 け て い る O
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ま た 兵庫県 は 、 住宅供給施策のーっ と し て 「輪入住宅復興モ デル街rXJ の 形成 に つ い て、

公的機 関 及 び民 間企業 に 対 し て働 き か け を 行 っ た 。 そ の 結果、 兵庫県住宅供給公社が三木

青 山 団 地 に モ デル住宅を含 む25戸の輸入住宅 を 建設 し 、 う ち 24戸 を 1996年 10 月 に分譲 し て

い る O ま た 県住宅建設課が災害復興公営住宅 と し て宝塚安倉南住宅 を 建設 し て お り 1997年

3 月 に完成 予定であ る O そ の他、 市町や民間企業 に お い て も 輸入住宅 の導入 ・ 建設が行わ

れて い る O

( 8 )  r住 ま い復興詳細プ口 グ ラ ム j で拡充 @ 創設 さ れ た支援策 (注12)

1997年 2 月 22 日 発表 さ れ た f住 ま い復興詳細 プ ロ グ ラ ム J に お い て拡充 ・ 創設 さ れ た 支

援策の概要 は 以 下 の と お り であ る O

①民間賃 貸住宅家賃負担軽減事業 (拡充)

中低所得の被災者が賃借す る 民 間賃貸住宅等の家貨 に つ い て補助 を 行 い 、 被災者の生

活再建 を 支援す る 。 改正点等 は既述。 こ の拡充 に よ り 民 間賃貸住宅入居者への 1 戸あ た

り 支給額は 144万 円 と な る o (総事業費 : 約220億 円 、 対象戸数 : 約25 ， 000戸〕

②被災者住宅再建 (購入 ・ 新築) 支援 に対す る 利子補給制 度 (拡充)

被災者の住宅再建 ・ 購入 を 支援す る た め に 設 け ら れ て い る 「被災者住宅購入支援事

業J I被災者住宅再建支援事業J I民間住宅共同化支援利子補給J 及 び 「被災マ ン シ ョ ン

建 て 替 え 支援利子補給」 に つ い て 、 10年 間利子補給す る 制度 に つ い て 、 金利が低水準で

推移 し て い る こ と を 考慮 し、 利子補給率の拡充 な ど制 度 を 改正す る 。 例 え ば、 持 ち 家再

建者への 1 戸あ た り 支給額 は公庫融資等で 5 年裂 の場合171万 円 、 10年型の場合223. 8万

円 と な る 。 (総事業費 : 約750信 問 、 対象戸数 : 約56， 000戸)

@ 住宅債務償還特剖補助 (拡充)

既存住宅 ロ ー ン の償還 を 行い な が ら 被災者向 け住宅資金融 資 を 利用 し て 住宅 を 再建 ・

購入す る 被災者 に対す る 助成 を 充実 す る O 例 え ば、 新住宅債務が1， 500万 円 (返済期 間

30年、 金利3. 0%) で既住宅債務が1， 500万 円 (年収給与所得700万円 ) の 場合、 150万円

を 助 成 す る o (総事業費 : 約80億円 、 対象戸数5， 400戸〕

④被災者向 け コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ等建築費補助 (新規)

コ ミ ュ ニ テ ィ を 生活の根幹 に 据 え た新 し い住 ま い方で あ る コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ、

グ ル ー プ ホ ー ム (分譲、 持家、 賃貸) を 被災者向 け に建設 し よ う と す る 被災者及 ぴ民間

事業者 に 対 し 、 協 同 居住空間 の整備費等の一部 を 補助す る O こ れ に よ り 、 例 え ば10戸 ( 1 

棟) の コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ を 建設す る 場合 に は 、 助 成 の 総額 は 1， 1 70万 円 で あ り 、

1 戸 あ た り の助成額 は117万 円 と な る o (総事業費 : 約 3 億5 ， 000万 円 、 対象戸 (棟) 数 :

約350戸 (30棟) J

⑤復興土地 区 画整理事業等融資利子補給制度 (新規)

復興土地 区画整理事業及 び復興市街地再開発事業 に よ り 清算金等 を 支払 う こ と と な る
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権利者等 の借入金に対 し て 利子補給を 行 う 。 例 え ば、 市街地再開発事業 の 権利者で清算

金支払 い の た め 、 600万 円 (利率 3 %、 20年償還) を 市 か ら 融資 を 受 け た 場合、 支給の

総額は ( 1 件 あ た り ) 81万6， 000 円 と な る 。 〔総事業費 : 21億 円 、 対象件数 : 約5， 000件〕

①小規模共 同 建 て 替 え 支援事業 (新規)

面的整備 K域外 「い わ ゆ る 白 地地域」 に お い て 、 敷地規模、 接道要件等の 要件 を 満 た

さ な い た め 、 国 の 補助対象 と な ら な い小規模 な 共同建て詩え ・ 協調建て 替 え 等 を 行 う 場

合、 調査設計費、 上地整備費、 共同施設 に かか る 費用 の 2 / 3 を 補助す る O 例 え ば、 1 

戸 あ た り の対象事業費が400万 円 (平均事業費) の場合、 補助金額は260万 円 と な る 。 〔総

事業費 : 約 12億 円 、 対象戸数 : 約600戸〕

⑦隣地貰 い 増 し 宅地規膜拡大支援事業 (新規)

震災 に よ り 滅失 し た住宅の再建に あ た り 、 宅地が狭小 な た め 隣接地 を 購入 す る 場合 に

金融機関 か ら 融資 を 受 け る 場合 に 、 利 子補給す る 。 例 え ば、 隣地購入 (坪50万 円 / の 土

地66rrl購入) の た め金融機関 か ら 1 ， 000万 円 (利率 3 %) を 借入 し た場合、 支給総額 は

150万 円 と な る o [総事業費 : 約 3 億 円、 対象件数 : 約200件〕

5 . 住宅復興の課題~高齢社会の住 ま いづ く り -- (詫13)

阪神 ・ 淡路大震災は高齢化社 会 を 襲 っ た震災であ る 。 震災死や 関 連死、 応 急仮設住宅な

ど震災が産 み 出 し た社会現象 に は絶 え ず 「高齢者問題」 が伴 っ て い た 。 住宅復興の過程に

お い て も そ の事情 は 同様であ る 。 住宅 の再建 に 際 し 、 自 己資金 を 持た な い ( あ る い は再建

資金 を 貸 し て も ら え な い) 高齢者 (特 に 年 金生活者) な ど復興か ら 「取 り 残 さ れ る 人J の

問 題 は 絶 え ず社 会 問題 と し て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れて き た 。 住宅復興対策 に お い て も 、 こ う
はん寸 う

し た視点、 「 高齢社会 の住宅復興 は如何 に あ る べ き かj が幾度 も 反寓 さ れた 。

そ の結果、 「 公営住宅の大量供給J r持家再建への支援拡充J r民 間 賃貸住宅への家賃補

助J r敷金半額措置J rすべ て の 県営住宅 に シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ を 導入J r グ ル ー プ入居J r コ

レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グJ rベ ッ ト 向日可公営住宅」 な ど様々 な 試みが導入 さ れた 。

住宅復興 の本質的課題は、 応急仮設住宅 を は じ め と す る 仮住 ま い か ら 恒久住宅への移行

が どの く ら い本格的 に 進 む の か ど う か、 と い う 点 に あ る O 復興住宅の供給 に 日 処がつ い て

く る 一方で、 恒久住宅への移行後被災者の生活は どの よ う な 形 に な る のか、 と い っ た 生活

復興の観点、 つ ま り 「高齢社会の住 ま いづ く り J を 通 し て どの よ う な 震災復興が実現で き

る の か と い う 問題意識が ウ エ イ ト を 高 め て い る 。 こ う し た意識に基づ き 、 仮設住宅で生 ま

れた コ ミ ュ ニ テ ィ を 生か そ う 、 あ る い は恒久住宅 に 移行後の コ ミ ュ ニ テ ィ を 大切 に し よ う

と す る 施策が取 り 入れ ら れ る こ と と な っ

「高齢社会 の 住 ま いづ く り J と い う 問題意識は被災地の一過性の課題で は な く 、 全戸l ど

こ で も 絶 え ず潜 在 的 に 存 在 し て い る 課題であ り 、 被災地 で は そ れが 自 の前 の 問題 と し て 顕

在化 し た の で あ る 。 各種の プ ロ グ ラ ム が策定 さ れ、 仮住 ま い に 生活す る 多 く の 被災者が恒
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沼DN 
兵庫県営 コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ 〔災害復興 (賃貸H主宅〕 入居申込案内書 (応急仮設住宅入局者向 け )

:人とふれあい、安心して暮らせる家に
コレクティブ・ハウジングは、 夕、イニングキ、ソチンや浴察、 トイレなどを備えた
厨役者専問の独立した住宅部分と、 属役者全員で利用する協同繁樹から成ります。
豊かさと生きがいを生み践す住宅にするには、総住者 て入ひとりが自一立して
積極的に暮らし、 協同生活に参加することが大切です。

〈協同生活のルール〉

@協同空間は震住者みんなで利用します。

@協間空間では、 居住者どうして鵠蹴窃訪をするなど、ふれあいのある生j酌奇襲しめます。

@協関空間の清掃や簡単な修繕恕どは居住者会員で行います。

@協同空間の光熱水費などは、居住者全員で負強します。(別途、団地の共量産費も必要です}

@協同窓潤の利用方法などは、 港住者全員でJ[，-Jしを決めます。

@協爾�簡のテーブルやソファーなどの儀lfI，類i草履住者全員で購入し、維持・管理します。

W加
川川
同判
晶甲
除
品ω

協間空間 廊下

重量感住者を援助する仕組み
巡回訪問して居住者の安否者確認し

たり、生，舌端談や助言、構係機関との連

絡析すって居住害者支援する[生活援

助員(L8AlJ の執務撃ち刊宇5れますっ

関鹿住者のふれあいを大切に
共用のリピンクでは、 車討主者が本や新

開在出しあって霞書コーナー者つくっ

たり生活や鐙由来活動を還して，3，れあい

の時鶴を過ごしたり、 憩いとくつろぎが

惑じ5れますロ

昌弘\1<:色濃を支える暮らし
共用のずイニングは居住者みんなで

テ ブんや食器棚をそろえ 禽事が楽

L めるよ到司乍5れていぎす。 共用の洗

濯コーナーを富却すたり、 フロア得こクル

ープが集えるような場所も併設して作

5れます。

霊童高齢者i掛綿設計
廊下に手すむをつけたり、工レベーヲ

ーを設濁した明、 高齢者が安心して暮

うせる設計になっています。

臨間取りは3タイプ
玄関ホーんに下敷箱私どを置を 靴を

脱吉苦すので、専用部分と協同控閣では、

上iまきや素足で利用します。 専用部分

配間取りは、 高齢単身者のSタイプ ( 1

DK'2Klおよび蕎齢二人世帯用のM

ヲイブ(2DK1.-鍛位稽用のL9イプ

(3DKlがありますO窃樹立Sヲイブで約

34r丹、M9イブで約43凶 しタイプで約57

Aとはります。 コレヲティブハウジング

の場合、専用住宅部分と一再当たりの

協荷受鴎部分 (協間空間を各住戸専

用面積で按分υた{直)を合わせた薗穣

が、 災害復興住宅の標準プラン (8型

的品、 M豊臣50，自 L型60�65品) の広さ

に相当するように設計されています。

鶴プライバシーも安心
居住者専用の住宅部分は 和室また

は洋室とダイニンクキtノチンFう成。、

もちさんr昔室 トイレ草ども備えてし申

す。 玄関{こは鍵の付いた引き戸力、付け

5れ 協同空間と区分されています。 デ

イニンタキッチンや洋室の床立フロ

リンク仕上げのため、 高齢者に負担の

軽凶梅子生 舌iこ遜しています。 専用部

分で使われる水道 光熱費は議題負担

です。

段鐙の悲しな丸フローリンク仕上

[HAT神戸・鶴の渓住宅の協関空間}

圏万一舗に穣えた輔も用意
浴室には床の段差力、草く 手すりが付

1:1うれ、大雪止のユニットI (スb河崎え5

れてい在ので安心して入れます。万

の場合{こ犠えて、緊急通報用のボタン

も付Jています。

協同空間 トイレ

圃『jlil--量

eMタイプの例(海本信号住宅のプラン}
n 

※平密密あ、よび写真、本立は 例で すへてのコレクティブ 八ウジンゲにあてはまるわけではありません。

(兵庫県都市住宅部位 ま い復興問住宅管現課)



久住宅へ移行 し よ う と す る こ の 時期、 「高齢社会 の 住 ま いづ く り J は 単 に 住宅施策 と し て

だ け で は な く 、 経済的 な 自 立や コ ミ ュ ニ テ イ の再生 と い っ た 、 経済復興、 社 会復興の 実現

を促す と い う 中 長期 的 な 課題 を も 苧みつつ展 開 さ れて い る 。
(差是35) 応急仮設住宅の入居状況の推移 (注14)

1995"f. (単位 . 戸数)

2 月 2 H 4 
3 月 1 日 2， 265 1996年
4 月 1 日 10， 308 4 月 1 日 43， 079 
5 月 1 [] 23， 035 5 月 1 日 42， 268 
6 月 1 臼 32， 714 6 月 1 日 41 ， 436 
7 月 1 日 37， 004 7 月 1 B 41 ， 507 
8 月 1 日 41 ，  218 8 Jì 1 日 40， 889 
9 月 1 日 45， 932 9 月 1 日 40， 384 
10月 1 1':1 46， 394 10月 1 日 39， 747 
1 1月 1 日 会46， 617 1 1 月 1 日 39， 186 
12月 1 日 46， 51 3  12月 l 臼 38， 212 

1 996年 1997寺
1 月 1 B 1 月 1 日 37， 241 
2 月 1 日 46， 231 2 丹 1 日 36， 428 
3 月 1 臼 45， 953 3 月 1 日 35， 837 

(参考文献〉

(注 1 ) 兵庫県都市住宅部資料

(注 2 ) 1997年 2 月 22 日 付兵庫県記者発表資料 「震災復興対策j。

(注 3 ) r兵庫の都市 と 住宅j 兵庫県都市住宅部 ( 1996年 3 月 ) 及 び19961f. 5 月 27 臼 付兵庫県記者発表資料 「平成

7 年度兵庫県新設住宅着工の特徴j 、 1997年 6 月 18 日 付兵庫県記者発表資料 「平成 8 年 度兵庫県新設住宅

着工の特徴j な どを 参照。

(注 4 ) 1997年 6 月 18 日 付兵庫県記者発表資料 「平成 8 年度兵庫県新設住宅着工の特徴」。

(注 5 ) 兵庫県都市住宅部資料 「兵庫県新設住宅着 r:統計市町別集計 表j か ら独 自 集計。

(注 6 ) 兵庫県都市住宅部資料 「被災地 に お け る 建築様認 に お い て (1997年 9 月 初 日 現在) J か ら 作成。

(注 n r更生る ま ち ・ 住 ま いj (p.  101) 兵庫県都市住宅部 (1997年 3 月 ) 。

(注 8 ) r21 世紀ひ ょ う ご、vol. 7 1 j  (財) 21世紀 ひ ょ う ご創造協会 (1997年 1 月 14 日 ) I住宅 ・ 都市整備公開の震災復

興市街地再開発事業j 宇治原邦浩。

(注 9 ) 兵庫県都市住宅部資料。

(注10) r魁る ま ち ・ 住 ま いj (p. 105�p. 117) 兵庫県都市住宅部1997年 3 月 を 主 と し て 参照。

(注11 ) 1997年 3 月 8 日 付 読売新聞 「被災マ ン シ ョ ン 再建進むJ を 参照 し て作成。

(注12) 1997{f- 2 月 22 日 付 兵庫県記者発表資料 「震災復興対策」。

(注13) 1997年 1 月 1 9 日 付神戸新聞社説 「復興 3 年 目 の課題 (下〉 高齢社会の住宅復興 を 成 し遂げたいJ な ど を 参

照 し て作成。

(注14) 1996"j::: 7 月 1 日 以降は翌月 か ら 毎 月 発表 さ れて い る 兵庫 県記者発表資料 よ り 、 そ の他 は 各種資料か ら 把握

し た 数値。 な お 、 支局]は最高値 を 示す。
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第四章
福 祉



災者への福祉対策
は じめ に

震 災 2 年 目 を 迎 え た兵庫県の予算説 明 で\ 貝 原俊民知事は重点施策の柱 と し て 「福祉の

心が息づ く す こ やか な社会づ く り J の 実現 を 表明 し た 。 「復!日J か ら 「復興J への流れの

な かで高齢者や障害者 な ど を 中心 と す る 被災者の生活状況 も か な り 様相が変化 し て い る O

高齢者や障害者の生活支援 を ベ ー ス に 復興計離 を 考 え る と し て も 、 当然、 各局面 ( ス テ ー

ジ) に応 じ て基本戦略 も 変わ っ て く る O そ こ で姫路濁協大学小室農允教授 は 「 ひ ょ う ご福

祉ル ネ ッ サ ン ス 5 ヵ 年 プ ラ ン J (注 1 ) と し て 基本的 な 考 え を 次の 五つ の ス テ ー ジ に 分け

て提案 し て い る O

第 1 ス テ ー ジ (震 災後 1 ヵ 月 ー 生存確保の緊急保護) : 震災 か ら 1 ヵ 月 を ふ り か え る と 、

避難所 な ど に お い て 高齢者や障害者の生存が危ぶ ま れ る 事態がみ ら れた。 民 間福祉施設 な

ど を 拠点 と し た 緊急の支援体制 を 組み、 県内外の施設 に お い て 緊急保護 と し て 受 け入れ、

必ず し も 十分で、 な か っ た にせ よ ど う に か対応 し て き た。

第 2 ス テ ー ジ (震災後 1 6 ヵ 月 ・ 緊急 の住宅確保) : 高齢者お よ び障害者 を優先 し て

仮設住宅への 入居 を 図 っ た が、 一 日 も 早 く 住宅の確保が必要。 仮設住宅入居希望者の な か

に は シ ョ ー ト ス テ イ に よ る 緊急保護の必要があ る の に 、 同 意 さ れ な か っ た 人 も 少な く な か

っ た。 こ れ ら の 要援護者の う ち 避難所や在宅で生活す る 人 た ち への支援が求 め ら れた 。

第 3 ス テ ー ジ (震災後 6 -12 ヵ 月 ・ 住み な れ た コ ミ ュ ニ テ ィ に戻 る ) : 約2 ， 000人が緊急

保護 と し て 県内外の施設へ入所 し たが、 こ れ ら の 人 を 呼び戻 し、 仮設住宅、 ケ ア{す き 仮設

住宅、 特別養護老人 ホ ー ム な どの整備 に よ り 、 震災前の住み慣れた地域 に 戻 れ る 受 け 皿 の

整備が求 め ら れた 。 訪問看護体制 を 整 え る と と も に 介護型ヘ ル パ ー の 養成が緊急に必要 と

な っ た 。

第 4 ス テ ー ジ (震災後 1 - 2 年 ・ 各種福祉 プ ラ ン の前倒 し ) : 新 し い ま ち づ く り のハ ー

ド面での整備が具体的 に 進め ら れ る o í福祉 イ ン フ ラ J 関係 の 整備 も 、 要援護の 高齢者や

障害者が居住 し 生活す る こ と を 前提 に し た 自 立支援の体制 を 築 く た め 、 新 ゴー ル ド プ ラ ン

( 日 標年度2000年) 、 エ ン ゼ ル プ ラ ン 、 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン プ ラ ン な どの 各種施設づ く り

を 前倒 し し て、 こ の ま ち づ く り の な か に ピ ル ト ・ イ ン し て い く 必要があ る O さ ら に は 「福

祉 イ ン フ ラ J を 支 え る の に必要 な マ ン パ ワ ー の養成 ・ 確保 も 必要 と な る O

第 5 ス テ ー ジ (震災後 2 - 5 年 ・ 未 来福祉都市 ひ ょ う ご 「 ゴー ル2000J の 展 開) : ゆ と

り と ふ れ あ い の都市空間 づ く り を 基本 と し 、 新 ゴー ル ド プ ラ ン 、 エ ン ゼ ル プ ラ ン 、 ノ ー マ

ラ イ ゼ ー シ ョ ン プ ラ ン な どの各種施設 を 取 り 入れた福祉機器 を 備 え た 介護対応 の住宅 を 整

備 ・ 普及 さ せ、 要援護 の 高齢者や障害者の住宅での 自 立生活を も 可能 と す る 「福祉 イ ン フ

ラ j の基盤整備 を 行 う O こ れ に よ っ て2000年 ま で に 「未来福祉都市 ひ ょ う ごJ を 実現す る O
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第 3 か ら 第 4 ス テ ー ジ に お け る 兵庫県の被災者福祉対策 に つ い て県福祉部作成 の 資料の

ほ か被災者 に 対す る 各種実態調査デー タ な ど を 中心 に 記述す る O

1 . 被災要援護者等への 支援 (注 2 ) 

{ ふ れ あ い セ ン タ ー の議営}

県 は被 災 に よ り 心 身 両面 に わ た っ て 大 き な 打撃 を 受 け た 仮設住宅 に 住 む 高 齢者等 に 対

し 、 ふれ あ い交流等 を 通 じ て 、 心身 の ケ ア を 行 い 、 自 立 を 支援す る と と も に 、 コ ミ ュ ニ テ

ィ 形成の場や ボ ラ ン テ イ ア 活動の拠点等 と し て 活用す る た め、 50戸以上の仮設住宅 に 設置

さ れて い る 「ふれあ い セ ン タ -J の 運営 を 支援。 ふ れあ い セ ン タ ー 推進協議 会 を 実施主体

と し 、 市町が公募等 に よ り 選考 し た ボ ラ ン テ イ ア や コ ミ ュ ニ テ イ 団体等 の 民 間 の 支援組織

に 県社協、 市社協 も バ ッ ク ア ッ プ し て 管理運営 を 行 っ て い る 。 地域の実情 に 応 じ た支援組

織の創意工夫に よ り 、 趣味の 会や健康教室 な ど仮設住民の 交流の た め 多 様 な プ ロ グ ラ ム が

組 ま れて い る O 経費の負担割合は設置費 = 復興基金 2 分の し 県 2 分の l 。 管理運営費 =

復興基金 2 分の 1 、 県 4 分の 1 、 市 町 4 分の 1 。 設置数 (1997年 3 月 末現在) 225 ヵ 所 と

な っ て い る O

[地域型館設住宅入居者のケア ( 開住宅への生活援助員派遣事業) ] 

輔地域型交流応、急仮設住宅 と は (注 3 ) 

震災直後 に建設 し た仮設住宅の入居は高齢者や 障害者 を優先 し た が、 市街地か ら 遠 い と

い う の で、不詳 だ、 っ た。 こ の た め そ の後、 市街地 に小規模単位で建設 し た仮設住宅 を 地域型

仮設住宅 と い い 、 兵庫県下 で約2， 500戸 あ る 。 地域型仮設住宅 に は 一般向 け と 高齢者 ・ 障

害者向 け と があ る が、 大部分は後者であ る O さ ら に 高齢者 ・ 障害者向 け 地域型仮設住宅は

ケ ア サ ー ビ ス の差異 に よ っ て 、 I 類型 ( グ ル ー プホ ー ム ケ ア 事業型) と E 類 型 (生活援助

員 派遣型) があ る O

I 類型 は 、 「入浴、 炊事、 衣眼の着脱等 に 一 部介助 を 要す る 程度の高齢者等j が対象で

介護員 は一棟 (概ね14人) 当 た り 2 人、 看護婦は 1 人 を 配置 し 、 夜間対応 に 加 の介護員 2

人 を 配置。 サ ー ビ ス 内 容 は 身 辺介助、 家事援助、 夜 間 に お け る 臨時的対応、 生活相談であ

る O

立 類型 は 、 1 1 類型の対象者 ほ どで は な い が、 身体上、 精神上 の 理 由 で避難所 で の 生活

が困 難 と 認め ら れ る 高齢者j が対象で、 生活援助員 を 住宅戸数概ね30戸 に 1 人 を 配置 し 、

夜間対応 に 別 の 1 人 を 配置す る O サ ー ゼ ス 内容 は生活指導 ・ 相談 ・ 安否の確 認、 A 時 的 な

家事援助、 緊急時の対応、 関係機関等 と の 連絡、 そ の他 日 常生活 に必要 な 援助 で あ る O

兵庫県 グ ル ー プ ホ ー ム ケ ア 事業運営要綱 に よ れば、 どち ら の地域型仮設住宅 も 運営事業

は、 老人福祉施設 を 経営す る 社会福祉法人等 に委託す る こ と がで き る O 主 に 阪神 間 で老人
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福祉施設 を 経営す る 社会福祉法人が受託 し て事業 を 行 っ て い る O

設置数は、 I 類型 は 、 尼崎市 (48戸) 、 西宮市 (60戸) 、 芦屋市 (56戸) 、 宝塚市 (27戸) 、

合計191戸。 百 類型 は 、 西宮市 (126戸) 、 芦屋市 (98戸) 、 神戸市 ( 1 ， 500 戸 ) 、 合計L 724 

戸であ る O な お、 神戸市は E 類型 に 属す る が、 サ ー ビ ス 体制 に は若干の違いがあ る O

置地域型イ反設住宅 での生活状況

高齢者 ・ 障害者 向 け地域型住宅 は神戸市 に 約 1 ， 500戸 と 阪神 間 4 市 に 400戸強 あ り 、 神 戸

市 に は こ の 他 に 一般向 けが500戸 あ る O 地域型仮設住宅の建物 タ イ プ は 、 「 学生下宿型 ・ 寮

型j と 「 コ モ ン ル ー ム (共用 室) を も っ た コ レ ク テ イ ブ (共同) ハ ウ ジ ン グ型 ・ グ ル ー プ

ホ ー ム 型J の二種あ る O 神戸市は 「寮型j で ケ ア サ ー ピ ス は H 類型 に 近似 し て お り 、 芦屋

市は 「 グ ル ー プホ ー ム 裂J でケ ア サ ー ビ ス に は I 類型 と H 類型があ る O 神戸市の 「寮型」

は い ずれ も 2 階建 て で、 廊 下 を は さ んで個室が並 ぴ、 各 階 に 共 同 の ト イ レ と 炊事場、 浴室

が設け ら れ、 戸外に 共同洗濯機置 き 場があ る O 儲 室 は単身用 に4. 5畳、 2 人以上用 に 6 畳

で、 1 棟に 8 � 24戸の室があ る O 生活援助 員 室 は50室 に 1 案設 け ら れ、 夜 間 は 生活援助員

は不在 に な る の で、 そ の対策 と し て 緊急時 に 室 内 の ブザー を押す と 13分以 内 に警備会社が

駆 けつ け る 体制 に な っ て お り 、 警備員 が毎晩 1 団住宅の周 り を パ ト ロ ー ル し て い る O

入居者の 多 く は 後期 高齢者で、 入居者の抱 え る 問題は多様であ る O 日 常生 活 に 介助 を 必

要 と す る 人 は多 く 、 50室 に 1 人 と い う 生活援助員 の負担は大 き い。 ホ ー ム ヘ ルパー の派遣

や デ イ サ ー ビ ス を 受 け て い る 人 も い る O 入居者か ら は ト イ レ が少 な い、 杖 を つ い て調理器

具 を 炊事場 に 運ぶ の がつ ら い と い う 声 も あ る O 生活上 の不便 さ は大 き いが、 共 同炊事場や

廊下が井戸端会議の場 に な り 、 カ ゼで伏せ て い る 人 に 食事 を 届 け た り す る 相 互扶助 も 少 し

は育 ま れつ つ あ る O ま た神戸市は地域型仮設住宅 に 限 っ て 、 日 曜か ら 金曜 日 の 昼食の配食

サ ー ピ ス を 実施 し て い る 。

芦屋市の 「 グ ル ー プホ ー ム 型」 は 1 階建てで、 1 棟に 14室 あ り 、 棟の 中 央 に 約70ぱ の コ

モ ン ル ー ム があ り 、 そ の 内容は浴室 2 ヵ 所 と 職員 詰所、 調理台 4 ヵ 所 と 食主主兼談話室 で あ

る o 1画室 は 約 1 6 ぱ で ト イ レ と 洗面台が付 き 、 6 畳 の和室 と 洋室の どち ら か を 選べ る O ケ ア

サ ー ビ ス は24時間体制で、 生活援助 員 の 配置 は 1 棟に つ き 昼 間 は 1 � 2 入、 夜 間 は 1 人で

あ る O 地域の ボ ラ ン テ ィ ア の 支援があっ く 、 避 3 掴 の 昼食づ く り のサ ー ピ ス 等 も し て い る O

入居後居住者の健康状態が よ く な っ た り 、 痴呆や精神 障害の癒状が専 門家が驚 く lま ど に緩

和 さ れ る な どの効果が大 き い と い う 。

ケ ア付 き 仮設住宅 は、 社会福祉法人 「毘崎老人福祉会」 副 理事長 市Jl I 穂子 さ んが、 県

や芦毘市 に 訴 え て 実現 し た も の だが、 市J I I さ ん は 「地域型仮設住宅 を 運営す る な か で学ん

だ こ と J と し て 「 当 初 は 医療が分断 さ れて い ま し た 。 入居 さ れた方がパ タ パ タ と 倒 れ、 4

月 5 月 は救急車 を 呼ぶ こ と が続 き ま し た 。 こ れで は い け な い と 思 い、 す ぐ に ボ ラ ン テ イ ア

を 募 り ま し た。 60人が集 ま っ て く れ ま し た 。 ま ず、 コ モ ン ス ペ ー ス を 使 っ て 交代で昼食 を

つ く っ て い た だ き ま し た 。 次 に 、 芦原市の ハ ー ト フ ル福祉公社 に お 願 い し て 、 夜 は 配食サ
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ー ピス を 入 れて い た だ き ま し た 。 ち ょ う ど開設産前 に被害 を う け た あ し や 喜楽苑の新採用

職員40人の 行 き 場が な く 因 っ て い ま し た ので、 生活援助員 は 、 そ の 職員 を 中 心 に あ て た わ

け ですが、 そ の 中 に は保健婦 も い ま し た ので、 順次医療 と つ な い で、い く こ と が出 来 ま し た。

そ の よ う な 手 だ て を と る と 、 7 月 に は み な さ んす っ か り 落 ち つかれて、 救急車 を 時ぶ こ と

も ほ と ん どな く な り ま し た 。 住 ま い と 医療 と そ し て食事が し っ か り す れ ば高 齢者の方 々 は

本当 に 落 ち つ かれ る の だ と い う こ と を 目 の 当 た り に し た わ け です」 と 話 し て い る O

居住者 は 人の 顔が見 た く な っ た ら 、 コ モ ン ル ー ム に 集 ま っ て く る O 各棟の コ モ ン ル ー ム

は 時 間 が経っ と と も に居間 の よ う な 雰囲気がで で き て 、 棟 ご と の様子 も 個性 があ る O 震災

で生 ま れた 国 内 で は め ず ら し い 混合型の グ ル ー プホ ー ム と な り 、 神戸協 同 病 院 の 院長 は 「地

域 に 開 か れ、 支援があ り 、 入居者が 自 由 に 生活で き る 点 が よ い。 超高齢化社 会 を 迎 え る 21

世紀の福祉の在 り 方 を 示す モ デル の一つJ と 評価 し て い る o (注 4 ) 

(表 1 ) 高齢者 ・ 障害者向け地域型仮設住宅の比較概要 (注 5 ) 

芦屋市型 ( グ ル ー プ ホ ー ム 型) 神戸 市烈 (寮型)

内 容 ト イ レ付 き 個祭で介助 を 受け ら れ る 。 生活相談 を 受 け ら れ る 寮形式の高
高齢者 ・ 障答者向け仮設住宅て\ 21恒: 齢者 ・ 障害者向け仮設住宅。 2 階
紀 の 調 かれた グ ル ー プ ホ ー ム を展望す 建て。
る。 平屋。

実施主体 芦屋市、 尼崎 市、 西宮市、 宝塚市 神 戸 市

職 員 配置体制 24時間対応 月 ~金の 9 時か ら 5 時 ま で

50人に対 し て 昼間 4 入、 夜 間 2 人の生活支援者 1 人の相談員

個 人の部屋 6 畳/ 1 人 (夫婦な ら 2 部屋) 4. 5畳/ 1 人、 6 畳/ 2 人以 上

ト イ レ 各部屋 に あ る 。 f態答者用 も あ る 階 ご と の共同。 障害者用 も あ る

風 呂 共 同 だが、 障得者用 も あ る 共 河 で、 A 般 タ イ プのみ

コ モ ン あ り (台所 ・ 食堂兼居間) な し ({旦 し、 一定戸数規模以上の
ル ー ム 場合はふれあ い セ ン タ ー があ る )

台所設備 冷蔵庫、 電子 レ ン ジ、 食器棚等の配置 流 し と ガ ス レ ン ジのみ

いずれ も ボ ラ ン テ ィ ア の 出入 り は 白 山。 「地域に 調かれて い る 」 構造で あ る 。

(i主) I阪神大震災 医療 と 福祉に何がお き た か」 神戸協同病院の調資資料 に一部加筆 し た

豊臣 ケ ア 付 き 仮設住宅の評価 (注 6 ) 

兵庫県社会福祉協議会 「阪神 ・ 淡路大震 災社会福祉復興本部J (塚口住喜 夫事務局 長)

で は 、 地域瑠仮設住宅の貴葉 な 実践 を ふ ま え 、 今後の高齢者や 障害者の住 ま い や暮 ら し 方

に つ い て調査 ・ 研究 を 行 う た め 、 1996年 7 月 に 「高齢者協 同居住型集合住宅研究委員 会j

を 設置、 芦屋、 尼崎、 西宮、 宝塚市 に 設置 さ れた 「 グ ル ー プ ホ ー ム ケ ア 事業型j の地域型

仮設住宅の入居者 を 対 象 に 、 住環境 ・ 生活環境 を 中心 と し た実態調査 を 行 っ た 。

仮設であ る に も かかわ ら ず、 入居者の評価 は 高 く 、 全体の70. 7%の 人が、 現在の 生活に

満足 し て お り 、 生活上の不満が多 い 一般の応急仮設住宅 と は全 く 状況が異 な っ て い る 。 間
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答者の年齢が高 く な ればな る ほ ど、 満足 し て い る 人 の 割合が高 く な っ て お り 、 75歳以上で

は実 に80% の 人が満足 と こ た え て い る O 後期高齢者に な る ほ どケ ア サ ー ビ ス の付加 さ れた

住 ま い を 必要 と し て い る こ と がわ か る O

具体的 に 、 生活の どの よ う な 部 分 を 評価 し て い る の か を み る と 「常駐ス タ ッ フ が親切 に

対応 し て く れ る J 78. 1%、 124 時 間 常駐 し て く れ る の が安心J 68. 9%の 2 つ が と びぬ け て

高 く な っ て い る 。 ま た 、 「住民 間 士が仲 良 しJ が41 . 5% と 次 い で、高 く な っ て お り 、 24時 間

体制 の サ ー ビ ス の安心感 と 住民同士が声 を か け あ っ た り 助 け合 う 共 同 で の 住 ま い 方 を も っ

と も 評価 し て い る こ と がわ か る 。 さ ら に 「便所が使 い や す い J 30. 6%、 「共 同 浴室があ る 」

27. 3% と い う 回答が示す よ う に 、 プ ラ イ パ シ ー 空 間 と 共 同 空 間 が う ま く ミ ッ ク ス し た住宅

の形式 に つ い て一定の評価が得 ら れて い る 。

逆 に 、 現在の生活で困 っ て い る こ と で は、 「共同炊事場が使い に く いJ 35 .  7%、 「部屋が

狭いJ 32. 4%が最 も 大 き な不満 と し て あ が っ て い る O ま た 「共 同生活がわ ず ら わ し いJ と

答 え た 人が28. 5% と そ の次 に 多 い が、 そ の 具体的 な 内容 と し て は 、 キ ッ チ ン の 利用 が競合

し た り 、 「料理 を つ く っ て い る の を 人 に み ら れた く な いJ と い っ た 先の 共 同 空 間 に 関 す る

不満 と 共通 し た 問題が含 ま れて い る O

輔 「ケ ア付 き 高齢者 ・ 障害者住宅」 への提案

同研究委員 会 で は 、 と く に次の よ う な提案 を 行 っ て い る 。

ケ ア 付 き 仮設住宅は、 “ 施 設 に行 く ほ どで も な い が ひ と り で生活す る の は 不安" な l高 齢

者や障害者が、 安心 し て 自 立 し た 生活 を 営 む た め の住宅 と サ ポ ー ト の あ り 方 に つ い て 多 く

の示唆 を 与 え た。

ま た 、 自 立度や 障害が異 る 高齢者が協 同 で生活す る ケ ア 付 き 仮設住宅 で は 、 日 常生活の

中 で入居者同士の助 け合いが広が り 、 年齢別、 障害形態別 の ケ ア の あ り 方 を 再考 さ せ る も

の で あ っ た。

こ の 2 年 間 の取 り 組みで得 た 貴 重 な 教訓 の 中 か ら 2lt世紀の高齢者の住 ま い 方 の ひ と つ と

し て 「ケ ア 付 き 高齢者 ・ 障害者住宅」 が提案 さ れて い る 。

こ の 「ケ ア 付 き 高齢者 ・ 障害者住宅j は、 知的障害者や精神 障害者の グ ル ー プホ ー ム で

は な く 、 ま た 、 痴呆性高齢者の グ ル ー プ ホ ー ム と も 異 な る も の で あ る 。 住み慣れた地域の

中 で 、 年齢や 障害の形態、で対象 を 限定せず、 痴呆老人や精神障害者、 心身障害者等が、 各 々

の個性 を 尊重 し 助 け合い な が ら 生活す る 住宅 と 住 ま い 方 を 総称 し た も の で あ る 。 (注 7 )

[主E宅福祉サ ー ビ ス の充実}

県 は 、 要援護高齢者 ・ 障害者が可能 な 限 り 住みf貫れた地域で安心 し て 、 自 立 し た 司 常生

活が送 れ る よ う 在宅福祉サ ー ビ ス の充 実 に つ と め た 。 ま た、 被災地外の仮設住宅 に入居 し

た 要援護高齢者 ・ 障害者 に対 し で も 、 従前か ら 受 け て い た福祉サ } ピ ス に つ い て質量 と も

に低下 す る こ と の な い よ う 、 被災市町 と 受 け入 れ市町 と の 緊密 な 連携の も と 、 生活状況の
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把握やサ ー ピ ス 提供 に万 全 を 期 す よ う 関係市町への指導 を 強化 し て い る O

こ の た め事業内容 と し て ( イ ) ホ ー ム ヘ ルパ ー を 早朝、 時 間外に も 派遣す る と と も に 、

派遣形態 を 滞在型 に 加 え 、 B に接数回訪 問 す る 巡閉型 を 導入 し 、 多様な介護ニ ー ズ、 に 対

応。 1997年 3 月 末現在、 ホ ー ム ヘ ル プサ } ピ ス の 時 間延長対応実施市町は被災20市町の う

ち 9 市 1 町 (神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、 三木市、 J I I 西

市、 五色 町) と な っ た 。 ま た 巡回型導入市町は 6 市 1 町 (神戸市、 尼崎市、 明石 市、 西宮

市、 芦屋市、 宝塚市、 三原町) と な っ た 。 ( ロ ) 小規模 デ イ サ ー ピ ス の 導入促進 を 図 っ た

が、 1996年 度 に 被災20市町で県57 ヵ 所、 神戸市42 ヵ 所の計99 ヵ 所 を 運営、 引 き 続 き 整備促

進 に 努め て い る 。 (ハ ) 在宅介護支援セ ン タ ー 活動促進 を 図 っ た が、 同 年 度 に 被災20市町

で県32 ヵ 所、 神戸市12 ヵ 所 の計44 ヵ 所運営。 ( ニ ) 福祉用 具移動展示車 「 す こ や か兵庫 フ

ェ ニ ッ ク ス 号j を 県下各地域 に 派遣 し 、 福祉用 具の普及啓発 と 入手方法等の相談 ・ 指導 を

実施。 ( ホ ) ガ イ ド ヘ ル パ ー 、 手話奉仕 員 、 要約筆記奉仕 員 の 派遣事業及 び補装具の交付、

修理事業 な ど身体障害者等福祉サ ー ピ ス を 提供。 (ヘ) 24時 間 対応 ヘ ル パ ー (巡回型) 事

業 は 同年度中 に 被災20市町の う ち 6 市 (神戸市、 吃崎市、 明石市、 西宮市、 芦屋市、 宝塚

市) で実施。 ( ト ) 被災高齢者 自 立生活支援事業 は 8 市町 (神戸市、 西宮市、 伊丹市、 津

名 町、 北淡町、 一宮町、 三原町、 東浦町) で展 開 さ れて い る 。

日商社関保人材の養成 ・ 確保]

輯 ホ ー ムへjレパー の養成 @ 確保

県 は ホ ー ム ヘ ルパ ー の 資質向上の た め 、 ( イ ) 民 間 等 に よ る 指定研修、 ( ロ ) ホ ー ム ヘ ル

パ ー 現任研修、 (ハ) 家庭介護、 リ ハ ビ リ 研修セ ン タ ー に よ る 介護研修 な ど を 実施。

在宅介護 あ ん し ん作戦や 24 時 間 対応 ヘ ル パ ー の 導 入 な ど で 必 要 な 人 材 の 確 保 に 努 め て い

る 。 (注 8 )
(表 2 ) ホ ー ムへんパー の確保状況 (単位 : 人)

平成 7 年度末 平成 8 年度末 差引増減
区分

常 勤 非常勤 計 常 勤 非常勤 常 勤 非常勤 百十

県 (姫路市 を 含む) 544 3， 154 3， 698 622 3， 157 3 ， 779 78 3 81 

( [人j被災地) 226 2 ， 15 1  2， 377 261 1 ， 996 2， 257 35 ム 155 ム 120

神戸市 3， 013 3 ， 356 343 

言十 6 ， 7 1 1  7 ， 135 424 

(注) 被災地での減は、 伊丹市 が稼働実績 の な い受録ヘルパー を整玉県 し た こ と に よ る 。 (県福祉部資料 )

重量描祉事業就労希望者へ の支援事業

県 は福祉人材セ ン タ ー を 県社会福祉協議会に 委託 し て設置 し 、 福祉人材の確保や育成 を

図 っ て い る O 震災後 と く に社会福祉事業への 就労希望者が増加の傾 向 に あ り 、 そ の対応 に

つ と め て い る O 求職者に 対 し て 、 求 人数が少 な い た め 、 新設の福祉施設への啓発 を 含 め 、
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積極的 な 求人 の 開 拓 を は じ め、 求職 ・ 求人の地域偏在 を 解消す る た め 、 ハ ロ ー ワ ー ク ・ ナ

ー ス セ ン タ 一 等関係機関 と の連携を 強化、 よ り 円 滑 な 就労斡旋 を 図 っ て い る O ま た、 介護

職 に つ い て は 、 介護福祉士 な どの 資格があ る が、 業務独占 の 資格 で な い た め 、 資格の あ る

人 と そ う で な い 人 と があ り 、 全体 と し て の 資質向上 に む け、 講習会等の 開催 を 計画 し て い

る o (注 9 )
(表 3 ) 社会福祉事業就労希望者支援事業

①求職 ・ 求 人主主録、 紹 介 ・ 就職の状況 (1997年 3 月 末現在)

求職登録 求 人登録 紹 介 ・ 就職
区 分

新規登録 抹消 登録数 新規主主録 抹消 是正録数 紹 介 就職 就職率

94主ド度 2， 071 1 ，  877 420 417 407 40 270 88 32. 6 

95年度 2， 641 2， 352 709 413 396 57 297 100 33. 5 

96年度 2， 919 2 ， 836 792 583 524 1 16 287 103 35. 9 

(県福祉部資料)

②求職 ・ 求人相談の状況 (1997年 3 月 末現在)

求職松談 求 人相 談 そ の他の相談
区 分 合 計

電話 来訪 文書 言十 電話 米訪 文書 言十 電話 来訪 文書 計

95年度 38 782 1 821 57 66 。 123 。 391 。 391 1 ，  335 

96年度 。 865 。 865 359 65 。 424 。 536 。 536 1 ， 825 

(同 )

[被災児童への対応}

櫨震災遺児 に癒 え ぬ心の傷 (注10)

震災で、親 を 失 っ た 遺児 は 県教委の調べで は 374人 (18歳未満) い る O 震 災 か ら 1 年 9 カ

月 を 経て も 、 遺児の心傷は癒 さ れず、 そ の家計は苦 し い 。 奨学団体 「 あ し な が育英会J (本

部 ・ 東京) が1996年 8 、 9 月 に 遺児家庭336世帯 を 対象 に 行 っ た 調査で、 そ の 実態が鳴 ら

か に な っ た。 遺児の 5 割が亡 く な っ た 親 に つ い て話 さ ず、 約 3 割の家庭が ま だ収入 を 得 る

仕事 を 持 っ て い な い と い う O 同 会 の 委託で調査に 当 た っ た 筑波大学と の 副 田 義由教授 (社会

学) は 「悲 し み や苦 し み を 話す こ と か ら 癒 し が始 ま る の に 、 癒 しが始 ま っ て い な い子 ど も

が多 い。 家計の苦 し さ も 心配 だ」 と 話 し 、 震災遺児 と 親 に対す る 物心両面 の ケ ア の必要性

を 訴え て い る O

調査は家計状況、 保護者 自 身 の 震災体験、 保護者か ら み た遺児の感情な ど約40項 目 で、

238世帯 か ら 有効 回答 を 得 た 。 回答者は、 父親、 母親、 祖父母 ら O

遺児 の心 身状況では、 43%が 「 う ま く 寝付 け な いJ r 眠 り が浅いJ r眠 っ て う な さ れ る J

な ど睡眠障害 を あ げ、 「暗やみ を こ わ が る J r甘 え る こ と が多 い j な ど も 目 立 っ た 。

亡 く し た 家族 に は、 遺児の77%が 「寂 し さ J r悲 しみJ rかわ い そ う 」 な どの 感情 を 持 ち 、

「遺児が亡 く な っ た 家族 に つ い て話すかJ で は 「あ ま り 話 さ な いJ r ま っ た く 話 さ な いj が
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53% あ っ た 。

遺児に生 じ た望 ま し く な い状況、 行動、

態度 に 関す る 向 い で は 、 「成績が下がっ たj

の 18% を ト ッ プ に 、 「学校 に 行 く の を い や

がっ た J 1い じ め ら れたJ 1:登校拒否J な ど

の 回 答が続い て い る 。

保護者 ら に死者 に対す る 感情 を 2 つ ま で

尋 ね た 質 問 で は 、 「悲 し み 」 の 57%が最 も

多 い ほ か、 「納得で き な いJ 1 自 責感J が約

20% も 占 め た 。 こ う し た感情 は、 55% ま で

が 「今 も 変 わ ら な いJ 1む し ろ 強 く な っ た」

と 答 え て い る O 保護者の気持 ち が癒 え な い

こ と は 、 子 ど も の心の 回 復 を 遅 ら せ る こ と

に も な っ て い る O

家計で は、 「非常に苦 し く な っ たJ 1苦 し

く な っ た」 が54% に の ぼる O 約 7 割 は働い

筑波大学校舎:の半田結 さ ん (美術教員) が 、 あ し な が育英会
の イ ベ ン ト て、遺児 ら に取 り 組ん で も ら っ た 人形のぬ り 絵 を
紹介 ( 1996年10月 14 日 )

て い る が、 う ち 14% はパー ト か臨時雇い。 と く に母子家庭の家計は深刻で、、 働 い て い る 母

親の半分がパ ー ト や 臨時履い と な っ て い る 。

説 田教授 は f 自 責、 罪悪感が強い こ と が震災遺児 と 残 さ れた保護者の特徴」 と 強調。 心

の癒 し の施 設 を 早期 に 建設 し て ほ し い 。 学校や 周 囲が 協力 し子 ど も を 理解 し支援す る よ う

努め て ほ し い J と 訴 え る O

震災遺児の心の傷 を いや す宿泊施設 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス j を 建設す る た め 「あ し な が学

生募金」 は 7 億 円 を 目 標 に募金活動 を 1996年 4 月 か ら ス タ ー ト さ せて い る O

親や保護者 を 亡 く し た子 ど も た ち を 援助 し よ う と 10 を 超 え る ボ ラ ン テ イ ア 団体、 福祉団

体が活動 し て集 め た 義援金は20億 円 に 達 し て い る 。 建築家の安藤忠雄 さ ん ら が発起人 と な

っ て 設立 さ れ た 「桃 ・ 柿育英金」 を は じ め 、 高校生 の 遺児 を 対象に し た神戸新聞厚生事業

団 の 「 く す の き 基金」 な どマ ス コ ミ 関連の福祉団体。 「 わ か ば奨学金基金j や 日 本PTA全

国協議会 も 奨学金 な ど を 出 し て い る O

醐 「被災 児童播祉相談j の 開 設 (注11)

震災亘後 に 開 かれた震災関係児童相談所長会議 に お い て 県 中 央見童相談所 に 「被災見童

対応本部J が設置 さ れ、 特別 に被災児章。 に 対す る 相談 を 受け る た め に 、 そ れ ま で各所で行

っ て い た 震災 に 関 す る 相談 を 「被災児童福祉相談J と し て 、 各児童相談所 に 窓 口 が置 か れ

た 。

間対応本部 の 主 な 役割 を 、 ( イ H被災児童福祉相談J の結果の集約 と そ の 情報提供、 ( ロ )

震災 に 関 す る 情報の集約 と マ ス コ ミ への対応、 (ハ) 要保護児童 の 受 け 入 れ状況の把握 と
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対応、 ( ニ ) 児童福祉施設入所措置等の実施 と 調整、 ( ホ ) 一 時保護の実施 と 調整、 ( ヘ )

西宮児童相談所等への支援の調整 な ど と し 、 コ ン ト ロ ー ル機能 を 中央児童相談所が受け 持

っ た 。

相談の 年齢別 受付状況 を み る と 、 大半が低年齢児童であ っ た。 う ち 未就学児童 は全体の

44% を 市 め て い た 。 「 自 宅倒壊で母が死亡、 避難所暮 ら し、 父 は 酒 に お ぼれ て い る J I避難

所で落 ち 着 か な い 。 養育者の入 院 も 重 な り 困 っ て い る J I震災で子 ど も の 精神 状態が不 安

定 に な り 養育 に 不安があ る 。 施設 に 入所 さ せた い J I地震後赤 ち ゃ ん言葉で甘 え る J I ボ ン

ヤ リ し て い る こ と が多 く 、 学校で も 無気力 で あ る J I前 の学校の担任 の 先 生 の 死が シ ョ ッ

ク で登校で き な いJ I仮設 人間後、 自 力 で学校へ行 こ う と し な いJ な ど相 談 は 、 そ の 時子

ど も の 身 に起 き た さ ま ざ ま な こ と を 示 し て い る O
(表 -1 ) 被災児童福祉相談実施状況

r一一一一一一
相談内空宇 養護 精神薄弱 肢体不 自 潟 重度心身障害 その他 合 計

94年度 153 64 13 1 1  190 431 
千字

95年度 1 90 422 5 47 2 ， 306 2 ， 970 
書士

96年度 42 52 3 6 587 690 

※ 1 995年度及び96年度は神戸 市分を含む。 (1997年 3 月 末現在 ・ 県福祉部資料)

輔子 ど も の心の健藤 に 及 ぼ し た 影響調査 (注12)

被災 し た子 ど も の う ち 、 仮設住宅や親類宅で生活す る 子 ど も に 「 こ こ ろ の ダ メ ー ジJ の

症例 が 目 立つ こ と が、 1 月 22 日 (1996年) 兵庫県が ま と め た 「子 ど も の こ こ ろ の健康 に 及

ぼ し た 影響」 の 調査で分か っ た 。 自 宅 に 別家族が同居 し て い る 場合の出現率 も 高 く 、 県 は

「 自 宅で家族 だ け で生活す る こ と が、 気持 ち の安定 に つ な が っ て い る よ う だJ (児童福祉課)

と 分析 し て い る O

調査は95年 6 、 7 月 阪神 間 (神戸市 を 除 く ) と 淡路 島 の 6 市 3 町の被災児童 ( 0 -15歳)

の保護者 を 対象 に 実施。 12， 443人 の 回 答 を 集計 し た 。 「 よ く お びえ る J な ど 5 項 目 以上 に

該 当 す れ ば 「 こ こ ろ の健康度要注意児童j と 判 定 し た。

要注意児童 の 出現は、 震災直後の4， 445 人 (11 . 6%) に対 し 、 6 ヵ 月 後 は735人 (5. 9%)

に 半減。 中 学生 に 比べ幼児 に 震災直後の 出現率が極 め て 高い半面、 回復のベ ー ス も 速 く 、

向課は 「幼児 は親の気持ち ゃ接 し方で立 ち 直 る が、 思春期 に な る と 不安や恐怖 を 内在化 さ

せやすいj と し て い る O

被害実態 と の 関係 で は 、 家族の死亡や け が な ど を 経験 し た子 ど も は 、 人的被害の な か っ

た場合の約 2 倍 の 出現率。 家屋 な ど物 的被害で も 同様の傾向 を 示 し 、 こ こ ろ の痛み は被害

程度 と 相 関 関係 に あ る こ と を う かがわせて い る O

住 ま い 別 で は、 6 ヵ 月 後 の 男 子出現率で、 自 宅 = 3. 4%、 仮設住宅 = 6. 7%、 親類宅 に 同

居 = 11 .  6%、 自 宅 に 別 の 被災家族が 用語 = 7. 7%。 ま た 、 女子 も 、 自 宅 に 別 の 被災家族が

同 居 = 25. 0%、 親類宅 に 同居 立 16. 7 % な ど と な っ て お り 、 家族以外 と の 同 居 に 強 い ス ト レ
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ス を 表す傾向が出 て い る O

融被災児童 メ ン タ ル ケ ア充実事業

県 は被災児童の健全 な こ こ ろ の発達 を 支援す る た め 、 各児童相談所 に お い て 、 被災児童

の実態 を 把握す る と と も に 、 保護者や学校関係者等 に 対 し て 、 被災児童の こ こ ろ の理解 と

ケ ア に つ い て啓発、 指導 を 行 っ た 。 事業内容 と し て は 、 屋外での 遊 びゃ 、 創 作活動 を 中 心

に 子 ど も の活動の場 と し て青空プ レ イ 等 を 開 設す る と と も に 、 啓発資料や啓発冊子 を 作成

し保護者や 関係者 に 配布。 ま た、 関係者 ・ 一般県民 を 対象 に し た シ ン ポ ジ ウ ム 等の 開催。

こ の ほ か被災地等の被災児童の状況把握 を 行い 、 ケ ア を 必要 と す る 児童の実情に応 じ て 必

要 な 援助 、 指導の た め の 「ス ク リ ー ニ ン グ訪 問活動j を 展 開 し た。 被災児童健全育成事業

と し て 、 被災地の保育所や児童館等 に 職員 や ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ を 派遣 し て紙芝居や 人

形劇 等 を 行 う 「子 ど も の館派遣事業」 や 巡間劇場 を 実施す る と と も に 、 被災児童 を 子 ど も

の館 に招待す る 被災児童交流 フ ェ ス テ ィ パ ル を 実施。 被災児 童 を 激励 し 、 次代 を 担 う 児童
(表 5 ) 被災児叢の た め の メ ン タ ルケ ア実施状況

券発活動 (1997年 3 月 末現在)

区分 青 空 プ レ イ ノf ン フ レ ッ ト 冊 子 啓発紙 講師派澄 シ ン ポ ジ ウ ム 等

94年度 10 ヵ 所

95年度 2 ヵ 所 10， 000音E 1 ， 000冊 5， 000部 1 1 回 2 回

96年度 4 ヵ 所 42回 1 回

ス ク リ ー ニ ン グ訪問活動 (1997年 3 月 末現在)

区 分 保育所 幼稚閤 小学校 中 学校 児童館等 ノ仁込: 三ロjiト

調査先 196 36 406 145 7 790 
94 
年
度

対象者数 6， 390 100 2， 685 447 400 10， 022 

ケ ア 必要数 382 。 245 48 。 675 

調査先 222 24 209 76 64 595 
95 
年
度

11 ， 706 260 5， 443 3， 3 14 2， 109 22， 832 

ケ ア 必姿数 654 41 704 289 201 1， 889 

調査先 7 7 2 52 68 
96 
年

度
対象者数 267 678 380 1 ， 325 

ケ ア 必要数 36 38 12 。 86 

健全育成支援活動 (1997年 3 月 末現在)

区 分 派遣事業 巡回劇場 被災!)c京交流 フ ェ ス テ ィ パ ル

94年度 5 ヵ 所

95年度 10 ヵ 所 34 ヵ 所 2 凶

96年度 4 ヵ 所 37 ヵ 所 2 関

(以上、 県福祉部資料)
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に希望 を 抱か せる こ と を 目 的 と し た 同事業 は保育所や児意館等か ら の要望 に よ り 1996年度

以降 も 継続実施 さ れて い る O

[生活保護の動向}

盟被保護世帯数 ・ 人 員 、 保護率の状況 (表 6 ) 

県下の被保護世帯数 ・ 人員 は、 1992年 9 月 を 境 に微減傾 向 か ら 微増 な い し 横 ばい傾向 に

転 じ て い た が、 震災の影響 を う け て 、 被保護世帯の 県外転出、 施設入所、 死亡、 親族等の

同居等か ら 、 廃止件数が開始件数 を 大 き く 上 回 る状況が1995年 5 月 ま で続 い た が、 6 月 か

ら は 開始件数 と 廃止件数がほ ぼ均衡す る よ う に な り 、 何年 3 月 以 降 は 開 始 が継続 し て 上 闘

っ て い る O そ の結果、 世帯数、 人員 と も そ れぞれ何年 4 月 、 96年 8 月 に底 と な り 、 そ の 後

は世帯数は増加傾 向 に あ る が、 人員 は概ね横ばい で推移 し て い る O

1997年 3 月 現在、 29 ， 001世帯、 42， 378入、 保護率 は 7. 8% の状況 に あ る O 震災前 の 1994

年12月 と 比較す る と 460世帯、 1 ， 870人 の減少で、 保護率は0. 2 ポ イ ン ト 低下 し て い る O
(表 6 ) 生活保護受給者の増減

1994"1'.12月 A 1997年 3 月 B I普 減 ( B  A )  
11. 分

i吐帝数 人 民 保護率 位常数 人 員 保護率 世帯数 人 員 保護率

被災地 ア 10， 305 15， 741 7. 6 10， 196 15， 112 7. 5 - 109 629 - 0. 1  
県

被災地以外の仮設住宅所夜地 2， 406 3， 482 3. 5 2， 641 3， 717 3. 6 235 235 0. 1 
所

管
その他 1， 668 2， 438 2. 6 1 ，  669 2， 383 2. 5 1 - 55 0. 1 

言f 14， 379 21 ， 661 5. 4 14， 506 21， 212 5. 3 127 - 449 - 0. 1  

神 戸 市 イ 15， 082 22， 587 14. 9 14， 495 21 ， 166 1 4. 9  - 587 1， 421 0. 0 

全県計 29， 461 44， 248 8. 0 29， 001 42， 378 7. 8 460 - 1 ， 870 - 0. 2  

う ち被災地 ア + イ 25， 387 38， 328 10. 7 24， 691 36， 278 10. 5 - 696 2， 050 - 0. 2  

(目黒福祉部作成資料)

園保護の開始、 廃止等の状況 (表 7 )

開 始 は 1995年 1 月 か ら 97年 3 月 ま で16 ， 137件で、 う ち 2， 877件 は管外の被災宅か ら 管 内

の仮設住宅への 入居や管外の仮設住宅か ら 管 内 の恒久住宅への入居 な ど被保護者の転入 に

よ る も の で あ り 、 新規開始分は13， 260件であ る (月 平均598件、 う ち 新規分491件/94年度

月 平均483件) 0 

廃止は、 95年 1 月 か ら 97年 3 月 ま で16 ， 740件で、 う ち 3， 377件 は管外の仮設住宅へ の転

居や管内の仮設住宅か ら 管外の恒久住宅への転居 な ど被保護者の転出 に よ る も の であ り 、

純廃止分は13， 363件であ る (月 平均620件、 う ち 純廃止分495件/94年度月 平均524件) 0 

薗仮設住宅 に居住の世帯の状況 (表 8 ) 

被保護世帯 は、 1997年 4 月 1 日 現在、 4， 882世帯、 6 ， 386人が仮設住宅 に 居住 し て お り 、
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仮設住宅現契約戸数の14. 3% を 占 め て い る 。

世帯類型別 の割合は、 高齢世帯48. 3%、 母子世帯6. 6%、 傷病障害世帯41. 5 % 、 そ の他3. 6%

と な っ て い る O ま た、 単 身 世帯が77. 9% と な っ て い る O

県福祉部で は 要援護世帯への生活支援の た め、 ケ ー ス ワ ー カ ー を 中心 と し て生活実態の

把握 に つ と め生活支援体制 の確保。 ま た被保護世帯 に い わ ば 「情報弱者」 と も い え る 世帯

も 多 く 、 恒久住宅の早期確保 に 向 け た き め細か な 支援の必要牲 を 課題 と し て い る O こ れ ら

の対策 と し て 、 ( イ ) 保護の相談時 に は 、 生 活 に 不安 を 抱 く 相談者 に 対 し て 懇切丁寧 な 対

応 を 行い 、 迅速な保護の決定 に 努め る と と も に 、 生活保護制度の趣 旨、 概要等の周知徹底

を 図 る o ( ロ ) ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 月 l 回 以 上 の 巡回相談 を 実施 し 、 ニ ー ズ の把握、 保

健、 医療、 指祉等関係機関や地域 と の連携強化 を 留 り 、 個 々 の世帯 の 実情 に即 し た き め細

か な 処遇の充実に努め る o ( ハ ) 恒久住宅の早期確保 に 向 け た 支援の た め 、 生活保護 に よ

る 移送費や敷金の支給、 義援金の活用 及 び公営住宅の応募指導等安定 し た住宅確保 を 行 う 、

な ど多角 的 な稿祉サー ビ ス に 努め て い る O
(表 7 ) 震災後の生活保護濁始 ・ 廃止状況 (1995年 1 月 �97年 3 月 )

区 分 開始 廃止
A 

う ち事rr規分 月 平均 94年度乎均
B 

う ち純廃止分 月 王F均 94年度平均

県所管 7， 879 7 ， 334 272 273 7 ， 772 6 ， 647 246 282 

神戸市 8， 258 5 ， 926 219 210 8， 968 6 ， 716  249 243 

全県言十 16 ， 137 13， 260 491 483 16 ， 740 13， 363 495 524 

(県福祉部作成資料)

(表 8 ) 仮設住宅 ・ 生活保護受給世帯の世帯類型別構成割合

世帯数 人 員 世帯類型!日立構成割合 仮設住宅 に お け る
区 分

被保護世帯の 割合%う ち 単身割合% 高 齢 母 子 傷病隙害 その他

県所管 1， 289 75. 6 1 ，  783 47. 4 8. 7 40. 4 3. 5 10. 9 

神戸市 3， 593 78. 8 4， 603 48. 5 5. 8 41 .  9 3. 8 16 . 1 

全県言十 4， 882 77. 9 6 ， 386 48. 3 6. 6 41 .  5 3. 6 14. 3 

(県福祉部作成資料)

盟 よ り 深刻化す る 生活難 (注13)

生活問題研究会 (三塚武男代表) は 「孤独死J の起 こ る 社会 的 な メ カ ニ ズ ム と そ の対策

を 明 ら か に す る た め 1997年 1 月 か ら 3 月 に か けて県下 と 大阪府 内 の仮設住宅 を 訪問 。 男 女

計169世帯か ら 聞 き 取 り 調査 を 行 っ た 。 仮設住宅 に お け る 「孤独死j の社会 的 メ カ ニ ズ ム

と そ の対策 を 明 ら か に す る こ と が 目 的。 次の よ う な 生活保護受給者の実態報告がな さ れて

い る O

仮設住宅入賠者の実態 と 住活問題 を 科学的 に把握 し 、 こ れか ら の公営住宅への入器 と 運
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営 に 向 け て 必 要 な 条件 を 明 ら か に す る た め に は、 問題の地域性 と 階層性 を 重視す る こ と が

不可欠。

た と え ば、 震災に よ る 直接死 を は じ め 「関連死」 や病死、 「孤独死」、 自 殺 な どに よ る 死

亡や仮設住宅入居者の住宅や健康 な どの面に現れて い る 生活問題の 階層性 を 明 ら か に す る

た め 、 生活保護の 受給状況 を み る と 、 震災前 の保護率 ( 人 口 千対) は、 兵庫県5. 4、 神 戸

市 は 14. 9 で あ っ た。 震災後は 兵庫県全体 と し て 受給 し て い る 世帯数、 人 口 と も に増加傾向

を た どっ て い る が、 神戸市 は 1996年 5 月 ま で減少 し て い た が そ の 後増加 し て い る O

受給状況 は、 市 や 区 に よ っ て著 し い違いがあ る が、 震災以降、 つ ぎ の よ う に特倣的 な額

向がみ ら れる O

( 1 )  地 元 に 仮設住宅が多 く 設置 さ れて い る 芦屋市、 宝塚市、 加古川市、 神 戸市 内 の東

灘 区 、 中 央 区 、 須磨区 で は 、 最近生活保護の受給世帯 ・ 人 口が増加 し て い る O

( 2 ) も と も と 保護率が高い尼崎市、 西宮市、 川 西市、 明石市、 神戸市 内 の長 田 区 、 兵

庫 区 、 灘区、 中 央 区 で は減少 し て い る O と く に仮設住宅の 設霞数が少 な い場合 に 顕

著 で あ る 。

( 3 ) 震災前の保護率 は低か っ た が、 仮設住宅が多 く 設置 さ れて い る 姫路市、 加古JI l 市、

高砂 市、 神戸市 内 の 西 区 、 北区、 垂水区、 東灘区 な どは生活保護の受給世帯 ・ 人 口

と も 著 し い増加傾向 を 示 し て い る 。

い ずれ も 、 仮設住宅の設置戸数や入居状況 に よ る も の と 考 え ら れる O こ の こ と は、 仮設

住宅入居者の生活保護受給率が高 い だ け で な く く ら し の基盤が不安定で弱 く 、 生活水準が

生活保護基準並 み か そ れ以 下 の低所得層が多 い こ と 、 さ ら に は仮設住宅入居が長 びい て い

る な か で、 生活難 が よ り 深刻化 し て い る こ と を 示 し て い る も の と 考 え ら れ る O

兵庫県の ま と め に よ る と 1995年 8 月 29 日 現在、 雇用保険の失業給付切れ も あ り 、 震災に

起 因 し て 新 た に 生活保護の対象 に な っ た世帯は 7 月 末 ま で に 1 ， 362世帯 ( う ち 337世帯が仮

設入居世帯) と 発表 し て い る 。 さ ら に 同 じ 年 の 1 1 月 末現在 で は 1 ， 119世帯 ( そ の う ち 仮設

住宅入居者 は571一世帯、 51%) と な っ て い る O 生活 問 題 を 科学的 に把握す る た め に は 、 そ

の 階層牲 と 地域性 を 明 ら か に す る こ と が不可欠で、 あ る O 行政は、 系統的 に 、 市 ・ 区別の仮

設住宅 の 入居者の死亡 と 「孤独死」 ゃ 自 殺 と 生活保護受給 と の 関 連 を 示す デー タ を作成 ・

公表 し 、 公営住宅の建設 を 含 め て対策の運用 と 改善 に 活かす こ と が必要であ る と 提言 し て

い る O

{福祉総合相談事業}

仮設住宅での 生活の長期 化 に 伴 う 生活不安や、 復興住宅への転居後の 生活状況の変化 に

よ り 、 高齢者や障害者等の社会的弱者の多様な福祉 ニ ー ズが増加す る こ と が懸念 さ れて い

る O

こ の た め 、 県 は福祉事務所 の 職 員 が、 被災者本人や生活支援 ア ドバ イ ザ一等か ら 寄せ ら

208 第 四章§福祉



れ る 福祉 に 関 す る 相談に対 し て 問題即決型の対応 を 行 い 、 生活保護 を は じ め と す る 各種福

祉施策 を 効 果 的 に 活用 し 、 被災者の生活再建 に む け た 支援 を 充実す る た め の 「福祉総合相

談事業j を 実施 し た。

対象は災害救助法指定市町 (淡路福祉事務所、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦屋

市、 伊丹市、 宝塚市、 三木市、 J I I 西市) ま た は仮設住宅設置市町 (東播磨県民局 、 姫路市、

加古川 市、 高砂市、 三 田市) を 所管 す る 福祉事務所。

こ れ ら の福祉事務所の幹部職員 等が地域の 実情 に応 じ 、 管 内 の復興住宅 コ ミ ュ ニ テ イ プ

ラ ザや ふ れ あ い セ ン タ 一等 を 月 l 間程度訪 問 し 、 ( イ ) 被災者本人 か ら の 生活保護 を は じ

め と す る 相談 に応 じ る と と も に 、 福祉 に 関 す る 情報提供 を 行 う 。 ( ロ ) 生活支援ア ド バ イ

ザ一等関係機 関 に 寄せ ら れた被災者か ら の相談の う ち 、 福祉 に 関す る 相談 に つ い て対応す

る o (ハ) 被災者の生活支援 を 行 う 関係機関 ・ 部局 (民生委員 ・ 児童委員 、 生活支援 ア ド

バ イ ザ一 、 公営住宅担当 課、 保健所、 職業安定所、 社会福祉協議会等) と の地 区連絡会議

を 定期 ま た は 随時 に 開催 し 、 相互の連携 を 強化す る O

[生活福祉資金貸付制震の特例措鐘事業i

被災者の仮設住宅等か ら 恒久住宅へ移行 時 に 新 た な 資金需要が見込 ま れ る が、 こ れ を 自

力 で調達す る こ と が函難 な抵所得 世帯等 に 対 し 、 兵庫県社会福祉協議会が実施す る 生活福

祉資金貸付制度 (福祉資金) に つ い て 、 貸付条件等の競和 を 国 る 特例措置 を 講 じ た 。

(事業 内容〉

貸付対象者 : 仮設住宅 な ど仮住 ま い か ら 恒久住宅へ移転す る 低所得世帯、 高齢者世帯、

身体障害者世帯及 び精神薄弱者世帯

資金の使途 : i反設住宅か ら 恒久住宅への移転 に 際 し.z.、要 な 経費 (5 1越費用 、 必要最小限

の家具等 日 常生活必需品購入経費、 敷金等)

貸付限度額 : 50万 円 以 内

貸 付 期 間 : 据置期間 1 年以内

慣還期 間 据置期 間経過後 5 年以内

貸 付 利 率 : 年 3 % ( た だ し据置期 間 中 は無利子、 据置期 間経過後は、 阪神 ・ 淡路大震

災復興基金の補助 に よ り 全額利子補給 さ れ る )

保 証 人 : 保証人は 1 人 と す る (一定の要件の も と に社会福祉協議会が認定すれ ば、

保証人は不要 と な る 場合があ る )

進 捗 状 況 : 1996年 8 月 か ら 1999年 3 月 31 日 (予定) ま で と し 、 各市町社会福祉協議会

で 申 請の受付 を 開始 し て い る O

1996年度 中 の貸付実績 は 、 208件、 2 f意1 ， 244万8， 000円 。
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2 . 社会福祉施設等の早期復18及び緊急整備 (注14)

{民間 ・ 市町立社会補祉施設の謹18 ]

園既存施設の災害復!日

県は震災 に よ っ て 、 建設及び設備 に被害 を 受 け た施設の早期復旧 を 支援す る た め、 復 旧

工事及び設備の吏新 に 要す る 経費 を 助 成 し た。 助成対象 は事業費60万 円 以上 の復旧工事 ・

設備 (保育所 は30万円 以上) で施設種別助成件数 は表 9 の通 り 。
(表 9 ) 施設種別助成件数

施 設 干重 5.lU 

特別養護老人ホ ー ム

老
養護老人ホ ー ム

人 経費老人ホ … ム
f面

老人デイ サ} ピスセ ン タ ー
祉
施 高齢者生活福祉セ ン タ ー
ヨ員又)t. 

老人福祉セ ン タ ー

言十
盲人ホ ー ム

身体障存者療護施設
福ii身 身体際害者授産施設

重度身体障害者授産施設

身体障害者福祉セ ン タ ー

言十
精神薄弱者更生施設

軍盟 需z JS 

精神薄弱者授産施設

精神薄弱児施設

精神簿弱児通関絡設

」巳 重症心身 障害児施設

保育所

福
祉
施

児意 児ヱ童館

養護施設等設

社会事業授産施設
施 そ
設 の 救護施設

他
計
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施設

19 

3 

2 

。

1 

4 

29 

。

3 

1 

。

5 

4 

5 

。

1 

11 

98 

。

6 

104 

。

。

。

1994年度 1995年度

設備 言十 施設 設備 計

2 21 4 。 4 

。 3 3 。 3 

。 2 2 。 2 

。 。 2 。 2 

。 l 。 。 。

。 3 。 3 

2 31 14 。 14 I 
。 。 1 。 1 

。 3 。 。 。

。 1 。 。 。

。 l 1 。 l 

。 。 2 。 2 

。 5 4 。 4 

。 4 G 。 6 

。 5 4 。 4 

。 。 2 l 3 

。 l l I 2 

。 l 。 。 。

。 1 1  13  2 15 

33 131 29 8 37 

。 。 5 。 5 

。 6 1 。 1 

33 137 35 8 43 

。 。 。

1 1 。 1 

l 1 2 。 2 

(県福布j去五資料)



こ の ほ か、 建設 中 に 被災 し た 「あ し や喜楽苑J (芦屋市) は 1997年 1 月 14 日 に竣工 し た0

1995年 4 月 の 開 設 を 目 前 に被災、 建物が 1 m余 り 傾 く な ど大 き な 被害 を う け た 。 施設認可

前 で あ っ た た め 、 復旧 の補助対象 と な ら ず、 一時は施設開設が危ぶ ま れた が、 多 く の法人 ・

施設関係者の切 実 な 願いが実 り 、 特例措置 と し て復旧 の た め の補助 の 道 が 開 か れ、 96年 1

月 か ら 復 旧 工事がス タ ー ト し た 。

同 苑の オ ー プ ン は被災地及 び関係者に と っ て 、 震災復!日 の 一 大 プ ロ ジ、 ェ ク ト で あ り 、 人 々

が活気 あ る 生活 を 取 り 戻す た め の “ 復興の シ ン ボ ル " であ っ た。 (注15)

瞳特別叢護老人ホ ー ム の緊急整備

震災で多 く の 被災者が、 避難所 な ど に 逃 れ た が、 厚生省 は保護が必要 と 認め た要介護の

高齢者 に 、 特別養護老人ホ ー ム で生活で き る 緊急一時入所 ( シ ョ ー ト ス テ イ ) の対応 を 取

っ た 。 被災地周辺や姫路、 但 馬 な ど県外の施設 に は2， 571人が入 っ た ほ か、 県外に も 約500

人があ っ せん さ れ た 。

そ の 後、 自 宅 に 帰 っ た り 、 仮設住宅に入居す る な ど、 徐 々 に 緊急一時入居者は減少。 老

人 ホ ー ム を 出 る こ と がで き な い 人 に は 、 正式入所 な と守の措震 を 取 っ た 。

こ う し た 高齢者の動向 に つ い て 、 兵庫県老人福祉施設連盟 は神戸市 を 除 く 県内の特別養

護老人ホ ー ム に ア ン ケ … ト 調査 を 実施。 神戸市 内 は 同 市が調べたO

両者の調査を 合わせる と 、 正式入所、 シ

ョ ー ト ス テ イ を 合 わせ、 県 内 で約 1 ， 000 人

の被災者がい る と 推定 さ れ る 。

こ の う ち 定 員 外入 所 は 神 戸 市 で 167 人

(1996年 6 月 現在) 、 そ の他地域で281 人 ( 同

8 月 現在) と 計448 人 に 上 っ た。

厚生省 は こ う し た定員外入所の特例措置

を 1 年延長 し た が、 そ の期 限は97年 3 月 ま

で。 し か し 、 施設の定員 に 空 き が出 た場合、

地 元 の 待機者 を 優 先 さ せ る な ど の 事 情 か

ら 、 定員外入所の解消 は進んで、い な い。 (注

16) 

県は市町報告 (神戸市除 く ) に基づ き 、

緊急整備必要数を 330床 と し た 。 「す こ や か

長寿大作戦J に 基づ き 、 毎年600床ベ ー ス

で整備 を 進め て い る が、 緊急度か ら み て 、

そ の前 倒 し で整備 を 図 っ た 。

神戸市 で も 市民福祉総合計画 (後期実施

計顕) に 基 づ き 震災前 の特別養護老人ホ ー
心づ く し の敬老祝賀 会 に 笑顔 を みせ る お 年為ー
ヱ 神戸市 長 田 ケ ア老人ホ ー ム 0996年 9 月 14 日 )
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(表10) 特別養護者人ホ ー ム の整備計画 と 実施状況

整備計磁 ( ) 内前倒分

実締官奇所

場 所 設置主体 整備数 (床) 併 設 守主 備 内 容

伊丹市 法 人 70 シ ョ ー ト ス テ イ 20床、 デ イ サ ー ビ ス 2 ヵ 所、 ケ ア ハ ウ ス 30、 在宅介護支援セ ン タ ー

川 西市 法 人 30 シ ョ ー ト ス テ イ 10床、 デイ サー ビ ス 2 ヵ 所、 在宅介護支援セ ン タ ー

美;庁間I 法 人 30 シ ョ ー ト ス テ イ 16床、 高齢者生活セ ン タ ー

姫路市 法 人 50 シ ョ ー ト ス テ イ 201;示、 ケ ア ハ ウ ス 15、 デ イ サー ビ ス ( B ) 、 夜宅介護支援セ ン タ 」

イシ 法 人 50 シ ョ ー ト ス テ イ 20床、 ケ ア ハ ウ ス 15、 デ イ サ ー ピ ス 2 ヵ 所、 在宅介護支援セ ン タ }

(県福祉部資料)

ム の 定員2， 120人分 を 1996年度 ま で に830人増や し 、 2 ， 950人 に す る な ど緊急整備 を 行 っ た 。

こ の た め被災高齢者 の 老 人 ホ ー ム 入所者は県下 で294人 (1997年 4 月 l 日 現在) と な っ

て い る O

園障害者小規模作業所 へ の支援

県下の無認可 の 障害者小規模共 同作業及 び障害者デ イ サ ー ビ ス 施設175 ヵ 所の う ち 、 災

害救助法適用 地域 に お け る 設置数は 118 ヵ 所 で、 う ち 全壊 し た も の 12 ヵ 所、 半壊 し た も の

12 ヵ 所、 官E損壊 し た も の30 ヵ 所、 設備 ・ 備品 に 被害 を 受け た も の82 ヵ 所 で あ る O

- 半壊 し た28 ヵ 所の う ち 14 ヵ 所 に つ い て は朝 日 新聞厚生文化事業団 、 神戸新聞厚生事

業団等の支援 を 受 け仮設作業所 を 整備す る と と も に 、 6 ヵ 所 に つ い て は (財) 中央競馬馬

主社会福祉財 団 の 支援 を 受け施設の修繕 を 行 っ た。 ま た 、 残 り 8 ヵ 所 に つ い て は 自 己対応

を 行 っ た。 官E損壊や設備 ・ 備 品 に 被害 を 受け た施設の更新 に つ い て は、 同 じ く 同 馬主社

会福祉財 団 の 支援 を う け た 。

ま た 県 は仮設作業所 に よ り 応急対応 し た も の も 含め、 恒久的 な 整備が必要 な 全 ・ 半壊 し

た無認可の障害者小規模共 同作業所及 び障害者 デ イ サ ー ビ ス 施設 に 対 し 、 (財) 阪神 ・ 淡路

大震災復興基金に よ り 助成 を 行 っ た 。 申 請受付 け を 1995年 9 月 1 日 か ら と し 、 補助期 間 は

1995年度~何年。

と く に恒久 的 な 整備が必要 な 23作業所 に 対 し 、 同基金に よ る 必要経費 の助成 を 行 う こ と

に し て い る O 建物 の建設、 移設、 借 り 上げ に 係 る 費用の補助 を す る O し か し 、 建物の建設

を 行 う に も 資金不足 に よ り 土地 を 購入す る こ と がで き な い、 建物 を 借 り 上げ る に も 障害者
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の作業場 に 使用 す る と い う こ と で貸手が見つ か り に く い 、 と の 理 由 で再建の 目 処がた っ て

い な い作業所が出 て い る 。 ま た 、 そ の た め に現行の復興基金の補助期 間 内 で は対応が困難

な状況が生 じ て い る の で、 補助期 間 の延長 も 検討 さ れて い る O

県 は 、 対応検討 中 の作業所 に つ い て早期 の復興がで、 き る よ う 、 地元市町 に 対 し、 市有地

等の あ き 施設の提供等場所の確保 を 行 う よ う 協力 要請 を し て い る O

[�震興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プラ ザ補助事業}

県 は 阪神 ・ 淡路大震災復興基金に よ っ て 被災地域 に お い て 、 住民相互が助 け合い、 高齢

者、 障害者が安心 し て 暮 ら せ る よ う 支援す る 福祉 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の推進拠点施設 と し

て コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザの設定及 び、運営の補助事業 を 行 っ て い る O

〈事業内容〉

( イ ) 住民相互や近隣住民 と の ふれあ い交流事業、 ( ロ ) 高齢者等の生活支援事業、 (ハ)

ボ ラ ン テ ィ ア 活動事業、 ( ニ ) そ の他福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り に 資す る 事業。

〈補助 内 容〉

①復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ設置費補助 = 補助対象者は、 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計

画 に 基づ き 、 l 団地 に概ね50戸以上集 団 的 に 建設 さ れ る 民 間復興住宅の供給者。

補助金額 = 概ね50戸以上150戸未満の住宅に 設聾す る 場合、 2 ， 000万 円 を 眼度 と す る O ま

た 150戸以 上の住宅 に 設置 す る 場合4， 000万 円 を 限度 と す る 。

②運営費補助 = 対象者は、 自 治会そ の他の住宅組織 ま た は民 間 支援組織で構成す る 復興

住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ運営組織 で、 補助金額 は 1 組織 1 年 あ た り 100万 円 を 限度 と す る

(運営 開始か ら 3 年 間) 。

ま た 「安心 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ、設置費補助 と し て 被災地域 (10市10町) で加入者が50世

帯以上あ る 自 治組織に 対 し 、 加入者が50世帯以上150世帯未満 の 自 治組織が設置 す る 場合、

2 ， 000万 円 を 限度 と し て 、 加入者が150世帯以上 の 自 治組織が設置 す る 場合 は4， 000万 円 を

限度 と し て補助す る O

同 事業 の 一層 の 周 知 ・ 理解 を 図 る た め 、 市 町、 関係団体等 と 連携 し 、 積極的 な PR を 実

施 し て い る 。

{ シ ン ポジ ウ ム 、 セ ミ ナ ー の開催i

県では震災 2 周年 を 記念 し て 「高齢者の住 ま い と ケ ア を 考 え る J (1997年 l 月 29 日 ) 、 「震

災後の子 ど も の こ こ ろ の ケ ア J (1997年 l 月 24 日 ) の 開催 を は じ め 「学生 の た め の福祉創

造セ ミ ナ ー J (1996年 7 月 30 日 � 9 月 7 日 ) な ど多彩 な セ ミ ナ ー 、 シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催 に

つ と め た 。
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3 . こ う べの車民福桂総合言十画 (注17)

神戸市 は 震災 に よ る 福祉 ニ ー ズの急増 に対応す る た め 1997年 2 月 に 「 こ う べの市民福祉

総合計画 (後期実施計繭) J を 策定。 以後 5 年 間 に 実施す る 諸施策 を と り ま と め 、 時計闘

の着実 な 実行 に 最大限の努力 を 傾 け る こ と に な っ た。

{高齢者の塩害 @ 施設サ ー ピ ス の充実 }

購在宅サ ー ビ ス の強化

日 常生活の手伝い を 必要 と す る 高齢者の い る 家庭で家事や介護 を 行 う ホ ー ム ヘ ル パ ー の

派遣 回 数 を 約 3 倍 (1996年度 ・ 年33万1 ， 694聞 を 、 2001年 度 ・ 年102万6 ， 000固 と す る ) に

増や し 、 24時 間対応の ホ ー ム ヘ ル プサ ー ピ ス を 全市で展開。 日 帰 り で給食、 入浴 な どの サ

ー ピ ス が受 け ら れる デイ サ ー ピ ス セ ン タ ー の 整備 を 進め、 利 用 者 を 2 倍 に 増 や す (同 1 日

995人 を 同 2， 100人 に す る ) 。 シ ョ ー ト ス テ イ 受け入れ枠 を 拡大 ( 間 686人 を 同 980人 に す る ) 。

移動入浴車 を 利用 し た訪問入浴サ ー ビ ス を 充実 (同 1 ヵ 月 2 囲 の639人 を 同 I ヵ 月 4 回880

人 に す る ) 。 訪問看護ス テ ー シ ョ ン の整備 を 進 め 、 在宅要介護者 を 看護婦が定期 的 に 訪 問

す る 看護サー ビ ス の充実 ( 同 訪問看護ス テ ー シ ョ ン 17 ヵ 所 を 同40 ヵ 所 に す る ) を は か る O

輯施設サ ー ビ ス のヲ言葉

ま た 、 特別養護老人ホ ー ム の 整備 (同2 ， 950人分 を 同4， 010人分 に す る ) を 進め、 寝 た き

り 老 人 な どが病 院か ら 家庭 に 復帰 で き る よ う に す る た め の老 人保健施設の整備 ( 向 908 人

分を 同2， 500人分にす る ) を は か る 。

{ 樺害者への癌祉サ ー ビ ス }

在宅重度障害者が、 創作活動、 軽作業、 日 常生活訓練な ど を 身近 な 地域 で 行 え る よ う デ

イ サ ー ビス 施設の整備 (1996年度531人 を 、 2001年度710人 に す る ) を 進 め る 。 就労回 難 な

障害者に作業指導、 生活訓練な ど を 行 う 小規模作業所 に 対す る 助 成 の 充実 ( 同 52 ヵ 月Jý を 向

82 ヵ 所 に す る ) 。 知的障害者への就労の場 と し て都市公 園 の 管理作業 な ど公共施設 を 中 心

に働 く 場 を 増 や す ( 同 1 12人 を 同 135 人 に す る ) 。 こ の ほ か精神障害者の社会復帰 を 支援す

る た め作業訓練な ど を 行 う 「通所授産施設J を 2 ヵ 所、 入所 し て生活訓練な ど を 行 う 「援

護寮J を 1 ヵ 所整備す る O ま た地域で生活 し て い る 人 を 対象 に 、 日 常生活の 支援や相談な

ど を 行 う 「地域生活支譲事業j を 2 ヵ 所で行 う 。

ι 義接金の

5 

兵庫県や 日 赤県支部 な どでつ く る 「兵庫県南部地震災害義援金募集委員会j は、 第 2 次
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配分の住宅助成 の 申 請見 込件数 を 見直 し 、 第 3 次配分 と し て 、 総所得金額690万 円 以 下 の

世帯 に対 し て 生活支援金を 決定、 1996年 9 月 か ら 受付 け を 開始 し た 。

同 年度末 (1997年 3 月 末) に お い て 、 生活支援金 を含む義援金の支給実績 を 集計 し 、 {主

(表11 ) 義援金の月 別受入状況 (単位 ・ 百万円)

豆A三L 額
月 31J 備 考

当 該 月 分 男ミ 言十

1995i!三 1 月 42， 386 42， 386 1 /17� 2 / 2 ま での実績額

2 月 67， 015 109 ， 401 2 /  3 � 2 /28 ま で の実績額

3 月 39， 633 149， 034 3 /  1 � 3 /31 ま での実績額

4 月 8， 817 157 ， 851 4 /  1 � 4 /30 ま での実績額

5 F1  5， 759 163， 610 5 / 1 � 6 / 2 ま での実績客員

6 月 4， 047 167， 657 6 /  3 � 6 /30 ま での実績額

7 月 835 168， 492 7 /  1 � 7 /28 ま での実績額

8 月 916 169 ， 408 7 /29� 9 / 1 ま での実績額

9 月 725 170， 133 9 /  2 � 9 /29 ま での実績額

10月 1， 833 171 ，  966 9 /30�1 0/31 ま での実績額

1 1 月 815 172， 781 11/ 1 �11/30 ま で の実績額

12月 299 173， 080 12/ 1 � 1Z/31 ま での実績額

1996年 1 月 572 1 73， 652 1 / 1  � 1 /31 ま での実績額

2 月 311 173， 963 2 /  1 � 2 /29 ま での実績額

3 月 1 ，  574 175， 537 3 /  1 � 3 /31 ま での実績額

4 月 806 176 ， 343 4 / 1  � 4 /30 ま で の実績額

5 月 79 176 ， 422 5 /  1 � 5 /31 ま で の実績額

6 月 420 176， 842 6 / 1  � 6 /30 ま での実績額

7 月 278 177， 120 7 /  1 � 7 /31 ま で の実績額

8 月 64 177， 184 8 /  1 � 8 /31 ま での実績額

9 月 71 177 ， 255 9 / 1  � 9 /30 ま での実績額

10月 22 177， 277 10/ 1 �10/31 ま での実績額

1 1 月 78 177， 355 1 1/ 1 �11/30 ま で の実績額

12月 97 177， 452 12/ 1 � 12/31 ま での実績額

1997年 1 月 110 177， 562 1 /  1 � 1 /31 ま で の実績額

2 月 115  177 ， 677 2 /  1 � 2 /28 ま での実績額

3 月 634 178， 3 1 1  3 /  1 � 3 /31 ま での実績額

注) 募集委員 会 に お け る 利息 を 含 む
(兵庫南部地震災害義援金募集委員会)
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宅助成 を 中心 と し て今後支給額 を 見込む と 剰 余額が生 じ、 被災者への再配分が可能 と な っ

た 。

配分計画 で は 、 支給対象 を 約38万世帯 と 見込み、 所要額 を 190億 円 と 算 出 。 追加支給の

原 資 は 、 第 2 次配分で生 じ た住宅助成の残額98億円 や保留金37億 円 、 新た な 義援金1 5億 円

な どで賄 う と し て い る O

支給 に あ た っ て は、 生活支援金 と し た 第 3 次配分の追加 と 位置づけた。 所得制 限 も 同 じ

設定で、 総収入額か ら 控除額な ど を 除 い て 算定。 年金生活者 は総収入が900万 円 以 下 、

業所得で は必要経費 を 差 し ヲ i い た額が690 万 円 以下 と な っ て い る 。 受付 け は 、 窓 口 の準舗

の で き た被災市町か ら 順次行 う O

義援金は 3 月 末現在で1， 783億 円 と な っ て い る が、 同委員 会 は 今 回 の 配分で 「 ま と ま っ

た金額の 支給 は 最後 と な る J と 説明 し て い る O

〈注、 参考 ・ 引 用文献〉

1 ) í阪神 ・ 淡路大震災の復興 に 向 け た メ ッ セ ー ジj (財) 兵庫地域政策研究機構 ・ 企画編集 1 995年 4 月

2 )  1被災者福祉対策 に つ い て (平成 8 年度の取 り 組みは 兵庫県福祉部 1997年12月

3 )  í衡の復興 カ ル テ (応急仮設住宅編) j (財) 21世紀 ひ ょ う ご創造協会 1997年 3 月

4 )  1 阪神 ・ 淡路大震災 2 周年記念 シ ン ポ ジ ウ ム 「高指令者の住 ま い と ケ ア を 考 え る 」 報告書J 兵庫県福祉部長寿社

会政策局福社企画家 (社) 長寿社会文化協会 1997年 3 月

5 )  í苦言の復興 カ ル テ j 資料よ り

6 )  r l21世紀 に 向 け た 高齢者 ・ 樟答者伎宅j への提案J 1高齢者協 同局住型集合住宅研究委員 会 中 間 報告書』 兵庫

県社会福祉協議会 ・ 阪神 ・ 淡路大震災社会福祉復興本部編 1997if- 3 月

7 )  il211世紀 に 向 け た ケ ア 付 き 高齢者 ・ 障害者住宅j への提案J 1同J

8 ・ 9 ) い ず れ も 「被災者福祉対策につ いてj 兵庫県福祇郊の資料よ り

10) 神戸新聞朝刊 1996:ino月 24 1:l 付

1 1 )  í大震災 と 児童相 談所j 兵庫県児童相談所 (中央 ・ 西宮 ・ 姫路 ・ 最岡) 1996年 3 月

12) 神戸新聞朝刊 19961f: 1 月 23 日 付

13) r r孤独死」 い の ち の保障 な き 「福祉社会J の縮 図…仮設住宅 に お け る 壮年 層 の く ら し と 健康 の 実態調盗報告

書 j 生活問題研究会編集 ・ 発行 1997ino月 発行

14) r被災者福祉対策 に つ い てJ 県福祉部資料 よ り

15) 月 刊 『社会の福祉J 第552号 1997年 2 月 1 li 
16) 神戸新開朝刊 1 996年 9 月 15 日 付

17) r ま ち に広がる し あ わせづ く り “ こ う べ" の市民福祉総合計画 (後期実施計 悩) の あ ら ま し J 1997年度第

161号 神戸市保健福祉局
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i 第二節 ボ ラ ン チ イ ア

1 . ボ ラ ン テ ィ ア 活動の動向

阪神 ・ 淡路大震災の発生 し た 1995年 を 「 ボ ラ ン テ ィ ア元年」 と 呼ぶ ほ どの ボ ラ ン テ イ ア

の フ イ ー パ ー 現象 も 、 被災者の避難所か ら 仮設住宅への移動 と と も に沈静化。 兵庫県の調

査 に よ る 「一般ボ ラ ン テ イ ア 活動者数推計表J (表12) に よ っ て も 発生後約 5 ヵ 月 で激減、

発生直後の 一 日 平均 ボ ラ ン テ イ ア 数 2 万人 も 5 月 に は700人 と な っ て い る O
(表12) 一般ボラ ン テ ィ ア活動者数推計 (単位 : 人)

1 日 平均 期間別
期 間 日 数 活動対象別ボ ラ ン テ イ ア 数 ( 1 日 当 た り ) ボラ ン テ ィ ア数 ボ ラ ン テ ィ ア 数 ボラ ン テ ィ ア 数

避難所 ・ 待機所 物資搬出 ・ 搬入 地土或活動 合計 累計
A B C D E = B 十 C 十 D F A x E  

1995年 1 /17- 2 /17 31 1 2， 000 3， 700 4， 300 20， 000 620，000 620， 000 

イシ 2 /18- 3 / 16 27 8， 500 1 ， 5ω 4， 000 14， 000 380， 000 1 ，  000， 000 

そシ 3 /17- 4 / :1 18 4， 600 400 2， 000 7， 000 130，000 1 ， 130， 000 

イシ 4 / 4  - 4 /18 15 1 ，  600 100 1， 000 2 ， 700 40， 000 1， 170， 000 

ク 4 /19- 5 /21 33 750 10 340 1， 100 36， 000 1， 206， 000 

イシ 5 /22- 6 /20 30 390 310 700 21 ， α)0 1， 227， 000 

ク 6 /21- 7 /23 33 330 470 800 26， 000 1， 25:J， 000 

イシ 7 /24- 8 /20 28 220 580 800 22， 000 1， 275， 000 

イシ 8 /21- 9 /20 31 900 900 28， 000 1， 303， 000 

イシ 9 /21-10/20 30 600 600 18， 000 1， 321， 000 

イシ 10/21-11/20 31 600 600 19， 000 1， 340， 000 

ク 11/21-12/20 :JO 500 500 15， 000 1， 355， 000 

95-96年 12/21- 1 /20 31 7ω 700 22， 000 1， 377， 000 

1996年 1 /21- 2 /20 31 6似) 600 19， 000 1， 396， 000 

イシ 2 /21- 3 /31 40 600 600 24， 000 1， 420， 000 

。 4 / 1 - 4 /30 30 500 500 15， 000 1， 435， 000 

ペシ 5 / 1 - 5 /31 31 500 500 16， 000 1， 451， 000 

。 6 / 1  - 6 /30 30 500 500 1 5， 000 1， 466， 000 

。 7 / 1 - 7 /31 31 600 600 19， 000 1， 485， 000 

'l 8 / 1  - 8 /31 31 600 600 19， 000 1， 504， 000 

ペシ 9 / 1 - 9 /30 30 600 600 18， 000 1， 522， 000 

タ 10/ 1 -10/31 31 600 600 19， 000 1， 541， 0以)

ク 11/ 1 -11/30 30 600 600 18， 000 1， 559， 000 

ク 12/ 1 -12/31 31 600 600 19 ， 000 1， 578， α)0 

1997年 1 / 1 - 1 /31 31 600 600 19， 000 1， 597， 000 

ク 2 / 1  - 2 /28 28 600 600 17， 000 1， 614， 000 

。 3 / 1 - 3 /31 31 600 600 19， 000 1， 633， 000 

。 4 / 1  - 4 /30 30 600 600 18， 000 1， 651， 000 

。 5 / 1  - 5 /31 31  以)0 600 19， 000 1， 670， 000 

(兵庫県生活;文化部生活創造課)

こ の た め 1996年 4 月 に は 「版神 ・ 淡路大震災 被災地 の 人 々 を 応援す る 市 民の会」 も 、

初期 の 目 的 を 果 し た の で被災地での活動 を 終了。 同 時期 、 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア 団体の コ ー

デ ィ ネ ー ト を 行 っ た 「阪神大震災地元NGO連絡会議」 も 「 阪神 大震災仮設支援NGOJ と
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iNGO外国人救援 ネ ッ ト J の 二分科会組織 に 集約 し た 。 ま た 、 行政 と の連帯 を 基本 に 活躍

し たNVN (丙宮 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク ) は 、 く こ れか ら の 〉 災害救援 に 関 す る 活動 に

特化 し、 団体名 も 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク (NVAD) J と 改 め る な ど震

災後 2 年 目 を 迎 え て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は 質的 に も 大 き な 変化 を みせ は じ め た。

兵庫県か ら の委託 を う け 、 兵庫県内 の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プの活動動向 を 調査 し た 兵庫

県社会福祉協議会の 『 ボ ラ ン テ イ ア 活動動向調査報告書J を は じ め 、 fザ、 ・ ボ ラ ン テ イ ア

神戸か ら の経過報告 (東灘 ・ 地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク 1 年 の 記録) j な ど を 中心 に ボ ラ

ン テ イ ア 活動動 向 の 変化 を 追 っ て み た 。

[ ボ ラ ン テ ィ ア活動調査の概要}

今後 の ボ ラ ン テ イ ア 活動の振興 を 図 る た め の基礎資料 と し て 兵庫県か ら の 委託 を う け て

県社会福祉協議会 (三木真一会長) が調査 し た報告書の概要 は次の通 り 。 ( 注 1 )

調査対象 は、 県社協並 びに、 兵庫県内市区都町社会福祉 協議会、 兵庫県ボ ラ ン テ ィ ア 協

会、 コ ー プ こ う べ、 地域別 ボ ラ ン テ イ ア 連絡体、 分野別 ボ ラ ン テ ィ ア 連絡体が把握す る 県

内 の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ。 調査期 間 は1997年 l 月 10 日 � 2 月 5 目 。 調査時点 は97年 1 月

1 日 現在。 調 査方法は記名式質問紙法 に よ り 実施。 調査対象 グ ル ー プ数は 5 ， 1960 有 効 回

答数は3， 859で 閏収率74. 2% と な っ て い る 。 調査結果 の 集計で明 ら か に な っ た ボ ラ ン テ イ

ア 活動 の動 向 の な かで、 特徴的 な 点 を 前 田調査 (1993年 1 月 1 日 � 1 月 31 日 ) と の比 較 な

どで ク ロ ー ズ ア ッ プ し た 。

( イ ) 活動分野 は 巾尉止J が73. 5%。

現在、 活動 し て い る ボ ラ ン テ イ ア 活動分野 は福祉関係が73. 5% (2 ， 838 グ ル ー プ、 以下

( ) 内 の グ ル ー プ表記 を 省略) で圧倒的。 第 2 位 に 、 震災関連活動 グ ル ー プ3. 9% ( 149) 

が入 っ て い る の が、 今回 の特徴 と な っ て い る O ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 中心 は や は り 福祉分野

の活動が中心 と な っ て い る こ と が、 明確 に な っ た 。

次いで、 震災関連で、 「災害救援 ・ 復興支援J活動 を 中心 に 行 っ て い る グ ル ー プが多 い。

災害か ら 2 年近 く 経過 し た 時期 に 調 査 し て お り 、 復興支援活動 は、 継続的 ・ 地域的 ・ 専 門

的 に 対応す る 「福祉的J な活動 (心の ケ ア ・ 訪問活動等) が中心 と な り 、 復興支援活動 を

行 っ て い る グ ル ー プで も 活動分野 は 「福祉j を 選択 し た と こ ろ も あ る と 考 え ら れ る O

以下、 「 ま ち づ く り J (3 . 4%) 、 「 レ ク リ エ ー シ ョ ン J (2. 6%) 、 「健康増進J (2 . 1%) 、 「環

境保全J (1 .  7%) 、 「教育J (1. 3%) の)111'( に な っ て い る が、 こ れ ら は い ずれ も 数% に 過 ぎ な

い。 い ず れ に し て も 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動の分野 は 「福祉J を 中 心 と し 、 拡が り つ つ あ る こ

と が う かが え る O

主 な 活動 内 容 で は 、 友愛訪問 ( 1 ， 549) 、 施設訪問 (939) な どの ふ れ あ い 活動型が最 も

多 い 。 ま た 、 給食サ ー ピ ス も 1 ， 358 グ ル ー プ と な っ て い る 。

( ロ ) メ ン バ ー は女性が 8 割 を 占 め る O
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今回の調査に 回 答の あ っ た3， 859 グ ル ー プの構成員 は全体で12万1 ， 104人。 そ の う ち 女性

が 9 万3， 906 人 (77. 5%人 男性が 2 万7， 198人 (22. 5%) で あ る O 女性は前 回調査の 8 万5， 622

人 (73. 4%) と 比較 し て 、 会 員数 ・ 構成比 と も 増加 し て い る O ボ ラ ン テ ィ ア 活動の担い手

の多 く が、 女性で あ る こ と が改 め て 明 ら か と な っ た 。

年齢別 で は 60歳代が25. 4%、 50歳代が23. 2% と 約半数を 占 め 、 そ の あ と 40歳代 (15. 0%) 、

70歳代 (13. 4%) 、 20歳未満 (11 . 3%) が続 き 、 20歳代、 30歳代 は他の年齢層 に 比べて低

率であ る 。 と く に 60歳代 は 前 回 の23. 8% と 比べ増加 の傾向 に あ る O ま た、 70歳代 は前 詔が

14. 3%であ り 、 活動実績の あ る グ ル ー プの会員 が高齢化 し つ つ あ る こ と と 、 従来 「 ボ ラ ン

テ イ ア 活動 を 受 け る 立場J と 受 け と め が ち で あ っ た 高齢者の積極 的 な 活動参加 の 反映で も

あ る 。

ま た、 20歳未満 は 前 回 が9. 7% と な っ て お り 、 学校での福祉教育 ・ ボ ラ ン テ イ ア 活動 の

活発イと と も 連動 し 、 構成比 も 増加 し て い る 。 一方、 20歳代、 30歳代、 40歳代 は 前 回 に比べ

て構成比が減少傾向 に あ る 。 壮年層 を 中心 と し て 、 活動 し や すい社会的 な 条 件整備が望 ま

れ る O

グ ル ー フ。の帯成 人数 を み る と 、 1 グ ル ー プあ た り の登録会 員 数 は 、 1 �20人の グ ル ー プ

が66. 7% (2，  574) 、 21 �40人が17. 2% (663) で、 全体の 8 割以上が登録会員 40人以下の

グ ル ー プで 占 め ら れて い る 。

(ハ) 大半が月 1 回 以 上活動。

各 グ、ル ー プの活動 は70%以上が定期 的 に 実施 さ れ て お り 、 そ の ほ と ん どが 月 l 回以上活

動 を 行 っ て い る 。 逓 1 回 以上活動 し て い る グ ル ー プは33. 7%であ っ た 。

ま た 年 1 回 以上何 ら かの研修 ・ 学習 を 開催 ・ 参加 し て い る グ ル ー プ は71 . 6%。 研修の機

会で最 も 多 い の は研修機関 、 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー な どが主寵す る 学習 会 ・ 研修会への参

加 (45. 4%) で、 見学 園 視察 (21 . 8%) が多 い。

年 間活動費 (活動 予算) は 、 10万 円 未満 の グ ル ー プが半数 を 占 め て い る 。 年 間 100万 円

以 上 の予算 を 持 っ て い る グ ル ー プは全体の3. 7% で あ る 。

グ ル ー プ運営 上の課題 (譲数回 答) で は 、 会 員 の 高齢化 (15. 0%) 、 会費減少 (12. 9%) 、

活動会員 不足 (10. 9%) が上位 3 位 を 占 め 、 4 番 目 に 活動費 ・ 運営費不足 (9. 5%) が課

題 と な っ て い る 。

( ニ ) 震災後705 グ ル ー プ誕生。

グ ル ー プが活動 を は じ め た 時期 は 1985年 (昭和 60) 以 降 が、 2 ， 572 グ ル ー プ で全体の

66. 7%、 1975年�84年度が875 グ ル ー プ、 1974年以前が319 グ ル ー プで あ る 。 1995年 に 設立

さ れた グ ル ー プ は 2 年 の 間 に 705 グ ル ー プで、 そ の う ち 、 震 災 関 連活動で設立 さ れた の は

348 グ ル ー プ と な っ て い る O 過去、 5 年単位で設立数の最 も 多 い1990年~例年 の 1 ， 203 グ ル

ー プ と 比較 し で も 、 短期 間 の う ち に グル ー プ設立が非常 に 多 く な っ て い る o (表13- 1 � 5 )  
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(表13) ボ ラ ン テ ィ ア活動動向調査資料

1. 性別 ・ 年齢別 ・ 職業別の状況

区 分

lZ三》、E 員 数

男 性

性 % 

女 ↑生
% 

自リ
無 回 答
グ ル ー プ数

20 歳 未 満

20 歳 代
年

30 歳 代

40 歳 代

齢 50 歳 代

60 歳 代

目立 70 歳 以 上

無 回 答
グ ル ー プ数

2 . 登録会員 数

区 分

メミ7、 グ ル ー プ数

回 % 

目せ グ ル ー プ数

位i % 

220 第四章@福祉

今 回 前 回

121 ， 104 1 16 ， 587 

27， 198 30， 965 

22， 5 26. 6 

93， 906 85， 622 

77. 5 73. 4 

71 48 

13，  720 11 ，  267 

5 ， 515 6 ， 854 

8， 606 10， 314 

18， 216 20， 207 

28， 036 23， 569 

30， 795 27， 708 

16 ， 216 16， 668 

71 48 

凶答数 1 �20人

3， 859 2， 574 

100. 0 66. 7 

2， 991 1， 877 

100. 0 62. 7 

10l�120人

21 

1 . 0 

高校生以下 10， 712 9， 775 

専門学校生 202 

短 大 生 3， 965 541 

職 大 学 生 850 

会 社 長 28， 305 8， 945 

業
公 務 員 2， 948 2， 619 

自 常 業 5， 965 5 ， 190 

主 t議 64， 709 55， 081 
)]Ij 

定年退職者 7， 731 7 ， 488 

そ の 他 15， 745 6， 869 

無 回 答
68 57 

グ ル ー プ数

* 性別 ・ 年齢別の各計と 職業別 の合計が
不一致な の は 、 内訳に相違があ る た め
で あ る 。

21�40人 41�60人 61�80人 81�100人

663 244 115  

17. 2 6. 3 3 . 0 1 . 6 

540 182 104 57 

18. 1 6. 1 3. 5 1 . 9 

121�140人 141�160人 161人~ 無関答

97 34 62 1 1  

0. 5 0. 3 2. 5 0. 9 

139 67 

4. 0 2 . 2 



3 . グルー プ発足年

発足年 回答数
B{j和29年 紹有J30年 昭和35;;ド

以前 �34年 �39#: 

グ ル ー プ数 3. 859 47 31 41 

% 100. 0 1 . 2 0. 8 1 . 1 

昭和60年 平成 2 年 平成 7 年以 降

~平成元年 � 6 年 献に献な(
664 1 . 203 

17. 2 31 .  2 

グ ル ー プ発足数

1 1.7� 
(震災無関係)

9.3% 

11 .7� 
(震災契機)

9.0% S50.�54 
7.8% 

357 

9. 3 

献を現韓tして
348 

9. 0 

昭和40年 昭和45年 昭和50年
�44年 �49年 �54年

82 118 301 

2. 1 3. 1 i 7. 8 

無回答

93 

2. 4 

無 回 答 1
2.4% 性別及び年齢別

4 . ↑生 自立

日2.�6.
31.2% 

合 計 構成比 (%)

男 性総数 27， 198 22. 5 

女性総数 93， 906 77. 5 

ぷ口込 言十 121 ， 104 

5 . 会員 年齢別構成

阪 分 凶答数 内 訳 会員総数

会 員 数 121，  104 
今 回 3 ， 859 

% 100. 0 

会 員 数 116 ， 587 
前 向 2 ， 991  

% 100. 0 

S40.�44. 1 70歳以上
2.1% 

� S29 
1.2号G

S35.�39 �:後、，30.�340.8% J 

20歳未満 20歳代

13， 720 5， 515 

1 1 .  3 4. 6 

1 1 ， 267 6， 854 

9. 7 5. 9 

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

20歳未満

30歳代 40歳代

8， 606 18， 216 

7. 1 15 . 0 

10， 314 20， 207 

8. 8 17. 3 

50歳代 60歳代

28， 036 30， 795 

23. 2 25. 4 

23， 569 27， 708 

20. 2 23. 8 

昭和55年
�59年

574 

14. 9 

70歳代

16 ， 216 

13 . 4 

16 ， 668 

14. 3 

無記入

71 

48 
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{地元ボ ラ ン テ ィ ア の活躍] (注 2 ) 

震災に よ る 神戸市内 の死者の う ち 約 3 分の 1 を 占 め た東灘区 で、立 ち 上 っ た のが 「東灘 ・

地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク J (代表幹事中村順子氏) 。 ネ ッ ト ワ ー ク を構成す る の は、 地元

の在宅高齢者の ケ ア を 行 っ て い る 神 戸 ラ イ フ ・ ケ ア ー協会、 シ ルバー イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

な ど 5 団 体、 NPO は 、 被災地 の 人 々 を 応援す る 市民 の 会 、 ア ジ ア 協会 ア ジ ア 友 の 会 な ど

11 団体。 問 団体の神戸 か ら の経過報告 fザ ・ ボ ラ ン テ ィ ア J か ら 地 元 ボ ラ ン テ ィ ア の活躍

ぶ り を 紹 介す る 。

輯第 1 期 @ 初動賠の活動 ( 1 995年 2 � 3 月 )-f在宅j の高齢者支援

初動期 は地元外か ら の ボ ラ ン テ イ ア が最 も 活躍 し た時期であ り 、 被災地全体でボ ラ ン テ

イ ア 総数は 100万 人 と も 150万 人 と も い わ れ た 。 「 ネ ッ ト ワ ー ク J の 立 ち 上 り は 2 月 に入 っ

て か ら であ り 、 こ の 頃す で に 避難所は他の ボ ラ ン タ リ ー 団体や多数の ボ ラ ン テ イ ア に よ っ

て 支援がな さ れて い た。 「 ネ ッ ト ワ ー ク J は避難所外の一般地域での活動 に と り く ん だ。

豊富第 2 期 . 1.反設活動期 ・ 前期 (入居期) ( 4  � 7 月 ) 一一生活支援 ・ 住宅改善 ・ 住民交流

2 月 下旬 か ら 始 ま っ て い た仮設住宅入居が、 4 月 か ら 本格化 し た 。 水、 ガ ス が出 て ほ っ

と す る 反面、 被災者の 心 の 問 題 な どが浮上 し て き た 。 新学期の季節 に な っ て 学校が始 ま り 、

ボ ラ ン テ ィ ア の構成 も 、 8 割 を 占 め た学生が 4 割 と 激減、 全体の半数以下 と な っ た 。 そ れ

と と も に 、 ラ イ フ ラ イ ン の復!日で地元の主婦や シ ルバ ー がボ ラ ン テ イ ア に 加 わ っ て き た 。

同 時 に 、 求 め ら れ る 活動 や サ ー ビ ス の 内容 も 、 力仕事か ら 、 心の 問題や 日 々 の生活の支

援 な ど生活感や 人生経験 な どが必要 な 活動 に大 き く シ フ ト し 、 主婦や シ ルバ ー の活躍が 目

っ て い た 。 「 ネ ッ ト ワ ー ク J で は 、 復興状況 に 合 わ せ ボ ラ ン テ ィ ア募集の ポ ス タ ー を 出

す な ど、 地 元 ボ ラ ン テ ィ ア の確保 に つ と め た た め 地域の ニ ー ズ と ボ ラ ン テ ィ ア 層 が う ま く

ス ラ イ ド し て い っ た と い え る 。

輔第 3 期 @ 仮設活動期 ・ 後期 (地域活動期) ( 8  � 1 1 丹 ) ボ ラ ン テ ィ アの新 た な 挑戦

8 月 に入 る と 仮設住宅 で ふ れあ い セ ン タ ー が続 々 と 関所 し 、 「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 は ふ れ あ

い セ ン タ ー の運営 に かか わ っ て い く こ と に な る 。 こ れに よ っ て は個 人の ケ ア と と も に 、 地

域や 地域組織 と どの よ う に 関 わ っ て い く か と い う 課題 を 与 え ら れた。

個 人への 生活支援に加 え て 、 ふ れ あ い セ ン タ ー の よ う な 地域の組織 と ど う 関 わ る か、 と

い う 方 向 に 活動 は進展 し て き た が、 プ ロ グ ラ ム や場づ く り と い う 点で こ れ に 充分取 り 組め

た と は い え ず、 試行錯誤 を 重 ね ざ る を 得 な か っ た 。

そ れ は 地域 ボ ラ ン テ ィ ア の社会の 中 で の ポ ジ シ ョ ン に 関 わ る 問題で も あ り 、 ふれあ い セ

ン タ ー 運営の 受 け皿 に な っ た こ と に 関 連 し て 、 官Eの地域住民や ボ ラ ン タ リ ー 団体の反発

があ っ た り 、 行政 と の 関係の あ り 方が関 わ れた O 一 度 は ボ ラ ン テ イ ア に 反発 し た地域住民

の 人 々 か ら も 、 そ の後の住民内部の利害対立 に 際 し て 、 中 立 的 な 立場で調停、 調整す る も

の と し て再 びボ ラ ン テ ィ ア 参画 を 求め ら れ た 。 現在 で、 は東灘 区 の全て の (13の地域 と 組織)

ふれあ い セ ン タ ー の交流会 開催の世話役、 事務局 の役割 も 求め ら れ、 そ れ ら を 果 し て い る O
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な ご や か な [ふれあいサ ロ ンj
嵐崇 = 神戸市内 ( 1996年)

生 ま れて 開 も な い ボ ラ ン タ リ ー 団体の、 地域での場づ く り の支援 を 行 い 、 地域組織 関 の

つ な ぎ役や交流の場づ く り 、 地域組織 と 行政 と の 関係 のつ な ぎ役 を 行 う よ う な 状況 は 、 こ

れ ま での 日 本の地域社会で は あ ま り 考 え ら れ な い こ と で あ っ た 。 こ れ は あ く ま で震災地域

特有 の ケ } ス な の か、 他の地域 に も 適用 で き る よ う な新 し い事例 と な る の か 、 いずれに し

ろ 、 こ の よ う な役割 を担い続 け る た め に は、 「 ネ ッ ト ワ ー ク J と い う ボ ラ ン タ リ ー 毘体は

どの よ う な あ り 方 を す べ き か、 どの よ う な 内 部機能 と 体制 の 整備 を すべ き か、 検討課題に

な っ て い る O

ふ れあ い セ ン タ ー に 関 わ り 、 実践 を 重ね る 中 で い わ ゆ る 震災 ボ ラ ン テ イ ア か ら確実 に 脱

却 し た と い え る の か も し れ な い 。

輯第 4 期 ( 1 2� 1 996年 ? 丹 )一一地域づ く り へ の助走

「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の仕事一覧でみ れ ば、 年 間 144件あ っ た ふ れあ い セ ン タ ー の活動 の う

ち 約半分 (71件) を こ の12� 1 月 で行 い 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 活動全体 (210件) で見て も 42%

(88件) は こ の 2 ヵ 月 で、行 っ て い る O 情報収集 ・ 提供活動で も 1 月 は46件 と 年 間 (202件)

の 5 分の l を 超 え る 活動 を 展開 し て い る O そ し て 、 ふ れ あ い セ ン タ ー の活動 と な ら んで、

セ ン タ ー での 経験 を 一般地域 に も 広 げ る 「ふれあ い サ ロ ン 」 の活動がは じ ま っ た。

仮設住宅での活動があ る 程度の成果 を も た ら し 、 安定期 に 入 っ た の を 見届 け て 、 仮設以

外の既成市街地 で も 在宅高齢者 を 対象 と し た ふ れ あ い 交流事業 に 取 り 組ん だ。 コ ミ ュ ニ テ

イ の再構築 と い う 視点 を 入れ、 既存の 地域組織の 人 々 と 共働 し て行 う コ ミ ュ ニ テ ィ サ ロ ン

であ る 。

「 ネ ッ ト ワ … ク J の活動内容の推移 を み る と 震災発生産後 の 2 � 3 月 に 多 か っ た震災救

援活動 は 4 月 以 降、 生活支援活動へ と 推移 し、 10月 ごろ か ら 家事、 移送へ と 仕事が多 様化

し 、 1 1 月 ごろ か ら は コ ミ ュ ニ テ ィ 活動が多 く な っ て い る 。 震災救援→生活支援→ コ ミ ュ ニ

テ ィ 活動へ の 大 き な 流れが読み取れる 。
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2 . 兵庫県社会福祉協議会の取 り 組み (注 3 ) 

[復興支援ボ ラ ン テ ィ ア活動の推進}

1 996年 度 は 、 震災復興 支援の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 継続的 に推進。 活動 を 続 け る ボ ラ ン テ

イ ア 同体、 グ ル ー プ と の連携 を 進 め る た め の取 り 組み を 強化。

復興支援 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 と し て は 、 ①県 内 の社協か ら 支援活動の コ ー デ イ ネ ー ト 、

②被災地 の 各 ボ ラ ン テ イ ア 同体 ・ グルー プ と の 連携、 ぜ 全国か ら の 個 別 的 支援、 協力 の コ

ー デ イ ネ ー ト 、 ④ ボ ラ ン テ ィ ア 団体 ・ グ ル ー プ。への 財政支援、 な ど を 中 心 に 実施。

今年度 は震災か ら の時 間 の経過 と と も に 変化す る 被災市民の状況 と 、 そ れ と あ わせ て 変

化す る ボ ラ ン テ ィ ア活動の今後の あ り 方 に つ い て様々 な模索 と 実践が行 わ れ た 。 と く に、

被災市民が今 な お 不 自 由 な 生活 を 送 る 仮設住宅 で は 生活全般 に わ た る 様 々 な 課題が長期

化、 複雑化、 個別化の様相 を 呈 し、 支援ボ ラ ン テ イ ア 活動 も 変化が求め ら れた 。

復興支援で活動 を続け る ボ ラ ン テ イ ア は、 ①地域に根づい て活動 を 進め る も の 、 (芝 外国

人支援や心の ケ ア な ど課題 を 特定 し て攻 り 組む も の、 ③震災 関 連情報の収集や発信 を 中心

に す る も の 、 ④災害救援 に 機能 を 特化す る も の 、 な どそ れぞれ変化 し て い る O そ れぞれに

有益な活動が展 開 さ れて き たが、 中 で も 地域定着型の活動 は、 仮設住宅 を 中心 に社協活動

型、 コ ー プ ボ ラ ン テ ィ ア 型 、 新生 ボ、 ラ ン テ ィ ア 団体型、 地域 自 治組織関与型、 被災当事者

自 治型 な とマい ろ い ろ な タ イ プの活動が行 わ れ、 拡が り を みせて い る 。

活動 内 容 は 、 友愛訪問、 ふれあ い活動、 仲 間 づ く り 、 移送サ ー ピ ス 、 住宅改修、 生活情

報提供、 イ ベ ン ト 開催、 授産活動、 引 っ 越 し 支援 な ど多岐 に わ た っ て い る O

こ う し た活動 の 中 で、 活動 団体相 互の情報交換や連携の必要性が提起 き れ、 5 月 1 1 日 「ボ

ラ ン テ ィ ア フ ォ ー ラ ム J を 開催 し て活動連携の あ り 方 を 模索。 ま た ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ イ

ネ ー タ ー の研修に お い て も 、 現場の状況や活動 内 容 を 客観的 に 分析 し た報告 を 多 く 取 り 入

れ今後の活動の あ り 方 に つ い て研究協議 し た。

i復興ボ ラ ン テ ィ ア活動助成金}

1995年度 に つ づ き 、 96年度 も (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金な ら び に 全国社会福祉協

議会の 震 災関 連ボ ラ ン テ イ ア 活動助成の運営 を 、 県下市町社協 を 窓 口 に 実施 し た。 96年度

の事業実績 は表14の通 り O

{重油流出事故の油田収ボ ラ ン テ ィ ア活動]

1 996年 1 月 4 日 に 日 本海で発生 し た 、 ロ シ ア タ ン カ …沈没 に よ る 重油流出事故は兵庫県

日 本海沿岸 は じ め 8 府県に多大の被害 を も た ら し た 。 県社協で は福井県三 国 町への職員 派

遣 に よ る 初動支援 と 、 県下で は竹野町、 香住町へ の 支援 を 中 心 に 活動 を 展 開 。 こ の活動 に
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(表14) 震災関連ボ ラ ン テ ィ ア活動助成の事業実績

1 . (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金ボラ ン テ ィ ア活動助成事業 (1996年度)

一般活動助成
一般活動助成 特別活動助成 特別活動助成 之口》、 言十
(事務所{昔上) (事後) (事前)

年 月 件数 金額 (円) 件数 金額 (円) 件数 金額 (円) 件数 金額 (円) 件数 金額 (円)
96 6 11  750， 000 。 。 6 748， 000 。 。 1 7  1， 498， 000 

7 63 5， 950， 000 1 375， 000 8 1， 138， 000 。 。 7 2  7， 463， 000 

8 89 8， 700， 000 。 。 7 1， 014， 000 。 。 9 6  9， 714， 000 

9 47 4 ， 350， 000 。 。 10 1， 330， 000 。 。 57 5， 680， 000 

10 1 10 10， 300， 000 l 168， 000 13 1 ， 875， 000 2 247， 000 126 12， 590， 000 

1 1  178 1 6 ， 900， 000 。 。 23 3， 277， 000 1 150， 000 202 20， 327， 000 

12 234 21 ， 500， 000 。 。 17 2， 188， 000 。 。 251 23， 688， 000 

97 l 173 16， 100， 000 l 500， 000 21 2， 542， 000 。 。 195 19， 142， 000 

2 316 26， 250， 000 3 1 ， 446， 000 13 1， 608， 000 。 。 332 29， 304， 000 

3 776 64， 500， 000 9 4， 634， 000 99 12， 321， 000 。 。 884 81， 455， 000 

合 計 1， 997 175， 300， 000 15 7， 123， 000 217 28， 041， 000 3 397， 000 2， 232 210， 861， 000 

2 ， 全社協助成金
申 五青 τ人旦τ4 fす

月 件数 金額 (円) 件数 金額 (円)
96年 7 月 21 19， 555， 000 21 11 ， 647， 000 I 

11月 18 1 10， 603， 000 18 6 ， 223， 000 
97年 3 月 24 14， 899， 000 23 8 ， 878， 000 
ぷ口込 言十 63 45， 057， 000 62 26， 748， 000 

対 し て 県 内 の市町か ら の ボ ラ ン テ ィ ア 募集、 活動参加 に つ い て 各市郡 町社協 が コ ー デ イ ネ

ー ト を 行 う と と も に 、 現場で の コ ー デ イ ネ ー ト に 県下 の社協職員 が活躍 し た 。

{ フ ェ エ ッ ク ス 救援隊も初出動] (注 4 ) 

ま た、 兵庫県災害専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 「 ひ ょ う ご ・ フ ェ ニ ッ ク ス 救援隊J も 油 回収作業の

た め 1 月 15 日 竹野町大浦海岸へ初 出動。 前 日 、 救急の救助分野に登録 し て い る 消 防 ・ 警察

関係者約20人 に 出動 を 要請 し た も の で 、 当 日 参加 し た 隊員 は 18人。 救急 ・ 救助の分野 は 本

来、 人命救助 な ど専 門 的 な技術 を 要求 さ れ る 仕事だが、 こ の 日 参加 し た 隊員 は 「 テ レ ピで

事故の様子 な ど を 見 て い て 、 そ の う ち 要請があ る だ ろ う と は覚悟 し て い ま し た 。 作業の 中

身 も 場所や時間 に よ っ て 、 ずいぶん 違 う ん ですねJ と 重油 を 木ベ ラ でそ ぎ落 し 、 ぼ ろ 布 で

ふ き と る な ど海岸の岩場で作業 に 汗 を 流 し た。

こ の lま か 、 神戸市内の仮設住宅住民や 「神戸元気村J I暮 ら し の寺子屋 ラ イ フ サ イ エ ン

ス 」 の メ ン バ ー が 「震災後は 全国 か ら 支援 し て も ら っ た 。 被災地か ら も で き る こ と を し た

いJ と 恩返 し に 、 福井県三国町の現場へ駆 け つ け た 。
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{ ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の充実強化}

震災 を 契機 と し た ボ ラ ン テ イ ア 活動への 関心の 高 ま り と 拡が り は社協 ボ ラ ン テ イ ア セ ン

タ ー への期待 と 役割の拡大 を提起 し て い る 。

ボ ラ ン テ イ ア 活動の拡が り を 求め る 動 き は福祉分野 で は 1992年の社会福祉事業法追加改

正前後か ら 活発化 し て い る 。 一方、 非営利民 間活動の発展 と い う 観点か ら は NPO法案の

提案 と 法制化の動 き も 具体化 し つつ あ る 。

こ う し た気運の盛 り 上 り を 多 く の市民の理解 と 参加 に よ っ て 定着 さ せ て い く に は ボ ラ ン

テ イ ア セ ン タ ー や コ ー デ イ ネ ー タ ー の役割が重要 と な っ て い る O

兵庫県で は1991年度か ら 県単独補助 に よ る ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー の 充実が進め

ら れ今年度 ま で に 市 町社協 に専任の、 3 市町社協 に は 非常勤 の 職 員 が配置 さ れ、 年間 5 万

件 に及ぶ活動 コ ー デ イ ネ ー ト を は じ め相談助言の研修 ・ 広報、 啓発活動 を 行 っ て い る O

今年度 は と く に 、 こ れ ら の市町社協 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー を 中 心 に 、 各 ボ ラ ン

テ ィ ア 団体、 グ ル ー プの コ ー デ ィ ネ … タ ー も 含め て 専 門性向 上. の た め の研修活動 を積極的

に 実施 し た 。

[兵庫県ボ ラ ン テ ィ ア 災害共溝事業の運営}

今年度 は 、 加入者が、 13万5， 000人 を 超 え 、 昨年比で9， 000人の加入増加 と な っ た。 今後

ボ ラ ン テ ィ ア 活動への 関心が益 々 高 ま る 中 で、 活動保障 と し て の共済加入 を 一層進め る と

と も に保障内容の充実 を 検討 し て い る O

3 .  :1 ミ ュ ニ テ ィ サ ポ ー ト セ ン タ ー 設立へ (注 5 ) 

[設立の背最 に つ い て }

「東灘 ・ 地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク j で はふ れ あ い セ ン タ ー を 中核 と し た コ ミ ュ ニ テ イ

づ く り 、 さ ら に は 一般地域 で の ふ れ あ い 交流活動 の 展 開 と 、 地域ニ ー ズ を 敏感 に キ ャ ッ チ

し、 迅速 に プ ロ グ ラ ム 化 し て き た 。 1996年秋、 震災か ら 1 年半が経過 し 、 大量の復興住宅

計両の発表で、 全体的 な 住宅政策が見 え始め る と 、 被災地の関心 は就業、 雇 用 と い っ た ソ

フ ト の生活復興 に 重点が移 っ た 。 仮設住宅 を は じ め 地域か ら は 「お世話 に な っ たが、 そ ろ

そ ろ 自 分た ち も 地域 の た め に役 に 立つ侍か を し た いJ と い っ た声 も 間かれ、 積極的 な 関 わ

り を 求 め る 姿勢が見受け ら れ る よ う に な っ た。

仮設住宅 での壮年男子の死後発見事例、 一方的 な サ ー ビ ス 供給の あ り 方か ら の脱却、 い

ずれの事象 も 新 し い活動や事業 を 創 出す る こ と に よ っ て、 現実 を 打 開 で き る の で は な い か。

住民の積極的 な 姿勢 を 地域サ ー ピ ス に具体化す る こ と こ そ 、 次 に 課せ ら れた 新 し いチ ャ レ

ン ジ な の であ る 。 モ デル の な い新 し い事業 を 生み 出 す た め の濃滑 な 議論が数 ヵ 月 に 及 ん だ。
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[英国での捜察か ら 薄 た こ と }

1995年12 月 に 「地域 に根 ざ し た市民活動の支援 シ ス テ ム 形成 に 関す る 調 査研究J の 英 国

視察団の A 員 と し て 、 英 国 に お け る 市民活動の 地域支援 ( 中 間) 出体の実状 に触れた。 英

国 に は ボ ラ ン テ ィ ア 個 人 を応援す る ビ ュ ー ロ ー と は別 に 、 ボ ラ ン テ ィ ア ・ セ ン タ ー ・ カ ウ

ン シ ル と 呼ばれる 中 間 団体があ る 。 な かで も 、 コ ミ ュ ニ テ イ グ ル ー プや コ ミ ュ ニ テ ィ ゼ ジ

ネ ス の 立 ち 上 げや 運営 を 支援す る 、 地域 に根 ざ し た 中 間 団体の機能 に は 日 を 見張 る も の が

あ っ た。 ( 中 略) 当 時、 被災地神戸 に 求 め ら れて い た 、 「 自 立支援j の地域 プ ロ グ ラ ム の ヒ

ン ト は正 に こ こ に あ っ た と い う 。 サ ー ピ ス の受 け手か ら 担 い 手 に 、 自 ら の 地域 は 自 ら が変

え て い く 、 そ の よ う な 自 立 グ ル … プの育成が神 戸 に 新 し い風 を 興 し 、 復興への活力 を 車 り

戻 し て い く に速い な い。

[市民 に よ る 地域活動支援へ1 (注 6 ) 

高齢者の 生 き がいづ く り な どの市民活動 を 支 え る 非営利民 間 団体 「 コ ミ ュ ニ テ イ サ ポ ー

ト セ ン タ ー神戸J (中村順子代表) が発足 し 、 24 日 (1996年10月 ) 、 神戸市東灘底魚崎町中

町の事務所が、 地域住民 ら に披露 さ れた 。 市 の 東部 を 中心 に 、 支援 を必要 と す る 団体、 個

人 を 募 り 、 市 民 に よ る 市民 の た め の地域活動 に 乗 り 出す。

被災高齢者の 支援 を 続 け る ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「東灘 ・ 地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク J の代

表幹事 を 務 め て い た 中村 さ んが中心 に な っ て 設立 し た 。 運営 の ノ ウ ハ ウ や拠 点 を 持 た な い

小規模な 市民活動 を 支援す る の が 白 的。 借地 に 、 プ レ ハ ブの事務所 と 各 国 体が共同利用す

る 工房 を 建 て た 。

同 セ ン タ ー が直義行 う モ デル事業 と し て 、 家具や 身 の 囲 り 用 品 の補修、 製作教習 を す る

1 1) フ ォ ー ム 事業」 、 高齢者や 障害者対象のパ ソ コ ン 教室 な どの 「生活情報事業j を 含 め 、

4 件 を 予 定。 い ずれ も 、 低料金で行い 、 収益は 同 セ ン タ ー の 運営費 に あ て る 。

コ ミ ュ ニ テ ィ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神
)1= 神戸市東灘区
( 1996年 l 月 24 日 )
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地域活動 団体への支援策 は、 セ ン タ ー 内 の工房 を 開放 し て グ ル ー プ の 立 ち 上げを 応援す

る ほ か、 マ ン パ ワ ー不足で活動の継続が難 し い 団 体 を 人材、 経費面で支え る 。 ま た、 地域

住民 の 中 か ら 、 さ ま ざ ま な技術 を 持つ 職 人 「マ イ ス タ ーJ を 掘 り 起 こ し 、 活動の場 を 提供

す る 。

一方、 「仲間 と 住 も う J I市民防災J な ど震 災後 に 関心が高 ま っ て い る テ ー マ を 取 り 上 げ

た調査 ・ 研究活動 を 進め る の も 特徴。 NPO (非営利 団体) へ の 認識 を 深 め て も ら う フ ォ

ー ラ ム を 計 画 し て い る 。

資金は、 自 主事業の収益 の ほ か、 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 碁金 な どか ら の助成で賄 う 。

常駐 ス タ ッ フ を 3 人。 代表の 中村 さ ん は 「すべ て手作 り の民 間組織で、 日 本で は ほ と ん ど

前例が な い 。 震災後 に 生 ま れた地域づ く り の 芽 を 捕 ま な い た め に 、 こ う し た 支援 は不可欠j

と 話す。

阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金の 今回忠代表 も 「 ザ ボ ー ト セ ン タ ー と い っ て も 様々 な 事業

内 容があ る が、 CS神戸の特徴の一つ は コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス の イ ン キ ュ ベ ー ト 機能 を

備 え て い る こ と だ。 … …NPO と し て の コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス の起業 は こ れか ら 重要 に

な っ て く る 分野で、 極め て先駆的 な 試み で あ る 。 と く に 被災の打撃か ら 立 ち 直 っ て い な い

神戸では 緊急課題で、 是非成功 し て ほ し い … …」 と 大 き な 期待 を 寄せて い る 。

4 .  NPO法案 に 対す る 地元の重む き

県社 会福祉協議会に よ る ボ ラ ン テ イ ア 活動動向調査 ( 1997年 1 月 � 2 月 ) に よ れば、 NPO

j去 (市民活動促進法) が成立 し た場合、 そ の法 人格の取得 を 希望す る グ ル ー プ は 、 「 い ま

す ぐ取得 し た い J が3. 7%、 「い ずれ取得 し た い j が6. 8% と ほ ぼ I 割 の グ ル ー プが取得希

望 を も っ て い る O 希望す る グ ル ー プ は 、 震災後、 震災前の設立年次や構成 メ ン バ ー の 多 少

に 、 大 き な特徴は み ら れず各層 に希望 グ ル ー プが分布 し て い る 。 法人格が無 い た め の 問題

点 と し て は 「社会的認知が得 に く いJ (22. 2%) 、 「寄付金、 助成金 を 得 に く いJ (19 . 1%) 

が 目 立 っ て し ミ る 。

{被災地の声痕暁を ! ] 7 ) 

自 民、 社民、 さ き がけ の 与ム党三党が議H提案 し 、 20 日 ( 1997年 1 月 ) か ら の次期通常国

会で 成 丘 を 日 指 し て い る NPO法 案 の 問 題点 を 与 え る 緊急集会が11 日 、 神 戸 市 東灘 区 の 御

影公会 堂 で 開 か れ た r 被災地の え;援 を つ づ け る 市民 グ ル ー プ「神戸元気村J (神戸市灘区) 、

「 日 本 災 救援 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク J (両日 Ifn な どでつ く る INPO-ACT実行委員

j が t�.催。 与党 案は、 NPO の 資 金雄保 を 支援す る 税制優遇指 が盛 り 込 ま れて お ら ず、

設 、工 の i祭 も 都道府県か[lilの 認証 を 交 け な け ればな ら な い な ど問題点が多 い と し て 、 税

制優遇措慌の 検討 な ど を 求 め る 要望 汗 を 各党 に提 出 す る こ と を 決 め た 。
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NPO法案 を 考 え る 緊急集会 口 神 戸 市東
灘区 ・ 御影公会堂 ( 1997年 1 月 1 HJ )

て い な いJ と し て 市民の立場での議論、 活動の基盤 と な る 資金 を 得やす く す る た め の税制

優遇措置 な ど を 求 め て い る 。

事務局 を 担 当 す る 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク の伊永勉理事長 は 「介護保鍵

法案の よ う に 、 せめ て地方での公聴 会 を 開 く べ き だ。 被災地の地元議員 に も っ と 真剣 に取

り 組 んで も ら う よ う {動 き か け る J と 話 し て い る O

[市民団体の受 け止 め }

な か な か実現 し な いNPO法 の行方 を に ら み 、 法案 に対す る 市民団体の 考 え 方 も 分か れ

る 。

被災高齢者の働 く 場づ く り を 支援す る 民間組織 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神

戸 J (神戸市東離 区) の 中村順子代表は 「今 は事務所の契約、 銀行 口座 の 開 設 な ど、 すべ

て代表個 人 の 名 義。 法人格があ れば、 個 人 に 責任が集中 し な いj と 法 の早期成立 を 望む。

大型仮設庖舗や駐車場管理 な ど大規模事業 を す る 同市長 田 区 の 「久二塚地 区震災復興 ま

ち づ く り 協議会J の東充事務局 長 は 「与党案で は税制優遇 も な い の に事業報告書の提 出 な

ど を 義務づ け て い る 。 法人格 を 得 る メ リ ッ ト は 感 じ ら れ な い J 。 同協議会 は 、 株式会社へ

の転換 を 目 指す と い う 。

法案の提言 な どで最 も 活発に活動す る 「 市民活動 を 支 え る 制 度 を つ く る 会 ・ シ ー ズJ (東

京都千代 田 区) は現在、 対象 と な る 活動の見直 し な ど10項 目 を 与 党 に 要望 し て い る 。

{与党葉 に不溝続出 1 (注 8 ) 

国会議員 を 招 い て法案の 中 身 を 議論す る 緊急市民集会が29 日 (1997年 3 月 ) 、 大阪天王

寺 区 の 大 阪南YMCAで、 開 か れ た O 与党 3 党、 新進、 共産が法案 を 出 し 、 与 党 と 民 主 党 の

協議が大詰め の段階だが、 市民団体か ら は 「 与党案は行政の管理が強す ぎ る J な ど、 不満
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が続出 し た c 与党案がも 対象 と な る 活動 を ]1 項 目 に 限定 し 、 税制優遇策 も 盛 り 込んで、い な

い た め 、 民 主党が 2 月 、 iイ 楽に 対す る 修 正案 を 発表。 現在、 4 党間 の協議が続 い て お り 、

早 け れ ば 4 月 に も 委員 会審議が始 ま る 見込み1，- cì 

こ の II は 、 4 党の議員 と lfî民 間体メ ン バ ー が出席 し た ぐ 'j・党案の修正 を 自 民党 に 働 き か

け る 社長 党 の 辻 お清 夫議員 は I n l� はNPO を た だ働 き の ボ ラ ン テ ィ ア と 勘 違 い し て い る

の で は な い か。 与 党案で は オ ン ブ ズ マ ン な どが対象か ら 外れ る 可能性があ る J と 指摘。 与

党 と の協議が続 く 民 主党の金旧誠 A議員 は 「特別 法 で は 限界があ る 。 号 党 案の 中 に “ 法施

行後 3 年以内 に 時刻去の制定を 検討す る " f? の く だ り を 盛 り 込むべ き だj と 強調 し た 。

→Ji 、 法人格付与法案 と 合 わせて税制 関連法案 を 出 し て い る 新進党の河村 た か し議員 は

「 与党案 は 市民 主体の社会 を つ く る と い う 時代 の 流 れ に 逆行 し て い る J と 批判 。 共産党の

笠井亮議員 は 「非営利 の一点で法人格 を 得 ら れ る こ と が基本」 と 同党案の 内 容 を 説明 し た。

市民か ら は 「与党案 は 市 民 を 管理す る 法案J I地方の市民団体の意見 を 聞 く 場 を 設 け る

べ き J I法がで き て も 、 こ れで は 法人格 を と る メ リ ッ ト は な いJ な ど、 法 案 の 問題点 を 指

摘 す る 意見が相次いだ。

5 . ボ ラ ン テ ィ ア 活動支援セ ン タ ー構想、

{新 し い ボ ラ ン テ ィ ア活動支譲 シ ス テ ム検討委員会}

震災に よ っ て 起 こ っ た 「新 し い ボ ラ ン テ イ ア の 波J を 行政 と し て 、 今後 どの よ う に 支援

し て い く か と い う 具体的 な 方 策 を 検討す る た め兵庫県は 「新 し い ボ ラ ン テ イ ア 活動支援 シ

ス テ ム 検討委員会J を 設罷。 1996年 3 月 に は、 新 し い ボ ラ ン テ イ ア 活動支按の あ り 方 に つ

い て 報告が さ れ た 。 (注 9 ) 

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に対す る 支援 に は 、 行政に よ る 支援のみ な ら ず、 企業 に よ る 支援、 ボ

ラ ン テ ィ ア 団体に よ る 支援 な ど様 々 な 機 関 ・ 団体に よ る 支援が必要であ り 、 こ の新 し い 支

援機関 を 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動支援セ ン タ ー (仮称) J と 名付 け た 。 こ の セ ン タ ー の機能 は、

単 に 需給調整や研修等の支援に と ど ま ら ず、 そ れぞれの レ ベ ル に応 じ て 、 例 え ばボ ラ ン テ

イ ア 団体問 の ネ ッ ト ワ ー ク の推進、 関係団体等 と の 連携、 さ ら に は 、 資金面での支援や場

所の提供 な どの物 的支援 を 行 う 。 ま た 人材育成機能、 矯報 シ ス テ ム の整備 な ど21世紀 に 向

け た 共生社会の担い手 と し て の ボ ラ ン テ イ ア の総合的拠点 の構築 を 進め る と と な っ た 。

同委員 会 は さ ら に 「 ボ ラ ン テ イ ア 活動支援セ ン タ ー (仮称) 基本計闘策定委員会」 へ と

発展 し 、 1997 年 に は具体的 な基本計画 を ま と め た 上で、 施設整備 を 行 う 。

{神戸定住外国人支援セ ン タ 一発足}

兵庫県 内 の 定住ベ ト ナ ム 人 を 支援す る 救援 グ ル ー プがス ク ラ ム を 組 ん だ 。 「被災ベ ト ナ

ム 人救援連絡会議J (神 田格代表) と 「兵庫県定住外国 人生活復興 セ ン タ ーJ (金宣吉代表)
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が1997年 2 月 に統合 し 、 「神戸定住外国人支援セ ン タ ー 」 を 結成、 新た な ス タ ー ト を 切 っ

た 。 被災ベ ト ナ ム 人 は ほ と ん どが、 神戸市長 田 区 に住み、 震災で多 く がテ ン ト 村暮 ら し を

余儀 な く さ れ た 。 被災か ら 2 年 た つが、 5 世帯14人 は ま だ転居の め ど も た た ず公園生活 を

送 っ て い る 。 関係者は 「将来は本格的 な 共 同作業の建設。 ま た 就職 の チ ャ ン ス を 広 げ る 言

葉 の 訓練 な ど、 外国人 を 恒常的 に サ ポ ー ト す る 体制 を つ く り た いJ と 張 り 切 っ て い る 。

{重宝宮学生ボ ラ ン テ ィ ア交流セ ン タ 一発足へi

兵庫県西宮市で市 内 の 大学 ・ 短大が、 連携 し 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動の拠点 と な る 「西宮学

生 ボ ラ ン テ ィ ア 交流セ ン タ ー 」 を つ く る 計画が進んでい る 。 阪神 ・ 淡路大震 災 を 機 に盛 り

上がっ た、 大学 ・ 学生の ボ ラ ン テ イ ア 活動への 意欲 を “継承" し よ う と い う 試み で、 1997

4 月 か ら 活動 を 始め る O 同 一市内の大学が横断的 な ボ ラ ン テ ィ ア組識 を つ く る の は め ず

ら し い 。

ボ ラ ン テ ィ ア 交流セ ン タ ー は 、 ボ ラ ン テ ィ ア と し て登録 し た 市内 の各大学 ・ 短大の学生

を 、 要請に応 じ て 派遣す る さ い に 、 コ ー デ イ ネ ー タ ー 的 な 役割 を す る 機関 。 こ の ほ か各大

学 ・ 短大共通 の ボ ラ ン テ イ ア 養成講座開 設 も 計画 し て い る O

「国際 ロ ー タ リ ー 第2680 地 区 」 が国 内外か ら 寄せ ら れ た 義援金7， 000万 円 を 当 面 の 運営

資金 と し て 寄付 し た ほ か 販急 ・ 西宮北 口近 く に事務所ス ペ ー ス を 確保。 事務局 長 に も 市職

員 OBが内定。 4 月 上旬 に は活動 を 始め る 予定。

〈注 ・ 引 用 文献〉

1 )  r rボラ ン テ ィ ア 活動動向調査」 報告書』 社会福祉法人兵庫県中士会福祉協議会 ( ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー) 1997 

fド 3 月

2 )  rザ ・ ボ ラ ン テ イ ア 神戸か ら の経過報告 (東灘 ・ 地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク 1 年の記録) j 記録 ・ 発行東灘 ・

地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク 1996"f. 3 月

3 )  r県全t1th の あ ゆ み こ の一年 (乎成 8 年度事業報告書) 社会福祉法人兵庫県社会福初協議会 1997年 3 月
4 )  r兵庫県災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア ニ ュ ー ス レ タ … 1997年 2 月

5 )  r 日 本に お け る 市民活動 と サ ポ ー ト セ ン タ ーJ r市民活動地域支援 シ ス テ ム 研究 ・ パ ー ト 2 j 市民活動地域支

媛 シ ス テ ム 研究会 1997年 3 月

6 ) 神戸新開朝干Ij 1996年1 0月 25 口 付

7 ) 同 1997年 1 月 12 日 付

8 ) 同 1997年 3 月 初 日 付

9 )  r新 し い ボ ラ ン テ イ ア 活動支援の あ り H に つ い て (報告は 兵庫県 ・ 新 し い ボ ラ ン テ ィ ア 活動 支援 シ ス テ ム 検

討委員会 1996年 3 刀

〈参考文献〉

りも庫県南部地震災1主義援金募集委員会資料 」

『避難生活か ら の復興 と 新 し い コ ミ ュ ニ テ イ 形成へ向 け て 生 協への期待 と 課題j コ ー プ こ う べ ・ 生活研究機構

1997'9二 6 月

「 ボボ、ラ ン テ イ ア を f合守 ん だ 守

災害支援 シ ス テ ム の実現に i向向 け て j 2幻1t刊甘廿ゐ涼車紀4の 関 F丙百 を 考 え る 会 1997年 8 乃
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f大 き な う ね り へ 阪神大震災地元NGO救援連絡会議の13ヶ 月 13 R j 阪神大震災地元NGO救援連絡会 1996年 8

月

f ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に対す る 社会的 な支援策 に 関 す る 提言j r広がれ ボ ラ ン テ ィ ア の輪」 連絡会議 1995年 6 月

rNVNAD�NEWSJ 日 本災害救援ボ、 ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 1997年10月 VOL. 12
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一� 2

l 
大震災で被害 を 受け、 診療不能 に な っ て い た 医瞭機関 は 、 1995年 2 月 末現在 で、 神戸市

2 、 伊丹市 し 西宮市34、 芦屋市17、 明石市 1 の計292機関 で あ っ

し た の は、 97年 3 月 末で診療所272、 病 院 2 で あ っ

医疫機 関 の再建 の た め に 、 政策医療 を 担 う 病 院 に対 し て 「災害復 旧 費補助金J (国席 l

/ 2 、 95年度 ま で実施) 、 建築後初年以上の民間病 し て 「近代化施設整備補助金J (国

庫 1 3 、 県 1 3 ) の 補助制度が適用 さ れ た。 は か に融資制 度 と し て 、 政府系 3 公庫震

災融資、 社会福祉 e 医療事業 団 の災害復18融資や、 各 市が設 け た 震災復旧特別融資が適用

さ れた 。

2 .  

麟災害復旧 1 2 政策 i去療 を 担 う 民 間 病 院 ( 梼 院群輪番制病 院) に 対 し

て 適用 す る

襲撃近代化施設整備補助金 国庫 1 3 、 県 1 3 建築後30年以 上の被災病 院。 在宅当番

制 な どの診療所。 500万 円 )

( 衣 1 ) 災害復旧 費補助拳業の爽績

( ) は例年度 と 95年度 に 申 請 を 行 っ た施設数の外書 き

3 公庫 ( 中 小企業 @ 留 民 俗 商工中金) 融資 特別措置の利率 3 年 間 2. 5%、 4

� 5 年 目 4. 15%、 6 年 目 以 降4. 9%。 限度額3， 000万 円 。 全平壌 (全半焼) の擢災証明があ

れ ば2， 000万 円 ま で 3 年 間 無利子。 返済期 間 15年。
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瞳社会掻祉 ・ 監樺事業 団 の 災 害後 18融資 特別措置 の 利 率 3 年 間 2. 5% 、 4 � 5 年 呂

4. 15%、 6 年 目 以降4. 85%。 限度額3， 000万 円 。 全半壊 (全半焼) の擢災証明があ れば2， 000

万 円 ま で 3 年 間無利子。 返済期 間25年。

瞳 自 治体の震災複i自特別融資 (神戸市の場合) 特加利率2. 5%。 限度額 1 企業5， 000万 円

以下。 l 組合10億 円 以下。 財源は県 ・ 市 の 復興基金。 全半壊 (全半焼) の 擢 災証明があ れ

ば2， 000万 円 ま で 3 年 間 無利子。 返済期 間 10年以内。

(表 2 ) 医療近代化施設整備事業の実績

95年度実績 96年度実績 97年度予定

区分 施設数 ; 交付決定額 施設数 交付 決定額

病 院 17 466 ， 871万円 3 53， 126万円 戸D 126， 770万円

診療所 1 35 84， 856 41 24， 428 5 3 ， 190 

言十 152 551 ， 728 44 77， 554 1 0  129， 960 
一一一-L一一一

[ 産購関f系擁設寵興利子補給事業 ( 阪神 e 淡路謹興基金) ] 

社会福祉 ・ 医療事業団 が行 う 災害復!日融資 を 借 り 入 れ る 者で、 特別被害者 と 認定 さ れた

場合、 2， 000万 円 を 限度 と し て そ の利子相 当 額 を 補 助 す る (利子補給率2. 5%、 期 間 3 年 間 ) 0 

97年 3 月 末での社会福祉 ・ 医療事業 団 の 貸 し 付 け状況 は、 8 件、 2 億3， 100万 円 。

多 く の 診療機 関 は復旧 ・ 再 開 し た が、 兵庫県医師会、 県私立病 院協会の調べ に よ る と 、

97年 3 月 末現在で診療不能 に あ る 医療機関 は神戸市で診嬢所14、 病 院 し 西宮市で診療所

2 、 芦屋市で診療所 I の 計問機関。 医療 を 廃止 し た の は 、 神戸市 で診療所63、 病 院 2 、 宝

塚市で診療所 1 、 西宮市で診療所 7 、 芦屋市で診療所 5 の 、 計78機関 (診療所76、 病 院 2 ) 

に な っ て い る 。 ( 表 3 ) 

上 再建で き な か っ た病院

再建 で き な か っ た 診療機 関 の う ち 、 病 院 の ケ ー ス は次の よ う で あ る 。

神戸市 長 田 区の飯尾病院 (37床) は全壊 し 、 95年12月 31 日 付で廃院予定届 け を 出 し 、 そ

の 後 「飯尾記念診療所」 と し て発足 し た 。

神戸市須磨 区の相信病院 (99床) は半壊。 95年 4 月 30 日 付で廃院。 診療所 と し て発足 し

た。

廃止理由 は、 いずれ も 医療圏 が過剰 であ る こ と 、 資産関係の事情があ る こ と を あ げて い

る 。 飯尾病 院 は 、 ほ か に 、 病 院建物 の新築 を 計画 し て い たが、 神戸 市 の 土地 B:画整理事業

に よ っ て敷地面積が減少 し、 建ぺい率、 容積率 な どの制約 に よ っ て従前 の 病 院規模 をj確保

で き な い こ と か ら 断念 し た 、 と し て い る 。
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兵庫県下の医療機濁の診療不能状況(表 3 ) 

診療不能
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寸1よ

nJS

Fhd

つれw

dせ

内j

1i

円、U

宅1i

2 
1 

2
4
7
14

 

qtυ

4pi

 

429 
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1 01 
120 
371 
87 

192 
45 
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尼崎市

! 伊丹市
川関市
宝塚市
西宮市
芦屋市
明 石 市
洲本市
津名郡

2 78 289 18  2， 939 合計

(97年 3 月 31 日 現在、 兵庫県医師会、 兵庫県私 な病続協会の資料 に よ る )

プ レ ハ ブの仮設診療所で診療 を続け て い

再建 した病院

神戸市兵庫 区上沢通 の 中 山 病 院 は 、 全焼の後、

た が、 96年12月 初 日 、 病 院 を 再建 し た。

同 病 院 は 、 震災前 は 内科、 外科、 産婦人科 な ど 5 科68床 あ っ た が、 周 辺 の 町並み と と も

4 .  

2 ヵ 月 後 に プ レ ハ ブ の 診療所 を 建て 、 仮設住宅 に 移 っ た 人 た ち の通院 を 受 け

入れて い た 。 国 ・ 県 な どの補助 を合わせて約 8 億 円 の 費用 で95年末に 再建工事に着手、 鉄

筋 6 階建、 1 ， 900rrlの新 し い 病 院が96年12月 に 完成 し た 。 新病 院 は 、 内科、 リ ハ ピ リ 科、

に全焼 し た 。

こ れ に よ っ て 約 900

神経科の 3 科56床。 地域医療 を め ざ し 、 患者が交流す る 談話案 も 設け た 。

明石市魚住町の明石同仁病 院 は 、 老朽で立て替え を 予 定 し て い た 建物が半壊 し た た め、

何年末か ら 免震工法で全面建 て 替 え に 踏み切 っ た 。 基礎部分 と 柱 と の 間 に 、 揺 れ を 水平運

動 に 変 え 、 建物全体を ゆ っ く り 揺 ら せ る ア イ ソ レ ー タ ー 30台 を は め 込み、 床 の 下 に は 地震

エ ネ ル ギー を 吸収す る ス チ ー ル ダ ン パ 一 、 鉛 ダ ン パ ー 27台 を 入 れ た 。

ガル と い わ れ る 兵庫県南部地 震 を こ え る 1 ， 000 ガ ル の 揺 れ に 耐 え る 効果が見込め る と い う 。

神戸市東灘 区 の 宮地病 院 は 97年 3 月 末持点 で は 再建工事 中 で 、 4 月 に震災前の200床 を
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1 58床 に し て 開 業 し た 。 病 床の 3 分の 2 は 要介護高齢者 中心 の瞭養型病床群 に し 、 デ イ ケ

ア セ ン タ ー も {藷 え た。

5 . 神戸市立西市民病院の再建

西病棟の 6 階が落ち て き て44 人 の 患者 ( う ち l 人が庄死) と 3 人 の看護婦が 4 時間 か ら

39時 間 閉 じ込め ら れた神戸市立西市民病 院 は 、 96年1] 月 2H:I 、 病 院本館の 再建計画 を 発表

し た 。 97年 に 着工、 99年末に外来部門 の診療 を 開 始 し、 2000年 に全面 オ ー プ ン の予定。 総

事業費170億 円 。

「本来 な ら ば災害 に対す る 拠点 と な っ て 、 外部 よ り 押 し寄せる 患者 を 収容す る べ き 病棟

に 、 逆 に 救出すべ き 患者群 (職員 も 含む) を 抱 え 込ん で し ま っ たJ ( ，神戸市立病院紀要J

f阪神 ・ 淡路大震災特別号j 神 戸市衛生局 何年 1 月 ) 反省か ら 、 震度 7 に も 耐 え る 構造

に し 、 井戸水の 利用 や 自 家発電設備 を 強化 し て 、 災害時の ラ イ フ ラ イ ン を確保す る 。

再建 さ れ る 病 院 は 、 内科、 外科 な ど14の診療科350床 で 、 神戸市街地 西部 の 地域中核病

院 を め ざす。 新本館 は、 !日本館 と 南舘の跡地 に 、 地上11階、 地下 2 階建 て 、 延べ 2 万2， 000

rrl。 高齢者医療 に 重点 を 置 き 、 70歳以上 を 対象 に し た 高齢者総合診療科 の 専 門 外来 を 設 け 、

市 内 で は初 め て の老人性痴呆患者の鑑別診断 を 行 う o 1) ハ ピ 1) 室の拡充 も 行 う 。 救急医療

の充実の た め 、 内科系 と 外科系 の 医 師 を 24時 間体制 で配置す る ほ か、 夜 間 の 小児科救急 に

も 対応す る 。

災害に備 え て 、 自 家発電設舗 を 強化 し、 3 日 分の電源 を 確保。 井戸水や雨水 を雑用水、

防火用水 と し て 利用 す る 。
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j 第二鱗 災害救急医 築
上 災害拠点病院 を

兵庫県 は 、 1996年1 2月 、 災害救急医療 シ ス テ ム 整備計画の ひ と つ の 「災害救急病 院J 12  

ヵ 所 を 指定 し た。 「災害救急病 院J �;J:， 災害時 に 第一線の 医療機 関 を 支援す る 機能 を も ち 、

24時 間対応 可 能 な 緊急体制 を 備 え る 病 院で、 原尉 と し て 2 次医療圏域 ご と に 1 ヵ 所ずつが

指定 さ れた 。

(表 4 ) 災害拠点病院指定の医療機関

闘士或 病 院 陰口或 病 院

神 戸 神戸市 夜中央市民病院 同J需磨凶部 赤穂市民病続
。神戸大学位(学部付属病院 北1ft馬 公 立芸主権j病院

絞ネlド 兵庫医J科大小病院 西南但馬 公立入使紛E主
東播磨臨海 県立:加吉川病院 丹波 県立柏原病院
;東播磨i勾E長 関脇市立西脇病院 淡路 県立淡路病院
問機躍で中 部 県立姫路循環器病セ ン タ ー

姫路赤 t-''f:病院

。神戸大学医学部付属病続は基幹災答医療セ ン タ ー を 兼ね る

{災害拠点病暁の主 t.t. 指定要件}

1 . 多発外傷、 挫滅症候詳 な どの重篤患者や救急、患者の救命医療 を 行 う こ と O

2 . 被災地 か ら 重症傷病者 を 受け 入 れ る こ と がで き る 相 当 数の病床 を も っ て い る こ と O

3 . 傷病者な どの 受け入れ と 搬出 を 行 う た め 、 ヘ リ ポ ー ト が確保で き る こ と 。

4 . 医療救護チ … ム の派遣が可能 な こ と 。

{災害拠点病院が果 た す べ き 役割i

1 . 災害が他の 2 次医療圏域で発生 し た場合

- 被災 圏域で対処で き な い患者 を 受 け入れ、 治療 を 行 う O

- 被災圏域へ救護班 を 派遣す る 。

- 救急医療情報 シ ス テ ム 端末機 を 活用 し て 、 被災 圏域の医蝶 に 関す る 情報 を 収集 し 、 必

に 応 じ て支援策 を と る 。

2 . 災害が 自 ら の 2 次医療歯域で発生 し た場合

- 圏域 内 の 他 の 医療機関 で対処で き な い患者を 受け入れ、 治蝶に あ た る O

- 災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー に よ る ト リ ア ー ジ に よ り 他の 医療機関への転送が適当 と 判

断 さ れた患者の搬送 に つ い て消 防本部へ要請す る 。

- 救急医療情報 シ ス テ ム 端 末機 を 活用 し て 圏域外の医療機関 に 関 す る 情報 を 把握 し 、 災

害医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー な どが地域情報医療 セ ン タ ー に対 し、 患者受 け入れ先の確保
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国際健康問i発セ ン タ … ピ ル 示 L式ェ衿j i 
市東部xfr 都心、予定地 (1996年 6 月 25 臼 )

や i衰療マ ン パ ワ ー の確保 に つ い て要請

す る 。

[基幹災害罷藤セ ン タ ー (暫定) が果 た す

べ き 投書1] ]

災害拠点病 院の役割 に 加 え 、 災害医療 コ

ー デ ィ ネ ー タ ー な ど医療従事者の研修 を 実

施す る 。

i措置畿の対Þi5]

災害拠点病院 は 、 耐震構 造化や備蓄倉庫 、

自 家発電機、 貯水槽、 ヘ リ ポ ー ト の整備 に

国庫補助があ る の で、 こ の 制 度 を活用 し て

機能の充実 を 図 る 。

2 . L広 域 災 害 @ 救急 援境

構報 シ ス テ ム が発足
何年12月 20 目 、 神戸市 中 央 匿 中 山手通 6

r 自 の兵庫県医師会館 4 r培 に置 か れ た 「兵庫県救急医療情報セ ン タ ー J で、 溜水義久副 知

事、 瀬尾摂県医師会長 ら が コ ン ピ ュ ー タ の ボ タ ン を押 し た。 こ の と き か ら 全国 で 初 め て の 、

衛星通信や専用 回 線 を 使 つ て の 、 広 範 囲 の 病 院 ・ 保健所 ・ 消防本部 を 結 ん だ 「兵庫県広域

災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム j が動 き 始め た 。 96年度の予算額 は 2 億9 ， 000万 円 だ、 っ た 。

大震災で電話回線が不通 に な っ た り 、 生 き て い る 回線 も パ ン ク 状態で、 行政の災害対策

本部 ・ 消 防本部 と 病 院 関 と の 連絡がほ と ん と守取れ な か っ た こ と か ら 、 患者の搬送、 医師の

派遣 な ど に 大 き な 問 題 を 残 し た 。 こ の た め 、 県や各市町、 保健所、 医師会、 消 防本部 な ど

が中心 に な っ て 、 大規模 な 広域災害 に対応で き る 医療情報 シ ス テ ム の構築 を 研究 し て き た。

ス タ ー ト し た 「兵庫県広域災害 ・ 救急 医療情報 シ ス テ ム J ( 国 1 ) は 、 こ れ ま で に あ っ

た救急医療'情報 シ ス テ ム を ベ ー ス に 、 医療機関 の被災状況や 医薬品の備蓄状況、 ラ イ フ ラ

イ ン 情報な ど災害 に対応 で き る モ ー ド を 加 え 、 現場の 医療機関 か ら 他の 医療機関 の矯報 も

照会で き る 双方 向性 も 備 え て い る 。

大規模災害の と き だ け 使 わ れ る シ ス テ ム で は 、 い さや と い う と き に使い方がわ か ら な か っ

た り 、 操作 で き る 人がそ こ に い な か っ た り し て 有効 に 働 か な い こ と があ る が、 新 し い シ ス

テ ム は 日 常 の救急医療情報 シ ス テ ム を ベ ー ス に し て、 毎 日 そ れぞれの 医療機関が各科別 の

士宮 き 病床や、 輸血用 血液備蓄状況 な ど を 入力 す る 操作 を 行 っ て い る た め 、 緊急時への転換

も ス ム ー ズ に 行 わ れ る と 見 ら れ る 。
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[端末機の設置機関 ・ 台数] ( ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 〉 救急医療情報セ ン タ 一 、 消 防本部、 地

域医療情報セ ン タ ー 、 県医務課な どに44台。 (PC端末〉 救急医療情報セ ン タ 一 、 災害拠点

病 院、 休 日 急患 セ ン タ ー 、 県 医務課 な どに 19台。 〈簡易端末装置 (QQパ ルn 救急医療情報

セ ン タ ー 、 地域医療情報セ ン タ 一 、 保健所、 参加医療機関、 血液セ ン タ ー (神戸、 姫路) 、

県医務課な ど に 339台。 (参加医療機 関 は、 現行 の救急 医療情報 シ ス テ ム に 参加 し て い る 病

院で、 309 ヵ 所あ る )

( 1苅 1 ) 兵庫県広域災響 ・ 数急医療情報 シ ス テム通信系統

情報セ ン タ

1市 町 立; �長 什 策 ーム ; 
I 入口川 市ア { 

| は1市70問 ) 卜

災害拠点病院

地域備蓄セ ン タ ーじ1 2 :iJ 所) 「一

一一

そ の他の救急援療情報 シ ス テ ム 参加

医療機関 (休 日 復問急患セ ン タ ー な ど)

「一一一一
その他の診療所

(兵l都県医師

(32 ヵ 所)

卜一一寸
� � l � 1 仙 所)

地域医療情報セ ン タ ー (保健所)

神 戸市 ・ 関符 ・ 明石 ・ 社 ・ 竜野

赤穂 ・ 豊岡 ・ 手口 IB LlJ . 柏原 ・ 洲本

県保健所 (17 ヵ 所)

(地域医療情報 セ ン タ ー以外)

^vvv'山ハ/、 衛星通信

専用 回線

広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム

独 自 の 通信網

{災害モ ー ド ] 兵庫県広域災害 ・ 救急 医瞭情報 シ ス テ ム は こ れ ま での 診療応 需情報 シ ス テ

ム に 災害モ ー ド を 追加 し て い る 。 追加 し た 災害モ ー ド は 、 1 ) 医療機 関 の 被 災状況 2 ) 

患者転送要請状況 3 ) 医薬 品等備蓄状況 4 ) ラ イ フ ラ イ ン 情報 5 ) 受 け入れ可能患

者情報 6 ) 医療 ス タ ッ フ 要請 ・ 提供数な ど。
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{双方向性} 医療機 関 に 設置 さ れ た 救急 医療情報 シ ス テ ム の 入 力 端 末 に照会機能 を 付 け加

え て 、 他の 医療機関 の情報が直接把握で き る よ う に し た。

[パ ッ ク ア ッ プ体制} 救急医療情報セ ン タ ー が被災 し た場合 に 備 え て 、 セ ン タ ー の代 替機

能 を確保す る た め に 国が設置す る パ ッ ク ア ッ プセ ン タ ー と 結 ん だ。

{ 防災 シ ス テ ム と 装続} 防災 シ ス テ ム と 接続す る こ と に よ り 、 災害時 に 道 路の 被災状況 な

どの地図情報が入手で き 、 救援や搬送の ル ー ト が選択で き る よ う に な っ て い る 。

1 神戸市の 災害時救助 @ 救急 匿療体髄

神戸市 を は じ め他 の 市 町 は 、 大震災の経験 を 生 か し て こ れ ま での救助 ・ 救急医療体制 を

再検討 し 、 新た な 防災計画 を 立て て い る 。 そ の代表的 な マ ニ ュ ア ル と し て 、 神戸市 の 「地

域防災計画一一地震対策編」 の う ち 、 救助 ・ 救急 医療体制 を紹介す る o ( r 神 戸市地域防災

計闘 の概要J 神戸 市 防災会議 96年11 月 )

[ I 災害救助 シ ス テ ム i 救助活動 は 、 救命処置 を 必要 と す る 負 傷者 を 最優 先 と し 、 そ の

他の負傷者 は消 防団、 市民組織及 び付近住民の協力 に よ り 救 出 を 行 う O ま た 、 火災現場付

近の救出 を 優先す る 。 救助 に あ た っ て は 、 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー で整備す る 救助資機材

や、 消防署 に備蓄 し て い る 救助資機材 を 有効 に 活用 す る 。

i 丑 災害時救急医療 シ ス テ ム i 地震後発生す る 負 傷者 は 、 救護班 に よ る 応 急措置 や 救急

隊 に よ る 災害現場で ト リ ア ー ジ等 を 行い、 重症者か ら 救急、機関へ搬送す る 。 た だ し、 大規

模災害時 は 、 救護所が開設 さ れ る ま で の 間 は、 救護班 を 一時 的 に 被災地等 の 消防署へ派遣

し 、 救急隊 と 共開 し て被災地の消 防署、 ヘ リ コ プ タ ー搭載型巡視船等 に仮救護所 を 設置 し 、

応急、手当 を 行 う O

重痕 と 判 断 さ れた患者は、 広域救急 医療体制 の救急救命セ ン タ ー や地域基幹医療機関へ

救急車やヘ リ コ プ タ 一等で搬送す る 。

{ 臨 医薬品 ・ 医療資機材の備蓄、 調達 シ ス テ ム } 救護所で使用 す る 医 薬 品 等 や 、 医療機

関 で不足す る 医薬 品 に つ い て は 、 協 定 を 締結す る 卸売業者等へ調達 を 要請す る 等、 流通備

蓄 の 方 法 を と る O

[ N  兵庫 圏域 に お け る 災害時医療情報 シ ス テ ム の整備] (略)

[ V  災害時毘療の応援体制 の 整備 } 災害時必要 に 応 じ 、 自 本赤十字社兵庫 県支部や新 た

に協定 を 締結 し た兵庫県 自 治体病 院 開設者会議へ医師等の派遣要請 を 行 う O

4 . ヘ ワ コ ブ タ ー に よ る 患者撤送の開題

病院施設が損害 を 受 け て機能 に 障害が出 て お り 、 医 師 ・ 看護婦 な どの 医療従事者 も 出勤

が困難 に な っ て い る な ど、 医療機関 が診療能力 を低下 さ せて い る 状況で緊急 に 必要 と さ れ

た の は、 重症者 を 被災地外の 医療機関 に搬送、 転送す る こ と で あ っ た 。 近隣都 市 間 で は通

常 は救急車で搬送 さ れ る が、 大規模災害の 中 で は道路 も 損壊 を 受 け 、 残 さ れ た 通行で き る
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道路 も 渋滞 し、 救急車の 緊急走行 も ほ ぼ不可能 に な っ て い た 。

陸路 に 代 え て 、 空 ・ 海での輸送手段が考 え ら れ る が、 今 臨 の 大震災で は 、 発生当 日 の ヘ

リ コ プ タ ー に よ る 負 傷者搬送がた だ 1 件で あ っ た こ と に 表 さ れ て い る よ う に 、 後方病院へ

のヘ リ コ プ タ ー を 使 っ た患者搬送 に つ い て は大 き な 問 題 を 残 し 、 救急医療現場や消防、 防

災分野 な ど多方面か ら の検討が行 わ れた。 こ れ ら の資料を も と に 、 当 時の状況 を検証 し、

指摘 さ れ た 問 題点、 課題 を 整理 し た 。

[ヘ リ コ プ タ ー 轍送の記錦}

ヘ リ コ プ タ ー に よ る 患者搬送 は、 1 月 17 日 か ら 19 日 ま で の 3 日 開 で、18人が運ばれたo 20 

日 か ら 31 日 ま で は159人が搬送 さ れた 。 「阪神 ・ 淡路大震災に お け る ヘ リ コ プ タ ー 運用 の 実

態調査委員 会 (委員 長小浜啓次 ・ ) 1 1 崎医科大学) J は、 2 月 28 日 ま での傷病者搬送214例 を

調査 し た。 (表 5 、 6 ) 

(表 5 ) 搬送症例数 (期 間 別 ・ 実施機関別) (表 6 ) 搬送傷病名

調査期間 95年 1 月 17 日 � 2 月 28 日 外j� 疾病

- 震災後 3 日 間 ( 1 月 17 日 � 1 月 19 日 ) J坐滅症候群 30 肺炎 9 
消 防庁 9 (4) 骨盤骨折 1 6  脳阪管後遺疲 8 
防衛庁 9 (9) 腰椎 (圧迫) 骨折 16 慢性腎不全 7 
海上保安月二 。 大JlJ!!骨骨折 8 (透析)
民間 。 手手髄損傷 5 高血圧 7 

計 1817� 下肢圧搾傷 4 心不全 7 

- 震災後 l 遊間 ( 1 月 17 日 � 1 月 23 臼 )
消 防庁 25 (15) 
防衛rf 64 (63) 
海上保安庁 5 (1 )  
民間 4 (4) 
累計 98例

下肢骨折 4 
腕綾部打撲傷 4 
股関節脱臼骨折 3 
熱傷 2 
上腕骨 開 放骨折 2 
I鼠気胸 2 
多発肋骨骨折 2 

日干繍 4 
白血病 4 
狭心症 3 
脳1Íll管障害 3 
糖尿病 3 
胃癌 3 
腹膜炎 2 

. 1 月 中 ( 1 月 17 行 � 1 月 311::1) 全身打撲傷 心筋梗塞 2 

消Itぢ庁 81 (28) 榛骨骨折 感性 リ ン パ腫 2 

防衛庁 80 (69) 頭葉骨骨折 肝硬変 2 

海上保安庁 6 (1 )  顔面外傷 解維|生大動脈癒 2

民間 10 (6 )  前胸部打撲傷 �f!の う 癌 2 

累計 177例 胸椎骨折 肝炎 2 
綾部挫傷 痴呆疲 2 

- 全期 間 ( 1 月 1 7 日 � 2 月 28 日 ) 啓部得意リ 老衰 2 
消防ft 116 (34) 膝蓋骨骨折 不安神経症 2 
紡衛庁 82 (69) E重骨骨折 その他 26 
海上保安庁 6 (1 )  
民 間 10  (6) 

破傷風
ア キ レ ス臆断裂

合計 104 

之1ヨ為三n会i 21417� J仁、1、三1ま1牛1 1 10 

) は外傷患者数

(仮神 ・ 淡路大震災に お け る ヘ リ コ ブ タ ー運用 の実態調査委員 会報告書)
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{初期 4 日 間のヘ リ コ プタ ー 搬送記録i

こ こ で は 、 消 防 ・ 自 衛隊 な どの ヘ リ コ プ タ ー に よ る 患者搬送の状況 を 、 1 7 日 か ら 20 臼 ま

での 4 日 間 につ い て経過 を 追 っ て整理 し た 。

瞳 1 7 臼 - 1 飛行、 1 人 だ け

・ 05時50分 陸上 自 衛隊第 3 師団第 3 航空隊八毘駐屯地の常時待機中 の ヘ リ コ プ タ ー 2 機

(観測ヘ リ OH- 6 、 中 型多用途ヘ リ UH- 1 ) に 航空隊長か ら 出動準備が命 じ ら れ る O
. 07時14分 陸 自 八尾駐屯地 で 出動準備 を し て い た ヘ リ の う ち 観測 ヘ リ が離陸。 大阪市か

ら 海岸沿い に神 戸市 に 向か い 、 阪神高速道路の倒壊 を 確認。 淡路島北部 を 偵 察。 08時30分、

陸 自 中 部方 面総監部 (伊丹) に 着 陸。 目 視 し た状況 を 総監部情報所 に報告。 09時30分 に は

中型多用 途ヘ リ 1 機が偵察飛行 に離陣。
. 07時15分 大阪市消防局航空 隊 の 消 防ヘ リ コ プ タ ー (SA365N) r お お さ かJ が八尾空

港 を 離 陸 し た。 大阪市消 防局航空隊職員 は空港近 く の官舎に居住 し て い て 、 午前 6 時す ぎ

に は格納庫 に 自 主参集 し 、 飛行準備 に か か っ た 。 「お お さ かj は上空か ら 市 内 の火 災 の 発

生状況、 損壊状況の映像 を 送信 し た 。 此花区、 西淀川 区 の 淀川 左岸河 口付近での液状化現

象や府 下 2 ヵ 所で拡大 し て い る 煙気 を確認 し た 。 し か し 「 こ の 時 点 で は す ぐ 隣の商官、 芦

屋、 神戸であ れ ほ ど甚大な 被害が発生 し て い る と は思 い も し な か っ たJ U大阪市消 妨活動

記録J 大阪市消 防局 1996年 1 月 ) 0 09時15分 「お お さ かJ は 八尾空港 に 帰投。 も う 1 機

の 「 な に わ」 は 定時点検整備 中 だ、 っ た 。
. 08時 ごろ 神戸市消 防本部機動隊航空班職員 は、 甲 号非常招 集で神戸市中 央 区 ポ ー ト ア

イ ラ ン ド に あ る 神戸市港湾局管理の神戸ヘ リ ポ ー ト に 向 か っ た。 通常 こ こ に は神戸市消防

機動隊の 2 機の ヘ リ コ プ タ ー が駐機 し 、 昼間 飛行体制 を と っ て い る 。 「 ポ ー ト ア イ ラ ン ド

は液状化現象で 自 動車が進入不能 に な っ て い て 、 職員 は徒歩で参集 し な け れ ばな ら ず、 到

着 が遅れたJ ( r神戸市消 防活動 の記録j 神戸市消防局 何年 7 月 ) 0 r格納 庫 内 、 ヘ リ ポ ー

ト も 約20セ ン チ の噴 出 し た泥で覆 わ れ て い た J ( r 阪神 大震災消防隊員 死 闘 の 記j 労働旬報

社 何年 8 月 ) 。
. 08時25分 大阪府警のヘ リ が状況把握の た め離陸。 徳 島県警のヘ リ も 淡路上空に 向 か う O
. 09時20分 兵庫県警が第 1 団地震被害発表。 死者 8 人、 生 き 埋め 189人以上、 不明白人0

・ 09時24分 神戸市消 防機動隊のヘ リ コ プ タ ー (BK-117) が離陸。 上空か ら 見 た状況 を

消 防 本部 に 送信 す る が応 答が な い 。 ポ ラ ロ イ ド 写真、 VTRで撮影 し 、 市 役所浜側 の東遊

間 地 に 着 陸 し て 消 防 本部司令課員 に 手渡 し 、 再 び'情報収集の た め 離 陸。
. 10時20分 災害派遣要請 を 受 け た 陸 自 第 3 師団航空離のヘ リ が兵庫県庁屋上のヘ リ ポ ー

ト に 着 陸。 第 3 特科連隊の連絡幹部 (酎連隊長) が県 と の連絡に あ た る O 同 じ こ ろ 津名 郡

一宮 町 に 陸 自 第 3 師団航空隊のヘ リ 1 機が第 3 高射特科大隊 (姫路) の要員 を 搭乗 し て着

陸。 町役場か ら 状況 を 開 く が 「災害派遣 の必要 は な い、 と の こ と だ、 っ たJ U 阪神 大震災

自 衛隊か く 戦 え り j 松島怒佐 時事通信社 96年 6 月 ) 。
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' 1 1 時45分 陸 自 第 3 師団航空隊の多用途ヘ リ 3 機が オ ー ト パ イ 6 台 を 搭載 し て一宮 町 に

着陸。 島 内全域の被害調査 に 出 た。

' 1 1 時50分 大阪市消 防局航空隊 は 自 治省消防庁か ら の要請で神戸市災害対策本部の指揮

下 に は い る O 消 防ヘ リ コ プ タ ー 「お お さ かJ は 、 「神戸へ飛行 し任務指令 を 受 け る よ う にJ

と い う 指令 を 受 け て 離 陸。 神戸市消 防局 と 交信 し た が連絡がつ かず、 神戸市北区ひ よ ど り

台の神戸消 防ヘ リ ポ ー ト に 着 陸 し た 。 「着陸後、 県職員 か ら な ん の 命令 も 受 け て い な い 旨

を 開 き 、 具体的 な 指示 も な く た だ時間が経過す る だ け であ っ た 。 情報収集 な どで混乱 し て

い る た め … ー い っ た ん八足空港へ引 き 上げて 要請 を 待つ こ と に し た J ( r 大 阪市消 防活動記

録j 前掲) 。
. 14時38分 小沢潔 国土庁長官 ら の政府調査団が航空 自 衛隊輸送機で埼玉県入 間基地 を 出

発0

・ 14時40分 陸 自 第 1 ヘ リ コ プ タ 一 回 (千葉県木更津市) のCH-47] (愛称 「 チ ヌ ー ク 」 、

双発、 最大積載人員 53人、 負 傷者24床、 空輪範囲 半径280km) 2 機が陸 自 第 3 特科連隊姫

路駐屯地 に飛来。 同連隊の 人員 と 小型 ト ラ ッ ク を 搭載 し 、 14時55分離陸。 神戸市長 田 区 の

海岸部の公園 に 向 か う 予定だ、 っ た が、 {貞察ヘ リ か ら 液状化で降着不能 と い う 連絡が入 っ た 。

代わ り に 降着 で き る 公閣 、 空 き 地 を 探 し た が、 広 い ス ペー ス に は避難者が集 ま っ て い て 着

陸不能 だ、 っ た 。 灘 区 の 王子 グ ラ ウ ン ド は柵 に 圏 ま れて い て避難者が入 っ て い な い こ と がわ

か り 、 同 グ ラ ウ ン ド に 降着。 第 2 波の ヘ リ も こ れ に続い た 。 こ の 時点か ら 同 グ ラ ウ ン ド は

自 衛隊ヘ リ 基地 に な る (松島悠佐、 前掲書) 。

- 午後、 時刻不明 神戸市消防局 の ヘ リ は燃料が少 な く な り 、 給油 の た め大 阪空港へ向 か

っ た 。 「神戸ヘ リ ポ ー ト の給油施設 は燃料会社 の 社 員 が出 勤 で き ず稼働 し て い な か っ た 。

給油 を 終え た ヘ リ は、 帰 り に燃料会社の社員 を 乗せて き たJ ( r 阪神 大震災消 防隊員 死 闘 の

記j 前掲) 。

・ 時刻 不 明 兵庫県立西宮病院救急医療セ ン タ ー に 運 び込 ま れ た 25歳の女性 は、 骨盤骨折、

挫滅症候群で、 血圧70/mgの シ ョ ッ ク 状態 だ、 っ た 。 同 医療セ ン タ ー は 、 兵庫県救急医療情

報 シ ス テ ム の電話 回線で大阪大学特殊救急部へ受け入れ先 を 探 し て く れ る よ う 要請 し た 。

同 時 に 西宮市消 防 局 に 搬送ヘ リ コ プ タ } の 手配 を 依頼 し た ( 1ヘ リ コ プ タ ー 搬送の実態 と

問題点J 兵庫県立西宮病 院救急 医療セ ン タ ー ・ 小林久 『 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る ヘ リ コ

プ タ ー を 用 い た傷病者の搬送一ーそ の 実態 と 評価j 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る ヘ リ コ プ タ

ー 運用 の 実態調査委員会 何年。 以下、 『実態調査委員 会報告書j と 略記) 。
. 15時15分 大 阪市治紡局航空隊の、消 防ヘ リ コ プ タ ー 「 お お さ か」 は、 大阪城ヘ リ ポ ー ト

で血液お よ び輸液セ ッ ト 365kg を 積載 し て 離罷。 西宮市民 グ ラ ウ ン ド に輸送。 16時 ご ろ 兵

庫県立西宮病院救急底療セ ン タ ー か ら 開 グ ラ ウ ン ド に運ばれて き た負 傷者 1 人 を 収容 し 、

吹由市の万博東公園 ま で搬送 し た 。 患者は、 吹田市治 防本部の救急車で大阪大学付属病院

に 運 ばれたO
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こ の 第 1 回 目 の搬送 に つ い て 、 県立西宮病 院救急医療セ ン タ ー は次の よ う に 報告 し て い

る 。 i (西宮消 訪 局 は) 搬送ヘ 1) の手配 に 随分 ご苦労があ っ た と 後 で う かがっ た が、 結局、

偶然 に も 市民 グ ラ ウ ン ドの仮設ヘ リ ポ ー ト に 医薬 品 を 運 ん で、 き た大阪市消 防 局 の ヘ リ コ プ

タ ー に 当 科 の 医 師が搭乗 し て 10分足 ら ずで大阪大学付属摘 院 に転送で き た 。 付属病院到着

時 の 血清K値 は8. 9EQ/Lで、 ヘ リ コ プ タ ー 搬送 に よ っ て 一命 を 取 り 留 め た と い っ て も 過

言では な か っ たJ ( r実態調査委員 会報告書j 小林久 前掲) 。

こ れが震災発生当 日 、 ヘ リ に よ る 唯一の負傷者搬送であ っ た。

大 阪 市消 防 局 の 消 防ヘ リ 「 お お さ か」 は そ の後、 「応援要請 も な く 、 ま た 翌 日 の予 定 も

決 ま ら ず 日 没 を 迎 え待機 し た。 自 衛隊機以外、 ヘ リ の夜間飛行 は認め ら れて い な い し 、 強

行 し よ う に も 着 陸地点の照明 は期待で き な か っ たJ (r大阪市消 防活動記録』 前掲) 。

. 16時43分 津名郡北淡町の宅地造成地 に航空 自 衛隊第 1 ヘ リ 団 (千葉県木更津市) の 4

機のCH-47Jが姫路駐屯地 の 第 3 高射特科連隊の88人、 小型車両 4 両 を 運 び込んだ。

. 17時 ごろ 神戸市消時機動隊は、 ヘ リ コ ブ タ ー の基地 を 北 区 の 神戸泊防ヘ リ ポ ー ト に 移

し、 2 機のヘ リ と 隊員 9 人が珂 ヘ リ ポ ー ト に移動 し た。

- 夜、 時刻不明 神戸赤十字病院が神 戸市消 防局 に ヘ リ 搬送 を 問 い 合 わ せ る が、 何却 資 の

輪送 だ け し か行 わ な い 、 と 断 ら れたJ ( W そ の と き 医師た ち に な にがで き た かj 神戸赤十字

病 院整形外科部長 ・ 伊藤康夫、 立原清編著 清文社 何年10月 ) 。

. 18時00分 警察庁発表 「死者1 ， 042入、 行方不明577人、 負傷者3， 569人Jo 17 日 中 に 、 神

戸市 に は 8 都市 (東京、 千葉、 横浜、 川 崎、 名 古屋、 岐阜、 大眠、 京都) か ら 9 機の ヘ リ

コ ブ タ ー が応援に駆けつ け た 。 機 数 に つ い て は 別 の 数字 も あ る 。 「 こ の B 、 各地か ら の 消

防ヘ リ コ ブ タ - 10機が ひ よ ど り 台消 防ヘ リ ポ ー ト に 集結 し 、 う ち 2 機が負 傷者搬送用 に 待

機 し た が、 医 師 か ら の 出動要請 は な か っ たJ ( r実態調査委員 会報告書j 前掲) 。

以後、 札幌、 仙 台、 宮城、 埼玉、 島根、 香川 、 北九州 な どの消防ヘ リ が消 防隊員 ・ 資機

材 を 搬送 し て 集 ま っ た 。 さ ら に 、 海上保安庁、 川 崎重工、 朝 日 航洋、 JR東 海 、 東邦航空

(パ イ オ ニ ア ) の ヘ リ コ ブ タ ー も 加 わ っ た 。

闇 1 8 昌一 2 飛行、 6 人 を 轍送

・ 00時45分 警察庁発表 「死者1， 681人、 行方不明1 ， 017人、 負傷者6， 334人J

. 06時50分 陸 自 第 3 師団 第37普通科連隊 (大阪府和泉市信 太 山 ) の 360人がヘ リ で王子

グ ラ ウ ン ド に 降着。
. 07時00分 陸 自 第 3 師団が王 子 グ ラ ウ ン ド に 師団前進指揮所 を 開 設。

. 08時30分 神 戸市諮 問本部航空班は応援隊 と の調整 を 行 い 、 救援物資の搬送、 救急 ・ 救

助活動、 情報収集活動 を 主 に行 う こ と に し 、 吹田市か ら パ ン の輸送 を 始 め た 。

. 09時す ぎ 大阪府立泉州救命救急 セ ン タ ー に 、 兵庫県立西宮病 院か ら 「重軽傷者が多数

押 し か け て い る が、 ラ イ フ ラ イ ン が途絶 し 、 建物が破損 し て い て 手術 や 集 中 治療が困 難 に

な っ て い る 。 ICU管理 を 必要 と す る 挫滅症候群 の62歳の男性 を 受 け 入 れて ほ し い 。 患者転
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送の た め の 手 配を そ ち ら で、行っ て ほ し いj と い う 要請があ っ た 。

こ の ケ ー ス の搬送の経過 は、 大阪府立泉州救命救急 セ ン タ ー所長 ・ 横 田順 一朗 に よ る と

次の よ う で あ っ た 。

「運輸省 関西航空事務所 に 、 近隣のヘ リ コ プ タ 一所有者 を 紹 介 し て ほ し い と 頼 ん だ。 30

分後 にFAXでへ 1) 所有者 の リ ス ト を も ら っ が、 八尾空港 に あ る 民 間 の 商用 会社が中 心 で

役 に 立 た な か っ た 。 民間ヘ リ は場外着 陸 は 許 さ れて い な い。 r こ の調子 だ と ヘ リ 搬送 の 依

頼先 を 見つ け る の に 時 間 を 浪費す る ばか り だ ろ う と 判 断 し、 並行 し て救急 車 も 手配す る こ

と に し た。 … … 地元消防本部 に救急車の 出動 を お 願 い し た が、 先方 よ り 依頼 の な い こ と や

西宮市 と の協 定 も な い た め 自 治体消 防 と し て は単独で は 動 け な い と の こ と で あ っ た。 何度

か大阪府 に 嵩話 を か け 、 や っ と の 思 い でつ な が っ た の で消 防関災課 を 介 し て 地元救急、車の

出動要請 を か け て 頂 い た 。 … …依頼後 2 時 間 半 を 経て西宮市 に 向か う こ と が で き た。 し か

し 、 救急車 に 同乗す る 当 院の 医師 と 連絡 を 取 り 合 っ た と こ ろ 、 出 発後 2 時間 も 経つ の に 渋

滞の た め現地 に 着 け な い と の こ と であ っ た j 。

f ト ッ プ ダ ウ ン の指令な ら ヘ リ も 飛べ る の で は な い か と 考 え … … 大阪府 に 、 大阪市消防

局 に ヘ リ 搬送 を お 願い し て ほ し い 旨 を 伝 え た 。 約 1 時 間 後、 大阪府医療対策課か ら 連絡が

入 札 大阪市消 防 局 の 救急ヘ リ が動い て く れ る と の こ と で あ っ た j 。

f 関西航空事務所に 電話 を入 れ、 管制 圏 内 の飛行 と 、 救命救急セ ン タ ー 隣接地 に 臨時着

陸 さ せて ほ し い 皆 を お願い し た。 し か し 、 事前の 申 請書提出 が必要 と の こ と で電話 口 で 断

ら れた 。 こ の よ う な 緊急事態の と き に書類の提出 と は な ん ぞ、や と 憤慨す る 気持 ち に な っ た

が、 人脈 を 利用 し て要請 を かけ る 努力 を し た。 ひ と つ は大阪府か ら 直接空港事務所 に 要請

し て も ら う こ と と し、 一方で先任管制情報官 に 連絡 を 取 る 努力 を し た。 結 果 と し て … … 事

後書類 を 提 出 す る と い う こ と で臨時着 陸の許可が下 り た j 。

r c西宮か ら ) 直線に し て約 40km離れた距離 を 、 ヘ リ 搬送で は先方の病 院 よ り 当 セ ン タ

ー処置室 ま で25分、 飛行時 間 の み で は 12�13分であ っ た。 ヘ リ 搬送 の 依頼先 を 探 し て か ら

6 時 間 も かか っ た が、 そ れで、 も 救急車 よ り は 速 か っ た 。 … …救急車 は負傷者 1 人 を 往復 7

時 間 か け て 運 ん で き た。 同 乗 し た看護婦、 医 師 は 完全に 車 に 酔 っ て い た j 。

『ヘ リ は次の指令が入 っ て い る と の こ と で患者 を 降 ろ すや否や離陸 し 、 患者に付 き 添 っ

て き た 西宮病院救急医療セ ン タ ー のU医師 は 当 院 に残 さ れ た 。 交通網が寸断 さ れ た 中 、 彼

は電車 と 徒歩で帰院 し た と の こ と で あ る .I J ( r実態調査委員 会報告書j 前掲) 。

U医師 に つ い て 、 県立西宮病 院救急底療 セ ン タ ー に は 次の感想、があ る O

「 こ の 医 師 の 空 白 は病 i完 に と っ て は貴 重 な 医療従事者 を 損失 し た こ と に 相 当 し た J ( r 実

態調査委員 会報告書i 前掲) 。

医 師 の 帰路 に つ い て は、 こ ん な 苦労 も あ っ た 。 í21 日 午後、 大 阪市 立 産 療 セ ン タ ー へ の

搬送の帰 り 、 (六 甲 ア イ ラ ン ド の 医 師 は ) 病 院 か ら 約 l キ ロ 離れ た 空 き 地 に 降 ろ さ れ た 。

2 メ ー ト ル の 金網柵を 乗 り 越 え 、 担架 を かか え て 病 院 ま で帰 ら ね ばな ら な か っ た J ( r救急
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医学j 六 甲 ア イ ラ ン ド病院救急部 ・ 切 国学 95年10月 別冊) 。

書類 を 提 出せず に 着 陸す る こ と に つ い て 、 西宮市消 防局 の 臨機の判 断 も あ っ た 。 「 た と

え ば、 泉州救命救急セ ン タ ー は 関甜 国 際空港の空域 に 入 っ て お り ま すか ら 、 ま と も に そ ち

ら に 連絡すれ ば許可 を 得 る の に た いへ ん な こ と に な り ま す。 … … そ う い っ た こ と に は い っ

さ い 問 い 合 わせ し な い ほ う がいい んだ、 と い う こ と で … …臨時のヘ リ ポ ー ト に 着 陸す る 、

すべて そ う い う 形で飛 び ま し た J ( r救急医学J 西宮市消 防局救急課 ・ 掘下監二郎 前掲) 0 

・ 1 1 時40分 大阪大学医学部付属 病 院 に 、 大阪府環境保健部医療対策課 を 通 じ て 兵庫県か

ら 「被災患者 を ヘ リ コ プ タ ー で搬送 し た い。 受 け入れ可能の 人 数 を 知 り た い J と い う 要請

と 照会があ っ た。 阪大付属病 院の病院長 と 特殊救急部副部長が協議 し、 重傷者 3 人、 中 ・

軽傷者20人の 受け入れが可能 と 回答 し た 。 し か し 、 同 病 院 に ヘ リ コ プ タ ー 搬送が行 わ れた

の は22 日 に な っ て の 2 人 だ け で あ っ た。

. 14時30分 航空 自 衛隊西部方面航空隊は王子 グ ラ ウ ン ド に飛行統制所 を 設置 し 、 通常航

空機相互 の 開 で使用す る 122. 2MHz を 使 っ て 、 自 衛 隊ヘ リ の統制 と 周辺空域 を 通過す る 民

間航空機への 自 主的 な情報提供 に 踏み切 っ た。

- 午後、 時刻不明 空 白 航空救難団 (入 間基地) のCH-47]の 2 機が小牧基地経由 で王子

グ ラ ウ ン ド に 車両 2 雨、 人員 8 人 を 輸送。 そ の後、 8 機のCH-47] の ほ か 、 救 難教育隊 な

どか ら へ 1) 1 1機が終結、 空輸 と 学生教育 に あ た っ た uザ ・ レ ス キ ュ ー j 入 間 ヘ リ コ プ タ

ー 空輸掠隊長 ・ 金井頼雄、 元航空 自 衛隊航空支援集団指令官 ・ 法性弘編 航空新聞社何年

7 月 ) 。
. 22時 ごろ 大阪市立総合医嬢セ ン タ ー に 、 大分県の 医 師 か ら 電話が入 札 神戸市灘抵の

金沢病院か ら 患者の転送 と 受 け 入 れ を 求 め ら れ た 。 「知 人 の 息子 さ んが神 戸 大学の学生寮

倒壊で下敷 き に な っ て 金沢病 院 に 収容 さ れ た が、 重傷で受け入れ先 を 捜 し て い る O 大阪で

引 き 受け て も ら え る か」 と の こ と だ、 っ た 。 同 医療 セ ン タ ー は 、 大阪市消防局 に 、 神戸方面

に 派遣 さ れて い る 大阪市の救急車 を 金沢病 院 に 田 し て ほ し い 、 と 要請 し た 。

同 セ ン タ ー は こ の と き の 金沢病 院 と の 電話連絡で、 同 病 院 に挫減痕候群の 負 傷者が多数

来て い る こ と を 知 り 、 同 セ ン タ ー の ヘ リ ポ ー ト へ負傷者 を 運ぶ こ と 、 夜 間 の 離発着が可能

な ヘ リ コ プ タ ー を も っ て い る 自 衛隊 に 出動要請す る の が よ い こ と 、 を 勧 め た 。 し か し 、 そ

の 後 は 通信不能 に な り 、 打 ち 合 わせがで き な く な っ た。 同 セ ン タ ー は独 自 の判 断で 自 衛隊

に 金沢病院 か ら のヘ リ 搬送 を 依頼 し た 。

「 わ れわ れ に は 、 具体的 な 自 衛隊出動要請の経験 も マ ニ ュ ア ル も な い の で、 救急部長の

知 人 で あ る 元 自 衛隊医官 に 要請方法 を 教 わ り な が ら 各方面 に 連絡 を 取 り 、 ょ う や く 大阪府

お よ び兵庫県 の 離発着許可が得 ら れ た J 1 し か し 、 制 度上、 ヘ リ コ プ タ ー 搬送で は 、 出発

地 の 金沢病 院 か ら 搬送要請が な い こ と に は実現で き な い こ と に な っ て い た 。 金沢病院へ何

度 も 電話 を か け た がつ な が ら ず、 時 間 だ け が過 ぎ て い っ たJ ( 1 自 衛隊ヘ リ コ プ タ ー に よ る

患者搬送の経験J 大阪市立総合医療セ ン タ - r実態調査委員 会報告書J 前掲) 。
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18 日 中 の ヘ リ コ プ タ ー に よ る 患者搬送 は、 県立西宮病院か ら 泉州救命救急 セ ン タ ー へ運

ん だ l 人 と 、 新須磨病院か ら 透析患者 5 人 を 消 防ヘ リ で高砂市民病 院 に 搬送 し た 、 2 飛行

計 6 人 で あ っ た。

圃 1 9 日 7 飛行 、 1 1 人 を 搬送
. 01時す ぎ 大阪市立総合尿療セ ン タ ー の依頼で 自 衛隊のヘ リ コ プ タ } は 出動待機体制 に

入 札 金沢病院か ら の搬送要請 を 待 っ た 。

(図 2 ) ヘ リ コ プタ ー に よ る 搬送要請の手順

広域航空R消防応援の要請
お よ ひ、決定通知 の ル ー ト

1 ) 広域側消防長へ応援要議す る 旨の連絡 と
市町村長に応援要請 し た い 骨の報告 2 ) 要
請 の 指示 3 ) 応援 要 請 4 ) 応援 要 請
5 ) 応援袋詰 6 ) 消 紡長続出 で応援要請
7 1 応援可能 な 旨の報告 別 応援決定の指
示 9 ) 要請側消防 長へ応援 会 決定 し た 旨の
通知 と 応援側都道府県知事へ応援決定通知
1 0 ) 応援決定通知 1 1 ) 応援決定通知
1 2 ) 消防長経自 で応援決定通知

市附帥関 帥
(事後承認)

④出動承認

ヨf出 動依頼
市町村消防機関+一 都道府県消防行政

�妥請
被災地以外の別の地域一一一一一一一

1 月 18 日 の西宮 泉州、!
潤 の遂行実態

病 I�完問で転院の準備の後、 搬出元の地元消防
に患者搬送 を 姿請 し た 。 I可消防機関がヘ リ コ
ブ タ ー を 所有 し て い る こ と か ら 、 独 自 の判 断
でヘ リ 搬送が可能 と な っ た。

(r転院 ・ 転送の方法 と 課題j 大阪府分;泉州数命数急、セ ン タ ー所長 ・ 横悶順 到\ r救急医学J 別 冊95年
10月 磁待機刊号)

. 01 時33分 大阪市立総合医療セ ン タ ー に 、 救急車で金沢病院か ら 患者 を 搬送 し て き た大

阪市消 防局救急隊員 の話で、 金沢病院が神戸市灘消 防署のす ぐ近 く に あ る こ と がわか っ た 。

同 セ ン タ ー は大阪市消防局 を 通 じ て神戸市消防局 に 「灘消 防署の署員 が徒歩 で金沢病 院 に

行 き 、 ヘ リ 搬送 の要請手続 き を す る よ う に伝言 し て ほ し い J と 依頼 し た 。 こ れ を 受 け て 金

沢病 院か ら 正式要請が出 さ れ、 近 く の 王子公国 グ ラ ウ ン ド に 派遣 さ れて い た 自 衛隊医官が

金沢病 院 に行 く と と も に、 同 セ ン タ ー と 陸 ヒ 自 衛球 中部方面隊 と の 聞 で 同 セ ン タ … の屋 上

ヘ リ ポー ト の 状態 な ど に つ い て の打 ち 合わせが行 わ れ た 。
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. 0 1時44分 運輸省東京航空局 か ら ノ ー タ ム が出 さ れ、 自 衛隊機が行 う 救援活動 の た め 、

王子 グ ラ ウ ン ド周辺 と 八尾空港か ら 王子 グ ラ ウ ン ドへ至 る 飛行経路 に つ い て付 近 を 飛行す

る 航空機は注意す る よ う 呼びかけ ら れた 。

. 07時30分 金沢病院か ら の 8 人 の負傷患者 を 乗せ た 自 衛隊ヘ 1) 2 機が大阪市立総合医療

セ ン タ ー の ヘ リ ポ ー ト に 着 陸。 ト リ ア ー ジ と 初療が行 わ れ、 う ち 、 圧挫症候群 3 人 と 脊髄

損傷の 1 人 は 近 隣 の 第 3 次救命救急施設へ救急車で転送 さ れた 。

- 時刻不明 大阪府立泉州救命救急 セ ン タ ー は 、 こ の 目 、 ヘ リ 搬送 の 要請 を 各方面 に 行 っ

たが、 「各機関 と も 窓 口 に 出 た 担 当 者 は 昨 日 の 者 と は異 な り 、 こ の た め 昨 日 と 同様、 円 滑

に は事が進 ま な か っ た 。 全 く 学習 効果は な か っ た 。 即 ち 、 両 日 と も 組織的 に 動 い た の で は

な く 、 個 々 の 例外的 な 措置 と し て処理 し た た め で あ ろ う J U実態調査委員 会報告書j 大

阪府立泉州救命救急 セ ン タ ー 所長 ・ 横 田 )1慎一郎 前掲) 。 こ の後、 向 セ ン タ ー は 、 自 衛隊

に ヘ リ に よ る 患者搬送 を 依頼 し た が、 自 衛隊 は 、 何人の患者 を ど こ か ら と々 こ へ搬送す る の

か を 明 ら か に し た リ ス ト を 要求 し て き た 。 同 セ ン タ ー は リ ス ト を作成す る 手立 て が な い た

め、 こ の 日 の要請はで き な か っ た 。

リ ス ト が必要 な こ と に つ い て 、 航空 自 衛隊側 に は 次の よ う な 記述があ る O

ICH-47Jは負傷者 を 担架で一度 に 24床運ぶ こ と がで き る 。 も し こ の種 の 空輸 を も 行お

う と す る な ら 、 ヘ リ コ プ タ ー がや っ て 来 る 時 間 に 、 輸送すべ き 負傷者た ち を 規定の床数配

置、 待機で き る よ う な 地上での効率的 シ ス テ ム も 整備、 連絡調整 し な け れ ば な ら な い だ ろ

う 。 CH-47Jの よ う な 高い 能力 の機材 を利用 す る と き ほ ど、 事前の調整が重要 に な る も の

であ る J ( W ザ ・ レ ス キ ュ ー j 前掲) 。

大震災発生後 に 自 衛隊が患者搬送 に使用 し た 機種 は 、 航空 自 衛隊がV-107 (輸送用 、

輸送 人員 26人) 、 海上 自 衛隊がSH-60J (乗員 3 入、 双発、 対i替用 ) 、 陸 上 自 衛 隊がUH

1 (多用途、 輸送人員 1 1 人) 、 OH (連絡 ・ 観測用 、 輪送人員 3 人) 、 V-107 (輸送用 、 輸

送人員26人) で あ っ た 。 ( W 実態調査委員 会報告書j 前掲、 性能は f 防衛 白 書j ) 。

多 く の 異 な っ た機種が狭い空域で飛行す る と き 、 安全 に コ ン ト ロ ー ルす る の は 闘 難 な作

業であ る 。 126機の ヘ リ が阪神 に 集結 し た と さ れ て い る が、 こ れ ほ どの 機数 を 指揮 ・ 統翻

し て 活躍 し た神 戸出 防 は 立派 と 言 う 以外何物 も な いJ ( W近代消 防j 消 防航空研究家 ・ 有村

宏 97年 2 月 臨 時増刊号) と い う 評価があ る O

- 時刻不明 神 戸市消 防機動抹が防災セ ン タ ー で、 消 防 ・ 防災関係 の航空機 に 135. 2MHz

を 使 っ て 運行状況通報業務 を 始 め た 。

- 夕 刻 、 時刻不明 甲 南病 院 は 自 衛隊 に ヘ リ コ プ タ ー 搬送 を 要請、 折衝 を 始め る o W そ の

と き 医 師 た ち に な にがで き た かj ( 甲 南病 院副 読長 ・ 木村浩 前掲) 。

19 日 に 行 わ れた ヘ リ コ プ タ ー に よ る 患者搬送 は 7 飛行で11 入。 う ち 9 人 は 自 衛隊ヘ リ に

よ る 5 回 の飛行で、 8 人 は金沢病院か ら 大阪市立総合医療 セ ン タ ーへ、 1 人 は兵庫県立西

宮病 院か ら 近畿大学病院へで、 あ っ た 。 あ と 2 人 は消防ヘ リ に よ る 2 闘 の飛行で、 I 人 は大
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阪府立泉州救急救命セ ン タ ー に 搬送 さ れ、 1 人 は神戸消防セ ン タ ー か ら ア キ レ ス 臆断裂で

埼玉県の 防衛医大付属 病 院 に 運 ばれ た 。

「救急ヘ リ コ プ タ ー が充分に機能 し て い れ ば、 最初の 3 日 間 で200人以上の 人が搬送 さ

れて い た はず で\ そ れだけ多 く の 人 が助 か っ た に ち がい な い 。 実 際 は 1 7 人 ( r実態調査委

員 会報告書j に よ れ ば、 17 日 か ら 3 日 間 の 患者搬送数は 18人) し か 運べ な か っ たが、 こ れ

は本来あ る べ き 姿 の l 割以下 にす ぎず、 あ と の 9 都の人が助 か る べ き 命 を な く し た の であ

っ た J ( r な ぜヘ リ コ プ タ ー を 使わ な い の かj 地域航空総合研究所所長 西 川 渉 中央書院

1996年 2 月 ) 。

盟20 日 -1 5飛行、 29人

・ 時刻不明 運輸大 臣 の指示で、 民 間 のヘ リ コ プ タ ー が患者搬送の た め に 臨時ヘ リ ポ ー ト

に離発着す る こ と が今回 に 眠 り 認め ら れた 。 静岡 県聖隷三方原病院 の 医療専用 ヘ リ コ プ タ

ー が神戸 に到着。 「航空法の規制Ij (注) を 受 け な く て も よ い の で あ れば ( 1 7 日 か ら ) 出動

す る こ と に し て い た 。 し か し そ れ を ク リ ア す る の に 、 結局 3 日 間 を 要 し、 救 命に重要 な 72

時 間 を 無為 に 過 ご し た の は今で も 残念であ る J ( 1災害時 に お け る ヘ リ コ プ タ ー搬送 を め ぐ

る 諸問題j 聖隷三方原病 院副院長 ・ 岡 剖 異 人 f看護j 日 本看護協会出版会 95年 6 月 号) 0 

・ 時刻不明 六 甲 ア イ ラ ン ド病 院 に 、 大阪市立総合医療セ ン タ ー か ら 電話 で 「 どん どん 送

っ て き て く だ さ い 。 満床 に な っ た ら 責任 を も っ て 後方病院へ送 り ま す か ら O ヘ リ ポ } ト が

あ り ま す か ら ヘ リ コ プ タ ー で送 っ て き て く だ さ い」 と 連絡が入 っ た 。 六 甲 ア イ ラ ン ド病 院

は こ の 電話 を 「 当 院 に と っ て も っ と も 欲 し て い た 医療情報であ り 、 そ の後 の診療活動 の大

き な 支 え と な っ た」 と 記 し て い る O 同 病 院 は 20 臼 に民間ヘ リ で l 人 を 奈良県香芝旭が丘病

院に搬送。 21 日 に 患者 4 人 を 消 防ヘ 1) で同 セ ン タ ー に搬送。 そ の後、 30 日 ま で に計10 人 を

大阪、 奈良、 三重の病院 に 消 防 、 民 間 ヘ 1) で搬送 し た ( r救急医学J 六 甲 ア イ ラ ン ド病 院

救急部長 ・ 切 回 学 前掲) 。

六 甲 ア イ ラ ン ド病 院は、 ヘ リ 搬送 を 思 い つ か な か っ た こ と に つ い て 「当 院で も 、 ヘ リ コ

プ タ ー搬送は 3 年 間 に 1 件 の み で あ っ た 。 本震災当初、 医療側 も 救急、側 も 、 だ れ も ヘ リ コ

プ タ ー の運用 を 思 い つ か な か っ た し、 思 い つ い た と し て も 、 ど う 対応 し て よ い か わ か ら な

か っ た J ( r救急仮学J 前掲書) と 述べて い る 。

20 日 のヘ リ に よ る 患者搬送 は 15飛行、 29人。 27人 は 自 衛縁機 に よ る 1 3 回 の 飛行搬送で、

こ の う ち 26 人 は 甲 南病院か ら の要請に よ る 搬送で あ っ た 。 別 の 2 人の う ち I 人 は民 間 ヘ リ

に よ る 初 の搬送で あ り 、 も う 一人 は地震の前 日 、 六 甲 山登 山 中 、 大月 地獄谷で滝か ら 滑落

し て骨折、 凍傷 に かか っ て 5 日 間動 け な か っ た神戸市垂水区 の 医 師 を 、 捜索 し て い た近親

者か ら の連絡で消 防ヘ リ が救出 し た ケ ー ス であ っ た 。 甲南病院は、 21 日 に 15入、 23 日 に 4

人 を い ず れ も 自 衛 隊機で近 く の県立赤塚 山 高校 グ ラ ウ ン ド か ら 丹波、 播磨、 高槻市 の 病 院

に 搬送。 27 日 ま で に さ ら に 4 人 を 消 防 へ 1) で搬送 し て い る O

厚生省現地対策本部 (国 立神戸病院内) が、 ヘ リ コ プ タ ー の利 用 の 呼 びか け と 転送先の
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病 院情報 を に患者のヘ リ コ プ タ ー搬送 に つ い て J と し て 各市町 に 送付 し た の は 1 月 27 日 で

あ っ た 。 神戸市は こ れ を 市 内 の 主 な 病 院へ フ ァ ッ ク ス で送信 し た 。

(注) 航空法第81 条 の 2 I捜索又は救助 の た め の特例 (場外着陸、 飛行禁止区域、 最低安全高度 を 定め た ) 前

3 条の規定は、 運輸省令で定め る 航空機が航空機の事故、 海難その他の事故に際 し て 捜索又は救助 の た め

に行 う 航行 に つ い て は 、 適用 し な いJ

「運輸省令で定め る 航空機、 運輸省、 防衛庁、 警警察庁、 都 道府県警雲寺又は地方公共団体の消防機関の使

用 す る 航空機で あ っ て、 捜索又 は救助 を任務 と す る も の」 ま た は 「運輸省の依頼に よ り 捜索又 は救助 を 行

う 航空機J

[ヘ リ コ プタ ー 轍議に関 す る 評価、 提言]

聞神戸市消防局の分析

神戸市消防局 は 「本来ヘ リ コ プ タ ー が活用 さ れ る べ き 時期が空 白 と 言 っ て も よ い状態 だ

っ た の は 次の よ う な 要 因 があ っ た と 思 わ れ る J と 以下の よ う に述べて い る O

1 1 ) 通信機能の喪失に よ り 、 消防機関 ・ 医療機関共に情報の収集 ・ 伝達 が極め て 困難

に な っ た 。

2 ) 消 防 の 部 隊運用機能が喪失 し た 。

『神戸市消 防 局 で は 、 通常、 救急要請があ っ た と き 、 管制室が救急車や ヘ リ コ ブ タ ー に

出動要請す る O し か し 震災当 日 は約7， 000 匝 に お よ ぶ119番通報、 多発す る 火災や救急 ・

救助 の要請で管制室 の 能力 を は る か に 超 え て し ま っ た 。 そ こ で管制室 は 、 各消防署の管轄

区域の火災 ・ 救急 ・ 救助 は そ れぞれの消 防署で対応す る こ と に な っ た。 と こ ろ がヘ リ コ プ

タ ー に よ る 救急搬送 だ け は管制室が掌握 し てヘ リ コ プ タ ー に 出 動指令す る こ と に し て い た

が、 通信機能の低 下 と 混乱 に よ り ヘ リ コ ブ タ ー に よ る 救急搬送 も そ れぞれの消 防署が取 り

扱 う も の と 思 っ て い た消 防署が多か っ た j

3 ) 消 防機関 ・ 匿療機 関 共 に 多 数の負 傷者で混乱 し た 0

4 ) ヘ リ コ プ タ ー に 関 す る 広報が不足 し た。

『ヘ リ コ プ タ ー の基地 を 移動 し た こ と が周 知 で き て い な か っ た 。 通常、 ヘ リ コ プ タ ー は

指令 を 受 け て 出動す る の で、 消 防機動隊か ら 積極 的 に情報提供 を 各消 防署 に 流す こ と は ほ

と ん ど な く 、 ヘ リ コ ブ タ ー の運用が受 け 身 の体制 に な っ て し ま っ た j

5 ) ヘ リ コ プ タ ー搬送 に 不慣れで、 あ っ た 。

『平成 4 年 に 実施 し た ヘ リ 救急試験事業の結果 を 見 る と 、 一部の医療機 関 や 医 師 を 除い

て救急搬送 に ヘ リ コ プ タ ー を 使用 す る こ と に 余 り 関心が な か っ た 。 ま た 、 行政機関 も ヘ リ

救急 に つ い て消極的で あ っ た j J ( r実態調査委員 会報告書j 神戸市消 防 局 消 防機動隊 ・ 定

問正隆 前掲) 0 

盟病院 ・ 医師側の反省 ・ 提言

病院、 医 師側 か ら の 反省 と 問題点の指摘、 提言 は数多 く 出 さ れて い る O こ の う ち の い く

つ か を 再録す る 。
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神戸市立 中央市民病院救急副部長 ・ 白 鳥健ー は次の よ う に 記 し て い る O

1 1 ) 情報不足で依頼方法、 手続 き な どが不明。

2 ) 通信手段 の 障 害 に よ り 連絡が取れ な か っ た。

3 ) 手続 き が繁雑で時間がかか り 過 ぎ る な どの依頼方法 に 問題があ っ た 。

4 ) 校庭や公園 に避難者が押 し 寄せ て い て 、 ヘ リ コ プ タ ー の発着基 地 の 確保が難 し か

っ た 。

5 ) ヘ リ ポ ー ト への 道路が交通渋滞 し て い て患者の移送が困難だ、 っ た 。

6 ) 入手不足 の 中 で搬送 に 必 要 な 医師、 看護婦 を 確保 し に く か っ た 。 付 き 添 っ て 行 っ

て も 、 い つ 帰 れ る の か分か ら な い状況だ、 っ た。

7 ) 情報不足で、 転院先が分か ら な か っ た 。

8 ) 患者、 家族が搬送 を拒否す る と い う 問 題 も あ っ た。 あ の 状況の 中 で は 、 死 ん で も

いい か ら 家族は 一緒 に い た い と い う 気持 ち に な っ て い た こ と を 理解すべ き で あ る O

以上の こ と に よ り 、 ヘ リ コ プ タ ー搬送 を 可能 に す る た め に は、 平時 よ り 病院 と し て救急

患者の ヘ リ コ プ タ ー搬送 に慣れ、 訓練 し て お く 必要があ る O ま た 、 被災地 か ら の搬送 を 想

定す る な ら 、 一定の広 さ の地域 に 交通 の 便 を 考慮 し な が ら 1 ヵ 所以上のヘ リ ポ ー ト な い し

そ れ に 代 わ り う る 場所 を 決め て お く べ き で あ る O そ し て 、 震災時 に は被災地外か ら の 寵 輔、

看護婦 を と も な っ た迅速かつ積極的 な搬出 の た め の行動が必須であ る J ( 1 阪神大震災 に お

け る 初期 医療現場の状況 と 問題点」 白 鳥健一 『 そ の と き 医 師 た ち に な に がで き た カ寸 前掲

O 

大阪府立泉州救命救急セ ン タ ー所長 ・ 横 田順一朗 は、 受け入れ手配 に 苦 労 し た体験か ら

次の よ う な 提案 を 行 っ て い る 。

「 自 治体消 防、 警察、 自 衛隊、 海上保安庁、 自 治体、 民 間 な どへ リ の所有者は、 災害時

の患者搬送 の た め に 緊急計画 を 策定 し 、 こ れ を 医療機関や消防可令な ど に 公 開 し て お く べ

き で あ ろ う O

ヘ リ ポ ー ト があ っ て も 、 医療機関 と 結ぶ に は救急車が不可欠で、 あ る O 受 け と な る 病 院 に

ヘ リ ポ ー ト が な け れば、 可能 な 眠 り 中核病 院 に 近接 し た 臨時ヘ リ ポ ー ト を 確保 し て お く べ

き で あ ろ う 。 ヘ リ の誘導や救急車の手配 を どの機関が行 う の か も 明確 に し て お く 必要があ

る O 一方、 災害地区 で は可及的速や か に ヘ リ の離発着場 を 設営 し 、 同場所 を 応急救護所や

選別所 と し て の役割 を 持 たせ、 救急患者 を 集 め る こ と が効率の よ いヘ リ 搬送 を 可能 に す る

と 思 わ れ る J ( 1ヘ リ コ ブ タ ー搬送 と 情報伝達J 横 田順 一郎 f救急医療の 試練j 日 本救急医

学会災害医療検討委員 会編 メ デ イ カ 出版 95年11 月 ) 。

大阪大学名誉教授 ・ 杉本侃 は 次の よ う な 指摘 を し て い る O

「ヘ リ コ プ タ ー がほ と ん ど役 に 立 た な か っ た 理 由 は … … 日 常の救急搬送 に 全 く 使 わ れて

い な か っ た た め で、 だ れ に 頼 め ば飛 ん で く れる か分か ら な か っ た た め で あ る O 理屈 の う え

で は 、 他府県の ヘ リ コ プ タ ー を 使 う こ と は可能で、あ る が、 そ れ に は 、 県知事か ら 県知事、
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さ ら に は消 防庁長官 を 経 由 す る 何段階 に も わ た る 要請が必要で、 実際問題 と し て普段 の と

き で も 救急搬送 に は役 に 立 た な い。 通信が途絶 し 、 指揮系統が混乱 に 陥 っ て い る 大災害 の

と き に 、 普段で も 使 え な い よ う な 命令 シ ス テ ム が動 く はずが な い の で あ る O 応 援 に 駆 け つ

け た 自 衛 隊ヘ リ コ プ タ ー も 、 とeの指揮系統 に 入 っ て よ い の か わ か ら な か っ た は ずで、、 空 し

く 待機 を 続 け た の も 無理か ら ぬ こ と で あ る O

ヘ リ コ プ タ ー を 日 常的 に使用 す る こ と は 、 日 本の救急医療 の充実の た め に き わ め て有用

であ り 、 さ ら に 、 今後起 こ る で あ ろ う 大震災 に 対 し て不可欠であ る O し か し 、 そ の運用 に

は現行法では 自 治体消防の大 き な墜 に突 き 当 た る O こ の ま ま で は、 次の震災で も ヘ リ コ プ

タ ー が飛 ばな い こ と は 明 ら かであ る J ( r救急医療 と 市民生活j 杉本侃 へ る す 出版 何年

7 月 ) 。

圃ヘ リ コ ブタ ー 搬送に対す る 批判的見解

ヘ リ コ プ タ ー に よ る 患者搬送 に つ い て 次の よ う な批判 的見解 も あ る O

「患者輪送の た め のヘ リ コ プ タ ー重視論 も あ る がヘ リ コ プ タ ー 自 身 の危 険性 も あ り 、 大

量輸送 に は適 し な い 。 社会弱者の大最輸送 に は車両輸送が大量輸送の基本で あ り 、 そ の 日

的 の た め に 最大の努力 を 心がけ る べ き であ る と 考 え る J ( 1阪神 ・ 淡路大震災 と 都市政策

一災害時 に お け る 救急医療体制 に つ い て J 神 戸市立西市民病 院 ・ 石川稔晃 『都市政策』 第

89号 神戸都市問 題研究所 97年10月 ) 。

「今田 は患者搬送に ヘ リ コ プ タ ー を 相当利用 し たが、 ヘ リ コ ブ タ } は 、 特 に ビ ル の屋上

ヘ リ ポ ー ト での 離発着 を 含 め て 、 睦路や海路の搬送 と は 異 な り 、 い っ た ん事故が起 こ っ た

場合に は大惨事 と な る 可能性があ る O そ れゆ え 我 々 は地震発生直後の一時期 を 除い て 、 患

者搬送 に は な る べ く 陸路 を 選択す る よ う に し て い たJ ( 1大阪での被災患者 の 受 け入れJ 大

阪市立総合医療 セ ン タ ー 救命救急セ ン タ - r救急医療の試練j 前掲) 。

輔 自 衛散 と の協力

自 衛隊 のヘ リ コ プ タ ー活動が消防ヘ リ コ プ タ ー と は別 の 指令で動い て い た こ と に つ い て

は、 次の指摘があ る O

「 自 衛隊ヘ リ コ ブ タ ー の患者搬送に つ い て の調査結果か ら 自 衛隊ヘ リ コ プ タ ー の使用 に

関 し て 以下 の こ と が明 ら か に な っ た 。 す な わ ち 、 搬送 さ れた患者はすべて 1 ) 限 ら れた

日 に 2 ) 隈 ら れた 医療機関 か ら の要請で 3 ) 現場 の 医療機 関 の 医 師 に よ っ て指定 さ れ

た 医療機関 に 送 ら れた も の が大半であ っ た 。 こ の こ と は、 今 回 の 災害時の 自 衛縁ヘ リ コ プ

タ ー に よ る 患者搬送が、 地方 自 治体の行政の指導の 枠 を はずれた ま っ た く 別 の 、 い わ ば 自

衛隊内部の調整の み で 行 わ れて い た こ と を 示 す 。 」

「震災発生当 初 に 、 自 衛隊 に患 者搬送 を 依頼 し た と き に 自 衛縁側 か ら f どの く ら い の患

者があ り 、 ど こ へ運 ぶ の か 明 記 し た リ ス ト がほ し い j と い う 申 し入 れがあ り 、 『 こ の よ う

な 事態 に 悠長 な こ と を 言 っ て い る j と し て物 議 を か も し た と い う 報道があ っ た。 し か し 、

こ の こ と は一方で、 は 、 行政サ イ ドが、 こ の 災害 で発生 し た患者の状態 に つ い て の情報 を 把

第五章@保健 ・ 医療 253 



握 し て い な か っ た こ と を 示 し て い る O 今回 の 自 衛隊ヘ リ コ プ タ ー の活動 の 大半 は物資輸送

で、 こ れは行政か ら の要請 と 指導があ っ た と さ れて い る O し か し 、 患者の搬送は、 そ の枠

外の少 し の 部分であ り 、 行政の コ ン ト ロ ー ルか ら 外れて い た こ と であ っ た と 考 え ら れ る j

(，阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 自 衛隊ヘ リ コ プ タ ー の患者搬送 に つ い て の調 査結果か ら J 弘

前大学医学部付属病院救急部 ・ 滝口 雅博 『実態調査委員会報告書j 前掲) 。

瞳運航の安全確保 に つ い て

自 衛隊、 民 間 協力 ヘ リ は神戸消防ヘ リ ポ ー ト の ほ か、 付近 に あ る 兵庫県消 防学校、 し あ

わせの村 ス ポ ー ツ グ ラ ウ ン ド に 支援物 資等の搬送 の た め に 着 陸 し た 。 「 自 衛 隊 、 民 間 協力

ヘ リ と 消 防 と の 連絡調整が困難で、あ っ た こ と や 、 特 に 民 間協力 ヘ リ の動 き が把握で き な か

っ た た め、 神戸消防ヘ リ ポ ー ト での着陸及 び空域の統制 は 困 難 を 極め た J U神戸市出 防活

動の記録j 前掲) 。

六 甲 山南麓の南北 5 km、 東西10kmの空域 に常時10機以上の ヘ リ コ プ タ ー が飛行 し て い た

が、 事故は な か っ た 。 航空機の運航状況の通報業務 は、 18 日 か ら 王子 グ ラ ウ ン ドの 自 衛離

が行 い 、 19 日 か ら 神戸消防ヘ リ ポ ー ト で神戸消 防機動隊が通報業務 に加 わ っ た 。 こ れ に つ

い て 次の よ う な 感想が述べ ら れて い る O

「 当 初 2 日 間、 各航空機は、 そ れぞれの機長の判 断 と パ イ ロ ッ ト 共通の コ モ ン セ ン ス に

よ り 運航 さ れ て い た 。 こ の震災 に 際 し て飛行 し た 各パ イ ロ ッ ト の航空安全 を 保つ努力 に敬

意 を 表 し た い。 今回 は取材機棺互が無理 な 飛行 を す る ヘ リ コ プ タ ー に注意 を し、 そ れ を 受

け た パ イ ロ ッ ト も そ れ以後反省 し て 安全に 飛行 し た こ と はす ば ら し い と 感 じ た J (W販神大

震災消 防隊 員 死 闘 の記j 神戸市消 防機動隊 ・ 松田 明雄 前掲) 。

瞳神戸市地域防災計画 (96年 3 月 策定) で の ヘ リ コ ブタ ー の位置づ け

， 1 ) 災害時に お け る ヘ リ コ プ タ ー の基本的 な 活動内容は次の と お り 位置づけ ら れ る O

災害直後 (初動期 被害 ・ 火災情報の収集、 緊急患者等人 員 の 搬送、 防災対策要員 の

輸送等

応急対応期 : 緊急患者等人員 の搬送 ・ 転送、 救助 ・ 救急用 資機材 の輸送 (医薬品、 食料、

毛布等) 、 防災対策要員 の輸送等

2 ) 神 戸市消 防航空隊及 び他都市か ら の応援航空縁等 の活動拠点の確保 と 、 ヘ リ コ プ

タ ー 離発着場の 選定基準 を 以下 の よ う に 定 め 、 そ の候補 と な る 離発着場 を 定め る O な お、

こ の候補地 は、 毎年見宜 し を 行 い 、 災害時空地管理 シ ス テ ム ・ デー タ ベ ー ス の 更新 を 行 う

こ と と す る O

( 1 ) 離着陸場 (略)

( 2 ) へ リ ポ } ト に 関 す る 災害応急対策 (略)

( 3 ) ヘ リ ポ ー ト の管理者 (略)

( 4 ) 災害直後の情報収集活動拠点 (略)

( 5 ) 緊急患者の搬送 ・ 転送及 び医薬 品 の 輸送拠点
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地震発生直後に発生す る 緊急患者の搬送、 転送や 医 薬 品 の 輸送拠点 と な る 市 内 主要医療

機関 の離発着場の指定の 際の選定基準 は、 以下 の と お り と す る O

対象施設 に展上離発着場が整備 さ れて い る 場合は、 こ れ を 活用 す る O ヘ リ コ プ タ ー 進入

に 際 し 障害 と な る も の が な い。 対象施設 と の 距離が概ね 1 2 km程度 で、 あ る O 緊急車

両等が通行可能 な 、 ア ク セ ス 道路があ る 。 将来 に わ た り 管理 し や す い 。 飛散物及び路面の

状況が よ いJ ( r神戸市地域防災計画j 前掲 96年 3 月 ) 。

輔365 日 昼間 出 動体制 を 試行運用

神戸市出 防 局 は 、 神戸市消 防基本計樹でヘ リ コ プ タ ー の常時出動体制が必要 で あ る と 設

定 し 、 96年 6 月 l 日 か ら 第 1 段 階 と し て 操縦士 な どの一部増員 を 行 い 、 休 日 ・ 祝 日 を 問 わ

ず365 日 、 常時昼間 に お い て 出 動で き る 体制 を 試行 的 に 運用 し て い る o cr神戸市消 防 白

96年版) 。

醒広域応援 の現状 と 課題

府県境 を 越 え で の搬送要請の あ り 方や、 受 け入 れ要請の手)11買 な どが問題 に な っ たが、 「販

神 ・ 淡路大震 災を 契機 と し た 災害 医療体制 の あ り 方 に 関 す る 研究会J (委員 長 ・ 出 本保博

日 本医科大学常務理事晶) は何年 4 月 に ま と め た研究報告書で、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 広域搬

送 に つ い て 次の よ う に述べて い る O

「ヘ リ コ プ タ ー を 利用 し た広域搬送は 、 『傷病者の搬送j 、 『 医療救護ス タ ッ フ の搬送J 、

『医薬品等の 医療用物資の輸送j の い ず れ に も 活用 で き る が、 特 に 重症患者の被災地外へ

の搬送 に お い て活躍す る こ と が期待 さ れ る O そ の場合 に は被災地 と 被災地外へのヘ リ コ プ

タ ー を 有す る 災害医療支援拠点病院等 と の 間 を ピ ス ト ン 輸送す る 方法が有用 で あ ろ う O

し か し な が ら 、 ヘ リ コ プ タ ー の 運用 に あ た っ て は、 陸路以上 に 航空域の輯鞍が問題 と な

る た め 、 災害時の運用 に つ い て は 、 緊急輸送関係省庁 (消防庁、 防衛庁、 警察庁及 び海上

保安庁) に お い て早急に検討 さ れ る こ と が望 ま れ る J ( r 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 と し た 災

害医療体制 の あ り 方 に 関 す る 研究会研究報告書j 何年 4 月 ) 。

消 防庁 は96年 5 月 、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 救急 シ ス テ ム 検討委員 会 を 消 防 庁 内 に設置 し検

討 し て い た が、 何年12月 に報告書 を ま と め た 。

こ の 中 で、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 救急 シ ス テ ム の 運用 主体は、 「救急業務の 連続牲 を確保

す る と い う 観点 か ら す る と … …市前村 の 業務 と い う こ と に な る が、 一方で、 ヘ リ コ プ タ ー の

有効活動範囲等か ら す る と 広域 的 に 運用 すべ き で あ り 、 お お む ね都道府県の 区域で運用 す

る こ と を 基本 と すべ き であ る と 考 え ら れ る J と し て い て、 都道府県境 を 越 え で の患者搬送

問題の改善 に つ い て は特 に 触 れて い な い。

購広域応揮の要綱 は86年 に作 ら れ て い た

府県境 を 越 え て の ヘ リ コ プ タ ー搬送が ぎ く し ゃ く し 、 即時有効 に 運用 さ れ な か っ た 問題

があ る が、 消 防 航空研究家 ・ 有村 宏 は 、 186 年 に 大規模特殊災害 に お け る 広 域航空泊 防応

援実施要綱が制 定 さ れて い た に も かか わ ら ず、 円 滑 に 活用 ・ 運用 さ れ る た め の法令な どの

第 五章@保健 - 医療 255 



検討 ・ 修正が行 わ れて こ な か っ た た め 、 問題点が再燃 し たj と 指摘 し て い る O

そ し て 、 改 め て広域活動がス ム ー ズ に行 わ れ る よ う に 求 め 、 次の よ う に 記 し て い る O

「 自 治体消 防の枠 を 越 え た 県単位あ る い は 隣接県 と の活動分野で、 消 防 ・ 防災ヘ リ の 一

元的運用 な ど、 救急 ・ 林野火災は も と よ り 救助 ・ 救難 ・ 風水害等の小規模災害時 に も 柔軟

に対応す る シ ス テ ム の確立が求め ら れ る の は時代のす う 勢で あ る O 体制 の 充実 を 図 る と と

も に 、 こ れ ら の シ ス テ ム が機能す る た め の施策 も 併せて認識 し 、 期 待 に添 う よ う に し な け

れば な ら な いJ ( 1消 防 ・ 関災ヘ リ への期待 を 考 え る J 消 防航空研究家 ・ 有村宏 f近代消 防j

97年 2 月 号臨時増刊号)

田危機管理 と 法 シ ス テ ム

阪神大震災 と 、 関東大震災 を 含 む災害の歴史の 中 の 政治、 社会、 文化の広 い枠の 中 で検

証 し て い る フ リ ー ラ イ タ ー外岡秀俊 は 、 災害の規模の情報が行政現場か ら 中 枢部へ送 ら れ

る 途 中 で停滞 し た こ と 、 省庁、 府県の境界で梗塞 し て し ま っ た こ と を 取 り 上 げた章で次の

よ う な 指摘 を し て い る 。

「統率力 を 組む も の は法体系 と い う よ り は、 法や規則 に拘泥す る 平時 の 体質その も の で

あ る こ と が多 い 。 既存の法 シ ス テ ム を 前提 と し て も 、 危機 に 際 し て 、 柔軟 な 組み替え を 行

う こ と は十分可能だ。 結果 と し て そ れがで き な か っ た な ら 、 ま ず 『支援チ ー ム j の行動 と

体質 を 検証 し 、 し か る 後 に 制度の欠陥 を 改善す る べ き で あ ろ う O

大震災 に お け る 中 央官庁の役割 を 振 り 返 る に あ た っ て は 、 法律の不備や 欠 陥 を 指摘 し 、

権限の 強化が、 一振 り で混乱 を お さ め る 魔法の杖に な る かの よ う に 夢想す る こ と は、 あ ま

り 現実的 と は い え な い。 向 わ れて い る の は 、 ま ず既存 シ ス テ ム の柔軟 な 運用 を 阻ん だ 中 央

省庁の体震であ り 、 次い で、 実動部隊の適正記置 と 、 指揮権 を ど う 組み合わせ る の か と い

う 制 度上の 問題だ。 よ り 広 く 見 れば、 災害の規模 に 応 じ て 、 機動力 を ど う 可 塑 的 に デザイ

ン す る のか と い う す ぐれて実際的 な 問 題 に 踏み 込 ま ざ る を 得 な いJ (1地震 と 社会一一阪神

大震災記No 4 J 外岡秀俊 『みすずj み すず書房 96年 4 月 号) 。
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『救急医療の試練一一阪神 ・ 淡路大震災』 日 本救急医学会災害灰療検討委員会編 メ デ イ カ 出版 95年nfl

『救急医療 と 市民生活一一阪神 ・ 淡路大震災 と サ リ ン泰件 に学ぶj 杉本侃 へ る す出 版 96年 7 月

『救急医学j 別 冊 f集団災符救急 阪神 ・ 淡路大震災 と サ リ ン事件J へ る す 出 版 95年10月

『災害看護j 日 本救急、医学会活護部会 96年新春増刊号

「特集 ・ 震災後 に 向 け て J r看護J 日 本看護協会出 版会 何年 6 月 号

『提言防災と 危機管理一一-9si!ミ防災 フ ォ ー ラ ム か ら 』 石昔話馨編 三三省堂企画

『都市政策j 第89号 財 同法人神戸都市問題研究所 97:4ミ 9 月

「地震 と 社会 級神大震災記」 外岡秀俊 『みすず』 みすず書房 96年 1 月 �97年 4 月 号
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l 第三節 被災者への保健 @ 医境対策
1 . 仮設住宅入居者の鰭康状態-- 6 割が疾病 を 訴 え る

兵産県保鰭部の調査

兵康県保健部は 1996年10月 に 、 保健所 を 通 じ て神戸市 を 除い た 仮設住宅入居者 と 、 西宮 ・

芦屋 ・ 宝塚市 と 津名 郡 の 一般家庭 を対象に、 被災所帯健康調査を 行 っ た 。

調査は、 仮設住宅入居者9， 315人 (有効 回 答者数5， 315人、 有効回 答率57%) 、 一般家庭2， 714

入 (有効 回答者数902入、 有効回答率33%) を 対象 に 行 わ れ た が、 こ こ で は仮設住宅で の

調査結果 を 見て み る (本文 中 の % は小数点以下 を 四捨五入) 。

調査地域 は、 西宮か ら 高砂市 ま での10市 と 津名郡 の仮設住宅 (神戸市内 を 除 く ) だ が、

回答者の元の住居は神戸市 内 が最 も 多 く 1 ， 336人 (25%) 、 次い で西宮市994人 (19%) 、 芦

屋市727人 (14%) 0 男性43%、 女性57%。 年齢別 は、 60歳代が最 も 多 く 26%、 次い で50歳

代18%、 70歳代16%、 40歳代13%、 20歳代 9 % で、 65歳以上が全体の36% に な っ て い る O

こ れ に よ る と 、 仮設住宅入居者は 般家庭 よ り 健康意識や 自 覚症状な ど で健康状態 に 問

題 を 感 じ て い る 割合が高率 に な っ て い る O 疾病 の あ る も の は全体の 59% あ り 、 高齢者、 単

身者 ・ 高齢所帯 に 多 く 見 ら れた 。

精神面の健康状態 に つ い て IPTSS-10J IG狂Q30J (注) な どに よ る 質 問 で は、 「寝っ

け な いJ I さ さ い な刺 激 に 過敏 に 反応す る J I イ ラ イ ラ し や す いJ な どの過覚せい症状が半

数前後の 人 に見 ら れた 。

(注) PTSS-10 心的外傷後ス ト レ ス (PTSD) を調べる尺度 の 一つo 10項 目 の質問で評価 す る 方法。

GHQ30 精神面の健康度 を調べる 60項 目 か ら な る 精神健康調査票 か ら 30項 目 を 抜粋 し た 調奇票。 精神医今

上問題あ り と 考え ら れ る の は、 総得点 8 点以上 (最小 0 点、 最大30点) 。

i麗災前 と 最近 1 カ 月 の身体誼状}

身体症状15項 目 に つ い て 、 震災 前に症状があ っ た も の、 最近 1 ヵ 月 に症状があ る も の を

た ず ね た 。 最近 1 カ 月 に見 ら れ る 症状の う ち 多 い も の は 「肩 が こ る J 61%、 「疲れや す い ・

体がだ る いJ 61%、 「腰が痛 むJ 54% な どであ る O 身体症状の数の変化 辻 、 「震災前 と 同 じJ

29%、 「増 え た J 60%、 「減 っ たJ 11% と な っ て い る o (表 7 )

{喪輔の有無}

病気があ る 人 は61%、 全 く 病気がな い と 答え た 人 は39%。 年齢別 に 見 る と 、 病気があ る

人 は 10歳代15%、 20歳代24%、 30歳代33% な ど年齢 と と も に増加 し 、 60歳代 で は77%、 65

歳以上では81%が病気 を も っ て い る O

健康意識が 「 よ い、 ま あ ま あj と 思 っ て い る 人で病気があ る 人 は48%、 「 あ ま り よ く な
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(表 7 ) 震災前 と 最近 1 ヵ 月 の身体症状

(96年10月 、 仮設住宅入居者5， 315人の 回 答)

症状 震災前 に あ っ た 最近 l ヵ 月 に あ っ た

屑が こ る ・ 4本がだ る い 2481人 46. 7% 3264人 61. 4% 
疲れやすい 1697 31 .  9 3236 60. 9 
日要が痛 む 1909 35. 9 2887 54. 3 
関節が痛 む 1494 28. 1 2472 46. 5 
頭が痛ん だ り 、 重い 1394 26. 2 2390 45. 0 
下痢 ・ 便秘 を す る 1683 31 .  7 2300 43. 3 
風邪 を よ く ひ く 1285 24. 2 1908 35. 9 
食欲が な い 1496 28. 1 1890 35. 6 
胃 が痛 む 1055 19. 8 1677 31. 6 
心織が ド キ ド キ す る 813 15. 3 1550 29. 2 
手足のふ る え ・ し びれ 738 13. 9 1484 27. 9 
の ぼせ ・ 耳な り がす る 839 15. 8 1452 27. 3 
め ま いがする 845 15. 9 1444 27. 2 
息切 れ ・ 息苦 し さ 747 14. 1 1429 26. 9 
吐 き 気がす る 365 6. 9 754 14. 2 
そ の 他 148 2. 8 359 6. 8 

」一一一一一
( r被災世帯健康調査報告番j 兵庫県保健部 97年 3 月 )

い、 よ く な い」 と い う 人 は85% に 病気があ る 。

病気の 内訳は、 高血圧症が28%で最 も 多 く 、 次いで整形外科疾患25%、 心疾患13%、 胃 

十二指腸か い よ う 13%、 耳鼻日間侯疾患、1 1%、 糖尿病10%。

病気 を も っ て い て全 く 治療 を し て い な い 治療放置者 は 12% あ っ た 。 治療 し て い な い理 由

は、 「必要 な い と 思 っ て い る J 32%、 「医嬢機関が遠いJ 23%、 「医療費が高 いJ 16%、 そ

の他29%。

治療 し て い る 医蝶機関 は、 震災前か ら の か か り つ け 匪で治療 を 受 け て い る の が69%、 仮

設住宅近 く の 底療機関が27%、 両方で治療 を 受 け て い る の が 6 %。

[精神面の健鹿状態 }

精神面の 健康状態 を 、 PTSS-10 と GHQ30 を 使 っ て評価 し た 。

最近 1 ヵ 月 (96年 9 月 一10 月 ) のPTSD の状態 を PTSS-10でみ る と 、 10点 中 6 点以 上

の 「問題あ り 」 は全体5， 315人の う ち 1 ， 338人、 25% に見 ら れ た 。

PTSS-10の各質問項 目 ご と の 「 あ っ た J も の で最 も 多 か っ た の は 、 「寝っ け な か っ た 」

で、 次い で、 「 さ さ い な 音や動 き に 過敏 に な っ た J 1" イ ラ イ ラ し や す か っ た 」 な ど と な っ て

い る o (表 8 ) 

精神神経症状を GHQ30で評価す る と 、 30点 中 8 点以上の 「 問 題あ り 」 と な る 人が54%

も 見 ら れた 。 こ れ は 日 本人平均の 15�20% に 比べ約 3 倍 も の 高 い 率で あ る O

PTSS-10 と G託Q30の 「問題あ り j の男女別、 年齢別 、 喪失経験別比率 を 表 9 に 表 し た 。
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(表 8 ) 最近 1 ヵ 月 の こ こ ろ のよ う す (PTSS 10に よ る )
(96年10月 、 仮設住宅入活者5， 315人の凶答)

寝っ け な か っ た ・ 途 中 で 日 が覚 め た 63， 2% 
さ さ い な青や動 き や揺れに過敏に反応 しやすか っ た 53， 2 
イ ラ イ ラ しやすか っ た 45. 0 
気分が沈み が ち だ っ た 41. 1 
気分が動揺 しやすか っ た 33. 3 
身体が緊張 しやすか っ た 26. 3 
人 と 話 を す る 気 に な ら な か っ た 22. 5 
震災に 関 す る い や な 夢 を 繰 り 返 し 見た 21. 4 
震災 を ，思 い 出 す よ う な場所や入、 事柄 を 避 ? で い た 20. 9 
自 分 を 予言め て ばか り い た 15. 4 

( r被災世荷健康調査報告書J 兵庫県保健部 97年 3 月 )

(表 9 ) PTSS と GHQに よ る 評価

(資料 . 表 2 と 同 じ)

PTSS� 10 GHQ30 
6 点以 上 8 l�以上

男女別

25. 2% 全体 54. 2% 
23. 7 男 52. 5 
26. 3 女 55. 5 

f年代別

9. 6 10代 36. 2 
16. 2 20代 46. 8 
18. 4 30代 54. 1 
27. 4 40代 56. 5 
33. 2 50代 63. 0 
28. 8 60代 56. 3 
21 .  6 70代 49. 7 
14. 3 無記入 45. 7 

近親者の喪失経験別

31. 2 経験あ り 6 l. 7 
23. 3 な し 51.  9 

健康�t:�識別

40. 0 
78. 7 

[鍾藤意識 と 生活で囲 っ た こ と i

こ の調査は、 身体的 ・ 精神 的状況の ほ か に 、 暮 ら し の 環境、 生活状態、 生計の 問 題 な ど

「震災後 の生活で困 っ た こ と J Iス ト レ ス 対処の 方法J I震災後支 え に な っ た も の」 な ど に

つ い て も 質問 し て い る O

健廉意識 と 震災後の生活で因 っ た こ と の 項 目 を ク ロ ス さ せ た 図 1 を 見 る と 、 健康状態が

260 第五章命保健 . �療



「 よ く な い ・ あ ま り よ く な い」 人の半数以 k は 、 「住宅の メ ド が立 た な いj こ と に 囲 っ て お

り 、 仮設住宅の住 ま い に かか わ る 「狭い ・ 使い勝手が悪いJ I プ ラ イ パ シ ー を 保 て な いJ I健

康管理がで き な いj な どの悩みが上位 を 占 め て い る O

(図 1 ) 健康状態 と 震災後の生活 で図 っ た こ と

住宅の 目 途が立 た な い

仮設住定が狭い ・ 使 い 勝

手が忠い

プ ラ イ パ シ ー が保 て な い

生i舌費カぎ な い

健康管理がで き な い

失業 し た

仮設住宅の ま わ り の環境

に な じ め な い

隣近所 と の つ き あ い

知 り 合 い や 助 け て く れ る

人が少 な い

行一 事が多忙 に な っ た

492手昏 ( 1657)

45.8号'" (894) 

84.0号会 (2826)

76.8手舌 ( 1 497)

62.6号合 (2107)

51.1予也 (997)

84.2字合 ( 164 1 )

j 段 ー よ い ・ ま あ ま あ よ い (N � 3365) 

下段 : よ く な い ・ あ ま り よ く な い (N 1950) 

げ被災世帯健康調奇報告書j 兵庫県保健部 96年度)

こ う し た悩 み や ス ト レ ス に 対処す る 方法 は 「余暇活動で気分転換 を 図 っ た J 49%、 「近

所の 人や信頼で き る 人 に相談 し た J 45%、 「かか り つ け の 医 師、 保億婦 に 相談 し たJ 33%、

「仕事 に 打 ち 込 む よ う に し た J 31% な どが上位 に あ る 。 8 1立か ら は 「酒 を 飲 む 量や 回 数が
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増 え たJ 16%、 「 ギ ャ ン ブ ル の 掴数が増 え たJ 8 %、 「ス 1) ル や 緊張 を 求め た J 4 % な ど と

な っ て い る O

2 . 仮設住宅の孤独死一一一97年 3 月 末で157人

仮設住宅で だれ に も 看取 ら れず に 死亡 し 、 数 日 後、 あ る い は 数 カ 月 後に 遺体が発見 さ れ

る 孤独死が、 96年 9 月 1 日 で 100人 に な っ た 。 神戸大学医学部助教授 ・ 色野 易 弘 の 調 べ に

よ る と 、 97年 3 月 31 日 ま で に は 157人 を 数 え た 。

97年 1 月 9 日 に兵庫県警が発表 し た 数字 に よ る と 、 こ の 時点で の孤独死 は 1 19人。 (表10)

う ち 、 何年 は46人、 96年 は72人。 仮設住宅入居者数は減少 し て い る も の の 、 孤独死 は 逆 に

増加の傾向 を た どっ て い る 。

(表10) 孤独死の性別 ・ 年齢別 ・ 地域別数

死因 | 人 数 年総別 人 数 地域別 人数

109 30歳代 3 神 戸 市 82 
自 殺 7 40歳代 12 西宮市 13 
事故 3 50歳代 24 尼崎市 7 

60歳代 46 加E吉川市 6 
70歳代 20 芦屋市 4 
80歳代以上 14 伊丹市 3 

性別 人 数 メロ〉、きロキl 119 
明石、 三木、
姫路市津名

男性 84 郡 各l
女性 35 

合計 119 
合計 | 119 」一一一一

(97年 l 月 9 日 琉在 兵療県警調べ)

こ の 中 に は、 何年 8 月 28 日 に 、 西宮市枝川 町 の仮設住宅で無職55歳の男性が死後 5 ヵ 月

た っ て発見 さ れた ケ ー ス や、 9 月 29 日 に神戸市 中 央 区 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 仮設住宅で死

後10 ヵ 月 た っ て発見 さ れた38歳 (37歳 と い う 報道 も あ る ) の無職の男性 な ど、 長期 間発見

さ れ な か っ た孤独死があ り 、 仮設住宅 での生活 ・ 医療援助 の あ り 方が問題 に さ れ た。

{孤独の死 発見1 0 ヵ 月 後]

10 ヵ 月 開 発見 さ れ な か っ た ポ ー ト ア イ ラ ン ド の仮設住宅の男性の場合、 孤独死は次 の よ

う な状況で あ っ た と 報道 さ れて い る O

r r 変 な に お い がす る j と 住民 か ら 神 戸水上署 に 連絡があ っ た 。 同署員 が 窓 ガ ラ ス を 割

り 部展 に 入 っ た と こ ろ 、 男性が毛布の 上 に う つ ぶせ に な っ て死亡、 既 に 白 骨化 し て い た 。

一 人暮 ら し で、 部展 に 争 っ た 形跡 は な く 病死 ら し い 。

同 署 は セ ー タ ー 姿 だ、 っ た こ と や、 室 内 に 11 月 下旬発行の テ レ ピ情報誌があ っ た こ と な ど

か ら 、 亡 く な っ た の は昨年12月 ご ろ と 見 て い る O 兵庫、 大阪両府県警に よ る と 、 仮設住宅

での孤独死 は こ れで103人 目 ( う ち 大阪府 1 人) で\ 死後10 ヵ 月 近 く に な っ て の発見 は こ
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れ ま でで最 も 長 い。

室 内 に は コ タ ツ 、 テ レ ビ が各一つ、 毛布 2 枚があ る だ け で タ ン ス 類 は な く 、 遺体の そ ば

に ウ ー ロ ン 茶の ベ ッ ト ボ ト ル が置い て あ っ た 。 電気、 水道な どは料金未払 い の た め今年 4

月 ご ろ 止 め ら れて い た。 年齢が若 い た め ケ ー ス ワ ー カ ー の 巡回対象 に な っ て お ら ず、 自 治

会 に も 入 っ て い な か っ た た め 、 発見が遅れた ら し いJ ( r毎 日 新開j 96年 9 月 初 日 ) 。

r92年 8 月 に ク モ膜下出血で入院 し 、 そ の 後健康状態 は よ く な か っ た 。 住 ん で い た 須磨

区 の 文化住宅が全壊 し 、 95年 8 月 に 仮設住宅 に 入居 し た。 左 隣 り は空 き 家。 右 隣 り の住民

も 外出が多 く て顔 を合わせた こ と は な く 、 自 治会 に も 入 っ て い な か っ た と い う O

近 く に 住 む 人 の 話 で は 、 室 内 の 電灯 の光が漏れて い た が、 年 末 に 配 ら れ た も ち の 引 換券

が玄 関 の 戸 に 挟 ま っ た ま ま 。 集会所 に あ た る 「ふ れあ い セ ン タ ー」 ゃ交番で u菜子がお か

し い J と 話 し たが、 『留守 に し て い る こ と も あ る の で、 開 け る こ と は で き な い j と 言 わ れ

た と い う O そ の う ち 家 の 明 か り は消 え た と い う O

こ の仮設住宅は800戸 あ り 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 内 の仮設住 宅 で は 最大。 ボ ラ ン テ ィ ア 団

体が65歳以上の 高齢者や 障害者が入居 し て い る 住宅 に は 緊急通報の ベ ル シ ス テ ム を 設置 し

て い る が、 38歳の こ の男性 は対象外だ、 っ た J ( r朝 呂 新聞j 何年 9 月 初 日 ) 。

「仮設住宅 自 治会 は頻繁 に住宅内 を 巡 回 し て い た が、 自 治会発足 は96年 か ら で、 男性は

自 治会名簿 に登録 さ れ て い な か っ た た め、 役員 は気づか な か っ た ら し い 。 … …神戸市生活

再建本部は 『入居者の リ ス ト は個人情報であ る こ と か ら 自 治会 に は渡 し て い な いj と 話 し

て い る J U産経新聞j 何年 9 月 初 日 ) 。

男 性 は 以前脳 内 出 血 を 起 こ し た こ と があ り 、 昨年 3 月 か ら 8 月 ま で肝臓病で垂水 底 内 の

病 院 に入院。 同 区 内 に兄がい る が、 仮設住宅入居後 は行 き 来 は な か っ た と い う O

「 同仮設住宅で は、 水上署員 や ボ ラ ン テ イ ア 、 保健婦 ら が各戸別 訪 問 な ど を し て い る が、

連絡な し で転居す る 人 も お り 、 こ の男 性宅 も 、 応答が な い た め そ の ま ま に さ れて い た。

仮設住 宅 を 統括す る 神戸市生活再建本部は 『高齢者 を 重点 的 に 訪 問 し 、 若年層 は 育 点 に

な っ て い た 。 長期 間発見で き な か っ た の は シ ョ ッ ク だ。 自 治会 な ど と 連携 し で も う 一度健

康面 を 把握 し 、 フ ォ ロ ー し て い く し か な いJ と 話 し て い る J ( r読売新 聞H6年 9 月 初 日 ) 。

「同 じ棟に住 む女性は 『年末か ら 電灯が昼夜つ け っ 放 し だ、 っ たが、 仮設 を 荷物置 き 場 に

し て い る の がばれな い よ う に す る た め だ と 思 っ て い た j と 言 い、 自 治会長 は f 自 治会 は 今

年 1 月 に発足 し たが、 会 の 名簿 に 記載 し て く れ た の は約400世帯。 すべて の 世帯 を 巡 回 す

る の は 難 し い j と 話すJ ( r神 戸新聞j 何年 9 月 30 日 ) 0 

こ の 「事件J の あ と 、 神戸市は緊急安否確認 を 行 う こ と に し 、 10月 6 日 か ら 仮設住宅に

住 む 単 身者への戸別 訪 問 を 始 め た 。

緊急安否確認は市内 の仮設住宅の 単身世帯12， 367戸が対象。 1 週間 か ら 10 日 間 か け て戸

別 訪 問 し 、 応 答が な け れ ば、 連絡す る よ う に と 張 り 紙 し 、 r13 日 以上住宅 を 空 け た 場合は

入居契約 を 解 除で き る J と の 契約 に 基づい て 、 2 週間 ほ どた っ て も 所在が分か ら な い場合
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は警察の立 ち 会い で室 内 を 確認す る こ と に し た 。

[孤独死の中年男性、 4 割が肝疾患]

し か し、 孤独死 は そ の 後 も 増加 を 続 け た 。 神戸大学医学部助教授 ・ 上野 易 弘 (法医学)

の調査に よ る と 、 仮設住宅で の孤独死 は 、 97年 3 月 末 ま で、 に 157人 に の ぼ っ た 。 (上野助教

授は兵庫県警の監察毘で も あ る が、 県警の ま と め と は別 に 、 仮設住宅の外の 通路での死亡

や 自 殺 な ど も 含め て 「孤独死」 と し て い る た め 、 県警調査の数 を 上 回 っ て い る )

「孤独死が仮設住宅 に 限 ら れた特異な事象か ど う か に つ い て、 上野助教授は、 異常死体

と し て分類 さ れ る 医師の管理下つ ま り 治療の継続下 に な い状態 の死亡は、 震災前で も 神戸

で は 年間約250人 あ る が、 佼設住宅の独居者や そ れ以外の独居者の 数がつ か め て い な い の

で、 正確 な 発生率は計算で き な い も の の 、 仮設住宅 での発生率が高い と 思 う 、 と 述べ て い

る O

仮設住宅での孤独死 に 見 ら れ る 特徴的 な こ と は、 死 因 の40%がア ル コ ー ル が関係 し た肝

疾患で あ る こ と で、 震災前の孤独死の死 因 では ア ル コ ー ル性肝疾患が21% で あ っ た の に比

べ倍増 し て い る 、 と 指摘 さ れて い る O

157人の孤独死の 内訳は、 男性115人、 女性42人。 男性 は40歳か ら 60歳代が約 8 割。 女性

は過半数が70歳以上だ、 っ た。

男性の病死の死 因 は肝疾患が36%0 40一一60歳代の男性に絞 る と 、 解剖 の 結果、 ア ル コ

ー ル性疾患 と 特定で き た の は31% だが、 他 に 9 %がア ル コ ー ル が関係 し て い る 可能性が高

い と 判 断 さ れ、 死 因 の40%が肝疾患 と み ら れ て い る 。 次 い で、心疾患31%、 脳血管疾患15%、

感染症 5 %、 そ の 他 9 % だ っ た。

震災前 の 例年 、 神戸市 内 の 同世代の男性の孤独死の 原 因 は 、 心血管疾患が39% と 最 も 多

く 、 ア ル コ ー ル性肝疾患 は21%だ、 っ た 。

上野助教授 は 、 孤独死 に 中 年男性が多 い 理 由 を 、 「 一 人暮 ら し の男性で は 、 慢性的 な 飲

酒 と と も に 、 不規則 な 食生活か ら く る 栄養の偏 り が、 ア ル コ - )レ性の肝疾患や心疾患、 高

j菰毘 な どの持病の悪化 を招 き 、 孤独死 に つ な が っ て い る 可能性が考 え ら れ ま す。 さ ら に 仮

設住宅で孤独死 し た 中年男性の多 く が、 無職で あ る と い う こ と か ら 、 家 と 職 を 失い、 知 り

合い の な い 仮設住宅での孤立感 を 紛 ら せ る た め に ア ル コ ー ル に 頼 っ て し ま う の で は な い か

と 思 わ れ ま すj と 話 し て い る J (r法医学か ら 見 た孤独死の実態j 上野易 弘 神戸大学医学

部助教授 『生 き て仮設 を 出 た い 仮設入間者生活 ・ 健康実態調査報告集j 兵庫県保険医

協会 97年 4 月 ) 。

[孤独死は 〈杜会的 立擁立に よ る 死pl

孤独死が起 き る 社会的 な メ カ ニ ズム を 明 ら か に し よ う と 、 生活問題研究会 (代表三塚武

男 ・ 同志社大学文学部名誉教授) は、 97年 1 月 か ら 3 月 に か け て 、 兵庫県 と 大阪府の13市
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24 ヵ 所の仮設住宅 の 169世帯 を 訪 れ、 40歳 か ら 64歳 ま で の 入居者か ら 鰭康状態、 暮 ら し の

状態、 を 対話の方法で聞 き 取 っ た 。

調査は、 就労の有無 を 軸 に し て 、 健康状態、 暮 ら し の 困 り ご と 、 相談相手、 家計支 出 、

食生活な ど を 分析 し て い る O

(表11) 就労の有無別にみ た一人暮 ら し の男性の健康状態

働 い て い る 男 性 無職の男性

現在 震災前 現在 震災前

背 中や際が痛い 37% 11% 27% 11% 
体がだ る い 11 22 3 
疲れやすい 26 22 8 
ぐ っ す り 眠れない 26 60 5 
歯が悪い 40 22 46 30 
体重:が変化 し た 15 22 
係者lこ診て も ら っ て い る 37 19 87 54 
ど こ も 悪 く な い 。 15 。 16 

( r仮設住宅 に お け る 壮年層 の く ら し と 健康の実態調斎報告書j 前掲
97年10月 か ら作成。 回答者64人。 小数点以 下四捨五入)

こ の 数字か ら 、 生活問題研究会 は 、 次の よ う な 判 断 を 述べて い る O

「働い て い る 一人 ぐ ら し の 人た ち は、 日 ご ろ 自 分の健康状態 に つ い て気 に な る こ と があ

っ て も 、 医者に診て も ら っ て い な い 割合が高 い。

働 い て い な い一 人 ぐ ら し の男性の場合 は 、 震災前 に は64. 1%、 現在 は86. 5%の 人が医者

に 診て も ら っ て い る O 健康状態がか な り 悪化 し て い る の であ る O 働 い て い る 場合 と 著 し く

違 う 点 であ る O … … ス ト レ ス が ら み の症状を 訴 え て い る 割合が著 し く 高 い の で あ る 。

人 間 は、 基本的 に ま わ り の 人た ち と の か か わ り や つ な が り な し に は 人間 ら し く 生 き る こ

と がで き な い f社会的 な 存在j であ る O く ら し の場 に お け る 日 常的 な 対話 ・ 交流ゃ く ら し

ゃ健康 の こ と で い つ で も 相談で き る 相手 の 範 囲 や か か わ り の程 度 な ど に よ っ て 、 『 自 分の

健康 に つ い て 気 に な る j 症状や度合い も 違 っ て く る の であ る 。 く ら し の場で 日 常的 な ヨ コ

のつ な が り があ る 場合 に は、 仕事や食事の様子、 会話 に お け る 表情、 顔色、 歩 く 姿勢 な ど

を 通 じ て 『声 を か け あ っ た り j r健康 の こ と を 気 に す る j 機会や場面があ る の で、 f建康 を

同復 し た り 保持す る た め に い ろ い ろ 努力 を す る 。 そ れがス ト レ ス の解消 に な り 、 病気 を 予

防す る こ と に も な る 。

し か し 、 働 き 蟻 り の年齢層 で あ り な が ら 、 く ら し の基盤の 中 で最 も 基本 的 な 労働か ら 切

り 離 さ れ、 社会的 な孤立状態、が続 き ひ と り ぼっ ち に な る と 、 日 ごろ の く ら し の な かで、 大

切 な 食生活や健康の こ と で 『気 にす る j こ と が少 な く な る O

仮設住宅入居者 は、 く ら し の 基盤 も く ら し を 支 え る 条件 も 一層 も ろ く 弱 い の で 『孤独死J

に 直結 し て い る の であ る O そ の 実態 と メ カ ニ ズ ム に も と づい て 表現す る な ら ば、 f孤独死j
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で は な く 、 正確 に は 『社会 的 な 孤立 (化) に よ る 死J と 言 わ ざる を え な い J ( r孤独死

仮設住宅 に お け る 壮年層 の く ら し と 健康 の実態調査報告書j生活問題研究会 97年10月 ) 。

[孤独死直前の イ ン タ ビ、 ユ ー }

生活問題研究会の 『孤独死一一仮設住宅に お け る 壮年層 の く ら し と 健康 の実態調査報告

書j に は 、 多 く の訪問記録が掲載 さ れて い る が、 そ の 中 に はお 日 後 に孤独死 と し て発見 さ

れた57歳 の 男 性 を 訪問 し た と き の次の よ う な 記録 も あ る O

1 月 末 の 日 曜 日 、 T氏の部屋 を 訪 ね た 。 薄暗い部屋 の 中 に は 布 団 が敷 か れて お り 、 今 ま

で寝 て い た 様子。 カ レ ン ダー に は 、 調査員 が今 日 来 る 事、 書 き 留 め て あ る 。 浴衣式の寝間

着姿で布 団 の 上 に座 り 、 ロ レ ツ が回 り に く そ う に 、 T氏 は話 し 始 め た 。

「僕 は ね 、 ず っ と 体が悪 く てね 、 こ ん な 格好や け ど ゴ メ ン ネ … …j そ し て 、 病 院の診察

券 を 8 枚見 せ な が ら 、 「 こ れだ け の 病 院 に ね 、 かかっ て い ま す」

こ の時、 T氏 は ア ル コ ー ル に つ い て は触 れ な か っ た が、 近 所 で は 有名 な ? ア ル コ ー ル依

存症であ っ た そ う だ。 T氏 は 高知県生 ま れ。 5 人兄弟 の 末 っ 子 で あ る O 名 古屋 で塗装関係

の仕事 を し た り o K製鉄所 に 勤 め て い た こ と も あ る が、 肝臓 を 悪 く し て 、 84年か ら ず っ と

生活保護で生討 を 立て て い た。 14年 間 す ん で、い た 文化住宅が震災で全壊 し 、 7 ヵ 月 間 避難

所で過 ご し た 後、 仮設住宅 に入居 し た。

T氏の部屋 に は 、 蹴がた く さ ん、 本当 に ひ と り で は着つ く せ な い く ら い あ る の だが、 食

器 を は じ め食生活 に 関 わ る も の が、 ほ と ん ど見 当 た ら な か っ た 。 「病 院 に 行 く 日 は ね 、 待

ち 時 間 に 朝 ご は ん ( モ ー ニ ン グサ ー ピ ス ) 食べ る け ど、 あ と ( 4 日 間) は 1 B 2 食や ねj

「今の楽 し み ? な い 、 ね … … 。 死ぬ こ と ばか り 考 え て る わ … … 。 こ の 間 も ね 1 棟で死

ん だや で。 か わ い そ う に な … …」

T氏が 自 室で死亡 し て い る の が発見 さ れた の は、 2 月 19 日 であ っ た 。

〈参考文献)

f平成 8 年度被災世帯健康調交報告書j 兵庫県保健部 97年 3 月

「法医学か ら 見た孤独死の実態J 上野易弘神戸大学医学部助教授'講演 r1反設入居者生活 ・ 健燦実態調査報告集』 兵

庫県保険医協会 97{f 4 月
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l 第四節 こ こ ろ のケ ア
1 . 関 い 直 さ れる こ こ ろ の ケ ア

専 門 用語であ る IPTSDJ (心的外傷後ス ト レ ス ) や 「 ト ラ ウ マ J (心 的外傷 ) と い う 言

葉が、 被災地で は市民の 間 で 日 常的に使わ れ る ほ ど、 大震災がこ こ ろ に与 え た傷 は 、 多 く

の 人 々 に 深 い も のがあ る O 傷 を い や す た め に 広 い 範 聞 の 人 々 が、 幼児か ら お 年寄 り ま で広

い範屈 を 対象 に 、 さ ま ざ ま な 活動 を 行い、 な お 根気 よ く 続け ら れて い る O

電話相談、 巡 回顧接、 パ ン フ レ ッ ト の発行、 講演会、 音楽会、 仮設住宅への慰問、 タ レ

ン ト に よ る イ ベ ン ト …。 さ ま ざ ま な 活 動 に 「 こ こ ろ の ケ ア J I い や し 」 と い う 言葉がかぶ

せ ら れて い る 。

こ う し た 「 こ こ ろ の ケ ア ブー ム 」 に対 し て 、 精神科 医 の 中 か ら 「 こ こ ろ の ケ ア J と は何

な の か、 と い う 疑問 も 出 て く る ほ どで あ っ た 。

神戸大学付属病院の精神科医局長 ・ 安克昌 は 次の よ う に 書い て い る O

「 じつ の と こ ろ 阪神 大震災で (心の ケ ア 〉 と 呼ばれて い た も の は 、 は な は だ と り と め の

な い も の だ、 っ た 。 さ ま ざ ま な 人 た ち が被災地 を 訪 れ、 さ ま ざま な 救護活動 を 行い、 そ れ は

一種の ブー ム と ま で言 え る も の と な っ た 。

… そ のすべてが被災者の心 を な ん ら かの形で癒 し た で あ ろ う し 、 価値 も 意義 も 十分あ

っ た 。 し か し 、 そ の 上で、 や は り 足 り な い も のがあ っ た と 思 う O そ れ は 、 災 害心理学の知

識 と 経験、 そ れ に全体 を 見通すパ ー ス ベ ク テ イ ブであ っ た 。 私 を は じ め精神科 ・ 心理ボ ラ

ン テ ィ ア は、 自 分の行 っ て い る こ と の 意味が十分に は わ か っ て い な か っ た の で は な い だ ろ

う か。 精神科医の救援活動 に つ い て は、 な し く ず し 的 に 『県立精神保健福祉セ ン タ - j が

中心 に な っ て コ ー デ ィ ネ ー ト を 行 っ た が、 全体の把握 は最後 ま で難 し か っ た よ う だ。 ま た 、

本来、 災害時の救援活動 は多種多様な 部 門 が連携 を と る べ き な の に 、 他の分野の活動 と の

連携 に 時 間 を 割 く 余裕は残念 な が ら な か っ た 。

専 門 分野の 人 間 です ら そ う な の だか ら 、 マ ス コ ミ で用 い ら れ る 「心の ケ ア j と い う 言葉

は は な は だ意味不明 で、 開 く た びに 私 は居心地 の悪 さ を 感 じ た 。

… …芸能 人の イ ベ ン ト も 炊 き 出 し も 、 確実 に被災者の心 を な ご ま せた 。 だが、 災害時 の

精神保健 と い う 問 題は、 そ う い う 活動 と は分 け て 考 え る べ き だ、 っ た と 思 う J c r心の傷 を 議

す と い う こ と j 安克昌 作品社 1996年 4 月 ) 0 

大震災か ら 1 年 を 経過 し て 、 被災者の 立 ち 直 り の 度合い に倍差が生 ま れ、 こ こ ろ の傷 は

個別化 し 、 深 く 沈み込んで、行 っ た よ う で あ る 。 多 く の 人が集 ま っ て 、 歌や音楽 な ど を 来 し

ん で心 を や わ ら げる だ け で は も はや 卜分で は な い こ と が明 ら か に な っ て き た の だ。 専 門 家

た ち の 戦線再構築が、 こ こ か ら 始 ま る 。
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ム 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ -- J の活動

[設立経過 と 組織の性格}

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ … 」 は 、 そ の 設立 ・ 組織 ・ 性格 に独特の も のがあ る 。

震災当初、 全 悶か ら い っ せい に 集 ま っ た 精神科 医 は 3 ヵ 月 間 の活動 の 後 、 そ れぞれの職

場 に 帰 っ て い っ た が、 被災者や救援者が受 け た こ こ ろ の傷 は 、 長 く 尾 を 引 き 、 ま た 長期 間

の潜伏の後、 顕在化 し て く る も の と 思 わ れた 。 専 門 家 た ち の こ う し た見通 し に こ た え て 、

阪神 ・ 淡路大震災復興基金か ら 兵庫県精神保鍵福祉協会に拠出 さ れた 資金 を 元 に 、 活動期

間 を 5 年 間 に 限 っ た 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 が設立 さ れ、 95年 6 月 1 日 に 兵産県荒 田 庁

舎 に 総括本部 を 置 い て 発足 し た 。

セ ン タ ー に は約80人の精神科医、 精神科 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ 一 、 臨床心理士、 保健婦、 看

護婦、 ケ ー ス ワ ー カ ー ら が集 ま っ た。 総括本部 の ほ か に 「地域 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 が

阪神 間 、 神戸市内、 淡路島 の 13 ヵ 所 に置かれた。 96年 度 に は県外仮設住宅があ る 大阪府 な

どに も 「地域セ ン タ -J が設 け ら れて 、 計16 ヵ 所 に な っ た。

ス タ ッ フ は、 来談者 を 待つ ばか り で な く 、 保健婦や福祉行政職員 、 ボ ラ ン テ ィ ア と 連携

し た り 、 自 ら 地域 を 歩い て被災者 と 話 を し、 ニ ー ズ、 を つ かみ取 っ て い る 。 こ う し て 受 け付

け た相談ケ ー ス は 、 発足か ら 97年 3 月 末 ま で に 1 ， 956件 に の ぼっ た 。

中井久夫所長 (神戸大学底学部精神神経科教授、 県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー

担 当 理事。 97年 か ら 甲南大学教授) は、 新 し い組織の組み立て に つ い て次 の よ う に述べて

い る O

「 こ れは 5 年 と い う 時限;立法で設立 さ れ た も の で あ る か ら 、 あ く ま で f非常組織j で あ

っ て 、 そ の 点で協力 関係 に あ る 自 治体の さ ま ざ ま な機関 と 異 な る の だ と い う こ と を ま ず考

え た 。
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次 に 、 こ れ は 、 日 本の 災害 に お い て 初め て 大量 に投入 さ れた ボ ラ ン テ イ ア の 活動 を 引 き

継 ぐ も の だ と い う 設立 の 由 来 を 考 え た 。 し か し、 数十名 の 人数で ボ ラ ン テ ィ ア の役割 を 肩

代 わ り で き る も の で は な い、 そ こ で、 セ ン タ ー独 自 の役割 を 模索 し た結果、 f行 政 と ボ、 ラ

ン テ イ ア と の谷 間 を埋め る J と い う 定義 を 考 え だ し た 。

f地域セ ン タ ー j に地域 に 密着 し た行動の 自 由 を大幅に認め る … 4方、 本部 と し て の f セ

ン タ - j は ま ず絶 え ず ア ン テ ナ を は り め ぐ ら し て 、 ど こ に新 し い 問題が発生 し て い る か、

す で に存在 し て い る 問題 も どの よ う に 変 わ っ て ゆ く か を 把握 し よ う と 努力 す る こ と に し

た 。 つ ま り 『 問 題発見型j の組織 と い う ふ う な 自 己規定 を し たJ ( r こ こ ろ の ケ ア セ ン タ 一

事始めJ 兵庫県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ } の ホ ー ム ペ ー ジ)

i こ こ ろ の ケア の相談動向}

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーj が何年 6 月 1 日 か ら 97年 3 月 31 日 ま での 22 ヵ 月 間 に 受理 し た

相談は1， 956例で、 こ の う ち 、 震災関連相談例 は80%程 度 を 占 め て い る 。 以 下 、 相談の 内

容 に つ い て 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ - J の岩井圭可、 福本育 子、 加藤寛 ら に よ る 集計、 分析

の結果の概略を 紹介す る O

輯性別 と 年齢

1 ， 956例の う ち 女性が1， 357 (69. 4%) 、 男性が599 (30. 6%) で、 会ケ ー ス の約 7 割が女

f生で あ っ た 。

年齢別 で見 る と 、 30歳未満181、 30歳代191、 40歳代281 、 50歳代318、 60歳代440、 70歳

代308、 80歳以 上112で、 年齢別 ピ ー ク は男 女 と も 60歳代 だ、 っ た。 男 女 を あ わせ た 平均年齢

は46. 7歳で、 女性の ほ う がやや高齢であ っ た 。

盟主症状 あ る い は相談内容

相談内 容 は 、 来訪時の主訴そ の ま ま で は な く 、 相談 ・ 援助 の 対象 と な っ た テ ー マ を 面接

者が10の カ テ ゴ リ ー に 分類 し た。 表12 に 主疲状別 ・ 喪失別 ・ 男女別件数を あ げ る O

年齢に よ る 症状分布 で は 、 高齢者に特徴的 な 症状は見 ら れな か っ た が、 男 女の性差 に よ

る 症状の分布 は 明 ら か な 違 い があ っ た 。

女性で は 、 不安、 対人関係、 睡 眠障害 の 3 群が男 性 に 比 べ て 1 . 5� 2 倍 も 高 か っ た 。 男

性 で は 、 ア ル コ ー ル 関 連障害が女性の約14倍 に も の ぼ る た め に 、 不安、 対人関係、 睡眠障

害 と い う 上位 3 群が圧縮 さ れた かた ち に な っ て い る 。 抑 う つ に は男 女差 は 認め ら れな か っ

た 。

輯喪失体験の影響

自 宅が倒壊、 全壊 し た か、 仮設住宅に入 っ て い る 人 を 「家屋喪失例J と し、 同 居家族に

死者が出 た 人 を 「人的喪失例 J 、 家屋 ー 同居者の両方 を 失 っ た 人 を 「両喪失J と し て分析

し た 。

PTSD は 、 全体で は2. 5%だが、 喪失体験 を 持つ 人 は、 4. 5%、 13 . 1%、 13 . 7% と 高 率 に
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増加 し て い る O 家屋喪失併 で は 睡 眠障害、 人的喪失例では抑 う つ感 を 訴 え る 人が多 い 。 こ

れ ら は男女比 の 違い だ け で は説明で き な い o

PTSD は深 刻 な 喪失体d験 を 持 っ た 人 に 高 率 に 見 ら れ る O 相談倒全体の34% に 当 た る 688

例が家屋喪失 を 体験 し て い る が、 睡眠障害238例 中 で は そ の 52%が家屋喪失例 で あ る O 人

的喪失例73例 は、 全体の3. 4% に あ た る が、 抑 う つ例237例 の う ち 17 . 8%が人的喪失 を 経験

し て い る O

こ う し た 結果か ら 「家屋喪失体験は他の症状に比べて 睡 賦 障害 を 起 こ し や す い J I 人 的

喪失体験は他の症状に比べて抑 う つ を 起 こ し や す い 」 と 言 え る O

(表12) 主症状別 ・ 饗失別 ・ 男女別件数

全体 家屋喪失 人的喪失 雨喪失 男 女

不安 477 112 32 20 103 191 
24. 4% 16. 8 23. 4 27. 4 17. 2 27. 6 

対人関係上の悩み 313 94 10 3 73 240 
16. 0 14. 1 7. 3 4. 1 12. 2 17. 7 

睡眠障害 238 123 21 12 47 191 
1 2. 2 18. 4 15. 3 16. 4 7. 8 14. 1 

抑 う つ 237 81 29 13 65 172 
12. 1 12. 1 21 .  2 17. 8 10. 9 12. 7 

身体 (化) 症状 170 73 7 2 55 115 
8. 7 10. 9 5. 1 2. 7 9. 2 8. 5 

ア ル コ ー ル関 連 1 17 45 3 。 101 16 
6. 0 6. 7 2. 2 0. 0 16. 9 1 . 2 

行動上の 問 題 65 17 。 。 26 39 
3. 3 2. 5 0. 0 0. 0 4. 3 2. 9 

幻覚妄想 54 15 。 。 19 35 
2. 8 2. 2 0. 0 0. 0 3. 2 2. 6 

PTSD 48 30 18 10 9 39 
2. 5 4. 5 13. 1 13. 7 1 . 5 2. 9 

その他の気分障害 41 21 4 2 14 27 
2. 1 3. 1 2. 9 2. 7 2. 3 2. 0 

不明な ど 196 57 13 1 1  87  109 
11. 1 8. 5 9. 5 15. 1 14. 5 8. 0 

( 1 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 の相談1， 956例 に よ る )

(注) 1不安J と あ る の は 、 現実の生活状況に恭づ く 不安、 あ る い は漠然 と し た不安の こ と

を 指 し、 他の項 目 に 当 て は ま る も の は 除 い た 。 「対人関係の悩み」 は 、 対 人 関 係 に 起

因 す る 問題を抱え な が ら も い ま だに精神医学的 な病態 に あ る と は 言 え な い ケ ー ス 0 1身

体 (化) 症状j と は、 身体疾患 に基づ く 諸症状 と 身体化症状。 IPTSDJ は、 PTSDの
診断基準のA項 目 か ら D項 目 を 症状論的 に満 た し た 場合。 つ ま り 、 持続期 間 と 社会的

職業的機能低下の有無 は 問 う て い な い。 し た が っ て PTSR (外傷 後 ス ト レ ス 反応) が

含 ま れ る 。 「 その他の気分i毒害J に は 、 そ う 状態 お よ び気分の 易 変性、 い ら い ら !惑が

含 ま れて い る 。 「不明 な ど」 は痴ほ う 、 知的障害、 摂食際害 な ど を 含ん で、 い る 。
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盤潜在的PTSD

睡眠障害例 と し て あ げた の は輯眠障害以外に は 明確 な 精神症状に 乏 し い ケ ー ス であ る O

し か し、 ト ラ ウ マ な い し 強 度 の ス ト レ ス と し て の 喪失体験が、 通常 は精神 医 学 的 に は比較

的軽微 な 病態 であ る と 考 え ら れ る 睡眠障害 を 増 加 さ せて い る と す る な ら 、 そ の場合の鞍眠

障害 に は 、 PTSDの 部分症状で あ る 過覚せい状態 の 反映

と し て の櫨眠障害が含 ま れて い る 可能性があ る O 同 じ よ

う に 、 抑 う つ例 に 分類 さ れて い る ケ ー ス に も 、 PTSD の

田避行動 に よ る 活動性低下例が多数潜んで、 い る 可能性が

あ る 。 さ ら に 、 外傷性障害に よ く み ら れ る 感情マ ヒ 傾 舟

や感情の解離傾 向 、 離人傾向 が相談 を 寄せ た 人の気持ち

ゃ表現 を 妨 げて い る 可能性 も 無視で き な い 。

こ う し た こ と か ら 、 こ こ ろ の ケ ア に あ た る も の は 「潜

在的PTSDJ と で も い う べ き も の の広 が り を 考 え て お か

な く て は な ら な い。

相談件数は、 季節的 な 変動 は認め ら れ る が、 95年 9 月

か ら の半年 間 と 、 97年か ら の半年間 を 比較す る と 相談件

数 に 大 き な増減 は な く 、 む し ろ 97年の方がわずか な が ら

も 増加 し て い る 。 ま だ多 く の 人が こ こ ろ の ケ ア 相談に訪

こ こ ろ のケ ア セ ン タ ー
のマ ス コ ッ ト シ ン ボル

こ ころのケア

サ ク ラ ン ボが実る 6 月 に発足。 人
が よ り そ う 姿 を 表 し て い る 。
絵 ・ 中井久夫

れつつ あ る こ と を 示 し て い る 。 PTSDの新規相談例 も 減少傾 向 は 見 ら れ な い 。

こ の よ う な 分析、 研究 を 通 じ て 岩井主司 医 師 は 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 の ホ ー ム ペ ー

ジで、 PTSD は大震災 2 年後以降 も 増大 し て き て い る と 、 次の よ う に 書い て い る O

大震災の 初期 は 、 被災者 た ち は連帯感 を も っ て行動 し 内外の マ ス メ デ ィ ア か ら 賞賛 さ れ

た 。 被災地外か ら の援助活動 も 活発であ っ た 。 被災者の孤立感 も 比較的軽か っ た と い え る O

し か し 、 い ま 、 心理的 に も 社会経済的 に も 被災者の 立 ち 直 り (回復度) の f格差J が広が

り 、 被災地外か ら 被災者 に 「冷め たj ま な ざ し が注がれつ つ あ る O

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー J の相談活動 か ら み た震災後の ス ト レ ス 状況 の 経時的質的変化

に つ い て み る と 、 被災者 (特 に 仮設住宅の住民) を と り ま く PTSD促進 茜 子 な い し ス ト レ

ス は決 し て減少{頃 向 に は な く 、 む し ろ 、 い ま ま さ に増大途上 に あ る と 言 え る よ う に 思 わ れ

る O 地震の直接 の 影響 よ り も 、 2 次的 に も た ら さ れ た 生活上 の さ ま ざ ま な ス ト レ ス こ そが、

い ま 、 被災者 に 重 く の し かか り つつ あ る O

し た がっ て 、 メ ン タ ルヘ ル ス ・ ケ ア の実践 に あ た っ て は 、 「 そ の ト ラ ウ マ の 特殊性 ・ 独

自 性 を 考慮す る こ と が必要であ り 、 診断基準 を 満 た すPTSD症例が少 な い か ら と い っ て 、

今回 の震災が軽微な ト ラ ウ マ し か も た ら さ な か っ た と い う の は誤 り で あ る J í 1間 々 の ト ラ

ウ マ の独 自 性、 文化的背景、 被災者 を と り ま く 状況 な ど を 広 く 考慮 に い れ る 必要があ る 」

と い う こ と を 強調 し て お き た い 。 (URL=http : //www.mmjp.or.jp/dvapeq)
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3 . 救援者の こ こ ろ の ケ ア一一消 防職員 の メ ン タ ル ヘ ル ス 調査

大災害の 人命救助、 救急医療、 復旧作業 な どに携 わ っ た 人た ち は 、 直接の被災者 と 同 じ

よ う に 災害 に よ る 心 身への 影響 を 大 き く 受 け る た め 1 2 次被害者J と い わ れ る O 地味な取

材 を 持続 し て続け て い る 記者 も そ の仲 間 に 数 え ら れ、 「 自 ら も 被災者な が ら 取材 し た苦労、

時 と し て住民か ら 激 し い攻撃 に さ ら さ れた こ と の 苦悩 な どが語 ら れ る O あ る 意味で彼 ら も

ま た被災地で傷つ く 人た ち な の だ ろ う かJ ( rÐV AP TIMES VOL. 3 j こ こ ろ の ケ ア セ ン

タ ー ) と 言 わ れ て い る O

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ … 」 は 、 保健、 福祉な どの行政職 員 、 ケ ア付 き 仮設住宅の援助 員 、

ボ ラ ン テ イ ア 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 、 自 治会役員 、 民生委員 な ど仮設住宅支援者 な どへの支援

も 活動の柱 に 置 き 、 燃 え 尽 き な どの個 人的 な 問題か ら 入居者への対応 な どの コ ン サ ル テ ー

シ ョ ン を 行 っ て い る O

そ の 一 つ の 資料 と し て 、 兵庫県 内33消防本部の全職員 を 対象 に メ ン タ ル 調査 を 行 っ た 。

そ の結果の概要 を 次 に 紹介す る 。

[消防職員 の メ ン タ ルヘルス調査結果}

[対象] 兵庫県内33消防本部職員 (名簿上の総数5， 103人)

[方法] 調査票 に よ る 自 記式ア ン ケ ー ト 調査

[時期] 96年 2 月 か ら 3 月

[有効 回答数] 4， 780人 (93. 7%)

[実施協力機関] 財団法人東京都精神 毘学総合碗究所

[主 な 調査結果]

- 被災地で救援活動 に あ た っ た 消 防 隊員 の多 く が、 自 ら の生命の危機 を 感 じ た り 、 消 火

や生存者の 救 出 を 断念せ ざる を 得 な い ほ どの 困難 な 状況下 に 置 か れ、 肉 親の 安全 に 対 す る

不安や、 遺体搬出 な どの悲惨な 光景、 あ る い は住民か ら の苦情な どに さ ら さ れた結果、 大

き な 精神 的 ス ト レ ス を よ り 強 く 感 じ て い た 。

- 特 に 、 発生直後か ら 活動 に 当 た っ た被災地 内勤務者 は、 被災地外か ら 派遣 さ れた も の

に比べる と 、 困 難 な状況 に さ ら さ れ て い た 割合が高 く 、 精神 的 な ス ト レ ス を よ り 強 く 感 じ

て い た 。

- 震災か ら 3 ヵ 月 後の時点での心理的影響 を 、 当 時 を 振 り 返 る かた ち で 9 項 目 に つ い て

質問 し た。

そ の 結果、 「 さ さ い な 音 や 揺 れ に 過敏 に 反応 し た J 1震災持 に体験 し た光景 や 感覚が し ば

し ばぶ り か え し た J I寝付 き が悪 い 、 途中 で覚せいす る J I イ ラ イ ラ し た り 、 集 中 で き な いJ

な どの過覚せい状態があ っ た と し た も の が多か っ た。

いずれの項 目 に つ い て も 、 被災地内群で 「 あ り J と し た も の の 割合が他群 に比べて有意
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に 高 か っ た 。 「あ り J と し た 項 目 数の平均 は、

被災地内群 3 早期派遣群 1. 3 後期派遣群 1 . 2 

で、 被災地 内群が有意 に 高 か っ た。

- 震災後13 ヵ 月 日 の心 身 の 状態 に つ い て は 、 全般的 な 心 身 の健康度 の 指標 で あ る GHQ

30の平均点が、

被災地内群 6. 0 早期派遣群 4. 1 後期派遣群 3. 8 

であ り 、 被災地 内群で、有，意 に 高 か っ た 。

心身 の健康面で問題あ り と さ れ る 総得点 8 点以上の も の の割合は、

被災地内群 29% 早期派遣群 18% 後期派遣群 14% 

で、 被災地 内 群 に 有意 に 高か っ た。

- 衝撃的 な事態 に さ ら さ れた結果生 じ る 影響 に 関 し て 、 出 来事 イ ン パ ク ト 尺 度 (IES)

を 用 い て測 定 し た。

震災後13 ヵ 月 日 の 時点 で の 平均点 は、

被災地内群 9. 3 早期派遣群 4. 3 後期派遣群 3. 9 

であ り 、 被災地内群で、有 意 に 高か っ た 。

後遺症状が多 く 、 何 ら かの対応が必要 と さ れ る も の (IES総得点20点以上) の割合 は 、

被災地内群 1 6 %  早期派遣群 5 %  後期派遣群 4 %  

と 、 被災地内 群 で、 高 か っ た 。

自 由記入欄 に は生 々 し い体験がつづ ら れ て お り 、 デー タ だ け で は伝 わ ら な い状況があ っ

た。 そ の い く つ か を 抜粋す る O

「震災当 時、 私 は 救 出 活動 に 当 た る 時 間が長 く 、 火災現場 に も 救助 隊 と し て 出 動す る こ

と も し ば し ばで し た。 助 け た い の に 、 目 の前 の が れ き の 下 に 人がい る の に 救 出 で き な い悔

し さ と 、 住民 に か こ ま れた事が今で も 時 々 脳 裏 に よ み がえ り ま すj

「 自 宅 の 方 向 で煙が上が り 、 家族の安否 も 分か ら ぬ ま ま 現場活動 を し て い た先輩 を 見 て 、

自 分 も がん ば ら な け れば と 現場活動 し ま し た。 そ い う 人 も た く さ ん消 防の 中 に は い る の に

一般市民の 中 に は消防や市 の悪 口 ばか り 言 う 人がい た し、 私 た ち の し た こ と の評舗が低 く 、

と て も '悔 し い 思 い を し ま し た J

「震災直 後 は 、 好 き で、入っ た消防の仕事に続け る 自 信 を な く し、 一時退職す る こ と を 考

え た 。 こ れ ま で は 、 人 を 助 け た り 、 災害 を 少 し で も お さ え て 、 皆 に 喜 ん で も ら え る 消 防 の

仕事に少 し は プ ラ イ ド も あ っ た 。 震災では、 自 分な り に で き る こ と は全で し た … … と 自 分

に 言 い 聞 かせ続 け て き た も の の 、 や は り 多 く の犠牲者が出 た こ と で落 ち 込み 、 消防服 を 着

て市民の 前 に 出 る こ と がつ ら か っ た J

{髄査後の対策}

〈調査結果の還元〉 希望者 (948人) に 、 調査結果 を も と に 、 各 人 の ス ト レ ス 度の判定結
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果 を 報告 し た 。 そ の際、 ス ト レ ス マ ネ ー ジ メ ン ト の方法な ど を 平易 に解説 し た リ ー フ レ ッ

ト を 併せて配布 し た。

〈希望者への個人面接〉 メ ン タ ル ヘ ル ス の 専 門 家 に よ る 面接 を 希望 し た も の に対 し て は 、

精神科亙に よ る 頗接 を 行 っ た。

〈 ワ ー ク シ ョ ッ プの 開催〉 異常 な 状況下の救援活動 で被る ス ト レ ス (異常事 態 ス ト レ ス )

な ど に つ い て の知 識 を 普及す る た め の 、 教育的 な ワ ー ク シ ョ ッ プ を 神 戸市 内 の 14 ヵ 所の消

防署、 支所で開催 し た 。
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i 第五節 栄養 と 環境
1 . 食 を め ぐ る 開題一一避難所での栄養摂取量

1995年 2 月 中 旬 の神戸市 の避難所での給食 は 1 日 2 回 で、 朝 は菓子パ ン 2 個 と 紙パ ッ ク

の午乳、 夜 は お に ぎ り 弁 当 、 と い う の が一般的 で あ っ た 。 こ れ を ボ ラ ン テ イ ア に よ る 炊 き

出 し で、補 っ て い た が、 栄養面 で は 問題が多 か っ た 。

「神戸市長 田 区 の神戸協 同 病 院 は 、 2 月 上旬 に 、 近 く の真陽小学校で避難者の栄養調査

を 行 っ た 。 こ れ に よ る と 、 摂取熱量の 1 B 平均 は 1 ， 309kcalで、原生省が定め た 所要量の88%。

栄養素 の平均摂取最は 、 所要量 に比べて タ ン パ ク 質55%、 カ ル シ ウ ム 45%、 鉄34弘、 ピ タ

ミ ン A31%、 ピ タ ミ ン C27% だ、 っ た 。 こ の状態 に つ い て 、 同 病 院の 上 田 耕 蔵 院長 は f昭和

20年代の栄養状況。 避難所で流行 し て い る 肺炎の原因 は、 寒 さ と 人 口 密 度 の 高 さ を 外国 と

す れば、 内 因 は 栄養不足j と 話 し て い る O 給食 を 担 当 し て い る 神戸市福祉計画課は u 日

20万食 を 用 意 し な け れ ば な ら ず、 そ の う え 交通事情 を 考 え る と 温か い 食事 を 提供す る の は

無理。 生野菜の導入 を 検討 し て い る が、 碁本的 に は 緊急時の金料 な の で、 栄養面 ま で考蔵

す る の は不可能j と 述べて い る J U読売新開j 95年 2 月 18 臼 ) 。

「神戸市衛生局 は 3 月 16 日 か ら 2 週間 に わ た っ て市内 の避難所88 カ 所で、健康診断 を 行 っ

た 。 受診 し た4， 160人の う ち 、 高脂血症が833入、 高取圧症が389人、 尿 に タ ン パ ク や鮮血

が混 じ る 症例が215入、 さ ら に じ ん臓、 循環器疾病が見 ら れ、 全体の40% に 当 た る 1 ， 660人

が 『要注意j の指導 を 受け た 。 市衛生局 は 『 支給 さ れ た 弁 当 が糖質に偏 り が ち で、 体内で

脂肪 に 変化 し て 高脂血症 に 結 び付 い た よ う だ。 配給の 食事で栄養 を ま んべ ん な く 取る の は

難 し いj と 話 し て い る J ( W読売新開J 何年 7 月 23 B ) 。

避難所 で の 食生活 に つ い て 、 栄養士、 ボ ラ ン テ イ ア な どに よ る 調査研究が続け ら れ、 兵

庫県保億部は何年 3 月 「災害時食生活 ガ イ ド ラ イ ン J を 作成 し た 。 こ こ で は 、 避難所での

食事の実態の一 部 を 見て み る O

{避難所での栄養摂取量調査 }

避難所で被災者 が ど の よ う な 食事 を し 、 と守の程度の栄養 を 取 っ て い た の か、 兵庫県栄養

士会の記録の一 部 を 紹介す る 。

神戸市東灘区 に あ る 兵庫県立催康セ ン タ ー に は 、 震災初 日 に は 約 100人 の 避難者がや っ

て き て 約 2 ヵ 月 間避難生活 を 送 っ た 。 セ ン タ } に は栄養士がい て 、 震災 当 初 か ら の 食事の

記録や計量、 栄養価 の 算出 がで き た 。 J2J、下 は 、 第17 回 日 本健康増進学会、 第42 回 日 本栄養

改善学会で発表 さ れ た 栄養士 ら に よ る 兵庫県立健康 セ ン タ ー で の 「避難生活 に 関 す る 研

究J 1避難所の 食事状況 に つ い て の 一考察J の ま と め であ る ( 1兵庫県立健康セ ン タ ー に お

け る 避難所生活 に 関す る 調査か ら J W 命 を 支 え る 食生活 を 守 る た め に一一阪神 ・ 淡路大震
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災 栄養士会の活動 と 対策J 兵庫県栄養士会) 。

盤調査対象

兵庫県立健康セ ン タ ー に避難 し て い た 30世帯53人。 (男性23人、 女性30人 。 15歳�82歳。

40歳代19%、 50歳代34%、 60歳代13%)

盤調査方法

提供 さ れ た 食事 を 健康 セ ン タ ー の栄養士が中心 に な っ て計量 し 、 栄養価 を 第 4 次改訂の

食品成分表 に よ り 算出 し、 こ れ を 避難者の年齢構成 か ら 算定 し た 栄養所要量 と 比較 し た。

掴食事の 内 容

i第 l 週前 半 i 電気、 水道、 ガ ス すべてが切 断 さ れた 中 で、 第 1 日 は 区役所 か ら提供 さ れ

た お に ぎ り 1 個、 パ ン 1 / 2 個。 こ こ は正規の避難所で は な か っ た の で救援物資の配給 は

受 け ら れ な か っ た が、 区役所 ま で100 m の距離だ っ た の で職員 が 出 向 い て 調 達 し て い た 0

2 日 目 はお に ぎ り 、 菓子パ ン o 3 日 目 は 、 缶詰の ごは ん を 温め て提供で き た 。 エ ネ ル ギー

所要量 の17%が確保で き た。

魔I通福寺司 カ セ ッ ト コ ン ロ が持ち 込 ま れ、 電気が復!日 し 、 お に ぎ り 、 菓子パ ン に カ ッ

プめ んが加 わ っ た 。 自 衛隊か ら お湯 を 入 れ れ ば よ い だ け の ア ル フ ァ 米の 山菜 お こ わが提供

さ れた 。 エ ネ ル ギー所要量の33% を 確保。 ほ か に 、 雑炊や お こ わ 、 みそi十、 豚汁、 夕 食の

ご飯を 使 っ た リ ゾ ッ ト な どの炊 き 出 し を お こ な っ た 。 生鮮食料品の補給が な い た め、 職員

がハ ッ サ ク な どの果物 を購入 し 配布 し た。

事玄麗 提供食料は、 お に ぎ り がお に ぎ り 弁当 に か わ っ た 。 菓子パ ン 、 カ ッ プめ ん に 果

物の缶詰が加 わ り 、 エ ネ ル ギー所要量 の54% に な っ た 。 炊 き 出 し は、 お で ん 、 豚汁、 ミ ネ

ス ト ロ ー ネ な ど20品。

重三週 お に ぎ り 、 菓子パ ン 、 カ ッ プめ ん な どでエ ネ ル ギー所要量の60%。 炊 き 出 し は 、

ビ ー フ シ チ ュ ー 、 け ん ち ん汁、 白 菜 い た め 、 ホ ウ レ ン 草 の お 浸 し な ど22品。 炊 き 出 し 分 を

含め る と 、 エ ネ ル ギー が86%、 カ ル シ ウ ム 70%、 鉄77%が補充で き た。

軍 量 水道が復旧 し た。 こ の週か ら 調理パ ン が提供 さ れ る よ う に な り 、 お に ぎ り 弁 当 、

菓子パ ン ま た は調理パ ン 、 牛乳、 カ ッ プめ ん な どでエ ネ ル ギ一所要量66% に な っ た。 し か

し、 ま だ l 日 2 食 しか提供 さ れて い な い の で、 ポ タ ー ジ ュ 、 お で ん、 リ ゾ ッ ト 、 かす汁 な

ど23品 の炊 き 出 し で 1 食分 を カ パ } し 、 所要量の90% を ま か な っ た。

お に ぎ り 弁 当 か ら 特製弁当 (注 1 ) に 変 わ り 、 果物や デザー ト が付 く よ う に

な っ た 。 調理パ ン ま た は菓子パ ン 、 牛乳、 果物 な どでエ ネ ル ギ一所要最 は 100% に な っ た。

炊 き 出 し は、 シ チ ュ ー 、 カ レ ー ス ー プ、 野菜い た め な ど13品。 さ ら に 、 ご飯 と お かずが別

の弁当 に な っ た 。 朝食はサ ン ド イ ツ チ と 菓子パ ン ま た は調 理パ ン の組み合わせ、 プ ラ ス 牛

乳。 弁 当 の 内容 お よ び提供食品が充実 し て き た の でセ ン タ ー独 自 の炊 き 出 し は終了 し た 。
(注 1 ) 被災者給食費は 自 治体に よ っ て ば ら つ き があ っ た が、 3 月 3 臼 、 兵庫県は厚生省 と 協議 し、 こ れ ま で 1

B 1 人当 た り 850円 だ っ た の を 1 ， 200円 に 引 き 上げ、 給食 を 実施 し て い る 9 $ 5 町 に改 善 を 指示 し た。 4
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臼 か ら 実施 さ れ る o 850F']で給食 を 行 っ て い た の は神戸、 尼111奇、 西宮、 宝塚の 4 市 と 津名 郡一宮町。 J I I

西市は1 ， 350門 で実施 し て い た 。 こ れに よ っ て、 l 人 1 日 約2. 060kcalか ら 約2， 400kcal に な る 。

(差是13) 避難所の食事の所要最に対す る 提供量
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Cf兵!家県立健康セ ン タ ー に お け る 避難所生活 に 隠 す る 調査J r 阪神 ・ 淡路大震災 栄養士
会の活動 と 対策 j 兵庫県栄養士会)

Fat 

Ca 

Fat 

Ca 

Fat 

Ca 

主王亙 1 . 最初の 5 日 間 は提供 さ れた物資の み の 対応 し かで き な か っ た が、 6 日 目 に

は竜気が復 旧 し 、 カ セ ッ ト コ ン ロ も 配置 さ れて湯 を 沸 か し た り 電子 レ ン ジ で温め直す こ と
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がで き る よ う に な り 、 汁物 と し て カ ッ プ ラ ー メ ン な ど を提供 す る こ と がで き た。

2 .  2 月 末 ま で は 1 日 2 回 食であ っ た た め 、 後 1 自分の食事は健康 セ ン タ ー独 自 で炊 き 出

し を 行 っ た 。 炊 き 出 し で は 、 温かい も の を 出 す。 野菜 と く に 緑黄色野菜 を た っ ぷ り と 鈍 う O

便秘予 防 の た め コ ン ニ ヤ ク ・ 海草 ・ い も な どの繊維の多 い 食品 を 使 う こ と に 配慮 し た 。

3 . こ の 閥 、 3 種類 のお に ぎ り 弁 当 が繰 り 返 し提供 さ れ、 週 5 回 も ハ ン バ ー グ弁当 だ っ た

こ と も あ る の で、 弁 当 を パ ラ し て煮込み、 カ レ ー 味、 ト マ ト 味、 し ょ う ゆ 昧 な ど に ア レ ン

ジ し て提供 し た。

4 .  2 月 1 日 か ら 牛乳が 1 日 1 本提供 さ れる よ う に な っ た が、 カ ル シ ウ ム 摂取量が少 な い

た め救援物資の煮干 し を 毎夕 食後 に l 人 当 た り 5 匹提供 し た。

章二塁罰 公共 の施設 は避難所 に な る 可能性があ る の で、 1 ) 食事対応 の マ ニ ュ ア ル の整

備 と 配置が必要で、 あ る 。 2 ) カ ン パ ン ・ 水 ・ 缶詰 ( イ ー ジ ー オ ー プ ン の) な ど食品の備蓄

が必要で、 あ る O

以上の こ と か ら 、 今回 の よ う に 長期 に わ た り 食事 を 提供す る 場合の栄養管理 ・ 衛生管理

(今関 は季節的 に 助 け ら れた が) に は、 栄養士 の 関 与等が非常 に大事であ る と 考 え ら れ る O

ま た、 体調 を 崩 し た 人が少 な か っ た の は、 運動指導員 に よ る ス ト レ ッ チ体操の 実施 と 、 炊

き 出 し に よ る 栄養補給が よ か っ た も の と 考 え ら れ る O

2 . 歯が悪か っ た避難者の悩み一一一国 い 、 冷 た い 、 食べ ら れ な い

神戸市歯科医師会は、 歯科医 の立場か ら 震災初期の食生活 に つ い て調査 し て い る O 患者

997人 に 行 っ た ア ン ケ ー ト の な か に 、 歯 の 問 題 と と も に 、 ど ん な も の を 食べ た か、 食べ に

く か っ た も の は な に か、 不足 し た も の は な に か、 な ど を たず ね て い る o r 震 災 で、 わ か っ た

歯 と 食の は な し一一歯科医師 か ら の レ ポ ー ト .] (神戸市医師会、 95年10 月 ) か ら 、 歯 で悩

んでい た 被災者の声 を 紹介す る O

[救援物資 で、金べやすか っ た も の]
ノ f ン 22. 0% 
お に ぎ り 19. 6 
カ ッ プ ラ ー メ ン 12. 4 
め ん類 7. 2 
みそ汁 6. 4 
果物 5. 2 

[避難所の食生活で何がほ し か っ た か]
野菜
温かい食べ物
果物
魚
肉
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21 .  :cl% 
13 . 0 
7 . 9 
7. 9 
6. 5 

[救援物資で食べ に く か っ た も の]
冷たいお に ぎ り 22. 8% 
ノ f ン 1 1 .  6 
弁当 10. 0 
泊 も の 9. 5 
固 い も の 7. 9 
カ ン ノf ン 6. 3 

[被災者 に望 ま れ る 食べ物]
バ ラ ン ス の と れた食事 16. 4% 
保存食品 (缶詰な ど) 12. 3 
非常食 7. 3 
水 7. 3 
温かい も の 5. 0 



[食事す る と き 困 っ た こ と 食べに く い も の を ど う 工夫 し た か]

閲 く て かめ な かっ た 27. 3% 
水が協 な い 20. 8 
バ ラ ン ス の取れた食事がで き な か っ た

9. 7 
ごは ん が冷 た い 9. 1 

ガス が出 な い 7. 8 

[震災後 1 � 2 遊 間 の 食事の確保]

自 炊 32. 5% 
救援物資 25. 3 
買 い置 き 19. 4 
よ そ か ら 14. 8 
その他 8. 0 

[ 災害時の食生活の ガ イ ド ラ イ ン ]

調理 し な お し た 30. 0% 
食べな か っ た 24. 3 
お茶漬け に し た 5. 7 
小 さ く 切 っ て食べた 5.  7 
そ の ま ま 食べた 5 .  7 
お かゆ に し て食べた 4. 3 

[震災後 1 � 2 週間 の水の確保]

給水車 37. 5% 
市販ボ ト ル 23. 2 
も ら い水 15 . 7 
j及み置 き 7. 9 
井戸水 6. 8 

災害救助法が適用 さ れ る 場合、 県や市町の備蓄食品や救援物 資 な どが被災者に提供 さ れ

る が、 食品配布の担当 は、 保健衛生以外の部局であ る こ と が多 く 、 栄養的 な 配躍が さ れ る

こ と は 圏 難 で あ る O 避難所生活が長期 に わ た る 場合 に は 、 栄養状態が悪 く な る こ と があ り 、

こ と に 、 乳幼児 ・ 高齢者 ・ '慢性疾患患者 な ど に は適切 な 栄養 を提供で き な い恐 れがあ る O

こ の た め 、 兵庫県保健部は何年 3 月 に 「災害時食生活改善運動 ガ イ ド ラ イ ン 」 を作成 し 、

災害時食生活支援体制 の整嬬 を 図 っ た 。

こ の 中 で、 「食品供給部局 は 、 当 初 か ら 栄養士の助 言 を 生か し 、 栄養的配慮 を 加 え て 食

品 配布 を 行 う J I栄養士 は 、 避難所 な ど に い る 乳幼児 ・ 高齢者 ・ 慢性疾患患者が受 け 入 れ

や す い よ う に簡易調理法 を 指導す る J I各地 か ら の応援栄養士は 5 � 7 臼 間 は 連続 し て 従

事で き る よ う に準備 し て被災地 に 入 る j な どの指針 を 示 し て い る O ま た 、 今 回 の活動 の 経

験か ら 、 避難所 に な る べ き 施設や一般家庭 向 き の食糧備蓄 品 の リ ス ト 、 献立指導表 な ど も

作成 し 、 掲載 し て い る O

3 . ト イ レパ ニ ッ ク 一一一全国か ら 5， 400基の仮設 ト イ レ

震災発生直後か ら 被災地の ほ ぼ全域で、上水道が断水 し 、 家庭、 学校、 会社 な ど上水道 に

頼 っ て い る 水洗 ト イ レ の機能 は マ と し た 。 水が出 な い ト イ レ 、 こ と に多 く の 避難者が使 う

学校の ト イ レ は全便器が糞便で あ ふ れ、 衛生状態 は最悪 に な っ た 。 震災の産前 ま で、 ト イ

レ へ の 関 心 は 、 j晶水洗浄、 {云熱加温使座な ど備 室 の 内部 に集 ま っ て い たが、 大震災は こ う

し た快適 さ は脆弱 な都市基盤 に 乗 っ た は か な い装置 に 過 ぎ な い こ と を あ ら わ に し た 。 被災

地 で は 、 基本的 な 機能 を 求め て 地 面 に 穴 を 掘 っ て即席 ト イ レ を 作 っ た り 、 マ ン ホ ー ル や 側

溝 を 利用 す る な ど さ ま ざ ま な 工夫が生 ま れた 。

水洗化が95% を 超 え て い る 神戸市で は、 93年 に神戸市 と 日 本 ト イ レ 協 会 の 共催で 「神戸

国 際 ト イ レ シ ン ポ ジ ウ ム J が 9 ヵ 国 1 ， 200人 の 参加 で 開 か れ た こ と があ る が、 大震災発生
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時では仮設 ト イ レ の備蓄 は、 イ ベ ン ト の会場に 配置す る わずか 4 台の ト イ レ 車 だ け だ、 っ た 。

仮設 ト イ レ の 設置 は ボ ラ ン テ ィ ア に よ っ て 1 月 18 日 か ら 始 ま っ た が、 行 政が設置 を 始め

た の は21 日 か ら O 全 国 か ら 仮設 ト イ レ
(表14) ト イ レ の設置実績 (神戸市)

日 時
設援基数

避難者数
通水率

備 考
(緊計) (平均)

1 月 18 日 79主主 134， 007人

1 月 20 8 280 205， 214 23. 8% 

1 月 21 日 524 214， 696 29. 8 

1 月 22 8 724 231， 090 40. 8 

1 月 24 日 1 ， 143 236， 899 43. 5 200人 に 1 基

1 月 25 日 1 ， 473 235， 833 44. 7 160人 に 1 主主

1 月 3H 1 2， 381 233， 453 58. 8 100人に 1 蒸

2 Jj 2 日 2， 421 219， 562 62. 2 90人 に 1 恭

2 Jj 4 E1 2， 674 208， 765 64. 2 80人 に 1 基

2 Jj 7 日 2， 826 196， 955 70. 3 70人 に 1 基

2 月 20 8 3， 041 177， 784 81. 1 60人 に H 主

3 月 1 日 2， 938 159， 742 93. 7 

3 月 31 日 2， 214 72， 254 99. 9 

4 月 30 8 1， 216 46， 120 100. 0 
4 / 17か ら は
通水率100%

(1主) 設置基数は神戸市 を 経由 せず に ボ ラ ン テ ィ ア 等が設
置 し た も の を 含む 。

と し て使 わ れ た 。

が持 ち 込 ま れ て 、 避 難 者 100 人 に 1 基

と い う 基準 を 満 たす よ う に な っ た の は

31 日 に な っ て か ら だ っ た 。 (表14) 設

置後 も 、 多 く の 人数が使 う こ と と 、 交

通渋滞で汲み取 り 作業 が計画通 り 進 ま

な い な どの こ と か ら 、 糞便があ ふ れ で

使用不可能 に な る ト イ レ も 続出 し た。

設置数の ピ ー ク は 2 月 20 日 で、 神 戸市

内 で は 546 ヵ 所、 3， 012基 ( ボ ラ ン テ ィ

ア が設置 し 、 mの統計 に 入 っ て い な い

も の を 含め る と 3， 041基) に の ぼっ た 。

仮設 ト イ レ の撤去 は 1 月 末か ら 始 ま っ

た所 も あ る が、 ピ ー ク は 2 月 末だ、 っ た 。

市街地 内 は撤去 し た3， 000基 も の 仮設

ト イ レ を 撞 く 場所がな い の で、 六 甲 山

中 の ゴ ミ 埋め立て処分跡地が仮置 き 場

ト イ レ の 悩 み は 、 通水率が90% に 達 す る 3 月 初 め ま で 1 ヵ 月 半 に わ た っ て 続 い た 。 こ の

時、 数が少 な い 、 場所が遠い、 いつ も だ れかが使 っ て い る 、 足場が悪い、 不 潔 だ、 プ ラ イ

パ シ ー に不安があ る な ど、 ト イ レパ ニ ッ ク は、 女性や 高齢者、 障害者 に 大 き な ス ト レ ス を

与 え た。

[ ト イ レ の被害 と 初期の対応}

兵庫県企業庁水道課の調べで は 、 水道管 の破損で10市 7 町の世帯の 9 割 以上、 125万戸

で、 断水 し た 。 成 人 l 日 の し尿排せつ の 平均値 は 1 . 37 R 0 水洗 ト イ レ の 水使用 最 は最小23 R 、

最大56 R 、 平均36 R ( r 日 本の水資源j 国土庁 93年版) で あ る か ら 、 断水 は 直 ち に ト イ

レ の使用不能 を 引 き 起 こ し た。 こ の た め 、 く み取 り 式の仮設 ト イ レ が緊急 に 必 要 に な り 、

全国か ら 神戸市 を 初 め被災市町 に 、 合計5， 400基 も の仮設 ト イ レ が設置 さ れた 。

「 下水の汚水幹線は埋設深度が深 く 、 被害は比較的少 な か っ た が、 各家庭の排水設備 は

多大な被害 を 受 け た。 神戸市の 7 つ の 下水処理場の う ち 、 東灘下水処理場 は施設が壊滅 し 、

100 日 間 以上機能 を 停止 し た 。 汚水が流 れ だ し 広 が る の を 防 ぐ た め 、 処理場が面 し て い る

運河 を 長 さ 300m の 間締 め 切 っ て仮沈殿地 を 作 っ たJ (1公開 シ ン ポ ジ ウ ム 講演集J 96年 5
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月 『環境保健の 立場か ら 見 た 地震災害j 神戸市環境局環境審査室室長 小 島猛 日 本学術

会議環境保健学研究連絡委員 会) 。

神戸市環境 局 は 、 17 日 午後、 仮設 ト イ レ 設置 ・ し尿処理対策 を 兵庫 区高松町 に あ る 環境

局 高松事業所で行 う こ と に し、 職員 5 人 を 配置 し た 。 兵庫 区 内 に は水洗化 し て い な い世帯

があ り 、 同事業所 に はバキ ュ ー ム カ ー 5 台が置かれて い たか ら であ っ た。

「同事業所 に は、 全国環境整備事業協同組合連合会 (環整連) の呼びか け で 、 19 日 に は

岐阜県、 三重県、 京都府 な どの環境整備事業協同組合の83人 と バ キ ュ ー ム カ ー 37台が到着

し た が、 こ の 時 点で は市の作業計画 は ま だで き て い な か っ た 。 仮設 ト イ レ の 設置や く み取

り を 求め る 電話が殺到 し 、 市職員 は そ の対応 に 追 わ れて い た 。 職員 は、 環整連の幹部か ら

「い ち い ち 電話 に 出 て い る か ら 肝心の計画策定が進行 し な い の だ。 電話 を 無視 し て で も 方

針 を 先 に 立て る べ き だ」 と どや さ れた と い う J ( r ト イ レ パ ニ ッ ク 神戸市環境局 ・ ボ ラ

ン テ イ ア の奮戦記J 日 本 ト イ レ 協 会 ・ 神 戸 国際 ト イ レ ッ ト ピ ア の 会監修 日 経大阪PR

何年 2 月 ) 。

環境局 は22 日 に 同事業所の任務 を 「仮設 ト イ レ 対策本部」 と し 、 本庁か ら 職員 を 増 員 し 、

ピ ー ク 時 に は 12人の体制 を 整 え た 。

仮設 ト イ レ の設置が始 ま っ た の は 訪 日 か ら で、 こ の 臼 は神戸大学付属病院 に ボ ラ ン テ イ

ア を 申 し 出 た 吹田市の業者に よ っ て ビ ニ ー ルパ ッ ク 式30基が運 び込 ま れ る な ど 7 ヵ 所 に79

基が設寵 さ れ た 。 軌道 に 乗 り 始め た の は20 日 か ら で、 155 ヵ 所280基 に な っ た が、 避難者730

人 に 1 基の割合だ、 っ た 。 31 日 ま で に は462 ヵ 所2， 381基が設聾 さ れ、 避難者98人 に 1 碁の割

合 に な っ た 。

仮設 ト イ レ が どの く ら い必要 な の か は神戸市役所 1 号館 に置かれた 災害対策本部で も つ

かめ な か っ た 。 18 日 午前 の段階で は 、 環境局事業課は 区役所か ら の 断片 的 な情報で f300

碁程度 あ れば十分だ ろ う j と い う 感触 を 得 て 、 仮設 ト イ レ提供 を 申 し 出 た業者に伝 え て い

る 。

「そ の 後、 環境局 は避難者150 人 に 1 基 (後 に 100人 に l 基) と い う 基準 を 設定 し 、 23 日

か ら 大販市、 白 梅隊、 ボ ラ ン テ イ ア の協力 を 得 て 大量設罷 に 向 け て本格的 に 動 き 始め た 。

上水道 は仮設 ト イ レ の 設置 と く み取 り 要請の 電話の ピ ー ク は25、 26 日 で あ っ た。 た め お い

た 水や学校の プ ー ル の水が枯渇 し た 時機では な い か と 見 ら れて い る J ( r ト イ レパ ニ ッ ク j

前掲) 。

{ ボ ラ ン テ ィ ア の支援]

盟企業ボ ラ ン テ ィ ア の活動

仮設 ト イ レ は 、 ビ ニ ー ルパ ッ ク 式 な ど一部の新式の ト イ レ を 除 い て 、 ほ と ん ど はバ キ ュ

ー ム カ ー で し 尿 を 回収 し な け れ ばな ら な い。 神戸市のバキ ュ ー ム カ ー は合数が少 な い た め 、

こ の作業 は環整連 を 中心 に し た ボ ラ ン テ ィ ア に よ っ て行 わ れ た 。
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全国各地で下水道が普及 し 、 バ キ ュ ー ム カ ー に よ る く み取 り は減少 し て い る が、 環整連

は、 水質保全の環境対策 と し て下水処理の地域分散 を 図 っ て い る 欧米の事例 を 参考 に し な

が ら 、 厚生省、 農水省 に 働 き か け て し尿 く み取 り 事業の新 し い 方 向 を 探 っ て い る 。 水洗化

の進展 と そ の デメ リ ッ ト に 関心が強い蚊阜県環境整備事業協 同組合 (岐環協) の役員 は 、

被災地 で は く み取 り 作業が緊急、 に 必要 に な る と 判 断 し て 、 18 日 早朝か ら 動 き 始 め た 。 午前

11時 に は 人員 65人、 バ キ ュ ー ム カ ー31台 に よ る 岐環協災害救援部隊第 1 障 を 結成、 岐阜県

副知事の見送 り を 受 け て 出発、 同 日 夜、 神 戸 に 到 着 し た。

同 じ よ う に、 京都府、 三重県、 静岡県か ら 環境整備事業協 同組合がボ ラ ン テ ィ ア 部 隊 を

組織 し 、 21 日 ま で に は120人、 バ キ ュ ー ム カ � 60台、 仮設 ト イ レ 350基が神 戸 に到着 し た 。

神戸市 内 の水質保全協同組合 (14業者、 バ キ ュ ー ム カ ー42台) は被災 し て 動 け な か っ た 。

し か し 、 兵庫県水質保全セ ン タ ー に加盟 し て い る 120業者の う ち 80人、 パ キ ユ } ム カ ー 20

台が21 日 か ら 神戸、 西宮、 芦屋で動 き 始め 、 l 月 31 日 に 引 き 上げた環整連の 仕事 を 引 き 継

い だ。

兵庫県水質保全セ ン タ ー は有料で業務委託 を 受 け たが、 道路の渋滞 な どか ら 作業がはか

ど ら ず被災地 を すべて カ バ ー す る こ と は で き な か っ た 。 そ の す き 障 は 、 い ま は産業廃棄物

処理業 に転換 し て い る 元 し尿処理業の 「神戸浄化衛生J な どが企業 ボ ラ ン テ イ ア と し て く

み取 り 、 清掃 を 引 き 受 け て い た ( r ト イ レパ ニ ッ ク j 前掲) 。

企業の 中 に は、 沖縄か ら 炊 き 出 し 支援 に 来 た f ダ イ ヨ ネ 建設」 の よ う に仮設 ト イ レ を も

持っ て き た と こ ろ も あ っ た ( r震災時の ト イ レ 対策一ーあ り 方 と マ ニ ュ ア ルj 震災時 の ト

イ レ対策 の あ り 方 に 関 す る 調査研究委員 会編 日 本消 妨設備安全セ ン タ ー 97年 3 月 ) 。

仮設 ト イ レ の毎 日 の清掃 は 、 避難施設の 関係者 (教職員 な ど) 、 避難者、 自 治会 ・ 清掃

業者、 外部か ら の ボ ラ ン テ ィ ア な どで行われた。

「神戸市東灘保健所が 2 月 11 日 か ら 13 日 に か け て 65 ヵ 所の仮設 ト イ レ を 調 べた と こ ろ 、

こ の 時点 で は不潔 な ト イ レ は見 ら れ な か っ た 。 清掃の実施者 は 、 施設関係者15、 避難者29、

自 治会 ・ 清掃業者 4 、 ボ ラ ン テ イ ア 13であ っ た J ( r 阪神 ・ 淡路大震災の記録一一東灘保健

所の活動報告j 神戸市東灘区保健所 何年 2 月 ) 。

瞳市毘ボ ラ ン テ ィ ア の活動

日 本 ト イ レ 協会 と 神戸国際 ト イ レ ッ ト ピ ア の会 は 、 2 月 四 日 か ら 3 月 5 日 ま で、 3 回延

べ 6 日 間 、 避難所の既設 ・ 仮設 ト イ レ 、 公園 な どの公衆 ト イ レ を 清掃 し な が ら 実態 を 調査

し、 避難所 リ ー ダ } か ら 改善要望 な ど を 聞 き 取 っ た。 調査 に あ た っ た の は、 二 つ の 会 の 会

員 の ほ か 、 全 国 か ら の ボ ラ ン テ イ ア 、 便器 メ ー カ ー や ト イ レ メ ン テ ナ ン ス の技術者 な ど延

べ200人で、 自 転車 に 乗 っ て 228 ヵ 所の ト イ レ を 調査 し た (調査に 基づ く 同 協 会 な どの提言

は後述の 「今後の ト イ レ 対策」 に 記載) 。

「神戸市環境局 は、 2 月 中旬 、 市 に 登録 し て い る ボ、 ラ ン テ ィ ア の 中 か ら 9 人 に依頼 し て

ト イ レ の現況調査 を 行 っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア は埼玉、 神奈川、 愛知県 な どか ら 来て い た 人 た
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ち で、 仮設 ト イ レ の掃除の方法 を 書 い た チ ラ シ を 配 り な が ら 、 使用状況 を 調べ、 苦情 を 開

き 取 っ た 。 苦情の 中 に は、 掃除道具が な い、 電気が暗 い、 てす り がな く て 怖 い 、 手 を 消毒

す る 薬 品や消臭剤がほ し い 、 な ど仮設 ト イ レ の 欠点 を 指摘す る 声が多 か っ た J ( r ト イ レ パ

ニ ッ ク j 前喝) 。

[被災市町の対応}

匿亙劃 「仮設 ト イ レ の備蓄 は ゼ ロ だ っ た の で、 17 日 中 に仮設 ト イ レ 200基の提供 を 兵庫

県、 企業 に 依頼 し 、 訪 日 か ら 設置作業 に 入 っ た 。 配置換 え な ど を 含め 、 延べ176 ヵ 所、 1 ， 055 

基 を 設置 し た。 市 内 の し尿処理業者は 1 社 だ け でパ キ ュ ー ム カ ー も 1 台 だ け だ っ た が、 兵

庫県水質保全セ ン タ ー 、 宮崎市環境事業部の支援 を 受 け た。 芦康保健所は 、 手指消毒用 ア

ル コ ー ル製剤、 逆d性石 け ん 、 消毒容器や使用 方法 を 記 し た ピ ラ を 配布 し た J ( r 阪神 ・ 淡路

大震災 に お け る 被害状況及び復旧状況等の概要 に つ い て j 芦屋 市 何年11 月 ) 。

直宣冨 「遺体収容 に 集 中 し た た め 、 ゴ ミ 収集 と し尿収集 は 2 日 開 中 断 し た 。 19 日 か ら

仮設 ト イ レ の 設置 に かか り 、 延べ322 ヵ 所 に 1 ， 036基が設置 さ れた 。 一般の し 尿収集は 1 月

23 日 か ら 再 開 し た が、 仮設 ト イ レ の し尿収集 は業者 と 支援の飽 自 治体に委託 し た。 消毒は

21 日 か ら 開 始 し、 28 日 か ら 手洗い用洗面器セ ッ ト と 消毒 液 を 配布 し たJ ( r 阪神 ・ 淡路大震

災一一一西宮市の記録j 西宮市 何年11 月 ) 0 

医画車 「兵庫県の あ っ 旋で、 吹 田市の企業か ら 簡易 ト イ レ 150碁 を 23 日 か ら 設置 し 、 日 ・

祭 日 を 含め て 毎 日 職員が避難所の既設 ト イ レ 、 仮設 ト イ レ を 消毒 し た J ( rJ芭崎市環境衛生

対策j )

i津名郡北淡町 I I避難所 を 中 心 に 町 内 24 ヵ 所 に 仮設 ト イ レ は 無償70基、 有 償 55基が 3 月

末 ま で設置 さ れ たJ (北淡町総務課資料か ら ) 0 

[今後の ト イ レ 対策}

近谷衛 -- ・ 神戸市環境局長は96年 8 月 、 震災時の ト イ レ対策 の あ り 方 に 関 す る 調査研究

委員会で、 の 講演で、つ ぎの よ う に 問 題提起 を し て い る O

「 ・ 神戸市環境局 は し尿 を い ち い ち 速 い 処理場 に 運 ん で い た が、 神戸市の下水道 は分流

式であ る か ら バ キ ュ ー ム カ ー で そ の ま ま 下水道管 に流せ な か っ た の か。 そ う す れ ば し 尿収

集の効率は上がっ た の で は な いか。 ま た 、 下水管の う え に 簡便な ト イ レ を 作 る こ と も 検討

し 、 環境局 は下水道局 に協力 を 申 し入れ た い 。

- 災害用仮設 ト イ レ は l ヵ 所 に保管 し て お く と 、 交通渋滞 の た め必要 と さ れ る 所 に 速 や か

に 搬送 さ れ な い と い う 開 題があ る O 分散 し た拠点 に備蓄 す る べ き で あ ろ う O た だ、 長年の

保管 は 自 然の 劣化 な どで使 え な く な る こ と があ る O 必要数 を すべて備蓄 し て お く の で は な

く 、 自 治体が備蓄 を 分担 し 、 支援協 定 を 結 ん でお く こ と が望 ま し い 。

- 防災訓練 に は、 仮設 ト イ レ の組み立て も プ ロ グ ラ ム に入 れ た い 。 機材 を 搬入 し た ら 、 始
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め は 『 自 分た ち で組み立て る J と 言 っ て い た が 『 ど う し て も 組み立て ら れ な い か ら 役所が

作 り に 来い J と い う 避難所 も あ っ たJ ( W震災時の ト イ レ 対策ーあ り 方 と マ ニ ュ ア ルj 前掲) 0 

日 本 ト イ レ協会 と 神戸 国 際 ト イ レ ッ ト ピ ア の 会 は 、 「支援の た め の調査」 の 結果 を 次の

よ う に 報告 し て い る O

日仮設 ト イ レ の機能 に あ っ た 使い 方 を す る ] 袋 に便 を 受 け て藤田邦j で 固 め て袋 ご と 捨

て る 「 ポ ー タ ブ ル 式便器」 は、 既設の ト イ レ の ス ペ ー ス を 利 用 で き る O 高齢者や障害者に

も 使い やす いが、 凝冨剤 な どの 資材の供給 に 問 題があ る の で短期 的 な タ イ プ で あ る O 支柱

を 立 て て 周 囲 を シ ー ト で囲 む 「組み立て ト イ レ」 は、 折 り 畳 め る の で備蓄 し やす く 運 びや

す い の で緊急 時 に は有効。 数 ヵ 月 間使用 す る 場合 は 、 工事現場 な どで使 わ れ て い る 「一般

的 な く み取 り 式仮設 ト イ レ 」 が向 い て い る O

電源があ れ ば、 上下水道 に 頼 ら ず処理で き る 「パ ッ ク 式 ト イ レJ が使 え る 。 少量の水で、

流せ る 「 く み取 り 式簡易 ト イ レ J も あ る O

大型車が走 れ る 状況では循環式水洗 ト イ レ を 組み込ん だ 「移動式 ト イ レ 自 動車j が使え

る O 処理時 間 は か か る が く み取 り と 消毒が不 要 な 「焼却 ト イ レ J も あ る 。

[清掃の 大切 さ を 毘 知 さ せ る ] ト イ レ の清掃の 7 つ道具 は 、 ゴム 手袋、 ボ リ 袋、 十能、

火 ば さ み、 バ ケ ツ 、 消臭ス プ レ ー 、 消毒液。 家庭用洗剤 も 有効 だ。 こ れ ら の用 具が準備 さ

れ、 避難者 に よ る 清掃が行 き 届 い て 長 く 使 え た ト イ レ も 少 な く な か っ た 。

[ 緊急 時 の機能 を 持 っ た 公共 ト イ レ を 〕 公 園 の ト イ レ に は災害用 く み取 り 式 ト イ レ を 加

え た い。 便槽 を 校庭や公闘 に埋 め て 置 き 、 災害時 に は ト イ レ の上犀 だ け を 組み 立 て て使 う

方法 も 考 え ら れる 。 「マ ン ホ ー ル便器j は 、 今 回 の 震 災で避難者側 が思 い つ い た 。 ふ た を

外 し て作 っ た ト イ レ は に お い も な く 利用 者 の 評判 は 上 々 だ、 っ た 。 ふ だ ん は ふ た が閉 ま っ た

状態の マ ン ホ ー ル だが、 ふ た に 工夫 し て 踏み板 と 使穴部 に な る よ う に し て お き 、 災害時 に

ひ っ く り か え す と ト イ レ に な る 方法 は 考 え ら れ な い か。 公民館や集会所 な ど公共施設の ト

イ レ に は給水 を 確保す る 水槽 設置 を 義務づけ る 措震 な どが必要であ る O

[弱者へ の 配蟻 を ] 被災地で指摘 さ れた の は、 災害時の仮設 ト イ レ は弱 者 に は使い に く

い と い う 点 で あ る O 一般の仮設 ト イ レ は便器の位置が高 い 。 便槽部分を埋め 込ん で段差 を

解消 し、 て す り を つ け て安全を 確保す る こ と が望 ま れる O 電気が復旧 し て い な い場合、 ソ

ー ラ 一 利 用 やバ ッ テ リ 一点灯で夜 間使用 の不安 を解消す る O 組立式の場合、 素材や構造 を

改善 し て テ ン ト の 揺れ を 止 め た り 、 シ ルエ ッ ト が映 ら な い よ う に す る O プ ラ イ パ シ ー の確

保 も 大切 だ。 慢性疾患 を 患 っ て い る 人 や 人工庇 門 を使 う 人、 月 経時の女性な どがゴ ミ 処理

に 困 る の で ゴ ミ 袋 を 大量 に用 意 すべ き であ る J ( W ト イ レパ ニ ッ ク j 前掲) 。

ト イ レ パ ニ ッ ク の 矢隔 に 立 ち 、 ま た ト イ レ対策の最前線 に い た神 戸市環境局業務部の 大

下昌宏主幹は、 反省 と 提言 を 次の よ う に 話 し て い る O

「 ト イ レ パ ニ ッ ク の 原 国 を 私 な り に 分析す る と 、 第 1 は 、 人 口 過密の都市 部 に 起 こ っ た

災害で、 被害があ ま り に も 大 き す ぎた こ と が挙 げ ら れ よ う O 第 2 は、 十分な情報収集がで
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き な か っ た た め 、 対応策が後手 に 居 っ た こ と O 第 3 は、 市内 の道路網が分断 さ れ て お り 、

仮設 ト イ レ の設置 と 汲み取 り が患 う よ う に で き な か っ た こ と O 第 4 は 、 仮設 ト イ レ の備蓄

が な か っ た こ と も 挙げ ら れ よ う O

今留の震災 を 踏 ま え 、 提言す る と す れば、 第 l は 、 緊急時の組織体制 ・ 役割 分担 ・ ト イ

レ の 配置計画 を 盛 り 込 ん だマ ニ ュ ア ル を 、 平時に作っ て お く こ と が望 ま れ る 。 第 2 は、 震

災後の交通事情 を 考 え る と 、 各避難所に 予 め 必要最低限の仮設 ト イ レ の備蓄 は必要だが、

費用 や備蓄 ス ペ ー ス の 開題か ら 考 え て、 自 己完結 を 目 指す必要 は な い と 考 え る 。 む し ろ 、

各 自 治体問 で相互融通 し あ う こ と の方が大事だ と 思 う O 第 4 は 、 仮 に 、 ボ ラ ン テ イ ア の登

録制度が考 え ら れる な ら ば、 そ の 制度の活用 も 一考 に値す る と 思 う O 第 5 は 、 今 回 の 震災

で は幸い に 発生 し な か っ たが、 疫病対策 の視点 を 絶対抜 き に は で き な い と い う こ と で あ

る J ( r 災害廃棄物 フ ォ ー ラ ム 講演論文集j 廃棄物学会 何年 4 月 ) 。

4 . 漂 う ア ス ベ ス ト一一ピ ル解体に よ る 大気持染

厚生 ・ 運輸 ・ 建設省 は 、 95年 1 月 初 日 の時点で、 災害廃棄物の発生最 を 、 住居 ・ 建築物

系 1 ， 300万t、 1 ， 200 万 ぱ 、 公共施設系550万t、 350万 討 、 総計1， 850万t、 1 ， 550 万 ぱ と 見 て

い た 。 し か し 、 そ の後、 解体 さ れる 建築物が増 え 、 何年1 1 月 30 日 の 時点で、 兵庫県災害廃

棄物処理計調 では、 住宅 ・ 建築物系 を 150万t多 い 1 ， 450万t、 1 ， 760万 ぱ に修正 し 、 総計2， 000

万t、 2， 110万 rrî と 見 込 ん だ。

解体作業 に と も な っ て 、 ア ス ベ ス ト の飛散に よ る 環境汚染が問題に な っ た 。 75年 に 使用

が制 眼 さ れ る ま で、 建築物 に は発がん性が指摘 さ れて い る ア ス ベス ト (石綿) が多 く 使わ

れ て い て 、 ピ ル解体時 に 大気 中 に放出 さ れ る 恐れが生 ま れ た 。 震災初期 か ら 被災地で は 、

粉塵 を 避 け る た め に帽子 を かぶ り マ ス ク を す る 「被災ル ッ ク J が見 ら れて い た が、 ア ス ベ

ス ト の危険が指摘 さ れ る と 、 マ ス ク 姿 は一気 に 増 え た 。

{解体現場で基準 を趨 え た ア スベス ト 濃度]

環境庁 は 各 自 治体 に 委託 し て何年 2 月 6 日 か ら 第 I 回 の 大気環境モ ニ タ リ ン グ緊急調査

を 行 っ た 。 調査は神戸市 内20地点、 尼崎、 間宮市各 6 地点 な ど、 被災市町50地点で、 ア ス

ベ ス ト の ほ か塩化水素、 ベ ン ゼ ン 、 テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン な ど を 対象 に測 定 し た。

こ の と き の ア ス ベス ト 濃度 は 、 最大4. 9本/ R， 、 中 央値0. 8本/ R， だ、 っ た が、 シ ー ト 張 り 、

散水 な どの対策 を 行 っ て い な い解体撤去作業現場の 近 く で は 11 . 2本/ R， を 検出 し て い た。

(注 2 ) 

こ の結 果 に つ い て の 環境庁 は 次の よ う な 評価 を 発表 し た。 (95年 2 月 22 司 )

「 ア ス ベス ト 以外の有害物質 に つ い て は、 全体 と し て み れ ば、 測 定 さ れ た 環境濃度 は、

概ね我が国 の都市地域の 環境濃授の変動の範囲 に 入 っ て お り 、 工場 ・ 事業場 か ら の有害物

質の漏出等 に よ る O 直 ち に 健康影響が問題に な る よ う な 2 次汚染は、 現在 ま で生 じ て い な
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い も の と 判 断 さ れ る J I ア ス ベ ス ト に つ い て は、 測 定 さ れ た 環境濃度 は 、 概 ね我が国 の都

市地域 に お い て測定 さ れ る 環境濃度の変動 の範囲 に 入 っ て い る O し か し、 一般的に観測 さ

れ る デー タ よ り や や高 い こ と に留 意 し て お く 必要があ る O ま た、 飛散拐止策 が講 じ ら れて

い な い ピ ル解体撤去現場の ご く 近傍 に お い て 、 周 辺 よ り も ー桁高い濃度が検 出 さ れた の で、

建築物の解体撤去 にお け る ア ス ベス ト 対策の徹底 を 困 る こ と が必要で、 あ る J

ア ス ベス ト 飛散の可能性があ る た め 、 環境庁、 兵庫県、 神戸市な ど各 自 治体は追跡調査

を 何年10月 ま で 9 次 に わ た っ て 行 い 、 あ わせて61 ヵ 所で解体現場周辺調査 を 7 次に わ た っ

て 行 っ た 。 (表15、 16)

9 次 ま で の 測 定結果 に つ い て 、 環境庁 は 次の よ う な 評価 を 発表 し て い る o (95年12月 22

日 )

「一般環境濃度 は、 第 1 次、 第 2 次調査で は一部の地域で高い地点が見 ら れた。 第 8 次、

第 9 次調査 で は 、 減少傾向 に あ り 、 安 定 し た状態 に な っ て き て い る と 判 断 さ れ る J I解体

現場周辺 の 環境濃度 は 第 1 次~ 第 4 次調査に お い て は、 高い地点が見 ら れ、 10本/ R を超

え た 地点 も あ っ た が、 第 5 次調査以降 に お い て は、 一部でやや高い地点が見 ら れ る も の も

… ・ ー全体 と し て 飛散防止策の浸透が う かがえ る J

(表15) ア ス ベス ト の モ ニ タ リ ン グ調査結果 (単佼 : 本/ R )

白111 H7. 2/6 3/9 4/24 5/29 6126 7/24 6/28 9/25 10/23 
-2/12 -3/16 -4128 - 6/2 -6/30 -7/28 -9/1 -9/29 �10!27 

国設尼締 0. 9 3 . 8 O. 7 1 . 4 1 . 5 1 . 1 0. 6 O. 7 O. 7 
小田南中 学校 1 . 0  2. 5 1 . 1 0. 9 1 . 0  1 . 2 0. 3 0. 8 0. 6 
加茂測定局 1. 0 0. 3 O. 7 0. 5 O. 7 0. 6 0. 5 0. 3 0. 3 
伊丹市役所 0. 5 0. 5 0. 8 0. 8 1 . 2 O. 7 0. 6 0. 6 0. 5 
宝塚老人福祉セ ン タ ー 0. 8 1 . 0 0. 5 1 . 0 0. 6 0. 8 0. 5 0. 3 0. 5 
六浪寺局 4. 8 6. 0 2. 1 1 . 4  O .  7 0. 6 0. 5 O. 7 0. 5 
津門川局 O. 7 0. 6 1 . 0 O. 7 0. 6 O. 7 0. 6 0. 8 0. 5 
H出 白 羽ド局 1 . 3 0. 5 0. 8 0. 9 0. 5 O. 7 O . 7 0. 6 0. 3 
潮見小学校 1. 3 0. 6 1 . 0  O .  7 0. 6 O. 7 O. 7 O. 7 0. 5 
東灘大気設視局 1. 2 1 . 2 1 . 1 0. 6 0. 3 O. 7 0. 5 0. 5 0. 3 
灘保健所 1. 4 2. 0 1 . 4 O. 7 O. 7 O. 7 0. 5 0. 6 0. 3 
中央区役所 4. 9 2. 1 2. 0 0. 9 1 . 1 0. 9 0. 8 O. 7 O. 7 
環境保健研究所 0. 6 1 . 2 O. 7 0. 6 1 . 7 0. 6 O. 7 O. 7 0. 6 
兵庫保健所 1. 7 0. 6 0. 9 1 . 2  1 . 2 O. 7 0. 5 0. 6 0. 5 
長問監視局 1. 5 0. 8 1 . 5 0. 8 1 . 6 0. 3 0. 3 O. 7 0. 5 
須際大気監視主主 0. 2 O. 7 O. 7 1 . 0 1 . 1 0. 8 0. 5 0. 6 0. 5 
郡家小学校 0. 2 5. 5 0. 2 0. 9 0. 6 0. 8 O. 7 0. 5 0. 2 

最 大 値 (fj1) 4. 9 6. 0 2. 1 1 . 4  1 . 7 1 . 2 0. 8 0. 8 O. 7 

最 小 値 (f/l ) 0. 2 0. 3 0. 2 0. 5 0. 3 0. 3 0. 3 0. 3 0. 2 

幾何平均値 (ι 1 ) 1 . 0  1 . 2 0. 9 0. 8 0. 8 O. 7 0. 5 0. 6 0. 4 

中 央 値 (fj1) 1 . 0  1 . 0 1 . 0 0. 8 O. 7 O. 7 0. 5 0. 6 0. 5 

(環境庁語審査。 rせ き め ん』 社団法 人 日 本石綿協会 96年 2 月 号)
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(表16) 建築物解体現場周辺調査 (単位 : 本/ R，l

最 大 {夜 最 小 値 中 央 値 幾何平均値 検 体 数

第1次調査 7. 7 0. 8 2. 6 3 . 0 20 
(日7. 3. 9�3. 16) 

第2次認査 9. 5 0. 9 5. 4 3. 8 16  
(4. 24�4. 28) 

第3次調査 19. 9 0. 9 4. 5 4. 5 18 
(5. 29�6. 7 )  

第4次調査 9. 5 0. 3 2. 3 2 . 0 20 
(6. 26�7. 18) 

第5次調査 9. 9 0. 2 0. 9 1 . 3  22 
(7. 25�8. 8) 

第6次調査 4. 5 0. 2 0. 5 O. 7 10 
(8. 22�9. 21)  

第7次調査 8. 6 0. 1 0. 4 O. 7 16 I 
(9. 29�10. 23) 

今後への 課題 と し て 次の よ う な 見解 を 発表 し て い る O

「建築物の解体 ・ 撤去 に と も な う ア ス ベ ス ト 飛散防止策 に つ い て は … …対策の徹底 に 手

間取 り 、 時 間 を 要 し た た め 、 吹 き 付 け ア ス ベス ト の事前除去 の 十分 な る 対策が講 じ ら れず

に解体 ・ 撤去が行 わ れ た ケ ー ス も 見 ら れた 。 こ れ は、 震災宜後の 非常時 の た め 、 解体業者

への周知が必ず し も 徹底 で き な か っ た こ と や、 法制度が整備 さ れて い な い こ と 等か ら 、 解

体業者 に ア ス ベス ト 飛散防止対策 に つ い て の意識が十分で、 な く 、 今般の飛散訪止対策の徹

底 に 当 た り 解体事業者の理解 ・ 協力 が得 ら れな か っ た こ と 等 に よ る も の と 考 え ら れ る 」
(注 2 ) 大気汚染防止法は、 ア ス ベ ス ト 製品製造工場の敷地境界戦に お け る ア ス ベス ト 液度 を 1 R， 当 た り 10本

以下 と す る よ う 定め て い る 。

{ ア ス ベス ト 無法地帯}

県や市の調査が行 わ れ る 前 の解体現場で は 、 ア ス ベス ト は高濃度で飛散 し て い た と 思 わ

れ る O 神戸市環境局保全部 ・ 森田知博氏の報告 に よ る と 、 市の担当者が調査に 行 っ た解体

除去現場では次の よ う な状況が見 ら れた 。 ( W災害廃棄物 フ ォ ー ラ ム 講演論文集j 廃棄物学

会 何年 4 月 )

「鉄骨が一 部倒壊 し 、 鉄骨か ら 剥離 し た ア ス ベ ス ト が コ ン ク リ ー ト が ら に混入 し て い た。

鹿 辺 を 養生 (保護) 後、 飛散防止剤 を 散布 し な が ら 、 重機で、特殊樹包袋 に が ら を韓み込み

し たJ I鉄骨造 り の ピ ル の外壁が落下 し 、 ア ス ベ ス ト が剥 き 出 し と な る O 外部養生の足場

作業で ア ス ベス ト 飛散の恐れがあ っ た。 足場作業前 に 飛散訪止剤 を ミ ス ト 状で散布 し 、 吹

き 付 け の 表面 を 固化 し た の ち 作業 を 開始 し た J I鉄筋 コ ン ク リ ー ト ピ ルが ア ス ベ ス ト 吹 き

付 け (室 内 プー ルの 天井) の あ る 階下 の 中 間 階 で座屈 し 、 ア ス ベス ト 吹 き 付 け 階の床面が

大破 し て い た 。 こ の た め足場の設置がで き ず、 通常の 除去が困難で、 あ っ た 。 ア ス ベス ト 吹

き 付 け 階の 床 ・ 壁 面 を 内部か ら 養生 し た後、 ジ ェ ッ ト 水圧 で ア ス ベ ス ト を 除去。 用 い た水
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は 回 収櫨過 し たj

こ の よ う な 現場では、 行政担 当者の指導で ア ス ベ ス ト 濃度 は 規準以下 に 収 ま っ た が、 行

政の ア ス ベ ス ト 対策 は 、 次 に 示す よ う に 、 解体作業がす で に 各所で始 ま っ て い る 2 月 下旬

か ら だ、 っ た。

2 月 22 日 、 神戸市が建設業者1， 400社 に ア ス ベス ト 対策の徹底 に つ い て通知。

2 月 23 日 、 石綿対策関係省庁連絡会議が関係機関 ・ 団体に 通知。

3 月 、 環境庁 ・ 神戸市が倒壊建築物の ア ス ベス ト 使用実態調査 (第 1 次) 。

5 月 1 日 、 神戸市がア ス ベ ス ト 対策 に 関 わ る 基本方針及 び指導方針 を 策定。

6 月 、 1 1 月 、 神 戸市が倒壊建築物 の ア ス ベ ス ト 使用 実態調査 (第 2 次、 第 3 次) 。

何年 1 月 17 目 、 兵庫県条例 に基づ く 建築物の解体に 関 わ る ア ス ベ ス ト 規制 開始。

ア ス ベ ス ト に つ い て の認識 ・ 関心は、 市民の 関 で は 薄 く 、 す ぐ近 く で飛 散に さ ら さ れ る

解体業者 に も 認識不足が 自 立 っ た 。 「大手業者 に お い て も 、 現場担 当 者 ク ラ ス の認識 は 十

分で は な く ま た 下請 け任せ に し て 、 元 請 け業者が現場確認 し て い な い ケ ー ス が多 い J r ア

ス ベ ス ト 除去 に は、 特殊な 資格 は必要で、 は な く 、 一部業者 に つ い て 、 ず さ ん な 除去工事が

見 ら れたJ (神戸市環境局保全部 ・ 森田 知博 前掲講演集) と 指摘 さ れて い る ほ ど危 険 な

状態 で、 ア ス ベ ス ト 無法地帯が見 ら れ る こ と も あ っ た 。

ア ス ベ ス ト 対策 を 訴え 、 関心 を 引 き 起 こ し た の は、 以前か ら ア ス ベス ト 開題 に 取 り 組ん

で い る 「 ア ス ベス ト 根絶 ネ ッ ト ワ } ク ] (代表 ・ 依田彦三部東京大学助手) を 軸 に し た 「環

境 ボ ラ ン テ イ ア J の活動があ る 。

依田代表 ら は 「 ア ス ベス ト 汚染 の 2 次災害 を 防 ぎ た い 。 被災住民 に 、 震災の苦 し み に 続

い て 発がんの 恐怖 と い う 二重の苦 し み を 号 え て は い け な いJ と 「環境 ボ ラ ン テ ィ アJ を 結

成 し 、 倒壊 し た ピ ル 、 解体中 あ る い は解体予定の ピ ル の ア ス ベス ト 調査 を 行 っ た。

調査の 結 果は行政機 関 に 情報 と し て提供 し、 調査中 に 明 ら か に ア ス ベ ス ト を 飛散 さ せて

い る 工事 に ぶ つ か る と 、 責任者 に工事の改善 を 要求 し 、 神戸市や労働基準局 に指導 を 要請

し た 。 ま た 、 小 中学生や ボ ラ ン テ イ ア 、 解体現場の労働者 に 防塵マ ス ク を 配 る 「阪神大震

災 マ ス ク 支援 プ ロ ジ ェ ク ト J を 発足 さ せた 。

依田代表は、 被災地での ア ス ベス ト 問 題 に つ い て 次の よ う に述べて い る O

r 2 月 中旬 、 青石綿が露出 し た マ ン シ ョ ン の解体工事現場で は 、 囲 い や散水な ど防 じ ん

対策 は ま っ た く し て い な い ま ま 解体除去が行 わ れ て い ま し た 。 作業者は 防 じ ん マ ス ク も 着

用 し て い ま せん で し た 。 わ き を 通 る 住民 は 、 そ こ が ア ス ベ ス ト 工事であ る こ と も 知 ら ず に 、

単 な る ホ コ リ を と も な う 工事 く ら い の認識 し か な か っ た よ う です。 作業者 に 持参 し た 簡易

防 じ んマ ス ク を 手渡す と 喜 ん で受け取っ て く れ ま し た」

「現場近 く の歩道上でサ ン プ リ ン グ を 実施 し ま し た が、 iRIJ定結果 は 160本/ R と 250本/

t で し た 。 こ の 数備 は青石綿の作業環境 中 の 管理濃度 と 同 じ レベ ル で、 非 常 に 高濃度 の も
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の で し た 。 ち な み に 、 こ の ア ス ベ ス ト 濃度 は 、 東京の大気 中 の そ れ に 比 べ て が� l ， 600倍か

ら 2， 000倍 に 相 当 す る 値です]

I (環境庁 の定点観測 の測定で) 最高値 は 5 � 6 本/ � を 示 し て い ま す。 こ の値 は 東京

の 通常時の約50�60倍ですJ 1震災地の ア ス ベ ス ト 気 中 濃度 は 、 現在 い く ぶ ん低下す る 傾

向 を 示 し て い ま すが、 幾何王子均 で見 る か ぎ り 、 O. 8�1 .  2本/ � の範囲 で ほ ぼ横 ばいです。

い ま だ に ア ス ベ ス ト 対策 は不十分ですJ ( 1 ア ス ベ ス ト 1 . 17負 の 遺産」 依岡彦三郎 『建築

雑誌j 日 本建築学会 96年 1 月 )

(参考文献〉

『 阪神 ・ 淡路大震災 栄養ごとの活動記録 と 対策j 兵庫県栄養士会 96年 1 月

f 阪神大震災 食のsos 被 災地芦屋の記録J 災害 と 食の会編 エ ピ ッ ク 96年 1 月

『災筈時食生活改善活動 ガ イ ド ラ イ ン j 兵庫県保健部 96年 3 月

『震災でわか っ た歯 と 食の は な しー…ー歯科医師か ら の レ ポー ト j 神戸市歯科医師会 95年10月

fd討を 支 え る 食生活 を 守 る た め に 阪神 ・ 淡路大震災 栄養ゴ:の活動記録 と 対策J 兵療県栄養士会 96年 1 月

『阪神大震災 食のsos 被災地芦屋の記録J 災害 と 食の会編 エ ピ ッ ク 96年 l 月

f災害時食然活改善活動ガ イ ド ラ イ ン j 兵庫県保健部 96年 3 月

f震災でわ か っ た 歯 と 食の は な し一一一歯科医締か ら の レ ポ ー ト j 神戸市歯科医締会 95年10月
n波神大震災 ト イ レ パ ニ ッ ク 神戸市環境局 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 省戦記j 臼 経大阪PR企画i出版部編集、 百 本 ト イ レ

協会 ・ 神戸国際 ト イ レ ッ ト ピ ア の会監修 日 経大阪PR 96年 2 月

『 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 震災時の ト イ レ対策j 震災時の ト イ レ対策のあ り 方 に 関 す る 調 査研究委員会 日 本

消 防設備安全セ ン タ ー 97年 3 月

f環境保健の 立場か ら 見た地震災害 ・ 講演集j 日 本学術会議環境保健学研究連絡委員会 何年 5 月

『災害廃棄物 フ ォ ー ラ ム 講演論文集j 廃棄物学会 何年 4 月

fせ き め んj 日 本石綿協会 95{f 4 月 �97年 4 月 号

「 ア ス ベ ス ト 1 . 17負の遺産」 依限彦三郊 『建築雑誌j 日 本建築学会 96{f 1 月 号
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i 第一節 学校現場の正常化-復i日 復興
数多 く の 級友、 同館 を 失い、 校舎は損壊、 さ ら に 避難所の担い手 と し て最 大の役割 を 果

た し た 学校教育 の現場 は 、 極度の混乱 に 陥 っ た 。 大半の学校が何 ら かの被災、 避難 し た住

民 と の 同居 の 中 で、 授業再開へ教室 の確保が最大の急務 だ っ た が、 2 年 目 の1996年度 末 ま

で に 、 順調 と は い え な い ま で も 、 正常化 は 大幅 に 進 ん だ。 兵庫県教委は96年度の重要施策

の 冒 頭 に 「阪神 ・ 淡路大震災か ら の復旧 ・ 復興J を 掲 げ、 各市町教委 も 震災 か ら 学ん だ教

訓 を 今後の教育 に 生かそ う と 、 本格的 な 復興へ取 り 組み を 始 め た 。

1 . 施設

{公立学校施設の謹18 . 護興 }

「学校の 被害状況J は 、 県立学校が174校 の う ち 152校が被災、 改築 を 要す る の が1 1校。

市町立学校 は 1 ， 835校の う ち 21市錦町の944校が被災、 う ち 大規模被害校が69校、 こ の う ち

43校が改築 さ れる こ と に な っ た 。

復 旧 の足 ど り は、 95年度末 ま で に 県立学校 は 134校、 市町立学校は859校、 合計993校で

完了 し た 。 96年度末 ま で に 、 さ ら に 県立学校は14校、 市町立学校は62校、 合計76校で完了

し た 。

(表 1 ) 学校施設の被災状況

CI 被災学校数

幼稚関 小学校 中学校

県立学校 I 園

市町 、t学校 169 502 229 

合 計 170 502 229 

②被災程度目立学校数

建て替えが必要 大規模な
な 被災学校数 被災学校数

県立学校 11校 8 校

市町JL学校 43 26 

合 計 54 34 

一高等学校

1 36校

27 

163 

中小規模の
被災学校数

83校

698 

781 

* 1建て替えが必要な被災学校J = 校舎等を解体 し た学校

盲聾養護

15校

17 

32 

軽微な
被災学校数

50校

177 

227 

「大規模な被災学校J = 復旧 経費がお お む ね 1 億 円以上必姿な学校
「中小規模の被災学校J = 上記以外で復旧経費が国産対象の学校
「軽微な被災学校J 復旧経費が国庫対象 と な ら な い学校

合 計

152校

944 

1 ， 0宮6

合 計

152校

944 

1， 096 

(県立60万円 、 市 町立307J円未満 兵庫県教育委員会)
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(表 2 ) 公立学校施設の復旧 ・ 復興

①学校施設の復旧状況

会学校数 被災学校数

県立学校 174校 1 52校

市町立学校 1， 835校 944校

之口〉、 言十 2 ， 009校 1 ， 096校

②仮設校舎の設霞状況

何年 5 月 1 日 の設置状況

一仁 室 数

県立学校 13校 252室

市町立学校 89校 1， 161室

メ口斗 102校 1 ， 413室

(1997年 4 月 初 日 現夜 )

復 旧 状 況 復旧工事継続中 の

95年度末 ま 96年度末ま 復!日工事
学校内訳

でに完了 でに完了 継続中

134校 14校 4校
御影高、 荷下f高、
西宮北高、 芦 屋 高

小学校・ … 一 7 校
859校 62校 23校 中学校 一 . . 1 1 校

高 校 …. . 5 校

993校 76校 27校

97年 4 Yl 30 日 の設置状況 現イ士設置 さ れて い る

学校数 室 数
学校内訳

4校 1 34室
御影高、 商宵潟、
西p;北高、 芦F至高

小f学校一 . . . . 4 校
17校 421室 中学校…… 9 校

高 校… . . . 4 校

21校 555，君ま主. 

(兵嫁県教育委奥会)

97年度に 入 っ て復旧工事の継続中 は 、 県立学校 4 校、 市町立学校23校の合計27校。 県立

学校 は御影、 西宮、 西宮北、 芦屋の 4 高校。 市 町立学校は小学校 7 枝、 中 学校1 1校、 高校

5 校 と な っ て い る O

「仮設校舎の 設置状況J は、 2 年 目 の終了 に あ た る 97年 4 月 末現在で、 県 立が 4 校134室

(御影、 西宮、 西宮北、 芦屋 の 4 高校) 、 市町立が17校421室 (小学校 4 、 中 学校 9 、 高校

4 校) と な っ て い る O 震災直後の新学年 に あ た る 95年 5 月 1 日 現在 は 、 県立が13校252室、

市町立が89校1， 161室だ、 っ た 。

教室の確保 と と も に 、 復興対策 と し て 「学校施設の 防災機能の充実J も 図 ら れた 。

{学校施設の防災機能の充実}

災害時 に あ っ て も 児童、 生徒、 教職員 の安全、 必要 な ラ イ フ ラ イ ン が確保で き る よ う に 、

96年度か ら 計画 的 に 妨災機能の充実 も 進め ら れた 。

1 ) 耐震診断 ・ 補強設計の実施 2 ) 窓 ガ ラ ス の 飛散防止対策 3 ) 設備 の 転倒 ・ 落下 防

止対策 4 ) ソ ー ラ ー シ ス テ ム の導入 5 ) プー ル の耐震化 の 5 項 目 に つ い て県立学校

で実施 さ れて い る o 96年度に 診断 ・ 補強 は宝塚東高 な ど 4 校、 窓、 ガ ラ ス 対策 は鈴蘭台高 な
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ど24校、 転倒 ・ 落下対策 は 1 10校、 ソ ー ラ ー シ ス テ ム は舞子高、 龍野実業の 2 校、 プ } ル

耐震化 は加古川 西校、 龍野実業の 2 校でそ れぞれ実施 さ れた 。

97年度 も 診断、 補強14校、 窓、 ガ ラ ス 対策24校、 転倒 ・ 落下対策12校、 プ ー ル耐震化 2 校

が計画 さ れて い る O

一方、 市町立学校で、 は 、 大震災 を 契機 に 「義務教育諸学校の防災機能充実 の た め の 国康

補助制度」 が創設 さ れた 。 各市町 に 対 し 、 新 し い補助制 度 を 活用 す る よ う 指導、 助言が行

わ れた 。

主 な も の は既設建物の耐震補強、 備蓄倉産 の整備、 シ ャ ワ 一 室の整備、 訪 災広場の整備

な ど。 こ れ ま での ク ラ ブハ ウ ス 整備事業 に備蓄倉庫分 と し て50rri、 屋 内運動場の ク ラ ブハ

ウ ス に つ い て は シ ャ ワ 一 室拡充分 と し て201討 を 加算す る O 防災広場 は従前の屋外教育環境

整備事業 に 紡災緑地 な ど を 備 え た広 場 を 整備す る 。 国庫補助率 は 3 分の l 、 う ち 地震 防 災

緊急、 5 か年計画 に基づ く 小、 中学校舎の耐震補 強 は 2 分の 1 0 

96年度 に 耐震補強 は 2 幼稚園、 9 小学校、 1 1 中 学校で、 構蓄倉庫 は 2 小学校、 1 中 学校

で、 シ ャ ワ 一 室 は 6 小学校、 1 中学校で、 そ れぞれ新制度が活用 さ れた 。 97年度は さ ら に

校数 を 増 や し て整備が進め ら れる O

[ 2 階建て の小 、 中学校共用体育館建設i

神戸高は校舎が震災で全壊 し た 東灘区の本山 第二小学校 (823人) と 本山 中 学校 (741人)

の新校舎の再建 に あ た っ て 、 隣接 し た両校の敷地の 中 央 に 2 階建て構造の共用体育館 を 建

設す る こ と に し 、 9Mfê. 9 月 に着工 し た。 97年秋に 完成 さ せ る O 総 工費51億 円 。

両校の 主校舎は全壊 し、 体育館 は校舎内 に あ っ たが、 再建で は校舎か ら 体育館 を 分離 し、

1 階 を 小学校、 2 階 を 中 学校が使 う 共用体育館 に し た。 本校舎へ は そ れぞれ渡 り 蹄下 で、つ

な ぐ。 小学校体育館の床下 に は 、 屋根裏で暖め た 空気 を 送 り 込む 「空気集 熱式 ソ ー ラ ー シ

ス テ ム j を 採用 し た。 体育館の合体で生 ま れ る 空 間 を 使 い 、 災害時 に多数の避難者 を 受け

入れ る 多 目 的ス ペ ー ス を 設 け て い る 。 狭い教室 に 避難者があ ふ れた こ と か ら の教訓! と い う O

{私立学技の譲!日 @ 複興 }

私立学校 も 公立 学校 と 同 じ よ う に 全 く 無傷の と こ ろ は少 な か っ た 。 こ の う ち 被害が大 き

く 、 国庫補助 の対象 と な る 申 請校 は 2 1 大学、 20短大、 41 高校、 24 中 学校、 7 小学校、 114

幼稚 園 、 29専修学校、 16各種学校 (外国入学校) に の ぼ、っ た。 合計272校だ、 っ た 。

私立学校の復!日 は95年度末 ま で に 224校、 96年度末 ま で に39校、 合計263校が工事 を 完了。

97年震での継続中 は 9 校 と な っ て い る O 芦屋大学、 神戸女学院大学、 甲 南大学、 甲 南 高校、

神戸女学院高等部、 闘 田学 問 高等学校、 甲 南 中 学校、 神戸女学院中学部、 園 田 学 園 中 学校

の 4 法人で、 特 に被害が大 き か っ た り 、 敷地 を 仮設住宅 に提供 し た た め だ、 っ た 。

復旧工事完了263校の 内訳は18大学 (95年度末14校、 96年度末 4 校) 、 20短大 (16校、 4
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(表 3 ) 私立学校施設の復i白状況 (1997年 3 月 31 日 現在)

復 旧 状 況

間庫補助金 95年度末 96年度末 工事完了 97年度繰越校

申 請校数 ま で に完了 ま で に完了 学校数 (工事継続中 )

大 5: 21校 14 4 18  3 

短期大学 20校 16 4 20 。

高等学校 41校 27 1 1  38 3 

中 学 校 24校 15 6 21 3 

小 学 校 7校 5 2 7 。

幼 稚 園 114圏 107 7 114 。

専修学校 29校 27 2 29 。

各穣学校 1 6校 1 3  3 16  。
(外国人学校)

l口込 言十 272校 224校 39校 263校 9校

(兵庫県教育課)

校) 、 38高校 (27校、 11校) 、 21 中 学校 (15校、 6 校) 、 7 小学校 ( 5 校、 2 校) 、 1 14幼稚

鴎 (107 問 、 7 匿) 、 29専修学校 (27校、 2 校) 、 16各種学校 (外国 人学校、 13校、 3 校) 。

{醸開授業解消の初 E は 2 学期終業式]

神戸市須磨区の校舎が全半壊 し 、 同 じ学校法人が経営 す る 加古川市 内 の 大学 に仮設校舎

を 建 て て 、謀関授業グ を 続 け た 私立須磨 ノ 浦女子高校の新校舎が震災か ら 2 年近 く た っ て

完成、 96年12月 24 日 に 復帰式 を 兼ね て 2 学期 の終業式が行 わ れ た 。 新校舎は 免震、 耐震の

4 階建て。

神戸通学の経験がな い 1 、 2 年生 が早 く 慣れ る よ う に 、 3 年生 は 1 日 で も 多 く 新校舎で

授業 を一ーと 、 こ の 日 の終業式 と な っ た。

{震災 で幼稚潤廃閤}

神 戸市須磨区 の私立須磨の宮幼稚 園 は 、 園舎が全壊、 休園 を 続 け て い た が、 園児の減少

化 も あ り 、 再 開 の メ ド が立 た ず、 廃 闘 を 申 請、 認可 さ れ た 。

{外国入学校 に も私立学校並みの国庫補助}

外国 人学校は学校教育法では 「各種学校扱い」 と な る O 神 戸市 中 央 区 の 東神 戸朝鮮初 中

級学校、 伊丹朝鮮初級学校、 神 戸市須磨区 の マ リ ス ト 国 際学校の 3 校が全壊 し たが、 今回

の震災では、 再建への 国庫補助が特例措置で、 私立学校並み (査定額の 2 分の り と な り 、
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兵庫県費、 神戸市費の補助 を 加 え て 工事が進め ら れた 。 3 校 と も 97年春 に 、 新校舎が完成

し た 。

2 . 児童 @ 生徒

[ 自 宅 か ら 通学 で き 立 い児童、 生徒が8， 000人以上]

兵庫県教委の 「児童、 生徒の通学実態 に 関 す る 調査」 に よ る と 、 96年 5 月 1 日 現在、 自

宅外、 校区外か ら 元の学校へ通学す る 児主主 ・ 生徒は8， 260人。 こ の う ち 5， 753人が校区外、

区域外か ら の通学。 2， 940人が仮設住宅か ら だ っ た 。

県 内すべての公立小学校 (845校) 、 中 学校 (361校) で ア ン ケ ー ト 調査 を 行 い 、 自 宅、

仮設住宅な どの住居形態、 学校所在市 町内の校区内通学、 校区外通学、 学校所在市町以外

か ら の 区域外通学 な どの実態 を 調べた も の O こ の 中 で は 、 震災時 に 持 ち 家 で被災、 自 宅再

建 の た め借家 に 仮住 ま い し て い る 場合や家族が借家 に 分散居住 し て い る 場合 な ど、 さ ま ざ

ま な 姿が浮 き 彫 り に さ れた 。

(表 4 ) 阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 影響 で 自 宅以外 か ら 通学す る 児叢生徒数

( 1996年 5 月 1 日 現在)

仮 戚親 」、1-- ぷ口込
設 のf主 f也 言十
宅 知

人
1
等
2 

校区内か ら の通学
1 ，  673人 496人 338人 2， 507人

校区外か ら の通学
1 ， 228 380 3， 552 5 ， 160 

(学校所在市町 内)

12<:域外か ら の通学
39 7 1  483 593 

(学校所在市町外)

メt込3 言十 2， 940 917 4， 373 8 ， 260 
ムーー

* その他 = 災害時 に持家 に居住 し て い て被災、 自 宅 を 再建す る 予定であ る
が、 現在f昔上二住宅等 に仮住 ま い し て い る 場合や、 震災後、 家族
が分散 し{枠 上住宅等 に居住 し て お り 、 当該住宅が生活の根拠 と
な っ て い な い場合等。 (兵庫県教育委員会)

仮設住宅か ら の児童、 生徒は被害の大 き い 神戸市が半数近 い 1 ， 455人 を 占 め た 。 仮設住

宅 に 住んで、 他市 町の学校に通 う 児童、 生徒 は神戸、 阪神 、 東播磨地域で合計39人だ、 っ た 。

親類、 知人宅か ら の通学 は 947人、 借家か ら は4， 373人で最 も 多 か っ たが、 大半は元の学校

の あ る 市町 内 に住居 を 確保 し て い た。
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地震発生直後の極度の混乱時 に比べる と 、 元の居住地での 自 力再建 も 進み 、 か な り 回復

し て い る 面 も あ る が、 学校な ど教育施設が全面復旧 し で も 、 仮設住宅の解消 を は じ め と す

る 住宅問 題が解決 し な い 限 り 、 通学の不正常は最後 ま で残 り そ う だ。

{転出児童、 生徒は ピ ー ク 時の 3 分の 1 以下に }

震災で 自 宅 を 失い 母校への通学が不能 に な っ た児童、 生徒は さ ま ざ ま な 縁 故 を 頼 っ て47

都道府県の公立学校へ転入学 し た 。 文字 どお り 、 全国へ四散 し た わ け で あ る 。

何年 2 月 14 日 が ピ ー ク 時 と さ れ、 小学生21， 653人、 中 学生3， 237人、 障害児57人の合計

2 万4， 947人。 兵庫県内が最高で9， 342入、 次い で大阪府5， 939人、 京都府 は 990入、 岡 山県

763入、 奈 良県570人、 東京都516人 と 続 き 、 北海道、 東北、 信 越 な ど を 除 く と 各県 と も 3

ケ タ の 数字 と な っ て い た。

兵庫県教委の転出動向調査に よ る と 、 約 1 年半後の何年 7 月 1 日 現在 で は 、 小学生 5 ， 41 1

入、 中学生 1 ， 694人、 障害児46 人の合計7， 15 1人。 ピ ー ク 時 に 比べて 3 分の 1 以下 に な っ て

い る O 青森、 秋 田 県 は ゼ ロ に な っ たが、 45都道府県 に 分散、 兵庫県 内 は4， 094入、 大販府 1 ， 411  

人、 奈良県181人、 京都府155人、 岡 山県、 東京都各104人、 残 り は 2 ケ タ 以下 と な っ た 。

(表 5 ) 震 災 に よ る 転出者数 (1996年 7 月 l 日 現在 )

l 年 2 年 3 年 4 年 5 if 8 年 際害 計 1 年 2 年 3 年 障2普 計 総合計

転出者数 519 907 1， 003 1， 026 究7 5， 448 521 627 546 9 1 1 ， 703 

96年 度 内 に 復帰 30 57 46 60 70 41 4 308 18  20  22 60 368 

97年度 中 に復帰 5 15  16 12 18 22 1 89 4 4 6 14  103 

転出先 に永住 217 466 529 538 536 451 20 2， 757 285 360 343 4 992 3， 749 

不 明 267 369 412 416 407 411  12 2， 294 214 243 175 b 637 2， 931 

98年度以降に復帰 16  18 31  31  34  33 163 24 18 13  55  218  

(兵庫県教育委員会)

[震災前在籍技への復帰時期見込 み }

何年 7 月 1 日 現在 の 転 出 見童5， 448入、 生徒1， 703 入、 合計7， 151人 が震災前 に 在籍 し て

い た 学校へ復帰す る 時期 の 見 込 み は 、 兵庫県教委の動向調査に よ る と 、 96年度 中 が368入、

97年度中が103人で、 転 出 先 に 永住 と い う 帰 っ て こ な い も の が3， 749人。 残 り は 未 定 な ど不

明が2， 931人だが、 こ の 中 に は 98年度以降 に 復帰 を 希望 す る 者が218人含 ま れて い る O

96年度中 に 復帰見込み368人 の 居住予定地 は神戸、 尼崎、 西宮、 芦屋、 伊丹、 宝塚、 川

西、 明石、 小野の 9 市 と な っ て い る O
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(表 6 ) 震災前に在籍 し て い た 学校等への復帰時期の見込み

1 年 2 年

96年度内に復帰 30 57 
97年度中に復帰 5 15 

転出先に永住 217 466 

不明 267 369 
不 明 の う ち 98 年 度

以 降に復帰希望 16 18 
合計 519 907 

転出先に永住及
び不明の言十再掲 484 835 
上記に対する割
合 (%) 93. 26 92. 06 

3 年

6
6

|

1

1
4 年

曲
12 1

5 年

m
18

|

1

r

年

心
22

1

1

|
障

害4

4

� 計

46 1 60 1 70 1 41 1 4 11 308 
16 1 12 1 18 1 22 1 1 11 89 

529 538 536 451 20 2， 757 
412 416 407 411 12 2 ， 294 

31 31 34 33 163 
1 ， 003 1 ， 026 1， 031 925 37 5， 448 

941 954 943 862 32 5， 051 

93. 82 92. 98 91. 46 93. 19 86.49 92. 71 

{神戸市教委が校区外通学継続に 条件提示}

(1996年 7 月 1 B 現在)

1 年 2 年 3 年 障 害 計 総合計

18 20 22 368 
4 4 6 14 103 

285 360 343 4 992 3， 749 
214 243 175 5 637 2， 931 

24 18 13 55 218 
521 627 546 9 1 1 ， 703 7 ， 151 

499 603 518 9 1 1 ， 629 6 ， 680 

95. 78 96. 17 94.87 100. 00 95. 65 93. 41 
( 兵庫県教育委員会)

震災で元の住居が被害 を 受 け 、 避難 し た転居先か ら 元の 中 学校へ通学 し て い る 校区外就

学の小、 中 学校生 に対 し 、 神戸市教委は97年 1 月 、 「被害児童生徒校区外就学継続申 請書J

を 配布 し 「今後 1 年以上、 校区外通学が続 く 場合 は現居住地の学校へ転校す る よ う 」 求 め

た 。

時市教委 に よ る と 、 校 区外通学生 は 何年 10 月 現在1 ， 421 人。 申 請書 は通学先の校長 あ て

に 承認 を 申 し入 れ る も ので、 開年11月 に続い て各学校 に 配布 し た 。 申 請書 は校区外就学 の

承認条件 と し て 「来年度97年度 中 に は住民登録地 (校区 内 ) に 民 る こ と 」 を 明示。 「現在

の状態 が さ ら に 1 年以上 に 及ぶ場合は住民票 を 異動 さ せ る な どの手続 き を 行い 、 正規の小、

中学校 に 就学す る こ と を 誓約 し ま すj と の文面が入 っ て い る O

こ の誓約 の 1 1 年以上j の 部分 は 前 回 の 申 請書 で は 「長期J と し て 時期 を 明示 し て い な

か っ た た め 、 父母や児輩、 生徒た ち に 動揺が広が り 、 「 な ん と か卒業 ま でJ 1 中 学 3 年 時 は

身勝手か」 な ど住宅事情 の 困 難解決の見通 し が立 た な い 中 で波紋 を 広 げた 。 配布 を 受 け た

学校現場で も 対応 に 違い が見 ら れた。

こ う し た 反応 に 対 し 、 神戸市教委は 「学校か ら 追い 出 すつ も り は な い。 震 災か ら 3 年 を

ひ と 区切 り に し た か っ た 。 仮設住宅か ら の 通学、 区画整理事業 に 伴 う 建築制 限、 経済 的 な

問題があ れ ば事情 に 応 じ た 判 断 を し て い る 」 と 柔軟 な 対応 を 強調、 文面 に つ い て は 「 き つ

い 表現だ、 っ た と 反省 し て い る j と し て い る o U神戸新聞j 97年 3 月 29 日 夕刊 )

{震災遺児健全育成支援事業}

震災復興、 被災地域住民 に 長期 に わ た っ て精神 的支援 を 行 う た め発足 し た 「阪神 ・ 淡路

298 第六章者@教育



震災復興支援10年委員会J (経済界の代表者63人で構成、 何年 7 月 19 日 発足) の 支援 を 受

け て 、 震 災遺児援助募金 を 実施 し た 「桃 ・ 柿育英会/ 阪神 ・ 淡路大震災遺児育英資金、 安

藤 由 美子代表) か ら 兵庫 県 に 寄付が行 わ れ、 県が 「震災遺児健全育成支援事業J を 始 め た 。

震災で両親 ま た は父母のいずれか を 失 っ た児童、 生徒 を 対象 と し 、 養育者の死亡 も 含み 、

震災時の胎児 も 受け ら れ る 。 小、 中 、 高等学校、 盲、 聾学校、 養護学校、 専修学校、 各種

学校 に 就学、 18歳 に 達 し た年度の 3 月 末 に給付 さ れ る O

支給額 は小、 中 学校年額 7 万2， 000 円 ( 月 額6 ， 000 円 ) 高校年額24万 円 ( 月 額 2 万 円 ) 、

通算最高136万8， 000円。

95年 度に303人 (3， 660万円 ) 、 96年度 に 3 11人 (4， 238万円 ) が支給 さ れ た 。

3 . 仮設住宅

{公立学校敷地内の仮設住宅]

仮設住宅 は公圏 な ど公有地 を は じ め 、 民有地 ま で平坦地 を 総動員 し 約 4 万8， 000戸 を 建

設 し た が、 公立学校の敷地 内 に も 867戸が建設 さ れた。 学校設置者別 で は兵庫県 1 校39戸、

芦屋市 6 校443戸、 西宮市 6 校285戸、 川 西市 1 校100戸 が、 グ ラ ウ ン ド 、 バ レ ー ボー ル コ

ー ト 、 学習 闘 な どに 建設 さ れ た 。

(表 7 l 学校敷地内 の仮設住宅の設置状況

当初の状況 96年10月 31 口 現宅配の状況
設置者

学校数 設置戸数 学校数 設置戸数 入崎戸数 入居率

兵庫県 1 39戸 I 39戸 25戸 64. 1% 

芦屋市 6 443 6 346 166 48. 0 
西宮市 6 285 6 285 266 93. 3 
川 西市 100 1 100 66 66. 0 

合 計 14 867 14 770 52:{ 67. 9 
(兵庫県教育委員会)

96年10月 31 日 現在で、 入居戸数は兵庫県25戸、 芦屋市166戸、 西宮市266戸、 J I I 西市66戸。

平均入居率は67. 9% と な っ て い る O

4 . 避難所

{学校避難所は96年 5 月 に ほ ぼ解消 }

避難所 は被災地全域で1， 153 ヵ 所 に の ぼ り 、 何年 1 月 23 日 の ピ ー ク 時 に は約31万7， 000人
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(表 8 ) 学校施設への避難住民の状況 (1996年10月 31 日 現在 )

避 難 箇 所 数 避 難 者 数
区分

ピー ク 時 96年10月 31 日 現在 ピ ー ク 時 96年10月31 日 現在
公立 県立学校 11 ヵ 所 。 カ 所 10， 454人 。人
学校 市町立学校 神戸市立東山小 2 371 1 170， 608 

合計 382 1 181， 062 2 
* ピー ク 符は、 公立学校合計の避難者受入れが最大であっ た95年 1 月 23 日

(兵庫県教育委員会)

を 受 け入れた。 こ の う ち 公立学校に 設 け ら れた 避難所は県立学校11 ヵ 所、 市 町立学校371

ヵ 所、 合計382 ヵ 所。 ピ ー ク 時 に県立学校で 1 万454人、 市町立学校で17万608人 を 受 け入

れ、 公立学校の比率 は箇所数で33%、 避難者数で57% に の ぼっ た 。 学校以外の公共施設避

難所が解消 し で も 、 学校避難所 は95年度の新学年後 も 残 り 、 一 時 的 に は学校比率が高 ま る

こ と があ っ た。 震災が も た ら し た諸課題の う ち 、 地域社会 と 学校 と の 関係 は最大の接点の

一つ に な っ た 。

避難所の解消 は学校現場の正常化の最重要課題 だ っ たが、 95年度の新学年 開 始 を め ざ し

て半数強 ま で減 ら し 、 96年度の新学年 開 始 ま で に 順次解消 し て い っ た。 「学校 に だ け は何

と か迷惑 を か け た く な いJ と い う 被災者の気持 ち と 仮設住宅の建設が進み 、 学校環境の整

備が実現 し て い っ た。 何年 5 月 1 日 に は神戸市内 の東山小学校に 母娘の 1 世帯 2 人 を 残す

だ け と な っ た。

県立学校 は兵庫高校が96年 2 月 13 B に解消 し た 。

{小学校 に避難、 残留 2 年 3 ヵ 丹 、 訴訟 ざ た に ]

神戸市兵庫 区 の 東 山小学校で 2 年 3 ヵ 月 間 も 暮 ら し た 母娘の 2 人 は、 避 難所が解消す る

な かで、 特異 な ケ ー ス だ、 っ た 。

母娘は95年 1 月 18 日 か ら 東 山小学校 に 避難 し 、 同年 8 月 に 避難所が閉鎖 さ れた あ と も 、

l 階の生活科準備室で生活 を 続 け た 。 希望 し た市営住宅 に 当 選 し た も の の 、 移転はせず、

市側 は 何年 8 月 15 日 か ら 96年10 月 24 日 ま で合計60回 の説得、 交 渉 を 重 ね た が聞 き 入れ ら れ

ず、 12月 18 日 、 教室の 明 け 渡 し を 神戸地裁 に 提訴 し た。 97年 2 月 28 日 に 判 決があ り 、 市側

が勝訴。 3 月 24 日 に 強制執行 を 申 し 立 て た 。 4 月 7 日 の 執行当 日 を 前 に母娘 は 退去、 や っ

と 解決 し た 。

(参考文献〉

同庁た な防災教育の推進 兵庫の教育の復興を 目 指 して一一 2 年 目 の取 り 組みj 兵庫県教委 1997年 1 月 17 日
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l 第二節 震災 と 学校現場一課題と提言
大震災 を 全 く 想定 し て い な い し 、 ま し て 学校現場が被災地の芯急対策で主役 に な る な ど、

だ れ も が予想 し て い な か っ た 。 地震発生 と 同時 に 混乱 と 騒騒の極に達 し た も の の 、 学校現

場 は 避難所の 運営 に 力 を 注 ぎ な が ら 、 荒れた校舎 の 中 で授業再開へ取 り 組む と い う 圏 難 な

仕事 に 追 わ れた 。 兵庫県教委 を は じ め、 神戸市な ど各市 町教委は震災 当初 の 姿 を 詳細 に 記

録、 震災の経験 と そ れか ら 得た教訓 を 今後の教育実践 に生かそ う と し て い る O

ま た学識者 ら か ら は、 教育現場が災害時 に 果 た す役割 と 妨災機能 の 強化 に つ い て 、 さ ま

ざ ま な 提言が行 わ れ た 。 そ の 中 で は兵庫県教委の委嘱 に よ る 「防災教育検討委員会」 の提

言 は大災害時 と 学校現場の対応、 今後の教育の方向づけ を 行 っ た 特 に 重要 な も の であ る O

1 .  r震災 を 生 き てJ 記録 ・ 大震災か ら 立 ち 上がる 兵庫の教育 (兵庫

県教委) か ら

[ 大震災 に 学校は ど う 対応 し たの か]

( 1 ) 学校の管理運営 は ど の よ う に 行 わ れ た か

被災地 の 多 く の学校が避難所 と な り 、 校長 は じ め教職員 の献身 的 な 努力 に よ っ て未曾有

の危機の 回 避 に 努 め た 。 し か し 、 本来学校は教育施設 と し て つ く ら れた も の で あ り 、 災害

時の 避難所 と し て の機龍は付加的、 かつ応急 的 な も の で あ る O 避難所 の 運 営 の 主体は行政

に あ る が、 今回の例 で見 る か ぎ り 、 行政か ら の担 当 者 だ け で は対応 し き れ な か っ た。 し た

がっ て 、 大規模 な 災害発生時 に は 、 避難所の運営 に 教職員 の果たす役割 に は、 相当 の期待

が寄せ ら れ る も の と 思 わ れ る O

- 発生 時 に お け る 避難者への対応

・ 発生直後の教職 員 の 被災、 出動

・ 災害直後の児童、 生徒の 安否確認

・ 避難所運営 に お け る 教職員 の役割分担

・ 重傷者、 病 人への対応 と 救急医療

・ 避難所運営 シ ス テ ム の形成

( 2 ) 情報 を ど の よ う に 受 け取 り 、 発信 し た か

被災地の多 く の学校で は 、 地震発生直後か ら 地域住民が生命の安全 と と も に 、 よ り 多 く

の情報 を 求 め て 学校へ避難 し て き た 。 避難所 と な っ た 学校 に お い て 、 被災者が必要 と し た

情報 は 、 初期段階の被害状況や 余震 に 関 す る も の か ら 、 安否情報、 交通手段や ラ イ フ ラ イ

ン 、 仮設住宅 ま で、 生活情報へ と 時 間 の 流れ と と も に そ の 内容 も 変わ っ て い っ た 。

こ の 問 、 マ ス メ デ ィ ア の情報番組 と な ら んで、 被災地外か ら の安否確認や さ ま ざ ま な 情

報の伝達 に大 き な 力 を 発揮 し た のが、 パ ソ コ ン 通信や イ ン タ ー ネ ッ ト だ、 っ た 。 と り わ けパ
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ソ コ ン 通 信 で は 、 震災直後か ら 被災情報や義援金、 救援活動、 ボ ラ ン テ イ ア 、 入試 日 程の

変 更 な ど に 関 す る 情報の利用が多 く 、 改 め て そ の役割の大 き さ が実証 さ れ た 。

- 学校 に 関係 し た情報

- 避難所 に 関係 し た情報

- 対策本部 と 避難者の 関 の情報

( 3 ) 行政 と 学校の連携 、 本来の仕事 は後回 し

(表 9 ) 被災地域の公立学校の授業への影響

授業への影響の内容
休校数 自校で午前中 自校で 2 部 自校と他校 他校のみ 合計

1 /17 地震発生 559 
1 /18 1 日 後
1 /20 3 日後 456 
1 /21 4 日後
1 /30 13 日 後 203 
2 /  6 20 日 後 114 320 14 11 345 
2 / 8  22 B 後 104 371 19 16 406 
2 /10 24 日 後
2 /19 33 日 後 8 438 27 20 1 3  498 
2 /20 34 臼 後 7 380 25 19 13 437 
3 /  1 43 日 後 。 340 26 16 15 397 
3 /10 52 日 後 。
3 /20 62 日 後 。
4 /10 83 日 後 。
4 /24 97 日 後 。
5 / 8  111 日 後 。 5 。 3 9 
5 /19 122 日 後 。 3 。 3 1 7 
5 /29 132 日 後 。 2 。 3 I 6 
6 /12 146 B 後 。 2 。 3 6 
6 /21 155 臼 後 。 2 。 3 1 6 
9 /  1 229 日 後 。 。 。 1 I 2 
11/16 303 日 後 。 。 。 。 1 1 

全校での授業再開 日 県史学校 2 月 10 日 市町立学校 2 月 24 日
(神戸市 2 /24、 西宮市 2 /20、 芦屋市 2 /22、 尼崎市 ・ 宝塚市 ・ 伊丹市 ・ 川西市 2 / 4 )
1 /18、 1 /20の休校数は幼稚園を含まず。 空機部分は未集計
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避難者数 (避難校数)

139， 406 (338) 
156， 034 (356) 

133， 722 (366) 

117， 351 (344) 

111 ， 195 (325) 
52， 711 (304) 
47， 762 (290) 
37， 140 (256) 
30， 354 (236) 
25， 076 (187) 
21， 883 (173) 
19， 843 (166) 
17， 370 (153) 
15， 356 (144) 
1 ， 172 (55) 

291 (23) 

(兵庫県教育委員会)



従来、 学校は風水害 な どの 災害時 に 、 一時的 に 避難者 を 受け入れ る 施設 と し て位置づけ

ら れて き た 。 し たが っ て 今自 の よ う な 危機的状態 で、 長期 に わ た る 避難者の 受け入れ施設

と し て の想定は さ れて い な か っ た 。 し か し 、 震災で家 を 失 っ た 人や火災な ど の 二次災害か

ら 逃 れ よ う と す る 人た ち は、 よ り 安全 な 場所 と し て学校 を 求め た 。

学校現場 に か け つ け た教職員 は、 電気、 ガ ス 、 電話や交通機関 な どの ラ イ フ ラ イ ン が途

絶 え 、 行政か ら の指示や 関係機関 か ら の援助 を 受 け入れ ら れな い ま ま 、 避 難者への対応 に

追 わ れ、 本来の仕事であ る 児童、 生徒の安在確認や学校再開への取 り 組み は後 回 し に な っ

た 。

児童、 生徒や教職員 の安否 が よ う や く 確認で き た あ と も 、 被災の た め 出勤 で き な い職員

がい る 中 で、 避 難所 は運営 さ れ、 学校再開への取 り 組み が始 ま っ た。

- 行政 と 連絡がつ い た 時期

- 学校 と 行政の役割
. 危機管理マ ニ ュ ア ル の必要性

( 4 ) 授業再開 lこ 向 け て 。 避難所 と 共存 し な が ら

被災地で は 多 く の学校が避難所 と な っ た こ と か ら 、 震災以後、 学校 と 避難所 と の共存 を

図 り な が ら 、 教育機能の正常化 に 向 け た 努力 が重ね ら れた 。 空 き 地や 近 く の 公 園 を 利 用 し

た 青空教室、 一般企業 の会議室や他校の校舎 を 使 っ た 間借 り 授業、 午前 ・ 午後 の 2 部授業、

(表10) 神戸市立学校翻 の再開の
類型 (1995年 l 月 30 白金
市校図長会で提示)

1 . 単独再開
z . 本校舎と 仮設校舎での再開
3 . 仮設校舎のみでの再開
4 . 臨時校区 に よ る再隠
5 . 周辺校で分散 しての再開

(表11) 学習指導の類型 (1995年 1 月 30 日全市校関長会で提示)

形 式 概 要

A 学級の再編成 学年全体の学級編成
B 二部制授業 午前 ・ 午後、 学年ロ}テー シ ョ ン
C 隣接校等 と の連携分散授業 校種に こ だわ ら ない格互利用
D 校区内施設利用 学年単位 ・ 学級戦佼
E 教室 ・ 度外の併用 屋外テ ン ト 設営な ど
F 教室 ・ 特別教室な どの併用 空 き 教室 ・ 部屋の利用
G f也市 ・ 他府県施設の利用 善意の申 し入れに よ る施設利用

(神戸市教育委員会)
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短縮授業、 授業内容の変更 な ど、 あ ら ゆ る 知恵 と 工夫 を こ ら し た試みが続 け ら れた 。

被災者た ち も 子 ど も た ち に教室や グ ラ ウ ン ド を 一 日 も 早 く 返 し た い と い う 思い と 、 現実

に 立 ち 塞が る 生活 の 重 さ の狭間で揺れな が ら の苦 し い 選択 を 迫 ら れた 。 し か し 、 学校 と 被

災者 と の 間 に 培 わ れ た 強 い信頼関係 を 支 え と し て 、 避難所 と の 共存 を 目 指す模索の 日 が続

い た 。

- 分校方式、 仮設校舎
. 近 隣学校の教室共用
. 大学の 年 度末空 き 教室利用

- 青空教室
. 2 部授業、 短縮授業

( 5 ) 学校 と 避難住民 と の共生、 共存

( 6 ) 被災者 を 支 え た ボ ラ ン テ ィ ア活動

( 7 ) 再開後の学校運営

- 新学期 を 迎 え て

・ 避難所の解消

- 震災記録の編集

( 8 ) 麓災 と ス ト レ ス 、 求め ら れ る 心 の ケ ア

2 .  r神戸の教育の再生 と 創 造への歩みJ (神戸市教委) か ら

[防災の拠点施設 と し て の課題}

( 1 ) 震災の教言JII と 課題

1 ) 幼見、 児童、 生徒の安全 を 守 る

児童、 生徒が学校に い る と き 大地震が発生 し た ら 、 そ の安全 を ど う 守 る か。 そ の た め に

は、 ま ず建物 自 体の堅牢性が求め ら れ る O 校舎の耐震構造 の 強化 に は莫大 な 経費が必要で、

あ り 、 大 き な 行政課題 と な る O

ま た 、 学校 ・ 屈 に は教材、 教具 を は じ め 、 多 く の備品や設備があ る O 今関 は備品の多 く

が転鱒、 落下 し た。 そ の 中 に は金庫、 ピ ア ノ 、 テ レ ビ な ど重量物、 実験用 薬 品 な どの危険

物が含 ま れて い る O 避難経路の改善 も 望 ま れ る O 子 ど も を 守 る に は、 多 く の経費 と 技術上

の安全対策の 向 上 を 検討す る 必要があ る O

2 ) 学校閣 の 防災機能の見直 し

学校 ・ 園 に 避難 し た市民 は発生 6 日 後 の1995年 I 月 23 日 に最高の13万 人 を 超 え た。 し か

し 、 学校に は 食料、 飲料水、 医薬品 、 寝具 な ど の備え は な く 、 ラ イ フ ラ イ ン や情報伝達の

代替手段 も な か っ た 。 避難住民の60% を 常 に 学校 ・ 圏が収容 し た 。

「神戸市地域防災計画」 では多 く の学校 ・ 園 が避難所 に 指定 さ れて お り 、 「神戸市復興計
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画」 で も 学校 ・ 留 は 地域 の 重要 な 防災拠点 の 一翼 を 担 う こ と に な っ て い る O 今後は教育の

場 と 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の核 と し て の 防災機能 を 整合 さ せ ね ば な ら な い。

( 2 ) 神戸市復興計画 と 学校 ・ 閣 の防災機能

1 ) 安全都市づ く り と 学校菌

神 戸市復興計画 は 、 震災の教訓 と 体験か ら 「安全都市づ く り j を 大 き な柱のーっ と し て

ま ち づ く り を 進め 、 紡災モ デ ル都市の 実現 を め ざ し て い る O 防災生活圏 、 紡 災都市基盤、

防災マ ネ } ジ メ ン ト の 3 点 を 整備 目 標 に掲げ、 都市の安全性 と 市民生活 の 安心 を確保す る 。

こ の 中 で学校 ・ 園 は 「防災生活 圏J ( 近 隣生活 圏 、 生活文化 圏 、 区生活 圏 の 三 重構造) の

近隣生活 圏 の 地域防災拠点 と し て 重要 な伎量づけが行 わ れて い る O

し か し 、 学校 ・ 間 は本来、 教育の場であ り 、 災害時 に も 早期 に 再 開 し 、 児童、 生徒の保

護、 応急教育 に 当 た ら な け ればな ら な い。 し た が っ て 学校が一定期 間 防災拠点 に な る こ と

を 想定 し 、 そ の う え で学校が早期再 開 で き る よ う に施設、 設備の整備 を 図 ら な け れ ば な ら

な い。
(表12)

防災生活閣の設定

〔近隣生活圏]

住 ま い を 中心 に 日 常生活が営 ま れる 概ね小学校 区 を 中心 と し た 圏域 で あ り 、 住民が 主体 と な っ て

日 頃の ま ち づ く り や相互の助 け合い に よ り 災害時の さ ま ざ ま な 自 主生活が営め る 圏域務備 を め ざす。

[生活文化圏]

区役所 を 補完す る 防災支援拠点 を 各 区 に 数か所設置 し 、 こ の拠点を 中心に住民 と 行政 と の 逮携 に

よ り 近隣生活闘での生活 を 支援す る 。

支援活動 に必要な情報を 区 と 共有 し、 区 と 一体 と な り 救援物資 の 集積 ・ 各近隣生活圏への 配送、

ボ ラ ン テ イ ア 活動 の誠整、 情報の{云達 な ど を 行 う 。

[区生活問]

行政が主体 と な り 、 区役所 を 中心 に広範な救援活動 を展 開す る 。 市役所や近隣市町 を 初 め と す る

広 域 と の迷携 を 図 り な が ら 、 外部か ら の救援物資や応援の受け入れ、 さ ま ざ ま な情報の 収集 ・ 発信

な ど を 行 う O

(神戸市復興計画)

2 ) 学校 ・ 園 の 防災機能 に対す る 考 え 方

大災害 は いつ 発生す る かわ か ら な い。 今後 は施設、 設備の安全性 を 高め る と 同 時 に 、 学

校 ・ 留 に食料、 防災資材 な どの備蓄や避難所 と し て活用 で き る 多 目 的 ホ ー ル の設置、 空 き

教室の利用 を 考慮 す る 必要があ る O

ま た 、 通信 と 情報確保の た め 、 パ ソ コ ン 通 信 な ど複数の情報伝達 シ ス テ ム も 整備 し な け

れば な ら な い 。

( 3 ) 施設の耐震性の向上

. 1 964年以前 の校舎の建て 替 え

・ ブ ロ ッ ク 塀 の フ ェ ン ス 化、 生 け坦化
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- 高架水槽の廃止 (水道直圧、 受水槽加圧化)

・ 渡 り 廊下の工法改良

・ プー ル の 耐震化 (FRP、 ス テ ン レ ス プ ー ル の導入)

・ 薬 品庫、 コ ン ピ ュ ー タ ー 室の床免震

- 備 品 の転倒 防止工事

- 体育館天井の直天井化

( 4 ) 防災機能設備強化

. 備蓄倉庫の設置

・ 温水 シ ャ ワ 一 、 更衣室の設置

・ 体育館、 多 目 的 ホ } ル、 職 員 室等の コ ン セ ン ト 増 設
. 太陽光発電 の モ デル実施

- 給食室の ガス 2 系統化

- 雨水、 プー ル水、 井戸水等の利用 に よ る 雑用水の 2 系統化

・ 通信、 情報機能の確保

( 5 ) 学校の紡災体制

- 学校防災マ ニ ュ ア ル

・ 教職員 の広域応援体制

( 6 ) 学校 と 地域社会

学校 ・ 園 な どの防災拠点の機能整備 は行政が行 い 、 運営は地域住民が主体的 に 進め る こ

と に な っ て い る 。

学校 は避難所 と な っ て も 、 教育活動 は 営 み続 け ね ば な ら な い。 こ の責務 を 全 う す る た め 、

あ ら か じ め 地域住民 と の合意 を 得 て 、 必要最小 摂の教室、 管理諸室 (校長室、 職員室、 事

務室、 保健室 な ど) は避難所 と し て 使用 で き な い 旨 を 定め て お く 必要 も あ る 。

3 . 隣災教育検討委員会の提言 「兵庫の教育の復興 に 向 け て 」

95年 4 月 25 日 、 兵庫県教委の 委嘱 に よ り 「 防災教育検討委員 会J が発足。 河合隼雄国際

日 本文化研究セ ン タ ー所長 を 委員 長 に 、 徳山 明兵庫教育大学教授 (現 ・ 筒士短期大学学長)

を 副 委員 長 に 、 学識者11 入の委員 が「阪神大震災 に お け る 教育活動の記録 と 検証 を 通 し て、

その 課題 を 明 ら か に す る と と も に 、 今後の学校 に お け る 新た な 防災教育 の 在 り 方 を 構築す

る 」 こ と を 目 的 に検討 を 進 め た 。 こ の検討委員 会の発足以前 に 、 被災地の小学校 6 校、 中

学校 6 校、 盲学校 1 校、 高校 2 校 を 県教委が 「防災教育協力校j に指定 し た 。 検討結果は

「兵庫 の教育の復興 に 向 け てJ と し て 95年10月 17 日 に、 兵庫県教委へ提言 さ れた 。 「学校の

果 た す役割 と 防災機能の強化J I防災教育の充実J I心の健康管理J の 3 項 目 か ら な っ て い

る O

穂 出 明 ・ 副 委員 長 は こ の検討委員 会 を 振 り 返 っ て、 兵庫県関係者の大 き な役 目 と し て 「学
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主主災直後、 学 校 に は 多 く の 避 難者が詰め
か け た = 神 戸 市 内 の 小 学 校 ( 1995年 1 月
1 7 日 )

校 と 教職 員 が何 を し た か、 貴重な体験 を 兵庫 か ら 全国へ発信す る こ と j ま た 「防災教育 は

突発災害か ら のサ パ イ パ ルが究極の 目 標。 リ テ ラ シ ー (対応力) を 極養 し な け ればな ら な

いj と し て 、 防災教育指導員 の育成 を 重要課題 に あ げ、 教員 や地域 リ ー ダー の 中 か ら 育 て

た い と し て い る O

醐災害時 に お け る 学校が果たす役割j と 紡災機能の強化

学校施設は 、 本来、 児童、 生徒の教育活動 の た め の も の であ り 、 避難所 と し て の機能 は

付加的、 応急的 な も の であ る O し か し、 今回 の地震では、 地震の規模や被害があ ま り に も

大 き く 、 想像を は る か に超 え た も の で あ っ た た め 、 学校が避難住民 の 身の安全 と 被害状況、

安否確認、 生活情報 を 得 る 拠 り 所 と な り 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 中核 と し て 大 き な役割 を

果 た し た 。

今後、 学校が教育活動の場 と し て安全であ り 、 し か も 災害 時 に 、 緊急の 避 難所 と し て の

役割 を 果た す た め に は、 建物の耐震補強や施設の安全性の 向上 を 図 る な ど紡災機能の 強化

に 努め る こ と が大切 であ る 。 そ の 充実方策 に つ い て は、 教育活動が円滑 に 推進で き る よ う

に す る と と も に 、 学校教育施設 と し て の機能向上 に つ な が る よ う 配慮 し て い く こ と が求め

ら れ る O

( 1 ) 学校施設の防災機能の充 実

〔立地条件 と 学校施設の強化〕

学校 と 周辺 の 自 然条件や社会環境 の 諸条件 を 勘 案 し 、 災害時 に 危 険が予想 さ れ る 学校安

全性 を 再点検、 耐震性や 紡災牲の 向 上 に 努め る 。

〔設備 @ 髄品等の安全管理〕

コ ン ピ ュ ー タ ー 、 テ レ ピ、 ロ ッ カ 一 、 書棚、 書架、 薬品概 な どの転倒、 落下、 移動の 防

止。 児章、 生徒の 安全 と 避難経路 を 確保す る O
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〔 ラ イ フ ラ イ ン の確保〕

外部の救援体制が整 う ま での初期段階 に お い て 、 学校 と し て持つべ き 防災機能 の 強 化 に

努め る O 救急救命、 救援物資の搬出入ルー ト 、 ス ペ ー ス 、 食料な どの備蓄場所、 太陽光発

電 を は じ め と す る 新エ ネ ル ギ…設備 を 重点 的 に 整備す る 。 照 明 、 ポ ン プ、 通信用 電力 が 目

的で あ る 。 井戸、 耐震牲 を 強化 し た 浄化装霞っ き プー ル 、 雨 水 を 利用 し た 地下貯水槽、 学

校給食施設の耐震化、 ガ ス 供給方式の併用 化 な ど ラ イ フ ラ イ ン の確保 を め ざす。

〔憶報通信基盤の 整備〕

避難所 と な っ た 学校で は 、 被害状況や行政情報 と と も に 、 肉 親の安否確認が求め ら れた。

今後 は 災害 時 に 必要 と な る 清報の収集、 提供が正確、 迅速 に 行 わ れ る よ う 、 学校の通信基

盤 を 整備す る 。 平常時の教育 に も 、 情報教育の活用 が 図 れ る よ う 光 フ ァ イ パー に よ る ネ ッ

ト ワ ー ク を 学校間 に構築、 防災無親な ど情報通信網の多重化、 分散化 を 促進す る O

( 2 ) 災害時 に お け る 学校 の 果 た す役割

〔地域防災計画 に お け る 学校の位置づけ〕

今回 の震災で、 学校の役割や学校機能 の 屈復 に 支障 を 来 し た反省 か ら 、 県 や 各市町村 は

地域防災計画の 中 に 、 災害時の避難所 と し て の学校の あ り 方 を 考 え て お く 必要があ る O

〔避難所 と な っ た学校の役割〕

災害発生時 に 学校の 第 ・の役割は、 見童、 生徒の安全確保だが、 避難所 に な れば、 設置

運営 に協力 、 援助 が求め ら れ る O 教職員 は県や市町職員 と 調整、 町内会や 自 治会か ら な る

自 主防 災組織や ボ ラ ン テ イ ア 組織の協力 を 得 な が ら 、 避難所運営 シ ス テ ム の 早期確立 に 向

け て 尽力 す る こ と が求め ら れて い る O

〔避難所 に な っ た 学校に対す る 教育委員会の役鵠〕

学校避難所の 円滑運営 と 学校機能の早期 回復の た め、 あ ら か じめ避難所 開 設 に 当 た っ て

初期対応、 運営 の あ り 方、 自 主 防災組織、 ボ ラ ン テ イ ア組織 と の連携方法 に つ い て 、 関係

部局 と 十分な協議 を 行い、 学校の役割分担 を 明確化 し て お く 必要があ る O 地域救急救命体

制 の確立支援、 被災校舎の危険度判 定早期 実施 は 緊急、の諜題であ る O

〔学校に お け る 中枢施設の確保 と 施設の提供〕

学校 は教育 を 目 的 と す る 施設。 非常時 と い え ど も 学校機能の早期 回復が期 さ れる O こ の

た め 、 校長室、 職 員室、 保健室、 会議室 な ど管理関係諸室の 中枢施設 を 確保す る と と も に 、

施設の提供 に つ い て は、 運動場や 多 目 的 ホ ー ル な どの使用優先順位 を あ ら か じ め定め て お

く 必要があ る O 一方、 市 町 当 局 は地域に対 し、 避難所 と な る 施設や収客人数 に つ い て 、 平

素か ら 周 知徹底 を 図 っ て お か な け ればな ら な い 。

〔行政機関への移行手!輔の明確化〕

学校機能の早期 回復の た め 、 県、 市 町教育委員 会 は学校避難所の運営管 理 に つ い て行政

機関への 移行手順 を あ ら か じ め決 め て お く こ と が重要であ る 。 そ の さ い、 教育活動 の 停止

期 間 が 1 逓 間 を 超 え な い よ う 最大隈の努力 を すべ き であ る O
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( 3 ) 学校教育機能の盟復

〔応急教育実施のための措置〕

震災に よ っ て転校 を 余儀 な く さ れた克童、

生徒は 3 万人 を 超 え た。 教育委員 会 は災害時

の転校手続 き の弾力 的運用 、 精神的、 経済的

負 担の軽減 を 留 る た め 、 授業料-の免除、 奨学

金制度の活用 な どの措震 を 速や か に 講ず る 必

要があ る O

ま た、 通学路、 交通手段の確保、 教科書、

学用 品 の給付、 休校 ・ 再 開 の 決定、 授業の形

態 や 方法 に つ い て も 各学校 を 指導す る こ と が

重要であ る O

〔教育活動の場の確保〕

校舎の損壊や避難所の長期 化 に よ っ て学校

再 開 が遅れた 。 午前 中授業や 2 部授業 な どで

再 開 し た も の の 、 運動場への仮設教室設置や

体育館 な どが避難者の生活の場 と な り 、 正常

教'J主 に 児 童 の][うえ な yむ が}え っ た 。 し か し 、 先 生 に は授業の
巡れ も 74 に な る : 神 戸 市 灘 lベ ( 1995if 5 月 24 [1 ) 

な教育活動がで き な い学校 も あ る O 教育委員 会 は外部施設の借用 な ど代替施設 の確保、 避

難 の 児童、 生徒に は学校図書館 を 開放す る 措置が望 ま れる O

(教職 員 の 人的支援体制の確立〕

被災地 の 教職員 は本来の教育活動以外 に 、 避難所業務 に携 わ る こ と に な り 、 学校に 24時

間勤務体制が求め ら れた。 避難所の管理運営 は本来、 市町が責任 を 持つべ き も の だが、 救

援業務 に お け る 教職員 の リ ー ダ ー シ ッ プの大 き さ か ら 、 今後 も 指導力 や行動力 に 期待が寄

せ ら れて い る O

県や市町は教職員 が学校機能の早期 回 復 に専念で き る よ う 、 避難所運営の負担軽減解消

を 図 仏 教職員 の 人的支援体制 につ い て 、 近 隣府県や市町教委 と 相互援助協定 を 結 ぶ な ど、

あ ら か じ め検討 し て お く こ と が望 ま し い。

〔教職員 の勤務条件の整備〕

教職員 の献身的 な 救援、 支援活動や教育正常化への 熱心 な取 り 組み に対 し 、 各界か ら 大

き な 評価 を 得 た 。 避難所内 自 治組織の確立や ボ ラ ン テ イ ア の組織化 な ど、 教育活動以外の

潜在的能力 が改め て 実証 さ れ た 。 避難所の運営 シ ス テ ム が確立す る ま で、 教職員の協力、

援助 は必要不可欠だが、 避難所運営業務の負担が過重 に な ら な い よ う 、 あ ら か じ め教職員

の役割 を 明確 に し て お く と と も に、 運営業務 に従事す る 場合の勤務条件整備 を 国 と も 十分

に協議す る 必要があ る O
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〔 自 治組織確 立への支按〕

学校避難所は避難者 と の 共お を 同 り 、 円 滑 な 運営 を 進め る こ と が、 学校機能 の 回復 に と

っ て 重要で あ る 。 こ の た め 、 学校側 は避難者の 自 治組織の早期確立 を 支援す る と と も に 、

市町は避難所運営 マ ニ ュ ア ル を作成、 平素か ら 自 治会、 町 内会 を 通 じ て 、 非常時の役割分

担や リ ー ダ ー の養成 な ど、 自 主 防災組織の育成 に 努め る O

輯学校 に お け る 関災教育 の 充実

避難所 と な っ た学校は、 地震発生直後か ら 住民の受け入れや そ の対応 と と も に 、 長期 に

及ぶ施設の提依 を 余儀 な く さ れた。 こ う し た状況の 中 に あ っ て、 学校 と 避難住民 と の 共存

の あ り 万、 子 ど も た ち の学習 の遅れに対す る 指導 な ど学校教育 に 関 わ る 多 く の 諜題が山積

し た 。

今後 は 災害発生時 に お け る 管理職 と し て の危機管理の あ り 方や学校機能 の 早 期 回 復 の た

め の行政 と の役割分担 を 明時 に す る な ど、 学校に お け る 新 た な 防災体制 の 確 立 に努め る と

と も に 、 人 間 の あ り f子、 生 き ;む を 考 え さ せ る 防災教育の推進 を 闘 っ て い く こ と が肝要であ

る c こ の た め学校 ・ 家庭 ・ 地域社会が連携 し 、 そ れぞれの教育機能 を 発揮す る と と も に 、

平案か ら 地域 に も 開かれた学校づ く り を 一層推進す る こ と が求め ら れる 。

( 1 ) 学校紡災体制の整備 ・ 充実

〔校内 防災組織の整犠〕

学校 は児童、 生徒の安全確保 を 第ー と し な け ればな ら な い。 災害発生 後 は 早急に 児童、

生徒の安否 を確認 し 、 保護者への 連絡、 引 き 渡 し 方法 は あ ら か じ め検討 し て お く 必要があ

る O ま た 、 災害の種類や程度、 在校中 、 設下校中 の さ ま ざま な 場合 を 想定 し て教職員 の役

割や分掌 を 決定す る な ど、 学校の 防災体鰐の 整備充実 を 図 る と と も に教職員 の積極的参加

を 求 め る べ き であ る O

〔地域防災組織 と の連携〕

PTAや 地域住民 と 協力 し て 、 自 然条件や社会環境の特性 に 応 じ た 防災対策 を 講 じ た り 、

防災訓練 を 実施す る O 赤十字、 消拐、 警察 と 連携 し た 総合訓練 も 望 ま し い 。

[ 1坊災体制 の整備 ・ 充実 に 向 け た教育委員 会の役割〕

学校の 防災計画 の作成や見直 し に 指導、 助言す る 機会 を 設 け る と と も に 、 児葉、 生徒の

安全指導や避難訓練の あ り 方、 教職員 の役割分担 に つ い て指導、 研修 を 行 う O 大学な ど関

係機関 と 連携 し 、 避難所運営 に あ た る 「防災教育指導 員 J の 育成 を 図 る こ と も 重要であ る O

( 2 ) 新 た な 紡災教青の推進

〔安全教育の充実〕

児童、 生徒 に 命 の 大切 さ を 教 え る こ と は教育の原点であ る O 災害発生時 に 、 状況の的確

判断、 適切行動がで き る 能 力 や 態 度 を 児童、 生徒一人 ひ と り に育成 し て い く こ と が大切 で

あ る 。 平素か ら 見童、 生徒の 防災意識の啓発 に 努 め る と と も に 、 教師用危機管理マ ニ ュ ア
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ル を 作成す る O 内 容 は 定期 的 に 見宜 し 、 地域特性の対応 を 検討す る O

〔教職 員 の指導力の 向上〕

見童、 生徒の安全 を 確保 し 、 被害 を 最小 限 に と どめ る た め 、 教職員 は迅速、 適切 な 行動

を と ら ね ば な ら な い 。 こ の た め地域の 防災体制 を 熟知す る と と も に、 妨災 リ テ ラ シ ー や応

急処置能力 の 向 上 に努め る こ と が大切 で あ る O 国 や都道府県教委 も 教職員 の 資質向上 に つ

な が る 研修会の 実施 な ど、 施策の充実 を は か ら ね ばな ら な い 。

〔人間教育 と し て の 防災教育の推進〕

災害の メ カ ニ ズ ム を 学 習 す る と と も に 、 自 然の動態、 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方 を 考

え さ せ る 教育 を 推進す る な ど、 人間教育 を 原点 に 据 え た 防災教育 を 、 学校教育 計闘 の 中 に

位置づけ実施す る 。

幼児や児輩、 生徒の発達段 階 に 応 じ 、 地域性 を 生か し た 副読本や 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム

の作成、 震災体験 を 次代 に 語 り 伝 え る た め の記録編集、 家庭 と 地域 と 連携 し た 防災教育 の

効果的 な 指導内 容や方法 を構築す る た め 、 防災教育推進地 区の指定 な ど を 行 う O

( 3 ) 震 災体験 を 生 か し た教膏の推進

〔生 き る 力 を育 む〕

震災体験は 児童、 生徒が ど う 現実 を 切 り ひ ら き 、 ど う 適応 し て い く かの課題を提起 し て

い る O 被災 し た子 ど も が震災の悲 し み 、 困 難 を 乗 り 越 え 、 た く ま し く 、 心 豊 か に 生 き て い

く よ う 指導す る こ と が求め ら れて い る O

こ の た め震災体験 を 通 じ て 学ん だ助 け合 い 、 思 い や り の 心 を 杜会 に 根づかせ る 教育 を 推

進 し た り 、 豊 か な 感受性や 自 然への畏敬の念 を 育 て る な どが肝要 であ る 。

〔情報 リ テ ラ シ } の育成〕

非常時の情報連絡手段 と し て 、 パ ソ コ ン 通信 の有効性が実証 さ れた 。 情報通信 シ ス テ ム

を 有 効 に 活用 す る に は 、 平素か ら 情報機器 を 自 由 に鈍い こ な せ る 能 力 や 態 度 を 育成 し て お

か ね ば な ら な い。 教育現場への情報通信機器の整備 を 促進 し 、 マ ル チ メ デ ィ ア を 活用 し た

情報教育 の 実施や研修会の充実で、 教職員 の指導力 や情報管理能力 の 向上 を 図 る O ま た 、

地域住民 自 ら が情報 リ テ ラ シ ー を 向上 さ せ る た め の機会 の 充実 に 努め る な ど、 開かれた学

校づ く り を 推 進す る 。

( 4 ) ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

〔学校 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 教育の推進〕

今自の震災で、 関 内外か ら 130万 人 を 超す ボ ラ ン テ ィ ア が駆 け つ け 、 そ の 多種多様 な 活

動か ら ボ ラ ン テ ィ ア の重要性が改 め て 認識 さ れ た 。 今後 は学校で も ボ ラ ン テ イ ア の理念 な

ど に つ い て学 習機会 の 充 実 に 努め る と と も に 、 国籍 を 越 え て 「共 に 生 き る 」 社会づ く り に

向 け た 実践活動が 日 常的 に 行 え る よ う 、 ボ ラ ン テ イ ア 教育 の 一層 の 推進 を 図 る O

〔体験学習 と ボ ラ ン テ ィ ア 精神 の確立)

多 く の 学校が避難所 と な っ た こ と か ら 、 児童、 生徒は避難住民 と の交流や 支援 な どの体

第プミ章@教育 3 1 1  



験を 通 じ て 、 すべて の 人が助 け合い、 支 え合 っ て 生 き る こ と のす ば ら し さ や、 思 い や り の

心の大切 さ な ど、 教室で は得 ら れ な い多 く を 学 ん だ。 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方や市民

社会の基本 的 ル ー ル な ど に つ い て も 考 え る 貴重 な き っ か け と な っ た 。

県や市町教育委員 会は児童、 生徒が震災体験 に 学 び、 地域の ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 主体的

に 参加 で き る よ う 機会の充実 を 図 り 、 ボ ラ ン テ イ ア 精 神 の j函養 に 努め る 。

醒心の健康管理

大 き な 災害や悲 し み に 直面 し た 人 は表面的 に は何事 も な い よ う に 見 え て い て も 、 心の奥

底 で は傷が深 く 、 そ れが周 囲 の 人 間 関係 や社会生活の 中 で さ ま ざ ま な 形 の 障害 と な っ て現

れ る O そ れ は被災 し た児童、 生徒だ け で な く 、 不眠不休で救援活動 に携 わ っ た教職員 に も

あ て は ま る O 県や市町の教育委員 会や 関係部局 は震災後、 メ ン タ ル ケ ア を 必要 と す る 人 た

ち に対す る 相談事業や研修会 を 実施 し て き た が、 今後 も 被災 し た 児童、 生徒、 教職員 が、

生 き がい を 持 っ て 、 心豊かに 生 き て い く た め の 支援体制 の 整備 に 努め る O 長 期 的 な 視野 に

た っ た 継続 的 な 「心の ケ ア 」 を 推進す る こ と が重要で、 あ る O

( 1 ) 心 の ケ ア の充 実

〔被災児童、 生徒への心の ケ ア〕

児童、 生徒が受 け た心の傷 を 議 す た め に は 、 継続的、 かつ長期的 な 心の ケ ア が必要であ

る O 退行現象の よ う に、 そ の影響が顕著 に現れ る 場合 も あ る が、 一般 に は 、 表面的 に何事

も な い よ う に 見 え て い な が ら 、 心の傷が奥底 に残 り 、 将来の生活 に 影響 を 及 ぼす こ と があ

る O

こ う し た心的障害を 取 り 除 く た め に は、 教職員 を は じ め と し た 周 り の大人が、 子 ど も た

ち と の 温か い 関 係 を 保ち な が ら 、 子 ど も の言動 に 共感 し、 理解 に 努め る な ど カ ウ ン セ リ ン

グ 的 な 態度で支援す る こ と が必要 で、 あ る O

〔教職員への心の ケ ア 〕

被災地 の 学校で は、 教職員 自 ら が被災者であ り な が ら 、 避難所の運営業務や 、 教育活動

の正常化 に 心血 を 注い だ。 教職員 の精神的疲労 も 大 き な も のがあ っ た。 教職員 の心の健康

は、 単 に教職員 自 身 の 問題 に と ど ま ら ず、 児童、 生徒 に対す る 影響 も 大 き い こ と か ら 、 教

職員の 心の ケ ア の 支援体制 の確立 に 努め る 必要があ る O

( 2 ) 専門機関等 と の連携 シ ス テ ム の確立

児童、 生徒の心の ケ ア に つ い て は、 身近 に い て 子 ど も た ち を よ く 理解 し て い る 学級担任

や養護教諭 ら の果 た す役割が、 重要不可欠であ る O 一方、 教職員 の心の ケ ア につ い て は 同

僚や学校関係者が支援 し て い る が、 十分に対応 し き れな い ケ ー ス も あ る 。

児童、 生徒、 教職員 の 心 の ケ ア を よ り 適切 に 、 よ り 効果 的 な も の にす る に は 、 教職員 の

カ ウ ン セ リ ン グ能力 の 向 上 に 努め る と と も に 、 必要 に 応 じ て 学校に カ ウ ン セ ラ ー を 配置 し

た り 、 県や市町の教育相談セ ン タ ー 、 保健所、 精神保健福祉セ ン タ ー 、 こ こ ろ の ケ ア セ ン
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タ ー な どの専 門 機 関 と 連携 を 密 に し て お く 必要があ る O

( 3 ) 指導力 ・ 実践力 の向上

〔指導力の 向上〕

児童、 生徒 は心の傷 に よ る 心身 の 変化の 表 し 方 も さ ま ざ ま であ る た め 、 一 人 ひ と り の個

に応 じ た対応方法が必要 で あ る 。 温かい学級集団が持つ心の治療機能 も 重要 で あ る 。 こ の

た め 心が傷つ い て い る 児童、 生徒の わずか な サ イ ン を 見逃 さ ず に 対処 し た り 、 集 団 の 影響

力 を 高 め 合え る よ う な 学級経営がで き る な ど、 教職員 の心の ケ ア に 関 す る 力 量の 向上が求

め ら れて い る 。

〔指導資料の作成や研修会、 講習会の充実〕

心 の ケ ア に 関 す る 教師 の 力 量 は 、 克童、 生徒の立 ち 直 り に 重要 な ポ イ ン ト と な る O 被災

後 の 心理状態 や 行動 を 理解す る と と も に 、 PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害 ) の 予 坊 と そ

の症状に 陥 っ た 子 ど も に対 し て は 、 対応方法を 正 し く 理解 し て お く こ と が大切で、あ る O 教

職 員 が 日 常 的 に 適切 な対応 がで き る よ う に 、 具体的 な 指導方法 を 示 し た 資料の作成が急が

れ る O

ま た 、 研修会、 講官会の あ り 方 に つ い て 、 小 グ、 ル ー プ に よ る ケ ー ス ス タ デ イ の 実施 な ど、

常 に教職員 が主体的 に 取 り 組め る よ う に研修内容や方法の工夫 に 努め る 必要があ る O

( 4 ) 家庭 ・ 地域社会 と の連携の 強化

児童、 生徒がかか え る 心 の 問 題の根底 に あ る も の は 、 生徒基盤の不安定 さ に起 回 す る 場

合が多 い。 子 ど も の心の悩み の解決 に は、 家族の幹や周 期 の 人 間愛が何 に も ま し て 大切 で

あ る こ と か ら 、 家庭や地域社 会 と 連携 を 密 に し て い く こ と が肝要で、あ る O

4 .  r神戸市教育懇話会 中 間報告」

神戸市で は 95年 3 月 27 日 、 「神戸の教育再生緊急提言会議」 か ら 緊急、提言 が行 わ れ、 取

り 組 むべ き 教育課題 と し て 、 教職員への支援、 子 ど も の心の ケ ア 、 運動場、 自 習室の確保、

避難住民 と 共存 す る 学校教育、 年 間 指導計嗣 の 見直 し と 個 に 応 じ た 指導 が示 さ れた 。

神 戸市教育懇話会 (康長 ・ 水越敏行関西大学教授) は室崎議鱒神戸大学教授 ら 学識者、

保護者、 教職員 、 行政代表の23人で構成、 緊急提言 を 受 け て 中長期的 に 取 り 組 むべ き 課題

を 検討 し た。 「震災体験 を 生かす神戸の教育 の創造」 を テ ー マ に 、 学校教 育 の彼興 は 、 単

に 震災前 に 戻 す の で は な し こ れ ま で、不十分だ、 っ た も の を 補 い 、 震災の教訓 や可能性 を 新

た に取 り 入 れ よ う と い う 視点で取 り 組 ん だ。

( 1 ) 震災体験 を 生かす神戸 の教育 の 方 向

震災の実態 を 踏 ま え た 防災教育の推進

震災の教訓| を 将来の教育 に 生かす

震災で顕在化 し た新 た な 学校教育 の 可能性

( 2 ) 学校に お け る 妨災教育
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( 3 ) 震災体験 を 生 かす教育

命の大切 さ を 第ー に 、 避難所 と な っ た学校、 そ れ を 支 え た教職員 、 国 内タトか ら の ボ ラ ン

テ ィ ア の活動か ら 地域社会 と のつ な が り 、 地域防災拠点 と し ての役割 を 詳細 に 分析 し て い
る O

〈参考文献〉

『震災を生 き て 記録 大震災か ら立ち上がる兵庫の教育』 兵療県教委 1996年 1 月 17 日
『阪神 ・ 淡路大震災 神戸の教育の干写生と 創造への歩みj 神戸市教委 1996年 1 月 31 臼
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新た な 隣災教育の推進一一兵庫からの発信
震災か ら 2 年 目 に入 仏 教育現場の復!日 は 一部 を 除い て ほ ぼ順調 に はか ど り 、 地震発生

直後の混乱 と 喧騒か ら 落 ち 着 き を 取 り 戻 しつ つ あ る O 施設の復旧が進 む と と も に 、 震災の

教書1\ を 生か し た新 し い 防災教育への取 り 組み も 本格化 し た 。 元 の住居か ら 通学 で き な い児

生徒、 転校 し た ま ま の級友、 被災 し た 子 ど も た ち の心の ケ ア な ど課題は 多 く 残 さ れて

い る が、 兵庫 か ら 全 国へ発信 す る 「新た な 防災教育j の創造へ努力 が続け ら れた 。

「新た な 隣災教育j の規j点、一一人関教育

(表13) 兵庫県紡災教育推進体系図

1 

(兵庫県教育委員会)

己交

善

の

視

点

自
キ票

9 

9 

6

年

度

方言E
努歪
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災害に 強 く 、 安心 し て学ぶ こ と の で き る 魅力 あ る 学校づ く り や、 人 間 と し て の あ り 方、

生 き 方 を 考 え さ せ る 新 し い 防災教育 を 推進 し 、 全国 に発信で き る 兵庫 の教 育 の 創造的復興

に積極的 に 取 り 組ん でい く 必要があ る と 、 兵庫県教委は位置づけ て い る O

一般的 に 「防災教育」 は安全教育 の 3 領域であ る 交通安全、 生活安全、 災害安全の う ち 、

火災、 地震、 風水害な どの 災 害 に 関係す る 安全教育 を 指す こ と が多 い 。 し か し 、 兵庫県で

は従来の災害安全教育 に加 え て 、 大震災か ら 学 ん だ多 く の教訓 を 生か し 、 人 間教育の視点

に 立 っ た 広 義 の 防 災教育 を 考 え 、 こ れ を ほ関す る た め 「新た な 防災教育」 と 称 し て い る 。

し た が っ て 、 こ の新た な 防災教育 は、 災害か ら 自 ら の生命 を 守 る の に 必要 な 能力 や 態 度

を 身 に つ け た り 、 防災に 関す る 意識の高揚 を 図 っ た り す る な ど、 こ れ ま で行 われた安全教

育 の 充実 に 加 え て 、 助 け合い や ボ ラ ン テ イ ア 精神 な ど 「共生」 の心 を 育み 、 人 間 と し て の

あ り 方、 主主 き 方 を 考 え さ せ る 防災教育の 実践 を 目 指 し て い る O

2 . 兵庫県教委の96年度 防災教育の取 り 組み

( 1 ) 防災教膏推進協議会の設置

震災の教訓や 関災教育検討委員 会 (95年度設置) の提言 「兵庫 の教育 の 復興 に 向 け て」

を 踏 ま え 、 新 た な 防災教育 を どの よ う に 進 め て い く か に つ い て 具体的、 効果的 な 方策 を 探

る た め 、 学識者、 学校、 行政、 教職員 団体代表な ど14人 か ら な る 「防災教育推進協議会J

(座長 ・ 穂、山 明兵庫教育大学教授) を 設置 し た 。 学校妨災体制 の 整備、 充実や新た な 防災

教育の推進方策、 心の理解 と ケ ア の あ り 方 な ど に つ い て、 学校の取組実態、 児童、 生徒、

教職員 の意 識調査結果 な ど に基づい て 、 96年10月 17 日 「学校 に お け る 新 た な 防災教育の推

進 を め ざ し て J と 題す る 、 詳細、 多 岐 に わ た る 報告書が提出 さ れた 。

( 2 ) 紡災教背実践協 力校の設遺

被災地の小、 中 、 養護学校12校 を 指定 し た 。 学校 に お け る 紡災教育の 実践例や取組

状況 な ど を 「防災教育推進協議会j な どに 報告、 協 議 を 深 め る 一方、 地域の特性や学校の

実態 を 踏 ま え た 防災教育 の構築 を 目 指 し、 効果的 な指導内容、 方法の研究 を 進め て い る O

小学校 = 神戸 ・ 高羽、 西宮 ・ 上 ケ 原 、 芦屋 ・ 精道、 宝塚 ・ 長尾、 北淡 ・ 富 島

中学校 = 神戸 ・ 本 山、 西宮 ・ 甲 陵、 芦屋 ・ 山手、 一宮 ・ 一宮

高 校 ェ 兵産 、 芦屋南

神戸養護学校

( 3 ) 教育復興担当教員の配置

震災か ら 2 年 目 を 迎 え て も 児童、 生徒の心の傷は櫨 え ず、 ま す ま す潜在化す る 傾 向 が専

門家か ら 指摘 さ れて い る O 状況把握や心の健康相談活動の充実 を 図 る と と も に 、 教育復興

を 積極 的 に 推進す る た め 、 被災地の小、 中 学校中心に207 人 を 配置 し た 。

( 4 ) 防災教育専門推進員 の委嘱

県内全域で防災教育 を 推進す る た め 、 教育復興担当 職員 の 中 か ら 12 人 を 委嘱 し 、 県下の
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各教育事務所 な ど に 配置、 児童、 生徒、 教職員 の災害に対す る 意識調査な ど研究活動や 各

種研究会への 支援 を 行 っ て い る O

( 5 ) 防災副読本の作成

今 屈 の 地震 に 学 びな が ら 、 学校に お け る 安全教育の充実 と 生命の大切 さ や 生 き 方の 発見

に つ な が る 学習 を 継続的、 総合的 に 推進す る た め の補助教材 を 作成 し た。

教職員 ら 18人の編集委員 会 (委員 長 ・ 杉 山 明男吉備国際大学教授) が f あ す に い き る 一

一阪神 ・ 淡路大震災か ら 学ぶJ (小学校低学年 用 ) 、 「明 日 に 生 き る 阪神 ・ 淡路大震災

か ら 学ぶJ (小学校高学年用 ) 同 ( 中 学校用 ) の 副読本 3 種類 を 編集、 年 度 内 に 各学校に

配布 し た 。 幼稚 器 用 、 高校用 は97年度 に 配布 で き る よ う 編集作業 に 入 っ て い る O

( 6 ) 防災教育の教材作成 (CD-ROM化) と 研修講座

文部省 の委託 を 受 け 、 県立教育研修所が中心 と な っ て 「防災教育学習 ソ フ ト 」 を 開発、

全国発売 し た 。 「 阪神 ・ 淡路大震災 に学ぶ (資料編) J CD-ROM に は 、 写 真 や 園、 絵 な ど

約400点、 統計グ ラ フ 約 30点 、 ピ デ オ ・ 音声約 130点、 作文 ・ 文書約170点が記録 さ れて い

る O ソ フ ト は こ れ ら の資料 を デー タ ベ ー ス 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 地震発生時の家具 シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン の 3 点で構成。 児童、 生徒の 実態 に合わせて、 工夫 し な が ら 活用 で き る よ う

に し て い る O

教育研修所で何年 7 月 22、 23の 両 日 「震災 に 学ぶ 防災教育講座」 を 開講 し た。

( 7 ) ボ ラ ン テ ィ ア教青の推進

県立高校16校 (東灘、 芦屋南、 明石城西、 神崎、 古 川 | 、 志知) で、 新科 目 「 ボ ラ ン テ イ

ア 実践J を 開講 し た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 関 す る 基礎 的 な 知識 ・ 技術 を 習得 さ せ る と と も

に 、 実践 を 通 し て社会奉仕 の精神 を 養 っ た り 、 公共の福祉 と 社会の発展 に尽 く そ う と す る

意欲や態度の育成 を 図 っ て い る O

( 8 ) 社会人活用 に よ る 情報教育の推進

災害時 に お け る 情報の持つ重要性か ら 情報活用 能力 を 育 て る た め 、 教職員 ばか り で な く 、

社会人、 と り わ け シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア の協力 が得 ら れ る よ う 研究 を 始 め た 。

( 9 ) 被 災 し た子 ど も の心の理解 と ケ ア

震災で学官環境、 家庭環境が急変 し て 、 精神 的 に 不安定な 状態 に あ る 子 ど も た ち が多 く 、

そ の心の不安 を 和 ら げる た め、 専 門 医や 臨床心理士 の協力 を 得 て 、 公立学校 ・ 園教職員 を

対象 に し た 「 子 ど も の心の理解 と ケ ア研修会j を 県下 7 地区で関擢 し た。

( 1 0) 防災教腎 モ デル地域指定事業

各市町の地域防災計画の見直 し が進め ら れて い る が、 児童、 生徒の安全確保 は 、 学校、

家庭、 地域社会が一体 と な っ て 進め な け ればな ら な い 。 被災地の津名 郡北淡軒 と 被災地外

の小野市 を モ デル地域に指定、 連携 を 推進す る 防災教育の あ り 方や 防災 リ テ ラ シ ー (対応

力 ) の育成方策 を研究す る o 96年度か ら 2 年 間 の予定で取 り 組ん で い る o (神戸市、 芦屋

市で文部省 の指定 を 受 け て 同様の研究が行 わ れて い る )
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( 1 1 ) 震 災遺児健全音成事業

震災で両親 ま た は父母の い ず、れか を 失 っ た 18歳以下の児童、 生徒の修学 を 奨励 し 、 有為

な 人材 を 育成す る た め 「震災遺児等育英資金」 の給付 を 行 っ て い る O

( 1 2) 県立学校施設の防災機能の充実

( 1 3) 関連事業

- ひ ょ う ご、 つ 子悩み相談セ ン タ ー の充実

・ 海の 学校 (1反称) の計画課査

- フ ェ ニ ッ ク ス ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ー カ レ ッ ジ の 開設
. 野 島 断層 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

- 県立美栴館基本計画 の策定

3 . 今後の 防災教育の方向性

97年度の 防災教育 も 、 多 く の事業が96年度 に 引 き 続い て 実施 さ れ る こ と に な っ て い る が、

早急 に 取 り 組 ま ね ばな ら な い課題 も 多 い。

防災教育 の充実では、 副読本 な ど も 活用 し な が ら 全領域で総合的 に 取 り 組 む カ リ キ ュ ラ
(関14) 兵庫県教委の97年度防災教育推進体系 (案)

新

教

育

出

大

震

災

に

学

新 た な 紡 災 教 育 の 推 進

防災教育副読本の作成

⑧防災救脊学習用教材の開発

⑧防災関係 コ … ス (類型) の研究

ボ ラ ン テ イ ア教育の推進

社会人活用 に よ る 情報教育の推進

⑧情報通信 ネ ッ ト ワ ー ク の拡充

i坊災教育専門推進員 の設備

紡災教育研修講座の充実

ふミ

教育復興担当教員 の 配置

災得を受けた子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア 事業

災害時 に お け る 学校の果たす役割 に つ い て の検討

紡災教育モデル地域指定事業

校内防災マ ニ ュ ア ル及び組織の整備

震災遺児健全育成支援事業

県立学校施設の 防災機能の充実

ム を確立 し て い く こ と が急がれ る O 子 ど も た ち の :生 き る 力 を 育 む と と も に 、 教職員 自 ら も
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指導力 の 向上 を はか る こ と が大切で、 あ る O

専 門 知識や技街 を 身 に つ け た 防災教育推進教員 の養成、 ボ、 ラ ン テ イ ア と し て活躍で き る

ど も の育成 を 視野 に 入れた教育課程の あ り 方の研究 も 今後の課題 と な る O

心 の ケ ア で は 、 専 門家 の行 う 治療 レ ベ ル と 教職員 の レ ベ ル を は っ き り 整備 し な け ればな

ら な い 。 特 に教職員 の研修 に あ っ て は 、 事例研究 を含む体験的 な 演 習 、 ケ ア に 当 た る 臨床

心理士や専 門 医 を 学校 に 巡 回 派遣す る シ ス テ ム 、 教育事務所への ス ク } ル カ ウ ン セ ラ ー の

配置、 相談体制jの 充実が求め ら れる O

災害時 に 学校が果た す役割 に つ い て は、 地域 と 連携 し た 紡災体制 の確立ヘ ガ イ ド ラ イ ン

を 早急 に 示す こ と が求め ら れて い る O

4 .  I妨災教育実態調査J か ら

兵庫県教委は何年 5 月 、 全県の小、 中 、 高 、 養護学校246校で 、 防災教育専 門推進員 が

校長か ら 聴 き 取 り 調査 を し た。

学校防災体制 の整備拡充、 新た な 防災教育の推進、 心の理解 と ケ ア一一ーの 3 点か ら 調べ

た が、 震災が起 き て か ら の 防災教育 に 関 し た校内研修の 実施状況、 教職員 の 意識の変化、

(表15) 震 災 に よ る 教職員 の意識の変化

内 幸子

防災に関する 関心や窓
た。 (事故防止に対する意識の高 ま り )

2 学校が避難所 に な り 、 地域における学校の役割jや地域に関かれた学校づ く り の大切
さ を痛感 した。

3 避難訓練における多様な対応策の見夜 し を痛感 した。 特に火災予防だけでな く 地震
災予害対 策 も 含めて、 カ を入れて指導する よ う に な っ た。

4 ボラ ン テ イ ア活動の重要性を認識 した。 ボラ ン テ ィ ア活動に若者が活躍ーしたので、
心壊かな人間 と い う 兵庫の教育に対す る理解の深 ま り が見 ら れる 。

5 殺や兄弟を亡 く した児童生徒や、 避難所生活を余儀な く さ れている児童生徒への心
のケアの大切 さ を痛感 した。

6 生命を惑 しみ、 児主量生徒一人 ひ と り の姿を見つめ、 個 に応 じた き め織かな指導の大
切 さ を痛感 し た。

7 地震災害を念頭に置 き 、 人向教育の視点に�\J.っ た新た な 防災教育の必要性を痛感 し
たO 特に他人を思いやる心の大切 さ を指導する機会が増えt::.o

8 地震の メ カ ニズム を含めた、 自然への畏敬の念等を教える 防災教育の必要性を痛感
した。

9 災害発生時、 会教職員が一致協力 して行動する体制づ く り の大切 さ を痛感 した。
10 教職員 4人ひ と り の的確な状況判断の能力 を 向上させる こ と の大切 さ を痛感 し た。

(兵燦県教育委員会)
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(表16) 麓災 に よ る 児叢生徒の意識の変化

内 字予

1 ボラ ン テ イ ア活動の意識が芽生え、 活動に穣綴的に参加する よ う に な っ た。 ま た劫
け合いの心の大切 さ を学び、 自他への思いや り が深 く な っ た。

2 避難訓練において、 取 り 組みが真剣 に な り 、 行動が迅速化 した。
3 大自然の恐ろ し さ と 人間のはかな さ を痛感する 。 自 己を火自然の中での存従 と して

意識する よ う に な っ た。
4 物のあ り がた さ を知 り 、 大切にする よ う に な っ たO
5 地震を よ り 身近 な も の と と ら え、 地震に関心を示す よ う に な っ た。
6 自分でで き る こ と は 内分でやる と い う 自 主性が身について き たO
7 落ち着 き がな く な り 、 ち ょ っ と したこ と に も敏感に反応する よ う に な っ た。
8 震災後数ヵ Jj は不安定ながら も 努力する姿が見 ら れたが、 1 年を過ぎる と fl襟喪失

の状況が見 ら れ、 E量脱感 . ?向布製↑生が感 じ られる子 ど も も
(兵庫県教育委員会)

(表17) 学校 と し て 妨災教育の推進 で 、 今後 ど の よ う な 点 に重点 を

お い て 指導す る こ と が大切 か

内 容

学校 ・ 家庭 ・ 地域 ・ 関係機関 と の連携と 防災訓練の工夫
2 人間尊重の精神 (人間の命の大切 さ )
3 助け合い ・ 思いや り の心
4 ボラ ン テ ィ ア精神の育成
5 防災教育の年間カ リ キュ ラ ム の作成 (教育課程への位鐙づけ)
6 災害時の行動マ ニ ュ ア ルの作成 (防災対策 ・ 体制づ く り )
7 二日程ふれあい ・ 良然学校の兄院 し (体験学習の重視)
8 防災に関する能力 ・ 知識 ・ 技術の習得
9 日常における安全対策 と 安全教育
10 自然への畏敬

(兵庫県教育委員会)

児童、 生徒の 意識の変化、 今後の 防災教育 の重点の霞 き 方 な ど を 通 じ て 、 全体的 に災害 に

対す る 危機感が高 ま り 、 災害 を 身近 な も の と し て と ら え る よ う に な っ て い る O 心の ケ ア 、

ボ ラ ン テ イ ア 活 動 を 含 め 、 地域 と 一体 と な っ た 防災体制づ く り の重要性の認識が高 ま っ て

い る O
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5 .  I災害意識調査J か ら

兵庫県教委は何年 8 月 、 全県 の小、 中 、 高校247校の児童、 生徒7， 930入、 教師5， 066 人

に謂査用 紙 を 配布 、 回 答 を 得 た 。

児童、 生徒 に 対 す る 意識調査で は 、 「震災後の 生活 の 中 の 変化」 は 、 災害報道が気 に な

る 、 地震関連の テ レ ビ、 新聞 を 見 る よ う に な っ た一一の比率が高 い 。 「下級 生 に 伝 え た い

地震か ら の教訓J は命の大切 さ 、 助 け合 い の 大切 さ が圧倒的。 次い で家族や友人、 水道 ・

電気 ・ ガス の ラ イ フ ラ イ ン O ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は低か っ た 。 「や り た い 災害学習」 は 、 被

害 を 小 さ く す る 安全 な 町づ く り 、 災害か ら 身 を 守 る 方法、 災害が起 こ る 自 然 の仕組み な ど。

教師の意識調査で は 「子 ど も に 指導 し た い こ と j は思いや り 、 助 け合い の 大切 さ が圧倒

的。 「防災教育 で必要 な こ と 」 は、 各校で、 の 災害対応 マ ニ ュ ア ル作成が ト ッ プ。 次いで児

童、 生徒の 心の ケ ア に生かす事例集、 地域の 自 然や 災害 に 関 す る 教材開発、 震 災 を 記録分

析 し た 文献や ビ デ オ 資料 と な っ て い る 。 コ ン ピ ュ ー タ ー ソ フ ト の作成が最低 だ っ た の は、

活用 で き る 教師が少な い た め ら し い。

6 . 隣災教育副読本の作成一一兵庫県教委

( 1 ) 作成の ね ら い

「防災教育 は 人 間教育の 原 点 で あ る J と い う 考 え に 立 ち 、 震災体験か ら 学 ん だ こ と を 生

か し な が ら 、 学校 に お け る 防災教育 を 充実 さ せ て い く 必要があ る と い う O

児童、 生徒が災害時 に 自 ら の命 を 守 る の に 必要 な 事柄 に つ い て理解 を 深め 、 発生時 に も

的確 に行動で き る 能力 や態 度 を 育成 す る と と も に 、 生命の大切 さ 、 生 き 方 に つ な が る 学習

を 進 め る こ と が大切 と さ れて い る O

そ の た め に は震災 を 語 り 継 ぐ と と も に 、 震災の 中 で 「 どの よ う に 生 き J I どの よ う に 立

Hi 来 あ が っ た小 中 学 生 向 け の 防災副読
本 「明 日 に生 き る J ( 1997年 1 月 9 日 )
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ち 向 かお う 」 と し た のか を 見つ め 、 顕 難 に く じ け な い 強 さ を 育み、 明 日 への 夢 と 希望 を 築

か ね ばな ら な い と し て 、 見童、 生徒の発達段階 に 応 じ た指導に役立 て る も の と し て副 読本

が作成 さ れた 。

(表18) 防災教育部読本題材一覧表
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( 2 ) 編集方針

1 ) 全領域での活用

教育課程 に位置づけ て全領域で活用 で き る も の に す る O 各教科、 科 目 、 道徳、 特別活

動 の 学習 内 容 と 発達段 階 を 関 連づけ な が ら 、 安全面や災害の メ カ ニ ズ ム 、 ボ ラ ン テ イ ア 活

動、 心の教育 な どか ら 構成 し 、 新た な 防災教育 の効果的 な 実践 に 資す る O

2 ) 震災に学ぶ

震災体験 を 生か し 、 自 然への畏敬の念や家族の紳の大切 さ を 学 ばせ、 助 け合い、 思 い

や り の心 を 育 む。

3 ) 学年の枠 を 超 え た 活用

発達段 階や被災体験の違い に よ る 多様 さ に対応す る た め、 学習 内容 を 3 学年 に わ た っ

て 設定、 活用 の 幅 を 持た せ た 。

( 3 ) 副読本の構成

1 ) 人 間 と し て の あ り 方 ・ 生 き 方 に せ ま る o (生命の尊重、 人 間 と の ふ れ あ い 、 ボ ラ ン

テ ィ ア 精神 )

2 ) 自 然的、 社会的要 因 を つ かむ。 ( 自 然的事象、 社会的事象)

3 ) 今後 の 防災体制 を 考 え る o (地域の災害、 体制づ く り )

4 ) 防災行動 を と る O

( 4 ) 副読本の特徴

時 間 的経過 に 沿 っ た 題材配列 や紙面構成。 被災地外か ら も 写真、 作文、 資料 を 集め 、

絵画作品、 体験記、 新聞記事、 統計資料 な ど幅広 く 素材 を 収集 し た 。 震災後の課題 も 取 り

U-Y、 困 難 に く じ け な い姿、 希 望 を 持 っ て 生 き ょ う と す る 作文や写真 を 採用 し た 。

( 5 ) 副読本の概要

1 ) 種 類 96年 度 に小学校低学年用 、 小学校高学年用 、 中学校用 の 3 種類

2 ) タ イ ト ル 「明 日 に生 き る 阪神大震災か ら 学ぶJ

3 ) 仕 様 A 4 判 、 50ペ ー ジ前後、 カ ラ ー 印刷

兵庫県教委は計20万部 を作成、 96年 4 月 の新学期 か ら教員用 の手引 書 と と も に 、 県下全

域の小、 中 、 養護学校 に 配布 し た 。 小学校用 は各 7 万部、 中学校用 は 6 万部。 同年 1 月 17

日 か ら 3 日 間 関 かれた教育援興 シ ン ポ ジ ウ ム で、 全国 の教育関係者 に 、兵産 か ら の発信グ

と し て 配布 し た。 県内 の公立学校 に は 人数分、 私立学校 に は参考 と し て 1 学年 1 冊の配布。

※ 幼稚 園 、 高校用 は97年度に作成 さ れた 。

7 . 新 た な 防災教育の 実賎 事憐か ら

兵庫県教委が全国への発信 を め ざす 「新た な 防災教育」 は被災の有無 を 間 わず、 県下の

各学校で、 そ れぞれ工夫 を こ ら し て取 り 組みが行 わ れて い る 。

そ の 中 か ら い く つ か の 実践事慨 を拾 っ て み た 。 神戸 市立高羽小学校 は 第 6 学年で 「 自 分
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(表19) 新 た な 防災教育実践例 (神戸市立高羽小学校)

1 ) 指導計画rj (会 8 時間)
第 1 次 5 年金 の活動を振 り 返っ て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 時間
第 2 次 自分達にでき る こ と ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 時間 (本時 3 / 6 )
第 3 次 活動を振 り 返っ て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ l 時間

2 ) 本時の 目標
自分達の活動の経験や震災時の多 く の温かい支援について話 し合い、 思い
や り の心の大切 さ や、 人々 は共に支え合っ て生 き ている こ と に気づき 、 こ
れか ら の さ ま ざま な淑 り 組みに生か していこ う と する意欲を高める 。

3 ) 学習の展開

学 習 活 動 支援 (0) と評価 (・)
l 自分遥の取 り 総んだ活動について発表す 1 0なぜその活動に取 り 組 も う と 患っ たか活
る 。 1 動の経過な どについて も 鋳単に発表する 。

Oì清脅+長払封封hポ沿副�詰}討参r1活活舌舌白i
Ofl低氏f学F年に紙芝)活舌を見せるO
0仮設住宅の人に贈 り 物をする。
Oいろ い ろ なポス タ ー作 り 。
0小さ い子 と 遊ぶ。
0給食の手伝い

2 実際に活動 してみて よ か っ た こ と や、 思 1 0 よ かっ た こ と だけでな く 、 実際に う ま く
う よ う に な ら なか っ た こ と な どについて i いかなかっ た こ と や、 図 っ た こ と な ども 話
話 し合う 。 ( ど う し て う ま く いっ たのか、 l し合 う 。 ( 日 記を参考に して)
ま た、 ど う して思う よ う にいかなかっ た
か、 その理Eお も 考える 。 )

- と て も喜んで、 も ら え た。 1 0話 し合 う 中で震災持のVTRを使用 し 、
・ 満足感を得た。 1 さ ま ざま な支援についても 思い起こ しなが
. こ う い う 気持ちで取 り 組んだのが | ら考える よ う にする。
よ かっ たのかな0

・ 思 う よ う に進ま なかっ た。
- 仲間がそろ わず、計画通 り いかなか
っ た。

- 続かなかっ た。
- どう して う ま く いかなかっ たのだ
ろ う O

.ì臥かい支援を して く れた、 人達の さ ま ざ
ま な思いに気づ く こ と がで き る 。

3 2 で考えた こ と や 自分達が取 り 組んだ活 1 0今ま での話 し合い を振 り 返 り 、 自分の今
動の経験を踏 ま え、 活動を続ける上で大 i 後の取 り 組みに、 めあてを も てる よ う にす
切 な こ と は何か話 し合う 。 1 る と 共に友達の意見に も 耳を傾け、 いろ い

ろ な立場も 理解 し認め合え る よ う にする 。

達 に で き る こ と 」 が題材 に 取 り 上 げ ら れた 。 学習 の 目 標 は 「 支 え あ い J I 思 い や り 」 の 中

か ら 自 分達 に で き る こ と を 学ぶ も のo 5 年生 の と き 被災 し、 6 '年生 に な っ て か ら 、 当 時取

り 組 ん だ 「今、 自 分達 に で き る こ と 」 の活動 を も う 一度、 振 り 返っ て 実践 し よ う と い う 内

容。 全 8 時 間 の 指導計画で、 (表19) は 4 時 間 目 の 学習展 開 。 こ の 時 間 の 目 標 は 「 自 分達

の活動の経験や震災時の温かい支援 に つ い て 話 し合い、 思 い や り の心の大切 さ や 、 人 々 は

共 に 支え あ っ て 生 き て い る こ と に気づ き 、 こ れか ら の様 々 な取 り 組み に 生か し て い こ う と
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(表20) 新たな防災教育実践例 (西宮市立夙Jl I小学校)
1 ) 題材名 Ir池袋だ』 き み な ら ど う するJ
2 )  tl 襟 学校生活で地渓が起 き た と き 、 安余確保の15‘法を知 り 、 迅速に避難で き る実

践力 を養 う 。
3 ) 学習の展開

学 習 活 動 留 意 点

全校放送
今か ら 防災についての学習 を全校で始め ま す。 人の命は大切な も のです。 その命
を守る た め に どう し た ら よ いか。 今 H は地震が起 き た場合について考えてみ ま し
ょ っ

1 学校で生活 している持、 地震が起こ っ
た ら どう し た らいいで し ょ う O
- 教集 (机の 下に、 机の脚 を持つ)
・ 廊 下階段 (近 く の教室に入る か、 頭
をおおっ てすわる )

- 体育館 (体育館の中央に 上か らの落
下物がない)

- 運動場 (校liか ら離れる)
- ト イ レ (戸を開け、 すわる )
・ 理科室 (火の始末、 机の下)
共通点
・ 倒れて く る物、 かべ、 窓の側にいな

し、

- 戸を開けて出口の確保
・ あわててタトに飛び出 さ ない

2 揺れがお さ ま っ てから 、 避難す る に は
どう すればいいで し ょ う 。
①どこへ. . . . . .J選動場南側
②どの よ う に (tE しい避難の仕方)

- 防災頭巾やヘル メ ッ ト を使 う
(身の安全)
「おJ IかJ I し」 の約束
(迅速 ・ 安全に)

③連絡がない時は ど う す る か。

3 ビデオ を見て学習 した こ と を確かめ よ
う 。 (約10分放映)
. 学校で地震が起 き た時 ど う す る か
' Q&Aの ビデオ を見る

4 今日 の学資の ま と め と して次の課題を
さ せる 。
「今、 池漢が起 き ま した。 さ あ ど う す
ればいいで し ょ う 」

注 ] ス テ ッ プ 1 - 2 は20分
ス テ ッ プ 3 は全校放送約10分

- 学校生活の種々 の場所について具体的に
与え させる 。 その時、 共通点 と 特異点に
分けて考え させる 。

- ザ:if'に よ る Jfxi:及い と しては、 :f ど も た ち
の生活若手間の多い所や頻度が少な く て も
必要があ る も の を取 り 上げる。

例 低学年~教宗 ・ 廊 ド ・ ト イ レ ・ 運動場
中学年~教集 ・ 廊 下 ・ ト イ レ ・ 運動
場 ・ 体符館
高学年~会部

- 全官事所同 じ時間配分でな く 、 初め取 り 上
げた も のを重点化 し、 後は補足する な ど
の形で工夫 した展開を考える 。

- 避難場所は確認する 。

- 正 しい避難の仕方 は ど う して防災頭巾や
ヘルメ ッ ト を使う のか。

. IおJ IかJ I しJ の約束を守る こ と の大
切 さ を考え さ せる 。

- いつ も 先生の指示を 聞けばよ い と 考えて
い るう子が多いが、 放送や逮絡がないH寺は
①②に従っ て避難する こ と を知 らせる0

・ ビデオがう ま く ま と めである ので、 これ
ま での学習 を縫認する 。
J�体的に取 り 上げていない場面 も どデオ
で学習 させる 。

- 具体的な行動内容を書 く こ と に よ り 、 地
震に対する実践的な考え方を身につけさ
せる O

. 5 分程度の も の を書かせる 。

f主 2 学年に応 じ、 ス テ ッ ブ 1 の取扱い を考えてお く 。 内容が少なかっ た り 途中になっ て
も ス テ ッ プ 3 の ビデオで分か り やす く 確認で き る 。

注 3 震災後の心のケ ア を要する子が、 潜在的にいる と 考え ら れる O そのため、 各ス テ ッ
プごと に配慮 し た発問、 説明で し て く だ さ い。
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す る 意欲 を 高 め 」 と な っ て い る 。

西宮市立坑Jl I 小学校は全校で、 I W地震だJ き み な ら ど う す る j に 取 り 組 ん だ。 (表20)

目 標 は 「学校生活で地震が起 き た と き 、 安全確保の方法 を 知 り 、 迅速 に 避難で き る 実践

力 を 養 う J 。

同校で は 96年 9 月 初 日 、 保護者が児童 を 連れて安全を 確保す る 円 i き 取 り 下校訓練j も

行 っ た 。

[神戸市教委が鰻学旅行生 と 「震災交流学習J]

神戸市教委は96年 4 月 の新学年か ら 「被災地の実慣 を 知 っ て も ら い、 防 災教育 に も 役立

て よ う J と 修学旅行生の受け入れ回復 も 狙っ て 「震災学習 ・ 交流事業」 を 始め た 。

被災校の元校長 ら の講i寅 を 開 い た り 、 児童、 生徒 と 話 し合 っ た り し て 、 大震災の体験 と

学 ん だ教訓、 課題か ら 「命の大切 さ 」 や災害時 に必要 な 行動 を 学習 す る も の。 交流校の近

く の仮設住宅 も 訪 れた り し て 被災者 と 交流す る 場合 も あ る 。 こ の 試み は東急観光、 近畿 日

本 ツ ー リ ス ト 、 ]TBが 「神戸修学旅行誘致促進協議会J (会長 ・ 緒方学神 戸市助役) の 要

を 受 け て パ ン フ レ ッ ト で、全国へPR、 秋の シ ー ズ ン を 待 た ず に 、 全 国 の 小 、 中 、 高校が

神 戸 を 訪 れ る よ う に な っ た 。 2 学期 に作 ら れた パ ン フ レ ッ ト に は震災学習 を 行 っ た学校の

リ ポ ー ト 、 生徒の 感想文、 新聞報道 な ど を 取 り 上げた。

訪れた 中学校な どでの交流学習 ばか り で な く 、 仮設住宅で開 く 生 々 し い被 災体験は と く

に修学旅行生 に 強 い 印象 を 残 し た 。 中 学校 だ け で も 96年 に47校約5 ， 500人が神戸入 り し 、

広 島、 長崎での 「平和学習J と 並ぶ 「震災学習J と な っ た。

[神戸で企画 中学生院災 フ ォ ー ラ ム }

「全国 中 学生 防 災 フ ォ ー ラ ム in KOBE-災害 に つ い て と も に 考 え る J ( 同 フ ォ ー ラ ム

実行委、 神 戸市教委事務局 主催) が97年 1 月 12 日 、 神戸商工会議所 で 聞 か れ た 。 自 然災害

を 体験 し た 北海道 ・ 奥尻町、 長崎県 ・ 島原市や震災学習 で神戸 を 訪れ た 関 東、 北陸の 中 学

校な どか ら 10校 を 招 き 、 神戸市内 の被災 6 校、 計16校42人が体験 と 感想 を 語 り 合 っ た 。

神戸市内 か ら は助 け合い な が ら 復興 に 努力 し た様子 を ビ デ オ で解説、 奥尻か ら は 「震災

前 の活気が戻 っ た j 。 島 原 か ら は 「全国 か ら 温かい応援で 支 え ら れた J な どの報告が あ っ

た 。 修学旅行生か ら は 「行 っ て み な い と 分か ら な い と 思 っ た J (青梅市立西 中 ) 、 「貴重 な

体験 を 多 く の人 に伝 え た いJ (横浜市立岩崎 中 ) 、 「今 も 被災者 と 文通J (松戸市立三 中 ) な

ど さ ま ざ ま な 感想、が述べ ら れた 。

災害時 に 中学生がで き る こ と に つ い て は 「水の 出 る 場所 な ど生活情報の伝達役J I 消 火

器集めJ Iバ ケ ツ リ レ ー で の 消 火J I お 年 寄 り の 話 を 聞 く こ と J I お 年寄 り に う どん配 り J

な どの発言があ っ た。 浜松市立室井 中 か ら は 「東海地震 に備 え た い」 の声 も O

最後 に 「お 年 寄 り や 障害者の命や生活 を 守 る 技術 を 身 に つ け る 。 ボ ラ ン テ イ ア活動 に 積
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極 的 に 参加 し 、 今後 も 意見交換や文通 を 通 じ て視野 を 広 げた いJ と い う 大会宣言を ま と め 、

閉 会 し た 。

i学校 、 教職員 向 け 地震対応マ ニ ュ アルづ く り 進む }

( 1 ) 兵庫県教委 が 「地震対応 マ ニ ュ ア ル一一阪神 @ 淡路大震災 に学ぶ」

各学校で、の 防災教育マ ニ ュ ア ルづ く り に役立て て も ら お う と 、 教職員 を 対象 に し て96

年 4 月 作成 さ れ た 。 学校で地震が起 き た と き の対応、 学校再開への攻 り 組み な ど を 大震

災の経験や教訓 を も と に ま と め た 。 今 回の地震の概要、 心の ケ ア 、 避難 と 学校な ど 6 部

構成O

授業中 に 地震が発生 し た ら 、 「近 く の 窓や壁 と 反対側 に 頭 を 向 け さ せ 、 机の下 に も ぐ

ら せ る 。 杭の脚 を し っ か り 持た せ る J な ど詳 し い対応例 を 紹介 し て い る O 施設の安全点

検のチ ェ ッ ク リ ス ト 、 保護者 に児童、 生徒 を 引 き 渡す際の チ ェ ッ ク カ ー ド な ど例示 し たo

A 4 判46ペー ジ。

( 2 ) 神戸市教委 が f学校震災対応 マ ニ ュ アル作成指針J

阪神大震災 ク ラ ス を 想定 し96年 8 月 、 各学校 ・ 園 の震災マ ニ ュ ア ルづ く り 用 に作成 さ

れ た 。 地 震発生時の子 ど も の安全確保、 避難か ら 保護者の 引 き 取 り ま で を 時系列で示 し 、

心の ケ ア ま で触 れて い る 。 学校再 開 を早期 に す ま せ る こ と に も 力 点 を 置 い た 。

発生時の対応 策 で は 、 在校時 を 授業中 と 休み 時 間 、 放課後 な ど に 分け た ほ か、 校外学

習 時、 登下校時 な ど複数の状況 を 想定。 机の 下への避難時は机の脚、 プー ル授業時 は プ

ー ル の ふ ち を つ か む な ど細 か く 示 し て い る O

ま た、 保護者が児童、 生徒 を 引 き 取る 際 に 混乱が起 き な い よ う に 保護者の連絡先 の ほ

か、 引 き 取 り 入 と 場所が記入で き る カ ー ド を 事前 に作っ て お く よ う に 求め て い る o A 4  

判 70ペ ー ジ。

( 3 ) 県立高校長協会が 「学校防災 マ ニ ュ アjレj

高校長協会 の 中 に あ る 防災教育推進委員 会が97年 2 月 、 定時制 を 含 む 高校、 盲、 聾、

養護学校向 け に 防災マ ニ ュ ア ル を 発行 し た 。

マ ニ ュ ア ル は生徒、 教職員 と も 災害時の対応 を イ メ ー ジ ト レ ー ニ ン グ に お き 、 指示が

な く て も 適切 に行動す る 能力 を 培 う こ と を め ざ し て い る O 生徒 に も 役割分担 さ せ る 学校

防災組織図 、 非常用情品 リ ス ト な ど先進校の実践例 や 資料 を 豊富 に 盛 り 込 ん だ。 勤労生

徒が多 い 定時 制で は 勤務時 間 内 、 在宅時 の 災害 を 想定 し て 予 防措置や連絡方法 を 事前 に

決 め て お く こ と O 盲学校で は 常 に 声 を か け合 う こ と や 緊急連絡 カ ー ド を 常 時携帯す る な

ど、 学校や 生徒の実情に合わせ た 注意点 を 列記 し て い る o A 4 判69ペ ー ジ。
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8 . 文部省 の 学校隣災教育の考 え 方、 進 め 方

文部省 の 基本姿勢は、 ま ず学習 指導要領があ り 、 省 内 の縦割 り 組織が先行す る O 体育局

が安全教育、 初 中 局が教科、 教育助成局が施設 な どの担当。 防災教育 を 安全教育の一環 と

し て と ら え て い る O

安全教育 と し て の基本的 な 考 え 方、 狙 い は 1 ) 状況 に 応 じ て 的確 に 判 断 し 、 自 ら の 安全

を 確保す る た め行動が と れ る よ う に 2 ) 進ん で飽の人や地域の安全に役立つ 3 ) 自 然災害発

生 の メ カ ニ ズ、 ム 、 地域の 自 然環境、 防災の碁礎的事項 を 理解で き る よ う に す る一一の 3 点

と な っ て い る 。 兵庫県教委が 「新た な 防災教育」 と し て体験を 生か し 、 生命の尊 さ と 思 い

や り を 最重点 に 「総合防災教育」 と 位覆づけ て い る の と 比べ る と 、 か な り ニ ュ ア ン ス の異

な っ た も の に な っ て い る O

[文部省の防災教曹に関す る施策}

95年 1 月 17 日 に 文部省非常災害対策本部、 同 1 月 20 日 に 丈部省非常対策班、 同 2 月 に は

復興対策本部 を 設 け、 被災者救援、 当掘の学校教育活動への対応、 さ ら に 平常化、 文教施

設の復旧、 文化財の復旧 な どの対策 を 重ね た。 学校教育活動の 円滑化の た め に、 カ ウ ン セ

リ ン グ担当 教員 配置 の た め の教職員 定数の特別措置、 被災児章、 生徒の 心 の 健康管理に つ

い て 調査研究、 私立学校の復旧への対応、、 被災児童、 生徒への就学援助 の 認定弾力化 な ど

措畳が実施 さ れ た 。

防災対策 で は96年 3 月 に 、 文部省 防災業務計闘の修正 を 行い、 大規模災害へ対応。 95年

6 月 に 学校等の 妨災体制 の 充実 に 関 す る 調査研究会議 を 設壁、 第 1 次報告 (95年11 月 ) 第

2 次報告 (96年 9 月 ) を ま と め た 。 さ ら に被災 し た児童、 生徒の心の健康管理の た め の手

引 書の作成、 学生防災 ・ ボ ラ ン テ イ ア の普及啓発の た め のパ ン フ レ ッ ト の作成 も 行 っ た 。

こ の ほ か、 耐震性能の強化、 被災文教施設の応急危険度測定、 学校防災機 能 の 強化 な どの

技術的支援、 学術研究の推進 な どの施策が実施 さ れた 。

防災教育 の 充実 で は、 「防災教育推進 モ デ ル地域J の指定 (96年度か ら 2 年 間 、 神戸市、

芦屋市 な ど全国 8 市 区 町教育委員 会) を は じ め 、 97年 1 月 に 防災教育研修会の 開催 (神戸

市) 、 97年 3 月 に 防災教育指導資料案の ま と め 、 防災教育教材映画制作 な ど を 行 っ た 。

{教苦手復興 シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 }

文部省、 兵庫県教委、 神戸市教委の 3 者共懐で、 97年 1 月 16 日 か ら 3 日 間 、 神戸市内で

「防災教育 ・ 災害時の心の健康 に 関 す る 中 央研修会一一阪神 ・ 淡路大震災 2 周 年教育復興

シ ン ポ ジ ウ ム 」 が 開 か れ た 。

兵庫県教委は 防災教育の新た な 課題 を 、 1 ) 震災体験の記録 と 全国発信 2 ) 体験 を 生か し

た今後の教育 3 ) 長期化が予想 さ れ る 心 の ケ ア へ の 取 り 組み の 3 点 に 分 け 、 こ の 中 央
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(表21) 芦慶市立精道小学校防災教育全体計画

災害か ら 学ん だ も の

. 生命の尊 さ - 人隠教管への悦点 を 入 れ た 、 安全教育の充実 を 図 る 。
・ 思いや り の気持ち と 助 け合い
. あ き ら め な い強い心

(防災 リ テ ラ シ ー の育成)
・ 助 け合いの心や思いや り の心を根付かせ、 生 き る カ を 育 む 。

. 物の大切 さ
・ 自 然への関心 - 安全 な 都 市づ く り や地域の 自 然 と 災害 に つ い て 理解 を 深 め る 。

ヨ
ー
り 組 むべ き 主 な 課題 トー

( 1 ) 指導内谷の研究… …全体計苦言、 年間指導計画I作成、 指導 Hì:去の研究
(2) 心のケ ア の 充実 … ・ ア ン ケ ー ト 調台、 教育1'flJ長体制の確 立、 草壁災時 に お け る 児震の心の ケ ア お よ び教職員の心的、 人 的

ケ ア 、 教職員お よ び保護者の研修
(3) 防災体制の整備・・ 防災組織の繋錦、 避難訓練の改事号、 防災マ ニ ュ ア ルの作成
(4) 災害時 に お け る 学校 の1:t り 方、 役割 … 避難所 と し て の体制 ・ 迷党 、 学校内閣 に 向 け て の 動 き
(5) 家庭や地域 と の連携……PTA、 コ ミ ュ ニ テ イ ス ク ー ル 、 自 主防災組織 と の連携

災イヰのメ カ ニズム、
災 害の特性、 防 災
体制j 等 の 知 識 ( 原
理法則) の理解、
思 考 力 、 判 断 力 の
育成等

- 地震 を 含 む 自 然災
容の理解

生 活 ・ 理科 ・ 社会

- 復興体験の表現活
動

! 悶語 ・ 図工 ・ 音楽
家 庭 ・ 社 会 ・ 生活

- 安全 な 行動 の し か
た の理解

体育 ・ 保健体育
理科 ・ 図工 ・ 家庭
生 活 ・ 社会

成

- 健康 や 安全 に 気 を
つ け て 、 規則正 し
い 生活 を す る 。

- 生命 の 尊 さ を 知 り
生命 あ る も の を 大
切 に す る 。

- 日 々 の 生 活 が 人 々
の 支 え 合 い や 助 け
合 い で成 り 立 っ て
い る こ と に 感 謝 し
そ れ に こ た え よ う
と す る 。

- 働 く こ と の 蛍義を
潔解す る と と も に
社 会 に 奉 仕 す る 喜
ぴ を ま日 っ て 、 公共
の た め に 役 立 つ よ
う に努める

日 常 生活 に お け る
災努へ の 俄 え 、 災
害 時 の 安全確保、
お よ び状況 に 応 じ
た 的確 な 判 断、 行
動等の 実践能力 の
育成

- 児童会活動
ボ ラ ン テ ィ ア (裕
社) 活動、 防災委
員会、 防災集会等

- 学校行事
i功 災 訓 練 、 ク リ ー
ン 作 戦 、 1 . 1 7全校
集 会 、 ヨ:隠ふ れ あ
い学級、 自然学校、
キ ャ ン ブ、 安全教
室 、 途足、 健康安
全体育 的行事、 ネ士
会見学等

- 学級活動
健康安全 に 関 す る
指導
設下校安全指導
安全点検等

- ク ラ ブ活動
科学 ク ラ ブ
校 以 探検 ク ラ ブ等

必 安 に 応 じ 、 地域
と 迷携 し て 避 難 訓
練、 防災講話、 防
災 セ ン タ } 体験的
学資 な ど に よ る 防
災対応力の育成

- 防災 に 関 す る こ と
防災講話
地 域 防 災 訓 練参加
位τ�

※ 学校行事 と の 関
速で調和 を 保 つ
て

. PTA活動
家 庭 に お け る 防災
体制
学校 と の連携
防災教育 に 関 す る
研修

- コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク
ー ルi舌重b
地域防災組織の検
討
紡 災 教育 に 関 す る
研修
避 難所運営初動体

i 釘jの協力
避 難所 自 治綴織の
確11:

- 学校 と の逮携
総合避難訓練
地域の実情把握

一�
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研修室 の 報告、 講義の テ ー マ を 「学校 に お け る 防災体制、 防災教育 の 課題 と 方 向J I大規

模地震 に 対 す る 学校防災対策J I地震 に よ る 災害の危険 と 安全確保の 方法J I気象災害の危

険 と 安全確保の方法J な どに し ぼ り 込 ん だ。

兵庫県教委の近藤靖宏教育次長が [震災体験 と 学校」 を テ ー マ に 報告、 震 災直後 に被災

地 ロ ケ を 行 っ た 映画監督 の 山 田 洋次氏が「寅 さ ん に 学 ん だ こ と J と 題 し て 講演 し た 。 ま た 、

大学生、 高校生 ら も そ れぞれの震災体験 を 語 っ た 。

{芦麗市精道小学校の命 を守 り 、 助 け合いの2む を 膏て る 鮪災教曹}

文部省の 「防災教育推進モ デル 地 医J の指定 を 受 け、 96年度 か ら 取 り 組ん でい る O 従来

の安全教育 で は な く 「生 き る 力 を 育 む教育J と し て 、 年 間指導計画、 防災組織体制整備、

避難訓練な ど安全確保の 方策、 家庭、 地域 と

議会の拠点校 と し て 活動 し て い る O

を 、 芦屋市 防 災教育連絡協

自 分の 身 は 自 分で守 る 防災 リ テ ラ シ ー の養成、 災の教;\111 を 生かす な ど を 基本 に 、 96

年11月 に 、 心の ケ ア の た め に 「心 と 体の ア ン ケ } ト 調査」 実施、 97年 1 月 21 日 に は 、 10幼

稚E語、 9 小学校、 3 中学校、 1 高校が参加、 「芦屋市学校閣総合避難訓練J を 行 っ た 。 兵

庫県教委の 防 災副読本 「明 日 に 生 き る 」 の 活用 、 児童引 き 渡 し カ } ド の作成 な ど、 県教委

が提唱す る 「新た な 防災教育J の 実践が進め ら れて い る O 精道小の 防災教育全体計闘 は (表

21) 0 

(表22) 震災後 2 年 隠 の 防災教育に関す る 取 り 組み状況「一一一一一一一 一一一一一一一 i 一一

期 8 内 容

1 996年 l 月 17 日 (水)

3 月 1 8 (金)
3 月 31 日 ( 日 )
4 fJ 1 日 ( 月 )
5 月 1 日 (水)
5 月 10 8 (余)

5 fl 20 日 ( 月 )
5 月 10 E I  (金)
� 5 月 23 日 (木)

5 月 初 日 (木)
5 月 31 EJ (余)
6 月 11 8 (火)
6 月 17 日 (月 )
6 月 25 日 (火)
7 月 1 日 ( 月 )
7 月 3 日 (水)
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阪神 ・ 淡路大震災 1 周年記念教育復興シ ンポジウ ム 開催
『震災を生 き て』 大震災か ら立ち上がる兵庫の教育 発行
『池袋対応マニ ュ ア ルj 発行
f明 [1 を見つめてj 社会教育 と 奴神 ・ 淡路大震災 発行
妨災教育専門推進員の委嘱 ・ 活動開始
防災教育副読本第 1 聞編集委員会
防災教育実践協力校会議
- 協力校における災害教育への取 り 組み及び課題について協議
紡災教育制読本第 2 回編集委員会
i坊災教育実態調資実施

防災教育モデル地域指定事業打合せ会
教育復興担当教員配置校 (阪神地区) 校長会
災害ミを受けた子 ど も たちの心の現解 と ケ ア研修会 (丹有地区)
災害言を受けた子 ど も たちの心の理解 と ケ ア研修会 (阪神地区)
災害を受けた子 ど も たちの心の理解 と ケ ア研修会 (束播磨地区)
災害を受け た子 ど も たちの心の理解 と ケ ア研修会 (但潟地区)
第 l 悶防災教育推進協議会
- 学識経験者、 学校関係者、 行政及び同体関係者計14名委員の委嘱。
- 推進協議会の設置趣旨や防災教育関連施策体系、 学校の防災教育実態調査等の資
料に基づ き 、 各学校や教育委員会での児童生徒の現状や防災教育推進 ヒの課題等に



ついて窓見交換3
7 Jj 8 日 (月 災ちを受けた f ど も たちの心の湾解 と ケ ア研修会 (淡路地!玄)
7 )1 12 日 (金 防災教育副読本第 3 同編集委災会

災害答;をを 支受2を，けた 子 ど も たちの.[.、のf坪卒
8 月 1 日 (木) I 小 . ，け11げ吟ノ学戸校 「災 ま1�を受けた兇掌幻1弁f二徒の心のケ ア議座」

・ 近藤次長議話 「震災に学び生 き る)J を育む新た な防災教育の推進」
. 杉浦精神保健セ ン タ 一所長講話
- 教育復興4'11 、月教H と しての取組 と 諜Jlli--PTSDへの対応

8 月 初 日 (本 災害を受けた f ど も た ちの心の照解 と ケ ア研修会 (県立学校)
8 月 初 日 (金 第 2 [nJ防災数千f推進協議会

- 各委長か ら捻出 さ れた資料等に基づき 、 学校の防災体制の在 り 方、 紡災教育の推
進方策、 心の時解 と ケ アにおける課題等について意見交換。

9 月 2 日 (月 災害な どについての意識調変実施
� 9 月 10 日 (火) I 

9 月 5 1:3 (木 防災教育副読本第 4IflJ編集委員会
9 月 25 口 (水 第 3 回訪災教育推進協議会

- 児童生徒 と 教職Hの災�gな どについての意識調査等の資料に恭づ き 、 心のま里解 と
ケ アや防災教育の課題、 学校防災体制iの怒備等について意見交換及び意見の整理。

10月 17 日 (木) I 第 4 倒防災教育推進協滋会
・ こ れま での意見交換等を空整理 して、 報告を ま と める 0
・ 教育長に徳山座長か ら 「報告」 を提出。

1997年 1 月 16 B (木 I 96年度防災教育 ・ 災害時の心の健康に関する 中央研修会一一阪神 ・ 淡路大震災 2 周
年教育復興シ ン ポ ジ ウ ム…一開催

I 月 18 日 (土
1 月 17 日 (金 I r新た な紡災教育の推進j一一兵庫の教育の復興を 呂 指 して 2 年 目 の取 り 組み

発行

(参考文献〉

防災教育副読本 f明 日 に生 き る j (小学校低学年用 ・ 小学校高学年用 ・ 中学校用)
発行

(兵庫県教育委員会)

『新た な防災教育の推進 兵庫の教育の復興を 臼 指して 2 年 目 の取 り 組みj 兵庫県教委 1997年 l 月 17 日
f月刊 ス ポー ツ と 健康j 1997年 8 月 号

第六章@教育 33 1  



心の理解 と ケ ア 震災の後遺症
今回の震災では、 こ れ ま で に な か っ た 「心の ケ ア 」 の 問題が大 き く 取 り 上 げ ら れた 。 さ

ま ざ ま な 被害 の 中 で、 見童、 生徒は 肉体だ け で な く 、 心 に 深い傷 を 負 っ た 。 震災後 も 心の

傷 は 癒 さ れず、 強 い シ ョ ッ ク の影響は 障 害 を 生 ん で い る 。 子 ど も た ち ばか り で な く 、 教職

員 も 心の 問 題 を 抱 え 、 こ れ ら の心理的被災への理解、 実態把握 と ケ ア 、 対 策 は 、 震災か ら

の復興、 新 た な 防災教育の推進 に重要な位置 を 占 め て い る 。 兵庫県教委の調査に よ る と 、

震災 1 年半後の96年 7 月 現在、 心の ケ ア を 必要 と す る 小、 中学生 は3， 812人で、 全体の0. 7%。

小学生 の 1 ， 830人、 中学生 の 1 ， 982人が、 被災後、 不 眠や情緒不安 に 悩 むPTSD (心的外傷

後ス ト レ ス 障害) の症例 の どれか に 当 て は ま っ て い る O

1 . 児童、 生徒の心の ケ ア 兵庫県教委の基本的な考え方

想像 を 絶す る よ う な 強 い ス ト レ ス が加 わ っ た と き 、 心 身 に は正常 な 反応 と し て 、 さ ま ざ

ま な ス ト レ ス が起 こ り 得 る O 日 常生活がで き な い よ う な 状態が、 継続化、 長期化 し た と き

は、 PTSD と し て特 に ケ ア が必要で、あ る 。 ス ト レ ス 反応 の症状は、

( 1 ) 急性反応期 ( 0 3 日 ) 不眠、 食欲不振、 曜吐な ど

( 2 ) 身体症状期 ( 1 遊 間 ) 頭痛、 腹痛、 高鼠在 な ど

( 3 ) 精神症状期 ( 1 ヵ 月 間) そ う 的、 う つ 的 、 罪悪感 な ど

( 4 ) 心的外傷後 ス ト レ ス 障害 = PTSD ( 1 ヵ 月 以 降) 再体験、 感情マ ヒ 、 睡 眠障害

ス ト レ ス 反応低減の条件は、 ガ イ ド ブ ッ ク 、 ス ト レ ス の 知 識 な ど情報の提供、 相談相手

な ど支援体制 の確立があ げ ら れ る O 予備知識がな く 災害 を 体験す る と 、 ス ト レ ス レ ベ ルが
異常に 高 ま り 、 あ と か ら そ の 体験が 「何で あ っ た の かJ I ど う い う こ と が起 こ っ た の かJ

を 整理 し 、 意味づけて い く こ と で、 ス ト レ ス レ ベ ル を 低減 さ せ る こ と が可 能 に な る O ス ト

レ ス 解消 の た め に は、

( 1 ) 精神科医 に よ る 治療

( 2 ) 臨床心理士 な どに よ る 専 門 的 カ ウ ン セ リ ン グ

( 3 ) 相談相手 に よ る 人 間 的 な ふ れあ い

( 4 ) 研修 ガ イ ド ブ ッ ク な どに よ る 情報提供

な どの取 り 組み を 積極的 に 進 め ね ば な ら な い と し て い る O

兵庫県教委は 地震度後の95年 2 月 20 日 か ら 3 月 24 臼 ま で、 県教委事務局 、 阪神教育事務

所、 神戸教委事務局 の 3 ヵ 所 に相談窓口 を 設 け 、 精神科医 に よ る 専 門対応 を 行 っ た 。 相談

内容 は 、

( 1 ) こ ど も がえ り 親か ら 離れ な い 、 夜 間 に 常気 を 消 さ な い 、 指 し ゃ ぶ り 、 夜寝つ き に
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( 2 ) 心 因 的 反応 抜け毛、 し ゃ ぺ ら な く な っ た 、 チ ッ ク 症状、 食欲不振、 体重減少

( 3 ) 心身症的 夜 に な る と ジ ン マ シ ン 、 ぜん そ く 発作

( 4 ) そ の他 転校 を 嫌が る 、 幻覚 (津波が く る 、 振動があ る な ど)

な どに整理 さ れた。

2 . 兵時県教委の95年度の取 り 組み

今回 の震災で新た な 課題 と な っ た被災児童、 生徒 に対す る 心 の ケ ア 対策 と し て 、 地震発

生 の94年度か ら 「災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア 事業」 を 始 め 、 研修事業、 相

談事業、 指導資料集作成、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 配置 な ど を 進め た 。

95年 2 月 に 2 ヵ 所で 「子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会J (講師 ・ 河合隼雄氏 ら ) 、 何

年 6 月 か ら 8 月 ま で県下 7 地阪 で精神科医 ら を 講 師 に 「学校 に お け る 心の ケ ア の あ り 方等

に 関 す る 研修会J を 開 い た。

95年 4 月 か ら 県立教育研修所内 に 「 ひ ょ う ごっ 子悩み相談セ ン タ ー」 を 開 設、 相 談 を 受

け付け、 教職員研修会 を 実施、 学校に お け る 指導体制 の 充実 に努 め た 。

さ ら に 、 7 月 に は文部省 か ら 「ス ク } ル カ ウ ン セ ラ ー」 と し て神戸市 2 、 尼崎市 l 、 西

宮市 2 、 芦屋市 1 、 伊丹市 1 、 宝塚市 2 、 川 商市 2 、 明石市 1 、 北淡町 1 の 計13人の臨床

心理土 の 学校配置 を 受 け た 。

ま た 、 教職員 に対 し で も 避難所運営、 学校再 開への努力 に よ る 健康 阻害 を 図 る た め 「 メ

ン タ ルヘ ル ス ケ ア 事業」 を 実施 し た 。

指導資料 と し て は 、 何年 3 月 に f 災害 を 受 け た 子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア j ( A  4 判

99ペー ジ) を 発行 し た 。 花 田雅憲近畿大学教授 を 委員 長 と す る 、 ケ ア 指導作成委員 会 を 設

け編集 し た 。 構成 は

( 1 ) 心的 シ ョ ッ ク の4犬況

( 2 ) 具体的 な 事例 と 対応 の ポ イ ン ト

( 3 ) 教職員 の心の 問 題の事例 と 対応策

( 4 ) 心の 問題の 原因 と 対策

( 5 ) 被災の状況 と 県教育委員 会の対応

か ら な っ て お り 、 年齢関対応法、 PTSD発生の 要 因 、 な 事例紹介 と 対応方法、 子 ど

も の話 を 開 く と き は な どに つ い て 詳述、 学校現場で速やか に教職 員 が行動で き る よ う

編集 さ れた。

3 . 兵樺県教委の96年慶の取 り 組み

{教育復興担当教員の活動}

教職員 の た め の研修講座、 研修会が95年度に 引 き 続 き 実施 さ れ た が、 96年度 は 「教育復
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(表23) 教育復興担当教員の配置状況

神戸市 尼崎市 雨宮市 芦原市 宝塚市 北淡町 一宮町 言十

小学校 88 5 25 11 2 2 。 133 

中学校 30 。 15 4 2 1 53 
トー一一

計 118 5 40 15 4 3 1 186 

防災教育専門推進員 (教育事務所等) 12 

防災教育実践協力校 (小学校 5 校、 中学校 4 校) 9 

メ口込 言十 207 
(兵庫県教育委員会)

興担 当教員」 に よ る 被 災 し た児童、 生徒の心の ケ アへの取 り 組みが行 わ れ た 。

小学校 に 133入、 中学校 に 53人 な ど、 計207人が き め細 か な 対応 を 進 め た 。

( 1 ) 心の理解 と ケ ア活動

1 ) 心の ケ ア 棺談室 を 設 け 、 震災に よ る 不登校者への対応

2 ) 転校先か ら 復帰 し て く る 予定の保護者、 児童、 生徒 と の 連絡、 相談

・ 就学援助、 学校だ よ り や学年通信の 送付、 転入学事務への対応 、 学級担任の補助

3 ) 転出 し た児童、 生徒の現状確認

4 ) ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 連携、 児童、 生徒、 保護者 と の相談

5 ) 仮設住宅、 自 宅外通学者の 学校生活、 家庭生活把握

- 見童、 生徒の 自 宅へ家庭訪問

6 ) 被害 を 受 け た 児章、 生徒の実態調査、 ア ン ケ ー ト

7 ) 放課後の運動場、 図書室、 図工室、 音楽室 な ど の 開 放

8 ) 心 の ケ ア に 関 す る 研修計画 と 実施

- カ ウ ン セ リ ン グ研修会の 企画、

( 2 ) 防災教育の推進

1 ) 個 に応 じ た指導の工夫

2 ) 自 ら 学ぶ力 の育成

- 事例研修会、 教育相談参加

3 ) 各校の 実情 に);t�、 じ た 訪災教育 カ リ キ ュ ラ ム の研究 開発

4 ) 防災教育の授業研究 (指導案の検討、 教材開発、 資料整備)

5 ) 防災教育の推進 (新 し い避難訓練の計画 と 実施)

6 ) 担柾 と の 連携

7 ) コ ン ピ ュ ー タ ー の 防災 ネ ッ ト ワ ー ク の萌修へ参加

( 3 ) 紡災体制 、 安全指導、 施設、 設備の充実

1 ) 災害対応 マ ニ ュ ア ル の 検討 と 作成

2 ) 校内 防災施設、 設備の安全点検
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3 ) 学校復 旧 に 伴 う 環境整備

4 ) 震災後の復興の記録づ く り

5 ) 視察、 見学への対応

6 ) 地域の社会教育 団体や ボ ラ ン テ ィ ア 団体 と の 連絡、 調整

7 ) 地域の核 と し て の学校づ く り の推進

{ 災害 を 受 け た 児童、 生誕の心のケ ア講座}

PTSDへの 対応 を 中心 と し た 指導力 の 向 k を 関 る た め 、 県下小、 中 学校 の教育復興担当

教員 の研修講座 を 何年 8 月 に 聞 い た 。 講義 「災害時 に お け る 心の健康管理」 、 講話 「震災

に 学 び生 き る 力 を 育 む新た な 防災教育 の推進」 、 分散会 「教育復興tEIÜl 職 員 と し て の 取 り

組み と 課題」 が行わ れた。

助 言者か ら は 「子 ど も の 心 は ア ン ケ ー ト だ け で は 分 ら な いJ r震災体験 を 風化 さ せ る な

と い う が、 被災児童 ら に 必要以上 に 思 い 出 さ せ る 必要 は な いJ rPTSD は 診 断 を 精神 科 医

がす る も の だJ r生活破壊 と し て PTSD を と ら え る こ と も 必要J r教師 は心 の ケ ア の専 門 家

で は な い。 カ ウ ン セ リ ン グ は 専 門 家 に ま かせ よ う J r子 ど も の 変化 はSOSの サ イ ン だJ r 親

の カ ウ ン セ リ ン グ も 重要」 な どの ア ド バ イ ス があ っ た 。

{ 防災教育冊修言語盛]

何年 7 月 に県 立教育研修所で、 公立小、 中 、 高校、 富、 聾、 養護学校の教職員 を 対象 に

開 か れ た 。 講義 「災害時の心理 と こ こ ろ の健康管理」 の ほ か、 防災教育 に 求 め ら れ る 視点

な どの講義、 協議、 発表、 演 習 が行 わ れ た 。 心の ケ ア に 関す る 技法の演習がで き な か っ た

こ と が課題 と し て残 さ れたが、 カ ウ ン セ リ ン グ講座 を よ り 実践 的 な も の に 改善 す る こ と に

な っ た 。

[ 災害 を 受 け た子 ど も た ち の，むの理解 と ケア研鰭金]

子 ど も た ち の心への対応 と 健康管理 を 図 る た め 、 96年 6 月 か ら 8 月 ま で県下 7 会場で開

き 、 1 ， 195人が参加 し た。

{ 防災教育実態調査、 意識輯査 か ら i

96年 5 月 、 防災教育専 門推進員 が県下246校 を 訪問 し て校長か ら 聴 き 取 り 調査 を 行 っ た 。

「心の理解 と ケ ア j に つ い て は 「安心感、 信頼感 を 持た せ る 環境づ く り J を は じ め子 ど も

と の ふ れ合 い 、 校内体制 の整備 、 専 門 機 関 と の 連携 な ど、 さ ま ざ ま な 対応 が行 わ れて い る

こ と が分 っ た。

ま た 、 何年 9 月 に、 県下247校の教師5， 066人 か ら 回答があ っ た 意識調査 で は 、 「今後や

っ て み た い こ と 、 参加 し て み た い こ と 」 の ト ッ プ に 「心 の ケ ア に 関 す る 研修J があ げ ら れ、
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(表24) 災害 を 受 け た 子 ど も た ち の心の理解 と ケア研修会 (1996年)

地 区 月 日 2Z〉三、〈 場 参加人数 議 日市 等

阪 神 6 月 17口 宝塚市丘 192名 教育企画 コ ヒ ガシ
東公民館 主宰 小* 敏良

丹 有 6 月 1 1 日 丹南町立 74名 近畿大学医学部
福祉セ ン タ ー 教授 イヒ任! 雅憲

東播磨 6 月 25 B 県立嬉野台 274名 近畿大;n民とc''f:部
生涯教育セ ン タ ー 教授 花fFI 雅憲

E耳{橋熔 7 月 1 2 日 あすかホール 258;Jz， 神戸市総fT教育セ ン タ ー
主任指導 付 近藤 豊宣

但 烏 7 月 1 日 {Ilj誌地域地場 125名 千Ifiド 大学: !?('γ苦11
産業ftÆ興セ ン タ 助教授 (1瀧 貞昭

淡 路 7 月 8 日 -�'�;ç町ふる さ と 90名 臨床心甥土 井上 幸子
セ ン タ ー

県 立 8 月 29 !:J 兵庫県歯科医師 182名 こ こ ろ のケ ア セ ン タ ー
会館 精神科医 加藤 寛

メi』j i\t 1， 195名
(兵庫県教育委員会)

(表25) 心のケ ア が必要 な 児叢生徒を 指導す る 場合、 特に配慮 し てい る こ と

内 ι廿』

1 安心感 ・ 信頼感を持たせる環境づく り (ケ アが必要な児叢生徒に声掛けを積極的
にする。 教師 と 児童生徒の心のふれあい を大切にする )

2 温かい人間関係を醸成する場づ く り (友逮 と の関わ り を大切にする。 何で も 話せ
る雰防気づ く り )

3 子 ど もへの共感的理解の促進 (で き る だけ担任が商談する )
4 家庭や専門機関等 と の連携 (仮設住宅入居者及び家族の 会員を失っ た児予量生徒に

対する配慮)
5 教職員の共通埋解 (教育相談委員会作成の資料を も と に対 応)
6 校内教育相談体制の整備 (棺談 日 を設定 し、 心の悩みを相談で き る よ う にする )
7 震災を忘れさせるのではな く 、 克服 して前向 き に生 き る指導
8 PTSDについてわか り やす く 説明 し理解させる

(兵庫県教育委員会)

2 位の 「生命の尊 さ 、 助 け合い を 学ぶ活動J を 上 回 っ た 。 教師の関心の高 さ が う かがえ た 。

4 . 災害 と 心の ケ ア 事例の分類

〔 子 ど も た ち の場合〕

( 1 ) 恐怖の体験 を し て
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( 2 ) 家族や級友の死 に 直面 し て

( 3 ) ベ ッ ト の死 に 直面 し て

( 4 ) 卒業後の進路、 転校への不安

( 5 ) 生活環境、 家庭環境の異変

〔教職 員 の 場合〕

( 1 ) い の ち が失 わ れ た

( 2 ) こ こ ろ が壊 れ て い く

( 3 ) 粋が切 れ て い く

( 4 ) 教職員 も 被災者だ、 っ た

5 . も と も と は 「戦争神経症J r帰還兵症候群」

兵庫県立光風病院の塩山晃彦精神科医師 はPTSD に つ い て 、 一般に 「強い恐怖、 無力感、

戦傑 を 感 じ る よ う な 、 死や重傷 を 負 う 可能性の あ る 出来事J に 直面す る と 、 特有の心理的

反感が生 じ る と し、 も と も と は 第 1 次大戦後の イ ギ リ ス 、 第 2 次大戦後 のユ ダ ヤ民族で注

目 さ れ は じ め 、 ベ ト ナ ム 帰還兵の抱 え る 問題 と し て ア メ リ カ で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れた。 初

期 に は 「戦争神経症J I帰還兵症候群」 な ど と 呼ばれ、 も っ ぱ ら 戦争 と の 関 連 で議論 さ れ

た と 解説す る 。

80年 に ア メ リ カ 精神 医 学会が編集 し た診断碁準 マ ニ ュ ア ル に PTSD と し て 定義 さ れ、 殺

人事件や レ イ プ と い っ た柁罪行為 、 竜巻や地震 な どの 自 然災害 な ど大 き な 衝 撃 を 与 え る よ

う な 出 来事 を 経験 し た あ と に 、 同 じ よ う な 心理的反応が見 ら れ る こ と が注 目 さ れは じ め た 。

1 ) 過敏性、 興奮 し やす さ 2 ) 回避 と 感情 の マ ヒ 3 ) 再体験の 3 つ の グ ル ー プ に 分け ら れ、

再体験は思い 出 し た く も な い の に 地震 の と き の音や光景 が ま ざ ま ざ と 蘇 る O 夢 に う な さ れ

る O 再 び地震が起 こ っ た よ う に錯覚 し て 、 慌て て し ま う こ と だ と い う O 塩 山 氏 はPTSD対

策 と し て 、 ま ず、 子 ど も の言葉 に じ っ く り 耳 を 傾 け 、 そ の気持 ち を 理解 し 共感す る こ と を

あ げ る O 低学年か ら 高学年 ま で年齢に応 じ て 話 し合 う 。 一人 ひ と り の事情 に 応 じ て個別対

応 し 、 子 ど も が人 間 関係 の ぬ く も り 、 信頼感、 安心感 を も う 一度、 実感で き る よ う に な る

ま で努力 すべ き だ と し て い る O

6 .  7 ラ ッ シ ュ パ ッ ク す る 心的外傷

神戸市児意相談所 の 三 宅芳宏主幹は専 門 誌 に 震災 後 の 心 の ケ ア 問 題 を 書 き 続 け て い る

が、 そ の 中 で紹 介 さ れたPTSDの例。

IT男 は 中 学 1 年生。 自 宅が全壊 し 、 数時 間 閉 じ 込め ら れ た 。 家族は 大 き な けが も な く

全員 自 力脱出 で き た。 そ の後、 0市 に避難 し 、 8 ヵ 月 後市 内 の 仮設住宅 に 入居す る O だが

不運 に も 帰神 後数 日 に 近 く の工場が爆発炎上 し 、 何台 も の救急車や消 防車がけ た た ま し い

サ イ レ ン の音 を た て て駆 け つ け た 。 数週間 が経 っ た 頃か ら 彼 に 奇妙 な 行動 が見 ら れ る よ う
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に な っ た 。 就寝時 は普通 に パ ジ ャ マ に着替え て寝 る が、 夜中 に寝ぼけた状態で、 押 し入 れ

か ら 下着類や シ ー ツ を 取 り 出 し 、 全身 に ミ イ ラ の如 く グ ル グ ル 巻 に し て 『 く j の 字型 に な

っ て 眠 る O そ れ だ け で な く 、 悪夢 に う な さ れ る の か、 ウ ン ウ ン 捻 り 声 を あ げて い る O そ れ

が 1 ヵ 月 以上 も 続い た た め 、 母 親は さ す が に 気 味悪 く 感 じ、 『 こ れは普通 じ ゃ な い リ と

児童相談所 に 来所 し た。 よ く 開 く と 学校で も 学習意欲 を な く し、 授業 中 は 白 昼夢 に 浸 っ て

ボー と し て い る O 担任の女性教 師 に 時 々 ベ タ っ と 甘 え る か と 思 え ば、 突然 ク ラ ス メ イ ト と

些細 な こ と で大ゲ ン カ を 始め る O そ の後 の 5 ヵ 月 間、 逓 1 回 の 母子通所指導で彼 は 自 分 を

取 り 戻 し た が、 こ れな どは ま さ し く 火事が き っ か け と な っ て フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク を起 こ し 、

一時 的 に 自 分を 見失 っ た事例 と 考 え ら れ る j

(参考文献〉

『震災を生 き て 記録 大震災か らiLち上がる兵療の教育』 兵庫県教委 1996年 1 Jj 17 日
『板神 ・ 淡路大渓災 神戸の教育の再生 と創造への歩みj 神J j市教委 1996年 l 月 31 B 

f災害を受けた 子 ど も た ちの心の王理解 と ケ ア 指導資料集j 兵庫県教委 1996年 3 月 31 日
「続々 震災後の心のケアj 三宅芳宏 f月刊 少年育成j 社団法人大阪少年補導協会 1997"1三 1 月 号
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i 第五館 学生ポヲンデーイ ナ活動 一一一

今 回 の震 災では、 延べ150万 人 と も い わ れ る ボ ラ ン テ ィ ア が全国か ら 駆 け つ け て き た 。

学校避難所の 運営、 心の ケ ア 問題 と 並ん で、 大規模 な ボ ラ ン テ イ ア 活動は 阪神大震災 の特

徴的 な 体験、 教訓 と な っ た。 学校避難所は被災者収容施設の半数 を 超 え 、 ボ ラ ン テ ィ ア も

そ の40% は 全国 か ら の学生が 占 め た 。 地元か ら は高校生 も 参加、 中学生 の 姿 も み ら れた 。

震災は教育界 と 深いつ な が り を 持つ こ と を 今回 ほ ど思 い 知 ら さ れた こ と は な か っ た。 震災

体験 を 生かす新た な 妨災教育の けI で の位置づけ、 学生 ボ ラ ン テ ィ ア の 育成、 活動の推進が

大 き な 課題 と な っ て い る 。

し 学生 ボ ラ ン テ ィ ア 活動の推進

龍 山 明兵庫教育大学教授 は 、 1995年 に 兵庫 県教委の 防災教育検討委員会副委員長、 96年

に 防災教育推進協議会座長 を 務め て い る ほ か、 文部省 の学生 ボ ラ ン テ ィ ア 啓発のハ ン ド ブ

ッ ク 作成 を 指導す る な ど、 震災直後か ら 新 し い 防災教育 の推進に活躍 し て い る O

学生の被災地 ボ ラ ン テ イ ア 参加 に つ い て、 徳、出教授 は 「地元の学生 た ち は 地震当 日 、 夜

が明 け る と 同 時 に 寮 の 同僚、 ク ラ ブ、 サ ー ク ル の仲 間 と 連れだ っ て 、 倒壊家屋下か ら 人 々

を 救い 出 し 、 応急手当 て を 施 し 、 病 院や避難所へ送 り 崩 け た 。 水や食料 を 運 び、 避難所の

運営 に 手 を 貸 し た。 学生 た ち は 初 め て 人 の 死 に 直面 し 、 人 を救 い 出 し た こ と に 感動 を 覚 え

た 。 生 き る こ と の大切 さ を 実感 し た 。 助 け合 い の 大切 さ を 学んだJ と 学生 の 初期 出動 を 評

価 し 、 「 こ う し た活動が続 く 避難所運営 を 支 え る 大 き な 原動力 と な り 、 悲惨 な 被災地 の 中

で、 多 く の 人 々 を 勇 気づけ た こ と かJ と 学生 ボ ラ ン テ ィ ア の 意義 を 力 説す る O

神戸商船大学 白 鶴寮 自 治会 は 、 地震痕後か ら 大学周辺の被災地 に 対 し、 組織力 を 生か し

(表26) ボ ラ ン テ ィ ア活動者数の推移

期 間

1 /17一一一 2 /1 7
2 /18- 3 /16 
3 /17-� 4 / 3  
4 / 4  4 /18 
4 /19 - 5 /21 
5 /21 ��-� 6 /16 

避難所

12， 000 
8， 500 
4， 600 
1 ， 600 

750 
390 

1 日平均ボラ ン テ イ ア活動人数
物資の搬入、 炊 き 11:\ し準備
搬出 地域活動等

3， 700 4， 300 
1 ， 500 4， 000 

400 2， 000 
100 1， 000 
10 340 
310 

言十

20， 00 
14， 000 
7， 000 
2， 700 
1 ， 100 

上 700 

(人)

期 間 服
ボラ ン テ イ ア 累計

活動数

620， 000 620， 000 
378， 000 998， 000 
126， 000 1， 124， 000 
40， 500 1 ， 164， 500 
36， 300 1， 200， 800 
18， 900 1， 219， 700 

(兵庫県福祉部)
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数援物 資 の 仕分け に 忙 し い "1: 生 ボ ラ ン テ
イ ア 衿 i q!í内 ( 1995年 2 月 6 日 )

て積秘的救援活動 を 行い、 95年 9 月 、 防災功労者 と し て 内 閣 総理大臣表彰 を 受 け た 。

延べ150万人 と も い わ れ る ボ ラ ン テ ィ ア の実際の 人数の把握 は不可能 だが、 95年 2 月 の

ピ ー ク 時 に は 1 日 2 万 人 に 達 し た と さ れ る O 兵庫県福祉部の調べでは年齢別 に み る と 、 20

歳未満23. 2%、 20歳代50. 5% と 若者が全体の 3 分 の 2 に 近 い 圧 倒 的 多 数。 次 い で30歳代

10. 1%、 40歳代9. 1%、 50歳以上7. 1%。 神戸市教育委員 会 の 調べで は 、 所属分類で、 学生が

42. 4% と ト ッ プ を 占 め た 。 次い で職域派遣、 各種団体がそ れぞれ17 . 4%、 地域住民が22. 8%

だ、 っ た 。 大多数が若者、 そ れ も 学生 た ち と い う の が今回 の 地震の ボ ラ ン テ イ ア の特徴で も

あ っ た 。

活動の 内容 は 、 食料、 日 用 品 の 配給、 食事の炊 き 出 し 、 清掃、 入浴、 な ど 日 常生活のす

べて に 関 わ る が、 避難者名 簿作成、 避難所だ よ り 、 メ ン タ ル ケ ア 、 子 ど も の保育、 遊 び、相

な ど、 従来の災害で は あ ま り な か っ た活動がみ ら れた 。 ま た 、 パ ソ コ ン 通信 に よ る 情報

収集、 連 絡 な ど新 し い手法 も 特徴 と な っ た 。

学生 は 医 ・ 薬学系が医療、 看護手伝い、 救護薬 品 の分類、 仕分け。 工学系が被災建物 の

危険度判 定。 語学系 は外国 人支援通訳。 教育系 は教材、 教具の仕分け、 保育、 心の ケ ア

な ど専 門 や特技 を 生 か し た活動 も 行 っ た。

学生の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は 、 復旧、 復興が進 む に つ れて 、 震災直後の よ う な 熱気 は 見 ら

れ な い 。 徳、 山 教授 は 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は災害時 だ け の も の で は な い。 社 会福祉、 医療、

保健、 文化、 ス ポ ー ツ 、 趣味の分野、 自 然環境の保護、 防災分野、 博物館、 美術館での学

習 支援、 国際交流、 協力活動 な ど学生が活躍で き る 分野 は広範で あ る O 支援 を 待 っ て い る

人 々 が大勢い る の と 同時 に 、 自 分に 出 来 る こ と は た く さ んあ る J と 活動 フ ィ ー ル ド の拡大

を提唱す る 。

「 こ れか ら の社会 は 助 け合い の社会。 瓦 い に 貢献 し あ っ て み ん な が住 み や す い社会 に す

る 。 こ れが こ れか ら の生涯学習社会の あ り 方 に な る 。 助 け を 待つ 人 は 日 本だ け で な く 、 外
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国 に も 大勢い る O 学生諸君 は ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 海外に も 広 げて ほ し いJ と 視野 を 世界規

模 に す る こ と を 期待 し て い る 。

{学生向 け 防災 ・ ボラ ン テ ィ アハ ン ド ブ ッ ク }

97年 3 月 、 文部省 の委託 を 受 け て 、 学生 向 け のハ ン ド ブ ッ ク が作 ら れ、 全 国 の 大学 に 配

布 さ れた 。 学生の エ ネ ル ギ ー が今回 の震災で どの よ う に爆発 し た か、 そ の 活躍ぶ り を 知 ら

せ、 学生が 自 ら 進ん で ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 参加す る よ う 呼びか け、 推進 を 図 る のが狙いo

A 4 判 、 本文24ペ ー ジ。

徳 山 明兵庫教育大学教授 を 委 u 長 に 「阪神 ・ 淡路大震災に学ぶ 学生の た め の防災 ・ ボ

ラ ン テ ィ ア ハ ン ド ブ ッ ク J の作成委 員 会が設け ら れ、 兵庫教育大、 神戸大、 神 戸商船大、

神 戸商科大、 武庫川 女子大、 神 〆 親和 女 子 大 な どの教授、 助教授、 講師 ら が企画、 編 集 に

当 た っ た 0

・ い ま で も で き る こ と (防 災 リ テ ラ シ ー を 育 む)

- そ の と き ど う し た か (大震災の時系列 を 振 り 返 る )

- そ の と き で き る こ と (災害 ボ ラ ン テ イ ア 活動への参加)

・ こ れか ら で き る こ と ( ボ ラ ン テ イ ア活動の広が り )

の 4 部 に 分 け て 、 地震その も の と 防災、 ボ ラ ン テ イ ア 活動呼びか け を カ ラ フ ル な レ イ ア

ウ ト で、 視覚か ら も 理解 し やす い よ う に 工夫、 膨大 な 項 目 をコ ン パ ク ト に記述 し て い る O

ま た、 大震災か ら f生命の尊 さ J I助 け合いの大事 さ J を 学び、 「地震そ の も の」 に 揺 れ、

地盤、 災害発生 の メ カ ニ ズ ム 、 被害、 豪雨、 豪雪災害。 「防災j と し て 家屋 内外の 防災対

策、 非常持 ち 出 し 品 、 地域の 自 主防災対策 な ど を と り あ げ、 災害 と 防災が総合 的 に 理解で

き る よ う に し で あ る O

ボ ラ ン テ イ ア 活動への参加呼びか け で は 、 阪神大震災の時系列 を 、 何年 8 月 の避難所開

ボ ラ ン テ ィ ア の リ ー ダ 】 と し て 官 践 す る
神 戸 鷹取 中 の 先 生 = 神 戸 市 内 仮 設 ( 1995
年 7 月 26 日 )
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鎖、 向 9 月 の 販神 高速道路復旧 ま で を 振 り 返 り 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動の 内容 を 具体的 に解説

し た 。 3 ペ ー ジ分の見聞 き ワ イ ド紙面 と 1 ペー ジ の 表 を フ ル カ ラ ー 、 写真、 国 表で構成 し 、

- 応急対応期 ( 1 週間)

- 応急、復旧期 ( 2 3 ヵ 月 )

・ 短期復旧期 (半年)

(表27) 大震災 の持系列 と ボ ラ ン テ ィ ア活動

地震発生

緊
dメ，t:!ョr戸，、

対
応
共E

応

急、

復

i日

期

支ぜ
JYJ 
復
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期j
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f反
興
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状 J兄

外部か ら の支援がほ と ん どな く 、
行政の機能 も 停止

救援の遅れで避難所大混乱

住民の 自助、 近隣の効け合いが多 く の生命を
救 う

1 週間

行政が機能 しは じめ、 物資供給が安定化
避難所の運営システム繋いは じめる

2 � 3 ヵ 月

行政の復旧への対応本格化

ラ イ フ ラ イ ン おおむね彼J[ l

仮設住宅i主投進む 、 避難所閉鎖

半年

'�{久復興住宅述設進む

すで[KJ的な 1m心薄れ、
ボラ ン テ ィ ア 支援 も 減少

ボラ ン テ ィ ア1古動
数命ま正助
地点ザソ;ごのì7îßIf
-倒壊家保か ら の救出
.避難所開設業務をサポー ト
-医療、 お護系学生は技術を活か し て医師 ・ 看

護婦を見A�ミ

被災地外か ら の組織的支援は じ ま る
近隣のボラ ン テ ィ ア集ま り は じめ る
ボラ ン テ イ ア活動ピー ク に
避難所支援
4tH:期滞在ZEiの個人ボラ ン テ イ ア増え る
. さ ま ざま なボ、ラ ン テ ィ ア団体が組織的に活動

学生の王手門分野を活か した活動
-医療 ・ 看護手伝い、 救援医薬品の分類 ・ 仕分

け、 被災建物危険度判定、 通訳、 教材 ・ 教具
仕分け、 保育な ど

.サー ク ルを " 1-'心に リ ー ダー、 コ ーデ イ ネー タ
…の 目 覚ま しい活躍

ラ イ フ ラ イ ン順次復旧、
避難生活長刻化に と も な う ニー ズの変化
仮設住宅でのボ、ラ ン テ ィ ア活動
n 良 之;綬
新た なニーズ
.引 っ 越 し と コ ミ ュニテ ィ ーづく り 支援
-孤独死防止、 話 し相手、 心のケ ア
.ふれあい喫茶

i主 h か ら のボラ ン テ ィ ア撤収は じ ま る
新設11 定 での コ ミ ュニ テ ィ ー支援

. コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ自治会づ く り
4ti主動会、 コ ンサー ト な どの支援イ ベ ン ト 開催

!�r-D齢{iの孤独死I特加、
被災地外への避難者の疎外感あ り 、
今後長期総絞的な心のケアが必要
(7:せ のための防災 ・ ボラ ンテ イ アハ ン ド ブ ッ ク )



- 長期復旧期

の 4 つ の 時期 に分け、 行政の対応、 避難所の状況、 ラ イ フ ラ イ ン な どの 復 旧 に合わせ、

ボ ラ ン テ イ ア 活動 も 、 救命救助、 避難所支援、 仮設住宅での活動、 自 主支援、 新設住宅で

の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 支援 と 、 変化 し た様子がひ と 目 で分か る よ う に編集 さ れ た 。

ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 支 え る 重要 な役割 を 「 コ ー デ イ ネ ー タ ー」 が果 た し、 ボ ラ ン テ ィ ア 、

大学、 他の ボ ラ ン テ イ ア組織、 行政機関、 被災者の 中 で、 リ ー ダ } と な る 必要があ る が、

大規模災害 の 今回 は コ ー デ ィ ネ ー タ ー の立 ち 遅れ も 指摘 さ れ、 反省点 と し て 盛 り 込 ま れ た 。

ま た 、 災害時の大学が果 た すべ き 役割 も と り あ げた 。

ボ ラ ン テ ィ ア 参加 の心が ま え 、 準備、 災害時以外の さ ま ざ ま な活動の分野の紹介、 海外

へ視野 を ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動の広が り に も ふ れ て い る O

「生か さ れた 大震災の教訓l J で は 、 97年 1 月 の ロ シ ア の タ ン カ - I ナ ホ ト カ 号j の沈没

に よ る 日 本海沿岸への重油流出事故で、 学生た ち が イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 素早 く ホ ー ム ペ ー

ジ を 立 ち 上 げ、 重油災害 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー も 組織 的 に 迅速 に 活動 を は じ め た。 こ れ は

販神大震災での ボ ラ ン テ イ ア 経験 を 生か し た 行動だ、 っ たーーと し て い る O

[兵嘩操学生ボ ラ ン テ ィ ア協議会に震災委員会}

兵庫県学生 ボ ラ ン テ イ ア協議会は被災地での今後の活動の あ り 方 を 考 え る た め 「震災 ボ

ラ ン テ ィ ア 委 員 会J を 結成 し た。 仮設住宅 な どで活動す る 学生 ボ ラ ン テ イ ア ら の情報交換、

交流 を 目 的 に 、 月 1 回 程度、 講演会や交流会 を 開 く 。 96年11 月 16 日 に 初 の 勉 強 会 を 聞 き 、

「阪神 高齢者障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 世話人 の 黒 田 裕子看護婦か ら 被災者支援、 仮設住

宅の ケ ア に つ い て講演 を 開 い た 。

[京都に学生ボ ラ ン テ ィ ア協議会発足]

阪神大震災で ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を し た京都 の大学生が何年 4 月 に 「 き ょ う と 学生 ボ ラ ン

テ イ ア 協議会j を 旗揚 げ し た。 大震災では全国 レ ベ ル の 「阪神大震災学生ボ ラ ン テ ィ ア 連

絡会議J が組織 さ れたが、 95年10月 に 活動 を 休止 し た 。 立命館大、 京都大 な ど 6 大学 の学

生30人が集 ま り 、 学生 ボ ラ ン テ イ ア の継承、 発展 を め ざ し て被災地以外で初 め て組織 を作

っ た 。

{聖和大学大学課生の震災調査が海外で反響}

聖和大学の大学院生 ら は震 災 寵 後 に 「子 ど も 支援 ボ ラ ン テ ィ ア J (22人) を 組織、 神 戸

市長 田 区、 灘 区 の公立保育所の震災対応 を調べ 「阪神大震災に お け る 乳幼児保育 巡 回

ボ ラ ン テ ィ ア と 保育所 に 関す る 調査j の論文 を ま と め た 。 95年夏、 カ ラ ー 写真 を 加 え て 英

訳 し 、 横浜市 で 関 かれた世 界幼児教育機構(OMEP) 佐界大会で配布 し た 。 こ れ を OMEP ス

イ ス 委員 会が独語 と 仏語に 翻訳、 月 刊誌 に 掲載 し て 国 内 で配布、 96年 7 月 に OMEP世界理
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事会 ( メ キ シ コ ) で紹介、 同 8 月 に はOMEP ア ジ ア ・ 太平洋地域会議 (バ ン コ ク ) で論文

の概要がニ ュ ー ス レ タ ー で紹 介 さ れた。

2 . 兵庫県立高校で ボ ラ ン テ ィ ア 実践授業

兵康県教委は新た な 防災教育推進の一環 と し て 何年 4 月 の新学年か ら 県 立 6 高校で 「ボ

ラ ン テ ィ ア 実践J を 普通科の授業 に取 り 入れた。 東灘、 芦屋南、 明石城西、 古 川 、 神崎、

志知の 6 高校で、 2 年生 ま た は 3 年生の選択科 目 と し て 週 2 時間 の授業。 カ リ キ ュ ラ ム は

各校が独 自 の ア イ デ ア で組 ん だ。

東灘高校で は、 3 年生10人が、 毎月 2 回、 手話講習 を 受 け 、 聾学校 と 交流 会 も 開 く O 車

イ ス の操作や体験学習 な ど。

神 崎高校で は40人が応募 し た が、 2 年生20人 に 絞 り 、 人工呼吸や心臓マ ッ サ ー ジ な どの

普通救命講習 、 けがの応急手 当 て 法 も 学ぶ。

明石城西高校で は 3 年生22人が保育所 と の 交流、 福祉施設での給食サ ー ピ ス を 行 う O

古川高校は 3 年生、 志知高校 は 2 年生、 芦屋南高校は 3 年生が同様の 実践学習 を 行 う O

県教委 は こ の 実践授業で ボ ラ ン テ イ ア 活動の基礎的 な 知 識、 技術 を 習 得す る と と も に 、

実践 を 通 じ て社会奉仕、 助 け合い の精神 を 養い、 公共の福祉、 社会の発展 に 尽 く す意欲を

育 て る O

〈参考文献)
f月刊 スポ… ツ と 健康j 1997年 8 月 号

f震災を生 き て 記録 大震災か ら立ち上がる兵庫の教育j 兵康県教委 1996年 1 月 17 11

f阪神 ・ 淡路大震災 神戸教育の再生 と創造の歩みj 神戸市教委 1996年 1 月 3H l

『阪神 ・ 淡路大震災に学ぶ 学生のための防災 ・ ボラ ン テ イ アハ ン ドブ ッ ク j [fiJハ ン ドブ ッ ク 作成委員会 1997 
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| 第六節 防災の生涯教育 @ 社会教育-啓発と継承
「 自 分の命 は 自 分で も 守 る J I紡災の主体は市民 自 身」 一一今回 の震災で生命の大切 さ と

助 け合い の 重要 さ を 文字 どお り 体験 し たが、 備 え あ れば憂い な し の 「訪災の心」 を市民一

人 ひ と り が持 た ね ばな ら な い こ と を 、 も っ …つ の 大 き な教訓 と し て 学ん だ。 防災教育 は 学

校 だ け で な く 、 地域、 職域、 家庭で も 広 め な け ればな ら な い o ↑i民 の 中 に 「防災の心J を

育 て る こ と が、 防災計画 の基盤に な る わ け で、 社会教育 と し て 、 生涯教育 と し て の 防災教

育が新 し い視点 と な っ て い る 。 自 主 防災 と ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 成功 さ せ る カ ギ を社会教育

が持 っ て い る と も い え る O

一方、 年 月 がた つ に つ れて記憶が薄 ら い でい く 貴 重 な 震災体験 を 風化 さ せず、 長 く 後 世

に 伝 え 、 時災の重要 さ を 訴 え る 体験の継承、 記録、 被災の跡の保存 に つ い て も さ ま ざ ま な

努力 が始 ま り 、 こ れ も 社会教育 の 生 き た教材づ く り と な っ て い る O

1 . 防災意識の啓発、 人材の育成

神戸市は震災後、 全面改定 し た地域防災計画 に よ り 、 「安全都市づ く り j を 進め て い る 。

そ の 中 で市民の 紡災意識の啓発 と 人材の育成が重要課題。 こ れ は も っ と も 身 近 な 市民 の 防

災組織 と な る 「 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 」 や ボ ラ ン テ イ ア な ど地域の 自 主活動 を 生み 出 す

原動力 に す る た め であ る 。

災害危険情報 と 防災知識 を 、 家庭、 学校、 事業所、 地域の そ れぞれの 防災体制 づ く り と

合わせて提供す る O 広報紙、 パ ン フ レ ッ ト 、 マ ニ ュ ア ル の作成、 配布、 学習 機会の提供、

講師、 ア ド バ イ ザー の派遣、 自 主的 な 防 災 カ ル テ 、 マ ッ プづ く り の支援、 防 災訓練の活吊

な ど さ ま ざ ま な 手法が と ら れる が、 学習 の場 と し て 「市民安全ま ち づ く り 大学J の創設、

市民福祉大学 を は じ め と す る 車民大学の相互連携、 各種の生涯学習事業情報の 一元化、 自

主学宵 グ ル ー プへの助成 な ど を 実施 ま た は計画 し て い る 。 学校施設 も 地域住民 に 開放、 生

涯学習 の拠点化 も 進め る 。

自 主学習 グ ル ー プへの助成 は 、 1995年 度 に 407 グ ル ー プ、 96年 度 に 50 グ ル ー プ、 2000年

度 ま で に全 グ ル ー プ に 実施。

( 1 ) 市民安全 ま ち づ く り 大学の創設

防災学習 の場 と し て 、 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー と 連携 し、 市民や事業者が防災 に

関す る 専 門 的、 実践的 な 知 識習 得 に 努め る 「市民安全 ま ち づ く り 大学J を 創 設す る 。

受講生 は 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ ー や事業所か ら の推薦、 学生、 ボ ラ ン テ ィ ア な ど さ ま ざ ま な

層 か ら 募集 し 、 受講生の横のつ な が り を 育 む 。 地域の 時 災力 を 強化す る た め の市民ネ ッ ト

ワ ー ク づ く り を 進め る 。

講座 内 容 は 土砂災害、 地震災害、 津波 な ど に 関 す る 専 門 的 な 知 識 を 学習 す る 「防災知識

講座」 と 実践的 な 防災 ま ち づ く り の 進 め 方 を 学 習 す る 「防災 ま ち づ く り 企画講座J を 設 け
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(図 1 ) 市民安全ま ち づ く り 大学概念図
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(神戸市安全都市づ く り 推進計画)

る 。 市民防災 リ ー ダー研修の受講機会 も 設 け 、 人材 を 育成す る 。

受講生 は約200人 と し 、 97年度の創設 を め ざ し て い る 。

( 2 ) 市畏防災 リ ー ダ ー の膏成

防災福 祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー な どの 防災活動組織が、 災害時 に す ばや し 的確 に 行動で き る

よ う に 、 地域住民の先頭 に立つ リ ー ダ ー を 育成す る 。 防火、 防災の講義、 大規模地震災害

を想定 し た消 火、 救助 な どの シ ミ ュ レ … シ ョ ン 訓練 を 実施す る o 30 な い し 50世帯 に 1 人 を

目 標 と し 、 2000年 ま で に 1 万7， 000人 を 育成す る 計画。 96年度 は400人 を 育成 し た 。
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ム 震災体験の継主義 @ 記録

( 1 ) 財団法人阪神 @ 淡路大震災記念協会 (飯称) の設立

兵庫県、 神 戸市 な ど被災市町が出資 し 、 97年度に 震災記念 プ ロ ジ、 ェ ク ト の ーっ と し て財

団法人 「阪神 ・ 淡路大震災記念協会J (仮称) の設立準備 に入 っ た 。

兵庫県 は 、 関 東大震災後 に 設 け ら れ た東京市政調査会の よ う な 、 被災地 の シ ン ク タ ン ク

に発展 さ せた い考 え 。 同 協 会 は 国 の プ ロ ジ、 エ ク ト 検討委員 会が、 97年 1 月 に 復興特定事業

に 選定 し た。 震災か ら 得 ら れた教訓 に つ い て調査研究 し、 広 く 情報発信す る と と も に 、 震

災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー構想、 20世紀博物館群構想、 な どの 具体化 を 事業内容 に あ げて い る O

( 2 ) 神戸市の f 災害文化継承j 事業

「災害経験の記録 と 継承J (記録の作成、 保存、 震災学習 交流事業) 、 「災害文化継承行事J

( 1 月 17 日 の継承行事、 シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン ト ) 、 「災害 文化継承拠点 の 整備J (記念 プ ロ

ジ、 ェ ク ト 、 モ ニ ュ メ ン ト の 設置、 被災部の保存) の 3 つ の柱か ら な っ て い る O

「 モ ニ ュ メ ン ト 」 は市民の慰霊 と 復興への希望、 内外の支援 な ど を コ ン セ プ ト と し て 、

神戸市 中 央 区 の 東遊菌地 に設置す る o 99年度 ま で に 完成 を め ざす。

「被災部の保存J は 1 ) 神戸港 メ リ ケ ン 波止場 (被災 し た60m、 展示ス ペ ー ス と と も に メ

モ リ ア ルパ ー ク に す る ) 2 ) 東遊 園 地 (遊園 地 内 の 地盤のずれ、 歩道部の沈下面) 3 ) 明宝

線 (斜面崩壊筒所) の 3 ヵ 所で、 97年度中 の完成予定。

( 3 ) 野島断層 を 保存 、 震災記念公顕 に

津名 郡北淡町小倉地 区 に 露 出 し た 野 島 断 層 約 140 m を 95年 か ら 保存、 何 年 6 月 に ビ ニ ー

ルハ ウ ス で、覆 っ て い た。 北淡町 は 露 出 断層 の風化 を 防 ぐ た め 、 樹 脂で修復 固 定、 一部は掘

り 下 げてずれ を 露 出 さ せ、 ド ー ム 型 の震災保存館 で覆 う O こ れ を 基幹施 設 に震災記念公園

と し て97年 3 月 に着工 し た 。 98年春 オ ー プ ン の予定。 2000年春に は地震科学館 も 加 え る 。

ビ ニ ー ルハ ウ ス です っ ぽ り 包 ま れ た 野 島
断層 = 津名 郡北淡町小倉
( 1996年 6 月 8 日 )
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( 4 ) 西宮市仁川 に f地す べ り 資料館J

34入の犠牲者が出 た 西宮市仁 川 i 百合野町の土砂崩 れ現場の 防災造成工事が、 97年 2 月 に

完成 し た。 埋 ま っ た住宅跡地 を 兵庫県が買収、 芝生 な ど を 植 え た の り 面 と 約 3 ， OOO m' の 広

場 を 造成 し た。 広 場は普段 は公園、 災害時 に は救援物資の集積 な どに使 う O ま た 2 階建 て

約415ぱ の 「地すべ り 資料館J も 建設、 土砂災害の恐 ろ し さ を 学習 す る 場 に 提供 す る O

( 5 ) 題宮市が 「震災記念碑公閤」 建設

西宮市 は震災犠牲者1， 146 人 を 追悼 す る 「西宮市震災記念碑公園J (仮称) を 市 内奥畑町

に建設す る O 公儀!予定地 は貯水場東側 の 約4， 600 m'。 だ 円 形 の 池 を 造 り 、 池 の 中 に犠牲者

の名前 を 刻 ん だ震災の碑 を 建て る 。 98年 1 月 17 日 の震災 3 周 年 ま で に完成 さ せ る O 市内有

数の桜の名所で、 被災地 で は 初 の 追悼公園 に な る O

( 6 ) 明石天文科学館の大時計が 吋夏活か
--

明石市 人丸町の市立明石天文科学館の 、 子午線名物汐 大時計は震災で半壊 し た 同館の復

旧工事 に 伴 っ て 、 神戸市西区 の神戸学院大学キ ャ ン パ ス に 寄贈移転 さ れ、 97年 3 月 5 目 、

2 年 ぶ り に 新 た な 持 を 刻み 始 め た 。

( 7 ) 震災資料の収集に取 り 組 む 団体 、 機関

・ 神戸大学付属 国書館 「震災文庫J (神戸 市灘区)

・ 兵庫県立図書館郷土資料室 (明石市)

- 神戸市立 中央図書館 (神戸市 中央区)

・ 尼崎市立地域研究資料館 (尼崎市)

- 神戸市長田 区役所 「 人 ・ 街 ・ な がた震災資料室J (神戸市長 田 区)

・ 震災記録情報セ ン タ ー (神戸市灘 区 向 洋 町 中 )

。 震災 e 活動記録室 (神戸市長 田 区東尻池町)
. KOBEnet (復興支援の研究者連絡会議、 東京大学生産技術研究所)

・ 立命館大学震 災 プ ロ ジ ェ ク ト (京都市)

・ 財 団 法 人21世紀 ひ ょ う ご創造協会地域情報セ ン タ ー (神戸市中 央医)

〈参考文献)

『神戸市地域防災計爾 安全都 市[づ く り 推進討許可j 神戸市防災会議 1997年 6 月
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ま だ ら

あ る 都市銀行の調査マ ン が、 震災後、 1996年の正月 と 6 月 の 2 神戸 高 を 訪れ た と き

の 印象 を 次の よ う に述べて い る 。

「歩道の 不 自 然 な段 に 震 災 の 爪痕 を 感 じ さ せ ら れ は し た も の の 、 三 ノ 宮駅前か ら セ ン

タ … 街周辺、 ハ ー パ … ラ ン ド 地 区 な どの繁 土 、 ど こ も が人 の 波 に 埋 ま っ て お り 、 神戸

の街が力 強 く 蘇 り つつ あ る と の 印象 を 受 け た 。 (略j 神戸の復興 に つ い て 多 く の 方が f イ

ン フ ラ の復旧 は予想以上 に 進捗 し て お り 、 神戸の荷 に も 着実に活気が戻 り つ つ あ る j と 話

さ れ る 一方で、 『複i日 の状況は斑 模様だ。 中小企業や観光関連分野の復旧 は 遅 れて い る J

『 こ れか ら が復興の正念場 で あ り 、 今 ま で以上 に 難 し い 問題 も 少 な く な い j な どの意見 も

開かれた。 日 本経済全体に元気が無 く 、 将来 に 向 け て の方 向感 も 定 ま り に く い 中 で、 復興

を 進 め て い く こ と の 困 難 さ は想像U、上 の も の が あ る よ う に 感 じ ら れ た 。 J ( 日 本興業銀行

円町、 経済 ・ 産業の動 き j 1996年10月 か ら )

彼 の 印 象 は 、 そ の ま ま 震災 2 年 目 を 迎 え た神戸の姿 を 端 的 に 表 し て い る よ う に 思 わ れ る 。

工業では大企業 と 中小企業 と の格差が 日 立ち 、 港湾、 貿易 は や っ と 回復 の 兆 し を みせ て は

い る が、 酪f吉街、 小売市場、 ス ー パー @ 百貨宿 な どの大規模小売屈 は や っ と 複興の緒 に つ

い た ばか り 。 観 光 は 、 ま だ震災 の イ メ ー ジ を 引 き ず り 、 部分的 に は復調 し た も の の ま だ

、面的グ な 広 が り が見 ら れ な い。 ま た 、 資金需要 も 、 震災関連の制度融資 な ど体制 は そ こ

そ こ 整 え ら れて は い る が、 い ま hつ主義 り 上が り に 欠 け て い る 。 人 口 の 戻 り や 企業、 事業者

側 の復興 の テ ン ポ が遅い だ け 、 雇用 、 求人の か げ り と な り 、 厳 し い状況が続い て い る 。

96年度中 の麓災復興の 、 目 玉グ は 9 月 30 tl の i現神高速神戸線の全線開通だ、 っ た 。 震災で

は神戸市東灘 区 の 深江地区で高架道路が横倒 し に な っ た ほ か、 全線で道路や支柱の損壊が

ひ ど く 、 約 1 年 8 ヵ 月 ぶ り の復元だっ

高速道路の損壊 は 、 神戸港 の損壊 と 併せて物の流 れ を 停滞 さ せ、 観光客 を 激減 さ せた 。

ま さ に 「神戸経済J を 陥没状態 に 落 と し入れて い

経済界 は 「 こ れか ら が勝負 j と 復興 の テ ン ポ を 加速 さ せ る 意気込みで、 経済活動の活発

を 大い に 期待 し て い た 。 高速道路の不通 、 復旧 工事に伴 う 」般道路の規制j な どは解消 さ

れたが、 神 戸 @ 阪神地区か ら 転 出 し た 企業 @ 事業所や 人 口 を 元 に 戻す に は ま だ課題山積の

状況 だ、 っ た。

産業復興 に つ い て 、 最大の急務 は 「都市 イ メ ー ジ の 再生」 と い う 思いが強か っ た 。 異 人

も 壊れ、 グ ル メ の楕 も ダ メ に な っ た、 交通事情 も 悪 い 、 な どマ イ ナ ス の イ メ ー ジが浸透
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し て い た だ け に 、 開港以来、 神戸の持っ て い る 都 市 イ メ ー ジ を ど う や っ て ア ピ ー ル し て い

く かが大 き な 課題だ、 っ た 。

{産業箇 の謹接被害 、 約 6 兆丹 }

阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 産業面 (商工業) の直接被害額 は、 兵庫県が震災直後に推計A し

た 2 兆5 ， 400億 円 が公式統計 と さ れ て い る が、 神戸大学国際協力研究科 の 豊 田 利 久教授 ら

が ま と め た 試算結果 に よ る と 、 産接被害額は 5 兆9， 270億 円 。 県の推計数字の約2. 3倍 と い

う 数字 を は じ き 出 し て い る O

業種別 で は 「卸売 ・ 小売 ・ 飲食宿j が ト ッ プ で 1 兆5 ， 470億 円 、 続い て 「 製造業J の }

兆5， 100t意 円 、 こ の 上位 2 業種で被害額の半分以上 を 占 め て い る O

震災に よ る 被害 は 、 こ の直接被害 だ け に と ど ま ら ず、 震災 に よ る 施設の損壊 な どで製造 ・

販売の機会 を 失 っ た り 、 得意先や人 口 の流出で生 じ た 損害 な どの 間接被害総額 は 7 兆2， 270

億 と み ら れて い る O

間接被害の業種別で は 「卸売 ・ 小売 ・ 飲食庖J が 2 兆9， 280億 円 で、 「製造業j の 1 兆2， 030

億 を 大 き く 上 回 っ て い る O 人 口 の 減少が根本 的 に 蕗売の規模を 小 さ く し 、 想像以上 に 深刻

だ、 っ た こ と を 表 し て い る O

調査に 当 た っ た 豊 田教授は 「間接被害 は今後 さ ら に増 え続け、 相 当 な 額 に な る の で は な

い かJ と 指摘 し て い る O

〈参考文献〉
「阪神 ・ 淡路大震災に よ る 産業被害の推定j 豊田利久、 河内郎 『関長経済雑誌j 176巻 2 号 1997年 s f:l
n町、 経済 ・ 産業の動 き j 日本興業銀行 1996年10月
「 日刊各紙」 神戸、 朝 日 、 毎 日 、 読売、 日経、 産経 何年 4 月 �97年 3 月 (第 七章 = 産業 ・ 雇用の全節 に 関 して
参考 と した)
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い二節 産業復興の概況
1 . 産業復興の現況

[ 3 ヵ 年計踏の進捗状況 }

「阪神 ・ 淡路大震災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画) J の う ち 産業 に 関 す る 部分に

つ い て 、 1997年度 ま で の 3 ヵ 年 間 に取 り 組む も の を 「産業復興 3 ヵ 年計画J と し て 1995年

8 月 に ま と め ら れた 。

こ の 3 ヵ 年計画 の 目 標 は、 計画の 期 間 中 に純生産 を震災前 の 水準 に 出復 さ せ る こ と O こ

の見地か ら み る と 被災地の 産業活動 は 、 着 実 に 震災前の水準 に戻 り つ つ あ る も の の 、 業種 ・

企業 開 で復興状況 に 明暗がみ ら れ、 地場産業や 商業 ・ 観光 な どの面で、 な お震 災の影響が

残 っ て い る O

本復興誌第 1 巻で も ふれ ら れて い る が、 兵庫県が1997年 1 月 に ま と め た 「産 業復興指数j

は95. 0 (1996年 9 月 時点、 建設業 を 除 く ) と な っ て お り 、 被災地全体の産業活動水準 を 純

生産ベ ー ス でマ ク ロ レ ベ ル で推計す る と 9 割 を 超 え る 水準 に ま で回 復 し て い る も の と 判 断

で き ょ う O

な お 、 産業復興指数は被災地域の業種別 8 業種 (鉱業 ・ 製造業、 電気 ・ ガス ・ 水道業、

卸売 ・ 小売業、 金融 ・ 保険業、 不動産業、 運輸 ・ 通信業、 サ ー ピ ス 業、 そ の他業種) の純

生産額に つ い て 、 鉱工業生産指数、 観光客 の 入 り 込み数な ど代表的で し か も 推計適合度の

高い指標 を 使い 、 統計上の手法 を 用 い て震災前後 の 月 額 を 推計 し、 震災後の 月 額 を 、 震災

前の1994年の 同 じ 月 の 月 額 を 100 と し て比較す る 方法で、 産業の復興度 を 表す指数 と し て

い る 。 建設業 を 除い た の は、 震災で損失 し た ス ト ッ ク の復旧 と い う 側 面が強 く 、 震災前の

水準 を 大 き く 上 回 っ て お り 、 復興指数の測 定対象が フ ロ ー 面の 産業活動水準であ る と の観

点か ら で あ る O

純生産が震災前の約 l 割減 と い う こ と は売上高や利誌の減少 に つ な が る わ けで、 経営 的

に は依然厳 し い状況 に あ る O 特 に 地場産業の代表格であ る ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ の生産額は、

震災前 の 5 � 6 割の水準 に と ど ま っ て お り 、 神 戸市 内 の 被害地 6 挺 内 の 商宿街では、 仮設

庖舗 も 含めて営業 し て い る 届舗 は 約 8 割 と い う の が現状で あ る O

[ 3 ヵ 年計盟事業の実施状況}

「産業復興 3 ヵ 年計画」 に提示 さ れた事業 は1160 こ の う ち 1997年 2 月 末現在、 92事業 ・

約 8 割が完了 ま た は実施段階で、 総体的 に み て 間計画 は着実 に 進 ん で い る o (表 1 ・ 3 ) 

「産業復興 3 ヵ 年計画j は 1997年 度 を 計嗣終了年度 と し て い る が、 当 初 か ら み る と 復興

10 ヵ 年計画の初期段階 と し て位置づけ ら れて い る O 兵庫県では、 今後 は 3 ヵ 年計画 に 替 わ
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る 行政計画 と し て、 向 こ う 7 ヵ 年の本格的 な産業復興の 道筋 を 示 す 「産業復興推進計画」

を 策定す る O

同 計闘 の策 定に 当 た っ て は 、 復旧 ・ 復興の進捗 の 実態 を 踏 ま え た 上で、 中小企業の復興

支援等 の 拡充や先導的施策の立案 ・ 具体化 を 検討 し て い く こ と に し て い る O

関係市町、 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構、 経済自体 と の 連携 を 強化 し 、 ま ず①産業復興

3 ヵ 年 の 総括調査 を 実施 し②1998年度か ら の 7 ヵ 年 は施策の進捗状況 を 検証 し な が ら 、 本

格復興 を 成 し遂げ る た め の総合的、 体系 的 な 実施計画 を 策定す る O ま た、 前 半 の 1998年か

ら の 3 ヵ 年 は重点的 な 復興推進の方 策 を ま と め る こ と に し て い る 。

(表 1 ) r康業復興 3 ヵ 年計画J 事業の実施状況

計画事業 完了又は実施中 計画策定等検討中 三既存産業の復興 ・ 高度化 54 52 2 

新産業の創造 39 19 19 1 
新産業の創造 ・ 育成 (13) (12) ( 1) (-) 
先導的プロ ジ ェ ク ト推進 (26) ( 7) (18) ( 1) 

産主用の安定及び人材 育成 14 13 

産業基盤のlf'.期復旧 ・ 復興 9 8 

合計 116 92 23 1 
(兵庫県震災復興対策か ら)

2 . 復興対策の概要

[ 産業複興推進機構の事業}

被災地域の 主要経済指標 は 、 兵庫県内 シ ェ ア の概ね65%で、 県内経済 の 主 要 な 地位 を 占

め て い る が、 震災に よ る 被害 で そ の 割合 は低下 し た 。

被災地域の純生産 は 、 震災前 (1993年度) が約 10兆円 で兵庫県全体の約65%、 全国の約

3 % だ、 っ た が、 1994年 は対前年比 で7. 2%減少 し 、 全県 シ ェ ア 、 全 国 シ ェ ア と も 低下 し て

い る O

(表 2 ) 被災地域の純生産

IX 分 被災地 兵庫県 全 国

純生産 (平成 5 年度/億円) 103 ， 795 160， 359 3， 800， 436 
被災地の シ ェ ア (%) 64. 7 2. 73 
純生産 (平成 6 年度/億円) 自6， 343 153， 453 3， 826， 606 
被災地のシ ェ ア (%) (5年比À7. 2) 62. 8 2. 52 

(兵庫県商工部産業政策課、 商工労働常任委員会資料。 1997. 6 . 18) 
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兵庫県 は こ う し た現状を 、 震災前の 1994年 2 月 に 策定 し た 「 ひ ょ う ご産 業 ビ ジ ョ ン J に

そ っ た 活力 あ る 産業社会の構築 を 目 指 し、 特 に 被災地域 で は 1995年 に 策定 し た 「阪神 ・ 淡

路震災復興計画J r産業複興計画J さ ら に は 「産業復興計閥 3 ヵ 年計画J に 基づい た 被災

地域の本格復興 を 図 る 産業政策 を 推進 し て い る O

「阪神 ・ 淡路産業復興推進機構J は こ れ ら 復興計画 に 基づ く 諸事業 を 民 間 と し て 連携 し

て行い、 産業復興の早期実現 を 図 ろ う と い う ね ら い で、 概要 は本復興誌第 1 巻でふれた と

お り であ る 。 一部補足す る と 1997年 6 月 12 日 現在で理事長 は牧冬彦氏 (兵庫県商工会議所

連合会会頭、 神戸商工会議所会頭) 。 以下役 職 は副 理事長 3 入、 専務理事 1 人、 理事39人。

こ の ほ か監事 3 入、 評議員 は企業 ・ 団体の長、 行政か ら 148人、 賛助会員 は 763杜 (1997年

8 月 1 日 現在) と な っ て い る O

199M手度 に 実施 し た 主 な 事業は次の と お り O

〔産業復興 に 関 す る 各種 プ ロ ジ ェ ク ト の実現に 向 け た 調査お よ び研究〕

( 1 ) 先導的 プ ロ ジ、 エ ク ト の推進事業

1 ) エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン構想 に 関 す る 研究

2 ) 神戸企業ゾー ン 誘致方策の調査研究

3 ) 国 際 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト 施設 フ ィ ジ ピ リ テ ィ (実現 可能性) の調査研究

4 ) 大規模地域開発事業円 滑化の た め の調査研究 (通産省 か ら の受 託事業)

5 ) 大規模集客施設ニ ー ズ の調査研究

6 ) 集 客 プ ロ ジ ェ ク ト の調査研究 (兵庫県か ら の受託事業)

( 2 ) 神戸東部新都心等への産業集積方策の調査研究

( 3 ) 外国企業等立地促進の た め の調査研究

( 4 ) 新産業創造研究機構の 設立支援 と 高度技術活用 方策の調査研究

( 5 ) 阪神 ・ 淡路100名所づ く り の 企樹事業

( 6 ) 業務用 ピ ル再建促進支援事業

( 7 ) 買 い物行動 と 意識 に 関す る 調査

( 8 ) 産業復興 フ ォ ロ ー ア ッ プ調査

( 9 ) 震災地区産業高度化 シ ス テ ム 開 発実証事業 (情報処理振興事業協会か ら の受託事業)

〔産業復興 に 関す る セ ミ ナ 一 、 イ ベ ン ト 等の企画お よ び運営〕

( 1 ) 被災地域への企業誘致促進の た め の セ ミ ナ ー 、 イ ベ ン ト 等の 開催

1 ) 国 際 フ ォ ー ラ ム 「企業の危機管理 と 震災復興時の役割J 1996年 4 月 22 日

2 ) 対 日 投資促進国 際セ ミ ナ ー 間 年 9 月 25�26 B 

3 ) 外資系企業等現地説明会 同 年間月 15�16 日

4 ) 首都圏外資系 企業誘致セ ミ ナ ー 1997年 2 月 初 日

5 ) 国 内 企業誘致セ ミ ナ 一 同年 3 月 21 日

6 ) 関係経済団体への説明 お よ びPR 同年 2 月 四 日 (経済団体連合会) 、 2 月 21
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体 系)

(表 3 ) 産業復旧 ・ 復興対策の進捗状況

産業権輿3 ヵ 句 甑の主な事業

産業復興計画の総合的接選

産業基盤の早期復10及び本格的
整備

既存産業の謹契 高度化の促進

完 了 し て い る も の 実施中の も の 計画輩定段階 の も のノト計

問問

着

動

針

流

手

被 災 企 業 の 早 期 事業 i 緊急災害栓!日資金の部設 l iIi.許複Ifl貸付制度C)'主施
再開支援 i 被災 中小企業組公特別棺談事業の実施 l iIi.拝復111資金等への和I-{捕給

緊急特別資金の融資対象者の拡大 ! 高市街等の共同施設の復ILI に対す る補 31
恒投 工場の設離主捷 ! 助等

院神淡路産辛抱輿#進機構の運常
取神淡路大;麓災復興推進協議会の運営

多 JV多長引総台交通体系の整備 8 1 熱供給幹線構想の推進
新エ ネ ルギー利用 シ ス テ ム の導入 等

間 同) I (回 附)
15(27 明る) j 37(肱問) I 52 

(96.3弘)

31 

恒設す事務所の斡能等 12(38.7%) 1 9 (日 3叫) I (1的%)

l (Il . l%) 

2 ( 3.7%) 
54 

の支援等 3 (::;0 仰い

地域特性 に 応 じ た 商 i 阪神流通基地整構計画の輩定 高度商 業基盤施設の整備推進部法事業
業の復興 i 中小企業の物流効率化計画等の輩定へ | 神戸1'1照会鎖的 早期舟建等

、観光ひ ょ う ごか の復
興

中 小 製 造 業 の 復 興
高度化

新産業部造支援 ン ス テ ム の形成

3 (50.0弘)

観光ひょ、人ご複興キ ペー ノ推進協議会の運官

線光寵興三事業的推進 (TVCM等)
阪神 淡路 訂名所づ く り の捗進
神戸 ル ミ ナ リ エ 的 関 犠1 -古市J"言語会議場整晴支援
リ レ ー イ ベ 〆 ト 支援事業
会議誘致等誘致噴励交付金

6(85.7%) 

6 
(85， 7%) 

1 (11\.3%) 

新 1 業技栴セ ン タ ー の 整備

I 10 
(90 師会)

地域産業活性化支媛事業補助
新分野進出等補助
地場産業の集団化、共同化の促進等

9(90. 0持)

5 (12.8叫) 凶お 9%) I 19 
(48.7特)

情報パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム の整構新産業の創造 ・ 育成 ! ディ ジ タ ル ・ ク リ ヱ イ ト 工房の整舗 i 新産業創造 プ ロ グ ラ ム の充実
ウ エ ル フ ェ ア テ ク ノ ハ ウ スの拒備 等 [ 新産業創造キ ャ ピ タ ルの連用

新長F業創造 ク ラ ブの整構。活用 12 
戦略的技輪開尭 プ ロ ジ ェ ク ト の推 進 1 (92.3%) 
震災地ド産業高度化 シ ス テ ム 実証事業
起業家支援 ス テ ム の推 進 等

4(30.酔多) 8(61. 5%) 

現日Ij緩和等の特例の枠組み整備
エ ン タ ブ ラ イ ズゾー ン構想の推進
東播肝情報公園都市構想の推進

先導的 プ ロ ジ ェ ク ト I WHO神戸 セ ン タ ー の設立
の推進

外資系企業 外間企業の誘致活動
被iIi.地周辺に お け る 産業団地の整構促
進 等

1 ! 3  布今会j 6(23. 1%) 

1 (7. 1%) 

雇用の安定への支援及び産 業 復 i 雇用保険先業給付の特例措需
興 と 高度化に対応 し た 人材育成 i 緊急雇用状況識査の実施

被災縄基職詩への松葉能}J開発的主施
"，Ifl 調 整助成金制度の特例等

2 ( 14 部 J 1 (78.6%) 

13 

1 (7. 7弘)

KIMEC構想の推進
ひ ょ う ご産業晴報化程進セ シ タ ーの設置
イ ン ポー ト マ ー ト の整備促進
国際 ピ ジ ネ ス エ リ ア の整嬬促進

7 I ワ ー ル ド パ ー ル セ ン タ ーの#進 I 26 
的多) 1 ス}パ コ 〆 ヘ ン ン ヨ /セ ノ ター構想の持進 I 1 1 1  

兵隊1'1際セ ン タ ー の 鞍構促進
新産業創造主捷セ ン タ ー の繋備促進
新車業創造研究所構想の暁進
} 持母 長iU�易拠進 〆ロ ジ ェ ク ト の推進

持p 東部新 都心鞍情活1 酬の推進
尼崎臨海両部調発整備檎1Uの推進 等

(92 例会〉

1 79. 3%; 
2Z(]9.0弘) 70(60. :;)今お

注 1 ) 下線の事業は 3 ヵ 年計画策定後に 、工業さ れた事業。
注 2 ) 数字は事業数を差是し、 3 ヵ 年計画に盛 り 込ま れている全事業の合計、
注 3 ) 未若手の事業の内容 : 大規模集客施設構恕の推進 (事業 主体未定)

J 9 (69.2%) 

13 
機業能))開発 え擬拠点整樟構想的指進

14 

92 2:1(19.8%) 1 16 
f l f  L一一一一

事業は含んでいないυ
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日 (関西経済連合会)

7 ) 海外で の説明 お よ びPR 同年 3 月 1 � 9 日 フ ラ ン ス 、 ド イ ツ で

( 2 ) 起業家育成 シ ス テ ム の推進

1 ) キ ッ ク オ フ セ ミ ナ ー の 開催 (ス テ ッ プ 1 ) 1996年 6 月 25 日

2 ) ベ ン チ ャ ー ス ク ー ルの 開 設 (ス テ ッ プ 2 ) 

3 ) 事業化 コ ン サ ル テ イ ン グ (ス テ ッ プ 3 ) 

4 ) ア ラ イ ア ン ス ・ ミ ー テ ィ ン グ ( ス テ ッ ブ 4 )

( 3 ) 産業復興支援 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

1 ) 産業復興の た め の規制緩和 国 際 フ ォ ー ラ ム 1996年 4 月 19 日

2 ) 飛鳥 フ ォ ー ラ ム 同 年 8 月 24 日

3 ) ス マ ー ト バ レ ー フ ォ ー ラ ム 96 in 神戸 同年10月 1 日

4 ) 女性起業家支援全国 フ ォ ー ラ ム m ひ ょ う ご 同年12 月 13 日

5 ) マ ル チ メ デ ィ ア 国際 フ ォ ー ラ ム 1997年 2 月 5 日

6 ) 淡路国際観光島 フ ォ ー ラ ム 同年 2 月 21 日

7 ) フ ォ ー ラ ム ・ 神戸の進路 提言 ・ 廃談会の新聞掲載な ど

( 4 ) 復興祭 の 開催

1 ) 産業後興推進 フ ェ ア 1997年 3 月 29�30 日

( 5 ) 京 阪神 で の 集客 イ ベ ン ト の企画

1 ) 京阪神 三都夏祭キ ャ ン ベ ー ン 1996年 6 � 7 月

2 ) 神戸 ま つ り での iVIVA ! 地場産業J 同 年 7 月 21 日

3 ) 淡路 ラ ピ ン グ フ ェ ア 同 年 8 月 30 日 � 9 月 1 B 

4 ) 神戸サ ン ク ス ・ セ ー ル 同年1O� 1 1 月

5 ) き も の の集い 同年10月 13 日

6 ) 京 阪神 三都冬景色 キ ャ ン ベ ー ン 新 聞紙上のPR 3 関
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イ ラ ン ド ( 1997年 3 月 29 tl ) 



7) ク リ ス マ ス m 神戸 同年12月 12 日 �25 日

( 6 ) ウ オ ー ル ア ー ト キ ャ ン ベ } ン の推進 (兵庫県か ら の受託事業) 1996年 8 月 �1997

年 3 月 末

〔産業復興 に 関 す る 情報提供お よ び広報〕

( 1 ) イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情報発信

( 2 ) 機関誌 の発行

( 3 ) 各種広告媒体でのPR

( 4 ) 観光パ ン フ レ ッ ト 増刷

(産業復興 に 関す る 相談の実施お よ び規制緩和 の推進〕

( 1 ) 復興相談諜の設置

{産業復興推進条例]

兵庫県 は 、 震 災復興の促進 に 向 け、 新産業の集積 を 図 る 「産業復興推進条例」 案 を ま と

め、 96年 9 月 の定例県会 に提案。 議会の可 決 を 得 て 、 97年 1 月 か ら 施行 し て い る O

条例の正式名 は 「新産業構造拠点地 区 の 形成 に よ る 産業後興 の推進 に 関 す る 条例J 。 被

災地内 に拠点 地 区 を 設 け 、 地方税軽減 な どの イ ン セ ン テ イ ブ (優遇措置) を 講 じ 、 成長が

見込 ま れ る 分野の企業 を 誘致す る の を 狙い と し て い る O 拠点地区 は被災市 町が設定す る 地

区計画 に 沿 っ て指定す る o 2 月 現在で神戸市がポー ト ア イ ラ ン ド H 期で新設 を 決め て い る

「神戸起業 ゾー ン j な どの適用 が見 込 ま れて い る O

条例 は2002年 3 月 末 ま で 5 年 間 の 時限措置。 集積を 図 る 産業 と し て 医療 ・ 福祉、 生活文

化、 環境、 情報通信、 国 際化の 5 分野 を 予 定。 拠点地 区 は 、 ①10ha程 度 の 用 地が確保で、

き る ②大阪湾 に 面 し、 空港や 高速道路の利用 が し やす い こ と な どが指定の要件。 設置

を 求め る 市町長が場所、 集積 目 標、 市町税の減額な ど優遇案 を 決め、 知事の承認 を経て指

(表 4 ) 復興条例 f拠点地区」 の イ ン セ ン テ ィ ブ

項 日 イ ンセ ン テ イ ブの内容
課 税 の 特 例 家屋 ・ 土地の不動産取得税軽減 ( 1 / 2 )
オ フ ィ ス賃料補助 rrl当た り 2， 500河 ( ‘社 ・ 年500万円限度、 3 年間)

進 出 調 査 費 補 効 ①医内企業300]j円 (補助率 2 / 3 )  
②外国企業550}j円 (被助不 11/12) 

立 地 資 金 融 資 10億円 ( 2 if.擬澄 . 15年、 固定利率)
新 産 業 創 造 Q:研究開発費補助7， 000万円 (補助率 2 / 3 )  
プ ロ グ ラ ム ②企業化補助 700万円 (補助率 2 / 3 )  
新 産 業 創 造 株式 ・ 社債の引 き 受け (投融資限度額 2 億円)
キ ャ ピ タ ル

※課税の特例では、 FAZ法 (r輸入の促進及び対内投資挙業の河滑化に関す
る 臨時措援法J) の活用で さ ら に不動産取得税、 固定資産税の軽減があ る

定 さ れ る o ( 表 4 ・ 5 ) 

優遇措置 で は 、 進出企業

の 不 動 産 取 得 税 を 50% 減

額。 特 に 対 内投資法 ( フ ォ

ー リ ン ・ ア ク セ ス ・ ゾー ン

= FAZ 法 ) で 指 定 さ れ る

輪入関 連施設 に つ い て は、

国 の 補 て ん 措 置 が あ る ほ

か、 一定規模以上の大型施

設 は 県課税分の 間定資産税

を 設置後 3 年 間 、 最大90%

減額す る O
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こ う し た優遇措置 は、 市町独 自 の優遇策 に 上乗せ さ れ る 仕組みで、 神戸市の 目 指 し て い

る 起業 ゾー ン の場合、 市 の 固 定資産税、 都市計画税の50%減額 な ど と 併せ、 税負担が大幅

に 軽減 さ れ る O

兵庫県の条例案が固 ま っ た の を 受 け て 、 神戸市 も 新産業構造拠点地 区 を 定め 、 地 区 内 に

進 出 す る 企業の 面定資産税 を 減免す る な ど優遇措置 を 設け る こ と に し て お り 、 条例案 を 1 1

月 市会 に提案、 議会の可決 を 得て い る O

ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 で構想、 を 進め て い た 震災復興の シ ン ボ ル プ ロ ジ、 エ ク ト 「エ ン タ ー

プ ラ イ ズ ゾ ー ン (起業 ゾー ン ) J に つ い て 、 市税の 固定資産税や都市計繭税の 税率 を 軽減

す る O 震災以来、 被災地か ら 国 に 実現 を 求 め て い た構想で、 国 の 支援が得 ら れな い ま ま 、

地元 自 治体 と し て 態勢が撃っ た こ と に な る O 神戸市 の決断であ る O

起業ゾー ン は、 各種の規制緩和 や税の軽減 を組み合わせて企業の進出 を 促 し 、 被災地の

産業復興の はずみ に し よ う と い う 構想、で、 神戸市で は学識経験者 に よ る 基本方針検討委員

会 を 設 け て検討 を 進め て い た。

神戸市の案 に よ る と 、 ボー ト ア イ ラ ン ド E 期 に 集積す る 産業分野 と し て 、 生活文化 ( フ

ァ ッ シ ョ ン ) 、 情報通信、 国 際化、 集客型産業、 物流関連 の 5 分野 を上 げ、 企業の進

出後 3 年 間 に わ た っ て市税 の 固定資産税、 都市計画税の税率 を 2 分の 1 に軽減す る O

公益性や先導性、 他の産業への 波及効果が高 い 事業 で、 は 、 床面積2， 000 rri 以 上 の事業所

を 新増 設す る 場合、 事業所税の免除の ほ か建築費 の補助や利子補給 な どの優遇措置 を 上乗

せす る 。

ゾー ン の 設定期 間 は 当初10年 間が検討 さ れたが、 産業復興は 早急 に 進め る 必要があ る と

の見地か ら 5 年 間 と 決 ま っ た。 こ の ほか、 税以外の支援策 に つ い て も 兵庫 県 と 検討 を す す

め る こ と に し て い る O

(表 5 ) 支援対象業種 (同条例施行規則別表)

分 野 対 象 業 種

医療 ・ 福校 医療機器や医薬品の研究 ・ 開発、 義足等の福祉用具の研究 ・ 開発、
健康診断サー ビスや医療情報の提供サービス 、 介護サー ビス 等

生活 ・ 文化 高齢者用住宅等の研究 ・ 開発、 大規模 レ ジ ャ ー施設や遊層地、 劇
場、 博物館、 美術館、 ス ポー ツ 施設の運営、 デザ、イ ン関連 等
公害防止装置の開発、 余分解性プ ラ ス チ ッ ク 等環境負荷の低い原

環 境 材料の開発、 再生資源、の利用 (発電、 熱供給、 原材料等) の研究 ・
開発、 オ ゾン層保護に資する物質の研究 ・ 開発、 水質、 土壌改善
の研究 ・ 開発 等
光フ ァ イ パー ・ 半導体素子 ・ IC等の研究 ・ 開発、 議気通信業や

情報 ・ 通信 放送業での技術開発、 ソ フ ト ウ ェ ア業や情報処理サービス業、 電
気通信回線によ る新サー ビス業 等

国 際 化 国際見本市や会議場等の運営、 外国企業等が行う 製造、 卸、 サー
ビス業
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3 . 復興格差

{ 大企業 vs 中小企業、 製造業 vs 非製造業}

産業復興の概況の 中 で も ふれ た と お り 、 企業の 規模、 業種 に よ り 震災 に よ り 受け る 影響

や復興 の 度合い に 明 暗 を 分け て い る O そ の 実情 を 神戸商工会議所が震災か ら 2 年 を 経過 し

た時 点 での ア ン ケ ー ト 調査か ら 見 て み よ う O

こ の調査は 「阪神 大震災 に よ る 経営への影響お よ び神戸の復興 に 関 す る 調 査」 と し て 、

97年 1 月 初 日 � 2 月 7 日 の 問 、 会員企業1， 246杜 を 対象 に ア ン ケ ー ト を 実施 し た も の で 回

答数は729社 ( 回 答率58. 5%) 0 関答企業の内訳は (表 6 ) の と お り であ る O

1 ) 麓災の影響

「深刻 な 影響が残 っ て い る j が12. 4%、 「影響が残 っ て い る J40. 8% を 合計す る と 53. 2%、

半数以上 に震災の影響が残 っ て い る o 1深刻一」 と の答 え で は従業員 が1 1 �49人J が13. 8%

と 最 も 多 く 、 150�299人J 10. 5%、 1300人以上j は6. 9% と な り 、 規模が小 さ い ほ ど震災

の影響が大 き く 残 っ て い る 結果 と な っ た 。

業種別 でみ る と 「深刻一」 と 「影響が残 っ て い る 」 の合計で 「製造業J 47. 9%、 「非製

造業J 55. 1 % の 回答で、 「非製造業j の割合がや や 高 く な っ て い る O

(表 6 ) 回答企業の内訳

①従業員数別
1� 49人 503 (69. 0) 

50�299入 154 (21. 1) 
300人以上 72 ( 9. 9) 
合計 729 (100. 0) 

②所在地別
東灘 79 ( 10. 8) 
灘 58 ( 8. 0) 
中央 305 ( 41. 8 ) 
兵庫 119 ( 16. 3) 
jヒ 20 ( 2. 7) 
長田 59 ( 8. 1) 
須磨 28 ( 3. 8) 
王監水 21 ( 2. 9) 
E耳 37 ( 5. 1) 
その他 3 ( 0. 4) 
ノr〉?、舌ilt 729 (100. 0) 

③主業種別
食料品
繊維製品
紙 ・ 印刷
化学
ゴム製品
窯業 ・ 土石
鉄鋼
非鉄 ・ 金属製品
一般機械
電気機械
輸送用機械
その他製造業

[製造業小計I

建設業
卸売業
小売業
金融 ・ 保険
港湾・ 運輸倉庫
サー ビス業 ・ 不動産 ・ その他

[非製造業小計}

合 計

41 ( 5. 6) 
12 ( 1. 6) 
15 ( 2. 1) 
17 ( 2. 3) 
7 ( 1 . 0) 
4 ( 0. 5) 
9 ( 1 . 3) 
8 ( 1 . 1) 

15 ( 2. 1) 
11 ( 1 . 5) 
11 ( 1 . 5) 
46 ( 6. 3) 

196 [ 26. 9] 

110 ( 15. 1) 
143 ( 19. 6) 
60 ( 8. 2) 
39 ( 5. 3) 
51 ( 7. 1) 

130 ( 17. 8) 

533 [ 73. 11 

729 (100. 0) 

第七主主@産業 . )j重用 359 



2 ) 売上、 生産高の囲復の程度

1100%以上 回復j は40. 4%で、 約 4 割の企業が震災前の水準 も し く は そ れ以上 に 出復 し

て い る O し か し 、 震災か ら 2 年 を 経過 し て い る に も かかわ ら ず は0%未満」 の 回答 を 合計

す る と 22% と な り 依然 と し て 2 割の企業が厳 し い 経営環境の下 に あ る O 規模別 では 回 復が

100%以上 と し た の は I 1 �49人J 33. 8% に 対 し 、 150人�299人J が55 . 4%、 1300人以上」

は54. 2% と な っ て お り 、 I 1 �49人」 は他 よ り 20 ポ イ ン ト 以上の格差があ り 、 大幅 に 回復

が運れて い る こ と がみ て と れる O

な お 、 1100%以上j の 回答 は 、 1 年前の調査の35. 4%か ら 5 ポ イ ン ト の増 加 で、 業績の

回復 は足踏み状態 と い え る O

3 ) 売上、 生産高の間謹の時期

「すでに 回復J と の 回 答が39. 8% と 約 4 割 を 占 め最 も 多 か っ た が、 1 3 年 以上かか る 」 と

し た の が22 . 7%。 約 2 割の企業が回復が長引 く と み て い る 。

規模別 で み る と 「すで に 回復」 の答え は 1300人以 tJ と 150�299人J で そ れぞれ49. 3%

と 53. 3%。 約 半数が震災前の水準 に 戻 っ て い る O こ れ に対 し I 1 �49人」 で は 「すで に 回

復J が34. 4% と 3 割強 し か な く 、 1 3 年以上かか る 」 が26. 2% と 4 分の 1 を 占 め 、 回 復 に

は ま だ長期 間 を 要 す る と み て い る 企業が多い 。

ま た 、 前 回 の調査 (震災後 1 年) で は 1 2 年後 ま で に 回復す る J と 予測 し た企業が約 6

割だ、 っ た の が、 今罰 は 「す で に 匝復」 が 4 割 に と ど ま っ て お り 、 予想 よ り 回復の テ ン ポ は

遅い。

4 ) 新規取引先の開拓状況

1)11員調J 3. 1%、 「 ほ ぼ順調J 35. 3%で約 4 割 の企業が頗調 と 答 え た の に対 し て 、 「不調J

32. 2% と 「取 り 組め な か っ た 20. 8% を 合計す る と 53% と な り 、 過半数の企業で新規取引

先 の 開拓が進展 し て い な い結果 と な っ て い る O

規模別 で は、 1m質調J と 「 ほ ほ)11夏調」 の 合計が規模が大 き く な る ほ ど、 わ ず かで は あ る

が上 回 り 、 順調 な 進展 を 示 し て い る O ま た、 業種別 で は 「製造業J44%、 「非製造業J36 . 3%

で 「製造業J の ほ う がわずか な が ら 順調 に 進展 し て い る O

5 ) 復興を進め る 上で特に開題 と な っ て い る 点

3 つ ま での複数匝答で「売上低下J46. 9%が最 も 多 く 、 次いで 「交通事情の 悪化J38. 1%、

「得意先 ・ 取引 先 の 喪失、 減少J 34. 6%、 「資金不足J 21 .  4%、 「住民 の 流 出 J 20. 2% と 続

く O

規模別 で み る と 「売上低下J が I 1 �49人J では51 . 1%で、 150�299人J 37. 5%、 1300

人以 上 J 38. 2% に 比べ10ポ イ ン ト 以上高 く な っ て い る O

6 ) 震災前を 11 00J と し た震災後の都市イ メ ー ジ

現在の ポ イ ン ト を 開 い た と こ ろ 150�70J が39. 5% と 最 も 多 く 、 平均値 は66. 1。 震災前

に比べ 3 割 以上低 下 し、 都 市 イ メ ー ジが大幅 に ダ ウ ン し た こ と が明 ら か に な っ て い る O
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復興 を進め る よで、 特に隠題と な っ てい る 点 (全数)

( 3 つ ま での複数[<lJ答)
(図 1 ) 
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A B C D E F G 日 I J K L M N O P 

今回調査 38. 1 5. 1 46. 9 18. 9 21. 4 12. 8 15. 3 4. 9 16. 1 3. 8 8. 1 20. 2 5. 8 34. 6 9 . 0 7. 3 

前回調査 75. 1 6. 6 40. 0 19. 2 7. 0 17. 0 15. 3 5. 2 13. 5 1. 7 10. 5 15. 7 2. 6 21. 0 3. 5 3. 1 
1 -49人 1 34. 9 5. 3 51. 1 17. 0 26. 3 11 . 1 14. 3 3. 6 17. 2 4. 0 7. 6 19. 5 5. 3 34. 9 7. 6 6. 5 
50�299人 46. 5 6. 3 37. 5 19. 4 11. 1 16. 0 16. 7 8. 3 14. 6 2. 1 9. 7 20. 8 6. 9 31. 9 11. 1 9. 7 
:)00人以上 42. 6 1 . 5 38. 2 30. 9 8. 8 17. 6 19. 1 7. 4 11 . 8 5. 9 8. 8 23. 5 7. 4 38. 2 14. 7 7. 4 
製 造 業 39. 2 4. 4 49. 2 14. 9 26. 0  9. 9 13. 3 7. 2 18. 8 7. 2 4. 4 14. 9 4. 4 34. 3 6. 6 6. 6 

非製造業 37. 7 5. 3 46. 2 20. 3 19. 7 13. 8 16. 0 4. 1 15. 2 2. 6 9. 5 22. 1 6. 3 34. 7 9. 9 7. 5 

1300人以上J 30. 4% 規模開 で は 、 170未満」 が 1 1 �49人J 49. 5%、

と 規模が小 さ く な る ほ ど、 都市 イ メ ー ジが低下 し て い る と み る 企業が多 い 。

150�299人J 39. 2%、

36 1  

7 ) 被災地イ メ ー ジが経営 に与 え る 影響

「大 き く 影響 あ る J 11 .  5% と

地 イ メ ー ジ が経営 に影響 あ り と し て い る O

規模別 に み る と 影響 あ り と し た の は 1 1 �49人J 45. 8%、 150�299人J 35. 1%、 1300人

以上j は35. 2% と な り 、 規模が小 さ く な る ほ ど被災地 イ メ ー ジが経営 に マ イ ナ ス 影響 を 与

え て い る と 感 じ て い る 企業が多 い。

「少 し 影響 あ る J 31 .  0% を 合 わ せ る と 約 4 割 の 企業が被災
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8 ) 被災地イ メ ー ジ に起因す る 問題点

震 災イ メ ー ジ が経営 に 影響 あ り と し た企業の 問 題点 は 「新規取引先 の 開拓難j が68. 0%

と 最 も 多 く 、 「取引 停止 ・ 縮小の増加J 49. 8%、 「資金調達難J 34. 7% と 続 く O 被災地 の イ

メ ー ジ を 早急 に 払拭す る こ と が求め ら れて い る O

規模別 で は 「商品 イ メ ー ジ の低下j と し た と こ ろ が 1300人以上j が最 も 多 く 36. 0%、 1 1

�49人J で は12. 2%。 企業規模が大 き い ほ ど商 品 イ メ ー ジ の低下 に 悩 ん で、 い る O

一方、 「資金調達難j は 1 1 �49人J が40. 4%、 次いで、 150�299人J 24. 5%、 1300人以

8. 0% と 続 き 、 1 1 �49人J の企業では約 4 割 の 企:業が資金調達 に 苦 し んでい る O

9 ) 神戸経清の関複テ ン ポ

「停滞」 と 「悪化」 を 合わ せ る と 39 . 6%、 約 4 割 の 企業が回復 は進展 し て い な い と 厳 し

い見方 を し て お り 、 規模別 で は 、 「停滞J と 「悪化j の合計が 1 1 �49人J で44. 6% と 最

も 多 く 、 次い で 150�299人J 3 1. 6%、 1300人以上J 22. 8% と 規模が小 さ く な る ほ ど回 復

テ ン ポが鈍 っ て い る と 感 じ て い る 。

4 . 規制緩和

{港湾関館で緩和聾望i

大震災以降、 企業流出 な ど地元経済の地盤沈下が懸念 さ れて い た が、 兵庫県 は 自 治体が

所管す る 税制 、 規制 を 独 自 に緩和 す る 方 向 で検討 を 始 め た 。

何年 4 月 19 目 、 貝 原俊民兵庫県知事が神 戸 で 関 か れ た 四極 ( 日 本、 米 国 、 カ ナ ダ、 EU

= 欧州 連合) 通商会議関連 の規制緩和 国 際 フ ォ ー ラ ム の 席上、 明 ら か に し た も の で、 「震

災で 5 兆 円 を 超 え る 被害があ り 、 人 口 流 出 も 15万人 に 達 し て い る O 今 ま での よ う に政府 に

物 取 す だ け で な く 、 地元 と し て で き る こ と に積極的 に対応 す る 時期 に き たj と 言及 し て い

る O

震災後、 県 で は 政府 に 対 し 関税免除 な ど を 要望 し て い た が、 こ こ に 来て 自 治体 レ ベ ル で

の制度の新設や緩和 の決定 に 踏み込 も う と い う も の で、 地方税で は不動産取得税、 事業税、

固定資産税 な ど、 ま た規制で、 は神戸港で、神戸市が持つ港湾施設使用料 な ど被災地への 企業

誘致 に 関係 し た諸制度 を 対象 と し て い た。 県で は こ う し た税や規制が どの程 度の緩和が可

能か、 神 戸市 と も 協議 を 進 め 、 半年 を め ど に結論を 出 す こ と に し て い た。

な お 、 河 フ ォ ー ラ ム で は、 新産業の 創 出 や復興住宅の 早期建設 を 促す た め に 、 被災地 に

隈定 し た特例措置 の創設 を 求め る ア ピ ー ル を採択 し て い る O

一方、 神 戸商工会議所は震災後 2 年経過の時点で、経営への影響 と 神戸 の 復興 に 関す る 調

査 を 行 っ て い る が、 そ の 中 で神 戸経済復興促進の た め に 必要 な 規制稜和 に つ い て 尋 ね て い

る O

そ れ に よ る と 、 ま ず オ フ ィ ス ピ ル や住宅再建 を 促進す る た め の 「建築基準法の規制緩和 ・
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弾力 的運用」 と 国際競争力 を 高 め る た め の 「港湾 に 関 す る 様々 な 規制緩和」 を 望 む意見が

多 く み ら れた 。

港湾 に 関 す る 事例が多 く 、 規制緩和の 範 ち ゅ う に は入 り に く い が1996年 度 に は神戸港の

岸壁使用料の軽減 に 関 す る 要望が船舶会社か ら 神戸市に提出 さ れて い る 。 神 戸港 を 使い や

す い 港 に す る た め の 要望で、 従来の24時 間 制 の料金体系 か ら 12時間制 に 改 定す る な ど き め

細 か な 改正 を 望 ん でい る O

な お 、 こ の件 に 関 し て は翌1997年 5 月 に 実施 さ れた。 ま た 同 時 に 上屋 の 滞 賃料 も 廃止 さ

れ、 港連会社か ら 管理事務所 に提出が求め ら れて い た貨物 の搬入 ・ 搬出報告書 も 廃止 さ れ、

手続 き の 簡素化が剖 ら れて い る O

{強制水先案内の要件緩和}

神戸海に 出 入港す る 船に は安全の た め水先案 内 人 を 乗船 さ せ る の が決 ま り と な っ て い

る O と こ ろ が、 外航船の場合、 神戸港 は300t以上 に 対 し 、 大阪港 で は lO， OOOt以上 と 基準

が違 っ て い る o (内航は神戸が1， OOOt以上、 大阪に は規定 な し )

従来か ら 船会社か ら 、 神戸、 大 阪 な どの基準 を 統一 し て ほ し い 皆の希望 は あ っ た が、 95

年 9 月 、 震災 を 機 に神戸港 を 管理す る 神戸市 に対 し 、 権 限 を 持つ 国 に 一緒 に 要請 し て ほ し

い と の要望が出 さ れて い る O

外航船 に 関 し て 300t以上の規制 の あ る の は神 戸 は じ め横浜、 横須賀 、 関 門 な ど 6 水先 区

で は あ る が、 神戸の場合、 震災 に よ る ダ メ ー ジ か ら 神 戸港 を 使 い や す い港 に す る た め の 要

望 と し て 、 強制水先案内 の緩和が強 く 望 ま れ る よ う に な っ た 。

運輸省 で は 、 こ う し た要望 に対応す る た め 何年 5 月 、 水先案内審議会へ諮問 を 行 い 、 水

先問題検討会が神戸、 大阪で、調査 を 行 っ て い る O

結論は97年 に 持 ち 越 し て お り 、 同 年度内 に は小委員 会の審議を 経て決定す る 見通 し と な

っ て い る O

港湾の管理 ・ 運 営 に かか る 手続 き の 簡素化 に つ い て は、 提 出 書類 の 形式統 ゆや フ ァ ッ ク

ス での 届 け 出 な どが実施 に 移 さ れた。 第 3 節の 「神戸港の復興J で後述す る O

5 . 復興特定 プ ロ ジ ェ ク ト

{上海 ・ 長江交易保選者 ど 4 墳 自 i

震災後の産業復興への起爆剤 と し て 4 つ の復興特定フ。 ロ ジ、 ェ ク ト が、 兵庫県、 神戸市 を

中心 に 経済界 と も 連携 し た幅広い取 り 組み を みせて い る O

4 つ の 復興特定事業は次の と お り であ る 。

1 ) 上海 ・ 長江交易飽進プロ ジ ェ ク ト

神戸市主体の プ ロ ジ、 エ ク ト で、 ア ジ ア の成長市場 と 目 さ れ る 中 国 の上海 ・ 長江流域 と 販
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神経済圏、 ひ い て は 関西経済圏 を 結ぶ人的 ・ 物 的交流 を 図 り 、 震災復興の はずみ に し よ う

と い う 計画。

2 ) ヘルスケアパー ク

兵庫県主体で、 生命 ・ 健康セ ル フ ケ ア に 関す る 啓発 ・ 学習 、 健康関連産業の振興の拠点

を 神戸市の東部新都心 に 整備す る 。 WHO (世界保健機構) の神戸 セ ン タ ー の 建設が計画

さ れて い る O

3 ) 新産業構造形成プ口 ジ ェ ク ト

地元経済界 と 行政が連携 し 、 働阪神 ・ 淡路産業復興推進機構 を 設立。 1 00 を 超 え る 事業

を 展 開 し て い る O

4 ) 阪神 ・ 淡蕗大震災記愈プロ ジ ェ ク ト

阪神 ・ 淡路大震災 を 記念 し て 、 21世紀 に 向 け て の 総合的 な 国際交流の拠点づ く り な どの

事業 を推進 し て い る O

{上海 ・ 長江貿易促進プロ ジ ェ ク ト ]

神戸市 は、 こ の 「 日 中 上海 ・ 長江貿易促進 プ ロ ジ、 ェ ク ト J を 両 国 の 国家的事業 と し て

実現 さ せ る よ う 何年11月 に 日 中 上海 ・ 長江 神戸 ・ 阪神 交易促進会議 を 開催。 96年 3 月

に は 具体的 な 検討 に 入 る た め促進委員会 を 発足 さ せ、 4 月 末 に は 中 国 中央政府 と 交渉 に 入

る こ と を 明 ら か に し て い る O

こ れ ま での事業の足取 り を た と守 っ て み る O

[> 95年 7 �12月 神戸市 に お い て 、 新野幸次郎神戸大学名誉教授 を 委員 長 と す る 「中 国 ・

ア ジ ア 交流 ゾー ン 構想調査委員 会」 を 設置。

b 同 年 1 1 月 17�18 日 「 日 中 上海 ・ 長江一神戸 ・ 阪神交易促進会議J を 上海で開催。

[> 96年 3 月 26 日 具体的 な 行動計画策定 に 向 け て 、 国 ・ 兵庫県 ・ 神戸市、 経済界お よ び

学識経験者 な どで共同調査を 実施す る た め、 交易促進委員 会の設量総

会 を 東京で 開催。

[> 1司 年 6 月 3 日 総会の流 れ を 受 け 、 専 門 的立場か ら 多面的かつ 具体的 に 審議 を 行 う た

め 、 神戸で 「港湾 ・ 都市系部会J r流通 ・ 産業系部会J r 人物系部会j

の 3 つ の専 門部会 を 開催。

b 同年10月 2 日 10月 下旬 に 神戸で予定 さ れ て い た 第 2 同 交易促進会議で の 検討事項 を

決め た が、 延期 と な る 。

[> 97年 2 月 3 日 交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト の専用 船就航。

b 同年 2 月 7 日 5 つ の特問委員 会 を 設 け 、 具体的 な 検討 を 行 う こ と に 決定o

b 同 年 4 月 4 日 延期 と な っ て い た 第 2 回 交易促進会議の 中 止 を 決定。

b こ の あ と 97年 度 に 入 っ て武漢市代表団 に よ る 投資説暁会、 江海専用船特別委員会開催、

大長江節 ( フ ェ ア) 特別委開催へ と 続 く 。
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( 関 2 ) 長江流域の各都市の佼撞

c r都市政策j No. 87 '97. 4 か ら )

構想で は 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 に新た に建設 さ れ る 神戸港用 地 に 、 河 1 1 1 専用船に よ る

直接交易 の た め の専用海底 を 設け る O ま た 、 後背地 は 中 国人街 を 整備 し 、 神 戸港や経済 ・

産業の復興 だ けで な く 学術、 文化、 人材の交流 を 推進 し 、 街全体の復興 に つ な げる こ と に

な っ て い る O

神戸市 で は 、 復興 を 先導す る プ ロ ジ ェ ク ト と い う だ け で な く 、 日 本全体に と っ て も 輪入

促進や規制緩和 の モ デル に 、 と 意気込んでい る O 中 国側 の 姿勢 も 積極的で、 1995年1 1 月 に

開 か れ た 第 I 同 日 中代表者会議 に は 上海は じ め 長江流域の市長 ら 幹部が出席 し 、 翌年 8 月

に は 上海、 杭州、 武漢、 成都、 南京の 5 都市の視察団 が来 日 し た。

日 本側 で も 事業の広が り が見 ら れた 。 97年 1 月 末 ま で に神 戸港の港湾運送 の上組 (本社

神戸) な ど 8 社 は 、 上海 ・ 長江プ ロ ジ ェ ク ト に対応 し た 大型物流セ ン タ ー を ポ ー ト ア イ ラ

ン ド の専用 港 区 に建設 し 、 運営 に 当 た る 新会社 を 設立 し た 。

新会社 は 「神戸港国際物流セ ン タ ー J 。 川 西、 三 井 、 三菱、 住 友 な どの倉庫会社 と 日 本

通運 も 参離 し て い る O 神戸市が向 プ ロ ジ ェ ク ト の 専用港 区 と し て い る 用 地 の う ち 約 10ha

を 借 り 受け、 物流セ ン タ ー を 建設す る O 冷凍、 低温の倉庫 を 設 け食料品 な ど を 中 心に取 り

扱 う こ と に し て い る O

A方、 行政の 中 に も 明石市が同 プ ロ ジ ェ ク ト への参加の姿勢 を 表明 し て い る O 明石市 は

長江流域 の 無錫市 と 友好都市提携 を し て い る こ と も あ り 、 こ の構想 に は 大い に 興味を 示 し

1 月 21 日 、 神戸市の担 当者 を 迎 え て勉強会 を 開 い た 。 昨年 9 月 の神戸隣接市 ・ 町長懇談会

の席上、 産長の笹山幸俊神戸市長か ら 参加 の誘い掛け を し た も の で、 被災 し た 飽の市町に

も 参加 を 呼び掛け る O

ま た 、 2 月 に入 っ て 同 プ ロ ジ、 ェ ク ト の 第一船が就航 し 、 こ れ を 皮切 り に 本格 的 な 動 き を

見せ始め た 。 直行船は、 東京の船会社、 イ ー ス タ ン ・ カ ー ラ イ ナ 一社が建造 し た海川兼用
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上海 ・ 長江交必専用 船 フ ォ ー チ ュ ン リ ノ ミ 一
号就航祝賀 の テ ー プ カ ッ ト z神戸港 ( 1997
年 2 月 3 El )

船 「 フ ォ ー チ ュ ン リ バ ー 号J (4， 635t) で、 タ ン ク の 水 を 調節 し て 船体 を 浮 き 沈み さ せ、

喫水 を 浅 く し て 長江 の 中 流 に ま で さ かの ぼ る こ と の 出 来 る 新造船。

同 プ ロ ジ、 ェ ク ト を 記念 し た イ ベ ン ト も 数多 く 予 定 さ れ た 。 「大長江 フ ェ ア 」 を は じ め、

神 戸 の デザ イ ナ ー と 上海の モ デル を 組み合わせた 日 中合同 フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー 、 神戸 と 長

江流域 と の歴 史的交流 を 紹介す る 「 日 中歴 史海道2000年展 」 、 神戸の小、 中 学生が上海や

南京 を 訪 れ る 「平成の遣唐使船j な どが予定 さ れた。

6 . 産業復興の課題

震災地域 の復興 は い ろ い ろ な 要素、 観点 か ら 1 8 割の接」 が広 く 一般 の 認識 と さ れて い

る 。 根拠の な い面 も な き に し も あ ら ず。 多分に感覚的 な 表現 と 受け取 ら れ な く も な いが、

震災後 2 年 を 経過 し 、 や れ る だ け や っ た が も う こ れ以 ヒ は こ れ ま での テ ン ポ で は復興 を 進

め る こ と は 出来 な い 、 と い う 一種の疲れか ら 来 る 足踏み状態 を 表現 し た も の と い え よ う 。

改め て復旧 ・ 復興状況 を み て み る と ①被災地域の産業の復!日 ・ 復興 は 、 そ の速度は粧や

か な も の と な っ て き て い る も の の 、 全体 と し て は着実に進んでい る ②業種別 で は一部の地

場産業や商業、 サ ー ビ ス 業 な どで、震災の影響が残 っ て い る な ど 「業種 に よ る 復興 の 差 j 、

さ ら に 向一業種で も 「企業 に よ る 復興の差」 が見 ら れ る O ま た 、 震災被害の 大 き か っ た地

区で、 事業所や従業者の 回復が遅れて い る な ど 「地 区 に よ る 差J も 見 ら れる ③ と り わ け 、

中小 ・ 零細規模の事業者 を 中心 に 、 震災被害 に 加 え 、 震災直後の 円 高 や景気田復の遅れな

ど厳 し い 経済環境、 さ ら に は震災前か ら の構造的課題 も あ い ま っ て い ま だ厳 し い状況 に 置

かれて い る O

こ う し た認識 を も と に 、 復興の今後 の 諜題 に つ い て 、 兵庫県では次の よ う な 点 を 指摘 し

て い る O

1 ) 中小 ・ 零細事業者への支援

震災の被害 に 加 え て構造的課題 を 抱 え 、 離 し い 経済環境の 中 で の 事業再 開 であ り 、 「受
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注や需要が減少 し 厳 し い経営状況 に あ る 中小零細事業者等 に 対す る 支援J I仮設 E場 ・ 庖

舗で、 の 事業者等 に対す る 本格再開への 支援」 な ど金融対策や事業の場の確保 な ど、 き め細

か な 支援策 を 充実 し て い く 必要があ る O

2 ) 経営基盤の強化等への支援

中 小製造業や小売業 な ど既存産業の高度化 を 図 る た め 、 技術力 の 向 上や商庖街の集積魅

力 を 高 め る と と も に、 将来 を 担 う 人材の確保 ・ 育成への支援 を 継続 し て い く 必要があ る O

ま た 、 商業、 サ ー ビ ス 業等では、 周辺人口 の減少や域内消費 の 落 ち 込み が本格再建への

足かせ に な っ て お り 、 復興への街の活力 を 取 り 廃す観光客 の誘客 も 含め た 積極的 な 集客支

援 を 継続 し て い く 必要があ る O

3 ) 被災地産業の活性化支接

被災地域全体 と し て産業の活性化 を 図 る た め 、 魅力 の あ る 経済活動環境 を 整備 しつ つ 、

事業者の事業意欲 を 喚起す る と と も に、 自律的 な 復興 を 促進す る 新た な 産業 の書IJ造 ・ 育成

を 支援 し て い く 必要があ る O

兵庫県の あ る 企嗣担当者は 「被災地の企業が求め て い る の は 、 震災の あ っ た何年前半は

、 資金グ で あ り 、 後半か ら 96 年 に か け て は操業 の た め の 、場所グ であ り 、 そ の 後 は 、政策グ

ですJ と 語 っ て い る 。 た し か に 、 震災直後は 緊急J性か ら み て も 必要 と さ れ る と こ ろ に 平等

に援助 の 手が差 し の べ ら れ た が、 今後は 単 に 復 旧 ・ 復興 に 止 ま ら ず、 中長期 的展望、 戦略

を 持 っ て新た な 産 業 の 集積が図 ら れね ば な ら な い だ ろ う O
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i 第二鮪 工業
1 . 主要業種 @ 地場産業

{大手 は ほ ぼ震災前水準に戻 る }

震災後 2 年 を 経過 し た 96年度末 に は、 神戸製鋼所 は じ め 甚 大 な 損害 を 被 っ た造船、 ゴム

製品工業な どの大手企業は概ね震災前の水準 に 回復 し て い る 。 こ う し た こ と を 背景 に 、 兵

庫県下の 鉱工業生産 も 全体 と し て ほ ほ震災前の水準 に戻 っ た 。 (表 1 )

(表 1 )

X 
鉱 [業生産指数

ノ子、市 fE] 兵 庫 県
(90年 = 100) (90年 = 100) 

前年比 前年比 | 

94年 91. 9 0. 9 89. 8 1. 7 
何年 95. 1 3. 4 88. 5 ム 1. 5
96年 97. 7 2. 6 92. 0 4. 1 

96年 1 月 97. 1 3. 0 89. 1 6. 8 
2 月 98. 1 3. 2 94. 6 9. 0 
3 月 94. 1 ム 2. 9 91 . 4 6 . 7 
4 月 96. 1 2. 1 90. 2 0. 2 
5 月 97. 9 1. 9 91. 0 ム 3. 4
6 月 94. 4 ム 3. 6 88. 5 ム 6. 3
7 月 98. 6 4. 4 93. 8 6 . 2 
8 月 97. 2 ム 1 . 4 89. 6  ム 0. 2
9 月 98. 6 1 . 4  92. 7 6 . 8 
10月 100. 8 2. 2 95. 2 7. 1 
11月 99. 8 ム 1. 0 96. 8 10. 6 
12月 99. 9 0. 1 92. 8 4. 2 

97年 1 月 105. 2 5. 3 104. 0 16. 8 
2 月 101. 5 ム 3. 5 107. 3 13. 4 
3 月 101. 2 ム 0. 3 99. 8 9. 2 

資 料 通 産 省 兵庫県統計諜

(季節変動調整済。 97年 6 月 、 デー タ改正 に よ り 数値変更)

業種加 に 見 る と

[鉄鋼] 震災の あ っ た95年 4 月 に は 高炉が再掠働 し 、 8 月 に は ほ ぼ全面復旧 し て い る O

[造船] 復 旧 済み。 生産の一部を 県外へ移転 し て い たが、 97年 4 月 か ら 一部が復帰 し て

い る O

[ ゴム 製品 ] 復 旧 を 済 ま せて い る O 生産部門 の 一部 を 県外へ移転 し た。

[重電] す で に復旧 済み。
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大手企業 は 、 原材料の仕入れ先や製 品 の 販路 も 日 本全問、 あ る い は外国向 けであ り 、 被

災 し た 地元依存 の 地場産業に 比べ条件的 に 恵 ま れ て い る O ま た資金力 、 組織力 に裏打 ち さ

れ、 も ち ろ ん企業努力 も あ っ て、 復旧 は予想以上 に 早 く 進ん でい る O

{ 自復へ懸命の勢力つづ く }

一方、 地場産業の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 、 酒造、 フ ァ ッ シ ョ ン 関連 ( ア パ レ ル 、 真珠) な ど

は ど う だ ろ う O 個 々 に 見 て み よ う O

〔ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ〕

事業所 の 再 開 率 は 95年秋の段階で90% ま で 回復 し た も の の 、 生産 ・ 販売高 ・ 雇用 (従業

員 数) は50% ラ イ ン でい ま だ低迷 し て い た。 震災後、 夏物の サ ン ダ ルや秋 ・ 冬物 の ブー ツ

が若 い女性 の 人気 を 呼び、 独 自 のデザイ ン 企画力 を 持つ一部の メ ー カ ー は震 災前 の水準 を

回復 し た と こ ろ も あ る が、 零細業者の多い業界 だ け に 、企業格差グ は ま ぬが れ な い 。

と く に生産量 は 、 同年 5 月 に は震災前の約 5 割 に ま で、戻 っ たが、 そ の後、 4 割台 に 落 ち

込んでい る O こ れは震災前か ら の 円 高 と 震災 に よ り 神戸が壊滅 し た と い う 風評か ら 、 問屋

筋が中 国 な とミへ商品 を 発注、 輸入物が入 り だ し た こ と 、 さ ら に個 人消 費 の 伸 び悩み な どが

影響 し た と み ら れて い る O

(表 2 ) 臼 本ケ ミ カ ル シ ユ ー スe工業組合 統計

伏 1995年 (平成 7 年)
生産足数 例年比 生産金額 94年比

(千足) I (%) I (百万円) (%) 

l 月 686 32. 0 1， 231 28. 0 
2 月 592 23. 6 1 ， 060 20. 7 
3 月 993 36. 2 1， 774 32. 4 
4 月 1 ， 354 46. 1 2， 489 42. 7 
5 月 1 ， 436 55. 1 2， 705 52. 0 
6 月 1 ， 284 48. 9 2， 434 46. 3 
7 月 1 ， 172 43. 5 2， 335 0. 8 11 
8 月 1 ， 197 45. 7 2， 498 43. 4 
9 月 1 ，  267 46. 6 2， 703 44. 6 
10月 1 ， 412 49. 8 3， 087 48. 6 
11月 1 ，  447 53. 0 3， 243 52. 7 
12月 1 ， 324 61. 4 2， 945 63. 3 

生産足数
(千足)

1， 102 
1 ， 295 
1 ， 328 
1 ， 462 
1. 445 
1 ， 406 

1， 294 
1 ， 259 
1 ， 391 
1 ，  504 
1， 457 

1996年 (平成 8 年)
94年比 生産金額 例年比

(%) ( 百万円) (%)  

5 1 .  4 2， 387 54. 3 
51. 7 2， 796 54. 6 
48. 4 2， 841 52. 0 
49. 8 3， 130 53. 5 
55. 4 3， 1 39 60. 3 
53. 6 3， 089 58. 8 
48. 8 2， 903 50. 8 
49. 4 2， 926 50. 8 
46. 3 2， 903 47. 古
49. 0 3， 281 51 . 7 
55. 1 3， 616 58. 8 
67. 6 3， 524 75. 8 

( r都市政策.1 No. 87 '97. 4 か ら )
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神戸市で は、 こ う し た状況に対応 し 、 神戸市内 に 6 ヵ 所 (長田 区 3 ヵ 所、 調 区 3 ヵ 所)

の仮設工場 を 建設、 操業再開 、 立 ち 直 り の支援 を 行 っ て い る o 95年 3 月 の 第 1 次募集では

10倍 を 超す高倍率だ、 っ た が、 第 2 次募集 で は 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 関連 に 限定す る と 競争率

1 . 1倍だ、 っ た 。 こ れ は第 1 次募集が長 田 区 内 に 設 け ら れ た 仮設工場だ、 っ た の に 対 し 、 第 2

次 は こ う し た 企業集積地域か ら 離れた西 区 に設 け ら れた こ と も 関連 し て い る よ う だ。

地域立脚 の都市型地場産業であ る ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ業界の復興 は 長 田 、 須磨 の 町づ く り

計画や構想 と は不可分の 間柄で、 「住工商の そ ろ っ た 町J づ く り を 目 指 し て い る 。

こ の た め 「 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 産業復興研究会」 が設立 さ れ、 具体的 な 方 策 と し て①靴学

校の設立 (教育 訓 練施設) ②ア ン テ ナ シ ョ ッ プ ・ ス ト リ }鳴 ト の設置 (東京 ・ 秋葉原 の 電気

街の よ う に 、 長 田 に 靴屋街を つ く る ) G: 研究機関 の 設置 (足 に優 し い 、 機 能性 を 重視 し た

靴づ く り ) ④卸機能の集約化 (資材購入機能の集約化、 こ れ ま で垂直分化 し て ば ら ば ら と

な っ て い た機能 を 集約化す る ) な どがあ げ ら れて い る 。

〔酒造業〕

灘五郷 の 実態 を み る と 、 何年現在、 日 本 に は清 酒 メ ー カ ー が2， 274社 あ り 、 そ の う ち 兵

庫県では137社、 さ ら に灘五郷 で は 50社 (震災以前は51社) 。 数 の 上 で は 全体の2. 1 % に 過

ぎ な い。 と こ ろ が、 出荷数量 で み る と 清酒 の 年 間生産量の30�40% を 点 め て い る O

瀧五郷で、 は 大手10社、 中 堅10社、 中小が30社 の 内訳で、 う ち 大手10社が灘五郷の清酒生

産量 の80% と い わ れて い る O つ ま り 、 灘五郷の シ ェ ア が30�40%の と き 、 大手十社 の シ ェ

ア は24�32% と い う こ と に な る 。 全国の清酒生産の 2 � 3 割 を 賄 っ て い る 大手の競争 力 の

強い こ と が理解 さ れる 。

震災の あ っ た95年 は生産量の低下 も あ っ て シ ェ ア は27% に低下 し て い る O

(図 1 ) 清酒庫出数嚢及び対1 993年間 月 比の推移

阪神・淡路大震災 (%) 
50 

30 

10  

10  

30 

50 

95 3 5 7 9 1 1  96 3 5 7 9 1 1  97 3 5 (月)

※清酒の場合、 冬に需繋が大き く イ申ぴ、 12月 に頂点に達 したのち 、
夏場は極端に需要が落ち る 。
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(衣 3 ) 麓 災 に よ る 清滋メ ー カ ー の被害害状況 (95年 8 月 末)

西

会社名 J員害額 (千万円 )

大関 100 
今津酒造 l 
小西I酉造 272 
西宮j酉造 135 
多間酒造 60 
国産酒造 4 
木谷酒造 40 
花房酒造 60 
本野間活逃 72 
白鷹 22 
ツ ル正宗酒造 5 
百万石瀬造 72 
辰馬本家j酉造 855 
松竹梅酒造 23 
大沢酒造 6 
灘酒造 8 
吉村秀k推薦f古 2 
北ilJ ì跨造 5 
合同消精 19 
は っ こ ん酒造 9 
小計 1， 670 

沢の鶴 156 
忠勇 37 
E喜久娘酒造 100 
金盃酒造 28 
月 桂冠 102 
福徳長酒類 17 
菊) 1 1 15 
小言十 455 

太田酒造 5 
:li:ì醤造 100 
松尾仁兵衛商庖 45 
菊千歳酒造 100 
豊沢溺造 20 
福鶴 9 
楼JE宗 58 
ij�塚消迭 130 
金露酒造 12 
関経酒造 83 
白鶴j霞造 425 
菊正宗酒造 292 
世界長溜造 35 
剣菱酒造 920 
メ ル シ ャ ン 9 

{ 討

市

灘

区

E転

灘

区

東

会社名 損害額 (千万円 )

坊組醸造 7 
木村j爵造 1 40 
福議j醤i笠 167 
泉勇之介商庖 15 
泉酒造 32 
安福又同郎潟庖 50 
国立論j湾造
沢の井酒造
高嶋酒類食品 15 
小計 2， 671 
明石発酵工業 8 
I工井ヶ 鶴酒造 7 
卜部j酉iを 3 
茨木酒造 5 
土台本j酒造 9 
桜井酒造 1 
安藤酒造 2 
井沢酒造
i哉i甘酒造 3 
太陽酒造 15 
内海酒造 1 
大和j酉造 2 
桜j荷造 1 
水田酒造
稲J'!溜逃
裕太酒造 1 
小言f 60 
三木善j商造場 1 
千年 す酒造 20 
笹野酒造 4 
都美人酒造 l 
浜千鳥猶迭 2 
本鷹酒造 1 
小計 29 
小西酒造 160 
大手柄酒造 15 
伊丹老松酒造 1 
小計 176 
総計 5， 062 

語葉

E互

資料出所 : 灘五郷酒造組合調査
集計で き た分の被害総額 506億2， 000万円

(兵庫県:lZ. 4 大学 『阪神 ・ 淡路大震災復興特別研究成果報告書j から )
※評価の方法は各社 ま ち ま ち で統一 していない
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灘五郷で は51杜の う ち 震災後 l 社 (世界長酒造) が廃業、 8 社が休造 ( う ち 3 社が他社

へ生産 を 委託) し て い る O 麗業 し た世界長酒造 は酒蔵や生産設備 な どの損壊で、 生産停止

に 追 い 込 ま れた 。

ま た 、 各酒造メ ー カ ー が独 自 に 行 っ て い る 酒造資料館や博物館 も 殆 ん ど全半壊 し た 。 、酒

蔵 と し て 利用 し て い た 木造 の 蔵 を 資料館の建物 と し て い た た め で、 県の文化財指定 を 受け

て い た も の も あ っ た。 (表 4 ) 

(表 4 ) 潜送記念館 ・ 資料鐙等被害額

資料館 ・ 博物館 被害総額 備 考

自鹿記念酒造博物館 13�昔、円
建造物 3 棟文化財指定、 内大蔵 l 棟 1 / 4 損壊
猶造道具 A部損壊 (約5， 000点収蔵)

沢の鶴資料館 151:車、円 県文化財指定、 酒造道具損壊(約3， 000点収蔵)
楼正宗重要文化財 17{)意円 文化財指定建造物 4 棟全壊
白鶴酒造資料館 141:意向 沼1tif ・ j商造滋具約3， 500点
菊正宗酒造記念館 13億円 酒造道具扱壊
福苦手沼，心館 5 1)意向 j酉逃道具損壊

メ口斗 言十 77億円
資料出所 灘五郷酒造組合資料

(兵庫県立 4 大学 『阪神 ・ 淡路大震災復興特別研究成果報告書j から )

こ れ ら 資料館 は 再 開 し た と こ ろ や計画 中 の も の な ど次の と お り であ る O

[ 白 鹿記念酒造博物館] 既設の博物館 は損壊 し たが、 震災の 2 ヵ 月 後か ら 、 被害 を ま ぬ

がれた 明治時代 に建 て ら れ た 酒蔵 を 利用 し て 再 開 。

[沢の鶴資料館] 99年 3 月 を 目 標 に 再建工事 を 進め て い る O

[棲正宗重要文化財] 4 棟が全壊、 兵庫県 ・ 神戸市が現地調査の う え指定解除 に な っ た 。

[ 白 鶴酒造 資料館] 97年 4 月 1 日 か ら 再 開。 資料館 と し て い た 2 棟の う ち 前蔵 は 元 の 建

材 を 利用 し て復元、 大蔵 は 内装 を 補修 し た。

[菊正宗酒造記念館] 酒識 を 利 用 し た 記念館が倒壊。 現在、 再建の た め の検討 に入 っ て

い る O

[補寄j酉心官官] 木造の酒米倉庫 を 利用 し た 酒心館が全壊。 被害の な か っ た コ ン ク リ ー ト

造 り の建物 の 内 装 を 新 し く し て97年12 月 20 日 か ら 再 オ ー プ ン o ?酉の 産販や き き 酒、 ま た レ

ス ト ラ ン も 増設 し て い る O

瀧五郷の被害は酒蔵、 生産設備 な ど度接 的 な 被害だ け な く 、 阪神高 速道路の倒壊や震災

後 の交通渋滞で原料米の仕入れが遅れた り 、 製 品 の 出荷が患 う よ う に い か な い な ど直接、

間接の被害 を こ う む り 生産や売上が大 き く 落 ち 込 ん だ。

灘五郷酒造組合 や 各 メ ー カ ー は 、 こ う し た生産活動 の 遅れ を 取 り 戻す た め に 、 政府、 大

372 第七章@産業 房用



蔵省 は じめ 兵庫県、 神戸市、 西宮市 な どに対 し 、 税制面への特別配慮、 復 旧 に かか る 特別

金融措置 な ど精力 的 に 陳'措活動 を 展 開 し て い る O

陳情の効果 も 徐 々 に現れてお り 、 国税庁 は こ れ ま で委託製造 ・ 瓶詰め さ れ た清酒は、 い

っ た ん委託元 の 灘 な どの企業 に 運 ん で、 出荷 し て い た の を 、 特例措置 と し て 、 期 限つ き な が

ら 委託先 に 自 社の貯蔵所 を 設 け れば直接 出荷が 出 来 る よ う に な っ た 。

こ の ほ か、 原料米価格 に対す る 要望や 景観保全の た め の灘の街並み形成 に 関す る 要望、

酒 の テ ー マ館設置 に 対す る 補助、 共 舟 の研究、 開発に対す る 助 成 を 関係筋へ要望す る な ど

復興へ意欲的 な 取 り 組み を 見せて い る O

〔 フ ァ ッ シ ョ ン 関連〕

ア パ レ ル は神戸で は デザ、イ ン や企画 な どが中心で、 生産 ・ 縫製 は被災地外に 外注 し て い

る ケ ー ス が多 く 、 販売屈の 被災 に よ る 販売額の減少 は 避け ら れ な い が、 生産閣で の影響 は

あ ま り な か っ た 。 兵庫県西工部の調べ (97年 4 月 ) で は フ ァ ッ シ ョ ン ア ソ シ エ ー シ ョ ン加

盟の49社中43社が操業 を 再開。

真珠 は真珠加工が震災鹿 後 に は若干の撹乱があ っ た が営業活動 を 一時 的 に 東京 に移す な

ど し て対応。 わが国 の加工 ・ 流通の80% を 扱 う 業界 と し て の損害 は軽微だ っ た 。 神戸市内

の 日 本真珠輸出組合加盟97社の全企業が操業 を 再 開 し て お り 、 稼働状況は 震 災前の水準 に

回復 し て い る 。 3 月 の輸出実績 は 円 安基調 を 背景 に 数量で前年比18. 9%増、 金額面 で は 同

42. 1 % の 高 い伸 び を 示 し て い る O

ま た 、 真珠業界で は震災後、 神 戸 に 真珠 に 関 す る 情報 を 発信 す る 「 ワ ー ル ドパ } ル セ ン

タ ー 」 の建設 を 決め て お り 、 神戸経済復興の契機 に 、 と 期待 さ れて い る O

〔 そ の他〕

[洋菓子] 一 部廃業 し た と こ ろ も あ る が、 神戸市 内 の兵庫県洋菓子協会加盟87杜 で は 、

約80%が操業 を 再 開 し て い る 。 生産 レ ベ ル で は 大手は ほ ぼ回復 し て い る が、 中小では生産

基盤の崩壊、 消 費 の低迷に よ り 、 震災前 の75%強の 回復。

[ ク リ ス マ ス 用 品] 神戸市 内 の 日 本 ク リ ス マ ス 工業協 同組合加盟12社で、 震災後 1 社が

廃業 し た が、 残 り は仮事務所 の建設、 生産委託な ど に よ り 全社が操業 を 再 開 。 震災の影響

や輪出の減少な どで出荷額 は震災前の約10%減 と な っ て い る O

[粘土瓦] 震災後、 3 月 末 ま で に 兵庫県粘土瓦協同組合加盟の全企業213社 で操業再開。

し か し 、 震災 に よ る イ メ ー ジ ダ ウ ン が響 き 、 瓦需要 は全罰的 に低迷 し て お り 、 淡路瓦 の 生

産量は震災前 の約20%減。

[線香] 津名郡一宮町 内 の 兵庫県線香協同 組合加盟の全企業15社で操業再 開。 生産 も 震

災前の水準 に 回復 し て お り 、 震 災 に よ る 悪影響 は な い。
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2 . 仮設工場

{本格的 な復興支援工場着工]

共産県、 神 戸市が震災の被害 を 受 けた神戸市 内 の 中小製造業者の 立 ち 上 が り を 支援す る

た め に 設 け た仮設の賃貸工場 は市内 6 ヵ 所で170戸、 総面積20， 121m。

1 次、 2 次の募集で858件の 申 し 込みがあ り 、 う ち 240杜が早い と こ ろ で は 震災の あ と 2

ヵ 月 半の 何年 4 月 1 日 か ら 操業 を 始め て い る O

96年度末の入居企業は227社。 当 初 か ら み る と 13杜減 っ て い る が、 こ の 問 、 42社が仮設

工場か ら 出 て行 き 、 新た に 29社が入 っ た 。 ほ ほ希望 を 満 た し て お り 、 空 き 待 ち の補充登録

は97年度 に 入 っ て か ら は ゼ ロ と な っ て い る 。

用 地 の 調 達 は 空 き 地の借 り 上げや取得、 あ る い は野球場や緑地 の 利用 で ま か な っ た 。 用

地費や建設 に かか っ た 総事業費 は約84億7， 200万 円 。 95% を 中小企業高度化 資 金 を 利 用 、

残 り を 神戸市が負 担 し た。 被災 し た工場に 替わ り 工場の建屋 を 提供す る の が仮設工場。 電

気関係 は入居者 と 関西電力 と の 直接契約、 ガス は プ ロ パ ン な ど制約 は あ る が、 月 額で 1 m

当 た り 500円 、 一般の 4 分の l か ら 5 分の l と い う 低い 家賃 を 設定 し て い る O

入居期 限が最長 5 年、 2000年春 ま で と な っ てお り 、 残 り の 年 月 で入居企業 が ど う 対処す

る か決 断 を 追 ら れそ う O 仮設だ け に 建築物 と し て の確認 申 請 も 取っ て お ら ず、 高度化資金

の利用 年 限か ら い っ て も 延長 は い ま の と こ ろ 望 め な い。 「入居企業の 要望 は い ろ い ろ あ る

と 思 う が、 市 と し て は い ま 以上 の手段 を持た な いj の が現状の よ う だ。

神戸市 で は 次の 対応策 と し て 何年春、 神戸市復興支援工場の建設 に着手 し て い る O

こ の復興支援工場は、 被災 し た 中小製造工場の 本格 的 な 復興 を 支援す る た め に 設け る 大

規模 な 公営貸工場。 全国初 の 試 み で、 計画 に よ る と 2000年 ま で に A�Eの 5 棟 を 建設。 供

用 開始 はA、 B棟が98年春、 C棟が99年春、 D、 E棟が2000年春 を 予定 し て い る 。

建設地 は神戸市兵庫 区和 田 山通、 構造は鉄骨、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り の 5 階建て、 1 棟

の床面積約 5， 300mo 1 ユニ ッ ト 12 m ( 6  m x 12m) を 242ユ ニ ッ ト 造成。 複数のユニ ッ ト

の組み合わせで多様な業種 に も 対応 出 来 る よ う に し て お り 、 約200社の入居 を 予定 し て い

る O

な お 、 使用資格 は①資本の額 も し く は 出 資の総額が l 億円以下の会社、 ま た は常時使用

す る 従業員 の 数が300人以下の会社 も し く は個人で、 製造業 を 営 む も の②震災 に よ り 事業

を 営 ん で い た 工場等が滅失 ま た は損壊 し て い る こ と ③使用料の支払い能力 を 有す る も の④

市民税 を 納付 し て い る も の一一ー と な っ て い る O 使用期 間 、 最長15年。

建設ス ケ ジ、 ユ ー ル は次の と お り

96年度 I 期 (A、 B棟) 着工

97年度 I 期工事、 募集、 立 期 (C棟) 着工

98年度 I 期入居、 百 期工事、 募集、 国 期 (D、 E棟) 着工
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99年度 E 期入居、 班 期工事、 募集

2000年度 聞 期入居

(表 5 ) 被災企業用仮設工場

団地名 所 在
神戸イ ンナ 長田氏駒ケ林
一第 4 工業 南町 l 番75
団地

苅藻島 長回収苅i英治
町 2 T t1 20 

南駒栄 長mv南駒栄
町 1 番115

神戸ハ イ テ 内iIぎ櫨谷町寺
ク パー ク 谷�f:橋谷1242

番地118
興東池公園 凶長〈高塚台 2

丁 目 12
高塚台 西区高塚台 7

了 El 4 - 1 

ぷ口込 話十

対象業種
機械金属

ケ ミ カ ル

ケ ミ カ ル

機械金属

ケ ミ カ ル

- ケ ミ カ ル
- 機械金属 を
徐 く 製造業

建物倒積 ・ 戸数

85m x 2fi l 1 ， 285m 
80m x 5} i 
75m x 7jr 

214m x 5Ji 5J i 
1， 070m 

附凶 × M] ν
100m x 6 Jî )5 ，  550m 

120ぱ x 26ri 1 5， 280m 
60m x 24戸
山 × 1「 30F f
58m x 1 7Fî ) 3， 768m 

120m x 5] i 1 3， 768m 
48m x 2Ui 

170) i (20， 721m) 

' 97 ， 3 ， 31現在

敷地面積 企業数 供用開始 日
2， 500m 20干士 1995年 4 月 1 日

2， 000m 9 干上 1995年 4 月 1 日

12， 000ぱ 53干上 1995年 5 月 1 日

23， 500ぱ 61社 1995年 6 月 17 H 

7， 500m 39H 1995年 6 月 3 臼

8， 900m 45ネ士 1995年 6 月 27 日

56， 400m 227社 (1997. 3 . 31現夜)
(神戸市産業振興局調べ)

神戸市兵庫区和 田I lJ逸に建設が進め ら れて い る 被災中小製造業者のた めの 「復興支援工場J の イ メ ー ジパ ー ス

〈参考文献〉

『兵庫県南部地震に自書する総合研究』 王子成 8 年度報告書 神戸大学 1997年 3 JJ 
『阪神 ・ 淡路火震災復興特別研究成果報告書j 兵庫県立 4 大学 (神戸商科大学、 姫路工業大学、 県立看護大学、
娘路短期大学) 1997年 3 月
『都市政策.1 81号 神戸都市問題研究所 1995年10月
f都市政策.1 87号 神戸都市問題研究所 1997年 4 fl
f商工部の概要j 王子成 9 年度 兵庫県潟工吉1\
f復興だよ り .1 1 �10号 総理府阪神 ・ 淡路復興対策本部
f兵庫県内被災地域における産業の後!日 ・ 復興状況等についてj 兵庫県潟工部 1997年 4 月 、 同 5 月
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| 第三節 貿易 @ 港湾
1 . 繋易の状j兄

{ 貰物量、 コ ン テ ナ の間復遅れ る }

神戸港の外国定期貨物船航路は、 震災前が201航路であ っ た が、 震災の た め 152航路 ま で

減少 し た 。 北米、 欧州航路 な どで路線の統廃合が進 ん だ、 こ と や 一部が大阪港 に シ フ ト し た

こ と が要 因 だ、 っ た c そ の後、 東南 ア ジ ア への航路の新規開設で181航路 ま で 回復 し て い る O

96年の神戸港の港勢は、 震災 に よ り 激減 し た 前 年 に 比べ、 入港船舶数お よ び取扱貨物量

と も に大幅に増加 し 、 月 別 の 貨物量 も 徐 々 に で は あ る が上 向 き の傾 向 を 示 し て い る O

同年の神戸港の入港船舶 数は81， 663隻 で対前年比116. 4% と 伸 びてい る が、 震災前 の 94

年 に 比べる と ま だ93. 1% ま での戻 り と な っ て い る O 取扱貨物量で は 1 舘t3， 552万tで前年の

147. 8% な が ら 、 震災前の79 . 3% に と ど ま っ て い る O コ ン テ ナ貨物 は3， 196万t と 94年 に 比

べて75. 8%、 や や 回復が遅れて い る の は否め な い 。 (表 1 ・ 2 ・ 3 ) 

(衣 1 ) 入港船舶 (1996年速報) 隻 (表 3 ) 1 996年の貨物量

外航船 フ 1レ コ ン 内航船 | フ ェ リ ー 月 別推移

貨物景 (千t)
10， 836 4， 653 76， 872 35， 808 

9， 654 
6， 833 2 ， 856 63， 351 26， 493 2 10， 098 
8， 880 4， 470 32， 433 3 11 ， 214 

4 10. 896 
5 10， 755 

(表 2 ) 取扱貨物量 (19961f�速報) 下t 6 10， 281 
内/ 11 ， 482 

年 総 数 外資貨物 コ ン テナ (外資) 内貿貨物 ブ ェ リ (内貿) 8 11 .  608 
9 11 ，  373 
10 12， 533 1994年 171， 002 55， 228 42， 184 115， 774 百7， 203

1995年 91， 702 29， 380 21， 130 62， 322 49， 100 11 12， 540 
12 13， 085 

1996年 135， 519 42， 163 31， 957 93， 356 74， 338 

[輸出 、 着実に増加}

96年の神戸税 関 管 内 の 貿 易 額 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で神戸港が大 き く 落 ち 込ん だ95年の

反動か ら 、 輸出入 は大幅 な 増加 と な っ て い る O

総額 は 、 輸出 6 兆6 ， 491億 円

輸入 4 兆4， 777億円

で、 輪 出 は 前 年 に 比べ26. 2%の増、 伸 びは 4 年ぶ り の プ ラ ス だ、 っ た 。 震 災前 の 94年 と 比

べ る と 7. 5%の減で、 震災前の水準 に は達 し て い な い が、 95年の対前年比26. 7%減か ら み
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る と 着実 に増加 を 示 し た。 (表 4 ) 

一方、 輪入 は前年比39. 1%の伸 びで、 何年がマ イ ナ ス だ、 っ た のが再びプ ラ ス に転 じ た 。

こ の結果、 輸入の好調 な 回復 を 反映 し て 、 輸出超過額は 2 年連続 2 兆円台 (94年 は 3 兆円

台) の低い水準 と な っ て い る O

特 に神戸港 だ け で み る と 輸出 は、 95:Ì:p.が前年比で約 6 割 に 過 ぎ な か っ た の が、 港湾施設

の復旧 に伴 い 96年 は42. 5% も 増加 し て お り 、 輸入の場合 も 40. 4% も 激減 し た 95年 に比べ、

何年 は プ ラ ス と な り 64. 8% の 大 幅 な伸 び と な っ た 。

中 で も 4 月 の 輸入 は震災後初 め て2， 000億 円 を 超 え 、 輸出入総数が5， 567億 円 と 震災後最

高 を マ } ク し て い る 。

{港勢、 徐 々 に 囲複]

97年 ヒ半期の神戸港の港勢 は、 港湾施設の完全復旧 に伴 い 、 入港船舶 ・ 取扱貨物量 と も

に 、 稔 々 に 震災以前の状況 に戻 り つつ あ る O

半期別 の 輸出入額でみ る と 、 輸出 で何年上半期が震災前の例年 に比べて84. 9% と 低迷 し

て い た の が、 同年下半期 に は91 . 3% に ま で 回復。 97年上半期で は99. 5% と ほ ぼ震災前 の 水

準 に戻 っ た 。 -方、 輸入で は 、 何年上半期、 下半期が94年 に 比べそ れぞれ99. 2%、 97. 4%

と 回復。 昨年上半期 に は震災前 を 8. 7%上回 る 実績 を 示 し て い る 。 (表 5 ) 

し か し 、 東京、 横 浜 な ど全国 5 大港の取扱高で み て み る と 、 神 戸 港 は 例年 比 で 輸 出 が

99. 5%、 輸入が108. 7% と は な っ て い る も の の他港が輸 出 で 1 割 か ら 3 割、 輸入で 5 割弱

か ら 7 割近 く ま で伸 びて全国 シ ェ ア を 拡大 し て い る の に比べる と 神戸港の港勢 の 衰 え が感

じ ら れ る O ま た 、 大阪、 名 古屋港の伸 びが 目 立つ の は神戸港の 一部貨物 が シ フ ト し て い る

実態が浮 き 彫 り と な っ て い る 。 (表 6 ) 

神戸港か ら 地方の港湾への シ フ ト 、 つ ま り 貨物の流出 は震災後 ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れた 問

題で は あ る が、 貿易業界や海運界 で は 、 地方様の利用 が港湾 関 連の経費が安 く つ く と こ ろ

か ら 、 国 内 の物流 コ ス ト の低減に役立つ と の 認識で、 震災前か ら 取 り 沙汰 さ れ て い た 。 現

実 は 神戸港が、 鉄道、 道路な ど イ ン フ ラ が整備 さ れ、 荷 さ ば き が容易 な こ と 、 安全 ・ 確実

で あ る こ と な どか ら 、 地方港への シ フ ト は考 え ら れ る 程進 ん で、 は い な か っ た 。

と こ ろ が、 神戸港の岸壁が壊滅 し た こ と や 関係業界が人的 ・ 物的被害 を 被 っ た こ と で、

好む と 好 ま ざ る に かかわ ら ず、 地方港 を 利 用 せ ざる を 得 な く な っ て い た 。

97年 に 入 っ て か ら の神戸港の貿易額 を 月 開 の歩みでみ る と 、 1 月 は輸出が例年比で前月

(97. 0%) を 2. 8ポ イ ン ト 下回 っ た 。 輪入で は 94年比で前 月 の91 . 8% を 24. 1 ポ イ ン ト 上 回 り 、

3 ヵ 月 ぶ り に 94年 を 上 回 っ た 。 こ の結果、 輸出 入総額で震災後初 め て 例年 を 上 回 っ た 実績

と な っ た 。

2 月 の輸 出 は 94年比で 前 月 よ り 8. 1 ポ イ ン ト 伸 び、 震災後初 め て 94年 を 上 国 っ た。 輪入

で は 2 ヵ 月 連続で94年 を 上 回 っ た 。
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(表 4 ) 年目IJ 月 別 貿易総額表

神戸税関管内総計 十申 F' 

年 月 輸 出

前年比

1994年 7， 189， 522， 393 97 . 4  

1995年 5， 267， 692， 663 73. 3 
1 )'1  293， 357， 241 60. 4 
2 )'1  293， 399， 232 51. 0 
3 月 406， 423， 309 56. 5 
4 月 369， 737， 503 58. 6 
5 月 347， 600， 822 70. 5 
6 刃 460， 042 ， 419 73. 9 
7 月 436， 750， 874 72. 8 
8 月 450， 504， 905 79. 3 
9 月 555， 288， 984 89. 6 
10月 514， 306， 912 82. 5 
1 1)'1 508， 688， 144 87. 2 
12月 626， 592 ， 318 94. 8 

1996年 6， 649， 117， 038 126. 2 
1 月 447 ， 802， 920 150. 1 
2 月 543， 803， 894 185. 3 
3 月 640， 326， 113 157. 6 
4 月 545. 736， 367 147. 6 
5 月 507， 851， 963 146. 1 
6 月 547， 888， 760 119. 1 
7 月 564， 908， 705 129. 3 
8 月 503， 527， 219 111 . 8 
9 月 573， 303， 813 103. 2 
10月 572， 269， 876 111 . 3 
1 1月 549， 991， 663 108. 1 
12月 651， 705， 745 104. 0 

(表 5 ) 神戸港半綴別輸出入額

側 額
1994年上半期 2. 268， 161 

1994年下半期 2， 402， 174 

1995年上半期 971. 479 

1995年 F 半期 1， 918， 219 

1 996年上半期 1，  924， 959 

1996年下半綴 2， 192， 329 

1997年上半期 2， 256. 746 
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車j'; 出

前年間期比

91. 8% 

99. 8% 

42. 8% 

79. 9% 

198. 1% 

114. 3% 

117. 2% 

輸 入 事命 出
「一一一一ー一一一一一一
前年比 前年比

4 ， 075， 394 ， 021 102. 5 4 ， 670， 335， 419 95. 8 

3. 218， 841 ， 057 79. 0  2， 889， 698， 732 61. 9 
274， 540 ， 191 82. 0 153， 336， 700 49. 2  
181， 813， 365 60. 3 73， 721， 168 20. 5 
201， 265， 536 60. 3 147， 705， 238 31. 9 
202， 459， 948 62. 0 147， 340， 587 38. 0 
222， 374， 617 68. 1 182， 527， 289 55. 6 
239， 498， 368 72. 0 266， 848， 430 64. 1 
258， 285. 744 82. 0 259， 730， 984 67. 5 
316. 363， 568 85. 5 287， 996， 724 76. 7 
320 ， 087， 995 88. 6 332， 269， 974 80. 5 
354. 233. 490 98. 2 327， 353， 065 82. 3 
322， 123， 377 90. 4 335. 931， 505 85. 7 
325， 794. 858 91 . 5 374， 937， 068 85. 3 

4， 477， 652， 838 139. 1 4， 117 ， 288， 044 142. 5 
353， 172. 014 128. 6 262， 271， 244 171. 0 
346， 954. 097 190. 8 327， 287， 345 444. 0 
326， 880 . 119 162. 4 363， 515， 960 246. 1 
404， 891 ，  058 200. 0 330 . 332， 566 224. 2 
376， 148， 240 169. 2 313， 880 ， 260 172. 0 
337， 182， 529 1 40. 8 327， 671， 650 122. 8 
376， 863， 309 145. 9 353， 291， 296 136. 0 
380 ， 849， 929 120. 4 324， 470， 687 112. 7 
380 ， 855， 034 119. 0 355， 535， 318 107. 0 
420， 087， 447 1 18. 6 366， 247， 068 111 . 9 
388， 037， 085 120. 5 366， 259， 043 109. 0 
385， 731， 977 118. 4 426， 525， 607 113. 8 

車11 入

例年周期比 価 額 前年同期比 94年 同 期 比 価 額

1 ，  161 ，  303 104. 5% 3. 429. 464 

1 ， 271， 241 111 .  8% 3. 673. 415 

451， 868 38. 9% 1， 423， 348 

998， 167 78. 5% 2， 916. 386 

84. 9% 1，  1 51 ，  485 254. 8% 99. 2% :l. 076. 444 

91. 3% 1 ， 237， 938 124.0% 97. 4% 3 ， 430， 267 

99. 5% 1， 262， 373 109. 6% 108. 7% 3， 519， 119 

(千円、 %)
港

輸 入

前年比

2 ， 432， 543， 848 108. 2 

1 ， 450， 035， 322 59. 6 
117 ， 413， 143 60. 1 
40， 316. 340 22. 6 
42， 117， 496 21 . 1 
58， 569， 705 29. 1 
85， 575. 368 44. 7 

107， 876， 208 55. 5 
131 ， 620， 922 70. 6 
162， 171， 206 74. 3 
173， 678. 690 78. 0 
193， 371， 698 85. 2 
173， 993， 788 80. 8 
163， 330. 758 81 . 1 

2， 389， 42:)， 357 164. 8 
185， 611 ， 508 158. 1 
190， 451， 618 472. 4 
165， 943， 901 394. 0 
226， 323， 906 386 . 4 
200， 822， 545 234. 7 
182， 331， 929 169. 0 
209， 282， 330 159. 0 
207， 338， 565 127. 9 
208， 482， 594 120. 0 
232， 725， 828 120. 4 
195， 201， 125 112. 2 
184， 907， 508 1 13. 2 

(百万円)
輸 出 入

前 年 同 期 比 94年同期比

95. 8% 

103. 7% 

41. 5% 

79. 4% 

216. 1% 89. 7% 

117. 6% 93. 4% 

114. 4% 102. 6% 



(表 6 ) 余国五大港貿易額
1997年上半期分

輸 出

輸出-'�年 前年時期比 94年同期比
1': 国 247， 294 115. 1% 124. 7% 

神 戸 港 22， 567 117. 2% 99. 5% 

東 京 港 23， 166 109. 2% 110. 7% 

横 浜 港 37， 717 110. 9% 115. 5% 

大 阪 港 10， 202 106. 7% 122. 3% 

名古屋港 32， 775 113. 0% 130.0% 

五大港計 126， 427 1 111 .  8% I 115. 1% 

(表 7 ) 神戸港貿易概況

全溺比

100.0% 

9. 1% 

9. 4% 

15. 3% 

4. 1% 

13. 3% 

51. 1% 

輸出入総額 前年同月比
1997年 1 月

2 月
3 月

l 月
2 月
3 月

1 月
2 月
3 月

5， 202 
5， 577 
6， 236 

(輸出)

(輸入)

(外国貿易船入港状況)
1 月
2 月
3 月

116 . 1 
107. 7 
117. 8 

(億円 )

申書 入 輸 出 入

輸入 当年 前年同期比 94年同期比 全経Hヒ 輸出入 当年 前年同期比 94年苅賂比 全lr.lLt

207，475 112. 9% 153. 8% 100.0% 454， 769 114. 1% 136. 5% 100. 0% 

12， 624 109. 6% 108. 7% 6. 1% 35， 191 114. 4% 102. 6% 7. 7% 

24， 313 104.4% 145.4% 11.  7% 47， 479 106. 7% 126. 1% 10. 4% 

17， 310 107. 2% 153. 1% 8. 3% 55， 027 109. 7% 125. 2% 12. 1% 

12， 206 108.0% 161. 2% 5. 9% 22， 408 107. 4% 140. 8% 4. 9% 

13， 274 118. 5% 166. 2% 6 . 4% 46， 049 114. 6% 138. 7% 10. 1% 

79， 726 108. 5% 144. 4% 38. 4% 206， 153 110. 5% 124. 9% 45. 3% 

億 円 ・ %

1994年同月比
102. 6 
103. 5 
94. 0 

94. 2 
102. 3 
88. 8 

115. 9 
105. 8 
106. 1 

隻 ・ %

84. 7 
86. 8 
80. 8 

3 月 は輸出が94年比で 8 割合 と な っ た が、 価額で は4， 000億 丹 を 上 回 っ た 。 輸入 は 3 カ

月 連続で震災前 を 上 留 り 、 こ の結果、 輪出入総額が6， 000億 円 を 上 回 り 、 震災後最高額 と

な っ た 。

外国貿易船の入港状況は例年 に 比べ、 97年 1 月 が675隻、 84. 7%、 2 月 699隻、 86. 8%、

3 月 779隻、 80. 8%でい ま 一歩、 回 復 に至 っ て い な い 。 (表 7 )
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2 . 詳毒事 関保事業者

[ 8 "'"  9 割の翻護}

神戸港の震災 に よ る 被害 は 、 イ ン フ ラ と し て の港湾機能が壊滅的打撃 を 受 け た。

同 時 に神 戸港 と と も に 生 き る 海事関係の各方面 に も 事務所の倒壊、 荷役機械の損J吾、 倉

庫 の被害 な ど大 き な損失 を も た ら し た。 本復興誌第 l 巻で こ れ ら 海事関係事業者の う ち 旅

客船、 内航海運、 港湾運送、 倉庫 の各事業者の被害 を 報告 し た が、 引 き 続い て こ れ ら 以外

の 関係事業者の被害 と 復興状況 を 『都市政策j 85 号 ・ 谷野龍一郎氏の レ ポ } ト を 基 に ま と

め る O

造船 ・ 舶用工業事業者

神戸海運監理部管 内 (兵庫県) で震災発生の時点で造船事業者が78事業 者 ・ 82事業所、

舶用工業事業者が180事業者 ・ 184事業所だ っ た 。 こ の う ち 、 被災 し た の は 造船で18事業所、

舶用 工業で何事業所 と な っ て い る O

被害の 内 容は 家展 ・ 建屋や ク レ ー ン の倒壊、 地面の隆起、 焔没 に よ る ク レ ー ン レ } ル の

破損、 液状化や岸壁去の陥没、 さ ら に建造中 の船舶 の破損や船台上か ら の滑 落 な どで、 大型

船舶 の復旧、 補修 を 他工場 に 回 航 し て続け る と こ ろ も あ っ た。

ま た 、 舶用工業事業 に つ い て は 、 主 な被害 は建物や工場設備で、 そ の他、 陸上交通事情

の 遅れか ら 材料不足 に よ る 生産 中 断、 納期遅れ、 得意先の操業 中 止 に よ る キ ャ ン セ ル、 ラ

(表 8 ) 神戸海運監理部管内造船業 ・ 舶用工業の被災状況

造船業 舶用工業

管内事業者数
78事業者 180事業者

(82事業所) (184事業所)

被災事業所数 18事業所 91事業所

i度接被害金署員 約34， 744百万円 約11 ， 829 百万円

滞緩被害金額 約447百万円 約4， 255百万円
(営業損失含) ( 7 事業者) (73事業者)

雇用 の状況
イ也事業所へ配置転換 1 事業者 240人 4 事業者 23人
自 宅待機 1 事業者 延394人 1 事業者 10人
一時帰休 1 事業者 38人

操業回復の状況 操業率100% 12事業所 操業率100% 102事業所
(1995年 2 月 10 日 現役:) 90%以上 2 事業所 50%以上 34事業所

70%以上 2 事業所 50%未満 5事業所
50%以下 2 事業所 不明 日事業所

事業廃止 1事業所

(注) 1 . 造船法に基づ く 届 出事業者19社 は 、 未調査であ る 。
2 . 舶用工業に お い て、 調査対象 と し た事業所数は、 158事業所であ る 。
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(表 9 ) 外航船社の被災状況

営業面の鎖答
物的綴:r�f

人的被害
連絡通俗費等

(動産、 不動産等) 庶務費用

被害社数 36宇土 43宇土 69杖 37干土

被害額 3， 443百万円以上 7， 524百万円以上 138百万円以上

(i主) (社) B 本船主協会 に所属す る 会員 1 58社 に ア ン ケ … ト 調資 ( 回答145社) 実施
被害あ り 諮 問社、 被害な し = 69社

(r都市政策j No. 85 '96. 10か ら )

イ フ ラ イ ン (特 に水道) の復旧遅れ に よ る 生産 中 断 な ど間接 的 な 被害 も 見逃 せ な い 。 震災

初期 に は交通の乱れか ら 部品 や材料の入手難が操業 に 影響 を 及 ぼ し、 各事業者 と も そ の対

策 に 悩 ま さ れた 。

造船業 ・ 舶用工業の被災状況 は (表 8 ) の と お り で あ る O

そ の他の事業者

神 戸港 を 利用 す る 外航船社、 タ グ ボー ト な ど に も 多 く の被害が発生 し て い る 。 外航船社

の う ち 、 邦 船杜 に 関 し て は 日 本踏主協会がそ の被災状況 を ア ン ケ ー ト 調査 し て い る O な お、

同協会 に は フ ェ リ ー 、 内航な と守の業務 を 行 っ て い る 事業者 も あ り 、 ア ン ケ ー ト の 回答 に は

こ れ ら 事業者 も 含 ま れて い る o (表 9 ) 

港湾 タ グ ボ ー ト の被災 は 、 神戸 タ グ協会の会員 8 社の う ち 3 杜が建物 な ど に 大 き な被害

を 受 け た 。 神戸港の岸壁 ・ 荷役施設が壊滅 的 な 被害 を 受 け 、 本船 を 接岸 し荷役が困難 と な

っ た た め 震災前 に比べ作業量 は 3 割 ほ ど に 落 ち 込 ん だ。 (95年 4 月 に 入港 し た 外航貨物船

は447隻、 震 災前 の 月 平均900隻 の約半分 ま で 由復、 寄港 を 再 開 し た 定期航路 は 、 95年 5 月

25 日 現在で100航路 に の ぼ り 、 震災前の201航路の半分が復帰 し た)

[ 海事産業の復旧状況]

神 戸港 を 中心 と す る 海事産業の復旧状況 は (表10) の と お り であ る O

旅客齢関 係 は 、 8 � 9 割の復旧状況 に あ る が、 神戸港起点の レ ス ト ラ ン ク ル ー ズ船は、

震災前の95年 に比べ実績が 3 割 と 回復状況が極端 に 悪 い 。 ま た 内航船関係、 冷蔵倉庫 の保

管残高 は震災前 に 比べ100% を 超 え て は い る が、 全 国 的 な 伸 び率 に 比べ る と 完全 に 屈復 し

た状況 と は 言 い 難 い 。 港湾運送事業、 港湾関係労働者数、 倉庫入庫量 な ど は お お むね 8 �

9 割 の 回復 を み て い る O ま た 、 造船、 舶用工業 に つ い て は、 ほ ほ回 復 を み て い る が、 大手

造船の 中 で商船建造 を 他工場 に 移 し た ま ま の と こ ろ があ る 。
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(表10) 海事産業の簾災復興状況 (1996年 8 月 初 日 現在 )

1 . 被災地発着定期派客船 航路数 震災前 便 数 震災前
319. 5使 340. 5使

31航路 37航路 + 沖縄� 2 1更 + 沖縄逓 2 使

2 . 神戸港 コ ン テ ナ ク レ ー ン パ ー ス 数 震災前
稼働パ ー ス 17パ ー ス 35パ ー ス

3 . 神戸市内倉庫庫腹量 普通倉庫 震災前 冷蔵倉庫 震災前
(1996年 3 月 米現在) (1�3類)

1， 020千rrl 1， 062千rrl 1 ， 144千rrl 971千rrl

1994年同 月 比

4 . 被災地発着 フ ェ リ ー 淡路 旅客 630千人 91. 4% 
方面別輸送実績 方面 車両 255千台 89. 8% 

(1996年 6 月 分)
四 国 旅客 101千人 70. 6% 
方面 車両 47千台 74. 6% 

九州沖縄 旅客 38千人 64. 9% 
方面 車両 20千台 66. 9% 

1994年 同 月 比

5 . 神戸港起点 レ ス ト ラ ン ク ルー ズ船実績
(1996年 6 Jl 分) 12， 444人 35. 3% 

6 . 神戸港内貿貨物量 純内安 貨物愛 1， 131千t 132. 0% 
(1996年 5 月 分) (7 ェ ワ ー貨物を 徐 < l

中継貨物量 316千t 88. 3% 

7 . 神戸港積卸 し実績 コ ン テ ナ 総量 187千TEU 83. 0% 
( 1996年 5 月 分) 内 コ ン テ ナ タ ー

ミ ナ ル扱い 173千TEU 83. 0% 

8 . 神戸港港湾労働者数 総数 5， 854人 85. 7% 
(1996年 6 月 末現在)

船内 ( 内 数) 1， 217人 84. 4% 
沿岸 (内数) 3， 696人 87. 5% 

9 . 神戸市内倉庫貨物入庫量 普通倉庫 533千t 68. 2% 
(1996年 6 月 分)

冷蔵倉庫 81千t 117. 4% 

10. 神戸市内 倉庫貨物保管 普通倉庫 1， 038千t 84. 7% 
残高 (1996年 6 月 分)

冷蔵倉庫 188千t 119. 0% 

11 . 神戸市内倉庫利用率
普通倉庫 58. 0% ム2. 4 ポ イ ン ト

(1996年 3 月 末現在)
( 1 � 3 類)

(倉庫利用率 = 夜貨商 (谷)
冷蔵倉庫 37. 7% ム5. 6 ポ イ ン ト

積/倉長在庫腹量 x 100) 

※ 資料出所
( 1 ) 神戸港 コ ン テ ナ ク レ ー ン 稼働パ ー ス 及 び、神戸港内貿貨物量 : 神戸市港湾整備局
( 2  ) 神戸港港湾労働者数 : 神戸公共職業安定所
( 3  ) そ の 他 : 神戸海運監理部調べ (r都市政策j No. 85 '96. 10か ら )
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3 . 神戸港の復興

{機能強化へ具体策 す す む }

イ ン フ ラ と し て の神戸港の 復興状況 は、 第九章 に 詳述 し て い る O 施設の 回 復 と と も に 改

め て 反省 点、 と な っ たのが、 囲 内 、 国外を 問 わず、 港湾機能を 伝統だ け に頼 っ て い て は な ら

な い と い う こ と だ、 っ た。

東南ア ジ ア か ら の対米輸 出 は 、 い っ た ん 日 本 に 集 め ら れた う え で、 神戸港 を 中心 に 日 本

か ら 米 属 に 向 け船積み さ れて い た。 と こ ろ が、 震災で神戸港が使用 で き な く な り 、 輸送 ル

ー ト の 変更 を 余儀 な く さ れ た 。

国 内 で は 、 神戸か ら 大阪、 四 日 市、 横浜 な ど に船積み港が振 り 替え ら れ、 国外で は 韓 国

の港湾が利用 さ れた り も し て い る O

こ う し た こ と に対応す る に は 、 神戸港の魅力 を 施設 の み な ら ず、 メ リ ッ ト を 再認識 さ せ

る 必要 に 迫 ら れた 。 そ こ で、 港湾の鑓l日 と と も に復興事業 と し て神戸港 を 国 際ハ ブ港湾 と

し て の 機能 強化が凶 ら れた 。 大型 コ ン テ ナ船が接岸で き る 水深15mの高規格 コ ン テ ナ タ ー

ミ ナ ル の建設がポー ト ア イ ラ ン ド E 期地区 に計闘 さ れ、 96年 4 月 、 国 内 で 初 め て供用 を 始

め た 。 こ の 水深15m の岸壁 は98年 1 月 ま で に 他 に 3 ヵ 所整備 さ れ る こ と に な っ て い る 。

神戸港の復旧 と と も に 国 際力 の 強化や サ ー ビ ス 向上が謀題 と な っ て い た が、 こ う し た 問

題 を 検討 し合 う 「神戸港復興推進協議会j が96年 5 月 9 B に 開 かれた。 前 年 の 1 月 、 震 災

直 後 に設 け ら れた 「神戸港復興対策連絡会議」 を発展的に解消 し た も の で、 参加 メ ン バ ー

も 行政や業界 な どか ら 幅広 く 集め 、 9 団体か ら 27 団体に増や し た 。

韓国、 中 国 は じ め ア ジ ア 地域の港湾の発展で、 神戸港の棺対的 な 地位が低下傾向 に あ り 、

対策 と し て コ ス ト 削減、 サ ー ビ ス の 向上があ げ ら れて い た。 こ の た め協議会 で は 、 コ ス ト

酷 減 に 関 し て は荷役作業や 港湾施設の利用 の効率化 を 考 え る 施設和用 部会、 j巷 を 利用 す る

際の煩雑 な 手続 き の簡略化や港湾料金の見直 し を 検討す る ボ ー ト サ ー ピス 部会 を 設け協議

を 進 め る こ と に し て い た 。

こ う し た業界の要請 に 応 え 、 総理府 の 竹 内 克伸 阪神 ・ 淡路復興対策本部事務局長 は 、 9

月 9 B 神戸 で の 記者会見で、 神戸港の入 出 港手続 き 書類の形式統一や フ ァ ッ ク ス での届 け

出 な ど、 手続 き の簡素化な ど規制緩和 を 10 月 を メ ド に 具体的 に打ち 出 す 方針 を 明 ら か に し

て い る O

海外に比べ囲 内 の 入出港手続 き は著 し く 煩雑で、 外航貨物船がj巷湾 を 利用 す る 場合、 入

港、 検疫、 通 関 な どの た びに そ れぞれ手続 き が必要で、 提出書類 は最大で約30種 に も 上 っ

て い た。 所轄省庁 も 運輸、 厚生、 大蔵、 農林水産 な どに 分か れ、 書類の形式 も 統一 さ れて

お ら ず非効率で、 し か も 直接 窓 口 に足 を 運ぶのが原則で、 コ ン ピ ュ } タ ー に よ る ペー パ ー
レ ス 化が進 ん で、 い る 諸外国 に 比べ改善が望 ま れて い た 。

震 災 に よ る 打撃 に 加 え 、 こ う し た ソ フ ト 面の 整備 の 立 ち 遅れが、 神戸港の 国際ハ ブ混 と
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し て の 地位 を 低下 さ せ る 原 因 と な っ て い た。

96年 5 月 、 神戸港復興推進協議会 を 設け規制緩和への取 り 組み を 進 め て い た が、 牧冬彦

神戸商工会議所会頭 も 規制緩和、 手続 き の簡素化 を 橋本龍太郎首相 に 要請、 首相か ら も 神

戸港の復興 を 進め る た め に 関係省庁 に 改善 を 指示 し て い た 。

当 面、 ①省庁 に よ っ て 異 な る 入出港書類の様式統一②税関や入国管理事務所な どへ持参

が原則 と な っ て い る 手続 き 書類 を フ ァ ッ ク ス で も 受 け付け ら れ る よ う に 改 善 す る 一一の 2

点が挙げ ら れて い た 。 ま た 、 税関 と 通関業者 間 な どで導入が進め ら れて い る コ ン ピ ュ ー タ

ー ・ シ ス テ ム に 、 検疫 を 行 う 厚生省、 農林水産省 な ど他の省庁 も 相乗 り で き る よ う に し 、

将来的 に は 、 海運会社か ら の書頬送付 の ペ ー パ ー レ ス 化 も 検討課題 と し て い る こ と を 明 ら

か に し て い る O ま た、 神戸港で、300t以上の外航船に 対 し水先人の乗船が義務づ け ら れ て い

る 水先案内制度の 検討や、 入港船舶 に 諜せ ら れ る 港湾使用料の低減 な ど も 問 題 と し て 残 っ

て い た 。

神戸港への入出港手続 き の簡素化 に つ い て は 、 参議院選挙応援の た め神 戸 を 訪れて い た

橋本首相が、 10月 10 日 ハ ー パ ー ラ ン ド で の街頭演説の 中 で 「あす、 入港手続 き の大幅簡素

化 を お 届 け で き る J と 閣時懇談会での確認の運 び を 明 ら か に し て い る O

翌日 呂 、 橋本首相の言葉の と お り 、 政府 は12月 を め ど に簡素化の実施 を 発表。 運輸省、

海上保安庁 な ど関係省庁が取 り 組み 、 全 国 的 に 実施す る こ と に な っ た 。 と く に神戸港 で は 、

復興促進 の た め全留 に 先駆 け て 1 1 月 1 日 か ら フ ァ ッ ク ス 受 け付 け を 始め て い る O

フ ァ ッ ク ス で受 け付 け る 書類 は 、 入 出港届 と 岸壁使用 許可 申 請書 の ほ か、 上屋 な どの使

用 許可 申 請書 な ど22種類。 窓 口 に 高性 能 フ ァ ッ ク ス を 壁 き 、 平 呂 の執務時 間 中 に 受 け付 け

る こ と に な っ て い る O 運輸省 の ま と め に よ る と 、 96年11 月 か ら 始 め た フ ァ ッ ク ス に よ る

類 の 受 け付 け は、 当 初 の予想 を 大幅 に 上 回 り 、 97年 2 月 の実績では、 港湾管理者への入出

港届 の う ち 78% を 占 め 、 前年11月 の ス タ ー ト 当 時 の63% か ら 15% も 伸 び、 一方、 港長 (海

上保安部) への係官施設使用届 は 83% を 占 め る に 至 っ て い る o (表11 ) な お 、 神 戸市 で は

申 請書類 の 簡素化に 関 し て 4 月 1 日 実施 を め ど に 条例等の 改正手続 き が進 め ら れ て お り 、

神戸海上保安部で は 96年12月 か ら 申 請書類の様式統ー を 実施 し て い る O

(表11) FAXに よ る 書類の受付状況

港湾管理者 (神戸市)

入I:f:H巷届 等 96年1 1 月

FAXに よ る
受付件数

持参に よ る
受付件数

言十

FAX利用率
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1， 328 

771 

2， 099 

63% 

96年12月 97年 1 月

1 ，  515 1 ，  602 

846 641 

2， 361 2， 243 

64% 71% 

港長 (神戸海上保安部)

97年 2 月 係wl施設使用届 96年12月 97年 l 月 97年 2 月

1 ，  425 
FAXに よ る

受付 件数
820 1 ， 021 1 ，  117 

413 
持参に よ る

222 299 227 
受付件数

1 ， 838 言十 1 ， 042 1， 320 1 ， 344 

78% FAX利用率 79% 77% 83% 



4 . ポ ー ト ア イ ラ ン ド H 期

{ か け が え の な い 、新拠点グ }

ポ ー ト ア イ ラ ン ド は神戸経済 を 活性化 さ せた 海上都市で、 特 に 豆 期 は新 産 業創 出 の拠点

で も あ る O 震災で、打撃 を 被 っ た神戸経済の再生 に は か け が え の な い空間 で あ る O

こ の空間 に どの よ う な 機能 を 設 け 、 そ れがい か に効 果 を 発揮す る か、 震 災復興のみ な ら

ず、 新生神戸経済の針路 を 示 す テ ス ト ・ パ イ ロ ッ ト で も あ る O

立地条件 に 恵 ま れ、 神戸市の財政 に と っ て 開発事業収入、 市税収入 と 看過 で き な い事業

(表12) ポ ー ト ア イ ラ ン ド ( 第 五 期) 関連プロ ジ ェ ク ト 例 1996年 4 月

1 ス ー パ ー コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー ド!立等の国際展示場 ( 3 ha)、 国際会議場 (3， 000人)

国 土庁 ・ 神戸市の共同調11'発表 (1995"f. 9 JJ ) ア ト
ラ ク シ ョ ン ホ テ ル 、 テ マ シ ヨ ソ ピ ン グセ ン タ 一 、

ア ジ ア ビ レ ッ ジ等集客施設 も ，ìf両

2 ワ ー ル ドパ ー ル セ ン タ ー 真珠の美術館 ・ 検交所 ・ 取引 入札所 ・ 情報セ ン タ ー
f守�γc 

95年度基本構想、 96年 度基本計画

3 新産業創造支援セ ン タ ー 兵庫県 ・ 通蔵省95年度民治法調査

4 FAZ支援セ ン タ ー FAZ構想推進 の た め の]ETROの 支援事業 、 96 、 97

年度l立 国際交流会館内 設置10年度 に ポ ー ア イ 亙 期へ

5 デ ジ タ ル 映像餅究所 デ ジ タ ル 映像記録、 CATVへの 映像送出、 ソ フ ト 制

作技術開発人材育成 95年度郵政省 1 、 2 次補正予

算化、 96主ド度国際交流会館内設援、 将来ポ ー ア イ 立

期へ

6 キ メ ッ タ ワ ー ル ド マ ル チ メ デ ィ ア の実験場 を テ ー マ ご と の回遊性あ る

街並 に きを織 し た テ ー マ タ ウ ン 通 産省95年度民活法

調査96年度か ら 企業へ呼掛け 20ha、 延床8. 7ha 

マ ル チ メ デ ィ ア 生活展示場 等

7 国際 ビ ジ ネ ス サ ボ … ト 施設 外国:íÊ:業等の神戸で の ビ ジ ネ ス 展 開 の 支援

通 産 省95年度民活法調査 1 ha、 延床 2 ha 

共同利用 施設、 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル、 調査支援等

8 イ ン ポ ー ト マ ー ト 小 売主体の総入促進拠点 ( 大 阪南港ATC は 卸 が 中
'L、)

通 産省95年度民活法調査 5. 3ha 

(保税 マ ー ト 、 イ ン ポ ー ト セ ン タ ー 、 バ ー チ ヤ ル シ

ヨ ツ プ、 フ ー ド ガー デ ン 等)

9 中 国 ・ ア ジ ア ・ 交流 ゾー ン 上海経済圏、 長江流域経済圏 と 夜結交易船舶の優先

上海 ・ 長fI交易促進 ノ fー ス

プ ロ ジ ェ ク ト 交流 ゾ ー ン 、 中 国 人街、 マ ル チ メ デ ィ ア 学術文化交

流

1996年 5 月 笹山神戸市長 ら 北京へ (対政府折衝)

各種規制緩和

( 同� rP政策� No. 87 ' 97. 4 か ら )
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プ ロ ジ、 エ ク ト であ り 、 時代の ニ ー ズ に合 っ た新 し い都市機能 を 持 っ た ま ち づ く り が求 め ら

れ て い る O

元来、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド は都市産業の こ れ ま での枠組み を 超 え た新 し い 試みの 出 来 る 多

様な ス テ ー ジ を 、 市民、 事業者、 神 戸市 の そ れぞれの役割分担の も と 、 協 力 し合っ て 整備

を 進 め て 来 た 。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期の 整備 は、 さ ら な る 港湾機能の拡充は も ち ろ ん、 神

戸 国 際 マ ル チ メ デ ィ ア 文化都市構想、 の推進で、 人 と 情報の 交流す る ネ ッ ト ワ ー ク の拠点 と

も な り 得 る O

快適 な 都 市環境の も と で、 よ り 質の 高 い 生活 を 楽 し め る ま ち 、 すべて の 人 が住み つ づ け

た く な る ま ち 、 訪 れた く な る ま ち一一こ の よ う な 整備方向 で (表12) の よ う な事業が計画

さ れ、 着 々 と 実現 に 向 け進め ら れて い る O

〈参考 文献〉

『復興 だ よ り j 1 �1O号 総理府阪神 ・ 淡路復興対策本部

『外国貿易年表j 1996年 神戸税関

f グ ラ フ に 見 る 神 戸港復興状況』 神戸税関 1 997年 3 月

f神戸港貿易機況j 神戸税関 1997年 1 � 4 }]

f神戸税関管内貿易概況 (速報) j 神戸税関 各月

『統計 ・ 神戸港j 76号 ・ 7 年速報、 80号 . 8 年速報、 81号 ・ 9 年 1 � 3 月 、 82号 ・ 9 年上期 神 戸市港湾整備局

『都市政策j 85 号 神戸都市問題研究所 1 996年10月

『都市政策j 87号 神戸都市問題研究所 1997年 4 月
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| 第四節 観光
1 . 観光資源の状況

{施設の 9 割が営業再開}

阪神 ・ 淡路復興対策担当 の鈴木和美 国土庁長官 は何年10月 4 B 、 閣議の あ と の記者会見

で、 被災地 の 観光 に つ い て 「正直 に 言 っ て伸 び悩 ん で い る 」 と 語 っ て い る 。

向後興対策本部事務局が出 し て い る 『復興 だ よ り J 第 5 号 (96年10月 3 日 発行) で は 、

「神戸観光J を 特集。 「観光 は 、 神戸経済 に お け る 重要 な 産業 で あ る O 経済復興 を 図 る た め

に は そ の早急 な 回復が必要」 と 指摘 し て い る 。

こ の調査で、 観光の現況 に つ い て 、 ホ テ ル や観光施設 な どハ ー ド面 は 同 年 8 月 末現在、

9 割 ほ ど復 旧 し て い る も の の 、 神戸市内の観光客 は 6 月 現在で131万 人 と 震災前 に比べ74%

の水準 に と ど ま り 、 一方、 ホ テ ルの稼働状況 は 7 月 現在、 ビ ジ ネ ス ・ ホ テ ル が76. 8% と 前

年比で4. 1 % プ ラ ス な の に比べ、 都市ホ テ ル は55. 8% と 前年度 よ り 5. 6%減。 回復の テ ン ポ

が遅い と 分析 し て い る O

と こ ろ で、 震災の あ っ た 何年 (平成 7 年) 度の兵庫県下の観光客の 実態 は ど う か、 兵庫

県商業観光課の ま と め に よ る と 95年度 に 県 内 の 観光地 を 訪 れ た 観光客 は8， 888万人。 震 災

の 影響で、 丹波地域 を 除い ですべて マ イ ナ ス に な っ た 。 こ の う ち 、 日 帰 り 客 は 7 ， 621万 人

(前年度比84. 0%) 0 宿泊客 は 1 ， 267万人 で 前 年 度 に 比 べ る と 71 . 9%。 寝泊施設の被災や ア

ク セ ス の不備、 営業再開 の 遅れ な どで大 き く 落 ち 込んでい る O

地域別 では神戸の観光客数が1， 228万人、 前年度比56. 9% と 約半減。 阪神が2， 480万人 (前

年 度比81. 7%) 、 淡路601万人 ( 同76. 2%) と 激減 し て い る O 東播磨 の 一 部 は 麓 災 に よ る 直

接被害 を 受 け た が、 比較的 回復が早 く 、 1 ， 771万人、 マ イ ナ ス 1 . 9% の微減 に と ど ま っ た 。

ま た 西播磨 は 1 ， 323万人、 6 . 8%減で震災の 間接被害 を 受 け た 形 と な っ て い る O

ま た 、 目 的 別 で見 る と 観賞型が3， 773万人 で 、 全体の42. 4% を 占 め 、 見 る 観光が兵庫県

の 主流で は あ る が、 前年度 に 比 べ る と 1， 290万人減 (対前年度比74. 5%) と な っ て い る O

特 に 自 然観賞 は589万人 と 前 年度の46. 2% に す ぎず、 半数 を 割 り 込 ん だ。 六 甲 、 摩耶地 区

への入 り 込みが606万人減っ た こ と が主 な 原 因 と な っ て い る O

l 年後 の1 996年 (平成 8 年) 度 は ど う だ ろ う か。 兵康県が ま と め た 同 年 度 の県内観光客

動態調査に よ る と 、 県下の観光地への 総入 り 込み数は 1 億455万人、 前年度 に 比べ1， 567万

人 (17 . 6%) の 増加 と な っ た 。

震災後 2 年 を 経過 し 、 街の復興 と と も に、 主要観光施設や指泊施設 の 9 割 以上が営 業 を

再 開 し 、 一方、 「 と き め き 神戸 観光キ ャ ン ベ ー ン j や 「神戸 ま つ り J I神戸 ル ミ ナ リ エJ

な どの イ ベ ン ト が観光客 の 呼 び込み に効果 を 上 げて い る O
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(関 1 ) 神戸市の観光入 り 込み客数及び対1 994年 同 月 比の推移
軍 阪神・淡路大震災

(万人)
300 

対1994年間月比

(%) 

…50 
200 

一100
100 

。 一150
95 4 6 

II 96 
10 12 

11 
10 12 (月)

神戸市産業振興局観光交流課

地域加 に 見 る と 、 神戸が2， 1 13万人で72. 1%増 と 急激 な 回復 を みせ、 復興が進 ん だ ほ か、

「 ル ミ ナ リ エ」 の定着が大 き く 作用 し て い る O ま た 、 淡路が703万人、 17 . 0%、 阪神が2， 838

万人、 14. 4% と そ れぞれ増 え て は い る が、 地震の被害の大 き か っ た こ の 3 地域 と も 震災前

の水準 に は 戻 っ て お ら ず、 震災前の1994年 度 に 比べ神戸で47万少な い な ど、 県 内全体で約

377万人下 回 っ た 。 丹波は、 前年度比1. 8%増 と 微増 な が ら 343万 人 と 過去最高 を 記録 し た。

な お 、 担馬は震災 に直接関係 は な か っ た が、 ロ シ ア タ ン カ ー の重油流出事故に よ り 観光

自 粛 ム } ド が高 ま っ た こ と と 冬の雪不足 に よ る 観光客の減少で、 5. 7%減 の 1 ， 083万 に と ど

ま っ た。

一方、 宿 泊 費 や お み や げ代 な ど観光客が遣 っ た 金額 は、 入 り 込み数が減 っ て い る に も か

かわ ら ず9， 609億円 と 前年 よ り 22. 5%、 1 ， 765億 円 の増加 と な っ て い る O

県 内総生産 に 占 め る 観光消費額の比率 を み る と 、 11!馬が16. 8% と 最 も 高 く 、 次い で淡路

が12. 6%、 こ の 2 地域で は特 に 観光が重要 な産業 と な っ て い る o (表 1 )

(表 1 ) 96年度兵庫県の総生産 に 占 め る 観光関連産業の位蜜 (億円 )

総 生 産 額 構成比

会 県

神 戸 市

阪 ネ申

東 播 磨

西 播 燐

似 ，馬
丹 j皮

淡 路
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195， 230 . 100. 0 

52， 897 27. 1 

54， 456 27. 9 

38， 282 19. 6 

33， 400 17. 1 

6， 832 3. 5 

4， 078 2. 1 

5 ， 285 2. 7 

観光消費額 構成比
総生産額 に 占 め る

観光消費額比率

9， 609 100. 0 4. 9 

2， 882 30. 0 5. 4 

1， 965 20. 4 3. 6 

1 ， 401 14. 6 3. 7 

1 ， 282 13. 3 3. 8 

1， 148 11. 9 16. 8 

263 • 2. 7 6. 4 

668 • 7 . 0 12. 6 

(注)
総生産額は 「平成 6 年度兵庫県民

所得」 兵庫県生活文化部統計五果、
1996年12月 に よ る 。 地区別総生産

額 の 数値が な い た め、 地域別純生

産 額 の 比 率 で あ ん 分 し て 算 出 し

た 。 地域別純生 産 額 に つ い て は「平

成 6 年度市町内純生産 ・ 市町民所

得 (分配) J 兵庫 県生活文化部統

計諜、 1997年 3 月 に よ る O



2 . 観光客誘致

{積瞳的 な 呼び込み始 ま る i

神 戸への観光客 の 呼 び込み は、 震災か ら 1 年 を 経た 何年春か ら 旅行会社 な どの手で積極

的 に 始め ら れて い る 。

震災の あ っ た 年 は、 観光地が被害 を 受 け、 見 る と こ ろ がな く な っ た と い う イ メ ー ジ と 、

被災地への思い や り や 遠愚か ら 観光客の足が遠 の い た 。 宿泊施設や道路 な ど の 復旧状況 も

全 国 に 十分発信 さ れず f ツ ア } 企画」 の対象 と す る に は ま だ、条件 は 整 っ て い な か っ た 。

何年春の時点で市内の観光施設は85%が営業 を 再 開 し て い た が、 入 り 込 み の客数は ま だ

震災前 の約60% と 低迷 し て い た 。

こ う し た 中 、 神 戸 国 際観光協会で は、 ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク か ら 夏休み に 向 け て の観光客

誘致 の た め、 東京、 名 古屋 な どの旅行会社へ 、売 り 込み キ ャ ン ベー ン グ を 実施、 神戸 を 中

心 に 据 え た ツ ア ー 商 品 の企画立案 を 要請す る こ と に な っ た。 同協会では 「秋 に 予定 さ れて

い る 阪神高 速道路神戸線の全通 と 共 に 100% 回 復 を 目 指す 。 こ の ま ま で は観光客の神戸離

れがすす み、 神戸観光がジ リ 貧 に な る 恐れがあ る J と い う 見方だ、 っ た。

ホ テ ル業者の 中 に は 「神戸の観光 に は新 し い コ ン セ プ ト が必要」 と 見 る 向 き も あ り 、 普

段競争相手で あ る 神戸市内 の ビ ジ ネ ス ホ テ ル 11社が手 を 組 ん で、、 プ ロ 野球 の オ リ ッ ク ス ・

ブ ル ー ウ ェ ー ブの 内野 自 由席 と 宿泊 を セ ッ ト に し た共 同 企画 を 開発。 11 ホ テ ル の名 を 印献

し た チ ラ シ 6 万枚を 配 る な ど新 し い試み を 始め て い る O

震災で最 も 痛手 を 受 け た神 戸市 内 の ホ テ ル で は 、 震災か ら 2 度 目 の夏 を 迎 え て も ま だ低

迷 を 脱 し き れず、 空室 を 抱 え た ま ま お 盆 を 迎 え た と こ ろ が多 か っ た 。 ( 図 Z )

(図 2 ) 神戸市 ホ テ ル客室稼働率の推移

20 1 阪神 ・淡路大震災

対1 994年同月比
1 0  

。

1 0  

20 
神戸市産業振興局庶務課 調

30 

% 

95 5 9 96 5 9 97 5 (月 )
3 7 1 1  3 7 1 1  3 

※ 1995年 1 � 4 月 は震災の た め デー タ な し
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こ の対応策 と し て各ホ テ ル が ま ず乗 り 出 し た の が地元での集客作戦。 ビ ー ル飲み放題、

食べ放題バ イ キ ン グ、 プー ル利用 と 宿泊 を セ ッ ト に し て リ ゾー ト 気分 を 売 り 込む家族宿泊

セ ッ ト 、 女性客 を 狙っ て美容の特別 メ ニ ュ ー の食事、 マ ッ サ ー ジ と 宿泊 を セ ッ ト に し た

「神戸 ・ 夢美人」 、 さ ら に は 空室の 多 い 週末 に 限 っ て宿泊料金 を 50%割 り 5 1 く と こ ろ も 現れ

た。

こ う し た 過渡期 の乗 り 切 り と と も に 9 月 末 に 予定 さ れて い た 阪神 高 速 の 全面 開通 に 合 わ

せた 営業活動が始め ら れ、 修学旅行生の受け入れや 団体ツ ア ー客の誘致に力 を 注い で い る O

意識改革は淡路島で も 見 ら れた 。 震災 ま で 島 内 の観光は 1 1 の市町が 自 治体 ご と の観光協

会が独 自 にPR活動 を 進 め て い た 。 と い う の も 、 南淡町の よ う に 渦 潮 や 大 鳴 門橋、 ス イ セ

ン な ど観光資源の 豊 富 な と こ ろ と そ れ程で な い と こ ろ も あ る O と こ ろ が、 現実に は観光パ

ス な どで移動が簡 単 な と こ ろ か ら 、 広域観光が葉 ま れ る よ う に な っ て い る O

自 治体 ご と に 力 の 入 れか た が違 っ て い たPR活動 を 、 震災後の 淡路島全体の沈滞ム ー ド

を 契機 に 、 全 島 で押 し進め よ う と い う 動 き と な り 、 何年 3 月 ま での 「淡路島復興祭j 開催

と な っ て 表れ た 。

一方、 兵庫県旅行業協 同組合加盟 の 中小旅行会社55社 は 、 「 お い で よ み て よ 元気 な 神

戸 ・ 宝塚 ・ 淡路島へJ を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に 4 月 末か ら 観光キ ャ ン ベ ー ン を 始め て い る O

コ ー ス は神戸市内や 淡路島 な どで a泊 し 、 北野町の異人館 や 六 甲 山 、 震災で大 き な 被害

を 受 け た ケ ミ カ ル シ ユ } ズ の街、 長 田 区 な ど も 組み 入 れ た 。 「 単 に 物見遊 山 な ら ば迷惑だ

が、 復興 を 目 指 し て立 ち 上が る 姿 を 見 て も ら い、 地元の励み に な ればJ と の願 い も 込め ら

れた。

兵庫県や神戸市 な どの被災 自 治体、 観光関連業界 な どで組織す る 「 、観光 ひ ょ う ごグ 復

興キ ャ ン ベ ー ン 推進協議会」 は、 震災被災地への観光客 を 誘致す る 「 ひ ょ う ご観光大使J

と し て 、 神 戸 出 身 の女優 ・ 浅野 ゅ う 子 さ ん の起用 を 決め て い る 。

観光キ ャ ン ベ ー ン は 4 月 に発足。 全国への宣伝キ ャ ラ パ ン 派遣 や ス ポ ッ ト CMの テ レ ピ

放映な ど を 計画 し 、 浅野 さ ん に は観光復興の 旗振 り を お願 い し 、 イ メ ー ジ ・ ア ッ プ を 図 ろ

う と い う ね ら い た、 っ た 。 キ ャ ン ベ ー ン の キ ャ ッ チ コ ピ ー は 「兵庫 に あ る 神 戸 に あ る 日

い っ ぱい兵庫県J。 全国 キ ャ ラ パ ン は 6 月 3 日 、 県庁 で 出 発式 を 行い 、 東海道、 瀬戸内海、

北 陸 の 3 コ ー ス を 総勢45 人 で 巡 回 、 街頭 な どでのPR活動 を 展 開 す る こ と に し て い る 。 ま

た 、 浅野 さ んが出演 し たCM を 5 月 末か ら 約 1 ヵ 月 間 、 首都 圏 な どで も 流す ほ か、 イ ン タ

ー ネ ッ ト で被災地 の イ ベ ン ト や物産品 の紹介、 主要駅で の ポ ス タ ー掲 出 な とマの事業 を 行 っ

た 。

[観光客増へ 1 龍円の補正予算}

兵庫県 は 、 9 月 初 日 の 阪神 高速道路神戸線の全面開通 (表 2 ) を 機 に 、 震災で遠 の い て

い る 観光客 を 呼び込む た め、 9 月 補正予算 に総額 1 1:意 円 を 計上、 大がか り な キ ャ ン ベ ー ン
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( 表 2 ) 叛神高速 3 号神戸線の復旧の足 ど り ( 8 月 10 日 、 震災関連の交通規制が全面解除)

5.4km 3.6km 3.2km 

を 展 開 し た 。

川 奪 |

i 耳\ I 

I 1996:tj'. 

6.2km 

8 月 10 日

開通

9.3km 

県の観光PR予算 は震災前 ま で年間4， 000万 円程度。 こ の キ ャ ン ベ ー ン に は 2 年半分 を つ

ぎ込む熱の入れ よ う だ、 っ た 。

キ ャ ン ベ ー ン で は 、 県 内 の 観光団体 と の 連携で、 96年10月 か ら 翌年 3 月 ま で、 観光施設、

宿泊施設、 飲食自 な どの料金割 り 引 き を 行 う 優待パ ス ポ ー ト ( ク ー ポ ン ・ 6 ， 000円 相 当 分)

の 配布 を は じ め大都市圏 で、の 電車内 の 中 つ り ポ ス タ ー 、 観光 モ デ ル ・ コ ー ス の小冊子発行、

写真 と エ ッ セ ー の コ ン テ ス ト な ど も 予定 し て い た 。

3 . 観光 イ ベ ン ト

[効果 あ っ た 「ル ミ ナ リ エ J ]

震災の年の95年の暮れ、 神戸市民が再生への 意欲を

新 た に し た 「神 戸 ル ミ ナ リ エj が催 さ れた 。 「 ル ミ ナ

リ エJ は、 イ タ リ ア で生 ま れた祝祭 の た め の イ ル ミ ネ

ー シ ョ ン 芸術。 ì光の彫刻」 と も 呼 ばれて い る O 初

め て の 開 催 に 約70万 人 の 来場 を 予想 し て い た の が、 11

5 聞 の 開催期 間 中 に 約 254万人、 予想、 の 3 倍 以上 の 見

物客 を 集 め た 。

ぜひ続け て 開催 を一ーと い う 市民、 経済界の声に応

え て 、 神戸 ル ミ ナ リ エ実行委員 会 は 11 月 初 め 、 神戸 ら

し い 年末の イ ベ ン ト と し て 、 前 年 に 引 き 続い て 開催す

る こ と を 決め て い る o 2 回 目 の こ の年 は 、 前年の l日外

国人居留地 ( 中 央 区 ) の ほ か、 東遊園地、 ハ ー パ ー ラ

ン ド 、 異 人館の並ぶ北野町、 新神戸駅前 (いずれ も 中

央 匿 ) の 各会場 を 補助会場 に 加 え 、 会期 中 、 約 300万

神J 1 0)復興を支援す る た め の ル ミ 十 リ エ。 そ の
輝 き に 多 く の 人 々 が集 ま っ た 之江 村]ド市中央灰
(1996年12月 12 日 )
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人 の 人 出 を 見込み (実数は386万人) 、 経済効果 も 約300億 円 の予想 を は じ い た。

会期 は 1 2 月 12 日 か ら 25 日 ま で、 前年 よ り 3 日 間延長、 使 っ た電球は前年の 15万個 か ら 22

万姻 に増 や し た。 「讃歌一輝 け る 時 を 求 め て J を テ ー マ に 復興へ 向 け た神戸市民の姿 を た

た え る 思 い を 込め た 。

百貨癌や 商庖街 も 営業時 間 を 延長 し て ル ミ ナ リ エ を 盛 り 上げた。

2 回 目 の ル ミ ナ リ エ 開催 を 報 じ る 新 聞 は

「街は深 く 傷つ い て も 、 美 し く モ ダ ン で、 華 や か で、 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル な神戸の イ メ

ー ジ は そ の ま ま 汚 さ れる こ と な く 残 っ た 。 r ル ミ ナ リ エ j の 開催 は そ れ を 証 明 し 、 こ の街

が 、神戸グ と い う ブ ラ ン ド を 持つ観光都市 と し て 再 び息、 を 吹 き 返す大 き な き っ か け と な っ

た こ と は 間違 い な いJ (12月 四 日 付 「神戸新聞J)

ル ミ ナ リ エ の点灯時間 は各会場 と も 午後10時半 ま でで、 市外か ら の 来場客 も 多 い こ と か

ら 、 実行委員 会 で は朝 日 ピ ル 1 階 と 市役所南側 の東遊園地 に 臨時観光案内所 を 設 け た 。 ま

た観光客か ら の 「 お 土産 に な る 記念品が欲 し い」 と の要望 を う け て 、 ル ミ ナ リ エ を デザ イ

ン し た特製テ レ ホ ン カ ー ド、 絵はが き 、 ハ ン カ チ 、 ネ ク タ イ な ど を 取 り 揃 え た 。

ル ミ ナ リ エ の地元商業への効果 に つ い て神 戸商工会議所が ま と め た 結果で は 、 震災前の

12月 の売 り 上 げ を 100 と し て 、 百貨屈で 1 回 目 ・ 95年12月 が109. 2だ っ た の が、 96年同 月 は

121 .  1 に 上昇。 最販庖 も 1 12. 9 か ら 122. 4 �こ上がっ た 。 会議所 で は 「事前のPRの効果に加 え 、

街の復旧が進んで観光客や買 い物客が徐 々 に 戻 り 始め た 表れJ と み て い た 。

[ テ ー マパー ク や ド ー ム構想}

神戸都市 問 題研究所 は 、 神戸市の委託 を 受 け て震災か ら の復興ブ ロ ジ、 エ ク ト な どの政策

的評価 と 分析 を 行 っ て い た が、 何年10月 29 目 、 そ の結果 を 発表 し て い る 。

報告書は f産業復興 と 神戸経済J と の タ イ ト ルで、 神戸経済の被害 と 現状、 復興関 連 プ

ロ ジ、 エ ク ト の概要、 そ れ に 産業復興 に 与 え る 各種 イ ン パ ク ト の 3 項 目 に分 け て 分析。 数あ

る 復興 プ ロ ジ ェ ク ト を 同 時 に 着手す る の は 資金的 に も 困難が伴 う と し 、 ま ず、 ポー ト ア イ

ラ ン ド H 期用 地 に テ ー マ パ ー ク を 先行 さ せ、 そ の 波及効果で神戸国際マ ルチ メ デ ィ ア 文化

都市構想 (KIMEC) を 成功 さ せ る の が最 も 効果的 と 分析 し て い る O

神戸全体の景気浮揚 を促す た め に は、 地元経済の活性化 に即効性の あ る テ ー マパ ー ク の

早期実現 を 強調 し て お り 、 テ ー マ パ ー ク は従来の 、 見 る グ か ら 、参加 す る グ を 主体に し た

市民創造型 の も のが望 ま し いーー と 指摘 し て い る O 大阪で計画が進 ん で い る ユニ バ ー サ ル

ス タ ジ オ と は 「根来効果で関西圏 全体の観光吸引 力 を 高 め る こ と が出 来 る J と し て お り 、

ボー ト ア イ ラ ン ド 耳 期用地の利用 に つ い て は、 早期 に 開発利用す る ほ う が利子負担、 税収、

関連施設収入 な ど長期 的 に は プ ラ ス に な る と み て い る O

、 阪神 大震災か ら の後興の シ ン ボル と し て 、 球場や音楽 ホ ー ル な ど多 目 的 に利用 で

き る 「神戸 ド ー ム J の建設構想が発表 さ れた 。
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東京、 福 岡 、 大 阪 な ど全国主要都市で ド ー ム 建設が進め ら れ、 都 市活性化 の集客施設 と

な っ て い る と こ ろ か ら 、 神戸で も 「観光都市 ・ 神戸J の 中核施設 に 、 と い う 計画だ。

こ の構想 は、 人材派遣業 ・ パ ソ ナ グ ル ー プの南部靖之介代表が打 ち 出 し た も の で、 ド }

ム は 開 閉式で 5 万 人 を 収容、 天然芝球場 と し て2001年 の 開場 を 目 指す。 プ ロ 野球の オ リ ツ

ク ス ・ ブル ー ウ ェ ー ブの準ホ ー ム グ ラ ウ ン ド と す る ほ か、 国際会議や オ ペ ラ 、 ミ ュ ー ジ カ

ル 、 バ レ エ な ど各種イ ベ ン ト の舞台 と し て 活用 し 「神戸市民の文化、 ス ポ ー ツ の殿堂 と し

て根付かせ よ う と い う 」 狙い だ、 っ た 。

市民 を 対象 に ド ー ム 建設 の 賛否 を 調整 し た う え で、 兵庫県、 神戸市 は じ め 経済界に も 協

力 を 要請す る こ と に し て い た 。

一方、 神戸港 を 母港 と し た 4 万tの豪華 ク ル ー ズ船構想、 も 同 時 に 発 表 さ れ て い る O 船 は

帆船を か た ど り 乗客定員 は3， 000人。 神戸港か ら 日 本近海や台湾、 グ ア ム な ど を 周遊す る O

建造費 は 三百 数十億 円 を 見込む。 南部氏 は 「市外か ら 、 入、 物、 金の流入が復興 に つ な が

る j と こ の構想の 目 論見 を 話 し て い る O

{観光復興への歩み }

96年度の兵庫県下の観光 に 関 す る 主 な 動 き を 新 聞 の 記事か ら 拾 っ て み る と

96.  4 . 27 国指定重要文化財 の異 人館 「萌黄 の館J 再 開

5 . 一 観光復興キ ャ ン ベ ー ン 始 ま る O ひ ょ う ご観光大便 に 、 神戸市出 身の女優 ・

浅 野 ゅ う 子 さ ん を 起用

2 国 道 2 号線 ・ 浜手バ イ パ ス 開通

7 . 20 震災で見送 ら れて い た 「み な と こ う べ海上花火大会」 を 2 年 ぶ り に 開催

8 . 10  国 道43号線 と 名神 高速道路の交通規制解除 ( こ れ に よ り 被災 地 内 の 交通規

13 

31  

9 . 30 

10 . 一

14  

1 1 .  3 

12 . 12  

97.  3 .  3 

制 は全面解除 と な る )

神戸港海上交通 「神戸 シ ー パ ス J 、 旅客不足 の た め 運航休止 を 決定 ( 8 月

31 日 か ら 休航)

販神高速道路神戸線 「月 見 山一柳原 間 J 開通

神戸の大動脈、 阪神 高速道路 3 号神戸線が予定 よ り l ヵ 月 早 く 全総開通

(最終不通 区 間 ・ 深江一武庫 川 i 間 開通)

阪神高速神戸線再 開 に合わせ 「 と き め き 神戸 観光キ ャ ン ベ ー ン J 実施

神 戸 ・ 三官の歓楽街 ・ 生 田 東 門 高居街の カ ラ ー舗装工事着手

異 人館 「 シ ュ ウ エ ケ 邸J 修復終 え 再 オ ー プ ン

「神戸 ル ミ ナ リ エJ 開幕 (12月 25 日 ま で) 来場者数254万人

ク イ ー ン エ リ ザベ ス 耳 世号、 4 年ぶ り に神戸港 に 寄港
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i 第五節 商業
1 . 小売業の状況

{消費者の意識に 変化}

商業、 特 に小売業 に と っ て は、 商 品 を 貿 っ て く れ る お客、 つ ま り 人 口 が多 い こ と が立地

の 第一条件であ る O 一般的 に は、 条件 と し て こ の 上 に客の好み、 消費傾 向 、 物流 シ ス テ ム

な どが加味 さ れ る O

震災地 に お け る 商業活動 は、 2 年 目 に入 っ て主要百貨商 の 再建 な ど刺 激 に は な っ た が、

こ れ と て も 大資本のパ ッ ク に 支 え ら れた と こ ろ に 眼 ら れた こ と だ、 っ た 。 町 の 零細小売屈 に

と っ て は庖A舗の再建がはか ど ら な い う え 、 人 口 の 減少が売 り 上げ を 減 ら す決定的要因 と な

っ た 。 そ れ に 加 え て、 「震災後、 物欲がな く な っ た 」 と い う 声が多 く 聞 か れ 、 物 に対す る

買 い控 え 、 消費行動の消極化が売 り 上げの増加、 ひ い て は !日 に復す る テ ン ポ を 遅 ら せ る い

ま 一つ の ブ レ ー キ に な っ て い る O

兵庫県の ア ン ケ ー ト 調査 に よ る と 、 震災時の家財の被害程度が大 き く な る 程、 震災後の

消 費活動 に 変化があ っ た と す る 傾 向 が見 ら れ る O

「消費生活 に 関 す る こ と j の 自 由 記入で見 る と 、 消費行動 に 関 し て 「麓災後 は価値観が

変 わ り 、 必要 な も の か考 え て 買 う よ う に な っ た J I物 を 大切 に 使 う よ う に な っ た j な ど、

震災に よ る 意識変化が表れて い る O

ア ン ケ ー ト の ま と め では 「震災後 1 年 9 ヵ 月 を 経 た 時点 で も 、 消費行動が震災の影響 に

よ っ て f変わ っ たj と 感 じ て い る 人が多 い と い う こ と が確 認 さ れた。 1 年 9 ヵ 月 と い う 時

間経過を 考慮す れ ば、 こ の f変化j は、 一 時 的 な も の で は な く 、 震災 と い う 経験 を 教訓 と

し た 大 き な f流れj であ る と い う こ と が推察で き る J と 指摘 し て い る O

[ 2 年経過 し て再開率 8 割強}

神戸市 と 神戸商工会議所が震災後 2 年の 時点で調べた被災地 区 の 蔚届街、 小売市場の復

旧 ・ 復興状況の 調査結果か ら み て み よ う O

調査は垂水、 北、 西の 各 区 を 除い た 被災 6 区 の全窃庖街 ・ 小売市場の293 団 体 を 対象 に

行 わ れ た 。 (表 1 )

そ れ に よ る と 営業の再開状況 は 、 被災 6 区 の293団体に所属 す る 1 1 ， 597屈の う ち 9 ， 407J苫

(81 . 1%) 0 震災後 1 年半時点、 の 何年 7 月 に行 っ た 前 回 の調査結果79. 1% に 比べ る と 2. 0 ポ

イ ン ト の微増 に と ど ま っ て い る O な お 、 再 開 届舗 の う ち 披設宿舗 で の 再 開 は 740庖 で、 営

業再 開 屈舗数の7. 9% に 当 た る O

再 開 率 を 商庖街 ・ 小売市場別 に 見 る と 、 高庖街が81. 5%、 小売 市場が79. 3% と な っ て い
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(表 1 ) 簡庖街 ・ 小売市場の再開状況について (1997年 1 月 17 日 時点、 )

心と 会 員 数 再開状況

回体数 底舗数 再 開 再 開 幕

庖舗数 (%) 

東灘区 9 626 485 77. 5 

灘 ぴ: 34 1， 137 763 67. 1 

中央区 85 4， 428 3 ， 743 84. 5 

商庖街 兵庫区 32 1 ，  353 1 ，  167 86. 3 

長 EfW 33  1 ，  186 876 73. 9 

須磨 [x: 23 876 795 90. 8 

合 計 216 9 ， 606 7 ， 829 81. 5 

東灘IX 18 398 286 71. 9 

灘 反 13  367 284 77. 4 

中央区 9 322 269 83. 5 

小売市場 兵庫区 14  365 329 90. 1 

長 国 区 1 2  361 248 68. 7 

須磨氏 11 178 162 91 .  0 

合 計 77 1 ，  991 1 ，  578 79. 3 

東灘区 27 1 ，  024 771 75. 3 

灘 lR 47 1， 504 1 ， 047 69. 6 

中央区 94 
官道府街

4， 750 4， 012 84. 5 

小売市場 兵庫区 46 1 ，  718 1 ， 496 87. 1 
合計

長 問 区 45 1， 547 1 ， 124 72. 7 

須磨区 34 1 ， 054 957 90. 8 

合 計 293 1 1 ， 597 9 ， 407 81. 1 

る O

米再開届舗数は全体で2， 190庖。 今後の見込 み に つ い て は 、 「近 く 再 開 の見 込みJ が231

1苫 (未再開崩舗の 10. 5%) 、 「鹿業 ま た は廃業見込み」 が404商 ( 同 18. 4%) r不明 ・ 未定 な

どJ が1 ， 555}苫 ( 同 7 1 . 0%) で再建 に 向 け て の展望は厳 し い現状 を 示 し て い る O

{麗業 に踏み明 る 高齢商j吉主}

一方、 震災の被害 と し て 、 震災が な け れば営業 を 続 け て い た の が、 療業 に 追 い 込 ま れた 、

あ る い は廃業 を 決断 し た 信 も 数多 い 。 神戸大学研究 グ ル ー プの調査分析か ら そ の 実態 を み

て み よ う O

396 第七章@産業 ・ 障室用



ま ず経営形態別 、 従業員 数別 で見 て み る と 、

震災前蕗届数 鹿業商宿数 廃業率 (%)

個 人 51 ，  462 1 ，  162 2 . 3 

法 人 24， 970 112  0. 4 

1 � 2 人 13 ， 601 1 ， 076 7. 9 

3 � 4 人 7 ， 182 151  2 .  1 

5 人以上 7， 538 51 0 . 7 

注 震災前商!苫数は 「商業統計表J の 神戸市全体の小売業 (94年) の 数字 と 一般飲食庖 (92 年 ) の 数字 を 合計 し

た も の。 経営形態別 の偲入、 法 人 数は神戸市のが不 明 の た め 、 兵庫県全体の数字。

経営形態別 、 従業員 数加 で見 る と 廃業商庖数の う ち 約90% を 個 人経営 の 商屈が占 め 、 ま

た 、 従業員 数 1 � 2 人 の商屈が廃業商庖全体の80%以上 を 占 め て い る O も と も と 、 こ う し

た 商庖が多 い た め で は あ る が、 廃業率 の 高 さ は震災の打撃が小規模個 人営業商庖 に 大 き か

っ た こ と の表れ と い え よ う O

ま た、 庖 主 の 年齢別 での廃業率 を み る と 、

震災前商店数 (千庖) 廃業商屈数 廃業率 (%)

20代 1 3 0. 3 

30代 4 17  0. 4 

40代 12 1 14 1. 0 

50代 15 342 2 . 3 

60代以上 14 723 5. 2 

1主 1苫主年齢別 の商庖数に つ い て は 、 正確 な 数字が把握 さ れて い な い た め、 『平成 4 年 就業構造基本調査報告j で

神戸市の 「卸売 ・ 小売業 ・ 飲食庖J の 年齢別就業者 数 を 参考 に し た も の で調 査 の た め の標本数字であ り 、 実

態 と は違っ て い る 。

震災前商庖数が参考値で は あ る が、 震災が高齢者の届主 に廃業を 踏み切 ら せた こ と を 示

し て お り 、 届主が50歳代、 60歳以 上 の 届 の 廃業数が1， 000屈 を 超 え 、 産業活全体の 90%近

い 高率 と な っ て い る O ま た、 50歳代か ら の廃業数がそ れ以下 を 大 き く 上 回 っ て お り 、 廃業

を 決断す る 境 目 が50歳 に あ る よ う に み ら れ る O

[人口減が ネ ッ ク }

営業再 開 の足 ど り は (表 2 ) の と お り であ る が、 l崩 圏 人 口 の減少の 著 し い、灘区、 長 田 区

な ど は再 開率が低 い 。 ま た、 59歳以下 の 年齢層 で人口減の 割合が大 き く 、 人 口 の み な ら ず
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(表 2 ) 神戸市被災区の商癌街 ・ 小売市場の再開状況

調査庖舗数 営業再開比率 (単位 : %) 推計人 口 (97年 1 月 1

日 現在) ( 95ip 1 月 1

1995/ 2 96/ 1 97/ 1 月 日 100)

東灘区 1 ，  024 36. 3 72. 0 75. 3 82. 1 

灘 区 1 ， 504 7. 5 66. 7 69. 6 76. 5 

中央区 4， 750 16. 5 78. 4 84. 5 91 .  2 

兵庫区 1 ，  718 46. 2 80. 1 87. 1 82. 1 

長 田 区 1， 547 10. 8 68. 0 72. 7 70. 1 

須磨区 1 ，  054 43. 3 86. 2 90. 8 92. 0 

合 計 1 1 ， 597 23. 3 75. 9 81. 1 82. 8 

(注) 垂水区、 北区、 西 区 を 除 く 市 内 の会蕗庖街 ・ 小売市場が対象。

96年 7 月 調査以降、 当 時の会員 数 を 採用 し た た め 、 母数 ( 団体数、 庖舗数)

を 修正 し て い る 。

個 々 の 家計の購買力 の低下が小売業復活の大 き な ネ ッ ク と な っ て い る こ と がわ か る O

神戸市での営業再開 の足 ど り を 見 る 眼 り 、 一応、 堅実 な 歩み を みせ て い る が、 何年か ら

96年、 さ ら に97年 と 比べ る と そ の 度合い は か な り 鈍化 し て お り 、 l 年 目 と 2 年 目 の 間 で は

増加の度合い は僅か な増加 に と ど ま っ て い る O こ れは、 再 開 で き る 屈 と そ う で な い庖 と の

差が表れて き た の で は な か ろ う か。

ま た 、 震災前 の 同 時期 (秋~年末) に比べ て の 売 り 上げ状況 は、 中央、 兵庫、 須磨、 灘

の 各 区 で は 170�90%未満」 が 5 割か ら 6 割 を 占 め て い る の に 対 し 、 長 田 区 で は 150�70%

未満J が 4 割 と 最 も 多 く 、 150%未満J は 長 田 31 . 8%、 東灘28. 6% と 再 区 の 落 ち 込み が 目

立 っ て い る O

こ う し た 売 り 上 げ減少の 理 由 に つ い て の 回 答 (複数回 答) は 「商圏人 口 の 減少J 39. 5% 

が最 も 多 く 、 次 い で 「来街者 ・ 観光客の減少J 18. 8%、 「再 開宿舗が少 な く 商届街 ・ 市場

と し て の魅力が乏 し いJ 18. 6%、 「周 辺大製屈 の新増 設 お よ び時 間延長J 9 . 8%、 「道路事

情の悪化J 4. 9% な ど と な っ て い る O

ま た 、 団体 と し て の悩 み 、 課題に つ い て も 、 売 り 上 げ減少 と 同 じ く 「商 圏 人 口 の減少J

が最 も 多 く 、 以下 「経営者の高齢化、 経営者不在J 1来街者 ・ 観光客の減少J 1未再 開 、 空

庖舗多 く 商!苫街 ・ 小売市場 と し て の魅力 の低下」 な ど と 続い て い る O

{再開率、 芦屋80. 5% 、 西宮86 % 1

神戸市以外の県 内 の被災市 町 で の 再 開 率 は 庖舗 12 ， 385 庖 の う ち 約 95%が再 開 し て い る

が、 芦屋市、 西宮市 は 8 割台 に 止 ま っ て い る O ま た 、 仮設庖舗での再開 も ま だ残 っ て お り 、

両市 と も 再 開 庖 舗の う ち の 1 割強 を 占 め て い る o (表 3 ) 
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(表 3 ) 神戸市以外の県内被災市町の商高街 ・ 小売市場の再開状況 (97年 1 月 31 日 現在)

調査庖舗数 恒久広舗で 仮設庖舗で 符潤?不 推計人口 (97年 l 月 1
の再隠 の 再 開 (単位 : %) 日 現夜 ) (何年 1 月 1

A B C (B十C) / A 臼 = 100) 

尼崎市 3， 926 3 ， 919 。 99. 8 98. 4 
西父市 2， 319 1 ， 792 203 86. 0 92. 5 
芦原市 737 524 69 80. 5 86. 2 
伊丹市 716 641 37 94. 7 100. 4 
宝塚市 1， 092 1 ， 002 39 95. 3 98. 9 
川 西市 940 940 。 100. 0 103. 4 
小 五十 9， 730 8， 818 348 94. 2 96. 8 

明石市 1 ，  796 1， 793 。 99. 8 102. 3 
北淡路 859 740 57 92. 8 99. 0 
小 計 2， 655 2， 533 57 97. 6 101. 7 

合 計 12， 385 11 ， 351 405 94. 9 97. 7 

(注) 北淡路地域は、 淡路、 北淡、 一宮、 五色、 東浦の 6 町。

兵庫県調べ。

[飲食j吉、 理 ・ 美容所な ど 9 割 が再開]

飲食庖、 理 ・ 美容所、 ク リ ー ニ ン グ届 な ど 日 常生活に直接関係 の あ る 各業種の営業再開

率 は何年 6 月 末現在で飲食庖の99. 8% を ト ッ プ に 、 ほ と ん どの業種で 9 割 を 上国 り 、 着 実

な 歩み を みせ て い る o (表 4 ) 

(表 4 ) 飲食底等の復旧率 (被災地内 ・ 営業許可総数 の 回 復率)

1995年 9 月 末 1996年 6 月 末

飲食庖 84. 6 (%) 99. 7 (%) 

食品販売業 88. 6 98. 8 
理容所 86. 7 92. 5 
美容所 86. 7 95. 0 
ク リ ー ニ ン グ応 85. 0 87. 1 
映幽館 ・ 劇場等 79. 6 98. 0 

商庖街、 小売市場 は こ う し た厳 し い環境の 中 で再生 を 目 指 し た 努力 を積み重ね て い る O

震災か ら 5 ヵ 月 で大規模 な 仮設届舗 を 開 設 し た 「擾興げん き 村パ ラ ー ルJ (神戸 ・ 長田 区)

や ス ーパ 一 方式で再出発 し た 「 ピパ 甲子関J (西宮) 、 災害復旧高度化事業 を 利用 し、 公設

rfî場か ら セ ル フ 方式 の 共 同 居 舗 に 切 り 替え た 「 ジ ョ イ エ ー ル 月 見 山 J (神戸 ・ 須磨区) 、 「御

旅 セ ン タ } 市場J ( 同 ・ 兵庫 区) 、 仮設庖舗か ら 新 し い 商宿街 に 生 ま れ変 わ っ た 「ニ ュ ー フ

タ パ ・ サ ン モ ー ルJ (西宮) 、 周 辺住民 と と も に ユ ニ ー ク な 株式会社方式 を 採用 し97年秋、

共 同 ピ ル を 再建 し た 「新 甲 南市場J (神戸 ・ 東灘毘) 。 いずれ も 復興の モ デル ケ } ス と い え

ょ う O
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2 . 百貨脂の状況

[ シ ョ ッ ピ ン グの楽 し さ 震 る }

被災地 区 の 大型小売腐の売上高 は 、 震災の あ っ た95年の年末以 降 よ う や く 回復の 動 き を

みせ、 ス ー パ ー の 売場面積 は 同年秋に 辻 9 割以上、 元 に戻 っ た 。 一方、 百貨庖 は何年春 ま

で震災前の 7 割程 度 に 過 ぎ な か っ た のが、 そ ご う 神戸自の 全面開届後の 同 年 5 月 に は震 災

前の 9 割 ま で水準 を 回復 し た 。

96年の 売上 高 で は 、 そ ご う 神戸高の再 開や 復興 に 伴 う 消 費 の 回復で神 戸 市内 の 4 庖合計

で1， 900億 円 と 前年比36. 6%増 と な り 、 震災前の77. 3% ま で、戻 っ て き た 。 そ ご う 神戸 屈 の

売上高 は、 前年比69. 1% と 急増。 そ の波及効果 も 大 き く 、 大丸、 阪急、 三 越 も 軒投み15�

29% の増収 と な っ た。

そ ご う 神戸屈の再開 は 、 三宮の復興 を 象徴す る よ う で、 買 い物客で に ぎ わ っ た 。 中 元 シ

ー ズ ン に は、 震災の影響で 自 粛傾向 に あ っ た前年 と は う っ て 変わ っ て 、 各百貨活 と も 震災

前 の に ぎ わ い を 取 り 戻 し た。

そ ご う の 再 開 と 時 を 同 じ く し て 、 JR神 戸駅南 の ハ ー パ ー ラ ン ド に あ る 神 戸西武百貨庖

跡地 に は、 新 し い大型複合商業施設 「神戸ハ ー パ ー サ ー カ ス J が開業、 当 日 は約12万 人 を

(表 5 ) 百貨j苫売上高 (億河、 %) 表 6 ) 兵摩擦下大竪小売j苫販売額 (百貨庖 を 含む)

lx 全 国 兵庫県

前年比 前年比

例年 87， 713 ム 2. 6 3， 361 ム 3. 4
95年 85， 682 ム 2. 1 2， 263 ム 31. 0 
何年 88， 406 1 . 8 2， 751 21.  6 

96年 1 月 6， 927 5. 4 188 15. 8 
2 月 5 ， 933 5. 1 152 104. 7 
3 月 7 ， 741 6 . 0 202 82. 2 
4 月 6， 890 3. 7 192 19. 8 
5 月 6 ， 815 3 . 3  239 32. 8 
6 月 6 ， 902 2. 5 215 22. 9 
7 月 8， 987 ム 2. 4 320 9. 9 
8 月 5 ，  793 1 . 2 179 10. 1 
9 月 6 ， 258 2. 3 203 11 .  5 
10月 7， 378 1 . 6 237 17. 8 
1 1 月 7 ， 440 1 . 1 235 16. 7 
12月 11 ， 344 ム 1 . 0 390 8. 2 

97年 l 月 7 ， 062 0. 5 226 19. 9 
2 月 6， 020 ム 0. 5 170 12. 4 
3 月 9， 680 25. 0 343 70. 4 

資 料 日 本百貨庖協会 兵庫県百貨応協会 | 
一一 一
* 県内 百貨庖売上高齢 の95年 l 月 以降 の 数値。 前年比 は、

神戸西武 を 除 く 県 f 8 ヵ 庖 の数値 を ベ ー ス と し て い る 。
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販売額 (億 円 ) 対前年比 (%) 対94年比

' 96 .  1 922 15. 0 ム 0. 4

2 776 12. 4 0. 0 

3 916  13. 7 0. 2 

4 892 0. 5 ム 1. 8

5 935 3. 8 O. 7 

6 929 5. 9 2. 7 

7 1， 100 ム 0. 9 ム 9. 2

8 892 0. 5 ム 4. 2

9 863 2. 1 ム 0. 0

10 962 5. 9 0. 1 

11  958 0. 8 O. 7 

12  1 ，  444 1 . 2 ム 1 . 2

'97. 1 984 2. 0 6. 2 

2 813 0. 1 4. 9 

3 1， 1 78 24. 1 28. 8 



(同 1 ) 兵庫県の百貨j百 ・ ス ー パー別販売額の対1 994年 間 月 比の推移

(%) 
40 r 

30 i 
20 I 
10 i 
O 

10 
- 20 

30 
- 40 

50 

1 
阪神 ・ 淡路大震災 ス - / �-

百貨底

94 3 9 11 95 3 7 9 11 96 7 9 11 97 3 (月 )

大積小';'é)古販先統計 (通路省)

※ 大121小売応の う ち 、 ス ー パ ー は 渓 災の 影響が少な く γfJ& 7 ijミ 1 丹 、 対前年j司

月 比9. 1%減) 、 約 1 年後か ら は渓災前の水準 を L回 り つ つ あ る 。

※ 百貨応は震 災の影響が大 き く ( 1995年 2 月 対 前年 同 月 比44. 9%減少) 、 震 災前

の 8 割程度の水殺で推移 し て い る 。

(表 7 l 神戸市内大裂小売底販売額

大地小売応販売額

95年 2 月 187億 円 (A49. 6%)

96年12月 637億 円 (A1 1 . 0%)

397億円 (A 4. 0%) 

318億円 (A 7. 7%) 

3 月 536億円 ( + 23 . 9%)

( ) 内 は、 1994年 同 月 比 (fEi し 、

95年は 庖綴調整済、 96年 は 応錦調

聖書前)

百貨信販売額 ス ー パ ー 販売額

5C億円 (A73. 7%) 137億円 (A1 7 . 5%)

350倍、 円 (A17. 7%) 287億円 (A 1. 2% )  

198億円 (A17. 5%) 200億円 ( + 14. 6%) 

149億円 (A24. 3%) 間億円 ( - l
306億円 ( + 20. 5%) 2301意 向 ( + 28. 6%)

(注) 97年 3 月 は、 4 月 か ら の消費税率引 き J-. げに 伴 う 駆 け 込み需要が見 ら れ た こ と

か ら 大幅 な 増加 と な っ て い る O

集 め た。 同 信 で は 、 震災で宿 を 失 っ た 自 営業者の復興の手助 け に と 「 一坪 シ ョ ッ プj と 名

付 け た小型屈 を 募集。 約4， 000件 の応募者か ら 選 ばれた 業者30人が新天地 を 求め て 新 し い

試み を 打 ち 出 し 、 東西 に 分散 し た客足の呼び戻 し を 図 っ て い る O

さ ら に 、 97年 3 月 に は大丸神戸f占が外装 を ま っ た く 一新 し て震災後 2 年ぶ り に全面 オ ー

プ ン 。 消費者の三宮地 院 で の 回 遊性 を 高 め、 シ ョ ッ ピ ン グ の 楽 し さ を 思 い起 こ さ せ た 。 大

阪 な どへ流れて い た顧客の戻 り がみ ら れ、 他の百貨屈 を は じ め 、 間 辺の 荷業施設 に も 相乗

効 果 を も た ら し た 。

問 月 の売 り 上げは、 頚 4 月 か ら の消費税率 の 引 き 上 げ を 控 え 、 駆 け 込み需要 も あ っ て 大

幅 な 増加 と な っ て い る が、 そ の後 は 駆 け 込み需要の反動や景気の低迷 に よ る 消費 の 手控 え 、
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全館 オ ー プ ン し た 大丸神戸!苫前 に 列 を つ
く る 買 い物平等=神戸 ・ 元町
(1997年 3 月 2 lJ )  

冷夏 に よ る エ ア コ ン な ど家電製品の 売れ行 き 不振、 さ ら に 暖冬 に よ る 冬物衣料の買 い 控 え

な どで、神 戸 の百貨庖の売J:高 は ま だ本格的 な 臨調 を み て い な い。

〈参考文献〉

f 阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興の実態 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査j 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構 1996if 10 月 、

97年 10月

『兵庫県南部地震 に 関 す る 総合研究』 平成 8 年佼報告書: 神戸大学 1997:f!三 3 月

『被災地阪商!日持 ・ 小売市場調重うj íl'':災後 l 年半時点 神戸市、 神戸商 [会議所 1996{ド 8 月

f被災地阪商応1$J . 小売市場調査j 震災後 2 年時点 神戸市、 神戸陶工会議員rr 1997:f!' 1 月
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金融

{人口 間護主主 ど謹興の課題i

日 本銀行神戸支出 は 震災 3 年 目 を 迎 え た97年 1 月 末 、 兵庫 県 内 の 主要経済指標 を 震災前

の94年の水準 と 比較 し、 指標加 に 「復興率J を 算 出 し た経済復興動向 を ま と め て い る 。

指標 は11項 目 で、 復興の度合い に よ り 大 き く 4 つ に 分類。 各指標 の94年 の 月 間平均値 を

100 と し て 、 最新月 の デー タ と 比べて復興率 を 算 出 し た。

分類 は①回復①高水準 で は あ る が一応峠を 越 え て い る ③震災前 の 水準 に 近 い④ l 割以上

ダ ウ ン一一一の 4 ;盛 り 。

そ れ に よ る と 、 ①の 「 回 復」 に は、 鉱工業生産 (106. 9 ) 、 新車登録台数 ( 1 16 . 7 ) の 2

指標。 ②の 「高水準 な が ら ピ ー ク ア ウ ト j は新設住宅着工戸数 (167. 4) 、 公共 工事請負額

(112) の 同 じ く 2 指標。 ③の 「震災前の水準 に近いJ は、 神戸市 内 の ホ テ ル稼働率 (94. 3) 、

通関輸出額 (94. 2) 、 間 輸入額 (96 . 2) の 3 指標。 ④の r 1 割以上 ダ ウ ン J は 、 百貨庖売

上高 (87. 6) 、 市 内観光客入込数 (79. 5) 、 コ ン テ ナ 取扱量 (80. 8) 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生

産額 (64. 1 ) の 4 指標 と な っ て い る O

こ の結果か ら 同 支庖 で は、 ③ と ④ に 該 当 す る 分野が今後の兵庫県下の 景気動 向 を 大 き く

左右す る と 分析。 課題 と し て 観光客の誘致、 人 口 回復策、 各種の規制緩和 、 港湾体制 の 充

実 な どが求め ら れる と し て い る O

な お 、 人 口 は兵庫県98. 1 、 神戸市が93. 4 と な っ て い る O 具体的 な 数字でみ る と 被災地の

10市10町の 人 口 は344万6， 000人 で95年 1 月 1 B に 比べて 14万3， 000人の減、 神戸市は142万

人で10万 人 も 減 っ て い る 。

{金融機関の存症感]

個 人 も 企業 も 、 い ざ と い う 時 に 頼れ る の は 、お金グ だ。 震災の混乱 の 中 か ら 3 日 後の 1

月 初 日 に は、 ほ と ん どの金融機関が臨時の 窓 口 な どで営業 を 始 め た 。 損傷の軽かっ た さ く

ら 銀行の神戸本部で関西系第二地方銀行の 臨 時 窓 口 、 日 銀神戸支脂で被害 を 受けた都市銀

行が臨時窓 口 を 聞 い た。

「 と に か く 、 預 金 を 引 き 下 ろ し に 来 る 利用 者 に 対応 す る こ と が、 金融機 関 の使命だ と い

う 思 い し か頭 に な か っ たj 大手都市銀行の幹部が語 っ て い る O 震災後の約半月 の 開 で、

臨時窓 口 を 開 い て い た 日 銀 を 訪 れ た 約3， 000 人 の預金者の う ち 実 際 に 預金 を 引 き 出 し た の

は約半分 だ っ た と い う 。 金融機関の存在が震災の被害者に 安心感 を 与 え て い た。

被害 を 受 け た金融機関 も 95年 9 月 に は全て の庖舗で、正常 な 営業体制 に 炭 っ て い る O
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{ み ど り 銀行が発足]

神戸で生 ま れ第二地方銀行の雄 と 白 さ れて い た 兵庫銀行が、 多 く の不良債権 を 抱 え て営

業 に行 き 詰 ま り 、 受 け皿 と し て新 し く 「み ど り 銀行」 が96年 1 月 29 日 か ら 営業 を 始め た 。

発足か ら 1 年、 庖舗統廃合 な どの残務処理 を ほ ぼ完了 し た。 預金量 も 順調 に伸 び、 後興

融資 を 拡充す る な ど地元銀行 と し て 、震災復興銀行グ の色合い を 強め て い く 構 え だ。

{紙迷す る 企業 向 け 融資}

大震災で被災 し た企業 ・ 偶 人 向 け の 融資が低迷 し て い る O 震災の あ っ た 9 5年 7 月 に 1 カ

月 で2， 068億円 の融資があ っ た が、 そ の後急速 に 減少 し、 96年 3 月 に は386億 円 に ま で、減っ

た 。 住宅 向 け融 資 は増 え て い る も の の 、 復興 に 向 け た 企業の設備投資が盛 り 上が ら な い の

が原 因 と み ら れた c

近畿財務局 の ま と め に よ る と 、 震災直後か ら 何年 3 月 末 ま での融資累計額 は 、 1 兆3， 658

億 円 。 こ の う ち 兵庫県や神戸市 な ど地 元 自 治体の 制 度融資が5， 536億 円 、 40% を 占 め て い

る 。 特徴的 な の は本格復興の た め の資金需要が低迷 し て い る こ と 。 設備資金 向 け 融 資 は 、

兵庫県 と 神戸市 に よ る 緊急災害復 旧 資金 の 制 度融資が締 め 切 ら れた何年 7 月 に 941億 円 と

ピ ー ク を 記録 し た が、 9 月 に801:意 円 、 何年 1 月 65億 円 、 3 月 は60億円 に ま で減っ て い る 。

緊急 の災害復 旧 の た め の資金手 当 て の 後 は 、 大規模な オ フ ィ ス ピ ル や工場再建が進 ま な

い の で、 本格的 な 資金需要が出 て い な い た め と み ら れて い る 。

一方、 住宅 ロ ー ン は、 融資額は小 さ い も の の 、 何年 1 月 48億 円、 2 月 55億 円 、 3 月 87億

円 と 月 を 追 っ て 増 え、 さ く ら 、 阪神、 み ど り の各銀行 な ど地元の金融機関 が積極的 に 取 り

組んで、い る o (1996年 5 月 11 自 付 「 日 経新聞 J)

{来春か ら 返済本格化}

制度融資の債務保証 を 行 う 兵庫県信用保証協会 に よ る と 兵庫県 と 被災 9 市が実施 し た震

災関連融資 は 4 万7， 011件で総額5， 422億 円。 こ の う ち不要 に な り 返還 し た り 、 一部返済 も

あ っ て 97年 1 月 末の残高 は 4 万5， 718件、 4， 929億 円 。 当 初 に比べ1， 293件、 492億 円 減 っ て

い る O

融資総額の う ち 兵庫県 と 神 戸 市 の 融 資 は77. 8% の4， 222億 円 。 こ れの 返済時期 は 、 95年

9 月 以前が13. 9%、 95年10月 �98年 3 月 が11 . 1%、 3 年 の据置期 間 を 活用 し 98年 4 月 か ら

返済が始 ま る 融資 は75% を 占 め る 。

問題は震災融資 を 受 け た 4 万7， 011件の う ち 63. 5%が震災前 か ら の設備投資や運転資金、

不況対策 な どの 制 度融資 を 受 け て い る こ と だ。 震災融資 と 震災前 の と を 合わせた被災中小

企業全体の 返済必要額は、 信用 保証協会の保証が付い た も の だ け で も 97年 1 月 現在で9， 076

億 円 。 98íf. の 春以 降、 多 く の事業所が 、二重返済グ を 迫 ら れそ う 。

す で に 、 震災融資 を 受 け た 企業の0. 5% に 当 た る 233社が 3 年 間 の据置期 間 があ る に も か
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か わ ら ず経営破綻 を 来た し て い る O そ の 大半が 「業況が悪 く 、 震災関連以外の融資の返済

負 担 に 耐 え ら れ な く な っ たJ ( 同協会) も の だ と い う O

今後、 返済不能 と い っ た事態の発生 を 防 ぐ よ う 同協会で は県 な ど と 連携 し、 据置期 間 や

返済期 間 の 延長 を 国 に 要望す る 方向 で検討 を 進め て い る が、 中小企業 の 回 復 に 影響 を も た

ら す景気浮揚 に期待 し て い る o (1997年 2 月 23 日 付 「神戸新聞J )

[96年度の貸出 、 寵金の動 き 1

96年度 に 入 っ て か ら の各 月 の金融概況 は次の と お り であ る O

4 月 兵庫県下金融機関 の 預貸金残高 ( 日 銀神戸支自) は前年比 で預金が2. 2%、 貸出

で3. 7%そ れぞれ増加。 貸 出 は 前年が制度融資 を 中 心 に 増 え て い た た め 、 前年比

伸 び率が小 幅 に な っ た 。 住宅 ロ ー ン は 引 き 続 き 好調 だが、 企業の大 u復興資金の

需要は盛 り 上が り に 欠 け た 。 預金は、 前年 に保険金や義援金の流入 な どで増加 し

た 反動か ら 伸 び率が低下 し た 。

5 月 預貸金残高 は前年比で預金2. 5%増、 貸出3. 7%の増。 企業の復興資金需要は 引 き

続い て低調 で、 前 月 比0. 7%の減。 預金は公金預金の大幅な増加で、 前 月 比0. 8%

増 な が ら 低下基調 に あ る O

6 月 貸 出 は 住宅 ロ ー ン が高 い 伸 び を 続 け て い た が企業の需要少な く 前 月 比0. 4%増。

預金は、 偶 人の住宅建 て 替 え 、 補修 な どに よ る 頭金の取 り 崩 し が続い た が、 ボー

ナ ス の 預金獲得が堅調 で前月 比1 . 0% の増。

7 月 貸出 は企業の 資金需要 の伸 び悩 み ゃ前年の震災関連制度融資の 高 い 伸 びの反動で

前年比1. 1% と 低 い伸 び。 預金 も 住宅修繕 な どの預金引 き 出 し が続 く な どで前年

比2. 7%増 に と ど ま っ た。

8 月 貸 出 は 企業の 資金需要 は伸 びな か っ た が、 地方公共団体の一時借入 な どで1. 7% 

増 。 預金は住宅修理費 の 引 き 出 し が続 い た が3. 6%の増。

9 月 貸 出 は 企業 の 需 要が引 き 続 き 伸 びず、 地 方公共 団 体 の 期 末借入 の 減 少 で前年比

1 .  6%の減。 預金は個人の頭金引 き 出 し ゃ 公共団体の預金の減少で前年比2. 4増 と

伸 び率が低下 し た 。

10月 貸出 は前年比1. 3% の 減。 2 ヵ 月 連続の 減少。 住宅 ロ ー ン や公共団 体 の 大 口 融 資

があ っ た が、 企業の資金需要の低迷続 く 。 預金 も 前月 に続いて伸 び率低下。

1 1 月 貸出 は前年比0. 7%減。 3 ヵ 月 連続の 減少。 預 金 は 個 人の 引 き 出 し が続い て い る

が、 ボー ナ ス 頭金の伸 びな どで前年比2. 6%増。

12月 貸出 は前年比で 4 ヵ 月 続い て 減少、 こ の 月 は 1 . 4% の滅。 預金は ボ ー ナ ス 預金)11貢

調 で2. 5%の増。

1 月 貸出 は前年比0. 8%増。 公共 団体の つ な ぎ資金需要があ っ た が、 住宅 ロ ー ン の伸

びが鈍化、 企業 の需要 も 低調 に推移。 預金は前年比1. 8% の増。
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2 月 貸 出 は 前 月 間様、 前年比で0. 8%増。 預金は個人の預金取 り 崩 し が続い て い た が、

法 人 の 大 口 定期 の増加 で前年比2. 1%増。 伸 び率やや上昇。

3 月 貸出 は前年比1. 0%増。 企業向 け低調 な が ら 住宅 ロ ー ン が増 え た 。 預金は前年比

2. 1%増。 被災地 を 中 心 に個 人預金の 引 き 出 し が続い た が、 公金預金の増加 で伸

び率 は 前 月 値の横ばい 。

96年度 を 通 じ て 貸 出 は 、 企業向 け の大口復興資金や設備資金需要が低調 で顕著 な 伸 びは

見 ら れ な い。 一方、 預金は被災 し た住宅の建て替え や補修の た め の取 り 崩 し が続い た の が

目 立 っ て い る c

(衣 1 ) 兵庫県下金融機関貸出金残高、 信用保証状況、 食業倒産

X 企 業 倒 産 (負債1， 000万 円以 ヒ)

金 ttì 保証承諾 地域別 倒産件数
件 数 金 額

(各期末) 前年比 件 数 金 額 神 戸 阪 神 播 庫?

(億円 ) % (件) (億 円) (件) (億 円) (件) ( f午) ( 1牛)
例年 175， 206 ム1. 0 55， 1 1 4  5， 770 663 1， 634 330 137 191  

95年 180， 726 3. 2 90， 239 1 0， 367 478 18， 241 174 119  1 78 

96年 184， 237 1 . 9 49， 838 5 ， 385 482 185 103 188 

96年 1 月 184， 671 5 . 0 3， 057 319 23 63 11 6 6 

2 月 185， 153 6. 1 3 ， 412 373 37 722 1 5  6 1 5  

3 月 1 85 ， 460 5. 2 4， 195 483 33 71 5 8 20 

4 月 183， 600 3. 7 3 ， 654 373 48 83 15 1 2  20 

5 月 182， 244 3. 7 3 ， 396 366 38 78 18 8 1 1  

6 Jj 182， 959 2. 8 4， 036 419 30 157 1 1  5 12  

7 月 182， 149 1 . 1 4， 845 539 35 31 15 7 13  

8 月 183， 733 1 . 7 4， 351 494 47 68 18 12 16 

9 月 183， 765 ム1. 6 4， 192 489 47 95 20 8 19 

10月 183， 444 ム1. 3 4， 518 459 49 70 16 14 1 9  

1 1 月 185 ， 707 ムO. 7 4， 719 505 44 47 1 8  8 18 

12月 187， 957 ム1. 4 5， 463 566 51 115  23 9 19 

97"f 1 月 186， 174 0. 8 3， 169 338 46 66 15 16 15 

2 月 186， 700 0. 8 3 ， 405 389 53 269 24 d 戸 23 

3 月 187， 300 1 . 0  4 ，  704 538 44 791 19 1 1  14 

資 n 日 本銀行 兵庫県信用保証協会 東京商工 リ サ ー チ

i 中小企業3主張を 強化}

兵庫県や神戸市 は震災か ら 3 年 目 を 迎 え 、 被災者 向 け の住宅対策 な どに は 品定の め どが

つ い た も の の 、 産業の復興の遅れや 規模 に よ る 企業 開格差が課題 と な っ て い る と こ ろ か ら 、

97年度 に 中小企業支援策 を 強化 し て い る O

神戸市 は 4 月 か ら 、 地元の 中 小製造業者 を 主 な 対象 に 、 国 内外の 見本市への 出展費用 の

一 部 を 助 成 す る O 必要経費の 2 分の 1 以内で、 関 内 1 5 万 円 、 海外30万円 を 限度 に補助、 97
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年 度 に 約50杜 の 利 用 を 見込 ん で い る 。 ま た 、 自 社製 品 な どの イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ てPR

が 出 来 る よ う ホ ー ム ペー ジ の 開 設や 画面作成 の費用 も 助成す る 。 中小企業の受註拡大、 売

り 上 げ増 を 図 る 。

兵庫県 も 震災 後 に 事業 を 再 開 し た も の の 、 売 り 上げが伸 び悩 んでい る 中 小企業の 運転資

金不足 を 見越 し 、 融 資制度 を 拡充 し て い る O 利率2. 4%で5， 000万 円 を 限度 に 貸 し付 け る 長

期 資金の年間 目 標額 を 374億 円 か ら 424億 円 に 拡大。 利率2. 3%、 限度1 ， 000 万 円 の小規模事

業資金 も 、 B 標額 を 65億 円 か ら 85信、 円 に 引 き 上 げる O

(表 2 ) 97年度の中小金業復興支援事業 (�k神 ・ 淡路大災 災{復興成金 ・ 兵隊県肉 口市関迷)

商J�ilff . 小売市場 浜 災復興高段:化

復 興 イ ベ ン ト 開催 当主業促進助成事業

支援事業

復興の ア ピ ー ル、 被災地の商!日'I'f . 

内 容 l 来fおお噌加の た め 小公 ifí場が作 成す

の復興ペイ ン ト 経 る 高度化事 業計画

費 の 官E を 補助 書の 一部補助

40%以上が全半壊 災害復!日 高度化事

補 助 ! 明山町内 業 に よ る 本格復興

対象者 の 商応街 ・ 小売市 を 計画す る 団体

場

商応街近代化、 応

補助対 I 賑わ い を取 り 戻す I
舗等共 同化、 小規

尚早i街 ・ 小Jé rfi場 被 災前!日お

共 同 胞 iY2建設校 復興支援事業

助 成 事業

被災総)，Ìパ訂 ・ 小売 商応f封が取 り 誇i[[む

市場がi主j没す る 共 ユ ニ ー ク な 事 業 で

1"] 施設の ill設衰 の 他府J�i{f'fへの波及

A部補助 効果の高い も の

機成員 の半数以 上 i萄!百街 ・ 小売市場

が権 災証明 を受け を 中心 と し た 協議

た 商庖各J . 小売市 会綴織 (街づ く り

場 協議会等)

市 町が補助す る ?手 他薦出街への波及

業 費 1 00 万 円 以 上 効 果 の よ い ' 1*fづ く

の共 同施設 (他補 り 構想等の事業化
象事業 た め の イ ベ ン ト

模iÊ:業集同化の計
画作成 に かか る 商 助 金 と の 重 複 不 の取 り ま と め | 会 等

業 コ ン サ ル 料

1 / 4 以 内 、 250

助率 [ 1 / 2 以 内 一 万 円

限度額 万 円 ( 市 町 の 同 率 補 助

可 )

ロJ)

1 / 10 以 内 、 100 定-額- 万 円
万 円

300 

向い合
県 商業観光課 (設078 (34]) 7711 内線3563�65)

せ先
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鮪 雇用
上 雇用 の現状

[ 2 翻の事業所で雇用減}

阪神 ・ 淡路産業復興推進機構 は何年 6 月 の 時点で 「産業復興の実態 に 関 す る 調査」 を 行

っ て い る 。

そ の 中 の 「雇用状況の変化j を み る と 、 「変化 な し 」 と す る 事業所は、 全体の61% と な

っ て い る c こ れ に 対 し 、 「若干減J と す る 事業所が16. 6%、 「大幅減」 が4. 8%、 合 わ せ て

21. 4% の 事業所で雇用 の減少がみ ら れ る 。 ( [jXJ 1 ) 
(図 1 ) 雇用状況の変化

(%) 
70.0 

60.0 

50.0 

40.0 

30.0 

20.0 

10.0 予 究
l .l 

0.0 
変化な し 若干減 大崎誠 若干増 大幅増 主:

こ れ を 地 区 別 でみ る と 神戸市が最 も 多 く 28. 9%、 次いで芦屋市24. 6%、 宝塚市24. 0% と

な っ て い る が、 極端 な 地域差 は み ら れ な い 。 ま た 、 業種別 で は 、 ゴム 製品54. 4%、 運輸 ー

通信35. 7%、 飲食屈30. 0% と 減少 し て い る が、 そ の 反対 に 雇 用 が増 え て い る の は 、 建設業

32. 9%、 電気 ・ ガス ・ 水道業が22. 4% と な っ て お り 、 倒壊 し た家屋や事業所建屋 な ど震災

の復興需要が表れ て い る も の と 忠 わ れ る 。

{有効求人借率に 盟謹鱒向 }

雇 用 環境 を 端的 に 表す の が有効求人倍率。 1 人の求職者 に 対 し て何人分の求人があ る か

を 示す数値であ る 。 (公共職業安定所で、扱 っ た件数に 限 ら れ、 「有効」 と は 申 し 込み 月 を 含

め た 3 ヵ 月 の有効期 間 内 の 件数 と い う 意味)

震災か ら 2 年 を 経た 96年度末の兵庫県下 の雇用状況 は 、 有効求人倍率で見 る 限 り 、 次の

と お り 回復の傾向 を みせ て い る 。

震災の あ っ た 1995年 1 月 か ら 3 月 ま での 4 半期 の 有効求人倍率が0. 48、 4 月 か ら 6 月 が

0. 47で あ っ た の が、 1996年 に 入 っ て か ら の 各 4 半期 は 、 そ れぞれO. 町、 0. 6 1 、 0 . 62、 0 . 64

と 好転 し て き て い る 。 1997年 1 � 3 月 期 も 0. 63で、 震災の 2 年前 の 同 期 に 比べ0. 15 ポ イ ン
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(表 1 ) 有効求人倍率 (表 2 ) 有効求人倍率 (被災地)

求 前
人 年fネ今

差

求
人

IJIJ 
'fご

倍
率 ァTミ

94. 10�12 0. 46 ""0. 02 94. 10�12 0. 36 ""0. 03 

95. 1 � 3 0. 48 0. 03 95. 1 � 3 0. 41  0. 04 

4 � 6  0. 47 0. 03 4 � 6  0. 36 0. 05 

96. 1 � 3 0. 55 0. 07 96. 1 � 3 0. 48 0. 07 

4 � 6  0. 61  0. 14  4 � 6  0. 49 0. 13 

7 � 9  0. 62 0. 14 7 � 9  0. 52 0 . 12 

10�12 0. 64 0. 13 10�12 0. 55 0 . 1 1  

97. 1 � 3 0. 63 0. 08 97. 1 � 3 0 . 54 0. 06 

各 4 '1三郊 の 数値 は 該 当 月 の季節調整 求 人倍率 の 差 は ボ イ ン ト 系

依の不均値

( 表 3 ) (表 4 ) 

有効求人数 :fí効求�n没者数 ギí効求人数 (被災地) 有効求職

有
効

求

rlíT :fí 前

ti成.fj 効
求i減税人 時統

イj 言I イf裁j 斗I幹i 効求ぶ
人 減 1故

数 上七 者 上t 数 上七 害;

94. 1O�12 39， 097 1 . 8% 81 ， 386 7 . 3% 94. 1O�l2 20， 451 2. 7% 55， 855 7 . 0% 
95. 1 � 3 44， 855 21. 7 89， 273 14. 5 95. 1 � 3 25， 037 28. 2 6 1 ， 468 15 . 1 

4 � 6  49， 314 32. 6 113 ， 447 24. 7 4 � 6  29， 408 53. 4 80， 780 30. 2 
96. 1 � 3 48， 778 8. 7 84， 825 "" 5. 0 96. 1 � 3 27， 883 1 1 .  4 58， 083 "" 5. 5 

4 � 6  51 ，  195 3. 8 89， 310 ""21.  3 4 � 6  28， 822 "" 2. 0 58， 804 ""27. 2 
7 � 9  53， 670 9 . 3 86， 806 ""15. 8 7 � 告 29， 747 3. 2 57， 100 ""21. 5 

10�12 54， 048 1 1 . 3 82， 312 ""10. 2 10�12 29， 871 5. 4 54， 703 ""15. 0 

97. 1 � 3 54， 030 1 0. 8 82， 974 "" 2. 2 97. 1 � 3 29， 739 6 .  7 55， 450 "" 4. 5 
い …

ノ，- ト を 含 む全数、 各 4 半期の数値 は 月 平均 パ ー ト を 合む全数、 各 4 'ドWl の 数値 は 月 平均

ト 上がっ て 回復の傾 向 を 見せて い る o (表 1 ) 

同 じ傾 向 は 被災地 に も 見 ら れ る 。 震災の あ っ た 95年第 1 . 4 半期 と l 年 目 の96年の 同 期 、

さ ら に97年 の 時期 を 比べ る と 、 そ れ ぞれの有効求人倍率は0. 41 、 0. 48、 0. 54 と 数値は上が

っ て い る 。 (表 2 ) 

た だ注 目 し た い の は、 被災地の数値が全県の数値 よ り O. 07�0. 1 1 ポ イ ン ト 低い こ と で、

マ ク ロ の 指標 と し て の雇用状況は 回復は見せて い る が、 現実の被災地 で の 雇 用 状況は ま だ

楽観で き な い 。

兵庫県 下の雇用情勢は、 も と も と 震災の前 か ら バ ブ ル の崩壊や 円 高 の影響 を 受 け た 企業

の リ ス ト ラ の 推進で厳 し い状況だ っ た。 有効求人倍率 は 以前か ら 全国平均 よ り も 低い値で、

こ の差 は 震 災 に よ っ て大 き く な っ た訳で は な い。 ( ち な み に 何年10月 の 時点 で 、 近 畿 圏 の

府県では大阪が0. 47、 京都が0. 41、 奈良が0. 50 と 兵庫県 よ り も 低 い値で、 滋 賀 が0. 63、 和

歌 山 が0. 6 1 と 兵庫県 よ り も 大 き い ) 0 こ れか ら み て 、 有効求人倍率 の 指 数 に は震災の影響
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は あ ま り 見 ら れ な い。 こ れ は、 有効求人倍率 の分母であ る 布効求職者数 と 、 分子であ る 有

効求人数が同 じ よ う に パ ラ レ ル に変化 し た た め と 考 え ら れ る 。

震災の影響が顕著 に 表 れ た の は雇用保険の受給者の 数で最 も 多 かっ た 95年 5 月 で約 6 万

に の ぼ り 、 地震の あ っ た 1 月 の 約 3 万5， 000 に比べ倍 に 近 い 数 を 記録 し て い る O 受給者数

は こ の 5 月 前 後 は 5 万 人台 だ っ た のが、 95年12月 に約 4 万 に 減 り 、 96年 3 月 に は 約 3 万

5 ， 000 と 震災前の水準 に 戻 っ て い る o 96年 は 4 万前後で推移 し 、 97年 に も 1 月 3 万8， 000、

2 月 3 万8， 000、 3 月 3 万7 ， 000 と 横パ イ 状態 に な っ て い る 。

[年齢、 職種に ミ ス マ ツ

問題は 、 求 人 と 求職の 簡 で年齢条件、 希望職種の踊で ミ ス マ ッ チが見 ら れ る こ と であ る O

年齢別 でみ る と 45歳未満層の有効求人倍率 は45歳以上 を 大 き く 上回 り 、 45歳以上 は 約 3

分の l に す ぎず、 中高年層 を取 り 巻 く 雇用環境は厳 し い も の があ る o (表 5 ・ 6 ) 

職種でみ る と 、 建設職で、 は 求人数が求職数 を 大 き く 上 回 り 、 そ の求人数す ら 震 災後 2 年

の経過 を み て イ ン フ ラ 整備の進捗 を 反映 し て前 年 に 比べ 3 割 も 減少 し て い る O こ れ に 反 し

求職数は被災地で は 7 割近い増加 と な っ て お り 著 し い差が見 ら れ る O

一方、 事務職で は 、 建設業 と 反対で求職数が求人 を 大幅 に 上 回 り 、 被災地で は求 人倍率

は0. 22、 つ ま り 求人 1 人 に 対 し て求職は約4. 5人 と い う 厳 し い 数字 に な っ て い る o (表 7 ・ 8 ) 

(表 5 ) 年齢別有効求人倍率 (表 6 ) 年齢別有効求人倍率 (被災地)

45 日リ 45 時tÎ$� 年 歳 年::tと 以
j稀 差 ヒ λ←モLニ

94. 10�12 0. 65 ....0. 01  0. 21  ....0. 03 

95. 1 � 3 O. 72 0. 08 0. 22 ....0. 01 

4 � 6  0. 63 0. 08 0. 19  ....0. 01 

96. 1 � 3 0. 88 0. 1 6  0. 23 0. 01  

4 � 6  0. 83 0. 20 0. 25 0. 06 

7 � 9  0. 90 0. 20 0. 26 0. 07 

1O�12 0. 96  0. 1 5  0. 27 0. 07 

97. 1 � 3 0. 96  0. 08 0. 27 0. 04 

一心

絞

十本

泌

前

年

だ一

日制
歳
以
上

前

年

差

94. 1O�12 

95. 1 � 3 
1 � 6  

96. 1 � 3 

η/μ
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e

・

ハリ

ハり

ハリ

ハリ

ハリ

ハリ
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A

 

にd

ρhv

戸hD

Qd
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1ょ

っω

ヮ“

τE品

市BA

令Bよ

1ai

n/】

内/い】

内/い】
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•
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•
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•
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•

•

 

ハリ

ハHV

ハリ

ハリ

ハリ

ハU

AHV

ハリ

臨時 ・ 季節 を 除 く 、 各 4 半期の数値 は 月 平均 臨時 ・ 季節 を 除 く 、 当該期 間 3 ヵ 月 の平均数

(表 7 ) 就職別求人求総状況 (新規常用) (表 8 ) 職種別求人求職状況 (新規常用 ・ 被災地)

求人状況 求職状況 求人借家

建設職 684 255 2. 68 

前年 同 月 比 ....31.  2% 61 . 4% ....3. 6 1  

事務総 1 ，  231 1 ， 864 0 . 25 

前年 1，;) 月 比 ....14. 9% 5. 3% ....0. 06 

求 人状況 求職状況 求人倍率

建設職 361 191  1. 89 

前年増減比 ....29. 9% 69. 0% ....2. 67 

事務職 762 3 ， 459 0. 22  

前年増減比 ....8. 5% 12 . 7% ....0. 05 

1997年 8 月 の 数併合 1997年 8 FJ の 数値
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2 . 雇用対策

{就職状況は鉱迷}

求人求職率 に 表 れ な いが、 実際の就職状況が低迷 し て い る の は気がか り な 点であ る O 新

規求職者数 に 対 す る 就職者比率 は97年 1 月 が16. 3%、 2 月 が21 . 7%、 3 月 24. 9%で、 有効

求職者数 を 分母 と す る と そ れぞれ4. 2%、 4. 9%、 5 . 8% に す ぎ な い。

ま た 、 求人の傾向 と し て パ ー ト の 求人が増 え て お り 、 こ れ は常用 を パー ト に 切 り 替え る

(表 9 ) 求人 ・ 求職 ・ 就職の状況

項 目
新 規

年 月
一 一

01 平均) 求人(人) 前年北(弘) 求職(人) 前年比例j
1994年度 16， 215 8. 5 20， 098 13. 7 

1995年度 18， 297 12. 8 18， 174 ム 9. 6

1996"f.R迂 19， 973 9. 2 18， 339 0. 9 

震災直前 11 ， 610 2. 4 11 ， 826 5. 3 

1994年12月

渓災l白一後 13 ， 910 ム13 . 1 17， 663 ム11. 8 

1995年 1 月

2 fj 24， 074 80. 3 27， 759 67. 0 

3 月 21. 679 37. 6 29， 192 38. 0 

4 月 17， 237 10. 7 28， 104 6. 7 

7 月 17， 956 16. 2 17， 316 1. 0 

8 月 19， 624 16. 3 17， 177 ム 6. 0

9 月 20， 219 16. 0 17， 799 ム 5. 3

10月 20， 523 27. 1 18， 574 ム G. 4

11 月 16， 425 21岨 6 14， 383 ム 6. 5

12月 13， 362 15. 1 1 1 . 061 ム 6. 5

1996年 1 月 19， 707 4 1 .  7 19， 172 8. 5 

2 月 19， 513 ム18. 9 17， 221 ム38. 0

3 月 19， 803 ム 8. 7 18， 110 ム38. 0

4 月 19， 698 14. :l 26， 895 ム 4. 3

5 月 18， 780 11 .  4 19， 880 ム 3. 9

6 JJ  18， 028 ム 1. 7 15， 542 ム15. 9

7 fj 21 .  396 19. 2 18， 665 7. 8 

8 月 19， 737 0. 6 16， 887 ム 1 . 7

9 fl 21. 552 6. 6 18 ， 555 4. 2 

10月 22， 774 11 .  0 19， 823 6. 7 

11月 18， 798 14. 4 14， α)6 ム 2. 6

12月 15， 642 17. 1 10， 百70 ム 0. 8

1997年 1 月 21， 936 11. 3 20， 261 5. 7 

2 H  20， 730 6. 2 18， 365 6. 6 

3 1l 20， 600 4. 0 20， 219 1 1. 6 

資料HI所 職業安定業務統計

有 効

一

求人(人) 前年比例) 求職 (人)
40， 311 2. 5 87， 081 

48， 939 21. 4 98， 263 

53， 236 8. 8 85， 350 

34， 745 1 . 9 75， 240 

34， 403 ム3. 1 75， 042 

46， 235 28. 7 88， 203 

53， 928 37. 8  104， 575 

54， 155 42. 2 115， 494 

45， 922 25. 2 1 106， 371 

49， 163 22. 2 

52， 176 20. 2 

53， 186 24. 6 

49， 186 23. 4 

43， 352 24. 8 

48， 405 I 4. 7 

52， 985 ム 1. 7

52， 697 ム 2. 7

51 ，  167 6. 7 

49， 721 8. 5 

52， 093 13. 4 

52， 724 7. 2 

56， 192 7. 7 

57， 081 7. 3 

54， 737 11. 3 

50， 325 16目 1

51. 617 14. 8 

53， 679 10. 9 

56， 793 7. 2 

103， 648 

99， 312 

98， 039 

92， 976 

83， 988 

85， 311 

85， 178 

83， 985 

89， 814 

90， 844 

87， 272 

87， 899 

86， 199 

86， 319 

88， 274 

82， 698 

75， 964 

79， 625 

82， 301 

86， 995 

(パー ト タ イ ム をーたむ)

求 人総 芋 ( 谷 口 は季節減終耐， )
求 職

新 規 1[ 妓l

兵庫県 全i斗 兵w保
一

前年比l弘j ( 人 ) 前年比(時) (恰j (恰) (f古J ( f行 )
11 .  3 4， :143 11 .  4 0. 81 1. 07 0. 46 0. 64 

12. 8 4， 257 ど込2. 0 1. 01 1 .  09 O. '，0 0. 64 

ム13. 1 4， 374 2. 7 1. 09 1. 22 0. 62 。 72

6. 3 3 ， 413 H. 8 0. 82 1. 07 O. ，，6 0. 64 

0. 4 2 ， 265 ム27. 7 0 .8 1  1 .  06 0 . 46 0. 65 

15‘ l 3， 858 15. 9 0. 85 1. 08 0. 50 0. 65 

26. 9 5 ， 470 10. 4 0 . 76 1. 05 0. 48 0. 64 

28. 5 4， 868 13. 2 0. 87 1. 07 0. 48 。‘ 64

21. 6 3 ， 861 0. 0 0. 94 1 .  01 0. 47 0. 61 

1自. 1 4 ， 055 ム12. 1 0. 99 1. 07 0. 48 0. 62 

16. 1 4 ， 682 ム10. 6 1. 01 1. 05 0. 49 0. 62 

13. 4 5 ， 227 ム 5. 8 1 .  05 1 .  06 0. 51 0 . 62 

12. 8 4， 5 1 1  1 . 2  1 .  02 1. 09 0. 51 。目 63

11. 6 2 ， 998 ム12. 2 1. 02 1 .  10 0. 52 0. 65 

13. 7 3 ， 208 41. 6 1. 07 1 .  12 0. 53 0. 66 

ム 3. 4 3 ， 860 0. 1 1. 10 1. 13 0. 55 0. 66 

ム19. 7 1， 760 ム13. 0 1. 09 1. 21 0. 58 0. 67 

ム22. 2 4， 744 ム2. 5 1. 07 1 . 15 0. 59 0. 67 

ム20. 3 4， 701 4. 8 1 . 11 1 . 18 0. 62 0. 69 

ム21. 2 4， 068 ム10. 9 1. 07 1 .  22 0. 63 0. 70 

ム17. 4 4， 332 12. 2 1. 04 1 . 12 。. 63 0. 72 

ム16. 8 3， 974 ム 2. 0 1. 03 1 .  21 0. 62 0. 72 

ム13. 1 5 ， 389 15. 1 1. 05 1 .  23 0. 61 0. 72 

ム10. 0 i 5 ， 625 7. 6 1. 09 1. 25 0. 61 0. 74 

ム 9. 2 1 .  18 1. 26 0. 64 0. 75 

ム 仏 6 i 3 ， 214 7. 2 1. 21 1 .  27 0. 66 0. 76 

ム 6. 7 3， 3 10  1 .  26  0. 66 0. 76 

ム 3. 4 3. 992 :l. 4  I 1. 09 1 .  20 0. 63 0 . 73  

3. 6 5 ， 035 5. 8 I 1. 01 1. 26 0. 60 0. 73 

※ 震災前後に 数値が大 き く 変動 し た こ と か ら 1994年12月 ~何年 4 月 ま での 数債 を 参考 の た め記載 し て い る 。
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な ど、 景気の動向 に 左右 さ れ る 企業経営の思惑 を 反映 し て い る も の と み ら れ る 。 産業の構

造調繋 に よ る 失業や不況業種の リ ス ト ラ の影響 な ど、 全国的 な 問題 も 大 き な 要因 で は あ る

が、 震 災 に よ る 失業問題は被災者の生活 を 度撃す る だ け に 、 一 日 も 早 い改善が望 ま れ る と

こ ろ で あ る O

こ う し た 中 、 兵庫県で は離職者の早期再就職の推進 と 雇用 維持 に 向 け た 事業主への支援

な どの施策 に取 り 組 ん だ。 震災復興 に 関連 し た 96年度の雇用対策は次の と お り O

〔求人確保対策〕

雇用 開発推進班 に よ る 求人開拓

合同就職面接会 な どの 開保

被災者雇用奨励金の;支給

震災失業者雇用 奨励金の 支給

特定求職者雇用 開発助成金の活用

公共事業就労促進法 の 円 滑 な 施行 な ど

〔職業能)J 開発〕

被災地求職者特別訓練の実施

〔生活支援対策〕

離職者生活安定資金融資 の 実施

被災高年齢者生 き がい就労対策事業の実施 な ど

(食業での 雇用 維持支援〕

雇用 調整助成金の活用

雇用 維持奨励金の支給 な ど

生涯能力 開発給付金の活用 な ど

〈参考文献〉

『兵庫県の経済 ・ 康照状況j 兵庫県商工部 ・ 労働部 1 997年 6 月

『最近 に お け る 労働市場』 兵庫県労働部 1996年、 97年の各月

『渓災復興 に 係 る 雇用 対策j 兵庫県労働部

? ひ ょ う ご経決戦略』 兵庫県産業情報セ ン タ - 1 996年 4 月 �97年 7 月 の 各月

『復興だ よ り J 1 �10サ 総現府阪神 ・ 淡路復興対策本部
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ま ち の復興が ど こ ま で進 ん だか を 計 る 尺度の →つ に 、 被災地 か ら 流出 し た 人 々 が も と の

ま ち に どの く ら い戻 っ た の か、 そ の 数値で表す方法があ る 。

を 震 災発生 9 カ 月 後 の 1 995年10月 に 行 わ れた 国勢調査 に 求 め る と 、 神 戸 市域の う ち

垂水区、 西 氏 、 北区、 須磨区北部 を 除い た震災復興促進亙域 に 、 芦屋市、 間宮市 を 加 え た

主要被災地 の 人 口 は、 108万人であ っ た 。 震災前の 126万人の 14%、 18万人 が減少 し た 。 i戚

少 し た う ち 6 の周辺地域へ移 り 、 12万 人が県外へ流出 し て い る O 同 じ 市 内 の他

の地域へ移 っ た 数 は つ か め て い な い が、 と り あ え ず108万 人 が震災後 の 主 要被災地 の 人 口

であ っ た と み る こ と がで き る 。

e 流出 は 、 住民票 を 移 さ な い {反転居の 人が多 く 実態 の 把握が難 し い

8 月 に 西宮市が行 っ た 「市民意識調査J で は 、 現在の居住場所 は 「市内の違 う 場

10. 0%、 「市外J 3. 1%で\ ニ の合計13. 1 % は 人

月 に 神戸市 が行 っ た 「神戸市民全世帯 ア ン ケ ー ト j で も

-つ の参考 に な る 。 何年 5

5%が市外在住だ、 っ た。

(衣 1 ) 神戸市の震災復興促進区域以外の区域を
苦言む全市の推計世帯数 、 人口数

百 と ま ち への願い }

住 ま い を な く し て よ そ の場所で暮 ら し て い る 人 々 は、 将来の住む場所に つ い て ど う 思 っ

て い る の だ ろ う か。

6 月 の ア ン ケ ー ト J 1 ) に よ る と 、 市外居住世帯 の場合、 「震

災前 に 住 ん で、 い た場所 に 戻 り た いJ

か ら 神 戸 に 戻 り た い 」 が42. 0% で、

。% 、 ん で い た場所 で な く て も よ い

り た い 思 い が計85% に 達 し て い る 。 「 住 む場

所は神戸で な く て も よ い i は 1 1. 0% に な っ て い る 。

何年 9 月 の 西常市の 「市民意識調査J (i主 2 ) の 、 震災前 と 違 う 場所 に 住 ん で い る 人 々

の 回 答 を み る と 、 「元の場所 に 戻 り た いJ 27. 9%、 「西宮市 内 の 元 と 違 う 場所 に 移 り た いj

9 . 8%で、 こ の 二 つ を合わせた
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単純に比較 は で き な い が、 85% あ る 神戸市民の 内Ip戸復帰希望J は、 西宮市民の

居住希望J の 2 倍以上 と み る こ と がで き る O

神戸市民が神戸への愛着が強 く 、 永住志向 が捺立 っ て い る こ と は さ ま ざ ま な場で語 ら れ

て い る が、 何がそ う さ せ る の か を 先 の ア ン ケ ー ト で み る と 、 「住み続 け た い 、 あ る い は戻

り た い と 思 わ れ る 神 戸 の イ メ ー ジ と し て 強 調 し た い の は」 と い う 間 い に 、 3 つ ま で選 ん だ

回答 は 表 2 の よ う に な っ て い る 。

(表 2 ) 住み続けたい、渓りたいと忽われる神戸のイメージとして強請したいのは

ち 52. 8%

高齢者や際害者が安心 し て 暮 ら せ る ま ち I 40. 1 

明 る く 開放的 な主主閉気があ る ま ち 33. 6 

子供 を 安心 し て 育て る こ と がで き る 環境が整っ た ま ち I 30. 9 

神戸 ら し い文化 ・ 芸術活動や ス ポー ツ イ ベ ン ト が盛ん な ま ち I 24. 9 

食べ渉 き や シ ョ ッ ピ ン グ な どで都会的 な 魅力 を満喫で き る ま ち I 23. 5  

神戸 を 訪れ た 人 にすすめ る こ と がで き る 場所が多 い ま ち 21.  5 

産業基盤が整備 さ れ、 働 く 機会や職械に恵、 ま れた ま ち 21 .  4 

外国の:丈化や情報が身近で、 f世界の人 々 と 気軽にふれあ え る ま ち ] 3. 7  

ボ ラ ン テ ィ ア活動な どの奉仕活動が盛ん な ま ち 7. 5 

こ の結 果 に つ い て 「平成 8 年度神 戸市民全世帯 ア ン ケ ー ト 報告書J は 「 強 い 自 然 と 福祉

の イ メ ー ジ。 重視 さ れ る 空 間 と 環境。 案外少 な い観光 ・ 国際 ・ 市民活動J と 評価 し て い る 。

さ ら に 、 市民ニ ー ズ、 を つ か む た め の 「中長期 的 な計画の も と で神戸市 に特 に 力 を 入れ て ほ

し い と 思わ れ る も の はJ と い う 間 い に 、 5 つ ま で を 選 ん だ囲答は 表 3 の よ う に な っ て い る 。

(衣 3 ) 中期的な計閣の も と で神戸市に特にカ を 入 れ て ほ し い と
怒 わ れ る も の

順位 前 々 回91年の

調査での順位

高齢者 の た め の施策 45. 9% 2 

2 医療 ・ 保健 35. 7 3 

3 防災対策 33. 8 17 

4 消 防や救急 33. 5 12  
戸υ 路 上駐車な ど 自 動車の規制 32. 8 

6 住宅建設 ・ 住宅環境 28. 1 5 

7 ま ち の緑化や公園の務備 26. 1 1 1  

8 道路網の整備 20. 3 7 

9 都m従開発や市街地の整備 20. 3 13 

10 ま ち の 美化 18. 8 9 

1 1  心身i嘩害者 ・ 難病者の社会福告iム 17 . 9 4 

12  公需:対策 1 7. 4  8 

13 パ ス や 地 下鉄な ど交通事業 1 6. 4  6 

14 交通安全対策 13. 5 10 

15 港湾 ・ 産業 ・ 交通体系 の繋備 1 3. 3  20 

(前/l'J93'Í)二 は 質問の 方式が異 な っ て い る た め比較で き な い)
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こ れ を み る と 、 前 々 屈 は12位以下 だ、 っ た 防災対策、 消 防 ・ 救急が上位 に あ が り 、 震災の

影響がは っ き り 表れて い る o 1 位の 高齢者施策 の ニ ー ズ は 、 住宅形態別 に み る と 仮設住宅

居住世帯 ・ 寄 ぐ う 世帯では 5 割 を 超 え 、 世帯構成別で は老人単身世帯 は 7 割 、 老人夫婦世

帯 は 6 割、 被害状況別 では全壊 ・ 全焼世帯で 5 割 を 超 え て い る 。

ま ち づ く り で は、 緑化 ・ 公聞 の 整備、 再開発 ・ 市街地整備が上位 に上が り 、 住宅建設が

1 ラ ン ク 下がっ て い る こ と を 考 え る と 、 個 々 の住宅 よ り も 面 と し て の ま ち づ く り に 関心が

向 い て い る こ と が う かがわ れ る 。

(注 1 ) 市内53万8， 129 1tt帯、 市外在住 1 万2， 713世帯、 計55万842世'fff に 配布。 回収は15万6， 6 14通。 向収率28. 4%

(j支近 6 回の 同様の調査では最高) 。

(注 2 ) 住民基本台帳、 外関人設録か ら 20歳以上の市民5， 000人 に調査票 を 郵送。 有効回収数3， 362通。 有効回

収不67. 2% (前年度は70. 5%)

{ ま ち の窪田 @ 援興状況の拒瞳}

大震災発生か ら l 年 を 溜 え る こ ろ 、 復旧 ・ 復興の現状 を つ か む調査が さ ま ざ ま な 機 関 や

研究者 に よ っ て 行 わ れ、 発表 さ れた 。 碓井照子 ・ 奈良大学地理学科助教授 ら の 防災調査団

は、 がれ き 撤去 の 実態 と 建物建築状況 を 現地調査 し 、 復興状況 を 地理情報 シ ス テ ム (GIS)

を 使 っ て 地 図化 し 、 災害デー タ ベ ー ス を 作成 し た 。 こ こ に 辻 、 95年 7 月 ま で は l カ 月 ご と 、

7 月 以 降 は 3 カ 月 ご と の デー タ が入力 さ れて い る 。

96年10月 ま で の デー タ を み る と 、 間宮市 で は 新築建物が8ヲ 600棟あ り 、 こ れ を がれ き 撤

去個所で、割 っ た f復興率J は49%。 芦屋市 は46%、 神 戸市兵庫 区 は25%、 長 田 区 は27% に

止 ま っ て い た 。

福 島徹 ・ 神戸大学総合情報処理セ ン タ ー助教授 ら は神戸市の委託で、GIS を 使 っ て 神 戸 市

内 の 町丁別 に建物の再建状況 を 入力 し 、 「復興率」 を 地図化 し た 。

福 島助教授は神戸市の デ ジ タ ル マ ッ プ に 、 都市計画学会、 建築学会が調査 し た全半壊棟

数 を 入力 し 、 そ の う え に 建築確 認 申 請で届 け ら れた完成予定時期 を も と に 「新築件数J を

重 ね た 。 こ れ に よ る と 何年12月 末 ま での復興率 は、 復興促進 区域内 で41. 7% (95年12月 は

13. 0%) で あ っ た 。 し か し、 区 別 で は 東灘53. 6%、 灘57 . 9%、 兵庫26. 0%、 長 田 27. 1%で\

東部は50% を超 え て い る が、 西 部 は 遅れが 目 立 っ て い る 。

2 .  Æ点観灘で復興 を 追 う 街の復興 カ ル テ j か ら

鳴海邦碩 ・ 大 阪大学工学部教授 を 中心 に し た都市環境デザイ ン に 関心 を も っ チ ー ム は 、

芦屋市で定期 的 に復興実態調査を 進 め て き た 。 鳴海教授は、 本誌 『震災復興誌J の 企画編

集 に 携 わ っ て い る こ と か ら 、 21世紀ひ ょ う ご創造協会 に 『街の復興 カ ル テ j の作成 を 提案、

同協会の働 き か け で 、 多 く の研究者 に よ っ て 調査 @ 研究が進め ら れて い る o 97年 3 月 に最

初の調査 ・ 研究報告書が 『街の復興 カ ル テ j お よ び 『街の復興 カ ル テ 応急仮設住宅編J

と し て刊行 さ れた 。
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こ の 『街の復興 カ ル テ J か ら 、 板宿~長田港地区、 三宮 ・ 東門街、 難区南東地庶、 西宮

市安井地 区 の 復興現況 を 紹 介す る O

r1íJの復興 カ ル テ J 作成 の 目 的 は 、 1 ) 復興状況 を つ か む た め に 、 い く つ か の地域の復

興状況 を 詳細 に 調査 し 、 統計的 な 数字 に 表 し リ ア リ テ イ の あ る 復興状況 を 把援す る 。 2 ) 

複数の 地 区 を 同時 間 的 に調査 し 分析す る こ と で 、 被災地全体の復興 の 進み 具合 を 推測 で き

る よ う に す る o 3 ) 分析 に よ っ て復興への新 た な 課題が発見で き る よ う に す る o 4 ) 復興

への記録 と も な る よ う な 調査 を 行 う一一こ と に お かれた。 調査は、 次の地 区 と 担当 者 に よ

っ て 行 わ れて い る O

1 ) 神戸市長問 区 ・ 須磨区 (藤木崇人 ・ 神戸芸術工科大学)

2 ) 神戸市三宵地区 (角野幸博 ・ 武庫川女子大学、 山 本俊貞 ・ 地域問題研究所)

3 ) 神戸 市東灘区 (重村力 ・ 神 戸大学建設工学科)

4 ) 神戸市灘区 (平 山洋介 ・ 神戸大学発達科学部)

5 ) 芦屋市 (鳴海邦綴 ・ 大阪大小環境工学科、 小j甫久子 ・ 大阪大宇建築工学科)

6 ) 西宮市 (田端修 ・ 大阪芸術大学)

7 ) 津名郡 A宮町 (三谷哲雄 ・ 流通科学大学、 回涼直樹 ・ 姫路工業大学)

何者の復興 カ ル テ j の序文で、 鳴海教授 は 、 調査全体か ら 学 ぶ こ と と し て 、 次の よ う な

点 を あ げて い る O

[1:震興停滞空地 (震災費地) の課題}

例 え ば、 西宮市安井地亙 で は 、 震災空地83. 5% と 在来空地16. 5% を 合わせ、 暫定利用 の

状態 に あ る 空地 を含 め る と 、 地 区全体の 空地面積 は2. 85ha に な る O こ れ は 地 区全面積の

14. 3% に 当 た り 、 道路 ・ 公鴎 な ど を 除い た ネ ッ ト 宅地面積で見 る と 20% に な る O こ の よ う

な 震災空地 の将来が どの よ う に 展 開 す る かが復興の 一 つ の大 き な 課題で あ る O し か し 、 そ

の状況 は 寸菜 で は な い 。 再建 ・ 復興すべ き こ と は 論 を 待 た な いが、 場合 に よ っ て は、 暫定

的 に せ よ 、 空地 と し て 活用 す る 方 向 も 考 え る 必要があ る O

{景観形成上の課題}

住宅の再建 は 、 プ レ ハ ブ住宅が在倒 的 に 多 く 、 こ れ ま で に 存在 し て い た 市街地景観に 大

き な 変化 を 与 え る 要因 に な っ て い る 。 震 災前 よ り 土地利用 に 変化の 兆 しがあ っ た 地 区 で は 、

そ の変化が急速 に 、 そ れ も ラ ン ダム に起 こ る た め に 、 市街地景観が混乱 を き た す恐れがあ

る O 継承 さ れ る べ き 町並み も ま た壊滅的 な 打撃 を 受 け て い る O

復興が将来 どの よ う な ま ち の姿 に 結 び付 い て い く の かが、 な か な か見 え て こ な い 。 そ れ

が個 々 の復興活動が景観形成 に つ な が り に く い こ と の 原 因 で も あ る O 震災前 の 気分、 町へ

の 思 い 、 希望 を 盛 り 込ん だ 「め ざすべ き ま ち の姿j を 描 く こ と が必要であ る O

[{主E告の ニ ー ズ と 棋鎗 と の ミ ス マ ッ チ解消の課題}

従前 の 賃貸住宅が高家賃賃貸住宅や小規模持家住宅 に 移行 し て い く 傾 向 が見 ら れ る 。 こ
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の よ う な 状況 で は 、 低家賃賃貸住宅 は公営住宅に依存せ ざる を 得 な し 結果 と し て は住宅

供給 を 基盤 と し た 市街地復興の勢いが鈍化す る こ と が予想 さ れ る 。

{事業所再建支援上の課題}

小規模宿舗や賃貸住宅 ・ 貸 ピ ル経営の再建は、 人 口 や 経済活動が戻 っ て く る こ と に よ っ

て活性化す る 。 経済活動が炭 つ て は じ め て復興 と い う こ と がで き ょ う O そ れ ま で の 問 、 ど

の よ う に 支援すべ き か に つ い て検討 さ れ な ければな ら な い。 重点事業地 区 に お け る 建物建

設 は こ れか ら 始 ま る が、 そ こ に お け る 同種の 開発 も 同様の 条件下 に あ る 。

{ ヰ 地 藍の調査概略}

以下、 『街の復興 カ ル テ j か ら 、 板宿~長 田 港 地 区 、 三宮 ・ 東門街、 灘 区 東南地 区 、 西

宮 ・ 安井地 毘 の 4 地 区の調査の概略 を 紹介す る 。

盟事椋描~畏臨港地底 (神戸市須麗E宝 @ 長田区)

藤木崇人 ・ 神 戸芸術工科大学の チ ー ム は、 神戸市須磨区 と 長 田 区 に ま た が る 市街地 を 定
(図 1 ) 板宿~長田港の観測地点
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点観測地点 に し、 95年 2 月 か ら 6 ヵ 月 ご と に建築物

再建状況 を 調べて き た 。

こ の地 区 は 、 北 は 六 甲 山系 西端 の 山 手住宅地、 南

は長田港周辺の i呂漁村集落 を含ん だ扇状地形で、 耕

地整理が街区構成の基本 に な っ て い る 。 山手か ら 浜

手 ま で、 性格 を 変 え な が ら つ な がっ て い る 神戸 の 市

街地 の 、 典型的 な 地形立地 を 表 し て い る O こ の 間 に

は、 地下鉄 ・ 山 陽電鉄板宿駅周 辺の タ ー ミ ナ ル市街

地、 地場産業の小規模ケ ミ カ ル工場や商屈が混在 し

た土地区 画整理事業、 市在J地再 開発事業地 区が含 ま

れて い る o (凶 1 )

こ の 調査地 区 の 5 ブ ロ ッ ク の 建築 物 1 万 1 ， 1 60棟

の う ち 、 全壊お よ び中程度の損壊が7， 439棟、 一部

損壊が2， 313棟、 無被害が1， 298棟だ っ た 。 こ の地 区

の 復興状況の概略は次の よ う に な っ て い る 。 (表 的

' … 今 ブて国 援i日 ・ 復興率57. 1% (95 

2 月 ) ー→86. 2% (96年 7 月 )

山 す そ の 妙法寺J l I 沿 い の 、 第 2 種住居専用 地域。

一戸当 た り の敷地面積は広 く 、 '戸建 て 住宅が多 い 。

被害 は軽微で あ っ た 。

何 年11月 の調査で は、 他 の 地区 よ り 半年遅れで さ



(表 4 ) 板宿~長毘港地区の復18 . 復興率

フ、 ロ ッ ク 95年 2 月 95年 8 月 95年11月 96{P 2 月 96年 7 月

養老町 1 � 3 丁 目 57. 1% 72. 0% 78. 6% 85. 2% 86. 2% 

戎町 1 � 3 、 戸崎通 2 ・ 3 丁 目 5. 3 36. 0 45. 0 47. 1 5 6. 1 

大池町 1 � 3 、 水笠通5 ・ 6γ 目 1 . 8 34. 9 37. 8  38. 2 44. 6 

若松町 6 �10 f l3 9. 5 46. 9 47. 8 48. 5 49. 0 

駒ケ林 1 � 6 T El 57. 8 73. 4 77. 4 79. 1 81 .  4 

* 復18 . 復興率は、 解体撤去跡地の敷地 に 対 し 、 仮設築物 を 含む建築物が建 て ら れた敷地の割合 を

示す。
(f長 ffl lX . 須磨区J r街の復興 カ ル テ j か ら O 少数点以下 2 桁は 悶捨五入)

ら 地化の動 き が見 ら れた 。 何年 7 月 の調査で は 、 新築工事が多 く 見 ら れ、 プ レ ハ ブ住宅が

増加 し て い る O 他 の 地 区 と 比べ落ち つ い た様相があ る O 時 間 の 経過 と と も に 複 !日率の上昇

は低下 し て い る O

後!日 ・ 復興率 5. 3%一→56 . 1%

地下鉄 ・ 山 陽電鉄の板宿駅南の近隣商業地域、 住居地域。 生活拠点 と な る 施設が集 中 し

て い る O

南北12m の 幹線沿い の蕗庖、 銀行 な どの復旧 は願調 に 進 ん で、い る が、 街 区 内部 に は さ ら

地が 自 立つ。

復旧 ・ 復興率 1. 8%ー→44. 6%

中 央幹線 (大 開通) と JR椋 と の 間 で、 ケ ミ カ ル 工場が住宅 と 混在す る 準工業地域 と 住

居地域。 5 町丁 の う ち 4 町丁が火災で全

焼。 区画整理地 区 に 指定 さ れて い る 。

95年11 月 ま で は未整地 の さ ら 地が多 く

見 ら れ た が、 何年 7 月 時点 で は 、 フ ェ ン

ス で囲 んだ り 、 ア ス フ ア ル ト 舗装 し て 駐

車場 に な っ て い る と こ ろ が増 え た。
品川 品品 局 . �一 日 復 !日 ・ 復興率

9. 5%一一-+49. 0%

JR線か ら 国 道 2 号線 ま で の 準工業地

域。 ケ ミ カ ル 産業が多 い 。 若松町 6 は再

開発、 若松町10 は 区 画整理地 区。

複!日率 は 横ばい傾 向 に あ る 。
一 一 一 一 E 彼 !日 ・ 復興率

57. 8%一→81 . 4%

国道 2 号線か ら 長田 港 ま での準工業地

域。 I日漁村集落 を 含む。 街 毘 の 内 部 は狭

い路地 と 密集 し た 住居。 全壊、 中程度の
さ ら 地 に [! 立つ緑の フ ェ ン ス 。 自 宅再建 と 土地交却、 そ れぞれ
の選択に迷い と 決断があ る z 神戸市安医療 区内 (1997年 1 月 20 B )
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損壊が部分的 に 見 ら れたが、 白 地地 区 で 自 力 に よ る 個関修理 ・ 再建が進ん だ 。

豊富三宮 ・ 東門街 (神戸市中央区)

二 宮 の復興は、 被災市民か ら だ け で な く 、 他地域か ら も 注 目 さ れて い る 。 大 き な ア ー チ

の 関 口 部か ら 電車が出入 り し て い た 駅 ビ、 ル の 阪急会館 は 、 三宮地 区 の シ ン ボ ル 的存在で、

そ の ア ー ル デ コ 風の建物 に は市民の さ ま ざ ま な 思い 出 が込め ら れて い た が、 館 内 の 2 つ の

映画館 と と も に解体 さ れて し ま っ た 。

三宮地 肢 は 、 ]R、 販急、 阪神 、 地下鉄、 市 バ ス 、 ポ ー ト ラ イ ナ ー な どの 交通機 関 が集

中 し た 神戸市 の 中心地 区 で あ る と と も に 、 デパー ト 、 映画館、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ 一 、 地

下街が立地 し て い て 、 被災地域 内 で も 最大の商業集積 を 誇 る O 北側 は、 中 小 規模の 商業務

施設 と と も に小規模 な 飲食屈が密集す る 神戸最大の繁華街であ り 、 北野町方面への観光客

が歩い て行 く 通 り 道で も あ る O

角 野幸博 ・ 武庫川 女子大学教授 の チ ー ム は 、 「盛 り 場の都市空 間」 の復興 ・ 変遷 に 注 目

し 、 三宮北部地 区 の ド 山 手通、 北野坂、 東門街の 3 街路 に つ い て 定点観測 を 行 っ て い る O

こ の う ち 、 パ 一 、 ス ナ ッ ク な どが集 中 し て い る 神戸随ーの繁華荷の 東門街 に つ い て の調査

を 紹介す る O

東 門 街 は 、 生 田 神社の東側 に 沿 っ た 南北の通 り で、 下 山 手通 (生 田新道) か ら 中 山手通

ま で、約300m の 街路 に 、 ア ル コ ー ル 中 心の飲食庖が連 な っ て い る O 敷地規模 は 小 さ く 雑居

ピ ルが多 い 。 街路 に面 し て 東側 に 40区画、 西舗 に40区画、 計80区画の敷地 があ る 。 ( 図 2 ) 

調査方法 は、 現地での 目 視 に よ っ て建物現況 と 入居 テ ナ ン ト 名 を 確認 し 、 震災直後 に 日

本建築学会 ら が行 っ た 建物
( 関 2 ) 調査対象の東門街
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の 緊急被害調査報告 と 比較

し た。 テ ナ ン ト の 変遷 に つ

い て は、 91年、 94年、 95年

に発行 さ れ た市販の住宅地

図 と 比較 し て 、 震災前の平

常時での変化の性向 を 踏 ま

え た う え で、 震災 1 年半後

の テ ナ ン ト の数、 用途の変

化の特徴 を 明 ら か に し て い

る 。

東門街80

匿画 の う ち 、 96年 8 月 の調

査時点で、 本設 は東側 に 27

区画、 西側 に 24区画の計51

匹i顔。 工事中が東側 に 3 区



(表 5 ) 東門街の復興度別建物件数 (96年 8 月 単位 : 阪画)

街路の東側 街路の醤領ij 計

本設 27 (68%) 24 (60%) 51  (64%) 
[事中 3 ( 8 ) 3 ( 8 ) 6 ( 8 ) 
放E主 。 ( 0 ) 1 ( 3 ) 1 ( 1 ) 
仮設 1 ( 3 ) 1 ( 3 ) 2 ( 6 ) 
空地 9 (23 ) 11 (28 ) 20 (25 ) 

五十 40 40 80 

(f中央灰 ・ 三三宵北部地区J r街の復興 カ ル テ j か ら 。 % は 小数点以 下 を 四捨五入)

画、 西側 に 3 区画の計 6 区画。 放置が西側 に I 区画あ る O 仮設が東西 に 1 区 画ずつ の 計 2

12<:画。 空地が東側 に 9 区画、 西側 に 1 1 区 画 の計20区画あ り 、 震災の爪跡 を 最 も 色濃 く 残 し

て い る 地 区 で あ る 。 路地奥や裏通 り は さ ら に 空地が 目 立つ。

東門街の調査地 区 内 に は、 震災前 は 本設が77 区画、 空地が 3 区 画 あ っ た 。 震災寵後の調

査では、 無被害が 9 ぽ画、 ラ ン ク A (修理 を 加 え る と 住め る ) が11 [玄 画、 ラ ン ク B (大幅

な 修理で住 め る 可能性あ り ) が 9 区画、 ラ ン ク c (住め る 見込 み は 非常 に 少 な い) が17区

画、 不明が31区画 ( う ち 西側 が22区画) あ っ た 。

ラ ン ク Cか ら 空地 に な っ た 区踊が 8 反画、 不明か ら 空地 に な っ た 区 画が10区 画 あ り 、 被

害が大 き か っ た 区画 に多 く の空地が残 さ れて い る こ と が分か る o 1 年半た っ て も 空地が多

い割 り に は工事が少 な く 、 復興は三宮北地区 の北野坂や下 [11手通 よ り 遅れ て い る 。

(表 6 ) 震災E針変調 査 と の比較 (単位 : r><:函)

震災前 震災直後 1 年半後

本設 工事 仮設 放置 空地

本設 無被安 9 9 。 。 。 。
ラ ン ク A 1 1  9 2 。 。 。
ラ ン ク B 9 7 1 。 I 。
ラ ン ク C 17 7 1 l 。 8 
不 明 3 1  18 2 1 。 10 

本設計 77 50 6 2 18  

22地 空地 1 。 。 。 。 1 
不 明 2 。 。 。 l 

宅地計 3 1 。 2 

総計 80 51 6 2 20 

東門街の テ ナ ン ト 数は91年か ら 例年の 3 年 間 に663件か ら 711件に増

加 し て い た 。 年 間 16件、 2. 4%の増加で あ っ た。 と こ ろ が、 震災 1 年半後 の 何年 に は457件

に す ぎず、 94年の64. 3% に 回復が と ど ま っ て い る O

宿舗の変化 を 見 る と 、 91年時点で存在 し た肩舗の う ち 、 例年 も 同名 で営業 し て い た唐舗
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が57% あ っ た の に対 し て 、 96年時点で営業 し て い る 賠舗で例年 に も 珂名 で営業 し て い た 庖

舗 は 22% に す ぎ な い。

席舗用 途 の 変化 を 見 る と 、 カ ラ オ ケ 、 ゲー ム セ ン タ ー の増加が 目 立つ 。 構成比でみ る と

ア ル コ ー ル系飲食庖の比率が以前 よ り 高 く な っ て い る 。

数字 に は 表れて は い な いが、 観察に よ れば、 ア ル コ ー ル 中心の飲食庖で も 、 パー や ク ラ

ブ な ど特定の顧客 を も っ て い た り 客単価が高 い と 推定 さ れ る 業態 は 減少 し 、 「 オ オ バ コ J

と 呼ばれる 客単価の低い大型出や、 ワ ン シ ョ ッ ト パ ー な ど若者向 け の業態が増加す る 傾 向

に あ る O
|今後 の課題[ 三宮北地 区 の よ う な 盛 り 場の復興 は、 市全体、 な かで も オ フ ィ ス が集 中 し て

い る 南地区の 経済復興 と 密接 な 関連があ る 。 さ ら に 、 東門備の よ う な 雑居 ピ ル ばか り の と

こ ろ で は、 土地、 建物、 テ ナ ン ト の所有者がそ れぞれ違 う な どの捜雑な権利関係の も と で、

建物再建は敷金や家賃 の値上げ に つ な が る た め に 、 再建の合意 を 得 に く い。 ス ナ ッ ク な ど

個人経営の癌舗では、 高齢化 と と も に 経営意欲 を 失 う 経営者 も い る も の と 思 わ れ る O

カ ラ オ ケ や ゲー ム セ ン タ 一 、 居酒屋、 ワ ン シ ョ ッ ト パ ー な どの増加 は、 こ の ま ち に や っ

て 来 る 人 々 の若年齢化 を 意味 し て い る 。 こ う し た 業態 は 、 日 々 現金収入があ り 、 客単価 も

(表 7 ) 蔚舗変化 (表 8 ) 底舗用途

例年→例年 94'f.→96年 96年 94年

減 28 ( 3 )  295 (19) オ フ ィ ス 6 19  
応舗変更 (入→入) 186 138 非 ア ル コ ー ル飲食応 22 38 
空→入 109 54 ア ル コ ル中心の飲食応 376 521 
入→宅 51 302 小売応 15 42 
変化な し :156 208 住宅 17  69 
1普 120 (27) 1 9 (  3 )  

( カ ッ コ 内 は空 き テ ナ ン ト 数) I言不カそ十 ラ オ ケ 、 ゲー ム セ ン タ ー 13  9 
の他 4 10 
明 4 3 

457 71 1  

安い こ と か ら 、 再建 し や す い 業態 と も い え よ う 。 ま ち に に ぎわ い を 復活 さ せ る た め に こ う

し た 業態が果たす 役割 は 大 き い。

し か し 、 一方で以前 か ら の常連客が減っ た り 、 大人の盛 り 場文化の行 き 先が見 え な く な

る こ と も 事実であ る O と く に こ う し た若者向 け の業態 は、 各地の盛 り 場 に あ る も の と 何 ら

変わ り な く 、 全国展 開 の チ ェ ー ン 宿 な どの場合、 神戸 ら し さ を 認め 得 る 部分が少 な い。 盛

り 場の復興 に と っ て も 、 神 戸 ら し さ を ど こ に演 出 す る かが大 き な 課題であ る O

童書灘IX南東地毘 ( 神戸市灘区)

神戸大学発達科学部 の 平 山 洋介助教授 ら の チ ー ム は 、 神戸市灘区 のJR線 か ら 国 道43号

線、 商 は都 賀 川 、 東 は 石屋 1 1 1 ま での77. 7haの住宅再建 の 状況 を 95年 6 月 か ら 97年 1 月 ま

で15回 に わ た っ て調査 し た 。 調査テ ー マ は、 1 ) 敷地面積、 接道条件、 被災者の資力 な ど
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の 要 因 に基づ く 住宅再建の格差の解明、 2 ) こ れ ま で と は違っ た住環境 を 構 成す る 住宅 の

再建内容の分析、 に お かれ て い る O

調査区域 は 、 ]R六 甲 道駅南 の 再 開発事業地 区 、 区画整理事業地 区 を 除 い た 区域 で 、 復

興事業 は住宅市街地総合整備事業 だ け の い わ ゆ る 「灰色地民j であ る 。
齢 … ・今 日 l 住宅被害の実態 調査地 区 の敷地数3， 829 の う ち 全半壊率 は57 . 6%、

木造共 同住宅で は90. 9%、 長屋住宅で は80. 6% に 達 し て い る O

敷地面積 と 全半壊率 と は相関があ り 、 40rrl未満では71 . 3%、 40�60rrl で は63. 8%。 接道

状況で は 、 4 m 未満の敷地で67. 8%の全半壊率 を 示 し て い る 。

住宅再建の進捗状況 全敷地 の う ち 、 95年 6 月 時点 で は 「解体のみJ で放置 さ れ て い る

敷地が43. 1 % に 及 び、 市街地がい わ ば 〈原 っ ば〉 化 し て い た 。 そ こ か ら 仮設建築、 恒久建

築が現れ は じ め 、 f解体のみJ が減少 し は じ め た が、 97年 1 月 時点 で も 「解体 の みjが17. 3%

を 占 め て い る o (表 9 ) 

(表 9 ) 全敷地状況の変化 (余敷地3. 829件)

被害小 全半壊 解体
変化な し 修繕 恒久伎宅

95年 6 月 1257 75 17 
32. 8% 2. 0% 0. 4% 

96年 1 月 791 139 504 
20. 7 3. 6 13 . 2 

97年 1 月 724 147 1241 
18. 9 3. 8 ::32. 4  

解体 解体
仮設住宅 新駐車場

144 1 
3 . 8% 0. 1% 

252 34 
6. 6 0. 9 

185 128 
4. 8 3. 3 

解体のみ 全半壊
放置

43. 1% I 8. 2% 

1375 45 
35. 9 1 . 2 

662 21 
17 . 3 0. 5 

( 1灘区南東地区J r衡の復興 カ ル テ j か ら A部を抜粋)

嬬一体敷項のj天j元り推1移l 解体 さ れた 後、 建物が建て ら れず、 駐車場 な どの用途に も 変 え

ら れて い な い 「解体のみ」 の敷地 は、 95年 6 月 に は90. 7%あ っ た。 こ の率 は次 第 に 少 な く

は な っ た が、 97年 1 月 の 時点で も 29 . 1%あ る 。 解体後 に 仮設建築 を 造 っ た 敷 地 は 、 何年11

月 が ピ ー ク で280件、 12. 8% に な っ て い た 。 恒久建築 を 建 て た 敷地 は 次第 に 増 え て は き て

い る が、 97年 1 月 の 時点で も 1 ， 287件、 56. 6%で、 半分を 少 し超 え た レ ベ ル に止 ま っ て い

る o (表10)

(変10) 解体敷地の状況の推移

解体 + 恒久住宅 解体 + 仮設住宅 解体 + 新駐車場 解体のみ

95年 6 月 1 . 0% 8. 2% 0. 1% 90. 7% 

96年 1 月 23. 9 12 . 2 1 . 5 62. 4 

96年 7 月 44. 2 10. 6 3. 8 41 .  4 

97年 1 月 56. 6 8. 7 5 . 6 29. 1 

(r灘1:><:南東地区J r衡の復興 カ ル テ J か ら 」郊を抜粋)
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従前 は一戸建 て で あ っ た解体敷地に恒久建築が建 て ら れた解体敷地 は61 . 7%あ る が、 木

造共 同住宅で あ っ た と こ ろ は50. 5%、 長屋住宅で あ っ た と こ ろ は45. 4%で遅れが見 ら れ る O

敷地面積が40rri未満、 接道が 4 m 未満の敷地で も 再建 は遅れて い る O 建ぺい率、 接道状

況 な どの既存不適格住宅で あ っ た敷地で は 再建が困難であ る こ と が現れて お り 、 敷地面積、

接 道条件 な ど に よ る 住宅再建の格差が生 ま れて き て い る 。

!敷地の接合 ・ 分割 全敷地 の 76. 6% に は境界 に 変化 は な い が、 22. 1%で敷地の接合が行

わ れて い る O こ と に、 以前 は 長屋であ っ た と こ ろ や40ぱ未満の敷地 で は接合が30% を 超 え

て い て 、 狭小敷地 な どで一定の淘汰が進 ん で い る こ と が う かがわ れ る O 敷地の分割 は全体

の1. 4% に止 ま っ て い る O

控室夏建金自主到 解体 さ れた 敷 地 に 新 し く 建 て ら れ た建築物が、 以前の建築物 に比べて

どの よ う な 建 て 方 、 構造、 階数に な っ て い る か を 見 て い く と 、 被災市街地 は 震災前 と 大 き

く 違 っ た性質 を も ち 始 め て い る O こ れ を 調査チ ー ム は次の 4 点 に ま と め て い る O

1 ) 木造共同住宅、 長屋が壊滅 し て い る O 解体 さ れた住宅 の 中 に 木造共同住宅 は201件、

長屋 は 114件 あ っ た が、 新 し く 建て ら れた 木造共同住宅 は97年 1 月 時点 で 5 件 だ け で あ り 、

長屋住宅 は ゼ ロ で あ っ た。 こ れ ら の低家賃民営借家 は 、 解体再建 さ れて も ほ と ん どが非木

造 の マ ン シ ョ ン 、 プ レ ハ ブ系 の 共同住宅に転換 し て い る O 低家賃民営借家 は 、 市街地の 中

心部の近 く に立地 し、 利便性が高 く 入居 も 簡便で、 公営住宅で は代替で き な い都市の住宅

ス ト ッ ク で あ っ た が、 麓災に よ っ て こ の ス ト ッ ク は喪失 し た と 言 え る O

2 ) ハ ウ ス メ ー カ ー に よ る プ レハ ブ住宅が激増 し 、 市街地の景観 を 大 き く 変 え た 。 新 し

く 建て ら れ た 住宅の52. 0%、 一戸建て住宅の54. 1%がプ レ ハ ブ住宅で 占 め ら れて い る O こ

う し た プ レ ハ ブ住宅の外壁 の 大半 は 塗装 パ ネ ル で、 天候 と 由季の変化 と は 無 関係 に 常 に 同

じ表情 を 示 し て い る O 無表情 な 建築物 は、 市街地の暮 ら し の細か な ひ だ、 匂 い と は無縁の

存在で、 歴 史 の 記憶、 生活の痕跡 を 受 け付けず、 震災の後 の 困 窮、 復興へ の苦 闘 さ え抹消

し て し ま っ て い る O

3 ) 従前 は 、 解体敷地 の 中 で 3 階建住 宅 は 2. 9% し か な か っ た が、 新 し く 建て ら れ た 住

宅 は 3 階建が激増 し 、 新規住宅の 一戸建て の う ち の33. 3% を 占 め て い る O こ と に 敷地面積

が50 ぱ 、 議道状況が 4 m 以下の敷地条件で は際立っ て 多 い 。

4 ) 非木造共 同住宅 (マ ン シ ョ ン ) の増加 の兆 し が う かがえ る O 解体さ れた 非木造共同

住宅は51件 だ っ た が、 97年 l 月 時点で新規に 56件が建設 さ れて い る O こ と に 従前 は 長屋、

木造共 同住宅、 駐車場で あ っ た 敷地での建設が際立 っ て い る O

板薬t li言J質化の 2 極化 | 平 はi 洋介助教授 ら の 調査チ ー ム は 、 以上の調査分析 か ら 、 ま ち

の 復興の現況 と 方向 に つ い て 、 次の よ う な 見解 を ま と め て い る 。

離区東南 地 区 の 新規住者の建設の特性は、 市街地の性質の転換 を 表 し て い る と と も に 、

住民の入れ替わ り が進ん でい る こ と を 意 味 し て い る O と く に 、 低家賃 の住宅の壊滅か ら 、

低所得者、 高齢の被災者が、 も と い た ま ち へ復帰す る こ と が困 難 に な っ て い る こ と が容易
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に推測 さ れ る O マ ン シ ョ ン の増加は、 も と の住民 に供給 さ れ る の で は な く 、 よ り 上位の所

得階層 の世帯に需要の タ ー ゲ ッ ト を 合 わせ、 住民 の入れ替わ り を 促進 し て い る O 同 時 に 、

こ の 地 区 で は 、 多 数の敷地 の利用 内容が確定 し な い ま ま 放置 さ れ て い て 、 い ま の被災市街

地 を 特徴づけ て い る 。 〈 ア パ ン ダ ン メ ン ト (放棄n と 〈 ジ エ ン ト リ フ ィ ケ ー シ ョ ン (高質

化n が 問 時 に 進行 し て 、 〈 デュ ア ル ・ ス ペ ー ス 〉 と も 呼べ る 現象が生 ま れて い る O

こ の よ う な 市街地の変化 は 、 現代の大都市 に 見 ら れ る 住宅 ・ 住環境の全般 的 な 問題 に 密

接 な 関 連 を も っ て い る O プ レ ハ ブ住宅、 3 階建住宅、 マ ン シ ョ ン な どの増加、 さ ら に 長屋、

木造共 同住宅の消滅 な どの 傾 向 は、 多 く の都市で も 観察 さ れる が、 被災市積地では そ れ ら

が よ り 明確かつ急速 に現れて い る O

瞳西宮市安井地区 (西宮市寿町、 子歳町、 安井町)

田端修 ・ 大阪芸術大学教授のチ ー ム は、 西宮市の安井地 区、 中央商宿街、 津 門 地 区 を 調

査 し て い る が、 こ こ で は そ の う ち の安井地 区 の調査結果 を紹介す る 。

安井地 区 は、 西宮市の西部で、 夙川 の 東側 。 阪急電鉄神戸線 と JR神戸線 と の 聞 の 専用

住宅市街地。 合計762戸 の住宅があ り 、 こ の う ち 一戸建て住宅316戸41. 5%、 低層共同住宅

106戸14. 0%、 中 高層 共 同住宅340戸44. 6%で\ マ ン シ ョ ン 群が大半 を 占 め て い る O

安井地 区 は西宮市 内 で も 被害が大 き か っ た 地 区 で、 全壊 は 全敷地数342件の う ち の237件、

69 . 3% に 達 し て い る 。 棟数でみ る と 全棟数344件の う ち 、 全壊棟数は215件62. 5% に な っ て

い る O 戸数ベ ー ス でみ る と 全壊は41. 2%で、 棟数ベ ー ス よ り は小 さ い。 こ れ は マ ン シ ョ ン

の被災度が軽微で、 あ っ た こ と に よ る O 一戸建て住宅で は64. 6%であ っ た。 (表11)

(表11) 安井地区の被災状況 (戸数)

全住宅 一戸建て 低層共I母住宅 中高層共同住宅

全壊 314 41. 2% 204 64. 6% 72 67. 9% 38 11. 2% 
半壊 49 6. 4 35 1 1 .  1 4 3. 8 10 2. 9 
一部 185 24. 3 46 14. 6 8 7. 5 131 38. 5 
無被害 205 26. 9  28 8. 9 22 20. 8 155 45. 6 
不明 9 1 . 2 3 0. 9 。 。 G 1 . 8  

メ口〉、さ口まiト 762 100% 3 1 6  100% 106 100% 340 100% 

( 1西宮市J r街の復興 カ ル テ 』 か ら 官E抜粋)

題i旦企理� 96年 8 月 時 点 で の復 旧 状況 を 被災度区分 ご と に 見 る と 、 全壊の 建物敷地件

数237件の う ち 、 補修 ・ 建築 (済み) の も の は 141件 (59. 5%) 0 取 り 壊 し て さ ら 地 の状態

に な っ て い る の が96件 (40. 5%) で あ っ た 。 半壊の建物敷地41件の う ち 、 補修 ・ 建築が33

件 (80. 5%) 、 さ ら 地が 6 件 (14. 6%) で あ っ た 。
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(表12) 安井地区の建物復悶状況 (参考)

被災度 ぷ口込 三ロきiト 構 造 用 途
(建物数)

木造 その他 さ ら 地 一戸建 共同住宅 さ ら 地 一戸建 応舗 事務所 車庫 ・
駐車場 て

低層 中高層
放置 て併用 倉庫

全壊 221 6 91  124 79 5 9 1 13 5 3 1 6 

半壊 40 15 24 14 。 1 22 1 1 。

一部 1 1  2 8 2 。 。 8 。 1 。 。

(1西宮 市J r街の復興 カ ル テ j か ら 一部抜粋)

!空地 の 状況 | 震災前 に 建築敷地 で あ っ た 空地は、 何年12月 時 点 で は 131件 あ り 、 何年 8 月

に は 106件で、 25件の敷地で再建工事が進め ら れた 。

こ れ を 面積 でみ る と 、 建物倒壊 ・ 除去 に よ っ て で き た 震災空地面積 は 5. 03haで、 こ の

う ち 何年 8 月 ま で に建築が行 わ れ た 敷地 は2. 65haだ っ た 。 土 地 面積ベ ー ス で み る 再建 率

は52. 7%。 駐車場な どへの暫定利用 を 含め る と 60. 3% に な る 。

こ の結果、 地 区 に 残 っ て い る 震災空地は2. 38ha、 在 来 の 空 地 を 含め る と 2. 85ha の 空 地

があ る O 安井地 区 の 土地面積20. 03ha に 対す る 割合は 14. 3%。 道路、 公園 な ど を 除 い た ネ

ッ ト 宅地 に対 し て は20%近 く が空地 であ る O

空地 を 、 骨格道路に接 し た f表層 空地」 と 、 道路の奥 に あ る 旗竿敷地 な ど の 「内層空地J

に分けて建築状況 を 見 る と 、 建築が行 わ れて い な い 空 地 は 「表層 空地J で48. 9%、 「 内 層

空地J で44. 1%。 利用性 に 問題があ り そ う な 「内層空地j の 方が逆に 空地率が小 さ く な っ

て い た 。

3 . 共同再建への 努力 と 課題

がれ き を 整理 し て住居や商庖 を 再建 し よ う と す る と き 、 さ ま ざ ま な 課題が立 ち は だか る 。

接道状況や建ぺい 率 の 条件 に よ っ て元 と 同 じ建物が建て ら れ な い。 隣地か ら 一定の距離 を

i確保 し よ う と す る と ご く 狭い 間取 り に な っ て し ま う 。 土地 区画整理事業の 対象地区 に あ っ

て減歩に よ っ て 以前 よ り 敷地が狭 く な っ て し ま っ た 。 な ど さ ま ざ ま な 問題が複合 し て 現れ

て く る 。

こ う し た課題 を 乗 り 越 え て建物 = ま ち を 再建す る た め に 共 同再建 ・ 共 同建て替え の動 き

が起 こ り 、 こ れ を 進め る た め に 閏 ・ 県 ・ 市 に よ る 支援制度が改定 さ れ、 こ れ ら の制 度 を 使

っ た 共再再建計画 を コ ン サ ル タ ン ト や プ ラ ン ナ 一 、 デベ ロ ッ パ ー が住民 に提案 し て い る O

[共開再建支護制度}

土地区 画整理事業や市街地再開発事業の震災復興都市計画事業 は 、 法 に 基づ く 共同化事

業の一穂であ る が、 地元権利者の 自 発 的 な 意欲 に よ る 共問再建の 支援制度 は 次の よ う に な

っ て い る O
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( 1 ) 住宅市告地総合整備事業 (略称 ; 住市総)

94年 6 月 の 「住宅市指地総合整備事業制度要綱J に基づい て 行 わ れ る 。

大都市 の既成市街地で、 工場跡地の再開発や老朽公的住宅団地の建て 替 え 、 大規模公共

事業が行 わ れ る と き 、 こ れ ら の拠点開発 を 核 に し て周辺の再開発 を 総合的 に 進 め る 事業。

ま た 、 市街地再開発事業 に あ わせて地域を 一体的 に 整備す る こ と を 日 的 に し て い る 。

[地区の指定要件] お お む ね 5 ha以上 (大都市法 ヒ の 重点供給地域で は お お む ね 2 ha以

上J 。 拠点 開発な どの 実施が見込 ま れ る 区域の面積 の合計が 1 ha以上、 か つ 地 夜面積の20%

以上。

[補助 の 内容] 調査設計計画費 /建築物 除去費等/ 共 同 施設整備費 ( 共 同 施設部分) /

付 帯事務費

[補助率] 国一→地方公共 団体、 公団、 公社 2 / 5  

国 ・ 県 ・ 市一一+民間特定事業者 4 / 5  (国 2 / 5 、 県 1 / 5 、 市 1 / 5 ) 

( 2 ) 密集住宅市街地整備促進事業 (略称 ; 密集)

大都市の 老朽住宅 な どが密集 し て い て 住環境が劣 っ て い る 、 20ha以上 の 地 区 ( 住 宅 の

重点供給地域で は 5 ha)で、市町村 が整備計画 を 作 り 、 そ の 中 で さ ら に 老朽住 宅 の 多 い 1 ha 

以上の地区 に つ い て 、 老朽住宅 を 買 収 ・ 取 り 除い て 、 道路 ・ 公園 な どの地 区施設 を 整備す

る 事業。 ま た 、 従前居住者用住宅の建設 @ 購入 ・ 借 り 上 げ、 敷地の 共 同 化 を 促進す る O

補助 の 内 容 は 、 住市総 と ほ ぼ同 じ だが、 地 置 道路の整備 に も 補助 が出 る O

( 3 ) 優 良建築物等整備事業 (略称、 ; 優建)

地 区指定がな く 、 点 的 な 小規模再開発を 行 う 制度。 事業 ご と に 認定 さ れ る O

[認定の 要件] 再開発 を 進 め る べ き 地域 と し て 、 あ ら か じ め指定 さ れ た 市 街 地 内 。 法令

の規定 よ り 1O�20%割増 の 空 地 を 確保す る こ と O 震災復興 で は 、 地 区 面麓500 rrl 以上、 敷

地面積300m 以上。 (通常 は 、 地 夜 1 ， OOOm、 敷地500ぱ 以上) 0 

建物 は耐火建築か準耐火建築物 で、 地上 3 階以上。 敷地が 6 m以上の道路に 4 m 以上接

し て い る こ と O 共 同化 タ イ プ に は 、 ほ か に 2 人以上の地権者 に よ る 共 同化で あ る こ と o 2 

人の場合 は 200ぱ 未満 か不整形 な 敷地 を 含む こ と O の 要件 があ る 。 補助 は 、 密 集 と ほ ぼ同

じ 。

( 4 ) 特定優 良賃貸住宅供給促進制度 (略称 ; 特優賃)

中 堅所得者 を ね ら い に し て居住環境 の 良 好 な 住宅 の供給促進 を 図 っ て い て 、 一定の基準

を 満 た せ ば建設補助 を 受 け る こ と がで き る O 家賃補助 も 最長20年 間 あ り 、 毎年 5 %ずつ減

額 さ れ る 。 神 戸市 の 制 度 に 特優賃 と ほ ぼ同 じ 仕組み の民間借上賃貸住宅制 度 ( I日称 ・ 特定

目 的借 ヒ公共賃貸住宅制 疫 ; 特 目 賃) があ る 。

※ 住市総、 優建の共同施設部分の補助算 出 要領が整備 さ れた の は 95年 9 月 1 日 。
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i共闘再建の状涜}

被災市街地で、 共 同 再建が行 わ れて い る 件数が どれ く ら い あ る か を 把握す る こ と は 困 難

だが、 立命館大学震災復興研究 プ ロ ジ ェ ク ト の 「住宅復興計画研究委員会J の 調査報告書

に よ る と 、 96年 9 月 ま で に神戸、 西宮、 宝塚市 で約70件 の 共 同 再建事例 の 情報があ っ た が、

事業 の 進展 がみ ら れ な い も のや調査 を 拒 ま れ た も の な ど を 除 く と 、 事例 と し て調査で き た

の はお件で あ っ た 。 「 こ う べす ま い ・ ま ち づ く り 人材 セ ン タ ー J の 共 同再建事業へ の 専 門

家派遣 も 96年 9 月 末 ま で で40件、 こ の う ち 補助 申 請済みか着工済み に 至 っ て い る の は 約20

件 と み ら れ る 。

立命館大学住宅復興研究委員会の調査報告書 に よ っ て 共 同再建の概要 を 次 に 見 る O

1 ) 敷地面積

201 � 300m 2 (件)

301� 500 5 

501 � 1 000 10 

1001 � 1500 6 

1501 �2000 6 

2001 �2500 2 

2501�3000 2 

3001 �3500 2 

3501� 3 

3 ) 事業手法

{憂建 18 (件)

イ主市総 12 

密集 3 

再開発 3 

そ の 他 2 

5 ) 保留 床 (増床) の比率

1� 10% 

11� 20  

21� 40 

41� 60  

61� 80 

81� 100  

O 

未定

そ の 飽
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1 (件)

2 

2 

9 

7 

7 

2 

5 

3 

2 ) 権利者数 (土地所有者、 借地人、 借家人)
1� 3人 l (件)

4�10 6 

1 1 �20 7 

2 1 �30 10 

3 1 �40 5 

41�50 1 

61 �70 1 

8 1� 4 

4 ) 共 同 化の類型

等価交換型 30 (イ牛)

自 力 再建型 6 

マ ン シ ョ ン 再建型 l

公団賃貸型 1 

6 ) ま ち づ く り 組織 と の 関係

直接関係 9 (件)

間 接 関係 4 

関 係 な し 1 

地 区協 ・ 間接 2 

地区協 ・ 無 1 1  

組織な し 1 1  



笈災復興区画務理の最初 の 仮換 地 が長奪 取
京地区 で総始。 地 元 ま ち づ く り 協議 会 と
神戸市の代表が交互 に A 本 の杭 を 打 っ た

神戸市長 田 区海運冊T (1996年 9 月 1 3 日 )

敷地面積で300ぱ 以下 の 2 件 の う ち 、 258m の 1 件 は 補助 制度の適用 を 申 請 し て お ら ず、

別 の 290ぱ は優建 の 適用 を 受 け て い る が面積要件の拡大解釈で認可 さ れて い る o 3 ， 000 m 以

上 の 5 件の う ち 2 件 は 第 l 種市荷地再開発事業、 2 件が公団 、 公社 に よ っ て 事業が行 わ れ

て い る O

権利者数が61 人以上の 共 再 再建 5 件の う ち 、 4 件 は 公的事業者の 支援 を 受 け て い る O

事業手法 を み る と 、 擾建 と 住市総で 8 割 を 占 め る O 寄集 は 3 件 に 止 ま っ て い る O そ の他

の 2 1!牛 は補助制 度 を 使わ な か っ た事例だが、 使わ な か っ た理由 は 「擾建 を 適 用 す る と 日 影

規制 に かか り 、 容積率が170% に 制約 さ れ る O ど ち ら が有利 か事業試算 し て 補助 制 度 を 使

わ な か っ たJ I交付決定 に 時 間がか か る こ と と 、 空地確保 の 条件 を ク リ ア す る こ と が困 難

だ、 っ た か ら 断念 し たj と み ら れ て い る O

共同化の類型 の 中 で 自 力 再建型 l土 、 2 つ の タ イ プがあ り 、 1 つ は容積率 な どの初期条件

が よ く て 地主 、 借地人 の経済要求が満 た さ れた事例 。 も う 1 つ は 、 初期条件が悪 く て も 元

の居住者が戻 れ る よ う に 地権者が協力 し た 事例 で あ る O

保留 床 が総供給戸数に 占 め て い る 割合 は 、 41%以上が約 8 割 を 占 め て い る 。 共同再建事

業 に は 相 当 数の保皆床が必要条件で あ る こ と が分か る o 40%以下の再建事業 は 、 元の層住

者が戻 れ る こ と を犠先 し て 地権者が協力 し た事例であ っ た 。

ま ち づ く り 協議会 と の 関係 で み る と 、 ま ち づ く り 協議会の役員 お よ び コ ン サ ル タ ン ト が

度接事業 に か か わ っ て い る 事例 は 9 件 あ っ た 。 ま ち づ く り 協議会お よ び コ ン サ ル タ ン ト と

の接触が き っ か け に な っ て事業が始 ま っ た 「間接 関係j は 4 事例 あ る が、 関係がな い事例

は 6 割 を 超 え て い る 。

i ま ち づ く り 協議会の投寄�]

調査結果 に 基づい て 、 高 田 昇 ・ 立命館大学教授 は 共 再 再建推進 に 向 け て の 多 く の施策提
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案 を 明 ら か に し て い る が、 し っ か り し た ま ち づ く り 協議会が活動 し て い る 地域で は 共 同再

建の 事業が着実 に進んで い る こ と を 指摘 し 、 ま ち づ く り 協議会の組織化、 社会的支援態勢

の整備 に つ い て 次の よ う な }j 向 を 提起 し て い る 。 ( 首(JI掲報告書)

1 )  I ま ち づ く り 協議会j と は何か、 ど ん な 効用 があ る の か が ま だ十分知 ら さ れ て い な

い 。 「協議会づ く り の 手引 き j や 「参加 増 ま ち づ く り ガ イ ド 」 の よ う な 教科書や情報 を 提

供 し て く れ る ネ ッ ト ワ ー ク を 準備す る こ と が有効であ る 。

2 ) 協議会の活動拠点 と な る 「地域 ま ち づ く り セ ン タ - J の設置や、 事務局 人員 の 派遣、

設備提供 な どの公的支按が な い と 活動が持続 し に く い 。 ま ち づ く り 推進組織 や そ れ を 支援

す る 専 門 家 集 団 を 非営利組織 (NPO) と し て 、 社会的 に 法制 化 ・ 認定 し 、 助 成 策 を 立 て

る こ と が急がれ る 。

3 ) 行政 は 、 ま ち づ く り の 主体 と し て 「 ま ち づ く り 協議会j の位置づけ を は っ き り さ せ、

認定す る と と も に事業推進の た め に 、 庁 内 に 窓 口 を 一つ に し た横 断的 な チ ー ム 編成 を 組 む

こ と が望 ま れ る 。

4 ) ま ち づ く り 協議会相互 の情報交換、 交流、 連携 を 進 め る こ と で協議会の活動 の 質 を

高 め る と と も に 、 励 ま し あ い 、 協力 し あ え る ネ ッ ト ワ ー ク 化が望 ま れ る O

掴 あ る 事例
「 は ま だ町住 ま い づ く り の会j の共間再建

96年10月 10 日 、 神戸市灘区浜田町で、 敷地商積500ぱ、 3 階建て権利者住居 7 戸、 保留床 2 戸 の 共 同再建住宅
の地鎮祭が行われた。 小規模では あ る が一つの典型 と も 言 え る 共 同再建の事例 を 、 向井，15郎 ・ 空 間工房101、 平
山洋介 ・ 神戸大学発達科学部講師の 報告 げ き ん も く せいj 第41号) を 紹介 し よ う 。

女
「 は ま だ町住 ま いづ く り の会j の メ ン バ ー は 4 人の家族を 地震て、失っ て い る 。 だが、 こ の 日 の 地鎮祭 は 、 翌年

の春の共同住宅 を忠、い揃いて楽 し い も のであ っ た 。
共同再建の 目 標 は、 定住希望者の全員が住み続け る こ と で あ る 。 こ の仕 事 を 始 め る と き 、 問惑が複雑 に 人 り

組んでで、い る の でで、\、 ど う な る こ と か と 不安でで、
1 ) 敷地条f件牛か ら みて僻倒j矧別j再建は不可能 と 半判リ 断で き 、 共同再建に失敗すれば逃げ道 は な い 。 2 ) 借地権者が

中心であ り 、 そ の底地は一枚で あ っ た が、 権利関係の整理の難航が予想 さ れた 。 3 ) 米接道の残存建築があ り 、
そ の世帯 は動 く 意志がな い 。 4 ) 年金生活者の定住希望A者は資金力が低い。 5 ) ほ か に も 、 焦 っ てマ ン シ ョ ン
を 買 っ て し ま っ た が、 や は り こ の場所 に戻 り た い と い う 世帯、 相続が ら み の課題があ る 世帯 な ど、 多 く の 難 関
があ っ た。

こ う し た課題を 前 に し て 、 こ う べす ま い ・ ま ち づ く り 人材 セ ン タ ー か ら 派遣 さ れた 向井 と 、 六 甲 地区住宅復
興支援チ ー ム の メ ン バ ー と し て かかわ っ た 平 山 は 、 40回以上の住民の会合や地主 と の交渉 を 共 に し 、 関係機関
や多 く の専門家 と の相談を繰 り 返 し、 建築計画 を 幾度 と な く 書 き 換 え て 、 少 しず つ 出 口へ 向 か つ て き た。

女
ブ ロ ジ、 エ ク ト の フ レ ー ム は、 1 ) 残存建築 は そ の ま ま 残 し て、 敷地内通路 を 引 き 込ん で接 選 さ せ る 。 2 ) こ

の残存建築 を挟んで、、 地主倶ij と 共I巧再建1IIU に 敷地 を 分割 す る 。 :) ) 地主倶IJ敷地の借地権 は 地 主 に 売却 し 、 共 同
再建側の底地 を 買 い取 っ て権利関係 を す っ き り さ せ る 。 4 ) 地主 は賃貸住宅 を 建 て 、 年金生活者に 代 限 り の
低家賃で賃貸する と い う プ ラ ン で解決に い た っ た。 共 戸I化 に 際 し で は 、 住市総の補助 を フ ル に活用 し て い
る 。

借地の ま ま での共同再建は一般的 に 難 しいo RC建築への地主の向意、 更新料 と 借地料の交渉、 借地権 で は 担
保 に な ら な い、 な どの 問 題が大 き いが、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 底地権 と 借地権 の 交換 と い う 解決方法が生み
出 さ れ、 こ れ は一つのモデル を提示で き た の で は な い だ ろ う か。

建築言十幽の 条件 は と て も 難 し い。 し か し、 南北方向 に 共用廊下 を 配 し、 そ れ に ハ ン グ さ せ る かた ち で、 3 戸
の住宅 を 接続 さ せ る こ と に よ っ て各戸は燐戸 に接 さ ず、 3 函 開 放 の プ ラ ン と な り 、 プ ラ イ パ シ ー ・ 採光 ・ 通風
の優れた共同住宅が言十両で き た。
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途 中 で ざ折 し そ う な 時期があ っ た。 私た ち は住民 と の会合では平然 と ニ コ ニ コ し て い る よ う に 努め て い た が、
二人だけの打ち合わせでは 「棺 当 ヤ バ イ j と い う 感 じ に な っ て い た。 公的補助 を 受 け る と し て も 、 共同再建は
基本的に民 間事業であ る 。 地主 と の借地権の割合の交渉、 従前敷地条件 に応 じ た権利配分、 建 築 の基本路線、
再建住宅の効用i七の設定な どは、 関係者令長 が合意で き る よ う に 自 分た ち で調整する 必要ー が あ る 。 こ れは な か
な か シ ン ド イ 作業であ る 。 融資、 税制、 主主記、 開発許可、 補助 申 誌 な ど、 検討事項が山積みであ っ た。

合
し か し 住民は互い に励 ま し合い、 忘年会、 コ ー ポ ラ テ ィ ブの見学会、 遠足 な どの楽 し い 企画 を 織 り 混ぜて

話 し合 い を 継続 し、 つ ら い時期 を 乗 り 切 っ て き た 。 目 標 を 曲 げず に がんばっ て い る と 、 タ イ ミ ン グ よ く 事態が
動 き 、 突破口 が関 け る こ と がな ん どか あ っ た。

着工に た ど り つ け て と て も う れ し い。 何時に、 こ の小 さ な プ ロ ジ ェ ク ト に投入 さ れた労力 と 時 間 を忍 う と き 、
被災地全体の 住 ま いの将来は ど う な る んだ ろ う と 感 じ る 。 例別再建が難 し い敷地が広範闘 に 広 が っ て い る 。
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f神戸市民全世帯 ア ン ケ ー ト J 神戸市市民局 97年 3 月

f西宮市民意識調査j 西宮市 97年 3 月

f 阪神 ・ 淡路大震災伎宅復興に 関 す る 調査報告書j 立命館大学震災復興研究 プ ロ ジ ェ ク ト
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ま ちづ り 住民組織の き 裂 と 再編
大震災 2 年 目 に 〆入 っ て 、 震災復興都市計画事業地 区 に 指定 さ れた ほ ぼすべて の 地 区 で 、

ま ち づ く り 協議会 な どの住民組織が結成 さ れ、 行政 と の 交渉 を 行 う よ う に な っ て い た 。 し

か し、 い く つ か の ま ち づ く り 協議会で は、 こ の 時期 か ら組織内部で意見の対立が増幅 し た

り 、 行政 と の対応の姿勢 に つ い て 住民か ら 協議会役員 に対 し て不信感 も あ ら わ さ れ、 組織

の き 裂が見 ら れ る よ う に な っ た 。 対立 と 不信が住民間士の話 し合い を 遅 ら せ、 活動の停滞

を 招 い た と こ ろ も あ っ た 。 組織の 分裂 に 至 る と こ ろ も あ り 、 ま ち の復興 は 大 き な 試練 を 受

け る こ と に な る 。

一方、 個 々 の ま ち で手探 り の活動 を 続 け て き た組織が、 活動が軌 道 に 乗 り 始め る と と も

に結束 を 囲 め 、 他 の組織 に協力 と 連苦 を 呼びかけ る 余裕 も 見せ始 め た 。

ま ち づ く り に 取 り 組み、 困 難 に 直面 し た り 、 新 た な 分野 を 切 り 開 い て い る 住民組織の動

き を 追 っ て み た 。

上 協議会が 3 分裂一一一森甫地 区 (神戸事東灘区)

森南地 区 は神戸 市の東端で、芦屋市 に接 し た 16. 7ha。 震災前 の 居住者 は し 626世帯、 3， 280

人。 全壊51 . 8%、 半壊19. 8%。 犠牲者81 人。 サ ラ リ ー マ ン 世帯が半数近 く を 占 め る O こ れ

ま で 白 治会 は な か っ た 。 昭和初期 に耕地整理が行 わ れ、 地 区 内 の道路は 6 m の 碁盤状 lこ 整

備 さ れて い る O

神 戸市 の 当 初 の ま ち づ く り 案 は 、 JRの 新 し く 開 設 さ れ る 駅前 の 3， 000 ぱ の 交通広場、 1 7

m の 東西道路、 防災公園 の 整備 な どで あ っ た 。

「森南 町 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く り 協議会」 は 飽 の 震災復興 ま ち づ く り 協議会の 中 で は 最 も

早 く 設立 さ れた。 協議会 は 、 基本姿勢 に 「地 区 内 の道路は現状の ま ま O 交通広場は不必要。

減歩 は ゼ ロ j を 掲 げて い る O 協議会 の 反対 を 受 け て 市 は プ ラ ン ナ 一 、 コ ン サ ル タ ン ト と 検

討 し 1995年1 1 月 に 、 17m道路 を 引 っ 込め た 「 ま ち づ く り 素案j を 提示 し た 。 こ の 時 点 で減

歩率 は 当 初 の 9 %か ら 6 � 7 % に 引 き 下 げ ら れ た が、 住民集会で は な お 強 い 反発があ っ た。

し か し 、 こ の こ ろ か ら 協議会内部で 「あ く ま で 区画整理 を 撤 回 さ せ る ム 「減歩ゼ ロ の原則

は 崩 せ な い」 、 「市の 譲歩 は 引 き 出 せ た J と す る 判 断の 差が見 ら れ始め た。 こ の 違い は 、 協

を構成 し て い る 4 つ の ブ ロ ッ ク の 意見の 差 と な っ て現れ始め、 96年 4 月 か ら 対立の構

造が生 ま れて き た 。 こ の 時期 か ら 協議会が 3 分裂す る 97年 2 月 ま で の経過 を 各紙の 記事か

ら ま と め た 。

[96年}

4 月 20 日 協議会委員 会 の 求 め で 、 市が作成 し た 想定換地図 が委員 会 に提示 さ れた 。 委員

会 は ブ ロ ッ ク 集会で意見 を 開 く こ と に し た 。
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5 月 18 日 �26 日 住民集会が 6 回 に 分 け て 関 か れ、 市が減歩率 を 上 限2. 5% に し 、 こ れ に

基づい た 想定換地図が発表 さ れ た 。 こ の案 で進め る と す れ ばい つ ご ろ 、 ど う い

う 状態 に な る の か 、 移転補償や清算金は ど う な る の か、 な どの 受 け 入 れ に 傾 い

た 具体 的 な 質問が出 さ れ る 一方 で 、 そ も そ も こ の 地 区 に は 区 画整理がな ぜ必、要

な の か 、 と い っ た基本問 題 も 出 さ れ、 意見 に か な り 幅があ る こ と が示 さ れ た 0

9 月 22 日 市 の “ 譲歩案" に つ い て行 わ れた住民 ア ン ケ ー ト の結果が住民集会で報告 さ れ

た 。 最 も 多 か っ た の は 「協議継続」 を 望 む声で、 全体の 4 割 を 占 め 、 賛成、 反

対 を 上 回 っ た。 こ の た め 協議会委員 会 は 判 断で き な い と し て 、 住民慨が受け入

れ る か ど う かの結論 を 先送 り し た 。

ア ン ケ ー ト は 、 858世帯 の62. 5% に あ た る 536世帯が回 答 し た 。 案全体に 対 し

て 、 賛成 は 13. 3%、 反対 は 32. 3%で、 「完全撤間J 17. 2%、 「凍結J 2. 8%、 「協

議や り 直 し J 1 2 . 3%0 í協議継続」 は41 . 4% あ っ た 。

個 々 の 計画 に つ い て は、 防災公菌 は 賛成が上田 っ た が、 駅前広場設置 は ほ ぼ

同 数。 1 3 m 道路 は 反対が多 か っ た 。

同協議会 は 「協議継続J が多数 を 占 め た こ と に つ い て 「住民 は 計画 に 前 向 き J

「不満 の 証拠」 と 内 部 で 評価が分かれ、 さ ら に 市 と の 協議 を 続 け る こ と に な っ

た 。

住民集会での調査結果の説明 の後、 委員 の ひ と り が 「現行案 に 賛成 で な い 方

が約 9 割 い る O そ れ を 踏 ま え 、 市 と の意見交換 を 続行 し た い 。 ま ず調査結果に

市 が ど う 対応す る か を 見 た い J と 、 委員会で決め た 活動方針 を 発表 し た 。 会場

か ら は 賛成 の 声 の 一 方 、 「調査で最 も 多 か っ た 『協議継続j と い う 回 答 は 、 現

行 案 を も と に 話 を 詰 め る と い う こ と で、 9 割が反対 し て い る の と は違 う j と の

批判 も 出 た。

新 し い協議会の体制 に つ い て も 委員会の 方針が説明 さ れ、 市 と の交渉 は こ れ

ま で会長や事務局 ( 7 人) が窓口 だ、 っ たが、 事務局 を 廃止 し 、 委員 会 (約50人)

で行 う と し た 。 加賀 幸夫会長 は辞任 を 発表 し た 。

10月 1 日 JR 甲 南 山 手!釈が開業。 1 日 約 2 万 人 の 乗持客 を 見込 ん で い る 。 駅玄 関 は 北側

だ け 0

1 1 月 6 日 協議会 の住民代表が神戸市役所 を 訪 れ、 復興土地区画整理事業 に 関 す る 住民意

識調査結果 を 説明 し 、 前があ ら た な 対応 を 示す よ う に 求 め る 要望書 を 提 出 し た 。

協議会委員 の 黄啓雄 さ ん (29) は 「住民の 反対意見 も 無視 で き ず、 こ の ま ま で

は 解決 し な い ま ま 歳 月 が流 れ る ばか り O こ れ ま で も 市の対応の遅れが 自 立 っ て

い る だ け に 、 こ の ア ン ケ ー ト を ど う 受 け 止 め て い る の か を 問 い た だ し た いJ と

し た 。

1 1 月 1 1 日 協議会 の 森南 1 丁 目 地 区代表者 ら が協議会か ら 独立 し 、 新 た な協議会 を 設立す
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る 意 向 を あ き ら か に し た。

8 月 の住民意識調査の結果、 減歩率上 眼2. 5% と す る 現行 の 協 議案 に 対 し 、

意見が分かれ、 会 と し て ま ち づ く り の方 向 が ま と ま ら な い ま ま だ、 っ た 。 こ と に 、

ア ン ケ ー ト の 「継続協議j を 賛否 ど ち ら に 数 え る か に つ い て も 紛糾。 市 と の 交

渉が中断す る 事態 に な っ た 。 こ の 問 、 譲歩案 に 賛成が多 い 1 丁 目 で は 、 「事業

を 早 く 進 め て ほ し い 」 と の声が上が っ た が、 ブ ロ ッ ク 単独 の 意 見が認め ら れ な

か っ た こ と な どか ら 「地域の独 自 性が確保 さ れ な い 」 な ど と し て 、 1 丁 目 委員

ら が

12月 8 tI 森南地 区でで、森南 1 丁 日 ま ち づ く り 協議会が発足 し た O 設立総会 に 約 10∞O人 が 出

席 し た 。 4 ブ ロ ッ ク か ら な る 森南地区で、 1 丁 目 は 4 割 の面積 を 占 め て い る O

12月 10 日 神戸市 は森南 1 丁 目 ま ち づ く り 協議会 を 正式 に 認 め た 。 市 内 の 復興土地 区画整

[97年}

理事業 の対象地 区 で は話番 目 O 行政が、 分裂 し た ま ち づ く り 協議会 を 認 め た の

は 初 の ケ ー ス 。 新 た な 会 に は 、 連絡がつ い た 森南 1 丁 目 の住民382世帯 の う ち

336世帯が加入 し た 。

1 月 19 日 森南 3 丁 目 の住民が新た な ま ち づ く り 協議会 を 設立 し た 。 こ れで森南地 区 の ま

ち づ く り 協議会 は 3 つ に 分裂 し た 。 従来の事業 の 白 紙撤盟 を 求 め ず、 市 と の 交

渉 で 早急に事業 を 進 め て い く 方針。 設立総会 に は50人が出席。 役 員 の あ い さ つ

や討議の 中 で は 「 当 初 は行政が相手の はず、だ、 っ た が、 住民 同 士 の 争い に な っ て

し ま っ た J r分割 は 好 ま し く な い が (市 と の 交渉 を ) 平 く 進め た い の で参加 し

た J r 同 じ 町内 な の で感情的 に な ら な い よ う に 願 う 」 な ど、 地 区 の 分断 を 心配

す る 声が 出 た 。

2 月 1 日 森南 1 丁 目 ま ち づ く り 協議会は 、 駅前広場や道路 な ど に つ い て の 住民案の原案

を 住民集会で発表 し た 。 原 案 は 、 同協議会 の 委 員 会が、 減歩主容 を 最大2. 5% と

し た Iむの提案 を も と に ま と め た 。 市 の 案 に あ る 駅前広場 を 東 に 延長 し 「 ま ち の

顔」 と な る 空 間 を 確保。 市 の 案の と お り の両側 3 m ず、つ の歩道 を 含 む 13 m 道路

の 設置 を 求め て い る O

96年夏か ら 冬 に か け て 、 m側 は協議会 と の 交渉でつ ね に 「現在提示 し て い る

ま ち づ く り 案 は協議会事務局 と 意見交換 し た 案 で 、 新 し い 案 は 出 せ な い J r協

議会の 内部 の 意見 を 集約 し て ほ し い 」 と 言い 続 け て き た 。 協議会 を 住民の代表

と し て 認め て い る 立場 と し て は 当 然の姿勢であ る だ ろ う が、 森南地 匿 に なぜ区

画整理が必要で、 あ っ た の か と い う 疑 問 が解消 さ れ な い ま ま 事業計画がかぶ さ っ

て い る だ け に 、 協議会 は 、 住民の 基本的疑問 と 、 市 の “ 譲歩案" と の は ざ ま に

立 っ て統ー し た 方向 で 動 く こ と が困難であ っ た 。
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協議会の こ の よ う な状況 を 見 て 、 96年10月 の 時点 で、 岸本幸 臣 ・ 大阪教育大

学教援 は 「 こ の ま ま で は 、 地域住民 の 立場 は 近い将来、 二極 に 分解 を は じ め 、

住民参加 と 全員 合意 を 目 指す ま ち づ く り が ざ折す る こ と は 、 容易 に予測 さ れ る

と こ ろ で あ る J ( 1論点J W読売新聞 j 何年10月 初 日 ) と 述べ て い る O

岸本教授 は 、 95年 3 月 1 7 日 の都市計画決定が、 住民 と 地域 を 無視 し 、 被災者

の 生活再建 を 遅 ら せ、 不必要 な 対立 を 持 ち 込ん だ と 批判 し 、 森 南 で住民参加 の

ま ち づ く り 、 都市計画 の民主化 を 実現す る た め に は 「行政 は 、 決 定 し た 区画整

理事業の実質的 な 白 紙撤回 に つ な が る 協議案 を 住民 に 示 し 、 都市計画の呪縛か

ら 即刻住民 を 解放す る 以外 に 、 事態 を 円 満 に 解決す る 展望 は あ り え な い よ う に

思 う 」 と 主張 し て い る 。

97年 に 入 っ て 、 市 は 「森南 1 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 か ら の住民案を も と に

都市計画道路案の 変 更 の 準備 を 始め た 。 97年 5 月 、 「 実質 的 な 白 紙撤回J と は

言 え な い ま で も 大 幅 な 変更案は県都市計画地方審議会で本認 さ れ る が、 こ の と

き 塩崎賢明 ・ 神 戸大学工学部助教授 は 「住民の 意 を く み い れて 変更 し た と い う

意味で歴 史 的 な こ と O 将来、 行政が災害発生 時 に 乱暴 な 区 画整理案 を 出 し た場

合、 変更 し 得 る と い う 前例 に な る J ( W神戸新聞j 97年 5 月 初 日 ) と コ メ ン ト し

て い る O

2 . ま ち づ く り 協議会連絡会 を 結成

神戸市内 に は 、 震災前 に 12 の ま ち づ く り 協議会 (認定) があ っ た が、 震 災後 は 、 復興 を

め ざ し て住民の 自 発的 な 運動 に よ る も の、 行政か ら の働 き か け に よ る も の な ど、 各地 で ま

ち づ く り 協議会が結成 さ れ、 97年 3 月 ま で に被災地 内 で は89団体が活動 し て い る O そ れぞ

れ個別 の 活動 を し て い た が、 同 じ土地区樹整理事業地 区 や市街地再開発地 区 内 で は 、 六 甲

「神戸 ま ち づ く り 協議会連絡会」 の設立総
会 = 神戸市内 ( 1 996年 7 月 21 日 )
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道!駅南地 区 ま ち づ く り 連合協議会、 六 甲 道駅北地 区 ま ち づ く り 連合協議会 、 新長田駅北地

区 ま ち づ く り 連合協議会 な どの 町丁 の 連合組織が生 ま れた 。

こ れ ら の 連合組織 は 、 同 じ都市計画事業 に対応す る 目 的 で作 ら れた の だが、 こ れ と は 別

に 、 異 な っ た 条件や状況 に あ る ま ち づ く り 協議会が、 互 い に情報 を 交換 し 、 運動 の ノ ウ ハ

ウ を 伝 え 合お う と い う 気運が高 ま り 、 日 本建築学会近畿支部環境保全部 会 の 支援で、 何年

7 月 24 日 、 神 戸市 内 の33協議会が参加 し て 「神戸 ま ち づ く り 協議会連絡会」 が設立 さ れ た 。

連絡会 は 、 区 画整理、 再 開発、 住宅、 福祉、 法制度 な どの部会 を 設 け た が、 こ の 中 で も

'情報交換の シ ス テ ム 作 り に 力 を 入 れ た 。

連絡会の 事務局長 を 務め る 中 島克 元 ・ 松本地 区 ま ち づ く り 協議会会長は 「 コ ン サ ル タ ン

ト の 意見 を 開 き な が ら 行政 と 交渉 し て き た が、 一番聞 き た い 話 は 、 よ そ の 協議会が ど ん な

苦労 し て い る か、 どの よ う に 立 ち 向 か っ て い る か、 と い う 仲 間 の話 だ、 っ た J と 話 し て い る

よ う に 、 各地 の ま ち づ く り 協議会は 「仲間 の確認」 と 互 い の 「い や しJ を 求 め て い た 。

「人 間 と い う の は 完全体で は あ り ま せ ん 。 弱 い 人 ばか り です 。 お 互 い が�� い 部分 を 補 い

合っ て こ そ 、 大 き な 力 と な る こ と で し ょ う O ま ち づ く り を 進 め て い る リ } ダ ー に かか る 精

神 的 ス ト レ ス は 、 計 り 知 れ な い も の があ り ま す。 苦労 し て 苦労 し て 、 そ の 結果が徒労 に な

っ て し ま わ ぬ よ う に 、 励 ま し 合 っ て い き た い と 思い ま すJ (r き ん も く せい J 第33号 96年

8 月 ) と い う の が、 連絡会の実質的 な 意義であ る と 言 え る O

連絡会 は 、 情報交換 シ ス テ ム に イ ン タ ー ネ ッ ト を 取 り 入れ、 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ ー

基金の助成金で19 の協議会がパ ソ コ ン を 設置 し 、 97年 3 月 20 日 か ら 情報 ネ ッ ト ワ ー ク が始

動 し た 。 高齢者が多 い協議会役員 の た め に パ ソ コ ン 講習 会 を 繰 り 返 し 行 っ て い る O

連絡会 に 参加 し た ま ち づ く り 協議会 は 、 97年 3 月 末 ま で に はお団体、 l 協力会員 に拡大

し た 。 神 戸 ま ち づ く り 協議会連絡会の ア ド レ ス は 次の と お り O

http : //www.marin.or.jp./machiren 
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第三節 神戸の ま ちづ く り の動 き
こ こ で は 1997年 3 月 末 ま での神戸市 内各地 の ま ち づ く り 状況 を 、 神戸市都市計画局 の 報

告書、 各地区 で ま ち づ く り に携 わ っ て い る コ ン サ ル タ ン ト 、 プ ラ ン ナ } の レ ポ } ト 、 研究

者の論文 な ど に よ っ て ま と め た 。

ま ち づ く り の動 き は 、 「黒地地区J と 呼 ば れ る 行政支援 に よ る 事業 地 区 、 行政の支援が

薄 く 住民 の 自 主的 な 取 り 組みで進め る 「 白 地地 区」 、 そ の 中 間 と さ れ る 「灰色地 区」 な ど

で そ れぞれ進行の度合いや諜題が異 な る O し た がっ て 、 都市計画事業地域の 土地 区画整理

地区、 市街地再 開発地 区、 重点復興地域、 白 地地 区 な ど、 そ れぞれの事業手法 に 分 け て 状

況 を 見て み る O ま ち づ く り 協議会の活動 の 中 で、 大 き な 課題 を かか え た事例や特徴的 な 活

動 は別項で紹介す る 。

(図 3 ) 神戸市の復興都市計闘 に よ る 計画区分 と 臨積

復興促進地域 5.887ha 100% 

重点復興地域
24 ヵ 所
1.225ha 
20.8% 

震災援興土地区画整理事業
( 5 地区、 124.6ha)

震災復興市帯地再開発事業
( 2 地区、 25.9ha)

一般の土地区画整理事業
(東部新都心な ど)

地区計爾 ( 5 地区、 70.6ha)
住宅市窮地総合整備事業

( 8 地区、 842ha)
密集住宅市街地整備促進事業
住宅地区改良事業
その他

その他の地域 (白地地域)
4.662ha 
79.2% 

被災市街地
復興推進地域
(都市計画決定)

事業地区 一炉
2.5% 

推進地区 一軒
18.3% 

白 地地域 一軒
79.2% 

( r こ こ ま で き た震災復興1997j 日 本都市計鈎学会関西支部)

1 . 土地区画整理事業の地区

協議会が 3 分裂

{森鴎地区] (東灘 区森南町 1 - 3 丁 目 、 本 山 中 町 1 丁 目 の 一部)
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地 区 の性格 : 神戸市の東端 で芦屋市 と 接 し て い る 住宅地。 南北 を JR東海道本線、 国 道 2

号線 に 挟 ま れて い る 。 森南 1 丁 目 に は震災前 に 大規模商業施設 「セ ルパj が造 ら れ、 震 災

後 に はJR東海道本線 に 甲 南 山手駅が新設 さ れた 。

地 区面積 : 16 . 7ha 

震災前 の世帯 ・ 人 口 : 1 ，  501世帯、 3， 282人 (森南 1 丁 目 480世帯、 森南 2 丁 目 876世帯、 森

南 3 丁 目 145世帯)

被災状況 : 全壊523棟、 半壊69棟、 全棟数902棟、 全半壊率66%

ま ち づ く り の動 き : 95年 2 月 に 「森南 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く り 協議会J が発足 。 市 は 4 月 に

協議会 を 認定。 協議会 は 8 月 に 「 ま ち づ く り 憲章」 を作成 し 市 に 提 出 し た 。

96年12月 8 目 、 「森南 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く り 協議会J か ら 「森南 1 丁 B ま ち づ く り 協議

会J (約480世帯) が分離独立。 97年 1 月 19 臼 、 「森南 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く り 協議会J か ら

「森南 3 丁 目 ま ち づ く り 協議会J (約 145世帯) が分離独立。 協議会は 3 つ に 分れ た 。 3 月

10 日 、 「森南 1 丁 日 ま ち づ く り 協議会」 が第 1 次 ま ち づ く り 提案 を 神戸市に 提 出 し た。 (第

二節 ま ち づ く り 住民組織の き 裂 と 再編参照)

8 j協議会が連合 し飯換地へ

{六甲道駅北地 藍 ] (灘区)

地 誌 の性格 : JR六 甲 道駅北の 商庖 ー 住宅混在 地 区

地区面積 : 16. 1ha 

震災前 の 世帯 ・ 人 口 : 1 ，  810世帯、 4， 182人

被災状況 : 全壊 ・ 全焼568棟、 半壊1 1 5棟、 全棟数1 ， 019棟、 全半壊率67%

な整備内容 : [道路] 花園線 (18一一26 m ) 、 神若線 (18m) 、 六 甲 町線 (17m)

iJ，北歩率 : 9 %  

[公園] 六 甲 道北公圏 (近隣公園8， 000rri) 、 六 甲 町公園 (街区公国 1 ， OOOrri) 、

森後公園 (501 rri)  

総事業費 : 約249信、 円

ま ち づ く り の動 き : 95年 8 月 5 日 に 「六 甲 町 4 ・ 5 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 がス タ ー ト し 、

そ の 後 日 月 に か け て 地 区 内 の 自 治会 を 母体に し て 「六 甲 町 l 丁 目 J I六 甲 町 2 丁 目 J I 六 甲

町 3 丁 目 J I稗原 町 2 ・ 3 ・ 4 丁 目 J I稗原 町 1 丁 目 J IJR六 甲 道駅前 ・ 永手 間JJ I森後町

3 了 日 J の ま ち づ く り 協議会が結成 さ れた 。 こ れ ら 8 つ の協議会 は 連絡 を 取 り 合い 、 96年

4 月 に 各協議会がそ れぞれ ま ち づ く り 提案 を 市 に提 出 し た 後、 4 月 27 日 に 8 協議会で 「六

甲 道駅北地 区 ま ち づ く り 連合協議会J を 設立 し た 。

連合協議会 は 、 住宅再建相談会 を 開 く と と も に 、 地 区計画 に つ い て ア ン ケ } ト 調査や説

明会 を そ れぞれ 2 圏 に わ た っ て 行 っ て 、 1 1 月 に 市 に 地 区計画要望書 を 提 出 し た 。 地 区 計画

に は 「風 と 光があ ふ れ る 住宅地j を め さや し て r (60 rri 以 下 の 敷地 な ど を 除 い て ) 建物 の 裏
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(背割 引 の 敷地境界線か ら 建物 ま で 1 m 以 上 の あ い だ を あ け る J の提案 も 盛 り 込 ま れて

い た が、 こ の項 を 除 い て 97年 2 月 28 日 、 地 区 計画 が決定 し 、 仮換地指定が始 ま っ た。

市内 2 番 目 の事業を 開始

{六甲道釈西地区 ] (灘区琵琶町 l 丁 目 、 2 丁 目 の北部)

地 区 の性格 : JR六 甲 道駅の南西 の 、 国道 2 号線 に か け て の住宅 ・ 荷 届 混 在 地 。 町 内 に は

離在宅福祉セ ン タ 一 、 市環境局灘事業所、 松蔭大学会館 な どの 施設があ り 、 震災後 は 避難

所 に な っ て い た。

地 区面積 : 3 . 6ha 

震災前 の世帯 ・ 人 口 : 464世帯、 1 ， 098人

被災状況 : 全壊全焼181棟、 半壊38棟、 全棟数314棟、 全半壊率70%

主 な 整備事業 : [道路] 区 画道路 (4. 5 m ) 、 歩行者専用道路 ( 4 m)  

〔公爵] 琵琶町公園 (街区公菌 1 ， 910rri) 

減歩率 : 9 %  

総事業費 : 約68億 円

ま ち づ く り の動 き : 琵琶町 1 3 了 目 の 自 治会 は85年 に琵琶町 自 治会 と し て 一つ に統合 さ

れ、 灘在宅福祉 セ ン タ ー を 自 治会や老人会の集会所 と し て使 っ て き て い た O 同 セ ン タ ー に

は約300人 の 避難者が集 ま っ て い て 、 山梨県か ら ボ ラ ン テ イ ア で 来 た 元東京 ・ 三鷹市井の

頭住民 協議会の事務局長が 自 治会役員 と い っ し ょ に 避難所運営 を 行 っ た 。

95年 3 月 26 日 、 自 治会役員 を 中 心 に 「琵琶町復興住民協議会J が発足。 町 内 の避難者の

た め の仮設住宅の灘区内建設 を 求 め る こ と 、 区 画整理事業 に つ い て住民側 の 窓 口 に な る こ

と な ど を 申 し合わせた。

住民協議会がい ち 早 く 作 ら れた 要 国 は 、 「都市計画決定に対す る 反対運動 か ら つ く ら れ

た の で は な く 、 震災前か ら の 地域老人福祉活動、 震災時の 自 治会 ぐ る み の避難所運営 と い

う コ ミ ュ ニ テ イ 活動 の 実績か ら 生み 出 さ れた の で あ っ た J ( 1 区 画整理事業16地 区 に お け る

住民 の 苦 闘 と 前進J 岩崎信彦 ・ 塩崎賢明 f神戸の復興 を 求め て j 神戸大学震災研究会編

神戸新開総合出版セ ン タ ー 97年 5 月 ) と み ら れて い る O

5 月 14 目 、 区画整理事業 の 説明会が開 かれた あ と 、 住民協議会 は役員 を 正式決定 し 、 市

は ま ち づ く り 協議会 と し て 認定 し た 。 7 月 、 協議会 の ニ ュ ー ス 『 い し ず え j を 創 刊 。 協議

会 は ア ン ケ ー ト 調査や ブ ロ ッ ク 別 、 地権者別 集会 を 開 き 、 1 1 月 24 日 に ま ち づ く り 提案 を 市

に提出O

例年 3 月 初 日 、 事業計画が決定 し た 。 協議会 は住民の手記な ど を 編集 し た 『 あ の 刻 を 忘

れ な い一一琵琶町住民 の 記録j を 1 1 月 1 日 に発行 し た 。 1 1 月 5 日 、 地 区計画が決 ま り 、 29

日 か ら 仮換地の指定 を 開 始 し 、 12月 、 復興 区 画整理事業 と し て は鷹取東第 I 地 区 に 次い で

2 番 B に事業 に 着 手 し た 。
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「 ま ち づ く り 提案その 2 J で事業開始

{松本地藍 1 (兵庫 区松本通 1 7 丁 目 、 大井通 1 3 丁 目 )

地区 の性格 : 小 高 い 丘 の会下 山公園 の南麓に東西 に延 び る 住宅 と 近 隣商業の混在地。 I日条

里制 が碁盤 自 の細 い街路 を 残 し て い た 。 南側 の 山 手幹線沿い の上沢地 区 は 震 災前か ら 区 画

整理事業が行 わ れ て い た 。

地 区面積 : 8. 9ha 

震災前 の 世帯 ・ 人 口 : 1 ，  206世帯、 2， 367人

被災状況 : 全壊全焼429棟、 半壊88棟、 全棟数641棟、 全半壊率81 %

な 整備内容 : [道路] 塚本線 (l8m) 、 松本線 (l7m) 、 区 画道路 ( 5 -1 1 m) 、 歩行者専

用 道路 ( 4 m )  

[公園] 松本東公園 (街 区公塑2， 500rrl ) 、 松本西公爵 (1 ， 000ぱ )

減歩率 : 9 %  

総事業費 : 約 176億 円

ま ち づ く り の動 き : 火災保険金の支払 い を 求め る 住民集会 を 母体 に 、 95年 5 月 4 日 「松本

地 区 ま ち づ く り 協議会」 が発足。 12月 18 日 に 道路 に 下水道 の 3 次処理水 を 流 す 「せせ ら ぎ

の流れる 道」 の建設 を 含 ん だ 「 ま ち づ く り 提案 そ の 1 J を 市 に提 出 し た 。 96年 3 月 初 日 、

事業計画が決定。 7 月 1 5 日 「 ま ち づ く り 提案 そ の 2 J を 市 に提出。 1 1 月 5 日 、 地区計画 を

決定 し 、 1 1 月 30 日 、 松本通 5 、 6 、 7 丁 目 で、仮換地指 定 を 行 っ て 、 12月 1 5 日 、 杭打 ち 式 を

行 っ た 。

松本地 区 ま ち づ く り 協議会は、 神戸市 内 の 他の ま ち づ く り 協議会 に 呼びか け 、 96年 7 月

24 日 に 協議会連絡会の 設立総会 を 開 く と と も に 、 中 島克元松本地 阪 ま ち づ く り 協議会会長

が連絡会事務局長 を 引 き 受 け た 。

減歩率で住民の 潤 に対立

{御菅東地区] (長田 区御蔵通 3 ・ 4 丁 目 、 菅原通 3 ・ 4 了 目 )

地 区 の性格 : JR山 陽本線北側 の 兵庫 駅 と 新 長 田 駅の 間 に あ る 住宅 、 市場、 家 内 工業 を 中

心 に し た 中 小規模の工場が混在す る 下 町的雰囲気 を 残 し た 地域。 地震後の火災で地区 の ほ

と ん どが焼失 し た 。

地区面積 : 5. 6ha 

震災前 の 世帯 ・ 人 口 : 554世帯、 1 ， 225人

被災状況 : 全壊全焼473棟、 半壊 5 棟、 全棟数520棟、 全半壊率92%

な整備内容 : [道路] 区 画道路 ( 6 -10m) 、 歩行者専用道路 ( 4 m )  

[公園] 御 菅北公園 ( 1 ， 500ぱ) 、 御 菅南公園 ( 1 ， 000ぱ )

減歩率 : 9 %  
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総事業費 : 約95億円

ま ち づ く り の動 き : 78年か ら 御菅西地区 と と も に 、 地元の 各種団体が集 ま っ て 各種団体連

絡協議会 を 作 り 、 密集 し た 長居住宅の改善、 市場 ・ 商宿街の活性化策 な ど を プ ラ ン ナ } と

と も に検討 し 、 82年 に ま ち づ く り 協議会が市 に 認定 さ れ た 。 88年 に 地域福祉 セ ン タ ー が開

設 さ れ た 後 は 、 当 初 か ら の他の課題 の 具体業 を 打 ち 出 せ な い ま ま 91 年 に は休眠状態 に 入 っ

て い た と こ ろ で震 災 を 迎 え 、 新た な協議会への転換が必要 だ、 っ た。

95年 3 月 、 御蔵小学校 5 年生 た ち が社会科の学習課題に 「 ま ち の将来J を 取 り 上 げ、 7

月 に絵や模型 で発表。 6 月 18 日 、 「御 菅 3 ・ 4 地 区後興対策協議会J が設立 さ れ た 。 仮設

の 菅原市場 や 映画 f男 は つ ら い よ 寅次郎j の ロ ケ で、 神 戸 の震災復興の シ ン ボ ル 的 な存在

に な り 、 全国か ら 注 目 を 浴 びた。

復興対策協 は 、 96年 4 月 比 日 に 聞 い た 住民総会で ま ち づ く り 案 を 75% の 賛 成 で決定 し た

が、 減歩率 に つ い て紛糾 し合意 に 達 し な か っ た 。 訪 日 、 ま ち づ く り 提案 を 市 に提出。 8 月

30 日 、 復興対策協 は 、 6 月 に行 っ た ア ン ケ ー ト で 区画整理事業 を 認め る 率が55% に と ど ま

っ た こ と 、 住民が分散 し て い て 回答率が62% だ、 っ た こ と な どか ら 「事業手続 き 開始 の 時期

の 判 断 を )市 に イ壬す る 」 と 決め た 。

一方、 減歩率 9 % に 疑問 を も ち 勉 強会 を 始 め て い た 住民が、 市 と 直接交渉す る た め 、 9

月 I 日 に約80人で 「御菅 3 ・ 4 地権者の会J を 設立 し た 。 復興対策協 は 10 月 23 日 、 市 に事

業 の 一時 中 断 を 求め た が、 市 は応 じ な か っ た 。 10月 31 日 、 地権者の会 は 「住民の合意抜 き

で事業 を 進め て い る j と 市都市計闘審議会で意見 陳述 を し た が、 審議会 は 原 案 どお り 承認。

1 1 月 6 日 、 市 は 事業計画 を 決定 し た 。

12月 1 日 、 地権者の会が換地意向調査 を 拒否 し 、 復興対策協総会 の 開 催 を 求 め署名活動

を 始め た 。 3 目 、 復興対策協 は 「活動が事実上で き な く な っ て い る 」 と 住民 に 表明 し た 。

25 日 、 県都市計画地方審議会 は 、 御 菅東地 区 か ら 出 さ れて い た 、 減歩率の低減、 道路幅の

変更、 市 と 住民 と の 十分 な 対話 を 求め る な どの 意見書 を 不採択 に し 、 原案 どお り 事業計画

を 承認 し た 。

97年 2 月 、 復興対策協が活動 を 再 開 し 、 対策協 と 地権者の 会 と が歩み寄 る 話 し合いが始

ま り 、 3 月 末の 区画整理審議会委員 の 選挙 で は対策協 か ら 7 人、 地権者 の 会 か ら l 人が当

選 し た 。

プ レ ハ ブの提供でボ ラ ン テ ィ ア村が出現

{翻菅西地監] (御蔵 5 ・ 6 丁 目 )

地 区 の性格 : 御 菅東地 区 の 隣 で\ 長 田 区役所、 長 田 消 防署 に 近 い 。 住宅、 商 庖 、 ケ ミ カ ル

産 業 を 中 心 に し た 小規模工場が混在す る 地匹。 地震後 の 火災で、 地 区 の ほ と ん どが焼失 し

た 。

地 底面積 : 4 .  6ha 
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震災前の世帯 ・ 人 口 : 331世帯、 731人

被災状況 : 全壊全焼242棟、 半壊34棟、 全棟数334棟、 全半壊率83%

主 な 整備 内 容 : [道路] 区画道路 ( 6 9 m ) 歩行者専用道路 ( 4 m)  

[公園] 御蔵北公閤 (街区公 園 1 ， OOOrri) 、 御蔵南公園 (街 区 公 園 1 ， 500rri)  

減歩率 : 5 %  

総事業費 : 約68億 円

ま ち づ く り の動 き : 何年 4 月 23 日 「御蔵 5 ・ 6 丁 目 町づ く り 協議会J を 設立 。 96年 7 月 14

日 、 住民総会で ま ち づ く り 案 を 説明 、 9 割 の 賛 同 を 得 る o 9 月 13 日 、 ま ち づ く り 提案 と 受

け血住宅の入居資格の緩和要望 を 市 に提出 し た 。 97年: 1 月 14 日 、 市 が事業計画 を 決定。 共

同再建の計画 が進 ん で、 い る O

こ の 地 区 で は 、 土地の所有者が解体跡地 に プ レ ハ ブの事務所 を 建て て 、 ボ ラ ン テ イ ア 団

体に提供 し て い る O 地元NGO救援連絡会議、 「仮設」 支援NGO連絡会、 曹洞 宗 国 際 ボ ラ ン

テ ィ ア 会 、 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 す た あ と 長 田 、 市民 = 議員 立法実現推進神戸事務

局 、 在 B ベ ト ナ ム 人 の 共 同 作業所 な ど、 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア 団体が活動 の 拠点 を 置 い て い

る O

21の ま ち づ く り 協議会が連合

[新長田駅北地匿 (新長田北工 リ ア) ] 

新長 田 駅北地 区 は 、 95年 3 月 17 日 に 土地 区 瞬 整理事業が都市計画 さ れた 区域 に 、 97年

3 月 3 日 、 JR鷹 取工場跡地 が事業 区 域 に 加 え ら れ た 。 こ れ ま で の 事業 医 域 は 「新長 田

北エ リ ア J と 呼ばれ、 新 た な 区域 は 「鷹取北エ リ ア j と 呼ばれ る O

(大道通 4 ・ 5 了 目 、 御屋敷通 1 - 6 丁 目 、 川 西通 4 ・ 5 丁 目 、 水笠通 1 6 丁 目 、

細 田 町 4 - 7 丁 目 、 神 楽 町 3 6 丁 目 、 松野通 1 4 丁 呂 )

地 区 の性格 : 東西1. 1km、 南北500 m のJR 山 陽本線 と 山 陽電鉄の 聞 の 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ

産業 を 中 心 に し た 中小工場、 業務施設、 商庖、 住宅が混在す る 地区。 一方通行の街路が碁

盤 目 上 に 走 っ て い る O 地震後の火災で ほ と ん どが焼失 し た 。

地 区面積 : 42. 6ha 

震災前の世帯 ・ 人 口 : 3 ， 267世帯、 7 ， 587人

被災状況 : 全壊全焼 1 ， 580棟、 半壊200棟、 全棟数2 ， 217棟、 全半壊率80%

主 な 整備 内 容 道路] 五位池線 (27 m ) 、 網 開 線 (20 m ) 、 松野御屋敷線 ( 1 3-17 m ) 、

神楽御屋敷線 ( 1 7 m ) 、 区画道路 ( 6 -14 m ) 、 歩行者専 用 道 路 (4. 5- 8 

m )  

減歩率 : 9 %  

[公園] 水笠通公開 (近隣公園 1 万 rri) 、 水笠通西公園 (街区公国2， 500rri) 、

細 田 町公園 (街区公 園 1 ， 100rri) 、 川 西通公開 (街 区公園 1 ， 500rri)  
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総事業費 : 約798億 円

ま ち づ く り の動 き : 何年 5 月 28 日 に 「水 4 ま ち づ く り 協議会」 が発足 し た の を 皮切 り に 、

何年 6 月 1 3 日 ま で に 新 長 田 北 エ リ ア 内 の 沼地 区 で そ れぞれ ま ち づ く り 協議会が設立 さ れ

た 。 各協議会 は相互 に 連絡調 整 し な が ら 、 95年10月 か ら 96年10月 ま で 19協議会が地元 ま ち

づ く り 提案 を 市 に提 出 し た。

96年 6 月 22 日 、 21地区の ま ち づ く り 協議会が 「新長 田 駅北地区 ま ち づ く り 連合協議会」

を 結成。 7 月 9 日 に事業計画 を 決定。 1 1 月 5 日 、 地 区計画 を 決定。

97年 1 月 20 日 に仮換地の 指定 を 開始 し 、 1 月 23 B に御屋敷通 1 ・ 6 了 日 で換地の杭打 ち

が行 わ れた 。

御屋敷通 1 丁 目 で は 、 f短冊換地J 方式で、 幅 1 m 、 長 さ 40m ほ どの 細 長 い 形 に 換 地 さ

れた土地 を 集約 し 、 2 ， 050rrl の 敷地 に 14階建 て 、 108戸の 届舗兼住宅 ピ ル を 建 て る O 神 戸市 、

内 の事業区域 内 で は 初 の 地権者な ど に よ る 共 同 ピ ル建設組合の事業 で 、 事業 費 22億6， 200

万 円 。 完成 は 99年春の予定。 建設組合の 中 山譲理事長 は 「短冊状 に仮換地す れ ば一戸建 て

は 不 可 能 に な る O 共 同 化 し か道 は な い が、 裏返せば住民 同士の結束の表れですj と 語 っ て

い る O

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ タ ウ ン 、 ア ジ ア タ ウ ン な どの構想、が検討 さ れて い る O

JR鷹取工場移転で新市街構想
i新長田駅北地区 (鷹取北エ リ ア) ] (須磨 区大池町)

地 区 の性格 : JR鷹取駅北側 のJR鷹取工場用地。 東 は 土地 区画整理事業の鷹取東第 2 地 区、

線路 を 挟ん で 南 は鷹取東第 1 地 区 に 接 し 、 西 に 妙法寺川 があ り 、 周 辺 に 須磨 区役所、 須磨

区民セ ン タ ー 、 須磨警察署 な どの公共機関があ る O

地 区面積 : 17 . 0ha 

主 な 整備事業 : [道路] 鷹取駅北糠 (27m)

[公園] 鷹 取駅北公園 (街区公国2， 500 ぱ ) 、 妙法寺川左岸公園 (近隣公園

1 万 7 ， 000ぱ)

ま ち づ く り の 動 き : JR鷹 取工場 は 敷地 面積19. 3ha、 JR西 日 本の 最 大 の 車車両検査 ・ 修理施

設 だが、 同社 は工場機能 の 大部分 を 兵庫県捧保郡太子 町の網干電車基地 に移す計画 を 立 て

て い た 。 神戸市は96年 5 月 、 鷹取工場用 地 を 被災者向 け住宅用 地 に す る た め 、 敷地 を 買 収、

区画整理 し た い と 交渉 を 始め た 。

97年 2 月 28 日 、 市 はJR鷹取工場 の 用 地 を 重点復興地域 に 追加 指 定 し 、 住 宅市街地総合

整備事業 を 導入す る こ と を 決め 、 3 月 3 日 に 土地 区 画 整理事業 区域 に 編 入 し た 。
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2 . 甫鮪地再開発事業の地区

公園 を 「羽子板型j に変更

{六申道駅南地区 1 (灘豆深田 町 4 ・ 5 丁 目 、 備後町 4 ・ 5 丁 目 、 桜 口 町 4 ・ 5 丁 目 )

地 区 の性格 : JR六 甲 道駅南側 か ら 国道 2 号線 ま で の 住宅、 商業、 業務混 在 地 。 神 戸 市 の

東部副都心 と 位置づけ ら れ、 一 部 に は市街地改造 ピ ルが建て ら れて い た 。

地 毘面積 : 5. 9ha 

震災前 の 世帯 ・ 人 口 : 700世帯、 1 ， 400人

被災状況 : 約330棟の う ち 7 割が全半壊

従前権利者 : 894人 (A ; 496 B ;  53 C ;  345) 

主 な整備内 容 : [公掴] 六 甲 道南公閤 (0. 93ha) [道路] 六 甲 道駅前線 (22m)

〔住宅] 約 1 ， 000戸

総事業費 : 約890億 円

ま ち づ く り の動 き : 95年 6 月 18 日 ま で に 「深 田 4 南J (第 1 地 区 ) 、 「桜備 4 J ( 第 2 地区) 、

「桜口 5 J ( 第 3 地 区 ) 、 「深備 5 J ( 第 4 地 区 ) の 4 ブ ロ ッ ク に 分かれ、 ま ち づ く り 協議会

が結成 さ れ た 。 7 月 9 目 、 4 ブ ロ ッ ク が集 ま っ て 六 甲 道駅南 ま ち づ く り 連合協議会が発足。

何年 3 月 28 目 、 「深田 4 南J で事業計画決定。 12月 25 日 、 「桜備 4 J r桜 口 5 J が住民案 を

提示。 公 園 と 道 路 の 配置 に つ い て 、 公 簡 を 0. 93ha に 縮小 し 、 形 を 「羽子板型J に 変 更 し

た 案 に 全 ブ ロ ッ ク が合意 し 、 連合協議会が都市計画の変更 を 市 に提案。 97年 1 月 16 日 、 都

市計画変更案の縦覧が始 め ら れた。

こ の 地 区 で最 大 の 課題 に な っ て い た の は 、 地 区 の 中 央 に 計謝 さ れ た ほ ほ正 方 形 の 1 ha 

の公園 の 面積 と 位置で、 住民の 反発が大 き か っ た 。 コ ン サ ル タ ン ト と と も に ワ ー ク シ ョ ッ

プ を 重ね、 公閣 の 形 を 国道 に 一 部が面 し 、 奥 に 広 が り があ る 「羽子板型J に し 、 「風 と 光

が入 る 」 形 に 変更 し た。

4 つ の ブ ロ ッ ク の う ち 、 公 園予定地 に かか ら な か っ た 「深 田 4 南」 は 、 第 1 地 区 と し て

30階建 て の ピ ル の建設が始 ま っ た が、 他 の 3 ブ ロ ッ ク の事業計画決定は97年 12 月 以 降 に な

る 見通 し 。

下回Jか ら 高層 ピ ル の ま ちへ

{新長部駅高地区]

第 1 地 阪 (8. 1ha) 腕塚町 5 ・ 6 丁 目 、 久保町 5 ・ 6 丁 目 、 二葉町 5 ・ 6 丁 目

第 2 地 区 (7. 6ha) 日 吉 町 1 ・ 2 丁 目 、 若松町 5 T 自 の 一部、 6 ・ 7 丁 目 、 大橋町 5

7 丁 目

第 3 地 区 (4. 4ha) 若松町 3 ・ 4 丁 目 の 一部、 大橋町 3 ・ 4 丁 目 の 一部

444 第八章@都市計阪 ・ ま ち づ く り



地 区 の性格 : ]R新長 田 駅南 の 、 国道 2 号線 を 挟 ん で、南北700 m 、 東西200 � 500 m の 商業、

住宅、 小工場混在 の典型 的 な 下 町。 神戸市 の 西 の 副都心 と し て 市街地改造 ピ ルが建て ら れ

て い た が国 道 2 号線に沿っ た ピ ル は倒 壊 し た 。 震災前か ら 第 1 種再開発事業 の新長 田 駅前

地 区 ( ピ ブ レ 新 長 田 、 27階建店舗 ・ 住宅) と 地下鉄海岸線の建設が進め ら れて い る O

地 底面積 : 20. 1ha 

震災前の世帯 ・ 人 口 : 1 ，  600世帯、 4， 600人

従前権利者 : 2， 126人 (A ; 1， 004、 B ; 276、 C ; 846) 

被災状況 : 第 l 地 区、 第 2 地 区 は 、 倒壊 と と も に 火災で焼失 し た 。

主 な 整備事業 : [公園] 若松公園 (1 . 6ha) [道路] 五位池線 (27m)

総事業費 : 2， 710億円

ま ち づ く り の動 き : 97年 3 月 末 ま で に 、 こ の地 区 に30階、 29階な どの超高層 ピ ル を 初 め 、

5 階か ら 13階の ピ ル40棟の建設が計画 さ れて い る O 木造家屋 や商応 ・ ケ ミ カ ル工場が混在

し て い た典 型 的 な 下 町か ら 、 高層 ビ ル群 の ま ち への転換 を め ぐ っ て住民 の 対応 は揺れ動い

て い る O 零細蕗庖が ピ ル の 中 で、や っ て い け る か、 核庖舗の大手ス ー パ ー な ど に 対抗で き る

か、 仮設住宅 に移 っ て い る 高齢者がマ ン シ ョ ン を 買 っ た り 、 賃貸住宅 の家賃 を 払 え る か、

かつ て の 下 町 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 再現 し維持で き る か な ど、 ま ち づ く り 協議会が抱 え て

い る 課題 は 大 き い 。

醐 第 1 地区 (久二塚地 医)

国道 2 号線か ら 南、 六 間道商店街 ま で、 の東西200 m 、 南北300 m の 、 腕塚町、 久保町、 二

葉 町 そ れぞれ 5 ・ 6 丁 目 の 地 区 で 、 町名 か ら 1 字ずつ取っ て 「久二塚地 区J と 呼ばれ る O

大正筋商屈指の東側 の 5 丁 目 が95年 2 月 15 日 に 「久二塚地 区震災復興 ま ち づ く り 協議会j

を 結成 。 6 -了 目 は 9 月 3 日 に 「久二塚 6 ま ち づ く り 協議会」 を 結成 し た 。

「久二塚地 区震災復興 ま ち づ く り 協議会J は 、 被災者救済 の 短期 的復興計画 、 仮設癌舗 ・

仮設住宅建設の 中期 的短興計画、 本復興 (協議会 は 「 ほ ん ち ゃ ん の 復興」 と 呼ん で い る )

を め ざす再 開発促進計画の 長期 的復興計画 の 3 本柱 を 立 て た 。

避難所への 支援 を 続け な が ら 、 協議会が中心 に な っ て 192件の解体作業 を 契約 し 、 土地

権手Ij情報 を 集約 し て 、 1 35権利者か ら 1 万756 m の 土地 を 3. 3 r妥 当 た り 1 ， 000 円 で借 り 上 げた 。

こ の土地 に 、 95:9三 6 月 1 日 に は 地元住民が入賠す る 104戸 の 仮設住宅 を 建 設 (完成後、 神

戸市 に 移管) し た 。 続 い て 6 月 初 日 に81J苫 と ス ー パ ー が入 っ た テ ン ト 張 り の 仮設集合店舗

「パ ラ ー ルJ (パ ラ ソ ル ・ バ ザ ー ル) を オ ー プ ン さ せ た 。 96年 1 月 か ら ブ ロ ッ ク 別 ま ち づ く

り 説明会や 商業活性化勉強会 を 開 き 、 6 月 12 日 に 「久二塚 5 ま ち づ く り 提案j を 神戸市に

提 出 し た 。

f久二塚 6 ま ち づ く り 協議会」 は 、 ブ ロ ッ ク 別 の 会議 と 、 住宅、 商業、 環境 の専 門 部会

を 設 け て 、 再 開発計画 を 検討 し 、 96年 1 月 12 日 に 「久二塚 6 ま ち づ く り 提案J を 神戸市に

提 出 、 10月 3 1 日 に 事業計画が決定 さ れた 。
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醐第 2 地藍

JR新長 田 駅西南 の 国 道 2 号線 ま で の 地 匹。 従前か ら 新長 田 勤労市民 セ ン タ ー ・ 大丸 新

長 田 届 ・ 住都公団住宅 な どが入 っ た 再 開発 ピ ル 「 ジ ョ イ プ ラ ザ」 、 駒 ケ 林 中 学、 若松公障

な どがあ る o 95年 7 月 13 日 に 日 吉 田T 1 、 大橋 5 ・ 6 丁 目 、 若松 5 ・ 6 了 目 の住民で 「新長

田 駅前地区復興 ま ち づ く り 協議会」 が発足。 95年 7 月 9 日 、 「 日 吉 町 2 丁 目 ま ち づ く り 準

備会」 が生 ま れ、 96年 6 月 9 日 、 協議会 と し て 発足。 96年 1 月 、 「大橋 7 丁 詰 ま ち づ く り

協議会勉強会J が発足 し た 。

97年 1 月 14 日 、 日 吉町 2 丁 目 の0. 9haで、事業計画が決定。 地下 1 階、 地上 7 � 1 2 階 の !古

舘 ・ 事務所 ・ 住宅 (239戸) の建設が決 ま っ た 。 事業費約70億 円。

「新長 田 駅前地 区復興 ま ち づ く り i協議会」 は 、 昨年 3 月 の 臨時総会で、 再 開発 ピ ルへ の

入居者や 届舗 を 集 め る 魅力 作 り に温泉の掘削 を 決め た 。 f深 さ 1 ， OOOm も 掘 れば ほ ぼ確実 に

温泉 は 出 る 」 と い う 専 門 家 の 診断 を 頼 り に 、 温泉 を 掘 っ て再 開発地域の全域 に 温泉 を 提供

す る こ と に し た 。

盟第 3 地区 (大若地区)

国 道 2 号線か ら JR新長 田 駅の 簡 の約 4 hao 大橋町 3 ・ 4 丁 目 と 若松町 3 ・ 4 丁 目 の 町

名 か ら 「大若地区」 と 呼ばれ る 。 95年 3 月 24 日 に 「大若復興協議会J が発足 し た 。

駅舎が倒壊 し た新長 田駅は、 こ れ ま で東西 2 ヵ 所 に あ っ た 改札 口 を 西寄 り の 1 ヵ 所 に し

て再建 を 始 め た た め 、 大若地 区住民か ら 東 口復活運動が始 ま り 、 地域7 1 団体が運動 に 参加

し た 。 東 日 の護活 は な ら な か っ た が 、 JR大阪本社、 神戸市 と の 交 渉 の 中 で 「今後地 元 に

影響があ る 改築 な ど に つ い て は 、 神戸市 を 通 じ て 地元 と 話 し合い を す る J と い う 約束 を 取

っ た 。

協議会 は 、 若松町 3 丁 目 に あ っ た新長田公園 ( 1 ， 500rrl) を 2， 000rrl に 広 げ、 大橋 3 丁 目

に移す 案 を 作成 し 、 96年 9 月 30 日 に神戸市 に提案 し た 。 こ れ に対 し て 大橋 3 丁 目 の住民が

反発、 何年12 月 初 め に 「大橋 3 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 を 結成 し 、 独 自 の ま ち づ く り 提案

を 市 に提 出 し た 。 市 は 、 一つ の再開発地 区 で二つ の ま ち づ く り 提案 は 認 め ら れ な い と 、 両

者の話 し合い を 求め た 。 両協議会 は 、 1 2 月 末 に 、 公 園 面積 を 1 ， 500 ぱ に 縮 小 し 、 大橋 3 丁

目 に 移す、 再 開発 ピ ル を 若松町 3 、 大橋 3 で 同 時 に 着工す る こ と で合意 し た。

3 . 事業組合 に よ る 土地 区画整理事業

[神前地震1 (灘区神前 町 1 ・ 2 丁 目 と 3 ・ 4 丁 目 の 命部)

地区 の性搭 : 六 甲 八幡神社の 近 く で、 山 手幹線沿い の住宅 中心の市街地。 南 隣 り は土地区

画整理事業 の 六 甲 道駅北地区。

地区面積 : 3. 3 ha 

区 画整理区域 : 神前 町 2 丁 目 の0. 5ha
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震 災前の世帯 : 460世帯

被災状況 : 80%以上が全壊 ま た は大破

ま ち づ く り の動 き : 何年 1 月 に 「神 前 町 ま ち づ く り 協議会」 を 設立。 96年 6 月 、 「神前町

2 丁 目 北組合設立準備会J が発足 し 、 ま ち づ く り 協議会 と と も に 区画整理事業の導入 を 検

討。 何年12 月 、 組合施行震災復興土地 区画整理事業が認可 さ れ る 。 2 丁 目 の 細 街路の整備

と 公道移管、 3 丁 目 の公園整備 と 共 同化住宅、 区画道路整備 を 計画 し 、 97年 l 月 「神前町

2 丁 目 北震災復興土地 区画整理組合J を 設立 し た 。 97年 3 月 か ら 用 地 買 収 に は い っ た 。

[湊J I I 部J 1 ・ 2 T 屋 地監] (兵庫 区湊川 町 1 、 2 丁 目 )

地 区 の性格 : 兵庫 区役所か ら 500m 北 の 、 新湊J I I 沿い の住宅地。 細 い 路地 や 私道 に 長屋 や

文化住宅が多 か っ た。

地 区 面積 : 7. 1 7ha 

区 画整理区域 : 1. 5ha 

震災前の世帯 : 330世帯

被 災状況 6 割以上が全半壊

ま ち づ く り の動 き r 白 地地域」 で あ っ た が コ ン サ ル タ ン ト と の協議 を 続 け 、 何年10 月 10

日 、 道路の拡幅 を 目 的 に し た 再建組合準備会 を 発足。 何年 1 月 21 日 、 基盤整備の基本計画

を 決定。

8 月 8 呂 、 再建区岡整理事業組合の 設立認可 を 市 に 申 請。 1 1 月 7 日 、 土 地 区画整理組合

と し て 認可 さ れ る o 1 2 月 1 7 日 、 rfj は 湊川 町 1 - 4 丁 目 の 7 ha を 「湊1 1 1 町 東 部 地 区」 と し

て 重点復興地域 に 追加指定 し た 。

区画整理事業組合 は 、 地 区 内 の 2 本 と 地 区 に接 す る 2 本の道路 を 幅 4 m の 区画道路に整

備 し 、 市道に編入す る こ と 、 換地後の住宅 は 道路 中 心線 よ り 2 m後退 さ せ て 建築す る こ と

を 基本 に し て い る O 再建組合準備会 を 結成す る ま で は 、 幅 5 6 m 道路整備 と 共 同化 ピ ル

建設 を 一体 に し た 事業計画 を 検討 し て い た が、 「一戸建住宅 を 建 て る 会」 が別 に つ く ら れ

る な ど、 合意形成が困難 に な り 、 区 画道路の整備だ け の ミ ニ 区画整理事業 に 縮小 し た 。

4 . 重点復興地域 (灰色地域)

重点復興地域 は 、 都市計画事業 地 区 7 地 涯 を 含め 、 神戸市 内 で24 ヵ 所、 1 ， 225haあ る O

事業地 区以外は f灰色地域」 と 呼ばれ、 民 間 権利者た ち の 意欲 と 合意 に 基づ い た復興が求

め ら れ、 共 同 再建 を 住宅市街地総合整備事業 ( 8 地 区 ) 、 密集住宅市街地整備促進事業 ( 9 

地 区 ) な どの制度で支援 し て い る O 事業地 区 と 違 っ て公的支援 は 薄 い も の の 、 厳 し い権利

制 限が な く 、 自 由 な ま ち づ く り を 発想 す る 余裕があ る こ と か ら 、 毎興 の 度合 い は他の 地 区

に比べて 進 ん で、 い る と も 見 ら れて い る O

こ の 地 区 の ま ち づ く り か ら い く つ かの状況 を 紹 介す る O
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{ 密集住宅市街地整備iIÈ道事業地1&]

輯深江地区

東灘 区 の 南 部市街地。 面積1 15hao 9， 000世帯。 家屋 の 4 割が倒壊 し た 。 90年 に 阪神 電

鉄深江駅前 の 整備 や 阪神 高速道路沿道の 環境改善 な ど を 課題 に 、 深江地 区 ま ち づ く り 協議

会が発足 し て い た 。 何年11 月 に市 と ま ち づ く り 協定 を 結 び、 97年末 ま で に 58件の建築 を 事

前審査 し て き た 。 今後 は よ り 規制 力 があ る 地 区計画の導入 を 検討 し て い る O

豊富昧泥地区

、灘区 の 阪神 電鉄関、灘駅周辺24ha。 古墳時代初 期 の 西 求女塚 古墳公園 が あ る o 870世帯 の

4 割が全壊 ま た は 大破。 90年 に発足 し て い た 味泥下 町活性化委員 会 を 中 心 に 味泥復興委員

会 を 結成。 95年 8 月 に 「い え な み コ ー ドJ を ま と め 、 共同建 て 替 え に取 り 組 む 。 97年 3 月

ま で に 2 街 区 で 共 同 建 て 替 え が進んだ。

こ の う ち 長屋 な どが 5 棟あ っ た都 通 4 丁 目 で は 、 97年 3 月 ま で に 5 階建 て 、 分譲17戸、

賃貸42戸、 計59戸の 集合住宅の建設計闘が ま と ま っ た 。 元の居住世帯27世帯 の う ち 、 よ そ

に 移 っ た 人 を 除い て 22世帯が入居す る O 賃貸部分は市が借 り 上 げて市営住宅 と す る O

地主、 借地家主、 借地入、 持 ち 地 入 、 借家人 な ど権利者33人 と い う 複雑 な 権利関係があ

っ た が、 共 同 建 て 替 え が実現 し た 要 因 は 、 1 ) こ の街 区 に 共 同化への認識があ る ま ち づ く

り 組織の役員 が い た 。 2 ) 住民 の 団 結が強 く 、 相 談会 に も ま と ま っ て 出 席 し て い る 。 3 ) 

地主は他地区の居住だが絶大 な協力 があ っ た 。 地主 は ま ち づ く り の 方 向 に も 協力 的 で 、 味

泥復興委員 会の特別委員 に も な っ て も ら っ た 。 ( r味泥 古墳 の あ る 新生 下 町づ く り J 久保

光弘 ・ 久保都市設計事務所 f き ん も く せい 第43号j )

盟真野地震

70年代か ら ま ち づ く り に取 り 組んで、 き た 長 田 区真野地 区 は 震災後 も 全国 の 注 目 を 集 め る

活動が続い て い る o 96年 4 月 以 降 は 、 真野地 区 ま ち づ く り 推進会 を 中心 に 、 共 同 建 て 替 え 、

コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ (高齢者協 同居住型集合住宅) の建設が計画 さ れた 。

96年 1 1 月 に 着工 し た コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ は 、 1 ， 200 m の市有地 に 建 て る 下 町長屋風

の 3 階建 て 、 29戸 の集合住宅。 う ち 21戸 を 高齢世帯、 8 戸 を 一般向 け に す る o 1 階 に は食

談話室、 地域 に 開放 さ れた 多 目 的室があ る O 廊 下 は 南側 に 設 け 、 井戸端会議がで き る

た ま り 場 を 作 る O

97年 1 月 に は 、 復興 ま ち づ く り ニ ュ ー ス 『真野 っ こ ガ ン バ レ ! j の 何年 3 月 の創刊号か

ら 何年 1 1 月 ま で の 90号 を 収録 し た縮刷版 f震災の 記憶 と 復興への歩みj を 、 ま ち づ く り 有

限会社真野 っ こ か ら 出版 し た 。

[{主宅市街地総合麓舗事業地監i

醒新在家高
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灘 区 の 臨海部で、 灘五郷の う ち 西郷 に 当 た る 酒造地帯。 家屋の 半分が倒壊 し 、 伝統的 な

酒蔵 は全減 し た 。 新在家南 ま ち づ く り 協議会 は91年 に 設立 さ れ、 ま ち づ く り 協定 を 検討 し

て い た が、 96年 6 月 に市 と 協定 を 締結 し た 。

新在家南地 区 ま ち づ く り 協定の概要 は 次の よ う に な っ て い る O

[建築物 の 用 途 の 制 眼] 風俗営業 ( パ チ ン コ 、 ゲー ム セ ン タ ー な ど) ま た は風俗関 連営

業 (モ ー テ ル な ど) お よ びカ ラ オ ケ ボ ッ ク ス な どの用 途の建築物 は建築 で き な い。

〔荷 さ ば き な どの駐車 に 供 さ れ る 用 地 の 設置] 路上 で の荷 さ ば き 駐車 を 訪 止す る た め に

延べ面積1， OOOrrl以上の荷 さ ば き を 必要 と す る 事業所等 は荷 さ ば き 用 の駐 車 ス ペ ー ス を 設

け る O こ れ よ り 小 さ い場合で も 荷 さ ば き 用 。駐車ス ペ ー ス を確保す る よ う 努め る O

[ フ ァ ミ リ ー住戸の奨励] 地 区居住者の バ ラ ン ス の と れ た 家族構成 を 図 る と と も に 、 地

区 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 保つ た め に 地 区 内で賃貸マ ン シ ョ ン を 建設す る 場合 は 、 フ ァ ミ リ ー

形式住戸 (25 ぱ 以上 /戸) を 総戸数の 4 分の l 以上設置す る よ う 努め る O

[建築物 な どの意匠 の ま ち 並へ の 配慮] 地 区 内 の 道路の う ち 建築意匠配慮道路 を 指定 し 、

こ れ に揺す る 敷地 に建築す る 場合 は 、 清潔で美 し い街、 歴 史 と 水辺 を 生か し た街 に ふ さ わ

し い 意匠 と な る よ う 配属す る O

97年 3 月 ま で に協 定委員 会 に届 け ら れた件数は31件で、 審議 し た の は 16件。 神;同の観光

ル ー ト で あ っ た酒蔵の道 の沿道で は 、 こ の 道 の 景観 を 復興す る た め 、 白 壁 、 腰板、 丸瓦 を

乗せた塀な ど の デザ イ ン を 導 く こ と に 重点 を 置 い て い る O

共同化事業計闘 は 97年 5 月 末 で、 計画検討12件。 着工 ・ 工事中 5 件。 完成済み 1 件。 計

画推進中 1 件。 検討 中 2 件。 事業化断念 3 件。 工事 中 、 完成済み計 6 件の う ち 3 件が住市

総 に よ る O

5 . 白 地地域

震災復興促進区域で は あ る が、 都市計画事業地 区 、 重点復興地域の指定か ら はずれて い

る 80%近 く の市街地 は 、 行政の支援制 度が薄 い こ と か ら 、 ま ち づ く り 協議会の結成が難 し

く 、 住宅の再建 は あ る 程度 に 到 達す る と 停滞 し 、 解体後 の 空地が放置状態 に な る な ど、 「 白

地問題J と し て憂躍 さ れ る よ う に な っ た 。 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー

ク は 、 何年 12月 に 「 白 地地域被災実態 ・ 復興方策 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 き 、 そ の後、 1 ) 共

同化適地調査、 2 ) 空地の実態調査 に 取 り 組 む こ と に し た 。

難、 東灘区 は、 住宅市街地で は あ る も の の 、 神戸市合併前 の 旧村 の有力者が多 く 、 多 く

の コ ン サ ル タ ン ト か ら は理解 を 得 る こ と が困難だ、 っ た 、 と 指捕 さ れて い る O

豊富住吉地区

東灘 区 中 央部 の 阪急議鉄か ら !日 海岸線 ま で22町丁、 136ha を 対象 に 、 神 戸大学重村研究

い る か設計集 団 の ほ か 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ f復興新聞」ゃ多 く の コ ン サ ル タ ン ト 、

プ ラ ン ナ ー が 「住吉地 区復興支援 グ ル ー プ」 を 結 成 し て 、 調査 ・ 支援 を 行 っ て い る O
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こ の 地 区 の 滅失戸数率31 %0 96年10月 時点での恒久新築棟数は843棟 308棟 (64%) 0

従前 は 長屋が73棟あ っ た が、 長屋 と し て 再建 さ れた の は 7 棟で\ 敷地の多 く は 一戸建 て 住

宅 に 変 わ っ て い る 。 ( ，住吉地区J 21世紀 ひ ょ う ご創造協会 計持の復興 カ ル テ j )

「住吉地 区復興支援 グ ル ー プJ は 、 95年 6 月 か ら 自 治会長 ら に ま ち づ く り 協議会 の 結成

を 呼びかけ、 96年 6 月 22 日 、 地 区 の南部で住吉第 1 住宅復興 ま ち づ く り 協議 会が結成 さ れ

た 。 支援 グ ル ー プ は 、 ま ち づ く り フ ォ ー ラ ム 、 展示会、 パ ネ ル展 な ど を 開 い て 共 同 再建 を

呼びかけ、 候補地 の 選定、 計画案作成 を 進め て い る O

輔 ト ア 口 一 ド地区

中 央 区 の 神 戸外国倶楽部か ら 大丸神戸屈 ま で長 さ 920m、 高低差42 m の坂道 の崩辺地区O

華矯 を 中心 に し た イ主宅、 商屈が多 く 、 ハ イ カ ラ 神戸の原点 と 見 ら れ て い る o 96年 1 月 17 日

に 3 商宿会 を 中 心 に ト ア ロ ー ド 地 区 ま ち づ く り 協議会 を 結成。 96年1 1 月 、 「 陽 の あ た る 坂

道 と し て 海 と 山 と を 感 じ ら れ る ま ち 、 エ キ ゾチ ッ ク で イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 、 い ろ ん な 国 の

人 と 交流 す る ま ち 。 快適で個性 あ る 都市景観 を つ く り だす こ と に 、 地元が結束 し て取 り 組

み ま すJ と 景観宣言 を 発表。 97年 3 月 に は フ イ レ ン ツ ェ 、 ジ、 ユ ネ ー ブ、 シ ュ ツ ッ ト ガ ル ト

な ど を 視察。

統合移転 し た北野小学校跡地、 解体 さ れたNHK神戸放送局跡地 の利用 や 景観形成協定、

共 同 再建 な ど に 取 り 組 ん で い る O 北野小学校の校舎 を 利用 し た 手作 り 工房 、 国 際交流セ ン

タ ー の建設な どがj手かん で い る O

共 同 再建、 空地の借 り 上 げ ・ 管理、 イ ベ ン ト 事業の 企画 ・ 運営の た め 「 ま ち づ く り 会社J

設立へ 向 け て の協議 も 行 わ れて い る 。

盟問須磨地区

須磨 区 中 心部 の住宅市街地 で、 源氏物語 に ち な む 史跡や 源平合戦 の 旧 跡が多 い地匿。 95

年 3 月 に 、 戦後 間 も な く 計画決定 し て い た 中 央幹線な ど都市計画道路 3 本の 事業化が発表

さ れ、 環境破壊 を 恐 れ る 山 陽電鉄月 見 山 駅、 須磨寺駅周 辺 の 西須磨地区19 軒、 東須磨地 毘

2 町か ら 委員 82人が 「西須磨 ま ち づ く り 懇談会J を 結成。 自 治会 と 協力 し て環境ア セ ス メ

ン ト や ま ち づ く り 提案 を 行 っ て い る O

96年 4 丹 、 道路計画の見直 し を 求め る 要望書 を 市長 に提出。 5 月 、 神 戸弁護士会公害部

会が現地調査。 7 月 、 住宅地 を 高架で ま た ぐ幅員 27-30m の須磨一多 聞線の ル … ト に 当 た

っ て い る 桜木町 自 治会 の 白 紙撤 回 を 求め た 意見書に神戸市a は 「撤留 に は応 じ ら れ な い 。 用

地買収は 50%進行 し て い る O 環境 ア セ ス メ ン ト は行 わ な い が、 騒者 ・ 大気汚染の対策 は検

討す る J と 回答 し た 。 12月 、 神 戸市弁護士会公害対策環境保全委員 会が、 須磨 一 多 聞娘建

設 に つ い て 市 長 に 意見 書 を 提 出 。 ま ち づ く り 懇談会は公害調停 申 請の 準備 を 始 め る こ と に

し た 。 一方、 ま ち づ く り 懇談会は、 須磨一多 間線 に代 わ る 南北道路の改善案 と し て い ま あ

る 天井川左岸線の 山 陽電鉄踏切 を 立体に し 、 天井川 公 開 と 一体的 に 整備 を す る 交渉 を 市 と

行 っ て い る O
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西須磨 ま ち づ く り 懇談会 は 、 こ れ ま で の 活動 を 220ペ ー ジ あ ま り の 記録 集 『住民主体へ

の挑戦 被災地須磨 の ま ち づ く り j に ま と め て 出版 し た 。

6 . 神 戸東部新都心討離

神戸市 中 央 区 の新生 田 1 1 1 か ら 束、 灘 区 の 西郷J l I か ら 菌、 阪神 高速道路以南 の 臨海部 の 工

場跡地 を 中 心 に 計画 さ れて い る 神戸東部新都心で何年 6 月 22 目 、 着工記念式が行 な わ れ、

東部新都心 の 愛称が IHAT神戸ÎJ (Happy Active Town) と 名付 け ら れた 。 25 日 に はWHO

神 戸 セ ン タ ー (世界保健機 関健康 開発総合研究セ ン タ ー ) が入居す る 「 国 際鰹康開発セ ン

タ ー ピ ルJ の 着工式が行 わ れ た 。 東部新都心での最初の公共施設の建設開 始 で あ っ た 。

東部新都心 は 、 複興 の シ ン ボル プ ロ ジ、 エ ク ト と し て 位置づけ ら れ、 被災地域の経済復興

を 先導す る 知 識集約型新都心 を め ざ し て い る O 神戸市が事業主体 に な っ て 土地 区画整理で

基盤整備 を 行 う O 何年1 1 月 7 日 に仮換地指定が行 わ れた。 地権者 は神 戸製鋼所、 J I I 崎製鉄

な どの民間企業 と 兵庫県、 神戸市 な ど10団体。

間辺地区 と し て 、 ]R東海道線以南の既成市街地が計画地域 に 含 ま れて い る O

{ 事業概要] ( 中 心地!ま)

盟対象区域 神戸市中央 区脇浜海岸通、 難毘 日 出 町、 岩屋南町。 約 120hao

盤基盤整備 臨海部の神戸製鋼所、 川 崎製鉄の工場跡地 を 中 心 に 、 約75ha を 神 戸 市 の 土

地 区岡整理事業で整備す る o 2 ， 000年 に 完成予定。 総事業費約580億 円 。

瞳整備方針 1 ) 魅力 あ る 水際空 間 の創 出 2 ) 周 辺 を 含 め た 地域の活性化 3 ) 新都心

の 形成 4 ) 国 襟拠点 の 形成。

輯計画 人 口 居住人 口 3 万 人 ( l 万戸) 0 従業人口 4 万人。 利 用 人 口 1 万5 ， 000人。

輯 主 な 施設の計画

建設 中 の 国 際健康開

発セ ン タ ー ピ ル (IHD セ ン タ ー ピ ル ) に 、 WHO神戸事務所が移転、 専 従ス タ ッ プ 24 人 と

客員研究員 ら 計約40人が入 り 、 98年 4 月 に活動開始の予 定。 開設準備費 と 、 向 こ う 10年 間

の 運営費 (年 6 館5， 000万 円 ) は県、 市、 地元経済界で負担す る O

軍蚕豆麗 兵庫県教育委 員 会が計画 し て い る 美荷 を 中 心 と し た 芸術活動 の展 開 を は か る

拠点。 美術 と 他の 芸術活動 の融合、 生涯教育、 国 際交流 の場 の ほ か、 県立近代美術館の 機

能 を 継承 し 、 保存 ・ 修復の機能 も 持た せ る 。 設計者 を 国 際公募 し 、 安藤忠雄建築事務所が

選 ばれ た O

f留学生受 け 入 れ10万人計画」 の 推進 や 、 ア ジ ア と の 交流の活性

化の た め に 197戸 の 留 学生宿舎 と 多 B 的 ホ ー ル を 建 設す る O 文部省 の 外郭 開 体 ・ 財 団 法 人

日 本国 際教育協会が建設す る O 総事業費44億3， 800万 円 。 震災前 に は 兵庫 県 内 に は 1 ， 900人

の留学生がい た が、 1 1 人が死亡 し 500人が家 を 失 っ て 、 370人 が 一時帰 国 し た 。
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田構想 さ れ て い る 主 な施設

生命 ・ 健康 を 再発見す る 機会 を 提供す る テ ー マ パ ー ク O

災害医療セ ン タ ー ・ 総合病 院 ・ 兵庫県災害救急医療 シ ス テ ム の 中核施設 と し て 、 救命救

急医療 の 中 心 に な り 、 医薬品の備蓄、 患者搬送、 情報収集 ・ 指令機能 を 備 え た 災害医療の

拠点 と 、 そ れ を 支援す る 総合病院の構想。

[ボ ラ ン テ ィ ア 活動支援セ ン タ ベ 福祉、 生活文化、 環境、 国 際協力、 青少年育成 な どの

ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 総合的 に 支援す る 施設o NPO (民 間 非営利 団 体) 大 学 の 開 設が検討

さ れて い る O

[ひ ょ う ご健康福祉総合セ ン タ ベ 高齢者 な ど福祉の ま ち づ く り を め ざす推進拠点。

l兵康 国 際 セ /' )7 - 1 す で に あ る ]ICA 国 際 セ ン タ ー 、 兵庫 国 際交流セ ン タ 一 、 ア ジ ア ・

太平洋教育研修セ ン タ ー を 総合 し 、 国 際交流 ・ 協力 を 推進す る 施設。

!神戸 防災地方合同庁舎| 神 戸海洋気象台、 近畿地方建設局神戸営繕事務所 な ど国 の 出 先

機関 が入賠す る 合同庁舎。

閉鎖性海域の環境保全 を 推進す る 国 際機関 の 事務所。 IHDセ

ン タ ー ピ ル に 入居予定。

96年 に神戸大学 に 開 設 さ れた都市 の機能、 環境、 安全

確保 な ど都市 の 安全 に 関 す る 総合研究拠点 を 移す。

[兵庫県長寿社会研究機構 i 兵庫県 ド の 地域課題や 高齢者の生活課題、 家庭 問 題 を 調査研

究、 行政政策提言 を 行 っ て い る 機構 を 移す。

漏市環境管亙哀語研究所 望 ま し い都市環境 を 実現す る 総合的環境管理技術研究所 を 設

立す る 。

直璽亙亙] 海 を 取 り 込ん だ4. 4haの水際広場や 、 延長Z. 4km の 水際散策道 を 設置 す る O

ボー ト の係留設備 も 設 け 、 災害時 に は 輸送拠点 と し て も 使用 す る O

ほ か に 、 近憐公閤 2 ヵ 所、 街区公歯 2 ヵ 所、 小学校 2 校、 中 学校 l 校、 交通広場 な どの

計i闘があ る O

当 初 は 、 環境庁が主管す る f地球環境戦略研究機関J の誘致 を 進め て い た が、 神奈川県

に建設 さ れ る こ と に な っ た 。 「 東 ア ジ ア 酸性雨モ ニ タ リ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク セ ン タ ー j の 誘

致 も 不成功 に 終 わ っ た。

瞳住宅 エ リ ア

瞳返喪主通農民 兵庫県 ・ 神戸市の災害復興住宅、 神戸市 ・ 住都公 団 な どの住宅市街地

総合整備事業 に よ る 計1 ， 660戸。 99年 4 月 か ら 入居予定。

| 日 の 出 地 区 i 兵庫県 ・ 神戸市の 災害復興住宅、 神戸市 ・ 住都公団 な どの住 宅市街地総合

整備事業 に よ る 計1 ， 890戸。 98年 4 月 か ら 入居予定。
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第鴎鱗 神間の ま ちづ く り の動 き
1 . 声騒の ま ち づ く り の動 き

[震災謹興土地区画整理事業}

事業の取 り 消 し を 求め て初の訴訟

盟荒屋中央地区 (芦屋市公光町の一部、 大桝町、 茶屋之町の 一部)

地 区 の性格 : 閏道 2 号線か ら 南、 阪神 電鉄 ま で、南jヒ600m 。 芦原警察署か ら 東400m の 、 商

業、 住宅混在地区。 阪神 電鉄芦屋川 駅、 芦屋市役所 に 近 い 。 本通商届街、 三 八通商底街 な

どがあ っ た 。

地 区面積 : 13 . 4ha 

震災前 の 世帯 : 760世帯

被災状況 : 全建築物の 2 / 3 が全半壊

事業 の経過 : 1995年 3 月 17 目 、 震災復興土地B:画整理事業 に よ る 都市計画が決定。 事業の

施行 は 住都公団へ委託 さ れた。 公団 は 7 月 3 1 日 、 イ メ ー ジ プ ラ ン を 提示 し 、 住民か ら の 修

正意見 を 受 け入れ る と 表明 し 12月 2 呂 、 住民 の 意見 を 一部入れた認可案 を 提示 し た 。 変

吏 さ れた の は 、 地 区 中央の 大 き な 公園 を 2 つ に 分散 し て計 3 公国 に し 、 す べ て 6 m 以 上 に

し て い た 区画道路の幅員 を 一 部 5 m に 、 8 m の 置画道路 を 一部 6 m に し た 。 こ の 変更案は

何年 1 月 四 日 か ら 縦覧 さ れた。 6 月 18 目 、 事業計画が認可 さ れ、 6 月 1 9 日 、 第 2 段階都市

計開Î (道路 ・ 公園 ) が決定 さ れた 。 97年 2 月 初 日 か ら 換地 ;意 向 の 説明会が始 め ら れた 。

ま ち づ く り の 動 き : 何年 8 月 6 日 、 自 治会長、 商宿街会長 な ど に よ っ て 「 中 央 地 区震災復

興 ま ち づ く り 協議会」 が設立 さ れ た 。 し か し 、 協議会 は住民の意見 を 反映 し て い な い と 不

満 を も っ た 住民が10月 1 日 「 中 央地 区 住 民 の 会J を 結成 し た 。 「住民 の 会J は 10 月 31 日 、

意見書 と 署名 を 市 に提出。 1 1 月 初 日 、 ま ち づ く り ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催。 1 2 月 6 日 、 市議

会へ請願書 を 提 出 。 96年 1 月 1 1 日 、 ま ち づ く り 住民 イ メ ー ジ案 を 発表 し た 。

「 ま ち協J は 、 事業認可 案 は 住民 の 意 見 を 取 り 入 れ て 修正 し た も の だか ら 、 こ れ を 承認

し て 、 早期実施す る よ う 主張 し た が、 「住民 の 会」 は 認可 案 に 反対 し 、 住民案 を 主張 し て 、

両者の対立が深 ま っ た 。

「住民 の会J は 2 月 1 B 、 都市計画審議会へ450通 の 意見書 を 提 出 。 6 月 1 目 、 住民案 を

市 に 提 出 し た 。 こ の 問 、 4 月 22 日 か ら 26 日 ま で建設省近畿地方建設局 で 口 頭意見陳述が開

か れ 「住民の会」 か ら 98人が 「 区 画 整理の計繭案 は住民の合意がな い ま ま 作 ら れた J I公

園 や 道路が広す ぎ る J I広 い道路 に な る と 車 ばか り で 商 売 に な ら な い 」 な ど と 陳述 し た が

意見陳述 は 6 月 12 日 、 不採択 に な っ た 。

7 月 27 日 、 「 ま ち 協」 の 第 2 回 総会が関 か れ た が、 会員 数の把握、 委任状の 取 り 扱 い 、
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総会成立要件の確認 な どで異議が続出 、 実質審議 に 入 ら な い ま ま 審議未了 に な っ た 。

一方、 住民 2 家族 6 人 は 9 月 17 日 に建設大 臣 を 相手 に 土地 区画整理事業の 認可取 り 消 し

を 求め る 行政訴訟 を 神戸地裁に 起 こ し た 。 訴状に よ る と 「芦屋 市 は住民の生活再建 よ り 道

路整備 を 優先 し 、 公共用 地 を 広 く 取 る な ど、 住民 に 負 担 を 強 い 、 財 産権 を 侵 害 し て い る J

f都市計画道路は交通災害 を 引 き 起 こ す だ け で 、 訪災上 も 役 に 立 た な いJ I公園 は一時避難

的 な役割 し か 果 た さ ず、 住民 に 減歩 ま で 強 い て 設置す る 必要 は な い J I宅地が減 ら さ れ、

緑 も 失わ れ る の で、 土地区 画整理事業 の 目 的 に 反す る 」 な ど と し 「事業認可 は反対住民の

を 無視 し た も のO 住民の合意がで き て い な い ま ま 事業 を 進 め る の は 許 さ れ な い 」 と 訴 え

て い る O 震災復興 で住民が事業取 り 消 し を 求め て提訴す る の は初 め て 。

「 ま ち 協J は 1 1 月 2 日 、 第 3 回総会 を 開 き 、 約700人の会員 の う ち 496人 (委任状360通)

が出席 し 、 役員 会提案の議題すべ て を 承認 し た 。 こ れ に対 し て 「住民の 会」 は 暴挙だ と 批

判 し約200人が 「 ま ち 協j か ら の脱退 に 向 か っ た 。

芦屋中央地区 の ま ち づ く り に かか わ っ て い る 坂和 章平弁護士 は 、 ま ち づ く り の 中 間総括

と し て 次の よ う に述べて い る O

何年 3 月 17 8 の都市計画決定か ら 事業認可、 96年 6 月 18 日 の 第 2 次都市計画決定 に 至 る

問 、 住民か ら 適切 な 修正案の提示がで き た か ど う かが疑問 だ。 住都公団 が認可案 を ま と め

る 95年1 1 月 ま で に 出 さ れた の は 、 個 々 の住民がバ ラ バ ラ に 意 見 を 提 出 し た だ、 け だ、 っ た 。 公

団 は 、 こ れ を 一 部取 り 入れて事業計画案 を作成 し た が、 そ の 後 は 手続 き に 沿 う だ け の 動 き

に な っ た 。 住民 は 、 も っ と 平 く 事業計画 の 修正案や対案 を だすべ き だ、 っ た 。 出 せ ばそ れ ら

が取 り 入 れ ら れた 可 能性 は 十分あ っ た 。

住民の ま と ま り が弱 か っ た の は 「 中 央地 区震災復興 ま ち づ く り 協議会」 の 結成が95年 8

月 で あ っ た よ う に 、 立 ち 上が り の遅れが響 い て い る 。 専 門 家 の 支援 も 、 顧 問 弁護士がつ く

の は95年 9 月 以降 で あ り 、 コ ン サ ル タ ン ト が入 る の は97年 1 月 以 降であ っ た よ う に 、 時期

が遅 く な っ て い た 。

住民の都市計画法な ど ま ち づ く り 法の学習不足 も あ り 、 事業 計調へ の修正案提示の対応

不足、 能力不足が現れた。 合意形成 の段 階で あ る 役員 会、 総会 な どの運営 の 在 り 方 に も 、

数多 く の異議申 し 立 て が出 さ れ る な ど、 民主主義的実践 の 経験不足が災い し た 。 「住民の

会J が 「 ま ち 協J の一員 な の か会 員 で な い の か の 問 題 も 不 明 な 点 があ り 、 「 ま ち 協j は リ

ー ダ ー 並列 型 の 内部対 立 を 生み 出す構造 に な っ て い た 。

支援専 門 家 グル ー プが ま ち づ く り 案

覇覇芦屡西部地区 (前 田 町、 清水町、 津知町、 川 西 町の 一部)

地 区 の性格 : 芦 屋 川 の 商 の 、 ]R東海道線 の 南 か ら 国 道 2 号線 を 挟 ん で神 戸 市 東灘 区 ま で

の住宅情。 区画整理事業 は 、 2 号線の北側 の 前 田 町、 清水町 は 第 1 地 区 で住都公団施行、

南側 の津知 町 と 川 西 町 の 一 部 は 第 2 地 区 で芦屋市施行。
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地 区面積 : 21 .  2ha 

震災前 の世帯 : 1 ，  200世帯

ま ち づ く り の動 き : 95年 2 月 5 日 、 津知公留 の テ ン ト 村 に被災者が集 ま り 「 川 西 5 町被災

者の会J を 結成。 3 月 1 2 日 、 都市計画反対 の住民集会。 6 月 1 目 、 「芦屋西部住民 の 会J

が発足。 8 月 、 「住民の会J が近畿大学復興 ま ち づ く り 支援 チ ー ム に 、 豆画整理 を 前提 に

し な い ま ち づ く り 案の作成 を 依頼 し た 。

支援チ ー ム は住民 と の対話集会 を 10 ブ ロ ッ ク で延べ24 回 行 い 、 ま ち づ く り の 目 標 を 「 こ

の地の歴 史性 = 場所性 を 生 かすJ r コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 大切 に す る J r車中心 か ら 脱却 し 人 間

中心の住環境づ く り を す る J r水 と 緑 を 復権 さ せ る J r公 (行政) と 私 (住民) と の境 に あ

る 〈共〉 を 生 か し た ア メ ニ テ イ づ く り を す る 」 な ど に ま と め た 。

こ れ を 基 に し て 、 暗 渠 に な っ て い る 津知川 を 再 び地上に改 り 出 し た緑追 を 含む ま ち づ く

り 案 を 12 月 24 日 の 「住民 の 会」 総会で承認 し た 。

芦屋市 は96年 1 月 4 日 、 ま ち づ く り 素案 を 提示 し 、 住民 に説明す る と と も に 、 ま ち づ く

り 協議会の 設立 を 働 き か け 、 96年 3 月 、 市長 も 出席 し て 「芦屋西部 ま ち 再興協議会」 が設

さ れた 。 協議会 は 、 住民案 と 市の 区岡整理案 を 検討 し た が ま と ま ら ず、 7 月 に専 門 家 グ

jレ ー プ に 案づ く り を 依頼 し た 。 専 門 家 グ ル ー プ は 9 月 に 区画整理の手法 を 取 り 入れた 「 ま

ち 再興案」 を 提案。 ブ ロ ッ ク ご と の検討 を経て97年 2 月 8 日 に 修正案が提案 さ れた 。 こ の

案 に つ い て ア ン ケ ー ト が行 わ れ、 「 こ の 案で よ い J 14. 1 %  r や む を え な い J 27. 3% r一部

修正が必要J 22. 6%0 r こ の 案 に 反対J 24. 6% だ っ た 。 ま た 、 区画整理事業 を 「受 け 入 れ

(図 4 ) 市が作成 し た ま ち づ く り 素案96年 l F.l 4 8
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(凶 5 ) ア ドバ イ ザ ー グル ー プに よ る 区薗義理 ・ イ メ ー ジ業9忘年 9 月 23 日

る J 18. 3%、 「 や む を え ず受 け入 れ る J 22. 0%、 f条件付 き で受 け 入 れ る J 28. 1%、 「 受 け

入 れ ら れ な い J 18. 1 % と い う 結果 に な っ た 。

2 . 西宮の ま ち づ く り の動 き

{土地E面麓理事業i

住民案 を も と に計調 を 変更

盟関宮北 口駅北東地 区 (北口 ・ 高木 ま ち づ く り 協議会)

地 区 の性格 : 阪急電鉄西宮北 口駅北東の住宅中心の市街地。 一部 に は 農地が残 る 。 耕地整

理が行 わ れ な い 状態 で の 農 道 な どが街路 と し て使 わ れ て い た 。

地 区面積 : 3 1 .  2ha 

震災前 の 世帝 : 1， 700世帯

被災状況 : 1 ，  750戸 の う ち 590戸が全壊 (33. 7%) 0 290戸が中 程度の損傷 (16 . 6%)

ま ち づ く り の動 き : 95年1 1 月 3 目 、 自 治会 を 母体に し た 「北口 ・ 高 木 ま ち づ く り 協議会J

が発足。 西宮市 に 基本計画 に つ い て 要望書 を 提 出 。 12月 3 呂 、 協議会が市 の 素案 よ り 道略

幅 を 狭 く し た独 自 の 2 案 を 住民 に提案 し 、 こ れ を 基 に し た ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ た 。 協議

会 の 2 つ の 案 に は 賛成52%、 市案に賛成は24% だ、 っ た。 12月 24 目 、 市が公 園 の 総面積 を 減

ら し た都市計繭案 と 事業計調案 を 説 明 し た 。
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何年 3 月 初 日 、 協議会が臨時総会 を 開 い て 、 「市が示 し て い る 案 で事業決定 し た あ と 、

住民の独 自 案 を 提治 し て 変更 を 求め る J と い う こ れ ま で の }j針 に つ い て 改 め て 住民 の 意見

を 開 い た が、 方針 に 反対す る 意見が多 く 、 計画決定の延期 を 求め る 要望書を 市 に提出 し た 。

市 は 22 B に 開 か れ る 県都市計画地方審議会 に 、 決定の保留 を 求 め る 要望書 を 提 出 し た 。

協議会 は 4 月 、 ま ち づ く り 提案 を 説明。 5 月 、 ま ち づ く り 提案 に つ い て ア ン ケ ー ト を 行

い 、 6 月 、 ま ち づ く り 提案 を 市 に提出 し た 。 6 n 6 日 、 ffi:fífS .friwt副審議会 は 、 住民案 を 基

に し て 東西 方 向 の 車庫北線 を 幅員 18m か ら 15 m 、 高木 1 �.r線 を 12 m か ら 8 m に縮 小 し た 計

画案 を 承認 し た 。 こ れ に よ っ て 、 何年 3 月 の都 市計画決定案 は廃案 と な り 、 8 月 13 日 、 都

市計画 の変更が決定 し た 。

昨年 2 月 、 地 区計画、 土地利用 計画 の説明会が 問 か れ、 3 月 、 区画整期審 議会委員 の選

挙が行 わ れ た 。

共同建て替え で68戸のマ ン シ ョ ン

轄森異地IX

地区 の性格 : 西宮 市 の西部で、 国道 2 号線か ら 阪神 電鉄 を 挟 ん で43号糠 ま で の 住宅市街地。

以前 か ら 耕地整理 な ど は 行 わ れ て お ら ず、 縮街路が網 目 状 に 走 っ て い た 。

地区面積 : 10. 5ha。

震災前の世帯 : 約400世帯

被災状況 : 建物 の 約 7 割が倒壊

ま ち づ く り の動 き : 何年 4 丹 、 香和 圏 守 口 地 区 ま ち づ く り 協議会が発足。 何年 2 月 、 区 画

整理事業が認 可 さ れ る o 96年1 1 月 、 仮換地 の指定が始 ま る 。 97年 1 月 17 日 に 起工式 を 行 っ

た 。 中 心部 は 公園 を 中心 に し た コ ミ ュ ニ テ ィ ー ゾー ン と し 、 周辺部 は 隣接 の住宅地 と 調和

す る 地 区計画が検討 さ れ て い る 。

ま ち づ く り 協議会 の 共 同 化部会か ら 、 権利者の組織 と し て 共 同 化建替委 員 会が生 ま れ、

28世帯が参加 し て建築面積940 rrl 、 地上 9 階、 地 1 階、 68戸 の 共 同 建 て 替 え の 計画 が進

ん で い る 。 一方で、 個 別建 て 替 え の段階 に 入 る と 、 当 初 の ま ち づ く り に か け る 意欲の減退

が見 ら れ、 コ ン サ ル タ ン ト か ら は 「仮換地前 に ま ち づ く り の 考 え 方 を 詰 め て し ま う こ と が

必要 だJ と い う 反省 も 生 ま れ て い る 。

[市街地帯開発事業}

19糟の ツ イ ン ピル建設 を 開始

輔臨書北 口駅北東地震 (西宮 前西宮北 口 町 、 高 木西町、 長 田 町の 各一部)

地 区 の性格 : 阪急神戸線 と 今津綿が交差 し た タ ー ミ ナ ル 西宮北 口 駅の北東の 商業地。

地区面積 : 3. 3ha 

従前権利者 : 土地所有者220入、 借地権者16 1 入、 借家権者201人
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被災状況 : 全壊270世帯、 半壊20世帯

主 な 整備事業 : [西街区] 地上19階、 地下 2 階 の 高層 ビ ル 1 棟。 商業用 床面積 1 万8， 600m 。

保韓福祉セ ン タ 一 、 消費者セ ン タ 一 、 北 口 地 区市民サ ー ピ ス セ ン タ ー な ど

公共 ・ 公益ス ペ ー ス 4， 100mo 6 階か ら 19 階 ま で住宅153戸。 駐車場380台。

[東街区] 地上19階、 地下 2 1賠の高層 ビ ル 1 棟。 商業用 床面積 2 万3， 300 m。

北 口 図書館、 大学交流セ ン タ ー 、 市民ギ ャ ラ リ ー な ど公共 ・ 公益ス ペ ー ス

8， 600mo  8 �若か ら 19階 ま で住宅167戸。 駐車場470台。

[道路] 12�28 m の幹線街路、 6 � 1 2 m の 区両道路な ど。

事業費 : 530億 円

ま ち づ く り の 動 き : 震災前 の85年か ら 再開発の調査が始 ま っ て お り 、 95年 3 月 日 日 、 西宮

都市計画審議会で、震災復興第 2 種市街地再開発事業が;求認 さ れた。 7 丹 羽 目 、 市、 住都公

団 が24階建 て の ツ イ ン ピ ル を 中心 に し た基本設計素案 を 発表 し た が、 地元 は 高層 ビ ル に 反

発、 1 0月 6 日 、 高 さ を 19 階 に 下 げた見麗 し 素 案 を 提示 し た 。

96年 5 月 7 日 、 事業計画が建設大臣 認可 を 受 け 、 事業概要の説明会 を 開始 。 8 月 、 東街

涯 の核活舗に コ ー プ こ う べが内定。 12月 、 管理処分計画の縦覧を 開 始 し た 。

97年 3 月 6 日 、 管理処分計瞬が認可 さ れ、 権利者582人 の う ち 残留 希 望 は 320人 に な っ た 。

残留希望者の 中 で も 、 事業再 開 の た め に は 、 権利 ・ 損失補償金が支払 わ れ で も 、 床取得 の

た め に は そ れ を よ 同 る 資金が必要に な る こ と か ら 、 新 た な 生活再建策 を 求め る 動 き が現れ

て き た。 飲食高経営者の ケ ー ス で は 、 権利 ・ 損失補償 と し て 3， 800万 円 が支払 わ れ る が、

床取得額は約4， 200万 円。 内装費、 転居費用 な ど を 合 わせ る と 新た に約2， 000万 円 の 資金が

必要 に な る と し て 、 一部の従前権利 者 は 、 再 開発事業 の在 り 方 に対 し て 行政不服審査 を 求

め る 運動 を 準備 し 始 め た 。

3 . 培轄の ま ち づ く り の動 き

[ ま ち の鑑吏 を見醸 し 交滞 在 維持}

築地地区

地 区 の性格 : 阪神 電鉄尼崎駅南 の 、 江戸末期 に埋め 立て ら れ た 土地 の 木造密集住宅地。

地 区 面積 : 13 . 7ha 

震災前 の世帯数 : 1， 200世帯

被災状況 : 740棟 の う ち 230棟が全半壊。 全棟が液状化で傾 く

ま ち づ く り の 動 き : 築地地区の土地 区画整理事業の都市計画決定 は 、 被災地 の 中 で は 唯一、

1 3 ・ 17決定J で は な く 「住民が納得 し て か ら J と い う 住民の抗議で95年 8 月 8 日 に ず ら

さ れた 。 さ ら に 、 区画整理 に 加 え住宅地 区改良事業が全 国 で初 め て 完全合併施行す る と い

う 手法が取 ら れ た 。 減 歩 は 、 当 初 9. 5%か ら 標準 9 % に な り 、 96年 9 月 に 改 良住宅街 区 配
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置説明会が行 わ れ、 97年 3 月 に 仮換地の指定が始 ま っ た 。

復興都市計画事業地区の な か で は 、 最 も }I国調 に 複興事業が進 ん で い る と 見 ら れて い る 地

区 の ひ と つ で あ る O し か し 、 こ れ ま で民 間 賃 貸住宅 ( 主 に 長屋 ) に 650世 帯 が住 ん で い た

ま ち に 505戸の 公営住宅が建 て ら れ る と 、 零細 な 家 主 ・ 地主 の 暮 ら し の 問 題 が生 じ て き た

り 、 補償金交渉 を め ぐ っ て 利害対立が表面化す る な ど の 問 題が出 て き て い る O ま ち づ く り

と い う 大 目 標か ら 個別 の利 害 に 関心が変 わ っ て き て 、 ま ち の 空気が殺伐 と し た も の に な っ

て き た 。 こ の た め ま ち づ く り の 組織築地復興委員 会 は 、 ま ち の歴 史 を 改 め て 見直 し て み よ

う と 、 古 い 資料や、 こ れか ら 現 れ る 新 し い ま ち の模型 を 見 な が ら 話 し合 う 「築地 ま ち 並み

展示会j を 開 い た り 、 事業用 地 を 利 用 し た 遊 び場 や ゲー ト ボー ル場 を つ く っ て住民の交流

を 維持 し て い こ う と し て い る O

(参考文献)

『芦屋 中央地 区 の 持様へ の ア ピ ー ル』 坂和主主平 96年 8 月

f岐路に立つ芦屋中央地区j 坂和章平 97年 7 月
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l 第五節 淡路の ま ちづ く り の動 き
1 . 富島地区の土地区樹整理事業

{行政 と 住民の対立が激化 ・ こ う 着i

富 島地区 (津名郡北淡町富 島 東 ノ 町、 中 ノ 町、 西 ノ 町)

地 区 の性格 : 漁村集落 だが、 北淡町の 中心地底で、 役場、 商庖街、 蕗工会、 漁業協同組合

な どがあ り 、 富 島港 と 明石港 と の 闘 に 高速船が航行 し て い る O

地 区 面積 : 20. 5ha 

震災前の世帯 ・ 人 口 : 602世帯、 1 ， 670人

被災状況 : 全壊308戸、 半壊198戸、 死者26人、 全棟数1 ， 088棟、 取壊棟数458棟、 残存棟数

630棟、 残存率58%

権利者 : 土地所有者730人、 借地権者 (借家権者) 50人 (120人)

事業費 : 178億 円

ま ち づ く り の動 き : 1995年 2 月 7 日 、 北淡町都市計画 区域 を 指定。 3 月 17 8 、 区画整理事

業 の 医域 と 1 5 m の 幹線道路 を 決定。 3 月 初 日 、 観光協会、 溜工会、 漁協、 町 内 会役員 な ど

で震災援興協議会が発足。 町 は 「北淡町都市整備事務所J を 設置 (95年 度 は 職 員 数15人、

96年度は25人) し 、 地元説明 に 入 っ た 。

住民 の 聞 か ら 、 区 画整理事業 に 反発す る 動 き が起 こ り 、 95年 5 月 4 日 、 「 富 島 地 区 を 愛

す る 会」 が発足 し た 。 8 月 「愛す る 会J は 区画整理事業 の 白 紙撤田 を 求め る 請願 を 町議会

に提出、 町長 に 申 し 入 れ た 。 9 月 に は 「富 島 ま ち づ く り 勉強会」 の グ ル ー プが ま ち づ く り

案 を 作 り 、 模型 と と も に 町長セ ン タ ー に 展示 し た 。 「富 島 を 考 え る 会j も 結成 さ れ、 96年

5 月 、 町長 に 「区 画整理 は不合理だJ と 抗議 し 、 町 と 住民 と の対決姿勢が強 ま っ た 。 7 丹 、

「愛す る 会」 は住民投票の実施 を 申 し 入 れ る と と も に 、 区画整理の 方 法 を と ら な い ま ち づ

く り 案 を提案 し た 。 一方、 区画整理の 早期実施 を 求 め る 住民 も 「東 ノ 丁街づ く り 会j を 結

成す る な ど、 住民間での対立 も 深 ま っ た 。

何年 6 月 ご ろ か ら 、 町 は 賛成派、 反対派の 3 者が同 じ テ ー ブ ル に着 く 「 円 卓会議J を 提

案 し 、 参加 を 働 き か け た 。 一方、 事業計画 の作成 を 進め 、 10月 に兵庫県都市計画地方審議

会で事業計画が認可 さ れ、 1 1 月 5 日 、 事業計贈 を 決定 し た 。 こ れ に 対 し て 反対派は態 度 を

硬化 さ せ、 住民団体関 で も 同 じ テ ー ブ ル に 着 く こ と を 拒否 し 「 円 卓会議j は 流 れ た 。 町 は 、

区画整理審議会 の 委員 を 選ぶ 選挙 を 12 月 末 に 行 う こ と に し て い た が、 「愛す る 会j は ボ イ

コ ッ ト を 表明、 町 は 住民合意 を 徹底 さ せた い と 97年 5 月 に延期 し た 。

住民 と 町、 住民 同士の対立 を 解 き ほ ぐ そ う と 、 97年 2 月 24 日 、 塩崎賢明 ・ 神戸大学工学

部助教授 ら の 「 ま ち づ く り 支援専 門 家 グ ル ー プ」 が ま ち づ く り 案 を ま と め 、 3 月 2 日 、 町
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民七 ン タ ー で説 明 会 を 開 い た 。 「専 門 家 案j は 、 県 道 を ほ ぼ現在 の位置の ま ま で歩 道 を 含

め て 13m に 広 げ、 「京j奇道J の 道路パ タ ー ン を 尊重 し な が ら 原則 と し て 4 m 以上 に拡幅、

部 は 6 m の幹線に す る と い う 現在 の ま ち の 骨格 を 変 え ず に 整備す る 案 で、 「住民合意 の き

っ か け に し た い j と い う ね ら い た、 っ た が、 説明会に 「愛す る 会」 は 出 席 し な か っ た。

広岡整理事業 は 進展 し な い も の の 、 指定地 区 で は独 自 で 自 宅 を 再建す る 人た ち が多 く 、

97年 2 月 末 ま で に 兵庫県洲本土木事務所が受 け付 け た建築確認 申 請 は71件 に 上 っ た 。 町 は

「区画整理事業 の 障害 に な る の は 明 ら か で、 換地指定後 ま で は 許可 し な い の が普 通 だ が、

住 む場所が な い と い う 事情 で は建築 を 認め ざる を 得 な い」 と し て い る O

輯 ff主民の意見 を 引 き 出 す 努 力 を 」一一ー立命舘大 が調査

立命館大学大震災復興 プ ロ ジ、 ェ ク ト 社会 シ ス テ ム 部会 (代表 ・ 深井純一 ・ 産業社会学部

教授) は95年 に 続 い て 、 96年 に も 学生 ら 15人が参加 し て 、 富 島 地 区 で 聞 き 取 り 調査 を 行 っ

た 。 仮設住宅入居の86世帯、 自 宅 に 住 ん で い る (再建 し仮設住宅か ら 戻 っ た 世帯 も 含 む)

54世帯 を 回 り 、 1 04世帯か ら 回答 を 得 た 。 さ ら に 、 町長、 都市整鋪事務所、 罰J復興対策室、

産業振興課の ほ か商工会、 漁業組合、 住民団体の 「復興協議会J 、 「愛す る 会」 、 「 ま ち づ く

り 勉強会j な ど に も ヒ ア リ ン グ を 行 っ た 。 97年 2 月 に 現地 で調査結果の 発表会 を 聞 き 、 住

民 と 意見交換 を 行 っ た 。

こ の調査結果の 中 か ら 一部 を 表13�19で紹介す る o ( W震災復興 と ま ち づ く り 北淡町

富 島 地 区 の 区爾整理 と 住民j 深井純 A編 97年 5 月 )

(表13) 自 宅再建は可能か (仮設住宅入居者世帯)

l又画整理が何 と 富 島 を 出 る
か な れば可能

何年 30% 1% 
4lt世帝; 2世帯

96年 44% 5% 
17世帯 2 世子苦

(表14) 区画護理 に つ い て の会合に
参加 し た こ と が あ る か

仮設住宅の
世帯

行政主催の 会合 に 参加
住民間企の会合 に 参加
両方に参加
参加 な し
その他
無問答
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10% 
戸d 

18  
61  
3 
3 

経済的 に無理

11% 
15昔上高;

26% 
10世帯

自 宅 に住ん
で い る 世帯

21% 
9 

40 
17  
8 
5 

空 白 該当外 合計

53% 6% 100% 
73俊管 8世骨子 139世帯

15% 10% 100% 
6世帝 4 世帯 39世帯

(表15) ま ち づ く り に つ い て の勉強

会があ っ た ら 参加 し た い か

仮設住宅の 自 宅 に 住 ん
世帯 でい る 世帯

参加 し た い 36% 68% 
し た く な い 36 16 
そ の 他 5 

i 無関答 23 16  



(表16) 区画整理の計画 を 理解 し て い る か (表17) 事業について気に な る と こ ろ

仮設住宅の 自 宅 に 住 ん 仮設住宅の 自 宅 に伎ん
世帯 で い る j世帯 世子苦 でい る i世帝

よ く 理解 し て い る 20% 26% 15m道路 21% 24% 
大体理解 し て い る 36 55 県道の位置 4 3 | よ く 州 ら な い 39 10 
以前 に比べれば深 ま っ た 3 5 

公園の数 6 8 
公営住宅 23 7 
減歩率 15 13  
換地の場 8 18 
補償金 8 14 
Í!lf， [ぱ答 11 5 

(表18) 将来の寓島の た め に (表19) 優先 さ れ る べ き 課題

仮設住宅の 自 宅 に {主 ん 仮設住宅の 白 宅 に 住 ん
陛帝 で い る 仕上帯 世帝 で い る 世帯

区画整線は必要 31% 37% i又画整療事業 18% 1 9% 
区凶整ま里は不必要 10 1 1  産業f祭典 1 1  1 8  
何 ら かの整備は必要 41 44 住宅f!f建 37 25 
該当外 ・ 空 白 18 8 商!苫復興 1 1  1 4  

防災強化 8 10 

調査の ま と め と し て 、 も の を 言 わ な い住民が多 い こ と を 指摘 し 「行政 に は 、 住民の も っ

て い る 意見 を 引 き 出 す 努力 を 、 住民 に は ま ち づ く り に た い し で も っ と 積極 的 に 参加す る 努

力 を 望 み た い 」 と 述べ て い る O

2 . 淡路の密集住宅市街地整舗促進事業

淡路島で密集市街地整備促進事業が行 わ れ る の は 意外な 感があ る が、 大都市 に 限 ら ず 山

村 、 漁村 に も 木造賃貸住宅が集 ま っ た 地域 は あ る 。 震 災復興事業 は 、 漁村 の 復興の手法 を

検討 し て い る 中 で、 「密集」 の 手法 を 適用 す る こ と に な っ た 。

難波健 ・ 兵庫県都市住宅部市街地整備課 は r (非都市部で の 密 集市衛地対策 は ) 手法の

面で も 行政の意識か ら 外 さ れて き た感があ る O そ れが、 今 回 の震災で淡路地域の漁村集落

での事業展 開が図 ら れ た こ と に よ り 、 今後、 非都市部での密集市能地 の住環境 に 自 が向 け

ら れ る こ と を 期 待す る J ( r き ん も く せ い 第50号 j ) と 述べて い る 。

{育雄地区J (津名郡北淡町育波)

地 区 の性格 : 漁村

地 底 面積 : 12. 9ha 

震災前 の世帯 : 392世帯

被災状況 : 全壊1 12戸、 半壊202戸、 一部破損67戸、 家屋撤去132戸

計画 の 主 な 内容 : 山沿い の県道 と 海側 の 港湾道路の 中 間 に あ る 「中道」 と 時ば れ る !日県道
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の拡幅。 生活道路の 整備。 防災機能 を も っ広場の整備。

ま ち づ く り の動 き : 何年10月 に密集整備計画が承認 さ れ る 。 97年夏 か ら 本格 的 な測景 を 開

始 し た 。

{ 震津地震] (津名郡北淡町室津)

地 区 の性格 : 漁村

地区面積 : 10. 7ha 

震災前 の世帯 : 487世帯

被災状況 : 全壊165戸、 半壊142戸、 一部損壊189戸、 家屋撤去176戸

計画 の 主 な 内容 : 主要道路の 整備。 接道問題の解決。 緑地 の 整備。

ま ち づ く り の動 き : 何年10月 、 密集整備計i踊が承認 さ れ た 。 96年 10月 に北淡町の f良好で

安全な 生活道路の確保 に 関 す る 要綱」 が定め ら れ、 2 項道路の後退部分の整備や生け垣助

成 な どの 町単独補助 で接道問題の解決 を 図 っ て い る O

{都志地震] (津名郡五色町都志)

地 区 の性格 : 都志)1 1 の は ん離原 に 立地 し た 漁村で、 河川 改修が課題。

地区面積 : 22. 6ha 

震災前の世智 : 508世帯

被災状況 : 全壊68戸、 半壊43戸、 一 部損壊307戸、 家屋撤去121戸

計画の主 な 内容 : I日県道 を 中 心 に 8 m �こ 拡幅。 生活道路の拡幅部分の 買収。

ま ち づ く り の動 き : 97年か ら 商工会 を 中 心 に し て 地 区 中心核 の 整備への機運が高 ま っ て き

た 。

{使塵地監1 (津名 郡東浦町仮屋)

地 区 の性格 : 国 道路号線 と 海岸線に挟 ま れた 東西200 m 、 南北2， 500 m の 細 長 い 地 区。 東浦

野の 中心部だ が、 漁村集落機能 も 残 し て い て 、 仮屋 漁港 と 森漁港があ る 。 都市計瞬区域内

で あ る が、 大半が接道不良住宅。

地 医師積 : 36. 8ha 

震災前 の I世帯 : 1 ， 044 

被災状況 : 全壊204戸、 半壊231戸、 一部損壊514戸、 家屋撤去445戸

計画 の 主 な 内容 : 国道路 号線 と 地 民幹線道路の 開 の 主要 区画道路 3 本 と 生活道路 を 整備。

道路 と あ わせ て ポ ケ ッ ト パ ー ク を 設置。 地 区 中央部 に公園 ・ 広場 を 整備。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー

住宅 9 ヵ 所、 49戸 を 建設。

密集事業 と 漁業環境整備事業が併せ て 行 わ れて い る O

ま ち づ く り の動 き : 何年末 に コ ミ ュ ニ テ ィ ー 住宅 3 ヵ 所、 11戸 と 、 集会所 2 ヵ 所が完成 。
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コ ミ ュ ニ テ ィ ー 住 宅 は 木造平屋、 木造 2 階建て で、 漁村集落 に な じ む よ う に 素材、 形態 に

工夫 し た 。

[郡家地区] (津名 郡 一宮町郡家)

地 区 の性格 : 漁村。 一宮町役場があ る 町の 中 心部。

地 区面積 : 15. 7ha 

震災前の世帯 : 401 

被災状況 : 全壊231戸、 半壊63戸、 一部破損82戸、 家屋撤去304戸

計画 の 主 な 内容 : 1 ) コ ミ ュ ニ テ イ } 住宅81戸 2 ) 復興拠点 ゾー ン の整備 (商店街の復

興) 3 ) 耐火建築物 ゾー ン の 設定 ( 7 m以上の道路延長770 m の 沿道 に

設定 し 、 自 主的 な 建築活動 に期待) 4 ) 道路 な どの公共 空 間 の整備 (道

路境界か ら 1 mずつ後退 し、 密集事業で整備 し 、 ポ ケ ッ ト パ } ク 7 ヵ 所

を 計樹)

ま ち づ く り の動 き : 95年 4 月 に 「郡家地 区復興 ま ち づ く り 委員 会」 が設立 さ れ、 道路整備

な ど に積極的 に 取 り 組 ん で い る O 緑化や 門 ・ 塀への 配慮 を 訴 え 、 町並み形成へ働 き か け て

い る O コ ミ ュ ニ テ ィ ー住宅は97年 3 月 ま で に 2 棟30戸が完成 し た 。

(参考文献〉

「災害復興 ま ち づ く り 再考J 浦野正樹 『 き ん も く せい 第28 号j 96年 5 月 『 隊 第29号.1 96年 6 月

f震災復興 と ま ち づ く り 一一北淡町富島地区の区画整主要 と 住民J 深井純一編 立命館大学 97年 5 月
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「 ま ちに花 と 緑をJ一一緑化活動
1996年 10月 5 日 、 神戸 ・ 三宮 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで、 がれ き や 焼 け 跡 の ま ち に花 と 縁

を 取 り 戻 そ う と 活動 し て い る ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ か ら 120人が集 ま っ て 「 グ リ ー ン サ ミ

ッ ト 緑の復興 ま ち づ く り を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム J が開かれた。

こ の シ ン ポ ジ ウ ム で は 次の よ う な提案があ っ た 。

1 ) 単 な る 防災公園 で は な く 、 人 々 の生活 を 守 る と い う 生活風景の発想 に た っ た公園 を

つ く る 。 2 ) 生 き た 公 聞 に す る た め の住民参加 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ る 公 園 づ く り o 3 )  

住民 自 身 が生活 レ ベ ル で確保 し て い け る 花や緑に対す る 行政の 支援。 4 ) 専 門 家 は大 き な

視点 と 時 間 を 見据 え な が ら 、 景観か ら の提案 を す る べ き o 5 ) 緑 を 起点 に ま ち づ く り 協議

会 を 立 ち 上 げる O

討議 を 通 じ て 、 こ れか ら の緑化活動 の 方 向 は次の よ う に示 さ れた。

1 1 ) 住民 と 行政、 専 門 家 、 支援 ボ ラ ン テ ィ ア が広 く 緊密 に 連携 し て い く o 2 ) 区闘整

理事業地 区 な ど に は緑の分野の専 門 家が積極 的 に 関 与す る o 3 ) と く に住民の意識が 自 宅

再建か ら ま ち づ く り へ と 移 る 段階で緑の重要性 を し っ か り 認識 し て も ら う 。 4 ) ワ ー ク シ

ョ ッ プ手法 な ど に よ り 住民が愛着 を 持 て る 公開づ く り を し て い く J ( r ラ ン ド ス ケ ー プ復興

支援会議事務局 の 報告j 沢木昌典)

花 と 縁の 支援組織
復興 ま ち づ く り の緑化活動 に 取 り 組 ん で、 い る 団体、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ の 主 な も の は

つ ぎ の よ う な 組織があ る 。

{ ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク i 何年 3 月 に 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク J (安藤

忠雄代表) が結成 さ れ、 被災地 に緑 を 取 り 民す た め の 募金活動や 苗木の提供 を 全 自 の 自 治

体や企業 な ど に 呼びかけ、 被災地の住民や企業 に植樹 を 働 き か け て い る 。 白 い花が咲 く ハ
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雄 さ ん ら が植樹 立 県 公館 庭 園 ( 1996 年 7 月
18 日 )



ナ ミ ズ キ 、 ハ ク モ ク レ ン 、 コ ブ シ を 「鎮魂j と 「希望」 を 意味す る シ ン ボ ル ツ リ ー に 選 ん

で い る O

97年 3 丹 末 ま で に全国か ら の 募金約 3 儀4， 000万 円 と 地方 自 治体 な ど125 団 体か ら の提供

苗 木 を も と に 、 復興住宅や街路に シ ン ボ ル ツ リ ー な ど約 2 万4， 000本 を 植樹 し た 。 こ の ネ

ッ ト ワ } ク の趣 旨 に賛同 し て 苗 木 を 購入 し 、 植樹 を し て も ら う 「 グ リ ー ン ボ ラ ン テ イ ア J

活動 も 広 が っ て い る O 事務尚 は 販神 ・ 淡路震災復興支援10年委員 会内。

[ ラ ン ド ス ケ ー プ護興支援会議] (阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト ) 何年 2 月 、 景観設計 ・ 管理 に か

か わ る 研究者、 学生、 技術者、 行政担 当 者 、 プ ラ ン ナ ー 、 デザイ ナ ー 、 企 業 な ど約 100人

が参加 し て 発足。 仮設住宅や震災空地 に 草花や樹木の 苗 の 配布、 移動生け垣づ く り 、 押 し

か け 緑化、 コ ン サ ル テ イ ン グ活動、 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 な ど を 行 っ て い る O 苗 の 配布 は 7

万株、 生 け垣植樹 は2， 000本に 及 ん で い る o 97年 l 月 か ら は 、 神戸市東瀧 区 の 深江地 区 ま

ち づ く り 協議会 と 協力 し て 、 生 け垣、 ポ ケ ッ ト 公園づ く り な どの コ ン サ ル テ イ ン グ を 始 め

た 。 事務局 は 兵庫 県立 人 と 自 然の博物館環境計画部。

{ ド ン グ リ ネ ッ ト 神戸] 95年 5 月 に 発足。 拾 い 集 め た ド ン グ リ を 「 ド ン グ リ 銀行神戸」

に 預 け 、 苗 木 を 払い戻 し て も ら う 「 ド ン グ リ 預金者j と 苗木 を 育 て て提供す る 「 プ ラ ン ト

マ ス タ ー 」 に よ る シ ス テ ム O す で に活動 を 広 げて い た香川 県林務課の ア ド バ イ ス を 受 け て

神戸の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プが運営 し て い る O

96年10月 末 ま で に ド ン グ リ 預金者652人 ( う ち 学校 ・ 幼稚関32) 、 プ ラ ン ト マ ス タ ー 22人。

苗 木 は 借 入住宅の ほ か、 特別払い 出 し と し て 学校、 公園、 道路わ き に植樹 さ れて い る O

(事務局 電話 . FAX078-965-3571) 

{ コ ー プグ リ ー ン ネ ッ ト } コ ー プ こ う べ の 組合員 の 自 主活動 で、 花 や樹 木 の 育 て 方学習

会、 緑地帯の整備、 苗木の育成、 森 を 守 る 活動 な ど を 行 っ て い る O 姫路か ら 阪神 間 ま で 自

主活動の サ ー ク ル を ネ ッ ト ワ ー ク す る O と り ま と め は 各地 の コ ー プセ ン タ ー 。

[生け境助成} 神戸市は84年か ら 一戸建 て住宅や小規模共 同住宅が塀 を 取 り 壊 し て 生 け

垣 を 作 る 場合 は 工事費用 の 半分、 限度額10万 円 、 :生 け垣 を 新設 ・ ツ タ な ど を フ ェ ン ス に は

わせ る 場合 は 5 万 円 を 限度 に 助成 し て き た 。 震災前 は助成の 申 請 は40件程度 だ っ たが、 95

年 度 は 自 宅 の ブ ロ ッ ク 塀 な どが倒壊 し た り 傾 い た ケ ー ス を 対象 に し 、 申 請 を 受け付け た87

件 の う ち 72件 を 助成 し た 。 96年度は震災復興促進 区域外だ け を 対象に し 、 67件 を 助成 し た 0

97年 度 は 、 促進区域 内 で は 、 助 成 眼度額 を 一戸建て住宅で15万 円 、 小規模共同住宅で22万

5， 000 P1 に 引 き 上げた。 主管は財 団法人神戸市公菌緑化協会花 と 緑の ま ち 推進 セ ン タ ー 。

(参考文献)

「 ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク と 都市緑化の展開J 富士原真人 『兵庫 県政学 3 号』 兵庫県 自 治研修所 97年 3

月
? ド ン グ リ タ イ ム ズ 5 号j 96年10月

「 グ リ ー ンサ ミ ッ ト の 開催J 沢木昌典 『 き ん も く せい37号j 何年10月
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[第七節 ま ちづ く 均 支援活動
ま ち づ く り を 進 め て い く た め に は、 住民 と 行政 ・ デベ ロ ッ パ ー が対等 に 話 し 合 え る こ と

が前提 に な る O し か し 、 住民側 に は 知識 も 経験 も 不足 し て い る た め 、 専 門 的 な 立場か ら 住

民 を 支援す る プ ラ ン ナ ー や建築家、 研究者 な どの協力 が欠かせ な い。 両者の 話 し合い を 調

整 し 、 進行 さ せ て い く 役割 も 期待 さ れて い る O

こ の よ う な 期待 を 背負 っ て ま ち づ く り に 関 わ っ て い る コ ン サ ル タ ン ト 、 プ ラ ン ナ 一 、 研

究者た ち は どの よ う な状況に お かれ て い る の か、 と守ん な 意見 を 持 っ て い る の か を 、 神 戸新

聞情報科学研究所が何年 6 月 に 行 っ た 「震災復興 ま ち づ く り 支援活動の 実 態調査J か ら 見

た。

調査は こ う べ ま ち づ く り 人材セ ン タ ー に登録 し て い る 各種専 門 家 の 名 簿 や 、 被災地域で

ま ち づ く り 支援活動 を 行 っ て い る 人 々 に つ い て の '清報 ・ リ ス ト か ら 、 都市計画 関 係 プ ラ ン

ナ ー 、 建築設計家、 大学 ・ 研究機関 の学者 ・ 研究者、 弁護士、 ラ ン ド ス ケ ー ププ ラ ン ナ ー

な ど1 25 人 を 抽 出 。 77人か ら 回 答があ っ た 。 開答者の 職種 は 、 都市計画 関係 の プ ラ ン ナ -

27入、 建築設計家28入、 研究者17人、 そ の 他 9 人。 支援 し て い る 住民組織 は 、 神戸市 内 1 18

団体、 芦屋市13団体、 西宮市 9 団体 な ど計150 団体。

1 ) 支援活動 を 始め た き っ か け (複数回答、 小数点以下 四捨五入)

市か ら の要請、 依頼 44% 

住民 (組織) か ら の要請、 依頼 55% 

ボ ラ ン テ イ ア に 関 わ っ て い て 36% 

調査 ・ 研究活動 で接触 し て 14% 

そ の 他 16% 

2 ) 支援活動 の対象 と し て い る 事業 (複数回答、 小数点以下 四捨五入)

土地区画整理 42% 

再開発 33% 

マ ン シ ョ ン の修理 ・ 再建 29% 

住宅の共同建て替え ・ 協調 建 て 替 え 60% 

地反計画、 建築協定 18% 

そ の他 42% 

3 ) 支援の 中 身 (援数回答、 小数点以下 四捨五入)

住民組織の結成や拡充強化、 学官 会 な ど力 量 ア ッ プへ基礎的支援 75% 

ま ち づ く り 協議会 な ど住民組織の 運営への サ ポ ー ト 56% 

住民活動の 資金確保や活動基盤への ア ドバ イ ス な どの 支援 27% 

地域や被災者、 住民、 事業者の実態お よ び意向調査 と 分析 な ど 43% 

総合的 な ま ち づ く り 構想づ く り 55% 
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住民間 の権利調整 42% 

住民組織同士の交流、 連携への 支援 40% 

住民 と 行政 と の調整 58% 

そ の他 12% 

4 ) 支援活動 に対す る 費用 の受給状況 (複数回答、 小数点以下 四捨五入)

支援対象の住民組織か ら 4定の費用が支 出 さ れて い る 21% 

行政機関等か ら 一定の派遣費用 が支 出 さ れて い る 56% 

支援費用 (報酬) の 受給 は な く ボ ラ ン テ イ ア 活動 で あ る 57% 

そ の他 3% 

5 ) 住民組織 と の 関 係 を 深 め た り 信頼 を 高 め る た め の手法 (被数回答、 小 数点以下 回捨

五入)

専 門分野の枠 を 越 え た ア ド バ イ ス や知 識 を 提供 し て い る 65% 

リ ー ダ ー な ど と 話 し 合 う こ と に よ っ て 課題や ニ ー ズ を 把握 す る 52% 

住民の 視野 を 広 げ る よ う 勇 気 を 持 っ て指導、 提言す る 53% 

学生ボ、 ラ ン テ イ ア や ス タ ッ フ を 動員 し事務や作業 を 手伝 う 29% 

住民の オ ル ガナ イ ザ… 的役割 55% 

行政に対 し住民 の 意 向 や 意見 を 反映す る 役割 52% 

特 に 努力 は し て い な い 4% 

そ の他 13% 

6 ) 支援 し て い る 住民組織 と 行政 (地元 市町) と の 関係 は (小数点以下 四 捨五入)

対等のパ ー ト ナ ー シ ッ プ と 信頼関係が築 か れ て 良好 47% 

行政主導の き ら い が強 く 住民の 主体性が希薄 7% 

住民の 行政不信が強い 11% 

行政が敬遠 し て い る 5% 

そ の 他 17% 

こ の調査結果 に つ い て 、 松本誠神戸新聞情報科学研究調査部長 は次の よ う に 記 し て い る 。

「住民主体の ま ち づ く り が、 震災後の被災地 と こ の 出 に 、 新 し い 時代 を 切 り 開 く 芽 に な

る こ と を 多 く の専 門 家が期待 し て い る 。 そ こ に 、 住民主体の復興 ま ち づ く り の歴史的意義

があ る 。 そ の キ ー ワ ー ド を 握 っ て い る の が ま ち づ く り を 支援す る 専 門 家 で あ り 、 専 門 家 の

機能 を 軸 に し た 、 ま ち づ く り の 総合的 な シ ス テ ム の確立で あ る こ と は 、 今回 の調査か ら も

明 白 に な っ た ( r兵庫地域研究第 5 号j 神 戸新聞情報科学研究所 何年 8 月 )
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l 第人節 ま ちづ く り 支援組織
f震災復興誌j 第 1 巻 に掲載 し た 以外、 あ る い は 1996年 4 月 以 降 に 活動 を 始 め た 主 な ま

ち づ く り 支援組織 は 次の よ う な も の があ る O

{ 阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構] 96年 9 月 、 大 阪 ・ 神戸弁護士会 を 中心 に 関 西 の 法学、

住宅、 都市計画 な どの分野の大学関 係研究者、 ま ち づ く り 関係専 門 家 の ほ か税理士会、 土

地家屋調査士会、 不動産鑑定協会、 司法書士会、 建築士会、 建築士事務所協会 な どが参加

し て 設立。 相談業務、 派遣業務 を 行 っ て い る O 連絡先 ・ 大阪弁護士会O

{神戸 ま ち づ く り 協議会連絡会] 96年 7 月 に 、 神戸市 内 の 33地 区 の ま ち づ く り 協議会が

情報交換 と お 互 い の励 ま し を ね ら い に 結成 し た 。 (第二節参照)

[神戸復興塾} ま ち づ く り に ボ ラ ン テ ィ ア と し て 関 わ っ て い た 大学教 員 、 研究者、 医 師、

コ ン サ ル タ ン ト 、 NPO活動者、 ジ ャ ー ナ リ ス ト ら が、 96年 1 月 に 「市民語 り 部 キ ャ ラ パ

ン 様j を 組織 し 、 東京 に 派遣。 そ の後、 全国各地 に 50 回 出 か け て 話 し 合 っ た 。 こ の グ ル ー

プが核 に な っ て 「塾J を 名乗 り 、 復興 の あ り か た や 支援策 に つ い て 討論 を 重 ね 、 「現場の

矢口」 の蓄積 に 努め て い る O 塾長 は小森星児 ・ 神戸商科大学名誉教授。 97年 1 月 か ら 震災見

学 グ ル ー プ を 受 け入れ る フ ィ ー ル ド ス タ デ イ 「 ま ち づ く り 仮想大学 ・ 神戸復興公開 講座J

を 開 い て い る O 連絡先 ・ 学級委員長大津俊雄 (FAX . 06-231-3788) 

[ コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ事業推進応援団] 95年 9 月 に 協 同 居住型集合住宅の事業化 を

応援す る 都市計画家、 建築家、 匿療 関係者、 仮設支援NGO、 大学研究者、 学生 、 マ ス コ

ミ 関係者な どの ネ ッ ト ワ ー ク が発足。 団長 は 石東直子 ・ 石東都市環境研究室。 96年 3 月 『下

町緊楽住宅の再生/ コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グの 実現 に 向 け て j を 発行。 入居予定者 に 協 同

生活の ト レ ー ニ ン グ な ど を 行 っ て い る O 連絡先 ・ 阪神大震災復興 ま ち づ く り 支譲 ネ ッ ト ワ

ー ク O

{共同再重量支援チ ー ム ] 震災前 か ら 神戸、 大阪、 阪神 間 で 「平成 の 向精 会 J を め ざ し て

共同住宅、 コ ー ポ ラ テ イ ブ住宅 に 取 り 組ん で い た 建築家、 都 市 プ ラ ン ナ ー ら 約30人がチ ー

ム を 作 り 、 95年 4 月 「パ ー ト ナ ー シ ッ プ現共同再建 を すす め る 集 い J を 開 い た 。 街区単位

を 中心 に 、 共 同 再建、 協調建 て 替 え 、 マ ン シ ョ ン 建 て 替 え の 相 談 を 受 け て い る O

連絡先 . FAX078-261-1770 

(参考文献〉

「震災復興 ま ち づ く り 支援活動の実態調査j 松本誠 『兵庫地域研究 5 号』 神戸新聞情報科学研究所 96年 8 月

f き ん も く せい j 38号 96;ド10月 、 |可40号 96年12月
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は じめ に

未曾有 の 大震災の影響 を 、 強 烈 に 受 け た のが都市 イ ン フ ラ で あ っ た 。 現代 の住民 に と っ

て、 ガ ス 、 水道、 電気 な ど ラ イ フ ラ イ ン の壊滅 は 、 古代、 人 々 の前 か ら 太 陽 が姿 を 消 し 、

河の流れが止 ま っ た の と 同様 に 、 い つ で も 存在 し て い る べ き も のが、 突然、 消滅 し た の と

同 じ衝撃 を 与 え た 。 さ ら に加 え て 道路、 交通手段の崩壊、 情報の途絶…。 個 人 レ ベ ル だ け

で な く 、 行政 も 企業 も 、 お よ そ 、 すべての組織が初 め て の体験の対応 に 苦 慮 し 、 混乱 を 極

め た 。 そ し て 、 従来の 防災対策、 緊急対応 で は解決不可 能 な 問題点が数多 く 露呈 し た の で

あ る 。 こ の 章 で は 、 2 年 目 の復旧過程 の 記述 だ け で な く 、 震災後、 新 し く 作成 さ れた 対応、

策や、 余 り に も 巨大 な 災害 の た め 、 復旧状況 よ り も 被害の記述 に 主 眼 を 置 い た 第 1 巻 を 補

填す る 意味 を 込め て 、 初年度の復旧状況 ま で も 併せて記述 し た 。
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い三一節 生活イ ン フ ラ
1 . 電気

真冬の 暁 暗 に 、 突然襲っ た 大震災は、 被災地 を 1 週開近 く も 閣 の 中 に 置 き 去 り に し た。

阪神 間一帯 を サ ー ピ ス エ リ ア に持つ 関 西電力 の発電、 送電、 変電な どの施設が破壊 さ れ、

機能が麻埠 し た か ら だ。 特 に 高 圧 回 線 は 、 神 戸 支庖 三宮営業所管 内 で被害率 は 100% に 達

し た 。 約25， 000本の 電柱 の う ち 約4， 000本が倒 れ、 傾 い た 。 し か し復旧 の 早 さ で は 、 電力

は 同 じ ラ イ フ ラ イ ン の ガ ス 、 水道 を 圧倒 し た 。 供給 ル ー ト の 大半が地上 に あ っ た こ と が有

利 に 働 い た 。 関 西電力 は震災後、 約 1 週 間 で仮復旧 さ せ、 送 電 を 再 開 し た の で あ る 。 そ し

て、 被害 を 受 け た約 2 万近い電力 設備復旧 に 、 延べ約30万 の 人 員 を投入、 大 半 を 1 996年 3

月 末 ま で に 本格復 旧 さ せ た。

「発電J の 復 旧 で は 、 震源地 に 近 く 被害 も 最大 だ、 っ た 東灘 ガ ス タ ー ビ ン 発電所の修復が

唯一の難題だ、 っ た 。 液状化 に よ り 構 内 の 全域が沈下 し た 地盤改良 を は じ め 、 被災 し た 機器

基礎の不等沈下の修正な ど発電設備の復旧 に新た に 「東、灘 ガス タ ー ビ ン 工事所J を 新設 し 、

同年 6 月 に よ う や く 復旧工事 を 完 了 さ せ た 。 「送電J で は 架空送電設備 (鉄塔、 碍子、 電

線) を 仮柱 に よ る 仮復旧や電線の張 り 替 え 、 碍子の取 り 替 え な どで震災 2 日 後 に 、 地 中 送

電設備 も 仮設 ケ ー ブ ル や移動用 ト ラ ン ス の設置で 1 月 21 日 ま で に 、 そ れぞれ仮復旧 さ せ た 。

本復旧 は 、 ボ ー リ ン グ調査や被害部位の 計測 な どで被害状況 を 詳細 に 調査 し 、 さ ら に復旧

目 標期 日 を 設定 し て工事 を 進め た 。 そ し て 、 鉄塔、 敷地、 碍子、 電線の異常 は 1 995年 8 月

末、 地中 送電設備の う ち 通電不能 に な る 恐れの あ る 設備 は 、 同年 6 月 末 に 、 そ し て恐れの

な い 設備 は 翌年10月 に 、 本格復 旧 の すべ て を 終 え た 。 「変電J は 主要設備 に 被害 を 受 け た

こ と か ら 、 広範囲 に わ た る 大規模停電 の原 因 と な っ た が、 他の支庖 か ら 移動変圧器 を 運 ん

で 据 え付 け る な ど し て 応急復旧 し 、

震災の26時間後 にすべて の変電所か

ら の 電 力 供 給 が 可 能 な 体制 を 取 っ

た。 本格復旧 は 「神戸超高圧変電所

工事所」 を 設置す る な ど、 96年 3 月

末 ま で に すべ て を 完 了 さ せ た。

「配電j の復旧 は 、 そ れぞれに 目

標 を 立て た 上で作業 に 着 手 し た 。

仮復旧 の 期 開 は 1 月 24 B � 3 月 8

日 開 と し 、 応急送電容量 を 増加 し 震

災前 の電力 に 近付 け る 工事。 内 容 は

分 断 ル ー ト の復元や不 良 ケ ー ブ ル の

(表 1 ) 災害の復旧 宮 襟

ス テ ッ プ

応急送電

2 仮復旧

3 本復!日

4 本格復興

内 容 ス ケ ジ ュ ー ル

- 重要負荷、 生活用電力への 5 日 以 内 に 全
応急送電 土或

- 応急送電容量の増強 と 設備
安全の向 上のた め の仮工事 2 ヵ 月 程度

- 仮設住宅、 工事m電源への
供給工事

半年� l 年
- 仮復旧設僚の移設、 改修

- 街の復興に合わせた新 し い 復興計爾 と 整
設備形成 合を と る (数

年)

(関 西霞力 資料)
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取 り 替え 、 折 れ、 傾 い た 電柱の建て替え や改修、 余震 で倒壊の恐れの あ る 家屋 な どへ の 電

線防護管の取 り 付 け な どで 、 約4， 000 の 支持物 を 復 旧 さ せ た 。 本復旧 は 3 月 9 B �翌 96年

3 月 31 B の 関 で、 利用者の要望や仮設住宅 ・ 工場への対応や、 f軒並み復興 に即応 し た 記電

設備の復旧 が基本方針。 4 段階 に 分 け て 実施 し た 。

(表 2 ) 本復IB の方策

ス テ ッ ブ 方 策

I - 梅雨、 集 中 豪雨 に耐 え う る 設備 の構築 (� 5 月 )

2 - 夏季 ピ ー ク に 耐 え う る 設備の構築 (� 6 月 )

3 - 台風時期に耐 え う る 供給力 の構築 (� 8 月 )

4 - 設備の信頼度復必 (�翌年 3 月 )

(関 西電力資料)

{街づ く り に合わせ本格復興 を }

本復旧 の あ と は 本格復興で あ る O 本格復興 は 、 以下の基準 で行 な わ れた 。 本復旧 で 手 を

付 け な か っ た 設備 は 、 安全上問 題が な い た め 緊急 を 要 さ な い も の だか ら 、 1 996年度以 降 に

復興改修 と し て 行 な う こ と と し た 。 具体的 な 方策 と し て は 、 ま ず 「架空設備J は、 都市開

発や道路改修復興 に合わせて行な い 、 緊急J性 を 要 し な い も の は恒常的 に 改 修す る こ と に し

た 。 こ の 方 針 に 基づ き 、 96年度 中 に 支持物2， 220本の う ち 747本 を 改修 し た 。 「 地 中 設備J

は管路12 ヵ 所、 ケ ー ブ ル63条径 聞 を 改修 し た が、 96年度 中 に 改修 出 来 な か っ た も の は 、 今

後、 関係企業 と 調整 し た 上 で改修す る こ と と し た 。 「住宅復興への対応j で は 、 新規 に 建

設 さ れ る 公営住宅 で は 、 可能 な 眠 り 希望 日 ま で の対応 を 図 り 、 進捗 中 の街づ く り で は 、 新

し い 街並み に ふ さ わ し い 電力設備 の形成 に取 り 組 む 。 ま た 、 震災で被害 を 受 け た 関電神戸

支店 ピ ル は 、 96年 5 月 に地上部分が解体 さ れ、 そ の 跡 に電力 防災拠点 と な る よ う 設計 さ れ

た新神戸支出 ピ ル が建設 さ れ る こ と に な っ た 。

な お 、 関 西電力 で は震災の反省 を 踏 ま え 、 今後、 発生す る 大規模災害 に 対応 出 来 る よ う

に 4 項 目 か ら な る 防災体制 の 整備 を 行 な っ た 。 初動体制 の 見車 し で は 、 供給エ リ ア 内 で震

度 6 以上の 地震が発生 し た場合、 た だ ち に 非常災害対策本部 を 設置す る こ と と し 、 日 常的

に携帯電話 や ポ ケ ッ ト ベ ル 、 一斉連絡装寵 な どの情報 ル ー ツ の充実 を 図 る O 次 に パ ソ コ ン

を 使 っ た 災害情報 シ ス テ ム を 早期 に構築 し 、 災害情報の早期収集が可能 な 体制 を つ く る O

震度 5 以上の地震発生 の場合 に は 、 供給エ リ ア 内 の府県 ・ 政令指定都市 に 災害情報 を 提供

す る と し た 。

高圧発電機車 を 8 台増強 し 16台体制 に し た の を は じ め 、 給水車、 サ ポ ー ト カ ー を 新 た に

配備す る な ど、 対災害装備 の充実 を 図 る O 最 後 に 災害時の通信手段 を確実 な も の に す る た

め 、 今後 5 年 間 に約51億円 を 投入、 大阪の本屈 と 8 支宿、 3 支社 (東海、 北 陸 、 若狭) に

そ れぞれ代替業務拠点 を 新設す る ほ か 、 災害時 の 幹部、 社 員 、 作業員 と の 通信手段 も 、 デ
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ジ タ ル方式の新移動無線 シ ス テ ム の導入や通信衛星 の 導入 で充実 さ せ る O 現在、 本 ・ 支社

と 支庖、 支屈 と 営業所 ・ 送 ・ 発電施設 問 に は 、 情報通信 回 線 と し て 2 系統 の 光 ケ ー ブ ル が

5 1 か れて い る が、 震災な どで支社 ・ 支庖が倒壊す る と 、 回線は 生 き て い て も 通信 は 途絶 え

る O そ こ で通 信 イ ン フ ラ を 整備 し 、 業務が代行で き る 拠点 を 加 に新設 し 、 2 系統の う ち I

系 統 を 代替拠点 を 経 由 す る ル ー ト に 変更、 危 険 回 避 を 国 る こ と に し た 。

2 . ガス

そ の 拐 、 大阪市 中央区 に あ る 大阪 ガ ス 本社 6 階の 中 央指令室 に は 、 各地 か ら 次 々 と ガス

漏 れ情報が送 ら れて き た 。 被害状況が次 第 に 明確 に な る に つ れ、 神戸地域が激 し く 、 中 で

も 神戸 2 、 神 戸 3 ブ ロ ッ ク (東灘、 灘、 中央、 兵庫、 長 田 区の全域 と 、 須磨 区 、 芦屋市の

一部) は 、 大被害 を 受 け て い る こ と が分か っ た 。 兵庫供給部への ガ ス 漏 れ情 報 は 、 午前10

時 で250件 を 超 え 、 す で に 供給部の 人 員 で は対処で き な く な っ て い た 。 ガ ス 漏 洩 の 危 機 は

広 が り つ つ あ っ たが、 ガ ス は 一旦 ガ ス ブ ロ ッ ク のバ ル ブ を 閉鎖す る と 、 復!日 に は膨大な コ

ス ト と 労力 が必要 に な る O 午前10時半、 出社 し て 対策本部長 に な っ た 領 木新一郎 ・ 大阪 ガ

ス 社 長 は 「安全か、 そ れ と も 停止後の復旧 コ ス ト と ユ ー ザー への不便J の ど ち ら を 取 る か

の選択を 迫 ら れた 。 1 時 間後、 「安全 を j の 判 断が下 さ れ、 38万戸 を エ リ ア に 持つ神戸 2 、

(図 1 ) ガ ス供給停止地区 (行政区別)
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3 ブ ロ ッ ク の バ ル ブが閉 ざ さ れた。 大 阪 ガ ス 90年の歴史上、 初 め て の こ と で あ っ た 。 そ の

後、 川 西、 伊丹、 宝塚市 と 西宮市の一部、 猪名 川 、 豊能町の 10万戸、 続い て 芦患、 西宮市

の 残 り 全域、 神戸 1 ブ ロ ッ ク の22万戸、 夜の 9 時 に な っ て神戸市の残 り と 明石市の一部の

ガス が止 め ら れた 。 合言1'86万戸であ っ た 。

復旧が開始 さ れた 。 翌 々 19 日 に は 、 大 阪 ガ ス の 要請 を 受 け た 日 本 ガ ス 協 会 か ら の 応援隊

第一陣1， 704人が、 兵庫 地 区対策本部 に到着 し た の を は じ め 、 最終的 に は 東 京 ガス 1 ， 400人

な ど計3， 700人の応援 を 得 て 、 大 阪 ガ ス 6， 000人 と 合わせ 1 万人態勢 に よ る 作業が続け ら れ

た 。 都市 ガ ス は 製造所 (大阪 ガス は 泉北 と 姫路) で造 ら れ、 こ こ か ら 高圧 、 中圧、 低圧 の

導管 を 経 て ユ ー ザ} に 供給 さ れ る 。 調査の結果、 製造所や幹線で あ る 高圧 導 管 に 被害 は な

く 、 中庄導管 も 僅 か な損傷で済んだ。 被害が集 中 し た の は 、 現行基準 の 適 用 以前 に 設置 し

た低圧導管の ね じ継子部分で あ っ た 。 同 じ導管で も 、 現在採用 し て い る GM II やSGM な ど、

機械的接合法 を 用 い た 導管 に は 十分 な 耐震性が確認 さ れ た 。 ユ ー ザ ー の 内管 設備の被害 も

ね じ継手部分で あ っ た 。 ポ リ エ チ レ ン 管、 溶接鋼管、 フ レ キ シ ブル管 に は被 害 は な く 、 ま

た 、 震度 5 相 当 の 地震の発生 時 に 感震器が作動 し て ガ ス を 止め る マ イ コ ン メ ー タ ー も 機能

を 発揮 し 、 屋 内 で の 災害防止 に 貢献 し た こ と な どが分か っ た 。

(図 2 ) 供給停止シ ス テ ム の概婆

空襲圧器 緊急 し ゃ断弁 整庄器 裳圧器

的ン問山盟盟両醒盟副醸関白国
製造所 i童際しゃ断システム 遠隔しゃ断システム 感震しゃ断システム

(ス 五二一ふい 一戸)
i 在感知すると自動

的に供給停止。

( r近代消 防'97{ド 2 月 臨時増 刊 号D

作業 は 難航 し た 。 交通網 の 大混乱、 ガ ス 管 の 中 に 入 っ た大量の水 と 士砂の排除、 管 内 カ

メ ラ を 使 つ て の修繕笛所の特定な ど、 時 間 、 人員 を 予想以上 に 必要 と す る 難事業で あ っ た

か ら 、 1 日 2 万戸 を 復旧 さ せ る プ ラ ン は 、 当 初 は 4 分の l し か、 は か ど ら な か っ た の で あ

る 。 そ の た め 、 2 月 末 に は水抜 き 、 掘削、 管 内 カ メ ラ の 3 専 門 班 に 分担、 作業に 当 た る こ

と に し ス ピ ー ド ア ッ プ を 図 っ た 。 こ う し て 4 月 1 1 日 、 延べ72万 人 を 動 員 し た復旧事業 は 、

作業に乗 り 出 し て 85 日 目 に 完了 し た 。

[ 5 ヵ 年計画で地震に万全の対築 臨 指す }

大 阪 ガス は こ れ ま で も 地震 に対す る 備 え と し て 、 ポ リ エ チ レ ン 管や マ イ コ ン メ ー タ ー の

導入、 供給停止 フ守 口 ツ ク の形成、 緊急通信 シ ス テ ム の確保な ど様々 な対策 を 講 じ て き た 。
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今 回 、 震災の貴重 な 経験 と 、 資源エ ネ ル ギー庁の 「 ガ ス 地震対策検討会」 の作成 し た 報告

を 元 に 、 従来の 地震対策 を 練 り 直 し 、 新 し く 「地震対策 5 ヵ 年計画J ( 1995年度� 1999

年度) を ま と め た 。 今後、 同計画 を ベ ー ス に 各年度毎 に 実施計画 を 策定 し 、 可 能 な も の は

即実行 に 移 し て 行 く こ と を 決 め た 。

計画 の 基本的 な 考 え 方 は 、 今回 の 被害状態 を ベ } ス に 、 製造設備、 高圧 ガ ス 導管 に 加 わ

る 局所 的 な 震度 7 ク ラ ス の 地震への対応一ーと し た 。 設備被害防止で は 、 中 圧導管は継手

部分の補強や入替 え を 実施、 低圧導管 は新設 は も ち ろ ん、 既設のね じ接合導管 の ポ リ エ チ

レ ン 管への入替え を 計画 的 に 行 な う O 内管 の ポ リ エ チ レ ン 管導入 も 促進す る と し た 。

被害の状況 を 迅速、 正確 に把握 し復旧体制 を い ち 早 く 構築す る た め 、 地震計 を 現在 の34

ヵ 所か ら 225 ヵ 所 に 増設す る ほ か 、 地震被害予測 シ ス テ ム 、 ガ ス 漏れ通報の 自 動集計 シ ス

テ ム を 導入 し 、 供給停止地域 を 絞 り こ む た め に 現在の55 ブ ロ ッ ク を 120 ブ ロ ッ ク に細分化

す る O 供給遮訴の 自 動化 と 遠 隔操作化 を 図 る た め 、 低圧導管 の 感震 内 勤 遮 断 シ ス テ ム を

3， 000 カ 所 に 、 中庄導管の遠隔遮断 シ ス テ ム を 300 ヵ 所 に 導入す る O さ ら に 、 本社の通信設

備が破壊 さ れ た 場合 に 備 え 、 中央指令サ ブセ ン タ ー を 設置 、 本社、 事業所 間 の通信 シ ス テ

ム の多重化 を 凶 っ た ほ か、 ポ ー タ ブ ル衛星局 を 21 ヵ 所増 や し37 ヵ 所 に し 、 侮星通信事 も 増

強す る 予定。

震災時 の 経験や貴重 な ノ ウ ハ ウ か ら 復旧体制 ・ 復旧 マ ニ ュ ア ル も 見霞 し 、 2， 000�3， 000

戸 ほ どの復旧 セ ク タ ー を 設定 し て 日 常か ら 維持管理す る ほ か、 復旧基地、 輸送 ル ー ト 、 要

員 確保 に 関 す る 兵 た ん機能 も 強化 し 、 生活支援サ ー ピ ス 、 代替手段 に よ る 臨時供給な どの

顧客支援の具体的措置 を 決め る な ど、 万全の対策 を 講 じ る 。

ラ イ フ ラ イ ン 強化へ提携
震災の貴重 な教iUl\ を 生か し た 堅同な ラ イ フ ラ イ ン の構築が、 幾っか計画 さ れた。 ま ず、 1 995#: 7 月 に兵庫県

! が、 神戸市長田 区 か ら 西宮 市 ま で延長18. 9kmの国道 2 号 線下 に ガ ス 、 水道、 脳 な どの幹線 を ま と め て収納す
る 「幹線共同議」 の建設 を 計雨。 ラ イ フ ラ イ ン 動脈の強化や被災儀所の早期発見 ・ 後1f1 を い おす。 2 号線では
国が神戸市中央区~ 長 田 区 澗 で 「神戸共同溝J (6. 5km) を建設中だが、 今[ft1の渓災て、 も 被;与が少 な く 耐反性が
証明 さ れた。 計両に よ る と す で に設置済みの西宮共同溝、 尼崎共 同撲の12ぺ闘で、 H体化 さ せ、 将 来 は 、 大阪 市
側 の淀川、 福島、 梅 田 、 城東の各共 同 溝 と 結 び、 大阪 ・ 城東区か ら神μ . 1dH Iメ Nll36kmが大兵[rili誇でキltばれる
こ と に な る 。

平方、 神戸市で も 、 同 主f 8 月 、 市 の 北部 を 走 る 市道LLJ手幹線の地 ト に ガ ス 、 ;j(i度、 浴父、 認:誌 な ど ラ イ フ ラ
イ ン を埋設する 「神戸 山手共同議J (須磨区 中央区7. 7km) を 整備する ，lf闘で、 20()生年度完成 を ! l 析 し減免'(こ
入 っ た 。 さ ら に 、 9 月 に兵庫県は破損 し た 水道管や ガス 管の場所 を 、 各 事業名ー し か抱擁 さ れ て い な い こ と が復
旧の遅れ を招 い た こ と か ら 、 ラ イ フ ラ イ ン の位置や、 構造に つ い て の情 報 を 一 厄化、 T'fJ!llす る 新 シ ス テ ム を 開
発す る こ と を 「交通基盤復興基本計関ijJ に盛 り 込んだ。 ま た、 道路 を 符E唱す る い1 ゃ れ 治体; と 'H業 fí' と の情減交
換が不 ト分で、 道路を掘 り 起 こ し て ガ ス 管 を 修理 し た あ と 、 水道管修理で再び道路 を 掘 る な ど効〉干の 怒 さ が 目
立つ こ と か ら 、 2005年 ま でに 「 ラ イ フ ラ イ ン シ ス テ ム 協会j を 設立、 道路管理者や事業者がデー タ を 共有 す る
こ と で災害時の迅速 な対応を 目 指す こ と に し た 。
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3 . 上水道

地震発生 と と も に 、 停電、 施設の破損 や 阪神水道企業団 か ら の 送水停止 で 、 神戸市 内 は 、

ほ ほ全域 に わ た っ て 断水状態 に 陥 っ た 。 貯水池、 導水路、 浄水施設、 送水施設、 配水池 な

と守基幹施設の損傷 は比較的少な か っ たが、 給 ・ 配水管 は 大損傷 を 受 け た 。 水道 シ ス テ ム が、

こ れ ほ ど大規模 な 被害 を 受 け た の は 、 世界で も あ ま り 例 の な い こ と だ っ た の で あ る O

神戸市 の水道 は 、 標高900 m の 六 甲 山系 と 海岸部 に 挟 ま れ た 、 起伏 と 高 低 差 の 激 し い 地

形 を 克服 し て敷設 さ れて き た た め 、 シ ス テ ム の 上 で 3 つ の特徴があ る O

第 1 は 、 市 内 に 大 き な 水源がな い た め 、 全体の約75% の 水 を 琵琶湖 ・ 淀川 を 水源 に し た

阪神水道企業 団 か ら 受 け 、 残 り は兵療県営水道 と 千刈 ・ 布引 ・ 烏原の 3 貯水池 と 市 内 の 小

河川 か ら 充当 し て い る 。 販神水道企業 団 か ら の水 は 、 六 甲 山系 を 東西 に縦 断す る 2 本の 送

水 ト ン ネ ル で送 ら れ る が、 こ の ト ン ネ ル は神 戸 市の西部の垂水 ・ 西神 地 区 ま での送水幹線

の役割 も 果 し て い る 。 第 2 に急斜面 の多 い 町 だ け に 、 適切 な 水圧 で く ま な く 配水す る た め

に 1 1 9 ヵ 所 の 配水池、 46 ヵ 所 の ポ ン プ場 を 用 意 し 、 こ の 配水池か ら 地形 の 勾 配 を 利用 し た

自 然流下 を 生 か し て 配水 し て い た 。 市街地で、 は標高30m ご と 、 東西 2 � 4 km ご と に 配水 ブ

ロ ッ ク が設 け ら れて い る O

第 3 に 、 数多 い施設 を 効率 的 に 管理す る た め 、 奥平野浄水管理事務所内 に 中 央監視セ ン

タ ー を 置 き 、 テ レ メ ー タ テ レ コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム に よ る 遠隔監視 と 、 7，Í(量 コ ン ト ロ ー ル

を 行 な っ て い る O 以上が特徴であ る O

震災発生時、 市帯地 の 配水池 は 、 ほ ほ満水状態 で、 あ っ た 。 そ れが 1 � 2 時 間 後 に 大半が

空 に な っ た の は 、 配水管 の損傷 に 加 え 、 膨 大 な 数の給水管被害が短時 間 に 配水池 内 の 水 を

(図 3 ) 層別配水系統
(土地の高 さ と 配水浴の数)

(1神戸の水道J)
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消 え さ せ た た め で あ っ た。 こ れが、 そ の 後の復!日 時 に 管 内の水圧 の 上昇 を 阻み 、 漏水箇所

の発見 を 困 難 な も の に し た 。

配水池か ら 水 を 奪 っ た 配水管の損傷 は 、 1 ， 757件。 被害の 原 因 は (a) 管体の割れや折れ、

(b) 継 手 の 抜 け 、 (c) 管路属 具 の 事故 、 の 3 つ に 分類 さ れ る が、 管 体 の 頑 丈 さ が問 わ

れ る (a) は 、 平 く か ら 材質 の 優 れ た ダ ク タ イ ル鋳鉄管 に 敷設替え し て い た た め 、 事故率

は 17%であ っ た 。 問題は (b) で、 全体の55% を 占 め た 。 事故が集 中 し た 筒 所 は 、 液状化

を 起 こ し た 臨海部 ・ 埋立地 ・ 人工島や、 地滑 り 、 道路崩壊 を 生 じ た 地域お よ び 盛土の造

成地、 !日河川埋立地 ・ 河川 沿い な どだ っ た が、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の a部、 六 甲 ア イ ラ ン ド

な どで使用 さ れ た 耐震継手管 に は被存は見 ら れず、 優れた耐震性がiliE �ifJ さ れ た c 一方、 給

水管の修繕件数は89， 584件で、 こ の う ち 道路 上 は 14 ， 561件、 宅地内 は75， 023件で、 損傷内

容 は 管 の 折 れ ・ 抜 け な どで、 いずれ も 家臣 の倒壊や道路の変状に よ っ て 起 き た 。

復 旧作業 は 、 給水車 で、市民 に 応急給水す る }J、 給 ・ 配水管 の 漏水筒所 を 発 見 ・ 修復 し

て行 く 方法 を 取 っ た。 応急給水用 の 水 は 、 以前か ら 整備 さ れ て い た拠点配/j(油の 緊急遮断

弁 シ ス テ ム が作動 し 、 21 ヵ 所 の う ち 1 8 ヵ 所 で神戸 市 全体の9. 3 日 分 ( 1 人 1 日 3 R， 計算)

42， 000 ぱ の水が確保 さ れた 。 阪神水道か ら の 送水は l寺的 に ス ト ッ プ し たが、 間 も な く 再

開。 平常 と 比べ量 は不十分であ っ た が、 順次、 各地の配水池 に 補給 さ れ た 。 復 旧 は 、 他都

市か ら の応 援 も 得て進め ら れ、 道路 仁修繕 に延べ30， 377入、 宅地内修繕 に 同 1 1 ， 1 19 人が従

事 し たが、 応急復!日 は 4 月 18 日 ま で掛 か っ た の で あ る 。

[ 1 5年計画で市民が安心 し て使 え る 水道づ く り を }

応急復!日 に 10週間 も 要 し た な ど反省 点や教訓 も 多 か っ た 。 庁舎の破壊、 交通渋滞、 水量

不足、 多過 ぎ た応急給水先、 給水量 の不足 な ど、 大部分が事前 の想定か ら は 考 え ら れ な か

っ た も の だ っ た の で あ る 。 ま ず、 水道局 の あ る 本庁舎 6 階が、 上部階の崩壊で押 し つ ぶ さ

れ一時 的 に すべて の情報が失 わ れ、 状況把握 と 分析、 対策の立案な どが停滞 し た 。 応急給

水の基地か ら 避難所 ま で の 運搬 も 、 交通渋滞 と 倒壊家屋 な ど に よ る 道路の封鎖で大幅 に 妨

げ ら れた 。 給水準の 市民への広報の在 り 方 も 問題 に な っ た 。 タ ン ク 運搬給水 に は 限 界があ

り 、 早 い 時期 に 管路に よ る 応急給水 に 切 り 替 え る 必要があ っ た 。 さ ら に 、 r fî誌の必要 と す

る 水最 は 経過 日 数 と と も に 増加 し 、 従来計i耐 の i rtî L\!: 1 人 1 11 :3 R， を 1 週 間 分j で は 不足

で、 用 途 も 飲料水以外に ト イ レ 問 、 フ ロ 丹1 な ど、 生活用水の需要が伸 びて い る こ と も 分か

っ た 。 こ の結果、 神 戸市水道 局 で は 19951f 7 月 に 「神戸 市水道施設耐震化基本計画J を 策

定 し 、 市民が安心 し て水道 を 使 え る よ う 、 今後15年程度 の実施計Lmîで施設 を 整備 し て行 く

こ と を 決め た 。

同計画 に よ る と 、 ト ン ネ ル 、 浄水場、 配ぶ池 な どの 「基幹施設」 は 危険分散、 地域 聞 の

相互パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム 、 施設の若桁化への対応 を 考慮 し て 耐震化 を 行 な う 。 「緊急、貯

留 シ ス テ ム J で は 、 応急給水時の 運搬給水基地 と し て 、 震災で有効 に機能 し た 竪急遮断弁
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シ ス テ ム を さ ら に 充実 さ せ る た め 、 従来の21 ヵ 所か ら 臨海部で、 の耐震貯水槽 も 合わせ、 33

ヵ 所 にす る が、 す で に 95、 96年度で 6 ヵ 所 を 増 設、 27 ヵ 所 に 増 え た 。 「配水管」 で は 、 幹

線500m 、 支線200 m 開 隔 で、格子状 に 設置 さ れた 配水管 を 耐震化 し 、 応急給水の効率化や通

常給水の早期復 旧 を 関 る な どで あ る O

(関 5 ) 緊急遮阪弁 シ ス テ ム の概念悶

-緊憩遮簡弁システム概念酪

書留Ølll支寝室再E�蹴叫橿畢

(1神戸の水道J)

「大容量送水管J は 、 水需要増加への対応 と し て 六 甲 山 中 を 縦貫 し て い る 2 本の 送水 ト

ン ネ ル に 加 え 、 新 た に市街地 を 通 る 第 3 の ラ イ ン を 建設す る も の であ る O 貯留機能 を 持 ち 、

交通渋滞 な どで、給水の運搬が鼠難 に な っ た 時 に は 、 市街地 の 防災拠点 と 結 ん で応急給水に

も 対応 で き る ほ か、 配水池が被災 し た場合 に は直接配水に切 り 換 え 、 早期通水 を 可 能 に す

る O 芦屋市境 か ら 奥平野 ま で を シ ー ル ド ト ン ネ ル で結ぶが、 将 来 は 、 阪神 間 を 貫 く 大幹線

と し て 大 阪 な ど と の相互広域パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム に 発展す る 可能性 も 含ん で い る O

(凶 6 ) 大容重量送水管イ メ ー ジ
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( 1ヌ1 7 ) 大容量量滋水管妨災拠点での利 潟 イ メ ー ジ

n :;�'，îHこ 5!i�い;](i包づ く り J)

震災以降、 神戸市 は耐震性 の 強 い ダ グ タ イ ル 管 へ の 交換 を 急 ぎ、 95、 9 6年 度 中 に 約 120

kmの酎震化 を 行 な い 、 総延長約4， 000kmの う ち 420kmの 配水管が耐震化 さ れ た 。 以上の計画

の た め に 、 関 8 の よ う な 5 つ の 目 標 が定め ら れ、 今後の震災 に 備 え 実施 さ れ て い る O

( 図 8 ) 耐震化の富十翻 目 標
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主 な給水:方法 と 市 民 の水の運搬距離
3 臼 ま で . 運搬給水、 耐震貯水槽か ら の給水 ( l km 以 内 )

1 0 日 ま で ・ 幹線付近の仮設給水栓 (250m 以 内)

2 1 日 ま で ‘ 支 線 上 の仮設給水栓 ( 1 00 m 以 内 )

28 8 ま で : 仮配管に よ る 各戸給水や共用 桧 ( 1 0m 以 内 )

確保

( 1神戸市ぶ道 シ ス テ ム の復旧 と 復興J)
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4 . 下水道

都市下水道 の排水方式 は 、 分流、 合流 の 2 1j式で、 あ る 。 分流 は汚/j'( と 雨水が別 々

に よ っ て排 出 さ れ る の に 、 合流は [，îJ �- の 管 � で行 な わ れ る 。 阪神 間 の 5 都 市 で は 、 神 、

宝塚市 は 分流式、 西宮、 芦屋市 は併用、 尼崎市 は合流式 を 採用 し て い る 。 管 渠施設の総延

長 は6， 353km、 処理場 は 17、 ポ ン プ場 は 1 18 ヵ 所で あ っ た 。 今度の地震 で は 、 そ れぞ れ に 被

害が出 た が 「今 ま で の 地震 と 異 な り 、 下水道施設の完備 し た都 市 で、起 き た 直 下型地震 で あ

っ た た め 、 下水道施設の被害の特椴 と 弱 点が明 ら か に な っ た J (花 1 ) 、 と 関 商 ラ イ フ ラ イ

ン 研究会 は 、 被害の特徴 を 指摘 し て い る 。

各市 と も 、 破損 し た管渠の修理や渡諜 を 1 � 3 週 間 か け て 実施す る と と も に 、 地盤、 路

面の損傷 の 激 し い 箇所で は 、 人孔か ら の n 視で 第 s次の被害調奇 を 行 な い 、 そ の 結果 に

づ き 、 人 間 が入 れ な い小型管渠で は テ レ ビ カ メ ラ を 入 れて披損 を 調べ、 大 管渠 で は tì 視

か、 人 間 が内 部 に 入 っ て確認 し た 。 し か し 、 河川 を 横 断 し て い る 管渠や処理場か ら の 放流

渠、 水量 の 多 い 幹線管渠 な ど は 、 調査にi替水夫や水中 カ メ ラ を 必要 と し た 。 管渠の被害調

査だけ に 1 � 3 ヵ 月 も 費 や し た の は 、 下水管渠 の 総延長が膨大で、 し か も 地 中 に埋設 さ れ

て い た こ と 、 幹線管渠で は 大量 の 下水の水勢が激 し く 調査が危険で、 あ っ た こ と 、 さ ら に 、

破損箇所が漏水 に よ っ て特定出 来 る 水道 と 異 な り 、 被害箇所の特定に は詳細 な 調査が必要

で あ っ た こ と 、 な どで あ っ た 。

管渠の延長に対す る 被害 の 割 合 は 、 阪神 間 5 市でO. 9�4. 6%で、 平均被害率 は2. 4%。

こ れ は宮城県沖 地震の4. 5倍であ っ た 。 被害 は 管渠本体 ・ 継手 部 ・ 人孔 と 管 と の接続部 ・

人孔にそ れぞれ発生 し 、 流入 し た 液状化土砂の 波諜延長 も 長か っ た 。 た わ み性の 大 き な プ

ラ ス チ ッ ク 管 (塩化 ビ、 ニ … ル 管 と FRPM管) に も 被害が生 じ 、 こ れ も 地震 に 対 し て 万全で

は な か っ た 。 過去の 地震被害で は 見 ら れ な か っ た被害例 と し て 、 深 い 幹線管渠 の被害発生、

コ ン ク リ ー ト 管 の管軸方向 の ク ラ ッ ク の 大最発生、 推進用特厚 コ ン ク リ ー ト 管 と シ ー ル ド

ト ン ネ ル 2 次覆工の被害発生が挙 げ ら れ る 。 中 で も 処理場 ・ ポ ン プ場の被害は深刻で、 、 施

設の多 く が一時 的 に機能 を 停止 し た が、 地震発生が雨量 の 少 な い冬季であ っ た こ と が幸 い

し た 。 被害の 原 因 は 、 地盤の液状化で あ り 、 護岸の移動 に よ っ て 被害が拡大 さ れた 例 が多

く 、 特 に 、 地盤改良 を 施 さ な か っ た東灘処理場 は 、 長期 に わ た り 機能低下 を 引 き 起 こ し た 。

そ の半面、 地盤改良 を 施 し た ポ ー ト ア イ ラ ン ド処理場の 被害が小 さ か っ た こ と は 、 今後の

処理場 ・ ポ ン プ場 の 地震対策 を 考 え る 上で貴重な教訓i に な っ た 。

5 市 の 中 で最大の被害 を 受 け た 神戸市の対応 は 、 以 下 の よ う な も の で あ っ た 。 汚水管路

施設で は 、 全管路延長3， 315胞の う ち 63kmが被災。 管路の流下能力 の 壊滅 し た も の か ら 、

ク ラ ッ ク が入 っ た 程度の軽い も の ま で被害度 は様々 だ、 っ た が、 埋設深度の深い管路の被害

は浅 く 、 深度の浅 い校総管路な ど は被害が深 か っ た 。 緊急調査に よ り 、 流下能力 を 失 っ た

管路は比較的短期 間 で応急復旧 を 完 了 さ せた の で、 浸水被害 を 発生 さ せ な か っ た。
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処理施設 は 、 市 内 の 7 処理場の う ち 、 3 処理場で処理機能停止、 低下 を 招 い た。 機能が

低下 し た 2 処理場 は 、 震災後で流入水量が少 な か っ た こ と と 、 応急復旧 を 早期 に 完了 し た

こ と か ら 下水処理 に 重大 な 支障 を 及ぶ と こ ろ ま で は 進展 し な か っ た 。 105 日 間 、 処理機能

を 失 っ て い た 東難処理場 で は 、 隣議 し た運河 を 締め切 っ て 設 け た仮沈殿池 を 使用 し て処理

を 継続 さ せ、 放流海域 の 汚染 を 最小 限 に抑 え た 。 神戸市の下水道 シ ス テ ム の すべてが復!日

し た の は 、 東灘処理場の 応急復旧 が な っ た 1995年 5 月 l 日 で あ っ た 。 だが、 こ れ は、 あ く

ま で応急復!日 で あ っ て 本格的復旧 ま で に は 、 ま だ、 か な り の 年 月 が必要で、 あ っ た 。

東灘処理場 は神戸市東灘 区 の 臨海部埋立地 に 位 壁 し 、 東灘 ・ 灘 区 と 中 央 区 の 生 田 J I I 以東

を 計瞬処理区域に持つ 神戸市最大の 下水処理場 で あ る O 震災に よ る 液状化 と 、 そ れ に 伴 う

側 方流動で施設の大半 に 大 き な被害 を 受 け た 。 運河護岸の崩壊、 j骨動 に よ る 流入水路の変

位、 損壊の ほ か、 水処理施設や管理本館 ・ 脱水機棟の基礎杭 も 破壊、 配管廊 も 破損 ・ 浸水

し 、 内部の機械 ・ 電気設備が水没 し て 運転が停止 し た 。 処理機能 の喪失 に 伴 う 緊急措置 と

し て 、 前述 し た よ う に 、 ま ず、 運河を締め切 り 仮沈殿池 を 設 け て 処理 を 行 い 、 公共用水域

の 汚染 を 防 い だ。 次 に 応急復!日 と し て 、 処理再 開 に 必要 な 導水渠や ポ ン プ設備 な どの機能

閥復の た め の 緊急工事 を 実施 し た 。 さ ら に被害の軽い南分場の水処理施設 を 本復旧 さ せ た

ほ か、 本場の 一部 も 応急復旧 さ せ流入水量 に 見合 う 機能 を確保 し た 。

本絡復 旧 で は 、 撤去 ・ 新設す る 施設 は新 し い 設計基準 に 基づ き 、 環境対策、 耐震強化対

策 を 隠 っ た も の と し 、 新設す る 「本場水処理施設j は 、 敷地面積 に 制 限 を 受 け る た め 、 構

造 は 深層 エ ア レ ー シ ョ ン タ ン ク 、 2 階層 式最柊沈殿池 と す る 。 「脱水機棟j は 本場水処理

施設 5 � 7 系列跡地 に 新設、 環境対策 の た め ケ ー キ ホ ッ パ ー を 併 設す る 。 「管理本館」 は

滞水池上部に建設す る ほ か 、 処理場用 地 の 護岸 は 耐震構造で復旧 し 、 汚水の運河横断は伏

越 か ら 水管橋 に 変 更 し て復 旧 す る一ーと し た 。

(表 3 ) 東灘処理場の災警復18工程表

8 年度

5 護

10 年度

320，000 

(神戸市建設局下水道河川 部資料)
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(図 9 ) 東灘処理場復IB計廼関

I 

(神戸市建設局下水道河川 部資料)

東灘処理場の 完全復旧 は 、 神戸市の計画 で は 1998年度末で、 97年度末 で は 表 3 の よ う な

状況の見込み で あ る O 水処理施設 は 施工 中 で 、 脱水機棟 ・ 管理本館 ・ 加圧 浮上濃縮槽 は供

用 開始済み、 護岸 は工事継続中 と な っ て い る O

ま た神戸市の 下水管の復旧状況 は表 4 の と お り で あ る O

神戸市 は 、 震災で下水道 に 大規模な被害が出 た た め 、 施設の耐震化の た め の 以下の対策

を 決 め た 。

ま ず、 第 一 に 処理場 ・ ポ ン プ場対策 は 、 新 た な 施設設計に あ た っ て は 施 設重要度 を 加 味

し た 耐震設計 を 行 な い 、 既存施設 も JII良次、 耐震性 を 補強す る O 継 手 は 、 極力 減 ら す と と も

に地構造 な ど水密性 を 要す る 部位 に は 設 け な い 。 地下水面下 に あ る 配管廊 も 被害の減少 を

図 っ て、 管廊 に 遮水壁 を 設 け る こ と に よ っ て幾つ か の ブ ロ ッ ク に分割 し 、 被害の拡大 を 防

ぐ こ と と し た 。 次 に管渠施設対策 と し て は 、 耐震管渠への 入 れ替 え を 被災 地 区 か ら 実施、

継手部 も 着脱 を 防 ぐ た め に 管継手部の 長尺化 な どで可 と う 性 を 強化す る と し 、 非常時 の パ

ッ ク ア ッ プ と し て 重要幹線 を 二条化す る な ど を 決め た 。 ま た 、 災害時 に 一 つ の 処理場の 処

理機能が停止 し で も 他の処理場 に 汚水 を 送 れ る シ ス テ ム を つ く る た め に 、 処理場の ネ ッ ト

ワ ー ク 化 も 決め た 。 東灘~垂水処理場 を 大深度の幹椋で、つ な ぐ も の で、 幹線の延長 は41km、

第 1 期 は 2010年 ま で、 第 2 期 は 2025年 ま で に構築す る 。 さ ら に 非常時用 の 防 火水の貯蔵 も
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(表 4 ) 神戸市の管渠の被災状況

下水道 行政区 布設延長 調査延長 被災延長 応 急 復 !日 件 数 (件)
m 立l ロ1

管 渠 �段
1

付信

81 1

則

7

容

94 

マ ン ホ ー ル そ の他 ノ口〉、 さ11会i-

神戸市 東灘区 238， 457 19 ， 927 52 756 。 3， 083 
公共下水道

(汚水)
灘 区 151 ， 596 5 ， 360 18 123 517 317 。 975 1f 
中央区 政 1 98， 970 14， 998 40 291 784 274 6 1 ， 395 

兵庫区
区

140， 223 8， 686 28 58 483 183 8 760 31] 
長 田 区 180， 016 6 ， 546 104 78 1， 163 189 107 1 ，  641 

須耳寺院
集

107， 404 2， 146 32 36 672 71 53 864 

垂水区 な 151 ，  1 75 3， 203 20 34 511  64 88 717 

西 区
し

301 6 ， 100 2 。 10  1 7 20 

北 区 104， 300 2， 314 1 1  219 99 40 27 396 

3 ， 315 ， 392 1 ， 278， 241 63， 481 307 1， 595 5 ，  720 1 ， 933 296 9 ， 851 

下水道 行政区 布設延長 調査延長 被災延長 応 急 復 旧 件 数 (件)
m 口1 π1 

閉 塞 損 傷 1佐 積 合 計

神戸市 東灘IX 74， 800 2， 693 9 70 2 81 
公共 下水道

灘 区
(雨水)

39， 900 1， 973 14 65 7 86 
行

中央区 政 57， 500 1 ， 701 6 51  。 57 

兵庫 区
l玄

44， 300 507 日目 6 26 。 32 

長 関 i又 41， 300 1， 035 12 63 4 79 

須磨 区
集
計

22， 600 779 6 54 61  

可毛水区 な 54， 600 617 。 45 3 48 

西 反
し

12， 300 145 。 4 。 4 

北 区 30， 300 74 l 10 2 13  

計 483 ， 723 377， 600 9 ， 524 54 388 1 9  461 

復旧の進捗状況 (1997年 3 月 末) (神戸市 下水道局資料)
①応急、復 旧 は1995年 5 月 末で概ね完了。
②災害査定で認め ら れた 管渠施設の復旧事業は1996年度末で完 了。

か ね て 、 住吉公園 内 の 鳴尾御影西汚水幹線の シ ー ル ド 立坑跡 に 、 雨水貯留施設 を 建設す る O

な お 、 震災で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れた の は水洗 ト イ レ の 問題であ る 。 下水道 の 普及率100%

近い都市で、 断水 に よ る ト イ レ の使用 が不可能 に な る こ と は市長生活の破壊で あ っ た 。 付

近 の JI I や プ ー ル か ら バ ケ ツ で水 を 運 び ト イ レ に 流す こ と で、 辛 う じ て水洗 ト イ レ の機能 を

果た し た こ と が報告 さ れて い る が、 水の運搬があ ま り に も 重労働 で あ っ た こ と か ら 、 ト イ

レ に小量の水 し か流 さ ず、 排水設備 に 故障 を 生 じ た ケ ー ス も 多 か っ た 。
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ま た 、 大人数の使用 に よ り 公衆便所や学校 な ど避難所の便所 は 、 あ っ と い う 聞 に 汚物で

あ ふ れ た 。 当 時、 神 戸市 に は移動 ト イ レ は 数台 し か な く 、 バ キ ュ ー ム カ ー も 20台足 ら ずだ

っ た た め 、 各地の 自 治体や 民 間 か ら 約3， 000の仮設 ト イ レ の提供 を 受 け て 、 何 と か し の い

だ の で あ る O 震災後、 新 た に 800基 を 備 蓄 、 さ ら に簡易 ト イ レ の 利用 も 検討 し 、 非常時 に

構 え る 方針 で い る 。

(注 l l r ラ イ フ ラ イ ン 地震防災 シ ン ポ ジ ウ ム 阪神 ・ 淡路大震災に学ぶj 隠 西 ラ イ フ ラ イ ン研究会 1997年 6 月
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[第三時 交通イ シう ヲ
1 . 道路

災に よ る 道路の被害は、 阪神 間 を 縦横 に 走 る 高速 自 動車道、 国道、 県 ・ 市道か ら 私道

ま で幅広い範囲 に 及 ん だが、 議IH の ス ピ ー ド を 遅 ら せ た の は橋脚の破壊 で あ っ た 。 中 で も

阪神 高速神戸線の高架橋の635 m に わ た る 崩壊 は 、 道路復旧 の 大 き な 障 害 に な っ た 。 「 こ の

18径 開 の ピ ル ツ 式PC ケγレ バ ー 橋 の 倒 壊 は 、 火災 と と も に 、 今 国 の 震災 の 激 し さ を 示 す も

の と し て 我 々 の脳裏 に何時 ま で も 残 る ばか り か、 高速道路の安全性 に 対す る 信頼性 を 大 き

く 低 下 さ せ た J (注 2 ) と 百 わ れ た よ う に 、 再建 に 当 た り 、 安全、 公害、 景 観 や 、 高速道

に頼 り 過 ぎ た 都 市交通 の あ り }j な ど ま で、 多岐に 漉 っ て 大都会の抱 え る 問 題が議論を 呼ぴ、

犠牲 �.(!)補償で は 辛 い 後遺症 を 残 し た 。 道路の盛土の崩壊、 傾倒、 沈下 に よ り 発生 し た 亀

は比較的 早 く 復 旧 で き た が、 i い た の は市街地 の 高架道路橋 の倒壊、 落橋で あ

っ た 。

阪神 高速神戸線の倒壊の ほ か、 西宮大橋、 東神戸大橋、 六 甲 ア イ ラ ン ド 大橋、 神戸大橋

が不通 に な り 、 さ ら に 門戸高 架橋、 岩屋高 架橋、 西代跨線橋 な どの落下、 破損が震災後の

交通の混乱に拍 車 を か け た 。 道路橋の橋脚、 支承、 上部構造の被害の ほ と ん ど は 、 国道43

号線、 阪神 高速神戸線 と 名 神 高速道 に 生 じ た の に 、 阪神 高速湾岸線で は 、 落橋が 1 ヵ 所あ

っ た 以外、 橋脚や と部構造 に 大 き な 被害 は な か っ た 。 ま た 、 適用 さ れた 設計基準 と 被災の

(図10) 道路施設の主婆な被害寄

修道路の主 な 被害

神戸市

( r ラ イ フ ラ イ ン 地震防災 シ ン ポ ジ ウ ム 阪神 ・ 淡路大震災に学ぶv
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特徴 を 調べ る と 、 全体の81% の橋脚 が1964年

以前 の 設計基準 で設計 さ れ て お り 、 1971、 80、

90年 に そ れぞれ変更 さ れた 設計基準 で造 ら れ

た橋脚 は 、 多 く て も 全体の10% に 過 ぎ な か っ

た 。

[破損は施工不農の指摘]

「破損原 因 は施工不良J と い う 指摘が次々

出 た こ と も 特徴 的 で あ っ た 。 富永恵、 ・ 京都大

学工学部助教授が、 震災後間 も な い 3 月 、 明

ら か な 施工不 良 を 指摘。 追 い掛 け る よ う に 5

月 に 、 土木学会の調査に よ っ て神戸市の港湾

幹娘道路ハ ー パ ー ハ イ ウ ェ イ ( 中 央区 ~東灘

区、 延長10. 5km) の コ ン ク リ ー ト 製橋脚 に 、

強度 を 保つ た め の 帯鉄筋 の結束不足や 、 鉄筋

溶接 部 に 破 断 簡 所 が 多 数 あ る こ と が分 か つ 約600m に わ た 〉 て 、 も ろ く も 倒士会 L た 阪神高 i川路

た 。 「 コ ン ク リ ー ト 標準示 方書j を 逸脱 し た

施工法で、 山 陽新幹線な どで も 河様の施工不良が指摘 さ れ た 。 同 ハ イ ウ ェ イ は 国道 2 号線

の渋滞緩和 を 目 的 に ポ ー ト ア イ ラ ン ド と 六 甲 ア イ ラ ン ド を 結ぶ高架式有料道路。 同学会の

規定で は 固 く 巻 き 付 け ね ば な ら な い 主鉄筋の端 を 、 簡単 に 引 っ 掛 け た だ け に し た た め 内側

への結束力 が不足、 コ ン ク リ ー ト の 結合 も 不十分で主鉄筋がバ ラ バ ラ に な っ た 。 さ ら に 、

主鉄筋の破断 も i容接 ミ ス で あ る こ と な どが分か つ た 。

建設省 は 、 多 く の橋脚 が倒壊 し た教訓 を 受 け、 1995年度か ら 3 年計画で全国の主要 な 高

速道路の橋脚 の 耐震補強工事 を す る こ と を 決め た 。 初年度の7， 800基 を 皮切 り に 、 総事業

費5， 700億 円 で28， 000基の橋脚 の 耐震性引 き 上 げ を 図 る O 耐震基準改定前 に 建設 さ れ た 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 製の橋脚が対象で、 橋脚全体に厚 さ 約 1 cmの鉄板 を 巻 き 、 基礎部分 に コ ン

ク リ ー ト を 流 し 込み、 約25cm太 く し 断面積 を 広 げ る 方法で補強す る な どで あ っ た 。

、 兵庫 県 は 、 震災で県 内 の 幹線道路が寸断 さ れ、 復旧 や経済活動 に 大 き な支障が出

た こ と か ら 、 神戸 ・ 阪神 地域 を 中 心 に 幹線道路網 を 充実 さ せ る た め 、 5 つ の 幹娘道路の 3

年 以 内 の 着工 を 目 指す 「道路計画」 を 3 月 に発表 し た 。 着工す る 路線は、 阪神 高速湾岸線 ・

六 甲 ア イ ラ ン ド (東灘 区) � 前 回 ジ ヤ ン ク シ ョ ン (垂水 区下畑町) 20. 8km、 名神高速道 @

北区~大 阪府境21 . 1km、 阪神高 速北神戸線 と 湾岸線を 結ぶ東神戸線12km、 新神戸 ト ン ネ ル

と 国道 2 号総 を 結ぶ神戸 中 央線 の 南伸 1 km、 淡路町岩阪 ~東浦町大磯の 国 道28号線3. 5km

の 5 幹線であ る O

高速道路の倒壊、 厳 し い 交通規制 な どで、 震災後半年 を 経て も ト ラ ッ ク 運転手が過労死
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(図11 ) 兵康擦の道路整備計画

…‘IIImJ 事業中の盟各

@ ⑨ @  新主覧溝手路線
000 �十嵐i主体イ協緩

す る な ど、 阪神 間 の 道路渋滞 は極限状態

を 続 け る が、 そ の 中 で も 復 旧 工事は進み、

神戸港の港湾幹線道 「摩耶大橋J (210m) 

が、 8 月 に 震災か ら 7 ヵ 月 ぶ り に 仮復旧

し た の を 皮切 り に 、 国道 2 号 (吃崎市~

神戸市、 52. 6k刷 、 同 176号 (久代高架橋、

川 西 市、 0. 9km) 、 間 428号 ( 古 川 拡 幅 、

古川 町4. 6km) 、 県道明石 木見線 (神戸市、

0. 6km) 、 同 川 西猪 名 川 線 ( 川 西市、 1 . 1

km) が復旧 を 完 了 、 さ ら に 、 多 く の路糠

(兵庫県資料 ) を 続 け た 。 し か し 、 道路の復旧 は 、

震災 1 年半 を 経過 し で も 遅れがち で あ っ

た 。 ア ス フ ア ル ト の亀裂や側溝の損壊、 橋げた の ヒ ピ入 り な ど、 国 の 災害復旧事業の指定

道路の復旧状態 は 、 国道、 県道 な ど県管理の 道路が182 ヵ 所中 141 ヵ 所 (78% ) と 順調 な の

に 、 神戸市 を 除 く 市 町管理で1， 287 ヵ 所中715 ヵ 所 (56%) 、 神戸市が管理す る 同 市 内 の 関 、

県、 市道1， 069 ヵ 所で は321 ヵ 所 (30%) で あ っ た 。

そ ん な 中 で、 交通の 障害 に な っ て い た 道路橋が次 々 に稜!日 し た の は 、 明 る い ニ ュ ー ス で

あ っ た 。 国道171号椋の ネ ッ ク に な っ て い た 門 戸 高 架橋が、 予 定 よ り 1 ヵ 月 早 い 1995 年 1 1

月 に 供用 を 開始、 次 い で 国道43号線の岩屋高架橋が翌96年 2 月 に復旧、 さ ら に 、 神戸 の 市

街地 と ポ ー ト ア イ ラ ン ド を 結ぶ 「神戸大橋Jが、 同年 7 月 に 約 1 年半ぶ り に 全面復旧 し た C

30基の橋脚 中 10基の破損 な どで、 前年 8 月 か ら 仮橋、 次 い で F 部 だ、 け の対面交通 だ っ た た

め に 島 内 か ら 市街地 ま で続い て い た理性的 な 大渋滞l土、 ょ う や く 緩和 さ れ た c 西日 市 と 雨

宮浜埋立地 を 結ぶ西宮大橋 (590 m ) も 開 通 。 国道 2 ij話U兵 J:バ イ パ ス に 続 き 、 ボ ー ト ア

至 る と こ ろ で続 く 復旧工事
=神戸市内
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イ ラ ン ド 六 甲 ア イ ラ ン ド を 結 ぶ 臨 海道路ハ ー パ ー ハ イ ウ ェ イ も 、 288本の橋脚 の 60% が

座)話 す る と い う 被害 を 手 当 て し て 8 月 に全通。 さ ら に震災以来、 l 年半余続 い て い た 幹線

道路の 交通競艇 も 、 全面 的 に解 除 さ れ、 昼間 は復興関 連 な ど限 ら れ た 車両 以外走行 出 来 な

か っ た 国道43号線や 名神高速道 に 、 帰省や行楽客 の マ イ カ ー が走 り 出 し た 。

“欠臨道" と

1996年 の 最大の話題は、 阪神高速神戸線で倒壊 し た 道路橋の 復旧 で あ っ た 。 今度の 震 災

を 象徴 し た こ の 道路構の復旧 は 、 当 初か ら 多 く の 問題含み で ス タ ー ト し た 。 ま ず、 関壊直

後 の 3 月 、 富永恵、 ・ 京大助教授が、 倒壊原 毘 に つ い て 「完全な任接が行 な わ れず、 明 ら か

な 施工不良 も あ り 、 切 れ る は ず の な い 鉄筋が無力化 し た こ と で、 橋脚 の 耐久力 が一気 に 失

わ れ た 可能性があ る j と い う 指摘 に続 き 、 社団法人 ・ 土木学会 も 4 月 、 橋脚 の切断面 の 調

査結果か ら 「鉄が十分に溶け合 っ て お ら ず、 ガ ス !玉接が不 十分だ っ た ケ ー ス が大半J と い

う 見解 を 出 し 、 今後、 調査研究特別委員 会 を 発足 さ せ本格調査す る こ と を 明 ら か に し た 。

し か し 、 こ の 年12月 、 建設省 は倒壊原 因 を 「設定想定以上の地震力」 と 結論づけ た 。 一方、

兵庫県 内 の 大学学長 ら 44人の学者 ・ 研究者で結成 さ れた 「 ひ ょ う ご創生研究会J は 、 快適

な都市づ く り の た め 、 都心部の 高 架高速道路 は ア メ リ カ な どで も 撤去 さ れ る 方 向 で あ る こ

と か ら 「 間道43号線上 な どの 高架道路の復旧 は取 り 止 め て 、 道路公害改善 を 図 り 、 都市景

j\{ 1 1 1 U : 阪 持 主j防長 士 ) 可 …ゲ、 ト
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観 の 向 上 や ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト の快適環境整

備 に役立て る べ き 」 で、 都市政策や 道路交通 ・

自 動車対策 の画期 的転換 を 内外 に 示す絶好の

チ ャ ン ス だ一ーと い う 提言 を ま と め 、 3 月 に

兵庫 県、 神戸市 な どに提出 し た 。 神戸市復興

計画審議会 も 6 月 、 「神 戸線 は 全面 的 に や り

直す時点で地 下化すべ き J と 答 申 に特記事項

と し て 加 え た ， r 高 速道路が な い と 、 街 っ て

こ ん な に 明 る い の ねJ と 、 原 因 究 明 を |翠 る 前

に 高 架橋が取 り 壊 さ れ た後、 環境団体ネ ッ ト

ワ ー ク が開 い た 「倒壊現場の 青空 を 見 る 会j

に 参加 し た ペコ を 眺め 、

公開 は 5 月 、 耐震構造 を 強化

し た ヒで、 従来通 り の 高架方式での復旧 を 進

、 神戸線だ け で な く 、 将 来 の 災害 に 備 え 、

大 i渡市 内 の環状線や 東大 阪線 な ど管理す る 13

路線200km の すべ て を 対象 に 、 橋 脚 の 補 強 工



事 を 実施す る こ と も 決め た 。 橋脚 の柱部分に 厚 さ 9 mm前後 の鉄板 を 巻 き つ け 「 こ れで強度

は大幅 に 向上、 震度 7 程度 な ら 倒壊 し な い J と 説明 し た 。 神戸線は 8 月 10 日 に 摩耶~深江、

3 1 日 に榔原 ~ 月 見 出 、 そ し て 9 月 初 日 、 残 さ れた深江~武庫 川 間が開通、 震 災 か ら 1 年 8

ヵ 月 ぶ り に 神 戸総27. 7kmが全面開通 し た 。 復旧 し た 道路は 元の形 を 基本 と し 、 今国規模の

地震に も 余裕 を 持 っ て 耐 え ら れ る 構造 を 持 ち 、 安全で あ る と 同 時 に新型遮 者壁 ・ ノ ー ジ ョ

イ ン ト な ど新技術の 導入 に よ り 周 辺環境や景観 に も 配癒 し たーーと し 、 復 旧 に 伴 っ て 国道

43号線 も 現在 の 片側 4 車線か ら 順次 3 車線化す る 方針で、 空 き ス ペ ー ス は 基 本 的 に は緑化

さ れ る こ と に な っ た 。 新 聞 各紙 は 「率優 先社会 の あ り 方 に 警鐘 を 鳴 ら し た の に J r多 く の

問 題点 に 蓋 を し た ま ま の複IB最優先 の 再 出発J r倒壊原 因 究 明 を J r復旧優先 “ 欠陥道" 再

びJ と 、 経済界の歓迎の声 と と も に 、 重 い 課題の残 さ れた ま ま の 開通への複雑 な 反応 を 捕

ら え た 。

(図12) 阪神高速神戸線の復旧への歩み

① 
西宮市

兵 庫
神戸市

第二神明道路

阪神高速道路の倒壊の犠牲 に な っ た ド ラ イ パ ー の 遺族 と 公開側 と の話 し 合 い は 、 前年 5

月 に 始 ま っ た が、 公団側 は 「 こ ち ら に 落 ち 度 は な く 、 賠償責任 は な いj と の 考 え を 示 し た 。

し か し 、 全線開 通 を 目 前 に 控 え た 9 月 22 日 、 芦屋市大東軒の神戸糠 ・ 芦屋料金所近 く の緑

地帯に建て ら れた 16人の犠牲者の慰霊碑の建立式 に は 、 4 人の 遺族が欠席、 溝 の深 さ を 見

せ た O

そ し て 、 震災に よ る 大規模 な 崩 落 で通行止め に な っ て い た 神戸市北医有馬 町の県道明石

神 戸 宝塚線が1 997年 2 月 7 目 、 新 た に 造 ら れ た バ イ パ ス (320m ) 工事の 完成 と と も

に 開 通。 こ れ で被災地 で の 震災 に よ る 幹線道路の通行止 め は 、 すべて解除 さ れた 。 馬県道

は明石か ら 六 甲 山 頂 を 縦断 し宝塚に抜 け る 道が、 山 頂付近の鉢巻山 の 北側斜面の 一部が幅

150m、 長 さ 160m に 渡 っ て 大崩 落 し た た め 、 元の位置での復旧 を 断念、 南側 に ト ン ネ ル を

掘 り 、 バ イ パ ス を 設 け た 。 神 戸 市 は 震 災 の 記録 と し て残 す た め 、 !日道100 m を 遊歩道 と し

て 整備 し 、 案 内板 も 新設 し た 。
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ム 鉄道

鉄道の復旧 は 、 被災地 を 走 る 電鉄会社 の社運 を 賭 け て の 戦い に な っ た 。 神 戸市周 辺 は 、

北側 を 六 甲 山 、 南側 を 瀬戸 内 海 に 挟 ま れ た 東西 幅 5 � l Okmの狭 い エ リ ア を JR新幹線 ・ 在

来線、 阪神 、 阪急電鉄が走 っ て神戸 と 大阪 を 結 ん で い る O 西 の 姫路 ま で を 繋 ぐ 山 陽竜鉄 に

北の 三木、 有馬方面 に延びる 神戸電鉄 も 加 わ り 、 私鉄の多 い 地域 な の で あ る O 当然、 料金、

所要時 間 、 新鋭車両、 冷暖房 な ど、 サ ー ビ ス 合戦 は 日 常的 で あ っ た 。 震 災 に よ っ て 線路、

駅舎 を 破壊 さ れ、 経営 の根幹 に 大打撃 を 受 け た 各社 は復 旧 に全力 で取 り 組 ん だ。 横並 びの

路線で は 、 l 日 で も 早 く 復旧 し た 会社 が圧倒 的 な 勝利 を 得 る か ら で あ る 。

震 災で も っ と も 被害 を 受 け た の は 、 道路 と 向 様、 橋梁部分であ る O 新幹線で 8 ヵ 所、 在

来鉄道 と 新交通 シ ス テ ム で24 ヵ 所の計32 ヵ 所で 落橋 し た ほ か、 鉄筋 コ ン ク ワ ー ト 製高 架橋

柱が多数損壊 し た 。 復旧が遅れ た 部 分 は 、 す べて橋梁か、 地下構造物 で あ っ た 。

[新長関駅再建で兜全復旧 i

道路の高架橋倒壊で論議 さ れた の と 同 様 に 、 こ こ で も 工事の手抜 き と 思 わ れ る ケ ー ス が

相次い で新開 に報道 さ れた 。 山 陽新幹線の被害状況 を 視察 し て い た 耐震工学 の 専 門 家 を 驚

かせた の は 、 コ ン ク リ ー ト が剥がれ鉄筋が剥 出 し に な っ た 高 架 の 支柱か ら 、 何 と 角 材が覗

い て い た こ と で あ っ た。 木片 は 、 コ ン ク リ ー ト を 流 し 込 む た め の 型枠の残骸で、 西宮市内

の 14 ヵ 所か ら 16片が発見 さ れた 。 そ の ほ か 、 支柱の帯鉄筋 の 関 踊が不均 一 だ、 っ た り 、 コ ン

ク リ ー ト に使 っ た 海砂の塩分 を よ く 落 と し て い な い た め 、 許容塩素 量 を 2 �4. 5倍 も t 回

っ た 結果、 鉄筋が腐食 し た な ど安全性 に 対 す る 疑問 点が数多 く 出 て き た 。 し か し 、 運輸省

の鉄道施設耐震帯造委員 会 は 3 月 29 日 に発去 し た 中 間報告で、 施工不良 の 問 題に つ い て は

(表 5 ) 山陽新幹線の主 な被害

場 所 (区 間)

尼崎市中 食満 下食満 高架橋 (新大阪~新神戸523. 53km) 

伊丹市野間 第 一野間高架橋 (新大阪~新神戸527. 70km)

尼崎市西昆陽 時友高架橋 (新大阪~新神戸528. 90km)

橋の落下 阪水高架橋、 中東園高架橋、 阪急今津線 こ 線橋凶宮市 k大rP
(新大阪~新神戸530. 60， 87 .  99km) 

西宮市松綴荘 神呪架道機 (新大阪~新神戸531 . 30km) 

神戸市西 区伊)1 \ 谷町 伊川橋梁 (新神戸~ 凶明石566. 10km)

電気関係 新六甲 変電所受電不能

その他 ト ン ネ ル損傷、 橋郷 ・ 高架柱J員壊、 ホ ー ム 桁ず れ等
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「好 ま し く な い」 と い う 指捕 は し た が 「被害の 主 因 で は な いJ と い う 見解 を 示 し た 。

JR西 日 本で は 、 甲 子 園 口 ~ 西 明 石駅 間 の す べ て の 駅が被災 し た が、 被 害 が大 き か っ た

の は六 甲 道、 新長田 の両駅の駅舎 を 含 む 周 辺で あ っ た 。 六 甲 道駅付近 で は 、 延長約 2. 2km

の 高架橋の柱1， 170本中 950本が被災、 補 修 ま た は 改築 を 必要 と す る 部分 は 上 り 約2. 0km、

下 り 約1 . 9km と 延長の90% に 達 し 、 駅本屋、 ラ ミ 六 甲 な どが圧壊 し た 高 架 橋 の 下 敷 き に な

る と い う 壊滅 的被害 を 受 け た 。 新長田駅構 内 で は盛土崩壊に よ っ て 、 軌 道 が梯 子状態 に な

り 、 大 き く う ね る よ う に 宙 に 浮 き 、 駅東 口駅は全壊、 ホ ー ム は 損壊 し 列 車 の 運行が不可能

に な っ た 。 ま た 、 鷹取工場 も 車両検修康 な ど68棟中51棟で座屈 や破断が見 ら れ、 レ ン ガ造

り の建物 はすべて倒 れた。

「安全で安心 な 鉄道施設 を 1 日 も 早 く 復旧 す る J を 合い 言葉 に 、 た だ ち に 復旧工事対策

本部が設置 さ れ、 復 旧 に 取 り 掛か っ た 。 姉妹会社 か ら も 人員 が送 り 込 ま れ 、 JR東海 だ け

で も 専 門 知 識 を 持つ 鉄道技術者約40人が駆 け 付 け た 。 関係業者 を含め 1 日 当 た り の作業員

は5， 600人 に 上 っ た 。 地震翌 日 か ら 3 月 27 日 ま での69 日 間 に 延べ16万2， 000人が従事、 最初

の 1 ヵ 月 間 は昼夜兼行、 24時 間体艇 の突震工事 と い う 圧倒 的 な 人的資源 な ど を 背景 に 、

予想 よ り 1 ヵ 月 も 早 い 4 月 1 日 に全線 を復旧 さ せ た 。

六 甲 道駅部 で は 、 軌道 階 と コ ン コ } ス 階の 高架橋の上下層 を 同 時 に ジ ャ ッ キ ア ッ プ し 、

重機械が入 ら な い 難点 を 特殊工法 の 採用 で解消、 新 長 沼 駅構 内 で は 約600 m に わ た る 修築

に 、 補 強盛土工法で法屈 に 3 層構造 の 防護 シ ー ト を 使 う 方式 を 採用 し て 工事 を 進め た 。

JRj西 日 本 と 東海 は 、 6 月 に 今後 の 震 災対策 と し て 東海道 ・ 山 陽新幹線 の 運 行 を 管理す

る 第二指令室 を 、 商社 で協力 し て 新大阪駅近 く に建設す る こ と を 決め た 。 総合指令案 は現

在、 東北 ・ 上越新幹線の総合指令室 と と も に東京 ・ 八重洲 に あ り 、 CTS な ど の 運行管理な

ど、 すべて を 操作 し て い る が、 東京 に 震災が発生 し た場合、 全総の 通常運行が不可能 に な

る こ と か ら 考 え 出 さ れた 。

駅舎倒壊 の あ と 100m西側 に 建 て た 仮駅舎で営業 を 続 け て い た 新 長 田 駅が 、 1996年 4 月

3 日 、 1 年 3 ヵ 月 ぶ り に リ フ レ ッ シ ュ し た 新駅舎での営業 を 開 始 、 こ れ でJR西 日 本 の 復

旧 工事 は 、 すべて終わ っ た 。 新駅舎 に は 、 180 m の 2 本 の ホ ー ム に エ レ ベ ー タ ー 、 エ ス カ

レ ー タ ー 各 3 基が新設 さ れ、 市営地下鉄新長 田駅へ の接続 も 便利 に な っ た 。 ま た 、 震災の

余憧の残 る 前年 3 月 に 着工 し た 「 甲 南 山 手駅J が完成、 10月 l 日 か ら 開業 し た 。 芦屋~摂

津本山 の ほ ほ中 間 に あ り 、 JR神戸線 と し て は 34番 目 の 駅。 線路が盛土で付 近 の 道路 よ り

高 い 位置 に あ る た め 、 駅舎 は 半 地 下構造 に し た 。 駅名 はJR草津娘 に 「 甲 南駅j があ る と

こ ろ か ら 、 甲 南 に 山 手 を 付 け加 え た 。 新駅南側 に は震災で、壊滅 的 な 被害 を 受 け た東灘 区 の

森南地 涯 が広 が っ て い る が、 神戸市の復興土地区画整理事業 の網が掛か り 、 町の復興は滞

っ た ま ま O 周 辺住民 に と っ て は 「駅が先 に 出 来 て 、 町が さ びれた ま ま で は … 」 と 喜 びの半

面、 不安が覗 く 複雑 な 表情 と 、 新 聞 は 報 じ た 。

第九章6都市 イ ン フ ラ 493 



し た臨急吉野丹駅}

阪急電鉄は 、 京都線 を 除 く すべて の路線に 被害が発生、 橋梁73、 高架橋口、 駅舎64、 ホ

ー ム 上屋37、 ホ ー ム 29、 盛土1 1 、 擁壁14、 軌道31 ヵ 所が損壊 し た 。

最大の被害 は 、 神戸線の西宮北 口 ~夙J ! I 駅 聞 の 2 . 7km 中 1 . 6km を 占 め る 西 宮高架橋 ( 1 線

l 柱式のRC ラ ー メ ン 高架橋) で 、 512本の柱の96%が何 ら かの損傷 を 受 け 、 う ち 52 本 は 完

全に横倒 し の状態 に な っ た 。 復旧 に あ た り 高架橋全体の構造的安定性 と 耐震 性 を 向 上 さ せ

る こ と に 重点 を 置 き 、 鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト (SRC) 造 り に よ り 全面改築 し た 。 こ の 採用

に よ り 部材 の 耐 力 、 靭性が大幅 に 向上 し 、 今回程度の地震 に対 し て は 十 分 に 安全であ る こ

と が、 解析結果 か ら も 確認 さ れた 。 ま た 、 標準 ス パ ン を 6 m か ら 12mへ伸 ばす こ と が可能

に な っ た た め 、 !日基礎 を 避 け て新設基礎 を 配置す る こ と が出 来 た 。 こ の結果、 撤去 と 基礎

工事が最小 践 に 押 さ え ら れ、 昼夜兼行の作業の成果 も 加 わ り 、 既存の高架橋 撤去 3 ヵ 月 後

の 6 月 12 日 に 、 当初予定 よ り 2 ヵ 月 も 早 く 完成 し た 。 こ の 開 通 に よ っ て 阪急 電鉄の復旧工

事 は 柊了 し た が、 ]Rの全面復 旧 に比べ 2 ヵ 月 余の 遅 れ を 取 っ た の であ る 。

伊丹線伊丹駅は 、 周 辺 の 高架橋 (RC ラ ー メ ン 橋) が440m に 渡 っ て被害 を 受 け 、 駅 ピ ル

は、 3 階 に 留 置 し て あ っ た 2 編成の車両 と 共 に 、 折 れ 曲 が る よ う に 陥没す る と い う 大損傷

を 受 け た 。 脱線車両の搬出後、 駅部200 m を 全面撤去 し 、 本格復 旧 ま で の 暫定処置 と し て

駅の 手前約400 m の地点 に仮駅 を 設 け 、 3 月 1 1 日 か ら 営業 を 始め た 。 本格復 旧 は 、 そ の後、

ピ ル部分 を 阪急、 周 辺 は 伊丹市が分担す る こ と で再建が決 ま り 、 新設 さ れ る 伊丹阪急、 ピ ル

は地上 4 階、 地下 1 階。 1 � 3 階 は 庖舗中心、 4 階 は オ フ ィ ス 中 心の フ ロ ア で、 駅の改札

口 は 3 階 に 設 け ら れ る O こ の駅は 障害者や高齢者に{憂 し い福祉駅に 生 ま れ変 わ る 予定で、

車椅子 で の上下移動 に 配醸 し て 、 障害者 と 他の乗客が 同 時 に 乗れ る 広 さ を 持つ 1 5人乗 り 、

21人乗 り の 2 基 の 大型エ レ ベ ー タ ー を 設置。 改札 口 の 一部 に は 、 車椅子 で も 楽 に通行 出 来

る よ う に 、 従 来 よ り 幅が20cm広 い 90cmの 自 動改札機 を 導入、 ま た 車椅子か ら で も 購入 出 来

る よ う に 背の低い券売機 も 配置す る O

震災の体験か ら 、 社 内 に危機管理検討委員 会が組織 さ れ、 従来 あ っ た 「危機管理マ ニ ュ

ア ル」 の抜本的見亘 し を 進め 、 予想、 さ れ る 危機全般 に つ い て検討 を 重 ね た 結果、 1996年 1

月 に 全面改定 し た 。 特 に事故 @ 災害 に つ い て は 、 よ り 実践 的 な も の に し た 。 「事前 の 予 防

対策の実施、 初動体制 ・ 情報伝達経路の確立」 で は 、 デー タ の 二重保管や 、 初動体制 ・ 情

報伝達経路の役割 り を 持つ 者 を 特定 し た り し て い る O

さ が譲閣の樺曹 に 立 っ た i

阪急電鉄が京都娘、 宝塚糠な ど輸送効率の 高 い 路線の傷が浅か っ た の に比べ、 阪神 電鉄

は 、 全営業路線の 70% に あ た る 本線 に 被害が集 中 し た 。 被害が最大だ、 っ た の は 、 御影~西

難駅間 で、 8 ヵ 所の 架道橋が落下、 約 2 kmの 高架橋が全 区 間 に わ た っ て 崩 壊 ま た は損傷 し

た。 こ の た め 、 ほ と ん どの 区 間 で軌 き ょ う が飴 の よ う に 曲 が り 、 軌道が梯子状 に な っ た 。
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同 じ 区 間 に あ る 石原JI も 、 同様に惨憎た る 状況 で あ っ た 。 た だ ち に援 18作業が始 ま っ

た が、 落下 し た 架 道橋が道路 を 遮断、 特 に 将軍通、 花 園 の各隈橋 は 南北交通 の ネ ッ

ク に な っ た た め 、 神戸市 か ら 「市 で撤去 し た い J と い う 申 し 入れ さ え あ っ た 。 復旧工事は

高架下の利用者の立退 き 、 沿道の倒壊家屋 の 撤去 か ら 始め る 必要があ っ た 。 交渉相手の避

難先が分か ら ず、 担 当 者 は 遠 く 四 国 ま で赴い た り 、 家展所有者 に情家人が多数存在す る な

ど、 交渉 は 難航 を 続 け た が、 復旧 の た め の努力 は続け ら れた 。

落橋 し た 8 つ の 架道橋 は 、 安全性 を 考慮 し て すべて撤去 し新設 し た が、 国魂 と 高 羽 陸橋

は桁 自 重の 軽減 を 国 っ て鋪桁で復旧 し た 。 開灘付近 の 擁壁 ・ は 時 間 を 要す る こ と と 、

エ ス カ レ ー タ ー 、 エ レ ベ ー タ ー な ど身 障者対応が可能 に な る こ と か ら 、 復 旧構造物 と し て

RC ラ ー メ ン 橋 を 採用 し た 。 こ う し て 6 月 初 日 、 御影~西灘間が開通、 全線が完全復 !日 し

た。 阪神 電鉄の復旧が遅れた の は 高架率の 高 さ で あ っ た 。 高 架化 は 、 1 970年 (昭和45) の

万 関博 覧会以降、 交通渋滞緩和 、 踏み切 り 事故対策 な どで急激に進ん だが、 rríJ 電鉄の本線

の 高架率は77% と 他社、 阪急20 (全線) 、 南海14 ( 同 人 京阪15% と 比べ圧倒 的 に 高率 だ、 っ

た こ と が、 定 肉 に も 復I El が遅れた 原 因 の aつ に な っ た 。

1996年 に な る と 、 ホ … ム や駅舎が全壊 し た た め 、 IH駅の東側 に仮設駅 を 設 け営業 を 続 け

て い た石屋川 駅の本駅が完成、 3 月 3 日 か ら 官業 を 始め た 。 新駅は、 場所 も ホ ー ム の 長 さ

も 旧 駅 と 同 じ だが、 従来の 「対面式J が上 下総に挟 ま れ る 格好の 「 島型」 に 変 わ っ た 。 改

札 口 も 震災前の南 口 か ら ホ ー ム 下 中 央 に 移 り 、 新 し く エ レ ベ ー タ ー も 設置 、 ト イ レ に は 男

女 と も 車椅子用 を 新設 し た 。 な お 震災後、 同 電鉄の新在家、 大石、 西灘 の各駅に は エ レ ベ

ー タ ー の ほ か エ ス カ レ ー タ ー も 設置 さ れ、 本椅子対応、 ト イ レ と 合わせ “ 人 に穫 し い 駅" に

変 わ っ た 。 ま た 、 震災で高架が陥没、 崩壊 し た 石原 川 車庫 も 20 日 に復旧、 営 業 を 始 め た 。

後!日工事の 資財壁 き 場 と し て能 っ て い た !日車庫 同 様、 本線南側 の 高架上 に 設 け ら れ た が、

柱、 梁 は 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り か ら 鉄骨造 り に す る な ど、 耐震性が配車 さ れ た 。 耐 震牲 と

復 !日 な っ た 阪神電鉄石康) 1 1車庫
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い え ば、 全路線の 耐震補強工事が95年か ら 5 ヵ 年計画で ス タ ー ト O 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り

の ラ ー メ ン 高架橋柱 と 、 ト ン ネ ル 中柱への鋼板 な ど に よ る 補強工事 と 落橋防 止工事が進 ん

。 ま た 、 今 回 の よ う な震災に構 え 「非常事態対策規則J が96年 7 月 に 策定 さ れ、 発生時

に 各社 員 が取 る べ き 処置や指揮系統、 責任者 の 明確化 な どが定め ら れ た 。

る 下で工事 を 続 け る }

山 陽電鉄 も 震災の影響 を 大 き く 受 け た 。 本社 ピ ル が最大の被災地 。 神戸市長 田 区 に あ っ

た た め 、 ピ ル の壁面各所 に せ ん 断破壊が生 じ 、 給水設備 は破損 し 、 し 2 階が水浸 し に な

っ た の で あ る O さ ら に 、 周 辺 の 火災、 家康倒壊 に よ り 電話、 電気、 ガス な ど、 すべてが麻

:庫 し 、 本社 の機能回復に は 時 閣 を 必要 と し た 。 路線で は西代~姫路間 の全48駅の う ち 20駅

で被害が出 た 。 大 き か っ た の は板宿、 須磨、 塩屋 の 3 駅で、 路盤沈下 な ど で ホ ー ム ・ 上家 ・

駅舎が損壊。 特 に 高 さ 5 m の 盛土の 上 に 建 て ら れ た 塩屋 駅付 近 は 、 320m に 渡 っ て 設置 さ

れ て い る 高 さ 4 m の鉄筋 コ ン ク リ ー ト 擁壁が、 全区 間 で傾斜 ・ 不等沈下 し 、 背面の感土路

盤 も 沈下。 ホ ー ム は 波打 ち 、 上家、 駅舎は 大損壊 し使用不能 に な っ た 。 須磨寺~須磨浦公

圏 駅 間 で は 9 ヵ 所の ア ー チ橋が被災、 i幅 10棚の ク ラ ッ ク が多 数入 っ た上、 土留壁 も 損壊 し

た。 当初、 あ ま り の被害の大 き さ か ら 復 旧 の 目 処が立 た な い状況だ、 っ た が、 損傷度の低い

構造物 は補強 に よ る 再利用 を 関 り 、 補強、 新設いずれの ケ ー ス も 震災以前 と 同等以上の耐

震性 を確保す る こ と を 基本方針 に 、 復旧工法の検討が行 な わ れた 。

塩原駅付近 は 、 約270 m の 損傷擁壁 を 撤去 し た 高架橋形式 で の 毎 回 が決 ま っ た 。 た だ、

現場 は 山 陽本線 と 幅員 2 m の 生活道路 に 挟 ま れ た 狭騒 な 場所 で 、 工事用 車両 さ え 入 る

のが難 し い状況で あ っ た た め 、 工事は 2 段 階 に 分け て 行 な わ れ た 。 1 期 で は 、 被災 し て 変

状 し た コ ン ク リ ー ト 擁壁 を 残 し 、 レ ー ル、 枕木 な ど を 取 り 除い た線路敷 を 工事用通路 に 利

用 し て建設機械 な ど を 搬入。 盛土上か ら 線路 を 支 え る 長 さ 10�24 m の鋼管杭208本 を 打 ち

込み、 そ の上 に コ ン ク リ ー ト 桁1 9連 を 架 け て軌 道 を 敷設 し 査 し て仮復!日 し 、 6 月 16 呂 か ら

列 車 の 運行 を 再 開。 駅舎 も 300 m 束 の 国 道 2 号線用 地 を {昔 り た 。 2 期工事 は 、 列 車が走 り

出 し た コ ン ク リ ー ト 桁の 下 で行 な わ れた。 壊れた擁壁や土砂 を 小 さ な掘削機械や入力 で掘

(図14) 坂屋駅付近災害害復関計酒図

本復旧時 仮復i日時 被災時

周也涜界

( 山 陽電鉄社 内'1'# r さ ん よ う J)
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部 ・ 撤去 し 、 高架橋脚 の 基礎杭 に な る 鏑管杭の増 し 打 ち を 行 な っ た 後、 仮復旧 時の鋼管杭

を 巻 き 込み 、 橋脚 コ ン ク リ ー ト の打 設 を し て橋脚 本体 を 造 っ た 。 そ し て 、 完成後、 高 架 上

に ホ ー ム ー 上屋 を 、 高架下 に 駅舎 を 新設、 1996年 3 月 1 3 臼 か ら 営業 を 始め た 。 新駅に は 、

コ ン コ ー ス か ら t 下各ホ ー ム への エ レ ベ ー タ ー と 車椅子用 ト イ レ を 新設、 弱 者 に温か い 駅

に変わ っ た 。 し か し 、 震災か ら 運転再開 ま で 5 ヵ 月 、 完成 ま で に は、 さ ら に 9 ヵ 月 を 要 し

た の で あ る 。

神戸電鉄 も 復旧 ま での道程は厳 し か っ た 。 復旧の拠点 と な る べ き 本社が使用不可能 な 状

態 に な っ た の を は じ め 、 路線 は広域 に 渡 っ て被害 を 受 け た 。 特 に 会 下 山 断層 に 近 い有馬糠

湊JI ! �長 田 聞 で は 、 擁壁の崩 れ に よ り 上方か ら 寺 院や民家が軌道上に 倒壊、 さ ら に 土器壁

の崩壊で路娘が軌 き ょ う だ け の梯子状態 に な っ た 。 14 ヵ 所の ト ン ネ ル の う ち 、 東山、 会下

山、 有馬 の 3 ト ン ネ ル に 被害が 出 た 。 い ず れ も 昭和初期 に建設 さ れた 山岳 ト ン ネ ル だ が、

天井部 に亀裂が入 る な ど大損傷 を 受 け た 。

慣れ 5) 神戸電鉄の主 な被災館所位霊童図

三 木 市
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ト ン ネ ル 内 の 全延長 に被害の 出 た東 山 ト ン ネ ル で は 、 す ぐ上 に 企業の体育館や、 被災者

の 収容 さ れ た 病 院があ り 、 土被 り が4. 5�8. 5 m と 比較的浅い こ と が難点で あ っ た。 そ の た

め 、 復旧 は !日覆工 を 1 m ずつ 撤去 し な が ら 、 鋼 製支保工 と 吹 き 付 け、 及 び覆 工 コ ン ク リ ー

ト に よ る 施工 を 基本工法 に し た。 撤去資材置 き 場の確保 な ど、 沿線企業や住民の協力 が得

ら れた 上、 ト ン ネ ル の外側 を 鉄筋で覆 う 工法 を 採用 し た こ と に よ り 、 予定 よ り 1 ヵ 月 半早

い 6 月 22 日 に 全路線 を 開 通 さ せた 。

{地下は安全 、 と い う 説は覆 っ た i

神戸高速鉄道 の 被害 も 、 震災の凄 ま じ さ を 象徴す る も の で あ っ た。 こ の 電鉄 は 、 東側 の

阪急、 阪神電鉄 と 西側 の 山 i場電鉄 を 繋 ぐ役割 を す る 線路 だ け を 持つ 会社 だ が 「地震 に は 地

下鉄が安全j と い う 定説 を 覆す大被害 を 蒙 っ た の で あ る O 新開地~長 田 開 2 kmの地下支柱

360本が損傷 し 、 大 関 駅は 一 瞬 に し て 壊滅 し た 。 構 内 中 央 に 並ぶ コ ン ク リ ー ト 橋35本 の す

べ て が損壊、 天井が東西約120m に 渡 り 3 � 4 m 下が っ てM字型 に 崩壊、 地 上 の 国道28号

線の路面 も 2. 5 m 陥没 し た た め 、 世界 に も 例 を 見 な い 地下鉄駅の全面建て 替 え を 行 な う こ

と に な っ た 。 復 旧体制 は 24時間体制 で 、 地上か ら 駅舎の あ る 地下約 1 2 m ま で掘 り 下げて コ

ン ク リ ー ト 片 な ど を 取 り 除 き 、 側壁 と 天井 を すべて修復、 さ ら に 柱 の 直 径 を O. 3� 1 m 太

く し 、 鉄板 を 巻 く 耐震強化 も 施 し た 。 こ う し て 8 月 13 日 に大関駅を 通過す る 形で、 電車の

運行 を 再 開 さ せ る 一方、 ホ ー ム や コ ン コ ー ス を 復旧 さ せ、 震災 1 年 目 の 1996年 1 月 1 7 日 、

新装 な っ た 新駅での営業 を ス タ ー ト さ せ た 。

隣接す る 高速長田駅は、 大 関 駅 と ま っ た く 同 じ構造であ っ た が、 損害 は 中柱40本中 5 本

だ け に 留 ま っ た 。 土木学会の調査 に よ る と 、 被災パ タ ー ン は 両駅 と も 同 じ だ、 っ た が、 被害

の違い は 、 大 関駅は構造物が耐え う る 限界 を 超 え た の に 、 長 田 駅 は 限界 ギ リ ギ リ の と こ ろ

で辛 う じ て止 ま っ た と い う 状態 だ、 っ た 。 崩壊 し た 、 し な い は地盤の硬 さ の差 だ け で、 長 田

駅 も 危機 A髪の状態 だ、 っ た の で あ る O

神戸市営地下鉄 も 、 ト ン ネ ル の コ ン ク リ ー ト 中柱 の 損壊が特徴 に な っ た 。 板宿~新神戸

(限116) 神戸高速鉄道の主な被災箇所位置図
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聞 に あ る 中柱約3， 600本の う ち 、 被災は457本で、 既成市街地 区域、 三宮、 上沢、 新長田駅

と そ の 毘 辺 に 集 中 し た 。 被災柱 を 日鋼 で支 え て 地下構造物 の 安全性 を 確保、 地 震 に よ る 2

次災害の 妨止 を 図 り な が ら 3 月 末 に 応急、復!日、 営業終了 後 に 作業 を 続 け 9 月 末 に 本復旧 を

終 え た 。

神戸新交通 も 高架上の専用 軌道 を 走行 し て い る た め 、 コ ン ク リ ー ト 橋脚 の座屈破壊 と 桁

の 落下 な どで、 全線に被害が生 じ た 。 建設省 や本四連絡橋公団 の応援を え て 、 復旧が始 ま

っ た が、 走行路、 案内軌、 電車線、 誘導無線か ら 成 り 立つ軌道囲復 に は 、 ミ リ 単位 の 精密

さ が要求 さ れ、 工事 は 難航 し た 。 電気設備 も 地震 に よ る 被害 は 軽微だ、 っ た が、 橋桁、 橋脚

な どの復旧 に 撤去 、 切 断が必要 と な り 、 結果的 に 大幅 な 工事 に な り 、 全線開 通 は 、 ポ ー ト

ア イ ラ ン ド 線で 7 月 31 B 、 六 甲 ア イ ラ ン ド線は 8 月 23 日 ま で に 延 びた 。

六 甲 山 の 山 肌が崩 れ不通 に な っ て い た 六 甲 ケ ー ブ ル 1 . 7km は 、 軌道 を ふ さ い で い た 直径

7 m 、 重 さ 2 � 3 tの 巨 岩 2 個 を 取 り 除 い た あ と 、 コ ン ク リ ー ト 製の 落石 防 護 の設置、 ケ

ー ブル の 取 り 替え な ど安全対策 を 施 し 、 7 月 2 1 日 再 開 し た 。 一方、 摩耶 ケ ー ブ ル は駅舎が

崩 落す る な ど大 き な 被害 を 受 け た が、 震災前か ら 年 間赤字 を 続 け て い た た め 、 再 開 の 見通

し は 立た な か っ た 。

3 . 港湾

神戸港 は 、 1 16km に 渡 る 水際競の ほ と ん どが被災 し 、 世界 に 誇 っ た コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル

の 巨 大 ク レ ー ン は傾 き 、 ヤ ー ド 、 岸壁の大半が崩 壊 し 、 品時的 に港湾機能 は 麻痩状態 に 結

っ た 。 「震災産後の神戸港の惨状 を 見 た 時、 一 瞬 も う 駄 目 か と 患 っ た 。 復 旧 す る に し て も

何年掛か る の か想像 も 出 来 な い状態 だ、 っ た J (注 3 ) の で あ る O 岸壁 は 239パ ー ス の 大部分

が被災、 岸壁の傾斜や沈下 で物揚場、 上屋、 野積場、 荷役機械、 倉庫、 サ イ ロ の ほ と ん ど

に被害が出 た 。 加 え て神戸大橋、 摩耶大橋、 六 甲 大橋の構梁 や 、 ハ ー パ ー ハ イ ウ ェ イ 、 j兵

手バ イ パ ス な ど、 港湾に繋がる ほ と ん どの 高架が損傷 し た 】 と に 、 阪神 高速道路、 新交通 シ

ス テ ム も 壊滅的 に 破壊 さ れ利用不能 に な る な ど、 神戸港 は 内 も 外 も 機能不全状態で あ っ た 。

復 旧 が始 ま っ た が再建 プ ラ ン は多様で あ っ た 。 ま ず、 神戸市は復旧工事 を 3 段 階 に 分 け

た。 「緊急復旧J は 震災直後、 救援物 資 ・ 人 員 輸送 の確保や危険笛所 の 補 修 な ど緊急対応

の た め に 行 な う 工事で、 「応急復旧 」 は そ の 後 、 早期 に 本来 の 港湾利用 に 供す る た め の も

のO 応急復!日工事 を 終 え た笥所か ら 順次、 暫定供用 を 行 な う 一方、 隣接す る と こ ろ で耐震

牲 を 強化 し た 「本格復旧 工事J を 進 め た 。

運輸省 第 3 港湾建設局 も 、 3 月 、 本格復旧 を 急 ぐ岸壁 な ど国有港湾施設の修復方法 を 決

め た 。 寵轄整備す る 岸壁の う ち 、 旅客用 タ ー ミ ナ ル の建設 さ れて い る 中 突堤、 新港突堤、

摩郡埠頭 タ ー ミ ナ ル や 、 六 甲 ア イ ラ ン ド に あ る コ ン テ ナ 荷役用 ク レ ー ン を 持つ 公共岸壁10、

12mパ ー ス 、 そ れ と 神戸、 西宮港の 4 本の 防波堤。 中 突堤 な ど は揺 れ に 強 い と さ れ る 鋼管

杭 を 打 ち 込む桟橋工法 で、 六 甲 ア イ ラ ン ド は 摩擦増大マ ッ ト を 敷設 し て抵抗力 を 増 加 さ せ
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る ほ か、 比重の軽い土 を 背後 に埋設 し て 負 担 を 軽減 し 、 耐震強度 を 高 め る こ と と し た 。

i 災 害 lこ強い潜に防災拠点や防災 5'iJ護施設を つ く る i

4 月 28 目 、 神戸港複興計画委員 会 は 、 神戸港全体の復興に は 今後10年 間 に 総事業費約 1

�1S5 ， 000億 円 を 掛 け 、 ヘ リ ポ ー ト や情報 ・ 医療機能 を 持つ 4 ヵ 所の 防 災拠点 と 、 物 資 輸送

面 か ら そ れ を 補 う 5 ヵ 所の 防災支援施設 を つ く る な ど 「災害 に 強 い 港づ く り 」 計画 を 発表

し た 。 拠点 に 指定 さ れた の は 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 第 H 期 、 東部臨海部地 区 、 兵庫突堤、 京

橋地 区。 ボー ト ア イ ラ ン ド は市立 中 央市民病 院 を 核 に 医療拠点 と し救急 ・ 輸送ヘ リ 用 の 臨

時ヘ リ ポ ー ト 患 の ス ペ ー ス も 確保す る 。 東部臨海 も 同様。 中 央卸売市場 を 近 く に持つ 兵庫

突堤 は 、 緊急、物 資 の備蓄機能 を 中心 に し た倉庫整備 を 、 京橋地 区 は 災害時の情報拠点 と し 、

自 衛隣 な どの救援船が係留 可 能 な 桟橋 を 設 け、 近接す る メ リ ケ ン パ ー ク を 臨 時ヘ リ ポ } ト

と し て利用 す る O 支援施設は須磨港、 東神戸 フ ェ リ ー 埠頭、 六 甲 ア イ ラ ン ド フ ェ リ ー 埠頭

な どで、 耐震強化岸擦 を 設 け て物資海上輸送 な どの機能 を 強化、 拠点の補完機能 の役割 を

果 た す一ー と し た 。

現実の復旧 は ゆ っ く り だが確実 に 進 ん だ。 神 戸港の2 1 の コ ン テ ナ パ ー ス な ど に 設置 さ れ

て い た 強力 な ガ ン ト リ ー ク レ ー ン 55基が、 屈 曲 や基礎部分が陥没 し て使用 不 能 に な っ た あ

と 、 荷役 は 船上 ク レ ー ン に よ っ て続 け ら れて い た が、 3 月 初 日 に応急復旧 を 柊 え た 摩耶埠

頭 で 2 基 の ガ ン ト リ ー ク レ ー ン が立 ち 直 り 、 震災後初の本格的 コ ン テ ナ荷役 を 再 開 し た 。

ま た 、 神 戸港埠頭公社 は 4 月 、 所有 の コ ン テ ナ パ ー ス 復 旧 に 、 激 し い 揺 れ で海側へ 5 、

6 m 移動 し た岸擦 の沖側 に新 し く ケ ー ソ ン を 据 え る 「 ダ ブ ル ケ ー ソ ン 方式J を 採用 、 傾 い

た ケ ー ソ ン と 新 し い ケ } ソ ン の 間 の 空 間 に水面 下 5 m ま で石 を 入れ、 海水が出 入 り で き る

よ う に し て 耐震性 を 高 め る 工事 を 始 め た 。

4 月 末 日 か ら 神戸港 は 、 施設の有効利用 を は か る た め 、 労使協調で荷役作 業の 24時 間 、

臼 曜祝 日 も 含め て365 日 体制 が取 ら れ た 。 5 月 1 日 、 神戸港の コ ン テ ナ 埠頭、 六 甲 ア イ ラ

ン ドC- 4 パ ー ス に 、 デ ン マ ー ク 船籍 「マ ー ク ス ・ パ ン ク ー パ … 号J 34， 382tが入港 、 震

災105 日 ぶ り に 予定 よ り 2 ヵ 月 早 い 待 望 の A番船の 入港だ、 っ た 。 6 月 25 日 に は 、 新港第 l

突堤 に 震災後初 の外国客船 と し て ウ ク ラ イ ナ 船籍 「 カ レ 1) ヤ号J 16 ， 63ltが入港、 白 地 に

ブ ル ー の ス マ ー ト な 姿 に 、 久 々 に 港 に 国 際 的 な 雰囲気が戻 っ た。 7 月 に 入 る と 、 28 8 に 関

西経済連合会が神戸市内で、 開 い た サ マ ー フ ォ ー ラ ム で、 震災復興 と 規制緩和 を 目 指 し て神

戸港 に優遇税制 な ど を 備 え た 経済特区 ・ エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン 設置 を 目 指す こ と が合意

さ れ た。

1996年 2 月 ま で、 の 復!日工事の進捗状態 は 「 ほ ほ予 定通 り 。 当初計画 の 2 年 間 で復旧 で き

る J (運輸省 第 3 港湾建設局 ) ま で進 ん だ。 貿 易 貨物 の 中 心 と な る 21 の コ ン テ ナ 埠頭 は 8

パ ー ス が暫定供用 さ れたが、 9 月 ま で に 8 パ ー ス が本格復!日、 残 り も 年度末 ま で に 完成。

東灘 区青木な ど 7 つ の フ ェ リ ー 埠頭 も 7 月 ま で に 完全復旧 さ せ た 。 そ の他 の 約 142の岸醸
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も 、 何年 3 月 末 ま で に42パ ー ス を 完全復旧 さ せ る ま で進 ん だ の で あ る O

港め ぐ り の 観光船や 四 国 ・ 九州方面への旅客加の発着場所で、 観光神戸 の シ ン ボル 的存

在 だ、 っ た 中 突堤 も 震災 2 ヵ 月 後の 3 月 20 日 に オ ー プ ン O 麓災で岸壁が陥没 し た た め 、 客 船

の寄港は 中 止 さ れて い た が、 工事完成 は 予 定 よ り 1 ヵ 月 早 か っ た 。 神戸観光汽船は、 同社

所有 の観光船 2 隻 を ア ク セ ス 橋の損壊か ら 践 の孤島 に な っ た ボ ー ト ア イ ラ ン ド 、 六 甲 ア イ

ラ ン ド の住民の生活の足に提供 し て い た が、 翌21 日 か ら 本業 の 「神戸港め ぐ り 」 を 再 開 し

た。

し か し 、 新 タ ー ミ ナ ルが完成 し た も の の神戸の観光船、 レ ス ト ラ ン 船 は 、 5 月 に入 っ て

も 回復 ピ ッ チ は 上が ら ず、 例年の30�60% と 苦戦 を 強 い ら れた 。 乗船場周 辺 は工事中 の場

所が多 く 、 人が集 ま り 難 い の が原 因 だ、 っ た 。 神戸一徳 島 、 神 戸一足摺 ・ 甲 浦 フ ェ リ ー は震

災後、 寄港先 を神戸か ら 大阪へ避難 し て い た が、 10月 、 正式 に神戸か ら の撤 退 を 決 め た 。

皮 肉 に も 大 阪移転後、 神戸港周辺 の 交通渋滞で、不振だ、 っ た 業績が向上 し た た め であ る O そ

ん な 中 で、 関 西国捺空港 と 神戸港の 海上物流 ル ー ト ・ 神戸航空貨物 タ ー ミ ナ ル (K-CAT)

が、 六 甲 ア イ ラ ン ド の フ ェ リ ー 型貨物船の専用 岸壁 を 復旧 さ せ、 運行 を 再 開 し た 。 開業か

ら 4 ヵ 丹 後 に 震災 に 直面 し 、 岸壁が陥没、 利用 で き な く な っ て い た が、 1996年 4 月 四 日 、

ト ラ ッ ク 運搬船 「 関 空エ キ ス プ レ ス 号J が、 1 j:ド 3 ヵ 月 ぶ り に 関西 国 際空港への海上輸送

を 開始 し た 。

々 進む復i自 にj毎図 も変わ っ た }

一方、 6 月 に は神戸市の 「土地利用 計画研究会」 が流通 ゾー ン 整備 な ど土地利用 計画 を

ま と め、 !輩耳ß:t車頭、 新港突堤東、 兵庫突堤の 3 地 区 を 、 震災で倒壊 し た 家屋の瓦離で埋め

立 て る こ と を 決め た 。 港湾施設が人工 島 な ど沖合 い に移動す る 中 、 内 陸部 の !日突堤 を 食料

品 な ど を 扱 う 都市型物流の拠点 に す る た め で、 摩耶埠頭 に 代表 さ れ る 神戸港の特色 の 一つ

は、 上塑か ら 眺 め る と ク シ 型 に 見 え る 埠頭 だ、 っ た が、 そ の 歯の “ 隙 間 " を 埋 め 立 て 、 用 地

を確保す る 計画。 神 戸市 は膨 大 な 瓦醸の処理 に 苦 闘 し て い る 折 り で も あ り 、 一石二 鳥 の 効

果 を 狙 っ た の だが、 再開発地域 は 広 い 空 間 を 確保、 9 パ ー ス の 耐震岸擦 も 整備 し た 。 こ の

よ う に 、 護岸工事で沖合 に 張 り 出 す岸壁が急増 し 、 新港突堤 な どの よ う に ク シ状の 突堤が

埋 め 立て で ま っ た く 変形 し た た め 、 第五管 区海上保安本部 は、 7 月 に神戸港の 海 図 の 改訂

版 を 発行 し た ほ どで あ っ た 。

2 月 に は震災で護岸が崩 れた神戸 メ リ ケ ン 波止場の岸壁が、 崩 壊 し た 形 そ の ま ま 、 震災

の 爪痕 と し て残 さ れ る こ と に な っ た 。 保存が決 ま っ た の は 、 東側 の 岸壁40 m で、 一部が海

底 に 崩 れ落 ち 、 岸壁上の ラ ン プ灯 も 傾い た ま ま O 爪痕 を 生 々 し く 残す た め 、 海底に鋼管の

板 を 打 ち 込み、 岸壁 と の 開 に コ ン ク リ ー ト を 流 し 込んで、陥没 し た 岸壁 を 固 定 し た 。

震災か ら の経済復興 を 図 る た め 、 政府 の 阪神 ・ 淡路復興委員 会の提案 を 受 け 、 神戸市が

進め て い た 上 海 ・ 長江交易促進 ブ ロ ジ、 エ ク ト が、 2 月 3 呂 に 直行船第 �f更の 海河兼用貨物
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生 々 し い傷跡がほ の あ た り に。 整備
の進む神戸港 災 メ モ リ ア ルパー ク
=神戸市中央[メー メ リ ケ ン 波止場

船 「 フ ォ ー チ ュ ン リ バ ー 号」 の就航で本格始動 し た 。 こ れ を 受 け て 97年 1 月 に港湾運送の

上組な ど 8 社 は 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の交易港 区 に 大噌物流セ ン タ ー を 建設、 運営す

る 新会社 を 設立 し た 。 ポ ー ア イ I 、 E 期 に ま た が る 約62ha に 予 定 し て い る 交易 港 区 内 に

設定、 冷凍、 低温、 普通倉庫 な ど を 備 え 、 食料品 な ど を 中 心 に 扱 う 計画だ。

こ の 関 、 神戸港の港勢 は上昇 し て 行 っ た。 1997年 に 入 り 、 神戸市港湾整備局 が 3 月 13 日

に発表 し た前年 1 年 間 の 港勢 (速報値) に よ る と 、 総取扱貨物量 は 1 億3， 552万t と 震 災前

の 94年の79. 3% ま で 、 総入港船舶 数 も 81 ， 663隻 と 93. 1 % の 水準 ま で 回 復 し た 。 内航船が

72， 783隻 (76， 872隻) 、 外航船が8， 880隻 ( 10， 836隻) だ っ た 。 そ し て 神戸税 関 が24 日 に発

表 し た神戸港の 2 月 の 輸 出 額 で は 、 3， 686億 円 と 震災前年の 2 月 実績3， 602億 円 を 僅 か な が

ら も 上 回 っ た 。 輸 出 額‘が震 災前 の水準 を 超 え た の は こ れが初 め て 。 貿 易 総額 と 輸入額 は す

で に 前 月 に達成 し て お り 、 こ れで、 すべてが震災前 の水準 に復活 し た 。

そ し て、 大損傷 を 受 け た 神 戸港の復旧工事が 3 月 28 日 に すべて完了す る の を 控 え て 、 神

戸ハ ー パ ー ラ ン ド の 高浜岸壁で、 26 日 、 記念の竣工式が開 かれた。 震災か ら 2 年 2 ヵ 月 余、

(表 6 ) 神戸港外航船入港隻数

1 月 2 月 5 月 6 月 7 月
1 994'1' 785 798 965 967 905 951 886 

19951]' 383 180 351 430 573 627 663 
(対 941f[t] 月 比) 48， 8% 22， 6% 36， 4% 44. 5% 63， 3% 65， 9% 74， 8% 

1996年 676 691 752 765 778 718 777 

(対94年 同 月 比) 86， 1% 86， 6% 77， 臼% 79， 1% 86， 0% 

658 705 763 792 755 728 767 

(対94年同 )i ttl 83， 8% 88， 3% 1 79， 1 % 81. 9% 83， 4% 76， 6% 86， 6% 
※ 1997年の隻数は速報値の た め 、 後 日 変 更 を 生 じ る 場合があ り ま す。

8 月 9 月
893 843 

673 695 
75.1% 82， 4% 

740 702 
， 9% 83， 3% 

722 
80， 9% 85， 5% 

10月 l J 月 1 2 月 合計
938 915 990 10， 836 

755 733 770 6， 833 
80， 5% 80， 1% 77， 8% 63， 1% 

777 730 774 8， 880 
82， 8% 79， 8% 78， 2% 81 . 9% 

782 701 8， 094 
83， 4% 76， 6% 0， 0% 74， 7% 

(神戸市港湾整備局資料)

第九章容都市 イ ン フ ラ S03 



804 f l ぷ り で あ っ た 。 震災で、神J Ît巷 は

60%弱 に 恭 ち 込 ん ~ じ

た コ ン ク リ ー ト

に 尽 か っ た [ 事の 秘密 は 、

せず補強で利用 す る な ど、

を 受 け 、 そ の 年 の 輸出 入 総額 は 前 年 の

業 員 延べ263万人 、 工事に使用 し

ぎ 込 ん だ の で あ っ た 。 驚異的

を 受 け た岸壁や施設 を 轍去ほ

ドi 際的 な ハ

、tJ] っ た [ Jこ な

と し て の 機能 を

げ ら れて い る O

る た め 、 2005年 を 目 標 に 六 甲 ア神 J 土 、

イ ラ ン ド 南 の を 立 て て コ ン テ ナ パ ー ス な ど を 建設 す る 計画 で い

る 。

お別 れ テ ー プ屈 か な い
浴の別れ と い え ば、 送 る 人 と 去 る 入 と の 問 を つ な ぐ紙テ ー ヅ

言 われた神戸港 ・ ボー ト タ ー ミ ナ jしが、 キ ャ ソ チ フ レ ー
約 5 m広がっ た た め、 テ ー フ。を投げる距離が 2 給 に な っ た の が埋由。 ざ っ と 10m と は い え 、 う ま く 船上 に投げ
入れる の は意外に難 し く 、 ロ マ ン チ ッ ク な船出 を 期待 し て訪れた女性の見送 り 客 ら を残念が ら せ て い る 。

争中fiボー ト タ ー ミ ナ ル は、 客船1H1J と 見送 る 側 のそ れぞれの デ ッ キ が、 ほほ|戸} じ高 さ 。 見送 り 容が岸壁か ら 船
を 見上げる 大阪港、 名古屋港、 歩廊橋 と い う 少 し 丙い部分は あ る が、 ほ と ん どの船の デ ッ 牛 が、 は る か頭上 と
い う 横浜港 な ど と 遠い、 乗終 と 見送 り 容が顔 を合わせ な が ら 船出の瞬間 を 迎 え る 。 そ れ だ け に 、 テ ー プ を 握 り
合っ て別 れ る シ ー ン は 国内服おの絵 に な る 光長 と 日わ れて き た。 と こ ろ が震災で タ ー ミ ナ ル の建物が傾 き 、 護
岸 も よ員傷。 昨年 7 月 に復!日工事が終わ っ たが、 護岸は Af廷に 5 m も 迫 り 出 し デ ッ キ と の 間が約10m に な っ た。

同 タ ー ミ ナ ル内 の売庄で、販売 さ れて い る 紙 テ ー プは、 長 さ 約34m。 岸壁の帳が広がっ て も 十分余絡はあ る が、
遠投力が必要に な り 、 タ ー ミ ナ ル か ら 船に投げ入れる の は、 潮 風 も あ っ てか 令 り 困難。 売!万の宿主は 「以前 は
力 の な い 女性で も テ ー プが届 い た の に、 い ま は男性で も 難 し い」 と 言い、 最近、 女性客 に は 「 テ ー プ を 、 船 ま
でhlí かせ る の は大変です よ j と 念押 し し て い る そ う だ。 見送 り に き て い た 会社員 6 人は合わせて28-4:の テ ー プ
を投げたが、 船 ま で届 い た の は た っ た 1 本。 そ れ も 途中で切れて し ま い 、 「何本 も の テ ー プが た な び く 船出 の
イ メ ー ジ通 り に は いか な い」 と こ ぼ し て い た 。 (神戸新開)

(it 2 )  r ラ イ フ ラ イ ン 地震防災 シ ン ポ ジ ウ ム 阪神 ・ 淡路大震災に学ぶj 関西 ラ イ フ ラ イ ン研究会 1997ijê 6 月

Oì: 3 )  rユーザー か ら 見た神戸港の復旧 ・ 復興J 都市政策 季刊 第85号j 木村会志津男
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現代 は情報化時代 と 言 わ れて 久 し い が、 阪神大震災の よ う な 未曾有 な 災 害 に 見舞 わ れ る

と 、 我 々 の頼 っ て い た情報が、 い か に 脆弱 な基盤の 上 に 乗 っ て い た か と い う こ と を 、 改め

て 思 い 知 ら さ れ る こ と に な っ た。 電話は繋が ら ず、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ か ら 充分 な 生活情報 は

流 れず、 新 聞 き え ピ ル の掠壊 で、発行 を 危ぶ ま れた。 震災 2 年 目 に 当 た り 、 情報関 連各社 は 、

残 さ れた復旧 に 全力 を 投 入 す る A方、

どに真剣に取 り 組 ん だ の で あ る O

1 . 

に 強 い サ ー ピ ス の構築や、 災害時 の 緊急、対応 な

震 災発生 時 、 NTT の 交換機 は 、 商 用 電 源 の 停止 と パ ッ ク ア ッ プ電源の損壊 に よ っ て 、

神戸地域144万加入 の う ち 約28万5， 000が故障、 電話が不通 に な っ たo NTT 以外の 通 信 を

加 え る と 、 約30万 の加入電話が通信不能 や 、 ダ イ ヤ ル を 回 し で も 繋が ら な い状態 に な っ た 。

ま た 、 約19}j3 ， 000 回線の加入者系通信 ケ ー ブ ル に も 被害があ り 、 電話通信 は 大混乱 に 陥

っ た の で あ る O 被災地 の神戸市周辺 に は 、 全国か ら 知 人 の安否 を確かめ る 電話が殺到 、

災当 日 の 1 7 日 に は通常 ピ ー ク 時の50倍、 翌 日 日 で も 20倍の 電話が集 中 し 、 電 話 は い わ ゆ る
品 く そ う

「輯轄J 状態 に な り 、 撮乱 に一層 の拍車が掛か っ た 。

NTTで は 、 被災地以外か ら4， 000人の応諾 を 受 け た 7， 000人体制 で、 た だ ち に 復 !日作業

に 取 り 組み、 交換機故障は移動電源車の 出 動 な どで翌18 日 午前中 に 、 家屋 の 全半壊 ・ 焼失

を 除 く 電話 回 線が原 因 の 故 障 や 、 3， 170回 線が不通 に な っ た 専用 回 線 も 、 大 半 を 1 月 31 日

ま で に援!日 さ せた 。 こ う し て 22 日 以 降 に は 、 全国か ら の電話の受付 を 絞っ た 「輯轄規制J

はすべて解除 さ れた 。 復!日作業 と 併せ て 、 特設公衆電話2ラ 700台 ( フ ァ ク ス 350台 を 含 む )

を 被災地760 ヵ 所 に 設置 し た ほ か、 地域の 避難所 に 避 難 中 の 被 災者へ の 電 報 の 受付 、 配達

も 行 な っ た 。

災後か ら 1 996年 度 に か け てNTT は 、 ピ、 ル や 家庭 の 伊j壊 ・ 焼失 し た 利 用 者 の 要望 に 応

じ 、 回線、 配線の取 り 付 け な ど を JII貢次行 な う 一 方、 警察庁 か ら 提供 さ れた 「兵庫県南部地

震 に 伴 う 死亡者名 簿J に よ り 尋 ね ら れた 名 前 が記載 さ れて い る か を 無料 で 回 答す る 「死亡

者 リ ス ト 照 会電話J も 実施、 7 万件 を 受付 け た。 損傷 を 受 け た 自 社建造物 で は 、 周辺住民

に 避難勧告 の 出 さ れた 大 関 ピ ル の鉄塔が、 3 日 後 に 応急処贈 を 済 ま せ10月 に 完全復!日、 河

じ く 神戸港 ピ ル の 鉄塔 も 無線 ル ー ト で収容 さ れて い る 回 線 を 有線 ル ー ト に 変 更 し 、 ま た事

務部門 の入居 し て い た御幸 ピ ル は 、 震災 7 ヵ 月 後 の 8 月 に解体 さ れた 。

復 旧 に あ た っ て 、 神戸市中心部の ピ ジ ネ ス 街 に 1 997年度ぶ ま で に 光 ブ ァ イ パ ー ケ ー ブ ル

網 に よ る ル ー プ化 ・ 2 ル ー ト イヒ に す る こ と も 決め た 。 光 フ ァ イ パー は従来の メ タ ル 圏 糠 よ

り も 通信量が大 き く 、 信頼性 に も 擾 れて い る L 今度の震災の よ う な 場合で も 、 ケ ー ブル

が切 れて も 回線 を 自 動切 り 替 え す る な ど、 震災に有効 な こ と か ら 、 新規 に 敷設す る 回線 は 、
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光 フ ァ イ パ ー 化 を 進 め て い る 。 将 来 は 、 震災被害の 大 き か っ た地域に も 導入 を 進め る 予定

で い る O

震 災 を 教訓l に し て 5 項 目 か ら な る 災害対策 も 導入 し た 。 「被災地情報 ネ ッ ト ワ ー ク の構

( 1'<1 1 7) 被災地ネ ッ ト ワ ー ク

(函18) 災害伝言ダ イ ヤ ル

\ 

え:J.-) f." 0)適用額j
被災地から非被災建�貰盟主主主盤主益撞食

( INTTニ ュ ー ス リ リ ー ス D

(逆に、 非被災地か けて 錬音す る こ と も 可能です〉
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築」 は 、 被災地 に 的確 な 情 報 を 提供す る た め、 パ ソ コ ン ネ ッ ト を 活用 し た情 報 プ ラ ッ ト ホ

ー ム を 作 り 、 避難所、 安否、 物資要求配送、 生活関 連 な ど 自 治体 な どが出 す 各情報 を 提供

す る も の 。 端 末 は 一般市販のパ ソ コ ン を 利 用 す る o r災害時 の 停電 時 の 公衆 電話無料化J

は 、 災害時、 電力 の 供給が止 ま っ た た め テ レ フ ォ ン カ ー ドが使 え ず、 10円 玉 の ‘時的大量

使用 に よ る コ イ ン 詰 ま り で使用 不能 に な っ た教訓 か ら 計画 さ れた。 交換機の ソ フ ト を 完成

さ せ使用 が可能 に な っ た 。 「輯鞍緩和 の た め の ボ イ ス メ ー ル シ ス テ ム の 導入 J も そ の 一 つ 。

全国50 ヵ 所の 拠点事業所 に 、 伝言 を 録音 出 来 る コ ン ピ ュ ー タ ー を 配置、 全 国 ど こ か ら で も

接続可能 で メ ッ セ ー ジ は30秒 間 だか ら 、 被災地の安否確認、 被災者の声 の 録音 な ど、 必要

事項 を 十分に伝達 出 来 る シ ス テ ム o 1 998年 3 月 末か ら サ ー ビ ス 開 始の予定だ。

防災業務計画 も 改訂 し た。 ①非常体制の整備、 ② 国 な どの危機管理への協力 と 体制 整備、

③ グ ル ー プ企業 な ど と の 連携強化、 ④被災地 に お け る 情報流通支援 な ど で万一 に 備 え

た 。

2 . ニ ユ } メ デ ィ ア

世界 中 に 、 い ち 早 く 神戸の悲劇 を 伝 え る な ど、 震災時 に大活躍 を し た イ ン タ ー ネ ッ ト に

よ る 神戸市 の ホ ー ム ペ ー ジへの ア ク セ ス は そ の 後 も 続 き 、 1 FJ 5 ， 000件平均 の 数字 を 記録

し て い る O 神戸市 の ホ ー ム ペ ー ジ は 1 994年10月 、 自 治体 と し て 初 め て 開 設 さ れ た も の だが、

震災後は さ ら に 内 容 を 充実 さ せ た 。 発信す る 情報 は 海外か ら の ア ク セ ス が多 い こ と か ら 、

映像 を 多 く 取 り 入れ、 日 英 2 ヵ 国語並記 を 基本 と し た 。

〈現在の メ ニ ュ ー 〉

大阪神 ・ 淡路大震災の神戸市の被災状況及 び復興への取 り 組み状況

大震災 2 年、 市長 イ ン タ ピ ュ ー

女神戸 は 今 (写真で紹介)

女神戸市民全所帯 ア ン ケ ー ト 結果

女神戸市か ら の お 知 ら せ (0157情報、 神戸 ま つ り な ど イ ベ ン ト '情報)

犬神戸 の教育 (教育 の震災復興の取 り 組み、 教育施設の紹介)

犬神戸 の 産業 と コ ン ペ ン シ ョ ン

[非常時 と 平常時の理方の活用 を }

震 災後、 神戸市 で は 「情報J は 、 ガ ス ・ 水道 ・ 交通 な ど と 並 び、 イ ン フ ラ の 要素 と 位墨

付 け ら れた 。 神戸市復興計画 で も 重視 さ れ、 シ ン ボ ル プ ロ ジ、 エ ク ト の 中 に 市 紡 災情報通信

ネ ッ ト ワ ー ク の 整備が上 げ ら れ る よ う に な っ た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト は 映像対応 の ネ ッ ト を 市

内各地に作 り 、 非常時 と 平常時の双方の活用 を 視野 に 入 れ、 非常時 に は 、 画像 に よ る 被災

現場の状況把握や避難所 と な る 学校、 防災拠点 で あ る 民役所 な ど と 、 被災者や物 資 な どの

情報交換 に使 う 。 一方、 平常時 に は 、 地域情報等 の提供、 視聴覚教育への活用 、 外国生徒
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と の イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 意見交換や、 学校関 メ ー ル利用 な ど に 使 い 分けが決 ま っ

。た

同市で は 阪神 @ 淡路大震災で、 電話や フ ァ ク ス な どの通信手段が途絶 し 支援活動 な ど に

支障 を き た し 、 「 コ ウ ベ は壊滅 し た J な ど と い う 怪情 報 ま で 流 れ た 時、 神 戸 市外国語大学

の ホ ス ト コ ン ビ ュ ー タ ー の イ ン タ ー ネ ッ ト が機能 し た た め 、 正確 な 被災状況が各地 に 発信

さ れ、 さ ら に 、 内外か ら の 支援情報が集積 さ れ る な ど、 災害時の新 し い情報手段 と し て 画

期 的 な 成 果 を 上げた。 こ の教訓 を 元 に神戸市がイ ン タ ー ネ ッ ト 情報網づ く り を 計画、 現在、

神戸外大 に あ る 学術用 に 、 新 た に 商業用 の 回線 を 加 え 、 加入者に は技術指 導 を 通 じ て 情報

化の手助 け を し 、 利用者の拡大 に よ る 地元経済の活性化 を 目 指す こ と に し た 。

ま た 震災後、 1 月 29 日 か ら 提供 し て き た “ 災害 関 連情報FAXサ ー ビ ス " は 、 翌何年 4

月 に リ ニ ュ ー ア ル し、 復興の概況や被災者への 各種制 度情報、 広報紙の復興 関 連記事 な ど

を 24時 間 フ ァ ク ス を 使 っ て賭 け て い る 。

(図19) 神戸市の護災 ホ ー ムペー ジ (図20) 神戸市復興関連情報 フ ァ ク ス サ ー ビ ス

神戸市復興関連情報メ ニ ュ ー コ ー ド一覧

民国出:

( 9 枚〉What's New 
面撤 務総会雷管"咽忽帥蕊蜘醐円、γ

神戸1;今』且 1旦昌 宣且 塁且J
持戸市の今を写aで綿介しています。

盈E量盆豊主主土塁草壁畳

壬之主ニ杢立と盟盟旦ニM茎全丞Z臣
神戸市はインタ 求ツト 199< ワ ルドヱクスポジソヨノ!こ オフインヤル オ ガナイザ とu て智参加しますE

Contents 

旦旦ニL豆些皇
車援法箆玄盤車ι?C'工
整EJ12整宜
脚的醐).-::J�ペ、'.;�.....:::;'，t
出こぎた豆&玉工捜査
'l2，上立立主

1996 年 12}l 由… … …叫
…叫ん/6:!，，，，in

(神戸市広報課)

地域に密着 し た メ デ ィ ア で あ る ケ ー ブ ル テ レ ピ は 、 今回 の震災でケ ー ブ ル を 中 心 に 大 き

な 被害が生 じ た 。 セ ン タ ー 設備 に は 致命 的 な 損傷 は な く 、 電源回援後の放送再 開 に は 時 間

差があ っ た が、 比較的、 復!日 は 早か っ た 。 し か し 、 震災の経験か ら 、 兵庫 ニ ュ ー メ デ ィ ア

協議会 で は 、 公共性 を 再認識 し 地域 に 密着 し た テ レ ビ に な る た めへ の 反省 点 を ま と め た 。

こ れ に よ る と 、 ①機器の 耐震化、 伝送路の 地 中化や非常用電源 の確保 な ど耐震性の 強化、
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②災害時 に は全 国 向 け に 被害 の全体像 を 伝 え る マ ス コ ミ と 、 地域の 生活情報 を 細か く 流す

ケ ー ブル テ レ ピ と い う 役割分担、 ③地域 に 癒着 し た 映像の提供 に は 行政 と の 情報交換が不

可欠で、 地域の コ ミ ュ ニ テ イ か ら の被害 @ 復!日状況の情報提供が受け ら れ る 連携が必要一

な どが問題提起 さ れた。

上 放送

{全国 に震災 の寵み舘 え る }

大震災 は 神 戸市 内 の 放送 局 を も 直撃 し た 。 NHK神戸放送 局 は 1971年 に 三 宮 ト ア ロ ー ド

に建設 し た神戸放送会館が大損傷 を 受 け 、 修復不能 と な っ た た め 、 事務部 門 は 市 内 に 移転、

放送部 門 は 会館近 く の小学校の校庭拡張用 地 に 仮設ス タ ジ オ を 建設、 そ こ か ら 放送 を 続 け

た 。 JR神 戸駅前 の ハ ウ ジ ン グ ・ デザ イ ン ・ 1::: ン タ ー 神 戸 ピ ル 内 に 新 し い 放 送 会館 を 移 し

た の は 、 震災か ら 4 ヵ 月 後の 1995年 5 月 で あ っ た 。

神 戸放送局 は震災発生産後か ら 住民 と 力 を 合わせ、 被災者の救援、 被害の検証 と 防災、

復興 を テ ー マ に し た ニ ュ ー ス ・ 番組の 取材耕作 に 全力 で取 り 組んだ。 ニ ュ ー ス で は被災地

の復旧 や復興状態 に つ い て継続的 な 情報発信 を 行 な い 、 と り わ け震災か ら 半年、 I 年、 2 

年 な どの大 き な 節 目 に は 、 震災関連ニ ュ ー ス を 集 中 的 に 発信 し て全 国 の 視聴 者 に被災地 の

今が伝 わ る よ う に 努 め た 。 番組頭 で は 、 震災の年の 4 月 か ら 近 畿 ブ ロ ッ ク 放送で、 毎週土

隈午前1 1 時 か ら 45分番組の 「がん ばろ や ! 阪神 @ 淡路J を ス タ ー ト 。 被災 し た 地域 を 訪 ね

て街の復興ぶ り を 報告す る 「わが街 の復興地 図J を は じ め 、 さ ま ざ ま な 被災者の悩 み や 相

談 に 答 え る コ ー ナ ー 、 き め細 か い震災関連の お 知 ら せ な ど を 盛 り 込ん だ情報番組で、 拠点

局 以外の放送局 が45分の 定時管 中 番組 を 制作す る の は異例であ っ た 。 こ の他 、 震災関連の

「近畿 ス ペ シ ャ ルJ I発信基地J や 、 全 国 中 継 で 月 1 回 放送 さ れ た 日K ス ペ シ ャ ル J I ク

ロ ー ズ ア ッ プ現代」 な どの番組制作 に も 参加 し た 。

2 年 目 に 入 っ て も 、 震災関連の ニ ュ ー ス @ 番組制作 は 神戸放送局 に と っ て は 最優先課題

で、 と も す れ ば忘 れ ら れが ち な被災地 の 現状 ・ 諜題、 復興 に 向 け た 取 り 組み を 全国 の視聴

者 に 伝 え る た め 、 近畿 ブ ロ ッ ク の 「 イ ブ ニ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク き ん き J Iお は よ う き ん き 」

に 留 ま ら ず、 全国発信 を 目 指 し て ニ ュ ー ス の取材 ・ 制作 に 努 め た 。 「がん ば ろ や … J は 25

分番組 に コ ン パ ク ト 化 し た が、 復興 を テ ー マ に し た 情報発信 は続 い た 。

報道体艇 は 、 移転後 も 大震災で威力 を 発揮 し た ス キ ッ プパ ッ ク レ コ ー ダ ー や独 自 の 地震

計 を セ ッ ト し て常時、 地震の 監調体制 を 取 っ て い る ほか、 局舎の屋上や、 明石海峡 を 望 む

淡路町 な ど に 無 人 の 監視 カ メ ラ を 配置 し た 。

そ し て 「 人 々 の 求 め る 情報 は あ ま り に も 膨大で、 多 岐 に わ た り 、 す べ て の ニ ー ズ に 応 え

る こ と は 函難 だ、 っ た が、 地域の 中 に あ る 放送局 と し て 、 緊急災害時 に は 公共放送の責務を

十 分 に 果 た す こ と がで き た と 考 え る 」 と 『兵庫 プ ロ フ ィ … ル ' 97j に ま と め た 。
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(表 7 ) NHK全国放送 ・ 総合テ レ ビ rNHKスペシ ャ ル 、 ク ロ ー ズア ッ プ現代、 特集番総J の 震 災関連番組
(1995�何年)

日 ・ 日程 放送時間

'95， 
4/17 (月 )

21 : 30�21 : 59 

28 (金) 21 : 30�22 : 29 

5/8 ( 月 ) 21 : 30�21 : 59 

19 (金) 21 : 30�22 : 29 

6/9 (金) 21 : 30�21 : 59 

15 (木) 21 : 30�21 : 59 

30 (金) 21 : 30�22 : 29 

7/25 (火) 21 : 30�21 : 59 

28 (金) 21 : 40�22 : 39 

9/1 (金) 20 : 00�21 : 14 

29 (金) 2 1 : 30�22 : 29 

10/23 ( 丹 ) 2 1 :  30�21 : 59 

1 1/5 ( 日 ) 21 : OO�21 : 59 

24 (金) 21 : 30�22 : 29 

'96. 
1/10 (水)

21 : 30�21 : 59 

1 1 (木) 21 : 45�22 : 14 

12 (金) 21 : 30�21 : 59 

13 (土) 23 : 00�23 : 44 

14 ( H )  21 : 00�21 : 49 

1 6 ( 火) 21 : 30�21 : 59 
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番 組 名

ク ロ ー ズ ア ッ プ現代

NHKス ペ シ ャ ル

ク ロ … ズ ア ッ プ現代

NHKス ペ シ ャ ル

ク ロ ズ ア ッ プ現代

ク ロ ー ズ ア ッ プ現代

NHKス ペ シ ャ ル

ク ロ ー ズ ア ッ プ現代

NHKス ペ シ ャ ル

NHKス << シ ャ ル

NHKス ペ シ ャ ル

ク ロ ー ズ ア ッ プ現代

NHKス ペ シ ャ ル

NHKス ペ シ ャ ル

ク ロ ズ ア ッ プ現代

ク ロ ー ズ ア ッ プ現代

ク ロ ズ ア ッ プ現代

プ ラ イ ム 11

NHKス ペ シ ャ ル

ク ロ ー ズ ア ッ プ現代

内 d廿v 制作部局

私の病続が消 え た 報道 . BK報道

阪神大震災③ AK報道
危機管現 ・ 政府は ど う 動い た か BK報道

マ ン シ ョ ン が再建で き な い BK報道 ・ 神戸f

阪神火震災④
AK報道

日 本の 地下 で何が起 き て い る の か
AK サ イ エ ン
ス ・ 神戸

報道 ・ サ イ エ ン
阪神大震災 ・ 裏山 が崩 れ る ス ・ フ ァ ミ リ ー

BK報道

心 に if{荷 を 背負 っ て ・ 阪神大震災 ・ あ い
BK報道

つ ぐ 自 殺者

阪神大震災⑤ 強 い住 ま い を ど う つ く る AK報道 ・ 京都

避難所は 出 た い け れ ど ・ 阪神大震災苦悩
BK報道 ・ 神戸

の190 日

阪神大震災⑥ AKサ イ エ ン ス
耐 震都市 を ど う つ く る か BK文化

阪神大震災⑦ その時あ な た の 町 は AK報道 . BK報
防災言j-画見直 しへの苦溺 道 ・ 神戸

阪神大震災⑧ AK報道 . BK報
住 ま い を ど う 絞 り 戻すか 道 ・ 神戸

なぜ地震があ いつ ぐのか 報道 ・ 科学 ・ 社
~検証 ・ 日 本列島の地殻変動~ 会情報 ・ 報道番組

阪神大震災⑨ AK社 会 情 報 ・
経済復興 に ど う :立: ち 向 か う BK報道 ・ 神戸

i仮神大震災⑬ 報道 ・ 社会情報 ・
ま ち を ど う 再建す る か BK報道 ・ 神戸

震災 1 年 “ 変わ る 地震情報" 社会情報

震災 l 年 “ ヘ リ は なぜ飛ばな か っ た " BK文化

悲 し み を 越 え て 阪神大震災か ら 1 年 社会情報

心安 ら ぐあ の 日 々 を
松江

~神戸 ・ 駒 ど り の家の老人達

焼け跡か ら の再生 BK報道
~長田 区鷹取東地区 の l 年

わが家への遠い道の り 社会情報 ・ 神 戸 ・
震災か ら 1 年 ・ 住宅再建の壁 BK報道



17 (水) 21 : 00-21 : 49 NHKス ペ シ ャ ル

4/ 1 8 (木) 2 1 :  30-21 : 59 ク ロ ー ズ ア ッ プ現代

8/25 ( 日 ) 1 8 : 10-18 : 38 
ド キ ュ メ ン ト
に っ ぽん列島

9/1 ( 日 ) 21 : 00-21 : 59 NHKス ペ シ ャ ル

12/23 (月 ) 1 8 : 1 0-18 : 44 ホ リ デー に っ ぽん

'97. 
1 / 12 ( 日 )

8 : 30-8 : 57 週 間 こ ど も ニ ュ ー ス

14 (火) 。 : 10-0 : 57 ナ イ ト セ レ ク シ ョ ン

。 : 10-0 : 57 ナ イ ト セ レ ク シ ョ ン

15 (水)

18 :  10-18 :  45 ホ リ デー に っ ぽん

。 : 35-1 : 05 ナ イ ト セ レ ク シ ョ ン

16 (木) 8 : 35-9 : 28 
生活ほ っ と
モ ー ニ ン グ

2 1 :  30-21 : 59 ク ロ ズ ア ッ プ現代

。 : 30-1 : 00 ナ イ ト セ レ ク シ ョ ン

8 : 35-9 : 28 
生活ほ っ と
モ ー ニ ン グ

17 (金) 1 0 : 05- 1 1 :  50 阪神大震災 2 年

2 1 :  30-22 : 19 NHKス ペ シ ャ ル

22 : 20-22 : 54 
ヰ。中高校
に っ ぽんの夜

19 ( 日 ) 1 : 00-2 : 15 日 確ス ペ シ ャ ル

阪神大渓災⑪ そ の 死 を 無駄に し な い~ 報道 ・ 社会情報
調1t報1f1: . 震災死6:)00人 科学 ・ 神戸

阪神大震災 ・ 心の傷を ど う いやすか BK報道
~家放の手記か ら ~ BK文化 神戸

父がのが生 き た衝で BK報道
~主主災遺児 . 2 度 目 の夏~ 神戸

大渋滞~都市防災 ・ 新た な 課題~ BK報道
マ救援 を妨げ牛A命を奪っ た渋滞 BK文化
て7 な ぜ起 き た の か、 ど う 防 ぐのか A K  

阪神大震災 よ みが え れ路地の街
BK報道

~神戸市 ・ 鷹取東地区 ~

ニ ュ ー ス の ツ ボ 「神戸 ・ 震災か ら 2年J 神戸i AK 

き ん さ ス ペ シ ャ ル ・ 阪神大震災復興の記録
「 も う 待て な い住宅再建」 BK報道
~検証 ・ 復興 3 ヵ 年計画~

き ん き ス ペ シ ャ ル ・ 阪神大震災復興の記録
「お年寄 り を 守れJ BK報道
~仮設住宅か ら 公常住宅へ~

震災ボ ラ ン テ ィ ア ・ 若者た ち は今
神戸

マ神戸復興の街づ く り
AK 

マト;GO

発信恭地'96 I忘れ な い で県外避難者 を 」
BK報道

~ 阪神大震災 ・ 1 年10か月

老後 は こ れで安心 17
BK文化

~阪神大震災で生 ま れた最新高齢若ケア ~

“仮" の暮 ら しが終わ ら な い BK報道
~大震災 2 年被災者は 今~ 神戸 AK 

発信基地'96 仕事 を つ く り 出 し た い J
BK報道

~神戸 ・ 産業復興の 2 年 目

震災か ら 2 年~ 自 宅 は再建で き る か
BK文;化

~ て重 ロ ー ン の負担~

課題 と 提言 BK大別 神戸

阪神大震災 「神戸 ・ 冬物語j
BK報道

~鷹取中学校避難者は い ま ~

よ みがえ れ愛す る 街 神戸
BK文化

~神戸市 ・ 生 白神社 ・ 東門街か ら 中部事~

人生のペ ダ ル BK大型
~渓災を 越 え シ ル ク ロ ー ド1000 キ ロ 走~ (NMP) 

( r兵庫 プ ロ フ ィ ー ル'96、 '97j )  
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(表 8 ) NHK教育テ レ ビ fETV特集、 特集番級J の震災関連番総 (l995�96年)

日 . re譲 放送時間 番

'95. 
3/29 (余)

21 : 30�22 : 。。 ク ロ ー ズ ア ッ プ現

4/3 ( 月 ) 1 20 : 00�20 : 4  5 1  ETV特集

4/4 (火) 20 : 00�20 : 4  5 1  ETV特集

4/5 (水) 20 : 00�20 : 45 

4/7 (金) 20 : 00�20 : 45 

5/15 ( 月 ) 20 : OO�20 : 45 

5/1 6 (火) 20 : 00�20 : 45 

5/17 (水) 20 : 00�20 : 45 

12/ 18 (金) 20 : 00�20 : 45 

'96. 
1/17 (水)

20 : 00�20 : 45 

4/14 ( 臼 ) 1 8 : 10�18 : 38 

5/1 9 ( 日 ) 1 8 : 14� 18 : 42 

30 (本) 1 20 : 00�20 : 44 

7 / 1 4 ( 1:::! ) 1 8 : 10�1 8 : 38 

18 (木) 20 : 15�20 : 59 

9/1 ( 日 ) 18 : 1 0�18 : 38 

26 (木) 20 : 00�20 : 44 

10/6 ( 日 ) 18 : 10�18 : 38 

1 1/17 ( 日 ) 18 : 1 O� 1 8 : 38 

'97. 
1 / 1 6 (木)

5 1 2  第九意轡都市 イ ン フ ラ

ETV特集

ETV特集

ETV特集

ETV特集

ETV特集

ETV特集

ETV特集

発信基地'96

発信基地'96

き ん き ス ペ シ ャ ル

発信器地'96

き ん き ス ペ シ ャ ル

発信恭地'96

き ん き ス ペ シ ャ ル

発信基地'96

発信基地'96

ヤ }v

内 容

代 ど こ へ行けばいいので、すか
特例打切 り と 被災者

ず〈災か ら 戦後 日 本 を 問 う ①
政治は何 を し て き た の か

反災か ら 戦後 日 本 を 問 う ②
「開予告j は何を も た ら し た の か

長災か ら 戦後 日 本 を 問 う ③
なぜ f医療」 は機能 し な か っ た の か

ら 戦後 [1 本 を 問 う ⑤
「戦後」 に 向 け て

阪
医療
神大

現
震

場A
災

で
災需医療①

何が起 こ っ た か

阪神大主主災問われる 災安医療②
避難所で の死 は なぜ起 き た の か

阪神大震災関われる 災得医療③
心の傷 は い やせ る か

震災は ま だ続 い て い る
~被災!主主害者の320 日 ~

作業が話 る 震 災保険
~心の傷 と いや し、 そ し て小説

2500億円 を捻出せ よ
~検証 ・ 神戸市復興 リ ス ト ラ 言1-1里I

教 訓i は生か さ れた か
~神戸 市 - 新紡災計爾~

阪神大震災 ・ 早 く 岡Iに帰 り た い
~神戸 ・ 復興 ま ち づ く り の 2 年 目

引 っ 越 し を 迫 ら れで も
~統廃合に揺れる 芦屋市仮設住宅~

阪神大震災 ・ も う 待 て な い住宅再逮
~検証 ・ 復興 3 ヵ 年計指I �

自 分た ち の街 を ど う 守 る
~神戸 ・ 動 き 始め た “ 自 主紡災

阪神大震災 ・ お年寄 り を守れ
~仮設住宅か ら 公官'住宅へ~

仕事 を つ く り 出 し た い
~神戸 ・ 産業復興の 2 年 目

忘れないで県外避難者を
~ 阪神大震災 ・ 1 iflOか月

阪神大震災 ・ 被災地か ら の声ふ た た び

制作部局

BK報道 ・ 神戸

教 養

教養

教主主

教養

BK文化

教養

教養

BK報道
神戸

BK幸Æi邑
神戸

BK報道

BK報道

BK'i'Æill 

BK報道

BK報道

BK報道

BK報道

BK報道



( r兵庫 プ ロ フ ィ ー ル'96、 守口)

{地域の温 かい支援にお返 し }

サ ン テ レ ビ は 、 「震災報道 は 1 995年 1 月 17 日 か ら 始 ま り 、 そ し て 、 こ の 2 年余、 私 た ち

の放送で、 震災 と い う 言葉が使 わ れ な か っ た 日 は 、 1 日 も な か っ た j と 民放連賞への応募

資料で述べ て い る 。 「そ れぞれが被災者 と し て の傷 を 負 い な が ら f震災直 後 、 何 も で き な

か っ た j と い う 深い 反省 を 込め て 、 日 常の放送 の 中 で f震災後J に 取 り 組 ん だ」 と 続 く 0

1 日 も 休 ま ず に 震災報道 を 続 け る こ と が、 地域の温か い 支援 を 受 け た 「被災局J と し て の 、

せ め て も の思返 し だ と 考 え た か ら だ。

そ れ は、 ま ず、 毎夕、 夜 と 2 回 の メ イ ン ニ ュ ー ス 「ニ ュ ー ス Eye ラ ン ド j の 時 間 に 、 関

連ニ ュ ー ス 、 情報 と 約10分 間 の 「震災企阿」 を 流 し 、 そ の 年10月 か ら は 、 毎 月 1 回 、 ゴー

ル デ ン タ イ ム に 1 � 2 時 間 の 「震災特集j を 。 さ ら に 震災 1 、 2 年 目 、 年末 、 選挙な どの

節 目 に 被災者救済 と 検証の特別番組 を 組 ん だ。 震災の風化が急速に進む 中 、 中 身 も 当 初 の

生活情報の提供や被災地の状況報告 か ら 個 人補償、 災害保障制度、 被災地 に お け る 消費税

の 減免要求 な ど、 生活再建 に 向 け た 市民運動 の 高 ま り を 伝 え る こ と に 力 点 が移 っ て い っ た 。

そ の 中 で最大の も の が、 市民の 手 に よ る 公的 支援法案づ く り で あ っ た 。

そ し て 、 97年 1 月 17 日 の震災 2 年 目 に は 、 早朝午前 5 時半か ら の 「追悼 … あ の 日 か ら 2

年J で ス タ ー ト 、 震災犠牲者追悼式中継や市民が と ら え た 震災映像、 県外避 難者の行方 な

ど、 午後 9 時21 分 ま で合計 8 時 間48分の特加番組 を 放送、 震災への取 り 組み を 続 け た 。

{家族の安全 も マ ニ ュ ア)1/11:]

大震災発生直後か ら 、 自 社 ピ ルが崩壊す前 と い う 危機 に 見 舞 わ れ な が ら 、 安否情報 を は

じ め 、 精力 的 に 震災報道 を 放送 し続け た AM神戸 ( ラ ジ オ 関 西 ) も 、 被災地唯一 の ラ ジ オ

局 と し て 、 そ の 後 も 同 じ姿勢 を 寂 り 続 け た 。 被災地以外の リ ス ナ ー も 大切 だ が、 「被災 し

た 人 々 こ そ リ ス ナ ー j と い う 立場で、 そ の 人 々 の た め に な り 、 役立 ち 、 希望 を 与 え る こ と

の で き る 放送 を 目 指 し た 。 連 日 、 朝夕 の キ 一 番組 を 中 心 に 、 ボ ラ ン テ イ ア 、 瓦蝶処理、 街

づ く り 、 復興状況 な ど を 取 り 上 げた ほ か、 2 年 目 の l 月 17 日 に は 、 記者 レ ポ ー ト 「被災地

の 今j か ら 、 死去 し た 関学大生の青春を テ ー マ に し た 『瓦喋 の 下 の 小説j な どで12時 間 の

特別番組 を 編成す る な ど、 震災関連報道 を 精力 的 に続 け た 。

た だ、 住 宅整備公団 と の 区分所有 で使 っ て い た 12階建 て の本社 ピ ルが、 支柱や外壁 に 大

き な 亀裂が走 る な ど危険状態 と 判 断 さ れた た め 、 隣接 の テ ナ ン ト ピ ル に 本社機能 を 移転す

る 一方、 社所有の有料駐車場 に鉄骨 プ レ ハ ブの事務所、 仮設ス タ ジ オ を建設 し 、 3 月 1 日
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(表 9 ) 震災報道 を 続 け る サ ン テ レ ビの レ ギ ュ ラ 一番組

番 組 名

ニ ュ ー ス Eye ラ ン ド

ニ ュ ー ス Eye ラ ン ドf
( フ ォ ル テ )

ニ ュ ー ス サ タ デー

El 曜夕刊

震災特集'97 ( '96) 

神戸新 潟 ジ ャ ー ナ ル

i すて き に ! 神戸

ウ ィ ー ク リ ー神戸

神戸 リ ポ
(神戸復興 リ ポ ー ト )

フ ラ ッ シ ュ ひ ょ う ご

サ ダデー フ ラ ッ シ ュ

ふ る さ と ス テ ー シ ョ ン

ひ ょ う ご 日 曜 フ ォ ー ラ ム

フ ェ ニ ッ ク ス 兵庫
~震災復興'97�

コ ーベみ な と 物語

ま ち か ど ビ デ オ 通信 局

金縫い き い き タ イ ム

i 山 ち は時です
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放 送 日 番 組 内 容

- 兵庫県内 の ニ ュ ー ス 、 話題
月 ~金 . �史災企画
17 : 30�17 : 55 - 震災 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

- 天気予報ほ か

- 兵庫県内のニ ュ ー ス 、 話題
月 ~金 - 震災企画
21 : 30�21 : 55 - 震災 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

- 天気予報ほ か (1996. 10�) 

(土) - 兵庫県内 の ニ ュ ー ス
1 7  : 30�17 : 45 - その 巡の震災関連の ま と め

( 日 ) - 兵庫県内のニ ュ ー ス
1 8  : 00�18 : 22 - そ の遡の震災企画 か ら 再紋送

毎月 1 回 (水) - 被災地、 被災者の抱え る 諸問題を 多面的、 君主点的 に検証、 討論
20 : 00�20 : 52 ※ - 取材 映像 と ス タ ジ オ橋成 (1995 . 10�) 

( 日 ) - 神μ 新街i解説委員が持の話題、 課題を 取 り 上げゲス ト と 対
8 : 30� 8 : 45 話

( 日 ) - 神戸 の 文化、 観光情報、 話題
10 : 00�10 : 30 - 取材映像 と ス タ ジ オ リ ポ ー ト

(土) - 神戸市の遊間 ニ ュ ー ス (手話通訳)
17 : 25�17 : 30 - 市政f言報

隔 月 第 3 日 曜 日 ; ・ 神戸 の震災復興の現状 を リ ポ ー ト
22 : 00�22 : 44 - 震災復興情報ほか

月 ~金 - 兵庫県内の県政ニ ュ ー ス (デイ リ ー)
17 : 55�18 : 00※ - ひ ょ う ご探訪、 ふれあ い ネ ッ ト ワ ー ク

( 士) - 兵庫県の週間 ニ ュ ー ス (手話通訳)
16 : 45�17  : 00 - 県政情報

( 日 ) - 兵庫県各地の地域情報、 話題
臼 : 00�10 : 00 - 取材映像 と ス タ ジ オ リ ポ ー ト

( 臼 ) . 1県内各地で関催 さ れる シ ン ポ ジ ウ ム 、
1 1  : 00�11  : 57 i フ ォ ー ラ ム 、 パ ネ ル討論を 要点収録

毎月 1 [iJ1 (不定)
- 震災復興 に 関す る 県市町の焔策、 情報を 知事、 市長 ら に ス

18 : 00�18 : 55 
タ ジオ で陪 く

. 1997年 4 月 放送開始

( 月 ) - 神戸 港 を舞 台 に 最新の海運、 海事情報を現地取材、 リ ポー
21 : 00�21 : 30 ト

(土) - 映像 リ ポ ー タ ー、 一般視聴者か ら の投稿 ビ デオ 紹介 と ス タ
21 ‘ 30�21 : 57※ ジ オ ト ク

(金) - グ ル メ 、 務品、 音栄、 生活情報
13 : 00�14 : 25 - ゲス ト 多 数の ス タ ジ オ ワ イ ド

毎月 第 1 二糊 i 防犯、 安全に 関 す る 広 報
8 : 30� 8 : 4 5  ・ 兵康県警広報課長 に よ る リ ポ ー ト

( ※ L， f期で変更あ り )



(表10) 問 、 特別番組

特 別 番 組 放 送 日

'96総選挙開票迷報 10/20 ( 日 )
「復興 を 託す」 18 : 00�25 : 30 

報道ス ペ シ ャ ル'96 12/27 (金)
「渓災復興の道 2 年」 20 : 00�21 : 54 

' 97新春座談会 1 / 1  (水)
「復興へい ま …J 7 : 00� 7 : 53 

震災 2 年特別番親
1 /17 (金)

「あ の 日 か ら 2 年~
5 : 30� 7 : 00 

被災地は い ま J
1 0 : 30�13 : 00 
1 7 :  30�21 : 30 

2 /24 ( 月 )
兵庫県議会中継 1 1  : OO� 1 1  : 54 
「復興予算 は . .J 2 /28 (令)

1 O : 00�14 : 54 

神戸市議会中継 2 /25 ( 火)
「復興予算は ・ ・ ，J 10 : 00�10 : 5:) 

神戸 ま つ り ・ メ イ ン フ ェ ス 7 /21 ( 日 )
テ イ バ ル
~祈 り ・ 感謝 . [1: き る 歓ぴ~

16 : 00�20 : 54 

三者11夏物語
~京都、 神戸そ し て大阪

8 /17 (土)

三者日夏祭 り の旅~
1 8 : 00�19 : 25 

Again Kobe'96 11/10 ( 日 )
「阪神復興支援サマー イ ベ ン ト j 1 2 : 30�1 3 : 00 

き ら め き ま と う 街 12/15 ( 日 )
KOBEル ミ ナ リ エ 1 2 :  30� 13  : 00 

神戸復興 に か け る 男
1 2/21 (土)
19 : 00�19 : 55 

ID貯留地に響 く 「第九J
12/29 ( 日 )
1 8 :  30� 19 : 54 

l 神 戸 中 山手 に よ みが え る 3 /16 ( 日 )
中 国料理J，Ji 22 : 00�22 : 30 

番 組 内 容

- 震災後初の総選挙 に か け る 期待 と 不安
- 地元12小選挙民の 開票速報

当機速報 と 喜 びの表情
- 徹底 討 論 「被災者救済の道j
- ス タ ジ オ の被災市民が当選議員 と 直按対話 (姫路、 尼崎、

義 問 中継)
- 個人補償、 消費税減免、 災害保障制度

- 震災復興 に 明 け暮れた96年 を 多 角 検証
- 住宅、 町づ く り 、 生活支援、 経済復興
， 1 {fの 関 述1Ê:耐、 ニ ュ ー ス 総: ま と め
- ポー ア イ 仮設住'むか ら 中継

- 兵庫県知 事、 神} 1 市長、 神戸商工会議所会頭が震災復興 3
ヵ 年計画段終年の 課題、 決意; を 語 り 合 う

- 被災地中継 と 映像記録
「追悼… あ の 日 か ら 2 年 i

- 神戸 市、 兵庫県追悼式中継
- 投稿一集 「被災者か ら のT紙j
- 市民 が と ら え た震災映像
， 1呆外避難者 f被災地 を 速 く 離れて…j
- 再生への道 「私の 2 年j
- ド キ ュ メ ン ト 2 年 日 の 1 ， 17 J 

- 震災復興 を柱 と す る 新年度県予算 を 審議す る 県会本会議の
中継

- 知事提案理由 の説明 と 予算案の解説
- 各派代表質問

- 震災復興が中核の神戸市新年度予算 を 恭議 す る 市会本会議
の中綿l

' $長提案理由の説明 と 予算案の解説

- 震災 で 中 断、 2 年ぶ り に装い新た に復活 し た神戸 ま つ り パ
レ ー ド を全中継

- 京都祇園 ま つ り 、 大阪天神 ま つ り 、 神戸 ま つ り を 女優の夏
樹陽子が訪 ね る

- 震災復興の願い を込めて 関西か ら 全国へ 3 都の観光情報 を
発信

. 8 /1 1神戸ハーパー ラ ン ド で 開催 さ れた パ ネ ル討論、 イ ベ
ン ト の も ょ う

- 震災犠牲者の鎮魂 と 復興への希望 を 託 し た 光の 回廊 2 年 目
に か け る 人 々

- 神戸ハーパー ラ ン ド に進出直後被災 し たパ ソ ナ グルー プ南
if�靖之代表 と )詰辺の持協ぶ り

- 震災復興進む神戸の !日居留地で、開かれた年末恒例の第九演
奏会 と 周辺の表情

- 震災で全壊 し た神戸の 中 医科理応やデパー ト 、 神十i の復興
ぶ り を 紹介
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(表11) 肉 、 震災特集'96 ( '97) 

放送 B サ ブ タ イ ト ル ・ 出演

6 /19 f ボ ラ ン テ イ ア は羽色むJ

- 堀 内 lf美 (がんばろ う ! 1 神戸)
- 山 田和 i為 (神戸元気村)
- 芝崎信子 (東灘 ・ 地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク ) ほか

7 /17 「仮設被災者50人に 聞 く 」
(震災 l 年半拡大版)

- 仮設住宅 に住む50入
- 小西康生 (神戸大学教授 ・ 被災者復興支援会議座長)
- 熔 喜春 (兵庫県住 ま い復興局長) ほ か

8 /28 rl県外避難者に救い を j

i
・ 中西光子 (県外避難;苫支援ネ ッ ト ワ ー ク 代表)
- 藤井智昭 (伊丹 か ら 福 岡県へ)
- 福井精子 (神戸か ら 大阪へ) ほ か

9 /25 f災害保障制 度 を 求め る 」

• 11J岸 章 (全労済協会均UJf長)
- 手口久克明 (兵主主県知事公然長)
- 増 fH大成 ( コ ー プ こ う べ副組合長) ほ か

10/15 r96総選挙 ・ 政党 に 開 く 」

各政党代表

11/26 「心の傷 を いやすJ

- 副 部義也 (筑波大学教授)l 半 市 総 (筑波大学技官)
- 樋口和広 ( あ し な が育英会神戸事務所)
- 駿地質由美 (震災遺児 と 共;こ生 き る 会)

12/24 f空港問 題 を 考 え る j

- 矢rR {[郎 (神戸市空港整備本部長)
. f芦図 昌 弘 (神戸青年会議所理事長)
- 高橋 望 (凋大i荷学部教授) ほ か

1 /1 7  「県外被災者の行方j
(震災 2 年特別番組)

1 /28 「ベ ッ ト と 暮 ら し た いj

- 柏木 王室 (兵庫県都市住宅音11住宅管理課長)
- 旗谷主主彦 (神戸 市獣医附会会長)
- 同居i留恩秀 (動物 の命の尊厳の会) ほ か
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内 ，廿zモヲ齢

震災後 も 数1? く の ボ ラ ン テ イ ア 団体が
活動 を続け て い る 。 ス タ ジ オ に各 ボ ラ
ン テ ィ ア 団体の代表が集 ま り 、 今後の
活動に何が必婆か を 話 し合 う 。

神戸、 芦尾、 西宮、 淡路、 明石、 姫路、
大自民府 内 な ど各地の仮設住民50人がス
タ ジオ に 集合。 日 々 の挙 ら しや仮設脱
出 の メ ド、 倒 人補償、 義援余な ど を め
く" っ て討論c

被災地か ら 他府県に移住 し た 人 々 を 支
援する 「 り ん り んJ の 活動 を 通 し てi隈
き 去 り に さ れが ち な 県外避難者の実態
と 訴 え を 聞 く 。

震災で住宅 を 失 っ た被災者の再建 を 支
授す る 新 し い保障制 度 を 求め て展 開 さ
れる 会|現2500J:i人の署名運動 と 実現の
た めの 課題、 障 害 を 探 る 。

震災後初の総選挙の投票 を 前 に 9 つ の
政党 を ス タ ジ オ に招 き 、 消費税減免、
生活再建支援策、 中 央の療突破な ど被
災地の関心施策につ い て 考え を 開 く 。

震災で親 を 失 っ た 震 災 遺 児 は 570人 以
ヒ と い われ る が、 い ま な お心の傷は癒
え な い。 遺児家庭の実態 と 心の ケ ア の
た め の 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」 計画 を 紹
介す る 。

構想か ら 25年の神戸空港は2004年の 関
i巷 を め ざ し て 運輸省 に 許可 申 請 す る
が、 被災住民か ら の 反発は大 き い。 賛
否 を め ぐ っ て討論す る 。

(省出告)

震災で傷つ い た心 を 癒す た め 自 宅でペ
ッ ト を 飼 い た い被災者 は 多 い が、 マ ン
シ ョ ン な どでは禁止。 共生を求め る 逮
郵jや ベ ッ ト OKの県常住 宅 に つ い て 現
状 と 見通 し を 紹介。



2 /25 「公的支援がほ し い」 住宅再建な どに公的 な 援助 を 求め る 声
が強いが、 個人補償 を 認め な い 国 の カ

. f芳賀興 - (弁護士) ベ は厚い。 被災地で進め ら れて い る 市
- 大林立吉雄 (絞神生活将建の会) 民 に よ る 法律家戸作 り や公 的 支援の必要
- 田 中健吾 (兵庫県被災者連絡会) ほ か 性 を め ぐ っ て 話 し合 う 。

3 /25 f再 び公的支援 を 訴 え る 」 「生活再建援助法J と 名付 け た 法律案
を考案 し た伊賀弁護士 ら を 迎え 実現へ

. r:þJ I I智子 (社民党衆院議員) の見通 しゃ課題を 聞 く 。 前 回放送後寄
- 伊賀興一 (弁護士) せ ら れた被災市民の手紙 も 紹介。
- 乾奈津子 (劇 凶青い森)

4 /23 f行政 を 監視す る 」 官n接待 な ど 自 治体 の食費支出 に批判
がお ま っ て い る な か、 震災後 も 公費 に

- 森i也:怪武 ( 市民 オ ン ブズマ ン 兵康代表世話人) よ る イく 、'í な飲食が続 い て い る と 指摘 し
. Jj二 上善雄 (会1 "1市民 オ ン ブ、ズマ ン連絡会議代表幹事) ほ か た 監f査員fl求 に つ い て 話 し 合 う 。

5 /21 「公的支援法案J 公的支援 を 実現す る た め の 2 つ の法案
が国会に提出 さ れた 。 ス タ ジ オ に各党

各政党代表 の提案議員 を集め、 各法案の内容や若手
議入 り の メ ド、 成立への決 な な ど を 潤
く 。

(サ ン テ レ ビ 資料)

か ら 仮社屋 で の 放送 を 始 め た 。 5 月 に は 1 952年 (昭和27) 開 局 以来の須磨海岸の土地 を 45

年ぶ り に 離 れ、 神戸ハ } パ ー ラ ン ド に建設中 の神戸情報文化 ピ ル に 本社機能 を 移転す る こ

と を 決 め た 。 そ し て 、 翌96年 8 月 8 日 午前 8 時 8 分、 女優 の浅野 ゅ う 子 さ ん を 1 日 放送局

長 に 迎 え 、 新装 な っ た新社屋か ら の 第一声が流れた。

未経験の大震災で、 人員 の掌握や 指令が混乱 し 、 体制づ く り や 有効 な 指示 、 配置 な どが

さ れ難 か っ た こ と を 反省 し 、 特別 マ ニ ュ ア ル も 作成 さ れ た 。 「非常災害特別放送マ ニ ュ ア

ル ・ 非常災害 自 宅用 マ ニ ュ ア ルJ で、 同 年 4 月 1 B か ら 実施。 対策本部の組織、 緊急連絡

網 か ら 特別放送の 実施基準、 放送内容、 ア ン テ ナ倒壊の時の対応 ま でマ ニ ュ ア ル化 さ れ た 。

AM神戸新本社 か ら の放送 開 始 で 、
A 日 欣送局長の浅野ゅ う 子 さ ん
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特筆すべ き は 自 宅用 マ ニ ュ ア ル ま でが別 に 制 定 さ れて い る こ と で、 社員 ・ 家族 と 近隣の安

全 こ そ最優先課題であ る こ と を は っ き り 打 ち 出 し て い る 。 こ れ に よ る と 、 発生時 に は 、 ①

家族及 び近 隣 の 安全を 確認。 ②異常の あ る 場合 は 安全確保 ・ 救急救命 を 第一 と す る 一一で

会社へ の 連絡 は そ の後、 と 明記 さ れて い る O 社員 ・ 家挟安否用 の専用電話 も 準備 さ れ、 社

員 が 出 社 に 当 た っ て の携帯品 も 、 血液型 を 書 い た 社員証の ほ か ポ ケ ッ ト ラ ジ オ (個 人の携

帯電話や、 あ れ ば小 型録音機) 、 出 来 る だ け多 く の 1 0 円 玉 (公衆議話か ら の 通話用) 、 非常

食料品 、 持病 の 薬 な ど最抵 限 の 医薬 品 な ど が記載 さ れて い る ほ か、 社 員 が出張 な どで

不在の折 り の家族や 会社側 の対処の仕方 な ど ま でが決め ら れて い る O

震災 1 年 B を 迎 え た 1996年 1 月 17 日 、 神戸市長 田 区 に県下初の コ ミ ュ ニ テ ィ FM局 iFM

わ い わ いJ が誕生 し た 。 母体は 、 阪神 ・ 淡路大震 災 を き っ か け に ス タ ー ト し た ミ ニ FM局

の 韓 国語放送 iFM ヨ ボ セ ヨ ( も し も し) J と 、 ベ ト ナ ム 人 な ど を 対象 に し た 5 ヵ 国 語放

送 iFMユ ー メ ン (親愛) J o 長 田 区 に は28 ヵ 国約 1 万 人 の 外 国 人 が生活 し て い た が、 震災

時、 言葉の 障壁か ら 情報が入 ら ず不安 と 混乱の 中 に 取 り 残 さ れた。 両局 と も 、 こ の 人 々 に

正確 な 情報 を伝 え る こ と を 目 的 に 放送 を 始 め 、 当 初 の 行政情報だ け か ら 、 や がて被災外国

人の実態 な ど も 放送。 情報か ら 孤立 し て い た外国 人 を 救 っ た 。 長 田 区 で の 外国語放送 を 定

着、 発展 さ せ よ う と 合併 、 コ ミ ュ ニ テ イ FM局 と し て ス タ ー ト し た も の O 神戸 の復興、

地域密着、 そ し て 多民族共生 を 番組づ く り の基本 に 据 え 、 現在 は 日 本、 韓 国 、 ベ ト ナ ム 、

タ ガ ロ グ語 な ど 8 言語 を 使 っ て 、 朝 8 時か ら 深夜 O 時 ま で放送 し て い る 。

阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に 、 き め細 か い災害情報 を 発信 出 来 る メ デ ィ ア と し て 、 コ

ミ ュ ニ テ ィ FM局 の 評価が高 ま り 、 全国各地 で 開 局 が相 次 い だ。 コ ミ ュ ニ テ イ 局 は 出 力 10

KHz以下 で、市町村 や 誌 な ど を エ リ ア に し た小規模放送局 。 今 ま で の AM、 FM に比べ、 よ

り 地域 に 密 着 し た情報 を 放送 で き る 上 に ユ ニ ー ク な 番組がつ く れ る 特長 を 持つ が、 92年 に

制度化 さ れ て 以 来 、 57局が開 局 し た が、 33局 は96年の 開 局 。 コ ミ ュ ニ テ ィ 局 に比べ る と 大

規模 だ、 っ た が、 兵庫県 の iFM796- フ ェ ニ ッ ク ス j な ど に も 見 ら れ る よ う に 、 災害 時 に

き め の細 か い 情報提供が出 来 る メ デ ィ ア と し て 評価 さ れた の も 、 開 局 ラ ッ シ ュ を 招 い た 要

因 に な っ た 。

テ レ ビ は駄 1 1 。 電話 も ア カ ン c 地渓の情綴は さ っ ぱ り … J 被災地の不安 は主主る ばか り だ っ た。 毎 日 放送の調
交に よ る と [地主主後、 初 め て接 し た情報の 入 子 先 ド121) と し て61. 2%が 「 ラ ジ オ か ら j と 答え て い る 。

日 本新宿i協会の調査で も 「地震[r(後 に 一 需品え 初 に銭 し た メ デ ィ ア j は 「 ラ ジ オ J が67. 6% と 最 も 高い。 「地
渓後の情報ì}hU ( 以122) で も 渓 災Ir(後 は群を抜いて ラ ジ オ 古川'� I， 、 。 テ レ ビ、 新 践 が数字 を 上げて く る の は 1 週
間{変であ る り

渓災直後、 M も 持 ち It\せ な か っ た 人 は53. 0% だが、 持 ち 出せた物の中では ラ ジ オ が i二佼に い る (図23) 。
1 1， '-) も 11詰 き 慣れた)1fで、 あ な た が “ L 、 ま 、 地従が起 き て い ま すハ ま ず火 を 消 し て 下 さ い " と 言っ て く れた

ので、 本 勺 に心が務 ち お き ま し た J r - EI 中 つ け て い る だけで、 随分、 恐怖í!惑が薄 ら い だJ r こ ん な に ラ ジ オ が
身近に感 じ ら れ た こ と は な か っ た J r ラ ジ オ lこ は優 し さ があ っ た じ ラ ジ オ で は パー ソ ナ リ テ ィ ー の 人柄が、 そ
の ま ま 、 番組の魅力 と な る 。

震災では、 取材記者やパ ー ソ ナ リ テ ィ ー、 ア ナ ウ ン サ ー の懸命 な リ ポー ト に、 被災者は 「安心」 ゃ 「励 ま し j
を 感 じ て い た よ う だ と f ラ ジ オ あ ら た め て 知 っ た信頼の力j ( H 本民間放送連駿) は 分析 し て い る ( 図
24) 。
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(図21) 地震後初め て接 し た 情報のルー ト

その他 不明
(図22) 地震後の情報源
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(図23) 地震直後の持 ち 出 し 物
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(図24) 地震直後 か ら し ば ら く の閥 、 最 も
頼 り に な っ た情報源

[避難所]

( rあ ら た め て 知 っ た 「信頼J のカ 阪神大震災 と ラ ジ オ j )
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ラ ジ オ潟への リ ス ナ ー か ら の反響

〈放送、 がんばっ て ! > 
AM神戸のス タ ッ フ の背 々 様へ 安有情報や終 日 の放送 を 胸 を詰 ま ら せ な が ら 向 い て お り ま す。 各 ア ナ ウ ン

サ ー の幸子様、 ご n 分の こ と を か え り みず、 flffl の放送、 本 当 に 感謝 し てお り ま すc 地点の ラ ジ オ の こ れ ほ ど ま
での心強 さ を 感 じ た こ と は あ り ま せ ん fl 頃、 楽 し い番組 を 送 っ て く だ さ っ て い る 特採の緊迫 し た戸 を 、 胸 の
痛い思 い を 感 じ な が ら 開 い て お り ま すv 今 は た だ、 皆様や被災地の然 '1手 を 祈 る のみですJ れ じ ら れ な い断面を
見つめ な が ら 、 気 を し っ か り も っ て、 持がんばろ う ! と 思わずに は い ら れ ま せん 、 夜、 も 含め た現代の 人!日jへ天
か ら の警告か と も 感 じ ま す。 ア ナ ウ ン サ ー や ス タ ッ フ の皆様の ご無 事 を 心か ら お 祈 り し ま す (神} í Ilí JIlí V主伎
の女性か ら のハ ガ キ) 0 ( 注 4 ) 
〈余震情報に 耳 を 液 ま せて〉

その時は、 安塚のマ ン シ ョ ン に い ま し た.. f'il5)ぷ の 中 は倒れた家具が散乱 し、 ひ どい状況オご し た が、 建物 n 体
は な ん と か持 ち こ た え ま したc 時j る く な る の を 待 っ て、 車で 5 分ほ どの所に あ る 歌劇 同 に 向 かい ま し たが、 ヰI
に入れず、 歌劇団の駐 車場で妹や{也の劇IdlH 4 入 と 一緒 に コ ー ト に く る ま り 、 水 く み を し な が ら 、 し ば ら く 過
ご し ま し た 。 情報は Eドの ラ ジ オ し か な し そ こ で初 め て災家の あ る 束京の無事を磯iiZ し て ホ ッ と し ま し た υ

辺 り i討 に ガス の匂いが充満 し て い た の で、 ガス漏れや余震の情報に は耳 を 澄 ま せて い ま し た ねυ '!i:1f情報
も ず っ と 開 い て ま し た し 後悔 し て い る の は携帝 ラ ジ オ を持 っ て い な かっ た こ と O 電気がな い と 、 何の情報 も 入
ら な い の で す か ら (宝塚歌劇 団今組 ・ 麻路 さ き さ ん) 。
(つ け っ ぱな しで何 日 も 開 いた〉

Ti阪 市、 特 に私の周辺 は情報の 空 白 地 区 で し た 。 市役所や消防に行っ て も 誰 も い な い。 行政か ら は何 も 情報
が こ な い 。 テ レ ビ は ア ン テ ナ の倒壊で映 ら な い。 頼 り は ラ ジ オ だけ で し た。 何 日 も つ け っ ぱな し で聴い て い て 、
芦屋情報の少 な い こ と に 多少の も どか し さ は あ り ま し たが、 次第に地震の全体 も 分か つ て き て 不安 も 解消 し 、
ずいぶん励 ま さ れ ま し た ( プ ロ 野球解説者 ・ 村山 実 さ ん) 0 (注 5 ) 

4 . 新聞

[ 1 年半ぶ り に “閤f昔 り 生活" か ら 開放i

阪神 間 の新 聞 社 で最大の被害 を 受 け た の は 神 戸新 聞社 で あ っ た 。 ]R三 ノ 宮 駅前 に 1957

年 (昭和32) に 建設 さ れ、 新開会館の通称で ミ宮 の シ ン ボ ル 的存在だ、 っ た 本社 ピ ルが壊滅

状態 に な っ た か ら で あ る 。 新聞製作 を コ ン ピ ュ ー タ ー 制御 し て い る CTS装 置 は作動せず、

新開発行が危 ぶ ま れ た が 、 友好紙 ・ 京都新 聞 の全面 的協力 で危機 を 脱す る と 、 ]R神 戸 駅

前の ダ イ ヤ ニ ッ セ イ ピ ル に取材拠点 を 置 い て 第 2 本社 に 、 神戸市の西端 ・ 西 区 の 印刷工場

を 第 1 本社 と し て 、 震災報道 を 続 け た 。 住宅、 雇用 問題か ら 心 の ケ ア ま で、 被災地が抱 え

る テ ー マ は 限 り な か っ た。 取材者 自 身 も 被災者で あ る と い う 苦 し み を 乗 り 越 え て 、 多 く の

連載企画が紙面 を 飾 っ た。 手厚 い応援 の 手 を 差 し伸べた京都新開 と 共 同 で始 め た連載 「生

き る J ( 1 月 24 日 � 6 月 25 日 ) は 、 1995年度新 聞協会の新 聞協会賞 を 受賞 し さ ら に 「大

震災 私 た ち の そ れか ら J ( 2 月 16 日 � 1996年 4 月 5 日 ) 、 「援興へJ ( 3 Jj 7 f1 �継続 中 )

I忘 れ な い 鎮魂 ・ 阪神大震災J ( 2 月 27 日 � 1996年 1 Jj 17 日 ) は 、 犠牲者 の生の記録

を 残そ う と 犠牲者の顔写真や最後 の様子、 遺族 や 友 人 の 忠 い 出 話 で ま と め た 。 「 お 前 ら 死

ん だ ら あ か ん。 お ばあ ち ゃ ん を 頼 む 。 逃 げて く れJ (迫 る 炎 に 、 元会社経骨者) 、 「心 配 ば

か り か け て ごめ ん な さ い 。 親孝行 も で き な か っ た J (怠 を 引 き 取 る 前 に 、 女 子高校生) 、 「僕

は 星 に な る んやJ (震災前 の 年 末 、 母 親 に 、 小学 2 年生) な ど、 死 の 直前 や 生 前 の 言葉 の
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持つそ れぞれの重 さ が、 多 く の感動 と 反響 を 生 ん だ。

そ の 問 、 震 災前 の 1 993年 か ら ]R神戸 駅前 の ハ ー パ ー ラ ン ド に 建設 を 始 め て い た 本社 ど

ル が、 1996年 7 月 1 日 に 完成。 神戸新開、 住宅 ・ 都市整備公団、 神戸市の 3 者共同建築 に

よ る 地上18階、 地下 2 階、 延べ床面積 4 万2， 500 m の建物 は 、 震災後、 被 災 地 に 建設 さ れ

た 高 層 ピ ル 第 1 号 と な り 、 社員 は 1 年半ぶ り に “ 間借 り 生活" か ら 開 放 さ れ た の で あ る 。

(注 4 ) r阪神大震災 と ラ ジ オ 震災放送の検証 と 提言 』 日 本民間放送迎思音声放送委員 会 1995年 8 月

(か: 5 )  rあ ら た め て 匁l っ た 「信頼j の 力 阪神大震 災 と ラ ジ オ J 日 本氏開放送速援音声放送委員 会 1995年 8 月

(参考文献)

fNTTニ ュ ー ス リ リ ー ス J NTT 1 995年 7 月

f兵庫 プ ロ フ ィ ー ル96、 97j NHK神戸放送局 1 995、 96年 6 月

『阪神火震災 と ラ ジ オ 震災放送の 検託 と 証言J 日 本民間放送速盟音声放送委員 会 1 995年 8 fl

『あ ら た め て知 っ た 「信頼」 の力 阪神大震災 と ラ ジ オ j I"J 1995年 8 月

『阪神 ・ 淡路大震災に学ぶJ 関西 ラ イ フ ラ イ ン研究会 1997年 6 月

『 日 本氏開放送i裏腹賞応募資料j サ ン テ レ ど ジ ョ ン 1997年 6 月

「記者発表資料j ラ ジ オ 関西 1996年 6 月
f情報の空 白 を埋め る j 兵隊ニ ュ ー メ デ ィ ア 推進協議会 1996年 7 月

朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 B 本経済、 神戸新隠
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第十章
防 災



神 戸 の 地震 は震度 3 が10年ぶ り 、 震度 4 が43年 ぶ り 、 震度 5 と な る と 実 に80年ぶ り 。 こ

れが今回 の震災だ、 っ た 。 「神戸 に大地震 は な い J の 安全神話が{言 じ ら れ た 所 以 だ ろ う 。 行

政 も 市民 も 六 甲 山系 か ら の大水害 に 警戒心 を 集 め て い た。 神戸 ・ 阪神 間 を 襲 っ た 、 巨 大都

市 圏 直 下型地震で、 地域防災計画 は根本か ら 鯵正 さ れた。 さ ら に今 国 と は 異 な る 長周 期 の

海洋性地震の 強襲 を 受 け て も 安全が確保 さ れ る よ う に と 、 都市 の 紡 災 は 特 に 厳 し く 改 り 組

ま れて い る O

上 部事 く り

く り

神戸市 は 震 災直後か ら 、 復興 と 防災 を め ざ し て 第 4 次基本計画、 複興計画 、 地域防災計

画 を 策定 し 、 「安全都市づ く り J に 取 り 組 ん で い る o 1996年 度か ら 、 こ れ ら 3 つ の 計画の

計画 的、 効率的 な 実施の た め 「神 戸 市安全都市づ く り 推進計画J の 策定 を 進め 、 具体化 に

取 り 組ん で い る 。

安全都市づ く り の①総合的、 体系 的 な 推進②着 実 な 推進③情報提供 を 目 的 と し 、 2005

年 度 ま で の 10 ヵ 年 を 計画期 間 と し 、 2000年度 ま で を 前期計岡 と し て 主 な 事業計画 を 位置づ

け る こ と に し て い る O 地域防災計画 の 「防災事業計画編ム 総合基本計画、 援興計画の 「部

門別 計画j で あ り 、 地震防災対策特別措置法 (1995年 7 月 18 日 施行) に よ る 地震防災緊急

事業五 ヵ 年計画 に も 位置づけて事業の推進 を 図 る こ と に し て い る 。

く り 推進計酷 (薬) ] 

( 1 ) 安全都市づ く り の 基本的 な 考 え 方 = 震災の教訓 を 生か し て

震災で得 た教訓 を 生 か し て復興 に取 り 組 む こ と に し 、 脆弱 さ を あ ら わ に し た 近代

的 大都 市 の 防災、 地域住民 の 助 け合 い 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動の経験 を 取 り 入れ る 。 災

害の脅威 と な る 崩 れや す い 六 甲 山系 と い か に 付 き 合 っ て い く か、 「 自 分 た ち の ま ち

は 自 分た ち で守 る j と い う 市民 一 人 ひ と り の 防災の 心 を 育 て る な ど を 基本 に 、 世界

る モ デルづ く り を 意気込ん で い る 。

人命救助 を 妨 げた 資機材 の 不足、 断水、 家毘偶壊、 火災の拡大、 ラ イ フ ラ イ ン の

停止、 道路な ど交通網 の マ ヒ 、 救援活動 の 国 難 な どの教訓i を 踏 ま え 、 安全都市づ く

り に 3 つ の 柱 を 立 て て い る 。

1 ) 安心生活問 の形成

タ24 第 ト章轡防災

市 民 、 事業者が主体 と な っ て最{出現の 自 立生活 を 営 む 「近瞬生活圏j。 地 域

1) ー ダ ー や ボ ラ ン テ イ ア と 行政が連携 し て 支援活動 を す る 「生活文化 圏 j 。 区



(表 1 ) 安全都市づ く り の体系

女�合

全

在日
市

つ

く

安全都市づ く り
の推進

安心生活圏の形

L空

I l  
安全都 市基盤の
整備

防災マ ネ ー ジ メ
ン ト の 強化

近隣生活圏

生活文化圏

区生活圏

安全で快適な住宅
. 住環境の形成

安全都市づ く り 推進計画の推進
市民防災推進のための条例の 制 定
安心 と 安全の ま ち づ く り 指針等
ド 防災 ま 九 づ く り 計回]の策定
紡災 に 関 す る 調査 ・ 研究の掠 進
災守危険の問匁l
防災生u被の1ift二及
防災を;jfl う 人材の育成
防 災訓練の充実
懇話会、 連絡会当 の設欝
計的iづ く り 、 尖践への保広 い 参加
各経広総制度の治用
災�Ii�:経験の記録 と 継泳
災:ヰ文化継承千d五の実施
災:ヰ Jt1七継承拠点の票実備

市民 ・ 'l� �者 に よ る 主体的 な 防災
活動の民間
地域防 災拠点の終備
地域活動、 ボ ラ ン テ ィ ア活動 と 行
政 と の連般 に よ る 之媛活動の 展 開
防災支緩拠点の繋俄
以外i�i閣の 防災力の強化
防災総íf拠点の終備
安全な悠築物の誘導
良好な生活環境の形成
生活道路の2長会対策
水 と み ど り そ 11.か し た ま ち づ く り

上砂災符対策の推進
宅地災;ヰ対策等の推進
洪水 ・ 反水 ・ r�'JJ�朝 ・ 津波対 策推進
地災対策の推進
河川緑地車自の務係
街路線地輸のキ整備
山 麓緑地料!の者全俄
i臨海緑地事告の繋俄
d'i街地 モ ー ル の 者全線
，jtfl出!的 な f 池利f!J の誘導
広域的 な 防災拠点の 繋倣
多 長↑ :の あ る 広域交通 ネ ッ ト ワ ー
ク の終俄
共同議 ・ 11i線Jtl'i]濃の事警備
水道の強化
下水道の強化
廃楽物処理能力の強化

総合的 な 防災 体制の強化
戦tiの対応力の強化
関係機関等 と の連機の 強化
広域迷殺の綿一進

一 初動体制の強化
情報収集 ・ 伝達 ・ 処理能力 の強化
救助 ・ 救，色、医療体制の 事実備
消防力の強化
被災t{(後の供給処玉県体制j の充実
災芥時の要絞護者の 自 立 ・ 支援
災特時の外ドl 人 の 自 立 ・ 支援
ボ ラ ン テ ィ ア 活動の推進

(神戸市安全都市づ く り 計 爾)
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が中心 と な っ て 地域防災 を 展 開す る 「区生活問J。

2 ) 安全都市基擦の整備

自 然災害対策の推進、 水 と み ど り を 活用 し た 安全で快適 な市街地の形成、 災

害 に 強 い都市空 間 の 形成、 ラ イ フ ラ イ ン ネ ッ ト ワ ー ク の 強化、 災 害 の 未然防止。

3 ) 災害マ ネ ー ジ メ ン ト の 強化

災害への対応体制 を 強化 し 、 発生時の迅速な対応、 関係機関、 ボ ラ ン テ ィ ア

等 と の 丹滑 な 連携。

こ の 3 つ の柱 を 展 開す る た め 、 「 自 立 し た 生活圏 の形成J í 臼 常 と 災害時 の調和J í市

民、 事業者、 ボ ラ ン テ イ ア 、 行政の役割分担 と 連携j を 基本 に 掲 げて い る O

( 2 ) 安全都市づ く り の 総合的、 体系 的推進

(図 1 ) 

1 ) 市役所 内 に 「安全都市づ く り 推進連絡会議J ま た 、 専門家、 市民 か ら な る 「安

全都市づ く り 推進懇話会j を 設 け る O

2 )  í市民防災推進条例J (仮称) を 制 定、 事民 と と も に 防災 を 進め る 。 防災福祉 コ

ミ ュ ニ テ ィ の推進を は じ め 、 震災の教訓| を 盛 り 込む。 1996年度 に 研究会 を 行 い 、

1 997年 度 中 の 制定 を め ざ し た 。 全国初 の試み。 ( 図 1 )

3 )  í安心 と 安全の ま ち づ く り 指針J (仮称) の 策定。 身 近 な 生活 圏 や 都市基盤で確

保すべ き 防災上の機能 や そ の方策 を 示す も の o 1996年度 に研究会、 調査が行 わ

れ た 。 1997年 中 の 策定 を め ざ し て い る 。 ( 図 2 ) 

協働の輪

1& 惨 事

(f*戸市安全都市づ く り 計画)
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(図 2 ) 

神戸市復興計画

安全都市づく り

(コ ンセプトの提示)
l -矧仁>1

安全都市づく り推進計画

神戸市地域防災計醤

安心生活留

の形成

安全都市基撲

の整備

紡災マネージメント

の 強化
、 、

、品、

安心と安全のまちづくり指針

安全生活留の誘導指針

(市民向け)

安全な建築物

良好な住環境

〈 水三竺I)O)�舌用 〉

安全都市3基盤等の整備指針

( 行政向け)

( 防災拠点の整備 〉
〈 防災緑地輸の整備 〉

防災対応マニュアル

(神戸市安全都 市づ く り 計画)

4 )  I 区 防 災 ま ち づ く り 計樹」 の 策定。 区 ご と に 課題 の 共有 を 図 る た め 、 ま ち の成

り 立 ち 、 災害履歴 、 危 険度 を 把握 し 、 「防 災 カ ル テ 」 と し て ま と め る O カ ル テ

に 基づい て 目 標 を 設定、 区 の 個性 を 生か し た ま ち づ く り を 展 開 。 1 996年度 に モ

デル調査 を 行 い 、 1997年度は全区で訪災 カ ル テ を 検討、 1998年度 に全区で ま ち

づ く り 計画 の 策定 を め ざ し て い る O

( 3 ) 防災意識の啓発、 人材の育成

災害危険の 周 知 、 防災知識の普及、 防 災 を 担 う 人材の育成、 防災訓練の充実 な ど

( 4 ) 市民 ・ 事業者 の参加 の促進

( 5 ) 災害文化の継承

{安心生活圏 の形成i

生活の広が り に 応 じ て 「近隣生活関J I生活文化圏 J I区生活圏J の 3 つ の 箇域に応 じ た

防災 ま ち づ く り を 推進す る O

災害発生直後か ら 行政や ボ ラ ン テ イ ア に よ る 救援活動が軌 道 に乗 る ま で、 市民の 自 力 に

よ る 防災活動 は 始 ま る 災害 時 の 生活パ タ ー ン を 示 し 、 「安心生活圏j づ く り と し て 推進す

る 。
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(表 2 ) 安心生活践の形式の体系

安 !

心 i

生 [

の I I 

形 |

成 I I 
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近隣生活圏

市民 ・ 事業者 に よ 防災福祉コ ミ ュ ニテ ィ の推進
る 主体的 な 防災活 様々 な コ ミ ュ ニテ ィ 活動 と の 連携
動 の 展 開

学校の防災拠点化
地域防災拠点公害司等の整備

地域防災拠点 の 整 地域福祉セ ン タ ーの1警備儀
民間施設と の連携
地域防災拠点等の周知

仰い1 活動の 永
テ イ ア 活動等 と 行 生活文化圏での交流活動の促進
政 と の連携 に よ る 生活文化圏でのボラ ン テ イ ア 活動
支援活動の展開 等の支援

ハー ド而の繋備等に よ る拠点形成
防災支援拠点の整 ソ フ ト 面の充実 に よ る拠点機能の
備 確保

拠点機能維持のための ラ イ フ ラ イ
ン等の強化
区紡災 ま ちづ く り 計画の策定

区生活圏の 防災力 区役所の権限 ・ 機能の強化
の 強化 区民ま ちづ く り 会議と の連携

ボラ ン テ イ ア セ ン タ ー機能の強化

防災総合拠点の整 庁舎等の防災機能の強化
f藷 frrJ辺整備卒業と の連携

民間建築物の誘導
安全な建築物の誘 公共建築物の安令性の向 k
導 高層建築物の安全対策

市民の主体的な ま ちづ く り 活動の
支援

良好な住環境の形 ルールづ く り に よ る誘導
成 共rli1 ・ 協調建替等の促進

一適 な作 H 問一
宅 ・ 住環境の形 市街地の而的整備事業の推進トF 生j舌道路の輔1 2j舌道路の安全対 道路支障物の排除

屋外空間のバ リ ア フ リ ーの促進
水 と み ど り を い か 身近な水の活用
し た ま ちづ く り の 総あふれる ま ちづ く り の推進
;J1Þ.進 環境にや さ し い 自 立 ・ 循環型 ま ち

づ く り の推進

(神戸市安全都市づく り 計画)



(表 3 ) 麹域の イ メ ー ジ

圏 域 名 内 幸子

近 隣生活圏 [図 域} 市民 ・ 事業者が 主体的 に 防災活動 を 展 開 す る 圏域
[ ひ ろ が り ] 概ね小学校以
{主 な 活動] 紡災悩祉 コ ミ ュ ニ テ イ

ふれあいの ま ち づ く り 協議会
ま ち づ く り 協議会
学校開放
自 治会、 婦人会、 PTA活動等

[主 な施設} 小 rtF'f:校
地域福告l セ ン タ ー
後w公閥
地域の集会所
小光 市場 ・ 揃rg街等

生活文化闘 [廃l 外] 地域活動や ボ ラ ン テ イ ア i舌動 と 行政 と が連携 し て 支援活
動 を 反 関す る 閥1或

{ ひ ろ が り } ボ ラ ン テ イ ア 活動等が も っ近隣生活躍量 を 超 え た ひ ろ が り
(近隣生活言語 と [x:生活麹 の 中 間 的 な ひ ろ が り )

{主な活動] 在宅悩全l上支緩活動
ま ちづ く り 活動
ボ ラ ン テ イ ア ポー動等

{主な施設] 区民セ ン タ 一 、 体育館等 の公共施設
地区公除}
大型商業施設等

民生活圏 [圏 域] 区が中心 と な っ て 紡災活動 を展 開 す る 図上或
[ ひ ろ が り } 行政区
{主なifli動] 区 を 中心、 と す る 行政活動

阪社会福祉協議会
区民 ま ちづ く り 会議
自 治会 ・ 婦 人会等の連合会

[主 な施設} 区 総合庁舎
消 防署、 建設同事務所等の行政機関
警察署今等の行政機関
ラ イ フ ラ イ ン 事業 省の営業所等の 関係機関
区民セ ン タ 一 等 の 公共施設等

(神戸市安全都市づ く り 計爾)

{安全都市基擦の整備i

神戸の 地形、 地盤特性 を ふ ま え 、 自 然災害の予 防推進、 都市施設の耐震性の 向 上 を 図 り 、

被害の発生 を 抑 え る 抵抗力 の 強 い都市 を 築 く O

市街地 に 河川 、 道路、 緑地、 港湾 な ど を 活用 し た 「水 と み ど り の ネ ッ ト ワ ー ク J を 整備、

火災に備 え る O 地 震 に 限 ら ず、水害や 土砂災害な ど多様 な 災 害 に 柔軟に対応 で き る 安全な都

市基盤 を 整備す る O

[水 と み ど り の ネ ッ ト ワ ー ク ( 防災緑地軸) の整備}

既成市街地 は住宅密集地域、 消 火 困 難地域 を 抱 え て い る た め 、 河川 や 六 甲 山 、 神戸海な
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(表 4 ) 安全都市基盤の整備の体系

友�噛

ノ立、二

者E
子打

基

般且�

の
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自 然災害対策の
推進

ネ ッ ト ワ ー ク
( 防 災 緑 地 軸 )
の 整備

災 害 に 強 い 多核
ネ ッ ト ワ ー ク 都
市の形成

ラ イ フ ラ イ ン ネ
ッ ト ワ ー ク の殺
傷

土砂災害対策の推
進

宅地災害対策等の
推進

洪水 ・ 浸水 ・ 高潮
. 津波対策の推進

地震対策の推進

街路緑地事自 の整備

山麓緑地軸 の猿備

計画的 な 七地利用
の誘導

ifJLlJ卒業
砂ß}j事業
地すべ り 対策 事 業
急傾斜地崩峻対策事業
道路災;守防徐事業
既成宅地の安令対 策
宅地造成 ['f>等の指導
念、傾斜地の崩壊に よ る 危険区域の規制
宅地災符の必然 防 止 の た め の 措 置
軟弱地盤対策の充実
洪水 ・ 汲水対策の推進
海岸の整備
高潮対策の推進
津波対策の推進
た め 池防災対策の推進
建築物 ・ 構j意物等の耐震性 の 向 上
液状化対策の充実

河川緑地全信i の繋備
周 辺整備 と の連携
ソ フ ト 耐の充実
格 子状の ネ ッ ト ワ ー ク の形成
街路'空間の整備
沿道不燃イヒの促進
周 辺終備事業 と の 連携
ソ フ ト iiffの充実
六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト の務備

臨海部の繋係
周 辺整備 と の連携
遊歩道の整備
市街地勢{蔚 に あ わせ た オ ー ブ ン ス
ペ ー ス の確保 と ネ ッ ト ワ ー ク 化
せせ ら ぎの整備、 井戸 ・ 雨水活用
水 と み ど り の 地域管理の推進

健全な 市街地の誘導
者間i の高度利用 に 伴 う 安余対策
み ど り の聖域づ く り の推進
人 と 自 然 と の共生ゾー ン の整俄
紡災中枢拠点の整備
海の広域紛災拠点の整備
空の広域紡災拠点のj整備
際の広域紡災拠点の整備
広域避難場所の整備
道路ネ ッ ト ワ ー ク の整備
鉄道 ネ ッ ト ワ ー ク の整備
結節点の タ ー ミ ナ ル機能の強化

共同溝の整備
電線共同議の整備
大容量:送水管の整備
配水管の耐震化
去主幹施設の耐震化
処理場の耐震化
処理能力 の増強
汚水幹線 ・ r:耐え幹線の耐震化
第10次ク リ ー ン セ ン タ ー の建設
破砕選別施設の整備
次期 フ ェ ニ ッ ク ス 計劉への参画

(神戸市安全都市づ く り 言十画)



どの地理的条件 を 生か し て 、 一体的 に 整備、 I?可J I I 緑地軸J I街路緑地軸J I LU 麓緑地軸J I臨

海緑地軸J か ら な る 「防災緑地軸J を 1 km ご と の 間 隔 で格子状 に 配置す る O 延焼遮断帯 や

緊急車両の 通行路、 避難路 と し て の 機 能 を 持たせ、 円 滑 な 消 防、 救助、 救援活動がで き る

よ う に す る O 平常時 に は市民 の い こ い の 場 に も な る 。

( 1 ) 河川 緑地軸 ( ア メ ニ テ イ ・ リ バ - ) の 整備

延焼遮断機能、 消火用水、 生活用 水の水利確保、 避難地、 避難通路、 緊急、交通路

と し て 防災機能 を 持 た せ る O

重点整備の河川緑地軸 に 、 住吉川、 石屋川 、 都賀 川 、 生 田 川 、 新湊JI I 、 妙法寺JI I

の市街地 6 河川 を あ げて 、 1995年度か ら 事業 に 着手 し た 。

1 )  I 防災ふ れ あ い 河 川 j の 整備 (兵庫県事業)

平常時水 に 親 し み 、 緊急時 に は災害か ら 市民 を 守 る 川 づ く り O 河 川 護岸 を ス ロ

ー プや階段 に し て水に近づ き や す く し 、 渡 り 石、 河川 プ ー ル、 並 木 な ど水辺広

場 を 整備す る O

2 )  I河川 沿い公闘J の 整備 (神戸市事業)

緑地空 間 を 連結 的 に 整備、 災害時 の安全な 避難路 と す る O

3 ) 住吉川河川緑地軸

防災ふ れ あ い河川 は 1995年度 に 2 ， 530 m 、 計図j の89%達成。 河 川 沿い公開 (全

体事業量27， 000 rrO は 1995年度 に2， 700ぱ を 用 地買 収。 1997年 度 に 施 設 を 整備0

4 ) 石屋川 河川 緑地軸

河川沿い公冨 ( 同 64 ， 000 rri) は 1995、 96年 度 に 各2 ， 500 rri (耐震貯水槽) を 整

備、 1 997年 度 は 用 地買 収600rri、 公園路1 ， OOO rri を 計倒。

5 ) 都賀 川 河川緑地軸

防災ふ れ あ い 河 川 は 1996年 度 に 200 m 。 河 川 沿 い 公 開 ( 同 34 ， 800 rri ) は 1 995、

96年 度 に 1 ， 065 rri用地買収。

6 ) 生 田 川 河川 緑地軸 (河川 沿い公園全体事業費44， 000rri)

7 ) 新撰川 河川緑地軸

防災ふれあ い公園 は 1996、 97年 に 階段工各 1 ヵ 所。 河川沿い公国 ( 同 39， 000rri)

は 1995年度 に 300 ぱ 用 地買 収、 1997年 度 に 1 ， 300 ぱ の 護岸工事。

8 ) 妙法寺 川 河 川 緑地軸

河川沿い公園 ( 河82， 000rri) は 1996年 度 に 天井川公園9， 000rri、 1997年度に2， 500

ぱ を 整備。 ]R鷹取工場跡地整備 と 関連づけ る 。

( 2 ) 街路緑地軸 の 整備

既成市街地 の 主 な 南北、 東西の 幹線道路 を 整備、 1 km メ ッ シ ュ の格子状街路緑地

軸 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形成す る O 沿道 の不燃化促進、 街路緑地 な ど を 進め 、 平常時 は

主 要幹線道路、 災害時 に は 河川 緑化軸 を 補完す る 避難路、 延焼遮断帯、 緊急車両の
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通行路 と な る O

南北軸 は①山麓一王子公園一東部新都心②大倉 山 公園一ハ ー パ } ラ ン ド③神戸大

学一JR六 甲 道駅一臨海部④板宿 ・ 西代公園一新 長 田一大 阪 ガ ス 跡 地一一の 4 線。

東西軸 は①浜手幹線②中 央幹線③山 手幹線一一の 3 線 を 基幹 に 、 街路 を か ら め る 。

都市開災不燃化促進事業 は 神戸駅 ・ 大倉 山 地 区 は 1995年度 か ら 1997年度 ま で、 板

宿 地 区 は 1996年度か ら 実施す る O

街路縁化 は 全体事業量 を 55， 500 m と し 、 1995年度 に 10， 200 m 、 1996年 度 に 6 ， 200

m を 完了、 1 997年 度 に 1 2 ， 300m を 予定 し て い る O

( 3 ) 山 麓緑地軸 ( グ リ ー ン ベ ル ト ) の 整備

土砂災害の 防止、 緩衝緑地の 防災機能 と 緑豊 か な 都市景観 を つ く り 出 す樹林帯。

神戸市須磨 区 か ら 宝塚市 に 至 る 表六 甲 山 麓斜面 一 帯 の 延長29km ( 幅 200m-6， 500

m ) 、 1995年度か ら 用 地買収に か か っ て い る O

( 4 ) 臨海緑地軸 ( な ぎ さ 街道) の 整備

海岸線の緑地空 間 や拠点施設 を 遊歩道 な どでつ な ぎ、 災害時に 避難路、 緩衝緑地

と し て 機能 さ せ る O ①東部市街地域②都心地域③西部市街地域④垂水地域 の 4

地域で、 海 に 闘 し た公層、 メ リ ケ ン パ ー ク 、 ハ ー パ ー ラ ン ド 、 港湾、 マ リ ン ピ ア な

どの施設が基幹 と な る O

[ ラ イ フ ラ イ ン ネ ッ ト ワ ー ク の整備}

( 1 )  共 同溝、 電線共 同溝の整備

( 2 ) 水道の 強化

( 3 ) 下水道 の 強化

( 4 ) 鹿棄物処理能力 の 強化

{防災マ ネ ー ジ メ ン ト の強化}

震災発生 時 に 様 々 な 局 面 で 、 対応 に 大混乱が生 じ た 。 そ の教訪11 と 課題 を ふ ま え 、 適切 な

情報収集、 提供、 初動体制 の確立、 消 訪活動、 救助 ・ 救急、 ・ 医療活動、 ボ ラ ン テ イ ア と の

連携、 物 資 の 受 け入れ、 配送、 被災者の救援、 救護、 復旧作業 な ど行政の 緊急対応力 の 強

化 を 図 る O こ の 防災マ ネ ー ジ メ ン ト の 強化 に よ り 、 被災者の生活支援、 災害弱者対策 を 平

常時か ら 円滑 に 行 え る よ う な 環境づ く り を 進め る O

{広域連携の推進}

都市間協力 を 推 進す る た め 、 震災後、 隣接 6 市 2 町 と 「災害時 に お け る 相 互応援協定」

を 締結 し た 。 明石海峡大橋開通 に よ り 、 洲本市、 徳 島 市 と も 相互応援協定の締結 を 図 る こ

と に し て い る O
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(表 5 ) 防災 マ ネ ー ジ メ ン ト 強化の体系

マネ I I 

総合的 な 紡災体制
の 強化

職員 の対応力 の 強
災害対応体制 の I I I 化
強化

関係機関 等 と の 逮
携の強化

広域連携の促進

「」 初動体制 の 強化

情報収集 ・ 伝達 ・
処理能力 の 強化一一一一一「

緊急対応 力 の 強
ジ 印 化 引 救助 糊医療体
メ 制 の 強化

ン

ト

。コ

強

!日

[3 1L ' 支援の た
め の環境づ く り

消 防力 の 強化

被災直後の供給処
理体制の充実

災害時の要援護者
の 自 立 ・ 支援 の た巴竺望づ く り

げ
| 自

た

立
害時

・
の外国人の
支援の た め

の 環境づ く り

ボ ラ ン テ イ ア 活動
の促進

地域防災計爾の充実

紡災対応マ ニ ュ ア ルの充実

総合防災訓練の充実

紡災対応マ ニ ュ ア ルの活用

職員研修の充実

職員 の情報処理能力の向上

ボ ラ ン テ ィ ア 活動等の奨励

市民救命士等の取得の促進

関係機関 ・ 事業者 と の連携

ボ ラ ン テ ィ ア と の連携

都市防協力 の促進

国際協力 の促進

職員 配備計画jの充実

職員待機宿舎の整備

情報収集 ・ 伝達 ・ 処埋 シ ス テ ム の構築

市民への災害情報提供体制の 充 実

救助体制の 強化

救急救命体制の強化

医療体制の強化

消 防体制 の強化

消 防団 の充実

消 防広域応援体制の整備

多様な消防水利の確保

食糧 ・ 物 資供給体制の獲備

飲料水の確保

災害時の ト イ レ機能の確保

福祉意識の啓発 ・ 福祉人材 の育成

地域での助け合いの仕組みづ く り

安心 して暮 ら せ る 環境づ く り

外 国 人 コ ミ ュ ニ テ ィ 等 と の連携

市民間の 国際交流の促進

外E言語パ ン フ レ ッ ト ・ 案内板等

相談体制 の 充実等

情報の捻供

活動機会、 学習機会の充実

コ ー テ、 イ ネ ー タ 等の育成

活動環境の務備

ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク と の

連携

(神戸市安全都市づ く り 計画)
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こ の他、 締結 し た協定は

1 ) 市 : 静 岡県、 岐阜県、 13大都市 と 応援協定

2 ) 消 防 : 大 阪港消 防艇相互応援協 定 な ど 9 協定

3 ) 水 道 : 1 2大都市水道局災害相互応援覚書

4 ) 下水道 : 災害時 の 連携体制 に 関 す る ル ー ル

[緊急対応力強化に 中央待機宿舎整備}

中央消妨署の建設 に合わせ、 そ の 上 部 に 市職員 待機宿舎 を 設け る O 小 野柄小学校跡地 (神

戸市 中 央庶) に 災害対策本部要員 用 55戸、 消 防職員用 55戸。 1 997年度 に着工、 同 1999年度

に完成の予定。

{兵E重県が防災 ま ち づ く り ガイ ド ラ イ ン を策定}

兵庫県 は 1 997年 3 月 、 安全で安心 な ま ち づ く り を 進め る 県内市町向 け に 「兵庫 県 防 災 ま

ち づ く り ガ イ ド ラ イ ン J を 策定 し た 。

兵庫県 は 阪神大震災の被災市町向 け に 1995年 8 月 、 「 阪神 ・ 淡路都市復興基本計瞬」 を 、

非被災市町 (播磨、 丹波、 但馬) 向 け に 1996年 6 丹 、 「兵庫 県 防 災都市計画 マ ス タ ー プ ラ

ン (全県版) J を 策定 し 、 さ ら に 1997年 3 月 に 同 マ ス タ ー プ ラ ン の 地域版 も ま と め た 。 防

災 ま ち づ く り ガ イ ド ラ イ ン は こ れ ら を 踏 ま え 、 地 区 レ ベ ル の 防災 ま ち づ く り の 推進方法 な

ど を 示 し た も の O

都市復興基本計画で は①多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市構造の形成②防災機 能 の 強化③都市

復興の シ ス テ ム あ げ、 防災都市計画 マ ス タ ー プ ラ ン で は①都 市 開 の 連携 と 協調②安

全で安心 な 都 市づ く り ③ コ ミ ュ ニ テ イ を 育 む都市づ く り一ーを 柱 に し て い る O

防災 ま ち づ く り ガ イ ド ラ イ ン は①防災の視点 か ら 市町 を 診断②市 町 の 防災 ま ち づ く り 方

針決定③地 区 の特性 に あ わせ た 防災 ま ち づ く り 推進一ーな ど を 重点 目 標 と し て い る 。 地 区

の特性 を 出 す に あ た っ て は 、 と く に住民主体の企画、 組織づ く り 、 啓発、 活動、 実践 を 求

め て い る O

{防災 自 書が震災 に 強い都市づ く り 求め る }

国土庁 は 1 996年版の 防災 白 書 を ま と め た が、 副 題 を 「阪神 ・ 淡路大震災 を 踏 ま え た新 た

な 防災対策の推進J と し 、 大震災の経験 を 教訓 に 、 地震訪災情報 シ ス テ ム の 整備、 ラ イ フ

ラ イ ン 、 通信、 交通手段の確保、 住民の防災意識啓発、 防災訓練な ど を 呼びか け て い る O

i神戸大学 lこ 「都市安全研究 セ ン タ ーj 開設]

阪神大震災 を教訓 に 、 災害 に 強 い都市づ く り を 多角 的 に研究 し 、 そ の 成 果 を 行政に提言

す る 「都市安全研究セ ン タ ー J を 1996年 6 月 、 神戸大学が開設 し た 。 工、 理、 医 の 3 学部
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か ら 教授 を 集 め 、 法、 経済学の分野 に 国 内外の客員教授 を 迎 え 、 5 つ の分野で研究 を 進め

て い る O

学部の垣根 を 越 え で の研究で、 工学部の都市造成工学研究施設 を 改組、 改編 し た 。 研究

テ ー マ は

( 1 ) 都市構成 交通網や 建造物 な ど都市形態、 施設の被害分析 か ら 都市機能

の構成や復旧 策 な ど を 探 る

( 2 ) 都市基盤 地下構造物 を 利用 し た 安全施設 の 充実、 地盤 と 構 造物 の 関係

な ど

( 3 ) 都市地震 活断層 や地震の メ カ ニ ズ ム か ら 地震の危険度 を 予測

( 4 ) 都市安全医学 災害時の 医療体系、 心 の ケ ア な ど

( 5 ) 都市行政産業基盤 自 治体の危機管理体制 、 政策、 経済回復策 な ど

{ 京都大学防災研究所が組織を 大櫨に改編}

京都大学防 災研究所 は 1951年 に発足、 92年か ら 耐震構造、 河川 、 海岸災害、 地すべ り 、

土石流、 砂 防 な ど16研究部 門 、 4 付属研究セ ン タ … 、 7 実験所 ・ 観測所の 組織 を 持っ て い

た 。 こ れ を 1996年 4 月 に 、 5 つ の 「大研究部 門 」 に 集約 、 付属研究セ ン タ ー な ど は 5 つ の

施設に衣普え し た 。

大研究部 門 は①総合防災②地震災害③地盤災害④水災害①大気災害。 付属施設は、 災害

観測実験セ ン タ ー 、 地震予知研究 セ ン タ 一 、 火 山 活動研究セ ン タ ー 、 水資源研究セ ン タ ー 、

巨大災害研究セ ン タ ー の 5 つ O こ れ ま で災害の 原 因 と な る 自 然現象の解 明 を 目 指 し 、 理工

系 の研究が 中 心 だ、 っ たが、 都市化の進行に よ っ て 、 同 時多発火災、 心 の ケ ア な ど社会学、

心理学な ど文系の分野の研究 を 加 え た 総合研究所への転換の必要性 に 迫 ら れ、 今 回 の 改編

と な っ た 。 新組織で は 限神 大震災の よ う な 地震災害の研究 を 目 指す 「 巨 大災害研究セ ン タ

ー 」 が 目 玉 と い え る O

2 . 防災拠点-避難 @ 救援 @ 晴報の機能

神戸市の 訪災計画 の 実践指針、 各論、 手)11員 と な る 「安全都市づ く り 推進計画」 で、 防災

拠点 の 整備 は 安心生活圏 (近隣生活闘、 生活文化 関 、 区生活圏) の 形成が要 と な る O さ ら

に市役所 を 中 心 と す る 中枢拠点、 海、 空、 陸一一の広域防災拠点が構成 さ れ、 防災活動、

救援活動、 生活支援活動が各段階、 各地域で行わ れ る さ い の 基地 と な る O

( 1 ) 地域防災拠点の 整備 (近隣生活圏)

小 、 中 学校や 地域福祉セ ン タ 一 、 公園 な ど市民 に 親 し ま れて い る 施設 を 中心 に 防災

拠点機能 を 整備す る O 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ な どの活動 を 支援 し 、 市民、 地域の 自

活動、 自 主運用 を 促進す る O

地域防災拠点 の機能 は①防災活動 (資機材、 水の確保 な ど) ②情報 (防災 ネ ッ ト ワ
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(表 6 ) 圏域の広が り に応 じ た 防災拠点の構成

安

'L、

生

j古
圏

の

紡

x 
f処
占

)ぷ
域
防
災
拠
占

地域防災拠点 : 市民 の 自 主的 な 防災活動 ・ 避難生活 を 支 え る 拠点

- 小中学校 - 防災活動拠点機能
- 地域福祉セ ン タ ー - 情報拠点機能
- 公毘 - ラ イ フ ス ポ ッ ト 機能
- 民間 施設等 - 避難所機能

紡災支援拠点 : 被災者等の生活の早期安定 を 支援す る 拠点

- 屋内施設 - ボ ラ ン テ イ ア拠点機能
- オ ー プ ン ス ペ ー ス - 情報拠点機能
- 商業施設 - 支援型 ラ イ フ ス ポ ッ ト 機能
- 医療 ・ 福祉施設等

の集積 を 活用

防災総合拠点 : 区役所 を 中心 と し て 民生活閣の総合的 な 紡災活動 を担 う 拠点

- 区役所 - 区災害対策本部機能
- 消 防署等 - ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ …機能

- 情報収集発信機能

防災中紋拠点 : 市役所会を 中心 と し て市の中枢的な 防災活動 をま�! う 拠点

- 市役所
・ 東遊F緑地
- 京橋地区等

- 市災害対策本部機能
. 情報中躯拠点機能

海の広域防災拠点 : 災害時に海上 を 活用 し た救援活動 を展開す る た め の拠点

- 臨海部の再開発 - 緊急物資 ・ 緊急、人民 の輸送機能
- 人工 島 - 緊急物資の備蓄年機能
- 耐震強化岸壁 - 避難用 ス ペ ー ス
- 桟橋 ・ ボ ン ツ ー ン - 災害時の生活支援機能

空宇 の係留施設 - 医療機能

空の広域防災拠点、 緊急、物資の輸送や緊急医療後方支援 と し て 空 を活用す る 拠点、

- 神戸空港 - 緊急物資 ・ 緊急人員 の輸送機能
- ヘ リ ポー ト - 緊急医療の後方支援機能

際の広域防災拠点 : 広域 ネ ッ ト ワ ー ク と 連携 し た緊急物資の輸送や応援部隊の活動拠点

- 総合運動公関 - 緊急物資の集積配送機能
- し あ わせの村 - 応援部隊の活動支援機能
- 複合産業凶地等

(神戸市安全都市づ く り 計画)

… ク シ ス テ ム の端末、 防災行政無線、 同 報系戸別受信機 な ど) ③生活支援 (備蓄、 水、

生活物資 の供給) ④避難所 ( シ ャ ワ } も 確保) 一一の 4 つ を 重点 と す る O
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(表 7 ) 学校の防災拠点化事業計廼

全体 1995年度末実績 5 ヵ 年 宮 標 1996年度実績 1997年度予定 98-2000 

事業室長i 事業量 逮成率 達成率 事業量 事業量 年度事業量

新築 ・ 建替 ・ 改築 に あ わせ た 防災機能の強化

災害復旧 20校建替 8 校 40% 100% 12校

新設校 7 校 100% 3 校 I 校 3 校

老朽校舎 49校窟 20% 1 校図 9 校関

建替

耐震診断 既存校38校闘 4 校 2 校 32校図

樹祭補強 既存校38校除l 1 校 1 校 36校図

多 目 的室の 既存校62校 9 校 4 校 49校

設置 主主幸子校14校 5 校 36% 100% 9 校

備蓄倉庫の 既存校 3 校

繋備 (約50ぱ) 建柊校12校 4 校 33% 100% 8 校

太揚光発電 モデル 2 校 建替校 2 校

プー ルのifdl 既存校16校 1 校 15校

渓イヒ プー ル建替11校 2 校 18% 100% 建替校 9 校

雑用水槽設置 建替校12校 4 校 33% 100% 建替校 8 校

ブロ ッ ク塀撤 既存校50校 既存校 4 校 2 校 44校

去 ・ 緑化 建替校17校 8 校 47% 100% 建替校 9 校

学校閲情報 全校275校 170校 62% 100% 105校

通{言 シ ス テ ム

エ レ ベー タ I ì 峨 3 校 27校

ー の 導入
(神戸市安全都市づ く り 言十両)

i学校の防災拠点化}

学校施設の酎震性向上、 余裕教室 な どの活用 に よ る 備蓄倉庫 の 整備 を 、 20校 園 の建て替

え復旧、 老朽校 園 の 建 て 替 え な ど に合わせ、 防災拠点機能 を 向上 さ せ る O

市民の 自 主活動 を 高 め る た め 学校開放、 生涯学習 の 展 開 、 弱者受 け 入 れ の た めバ リ ア フ

リ ー 化 も 推進 し 、 エ レ ベ ー タ ー も 10年 間 に 100校 に 設置、 1 997年度に 3 校 を 計闘 し て い る 。

学校 と 公 園 が瞬接 し て い る 場合 は 、 一体的 に 整備す る O

{学校開放の推進 ・ 防災都i練の実施]

学校 を 防災拠点 と し て 円 滑 に活用す る た め 、 ふ だ ん か ら 学校 と 地域が交流 を 進め る O 生

涯学習 の拠点化 と し て 学校施設 を 住民 に 開放す る O
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496施設の 開放 を め ざ し 、 1995年度に371施設 を 開放 し た 。 1 996年度 は 35施設、 1997年 に

30施設 を 開 放す る O

地域住民、 子 ど も 、 消 防 団 員 、 事業所、 消 防署、 区役所 に よ る 合同 紡災訓 練 を 学校 中 心

に行 う O 避難所 の 開放訓練 も O

i公歯の 防災拠点化}

地域の 公 園 は レ ク リ エ ー シ ョ ン や コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の場 と な る が、 災害時 に は 一 時避難

所や 妨災活動 の拠点、 支援、 復!日、 復興活動 の拠点 と し て 活用 す る O 公園が不足す る 地域

や復興の ま ち づ く り の 中 で公園、 緑地の確保 を 限 り 、 既存公関 も 防災機能 を 強化す る 。

防災上、 特 に 重要な公園 に は、 耐震性貯水槽や備蓄倉庫、 雨水、 井戸水 の 利 用 、 ソ ー ラ

ー シ ス テ ム の導入 も 進め る O

地域防災拠点公園 は 1995年 度 に 1 1公園 を 整備 し た 。 1996年度 は 9 公爵 を す ま せ、 1 997年

度 は 18公開 を 予定 し て い る O

既存公 園 の 紡災機能強化は 1995年度20公鴎、 1996年度24公国 を 完了 、 1997年度は22公園

を 予定。

{地域防災拠点の屈知}

防災マ ッ フ。の全戸配布、 避難所標識の設置 な どで 防災拠点の周知 を 図 る 。

防災マ ッ プ は 、 区 ご と に 防災上 の 課題や 防災拠点、 避難所 と な る 施設 の 位 置 を 記載 し た

も の で、 1997年度 に全戸配布 を 予定 し て い る O

避難所標 識 は 、 354 ヵ 所 に 設置 す る 計闘で、 1996年 度 は 兵庫 区 を モ デ ル 区 に 22 ヵ 所 に 設

け た 。 1997年度 は 1 1 1 ヵ 所の予定。 2000年度 ま で に 完成 さ せ る O

{地域福祉セ ン タ ー の整備i

地域福祉セ ン タ ー は ふ れ あ い ま ち づ く り 協議会の活動拠点 と し て 、 小学校 区 に 1 ヵ 所整

備が進め ら れて き た 。 平常時 の福祉活動が震災時 に は要援護者の 支援 に 重 要 な 役割 を 果 た

し た 。 こ の た め 災害時の 2 次避難場所 と 位置づけ、 整備 を 推進す る O 新設は 耐震性 の 強化

に 配慮す る 。 全173/J、校区 の う ち 、 1995年度 ま で に 122校区 で整備ずみ。 1996年度は 9 校区

です ま せ た 。 1997年度 は 5 校 区 を 予定。

( 2 ) 紡災支接拠点の整備 (生活文化圏)

災害時 に 地域活動 の リ ー ダ } や ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 、 事業者、 大学 な ど と

行政が協力 し て 、 被災後の市民生活 を 支援す る 拠点 と し て 整備す る 。

日 常活動の 圏域、 施設の 集積、 人や物流の ア ク セ ス 条件 を 考慮 し て 、 各 医 内 に 数

カ 所整備す る O

防災支援拠点 の機能 は①ボ ラ ン テ ィ ア 拠点 ( ボ ラ ン テ ィ ア 受 け入れ、 コ ー デ イ ネ
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ー ト 、 専 門 ボ ラ ン テ イ ア ) ②生活支援 (物流や水の供給、 商業施設の 早期 正常化、

オ ー プ ン ス ペ ー ス 、 ラ イ フ ラ イ ン の復旧) ③情報 (広報紙、 防災行政無線同報系、

あ じ さ い ネ ッ ト 、 CATV、 ボ ラ ン テ イ ア 情報、 行政、 法律、 建築、 健康相談窓口)

一ーな ど。

他 の 防災拠点 と の 連携、 自 衛隊、 ラ イ フ ラ イ ン 応援部隊、 消 防 、 医療、 救護、 行

政職員応援部隊の駐屯、 宿泊、 車両、 資機材配置の応援 も 行 う O

〔東灘東部地域〕 本庄地 区、 JR 甲 南 山 手駅周 辺地区

〔東灘中 ・ 西部地域J JR住吉駅周 辺地区

〔灘地域J JR六 甲 道駅周辺地区、 神戸大学、 灘 中央地区

〔都心東部地域〕 東部新都心地 区 、 王子公園周辺地区

〔都心 中 部地域〕 三宮周 辺地区

〔都心部部地域〕 ハ ー パ ー ラ ン ド、 大倉 山周辺地区

〔兵庫地域) 湊JI I 公民周辺地尻、 JR兵庫駅周 辺地 区 、 御崎公園周辺地区

〔長田地域〕 長 田周 辺 地 区 、 JR新長 田駅鹿辺地区

〔須磨南部地域J JR鷹取駅周辺地区

〔須磨北部 ・ 垂水地域〕 名 谷 ニ ュ ー タ ウ ン 、 垂水!駅前 地 区 、 舞子駅前 地 区 、 学 関 南 関 地 地

区

〔西神 ・ 北神地域〕 西神中央地区、 学園都市地区、 鈴蘭台地 区、 藤原台地区

〔海 上都市地域〕 ポ ー ト ア イ ラ ン ド地 区 、 六 甲 ア イ ラ ン ド地 区

( 3 ) 紡災総合拠点 の繋構 ( 託生活問)

災害時に 関係機関 と 連携、 総合的 な j坊災活動 を 展 開 す る た め 、 各 区役所の 区災害

対策本部 と し て の機能 を 強化、 拠点 と す る 。 ま た 、 消 防署 、 区保健部 (保健所) 、

区福祉部 (福祉事務所) 、 建設局事務所 も 、 そ れぞれの分野 に お け る 拠点機能 を 強

化す る O 区民セ ン タ ー や体育館 な どの施設は後方支援や避難状態 の 解消 の た め に 活

用 す る O 拠点 と な る 施設 は耐震性の 向 上 と 設備 の 自 立性確保 を 図 る O

防 災総合拠点 の機能 は①地域防災の総合指令セ ン タ ー ( 区災害対策本部) ② ボ ラ

ン テ ィ ア セ ン タ ー③情報収集、 発信 ( 防災行政無線 の 間 定系、 移動系、 同報系、 防

災 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ) ④ 自 立機能 ( 自 主発電、 太陽光発電、 給水施設の 2 系統

化 な ど)

区総合庁舎の建て 替 え に合わせ て 、 拠点機能 を 強化 し て い く O ラ イ フ ラ イ ン 途絶

時 で も 3 臼 簡 は 自 立 で き る 施設 と す る O

1996年 度 は 、 兵庫 区総合庁舎に 太陽光発電設備、 長 自 区総合庁舎で 自 主発電の 増

強、 給水施設 の 2 系 統化、 垂水消 防署 の 自 主発電増 強、 耐震補強、 西 区西神 中 央 出

張所の 整備、 西消防署で 自 主発電の増 強 を そ れぞれ実施 し た 。 1997年 度 は 中央区総

合庁舎 の 自 主発電増 強、 給水施設の 2 系統化 を 予 定。
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( 4 ) 隣災中枢拠点の整備

全市の 中板 と な る 災害対策本部が早期 に 活動 を 始め ら れ る よ う 本部機能 を 強化 し

て お く O 防災情報セ ン タ ー の整備、 消 防作戦本部の 機能 強化 と 連携 を 進め る O

パ ッ ク ア ッ プ機能 を確保す る た め 、 東部顧都心、 ハ ー バ ー ラ ン ド 、 西神 中 央地 区

の 防災機能 を 強化す る O

( 5 ) 海の広域防災拠点

救援物 資 の 受 け入れ、 避難用 ス ペ ー ス 、 災害時の 生活支援機能 な ど を 備 え た 訪災

拠点 を 設 け る O

(表 8 ) 広域避難場所護鋳計蘭

広域避難場所

1 . 本校

2 . 本山

3 . 瀬戸公閤

4 . 泌が森

5 . 六 甲 台

6 . 王 子

7 . 東部新都心

8 . 三宮

9 . メ リ ケ ンノfー ク

10. 大倉山

11 . 夢野 ・ 会下山

12. 御崎

13. 兵庫

14. 鷹取

15. 海浜公腐

16. 離宮公園

17. 塩廃 山予

18. 舞子慕閑

19. 明石舞子

20. 鈴蘭台

21. 鴇越墓関
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避難場所 避難有効
全面積 面積

25. 7ha 11 .  7ha 

25. 9ha 6 . 4ha 

12. 4ha 7 . 6ha 

25. 7ha I 2. 0ha I 

50. 3ha 7 . 1ha 

30. 7ha 8. 0ha 

38. 0ha 26. 5ha 

97. 4ha 20. 6ha 

16. 1ha 12. 0ha 

21. 6ha 7. 4ha 

33. 3ha 1O. 7ha 

13. 6ha 4. 5ha 

8. 4ha 4. 6ha 

35. 6ha 5. 9ha 

25. 5ha 16. 2ha 

134. 2ha 1 4. 6ha 

18. 5ha I 8. 6ha I 
64. 3ha I 29. 5ha I 
28. 6ha I 8. 6ha I 

26. 0ha I 9 . 7ha I 
初

最大収容
主 な 整備計画

人数 (千人)

117 0本庄中央公園等の再整備

64 .住吉川河川緑地輔の整備

76 

20 

71 

80 0王子公園の再整備

265 -区画整理、 港湾整備事業等

206 -地民計画

120 -港湾事室備事業

74 .都市防災不燃化促進事業

107 

45 0御IÙ奇公鴎 の帯整備

46 . キ ャ ナ ル タ ウ ン 兵康

59 .土地区爾整理事業

162 .公路整備 、 港湾整備事業等

146 

86 

295 

86 

97 

290 

. は事業中、 0は言1-凶 ・ 構想、 を 示す。
(神戸市安全都市づ く り 言十幽)



1995年度か ら 東部臨海部、 京橋地 夜、 兵庫突堤、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 、 マ リ ン ピ ア

神戸、 舞子海岸で、 緑地、 広場、 備蓄用施設の整備事業 にかか り 、 2 000年度 ま で に

終 え る O

防災支援施設 と し て 、 1995年度に東神戸 フ ェ リ ー 埠頭、 六 甲 ア イ ラ ン ド フ ェ リ ー

埠頭、 摩耶埠頭 に 緊急物資用、 物流機龍用 パ ー ス を 計 7 パ ー ス を 確保、 1996年度 に

摩耶埠頭 に 2 パ ー ス を 整備 し た 。

( 6 ) 空の広域防災拠点整備

今 回 の 地震 で は 関 西 国 際空港、 伊丹空港が救援 の 中 継点 に な り 、 ヘ リ コ プ タ ー が

大活躍 し た 。 2004年度の神戸空港 開 港 を め ざす と と も に 臨時ヘ リ ポ ー ト の 充実 を 図

る O

臨 時ヘ リ ポ ー ト は①神戸ヘ リ ポ ー ト ②神戸消 防ヘ リ ポ ー ト ③王子公閤④東遊 園 地

⑤神戸市民球場⑥垂水下水処理場⑦須磨海浜公閏③農業公園一一一の 8 ヵ 所 を 指定 し

て い る が、 メ リ ケ ン パ ー ク 、 東部臨海地、 復興事業 に よ る 公閤 整備 の 中 で、 市街地

ヘ リ ポ ー ト と な る オ ー プ ン ス ペ ー ス を 確保 し た り 、 高層 ピ ル の屋上利用 を 図 る O

( 7 ) 陸の広域防災拠点の整備

市域外か ら の救援物 資受け入れ、 市荷地への配送、 甑 時ヘ リ ポ ー ト の 機能 を 持 た

せ る 。 兵庫 県が整備す る 三木訪災拠点公園 な ど近 隣 の 防災拠点 と の広域連携 も 図 る 。

1995年 度 に 、 神戸韓合産業 団 地 、 し あ わ せ の村、 神 戸総合運動 公 留 で計193. 1 ha

を 整備、 1996年度 は 神 戸被合産業団地で、22ha を 整備 し た 。

( 8 ) 広域避難場所の 整舗

木造家屋が密集す る 既存市街地は火災の可能性が高 く 、 不燃化や緑地 と と も に 大

型 、 広域避難場所 を確保す る O

都市 防災不燃化事業、 土地区画整理事業、 港湾整備事業 な ど を 活用 し て 、 避難用

の 空 間 の確保 を 進め る O

[赤穂市が防災 セ ン タ ー 建設へ}

国土庁の地域防災拠点施設整備 モ デ ル事業の 兵庫県内初指定 を 受 け て 、 赤穂市 は 「防災

セ ン タ ー J の建設 に か か っ た 。 1998年秋に完成の予定。

岡市 は市消 防本部庁舎の老朽化 に 伴 い 、 同市加里屋 の磯産 業団 地 に 、 鉄骨鉄筋 コ ン ク リ

ー ト 3 階建 て (延べ約3， 500rrl ) の 防災 セ ン タ ー を 新設す る O 高規格消 防車、 10t水槽 を 持

つ大型消 防車 を 導入 し 、 広 い 車庫 を 確保す る O 救援物 資の備蓄倉庫 、 多 目 的 ホ ー ル を 備 え

る 。 防災展示室、 図書室 も 設 け 、 平常時 は 市民へ の 拐 災啓発拠点 と す る が、 災害時 は 300

人収容 の避難所 に 。 こ の ほ か医療救護室、 市職員 、 警察、 自 衛詠員 ら が集 ま る 災害対応作

戦室 も つ く ら れ る 。 総事業 費 は約20億 丹 。
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[郵館周 を 紡災拠点 に }

郵政省 は 1996年 8 月 、 県庁所在地 に あ る 郵便局50局 を 防災 と 地域の情報拠点 と し て 活用

で き る よ う に 改造す る 方針 を 決 め た 。

局 舎 を 耐震構造 に し 、 空冷式発電機、 防 火水槽 を 備 え 、 防災拠点 と し て は避難所 に 使 っ

た り 、 郵便局 の 通信網 を 活用 、 災害情報 を 流す こ と に し て い る 。

[ 日 本建築学会の第ニ次提言}

日 本建築学会は 「被災地域の 後興お よ び都市の防災性向上 に 関 す る 提言J と 題 し て 、 1 997

年 1 月 、 第二次提言 を 行 っ た 。

( 1 )  被災地域の復興 に 向 け て

1 )  多面的かっ公的支援 の 実施

2 ) 被害の 詳細分析 と 復興 ア セ ス メ ン ト の実施

3 ) 水 と み ど り を 基軸 と し た 紡災基盤施設の体系 的整備 と 安心生活閣 の形成

4 )  総合的 な住宅復興 プ ロ グ ラ ム の推進

5 ) 住商工混在地域 に お け る 産業 を セ ッ ト に し た新 た な 復興手法 の 開 発

( 2 ) 被災者 の 速や か な 生活復興 を 支援す る シ ス テ ム の あ り 方

1 )  被災住宅暫定補修 プ ロ グ ラ ム の構築

2 ) 瓦磯処理 ク レ ジ ッ ト 制 度の確立

3 ) 復!日 ま ち づ く り 推進応急仮設住宅制 度の創設

4 )  被災者住宅 ク レ ジ ッ ト 制度の創設

( 3 ) 災害時の対応 行動 と 避難 を 確保す る シ ス テ ム の あ り 方

1 )  命 を 守 る 広域避難計画 と 広域避難場所の確保

2 ) 地 区 防災拠点施設 ネ ッ ト ワ ー ク の 整備

3 ) 災害応急対応活動 の た め の 防 災 オ ー プ ン ス ペ ー ス 活用 シ ス テ ム の構築

4 ) 災害対応 時 の拠点 と な る 緊急対応施設の 防災性能 と 白 立性能の確保

5 ) リ ア ル タ イ ム 防災 シ ス テ ム 技術 の 開発 と 汎用化への支援方策

( 4 ) 木造密集市街地 の 防 災 ま ち づ く り 方策

1 )  参加 と 自 治 を 基盤 と し た ま ち づ く り シ ス テ ム の確 立 と 防災生活 圏 カ ル テ の作

成

2 ) 木造密集市街地 で の 地 区 内 紡災街路の整備

3 ) 既存木造建築 の 拐災 強化 プ ロ グ ラ ム の推進

4 ) 木造密集市街地の再生産の 防止方策の徹底

5 ) 木造密集市街 地 に お け る 総合的 な 住環境整備法の創設
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| 第二節 自 主紡災の推進
今 回 の震災体験 を 生か し 、 問、 地方 自 治体 は 、 次の地震な ど大災害 に備 え 、 さ ま ざ ま な

防災対策 を 展 開 し て い る が、 地域住民の助 け合いが、 数多 く の 命 を 救い 、 被 災地 で の 生活

を 支え た こ と か ら 、 「 自 分た ち の ま ち は 告 分た ち で守 ろ う j と い う 自 主 防 災 の 動 き も 活発

に な っ て き た 。 自 主紡災の組織づ く り を 進め 、 自 然災害の仕組み を 学ぶ学習 と 災害発生後

の備 え に 、 住民一 人 ひ と り の 力 を 結集 さ せ よ う と し て い る O 防 災 は つ ま る と こ ろ 、 ー に 自

分、 二 に 家族 と 隣人た ち が出 発点 と い う 認識 を 持 っ て 行動 し な け れ ば行 政 の 対策 も 大 き な

力 を 発揮 し な い。

1 . 自 主紡災の組織づ く り

{兵庫県が組織率1 00% 目 指 す }

震災後、 住民 に よ る 自 主防 災組織 ( 自 主防) の 大切 さ が認識 さ れ、 兵庫県 内 の 各市町で

も 地域 紡災計両 に 自 主坊 の組織化 を 取 り 入れ、 育成 に 力 を 入 れて い る が、 住民側 も 積極的

な参加の動 き を 見せ て い る O

兵庫県 に よ る と 、 県下21市701llTの 自 主防への世帯加入率 は 、 震災 2 年 目 に 入 っ た 1996年

4 月 現在 で 、 34. 3%。 前年 よ り 6. 9 ポ イ ン ト 上が っ た 。 静岡県の 100%、 東京都の70%以上

な ど 5 割以上の県 も 多 く 、 全国 的 に は低水準。 全国平均 を 約 13ポ イ ン ト 下 回 っ て い る 。

県下 の 組織率 (世帯加入率) は 洲 本、 西脇市 な ど 2 市22町が100%、 神 戸市 は 51 . 3%。

10%未満 は 9 市26 町で、 阪神 間 な ど都市部が低い。

兵庫県 は 1996年 1 月 、 自 主 防組織率 を 5 ヵ 年計画で1 00% に す る た め 、 市 町 を 通 じ て 防

災資機材の購入や 訓 練費 の 一部 を 助成す る 方針 を 決め た 。 自 主防 は地域住民の 自 発的 な 防

災組織で、 消 防機 関 に 編入 さ れ る 消 防 団 と は 別体系 。 既存 の 自 治会や 町 内 会 を 受け皿に組

織 さ れ る ケ ー ス が多 い 。 災害発生 に対応 で き る 態勢や装備 を 満 た し た 場合 に 市町が 自 主防

に認定す る O

自 主防 に 対す る 国 の助 成 は 一定規模以 上 に 限定 さ れ て お り 、 兵庫県 は独 自 に 組織化 を 支

援す る 補助 制 度 を 新設す る こ と に し た 。 各 自 主訪 はパ ー ル 、 ジ ャ ッ キ 、 の こ ぎ り な ど防災

資機材 を 調達、 住民 自 身 が備蓄、 管理 を 行 う 。 ま た 、 研修会、 避難訓練 な ど も 補助対象に

含め る O

[芦屋市が 自 主拐災組織づ く り を 呼び、 か け }

芦屋市 は 199MI三12 月 、 全家庭 に 「防災の し お り J ( A  4 判 、 30ペ ー ジ) を 配布 、 そ の 中

で、 地域全体で災害発生時 の被害 を 最小 限 に食い止め よ う と 自 主防災の組織づ く り を 呼び

か け た 。
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自 治会活動 な どの一環 と し て 組織 を つ く り 、 編成、 指示系統の確立、 防 災資機材の備蓄

を 行 う よ う 求め て い る O 組織の分担例 と し て 、 情報班、 消 火班、 救出救護班、 避難誘導班、

給食給水班 な ど掲 げて い る O

2 . 神戸市の 「防災福桂 コ ミ ュ ニ テ ィ J

神戸市の安全都市づ く り 計画 の 中 で、 「市民、 事業者 に よ る 主体的 な 紡災活動 の 展 開 J

と 位置づけ ら れ、 「防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 は 日 常 の 地域福祉 な どの コ ミ ュ ニ テ ィ 活動で

育 ま れた 市民相互の 助 け 合 い の き ず な を 、 災害発生時 に は、 初期消火、 救 出 、 救護の 災害

対応 に生かせ る よ う 平常時か ら 福祉活動 と 妨災活動 に積極的 に取 り 組む コ ミ ュ ニ テ ィーー

と 神戸 市は定義 し て い る O

市内 173の全小学校区 に 1 ヵ 所ず つ 設 け る た め 、 1995年度か ら 11 地 区 、 1996年度か ら 15

地 阪 、 計26地区 の モ デル事業 を 行い 、 1997年度の20地 区 を 手 は じ め に全市展 開 を 図 る O

{ こ れ ま での市民の 寵 主活動}

神戸市 で は 、 1985年度か ら 1993年 度 に か け て 、 「 自 主 防災推進協議会J を 育成、 168の協

議会 (世帯加入率51. 3%) が結成 さ れ た 。 自 治会、 婦 人会、 民生、 先童委員 協議会、 PTA、

老人会、 青少年問 題協議会、 子 ど も 会、 消 防 団 な どの市民団体で構成 し て い た。

こ れ ら の 協議会は救急知識の普及、 時災意識の啓発 を 目 的 に し た と こ ろ が ほ と ん どで、

初期消火、 救 出 、 救護、 避難所の運営 な ど、 今関 の震災で必要 と さ れた初期対応の実施主

体 と し て は 、 活動 目 的 自 体が不的確、 不十分だ、 っ た た め 、 新 し い市民妨災組織に 発展 さ せ、

全市展 開 を 図 る こ と に な っ た。

配備 さ れた 防災機材 を 点検する 真陽地区の役員 ら =神戸市立
真陽小学校 (神戸市長田区。 1996年 8 月 14 日 )
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年 に 1 度 の 防災訓練に柊わ る の で は な く 、 日 常の コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 と 災害時の地域 ぐ る

み 妨災対応、 を 結 び、つ け た 息の長い活動 を 目 指 し た 。

{ 防災指祉コ ミ ュ ニ テ ィ のモデル事業]

神戸市 は 1995、 96年度、 モ デル 地 区 に 次の 26地 区 を 選 び、 地域の特性 に 応、 じ た組織、 活

動 の あ り 方、 行政 と の 連携、 支援 な どの検討 を 重ね、 一部では 防災訓練が行 わ れた 。

1 ) 本 山 地 区防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会

2 ) 魚 崎 町防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

3 ) 六 甲 ア イ ラ ン ドCITY防災福千止 コ ミ ュ ニ テ イ

4 ) 六 甲 山 町防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ

5 ) 高羽防災福祉協議会

6 ) 龍地ふ れあ い の ま ち づ く り 協議会

7 ) 旗塚ふ れ あ い の ま ち づ く り 協議会

8 ) 港 島 自 主妨災推進協議会

9 ) 東川 崎 ふ れあ い の ま ち づ く り 協議会

10) 旧 居留 地連絡協議会防災委員 会

11) 明親校長E 紡災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ

12) 里 山地 区 紡災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

13) 平野地底 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ の 会

14) 生野高 原 ふ れ あ い ま ち づ く り 防災協議会

15) 筑紫が丘防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

16) 八多 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

17) 真 陽 ふ れ あ い の ま ち づ く り 協議会

18) 丸 山 地 区 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ

19) 高倉台防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

20) 友が丘紡災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

21) 板宿校区防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

22) 多 間南ふれあ い の ま ち づ く り 協議会

23) 塩産防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

24) 舞子助災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

25) 岩 岡 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ

26) 神 出 防 災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ

[ モデル事業で実施 さ れ た 事業 }

1 ) 防災資機材の整繍
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(表 9 ) 妨災福祉コ ミ ュ ニ テ ィ の 防災活動

①本部組織の防災活動

i首 動 i舌 動

0所属 ブ ロ ッ ク の連絡調繋 0地域の災害情報の収集 ・ 伝達
0行政機関 と の連絡調毅 。 ブ ロ ッ ク 照の相互応援な ど の災害防御活

平常時
。紡災意識の啓発

災害時
動の調整

O 防災知識の普及 0避難所の運営
の

0小学校区 レ ベ ル の 防災斜線
の

0右:-:.むの高齢者、 i環害者宅事の生活の支援な
活 動

O コ ミ ュ ニ テ ィ 防災計画の作成
活 動

ど
0紡災福社マ ッ プづ く り
0人材発掘 と 市民防災 リ ー ダ ー の 育成 な ど

②ブ ロ ッ ク 組織の防災活動

活 動 j舌 動

O 防災意識の啓発 0災;存修綴 の収集 ・ 伝達
平常時 0 防災意識の普及 (講習会 な ど) 災害時 0初期消火

の 。 ブ ロ ッ ク の 防災訓練 の 0救出 ・ 政護
j舌 重b 0 紡災資機材の1T理 活 動 0避難誘導

。妨災福祉マ ッ プづ く り な ど 0給食給水な ど

(神戸市消防局)

(図 3 ) 

防災訓練 ・ 講智会、

所属組織等の連絡観獲、

紡災活動計画作成 な ど

要援護者対策
地域福祉と

地域防災の連携

紡

災

説

練
・

講

習

会

の

指

導

紡

災

資

機

材

の

整

備
・

活

動

助

成

O 災 害 弱 者 対 策 → 犠祇活動 に よ り 得た 災害弱者情報に基づ く 救出救援 ・ 避難誘導な

どの計画策定

福祉活動 (友愛訪問) な どの機会 を 活用 し た防災指導 な ど

。 福祉 と 防災の遮携 → 福祉活動 (ふれあ い絵食会な ど) の機会を活用 し た防災指導 な ど

O 大 規 模 災 害 対 策 → 学校等の避難所 に お け る 自 主運営活動な ど

活

動

助

成

地

域

福

祉

セ

ン

タ

ー

の

整

備
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の こ ぎ り 、 パ ー ル 、 ス コ ッ プ、 ジ ャ ッ キ 、 ;布バ ケ ツ な ど を 自 治会集会所 な ど に備

蓄

2 ) 家庭防災マ ニ ュ ア ル の 配布

3 ) 市民防災 リ ー ダー の育成

災害時 に 市民の先頭 に 立 っ て活動す る リ ー ダー を 、 30-50世帯 に 1 人育成。 1 996

年 度 に モ デル 地 区の市民約400人 を 対象 に 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 訓 練 (情報、 避難、

救 出 、 消 火 な ど) を 含む研修 を 実施 し た 。

4 ) 推進ポス タ ー 、 ピ デ オ の作成

[ 1 997年度 か ら の本格実施に備え る ]

消防局 に 、 総務、 市民、 保健福祉の各局 、 教育委員会、 区役所が加 わ り 、 1996年 5 月 に

「防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 研究委員 会j が発足。

モ デル事業の検証、 消紡職員地区担当制 の 導入、 ガ イ ド ブ ッ ク 、 活動事例紹介、 防災福

祉マ ッ プづ く り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 紡災計画づ く り な と守 を 行 っ た 。

[効果 を上げ、 る モデル地区の実践]

バ ケ ツ リ レ ー 、 消 火器訓練、 救 出 、 救助訓練、 応急、手当 て 、 担架搬送、 小型動力 ポ ン プ

の取 り 扱い、 炊 き 出 し な ど身 近 な 実践訓練が各モ デル地区で続け ら れた が、 ユ ニ ー ク な 活

動 も 目 立 っ た。

( 1 ) 防災 ジ、 ユ ニ ア チ ー ム 結成

1996年 3 月 結成 の 中央 区 「東川 崎 ふ れ あ い の ま ち づ く り 協議会j で、 市立楠中 学

校の男 女13人 に よ る ジ、 ユ ニ ア チ ー ム が発足 し た。

( 2 ) 企業の壁超 え 、 110杜が地域防災協力

神戸市の代表的 な オ フ ィ ス 街、 中 央 区 の r l日居菅地連絡協議会j で は 、 NTT神

戸支庖、 大丸神戸倍、 み ど り 銀行 な ど全110社が参加 し た 自 主防災体制づ く り を 進

め た 。 コ ン ビ ュ } タ ー 、 物販、 飲食、 通信な ど各企業の特色 を 生か し た協力体制 を

確立、 災害発生時 に は ピ ル街 を 「 ラ イ フ ラ イ ン の通 っ た 避難所」 と し て確保す る 。

( 3 ) 企業 と 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ が応援協定

兵庫 区 の 「明親小学校区J で は 1996年 9 月 、 川 崎重工、 B 清製粉、 カ ネ テ ツ デ リ

カ フ ー ズ 、 富士通テ ン 、 バ ン ド ー化学、 松村石油 の 6 社 と 荻原み さ き 病 院 と 防災福

祉 コ ミ ュ ニ テ イ が災害時の応援協定 を 結 ん だ。 防災機材、 人員 の提供、 施設の避難

所 開 放、 物資配分 な どで企業側 は倒壊家屋か ら の救出活動 に フ ォ ー ク リ フ ト 、 発電

機、 自 衛消 防 隊 の 出動、 病 院 は 医療 チ ー ム 派遣 な ど

( 4 ) 防災マ ッ プづ く り

中 央 区 の東川i埼ふ れあ い の ま ち づ く り 協議会防災部会 は 、 住宅地 図 に 防災施設 を
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重 ね た O 本格的 な 防災マ ッ プ を 作 っ た 。 地域 内 の約 1 ， 500戸 に 配布 さ れた も の で、

A 1 判 の住宅地図 に避難所、 消火栓、 病院、 公衆電話 な ど14の 防災施設が 3 色刷 り

で記載 さ れて い る O

〈参考文献〉

f神戸市安全都市づ く り 推進計爾』 神戸市防災会議 1997年 6 月

『防災の しお り 家庭保存版j 芦屋市防災対策課 1996年12月

『 は じ め よ う こ の手で 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ の創造j 神戸市 1997:!J三 5 月
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第三節 地域防災計画の見査 し
兵庫県下の各 自 治体の地域防災計画 は 、 今回 の震災の よ う な 直下型地震 は も ち ろ ん 、 地

震災害 そ の も の を 事実上、 想定せず、 台風、 豪雨 な どに よ る 風水害 に 重点 を 置 い た も の だ

っ た。 全国的 に も 関 東、 東海地方や福井 を 除 け ば車下型地震の被害想定 を し て い た と こ ろ

は 少 な い 。 阪神大震災後、 県内外の 自 治体で 「震度 7 J を 想 定 し た地域防災計画の見直 し

が進め ら れて い る O 兵庫県 と 神戸市は1996年 3 月 に そ れぞれ!日計画 を 改定、 新 し い地域助

災計画 の地震対策編 を 策定 し 、 阪神大震災の教訓 を 生か そ う と し て い る 。 直 下型地震 を 想

定 し た 地域 防 災計瞬 を 持 っ て い た 自 治体 も 、 ボ ラ ン テ イ ア な ど新 し い課題 を 盛 り 込 ん だ計

画 の練 り 重 し を 進 め て い る O

1 . 兵時県の 腕災体制強化

{兵庫県が初動要員確舘な ど新体制]

兵庫県 は1996年 8 月 、 災害発生時 の初動体制 と し て 、 県庁か ら 半控 4 km以 内 に 住むi果関

係職員 を 非常主主庁 さ せ、 災害対策本部要員 を 30分以 内 に峰保す る 計画 を 決 め た 。 災害対策

担 当 職員 は外 し 、 主 に地方や 関係機 関 に 勤務す る 県庁マ ン を あ て る O 情報機器の操作 な ど

を特関訓 練 し 、 交通規制 も パ ス で き る 「初動要員 身分証明書j を 持 たせ、 携帯電話や ポ ケ

ベ ル で、緊急連絡 を 可 能に す る O

県は神戸市兵庫 区 内 に災害対策要員 の待機宿舎 (約50世帯) を 建設 中 で、 1998年春の完

成 ま での初動体制 と し て招集計画 を 決 め た 。

ま た 、 今回の 震 災では災害対策本部の 設置、 対策会議の 開催が運れた こ と か ら 県幹部 に

よ る 災害対策本部 自 体の充実 も 図 り 、 幹部全員 参加の対策本部の補完組織 と し て 、 知事、

副知事、 防災監 ら 8 人 に よ る 「指令部J を 設置、 自 衛様、 海上保安庁、 ガ ス 、 電力 、 電話

各社か ら は 「参与J と し て 出 席 を 求め 、 連携 を 密 に す る O

{兵藤県が肪災ヘ リ ポー ト を 3 �昔増備へ]

兵庫県 は 1997年度か ら 、 県1ご の 防災ヘ リ ポ ー ト を 3 倍 の 240 ヵ 所 に 増 や す 緊急整備事業

に乗 り 出 し た 。 現在の 防 災ヘ リ ポ ー ト は79 ヵ 所。 内訳は公園、 グ ラ ウ ン ドが64 ヵ 所、 地域

別 で は西播23 ヵ 所、 東播15 ヵ 所、 但馬13 ヵ 所 な ど。 都市部では神戸 6 ヵ 所、 阪神 8 ヵ 所 な

ど。 1 ヵ 所 も な い市 町 は 3 市21軒。

大震災で は 、 飽府県か ら ヘ リ コ プ タ ー の 救援飛来が相次 ぎ、 緊急輸送 に 大活躍 し た が、

被災地 に ヘ リ ポー ト が少 な く 、 運用 に 難 渋 を 極 め た 。 こ の た め 3 倍増 が計画 さ れた も の で、

公共用 地 を 中心 に 士宮地 を 確保、 神戸市 内 で は30 ヵ 所 を 目 指 し 、 郡部で も 最低 1 ヵ 所設け る

こ と に し て い る O
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[兵庫県が米臨 カ リ フ ォ ルニ ア 州 と 前災協 力 }

兵庫県 と 米国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 は、 災害の予防や臨急対策 に つ い て平 時 か ら 情報 を 交換

す る 「防災協力 に 関 す る 合意書」 を 1996年 9 月 に締結 し た 。 同州、| は1994年 1 月 に 、 都市直

下型 の ノ ー ス リ ッ ジ地震 な ど を 体験 し て お り 、 災害の予防、 応急対応、 後!日 ・ 復興 に 関す

る 知識 、 技術、 精報な ど を 交換 し 、 相互の 防災力 の 向上の た め協力す る こ と に し て い る O

当 面 は 災害時の応援協定は含 め な い。

同 州、i は 防災訓練や備蓄 の分野で先進的 な ノ ウ ハ ウ を 保有 し て お り 、 資料収集 な ど を 通 じ

て兵庫県の 訪災対策 の 立案 に 生かす こ と に し て い る O

2 . 自 治体の災害時相互応援協定

1 996年 9 月 現在、 兵庫県下21市の う ち 、 20市が災害時の相互応援協定 を 結 んでい る 。 近

隣の 自 治体同士や他府県 の 向 規模都市 と の締結 を は じ め 、 親善友貯都市 な ど以前か ら の交

流 を ベ ー ス に し た協 定 な ど さ ま ざ ま な応援体鰐 と な っ て い る O

阪神大震災で は 、 全国 か ら 消 防、 水道 な ど多数の応援部隊が応援 に 駆 け つ け 、 相互応援

の重要性が認識 さ れ、 全国 的 に も 災害時協定の動 き が進 ん だ。 兵庫県 も 1996年 2 月 に 近畿

を 中心 に 2 府 7 県 と 協定 を 結 ん だ。

県下では洲本市 を 除 き 、 20市が新 た な 協定 を 結 ん だ。 96年 4 月 に 西播 4 市21町、 東播磨

7 市10町。 6 月 に 神戸市隣接 の 7 市 2 1llJが相互応援体制 を 整え て い る O

県外 と の 協定 も ふ え 、 神戸市が静 閥 、 岐阜市 の ほ か13大都市 と O 尼崎市 は 岐阜、 静 岡 、

長崎 な ど同規模市 と O 豊 岡 市 は 京都 ・ 向 日 市 と 結 ん だ。 近隣市町は両者 と も 被災す る 恐れ

も あ り 、 遠 方 と の協定が必要だ と い う O 姫路市 は 陸上 ル } ト が寸断 さ れた場合 を 想定、 和

歌 山 、 徳 島 、 堺市 な ど瀬戸内海沿岸 5 市 に よ る 協定 を 5 月 に 結 ん だ。 泊 防 艇 な どで器材や

物 資 を 運ぶ と い う O

ま た 、 義士親善友女子都 市 (赤穂、 相生市 な ど特別 4 区15市 7 町) 榊原公ゆ か り 都市 (姫

路、 新潟、 上越市 な ど 4 市) な ど歴 史 的 な縁 を 生か し た協 定 も あ る O 姫路市、 堺市、 静偶

市 な ど中核市12r告 に よ る 応援体制づ く り も 検討 し て い る 。

応援協定 は 自 治体同士ばか り で な く 、 生協、 ス ー パ ー 、 ア マ チ ュ ア 無 線 ク ラ ブ な ど民間

と の提携 も 広 がっ て い る O 目 立つ の は 緊急時の生活物資 を確保す る た め流通業者や他市の

卸売市場 と 協定 し て 自 治体の 食糧備蓄 を 補 う 、 い わ ゆ る 「流通備蓄 」 。 コ ー プ こ う べ に は

神戸市 を は じ め 、 明石、 加古川 、 高砂市 な どがi協力 を 求め 、 三 木市 は ダ イ エ ー 、 ニ チ イ な

ど大手ス ー パ ー と 協定。 神戸市は大阪、 京都、 奈 良 の 中 央卸売市場 と 締結。 姫路市 は 消 防

用水の搬送がで き る 姫路生 コ ン 協組 と 、 赤穂市 は赤穂、ア マ チ ュ ア 無 線 ク ラ ブ と 、 高砂市は

ヘ リ ポ ー ト 確保の た め に 三菱製紙 と 、 そ れぞれ協 定 を 結 ん で、い る O

協定は結ぼれて い る が、 課題 も 多 い と い う O 災害時の応援部隊の派遣ル ー ト 、 到着後の

拠点、 宿泊地、 食糧の負担、 費 用 負 担、 応援の た め施設、 器材整備 に かか る 経費、 応援マ
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ニ ュ ア ル な ど今後、 詰 め ね ば な ら な い細部の取 り 決め が残 さ れて い る O

3 . 各mの地域隣災計画見直 し

「地域防災計画j は災害対策基本法 (1961年) に基づ き 、 国 ( 中 央防災会 議) の 「防 災

基本計画」 を 受 け て 、 都道市県 レ ベ ル 、 市 町村 レ ベ ル の各防災会議が 「地域防災計画」 を

策定 し て き た が、 こ れ ま で、 震災対策 に つ い て 兵庫県で は大地震の直撃 を 想定 し て い た と

こ ろ は な か っ た 。 地震対策は形式的 と い っ て も 過言で は な し ど こ も 風水 害対策 に 力 点 が

罷かれて い た。

今 回 の 販神大震災に よ り 、 被害経験 を 教訓 と し た 地域防災計画の見直 し が、 兵庫県、 神

戸 市 に続い て 、 被災各市で も 一斉 に行 わ れ た 。 阪神大震災級 に対処す る 対策 を 盛 り 込 ん だ、

事実上、 初 の 「地域防災計画地震対策編J と な っ て い る 。

兵康県 の 新 し い 訪災計闘 は地域防災基盤の整備、 防災施設の整備、 迅速 な 災害応急活動

体制の確立、 県民参加 に よ る 地域防災力 の 向 上 な ど を柱 と し て い る が、 尼崎、 西宮、 芦屋、

伊丹、 明石市 な ど の地域助災計画見直 し も 、 こ れ ら の基本方針 に 沿 っ た 内容 と な っ て い る O

各市 と も 、 白 的、 地域特性、 被害特性、 被害想定、 災害対策の基本方針、 予 防計画、 応急

対策、 復 旧 対策 な ど を 大 き な 項 目 と し て い る O

阪神大震災で は 、 情報収集、 伝達、 通信手段、 被害調査、 初動体制、 災害対策本部の 設

置、 委員確保、 支援要請、 消火、 救急、 医療、 緊急輸送、 交通確保、 規制、 避 難所の 開 設、

管理、 運営、 仮設住宅、 食糧、 飲料水、 生活必需品、 ト イ レ 、 防疫、 保健衛 生 な どが各市

と も 大 き な 課題 と な っ た 。 こ の た め 、 応急対策で大震災の経験 を 生か し て 詳細 な措置 を 示

し て い る O

予助計画 で は、 「災害 に 強い ま ち づ く り J I安全、 安心 の ま ち づ く り 」 へ防災都市づ く り

を 掲 げ、 同 時 に 「市民の 自 主防災活動の促進J を 各市 と も と り 上 げてい る O ま た ラ イ フ ラ

イ ン の確保 も 重点課題に し て い る O 広域応援体制 の確立、 二次災害防止 も 盛 り 込 ま れ た 。

芦屋市 は 災害想定、 行政、 市民、 事業所の役割分担、 災害予防対策、 応急対策 を 重 点 に

計画 を 策定、 市民 ア ン ケ ー ト 調査の結果 も 踏 ま え た 。 西宮市 は 防災 ま ち づ く り の、 後 旧 、

復興の促進、 妨災体制 の充実、 防災協力体制 の 強化、 市長防災行動力 の 向 上 に重点 を 置 い

て い る O 明石市 は 地域防災計画の 策定後、 1997年 3 月 に も 修正見直 し を 行 い 、 避難勧告、

自 主避難の誘導 シ ス テ ム の 図示 、 パ ン フ レ ッ ト 配布 、 双方向型防災無線機の 関係機関配霞、

食糧備蓄量の地域 別 明 記 な ど を 新 た に 盛 り 込み、 具体的記述 を し た 。 「被害想定」 は 各市

と も 、 阪神大震災の被害 を も と に 想定 を 行 っ たが、 記述 は さ ま ざ ま に分かれて い る O

[尾崎市}

想定地震 工 中 央構造線地震、 有 馬高槻構造線地震、 70km以 内 の近地地震、 190km以 内 の

逮地地震、 東海地震
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木造家屋 の 被害 口 近地地震 全壊約460棟

半壊約5， 940棟

遠地地震 半壊約2， 000棟

東海地震 半壊約820棟

木造家屋 の 焼失 z 冬の タ 約3， 460棟

春秋の主主 約 1 ， 270棟

夏の朝 約490棟

死者数 1 冬の タ 約450人 (負 傷約820人)

{ 西宮市]

春秋の益 約310人 (負傷約580人)

夏の朝 約260人 (負傷約490人)

想定地震 = 有馬高槻構造線地震、 南海道地震

※ 被害 の 数字 は今後の研究課題 と す る O

{ 芦屋市]

想定地震 z 南海道地震、 有 馬高槻構造線地震、 山 崎断層地震、 中央構造線地震、 日 本海

沿岸地震

※ 被害 の 数字 は 出 さ ず、 季舗、 時 間帯、 地域 に よ る 事象想定

[伊丹市i

死者数 = 491入、 負 傷者数 = 3ヲ 535入、 全壊 4， 700世帯、 出 火件数 9 � 23件 ( 時 時 帯

に よ る )

※ 想定地震は 明記せず、 阪神 ・ 淡路大震災級の最大被害 を想定

[ 明石市}

被害想定は 地盤条件、 住宅密集度、 土地利用 の 変遷等 を 把握、 想定地震 に 基づ き 分析 さ

れ る も の で あ る が、 相 当 の 期 間 を 要 す る た め 、 当 面、 兵庫県南部地震 を 最低 の 基準 と す る O

※ 阪神 大震災の 明石市被害状況 を 表示

以上の よ う に被害想定は、 詳細明記か ら 実質的 な 不記載 ま で ま ち ま ち と な っ て お り 、 予

知が不可能 な 地震対策の 困 難 さ を そ の ま ま 表 し て い る 。 ち な み に 5 市 の地域防災計画 は項

目 数で約80項 目 か ら 約370項 目 、 ペ ー ジ数で約 150ペ ー ジか ら 約300ペ ー ジ、 全体行数で約

4， 000行か ら 約 1 1 ， 300行 ま で大差があ り 、 ほ と ん ど 同 じ 内 容 な が ら 対策 の 具体的表現、 記

述、 マ ニ ュ ア ル 明 示 に も 差が 出 て い る O
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l 第四鱗 自然災害対策の推進一紬 @ 治水
今回の震災で は 、 家屋、 道路、 鉄道、 港湾、 下水道 な どの壊滅的被害 と と も に 、 六 甲 山

系 の 山肌や河川 に も 大 き な亀裂が入 っ た 。 早期後旧 は二次災害の 防止対策 を 最優先 に 取 り

組み、 2 年 目 の 1997年春 に は 、 ほ ほ震災前の姿 が戻 っ て き た。 兵庫 県の 阪神 ・ 淡路大震災

復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計岡) の 「 し な や か な都市基盤J づ く り で、 災害 に 強い

多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市構造事業、 六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 整備事業の推進へ、 河 川 、

砂防は復旧 か ら 復興事業 に 向 か お う と し て い る O

甲 山系 の震 災に よ る 崩 壊個 所 は 地震直後 に 750 ヵ 所 と さ れたが、 そ の 後 の 崩壊で1996

年 に は 1 ， 150 ヵ 所 (建設省 六 甲 砂防工事事務所) と さ れて い る O

1 . 土砂災害の復師事業一治 出

( 1 ) 砂 防

{施設 そ の も のの被害は軽微]

砂防 ダ ム は西寓市甑岩町の夙J l I で1930年代 に 造 ら れ た 石積 み堰堤 l 基が全壊 し た だ け

で、 ほ と ん どが ク ラ ッ ク (亀裂) 発生の比較的軽微な被害だ っ た 。 護岸工 も すべて局部的

な軽微な被害で、砂防流路工の護岸工が堀 込河道形式で、行 わ れ、 背後地盤の安定性が高か っ

た こ と が土木施設の被害 を 軽 く し た と み ら れ て い る O 河川 は築堤護岸形式 の た め、 不安定

に な る 場合が多 い 。

全壊 し た お積み堰堤は コ ン ク リ ー ト 造 り で復旧 を す ま せ た 。 ま た 、 西宮市宝生 ヶ 丘 の観

音谷川 で、 渓流 に 土砂が大量 に 堆積 し 、 下流に 人家63戸あ る た め 、 2 隻の砂防壊堤 を 新 設

し た 。 1 号 ダ ム は堤長43m 、 堤高11m、 2 号 ダ ム は堤長27m、 堤高 7 mo 

( 2 ) 地すべ り

{西宮甫fニJ I I百合野町}

地すべ り 防止施設38 ヵ 所の う ち 被災は 1 ヵ 所だ っ た が、 西宮市仁川 百合野町で、 輔、 長

さ 各約100 m 、 厚 さ 15 m 、 移動土砂10万 ぱ の 地すべ り が起 こ り 、 家屋13戸 を 押 し つ ぶ し 、

34人の死者 を 出 し た 。 震災に よ る 土砂災害の最大の被害だ、 っ た。

集水井、 集水ボー リ ン グ、 井桁擁壁、 法枠、 護岸な ど 8 種類 の 工法 を 用 い て 、 地下水対

策 を と り 、 復旧工事は1997年度の完成 を め ざ し て い る O

法面の植生緑化、 護岸に擬岩使用 な ど景観に も 力 を 入れ、 緩斜i踊 と 斜面 中 段 に創 出 さ れ

た約2， 700 m の 広 場 に は地すべ り 自 動監視 シ ス テ ム 、 地すべ り に 関 す る 資料館 の役割 を 持

つ見学施設が設 け ら れる O 復旧跡地全体は防災緑地、 拠点 と な る 。 自 動監視 シ ス テ ム な ど

の計測器は公開 し て見学者に 、 復旧工事の工法 と と も に展示す る 。
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(表10) 砂防施設等の主な被害個所 (兵康県土木部)

災害関連緊急事業 公共土木施設災害復旧事業

砂防 観主べ引1 1 神戸市灘以城の下通 砂防 灘川 津名郡淡路町
白 綴l'Î'î谷川 宝塚市逆瀬台 育波川 津名郡北淡町
小林南谷川 宝塚市青葉台 六 甲 川 神戸市北[>(有馬阿
弓納子川 西宮市生瀬高台 乙倉谷川 神戸市北区有潟阿
康頭谷J1 1 西宮市111 口 町 平見川 神戸市北[>(有野田I
逆瀬川 宝塚市小林 谷 ノ J 1 1 津名郡北淡町
観音谷川 | 西宮市宝生 ヶ 丘 自i瀬川 (5 ヵ 所) 宝塚市逆話番台
弓納子:東谷 西宮市生瀬高台 天主主:寺川 i 宝塚 市花屋敷荘閑
紅葉谷 宝塚市1ft矛志 御手洗J11 (3 ヵ 所) jJfj下niî新fj3 �島田I
東滝川 津名郡北淡町野鳥 夙J1 1 問1;4-1市1i倒置I
板本池J1 1 浮 名m北淡町野鳥 夙J11 (2 ヵ 所) 西日市北名次期I

地すべ り 西岡本 神戸市東灘区西岡本
夙川 E野f市西エf�問I
夙川 同下f市甑ぞ}町

有馬 神戸 市北氏有馬町 夙川 西下f市剣谷町
仁川 百合野町 間宮 市仁川 百合野町 1与J I I 芦屋 市東山 町
議草 木 津名郡北淡町議木 'Fi J 1 1  761尾市朝 日 ヶ 丘町J
野 島大川 津名郡北淡町野島大J1 1
育波 津名郡北淡町育波 地すべ り 天神 加束郡東条揮I
高i竜 津名郡津名 目I生穏
主主生 ヶ 丘 西宮市'�:lE ヶ 丘

念、傾斜 二の谷 神戸市須磨区
急、傾斜 月 見山 宝塚市 月 見 U1 千鳥 (2 ヵ 所) 神戸市兵庫区

宝生 ヶ 丘 商官子打宝:'t ケ 丘 富 島 (2 ヵ 所) 津名郡北淡町
‘の谷 ( 2 ) 神戸市須磨 区ーの谷 明泉寺 ( 2 ) 神戸市長 前 区

北 山 神戸市兵庫 区氷室 ーの 谷 神戸市i須磨阪
有馬愛宕U1 神戸市北区有馬町
官?楽関 西宮市苦楽盟関番町
武庫 111 宝塚市紅葉が丘
熊 内 ( 4 ) 神戸市中央i玄熊内
大丸町 神戸市長 岡 区大丸町
池 田 ヒ閉I 神戸市長国 区池 図上回I
大3三田J ( 3 )  神戸市須磨区大手跨
E耳目事J 神戸市須磨区率
相谷 神戸市委水区塩屋北町
明泉寺 ( 1 ) 神戸市長田 区明泉守
深谷 西宮市深谷

{神戸市東灘区間岡本}

地すべ り 規模 は 幅約160m、 長 さ 約150m、 厚 さ 12m、 移動土量 は25万rrî。 ま た 道路が幅

25m、 高 さ 25�30 m に わ た り 崩 壊 し た。 付近の住民 (最大時419世帯、 1 ， 359人) に避難勧

告が出 さ れた 。

地すべ り 未満 の急崖崩壊防止 と 2 次災害防止 に 、 落石妨11::.柵、 土留め杭、 水抜 き ボ ー リ

ン グ、 排水路 な どの応急対策工事 を 1995年 5 月 ま で に 完成 さ せた 。 緊急地すべ り 対策事業

も 1997年 中 に完了す る 。
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( 3 ) 急傾斜地

{神戸市長酉 毘大丸岡Jl

神戸市丸 山 中 学校下の 東斜面‘がi高 さ 14m、 長 さ 50 m に わ た り 崩壊 し 、 2 戸が全壊、 l 戸

が半壊、 死者 2 人 を 出 し た 。 斜面下部 に擁壁、 上部に法枠 を 設 け て 、 1995年度 に復旧 し た 。

( 4 ) 民 間宅地擁壁

{国の特餌j措置で、 緊急複IB工事進め る }

民 間宅地 の擁壁被災は 、 全体で5， 000宅地以上 に の ぼ り 、 こ の う ち 被害 の 大 き な も の 、

2 次災害防止措置の必要 な も の は約2， 300宅地 に 及 ん だ。 擁壁下 の 住民 に は 避 難勧 告 も 出

さ れた 。

民 間宅地擁壁 の復旧、 安全確保 は所有者の責任 だが、 所有者 も 被災す る な ど負担が大 き

く 、 二次災害防止 の ため 、 国 は 災害 関連緊急、急傾斜地崩壊対策事業の 運用 に あ た っ て特例

措置で、 第三者や公共施設 に 二次災害の被害 を 与 え る 恐れ の あ る も の な ど一定要件 を 満た

す も の の復 旧 を 公共工事で実施 し た。

「急傾斜地 の 高 さ 10m以上、 人家 5 戸以上 に被害」 だ、 っ た 従来措震 を ①二 次災害の恐れ

の あ る も の は 3 m 以上②移転適地が な い こ と ③河川 、 水路、 道路、 鉄道、 公 鴎 、 緑地、 ラ

イ フ ラ イ ン 施設、 避難施設 な ど公共施設 に 被害 を 及 ぼす可能性があ り 、 工 費600万 円 以上

要件 と し た 。 市町か ら は約700 ヵ 所の要望があ り 、 こ の う ち 神戸市135、 西宮7↑123、

芦屋市 4 、 支塚市 6 、 明 石市 9 、 三 原 町 1 ヵ 所、 合計178 ヵ 所 (事業費約96億 円 ) が採択

さ れた 。

砂 防指定地 内 も 不公平 に な ら な い よ う 、 災害 関連緊急砂 崩事業が運用 さ れ、 宝塚、 西宮

両市の 13 ヵ 所 (事業費約 8 億円 ) で復旧工事が進め ら れた 。

いずれ も 1996年度で大半が完成、 残 り も 1997年度中 に完成の予定。

[宅地災害の学補的解明も進む}

阪神大震災で大 き な被害が発生 し た宅地で、 民 間擁擦の復旧 に 国の特例措置が と ら れ、

公共工事が大幅 に 導入 さ れ た が、 同 時 に 学術 的 な 被災の分析、 解明 も 行 わ れ た 。

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー の沖村孝教授の研究に よ る と 、 被災宅地 は 六 甲 山 系 の 山

麓部で、 山 系 を 取 り 囲 む よ う に 分布 し て お り 、 扇状地 な どの沖積低地での宅地被害 は 少 な

か っ た 。 被害内容は宅地地盤の 変状 と 擁壁被害 に 大別 さ れる O

①宅地変状被害

1951年-1975年以前 に 造成 さ れ た 宅地 の 被害が多 く 、 そ の 後 に 宅地造成等規耕 法 な

ど法定の施工基準 に従 っ て 造成 さ れた も の は被害が少 な か っ た 。 ま た 、 谷部の盛土で

の被害が1987年の宮城県沖 地震 と 同様 に 多 か っ た 。 今回 の特徴は盛上基盤が非常 に緩

い斜面上で も 被害が発生 し た こ と O 地 震 に よ る 志答速度が大 き く な る こ と や、 地 下水
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が分布 し て い る 場合は液状化の メ カ ニ ズ ム も 考 え ら れ る 。

②擁壁被害

石積の被害が圧 倒 的 で、81%、 次いで無筋 コ ン ク リ ー ト が13%、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト

5 %、 ブ ロ ッ ク 1 % な ど。 こ れ ら の被災擁壁 を 、 宅地造成等規制法施行の 1962年 と 都

市計爾法施行が 5 年経過の 1975年の 2 つ の施工時期 に 分 け て 調べ る と 、 1975年以後施

工の被害 は 少 な く 、 大半が1974年以前施工だ、 っ た 。 両施工 時期 と も ク ラ ッ ク の発生が

ほ と ん どで、 傾倒、 上部の半壊、 全壊の大規模被害 は 少 な か っ た 。 被 害 の 原 因 と し て

は基礎地盤の変状が圧倒 的で、 擁壁の構造そ の も の に起 困 す る も の は 少 な く 、 特 に 1975

年以降は 増積擁壁の影響、 施工不良 と み ら れ る 被害 は ゼ ロ だ、 っ た。

こ う し た 結果か ら は法律 に よ る 技術恭準、 開発基準 の 設定 は 、 宅地地盤、 擁墜 と も 被害

の発生 を 抑 え る の に効 果 を 発揮 し た こ と が う かが え る O 沖村教授は 11961年 以前 (宅地造

成等規制法施行以前) の擁壁被害の 涼 因 は 明確 に は分か ら な いJ と し て い る が、 空積み の

石積 な ど を あ げて い る O

沖村教授は 、 地震に よ る 宅地造成地が被害 を 受 け た最初の事例 は 1978年の 宮城県沖地震

と し 、 そ の 後宅地開発が進む 中 で、 1993年の釧路沖 地震、 1994年 の 三 陸 は る か沖地震な ど

で宅地被害が報告 さ れた。 今回 の震災で大 き な 被害 を 受 け た事実は、 宅地地盤の耐震性が

全国 的 に ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る 大 き な 契機 に な っ た と 指摘 し て い る O

[建設省が宅地擁壁復旧 に素早い対応}

民 間 宅地権壁の復旧 に は、 国 の特例措置で災害関連繋急傾斜地対策事業 と し て公共事業

が実施 さ れた が、 法定条件 を 満 た さ な い も の な どは民間所有者の責任で復旧 に あ た る 必要

があ り 、 1995年 8 月 に 建設省が 「宅地擁壁復旧技術マ ニ ュ ア ル」 を作成 し た 。 復旧技術の

基本、 工法の選定手法 な ど を 体系 的 に 整理 し た も の で、 復旧 を 、 応急措置、 仮復旧、 本復

!日 の 3 過積 と し 、 そ れぞれ練石積、 空石積、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト な どの擁壁 ご と に復旧工法

が示 さ れた 。 従来 は擁壁設計に あ た っ て 、 {頃樹 、 滑動 な どの条件に対す る 安定 を 考 え る が、

今回 の よ う な 亀裂の発生は念頭 に な く 発想の転換 を 迫 る も の に な っ た 。 技術マ ニ ュ ア ルが

地震発生か ら 7 ヵ 月 で完成 し た こ と は 、 通常 1 � 2 年か か る マ ニ ュ ア ル作 り の常識 を 破 る

素早い対応 だ、 っ た 。

2 . 二次災害防止対策

豪雨 な ど に よ る 大水害の記憶が生 々 し い 六 甲 山 系 で は 、 震災に よ る 二次災害、 特 に 降雨

期 の土砂災害 の 妨止 に 全力 を あ げた 。 1995年の震災痕後か ら 、 近畿地建は砂防 ダ ム 新設、

山腹工、 セ ン サ ー 設霞、 兵庫県 は 「震後土砂災害警戒 ・ 避難基準検討会J 1総合土砂災害

対策推進連絡会J (建設省 、 神 戸海洋気象台、 被災各市町) の設置、 ハ ザー ド マ ッ プ (土
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1 1濯露章太閤 @ 轟関濯憲11
土fJ擬寵母語醗霊帯審毘岳部章旗いで

.�語品近 、 手 1 九L
寵盟臨戸空理毘興ーらーー

ハザー ド マ ッ プ
( 土 砂 災 害 危 険
個所凶)

砂災害危険儒所国 ) の公表配布、 土砂流災害予想区域 図 の 配布、 危険個所監視体棋の 強化

な どの対策 を は じ め 、 パ ト ロ ー ル を 重ね た 。

1996年 も 兵庫県、 神戸市、 西宮市 な どが 5 月 に 、 被災 し た 危 険宅地2， 500 ヵ 所 を 中 心 に

防災パ ト ロ ー ル、 災害訪止対策 を 所有者に勧告 し た 。 特例措置で公共工事 と し て復旧 を 進

め る 危 険宅地の未着工個 所 を 県土木職 員 OBが 6 月 の梅雨期 の 1 ヵ 月 間 、 ボ ラ ン テ イ ア で

パ ト ロ ー ル し た 。

ま た 、 前 年 に 続 き 同 連絡会が、 台風期 の 9 月 に 、 「大関、 長雨 に 注意。 土砂災害 の 危 険

信号 を 見 の がす な J の チ ラ シ を 配布 し 「あ な た の裏 山 の 安全確認 を 」 と 災害 か ら 自 分の 命

を 自 分で守 ろ う と 呼びか け た 。

{六甲 山 、 淡路北部で危険区域 7 ヵ 所ふ え る }

兵庫県がヘ リ コ プ タ ー搭載の放射練測定装 置 な どで実施 し た六 甲 山系 と 津名 郡 の 「 山 地

災害危険調査J の結果、 新た に 岩盤亀裂や土砂崩 れの恐れの あ る 危険 区域が見つ か っ た 。

1996年 4 月 に ま と ま っ た 、 六 甲 山南側 山腹 と 津名郡7， 535haのヘ リ 探査の結果で、 ヘ リ か

ら 照射 し た 電磁波で、 地 中 に 発生す る 岩盤の磁気や ガ ン マ線 を 解析 し た も のo 1995年 7 月

か ら 延べ74時間調べた。 土砂崩 れの恐れの あ る 風化地域が740ha ( う ち 津名 郡70ha) 斜面

岩盤の 断裂危険区域が350ha ( 間74ha) に の ぼ り 、 両方 に ま た が る 危 険 区 域 は95ha ( 同 18

ha) 0 調査区域の 15 . 8% に の ぼっ た 。

こ れ ら の う ち 9 割 は 5 年前 の林野庁調査 の 山 地災害危険地 と 重 な る が、 新 た に神戸、 宝

塚、 西宮各市 と 北淡町の 7 ヵ 所 (22ha) の危険区域が市街地隣接地で判 明 し た 。

ヘ リ に よ る 同 じ調査は1996年 も 神戸市兵庫区以西の六 甲 LU5 ， 800haで、行わ れた O
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[神戸で土砂災害臨止全国大会}

f地震後の二次災害に備 え よ う J と 第14回土砂災害防止 月 間推進 の 集 い 全 菌大会 (建設

省 、 兵庫県、 神戸市 な ど主催) が1996年 6 月 3 日 、 神戸市 中 央 区 で 関 か れた 。 全国か ら 砂

防、 治 山 関係者約1 ， 900人が参加、 梅雨期 の 土砂災害、 と く に 地震 の ご 次災 害 が心配 さ れ

た 六 甲 山 系の 現地報告、 震災後の斜面崩壊の実態、 を も と に 、 行政や住民が と る べ き 対策 に

つ い て 意見 を 交換 し た 。 会場 に は大現画面 を 設 け 、 灘区鶴 甲 で の 防災訓練 を 生 中継、 住民

の避難や土 の う 積み、 斜面の ビ ニ ー ル シ ー ト か け な ど を 見 な が ら 、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ

ン が行 わ れ た 。

訓練現場 か ら 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー の 沖村孝教授が 「六 甲 山 は も ろ い花 こ う 岩

でで き て い る O 地震で全体が緩み、 雨で表層崩壊の恐れがあ る j と 解説、 建 設省 六 甲 砂 防

工事事務所の 中野泰雄所長は 「六 甲 の崩壊は震災直後の750 ヵ 所か ら 1 ， 1 50 ヵ 所 に ふ え た。

断層 に 近い場所の崩壊が多 く 、 特 に 尾根付近 に 目 立つ」 と し て 、 砂 防 ダ ム 新設 な ど の 防 災

対策 を 説 明 し た。

{ 六 甲 山 の宅地開発規制へ]

兵庫県 は 1997年 3 月 、 宝塚市 か ら 神戸市須磨 区 ま で の 六 甲 山 南 山 麓部約2， 400ha を 都市

計画法 に 基づ き 「砂防の施設」 の対象 と し 、 建築物や宅地 な どの新た な 整備 を ほ ぼ規制す

る 方針 を 閉 め た 。 一帯では震災復興事業 と し て斜面 に砂崩樹林帯 を 設 け る 「 六 甲 山系 グ リ

ー ン ベ ル ト 事業J を 行い な が ら 、 公共用地 と し て 買 収 を 進め る O

六 甲 山系 は風化 に よ る 地盤の脆弱化が進む一方、 居住地が丘部へ と 延 びて い る O 災害時

の被災者 も 増 え て い る O 今 回 の 震災 で は 1 ， 150 ヵ 所 の 崩 壊個所が確認 さ れ、 山 麓の保全 と

開発規制 の 必要性か ら 都市計画 に組み込む方針が と ら れた 。 1997年度中 に 県都市計画地方

審議会 に か け る O

規制が実施 さ れる と 、 施設は砂 防 に 限定 さ れ、 建築物 (簡易構造除 く ) や 土地造成が不

可能 に な り 、 現行法規 に よ る 規制 が格段 に 強化 さ れ る こ と に な る O

[ í被災宅地危険度判定士j の認定へ}

地震や豪雨で宅地 に 広 い 範 囲 で被害が出 た場合、 ボ ラ ン テ イ ア で参加、 被害 を 調査 し 、

地醸の危険度 を 判 定 し て 、 二次災害の 防 止や復旧 に役立て る 「被災宅地危険度判定士」 を

認定す る 制度が1997年度か ら 始 ま る O 認定は都道府県があ た る O 建設省が1997年 1 月 、 実

施要領 を都道府県 に通知 し た。

大震災 で は 地盤が緩 み 、 次の雨で ま た大 き く 崩 れ、 二次災害 と な る 恐れがあ る O こ の た

め 危 険度調 査 を 急 が ね ば な ら な いが、 地元 自 治体だ け で は 入手が不足す る O そ こ で土木建

築 に 経験があ り 、 講習 を 受 け た 自 治体職員 や民間職員 を あ ら か じ め登録。 被 災 し た都道府

県か ら の要請で地元や他地域の判定士がJ;î5援 に 駆 け つ け る 仕組み を 作 る も のO
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判 定士 は 、 地盤の沈下、 傾斜、 土留め撲の亀裂 な ど を 調べ、 危険度 を 3 ラ ン ク に 分類、

自 治体の担 当 者 に 報告す る O 判 定の責任 は 自 治体が負 う O

{兵庫県土木部が 『兵庫の地質J を 発行]

今 回 の 大震災で大 き な 地割れ を 起 こ し た 野 島 断層 を は じ め、 兵庫県内 を 走 る 活断層 や 地

質 な ど を 詳細 に 解説、 豊富 な カ ラ ー の 図 に し た f兵庫の地質H A 4 判、 地 質編361ペ ー ジ、

土木地質編236ペ ー ジ) を 1997年 3 月 、 県土木部が発行 し た 。 地質問 は 10万分 の l の縮尺、

解説書 は 地質編 (岩盤、 火 山 活動、 大阪湾 の海蔵、 活断層 と 地震の 関係) 土木地質編 (県

内主要工事 を 例 に 地質、 地下水 な どの 関 係 を 紹介) の 2 編か ら な る O

県 内 の 地 質解説書は 1961年発行 の f県地質鉱 山 図 J があ る が、 地球物理学や地質学が飛

躍 的 に 進歩、 改訂が求め ら れて い た 。 こ の た め1990年 に 県 は編纂委員会 (委員長 ・ 藤 田和

夫大阪市大名誉教授) を つ く り 、 調査、 研究、 執筆 を 始め、 1995年 に発行す る 予定だ、 っ た。

震災の た め 中 断 し 、 地震後の 調査結 果 を 加 え て よ う や く 出版 し た 。

『兵庫 の 地質j の追補で、 藤 田 委員 長 は 、 活断層の存在 と 、震災の帯グ と の結 びつ き 論

議 に ふ れ、 「本震、 余震の発震機構、 余震分布 、 地震 に 伴 う 変動の様子か ら み る と 、 野 島

断層 か ら 五助橋駅層 に い た る 淡路 ・ 六 甲 活断層系 が、 山地側 隆起 を 伴 う 、 右横ずれ運動 を

起 こ し た も の と 考 え ら れ る O し か し現時点で は複数の活断層 か ら な る 六 甲 活 断層系 の どの

断層 が活動 し た の か、 特定す る の は 困 難 で あ る j と し て い る 。

[土木学舎が耐麓提言集 を 出版}

土木学会 は 1996年 8 月 、 大震災 を 受け て検討 を 続 け て き た 土木構造物の 耐震基準 に 関す

る 提言集 を ま と め て 出 版 し た。

1995年 5 月 に 第 一次提言、 1996年 1 月 に 第二次提言 を 公表、 活断層 に よ る 直下型地震 も

考慮 し た設計法へ の 変 更 な ど を 求め 、 今回 は こ れ を 具体的 に 実施す る た め の考 え 方 を 加 え

た 。

従来 は構造物の 使用期 間 中 に し 2 度起 き る 地震の規模 を確率論的 に 求め 、 設計 に 盛 り

込ん で い た 。 し か し 、 今回 は想定に な い大 き な 地震で被害が相次い だ こ と を ふ ま え 、 提言

で は 、 1000年 に 1 度 な ど発生確率 は低いが、 規模が大 き い地震で も 重要 な構造物 は 崩 壊 し

な い よ う 設計、 既存構造の補強で も 同 じ考 え を 適用 す る よ う 求め て い る O

そ の た め に 建設地付近の活断層や地質構造 を 精密 に 調査 し 、 結果 を 耐震設計に盛 り 込む

べ き だ と し 、 活断層情報が な い と き は、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な どで標準地震動 を つ く り 、 設

計 に 反映 さ せ る と し て い る O
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3 .  ?削1 1災害対策一治水
大阪湾1こ流入す る 河川 に 主 に 被害が集中 し 、 特 に軟弱低平地で大 き な 被害 を 受 け た 。 堤

防、 護岸、 地 下河川 の被害が大 き く 、 樋 門 、 水 門 、 排水機場の被害 は軽微だ、 っ た。

兵庫県管理河川 で は 、 78河川 280 ヵ 所が被害 を 受 け た 。 総延長 は45km に の ぼる O 被害形

態 は すべ り 、 沈下、 法面は ら み な ど。 震央 よ り 東側j の 中 島川 、 武庫川 、 表六 甲 河川 に被害

が多 く 、 震度 7 の 分布 区域 と ほ ぼ 一致す る 。

被害の形態 (表1 1 ) と 復旧工法のパ タ ー ン (表12) は 別 表の と お り だが、 中 島! 日 、 新湊

! 日 、 高羽J I I 、 千森川 の 4 河 川 i は被害が大 き く 、 被災個所の復 旧 だ け で は不 十 分の た め 、 河

川 災害復旧事業 と し て 耐震性の 向上 な ど大型改良 を 実施 し て い る 。 被害規模 は他に比べて

小 さ く て も 住吉川 の よ う に 46%が被災、 復旧事業費が最大の 中 島1 1 1 に 次 ぐ新湊1 1 1 は60%の

被災だ、 っ た 。

工事の発注 は 1994年度末か ら 始め 、 1996年度で大 学の工事が完成 し た 。 通勤時間帯 は車

両通行 さ せ な が ら 夜 間工事 を 続 け る 千森 川 (暗渠河川 1 ) 、 二層河川 への工事が進 む 高 羽 川

の 両河川 は 1997年度末の完成 を 予定。 土砂で埋 ま っ た 会下 山 河川 ト ン ネ ル の 改良復旧 と 合

わせた新湊川 、 高潮堤防の沈下 に よ る 堤体全面改築 な ど大規模工事の 中 島J I I は 1998年 度 ま

でかか る 見通 し と な っ て い る O

(表1 1 ) 河川被害の形態

地域 河川形態 河川構造

j定J I I 築堤 特殊堤防

地i帝

矢板護岸

兵庫県 築堤 盛土堤防
東部 (天井川)

石積
(空)

堀 込 矢板

石積

表六甲 築堤 石積

(i i) (天井川) (空)

堀 込 -151'責
(安)
特殊堤防

河川構造

沈 下
縦断亀裂

護岸前倒
縦 断亀裂

沈下
は ら み 出 し
縦断亀裂

崩 落
は ら み 出 し

は ら み 出 し

すべ り
は ら み 出 し

すべ り
は ら み 出 し

崩 落
は ら み 出 し

縦裂亀裂
(逆 T )

代表河川名

中島J l I
lE門殿J l I
神崎川

!日猪名 川

武庫!日
天神川
天王寺川

夙川
芦屋川

新川
宮川

東J I I
i掌門J l I

住吉川
;石WJ I I

高橋月!
高羽J l I

事rr湊川

(兵庫県土木部)
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(表12) 河川 復旧工法のパタ ー ン

河川 の構造 復旧工法 代表河川 名

特殊堤防 - 沈下、 亀裂を 起 こ し た箇所 について 中 島日 l
は 、 堤体全体の改築 を行い、 逆 T 擁 神的JI I
壁工で復IEl

- 援体内 に空隙等が線認 さ れた;場合に
つ い て は 、 発泡モ ル タ ル等 を 注入 し
復旧

感土堤紡 - 円弧滑 り を起 こ し た と 推定 さ れる 箇 武庫川
所 に つ い て は全面的 に切 り 返 し (堤 天神) 1 1
体の ゆ る んだ部分 を 除去 し 再盛ゴニす
る ) で復旧

- 亀裂 に つ い て は 、 そ の被災の深 さ ま
で切 り 返 しで復旧

矢板護岸 - 背後地の状況、 施工性、 経済性 を 考 新J I I
!鼓 し て、 河殺に余裕の あ る 箇所 に 政 宮J I I
り 、 I Fl鏑矢板の前面i に新鋼矢板の打 旧猪名川
設、 そ の他の筒所 に つ い て は 、 自主設
護岸位霞 に て 矢板護岸 を復旧

石積護岸 - 原型復!日 を 原則 と す る が、 空石積工 夙川
は練石積工 と し て復旧 高羽)1 1

(兵庫県土木部)

{防災ふ れ あ い河川 の整備}

兵庫県 は震災 を 教訓 に、 治水、 利水、 親水に加 え て 、 都市施設 と 都市防災の一端 を に な

う 機能 を 持つ 「防災ふ れ あ い 河 川 I J の整備 を 進め て い る O 神戸市の安全都市づ く り 推進計

画 の 防災緑地軸 (水 と み ど り の ネ ッ ト ワ ー ク ) の 一環 と な る 「河川緑地軸」 に 防災ふれあ

い河川 を 組み 込 み 、 階段護岸、 階段、 斜路、 渡 り 石、 河川 プー ル 、 取水 ピ ッ ト 、 並木、 水

辺広場の 整備 を 進め る o 1996年 度 ま で に住吉川 で完成。 1996年度か ら 都 賀 川 で着工、 1995

年度か ら 新湊川 で着工 し て い る 。

{西宮市が 『液状化マ ッ プj ]

西宮市 は 、 1996年11 月 、 今後の 地 震 に よ っ て 液状化現象が起 き る 可 能性 を 地図 に色分け

し て 示 し た f液状化マ ッ プJ を 作 っ て 、 市民に公開 し た 。

震災前 に 高 速道路建設に 伴 っ て 実施 さ れた ボー リ ン グ調査や震災後 の実態調査の デー タ

を 加 え 、 昔の地形図 も 参考 に し て 半年がか り で作製 し た 。 埋 め 立 て 地 の多 い 国道 2 号線以

南 の 地域 に つ い て震度 5 の地震で液状化が起 こ る 可能性 を 高 い頗 に 、 赤、 黄、 青の 3 色 に

分け て 、 1 万分の l の地図 上 に 表示 し た 。 地下水位が高 く 、 軟 ら か い地盤で特 に 起 き やす

い と さ れ、 人 工 島 の多い市 内 の最南部 は ほ と ん どが赤色 に な っ て い る O
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戸時 建築物の強化-耐震性の向上
わが国の建築基準、 と く に 酎震基準の設定、 改正 の歴史は、 関東大震災 以 降、 大地震の

足 ど り に 一 致す る 。 大 き な 被害が出 る た びに 、 建築基準法の制定、 改正 を 重ね、 次の震災

に備 え て き た。 今回 の大震災は 、 1981年 の い わ ゆ る 「新耐震j と 呼ばれ る 建築基準法改正

(1978年の宮城県沖地震 を 受 け た ) の 妥 当性が問 わ れ る も の に な っ た が、 鉄筋 コ ン ク リ ー

ト 造建物 の ピ ロ テ ィ ー構造、 鉄骨造建物の溶接柱脚 部 な どの 一 部 を 除 く と 、 現行耐震基準

で適切 に 設計、 施工 さ れ た 建築物 は大 き な被害 は受け な か っ た 。 こ の た め 、 現行建築基準

法 に 重大 な 欠陥 は な く 、 概ね妥 当 だ、 っ た と い う の が各界共通の結論に な っ た 。 ピ ロ テ ィ 一

部分な ど 「新耐震」 で も 防 げ な か っ た被害 は そ の 強化基準が新た に定め ら れた 。

し か し 、 大都市直下型地震は今回が最大 と い う わ け で は な く 、 今後、 長周期 の海洋型地

震 を 含め 、 どん な 規模の大地震が起 こ る か は わ か ら ず、 活断層 、 地盤、 地震動、 設計 な ど

の総合的研究、 性能表示型の耐震設計体系確立 な ど多 く の課題 を つ き つ け ら れた 形 に な っ

て い る O

一方、 建築基準法の 改正 は 、 そ の た びに 不適格建物 を 生 み 出す こ と に も な っ て き た 。 木

造建物 も 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造建物 も 、 古い建物 ほ ど崩壊 し た が、 半壊、 一 部損壊で、 ほ ほ

震災以前の 姿 を 保 っ て い る も の も 少 な く な い。 地域に よ っ て は無傷、 ま た は そ れ に 近 い 形

で

も 多 しい、、O こ れ ら は い わ ゆ る 「既存不適格j と 呼ばれ る O 震災後、 大がか り な 耐震診断が行

わ れ、 改修すべ き 点 は ほ と ん どの建物で明 ら か に さ れた 。 そ れ に 伴 っ て 、 助成措置 を 盛 り

込 ん だ 「耐震改修促進法」 も ス ピ ー ド成立 し た 。 し か し既存不適格建物の 改修、 耐震強化

は進ん で い な い。 優遇措震 も あ る が、 努力 日 標 に す ぎ な い規定、 高額の経費 を 伴 う 改修工

事が曜 と な っ て 、 既存不適格の解消 は 進 ま な い 。 震災か ら 2 年 自 O 防災対策の 中 で、 最大

課題の一つ で あ る O

1 . 耐震性向上対策の推進

[兵賄県の既存建築物耐震性向上対築の推進}

兵庫県都市住宅部 は既存建築物の耐震性の 向上 を 図 る た め 、 耐震診断、 改修な どの施策

を 1 995年度か ら 続 け て い る 。

( 1 ) 建築物の 耐震改修の促進 に 関 す る 法律 の 適切 な 施行

1995年12 月 25 日 に 施行 さ れた [耐震改修促進法J は多数が利用 す る 一定規模 以 上

の特定建築物 は耐震診断、 改修が義務づけ ら れて い る O 県民に対す る 普及、 啓発 を

行 い 耐震改修 を 促進す る O

( 2 ) 既存建築物耐震改修計画会議の創設
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県有施設の耐震化促進 を 調 整、 市町、 民 間既存建築物 の耐震性能の実体把損、 改

修計i磁 の策定促進 を 図 る O

( 3 ) 耐麓診断、 改修支援 シ ス テ ム の構築

専 門 的 な 審議機関 を 設け、 相談、 指導 を 行 う O

( 4 ) 耐震診断員 の養成

専 門技術者 を 養成、 耐震診断員 制 度 を 創 設す る O 建築士 な ど を 対象 に 認定講習会

を 開催 し て い る o 1997年度 ま で に 木造1， 000人、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造500人、 鉄骨造

500人 を 養成。

( 5 ) 民 間既存建築物耐震診断助成事業の創設

耐震改修促進法の定め る 特定建築物や木造賃貸住宅 な どの耐震診断経費 の 一 部 を

県、 市 町が助成す る 制度 を 創 設 し た 。 1981年以前の建築物 に 限 る O

( 6 ) 応急危険度判定士の養成

余震 な ど に よ る 二次災害か ら 住民 を 守 る た め 、 1995年度 に 1 ， 500入、 1996年度 辻

500人が登録、 1997年度は500人が予定 さ れて い る O

(表13) 民 間既存建築物耐震診断助成事業

防災 上重要 な建
特 定 木造賃

区 分 築物、 弱者保護
建築物 貸住宅

の た め の建築物

2 / 3  1 / 2  2 / 3  

補助率 県 1 / 3  1 / 4  1 / 3  

市 1 / 3  1 / 4 1 / 3  

i 対象限度額 1， 000千円 210千円
(兵庫県都市住宅部)

※ 1 981年以前の建築物 に 限 る 。

{近畿被災建築物危験度判定協議金が発起}

被災 し た建物の危険度 を 調べ る 応急危険度判 定士 を 近畿の 自 治体揮 で派遣、 協力体制 を

目 指す近畿被災建築物危険度判定協議会が1996年 8 月 に 発足 し た 。 2 府10県が参加 し た 。

判 定士 は 講 習 を 受 け た建築士 ら を 対象 に 、 知事が認定す る O 販神大震災 で は 、 全国か ら 延

べ5， 000 人 の 判 定士が駆けつ け 、 46， 000棟 を 調べ、 「危険J I要i主意J I調査済みJ の色紙を

貼 っ た。 1996年 4 月 に 建設省が中 心 と な り 、 全国的 な 協議会がで き た が、 近畿が全 国 に 先

駆 け て 、 自 治体 関 の相互協力体制 を し く こ と に し た 。

{ 日 本建築学会の第一次提言}

日 本建築学会 は 「建築お よ び都市の 防災性向 上へ む け て の課題J と 題 し て 、 1995年 7 月 、

第一次提言 を 行 っ た 。
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( 1 ) 災害 に 強 い都市づ く り の推進

1 ) 都市構造の防災化

2 ) 自 立的 な 防災市街地空間 の 形成

3 ) 木造密集市街地の改善

耐震化、 不燃化、 防災施設街路、 共 同 、 協調建て 替 え 事業の創設 な ど0

4 ) 防災、 避難施設の整備、 応急臨時住宅の供給の多様化

5 ) 歴史的建造物等の 文化的遺産の保全 と 再生

( 2 ) 既存不適格建物 の耐震対策

1 ) 既存不適格建物の耐震性向 上等の改善推進

2 ) 再建、 復旧方策の 明確化

容積率、 防災、 避 難 な ど改修 を さ ま た げる 制 限 に 対す る 運用 、 取 り 扱いの見直

し 。

( 3 ) 耐震性能 を 明確化 し た設計法の 開 発

1 ) 現行耐震設計体系 の メ ン テ ナ ン ス

剛性、 強度分布がア ン バ ラ ン ス な建物の耐震化の方策、 地震時の機能維持、 余

裕 を 持 っ た構造設計の方 策 な ど。

2 ) 施工、 管理体系 の グ レ ー ド ア ッ プ

材料の 品 質管理、 施工管理の規定遵守の徹底化 と 向上

3 ) 性能表示型耐震設計法 の 開発

耐震性能評価法 を 確立、 設計方法の 開発、 導入。 地震危険度、 地盤、 地形 な ど

地域係数の導入。 建物 の用 途 に 応 じ た 多様な安全 レ ベ ル の 設定 な ど。

4 ) 碁礎構造の耐震設計体系 の グ レ ー ド ア ッ プ

5 ) 設備、 機器、 非構造材の耐震評価手法の 開発

( 4 ) 災害情報 シ ス テ ム の確立

1 ) 災害情報ネ ッ ト ワ ー ク の整備

2 ) 都市情報デー タ の体系化

3 ) 公開 と 共有の系列 に基づ く '情報 シ ス テ ム の運用

( 5 ) 地震災害の 閉止、 軽減 に 関 す る 基礎的研究の振興

{建築基準法改正へ 「性能規定」 採用 の動 き }

建設省 の 建築審議会 は1997年 3 月 、 建築基準法の 改正 を 答 申 し た が、 そ の 中 で現在の 「仕

様規定」 か ら 「性能規定J への転換の考 え方が盛 り 込 ま れた 。 仕様規定は建物の材料や寸

法、 工法 を 細 か く 決め て お く や り 方。 性能規定は耐震性 な ど、 性能の一定条件 を 満 た せ ば

材料や工法 を 関 わ な い。

仕様規定で新 し い材料や工法 を 採用 し よ う と す る と 通常の建築確認 申 請 で は な く 、 建設
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大 臣 の認定が必要 と な る O 費用 と 時 間 がかか り 、 新技術の 開発、 導入 を 阻 んでい る と さ れ

る O 性能規定で は 自 由 な発想で新 し い工法 を 開発で き る わ け だが、 性能明示型 の 設計 を こ

な せ る 技術力 の 高 い 設計者 は ま だ少 な い な どの 問題点 は残 っ て い る O こ の た め 、 仕様規定

も 試 さ れ る が、 性能規定が導入 さ れ る と 新 し い工法の 開発が可能 に な る わ け で、 耐震性の

向 上 に 大 き な 期待が持た れて い る o 1998年 に建築基準法が改正 さ れ る 予 定で あ る O

2 . 急がれる 耐震改修

[耐震改修促進法に よ る 計画認定 、 1 年間 に わ ずか69件}

1995年12 月 に 「建築物耐震改修促進法j がス ピ ー ド成立 し 、 施行 さ れた 。 古 い建物で1981

年 に 定め ら れ た現行の耐震基準 (新耐震) を 満 た し て い な い、 い わ ゆ る 「既存不適格」 建

築物 の耐震化 を 急 ぎ、 次の震災に備え る も の だが、 同 法 に よ る 改修計画 の 自 治体認定 は、

施行後 1 年 間 で、 兵庫 な ど17都府県で計69件 し か な か っ た 。 建設省 が ま と め た 認定件数 は、

公共建築物47件、 民間22件。 公共 は学校が43件 と ほ と ん どを 占 め 、 残 り は 自 治体の庁舎 2

件、 共同住宅 2 件。 民 間 は事務所が17件、 学校、 庖舗各 2 件、 病 院 1 件。 全体の う ち 、 38

件 は新耐震 の 前 の 1971年の建築基準 に よ る も の だ、 っ た。

酎震改修促進法は病院や劇場、 デパ ー ト な ど利 用 者 の 多 い 「特定建築物J (推定20�30

万棟) に対 し 、 耐震性 を 調 べ る 耐震診断 と 改修 を 努力 義務 と し た。 既存不適格建築物 は全

国 で 1 ， 400万棟以上あ る と さ れ る O 一般の建築物 を 含 め 、 改修計画 が 自 治 体 に 認定 さ れ る

と 、 住宅金融公庫 の低利融資、 法人税、 所得税の特例、 建築基準法の規制穏和 な どの優遇

措置があ る O

建設省の調べでは現行耐震基準がで き た 1981年以前の建物 は 、 阪神大震災で、 14%が倒

壊、 35% が大破、 ま た は 中破、 無被害 は 12%。 一方82年以降の建物 は倒壊 3 % 、 大破 ま た

は 中破 は 10%。 無被害は36%。 こ の被災の 中 に は建築基準 を 満た し て い な い も の も 多 く 、

設計、 施工 を 基準 どお り や れ ばほ と ん どの被害が防げた と さ れて い る O

耐震改修が進 ま な い の は、 改築費、 貸 し ピ ル は テ ナ ン ト と の調整、 耐震診断費、 認定手

続 き な どがネ ッ ク に な っ て い る た め だが、 改修の コ ス ト 負担が も っ と も 大 き な理由。 特定

建築物 が努力義務 と い う の も 改修が進み に く い 理由 に も な る O

3 . 耐震工法で再建

( 1 ) 先麓

1 ) 神戸市灘毘の県指定有形民俗文化財 「大石蔵 沢の鶴資料館J

震度 7 以上の揺れで床下 を 支 え る 免震 ゴ ム が変形 し で も 、 両 わ き の支持機構

が建物 の重量 を 負 担す る 免震 シ ス テ ム O 木造 2 措建 て 、 本かわ ら 葺 き の沢の鶴

資料館 は軽量 の た め地震で水平方向 に 共振 し や す い 。 免震 ゴム も 切 れて 、 座屈
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の お そ れが出 て く る O 大林組 と 動燃が開発 し た 工法で、 ゴム が大 き く 変形す る

と 支持機構が地面 に沈み、 ゴム に かか る 重 さ を 30%軽減 さ せ る O こ れ に よ っ て

地震の 強 さ も 3 分の 1 に な る O

2 ) 神戸市東離区 の マ ン シ ョ ン 「チ ュ リ ス 本 lLJJ

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 5 階建 て 。 直径90cm高 さ 40cmの 円筒状装 置 を 16本の 主柱の

下 に 設置、 中 心 に 高減衰 ゴム を 入れ、 天然ゴム と 鋼板 を 積み重ね て包み、 地盤

の 揺 れ を 3 分の 1 か ら 5 分の l に減 ら す。 施工 は住友建設。

3 ) 神戸市東灘区 の福寿酒造、 豊津酒造の 「神戸酒会館醸造棟」

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 3 階建 て 、 鋼板 と ゴム を 交互 に 張 り 合 わ せ て地震の力 を 弱

め る 部分 と 、 エ ネ ル ギー を 吸収 し て水平方向 の 移動 を 減少 さ せ る 緩積部分か ら

な る 装置が床下 に 28個設置 さ れ る 。 施工 は竹中工務宿。

4 )  I明石 同仁病院」

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 6 階建 て 。 揺 れ を 水平運動 に 変 え 、 建物全体 を ゆ っ く り 大

き く 揺 ら す ア イ ソ レ ー タ ー 30台 を 、 基礎部分 と 柱 の 間 に 設置、 床 下 に は地震エ

ネ ル ギ ー を 吸収す る ス チ ー ル ダ ン パ ー や鉛 ダ ン パ ー を 27台入 れ た 。

( 2 ) 制麓

1 ) 神戸 市 中央広 の 「川崎製鉄本社 ピ ル」

地上 8 階、 地下 1 階。 極軟鋼制震工法で、 普通鋼 よ り 変形 し や す い極軟鋼 を

使 い 、 地震の エ ネ ル ギ ー を 吸収す る 鋼板壁や二重管 の構造物 を 各階 に据 え つ け

て い る O 大事な 梁や柱の部分 よ り も 早 く 変形す る 事のパ ン パ ー の よ う な部分を

設 け て 損傷 を 最小眼に 抑 え た。

( 3 ) 耐震

1 ) 神戸市 中 央 区 の 「 ア ー バ ン エ ー ス 三宮 ピ ルj

地 上13 階、 地下 1 階。 耐震基準 を 盛 り 込 ん だ通産省 の 新]IS規格 (1996年 6

月 公示 ) を ク リ ア し た 耐震建築材 ISN鋼j を 使 っ た 。 溶接部 の 軟弱性 を 補 っ

た鋼材で、 i容接材 と の融合性、 塑性変形能力が高 い 。 大震災の被災 し た建物鉄

筋 で多 く 見 ら れ た 溶接部の破損 を 防 ぐ た め に 開発 さ れた。

2 ) 神戸市 中 央 区 の 「大丸神戸庖」

地上 9 階、 地下 2 階。 補修 し て使 う 地 下部分 と 新設す る 地上部分の結合 を 課

題 に し た 。 約70本の地上柱 と 地下部分 を 接合す る さ い 、 特殊な鉄板 を 巻い て 補

強。 さ ら に 1 階の床 を 厚 く し て柱への揺れの荷重 を 減 ら す よ う に し た。

4 . 建設省建築醗究所の兵醸県海部地震被害調査最終報告か ら

( 1 ) 現行設計地震力の評髄

建築物 に作用 し た地震力 は、 建築基準法で規定す る 地震力 の最低値 と 同 じ か、 や
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や 上 回 る 程度の レ ベ ル だ、 っ た と 推定 さ れ る O 現行の耐震基準 に よ り 、 適切 に 設計、

施工 さ れ た 建築物は大 き な被害 を 受 け な か っ た 。 現行 の建築基準法の最低基準の地

震力 レ ベ ル は概ね妥 当 だ、 っ た。

( 2 ) 鉄筋 コ ン ク リ ー ト ( RC) 鉄骨鉄筋 コ ン ク ワ ー ト (SRC) 造建築物

1 ) 被害の特徴

ア . 1971年以前の建物の被害率が き わ め て大 き い 。

イ . 1981年以降 は ピ ロ テ ィ ー 建築物以外に大 き な 被害は な か っ た 。

ウ . SRCか ら RCへの切 り 替 え 部分の被災。

エ. SRC鉄骨継 ぎ手の破断、 柱脚部の ア ン カ ー被害。

オ . 柱、 梁接合の被害 な ど。

2 ) 今後の対策

ア. 1 階の耐力壁の 強化設計。

イ . ピ ロ テ ィ ー 階の崩壊防止設計。

ウ . SRC造柱内の継 ぎ手は保有耐力接合。 柱脚 ア ン カ ー は埋 め 込 み 形 に す る 。

エ . 鉄筋のせ ん 断補 強筋 は 十分な 余長 を 持つ 135度 フ ッ ク を 持つ ス パ イ ラ ル形 な

ど と す る O

( 3 ) 鉄骨造建築物

1 ) 被害の特徴

ア . 現行基準 に よ る も の も 被害 を 受 け た 。

イ . 柱、 梁接合 の 溶接部、 高 力 ボ ル ト の破断、 筋かい部、 柱脚部の破損。

ウ . さ びな ど経年劣化。

エ. 厚 肉大断面部材の脆性破断。

2 ) 今後の対策

ア . 柱脚部 の 詳細 と 設計法の改善。

イ . 冷 開成形鋼管柱 の施工法 の 向上。

ウ . 脆性破断 に対す る 研究。

エ. 耐震改修の促進。

( 4 ) 木造建築物

1 ) 無被害、 ま た は被害軽微の特徴

ア . 現行耐震規準 に 適合 し 、 適切 な 施工管理が行 わ れた新 し い住宅。 宝塚市、 神

戸市東灘区、 長 田 区、 津名郡北淡町の震度 7 地帯 に建 っ て い た 築10年以内の

も の 529棟の倒壊は 2 棟だけ。 大破な ど を 合 わせて も 被害率 は 1. 7% と き わ め

て {正 し ミ O

イ . 耐力壁 の 量 と 配置が適切 な も の O

ウ . 枠組号室構法 ( ツ ー パ イ フ ォ ー) 住宅。
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エ. プ レ ハ ブ構法住宅。

オ . 構造計算 さ れた と み ら れる 3 階建て住宅。

カ . 構造計算 さ れた集成構造の建物。

2 ) 大 き な 被害 を 受け た 木造住宅の特徴

ア . 古い住宅で は戦前、 戦後初期、 1955年 か ら 75年 ぐ ら い の 聞 に建て ら れた 、 土

葺 き かわ ら の重い屋根、 筋 か い が な い か 少 な い も のO 耐震性が低い う え に 老

朽化 し た住宅。

イ . 比較的新 し い住宅では耐力壁の絶対量が少 な い も の。

ウ . J主舗併用 で道路側が全面 開 口 の も の 。

エ . ミ ニ 開発の戸建て住宅や 2 措建 て の 集合住宅で 関 口方 向 に壁が少 な い も の 。

オ . 車庫上 に 2 階 を 建 て た も の O 重いベ ラ ン ダが 2 階 に 出 た も のO

カ . 柱 と 土台の結合力 の不足。

キ . 不適切筋かい と 端部 の 緊結不足。

ク . 腐蝕、 蟻害。

ケ . 不適切 な基礎0

3 ) 今後の対策

〈参考文献〉

ア . 適切 な 設計、 施工の徹底。

イ . 耐震診断、 耐震改修の実施体制 の整備、 促進。

ウ . 新築時、 改修時の構造性能の検査体制 の 整備。

エ . 技術開発の促進。

『兵庫の都市 と 住宅J 兵庫県都市住宅部 1997年 3 月

『 、F成 7 年南部地震被害調査段終報告書:j 建設省建築研究所 1996年 3 月

rM'i築お よ び都 市 の 紡災性向 上へむけ て の 課題 阪神 ・ 淡路大震災に鑑みてー第一次提言J 白 木建築学会 1995年

7 月
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i 第六節 情報 @ 通信、 防災�JII鱗
〈情報 ・ 通信〉

今回 の震災で、 地震発生直後の対応で様々 な 教訓 が得 ら れ た が、 通信の全面途絶 に よ る

情報皆無の 暗黒 を 招 い た こ と だ、 っ た 。 あ れ ほ どの大震災 を 予想 し な く て も 、 最新鋭の機械

が コ ン ピ ュ ー タ 一 時代 に ふ さ わ し く 整備 さ れて い る は ず だ、 っ た 。 し か し、 電 話 回線のパ ン

ク 、 停電、 断水、 機材の転倒 な ど、 強 烈 な ひ と 揺 れで通信手段は手足 を も がれ て し ま っ た。

情報の伝達、 震災の初期対応 ど こ ろ か、 情報の収集、 集 中 が一 瞬 に し て マ ヒ し た 。 「 どん

な 震災 な の かJ 夜が明 け て も 暗黒が続 い た 。

こ の 反省 が、 地震 に 強 い災害時 の情報、 通信の ネ ッ ト ワ ー ク の 開発、 整備 を 急 ぎ、 防災

対策の大 き な 柱 と な っ て い る O 兵庫県は総合 シ ス テ ム を い ち 早 く 立 ち 上が ら せ、 神戸市 は

次世代 ネ ッ ト ワ ー ク の 開発に取 り 組ん で、 い る O 電話 な どア ナ ロ グ機器 は ベ ー ス に な り な が

ら 、 衛星通信、 デ ジ タ ル無線、 CATV、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど、 技術革新の粋 を 関災情報、

通信 に も 集約 す る 努力 が続け ら れて い る O

一方、 情報の収集、 伝達ばか り で な く 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に な る 被害予測 に も 力 が注が

れ た 。 救 出 ・ 救護活動 に 始 ま る 災害発生時の初期対応 を 迅速 に 進 め よ う と い う わ けであ る 。

し か し 、 こ れ に対 し て は 「や は り 生 の被害情報に 勝 る も の は な いj と い う 意見があ り 、 情

報、 通信の 紡災対策 も ハ ー ド 、 ソ フ ト 両閣か ら 活発 な 論議が続い て い る O

100%近 く 進路が予測 さ れ る 台風 と 違 っ て 、 地震の予知 は不可能 と さ れ る と き 、 通信手

段 そ の も の の 防災、 機能確保 を 目 指 し 、 被災 2 年 目 の年は情報分野で も 多忙 に 明 け暮れた。

1 . 兵嘩県の 「フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム J (災害対応総合憤報ネ ッ ト ワ } ク シ ス テ ム )
兵庫県 は 1996年 9 月 か ら 、 県下21市70町、 32消防本部、 警察本部、 52警察署、 自 衛隊、

兵庫県の 「 ブ 工 ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム 」
の 中枢 と な る 災害 対策本郊= 兵庫県庁 2
号館 (1997年 l 月 1 7 日 )
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海上保安本部、 気象庁、 気象情報配信業者、 河川 i 情報セ ン タ ー を 結 ん だ 「 フ ェ ニ ッ ク ス 防

災 シ ス テ ム 」 の運用 を 始 め た 。 マ ル チ メ デ ィ ア を 駆使 し た シ ス テ ム の導入で、 危機管理能

力 の 飛躍的 な ア ッ プ を 目 指 し て い る O こ の 「兵庫県災害対応総合情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ

ム j は通産省 の 「災害時総合行政支援 シ ス テ ム 開発モ デル事業」 で、 事業費 は全額国庫負

担。 県下全域に 張 り 巡 ら せ た 防災端末か ら 交換可能 な情報量 は全国最大規模 に な る O

シ ス テ ム は県庁 2 号館の 1 階 に 新設 さ れ た 災害対策本部室 を 中 心 に 配霞 。 正面の 1 10 イ

ン チ マ ル チ ス ク リ ー ン 2 面 に 災害情報や被害予測、 県警ヘ リ コ プ タ ー か ら の 生 の 映像 を 表

示 す る O シ ス テ ム 稼働 に伴 い 、 防災LAN を 全!T的 に構築、 県庁 と 出 先機 関 は 高 速 デ ジ タ

ル 回線で結 び、 バ ッ ク ア ッ プ伝送路 と し て 「兵庫衛星通信 ネ ッ ト ワ ー ク J を 利用 す る 。

災害が発生す る と ま ず被害情報の収集。 地震な ら 各市 町 に 配置 さ れ た 9 1 台 の 震度計デー

タ が直接入力 さ れ、 震源 な どが分かれば詳 し い情報がな く て も 「被害予測」 を 表示す る O

地盤、 家屋構 造 な ど事前 に入力 さ れた デー タ か ら 、 地区別 の被害者数、 被害家屋数 な ど を

は じ き 出 し て 、 画面の地図上 に は予想震度 な ど も 色分け し て示 さ れ る O 事前入力 は県内各

地 を 500m 四 方 で、 区 切 っ て各種情報 を 集め て い る O

情報収集 と 処理 は 9 つ の サ ブ シ ス テ ム で行 う が、 災害時 の 入 出 力 端末 と な る 「防災 ワ ー

ク ス テ ー シ ョ ン J 318台 を 県庁 、 地方機関、 市 町 、 消 訪本部、 県警、 警察署必、 自 衛 隊 な ど

に 設置、 県庁 内 に は平常時の行政業務支援 に活用 で き る 「 防災支援 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン J

350台 を 設寵 し て い る O 情報は県庁の災害対策本部 と 同 じ も の が各市町や 自 衛隊、 警察 な

どで も 同時 に 見 る こ と がで き 、 防災情報の共存 を 実現 し た 。 迅速、 効率的 な 対応 を 目 指 し

て い る O

サ ブ シ ス テ ム は次の と お り O

1 ) 震度情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

県 内 に 設霞 し た計測 震度計か ら の情報

2 ) 観測情報集配信 シ ス テ ム

気象庁、 気象情報配信業者か ら の気象情報、 河川情報 を 収集、 蓄積 し、 処理、

集計

3 ) 被害 予測 シ ス テ ム

地震、 気象情報を も と に 地盤、 建物、 家屋、 人 口統計 な どか ら 被害 を 予測

4 ) 危機管理 シ ス テ ム

注意報 を も と に所定の活動 子!艇 を 表示、 担当職員 を A斉招集

5 ) 地 図情報 シ ス テ ム

6 ) 災害i吉報 シ ス テ ム

rtJalJ な どか ら 報奇 さ れる 被害状況 (文字、 デ ジ タ ル カ メ ラ 画像) を 蓄積処理 し 、

表示

7 ) 映像情報 シ ス テ ム
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リ ア ル タ イ ム 編集機能、 ピ デオ オ ン デ イ マ イ ン ド機能 に よ り 、 報道機関映像、

災害情報映像 を 表示

8 ) 防災 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援 シ ス テ ム

電子 メ ー ル機能、 電子掲示板機能、 フ ァ イ ル共有機能

9 ) パ ッ ク ア ッ プセ ン タ }

観測情報集配信、 被害予測、 職 員 医 一 斉招 集機能 を 提供

こ の フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム の 、市町版汐 が五色町、 宝塚市、 三木市、 洲本市で開発

さ れて い る 。

2 . 神戸市の情報収集、 伝達、 姑理 シ ス テ ム の構築

( 1 ) コ ン ビ ュ ー タ ー シ ス テ ム

1 ) 総合防災通信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の研究開発

災害情報の収集、 伝達の手段 と し て 、 光ケ ー ブル網、 CATV、 PHSな ど を 利

用 し た 移動体通信 な ど、 多様な情報通信手段 を利用 し 、 音声、 静止画、 地 図 な

ど種々 の情報 を 用 い た 高 度 な 総合防災通信 ネ ッ ト ワ ー ク の構築 を 1996年度か ら

始 め た 。

こ の研究開発は郵政省 の助成 を 受 け 、 同 省 の 認可法人の 「通信 ・ 放送機構J

神 戸 リ サ ー チ セ ン タ ー と 作業 を 続 け て い る o 1998年度 に完成の予定で、 同99年

か ら 神戸市に運用 が引 き 継がれ る 。

こ の シ ス テ ム は本庁各局、 区役所、 建設局事務所、 学校 (避難所) に端末機

を 置 い て ネ ッ ト ワ ー ク 化 し、 移動体通信 (携帯パ ソ コ ン 、 PHS な ど) を 利 用 し

た リ ア ル タ イ ム 情報 を 収集、 各端末か ら 本庁の情報セ ン タ ーへ ア ク セ ス し て 情

報 を 共有化す る O ま た、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど に よ る ラ イ フ ラ イ ン 情報や安否情

報の市民への提供 な ど を 検討す る O

サ ブ シ ス テ ム は次の と お り O

- 職員招集、 配備 シ ス テ ム

職 員情報管理、 出動情報、 配備必要数管理、 防災指令
. 被害情報収集

災害名 、 番号、 情報?登録、 デ ジ タ ル ス チ ー ル カ メ ラ 写真登録、 地国上記録

・ 施設管理 シ ス テ ム

空地、 病 院、 公共施設の登録、 避難所情報、 収容数、 給食数な ど を 履歴 と

し て残す

- 物資管理 シ ス テ ム

備蓄物資、 保証期 限、 保有状況、 配分管理、 発注記録
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(表14) 神戸市の災害情報施策の体系

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

有線系 の 高 度化

総合防災通信ネ ッ ト ワ ー ク

シ ス テ ム の研究開発

(1996年度�98年度)

水防情報 シ ス テ ム の整備

(1997年度運用予定)

消防局紡災情報 シ ス テ ム の光実

(1995年 6 月 運用 関始)

兵庫県会 フ ェ ニ ッ ク ス 防災シ ス テ

ム の活用

(1996年 9 月 運用 調始)

ホ ッ ト ラ イ ン の整備

(1996年度整備)

情報収集 ・ 伝達 ・ 処
理 シ ス テ ム の構築 防災行政無線 (回定系 ・ 移動系)

(1991年 6 月 逐用 開始)無線系 シ ス テ ム

衛星系 シ ス テ ム

災害映像

大的収集 シ ス テ ム

- 避難者、 安否情報

防災行政無線 (相互波) の整備

(1997年 4 月 運用 開始)

兵庫衛星通信 ネ ッ ト ワ ー ク

(1993年 5 月 運用 開始)

消 防衛星通信画像伝送 シ ス テ ム

(1996年 5 月 運用 開始)

消防監視テ レ ビ シ ス テ ム

消防ヘ リ コ ブ タ ー テ レ ビ電送 シ

ス テ ム の整備

(1997年度務備予定)

災害:情報パ ト ロ ー ル隊の編成

(神戸市安全都 市 づ く り 計画)

避難者 を 登録、 名 簿作製、 管理、 本人が承諾 し た安否情報 を 公開
. ボ ラ ン テ イ ア 要求 シ ス テ ム

ボ ラ ン テ イ ア か ら の 要求情報 を 登録、 ボ ラ ン テ ィ ア の配備 に役立て る
. 災害記録 シ ス テ ム

・ 紡災関係文書 閲 覧

防災マ ニ ュ ア ル掲示、 防災関連情報の提供

2 ) 水防情報 シ ス テ ム の整備
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降雨情報 シ ス テ ム と 併用 し て 、 水防活動支援情報の収集、 配信 シ ス テ ム を 構築

す る O

建設省、 兵庫県の 降雨観測 シ ス テ ム と 連携す る o 1997年度か ら 共用 開 始の予定。

3 ) 消 防 局 防災情報 シ ス テ ム の充実

119番 シ ス テ ム の 大災害対応へ、 1996年度 に作戦室の設置、 非常用 電 源 の 強

化 を 実施 し た

4 ) 兵庫 県 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム の活用

( 2 ) 有線系 の 高度化

1 ) ホ ッ ト ラ イ ン の整備

市防災情報セ ン タ ー と 防災関係機関 と ホ ッ ト ラ イ ン で接続 し た。 1996年度 ま

で に兵庫県防災食画課、 県警本部、 日 赤県支部、 陸上 自 衛隊第 3 特科連隊、 神

戸海上保安部 と 接続。

( 3 ) 無線系 シ ス テ ム

1 ) 防災行政無線 ( 固 定系、 移動系)

防災情報セ ン タ ー と 区役所・、 消 防署 な ど を 独 自 の無線網 で結 び、 電話回線の

パ ン ク に 備 え る 。

2 ) 防災行政無糠 (相互波) の整備

防災関係機関相互が、 共通の無線波 を 使 っ て相互連絡がで き る よ う 、 警察、

ラ イ フ ラ イ ン 各社 と 同 じ 1 50MH 2 波の 無線機 2 基 を 購入 し た 。

3 ) 防災無線同報系 の整備

市民への災害情報提供体制 を 強化す る た め 、 1997年度か ら 外部 ス ピ ー カ ー50

ヵ 所、 受信機2， 000台の放送 設備 を 連動 さ せ る 妨災無線 シ ス テ ム を ス タ ー ト さ

せ る O

ス ピ ー カ ー は海岸、 山麓部、 広域避難所 (神戸大学、 大倉山 公園 な ど) 受信

機 は小、 中 学校、 地域会館、 消 防 団、 自 主防災組織の リ ー ダ ー 宅 に 配布す る O

各 区役所 を キ ー 局 に エ リ ア を 選択 し て 情報 を 送 る O

4 ) 医療情報 ネ ッ ト ワ ー ク

市防災情報セ ン タ ー と 市 内 の 病院 な ど を 結 んで デ ジ タ ル無線で災害時医療の

充 実 を 留 る 「医療情報ネ ッ ト ワ } ク J の整備 を 1997年度か ら 行 う O

デ ジ タ ル無線機は保健福祉局 、 消 防局 の ほ か、 市民病院、 民 間 病 院、 市、 区

医 師 会 な ど135 ヵ 所 に }II長次配備す る 。 一斉通信 で 医薬品備蓄 の確認、 医師、 若

護婦の派遣な ど病 院 同 士 の 連絡、 行政側 の情報収集、 グ ル ー プ通信 は全病 院 の

診療科 ご と の連絡用 に使 う 。 救急患者の受け入れ病 院検索 も 簡素化す る O

( 4 ) 衛展系 シ ス テ ム

1 ) 兵庫衛星通信 ネ ッ ト ワ ー ク の活用
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2 ) 消 防衛星通信画像伝送 シ ス テ ム

通信衛展 (ス ー パ ー バ ー ド) を 中継 し て 、 市内 5 ヵ 所の消防監視 カ メ ラ が と

ら え た 映像 を 自 治省消 防庁、 政令指定都市の消防機関 に リ ア ル タ イ ム で伝送す

る O ま た、 電話、 フ ァ ク シ ミ リ 通信 を 行 う 。 消 防庁か ら の一斉通信機能 も 備 え

て い る o 1996年 6 月 か ら 運用 を 始 め た が、 大阪、 京都、 札幌な ど10都市がす で

に設置 し て お り 、 1997年 3 月 ま で に 計27都市 に 整備 さ れ る O

災害時 に都市 間応援連絡の ス ピ ー ド ア ッ プが期待 さ れ る が、 神 戸 市消 防 局 は

監視 カ メ ラ の耐震性 を 強化 し た り 、 補助電源バ ッ テ リ ー を 増 や し た 。 可搬型 も

1 基用 意 し、 現場か ら の 電話題線に利用 す る 。

( 5 ) 消 訪ヘ リ コ プ タ ー テ レ ビ電送 シ ス テ ム の整備

ヘ リ コ プ タ ー に20倍 ズ ー ム レ ン ズ と 業務用 高性能 カ メ ラ を 積載、 高安定 ジ ャ イ ロ 付

き 防振装置 を 用 い て飛行中 に安定 し た 映像 を 撮影、 電送す る O 市役所屋 上 に 自 動追尾

型受信装置 を 国 定す る 。 1997年度か ら 運用 を 始め る O

3 . 隣災情報強化へ新 た な取 り 組み

{兵庫県が在髄 5 杜 と 災害放送協定i

兵庫県は県 民に 災害情報 を い ち 早 く 知 ら せ る た め 「災害時 に お け る 放送要請 に 関す る 協

定」 を 1996年 6 月 に 、 在阪の毎 日 放送、 朝 日 放送、 関 西 テ レ ビ放送、 読売 テ レ ピ放送、 大

阪放送の 5 社 と 結 ん だ、。 1978 年 に NHK神戸放送局、 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 、 ラ ジ オ 関 西 、 91

年 に KìssFM と 協定 を 結んでい たが、 県内 4 社 に在阪 5 社 を 加 え た 。

i 臨 本ア マ チ ュ ア無線連盟が災害時通信ネ ッ ト ワ ー ク l

独 自 の マ ニ ュ ア ル を作 っ て 、 全国約16万人の全員 に 対 し 、 電話回糠や移動体通信 に 次 ぐ

「第 3 の 通信手段」 と し て 、 地元 自 治体への ボ ラ ン テ イ ア 協 力 す る よ う 呼びか け を 始 め た 。

全国55支部 を 通 じ所持す る 無線設備、 資格 な ど を 登録、 周波数帯の異 な る 無線機の 配置、

自 治体、 消 防 、 警察 と 通信協力 の覚書や協 定 を 結ぶ よ う 求め て い る O

{ 自 治庁消紡庁が被害把握朗 の携帯端末開発始め る }

現場で っ か ん だ被害実態 を 地 図 に デー タ 入力 し 地震対策本部 に 送信す る O 開発中 の携帯

端 末 は 電子手帳ほ どの大 き さ O 無線の送受信機能 も 備 え 、 カ ー ナ ピ ゲー シ ョ ン に使 わ れて

い る 全地球部位 シ ス テ ム (GPS) を 利用 、 自 方の位量 を 地 図 で確かめ ら れ る よ う に す る O

液 晶 画面 に 地 図 を 表示 し 、 建物被害や 出 火 な ど、 設定項 目 を タ ッ チ ベ ン 方式で地震対 策本

部の ホ ス ト コ ン ピ ュ … タ … に 送信す る 仕組み。 1998年春 ま で に 試作品の完成 を 日 指 し て い

る O
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{被災建物の地国デー タ ベー ス化が60万犠超 え る }

神戸大学被災建物情報チ ー ム 、 奈良大学地理学科、 建設省建築研究所願像情報チ ー ム な

どは大震災の被災建物の よ う す を 、 地理情報 シ ス テ ム (GIS) で、 コ ン ピ ュ ー タ ー 嗣 面 の

地 図 に デー タ 入力 を 続け て い る が、 1 年半で ほ ぼ終了、 約60万棟以上の情報がそ ろ っ た。

1996年 5 月 に は 「被災建物デー タ ベ } ス研修会J を 開 い て 、 こ れ ま で の取 り 組み を発表 し

た。

〈防災訓練〉

震災 2 年 目 の 1996年 も 直下型地震 に 備 え た 訓練が活発 に 行 わ れ た 。 こ れ ま で、の水前重点

の訓練 と は様変わ り し た 。 地域防災計画が全面書 き 換 え に な っ た の だか ら 当 然 だが、 梅雨

期 は 地震の二次災害 を 想定、 9 月 の 防災の 日 、 防災週 間 は全国一斉、 1 月 は 震災 2 周年 と

力 が入 っ た 。 防災応援協定があ る た め 、 参加 も 府県境 を 越 え て広域化 し た 。 応援出動の実

践訓練であ る O 被害想定な ど事前の プ ロ グ ラ ム を す ん な り こ な し て 訓練終了 と す る セ レ モ

ニ ー 型 は姿 を 消 し 、 自 主 防災、 地域助 け合い を 育 て る 住民参加や抜 き 打 ち 訓 練 も 多か っ た 。

抜 き 打ち 訓練 では、 ぎ く し ゃ く す る 場面 も 見 ら れた が、 地震発生 は い つ も 抜 き 打ち し か な

い。 シ ナ リ オ も な い。 あ る の は ふ だ ん の 防災計画 に盛 ら れた発生予澱 と 被害想定だ け で あ

る 。 訓練が混乱すればす る ほ ど、 実施効果があ っ た と 見 る べ き で は な い か と い う 意見が多

か っ た 。 国 を は じ め 、 都道府県、 市町、 警察、 消拐、 企業 な ど数多 く の 調 練が行 わ れ た 中

で、 共通の結論は 「防災の原点 は 自 主訪災。 自 分の命は 自 分で守ろ う O 頼 り に な る の は家

族 と 近所 の 人た ち J に帰着 し て い た 。

{防災の 日 に 、 兵庫県が妨災総合訓練}

「防災の 日 J の 1 996年 9 月 1 日 、 防災訓練が全国各地で行わ れ約720万人 が参加 し た 。

兵庫県 では 、 三原郡南淡町で、総合訓 練 を 行 っ た 。 主催 は兵庫 県 と 淡路各市町。 警察、 消防、

自 衛隊、 ラ イ フ ラ イ ン 各社 な ど60機関 、 約 1 ， 500人が参加 し た。

訓練の想定は、 午前 8 時55分 ご ろ 、 紀伊 平 島 沖 を 震源、 と す る M7. 6 の 地震 が発生、 南淡

町で震度 6 を 記録、 死者73人、 負 傷者301人、 家屋全壊1 ， 360棟だ、 っ た が、 台本 な し の実践

型 と し 、 想定の詳細 は 訓練後 に 公表す る 方法が と ら れ た。 訓練の進行 は 会場 の 災害対策本

部で集約。 対応 を そ の場で検討、 判 断す る 子法。 防災担当職員 の参集、 地 元婦人団体に よ

る 初期消火、 通信、 電力 施設の復!日、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 救助 、 倒壊家厚 か ら の救出 な ど

様々 な 訓練が行 わ れ た 。 訓練後、 只 原知 事 は f組織の 対応 に は 限界があ る 。 地域住民の助

け合い、 コ ミ ュ ニ テ ィ に 根 ざ し た 自 助、 互助 の 防 災力 を 育成す る 必要があ る J と 講評 し た。

検証結果では 、 南淡町対策本部 の 地 図 に 被害状況 を 記す表示がな か っ た こ と 、 関係機関

が共通の通信手段 と し て使 え る 共通無線波の確保、 関係機関 の要員 が識別、 特定 し合え る

表示の統一、 ボ ラ ン テ イ ア の受け入れ、 派遣 な どの課題があ げ ら れた 。
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[神戸市が踊去最大規模で全市総合防災訓練}

震度 7 の 直 下型地震、 大型台風 も 接近 中 の想定で、 神戸市 は 1996年 9 月 3 目 、 神戸市垂

水区で、 全市総合防災訓練 を 行 っ た 。 海上訓 練 を と り 入れ、 協 定 を 結 んで い る 大板市消 防

局 、 堺市 ・ 高石市消 防組合の消 防艇が加 わ り 、 民 間 の ア マ チ ュ ア 無椋団体、 民間救急車 も

初参加 し た。 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 老 人 ク ラ ブ、 婦人防災安全委員 、 仮設住宅な ど地域

住民 も 集め 、 29団体、 1 ， 200人、 ヘ リ コ プ タ ー 7 機、 船艇11隻 な ど、 神 戸 市 の 訓 練 で は 過

去最大規模 と な っ た。 ま た 、 早朝 に は係長以上 の市職員2， 400人 の非常招 集 訓練 も 行 わ れ

た。

情報収集、 初期 の救助、 救 出 、 消火訓練、 避難、 イ ン フ ラ 復旧 な ど大震災 の教訓 に 基づ

く 21種類 の訓 練が行 わ れ た 。 職員 の揺集訓練で は徒歩、 自 転車、 バ イ ク な どで笠庁、 午前

6 時 の発令か ら 6 割が 1 時 間 半後、 2 時間 後 に 9 割が配置 に つ い た 。 全員 が そ ろ っ た の は

2 時 間半後だ、 っ た 。

[大震災 2 潤年で、 兵庫県が初の抜 き 打 ち 妨災訓練}

兵庫県 は 1997年 1 月 14 日 、 詳細 な 訓練 日 時や被害想 定 を 事前 に 明 ら か に し な い、 抜 き 打

ち の 地震防災訓 練 を 姫路市 と 県庁 を 中心 に 実施 し た 。 訓練は午後 1 時半、 山 崎 断層が変動、

姫路市で震度 7 を 記録 し た と 想定。 県庁災害対策本部での図上訓 練 と 姫路市内 で倒壊家屋

か ら の救 出 、 救護、 消火活動 を 行 う 実働訓練の 2 本立 て で行 わ れ た 。 ま た 、 前 年 に 運用 を

始め た フ ェ ニ ッ ク ス 紡災 シ ス テ ム に よ る 情報収集や分析 な どの初動態勢の構築 も 訓練の狙

い に な っ た。

姫路市 内 で は 救 出 ずみ 家原 で再度、 活動す る 場面 も あ っ た が、 県庁舎で は現地報告で

f死者45人、 行方不 明 15人j に 対 し 、 フ ェ ニ ッ ク ス が積算 し た被害想定で 「死者4， 214人J

と 大 き な 食い違いが出 て 、 貝 原知事が 「確認で き た 数字 だ け で対策 を 論議 し た ら 2 年前 と

同 じ だJ I実態が把握で き ず、 初動が遅 れ た 経験が生か さ れて い な いJ と き び し く 指摘 し
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た。 ま た フ ェ ニ ッ ク ス が一部で動かず、 訓練開始連絡が届 か な か っ た り 、 フ ァ ッ ク ス で 中

継入力す る ケ ー ス も あ っ た ほ か、 大震災で は な か っ た県民局 に 設 け る 地方対策本部 を 経由

す る 方式 も 情報伝達 の 問題点 と さ れた 。

{神戸市が抜 き 打ち 招集訓練]

1996年 6 月 14 目 、 神戸市 は抜 き 打ち で、職員 の 非常招集訓練 を 行 っ た 。 防災要員 と な る 約

2， 200人の職員 があ ら か じ め 指定 さ れ た 出動場所 に 到 着 し た の は、 防災指令が出 て か ら 2

時 間 で、92% だ、 っ た 。 午 前 6 時の発令で、 30分後 に 24%、 1 時 間 で35%、 1 時 間半後 に 64%

で、 全員 そ ろ っ た の は 2 時 間半後だ、 っ た 。 大震災で は発生当 日 中 に40% の 出 勤 だ、 っ た。

i兵産県が抜 き 打ち惜報{去遺訓練}

1 996年 7 月 2 目 、 兵庫県 は、 六 甲 山 の地震後の二次災害防止対 策 と し て 、 関係58機 関 と

情報伝達の 抜 き 打 ち 言JII練 を 行 っ た 。 訓練は連絡ル ー ト の流れや情報到達時 間 な どを チ ェ ッ

ク す る も の 。 関係機関が警戒連絡か ら 約 1 時 間 で待機態勢 に 入 札 情報伝 達 は比較的ス ム

ー ズ に 進 ん だ、 が、 一部で は フ ェ ニ ッ ク ス の 連絡先が昼間 と 夜間 で、違 っ た り す る 不備 も 分か

っ た 。

{兵E重県内 の全消防が初の合同 出動部i練]

大震災 を き っ か け に 国 の組織 と し て 「緊急消 防援助隊J が発足 し 、 そ の 兵庫県隊の初の

合同 訓練が1996年12月 3 日 、 龍野市で行 わ れた。 兵庫県 隊 は 西 は 鳥取、 岡 山 、 香川 、 東は

県 内 の 緊急消紡援助隊が参加 し て1iわ れ た 初 の 訓 練
=龍野市議野田町 (1996年 12月 3 日 )
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京都、 大阪へ援助 に 向 か う 。 こ の 日 は淡路 を 除 く 、 県下31の消 防本部か ら 消 防車40台、 180

人が参加 し た。 100km以上離 れ た 、 氷上郡広域消 妨本部、 北但消 防本部か ら も 1 時 間45分

以内 で集結 し た。

(参考文献〉

『 阪神 ・ 淡路大震災誌 土木施設の地震災害記録j 兵庫県土木部 1997年 1 月

『神戸市安全都市づ く り 推進計画J 神戸市防災会議 1997{p 6 月

『 フ ェ ニ ッ ク ス 紡災 シ ス テ ム 兵庫県災害対応総合情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム j 第 2 版 兵庫県 消 防 防災課 1996 

年10月

『次世代総合防災通信 ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る研究開発J 通信 ・ 放送機構神戸 リ サー チ セ ン タ ー 1996年
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i 第七節 消防力の強化
1 . 消 防力 の 強化

( 1 ) 神戸市消防局の車両の充実

1995年 度 に 、 水利途絶 に 備 え て 、 河川 、 海水利用、 長距離送水 を 確保 で、 き る よ う に

10t タ ン ク 車11台、 大容量送水 シ ス テ ム 9 セ ッ ト 、 災害対応多 呂 的事、 救助 工作車 を

整備 し た。 1996年度は化学車 2 台 を増備 し た 。 1997年度は化学車、 小 型 ポ ン プ車 を 整

備す る O

( 2 ) 神戸市消防崩の水利 多様化

大震災で、 は 断水で、消防水利 は ほ ぼ全滅状態 と な り 、 地震訪災 に 対 し て 無力 と な っ た。

こ の教訓 を も と に消 防活動 は も ち ろ ん、 市民に よ る 消 火活動 に活用 で き る 消火用水、

災害後の生活用 水 に 使 え る よ う 水利 の 多 様化 と 確保 を 園 る 。 耐震性防 火水槽、 河 川 、

井戸、 雨水、 海水の利用 を 進 め る O 市街地 を 250 m メ ッ シ ュ で 民切 り 、 そ の 中 に 最低

1 ヵ 所、 泊 火栓以外の水平iJ を 確保す る O

1996年度の調査で は市街地 に消火栓以外の水利が800 ヵ 所必要で、 そ の う ち 400 ヵ 所

は100t耐震性防火水槽 を 整備、 残 り は河川 1 1こ親水空間 を 確保 し て水利 と す る 。

(表15) 神戸市の消防水利確保事業計画

ノó、A イ本 1995年度末実績

事 業 最 事業量 ! 達成率

耐震性防火
4001芝、 25基 6% 

水槽の整備

防災ふれあ
23í'iTJ I I  6 ínf } 1 1  

い河川整備 が対象 で着手
6% 

(県事業)

海水の利用 海水を取 り 込む構

( 本 Lì 遮 集 迭 と し た本版遮集
幹線整備) 幹線の整備

雨水の手!JJlj
事業着

( pfi 水 貯 留 住吉公開に整備
施設繋備)

手

高度処理本 ポー ト ア イ ラ ン ド
の有 効利用 処理場路辺

鈴蘭47処月!場周辺
[メ 岡整期fX:域

学校プー ル 既存校lι校

の語I震イヒ ブー ル建将校全校 2 校 18% 

民間j ピル貯 採水口i訓告設置者

水槽の活用 への助成
(47件)

五 ヵ 年 日 標 1996年度実績
達成本 事業量

68% 91基

6 íoJ J l Iで
82% 

事業実施

100% 1T渠建設

100% 完成

100% 事業着 手

100% 事業着手

100% 

100% 9 校

38% 2 件

1997年度予定 98�2000年度
事業最 事業量

36基 120基

3 河川 で 13河川で
事業実路 事業実施

路年度管渠完成

管渠建設 ポ ン プ場建設

2000年度完成

五成

継続 2000年度完成予
メ￡

1 校 15校

1 件 15件

(神戸市安全都市づ く り 計画)
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2 . 消 紡団の増強
神戸市消 防 団 は 大震災で、 消 防署消 防隊 と と も に 消火活動 に参加 、 救助、 支援、 避 難誘

導、 物資搬送、 パ ト ロ ー ル な どに大活躍 し た。 内部規則で、 消 火活動がで き る の は北、 西

(区) 水上 (神戸港) の 3 沼 防 団 だ け で、 他 の甫街地の 8 消 防 団 は一部 を 除 き 、 消火活動

が認め ら れず、 小型動力 ポ ン プ も 積載車 も な か っ た 。 し か し 、 今回 の震災で、 そ の活躍ぶ

り か ら 、 地域消 防 力 の 強化、 自 主 防災の推進 の た め 、 1996年12月 に見寵 し が行 わ れ、 一転

し て 市街地消 防団 に も 小型動力 ポ ン プ を 配備、 消火活動 を 行 う ほ か、 ポ ン プ麓載車 も 順次

配備、 簡易救助 ・ 水防資機材セ ッ ト も 常備 し 、 戦力 の大幅増強 を 図 っ て い る O

1997年現在の神戸市消 防 団 は 1 1 消 助 団 、 15支出、 161分団、 4， 000人、 小型動力 ポ ン プ173

台、 ポ ン プ積載車164台の 陣営。 5 ヵ 年計闘で2000年 ま で に 市帯地64分団全 部 に小型動力

ポ ン プ を 配備、 積載車 も 8 消 防 団全部 に 配備 を 終 え る O

ま た 、 簡易救助 ・ 水防資機材 は全団 (市楕地64分団、 郊外164班) に 5 ヵ 年計画で228セ

ッ ト を 配置 す る 。 小型動力 ポ ン プは1996、 97年度 に 各20台 (市街地20台、 郊外10台) を 配

備 し た 。 救助資機材 は大震災で も 不足 し て課題 と な っ た も の で、 ジ ャ ッ キ 2 、 ボ、 ル ト ク リ

ツ パ ー 2 、 シ ャ ベ ル丸形 5 、 折 り た た み式ス コ ッ プ 5 、 パ チつ る は し 5 、 テ コ パ ー ル 2 、

八角 パ ラ シ パ ー ル 3 、 片刃 の こ ぎ り 5 、 替刃式折 り 込み の こ ぎ り 5 、 大お の 3 、 丸型掛け

矢 5 、 救助 ロ } プ ム 布 製バ ケ ツ 5 、 片 口 ハ ン マ ー 5 、 救命浮 き 輪 1 の 1 5 品 目 55点が 1 セ

ッ ト O 震災の教訓 を 生か し 、 現場の初期活動の必需 品 を 集め て い る O

消 防 団 の 増 強 で は車両、 機材の 配備 だ け で な く 、 各種の応急活動がで き る よ う 、 一般的

な訓練だ け で な く 、 都市構造、 住民の生活、 行動様式 な ど を 配慮 し た 、 よ り 実践的 な研修、

訓 練 を 実施 し て い く O こ の た め 消 防訓練セ ン タ ー を 活用 し た り 、 訓練マ ニ ュ ア ル も 作成 さ

れたO

3 . 地震火災の 出火原因分析

日 本火災学会

今回の地震火災の特徴の一つ は 、 地震直後 だけ で な く 数時間後か ら 10 日 後 に も 地震 関 連

の 火災が多 数発生 し た こ と で あ る O 火源は電気器具、 石油ス ト ー ブ、 石油 フ ァ ン ヒ ー タ 一 、
ガ ス 器具 な ど主 な も の で、 そ の他の火源 は 自 動車、 ロ ー ソ 夕 、 バ ー ナ ー 、 薬 品 、 放火、 練

炭、 七輪、 た き 火 な ど。

電気器具 に よ る 出 火 は地震後 1 時 間以上た っ て か ら の 出火が多 か っ た 。 延焼経過か ら み

る と 、 停電回復が 出 火 を 誘発 し た 。 第 一段 の通電火災は地震直後の 白 動 回復。 こ の と き は

漏れた ガス へ の 着 火媒体 と な っ た 。 第二段 の 通電火災は電気ス ト ー ブ?や熱帯魚水槽 な ど器

具の過熱、 配線の 短絡、 漏電 に よ る 過熱が原 因 と な っ て い る O

次 に 都 市 ガ ス の漏洩 と 滞留 が火災 を 誘発 し た こ と 、 課火の使用 が原 因 と な っ た の は少
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(表16) 地震後1 0 臼 障の推定発火源別火災件数 ※ (  ) 内数字の左側 は車両、 右側j は その他

電気設備 電源 コ ー ド 燃焼器J� そのf也 ( う ち 長: 品 ) 不 明 J口〉、
器具 配線な ど

神戸市 24 12 (1 .  2) 12 (0. 1 )  1 9  (3 . 5 )  2 106 (1 .  5)  173 (5. 13) 

尼崎令市 4 。 2 5 (0. 3 )  。 12 (0. 3) 

明石市 5 1 1 3 。 1 1  

丙霞 rtf 7 3 2 5 2 16 (1 .  0) 33 ( 1 . 0) 

芦屋市 2 。 。 9 1:3 

伊丹市 4 l 。 2 (0. 2) 。 3 (0. 1)  10  (0. 3) 

加古川市 1 。 。 1 ( 1 .  0) 。 。 2 (1 .  0) 

宝塚市 2 ( 1 .  0) 3 。 3 (0. 1 )  。 1 9 ( 1 . 1 )  

川 西 市 。 。 。 3 。 2 5 

淡路 。 。 2 。 1 4 

( 日 本火災学会)

な か っ た こ と が特徴で、 エ ネ ル ギ一利用 と 生活様式の変化が今回 の地震火災 に端的 に 表れ、

ガス や電気が出火原 岡 の主役 に な っ た。

停電復旧 に よ る 火災 を 防止す る に は、 積算電力計の二次側 の ブ レ ー カ ー に 防止機能 を 追

加 し 、 停電が回復 し て も 家 人 が在宅 し て 、 確認 ボ タ ン を 押 さ な け れ ばブ レ ー カ ー がON に

な ら な い よ う に す る 必要があ る 。

神戸市消防局

神戸市 内 の火災発生 は 地 震 か ら 14分間 で59件が同 時多発、 地震後10 抗 間 で 1 75件が発生

し た 。 こ の う ち 建物157件、 車両 5 件、 そ の他13件 と な っ て い る 。

〈 原 因不明 〉
建物火災の う ち 、 55件 の 原 因 を 特定 し た が102件 は 不 明 と な っ た 。 こ の 不 明 は 、 地震直

後 の 火災 は焼損範囲が広 く 、 鎮火 ま で に 長時間 を 要 し た火災の た め で あ る O 焼損建物 は 地

震で倒壊 し た り 、 大破 し た も のが多 く 、 長 時 間 、 炎に さ ら さ れて建物 自 体が灰化 し て し ま

っ た 。 火災現場で は原 因 の決め手 と な る 発火源を特定す る こ と は も ち ろ ん、 出 火建物 を 特

定す る こ と す ら 困 難 だ、 っ た。

地震直後の午前 6 時 ま で に 発生 し た建物火災51件中、 8 割近い40件 は 出 火原因不明 と な

っ て い る 。 1 7 日 中 の103件 の 7 割 に あ た る 71件が 「不明J と な っ た 。 そ の 後 、 時 間 が経過

す る に つ れ、 不 明 の 割合は低下 し て く る O 建物全体では 「不明J が102件 (65%) だ、 っ た 。

大規模火災 (焼損延べ床面積5， 000 rrl 以上) は す べ て 1 7 日 中 に 発生 し て お り 、 出 火 原 因

はすべて 「不明」。 不明 と は な っ た が、 開 き 込み に よ る 推測 で は 電気 と ガス に よ る も の が
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(図 4 ) 神戸市の建物火災の出火原因
電熱器 意気機器 7件

電気装霊童 3件 2%
送配線 ・昔日線器異

力 ス を燃料 とす る器具
油 を 燃料 と する 器具
設備

口 火民車田が電貰機器 ・ 装置、 配線に町長す る もの 口 虫民庸闘がガス ・ 油 在時料とす る器具に間幌 す る も の
口 火担闘がその曲川漉に閤揮す る もの 口 脱原宙開明のもの

(神戸市消防局)

多 く 、 中 で も 停電 回復の通電車後の 出火、 ガス 管破裂 に よ る 漏洩 ガス に 引 火 と い う 情報が

多 い 。 放火情報 も 多か っ た 。

(表17) 神戸市の建物火災の出火原因 (電気機器や配線に関する も の)

{ ①電気ス ト ー ブ ( 9 ) 
電 I (工鍛賞魚用 ヒ ー タ ー ( 6 ) 
熱 I (号電気 こ んろ ( 2 ) 

[\ ①献 ト ー ス タ ー ( 2 ) 
①電子 レ ン ジ ( 1 )

電気機器 ・ 装置や配線に関する原因
着 火 物

カーペ ッ ト 、 雑誌類、 紙類、 毛布、 合成樹路、 その他
カ ーペ ッ ト 、 雑誌類、合成樹脂、 電源コー ド被覆、 その他
戸械、 雑誌類
カ ーペ ッ ト
戸棚

電熱器具の発熱部分(20)

l守凶U仁電(dJ|川川①仙吋吋一白嶋叩蜘釦熱鮪蜘恥一灯駅川い(は川3幻) i;; 仁 じ ← に;: 二 二 一 二トい 一 ……一ペ 斗…ベ叶勺 川、ツバyバ ト
;三三三三三三三j

;
�
�

一
同尚吋一一電臨吋一一気矧糊一機榔帥器椴装措一一一置駄問町一一本林州叩叩体恥削1;$:(20匂畑2初O

気 I (②=忌〉蛍光灯 ( は2 ) 電源コ 一 ド被覆、 都市ガス 悶 - - - 同 町 - r.'
機 | ②ビデオデッ キ ( 1 ) 電源コ ー ド被覆 一一一じ

[ ②冷蔵庫 ( 1 ) 品 コ … ド被覆 ト 吟 電気機器装置 ( 5 ) -J一一一 一 … 」土\I}J， ....... 一一一一… … 一一 一一一 …… !. の電源線
電 | 軍歯相支工fllモー タ ー ( 1 ) I 官民源 コ ー ド被覆 y/ 
む 俳附機械( 1 ) 防紙類 一 1 
iU ②受電設備 ( 1 ) 不明 i 受電設備 ( 1 )

| ②配線コ ー ド ( 1 ) 電線被覆 | 配線コ ー ド ( 1 )
送 配 I (互依)王引込線 ( 1 ) 都市ガス l 犀外送配線( 1 )配線 I r<l\ ..;::.. ...__ ---1" 11 17 " . -F (  1 \ 線器 1 ②テーブル タ ッ プ( 1 ) I 篭線被覆 h配線器具( 2 ) 
・ 呉 | ②コ ン セ ン ト ( 1 ) 合成樹脂

③交通機関内配線 ( 1 ) 電気配線 | 車両電気系統( 1 )
(注) ①は、 電熱器等の発熱に よ り 出火に至っ た も の

②は、 通電持に発生する 火花や異常な発熱に よ り 出火に至っ た も の
③は、 電気の通電に 関係な く 出火に至っ た も の (受電設備や車両のバ ッ テ リ ー )
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(表18) 神戸市の建物火災の出火原因

( ガス ・ 1由 を 燃料 と す る 器具 に 関す る も の)

ガス . i由 を 燃料 と す る 器共 に 関係す る 原思 l 
発火源分類 (問 一「 義 火 物 | 以岡両
-寸γ一一

ガス こ ん ろ ( 2 ) 都市 ガ ス 、 不明 ! ガス こ ん ろ 幻
風呂 か ま ど ( 1 ) 都市ガス | 風 呂 が ま 1 )  
業務用 ボ イ ラ ー ( 1 ) I 不 明 i 業務用 ボ イ ラ ー 1 ) I 
石油ス ト ー ブ ( 5 ) I ベニ ヤ板、 布団、 灯油、 不明 ー十一一争 石油 ス ト ー ブ ( 5 ) I 'I� 1--"-1 ， � ' " 1 1-'-1 '

一一一一一 ノ I (神戸市消防局)

ガ
ス
・

泊
を
燃
料

と
す
る
終
HH
昨衣
服阻

(表19) 建物火 災 の出火原菌 ( そ の他の火源 に 関係す る も の)

(神戸市消防局)

< 電気関係 >
地震度 後 に 停電 し た た め 、 直後の 出 火原 国 に 電気 関係 は 少 な い 。 ガス 、 油 を 燃料 と す る

器具 に 関す る も の は直後 に 多 か っ た 。 電気 に 関 す る 出 火 は 数時 間 か ら 数 日 経過 し て か ら 発

生す る 特徴 と な っ た。 停電 中 は火災 に な ら な い が、 無人の家康 内散乱の建物 は 通電 さ れ る

と 、 器具 な どが発熱、 短絡 を 起 こ し て 出 火 し た と 考 え ら れ る O 前兆の発煙が起 こ っ て で も

無人の建物 は 出火 に気づか な か っ た 。

電気関係 で は 電熱器、 電気機器、 電気装置配線の)11員 に 多 か っ た。

< ガ ス 、 油関係 >
冬期 の 未 明 の 地震発生 だが、 すで に起床 し て 、 石油ス ト ー ブや朝食準備の ガ ス こ ん ろ 使

用 は か な り あ っ た と 思 わ れ、 電気 に 次 い で多 い 。 し か し、 地震発生i亙後は建物火災の 8 割

近 く を 占 め 、 ガス の供給停 止 は 当 然減少 し 、 停電回復後の通電出火がふ え て く る O 油関係

は 5 件すべて が石油ス ト ー ブで\ 計 4 件 は 地震直後だ、 っ た 。
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f阪神 ・ 淡路大震災に お け る 火災状況一神戸市域j 神戸市消 防局 (財) 神戸市防災安全公社/東京法令出版株式会

社 1996年 8 月

『神戸f消紡の動 き 平成 8 :4三版消 防 白 書』 神戸市消紡局 1996年12月

r1995兵庫県南部地震 に お け る 火災 に 関 す る 調査報告書j 日 本火災学会 1996年11月
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l 第一章 構々 な調査研究
[ 1 陶 神戸大学j

特定研究 | 兵庫県南部地震 に 関す る 総合研究j 神戸大学文部省特定研究 プ ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム の概要

研究の趣 旨

1995年 1 月 17 日 に震度 7 の激震が兵煉県南部地 方 を 襲 い、 歴史的な大災害 と な っ た が、 被災地の 中心部に

佼 置 す る 神戸大学は総合火学の利点 を生か し て全学 を 揚 げて総合的 に あ ら ゆ る 角 度か ら 震 災 に 関する 調査研

究 を 行 う こ と と し た 。 学問領域 を越え て学際的 に研究討 論を行い、 そ の成果を 各学問分野へ フ ィ ー ドバ ッ ク

す る こ と 、 さ ら に社会へ還元する こ と が、 大準人 と し て の使命であ る と の意識か ら 本研究は次の 4 つ の サ ブ

テ ー マ で構成 さ れる O

研究内容 ( サ ブ テ ー マ)

I . 活断層 と 地盤の動 き に 関す る研究

II . 都市機能 を構成す る 構造物の 工学的研究

ill . 大都市直下型地震 に 関 す る 社会経済学的研究

IV . 地震災害被災者に 隠す る 医学て約総合的研究

研究組織

研究者の大半は神戸大学の以下の部局、 機関か ら 出 て い る 。

文学部、 国際文化学部、 予告迷科学部、 法学部、 絞済学部、 経営学部、 理学部、 医学部 (医学科、 保健学科) 、

工学部、 農学部、 自 然科学研究科、 国際協力研究科、 医令部付属病院、 続済経営研究所、 都市安全研究セ ン

タ ー 、 火率教育研究セ ン タ ー 、 総合情報処理研究セ ン タ ー、 内海域機能教育研究セ ン タ ー 、 医学部付 属医学

研究開際交流セ ン タ … 、 発達科学部付属明石、 住吉小中学校

研究 グ ル ー プ と 研究 テ ー マ

総合研究事務局 . 小林哲夫 (副学長) 、 多i潟敏樹 (副学長) 、 片 問邦夫 (学部長、 副学長) 、 宮 下閥生 (経営

学部教授) 、 高僑一利 (主計課長) 、 板橋俊夫 (庶務課長) 、 前ru和信 (工学部事務長) 、 佐伯義彦 (工学部専

門職員)

研究部

代表者 片 !尚邦夫 ([学部)

I . 活断層 と 地盤の動 き に 関す る研究

総括主任長 : 桜井春輔 ( 工学部)

1 . 淡路 ・ 阪神間の活断層 と 地 ド構造

官 図 際夫、 山 口 覚、 林 愛明 (理学部) 、 井 口博夫 (内海域機能研究セ ン タ ー )

組淡路 ・ 阪神聞 の活断層 と 地下構造 ( 2 ) 一五助橋断層 に 沿 う 地盤変状 と そ の活動歴

劃野島断層近傍のVLF-MT探査 ( 2 ) 

2 . 活断腐の活動実体の解明 と 都市災害お よ び地盤災害

波問主主照 (大学教育セ ン タ … ) 、 団結!主良昭、 小寺悦子 (発達科学部) 、 後藤博弥 (神戸女子大学) 、

平野呂繁 (大阪 市立大学)

冨兵庫県南部地震 に伴 う 地表の変位 ・ 変状

瞳神戸市西部地域の ボー リ ン グ資料 と 掘抜 き 井戸 に よ る 地下水位、 地下地盤 と 地震被害
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3 . 支層地機構造 と 地下水が感土構造物 に及ぼす影響

沖村 孝、 西 勝、 川 谷 健 (都 市安全研究セ ン タ ー) 、 中 山昭彦 (工学部)

4 . 兵庫県南部地震 に よ る 活断層の活動 と 地 F構造物の 挙動 に 関す る 研究

桜井春繍 (工学部) 、 芥Jl I真一 (都市安全研究セ ン タ ー)

5 . 兵庫県南部地震 に よ る 地量生災害 に 関す る 研究

軽部大蔵、 問 中泰雄、 鶴 ヶ 総和博 (工学部)

6 . 地鍛の耐震工法の研究

佐藤忠信 (京都大学防災研究所)

7 . 兵庫県南部地震の テ ク ト ニ ク ス と 強振動

石橋克彦、 大内 徹 (都市安全研究セ ン タ ー) 、 菊 地文孝 ( 自 然科学研究科)

111995年兵庫県南部地震の テ ク ト ニ ッ ク な意味と 広域地震活動

組地震計プ レ イ 綴測 に よ る 野島断層近傍の構造探査

II . 都市機能 を構成す る 構造物の工学的研究

総括班長 : 多鴻敏樹 (工学部)

1 . 建築構造物の地震応答お よ び地層構造 と 震害 と の 因果関係

B 下部 馨、 福f主忠裕、 前 田 幸典 ( 工学部)

2 .  RC建築の震害要因の分析 な ら びに耐震安全性の評価に 関 す る研究

河村 療、 谷 明勲、 劉 世宏、 中 島賢二、 問崎京邦 (工X'f:部)

3 . 鉄骨建物の被害要因の分析お よ び耐 震補強方法 に B号 す る 研究

田 談u基樹、 上場輝康、 問 中 剛 (工学部)

1 . 繰 り 返 し荷主主 を 受 け る 建築構造物の破壊形式 と 崩壊挙動 に 関 す る 研究

辻 文三 (京都大学) 、 大谷恭弘 (工学部)

5 . 建築構造物の耐震性の研究

森 田 司郎、 辻 文三 (京都大学)

6 . 防災都市づ く り に 関 す る 建築 ・ 都市工学的研究

室崎益輝、 塩崎賢明、 大西一嘉 (工学部)

7 . 復興 ま ち づ く り と 街区共同再生 シ ス テ ム に 関す る 建築 ・ 都市工学的研究

安 田丑作、 三輪康 、 末包伸斉 (工学部)

8 . 景観資源の保全 ・ 修復 ・ 再生に関す る 建築 ・ 都市デザイ ン 的研究

多淵敏樹、 足立絡司、 安田丑作、 黒田龍二 (工学部) 、 三島雅博 ( 向 然科学研究科)

9 . 災得時の運輸 ・ 交通 に 関 す る 研究

黒 田 勝彦、 森津秀夫、 冨 田 安夫、 竹林幹雄 (工学部) 、 福島 徹 (総合情報処理セ ン タ ー)

1 0. ラ イ フ ラ イ ン の 被害分析 と 復旧課程 に 関 す る 研究

i古 田 奈郎、 北村秦妻、 森) 1 1 秀典 (工学部)

11 . 治水 ・ 利水構造物の被害分析 と 復旧対策に関する研究

神 田 徹、 堀江 毅、 道奥康治、 神古和夫、 瀬良昌憲、 宮本仁志 ( 工学部)

12. 耐 振↑生土木材料 に 関 す る 研究

藤井 学 (京都大学)

13. 都 市お よ び周 辺域の農業施設環境 と 災害対応の研究

し 災安に対する 水利施設構造 と 利水環境

内 田一徳、 畑 武志、 田 中 勉、 田 中 丸治哉、 仮口 秀、 杉原 雄、 多 国 明 夫、 安田武可、

真ÙJ滋志; (農学部)

ii . 災符に対す る 食料 と 水のパ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム
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保 日J ;走、 南森隆司、 加 ð敏之、 内 田幸夫、 金沢和樹、 高 田 理、 食子治平、 中屋敷 均、

村上周一郎 (農学部)



14. 災害に強い情報通信 シ ス テ ム お よ び災害情報の デ ィ ジ タ ル ア ー カ イ ブの研究

北村新主、 藤井 進、 i龍 和男、 t原邦昭、 細川茂雄 (工学部) 、 田 中克己 ( 自 然科学研究科) 、

大 月 一弘 (国際文化学部) 、 姥名邦禎 (発達科学部) 、 芝 勝徳 (神戸市立外国語大学)

15. 地震災害 に強い生産 シ ス テ ム ・ ロ ジ ス テ ィ ッ ク ス に 関す る 研究

森脇俊道、 上閃完次、 富 田{士宏、 社本英二、 大倉和博、 樋聖子 励 (工学部)

16. 非常災害持 に強い電力供給 シ ス テ ム の在 り }j に 関 す る研究

大津靖治、 竹埜裕正 (工学部)

17. 石油貯蔵恭地 の 防災 シ ス テ ム に 関 す る研究

片 岡邦夫、 今駒1専{言、 大村直人 (工学部)

18. 震災関連情報のGIS化 に 関す る研究

福 島 徹 (総合情報処理セ ン タ ー) 、 大閥 会嘉、 三輪康 - (工学部) 、 小谷通泰 (神戸商船大学)

羽 . 火都市l直下型地震 に 関 す る 社会経済学的研究

総括班長 : 宮下園生 (経営学部)

1. 震災に よ る 神戸の貿易 ・ 輸送 ・ 物流企業の経済的影響

富 田 昌 宏、 阿部茂行、 片 山誠一 (経済経営研究所)

2 . 兵庫県南部地震 と 国際経営 ネ ッ ト ワ ー ク

吉原英樹、 1高田 昌 宏、 111地秀俊、 小島健司、 延同健太郎 (経済経常研究所)

3 . 震災に よ る 学校運営 と 被災児童 ・ 生徒 に 関 す る 人間科学1的研究

小石寛文、 土屋基規、 清水民子、 今谷111l!重、 佐藤良子、 斉藤誠一、 米本 誠、 吉 田圭吾 (発達科

学部) 、 森回英夫 (付属住吉中学校) 、 山本智 ー (付属住吉小'学校) 、 井上 尚 武 (付属明石小学校) 、

津田充幸 (付属養護学校) 、 岩間有史 (神戸市 立住吉小学校)

・ 阪神淡路大渓災の心理的影響 に 掬 す る 継新的研究

・震災 と 学校運営の諸問題

園大震災 と 障害児の生活一一神戸大学発達科学部付 属養護学校児童 ・ '-J:J走 の ば あ い (続報)

酒復興の調査を 中心に し た小学校社会科学習一 「 阪神 ・ 淡路大震災か ら の 復興への取 り 組J ( 6  

年) を 例 に

園学校 に お け る 防災体制~震災後 2 年 H の取 り 組み~

置本校47 ・ 48回生の進路問題 に つ い て

.震災に学ぶ障害児教育制度の改革--1葱努児教育 と 通常教育の場の近接ttの 強化の た め に

4 . 被災住民の行動 と 生活環境 に 関 す る 研究

特曲者 錦、 丸谷宣子、 青木 務、 城 仁士、 山崎 健、 浅野慎一、 平 山洋介、 浮 宗則、 市原 さ

っ き (発達科学部)

圃被災都 市 に お け る 住空間の再生 プ ロ セ ス

園仮神大震災後の被災高齢者の居住地移動

圃淡路地区 の災寄ス ト レ ス に 関 す る 実態調安

田被災以降の高齢者の 日 常生活行動の変容

置震災初期の食糧問題 と 近隣生活圏 に お け る 具体的対応策の検討

5 . 物流機能の再構築

宮 ド回生、 高尾 厚、 正司健…、 水谷文俊、 高嶋克義、 星野裕志 (絞営学部)

置 問襟物流機能の再構築 と グ ロ ーパ ル展 開

置交通 イ ン フ ラ の再構築への政策的課題

6 . 新産業 ・ 新事業開発

出村立:紀、 加護聖子忠男 、 宗像正 卒、 石井淳蔵、 }jl]登 豊、 金井義広 (経営学部) 、 三好 宏、 i五

熊則秋 (経営学研究科)

属製造業の復興 と 新産業 ・ 新事業開発一地場産業 を 中心に
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箇神戸市商庖街 ・ 小売市場の震災被安実態調査

7 . 震災 と 行政の対応

五百旗頭 真、 久米郁男 、 宮浮節生、 樫村志郎、 品 開 裕、 木村修三、 山 下 淳 (法学部) 、 依

田 博 (国際文化学部) 、 初j頼龍平、 ロ ニ ー ・ ア レ キサ ン ダー、 片 山 裕 (国 際協力研究科)

8 . 震災 と 法

安ァ1<正昭、 藤原明久、 宮津宣言生、 樫村 ぶ郎、 棟居快行、 何者11若手降、 山下 淳、 佐藤英明、 磯村

保、 近藤光男 、 馬場健 - (法学部)

9 . 兵庫県南部地震 に お け る 災害の社会文化学的研究

大野道邦、 山本道雄、 北原 淳、 鈴木正幸、 渡美公秀、 岩崎信彦、 百橋明穂、 奥村 弘、 金水

敏 (文学部)

10. ボ ラ ン テ イ ア と 市民

篠山雅彦、 水田恭平、 鏑木 誠、 依国 博、 宗像 恵、、 安井三吉、 宇津木成介、 大月 一弘、 水谷

雅彦、 森本 ま ゆ み、 中 聖子 総、 曽根ひ ろ み、 腐 茂 ( 国際文化学部) 、 総名手11禎、 布 J l l i青司、 高

橋 正 (発達科学部)

11 . 兵庫県南部地震 に お け る 社会経済的側面1 に 関 す る 総合的研究

経済的側面の言| 量分析 と デー タ パ ン ク 作成

豊 田利久、 北坂真一、 本台 進、 111岡 修、 i吋本由美子、 陳 光輝、 川 畑康治 (国際協力研

究科) 、 大谷 . t事、 羽森茂之 (経済学部)

鴎阪神大震災に関する ミ ク ロ ・ ア ン ケ ー ト 調査のデー タ ベ ー ス ・ デ ィ レ ク ト リ : 社会 ・ 経

済的側面

隠阪神大震災に よ る 神 戸 I打の事業所被害 : メ ッ シ ュ デー タ に よ る 推計

11 . 国目際的側面に関す る研究

片 山 裕、 IT 田健太郎、 初瀬龍平、 ロ ニ ー ・ ア レ キ サ ン ダー、 内 剖康雄、 香川孝三、 豊 田 手Ij

久、 中井伊都 子ぬ (毘際協力研究科)

12. 阪神大震災の経済的被安お よ び復旧 ・ 復興計画の経済分析

被害の実態調査 と デー タ ベ ー ス の作成

高橋真 …\ 藤 間秀英、 丸fキ令史、 豊田利久 (経済学部)

1 . 震災復興 と 雇用

中谷 武、 回 中康秀、 三谷i宣紀 (経済学部)

託 . 神戸 ・ 阪神の産業構造の分析 と 渓望

中谷 武、 新庄浩二、 被松忠、博、 西j事信替、 荻原泰治 (経済学部)

lll . 中小企業 ・ イ ン ナ ー シ テ ィ 問題

中谷 武、 永谷敬三、 地主敏樹 (経済学部)

lV. 復興 と 財源、

滝川好夫、 藤 田 誠 \ 入谷 純、 玄関雅之 (経済学部)

V . 街づ く り と 住民参加

福田 豆、 足立正樹、 藤岡秀英 (経済学部)

Vl . 地震の社会経済的影響 に 関 す る 歴 史的分析
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神木哲男、 天野雅敏、 奥西孝至 (経済学部)

鵬被災死亡者の地域差

瞳 関 東 大震 災 と の比較で見た 被害 と 復i日過程の特質

幽 な お 、 厳 し い 阪神 ・ 神戸の 産業復興

幽被災地雇用の現状 と 課題

園中央政府 に よ る 財政支援

置期待 さ れて い る 地域安心拠点構怨

置住宅再建の金融問題 : リ バ ー ス モ ー ゲー ジのすすめ



置 阪神 ・ 淡路大震災 と 復興金融

IV . 地震災害被災者 に 関 す る 医学的総合的研究

総括班長 : 山本 節 (医学部長)

連絡委員 : 新福 尚 経 (医学研究国際交流セ ン タ ー長)

1 . 震災に よ る 子 ど も の 生活環境の変化 と 心理的ス ト レ ス に 関 す る研究

中村 肇 * (小児科学) 、 高 田 哲、 北山真次、 相馬 収 (医学部医学科) 、 高j苧由香 (発達科学

部) 、 稲垣也子 (新須磨病浪人 三宅芳宏 (神戸市児童相談所)

2 . 阪神大震災時の精神衛生問題に関す る 疫学的調査

新福 尚経 * ( 国際交流セ ン タ ー 免学調査) 、 本多雅子、 関 渉 (医令部医学科) 、 植本雅治、 高

宵静男、 白 J I I 敬 f' (西神戸医療セ ン タ ー) 、 井出 治 (神戸児童相談所) 、 塩山晃彦 (光風病院) 、

小 出佳代子 (関商青少年サナ ト リ ユー ム ) 、 森 茂起、 内海宏一郎 ( 甲 南大学) 、 井上幸子 (佐々

水病院) 、 夏 目 良司、 浅川潔司、 北田義夫、 I LJ本健治、 筏部 博、 森永賀 弥子、 松本洋美、 下 山

玲子 (兵庫教育大学)

3 . 震災に お け る Crush Syndromeの研究

水野耕作 * (事実形外科学) 、 三枝康宏、 藤岡宏幸、 藤 田健司、 八木正義、 春 日 雅 人 、 森[l!須美春、

金谷貴子 (医学部阪学科)

際阪神 ・ 淡路大震災 に お い て 凶肢麻療 を 呈 し た症例の予後調査

圃阪神大震災に お け る 挫滅症候群の検討

4 . テ ー マ A 兵庫県南部地震 に よ る 直接死並びに関迷死の実態調査

テ ー マ B 阪神大震災で多発 し た撚滅疾候群の生体膜脂質の構造解析

青Ii[野嘉紹 * (法医"f:) 、 上野易弘、 足立JII貢子、 浅野水辺、 三輪篤子、 主 回 英之 (医学部医学科 )

5 . 循環器症患への ス ト レ ス の影響

横 山光宏 * (第一内科学) 、 J I I 嶋成乃売、 山 辺 裕、 辻野 健、 秋 田穂来 (医学部医学科)

6 . 地震に 伴 う 肉体的、 精神的 ス ト レ ス が 上部消化管疾患の発生頻度、 様式に 及 ぼす影響の疫学的、

基礎的研究

春 日 雅人 * (第二内科'字) 、 木 下芳 一、 青 山伸郎、 松島由美 (医学部夜学科) 、 福 田治彦 (毘立が

ん セ ン タ ー 中央病院) 、 千葉 勉 (京都大学大学院医学研究科)

7 . 震源地 を 中心 と し た 被災者の絢部設ぴに循環器疾患の現況 と その 後の健康管理体制への確 な

間 関 昌 義 * (第二外科学) 、 吉 田正人、 山下長可郎、 ILJ本英博、 久野克也、 笹 田 明 徳 (医学部医

学科)

8 . 兵庫県南部地震 に よ る脳、 脊髄損傷 に つ い ての検討

玉 木紀彦 * (脳神経外科学) 、 朝 団雅博 (医学部医学科) 、 兵庫県脳神経外科医懇話会

9 . 地震 に よ る 環境変化がア ト ピ ー性皮膚疾患に与 え る 影響

市橋正光 * (皮膚科学) 、 児玉昌子、 高島 務、 原 問晋、 編J l I達弥 (医学部医学科)

10. 神戸大学医学部学生の生活お よ び健康につ い て の調奈

住野公昭 * (公衆衛生学) 、 高谷育男、 新福l肖隆、 中芥久夫 (医学部医学科)

1 1 . 阪神淡路大震災 と 内 因性ぶ ど う 膜炎の再発 に 関 す る研究

I LJ本博之 * (眼科学) 、 安積 淳、 坂井 譲、 ilJ本 節 (医学部医学科)

12. 阪神大震災に よ る 被災者の ケ ア ー に 隠す る 研究

班長 石 川 i 斉 * (医学部保健学科)

A . 災害弱者の危険度の評価 と 回避対策の研究 (úJI I 雄一)

B . 災害に よ っ て発生 し た 運動機器等の憶害の発生機転、 治療手段、 転帰及び予紡対策に 関 す

る 研究 ( 島 田智 明 )

C . 被災者の良好な社会復帰 を 促進す る 身体的及び精神 的 な ケ ア ー の研究 ( 山 口 三千夫)

石川 i雄 一 、 島田智明、 金子 翼、 木下 功、 古川 宏、 小平憲子、 矢本美子、 新道幸恵、

細川順子、 矢 田真美子、 草場 ヒ フ ミ 、 片 岡万里、 i季限紀子、 平 岡総一郎、 篠原秀記、 武政
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誠 晶、 奥村満佐子、 村ヌド敏明、 J l I畑摩紀枝、 松田宣子、 高 田 昌代、 大久保功子、 宮脇郁子、

中西泰弘、 井上三千皆、 土肥加津子、 清水美役、 松村美奈子、 議武芳英、 米æ 稔、 瀬藤

乃理子、 野 田和恵、 山 田大豪、 長尾 徹、 主主谷嘉枝 (学部付属病 院) 、 植本雅治 (西神戸

医療セ ン タ ー)

闘高齢者の生活 を支 え る リ ソ ー ス の 回 復状況 と 心理状態の変化 震災 6 カ 月 後 と 1 年後の

比較一

関震災被災者の看護ケ ア を担 っ た 人 々 の心的反応ー看護職者の心的反応の経時変化一

陽夜宅高齢障害者の震災後の心の支え一身体機能面 と の関連か ら

・阪神 ・ 淡路大震災 1 年後 に お け る 在宅 ・ 虚弱際害老人の 日 常生活活動 と 社会的機能の特

徴

13. 阪神大震災の神戸大学医学部付属病院の受診患者お よ び入院患者に与え た影響に関する 続床医

学的研究

班長 : (医学部長) 、 医学部医学科i臨床部門

14. 都市安全 に 隠 す る 医学的研究

鎌江伊三夫 (都市安全研究セ ン タ ー)

ヨ7 神戸商喧孟場
震災研究会研究報告

1 . 第 1 号

( 1 ) 港湾
. 東 ア ジ ア 域 に お け る 我が国の港湾の 問題点

特に神戸港 を 中心 と し て

久保雅義 ・ 三木循彦 (神戸i湯船大学) 、 安田孝志 (岐卒大学工学部) 、 多 昌 啓 ( 日 本郵船 (株) )
. 神戸港復興への可能性の検討

久保雅義 ・ 三木循彦 (神戸商船大学) 、 安田孝志 (岐卒大学工学部) 、 多 昌 啓 ( 日 本郵船 (株) )
. わが国港湾の24日寺間運営体制 の 課題 と 展望

図領英雄

・ 再生神戸港 は イ ン テ リ ジ、 ェ ン ト ボ ー ト に

原 潔 (神 戸商船大学)

( 2  ) 物流 ・ 交通
. 地震災害 と 海上交通

井上欣三 ・ 木下麻子 (神戸商船大学)

- シ ュ ミ レ ー シ ョ ン に よ る 機接 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル のd生能評側 に 関 す る 恭礎的研究

三 木循彦 ・ 久保雅義 (神戸i蔀船大学) 、 貢 春龍 (神戸商船大学大学院)

- 兵庫県南部地震の際の海上お よ び海岸付近 に お け る 異常体験に 隠す る ア ン ケ ー ト 調査

石田康史 ・ 千頭 亨 (神戸商船大学)

( 3  ) 震災復興

・ 震災復典計画 と 住民参加の行政

熊井 敬 (神戸商船大学)

- 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 復!日 と その評価法 に つ い て
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一本学の避難民 と 阪神部の交通機関の場合

橋本 武 (神戸街船大学)

・ 震災後に お け る 地域の生活関連施設の復興状況に つ い て

一神戸市東灘区東部地域 を 対象 と し て

小谷i滋泰 ・ 高島正樹 (神戸商船大学)

( 4  ) カミ在的問題

- 砂岩の衝撃端近傍での平面平滑j皮の解析

佐野幸雄 (神戸市商船大学)

- 地球内部物 質 を 含 むセ ラ ミ ッ ク ス の衝撃圧縮の測定について

真下 茂 (熊本大学) 、 佐野幸雄 ・ 阿部晃久 (神戸商船大学)

- 兵庫県南部地震 に お け る 構造物の衝撃的破壊 に 関 す る 基礎調査お よ び数値解析手法 の 開発

問問俊久 (神戸商船大学) 、 重村 久 ・ 柳谷昌信 ・ 市}I I 雄 策 (神戸尚船大学学生)

- 阪神、 淡路火震災 に よ る 倉庫内 の貨物の被災 と その力学的検討

斎藤勝彦 ・ 久保雅義 (神戸商船大学)

- 大阪湾潮位の再現期 間 値 を 用 い た洪水域の推定

香西克俊 ・ 高橋倫也 (神戸商船大学)

- 極値理論 と 地震

高橋倫也 (神戸商船大学)

( 5 )  ，情報収集

- 兵康泉南部池震 に よ る 神戸港の被災 ・ 復興状況 と その写真集

石田康史 ・ 斎藤勝彦 ・ 千頭 亨 (神戸商船大学)

( 6  ) 大学の被災 と 対応

- 大規模災害時お け る 国立大学の役割

山田 清 (神戸商船大学事務局長)

- 阪神 ・ 淡路大震災に対する 学生部の対応

杉田英昭 (神戸商船大学学生部長)

- 瓦礁の街に学生の消息、を尋ねて

笠原包道 (神戸商船大学)

- 地震直後の;本学の対応 と い わ ゆ る 危機管理につ い て

西JI I 栄一 (神戸商船大学)

・ 神戸商船大学附属 図書館 に お け る 阪神淡路大震災に よ る 被災

震災報告

国領英雄、 稲恒正彦、 中 J I I 健二
. 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 深江丸の 対 応

林 祐可 (神戸商船大学)

- 極低j誌設備装置の被害分析 と 肖建計画

西緩 和 (神戸商船大学)

- 総合水槽の被害手状況

定兼康行

・ 静電塑 タ ン デム ・ フ ァ ン デ グ ラ フ 加速器 5 SDHお よ び周辺実験装澄の被害調査 と そ の分析

古山雄一

・ 学生 に よ る 震災研究活動 に つ い て

斎藤勝彦 (神戸商船大学)
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II . 第 2 号

( 1 ) 港湾

- 神戸港再生への ー提案

中継貨物の集貨策 を 中心 と し て

久保雅義 ・ 三木循彦 (神戸商船大学) 、 安田孝志 (蚊卒大学工学部) 、 多 昌 務 ( 日 本郵船 (株) )
. 産業空洞化緩和 の た め の 国内企業再配置 に 関 す る 基礎的研究

久保雅義 ・ 斎藤勝彦 ・ 斎藤和実 (神戸商船大学)

- こ れか ら の 国際港湾の活性化対策

イ ン テ リ ジ、 エ ン ト i巷湾 を 目 指 し て

原 潔 (神戸商船大学)

- シ ミ ュ レ … シ ョ ン に よ る 燐接 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル の性能評価 に 関 す る 基礎的研究 (そ の二)

三木機彦 (神戸商船大学) 、 i度漫尚徳 (神戸商船大学学生)

- 沿岸都市 に お け る 海上か ら の支援

港 と 船の タ イ ア ッ プに よ る 海上危機管理

井上欣三 ・ 大野麻子 (神戸高船大学) 、

- 震災笑態か ら み た こ れか ら の埋め立 て 開発に関する研究

関J l I栄一 (神戸商船大学) 、

( 2  ) 震災復興

・ 電力機叢 ・ エ ネ ル ギ… シ ス テ ム の震災に 関 す る 諸問題について

橋本 武

・ 震災 に よ る 地区道路網の閉塞状況 に 関す る 分析

小谷通泰 (神戸商船大学) 、 前野達也 ( 日 本貨物鉄道) 、 伊藤美南紀 ( ケ イ テ ッ ク )
. 被災建物の再建状況か ら み た地域の復興への課題

神戸市東灘区東部地域 を 対象 と し て

小谷通泰 (神戸衡船大学) 、 堀切真美 (神戸商船大学大学校) 、 日 野博幸 (rþ央復建 コ ン サ ル タ ン ツ (株) ) 、

検演真奈美 (ベス ト プ ロ ジ ェ ク ト (株) )

- 震災時に お け る マ イ カ ー の利用行動 に 関 す る 考察

小谷通泰 (神戸商船大学) 、 松本誠 (神戸商船大学大学院) 、 今井秀幸 (神戸樹船大学学生) 、 船尾哲哉 (MCC

食品 (株) )

- 震災時にお け る 避難所への救援物資輸送の実態 に つ い て

小谷通泰 (神戸商船大学) 、 中 下光治 (神戸商船大学大学院) 、 長岡数朗 (神戸衡船大学学生)
. 震災復興計 画 と 住民参加 の行政 E

照井 敬 (神戸高船大学)

( 3  ) 力 学的問題
. 津波に よ る 神戸港の湾水振動 に つ い て

久保雅義 ・ 前田保男 (神戸商船大学)

- 強い振動に よ る 極低温液化 ガス の考会動の観測 ( 1 )

西認 手日 ・ 井 上慾j� (神戸商船大学)

- 複素成長 減衰平i骨平面波に よ っ て 誘起 さ れる 衝撃端付近 に お け る応答の劣決定系理論に よ る 解析

佐野幸雄 (神戸商船大学)
. Examination of lnaccuracy Caused by Use of Thεrmodynamic Equati inside Shock Wave 

佐野幸雄 ・ 阿部晃久 (神戸潟船大学)
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- 衝撃的地震カ に よ る構造要索の動的破壊 に 関 す る 基礎研究

西岡俊久 (神戸商船大学)

- 兵庫県南部地震 に よ る 神戸港被災状況

石間康史 (神戸商船大学)

- 大阪湾i紡f立の存琉期 開催 を 用 い たi共水感度域の推定

香西克{変 ・ 高橋倫也 (神戸商船大学)

・ パ レ タ イ ズ貨物の荷崩 れ挙動 に 関 す る 実験的研究

斎藤勝彦 ・ 久保雅義 (神戸商船大学)

( 4  ) 情報収集

・ 兵庫県南部地震 に よ る 神戸港の被災 と 復興状況の記録写真集

石田康史 ・ 斎藤勝彦 ・ 千頭 亨 (神戸商船大学)

- 兵康県南部地震の 際の船舶乗組員 の異常体験に 関す る ア ン ケ ー ト 調査の解析一例

石田康史 ・ 千頭 字 (神戸商船大学)

- 兵庫県南部地震の際の船舶及び漁業関係者の異常体験に 関す る ア ン ケ ー ト 調査集計概要

石 国康史 ・ 千頭 字 (神戸商船大学)

- 緊急用 の被災地情報提供 シ ス テ ム の開発

井上 健 ・ 鎌JJRì事三 ・ 橋本 武 (神戸商船大や)

[ 3 .
.
.....兵庫県立 4 米事 (神戸商科大学、 姫路X業大学、 兵庫県立看護大学、 姫路短期大学)

阪神 ・ 淡路大渓災復興特別研究

1 . 平成 7 年度及 び 8 年度

( 1 ) 神戸商科大学研究報告

- 被災の全体像 と 被災者の行動

舟場正篇 (神戸商科大学経済学科教授) 、 車井浩子会 (ネ申戸高科大学経済学科助手)
. 地域産業活動の被災と 再生の方向

加藤恵正 (神戸商科大学経済学科教授) 、 和 由真潔子 (神戸蕗科大学経済学科講櫛)
. 長田の街づ く り につ い て

北野正一 (神戸商科大学経済学科教授)
. 震 災 と 神戸経涛の 関際化

菊本義治 (神戸商科大学経済学科教授) 、 太田 !導史 (神戸商科大学国際商学科教授) 、 井内義臣 (神戸蕊科大学

情報処理教育セ ン タ ー助教授) 、 生越利明 (神戸商科大学経済学科教授) 、 荻沼 陵 (神戸蔚科大学経済学科助

教授) 、 和 問真理子 (神戸商科大学経済学科講師) 、 加藤恵正 (神戸商科大学経済学科教授) 、 聖子関敏克 (神戸

商科大学経済学科助教授) 、 車井浩子 (神戸商科大学綬済学科助手)

- 阪神 ・ 淡路大震 災 と 地場産業

野村健太郎 (神戸商科大学経営学科教授) 、 蛍間克雄 (神戸商科大学経営学科助教授)
. 神戸ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業の被災 と 再生

中橋図蔵 (神戸商科大学経営学科教授)
. 震災に よ る 商業の被災 と 再生

小西一彦 (神戸商科大学国際商学科教授) 、 上瀬昭司 (神戸商科大学国際商学科講師)
. 震災にお け る 藤用 問題の発生 と 展望

岡 本久之 (神戸商科大学経済学科教授) 、 菊本義治 (神戸海科大学経済学科 教授) 、 役越手Ij明 (神戸商科大学経
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済学科教授) 、 荻沼 隆 (神戸総科大学経済学科助教授) 、 阪本靖郎 (神戸商科大学経済学科教授)
. 震災に よ る 損害 と 法的問題

予審藤 修 (神戸商科大学経営学科教授) 、 石尾賢二 (神戸商科大学経営学科助教授)
. 国道43 号線問題 に つ い て

新浮秀則 (神戸商科大学経済研究所助教授)
. 震災救助 ・ 復興 に お け る 財政の役割 と 課題

水野利英 (神戸商科大改経済学科助教授) 、 舟場正富 (神戸商科大学経済学科教授) 、 赤井伸郎 (神戸商科大学

経済研究所講師)

- 震災にお け る 地域 と 家族

八木秀夫 (神戸商科大学一般教育学科教授) 、 吉J I I卓治 (神戸商科大学 舟皮教育学科講師)
. 震災にお け る 外国 人住民 と 地域 コ ミ ュ ニ テ イ

江川育志 (神戸商科大学絞済学科教授) 、 松田陽子 (神戸商科大学 A般教育学科助教授) 、 陳 来幸 (神戸商科

大学 4般教育学科助教授) 、 真鍋周 三 (神戸潟科大学一般教育学科助教授) 、 高坂 誠 (神 戸商科大学一般教育

学科助教授) 、 松田利彦 (神戸商科大学一般教育学科講締)

- 被災者支援の た め の地理情報 シ ス テ ム の構築

川 向 肇 (神戸商科大学管埋科学科講師) 、 有馬 昌 弘 (神戸商科大学管理科学科助教授)
. 広域災害時の救援情報調整 シ ス テ ム の提案

西出材人 (神戸商科大学情報処理教育セ ン タ 一 議自国) 、 秋吉一郎 (神戸務科大学情報処理教育セ ン タ ー教授) 、

力 宗幸男 (神戸務科大学管理科学科教授)

- ま ち づ く り 支援情報 シ ス テ ム の 開発

井内善原 (神戸税科大学情報処理教育 セ ン タ ー助教授) 、 河崎俊二 (神戸商科大学情報処理教育セ ン タ ー教授) 、

二見強史 (高砂市) 、 鎌倉 稔 (関西女学院短大講師)

( 2  ) 姫路工業大学研究報告

- 断層 に お け る 岩石破壊 と 鉱物変化

大政正明 ・ 芳賀信彦 ・ 荻谷健治 (姫路工業大学理学部)

・ 地質 (ì舌断層 ・ 地下構造) と 被害 と の 関 連性の調査研究

松間高明 (姫路工業大学理学部)

- 大都市復興過程 に お け る 電磁環境の評価 に 掬 す る 研究

iJJ 内健次 ・ 太田 勲 ・ 小久保吉裕 ・ 河合 正 ・ 橋本太郎 (姫路工業大学工学部)
. 震災後の新 し い都市計画 に お け る 落雷防御の一提案

(新 し い都市の務震防御 と 樹木効果)

小野町光宣 ・ 中 UJ博史 (姫路工業大学工学部)
. 地盤の微動検出/計測 シ ス テ ム に 関 す る 研究

前 回宗雄 ・ 前中 一介 ・ 岸野正剛 ・ 吉田晴彦 ・ 丹生博彦 (娘路工業大学工学部)
. 都市の震災復興 に お け る夜空の 明 る さ

太田健一 ・ 松井伸之 ・ 上浦尚武 (姫路工業大学工学音ß) 、 中 田 昌 (兵庫県保健環境部)
. 耐震都市 に お け る ピ ル冷熱蓄熱技術 に 関 す る 研究

(初期消火 と エ ネ ルギー有効利用)

福井啓介 (姫路工業大学工学部助教授) 、 前田光治 (姫路工業大学工学部助手)
. 新 し い都市設計に お け る 耐環境性構造材料に 関 す る 研究

(新規な ボ リ マ ー コ ン ク リ ー ト 材の 開発 と そ の化学お よ び機械特性の解明)

瀬尾健二 ・ 前出遅芸道 ・ 三軒 驚 (姫路工業大学工学部) 、 浦上良樹 (兵庫県企業庁) 、 中村昭雄 (信越ポ リ マ ー

(株) ) 、 谷井一郎 ( 日 信化学工業 (株) )

- 震災用 ロ ボ ッ ト に 隠 す る 基礎的研究

長谷川素由 ・ 奥田孝一 ・ 布 引 雅之 (姫路工業大学工学部) 、 t造問好宏 (1功衛大学)
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- 耐震 ・ 制振の た め の エ ネ ルギー 吸収器の 開発研究

浅見敏彦 (姫路工業大学工学部) 、 砂子田勝昭 (三和テ ッ キ (株) ) 、 鈴木浩平 (東京都 îL大学工学部)

( 3  ) 兵庫県立看護火学研究報告

- 阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 外来通院患者の健康 ・ 生活への影響

(大学付属病院での外来患者の実態 よ り )

川 口孝泰 ・ 鵜山 j台 ・ 松浦和幸 ・ 勝因仁美 ・ 111本恭子 (兵庫県立看護大学) 、 柴野美紀子 ・ 差峨洋子 ・ 笠松由

手IJ . 服部和美 ・ 乃村 麻里 ・ 谷山暁子 ・ 山 田 明美 (兵庫医科大学)

- 震災 1 年後の看護婦の生活

(暮 ら し の 変化 と そ の 反応)

近 国敬子 ・ -g島朝 子 ・ ;志村i詩子 ・ 大原美呑 ・ 植波美子子 (兵庫県立看護大学) 、 梅津キ ミ ・ j可 関富美子 ・ 大深清

美 ・ 長谷起世 f ・ 米国満子 ・ 永野良子 ・ 中野恵子 ・ 階 中 由 紀子 ・ 垣内茂美 ・ 総 巻敏子 ・ 井上玲子 ・ 竹校芳江 ・

加 集和喜 子 (共同研究者)

- 災害時看護支授 シ ス テ ム の分析 と 開発

南 裕子 (兵康県立看護大学長) 、 片 目範子 (兵庫県立看護大学教授) 、 水谷信子 (兵庫県立看護大学教授) 、

山本あ い 子 (兵康県立看護大学助教授) 、 上泉和子 (兵庫県立看護大学助教授) 、 内市敦子 (兵康県立看護大学

講師) 、 井伊久美子 (兵庫県立看護大学講師) 、 竹崎久美子 (兵庫県立看護大学講附) 、 三 上 白郁 (元兵庫県立

看護大学効手) 、 豊田邦江 (兵庫県立看護大学助手) 、 松間千代 (兵庫県立看護大学助手) 、 勝原 裕美子 (兵庫

県立看護大学助手) 、 塩塚優子 (兵庫県立看護大学助手) 、 飯岡 由 紀 子 (兵庫県立看護大学助手)

- リ ウ マチ患者に渓災が及ぼ し た 身体的 ・ 精神的影響 に つ い て

鵜飼和j告 ・ 北島謙吾 ・ 桝谷佳代 ・ 山本恭子 (兵庫県立看護火学) 、 土井田稔 ・ 石川 ! 斉 ・ 佐浦隆一 (神戸大学医

学部) 、 酋 III信子 (神戸大学付属病院)

- 被災地域 に お け る 医療の需給震の変化 に つ い て

山 下真宏 (兵主主県立看護大学講締) 、 丸井英二 (東京大学教授) 、 林 邦彦 (群馬火学助教授) 、 照井 哲 ( 日

本大学講師)

- 仮設住宅住民の支援の あ り 方 に つ い て

( ボ ラ ン テ イ ア 看護師の訪問相談活動の実績)

井伊久美 子 ・ 南 裕子 ・ 片 田範子 ・ 森口宵子 ・ 勝回仁美 ・ 松岡千代 ・ 牛尾裕子 ・ 溝口 昌 子 ・ 玉 田典子 (兵庫県

立看護大学)

( 4  ) 姫路短期大学研究報告

- 姫路短期大学学生ボ ラ ン テ イ ア の記録と 評価

松本 滋 (姫路短期大学教授)

- 県下の大学 ・ 短大 に お け る 「 ボ ラ ン テ イ ア 活動及び犠位認定状況」 に つ い て の ア ン ケ ー ト 報告

福永弘之 (姫路短期大学教授) 、 加古 武 (姫路短期大学教授) 、 大関惇雄 ・ 前J I I知佐 (姫路短期大学)
. 食か ら み た ボ ラ ン テ イ ア

北元憲手Ij (姫路短期大学教授)

- 震災の保育内容への影響 と ボ ラ ン テ イ ア 活動

(保育内容 に 関す る ア ン ケ ー ト 調査か ら )

芦 田 宏 (姫路鐙期大学助教授) 、 勝木洋子 (妓路短期大学助教授)

・ 「ボ ラ ン テ イ アj の ゼ ミ ナ ー ル を 担当 し て

福 永弘之 (姫路短期大学教授)

' 阪神 ・ 淡路大震災後の家庭 に お け る 防災対策

(明石 と 娘路の小学生の家庭ア ン ケ ー ト 調査 よ り )

松本 滋 (姫路短期大学教授) 、 衣畑怜子 (姫路短期大学教授)
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1 4 嗣 関西学説天事[
阪神 ・ 淡路大震災の総合的研究プ ロ ジ、 ェ ク ト

1 995年度の 関西学波大学共河研究の内、 学長に よ る 指定研究 と し て 、 仮神 ・ 淡路大震災を取 り j二げる こ と と し、

学長 自 身が研究代表者 と な り 、 そ の研究課題を 「阪神 ・ 淡路大震災の総合的研究」 と し、 従来通 り 、 その研究 グ ル

ー プ を 公募す る こ と と な っ た。

応募さ れた研究 グ ル ー プは、 安保員Ij犬総合政策学部教授 を コ ン ビ ー ナ ー と す る 「阪神 ・ 淡路大震災の被災地 にお

け る 被災者 と 被災企業に対する 被災状況 と 行政への対応 に つ い て の社会調査」、 津金沢総広社会学部教授 を コ ン ビ

ナ ー と す る rl坂神大震災に お け る 地域情報 と 住民意識一住民 ・ メ デ ィ ア ・ ボ ラ ン テ イ ア に 関 す る 実態調盗 j 、

黒田展之法学部教授 を コ ン ビー ナ ー と す る 「災需の比較考現今一関東 ・ 阪神両震災の比較社 会 史 的考察�J 、 長 岡

豊経済学部教授 を コ ン どー ナ ー と す る 「 仮事11 ・ 淡路大震災が 日 本 の シ ス テ ム に 与 え た 影響 と 今後 の 展望 に 関 す る 学

際的総合研究J であ っ た。 当初、 学長は こ れ ら研究の統合 を 考 え た が、 各 コ ン ビー ナ ー と の話 し合 いの結果、 各研

究計爾の独 自 性 を 考慮 し、 緩やかな共問研究 と す る こ と と な っ た。 そ こ で、 こ れ ら 各研究プロ ジ ェ ク ト を包括す る

た め の研究 目 的 を 設定する こ と と な っ た。

( 1 )  

そ の研究の背景 と そ の 目 的 に つ い て 、

関西学院大学は 阪神 ・ 淡路大震災で大 き な 人 的 ・ 物約被害 を 被 っ た 。 だが、 そ の よ う な被害の 中 に あ っ て も 、 震

災直後か ら 地域の さ ま ざま な人 々 や公共機関の婆請に応え、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動、 学絞施設の貸与 な どを 通 じ て 、 一

定の役割 を 果た し て き た。 今阻は、 教育 ・ 研究機関 と し て 、 さ ら に一歩踏み込んだ学問的 ・ 科学的貢献を 果たすべ

く 、 法人の特別 な財政的援助 に も と づい て 、 学長 を 代表者 と す る 阪神 ・ 淡路大渓災の総合的研究 を 社会 ・ 人文科学

的 ア ブ ロ ー チ を 基本 に行 う こ と に し た 。

と 指摘 し、 さ ら に、 そ の 共 同研究の4寺色 に つ い て 、

震災以後 さ ま ざま な大学 ・ 研究機潟がこ の震災の研究 を 進め て い る が、 そ の多 く は、 建築学都市工学 と い っ た 自

然科学的研究 を 中心に行われてい る 。 今 回 の研究 プ ロ ジ ェ ク ト は、 関 西学院大学の特徴 を 生か し た社会 ・ 人文科学

的研究 と し て 、 社会的 に重要な意義を持つ も の で あ る O

と し て、 関西学院大学の学院1 ・ 研究 上 の特色が十分生かせ る研究計 画 を 明 ら か に し た 。

そ の上で、 具体的 な研究言I-j酉 と jゴ法 に つ い て 、

本研究は、 学長指定の共同研究 と し て 、 3 年 間継続 して行わ れ る 。 そ の 予算 は 、 3 年 間の総計で1， 500万 円 と し、

研究成果は別途の予算措置 を 考慮 し な が ら 逐次刊行 し て社会お よ び学界に公表す る 予定であ る 。

こ の よ う な プ ロ ジ ェ ク ト は、 実態調査、 比較史的研究、 お よ び長期的影響 と 今後の展望 と い う 3 つの視点か ら ア

プ ロ …チす る こ と に な る 。 実態調査の グル ー プ は さ ら に、 被災者住民 ・ 被災企業の実態調査 と 、 被災往民間の情報

と 住民意識の実態調交 と い う 2 つ の グ ル ー プに分け ら れる 。 ま た、 比較史的研究は、 わが国 に お け る 大都市直下型

地震の膝史 の 中 で未曾有の 関 東大震災 と 今凶 の大震災 と の比較研究 を 中心に行 う 。 儀後に、 こ の大震災が戦後の 日

本の社会 ・ 経済 シ ス テ ム に与ゐ え た 影響 と 今後の展望を概綴 し、 各方面へ必要 な提言 を す る こ と を 意 図 し て い る 。

こ の よ う に、 従米の共附研究 と は異 な り 、 こ の共 同研究の重姿性に鑑み、 3 年間継続の研究 と し、 理事会の協力

に よ り 、 そ の予算 に つ い て も 3 年間 で通常の学長指定共同研究授 の2. 5倍 (600万 円 → 1 ， 500万 円 ) の研究費が認め

ら れた 。 さ ら に 、 従米の こ の共同研究制度 と は異 な り 、 そ の研究成果の出版に よ る 公表 を 義務づけ て い る こ と であ

る 。 そ の た め の予算措置 に つ い て も 、 ff!事会の理解 を 得 て い る 。

こ の よ う な 特徴 を も っ今回 の学長指定の共同研究の具体的テ ー マ と 共同研究者 を 以下に掲げる こ と と す る 。

白 阪神 ・ 淡路大主主災 に お け る 住民 ・ 企業の被災状況 と 行政への対応 に つ い て の社会調査

安保 則夫 (総) 内申戸被災企業 と 労働者に対す る 調 査 と 研究の と り ま と め 」
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小西砂子夫 (京) r淡路の被災企業 と 港湾行政 に つ い て の調査 ・ ア ン ケ ー ト の実施」

石原 俊彦 (産) r ア ン ケ ー ト の実施 と 金業 メ セ ナ に つ いて の調査研究」

宮原i告二郎 (社) rア ン ケ ー ト の 質剤薬の作成 と 集計J

荻野 昌弘 (社) r高齢者問題に つ い ての研究j

己 仮神大震災にお け る 地域情報 と 住民意識一住民 ・ メ デ ィ ア ・ ボ ラ ン テ ィ ア に 関 す る 実態調査

i業金沢総広 (社) r地域情報 と り わ け メ デ ィ ア に 関 す る 調査分析、 お よ び研究全体の総括j

山本 側郎 (社) r住民意識 (生協綴織ーコ ー プ こ う べ と の関連) に 関す る 調杏研究J

立木 茂雄 (社) r主に ボ ラ ン テ ィ ア 活動の実践体験やそ の組織化過程の諸問題 を 中心に 『 関西学院救援 ボ ラ ン

テ ィ ア 委員 会j の活勤 に つ い て の調交研究」

大 日 向 幻 (商) r被災住民の立場か ら 被災往民の 生活意識 と 地域情報 に 関 す る 調査研究J

口 災害の比較考王見学一関東 ・ 阪神耐震災の比較社会史的考察

黒田 展之 (法) r総括， 災害時の政治 ・ 行政の役害」

対馬 路人 (社) r災害 と 民衆意識」

津金沢総広 (社) r災害時の企業の社会福祉活動J

三浦耕吉郎 (社) r持代背景、 社会条件の比較j

口 阪神 ・ 淡路大震災が 日 本の シ ス テ ム に 与 え た 影響 と 今後の展望 に 関 す る 学際的総合研究

長 岡 豊 (経) r 日 本の経済成 長 と 景気動向 に対する 震災の影響J

小西砂子夫 (産) r復興の計画 と 実施 に お け る 行財政的手続 き j

高 田 良治 (社) r社会福祉に対す る 震災の影響 と そ の対策J

藤原 武弘 (社) r震災 と 価値観 ・ 人間 関係の社会心理学的研究J

真砂 若手輔 (法) r都市復興言十画 に 関す る 白 治体行政の あ り 方」

北 山 俊哉 (法) r災害の処理 ・ 復興 と 政府 ・ 自 治体行政の あ り 万j

林 覚編 (経) r都市計画か ら み た 災害に強い ま ち づ く り J

森本 隆男 (商) r震災が各種産業に与合 え た影響 と そ の復興過程J

藤沢 武史 (溺) r災害 に 関 す る 企業の危機管理体制j と そ の対応J

安保 則 夫 (総) r震災が各種産業に与 え た 影響 と そ の復興過積J

以上の研究 テ ー マ と 研究計画 に し たがっ て、 共 同研究が推進 さ れ る が、 そ の成果が社会お よ び学会に貢献す る こ

と が望 ま れる 。

[ 5 隼 甲南大学]
甲南大学阪神大震災調査委員会

1 . 阪神 ・ 淡路大震災 と 法

( 1 ) 司法機関 ・ 行政機関 ・ 専 門家集団の取 り 組み

- 震災後、 ど う 対応 し た か に つ い て (神戸地方裁判所)

島 田櫨介 (神戸地方裁判所長)

- 震災後、 ど う 対応 し た か (神戸家庭裁判所)

阻野悌介 (神戸家庭裁判所長)

- 弁護土会 は ど う 対応 し た か

田 辺重徳 (神戸弁護士会長) 梶原高明 (神戸弁護士副会長) 依伯雄三 (神戸弁護士説会長) 竹本日弘 (神戸
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弁護士副会長) 森JI I憲二 (神戸弁護士磁会長)
. 法務局 は ど う 対応 し た か

津田成雄 (神戸地方法務局長)
. 司法書ごと会 は ど う 対応 し た か

北野烹造 (兵庫県可法書士会会長) 福 田見1E (兵庫県司法書士会副会長) 吉 田博 (兵庫県司法書士会副会長)

安崎義清 (兵庫県司法書士会会員 ) 鳥 田雄三 (兵庫県河法書土会会員 ) 山 内鉄夫 (阪神 ・ 淡路大震災救援可

法書士対策本部磁本部長)

- 土地家屋調査士会 は ど う 対応 し た か

室谷翼 (兵庫県土地家康調査士会会長) 山 開通哉 (兵庫県土地家屋調査士会副会長)
. 職業安定所 は ど う 対応 し た か

長田歪弘 (神戸公共職業安定所職業相談部長) 汐谷昌 目 一 (神戸公共職業安定所管理部長)
. 税理士会 は ど う 対応 し た か

森余次郎 (近畿税理土会会長) 北野博也 (近畿税理土会専務理事) 宮 口 定雄 (近畿税理土会常務理事) 境

‘燦 (近畿税理士会神戸文部支部長) 中 英明 (近畿税理士会事務局長)

( 2  ) 法 と そ の諜皇室CI一一公法の側面か ら

- 被災分譲マ ン シ ョ ン の再建 ・ 建替えに対する 行政の対応

石井 昇 ( 甲南大学法学部教授)

- 酋宮市の復興事業 につ い て

安達久美 (西'宮市復興事業部長)
. 震災 と 廃葉物処理

大 下昌 宏 (神戸市環境局業務部主幹)

( 3  ) 法 と そ の課題②ー私法の側面か ら

・ 災筈 と 法 私法の側 面か ら

甲斐道太郎 (京都学園大学法学部教授)
. 震 災 と 損害賠償請求

~震災 に 関連 し て どの よ う な損害賠償請求の事案が生 じ て い る か~

潮 海一雄 ( 甲 南大学法学部教授)

- 阪神 ・ 淡路大震災 と 借地 ・ 借家関係

松井宏興 ( 甲 南大学法学部教授)

・ マ ン シ ョ ン 再建 を め ぐ る 諸問題

戎 正晴 (神戸弁護士会弁護士)
. 借地借家 を め ぐ る 諸問題

丸 山寓夫 (神戸‘弁護士会弁護士)

- 樫災都市借地借家臨 時処理法 と 鑑定評価

林 武 (不動産鑑定土、 (株) 関西地価研究所 代表取締役)
. 土地の境界 ・ 測最 ・ 登記 を め ぐ る 諸問 題

市由利夫 (下司法書士)

( 4  ) 法 と そ の課題③
. 税法上の特例措置

谷 口勢津夫 ( 甲 南大学法学部教授)
. 震災に起因する 民事紛争の処理方法

沼弁 … - ( 甲南大学法学部教授)

- 地震 と 犯罪
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斉藤豊治 (甲南大学法学部教授)

亙 . 復興の政治経済学

( 1 ) 絞神大震災被害状況の概要

稲田義久 ( 甲南大学経営令部教授)

( 2 ) 復興財源 は い か に決定 さ れた の か

藤本建夫 ( 甲南大学経営学部教授)

( 3  ) 震 災 と 政治家 た ち

安jJtj敏三 ( 甲 南大学法学部教授)

( 4  ) 阪神大渓災 と 政府 ・ 日 銀お よ び金融機関の対応

はl本栄治 ( 甲南大学経営学部教授)

( 5  ) 関東大震災 と 政府 ・ 日 銀の対応

永貴 顕 ( Ej3 r翁大学経営学部助教授)

( 6  ) 神戸港の復興 と 国際経済環境

青木浩i台 ( 甲 南大学経営学部教授)

( 7 ) 震災失業 と 雇用対策

杉村芳美 ( 叩潟大学経営学部教授)

( 8  ) 生活再建 と 福祉行政

高寄昇三 ( 甲 南大学経営学部教授)

( 9  ) 住宅支援 と 公的支援

高寄昇三 ( 甲 南大学経営学部教授)

( 10) 災害 と 情報通信

佐 藤治JE ( 1fI南大学経営学部教授)

(1 1 ) 復興言十 i函 に か け る 期待

藤本建夫 ( 甲 南大学経営学部教授)

(12) 社会経済史 に お け る 災害-� E . L . ジ ョ ー ン ズの仮説 に つ い て の覚 え 書一小島修一 ( 甲 南大学経営学部教

授)

1lI . 大震災 と ア ン ト ゥ ル ブ レ ナ ー シ ッ プ

( 1 ) 大震災 と 企業 被災企業への ア ン ケ ー ト 調査に見る 企業行動及び経営 ビ ジ ョ ン の変化一

西村順二二 ( 甲 南大学経営学部助教授) 川村尚也 ( 甲南大学経営学部講師) 康I1J謙介 ( 甲 南大学経営学部教

授)
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( 2  ) 大震災 と 経済界一神戸商工会議所 を 中 心 と し た神戸お よ び近隣経済界の震災後の動向

北i率康男 ( 甲南大学経営学部教授)

( 3  ) 大震災 と 地域経済一神戸の都市形成史か ら み た地域経済の特性 と 震災復興へ の イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン

川村尚也 ( 甲 南大学経常学部議締)

lì人 阪神火震災 ・ 心の風崇

( 1 )  r地震j と い う 概念の異変

斧谷宮署守 一 ( 甲南大学文学部教授)

( 2  ) 死の風景

- 阪神大震災で、愛娘を失っ た母親の “ か な しみ" と “癒 し"

友久茂子 ( 甲南大学非常勤講師 ・ 甲南大学学生相談室嘱託 カ ウ ン セ ラ ー ・ 臨床心理士)
. 彼岸か ら の 回 帰

皆藤 準 ( 甲南大学文学部助教授)

( 3  ) 夢の風景

・ 1995年 1 月 17 日 阪神大震災→そ し て今、 1996年 9 月

横 山 1専 ( 甲 南大学文学部教授)

- 震災 と 夢の癒 し

高石恭子 ( 甲南大学文学部助教授)

( 4  ) 子供のffill景
. 震 災 と 子供の心

森 茂起 ( 甲南大学文学部教授)
. 心的外傷 と 絵画 イ メ ー ジ

久松陸典 ( 甲南大学大学院)

( 5  ) 距離の風景
. 震災の周辺で

福井裕子 ( 甲南大学非常勤講師 ・ 甲南大学学生相談室嘱託 カ ウ ン セ ラ ー ・ 臨床心理士)
. 異質な も の と の出会い

石谷み つ る ( 甲 南大学学生相談室嘱託 カ ウ ン セ ラ ー ・ 磁床心理士)

( 6  ) 語 り の風景
. 震災を語る こ と の難 し さ

予手全長嫡守一 ( 甲 南大学文学部教授)
. ド イ ツ の友人に宛て た手紙

サ ス キ ア 石川 フ ラ ン ケ ( 甲南大学文学部教授)

( 7 ) 環境の 風景
. 震災 と 環境

谷口文章 ( 甲南大学文学部教授)

V . 再生の社会学
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( 1 ) 華僑ボ ラ ン テ イ ア 活動 に み る 世代 間の ア イ デ ン テ イ テ ィ の変容- 2 つの 大震災 を め ぐ っ て~

辻野理花 (甲南大学大学i淀)

( 2  ) コ ー プ こ う べ と 福祉 ・ ボ ラ ン テ イ ア 活動

鵜銅孝造 ( 甲 南大学文学部教授)

( 3  ) 阪神 ・ 淡路大震災か ら 学ぶ~震災 1 か月 の面接調査等か ら ~

野々 山 久也 ( 甲 南大学文学部教授)

( 4  ) 阪神大震 災 と 家族の再生- r神戸新聞』 に み る 1 年間の歩み~

清水美知子 (関 西女今院短期大学講師)

( 5  ) マ ス コ ミ の報道が非被災者の行動に及ぼす影響 に つ い て~横浜市での調査デー タ を も と に~

片 岡佳美 ( 甲南大学大学院)

( 6  ) 阪神大震災 と 情報通信

工藤保則 ( 甲南大学大学院) 奥野卓司 (関商学続大学社会学部教授)

( 7 ) 再生へ の 道 ~ フ ロ イ ン 堂 と モ ロ ゾフ の場合~

森田三郎 ( 甲 南大学文学部教授)

1 6 . 立命館大学|
阪神 ・ 淡路大震災復興計爾 に 関 す る 特別調査研究 プ ロ ジ ェ ク ト 概要

1 . プ ロ ジ ェ ク ト の内 容

( 1 ) 全体的 な枠組み

- 人文 ・ 社会 ・ 自 然の 諸分野の研究者 を糾合 し、 本学 に 蓄積 さ れた力量の総結集の上 に独 自性あ る 学際的 ・

総合的 な 学術的調査研究 を 推進 し、 高い水準の成果を篠実に産出す る こ と を 至上の任務 と す る 。

- 当初D (95年秋 ま で) 、 被災実態の総合的な調査と 「被災地の復興j 爾 に かか わ る 取 り 組み を 集中 的 に実施

し、 そ の成果の ヒに、 さ ら に 阪神、 京都 ・ 滋賀地区の 「今後J にかかわ る 取 り 組みへ と 展 開 し、 全体 と し

て 3 年 を 目 処に終了で き る 内容 と す る 。

- 当初 (95年秋 ま で) の 被災実態の総合的 な調査 と 「被災地の復興」 爾にかかわ る 取 り 組み は 、 被災地 に重

点拠点 区域を定め、 集 中 的 に 実施 す る 。

( 2  ) 防 災基礎認査 . GIS支援 (恭夜、共通部門)

将来に お け る よ り 有効 な 防 災対策 と 「危機管理J の指針 を 得 る こ と を 目 的 と し て、 ハ ー ド ・ ソ フ ト 両面か

ら 被災者 ・ 被災地の基礎誠査と 蒸礎資料の収集、 整理等 を 行 う 。 なお、 す で に先行的 に調査汚動 を 展 開 し て

い る 理工学部調査団 に 加 え て 、 人文 ・ 社会科学分野の ス タ ッ フ に よ る 調査図 を 編成 し、 緊急の 課題 と し て 、

被災者 に 関 す る 正確 な 実態お よ び当面の緊急 ニ ー ズ を 首司王をす る 。 よ り 兵体的 に は次の と お り であ る O

- 阪神地域の基礎資料の収集 ・ 整理

・ 震災復興デー タ ベー ス ・ シ ス テ ム 構築

・ 土地条件調 査 と マ イ ク ロ ゾー ニ ン グ

第一章@様々 な調査研究 605 



- 震災復興GIS (地理情報 シ ス テ ム ) の構築

・ 情報通信ネ ッ ト ワ ー ク 化

- 被災者の実態、 緊急ニ ー ズの調査

[体制案} 上記 ・ ~ ・ は、 理工系 山 田 (水環境工学) 、 伊津野 (耐震工学) 、 笹谷 (景観社会工学) 、 高橋 (環

境地理) 、 人文系 戸所 (都市地理) 、 石見 (都市紡災) 、 矢野 (GIS) 、 三上 (情報処理) 、 リ ム (社

会 シ ス テ ム ) ら を 中心に、 基礎共通部門 と し て推進す る 。 な お 、 - に つ い て は 、 RVC (本学ボ ラ

ン テ イ ア セ ン タ ー) で取 り 組ん だ学生諸殺の 協力 ・ 応援を 得て実施す る 。

( 3  ) 専 門部会

以下の 7 部会 を 設置 す る 。

A . 復興計画総括部会 (主査 石見利勝政策科学部教授)

以下の個別部会での検討 を 相互に調整 ・ 集約 し なが ら 、 そ の諸成果 を取 り 入れて総合 的 な復興計画の 立案

お よ び実施 に 関連する 次の諸課題 を 検討す る 。

- 都市構造機能 (将来構想 と 関連 し て ) 。

- 災)苦手 に 強 い 田Iづ く り ( フ ェ ー ル セ ー フ 機構 を組み込んだ都 市 の形成) 。

- 各穏物的開発技法の検討 (都市再開発に お け る 共同化 と 公 ・ 私空間問題) 。

B . 震災復興対 策 (行 ・ 財政計 爾) 部会 (主査 : 宮本憲一政策科学部教授)

こ こ では、 次 の 諸点が課題 と な る 。
. r住民の生存配慮J の観点か ら の 闘 治体行政の課題 (避難所にお け る ラ イ フ ラ イ ン の確保、 情報の収集 ・

整理 ・ 提供、 情報提供 シ ス テ ム の確立な ど) 。

- 即断力 ・ 機動力 ・ 総合判断力 と い っ た観点か ら の 自 治体行政組織の課題 (隣接 自 治体の援助体制の 整備、

自 治体 と ボ ラ ン テ イ ア と の協力体制lの確立、 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ 作 り に 対す る 行政の任務 な ど) 。

- 計i面i実現の た め の 各種実施手段 と 体制IJ (行財政制度 に 関 す る 諸問題金融 ・ 地震保険、 都市計爾の諸手法、

私権の 制 限等 を含む) 。

C . イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ュ ア ・ ラ イ フ ラ イ ン 部会 (主交 : 江頭進j合理工学部教授)

大震災で壊滅的 な被害 を 受 け た イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ュ ア ・ ラ イ フ ラ イ ン の復旧

・ 再建 に かか わ っ て、 以下の項 目 につ い て調査 ・ 研究 を 行 う 。

- 今後 の ラ イ フ ラ イ ン (上下水道 ・ 電気 ・ ガス な ど) 整備の基本方針

- 今後の交通計画 (防災面か ら 見た 交通施設整備の指針、 特 に避難緑地、 避難路の確保 な ど) 0 

- 緊念、 と 復興の た め の交通計爾 (緊急時の 日 動車交通管理、 復18 ・ 復興の た め の物流管理動脈 (食品 ・ 日 用

品 ・ 医薬 品 な ど) と 静脈 (がれ き 処理) 。

D . 住宅政策部会 (主査 : 高 田昇政策科学部教授)

安全で快適な居住環境 を創造す る た め の住宅政策 を 提言す る 。 主 な 内符 と し て 、 住宅供給施策、 歴史的町

立主み を重視 し た 住宅地形成の指針、 集合住宅の計爾 と 供給 ・ 管理 シ ス テ ム の 開発等が挙 げ ら れ る 。

- 住宅被災状況の類型化

- 住宅供給施策 に対す る ニ ー ズ分析

- 景観調査お よ び住宅計爾モ デル作成作業

E . 産業復興部会 (主交 : 二場邦彦経営学部教授)

火震災の復興過殺 を 次 の 3 点 に 中心 を お い て 追 跡 し 、 京滋地区での災存対策に役立‘ て る 。

- 災察に よ る 企業活動の停止 ・ 中断 ・ 総小 な どの 伴 う 緊急の措置の あ り Ji (資金決裁関係、 資金供与、 雇用

関係変化への対応 な ど) 。
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- 地域再建 と 地場産業の復興過程 (長悶 区 の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 産業 を 中心 と し て ) 。

- 今図の経験が災害対 策 と い う 点で企業マ ネ ー ジ メ ン ト シ ス テ ム に与え る 影響 (災害対策の位置づけや方法

な ど) 。

F . 社会 シ ス テ ム 部会 (主主筆 : 辻勝次産業社会学部教授)

災害発生侍 な ら びに災害復興過程に お い て は、 物 的環境の整備は も と よ り 、 被災者への情報の伝達、 迅速

かつ適 切 な物 資搬送、 医療 ・ 福祉専 門家集団の支援活動、 精神的安定 を 促す文化的ケ ア な どの ソ フ ト な対応

が重要な役割 を 演 じ る 。 こ の よ う な社会 シ ス テ ム を 形成 す る こ と が災害予防 に も つ な が る の で あ る が、 こ れ

を 被災地内外の地域住民級織悶の様々 な ネ ッ ト ワ ー ク を 活用す る こ と に よ っ て達成す る 仕組み の可能性 と 条

件 と を 、 実態調査を も と に分析す る 。

具体的 に は 、 社会学理論、 労働問題、 住民組織論、 異文化問 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 地域言i同学、 メ デ ィ ア

論、 現代思想、 心理学、 社会裕祉等の研究者の参加 を 得 て 、 次の諸項 目 を 中心に、 危機管理 シ ス テ ム の本質

と 震災復興の意義 を学際的 に解明す る (基礎研究 を 含 む) 。

- 震災 と 地域特性

・ ボラ ン テ イ ア活動

・ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ レ ベ ル の 危機管理 シ ス テ ム の分析
. 生活協同組合の役割

・ 地域福祉 シ ス テ ム の 臼 常的機能

・ 社会階層構造か ら み た 被災者属d性

・ 危機管理 と 情報、 メ デ ィ ア の役割

G . 都市環境部会 (主恋 仲上健一政策科学部教授)

震災直後、 被災者は水不足、 下水道の無機能化、 ごみ堆穏 な ど に よ る 生活環境の悪化 に非常に苫 し ん だ。

ま た、 こ れ ま で、 神戸市の都市景観の シ ン ボルであ っ た歴史的建造物 も 多数被害 を 受 け た 。 被災地での生活

環境 にかかわ っ て、 以下の項 目 に つ き 研究 を行 う 。

・ 環境聞か ら の 被災実態の把握

- 被災地での廃棄物処理 シ ス テ ム

・ 医療 ・ 保健、 教育 ・ 文化

・ 歴史的建造物の保存 と 修復

( 4  ) 情報 ネ ッ ト ワ ー ク 作 り 、 研究者交流等 (事務局)

・ 中央 ・ 地方の各関連機関 な い し地方 自 治体 (県、 市 町村) 、 日 赤、 企業そ の他のNGO、 医療 ・ 教育機関等

と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

研究者の交流、 国際会議 ・ シ ン ポ ジ ウ ム 等 の 開催。

ニ ュ ー ズ レ タ ーの発行 な ど に よ り 活動状況 を 共有化 し、 ま た全学に知 ら せ る 。

* なお、 ニ ュ … ジー ラ ン ド領事館 ( S . ベ イ ト ン) か ら提案の あ る 「新ニ ュ ー ジー ラ ン ド地震チ ー ム J と の

間際交流 も 検討す る 。

( 5  ) 妨災 ボ ラ ン テ ィ ア協力 と f ボ ラ ン テ イ ア 活動 J 研究 (基礎共通部門、 事務潟等)

被災地 に お け る 今後 の ボ ラ ン テ ィ ア 活動、 特 に 本学のRVCの今後の あ り 方 の 検討、 地域住民 を 主体 と し

た計極iづ く り が今後の復旧計爾で 中心課題 と な る と 怠わ れ る 中で、 公共機関 と 地域住民 と の 間 で生 じ る 種々

の課題に対処す る た め、 各分野の専門家集聞 か ら な る 紡災 ボ ラ ン テ ィ ア ( い わ ば プ ロ ・ ボ、 ラ ン テ イ ア) の活

用法の検討、 さ ら に 、 若者 ・ 学生遠のボ、 ラ ン テ イ ア 活動がそ の 人格の形成 ・ 発達 に お い て も つ 意味の検討。

Il . 運営体制
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( 1 ) 基本的 な 考 え 方

- 広 く 地方 自 治体、 民間企業 な どか ら社会的支援 ・ 協力 を得つつ も 、 学術研究機関 と し て の本学が取 り 組む

プ ロ ジ、 ェ ク ト と し て、 研究の 自 主性 を 堅持 す る 体制 を組む。

- 人文 ・ 社会 ・ 理工の全学的 な 力 を 結集で き る 組織体制j を 敷 く 。 た だ し、 具体的 な メ ン バ ー は 、 実質的 に 深

く プ ロ ジ、 エ ク ト に コ ミ ッ ト し、 こ れ を 主体的に推進す る 意欲 と 条件 を も っ者で編成す る 。 必要があれ ば、

その条件を保i毒す る 。

- 事態の推移 に 迅速に 対 応 で き る 機動性 を も っ た 体制 を組む。

- 参加ス タ ッ フ の 「偶人研究」 と プ ロ ジ ェ ク ト 全体の 「共同研究」 の椴互促進的 な 関連 に 留 意 し、 研究成果

の個別発表、 デー タ の 公表、 報告書作成等に お い て 配慮す る 。

( 2 )  I プ ロ ジ、 ェ ク ト 運営委員会j の設置

- 運営委員長 . . . . ・ H ・ -佐 々 波政策科学部客員教授

. 問副委員長. . . ・ H ・ . . 山 田i享理工学部教授

- 運営委員 … ・ ・ ……各部会チ ー フ (石見 ・ 宮本 ・ 江頭 ・ 高 田 ・ 二場 . J上 ・ 仲上)

・ 事務局 ・ ……… ・ υ石見手iJ勝政策科学部教授、 古川 i 忠賞特別研究員

- 研究部長… … ・ ・ ・ 上 回寛法学部教授

( 3  ) 専 門部会

上記A - G の 7 部会 と し、 そ れ ぞれ に チ ー フ を お く 。

( 4  ) 事務局

・ 事務局長・ ・ ・ ・ ・ ー ・ 石見利勝政策科学部教授

- 司事務局 員 … ・ ・ ・ ・ 古川忠寛特別研究員、 ア ルバ イ ト 2 名 ・ 山 田 占隆 森島松代 (研究所事務室管轄)

( 5  ) 本学大学院学生の積極的な協力 ・ 参加 を 将 びか け る (参加形態 は多様で あ り う る ) 。

ま た、 こ の ブ ロ ジ、 エ ク ト を 基礎に、 学際的 な大学院議義 を 実施す る こ と も 検討す る 。

( 6  ) 阪神、 京滋地区の地方 自 治体お よ びこ の プ ロ ジ ェ ク ト に賛同 す る 企業 か ら 、 職 員 を 「特別研究員 J と

し て招 致す る な ど、 種 々 の形態での支援 ・ 協力 を 得 る 。

( 7 ) 全体の責任部局 と し て は 、 研究委員 会の下で、 研究部が当 た る も の と す る 。

4 . 作業期 跨

( 1 ) 社会的、 学問的 な 評偏にi耐え う る 、 水準の高い成果を 、 3 年 内 を 日 処に確実に公表す る も の と す る 。

( 2  ) 緊急 を 要す る も の は可及的速やかに実施す る 。

- 現地調資

・ 情報ネ ッ ト ワ ー ク 作 り 、 情報収集活動

・ 防災ボラ ン テ ィ ア協力活動

( 3  ) 災害復興 に かかわ る 問 ・ 地方 自 治体 な どの動 き と の 関係随時、 必要に応 じ て、 先 導 的 な提言活動 を 推

進す る 。

< 参考文献等 >

『特定研究 「兵庫県溺部地震 に 掬す る 総合研究J，I くhttp : //www. kobc-u. ac. jp/-quake/>

『阪神 ・ 淡路大震災復興計画に 関 す る 特別調査研究 プ ロ ジ、 エ ク ト 設立趣意書j
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<http : //www. ritsumei. ac. jp/kic/eゐ匂tdocs/gaiyoul. html> 

『兵庫県立 4 大学阪神 ・ 淡路大震災復興特別研究成果報密書 平成 7 年度及 び 8 年度j 兵庫県立 4 大学 1997年 3

月

f神戸総船大学震災研究会研究報告 第 l 号j 1996年 1 月

f神戸商船大学渓災研究会研究報告 第 2 号j 1997年 1 月

f激震ーその と き 大学人は 阪神 ・ 淡路大震災 関西学続報告書 j 阪神 ・ 淡路大震災関西学院報告書編集委員会

編 学校法人関西学院 1 996年 2 月

f 阪神大震災の記録 2 阪神 ・ 淡路大震災 と 法j 潮海一雄編 甲南大学阪神大震災調査委員会 1997;ド 3 月

f 阪神大震災の記録 3 復興の政治経済学』 藤本建夫編 甲南大学阪神大渓災調査委員 会 1 997"1ミ 3 J]

?板神大渓災の記録 4 大震災 と ア ン ト ゥ ル ブ レ ナ ー シ ッ プJ 北津康男編 甲 南大や阪神大震 災誠査委員 会 1 997 

3ド 3 月

f 阪神大震災の記録 5 阪神大震災 ・ 心の風景j 斧谷禰守 一編 甲南大学阪神大震災調査委員 会 1 997年 3 月

『 阪神大震災の記録 6 j 森田三郎編 甲南大学阪神大震災調査委員 会 1997年 3 月
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l 第二章 各種シ ンポジウ ム @ セ ミ ナ日 @ イ ベ ン ト 等
1995年 (平成 7 年) 1 尽 か ら 1997年 (平成 9 年) 1 月 の間 に開催 さ れた震災関係の各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 を 下 記の テ

ーマ別に分類 し、 r，司 催 日 瀬の表に し た。

l 科学 ・ 技術

2 . 行政 政治

3 . ま ちづ く り (都市計画、 建築)

4 . 産業 労働 (経済 ・ 情報)

5 . 保健 . 1>(療

6 . 福祉 (高齢者、 身障者、 外国人支援)

7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民j言動

8 . 環境

9 . 文化 ・ 教管

10. く ら し (生活支援、 仮設住宅、 法律支援)

11. その他

なお、 「板神 ・ 淡路大震災周年記念事業」 に つ い て はりを付 し た。

1 . 科学 ・ 技術

開催 日 事業名

95/ 1 /28 日 本の近未来 を 問 う 「阪神大震災 と
都 市i坊災J

。5/ 2 / 8 土木学会緊急報告会

95/ 2 /13 土木学会緊急報告会

95/ 2 /14 災害シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 2 /16 土木学会緊急報告会

95/ 2 /18 震災復興の ための 2 . 187 ォ ー ラ ム

95/ 2 /19 阪神大震災関連 ・ 緊急講演会

95/ 2 /21 土木学会緊急報告会

95/ 2 /22 土木学会緊急報告会

95/ 2 /23 土木学会緊急報告会

臼5/ 2 /25 なぜ大破壊が起 こ っ たのか

95/ 2 /25 地震防災緊急 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 2 /27 土木学会緊急報行会

95/ 3 /  6 � 8  ア ジ ア地域原子力協力 凶際会議

95/ 3 /26 シ ン ポ ジ ウ ム 「惑星地球と 地震」

95/ 3 /27 シ リ ー ズ防災 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 4 / 5  第 2 回 阪神大震災復興のための シ リ
ー ズ シ ン ポ ジ ウ ム 「活断層 と 鮒震設
言rJ

95/ 4 / 7  防災 シ ン ポ ジ ウ ム 阪神 ・ 淡路大震
災に学ぶ

百5/ 4 /14 ち ょ っ と 待 っ た駁神高速の復旧

95/ 4 /15 検証 ! 直 ド型地震 と 東京の防災

95/ 4 /15 阪神大震災に 関す る シ ン ポ ジ ウ

95/ 4 /22 緑の防災都市への提言

95/ 4 /28 島原 阪神災害 シ ン ポ
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主催者

B 本科学者会議

土木学会

土木学会

土木学会

日 本科学者会議

日 中親交会

土木学会

土木学会

土木学会

兵摩物Jll!.サ ー ク ル

日 本科学者会議

土木学会

原子力委員 会

地球惑星科学関連学会、 日
本地震学会

越幸子市

関西経済同友会

武蔵野市

日 本科学者会議東玖支部

ス テ ム学会

活力 あ る 人間 ・ 文化都 市神
戸復興 を め ざす研究

復興 ネ ッ ト ワ ク

会場 備考

大阪市立大学 分科会、 報告

東尽都内

大阪市内

豊中市内 パ ネ ル (鐘ケ江 . 前島原
市長他)

仙台市内

市民運動家、 経営者、 縞
祉の専門家

泉佐野市社会福祉セ ン タ 講演

広 島市内

| 福岡市内

品松市内

県立鈴蘭台高校 報告

大板市丘労働会館 報告 (室精 神大他) 、
総括討議

名 市屋市内

東京

科学技術館サイ エ ン ス ホ
- Jレ

市民会館 基調講演 (佐藤) 、 パ ネ
Jレ

大阪市内 講演 (藤田和夫)

武織野公会裳 パ ネ ル

大阪市内 パ ネ ル (塩崎、 商) 1 1他)

飯旧橋セ ン ト ラ lレプラ ザ 講演 (藤井 : 茨城大)

関西大学記念会館 シ ン ボ (塩沢他)

兵庫県私学会館 講 演 ( 石 川 幹 子 : 東 工
大)

長崎県島原市内 パ ネ ル



開催 日 事業名

95/ 5 / 6  -27 阪神地域 と 自 然災害 ( 公 開 譲 渡 4
["1) 

95/ 5 /16 災害時 にお け る情報ニ ー ズ と 情報捻
供のあ り 方

95/ 5 /16 大震災の教訓11 と 父通恭盤整備を 考 え
る

95/ 5 /21 み ん な で考 え よ う 地援 と 原発の危険
な 関 係

95/ 5 /22 防災講演会 「阪神 淡路大震災に学
ぶj

95/ 5 /27-28 阪神大震災 と 法

95/ 5 /27 地震防災対策 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 5 /28 阪神大渓災を考 え る f危機管理j の
危険性

95/ 5 /31 地援対策 フ ォ ー ラ ム

95/ 6 / 1 - 3 地震 予知及び防災工学 に 関す る フ ォ
ラ ム

95/ 6 / 5  地震妨災 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 6 /26 川西 日 本大地震j と わた し た ちj 講
i寅と シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 6 /27 阪神大震災に学ぶ 1 . 17兵庫 県 南
部でやIが起 こ っ た のか

95/ 7 / 7  兵庫県地学会研究発表会

95/ 7 /12 土質工学研究発表会特別セ ッ シ ョ ン

95/ 7 /16 地震災害 と都市 住民の安全

95/ 7 /20 地震予知 と 建造物被害に つ い て

95/ 7 /31 兵庫県南部地震の被害調査研究報資
ノ五、

95/ 8 / 2  - 4 地域防災計調実務者セ ミ ナー

95/ 8 / 5  - 7  法社会学神戸会議

95/ 8 / 7  - 宮 地球科学の新 しい流れ 地震 ・ 大陸
変形

95/ 8 / 7  兵庫県南部地震の被主堅調査研究報告
ヱ之�、

95/ 8 / 7  防 災 と 災害救援フ ォ ー ラ ム

95/ 8 /22 地震災害 と 危機管理

95/ 8 /22- B 本特別活動学会第 4 医大会

95/ 8 /30 道路防災講演会

95/ 9 / 1  特別 シ ン ポ ジ ウ ム f21世紀の都市創j
迭 と 防災」

95/ 9 / 2  神戸 大学公開講座 「被災 ・ 復興 ・ 紡
災 阪神 ・ 淡路大震災が問い か け る
こ と j

95/ 9 / 2  兵庫教育大学公開講座 「阪神 ・ 淡路
大震災が教え て く れた も のJ

主催者 会場 備考

関西学院大学 関F耳学院大学 議議

高度情報化推進協議会 同協議会会議室 講演 (清水信一 ' 神戸新
関子士)

交通運輸政策研究会 大阪府青少年会館 パ ネ ル ( 安 部 。 際 西 大
他 )

税原発兵庫連絡会 兵庫県教育会銭 講演

飯田市 飯田文化会館 講演 (吉村秀実 : NHK) 

日 本土地法学会 神戸学院大学 報告 (室崎 神大、 岡 田
{由)

消防庁 神戸国際渓不場 コ ンペ ン (採掘 : 慶応 、 室 崎 神
シ ョ ン ホ ー ル 大 )

尼崎市労働縞社会舘 報台、 討 論

民都 リ サ} チパー ク KRPハ ズ ホ ー ル 講演 (安藤 町 京大防災研
究所他)

科学技術庁 静岡市紡災セ ン タ ー

尼崎市消防局 尼崎市中小企業セ ン タ ー 議i寅 ( ，島 田 . 神 大) 、 パ
才、 yレ

(財) 大阪21世紀協会、 大 大阪商:工会議所 講演(M池 尽大、 岡 田 :
阪商工会議所 京大、 高 日1 : 神 大他) 、

パ ネ ル

伊丹市教育委員会 伊丹市立総合教育セ ン タ 講演 (í車田)

兵庫県地学会 神戸市総合教育セ ン タ ー 報告 (亀村、 中村 、 今井、
野村他)

大阪大学 ・ 大阪市教委 大阪市中央公会堂 講演 (池内、 池谷、 井上、
吉 締 )

ひ ょ う ご科学技術創造協会 兵庫県民会館 講演 (茂木 予知連、 品
田 神大)

尽都大学紡災研究所 大阪科学技術セ ン タ 報 告 (安藤雅孝 : 尽大防
災研他)

京都大学防災研究所 京大会館 事例報告他

神戸大学法学部社会学講座 神戸 国際会議場 講演 (宮津 : 神大、 二本 :
神戸新隠他)

神戸大学理学部 神戸大学理学部 講座

京都大学防災研究所 東尽建築会館 報告 (安藤雅孝 京大防
災研他)

防災問題研究所 東京都内 報告 (船木、 F長崎) 、 パ
ネ ル (長尾{也)

大阪科学技術セ ン タ ー 大阪科学技術セ ン タ } 講演 (安藤雅孝 白 京大防
災研他)

g 本特別活動学会 武庫川女子大学 パ ネ ル ( 防 災 教 育 関 係
者)

道路保全技術セ ン タ ー 大阪 リ サ イ タ ルホ ー ル 講演 (高冊 。 神大、 田 中
作家)

日 刊 工業新!謂社 神戸尚工会議所ホー lレ 講演 ( 笹 山 、 tl妓他) 、
パ ネ ル

神戸大学 神戸大学 講座 (10月 28日 ま での毎
七 醸 開 催 9 月 23 日 除
く )

兵康教育大学 兵庫教育大学付属図書館 講座 (10 月 28 日 ま での毎
ホ ー ル 土 曜 凋 催 告 月 23 R 除

く )
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務催 日 事業名 主催者

95/ 9 / 19�21 上木学会 (震災調査研究成果発表) 土木学会

95/ 9 /26 ドi燦セ ミ ナ- r紡災 と 都市 ・ 地域開 立命館大学 ・ 函連地域開発
発」 セ ン タ ー

95/10/27 全1']治J�ι市町村津波防災サ ミ ッ ト

95/10/27�29 日 本地震学会 日 本地建造学会

95/11/ 2 安令l't こ の関われる も の エ ム テ イ エス ジ ャ パ ン

95/11/ 9 水 上 防災 フ ェ ア | 神戸市水 上消防署

95/11/18 防災 復興市民 フ ォ ー ラ ム 95

95/11/23 あ な た の家の地 下 は安全ですか

95/11/25 続 神J ;発阪神大震災以後

95/11/26 地学現象を ど う と ら え る か

95/11/26 地震ブ オ ー ラ ム

95/11/26 都 Itiふ と 直下烈地震

95/12/ 3 丙 fl 本の地震活動の特性 と 兵庫i泉南
部地震

95/12/ 4 ! 前兆五正 ， j-1519 ! J か ら み た 地震予
主IIの可能村

95/12/ 5 阪神大震 災 と 活断層

95/12/ 7 - ア ジ ア 防災会議

95/12/ 7 都市の地事案 と 大震災

95/12/ 8 �1O 市民 と NGOの 「防災J 国 際 フ ォ ー
ラ ム (つ

96/ 1 /10� 都 市地震災害問際 シ ン ポ ジ ウ ム ド)

96/ 1 /11 酷{神 ・ 淡路大震災の報告

96/ 1 /11  次の大地震に備え る 予知は可能か

96/ 1 /12 兵庫県南部地震の仕組み

96/ 1 /14 兵庫県 南部地震 と 地震の科学

96/ 1 /15 日 米市民 ブ オ ラ ム m神戸 「社会的
支援を必要 と す る 人 た ち が安心 し て
事事 ら せ る 新 し い社 会 シ ス テ ム づ く
り j

96/ 1 /15�21 尼崎 ・ 阪神 ・ 淡路大渓災防災パ ネ ル
展 ( ')

96/ 1 /16 危機管理を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 1 /16 防災 と 消防 シ ン ポ ジ ウ ム
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神戸新聞社、 防災 ・ 復興 コ
ン ベ ン シ ョ ン95実行委員会

芦尾の ゴ ミ を 考 え る 会

神大第 2 諜f'l社会科学研究
JュL、

県立人 と 自 然の博物館

神大学偉i祭災計委員会

尽大学訴i祭実行 委 員 会

県立 人 と 自 然の博物銘

大阪市立大学文化交流セ ン
タ ー

大阪市立大学文化父流セ ン
タ

図士庁{血

大阪市立大学文化交流セ ン
タ ー

í1îJ'\'; と NGOの 「 防 災 J IJ:] 
際 フ ォ ー ラ ム 実行

同 シ ン ポ ジ ウ ム 吉区行委員会
(兵庫県、 神 戸 市、 21世紀
ひ ょ う ご創造協会他)

照明学会演頭支部

日 本経済新開社

尼崎市

神戸市教育委員会、 神戸市
立青少年科学館、 神戸新隠
宇土
た ん ぽぽの家 (奈良市)

尼崎市防災普及協会

宝塚 ま ちづ く り 研究所

i再妨Jì二

会場 備考

松ll1f!i
。:命館大学末111記念会館 幸町号、 パ ネ ル (一場、 乾、
ホ } ル Kim他)

岩 手県大船渡市 パ ネ ル uヒ村 . 芦屋市長)

書争目増大学

ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 講演 (柴田 . 績浜田大)
(東京)

ア シ ッ ク ス 本社 ピ ル 報 ;-!j

神戸 図際展不場 議j貞 (鳴海) 、 パ ネ Jレ (黒
HI 守 神大、 Ql、 義鳥、 鶴
来、 森崎)

llIil学B号/lfj 講演 (大谷昭宏)

神大国際文化学部 議i東 (i!'i丹一道雄)

県立人 と 自 然の博物館 講演 (小林文夫 . 同研究
部長)

神大国際文化学部 パ ネ ル ( 市会議員他)

広大工学部 8 番教室 講演 ( 七地主憲- - . 京 大工
手;��)

県立人 と 自 然の薄物館 議j寅 (lf池和夫 : .Jj(大)

大阪市立大学文化交流セ 講演 (弘原海晴 : 大阪 市
ン タ ー 大 )

大板市立大学文化交流セ f晶j窮 (平野呂繁 大級市
ン タ ー 大)

神戸国際会議場

大阪市立大学丈化交流セ 講演 (中J l I康一 ・ 大阪市
ン タ ー 大)

神戸国際会議場 パ ネ ル (草地、 平旬、 7
イ リ ピ ン司H，-，災害セ ン タ
一、 イ ン ド災害緩和研究
所、 外務省他)

神戸国際会議場 10 [::1 現地視察 (復興促進
医域) 1 l 日 講演 (村瀬 ι
ぷi土庁防災局長) 、 報告
( ア メ リ カ 、 メ キ シ コ 、
ト ル コ 、 芦原市他人 パ
ネ ル ( 山棟、 室崎、 笹山、
北村他人 12 日 現地祝祭

(神戸港) 、 報告 ( ア メ
リ カ 、 マ ケ ド ニ ア 、 中図、
東京) パ ネ ル (月 属、 吉
m 京大、 小久保)

大阪中央電気倶楽部 講演

日 経大阪本社会議室 講演 (弘原海渚 ー 大阪市
大)

尼崎市紡災セ ン タ ー 講演 (尾池和夫 京大)

市立青少年科学館 講演 (寺島 神戸大)

兵庫県民会館 講演 (林 a 泉大、 カ リ 7
オ ル ニ ア 州 民 問 機 関 ) 、
ノ く ネ ル (谷口) 他

尼崎市防災セ ン タ ー

ア ピ ア ホ } ル 討 論

東京消紡fr消紡学校 パ ネ ル (消防関係者)



開催 日 事業名

96/ 1 /17 メ モ リ ア ル コ ン フ ァ レ ン ス イ ン コ ウ
ベ ー こ こ ろ 豊かで安全、 安心な社会
を

96/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災の も た ら し た も の

96/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 を め ぐ る 教職員 ・
学生対 話集会 あ れか ら 1 年」

96/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災総合 フ ォ ー ラ ム
(勺

96/ 1 /17 。りすいずみ会 ・ f家庭でで き る 紡災
対策 ( 1 年間 を ふ り か え っ て) J (つ

96/ 1 /17 自 然災:ξ と 地域 を 考 え る 島原の教
llIJ 

96/ 1 /18-19 メ モ リ ア ル ・ カ ン フ ァ レ ン ス ・ イ

ン ・ コ ウ ベ こ こ ろ 豊かで安全、 安
心な社会 ( つ

96/ 1 /19 ?と術講演会

96/ 1 /20 日 主防災シ ン ポ ジ ウ ム 「高槻はだい
じ よ う ぶか、 あ な た は だい じ よ う ぶ
か」

96/ 1 /20 地震災害時に お け る 紡災 ・ 救援 シ ス
テ ム を 考 え る 「 日 米市 民 フ ォ ー ラ
ム J

96/ 1 /20-21 fj 本土地法学会関西支部の学会 大
震 災 と 法

96/ 1 /20 防災 シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 1 /21 兵庫県の活断層 を 診断する

96/ 1 /22 7 オ フ ム 「東京の震災対 策 を 考 え
る j

96/11/23 非常通信セ ミ ナ ー 「防災 シ ス テ ム の
望 ま し いあ り 方J (つ

96/ 1 /25-26 阪神大震災 に 関 す る 学術講演会

96/ 1 /27 安全科伊公開 シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 1 /27 県立 4 大学震災研究総合学術 シ ン ボ
ジ ウ ム ( つ

96/ 1 /27 市民特別講演会 「 あ な た の 町 と 地
震」

96/ 1 /27 復興への み ち し る べー県立 4 大学震
災総合学術研究ー

96/ 1 /29 安全への工学的ア プ ロ ーチ

96/ 1 /30 大震災か ら の教訓

96/ 1 /30 東浦町 ・ 阪神 淡路大震災伝承式典
「安全 に 暮 ら せ る 主ま か な ま ち の建設
の た め にJ ( つ

96/ 2 / 1  ガス 地震ミ対策セ ミ ナ ー

96/ 2 / 1 - 7  1塚市 ・ 波神大震災記録写真展 (鵠
本昭二 「鎮魂」 展) ド)

96/ 2 / 3  あ な た の 町 と 地震

96/ 2 /10 地震学講朕 (地震発生 の メ カ ニ ズ
ム )

主催者 会場 備考

組織委員会 ( 七本学会、 建 神戸 国際会議場 特 別講積 (JU民 ) 、 分科
築学会、 兵庫県等) 会、 号、イ本会議

神戸大学 神大農学部大教家 日空i寅 (事淵、 旗頭、 丸谷)

神戸栽，�n女子大学 神戸親和女子大学 王室 災 直 後 の 体 重量 を も と
に 、 学年 と 教職員が今後
の大''tの妨災に役立 て る

国ゴ-.11'、 兵庫県等 ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸 報行 (鈴木悶 t:rí'長官、
災 以 知 事 ) 、 講演 (下河
illì芋 }

伊丹いずみ会 兵庫県伊丹合同庁舎 体験活動報告

徳島祭河南市 向 南 ひ ま わ り 会館 講演 鋳ケ江管ー (前島
JJ;{ r有長)

土木学会 ・ 建築学会、 地震 神戸関際会議場 講演 O!版、 6 分科 会 ) 、
学会、 県、 神戸市他 ノ 〈 ヰ ル

土木学会辺倒支部他 徳島県郷土文化会館 議i賓 (UJ 上 : 徳大、 杉戸、
J1!l J )  

高槻ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 高槻市生涯学制iセ ン タ ー パ ネ ル (寒川 : 工業技術
院、 藤本、 奥山、 )1 1 口)

たんぽぽの家 (奈良市) 寝屋川市 中 央公民館 議i寅 (林 . 民大) 、 カ リ
フ ォ ルニ ア州民間機関、
パ ネ ル (谷口他)

甲南大学i朝海研究室 甲南大学 議i民

猪名川 町 猪名川 町 イ ナ ホ ー ル 幸並行、 討論

県立人 と 自 然の博物館 来立人 と 自 然の博物館 講演 (問 団篤正 京大)

文祥堂銀座 ピ ル 講演 (小林 . 東京京橋消
防事長)

郵 政 省 近 畿 電 気 通 信 監 理 神戸ハーハー ラ ン ドニ ユ 講演 (太田裕、 上原邦昭)
局、 近畿地方非常通信協議 ー オ ー タ ニ パ ネ ル (山 口一史他)
45王、
日 本土木学会館 東京 中央大会 講演

国際前等研究所、 21世紀の 大i坂MID シ ア タ ー 講演 (貝原俊民、 小田稔 :
関 西 を考 え る 会、 他 高 等研) 、 パ ネ ル ( 薬 師

寺 . 慶大、 吉田 . 中大)

県立 4 大学 神戸商科大学 シ ン ポ ジ ウ ム

地盤工竿会、 宇治市 宇治市生涯学習 セ ン タ ー 講演 (安藤 . ぷ火、佐藤 ・
京大)

県立 4 火学 神戸 商科大学 報告 (松83 : 姫工、 北野
神話者、 片 田 看護大) 、
パ ネ ル

東大生産技術研究所 東大生産技術研究所 議i直 ( 両 国怪労他)

東京都 東京都庁 講演 (北村春江 芦屋市
長)

東浦町 東浦サ ン パー ク 多 目 的ホ 講演 (仲井毅 神戸気象
- )レ 台)

近畿通語王将 大阪 ・ 国民会館 感凋通 (大阪大)

支塚市+教育委員会 宝塚市立東公I込書室

荷槻市 高槻市現代劇場 尾池 (京都大) 、 土岐 (泉
都大)

伊丹市交中央公民館 伊丹市立中央公民館 講演 梅田 吋 l
災研)
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開催 日 害事業名

96/ 2 /17 瓦民桜は地震に��いのか

96/ 2 /17 地緩!'f講座 cì吉断層 と 歴 史地震の検
証)

96/ 2 /17 あ な た の家 を 診断 し て み ま せんか P

96/ 2 /24 地震学講座主;

96/ 2 /27 今後の防災対策 について

96/ 2 /28 阪神 淡路大震災から の都市耐震 シ
ス テ ム への教員111

96/ 3 / 6  地霊室長l際会議開幕

96/ 3 /16 災需 と ト イ レ を考 え る フ オ } ラ ム &
交流会

96/ 4 / 5  活断層の調査結巣について

96/ 4 /17 神戸大':'f:セ ミ ナ ー 「忘れ ない と い う
こ と 緩災を主fJ ら な い新人生へJ

96/ 4 /25�26 廃棄物学会災苓廃棄物 フ ォ ー ラ ム

96/ 4 /28 り ん く う 明 日 の防 災 を 考 え る

96/ 5 /30 災努保障連絡会議

告6/ 6 / 3 第14回土砂災害防止月 間推進の集い
全国大会

96/ 6 / 7  第16図総会 ・ 研究大会

96/ 6 /27 「兵庫県南部地震 を 考 え る J

96/ 7 / 9 �11 阪神 淡路大震災の体験 ・ 教訓 に 学
ぶ防災特別セ ミ ナ ー

96/ 7 /27� 96汎太平洋災害会議
8 /〆 4

96/ 8 / 5  近畿被災建築物危検度判定協議会

96/ 8 /19�20 「妨災学を 地域防災計画に生かすJ

96/ 8 /21 日 本地震学会研究父流集会

96/ 9 / 1  防災&救急 フ ェ ア ー

96/ 9 / 7  神戸救急 フ ェ ア ー '96

614  第 二主主@各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

国産材 住宅推進協会

伊丹市立中央公民館

新 日 本建築家協会近畿支部

伊丹市立中央公民館

備 え を 常 に 防災inKINKI

日 本地質学会他

科学技術庁

日 本 ト イ レ協会、 神戸周際
ト イ レ ソ ピ ア の会

兵庫県建築復興セ ン タ ー

神戸大学震災セ ミ ナ 一 実行
委員会

廃棄物研究財閥大阪研究セ
ン タ ー

り ん く う 防災 ブ オ ラ ム 笑
行委員会

兵庫県、 全凶労働者福祉 ・
共済協会、 日 本生活協同級
ノ仁、1 :3ヨ商Eメ仁、'ì �ミ

建設省、 兵庫県、 神戸市鈎

日 本 計 爾行政学会関西支部

県立人 と 自 然の博物館

日 刊 工業新開社

建設省

尽都大紡災研究所

日 本地震学会

神戸市消防局

会場 備考

エ ル ・ おお さ か 講演 : 全国陶器瓦鉱業組
ぷI込rJ止itU日込ノ以ふ

伊丹市立中央公民館 議淡 . 斎藤 (i皇子門大)

梅田ス カ イ ピル 議i謀 。 三i畢文子 (建築家)

伊丹市立中央公民銭 議機 ， 梅田康弘 (京大紡
災研)

毎 日 新開 オ ーバ ル ホ ー ル

千葉市内 報 告 鈴木他

神戸 国際会議場 植1良茂次 (紡災科学技術
研究所) フ ィ リ ピ ン 、 イ
ン ド ネ シ ア、 ト ル コ 、 米
["1政府関係者 ・ 学者

兵庫県民会館 講演 林 (神戸 市 環境保
険研究所)

神戸市産業振興セ ン タ ー 主主Jl I (i量産省工業技術院
地質調査所)

神戸大学 講演 llJT 浩司 (実行委
民 代表)

神戸市産業振興セ ン タ ー

泉佐野市 ・ り ん く う パパ 講演 ι 泉 南市長
フ

神戸市内

神戸 間際会館ハーパー ラ 議 液 中 野康雄 ( 建 設
ン ド プ ラ ザ 省 人 中村孝 (神大) 、 i度

辺行雄 (県{砂紡諜)

神戸凶際会議場 大久保 討 ー (荘i 愛 大 ) 、
衣笠達夫 (流通科今大) 、
安 日l:lH'f (神戸大) 、 上
m雅治、 松i畢俊雄、 草薙
filff官、 山本誠次郎、 冨田
安犬、 :fi井郁次郎、 福 島
徹、 野口径、 森伝之、 山
本政人、 仲 上 健一、 大久
保ぷ一、 ノj、森星児、 加藤
恵、正、 斉藤1;{雄、 津田和
明 、 本湾j正母j

県立人 と 自 然の博物館、
他県 下文化会宣言数筒所

タ イ ム 24 ピ ル 講 演 。 山 本 光 昭 ( 厚 生

河野正賢 ( 日 赤) 飽

カ ナ ダ ・ ノミ ン ク }ノミ 高校生の意兇発表

県公鎗 出 席 ( 2 府10県50 人 ) 、
今井副知事、 柴田高博

大阪YMCA会館 19 日 公 開 講康 ( 亀 田 弘
行 教授、 i可田恵昭 . 教
授) 20 日 パ ネ ル (学者、
行政幹部)

東大地震研究所 発表 (酒井久 : jJlj減品、
関 本義雄 大阪教育 セ ン
タ 一 山下輝男 : 東大他)

須磨パ テ ィ オ買 い物 ・ 駅
広場

コ ー プこ う べ 「 シ ー アj



開催日 事業:t

96/ 9 /13 神戸後輿チ ャ リ テ ィ ー講演会

96/ 9 /16�18 [l 米地緩 シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 9 /20 阪神高迷復旧記念シ ン ポ ジ ウ ム f安
全 で 安心 な 高 速 道 路 と 21 世 紀 の 近
畿」

96/ 自 /25 都市防災入門~紡災か ら 見 え て く る
都市 と ひ と ~

96/ 9 /30� 野島断層 と 阪神 ・ 淡路大震災

96/10/23 ア ジ ア 防災専 門家会議

96/10/27 「野島断層 シ ン ポ ジ ウ ム 」

96/1 1/11  市災救命士講習会

96/11/14 紡災のつ どい

96/11/27 「 第 1 1"1 都市直下地震災害総合 シ ン
ポ ジ ウ ム j

96/11/30 rl;l"セ ミ ナ ー

96/12/ 6 野 島断層線査 シ ン ポ ジ ウ ム

97/ 1 /11  2 周年jUメ 民の集い

97/ 1 /12 会 Iをi 中 学 生 防 災 フ ォ ー ラ ム IN
KOBE 

97/ 1 / 8 �17 写真 ・ パ ネ ル ・ 防災 グ ッ ズ ブ ェ ア

1 997/ 1 /13� 1Ji1l際防災 シ ン ポ ジ ウ ム 「大震災から
21  の挑戦J

97/ 1 /15�31 防災ギヤ ザ ワ ン グ，97fromかな がわ

97/ 1 /15�21 妨災パ ネ ル展

97/ 1 /16�20 峡幽 「 マ グ ニチ ュ ー ド j 試写会

1 997/ 1 /16� 震災対策技術展97
17 

古7/ 1 /17�18 「地主主紡 災 シ ン ポ ジ ウ ム j

97/ 1 /17 市民の集い

97/ 1 /17�19 防災 を 考 え る 市民の集い

97/ 1 /18 「奮起J と 「失意」、 その繰 り 返 し の な
かずE

97/ 1 /21 阪神 ・ 淡路大震災 2 周年記念総合7
ォ ー ラ ム 第 2 部 「効果的 な 防 災 シ ス
テ ム シ ン ポ ジ ウ ム j

97/ 1 /31 ひ ょ う ご農林水産の先端技術 フ オ }
ラ ム

主催者 会場 備考

神戸新開校 ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸 講演 村田昭治 (慶応大)

B 米両政府 ワ シ ン ト ン 鈴木有i 葉 市I t:rn

日 本経済新掬社 ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸平安 報公 j仁村 居者 太 郎 、 講
の間 i寅 松壁fJ生保、 パ ネ ル .

J! JJ;{俊民、 岩井珠主主

活力 あ る 入 院1 . 文化都市神 神戸朝 日 病 院 講演 家精主主輝 (神大)
戸復興 を め ざす研究会

兵庫県教育委民会 兵庫県北淡町 議i輩、 パ ネ ル

東京都内 参加 ( 11 本、 中間、 韓国、
イ ン ド ネ シ ア、 ロ シ 了 、
オ ー ス ト ラ リ ア、 オ セ ア
ニ ア 、 28 ヵ 凶) 、 報告(鈴
木和美、 福岡秀文)

!県教委、 北淡町、 毎 日 新開 北淡町 解 説 (加藤茂弘) 、 河合
干土 雅 雄

ア シ ッ ク ス 本社 ピ ル

西隊内 7 私立幼稚関 東井l次台公園 参加 (年長閑児1240人) 、
同i汗i紡ff来隊

文部省科学研究費受給者な 民都市内 広 jþjl府、 亀閏弘行
と
宝塚市 在来公民鉛 宝塚市立東公民館 議i窮 (弘)京海i脊)

京大防 災研究所 北淡町宮潟町民セ ン タ ー

実行委民 会 (神戸市他) 北医民セ ン タ

神戸市他実行委員会 神戸商工会議所 参加 ( 9 都道県16校42人)

J l Il'宮市 J l I 西市役所

実行委員会 (企業 ・ 図体代 東京E五i際 フ ォ ー ラ ム 神戸
表等) 国際会議場他

防 災 ギ ャ ザ リ ン グ， 97from か な がわ県民セ ン タ
かながわ実作委員会

尼崎市消紡持及協会 尼崎市防災セ ン タ ー

消防庁、 兵隊謀、 神戸市、 神戸文化 ホ ー ル、 洲本市
日 本紡火協会、 AVP 民会館

(財 ) 神戸凶器i交流協会 神戸 国際展不場

神戸市 神戸図際会議場

神戸市 神戸文化ホ 」 ル 杉良太郎

神戸市他笑行委員会 神戸市各区、 市役所

東京都 宮 黒区、 目 黒消防署 目 黒 区長セ ン タ ー ホ ー ル

兵庫県他10市10町 兵庫県公館 講演 ( ト ロ イ ・ ア ー ム ス
ト ロ ン グ) 、 塩見寛、 堀
川和洋、 室崎益輝

兵庫県 県立神戸生活科学セ ン タ 講演 . 藤野守弘 (県立中
一研修室 央農業技術セ ン タ ー)
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2 . 持政 ・ 政治

開イ華 日 事業名

95/ 1 /30 阪神大震災 と 地力 自 治

95/ 2 /16 豊中市職員研修

95/ 2 /25 臨時近畿ブロ ッ ク 知事会議

95/ 3 / 7  防災セ ミ ナ }

95/ 5 / 9  阪神 ・ 淡路大震災 シ ン ポ ジ ウ ム…阪
神 淡路大震災が計画行政にi鵠いか
け た も の

95/ 5 /13 大袋災 と 地J町 自 治

95/ 5 /13 日 本地方 自 治研究学会関丙部会第46
同研究会

95/ 5 /19 近畿市長会総会

95/ 5 /21 ひ ょ う ごフ ェ ニ ッ ク ス 計岡県民 フ ォ
」 ラ ム {第 1 院v

95/ 5 /21 ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計l盛県民 フ オ
ー ラ ム (第 2 同)

95/ 5 /24 街づ く り と 議員 の役割

95/ 5 /24 兵庫 フ ェ ニ ッ ク ス 計歯if1県民 フ ォ ー ラ
ム (第 3 函)

95/ 5 /26 街づ く り と 議員 の役者l

95/ 5 /28 ひ ょ う ごフ ェ ニ ッ ク ス 県民全体フ ォ
ー ラ ム (第 4 回)

95/ 6 / 4  復興案 を め ぐる 行政の論理 ・ 住民の
論現 を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 6 / 7  阪神淡路大震災兵庫県の100 日

95/ 6 / 9  潟両復興サ ミ ッ ト ー こ れか ら の関西
と r'l土の あ り 方

95/ 6 /11 大震災 と 地方 自 治

95/ 6 /17 大震災、 その と き 行政は

95/ 6 /25 近畿ブロ ッ ク 知事会議

95/ 7 / 1  大震災 と 自 治体労働者

95/ 7 /26 新都 市文明 を求めてー復興元年今年
こ そ 政治の ダ イ ナ ミ ズム を

95/ 7 /26 笈災者11市か らJ芋んだ も の

95/ 8 /21�22 池袋 と 自 治体

95/ 8 /25 復興へ住民 と と も に 7 ェ ニ ッ ク ス
言tl盛大阪に実戦

自5/ 9 / 3 大震災 と 地方 自 治

95/ 9 /12�14 阪神 ・ 淡路地域復興国際 フ ォ ー ラ ム
「図際的な視点か ら 見 た 阪神 ・ 淡路
地域の将来像j

95/ 9 /25 兵庫県政学会セ ミ ナ ー 「震災 と 交通
計画j

95/10/21 兵庫県政学会研究発表会 「復興 と 県
政の創造J

6 1 6  第二家@各手重 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

主催者

「市民の意見30 ・ 関西j

豊中市

近畿ブ ロ ッ ク 知事会

建設省東北地方建設局

日 本計画行政学会関尚支部

兵庫県 自 治問題研究所

日 本地方 自 治研究学会関西
部会

近畿市長会

兵1京日尽

兵庫県

街づ く り 支援協会

兵庫県

街づ く り 支援協会

兵庫県

活力 あ る 人 間 ・ 文化都市神
戸復興 を め ざす研究会

富士ゼロ ッ ク ス鰍

近畿開発促進協議会、 近畿
ブ ロ ッ ク 知事会

兵庫 自 治問題研究所

伊丹市中央公民館

近畿ブロ ッ ク 知事会

大渓災 と 地 方 自 治研究会

読売新聞村 、 読売テ レ ビ

兵庫県政学会

ロ ー パ ス ( 地 方 議 員 政 策
会)

神戸新間社

大震災 と 地方 自 治併究会

阪神 ・ 淡路復興対策本部、
兵庫県、 神戸市等

兵庫県政学会

兵庫県政学会

会場 備考

エルおお さ か 講 演 ül!本)

豊中商一仁会議所 講演 (鏡ケ江 前島原市
長)

神酪ホ ー ル

講演 (広井 . 東大)

中央電気倶楽部 報告、 円卓会議、 討 論 (大
久保、 小森、 仲上他)

兵庫県民会館 シ ン ポ (宮本 。 立命、 岩
見)

関西大学会銭 報 ;今 (}[問幸雄 京大、
小 林 茂 夫 . 中 央 監 査 法
人 )

大阪市内

西宮市立深津小学校 パ ネ ル ( 角 野) 、 意見交
換

神戸 コ ー プセ ン タ ー パ ネ ル ( 角 野) 、 意見交
換

西 宮 な る お文化ホ ー ル フ ォ ー ラ ム (宮沢 神大、
立候補議員)

淡路 ・ 一宮町 パ ネ ル ( 角 聖子) 、 意見交
換

兵庫県民会館 フ ォ ー ラ ム (森脇 : 関学
大 、 立 候補議長)

県公館

兵庫県民会銀 シ ン ボ (高寄、 富野、 {主
民代表)

富士ゼ ロ ッ ク ス鮒大阪総 講演 (架原兵庫県理事)
合 シ ョ ー ル ー ム

新神戸オ ワ エ ン タ ル ホ テ 報告、 ア ピー ル採択
yレ

神戸市産業振興セ ン タ ー 報行 (宮本 立命、 塩崎
神大)

伊丹市中央公民館 講演

大商国際会議 ホ ー ル 議淡 (井野感夫) 、 討議

兵庫J.\�中央労働セ ン タ ー 報)ij

大阪商工会議所 ホ ー ル 講演 (析添、 山崎正和、
小林他) 、 パ ネ ル (貝原、
牧、 伊藤他)

兵庫県民会館 講演 O! )差 . 東大)

神戸学生青年セ ン タ 議i京 (平)1 1 ) 、 報告 (芦
阪市議他)

新神戸オ リ エ ン タ ル ホ ァ 講演 (貝原)
)レ

活宮市職員会館 報告 (柴田、 宮本、 石 田
他 )

ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸 パ ネ ル ( 下i'J辺、 伊藤、
林、 三木、 只原、 笹 山他)

兵庫県民会館 講演 (森i芋 : 神大)

神戸商科大学 発表



開催 B 事業名

95/10/27 �28 自 治体 ト ッ プフ ォ ー ラ ム 「危機管理
と n 治体の課題」

95/11/22 言葉災の教訓 を全開に

96/ 1 /13 ひ ょ う ご ・ サ ン タ ス 大使の任命式及
び全r.]への派遣

96/ 1 /13 応急危険度判定士認証式 (勺

96/ 1 /14�17 i'l ì 防災組織等 を 加 え た防災訓練

96/ 1 /16 1主塚 Ih ・ 危機管理を 考 え る シ ン ボ ジ
ウ ム 「市民 ・ 企業 ・ 行政の役割j を 問
う J (‘)  

96/ 1 /19 地方防災吋 ミ ッ ト ~地方公共団体の
危機管理 と 妨災政策� ( つ

96/ 1 /27 シ ン ボ大震災か ら 1 年復興政策を考
える

96/ 1 /31 「 神 〆 ;��� 合 一 阪神 大 震 災 と 神 戸 市
政 J tH版幸世作会

96/ 2 /15 復興 と 財政問題一国に コ ン ト ロ ー ル
さ れ る 池土i財政

96/ 2 /15 神戸隣接 市 ・ 町長懇話会

96/ 2 /17 「復興の県政は今」

96/ 2 /27 知 事 と 神戸市民が語 る 集 い

96/ 2 /29 後輿 と 財 政問題

96/ 3 / 9  イ主み よ い社会 を め ざ し て 政策決定
の場へ た性 を

96/ 4 / 6  隠 さ れた地震報告

96/ 4 /24 兵庫 1 日 地Jj分権委員会

96/ 5 /17 第 1 回 「復興に提言す る 公開市民 7
オ ー ラ ム 」

96/ 5 /30 ア ジ ア ・ 太、yi羊ポス ト マ ン会議

96/ 7 /17 支援集会

96/ 9 / 7  震災被災者個 人への公的支援につい
ての政策 ワ ー ク シ ョ ッ プ

96/ 9 / 9  市災と 市長のふれあい ト ー ク

96/ 9 /13 新進党対話 フ ォ ー ラ ム

96/ 日 /19 第 4 回 阪神 淡路復興協議会

96/ 9 /21 公的補償 を 求 め る 有志の会学智会

96/ 9 /24 第 3 罰復興に提言す る 公潟市民 ブ オ
ー ラ ム

96/ 9 /24 第 l 凶知事と 神戸市民が語 る 集 い

96/ 9 /28�29 市民 ・ 議員 立法実現推進集会

96/ 9 /28 令国 ・ 兵庫県推進大会

主催者 会場

社会経済生産↑生本部 横浜プリ ン ス ホ テ ル

護主査社会 ・ 神戸市会議委員 兵庫県私学会総
日1
兵庫県 県公館

兵庫祭 県公館

各f点防問、 自 主防災組織等 県 下各地

宝塚市 宝塚ア ピ ア ホ ー ル

消防庁、 兵庫県、 神戸市 ノ、ーパー ラ ン ド プ フ ザ

兵庫県 自 治、体問題研究所 兵庫祭中央労働セ ン タ ー

市民がつ く る 神戸市 白 書委 兵庫県私学会館
長会

文化都市神戸復興を め ざす 神戸朝 日 病 院
研究会

神 ) 1 市 神戸市粉楽 闘会主吉

兵庫祭 (ひ ょ う ごフ ェ ニ ツ 県立 &:11 セ ン タ ー
ク ス セ ミ ナ ー )

兵庫県 兵庫県民会館

神戸朝 日 病 院 神戸朝 日 病 院

大阪市立婦人会館

神戸学長セ ン タ ー 神戸市生活学習 セ ン タ

総理府地方分権推進委員会 新神戸オ リ エ ン タ ルホ ァ
lレ

毎 日 新聞神戸支局 毎 日 新聞神戸 ピ ル 3 階ホ
ー ル

郵政省 神戸市内

阪神 ・ 淡路大震災被災地か 東示都内
ら の緊急 ・ 婆求声明の会

公的補償 を 求 め る 有志の会 尼崎市立労働福祉会館

神戸市 神戸 市役所

新進党 神戸文化ホ ー ル

阪神 ・ 淡路復興本部事務局 兵庫県庁

公的補償 を 求 め る 有志の会 尼崎市立労働福祉会館

毎 日 新聞神戸支局 毎 日 新河神戸 ピ ル

ポー ト ピ ア ホ テ ル

阪神 ・ 淡路大震災被災地か 福祉施設ホ ー ル
ら の緊急 ・ 要求声明の会

日 本生活協同組合連合会 神戸凶際会館ハー パ } ラ
ン ド プ ラ ザ

備考

i貞 (貝原、 下河辺他)

講演 (津村 喬 . 音F論家)

決主主表明他

認 証 式、 記念講演

Pi災訓練

パ ネ ル (正司市長、 小笠
原 : 芦長大)

幸並行、 パ ネ ル (兵庫県知
事 、 静岡県知事、 島 原 市
長 、 奥尻町長、 消紡庁 長

報行 (神戸市職員他)

報告 (早川和男) 他

講演 : 林 (関西学院大)

講演 . 梅田安弘 (京大防
災研)

講演 林 (関西学院大)

地域防災計画に携わ っ た
学#等

恥問 桑原敬
山本社 ゐ郎、 成田頼明、
川 烏正英)

出席 (草地賢一、 後藤静
子、 酒井道雄、 島 田誠、
芹 田健太郎、 西正興、 佐
野弘三)

23ヵ 凶の郵便配達員

報告 : 小 lH 'Æ (作家) 、
内 橋 克 人 (評論家) 、 早
川 和 男 (神大) 、 伊賀興
一 (弁護土)

講師 伊 賀 興 ( 弁 護
士)

自 治会連合会、 医締会な
ど25間体

講演 神崎武法、 中野寛
成、 石 井 ー

講演 。 竹内克伸

講 演 。 福 崎 博 孝 ( 弁 護
士)

京地賢一、 西lE興、 後藤
静子、 小山乃里子、 酒井
道夫、 鳥 田 誠他

講演 . 小田実

講演 J\i 原 由美、 渡辺
淳子

第二章@各種シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等 617  



開催 日 事業名

96/10/13 「笈災被災者他人への公的支援 に つ
いての政策 ワ ー ク シ ョ ッ プj

96/10/18 公的支援の実現へ被災団体な ど懇談

96/10/24 「地袋災与 に 対 す る 住i民的保隊制度
を 求め る つ どいJ

96/10/27 「被災経の生活再建 と 公的支援拡充
の た め に “復興" へ ・ 被災 地 か ら
の提言葉」

96/11/13 「市民立法J 実現を 呂 指す集会

96/11/25 知事 と 神戸市民が諮る 集 い (神戸 市
老人 ク ラ ブ連合会)

96/11/28 街頭 リ レ ー ト ー ク

96/12/ 1 - 2 「災;ヰ ・ 人間 ・ 復興J

96/12/ 5 阪神 ・ 淡路大震災復興推進大会

96/12/20 知事 と 神戸市民が語る 集 い (神ρ市
自 治会連絡協議会)

96/12/23 シ ン ポ ジ ウ ム 11闘人支援の制度論と
立 法過程論j

97/ 1 /17 「阪神 ・ 淡路大震災神戸市追悼式j

97/ 1 /17 公的支媛の主主現 を 求 め る シ ン ポ ジ ウ
ム

97/ 1 /17 被災者の生活再建 と 政治の責任 シ ン
ボ ジ ウ ム

97/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災犠牧者追悼式典

6 1 8  第二主主@各穏 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

公的補償 を 求 め る 有志の会

大阪弁護士会

兵庫県被災者連絡会

兵庫県

市民 主 議員 立法災現協議会

総行動全民交流集会実行委
員会

阪神 ・ 淡路大震災復興推進
協議会

兵庫県

神戸大法お会議感

神戸市

神戸弁護士会

か さ ねて公的支援の拡充を
訴 え る

実行委員 会

会場 備考

阪神 ・ 淡路大波災復興支 解 説 (足違和国5 ・ 1県総務
援鉛 フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ 課)

大阪弁護士会館 桑 原 墜

京都府 ・ ぷ都 市 t{，it包和夫 ・ 京大

県立の じ ぎ く 会館 発 三 ('をそ崎益輝、 伊賀興
、 内 f!l雄造、 上 田耕蔵、

公 ]1 健作、 仏 国務子、 松
本宗主)

神戸海員会館 小 i百!夫、 水上勉、 淳一地久
枝、 鎌 LH書室、 内橋克人

兵庫県公館

有楽町マ リ オ ン 前 演説 ( f!l英夫、 小 田実)

B 本教育会館、 カ ン ダ 1 [j 1災符 ・ 人間 ・ 復興
パ ン セ ホ ー ル そ し て連帯」、 パ ネ ル (広

原 信号明 、 菊本義治) 、 6 
分科会、 2 日 「災害被災
おーへの公的他人補償の実
現」

ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ

兵庫県公館

i禁私学会館 パ 才、 ル (小田実、 伊賀興
\ 藤 井克己、 海部泰際)

ワ ー ル ド 記念 ホ ー ル 参列 (橋本龍太郎、 梶山
静六)

神戸新防松17 ホ - )レ 討論 (内橋克人、 中尾英
犬)

神戸新聞松方 ホ ー ル 内橋克人、 宮崎定邦、 草
地賢一、 浅野弥三 一、 三
ヌド康弘、 小山乃史子、 凶
会議員

兵庫県公館



3 . ま ち づ く り

開催日

95/ 1 /28 

95/ 2 /15 

95/ 3 / 4  

95/ 3 / 4  

95/ 3 /15 

95/ 3 /18 

95/ 3 /21 

95/ 3 /22 

95/ 3 /24 

95/ 3 /24 

95/ 3 /25 

95/ 4 / 2  

95/ 4 / 7  

官5/ 4 / 日

95/ 4 / 9  

95/ 4 /10 

95/ 4 /14 

95/ 4 /15 

95/ 4 /16 

95/ 4 /18 

95/ 4 /21 

95/ 4 /21 

95/ 4 /22 

95/ 4 /22 

95/ 4 /23 

95/ 4 /23 

95/ 4 /28 

95/ 4 /28 

事業名

防災tこ強い家は ど う あ る べ き か

魅}) あ る都市づ く り 講演会

建築士か ら み た大震災 と 木造住宅

阪神大震 災 に 学 ぶー こ れ で い い の
か l 京の ま ちづ く り

安全 ・ 安心な街づ く り シ ン ポ ジ ウ ム

車耳 目 住宅セ ミ ナ ー

緊急、従け セ ミ ナ - r阪神 ・ 大震災 と
今後の都市づ く り 、 地域づ く り j

阪神大塚災緊急報告 シ ン ポ ジ ウ ム

神戸新開情報文化懇話会一ひ ょ う ご
づ く り の新たな視点

都市計画 ・ 建築か ら み た 阪神大震災

震災後の 阪神一再生への視点

市民講座 「震災復興 と 都市計幽」

公開 シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神火震災から
の復興 と 都市 ・ 住宅の課題J

魚崎 ま ちづ く り シ ン ポ ジ ウ ム

復興市ìJ( ま ちづ く り 連総会 ・ 学習会

「関関大渓災」 緊急速続 シ ン ポ ジ ウ
ム ~現場か ら の報告 第 1 閲 f建築 ・
崩壊する も のの理由j

21 j世紀同家の グ ラ ン ド デザイ ンー阪
神大震 災 を 超 え て

地震 を 考 え た住 ま い

阪神大震災と 21世紀への提 議セ ミ ナ

震災と く ら し パー ト 2 r プ レ ハ ブ
住宅、 木造住宅、 こ こ が知 り たいJ

生活環境 と 大震災ー こ れ か ら の街づ
く り に 向 け て

文化に よ る 新 し い ま ちづ く り を め さ
し て

f 関 西大震災」 緊急速続 シ ン ポ ジ ウ
ム ~現場か ら の報告第 2 回 「木造建
築に未練はあ る かj

ま ち づ く り と 音楽の響 き あ う タ ベ

セ ミ ナ ー rf主 む た め の 木 造 住 宅 と
は ? J

街づ く り と パー ト ナ ー シ ッ プ

フ ォ ー ラ ム 「災害 に強い ま ちづ く り
へj

生活環境 と 大震災ー こ れ か ら の街づ
く り に 向 け て

互主催者 会場 備考

住 ま い環境 フ ォ ラ ム 毎 日 新防社会議室

仙台若手経済人 東北電力 ホ } ル 議j議 (安藤忠雄)

京都府建築宏会 京都会館会議宗 基 調 講 演 U:. 野 ‘ 大 工
大) 、 ノ 叶、 ル

阪神大震災 シ ン ポ ジ ウ ム 笑 *能寺文化会宣言ホ ー ル 議I寅 (塩i奇 白 神大) 、 パ
1f1i'員会 ネ ル (和 村、 志、岐他)

革新 と 正義のた めの千葉県 千葉県教育会館 パ ネ ル ( 藤 井 茨 城 大
怒話会 他)

戦 [j 新開社広告局 朝 日 ホ ー ル 講演 (宇崎 。 神大、 林 :
東 \:大他)

21世紀 ひ ょ う ご創造協会 兵庫県私学会館 幸草作 (橋Ill) 、 パ ネ ル (三
木、 角 野他)

日 本建築学会中国支部 山長島学樹 銀行 {ぬi事 . 広大{也)

神戸新聞社 神戸ハーパー ラ ン ド ニ ュ 講演 (新野 ， 神大名誉教
オ ー タ ニ 授)

ア ー ク 都市塾 ア } ク 森 ピ ル (東尽) 講演 (波部、 小出、 伊藤
他)

武庫川女子 火学生活美術研 武康川女 子大甲子閥会宣言 パ ネ ル (河内淳郎他)
究所

新 しい神戸 を つ く り だす市 県民会館 五 十 嵐弁護 七
民会議

都市住宅学会潟西支部 大阪府建築健保会館 11長j甫 . 大板市火、 小林 。
コ ー プ ラ ン 、 中辻 ・ 長田
ケ ア ホ ー ム 、 平山 神大、
?をそ由奇 . 神大

魚崎地区住民 魚崎小学校

復興市弐 ま ち づ く り 速紡会 兵康県私学会宣言 報告 (竹山他)

建築 フ ォ ー ラ ム 事務セ ン タ 学 芸 出 版社 3 F ホ ー ル パ ネ ル (限j事英和 尽大
(京都市) 他)

日 本経済新聞社 ・ 関西経済 大阪 ドー ン セ ン タ ー 基調講演 (小松左 京 ) 、
エ コ ノ ミ ス ト 会議 パ ネ ル (佐和、 三好他)

関 西設計者会談 オ ー ク ピ ル (大阪市) シ ン ボ (佐野、 橘偽)

21 世紀へのパ ラ ダ イ ム を童1u 大正区民 ホ ー ル 講演、 討論
1ます る 仲 間 た ち の会

県 立 神 戸 生 活 科 学 セ ン タ 定塚市議会第 ー会議室 講演 (福湾、 東樋 口)
}、 宝塚消費者生活セ ン タ

神戸学生青年セ ン タ ー 神戸学生青年セ ン タ ー 講演 ( 6 回 シ リ ー ズ� 7
月 12 日 )

神戸 を ほ ん ま の文化都市に シ ー ガjレ ホ ー ル (神戸) シ ン ポ (平田、 二院、 竹
す る 会 IU他)

建築 7 才 一 ラ ム 事務セ ン タ 学長出版社 3 Fホ ー ル パ ネ ル (坂本功 東大、
二 : i畢康彦 : M'S建築設計
事務所)

主主主年地IR復興 ま ち づ く り 支 ウ イ ン グ ス尽都 議i車 (延藤安弘 . 熊大)
援ネ ッ ト ワ ー ク

ネ ッ ト ワ ー ク サ イ ク ル 「木 仙台市中央市民セ ン タ ー
の住 ま いj
街づ く り 支援協会 兵庫県中央労働セ ン タ ー 主義論講演 (須賀 ) 、 報告

(弁護士) 、 パ ネ ル

全労済協会 東京 ・ 総詳会館 講演 ( 早 瀬 、 沢村) 、 討
議

神戸学牛ー青年セ ン タ ー 神戸学生青年セ ン タ } 講演 (讃岐 神大)
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開催 日 毒事業名

95/ 4 /29 復興は ま ち ぐる み ・ |句 こ う 二i軒両隣

95/ 5 / 1  被災分譲マ ン シ ョ ン の詳建問題

95/ 5 / 6 生活告の視点 か ら の都市計画i

95/ 5 / 6  歴 史 と 文化を い かす街づ く り シ ン ポ
ジ ウ ム

95/ 5 / 7  み ん な で語ろ う ・ 阪神大震災 私た
ち は こ んな街に住みたい !

95/ 5 / 7  耐震住宅セ ミ ナ ー

95/ 5 / 8  木造住宅の地震対策セ ミ ナー

95/ 5 / 9 「 関 州大震災j 緊急速統 シ ン ポ ジ ウ
ム ~現場か ら の報行第 3 凶 f都Tfî�}j
災の現J支 と 可能性」

95/ 5 /10 シ テ ・ ユニベ ル シ テの実現に向けて

95/ 5 /11 問。5寺 兵庫県南部地震鉄骨建造物被
fr�:調査f報�fi'会

95/ 5 /12 'tili�軍境 と 大震災ー こ れ か ら の街づ
く り に向 け て

95/ 5 /13 講演会 「全半壊マ ン シ ョ ン の復旧 に
つ い て j

95/ 5 /15 復興計i民への提言ー福祉の ま ちづ く
り の視l� か ら

95/ 5 /16 「 関 同 大渓災j 緊急速統 シ ン ボ ジ ウ
ム ~現場か ら の報告第 4 図 「集合住
宅の再建 を め ぐっ てJ

95/ 5 /16 1995年兵摩県南部地震災害誠査報伶
会

95/ 5 /17 1 995年兵庫県南部地震災害調査報告
s、、

95/ 5 /17 阪神大震 災 と 明 日 の神μ

95/ 5 /18 1995年兵庫県南部地震災害調査報告
Jヱミ〉、

95/ 5 /18 生活環境 と 大震災一 こ れ か ら の街づ
く り に 向 け て

95/ 5 /19 1995年兵庫県南部地震災得競査報告
メz会x、

95/ 5 /19 1995年兵庫県階部地震災害調査報告
ぷ二以、

95/ 5 /20 住宅 と 地震セ ミ ナ ー

95/ 5 /20 同誌再建計画

95/ 5 /21 み ん な で 家 を 町 を つ く ろ う よ

95/ 5 /21 第 1 凶マ ン シ ョ ン セ ミ ナ 」

95/ 5 /21 防 災 と 環境創造に よ る 絞神地域の復
興 ま ち づ く り シ ン ポ ジ ウ ム

9õ/ 5 /22 1995年兵庫県南部地震災響調交報告
4!< 

95/ 5 /22 1995年兵庫県南部地震災害調査報告
Jヱ、5 

95/ 5 /23 1995年兵主主祭南部地震災害調交報告
メs、Z 

95/ 5 /23 ま ち の復興に生かそ う 道路づ く り

95/ 5 /25 1995年兵康県南部地震災害調査報告バZ合3、Z 
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主催者

神) i市い き い き 下町推進協
談会

マ ン シ ョ ン再興モ デル策定
委員会

盤史資料保全情報 ネ ッ ト ワ
ー ク

ウ イ メ ン ズ ネ ッ ト ・ こ う べ
女性支援ネ ッ ト ワ ー ク

と ち ぎ コ ー プ生活協同組合

埼玉県、 木造住宅推進協議
ノ4:、4 
建築 フ ォ ー フ ム事務セ ン タ

ひ ょ う ご創生研究会、 神戸
新聞社

El 本建築学会

神戸学生青年セ ン タ ー

建築 フ ォ ラ ム 事務セ ン タ

巣 立子福祉の ま ち づ く り 工学
研究所

建築 7 ォ ー フ ム 事務セ ン タ

日 本建築学会

日 本建築学会

神戸大学教職員組合

日 本建築学会

神戸 学生青年 セ ン タ ー

日 本建築学会

日 本建築学会

デ ト ム (不動産会社)

西宮文化協会

神戸:rr;気村

復建協95

f芭i埼都市 ・ 自 治問題研究所

日 本建築学会

日 本建築学会

B 本建築学会

ひ ょ う ご創生研究会、 神戸
新開社

[J4:建築学会

会場 備考

兵1車線私学会館 幸在?号、 討論(高EII : 立命)

ハ ウ ジ ン グデザイ ン セ ン 議 締 (�抗日 ・ 立命、 丸山 .
タ ー神戸 千葉、 北)11 : ;;(大)

神戸市内 講演 (李)

尼崎ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル 報学;. (足立) 、 シ ン ポ
オ ク ト

神戸海員会館

県内 4 ヵ 所 4 13 関 ( 7 13 、 1 3 日 、 20
日 、 28 EJ) 

埼玉会館 講 師 (有馬孝濃 . 東大)

学芸出版社 3 Fホ ー ル パ ネ ル (，榊崎益輝 神大、
小林正美 京大)

武庫川 学院甲子園会館 報 fl�� (小森) 、 パ ネ ル (高
板、 井野、 福井他)

大阪建設交流会舘

神戸学生青年セ ン タ 講演 (中地)

芦屋山手協会 提案 (西津 京大)

兵庫県民会館 報告

学芸出版社 ホ ー ル

読売ホ } ル (東京)

大阪国際交流セ ン タ ー

神戸 大学農学部 講演 (室崎、 岩崎)

ホ テ ル ノ ー ス シ テ ィ (宇L
幌)

神戸学生青年セ ン タ ー 講演 (根村 阪大)

メ ルバ ル ク 金沢

仙台市民会館展示室

マ ン シ ョ ン ・ ギ ャ ラ リ } 講演

商父市民会館 j議i高 (Jllî宮市長)

冗)t{村特設会場 シ ン ポ、 {世

兵庫県民会館 事例報告、 無料 相談等

尼崎総合文化セ ン タ ー 基調提案 (高閲) 、 報告、
意見交換

福 岡明治生命ホ ー ル

名 di屋 ・ 豊 E日 ホ - )レ

広 島YMCAホ ー ル

兵庫県私学会館 講演、 パ ネ ル (上回、 保
回他)

森川県教育会館



開催 日 事業名

95/ 5 /25 街づ く り と 議員 の役割

95/ 5 /26 1995年兵庫県南部地震鉄骨建造物被
響調奈報告会

95/ 5 /26 ト ー ク 新 し い神戸 ! 創造

95/ 5 /27 地震 と 街づ く り

95/ 5 /27 日 本住宅会議関東会議第 3 到セ ミ ナ
- r阪神大震災現地 か ら の報告

95/ 5 /27 防災都市づ く り の 目 指すべ き 方 向

95/ 5 /27 木造住宅の語H量殺 を 考 え る 調査緩急
J以S旬

95/ 6 / 1  震災 と く ら し セ ミ ナー (第 1 対)

95/ 6 / 3  新都市文明 を 求 め て 検証阪神大食
災一

95/ 6 / 4  第 3 Ú'!魚崎ま ち づ く り シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 6 / 4  長 m の復興 を め ざ し て長田の歴史を
考 え る

95/ 6 /15 l斗際的視点、か ら策災復興 と 災需 に 強
い街づ く り (阪神大震災関際議任問
報f\:)

95/ 6 /16 長 [[J Iえの区蘭整理 と 再 開発 を 考 え る

95/ 6 /18 淡路島の復興 を 考 え る

95/ 6 /20 阪神 ・ 淡路震災復興 ど ジ ョ ン と 景観

95/ 6 /24 マ ン シ ョ ンの復興 を 考 え る 特別セ ミ
ナ ー

95/ 6 /24 公共建造物 は なぜ壊れたのか

95/ 6 /24 西淀川 の震災復興 と ま ちづ く り と 考
え る [>0誌の集い

95/ 6 /25 開炉裳端 シ ン ポ ジ ウ ム 「 阪 神 大 震
災 ・ 吹 き さ ら し の衡に、 生 き る j

95/ 6 /25 第 2 阿マ ン シ ョ ン セ ミ ナ ー

95/ 6 /25 都市災害対 策 と ま ちづ く り

95/ 6 /26 大震災に よ る構造物損壊 に 関す る 7
オ ー ラ ム

95/ 6 /28 大震災後の21世紀への新 ビ ジ ョ ン

95/ 6 /29 区爾整理 と 待機発を 考 え る

95/ 6 /30 F[IIJの活性化 と す ま い ・ ま ちづ く り
も是言

95/ 7 / 1  地震に強い住ま い と ま ち づ く り シ ン
ポ ジ ウ ム

95/ 7 / 1  道、 み ち 、 路一み ち っ て何だろ う

95/ 7 / 2  マ ン シ ョ ン 復興交流会

95/ 7 / 2  成熟社会 を 目 指 し て 震 災 を 踏 ま え
て

95/ 7 / 6  じま医務理 と 再開発を 考 え る どんな
街か

主催者 会場 備考

街づ く り 支援協会 芦屋市商工会館 フ ォ ー フ ム (丸田 甲南、
立候補議員)

日 本建築学会 東原ヤマ ハ ホ ー ル

連合兵庫等実行委員会 兵庫祭教育会館 パ ネ ル ( 今 井 。 神 戸
YMCA、 砂野)

市民グル ー プ 神戸茜iJr記念会館 映柄 上演、 講演

日 本住宅会議 東尽芸術劇場中会議室 議 i寅 ( 平 iJJ 洋 介 神 大
他)

活力 あ る 人間 文化都市神 兵庫県教育会館 講 演 ( 室 崎 . 神 大 工 学
戸復興 を め ざす研究会 部)

本の家づ く り 協会 大阪市 オ ー ク ピ ル 報 ;号

J l IP耳 ，fj'H\"j':校連合会 川 西市役所大会制 j 報 公

読売新!謂社 関商文化学術 け い は ん な プ ラ ザ 講演 (小里代診、 佐 々 淳
研究都 市推進機構他 1f ) 、 パ ネ ル ( j l l 上 、 引、

ß;( 。 大阪市大、 菅波、 堅守
E!ll 

関関建築家ボ ラ ン テ ィ ア 魚崎小学 校大テ ン ト 内 シ ン ボ ({l:問、 加藤、 浜
1111也)

長mの良 さ を 生か し た街づ 長 田 区池担i南部公会常 シ ン ボ (浄IH 長IH神社、
く り 懇談会 森柴 : 大阪外大他)

21 1世紀の関内 を 考 え る 会関 新神戸 オ ワ エ ン タ ルホ テ 報?é (NY{fì改研究所) 、
商産業活性化セ ン タ ー ノレ パ ネ ル (新野、 H版、 笹

IIJl也)

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合 ケ ミ カ ル シ ユ } ズ工業組 討論 (安藤 。 近畿大他)
ノE為3 

津名 しづのおだ ま き Ø1ì

会問景観会議 兵庫県公館 講演 (新野)

関凶分譲共何住宅管理主R合 兵庫県中央労働セ ン タ ー 報告 (建築 と)
協議会等

全 日 本建設運輸連帯労組 尼崎市立労働会館 パ ネ ル (小林 。 千葉工大
11由)

同実行委員会 西淀川 区民ホ ー ル

論楽社 京都市左京区論業社 パ ネ ル ( 岡崎伊都子他)

復建協95 西宮 7 レ ン テ ホ ー ル 事例報告、 無料栢談他

凶土問題研究会他 京大会館 パ ネ ル (室崎、 三田村 、
E自由奇他)

広 島大学地域共同研究セ ン 東広島市
タ }

兵庫再生支援の会 東京 ・ 呉綴橋 ピ ル 講演 ( 黒 川 紀章) 、 報告
(貝原)

長国の良 さ を生か し た街づ 神戸市長田 区役所
く り 懇談会

い き い き 下 町推進協議会 神戸 市中央区内 パ ネ ル (竹山、 小林他)

大阪府慾築士会 大阪府建築健保会館 議i寅 (諸口) 、 シ ン ポ (布
野、 小泉他)

芦屋市民街づ く り 連絡会 芦屋上宮川 文化セ ン タ ー 講 演 ( ノト 谷 神 戸 議 船
大)

関西分譲共同住宅管理組合 大阪市港区民セ ン タ ー 報告
協議会

兵庫県 (5∞人委員会) 兵庫県公館 講演 (伊藤 . 立教大)

長 聞 の 良 さ を生か し た街づ 神戸 市長田区役所
く り 懇談会
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開催日 毒事業名

95/ 7 / 9  建築家の提案す る 家 ・ 家並み

95/ 7 /1:3 特J) nfiの復興計繭 を 考 え る

95/ 7 /15�16 芦屋の再生に向けて

95/ 7 /15 人 と 街 と 住 ま い 広島、 神戸 ・ こ れ
か ら

95/ 7 /15 復旧 復興マ ン シ ョ ン 父流会

95/ 7 /15 復興計 阿への神戸大学か ら の提言

95/ 7 /16 ド l尚撃用補償問題学官会

95/ 7 /17�18 千主fむ と 水質建材 大震災を受けて

95/ 7 /20 地震に強い家を建て る た めに床下調
j出舟! と しての木炭利Jtj

95/ 7 /22 1t: ま いづ く り セ ミ ナ ー

95/ 7 /24�25 住宅 と 木質建材 大震災を受けて

95/ 7 /25 関尚喜寄の新た な都市 ・ 都市盤構造の
構築 に 向 け て

95/ 7 /28 土地の履歴 と 災害に学ぶ都市居住

95/ 7 /29 主主築家の提案す る 家 家並み

95/ 7 /29 第 H司マ ン シ ョ ン セ ミ ナ ー

95/ 8 / 1  紀淡海峡交 フ ォ ー ラ ム安全で快適な
広域交流閣の創 造 に 向 け てー笈災か
ら の復興 と 同士 の リ ダ ン ダ ン シ ー

95/ 8 / 1  阪神 ・ 淡路大震災復興 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 8 / 7  震災復興市民のつ どい

95/ 8 /16 大量主災総括 と 再生への取 り 組み

95/ 8 /19 日 本建築学会研究懇談会

95/ 8 /29 震災を機に街づ く り を 考 え る

95/ 8 /30 ま ちづ く り シ ン ポ ジ ウ ム 「 い ま ! 人
づ く り ・ ま ちづ く り 阪神 ・ 淡路大
震災に学ぶー

95/ 8 /31 長f日の住宅 と ま ち づ く り 現状 と 方向
を 考 え る

95/ 9 / 1  災害に強い ま ちづ く り シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 9 / 1  板神 ・ 淡路震災復興計画について

95/ 9 / 1  絞神淡路大震災復興 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 9 / 1  人 にや さ し い ま ち の復興一神戸生活
環境づ く り セ ミ ナ ー

95/ 9 / 2  上 を 向 い て歩 こ う 板神雨速道路神戸
線の倒壊現場の青空 を み る 集い

95/ 9 / 8  震災か ら 考 え る こ れか ら の住 ま い ・
環境づ く り

95/ 9 / 8  都市の記憶 風景の復i日

95/ 9 /30 「新 し い 街づ く り 」 東 ア ジ ア シ ン ポ
ジ ウ ム ー災害に強い街づ く り ー
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主催者

住 ま い環境7 ォ ー ラ ム

長 田 の 良 さ を生か し た街づ
く り 懇談会

A A ネ ッ ト ワ } ク

fl4'建築学会中関支部

芦屋市民街づ く り 迷絡会

神ド大学工学部

復興 ま ちづ く り 連絡会

神戸農林水産消費技術セ ン
タ ー

fii'誌の コ ミ を 考 え る 会

{t ま いづ く り の 会

;神戸農林水路f消 費技術セ ン
タ ー

fl -1宇都市計 i曲i学会震災復興
都市づ く り 特別委長会

関商都市 'Ì(明 ア ソ シ エ イ ツ

住 ま い環境 ブ オ ー ラ ム

復i霊協95

紀淡海峡父流会議

汎太平洋 ブ オ ー ラ ム ・ ひ ょ
う こ冶IJ 'j.:研究会

震災後輿市民のつ どい実行
委員会

[! 本建築学会

日 本建築学会

大阪府

あ ま が さ き 未来協会

長泊の良 さ を生か し た街づ
く り 懇談

大飯科学技術セ ン タ ー

IJL太平洋 ブ オ ー ラ ム 、 ひ ょ
う ご富Ij生研究会

県立神戸生活科学セ ン タ ー

阪神高i車道路のあ り 方 を 考
え る 市民の会

神戸 国際交流協会見本市部

建築フ ォ ー ラ ム

国連大学、 伺逮地域開発セ
ン タ } 、 EAROPH 、 立 命
館大学

会場 備考

芦屋商工会銭

長 IH 区役所

芦保市商工会館 パ ネ ル (溜水、 北村芦屋
市長他)

広 島 中凶電力 ホ } ル

声援市 i二干f川文化セ ン タ 報告 (井谷満)

兵庫県私学会館 パ ネ ル

神l'松蔭女子学院 講演 (浅野)

干申 ) i農林水産消費技術セ 議!事 (木村、 中村他)
ン タ }

tfie詰r/j f 下{川 文化セ ン タ 講演 (聖子池)

神戸市産業振興セ ン タ ー 議i点、 持i談会

神ρ 農林水産技術セ ン タ 議膝 (木村、 中村他)

コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ大阪 報;守 UIl 中 、 紙野他人
パ ネ ル (鳴海、 森、 室崎、
I曽HIf'塩)

大阪科")':f主持Iセ ン タ 講演 ( F<;j橋学 ・ 立命)

;神f l"f:'f: ff'年セ ン タ } 議i車 <' 1 ' J l I )  

E! 本基督教関芦屋山手協 講演 (西j畢 京大工学部、JZL ζ 知的
新神戸 オ リ エ ン タ ルホ テ 議 淡 ( 岡 田 ω 尽 大 ) 、 パ
)v ネ ル (遠藤 ・ 図土庁、 三三

フド他)

兵康県民会館 講演 (新野) 、 ノ叶、 Jレ (小
林、 小森他)

尼崎市ア ル カ イ ッ ク ホ ー 講演 (康井 : 東大、 桂文
ル ア ク ト 珍)

札幌市教育文化会館

札幌市教育文化会館 報告 (塩崎、 岡 田 、 小林
他)

大阪戟 臼 生命ホ ー ル 講演 (安藤忠雄)

尼崎市総合文化セ ン タ ー 議i高 (室崎、 宮 田 . 尼崎
市 長 ) 、 パ ネ ル

長田区役所 報告 ( ま ちづ く り 協議会
関係者)

城崎町公会堂

!司会議室 講演 (北関 兵庫県)

兵庫県民会館 講演 (新野) 、 パ ネ ル (小
森、 小林 . 神大)

県立神戸生活科学セ ン タ 報告

神戸国際展不場 講演 (二i畢 建築家) 、
パ ネ ル ( 田 中 、 岩間、 弘
本)

大阪ス テ ラ ホ } ル 講演 (堺屋太 →) 、 パ ネ
ル (磯崎、 布野)

兵庫県民会館 基調講演 (F河辺) 、 パ
ネ ル (紙野、 空長崎、 Sho-
vank， 1也)



関催日 事業名

1995/ 9 阪神 ・ 都市都復興市民際 フ オ 」 ラ ム
(仮称)

95/10/ 9 関正神 ・ 淡路震災復興計画について

95/10/16 ト ア ロ ー ド復興 シ ン ポ ジ ウ ム

95/11/ 7 第 3li � f ま ちづ く り J 勉強会

95/1 1/ 7 � 9 土地区i前整理技びに都市開発に関す
る セ ミ ナ ー

95/11 /10 マ ン シ ョ ン 管理セ ミ ナ ー

95/11/10 集合{主宅 と 大規模改修セ ミ ナ ー ・ 阪
神大渓災 と 集合住宅

95/11/11 わが家の耐震対策ー阪神 ・ 淡路大震
災か ら の教訓i

95/11/11 第 4 いiγ ン シ ョ ン セ ミ ナ ー 「復旧や
建て終え の上手な進め方」

95/11/15 2 1依紀に むけての ロ ン グ ラ イ フ 建物
を さ ぐ る

95/11/15 ひ ょ う ご ま ちづ く り セ ミ ナ -95

95/11/16 鷹取東の ま ちづ く り 現状 と 方向

95/11/17 2lt世紀 に む けて の ロ ン グ ラ イ フ 建物
を さ ぐ る

95/11/17�18 事事 rliの文化 と 防災 安心 し て住み統
け ら れる都市づ く り を め ざ し て

95/11/23 被災分譲マ ン シ ョ ン 再建事業実務セ
ミ ナ ー

95/11/24 復興す る 阪神 0 21世紀に向け た ま ち
づ く り を 考え る シ ン ポ ジ ウ ム

95/11 /25 わが家の耐 震対策

95/11/25 災害に強い街 と は

95/11/25 阪神 ・ 淡路大震災の復興 を 考 え る

95/11/26 マ ン シ ョ ン の 妨災 と 地域防災に果た
す役割、 河 能性

95/11/29 21世紀 に む けての ロ ン グ ラ イ 7 建物
を さ ぐる

95/12/ 2 地震に強 く て、 低価格な住宅っ く り

95/12/ 5 夢 シ テ ィ 21への提言 阪神 ・ 淡路大
震災を こ え て

95/12/ 6 い ま 、 都市の 「美 し さ j を 考 え 直す
ーア メ ニ テ ィ と セ キ ュ リ テ ィ

95/12/ 6 木造住宅の被害

95/12/12 震災復興 と 都市機能

95/12/12 東部新都心 に お け る 街づ く り

主催者 会場 備考

復興国際フ オ } ラ ム 推進委 神戸市 内
長会

松 下 電工 神戸国際展示場 ホ ー ル 議j寅 (ì鼠水義久 兵庫県
話。知事)

山 口銀行神戸支応 ホ } ル 報告、 パ ネ ル (高田 : 立
命他)

戸声量市若宮地以 ア シ ヤ 7 ラ ッ ツ002

建設省、 日 本土地区調整理 神戸 国際会議場 報 伶 ( ド イ ツ 他人 現地
協会、 神戸市 視察他

(財) マ ン シ ョ ン 管理セ ン 神戸 ブ ェ ス テ ィ パホ ー ル 講演 (局原、 宮脇、 '8崎、
タ } j青;J<:)
関西共同住宅管狸総合協議 大阪建設交流会館 講演、 パ ネ ル (弁護士、
;Q三ミ、 管ま理組合役員)

日 本建築学会 新潟市立 自 然科学館 講演 (加藤 新潟大、 五
j o m  : {;j州大)

復1[1 ・ 建詳え 推進協議会 神戸勤労会館 講演 ( 先 日i他人 パ ネ ル
(l主築業持l世)

(社J 笈築 ・ 設備維持保全 東京都内 講演 (Jt:i�孝一 日 大) 、
推進協会 (BELKA) パ ネ ル

兵庫県、 県jt，t供給公社 ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸 講演 (繋和夫、 馬場) 、
パ ネ ル (小林他)

長EHの良 さ を生か し た街づ 関西興銀長田支庖 幸託行 ( V{崎イ言彦 . 神大)
く り 惣談会

(社) 建築 ・ 設備維持保全 思都市内 講演 (潟和夫 福山大)、
推進協会 (BELKA) パ ネ ル

日 本都市学会 姫路商工会議所 講演 (小森) 、 パ ネ ル 、
分科会

神戸 ・ 復興住宅 メ ッ セ 神戸国際会議場 講演 ( 稲 本 東大) 、 パ
ネ ル (金融機関、 行政梼
係 r， 等)

阪神広域行政都市協議会 伊丹ア イ ブ オ ニ ッ ク ホ ー 議淡 (泉) 、 パ ネ ル ( 道
Jレ 上洋三、 塩崎、 月 亭八方、

松 下 : 伊丹市長)

日 本建築学会近畿支部 大阪科宇技術セ ン タ ー 講演 (鈴木 京大、 藤原
京大)

泉大学園祭実行委員会 京大法経 6 番教室 講演 (家村浩平日 尽大工
t'l部)

神戸研究さ'f'園都市大学連絡 神戸市外大 講演 (加藤恵正 神戸商
協議会 大、 浅井信雄 ・ 神戸市外

大)

関西共河住宅管理組合協議 エル大阪 講演 (室崎益輝 神大)
メヱ台ミ、

(社) 建築 設備維持保全 熊本市内 講 演 ( 二 井 所 ' 芝 浦 工
推進協会 (BELKA) 大) 、 パ ネ ル

自足神淡路建設 ガ ン バ ロ } 会 三三宮セ ン タ ー プ ラ ザ函館 報告

夢 シ テ ィ 21 公募 実 行 委 員 神戸ハ } パ} ラ ン ド ニ ュ パ ネ ル (機崎新、 藤本義
会、 神戸新開ネ士、 日 本統治 } オ } タ ニ 4、 森地、 ま り ・ ク リ ス
新聞社 テ イ ヌ 、 三木 神戸新

問、 堀J I I : 日 経)

大阪市立大学、 都市問題資 大阪国際交流セ ン タ ー 報告 ( 高 田 立命{也 ) 、
キヰセ ン タ ー パ ネ Jレ

大板市立大学文化交流セ ン 大阪市立大学文化父流セ 講演 (宮野道雄 。 大阪市
タ ー ン タ ー 大)

高度情報化推進協議会 |司協議会会議議 講演 (加藤恵正、 山 口
神戸新聞社)

兵原県立女性セ ン タ ー 兵庫県 立女性セ ン タ } 講演 (清原桂子 女性セ
ン タ ー所長)
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開催 日 事業名

95/12/12 復興都市計画

95/12/26 !ìil' 史建造物の保存 に潟す る 講演会

95/12/27 「住 職 の 詳 建 を 求 め る 被 災 者 の
会」 発足集会

96/ 1 /13 大苦言災か らど詐ふ;yx者自の家づ く り ー兵
庫県衛潟地主建 1 'f を か え り みて

96/ 1 /15 住'セ担j皇室に見る 渓災の傷あ と

96/ 1 /16 世界都市形成 に 向 け てー阪神 ・ 淡路
大渓災か ら 1 年

96/ 1 /18�20 ノ ー ス リ ツ ジ と 神戸から の教訓!

96/ 1 /18 宇中) i iiíの復興プロ ジ ェ ク ト と ま ち づ
く り 戦略について

96/ 1 /19�21 阪神 ' 淡路大震災復興の ま ち づ く り
か ら ")':4:

自6/ 1 /19 {jlJわfí ・ 復興 シ ン ポ ジ ウ ム f震災復
輿 と 新 し い地域社会 を つ く る J ( 勺

96/ 1 /20 台 ま い環境フ ォ ー ラ ム

96/ 1 /20 職人 と flIJ る 住宅研究会

96/ 1 /24 シ ン ポ ジ ウ ム 「災主1こつ よ い ま ち づ
く り 」

96/ 1 /24 住宅復興セ ミ ナ ー

96/ 1 /25 「阪神 大震災の教訓i検証 ・ 建造 物 は
なぜ壊れたのかj 出版記念講演会

96/ 1 /26�27 H 本建築学会公開 シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 1 /27 生田神社の震災と 復興について

96/ 1 /27 第 5 回マ ン シ ョ ン セ ミ ナ ー 「分譲マ
ン シ ョ ン の合意形成 と 決議の実行j

96/ 1 /27 復興市民 ま ち づ く り

96/ 1 /28 シ ン ポ 「すべて の人が住み よ い町 と
はー震災後の障答者の生活から

96/ 1 /28 阪神 ・ 淡路大震災復興一こ こ ろ豊 か
な本のす ま い フ ォ ラ ム

96/ 1 /28 買え神 淡路大震災 暦 史 と 文化 を い
かす街づ く り シ ン ポ ジ ウ ム (つ

96/ 1 /29 わが家の鮒震診断 と 補強

96/ 1 /31 阪神大震災の被害 と 復興 に 関 す る 研
究報告会

96/ 2 / 1  人のつ な が り が命を救っ た ! ー神戸
長i到 15l:$�野地区の ま ちづ く り に学ぶ

96/ 2 / 1  住宅復興セ ミ ナ ー

96/ 2 / 3  「地域ネ ッ ト ワ ー ク と ま ち づ く り 」

96/ 2 / 3  職 人 と 創 る 住宅研究会
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主催者

大板市立大学文化交流セ ン
タ

大阪府建築士会

住 ・ 職の再建 を 求 め る 被災
者の会

世界都市関関キ ャ ンベ ー ン
推進協議会、 大阪湾ベ イ エ
リ ア 開発推進機構、 産総新
聞社

日 本建築構造校術者 協会

関 西終済研究セ ン タ ー

11 本建築 I 会連合会

伊丹都市政策研究所

f主 ま い環J克7 オ ー ラ ム

殺人 と 斜j る 住宅研究会

兵庫県住宅建築総合セ ン タ

念 日 本建設運輸連干苦労組

日 本建築学会

神戸史談会

後 III 建 替 え 推 進 協 議 会
(後建協951

被災者復興支援会議

枚方市 (震災連続講照)

兵庫県木材業協河組合連合
�ミ、
阪神大震災対策暦史学会連

φ

絡会、 歴 史資料保全情報ネ
ツ ト ワ ク 、 神戸市:siJ'事物
館参
大阪府 大阪市

工学院大学総合研究所

枚方市

兵庫県住民建築総合セ ン タ

兵庫県 (ひ ょ う ごブ ェ ニ ツ
ク ス セ ミ ナ ー )

職 人 と 釘j る 住宅研究会

会場 備考

大阪市立文化交流セ ン タ 講演 (浅間学問 ・ 大阪市
大 )

大阪府建築健保会館 講演 (J乙rL : 神大)

神戸f ・ ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ
会館

京都産業会館 パ ネ ル

商宮勤労会館

東磁ホ ー ル 議i安 保リ11紀章、 山根一 ー
主主) 、 パ ネ ル (新野、 f事
111 京大、 山根、 清原 。
u 本 ル ー テ ル神学大， ) 1 1  
t�， 関絞速)

神戸市内のホ テ ル パ ネ ル (設計技銅、 建築
家{也)

中之島セ ン タ ー ビ ル 議j寅 (溝橋 神戸市企画
総長)

神戸ベイ シ ェ ラ ト ン ホ テ 幸設 ;t�_ 小林) 、 講演 ( 高
yレ FH 、 {!i 々 木他人 分科会、

ノ ミ ネ ル

伊丹ア イ フ ォ ニ ッ ク ホ ー 討論
jレ

毎 日 新聞大阪本社 議i寅 (高J l I 、 中 日 1 )

問符市立瓦林公開 体験報告、 講演等

メ ルバ ル ク 広 島

芦屋市商 工会館 報告

大阪 ・ 生 コ ン 会館 議淡 (六波羅、 井上 読
子t新聞社)

東京銀座ヤマハ ホ ー ル 報告、 パ ネ ル (岡 田恒男
他)

生田神社会館 議i寅 (加藤隆久 生田神
キtH己J)

兵庫県私学会館 講演 (先[!j) 、 パ ネ ル (弁
議 t:、 不動産鍛定士 他)

兵庫県民会宣言 意見交換 (小林、瀬尾他)

枚方市立楠葉公民館 パ ネ ル (牧IJ… 一 : 民間
隊存者市民復興計 画委員
会事務局)

ひ ょ う ご共済会宣言 議液 ( j時 中 他) 、 パ ネ ル
(建築士勉)

神戸市立博物館 朝Hfj (足立裕戸J : 神戸大、
坂本勇 震災記録情報セ
ン タ ー)

講演 (長谷川光雄 . 建築
士)

工学院大学 (東京) 報告

枚方市楠葉公民館 清水光久 (真野地区復興
ま ちづ く り 事業所長)

宝塚市戸商工会館 県職員

兵庫県立女性セ ン タ ー て二宮厚美 (神戸大)

阿倍野市民学習 セ ン タ ー



開催釘 事業名

96/ 2 / 3  こ れで大丈夫 I ? 渓災後の木造住宅

96/ 2 / 3  96がんばれこ う べ 上地活用 セ ミ ナ ー

96/ 2 / 4  人 と ま ち が共鳴す る 神戸 を

96/ 2 / 5  96来持 μ の復興 ビ ジ ョ ン を描 く

96/ 2 / 8  住宅再建について

96/ 2 / 9  災符救援 建築家 に何がで き る か、
阪神大渓 災 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活
動か ら

96/ 2 /10 { 住乞復興 を と う 考 え る のか」、 f新
し い コ ミ ュ ニ テ ィ の復興」

96/ 2 /11 く ら し ま ちづ く り の し あわせっ て
な ー に

96/ 2 /14 マ ン シ ョ ン復興セ ミ ナ ー

96/ 2 /15 瓦擦の風貌阪神 ・ 淡路大震災あれか
ら 1 {jC 

96/ 2 /18 復興 l 年 ! 望 ま れる マ ン シ ョ ン経営
と 片手f産賃J

96/ 2 /22 阪神大震災 と 復興都市計爾

96/ 2 /23 住宅復興 に 関す る 識変報告会

96/ 2 /23 震災地不動産表示驚記報告会

96/ 2 /23 阪神 ・ 淡路大震災の復興

96/ 2 /24 語 り 継 ご う 心 と ふれあい街づ く り
10年マ ラ ソ ン 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 2 /24 リ フ ォ ー ム セ ミ ナ ー

96/ 2 /25 忘れ ま い、 大震災の教訓| を

96/ 2 /26 阪神 淡路大震災 に お け る 建築鉄骨
の被害事例由、 ら の教訓

96/ 3 / 3  生 き も の と 共存で き る 都市の復興震
災復興型 ピ オ ト ー プの提唱

96/ 3 / 5  阪神 ・ 淡路大震災に お け る 危険物施
設の被害状況 と その解析

96/ 3 /12 ひ ょ う ごグ ワ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 発足
記念7 才 一 ラ ム

96/ 3 /16 "1;f町 ・ 復興 ま ち づ く り シ ン ボ ジ ウ
ム 「匡i生み と 未来 を つ な ぐ住ま い と
ま ちづ く り J (つ

96/ 3 /22 俊神 ・ 淡路大震災復興の現状 と 課題

96/ 3 /23 街づ く り 交流会

96/ 3 /30 イ正文学で贈 る 言葉

96/ 4 / 5  震災復興 「侭が変 わ っ た かJ

96/ 4 / 6  職 人 と 創j る 住宅研究会

主催者 会場 備考

丹波年輸の型 コ ー プ こ う べ生活文化セ 藤 田 (建築家人 土井 (大
ン タ } 阪市大) 他

書!Jiな併J 神戸 ク ワ ス タ ルホ ー ル H 下部 (神戸大) 、 税理

神戸 を ほ ん ま の文化都 市 に 神戸海洋薄物館 平 田 、 本多、 衛
す る 会

神戸溜;工会議所東神戸支部 神戸 ベ イ シ ヱ ラ ト ン ・ ホ ミ ッ 月二 (神戸 商科大 ) 、
テ ル 松本、 井上 (神鋼 リ サー

チ )

長 田 の 良 さ を生か し た街づ 神戸 市長田 区池田南部公
く り 懇談会 会堂

関西設計者会議 イ ト ー キ大阪ニ ュ ー オ フ 講演 ω 野田正彰、 パ ネ ル
イ ス

兵庫J，'，� (ひ ょ う ごフ ェ ニ ッ 県立女性セ ン タ ー 講演 l 岸本'f，!ii (大阪教
ク ス セ ミ ナ ー ) 育 大) 小森長児

<fi.塚 rri他 ( フ ェ ニ ッ ク ス ま 宝塚西公民館 講演 延 藤 安 弘 ( 名 城
も づ く り セ ミ ナ ー) 大)

兵庫県住宅建築総合セ ン タ 芦屋市商工会館 講演 。 小森 ( 甲 南 コ ー ポ
ラ ス 主君 事長)

枚 }j rfj (震災連続講座) 枚方 市楠葉公民館 講演 奥野安彦 ( 写 真
家 )

神戸新聞文化セ ン タ ー 神戸市産業振興セ ン タ ー 講 演 。 J�} 本 ( 大 阪 教 育
大) f世

高度情報化推進協議会 協議会会議雫 議i車 場崎賢明 (神大)

都市住宅'''/:会 神戸 ・ 西llJ11c 依 田 (大阪市大) 、

土地家屋調査士近畿ブロ ッ 神戸市産業振興セ ン タ ー
ク 協議会

公共建築協会 濁民会舘 (大阪市) 講演 : 座 間 (地建) 、 黒
8l (神大)

日 本経済新開社、 H 経大阪 神戸凶際会議場 パ ネ ル 砂 野田正彰、 銭ケ
PR 江、 ル イ ・ サ ト ウ 他

日 本増改築産業協議会 小泉製麻 イ ズ ミ 会館 講演 。 L1J崎 (県) 、 野 田
イ車

全f，j建設労組総連合他 神戸朝 日 ホ ー ル 講演 。 巽和夫、 パ ネ ル
杉 山 、 大橋他

近畿高 エ ネ ルギ}加 工技術 尼崎 リ サ} チ ・ イ ン キ ュ 講 演 i塁間政男 (阪大)
所究所 ベ ー シ ョ ン

震 災 復興 ・ 関 西環 境 NGO 尼崎市防災セ ン タ ー 講 演 。 桜 井 善 雄 ( 信 州
ネ ッ ト ワ ー ク 大) パ ネ ル ι 角野康郎 (神

戸大) 他

横浜凶立大学 関山県農業会館 講演 山 間 (消防庁拝WJ
研究所)

ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ 大阪市 内 ホ テ ル 講演 。 梅原級、 安藤忠雄
ク

郡家地区震災復興 ま ち づ く 郡家小学校体育館 講演 問 中 光 ( 金 沢 工
り 委員会、 →宮町 大) パ ネ ル 石原i青行 (滋

賀 鋭大) 他

日 本不動渓学会 兵康県民会館 講演 . 斎藤 (神Fヨ商大) 、
大野 (広 島市大) 他

神戸弁護 上会 神戸弁護士会館 報告 坂崎 (神大) 他

阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト 三 日i市弥生が丘 近藤公夫 (神戸芸術工科
大)

!県建築士事務所協会建築復 神戸 市産業振興セ ン タ ー
興セ ン タ ーイ也

|可研究会 兵庫輸入住宅総合セ ン タ 何部正道 (建築家)

第二章@各種 シ ン ホG ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 625 



開催 日 事業名

96/ 4 /1 3  災害公営住宅と 土地問題

96/ 4 /20-22 tl 本マ ン シ ョ ン 学会第 5 回大会 「立
ち 上がれ ! 被災マ ン シ ョ ン」

96/ 4 /21 被災者問題連続講演会 「住 ま い は 人
権J

96/ 4 /24 や さ し い街づ く り 、 共生の街づ く り
一私がで き る 地域でのかかわ り

96/ 4 /26 「第15凶 ポ ー ト ウ ォ ッ チ ン グ」 開{岸

96/ 4 /27 住 民参加の復興 ま ちづ く り ーま ちづ
く り 協議会に よ る 復興 ま ちづ く り の
課 題 と 民 望

96/ 4 /28 戸隠の歴史 と 文化 を 考 え る シ ン ポ ジ
ウ ム 「 第 1 河風景が語 る 芦 原 の 歴
史」

96/ 5 /25 被災建物デー タ ーベ ー ス

96/ 5 /29 全民景観会議

官6/ 5 /30 家 に 関 す る か し こ い 知 識 セ ミ ナ ー
「構造IH 合板 を使用 し た 、 在米木造
性定事車総工法 の 強 い 家 づ く り 講習
会j

96/ 5 /31- 6 世界NGO フ ォ ー ラ ム 参加
/ 8  

96/ 5 /31- 6 ト ル コ 震災展
/14 

96/ 5 /31 被災建物の無料招談

96/ 6 / 3 -14 第 2 阿国連人潤居住会議 ト ル コ

96/ 6 /15 「住 ま い は 心 を 入 れ る 器 ・ 住 ま い は
心のな ごむ器」

96/ 6 /22-23 f'96集住樽」 弱{岸

96/ 6 /22 セ ミ ナ ー 「復興の視点J 開催

96/ 6 /22 住吉第一伎宅復興 ・ ま ち づ く り 協議
メZ合3、Z 

96/ 6 /25 兵月e ま ち づ く り セ ミ ナ ー'96

96/ 7 / 6  第 l 回被災地実態 についての学生発
表会

96/ 7 / 6  復興 ま ち づ く り を テ ー マ に シ ン ポ ジ
ウ ム

96/ 7 / 8  21 股紀の み ち を 考 え る 委員会 シ ン ボ
ジ ウ ム

96/ 7 /11 復興住宅 プ ロ グ フ ム に意義あ り ! 緊
急市民集会

97/ 7 /17 ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク フ オ
ー ラ ム

626 第二主主畿各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等

主催者

長EHIRに低家賃の災害公合
{� 宅の大量建設 を 求 め る 袈
名推進実行委Jl会

日 本マ ン シ ョ ン学会

住民要求斑2寺市民の会

フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン
fjl買すず ら ん台j

神戸港を 考 え る 会
港 ま ち神戸を愛す る 会

日 本建築学会近綾支部

芦屋文化復興会議

神戸大学被災建物情報化チ
ー ム

47都道府県、 9 政令指定都
市

THE VOICE FROM KOBE 

市民間体 f被災地の声を世
界へ」

建築相談ボ ラ ン テ イ ア 「お
たすけ小原j

TIP構法伎宅一般公防セ ミ
ナー受付神戸地区事務局

関íl!i分譲協同住宅1'1:<9望組合
協議会

分譲マ ン シ ョ ン の復旧 と 立
て 替 え を 推進 す る 協議会

同協議会

兵庫県

震災復興 笑態調査ネ ッ ト
ワ ク

神戸 弁護士会鈎

|司委員会

民主被災者連絡会、 神戸仮設
ネ ッ ト ワ ク 、 大 震 災 救
援 ・ 復興県民会議

トi左

会場 備考

カ ト リ ッ ク 鷹取教会

京都仏教大学

西宮浜仮設住宅ふれあい 議 i寅 岸 本 ( 大 板 教 育
セ ン タ ー 大)

し あ わせの村 ・ 研修館

神戸市内

神戸市内

芦産量 ラ ポ ル テ 山村サ ロ ン

こ う べ ま ちづ く り 会銭 地滞情報 シ ス テ ム につ い
て解説

神戸 ハ ー パー ラ ン ド ニ ユ 541司体関係者、 報合 (貝
ー オ ー タ ニ 原 俊 民) 、 講演 ( 近 藤 公

犬 神ド 芸術工科大)

篠原会館 中 ホ ー ル 講義 (浅間光 --級建築
cU 

ト ル コ ・ イ ス タ ン ブー ル 報;今 ・ ノ〈才、 ル 村井雅清
( 仮 設NGO述人 単 川 和
5号 (神大) 、 向 山 正義、
-ë'{ Jj.j(平Ij彦、 今福光子、 吉
側基、 李相秦{也

神戸 YWCA 撮影 (牧!日清 : 写真家)
パ ネ ル 、 寺 内 真 子 .
YWCA救援セ ン タ ー

建 築 相 談 ボ ラ ン テ ィ ア
「おたすけ小屋j

ト ル コ ・ イ ス タ ン ブー ル 「被災地の声を世界へJ

県教育会館内 グ フ ン ホ ー
Yレ

幸ま{t;- 北浦かlま る (大阪
市立大) 、 大西…嘉効 (神
大)

神戸市内 講演 。 戎正精 (弁護士)

東灘文化会館 講演 川 井力夫

兵庫県公館

セ ン ト ・ キ ャ サ リ ン ズ ・ 報告 : 紅谷昇平 (神大) 、
カ レ ッ ジ 枇杷健一 (神戸芸 r大)

神戸市内 講演 ー 広原盛碗 (京都府
立大)

石 田 東生、 111 口 一史、 黒
川 あ や子他

神戸市勤労会館 講演 河村宗治郎

兵庫県公館 安藤忠雄、 五百旗頭真、
永田萌、 中瀬勲、 神 戸 市
長、 芦康市長、 ニ 田 市長
ほ か



開催 日 事業名

96/ 7 /19 f!本住宅会議関際会議

96/ 7 /20 阪神大震災後の ま ち づ く り につ い て
与 え る

96/ 7 /21 住 ま い詳建 フ ォ ラ ム

96/ 7 /27 震災 ・ 神戸都市復興の腿菜 を 考 え る
シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 8 /10�11 「 わが家の耐 震診断講習会」

96/ 8 /11 「復興 ま ち づ く り で今、 何が起 こ っ
て い る の か一区爾整理 再開発 と 伎
宅再建の爆禁j シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 8 /17 f 円主主会議 ど な い すん ね ん 新 開 地 J
シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 8 /31 住 ま い づ く り セ ミ ナ ー

96/ 9 / 1  御'� � . 四地権者の会

96/ 9 / 4  KOBE イ ン タ ー ホ ー ム '96

96/ 9 /11�13 公開 ワ ー ク シ ョ ッ ブ

96/ 9 /14 f環境 ・ 人 間 ・ 建築J を テ ー マ に 討
議

96/ 9 /22 神戸森南地阪市民集会

96/ 9 /29 だれが決め る ? わた し ら の住 む と こ

96/ 9 /29 阪神 ・ 淡路大震災が残 し た 問いかけ
~新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ ーづ く り を め
さ し て ~

96/ 自 /29 3 階建 て セ ミ ナ ー

96/ 9 /30 神戸 ・ 長崎 横浜 ・ 中華街フ ォ ラ
ム

96/10 建築技能ア カ デ ミ ー

96/10/ 3 セ ミ ナー 「被災者マ ン シ ョ ン の構造
と 修復方法J

96/10/ 7 � 9 震災復興 と 新 し い地域づ く り

96/10/11 列島 リ レ } シ ン ポ ジ ウ ム

96/10/19 f社会連動 と し て の居住への と り く
みJ 講演会

96/11/ 1 鷹取中学校文化祭 「復興マ ッ プJ

96/11/ 9 シ ン ポ ジ ウ ム 「都市の記憶 未来の
神戸の歴史 を つ く る た め に」

96/] 1/21 三符東地i又街づ く り

96/11/21 「 ト ア ロ ー ド ま ち つ、 く り シ ン ポ ジ ウ
ム 」

96/11/23 「 ト ア ロ ド フ ェ ス タ �KOBE�風
の坂道j

主催者 会場 備考

同左 阿倍野市民学稗 セ ン タ ー 報告 ・ 岸本幸臣 (大阪教
育大)

バ リ ア フ リ ー シ ス テ ム 開発 灘区民ホ ー ル パ ネ ル
財団

被災者復興支援会議 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ

NPO神戸 ま ち づ く り こ う べ市民福祉交流セ ン 広JJí(盛明 (京都府立大)、
タ } 平 山梓 介 (神大) 、 従酋

悠河
兵庫県 西宮市立勤労会銀、 娘路

rP1�会銭

復興市民 ま ちづ く り 連絡会 兵庫県私学会館 1 階会議 有H'，' ({t民団体代表 ' 神
室 ) i ・ 7守朕 ・ 西宮 ・ 淡路 ・

京 島 地 /;{) 、 分科会、 塩
崎 賢 明 ‘ 神 大 、 広 )京 盛
明 京 大

新開地セ ン タ ー 協同組合 神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジセ ン FF 本宮室、 街 w昇、 仁閃康
タ ー 犬、 邸前街関係者、 ま ち

づ く り 協議会員

神戸新聞文化セ ン タ 兵庫県農業会館11階大ホ 議i寅 (中村稔 . 住宅金融
ー ル 公庫)

御管二i ・ 問地権者の会 神戸市長匠H玖

神戸凶際交流協会 神戸間際展示場

こ う べ ま ち づ く り 会館

5 本建築学会 滋賀県立大学 講演 。 中村領善 (泉大)

森南町 ・ 本山 中 町 ま ち づ く 南森地隊 内 報告 岸本幸臣 (大阪教
り 協議会 育大)

ザ ・ ボ イ ス ・ フ ロ ム ・ コ ウ 兵庫県私学会鈴 講演 : 岸本幸[;! (大波教
ベ 育大) 、 早 川 和 男 (神戸

大)

尾崎行雄記念財 団 神戸浦工会議所会館 講演 八幡和郎 ( ;誼 藤
省 ) 、 パ ネ ル 大越俊夫、
金守良、 El:I村太郎他

神戸市、 神戸市住宅供給公 メ ッ セ ・ セ ミ ナ ーハ ウ ス 講師 . 城清Hil
社

南京町商庖街振興会 神戸海洋博物館

建築施工技術研究所 神戸市灘区内 講演 . 奥保多潟 (大阪芸
術大)

構造技術委員会 大阪科学技術セ ン タ ー 講 演 鈴 木 計 夫 ( 大 阪
大)

(財) 21世紀 ひ ょ う ご創 造 兵康県農業共済会館 講演 . 三木信 お (神戸 商
協会 科大)

神戸新!司社、 近畿地方建設 神戸ポー ト ピ ア ホ テ ル パ ネ ル (貝原知事、 J l IJ:
局 哲郎、 天野明弘、 井野瀬

久美恵) 、 三木康弘

早川凶際居住福祉研究所 神戸YWCA 講演 ( ピー タ ー ・ マ ル ク
ー ゼ : コ ロ ン ピ ア大)

鷹取中学校 鷹取中学校 社会科研究部 (鳴JI I秀昭、
馬川健湾、 部員10人)

御影公会堂 パ ネ ル (小松左京、 大森
一樹、 有村桂子、 武田刻
昭 ) 映画 「嵐の歌 を聴けj

サ ン パJレ名癌会 メ リ ケ ンパー ク の ホ テ ル 講 演 ( 嶋 田 勝 次 神 戸
大)

ト ア ロ } ド地13l: ま ち づ く り 神戸外周倶楽部 講演 (呉宏明、 高回昇)
協議会

ト ア ロ ー ド地 区 ま ち づ く り 三符神社
協議会
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開催 日 事業名

96/11/23 ま る ご と ア ジ ア フ ェ ス テ イ ノf ル
“今、 神戸の ア ジア を凱Iる 写真展"

96/11/29 学習会 f震災後の コ ミ ュ ニ テ ィ 再建
一} 主み よ い衡にす る た め に は」

96/12/ 3 神戸凶際文化都市 フ ォ ー ラ ム

96/12/ 7 被災者復興支援会議第 4 fJj J フ ォ ー ラ
ム

96/12/14 白地地域の被災実態 と 復興方策につ
いて の シ ン ポ ジ ウ ム

96/12/14 欠抗告件 宅被害全関連絡協議会記念 シ
ン ボ ジ ウ ム

96/12/14 彼i主協'95 さ よ な ら セ ミ ナ ー

97/ 1 /11  記念ン ン ポ ジ ウ ム 「震災か ら 新 し い
未来 は み え る のかj

97/ 1 /16 市民本位の 防災ま ちヴ く り ・ 復興 ま
ちづ く り

97/ 1 /16 阪神 淡路大震災 を 考 え る 講演会

97/ 1 /17 ま ちづ く り フ ォ ー ラ ム

97/ 1 /22 被災建築物応急危険度判定にかかる
講演

97/ 1 /24 復興 ま ち づ く り セ ミ ナ ー

97/ 1 /24 復興 ま ち づ く り セ ミ ナ ー

97/ 1 /28 関 西 か ら 考 え る 21 世紀 の 安心 ・ 都
市 ・ 地域づ く り シ ン ポ ジ ウ ム

628 第て章畿各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

神戸ア ジ ア タ ウ ン推進協議
4k 
神戸市職員労働組合衛生支
部

神戸 新関校、 神戸の新 し い
都市デザイ ン を 考 え る 会

被災ctf復興支援会議事務局

震災復興 尖慾務先ネ ッ ト
ワ ー 夕 、 神ド東部市街地(1
地地域復興支援 チ ー ム

欠陥11:宅被害全国連絡協議
JZK ζ 
後建協'宮5'菩務局

読売新聞社、 兵庫 ア ー ト ウ
イ ー ク ・ イ ン東京実行委長
i三〉三、

兵庫 ア ー ト ウ ィ ー ク ・ イ ン
東京実行委!l会

兵庫県建設業協会

伊丹市、 伊丹都市政策研究
所

兵庫県

孫、 神戸市、 都市整備協会

ひ ょ う ご都市づ く り セ ン タ
一 、 こ う べ ま ちづ く り セ ン
タ ー

21世紀の 関 商 を 考 え る 会

会場

長田区民ギャ ラ リ ー

勤労会館

神戸商 1 会議所

7 ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ

こ う べ ま ち づ く り 会館

神戸市内

県学校厚役会館 2 階大会
議室

銀座 ・ ヤマハ ホ ー ル

安凶生命 ホ ー ル

兵庫県建設会館

伊丹ア イ フ ォ ニ ッ ク ホ ー
)レ

兵庫県公館

産業振興セ ン タ ー

神戸市産業振興セ ン タ ー
ホ ー ル

リ ー ガ ロ イ ヤ ル

備考

ひ と り 芝居 (新原英子「身
tftH鈴 [ )
議i産 I 旦二助教授 都
寸 大 研究所) 、 NGO外l!;J
人救援ネ ッ ト 、 " と ベ
ピ ー のサ ー ク ル

ト ー マ ス ・ グ レ イ ン 、 磯
崎新、 石毛直道

岸本弘 (読売新 聞 ) 、
小 川和久、 新里子幸次郎、
中村純 f、 桑山紀彦、 小
林高�維
大限鋭 、 竹山清明、 林
若手義、 前崎滋輝、 塩崎賢
時i

報 、 も是主主、 井目覚可

m喝尚弘 (環境再開発研
究 所 } 高 見 貞 幸 (神戸
商 業 開 発開発研究所) ，
井 I JtL 戸J (弁護士 ) 、 岩
由CHを延 (都市計 |民設計研
究所j 、 L1 1 r1 � ' 史 (神戸
新開情報科学研究所)

講i夜 (伊藤滋) 、 パ ネ ル
(土自主主室、 三、 ;厚美公秀)



4 . 産業 ・ 労働

関f華 日 毒事業名

95/ 2 /  9 阪十申太言受災復興会談

95/ 2 /13 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 と 今後の諜
長塁

95/ 3 /11 ，fiilH コ ン ビナー ト の安全性 を 考 え る
シ ン ポ ジ ウ ム

日5/ 3 /27 阪神大災災復興支援セ ミ ナ ー

95/ 3 /29 気気 ・ 復興 ・ 雇用一級神大震災を考
え る

95/ 4 /14 中小iÊ:業後災復興セ ミ ナ ー

95/ 4 /21 危機行E型 と 阪神復興を 与 え る 公 ・
j\c . JI 鋭利音i門の役割分fI!

官5/ 4 /21 盟主災 と 搬送

95/ 4 /22 緊急時の テ レ ビ報道 を 考 え る

95/ 4 /22 災災後の経1持梓j，淡の現場語、 ら

95/ 4 /25 渓災後の 時 業振興

95/ 4 /26 震災 を め ぐ る 企 業の再建方策 と 財 産
保全

95/ 4 /27�28 H5r�公月 フ オ ラ ム

95/ 5 / 9  災主ー と こ こ ろ と 情報

95/ 5 / 9  地震災害 と 金融派伝説品

95/ 5 /16�19  ピ ジ ネ ス シ ョ ウ ， 95TOKYO シ ン ポ
ジ ウ ム マ ルチ メ デ ィ ア 時代の安全な
オ フ ィ ス ~級神大震災の教訓lか ら

95/ 5 /17 阪神大震災に学ぶ企業の紡災

95/ 5 /17 阪神大食災復興 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 5 /17 阪神復興 と 危機管理

95/ 5 / 18�19 マ ル チ メ デ ィ ア の 紡災管理 阪神大
主主災lこ'."j:ぶオ フ ィ ス ・ マ ネ ジ メ ン ト

95/ 5 /22 [iÿ'[;ft'i年復興支援 7 ォ ー ラ ム

95/ 5 /23 Imili'業新関セ ミ -j--

95/ 5 /27 阪神 ・ 淡路大震災 i 関附復興会議j
IN KOBE 

95/ 6 / 2  阪神 ・ 淡路大震災弱速セ ミ ナ ー

95/ 6 / 5  大震災に学ぶ…生活支援 と 新社会シ
ス テ ム

95/ 6 / 9  マ ルチ メ デ ィ ア時代にお け る 新た な
ワ ー ク ス タ イ ルのあ り 方

95/ 6 / 9  緊急時の社内広 報 を 考 え る

95/ 6 /12 新 し い挑戦 ・ 新 し いパー ト ナ ー シ ッ
プ

95/ 6 /13 激甚災害被災従業員 の健康管理 を 巡
っ て

主催者 会場 備考

関関経済同友会 NCB リ ー ガロ イ ヤ ル 報告、 従1 f採択

勤労青少年協会 大阪 ・ コ ス モ証券ホ ー ル 議i長 (松|崎) 、 パ ネ ル (崩
LJ、 正í11'他)

コ ン ビ ナ ー ト 連絡会 川 崎能楽堂 パ ネ ル (竹内、 藤井他)

姫路商)仁会談所ホ } ル 語審淡 ( 浅 井 神戸外大) 、
ノ 《 才、 yレ

毎 日 新開 ・ 丈島ii宵ベ イ エ リ ホ テ ル絞急イ ン タ ー ナ シ );Ï;調講演 (鈴木 。 野村総
ア 開発推進機構 ョ ナ jレ 研正型 事長μけ、 ル (砂野、

おI!l • !j命、 会!日)

神戸市緑 '*'桜興財 j丹 「応召雨量セ ン タ ー 講演 ( 村 上 弁護士)

日 本経済{jJfjtセ ン タ ー 大 阪 1 1 経 ピ ル会議案 講演

日 本科学技術 ジ ャ ー ナ リ ズ 東尽科学技術会館 Jよ J青 白蒜 滋 (:{î橋 建設
ム 会議 宇î J 、 銀 行

被ESテ レ ビ祭実行委員 会 ア ス テ ィ 徳島 シ ン ボ ( サ ン テ レ ビ 、
N!IK飽)

兵1市際立 tz↑十 セ ン タ 神J í ク リ ス タ ル タ ワ ー

関内経済研究セ ン タ ー rfl，とよ3セ ン タ ー ピ ル 議i車 (大角 兵庫県参与)

中vj ll 監査法人 戦 H 監査法人

NE仁 全社協 ホ ー ル 長�/J� ・ -1: ミ ナ ー

誌度情報化推進協議会 大阪会 日 空 ホ テ ル 講演 (野田正彩 。 涼都i査
形ぷ術大)

日 本 リ ス ク コ ン サ ル タ ン ト 中央大学駿河台会館 議淡 (亀井 関西大他)
協会

日 本経常協会 コ ン ベ ン シ ョ 東京国際見本市 村}{、 泉沢、 太田、 瀬戸、
ン推進本部 小余他

日 本経済新開社 東商ホ ー ル (東京) 議i嵩 (尾i也 京大) 、 パ
才、 Jレ

大輪会 (関刻企業の集 ま り ) ニ ュ ー オ ー タ ニ大阪 シ ン ポ (紙野、 i可回、 bn
護聖子他)

神戸新開情報文化懇話会 判1)'ゴ ニ ュ ー オ ー タ ニ 講演 (本間 大阪大)

阪神文化復興委長 会 宝塚ベ ガホ ー ル シ ン ポ (安藤、 真木、 J可
内)

西宮古二年会議日Ií 甲子園都 ホ テ ル パ ネ ル (小笠原他)

日 本経済新聞社 新神戸オ リ エ ン タ ル ホ テ 講演 (生田、 新本他)
lレ

神戸地域産業 フ ォ ー ラ ム 、 神戸三宮そ ご う 新館 2主誠講演 (新野 。 神大名
地域産業 フ オ } ラ ム 交流会 誉教授)
議、 関西復興キ ャ ン ベー ン
会議

Jifi常労働基準監ま督署他 閥復労働基準喜志督署 a日uλ丘仁3二

ひ ょ う ご創生研究会他 兵庫県民会館 シ ン ポ (松原、 奥Ilj、 黒
問、 斎藤他)

I司R祭テ レ ワ ー ク ブ オ ー ラ ム 東条会宣告 (東京) 基 調 講 演 ( 関 本 忠 弘
J
エミ
、

事務局 NEC 会 長 、 絞 団 連 副
長)

日 経連社内報セ ン タ }他 大阪市 コ ロ ナ ホ テ ル 報告、 意見交換

国際港湾協会 シ ア ト ル市 ( ア メ リ カ ) 報告 (江口 神戸市)

関関経営者協会 大阪オ ー ハ ル ホ ー ル セ ミ ナ ー
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開催 日 事業名

95/ 6 /16 商工業者総決起 産業復興神戸大集
ノii、5 

95/ 6 /20 裕治施設の危機管理について 阪神
大震災に学ぶー

95/ 6 /23�24 阪神 ・ 淡路大震災での危機管理 と 産
業の空洞化

95/ 6 /23 小売商業新生セ ミ ナ }

95/ 6 /24 阪神大渓災 と 社会 ・ 経済 シ ス テ ム

95/ 6 /27 震災後興 と 神戸経済

95/ 6 /28 災害持 に お け る救急医療 と 情報提供
のあ り Ji

95/ 7 / 1  阪神 大震災の報道 を 通 し て

95/ 7 / 8  援 災 と メ デ ィ ア

95/ 7 / 8  大震災 と ?ス メ デ ィ ア

95/ 7 /11 海外勤務 と 危機管理

95/ 7 /12�19 震災復興の経済学 (神戸磁大公開講
J!lÆj 

95/ 7 /14 現代絞営学研究学会第 5 回 シ ン ポ ジ
ウ ム

95/ 7 /15 メ デ ィ ア に も の 申 す一被災者 か ら 見
た震災報道

95/ 7 /17 震災か ら 半年、 こ れか ら の、 危機管
理

95/ 7 /17 援 災 と イ ノ ベ ー シ ョ ン (神戸夏季大
学)

95/ 7 /18 阪神大震災の検証 ラ イ フ ラ イ ン情
報 と 放送の役割

95/ 7 /20�21 阪神大震災体験 ・ 危機管理 ・ 義援 シ
ン ボ ジ ウ ム

95/ 7 /21 く つ の ま ち長田 ・ 復興 プ ラ ン を学ぶ

95/ 7 /22 建築家の提案す る 家 ・ 家並み

95/ 7 /22 土地活用 セ ミ ナ ー

95/ 7 /25 災害 と 情報

95/ 7 /26 日 本経淡の課題 と 神戸経済の復興
夏期絞i斉セ ミ ナ ー

95/ 7 /27�28 災答日を に お け る 情報通信のあ り 方

95/ 7 /28 サマー フ ォ ー ラ ム 95 r関西 を ど う 再
生 さ せ る かj

95/ 7 /28 災害時の ケ ー ブル テ レ ピ は 現地か
ら の報告

95/ 8 / 3  近畿長期 ピ ジ ョ ン シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 8 / 3  長田の尚業の復旧復興 を 考 え る

95/ 8 /24 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業の復興 を 考 え
る

95/ 8 /24�25 震災報道 シ ン ポ ジ ウ ム

630 第二葉@各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者 会場 備考

神戸 揃工会議所他 新神戸 オ リ エ ン タ jレ ホ テ 報f号、 決議採択、 講演 (小
Yレ 桔 λ 広)

旅館総研 神戸ベ イ シ ェ ラ ト ン ホ テ 軽装;廿 (緒方、 旅館経営者
Jレ f叡) パ ネ ル ( ホ テ )ò 、 方H在

銀 関 係 rn

兵庫県企業融合化推進協議 洲本市 ホ テ ル ア レ ッ ク ス 報;な ( ノj、 久保) 、 パ ネ ル
4!i 、 (!J日夜 . 神大) 、 現地視察

(聖子島断溺)

神戸市産業振興財凶 神戸市産業振興セ ン タ ー 議淡 (高[B : 立命大)

社会 ・ 経済 シ ス テ ム 学会 関西大学吹日i キ ャ ンパス 報 告 (松村 . 毎 日 放 送
他) 、 討論

神戸市産業振興財[，耳 神戸市産業振興セ ン タ ー 講演 (新野)

高度情報化推進協議会 大阪 ・ 備後 町 ク ラ ブ 講演 (鵜飼卓 : 大阪市立
総合阪療セ ン タ ー)

東京都内 パ ネ ル

伊丹市中央公民館 伊丹市中央公民館 議i車

宝塚市 宝塚市立西公民館 パ ネ ル (角i事 、 辛坊 .
読交)

外務省 東尽都内 パ 永 jレ (首頭、 三 島 、 水
野)

神戸商科大学 兵庫県民会館 講義

現代経営学研究学会 大阪商工会議所 議i賓 ( J I I上) 、 パ ネ ル (李
関 係 興銀、 倉光他)

兵庫県マ ス コ ミ 問者共翻会 兵庫県民会館 パ ネ ル
議

山一証券神戸支J;lj 神戸ク リ ス タ ルホ ー ル 講演 (佐々 淳行)

神戸市 兵庫県民会館 講演 (小松左尽)

放送文化基金 大阪国際交流セ ン タ 報告 ( ラ イ フ ラ イ ン 関係
者f也)

H 本ホ テ ル経営学会

長田の良 さ を生か し た街づ 関酋興銀会議室 報 告 ( 育 問 敏 一 東 洋
く り 懇談会 大)

{主 ま い環竣 フ ォ ー ラ ム 西宮国際交流協会

兵庫県民会舘

高度情報化推進協議会 阪急、 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 内卓会議 (鈴木 . 阪大、
鵜飼他)

全国中小貿易兵庫i車販 ホ テ ルモ ン ト レ ア マ リ ー 講演 (新野) 、 パ ネ ル (浦
郎、 辻、 米国)

兵庫 ニ ュ ー メ デ ィ ア推進協 神戸ニ ュ ー オ ー タ ニ 報f守 (小河 ω 神大、 康弁 。
議会 東大)

神戸市内 関 西経済連合会 討議(貝原、 新野、 山 沢)

河協議会ケ ー ブル テ レ ビ部 ホ テ ルパー ル シ テ ィ 神戸 報告 (高崎他)
i込" 

近畿地建、 日 本経済新聞社 大阪商一J:会議所ホ ー jレ 講演 (竹内 。 長銀総研) 、
報針 (古川Il 、 パ ネ ル (川
上 、 会原 [開催 E1 1 J )  

長 [l] の 良 さ を生か した街づ 長国 区役所 報告 (三谷 . 関大)
く り 懇談会

長 田 の 良 さ を生か し た街づ 長 田区役所 報告 (北野 白 神戸商大)
く り 懇談会

AM神 戸 神戸市産業振興セ ン タ } 報告 (柿木 武庫川女子
大、 山 田 ) 、 パ ネ ル (織
田正吉、 橋田、 桜井他)



開催 日

95/ 8 /25 

95/ 9 /14 

95/ 9 /21 

95/ 9 /25 

95/ 9 /27 

95/10/ 4 - 5 

95/11/ 3 

95/1 1/10 

95/11/11 

95/]] /14 

95/11/15-] 9  

95/11/15 

95/11/17 

95/11/20 

95/11/25 

95/11/27 

95/11/29 

95/12/ 2 - 3 

95/12/ 6 

95/12/ 9 

95/12/ 9 

自5/12/18

日6/ ] /11-12 

96/ 1 /15 

96/ 1 /16 ( ' )  

96/ 1 /17�18 

96/ 1 /17 

毒事業名

阪神 ・ 淡路復興計 画

いい会社 っ て どんな会社 ? 震災か
ら学ん だ大事な条件

災符に 強い社会の構築 に 向 け て ~マ
ルチ メ デ ィ ア を ど う 利用 す る か~

第17会終済情報セ ミ ナ - r兵庫県 ・
神〆 ，tjの震災復興計@Î に つ い てj

マ ルチ マ デ イ ア シ ン ポ ジ ウ ム 「安全
で iち か な都 市 を 築 く マ ル チ メ デ イ
ア」

AM/FM/GISに よ る ク ラ イ シ ス マ ネ
ジ メ ン ト

地域情報誌の明 日 を語る

時] [ 1 へ 震災復興 と 大阪湾ベ イ エ リ
ア

言葉災報道につい て の シ ン ポ ジ ウ ム

震災後興 と 都 市機能

ハ イ ビ ジ ョ ン各地点l問 flil陪� シ ン ポ シ
ウ ム f災害 に 備 え る 情報基盤j 阪
神 ・ 淡路大緩災に学ぶ も の

震災か ら復興へー産官学技術フ オ }
ラ ム 95

震災に見る 市民参加の都 市環竣デザ
イ ン の連続性 ( 第 4 回都市環境デザ
イ ン フ ォ ー ラ ム )

神戸 文化の未来一ひ ょ う ごデザイ ン
提案会議'95

阪神大震災 ・ テ レ ピ報道を 考 え る

産業復興会議 ・ 復興 フ ォ ー ラ ム ~新
生神 の再構築 を 目 指 し て ~

大渓災か ら 復興 と 飛躍

[，l際観光地復興 フ ォ ー ラ ム ボー ダ
ー レ ス時代の観光地づ く り (勺

兵庫 ・ 神ρ 懇談会 「震災復興 と こ れ
か ら の兵庫 神戸j

阪神 ・ 淡路大燦災に よ る 生活経済の
被容 . t註興 課題

阪神大震災 と 社会 ・ 経済 シ ス テ ム

震災後の小売業の復興

神 戸 大学KHAN シ ン ポ ジ ウ ム ・ 震
災研究 シ ン ポ ジ ウ ムー地域復興 と イ
ン タ ー ネ ッ ト

失業 ・ 解媛、 生活破壊 と た た か う 被
災 1 周年労働者団結集会

あ の 日 か ら365 日 連合集会

96jÏ . グ ラ ン ド シ ュ ー ズ コ レ ク シ ョ
ン

神戸商船大'苧震災研究発表会

õtj寵者 会場 備考

大阪ベイ エ リ ア 開発推進機 リ ー ガロ イ ヤ ル 講演 (三:木、 竹本)
構

兵庫県立友性セ ン タ ー 兵庫県立女性セ ン タ ー 講演 (起立)

機械生産産業記念事業財団 機 械 産 業 記 念 童書 ( 東 京 語審i賓 (小出 : 東大他)
都)

神戸磁℃会議所 神戸 商工会議所 講演

東嫌悪事情報公闘都 市構想、 シ 神戸ハ ー パー ラ ン ドニ ュ 講演 (富永 . 早稲 田 ) 他
ン ポ ジ ウ ム 開催委H会 ー オ ー タ ニ

AM / ドM INTERNA TI- 東尽大学ÙJ上会館 講 演 ( 高 田 神大、小出 ・
IONAL ! 1 本 東大他)

ア ミ 編集者学校 阪急 グ ラ ン ド ピ ル ホ ー ル パ ネ ル (関西ウ ォ カ 」、
神 戸 っ 子 他)

安藤忠雄 建 築 展 実 行 委 員 御堂会館大ホ ー ル 講演 (安藤忠雄)
会、 朝 日 新聞社

;神戸大学関祭'主1)委員会 神戸大第一 学舎 パ ネ ル (戸嶋他)

高度情報化推進協議会 同協議会事務九j 議j高 (加藤恵止;、 脇 日
本開発銀行)

APEC大阪会議開催記念ハ ア ジ ア 太平洋 ト レ ー ドセ 課題提起、 パ ネ ル (山根
イ ビ ジ ョ ン ド]際 シ ン ポ実行 ン タ ー 他 f也)
委長会

神) í市機械金属工業会 神戸市立工専 報告、 講演、 笹山 (神戸
市 長 )

都 市環境デザイ ン 会議 ・ 関 兵庫県民会館 講演 ( レ ル 7 : ト ロ ン ト
fflj ブ ロ ソ ク 大、 都 市計画、 建築 ・ 土

木、 造 問関係者)

産業デザイ ン七 ン タ ー 兵庫県立工業技術セ ン タ パ ネ ル (j l [上勉他)

FCT市民の テ レ ビの会 東京都内 パ ネ ル (宮崎飽)

神戸商工会議所 神戸市産業復興セ ン タ } 講演、 パ ネ ル (吉閃 神
大飽)

神戸商工会議所産業部 兵庫県公館 i議i寓、 パ ネ ル

運輸省、 (特) 図際鮫光振 神戸国際会議場、 神高ホ 議i露 草地緊…他、 パ ネ
興会、 (社) 日 本観光協会、 - )v ル : 小林綴主主 ( コ ー プラ
(財) 日 本 ナ シ ョ ナ ル ト ラ ン ) 1也
ス ト 、 作!際綴光モデル地区
推進協議会

神戸市の ホ テ ル 窓見交換 (貝原、 笹 山 、
牧、 J I I上 、 大庭)

快活経済学会 チサ ン ホ テ ル神戸 報告、 パ ネ ル

社会 ・ 経済 シ ス テ ム 学会 大阪 市大文化交流セ ン タ 報告 (渡辺 . 池田銀行、
11'俊)

大阪市立大学文化交流セ ン 大阪市立文化交流セ ン タ 講演 (石原武政 ・ 大阪市
タ ー 大)

神戸大学総合情報処理セ ン 神戸大学滝川記念学術交 意見交換 (情報ネ ッ ト ワ
タ ー 流会 ー ク シ ス テ ム 拘当 者)

関西合同労働組合、 被災地 兵庫県教育会館 報告
雇用 と 生活要求者総合

E 本労働組合総連合会、 同 神戸 メ リ ケ ン パー ク オ リ 活動報告 ・ 決意表明
兵庫県連合会 エ ン タ ル ホ テ ル

日 本ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業 神戸国際展示場 見本市 フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ
最Ltt
神戸商船大学 神戸街船大学 港湾や物流 ・ 交通 な どの

被害や復興状況について
研究成 果 を 発表
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開催 日 事業名

96/ 1 /17 板神 淡路大震災復興 シ ン ポ ジ ウ ム
「非常事態 に お け る 労働組合の役割
と こ れか ら の労働運動J (')  

96/ 1 /20�22 紡災機楼グ ッ ズ フ ェ ア (勺

96/ 1 /21 震災 と 報道 本 当 に 必要な情報 と は

96/ 1 /21 阪急伊丹駅周辺復興イ ベ ン ト f伊丹
か ら 元 気 な 足 斎 が 聞 こ え る j
( ' ) 

96/ 1 /22 企業経営の危機管理

96/ 1 /23 非常通{;;セ ミ ナ ー

96/ 1 /24 防災お よ び災害対応情報 シ ス テ ム 調
官報公会

96/ 1 /26 震災を越え て 明 日 の神ρ経済 を 築 く
た め に

96/ 1 /27 安塚市民214名の阪神大喪災 と 情報

96/ 1 /31 阪神 ・ 淡路大震災を教訓 と し た危機
fr!1'.Ø���i!!i1言の災答対策は も う こ こ ま
で1住んでい ま す

96/ 2 / 2  産業常洞化問題に応 え る

96/ 2 / 5  災得時 に お け る 情報発れのあ り 方、
そ し て今後 (兵庫県広報研究大会)

96/ 2 / 7  新聞記者が見た現場 取材で出会っ
た 人 た ち

96/ 2 / 8 高度情報化社会構築に 向 け て の I) デ
ザ イ ニ ン グ 阪神議大震 災 を 超 え て

96/ 2 / 8 �  9 阪神大震災か ら の復興 と 世界都市 ・
関 尚 に 向 けてー第34回関西l財 界セ ミ
ナ一一

96/ 2 /14 震災か ら 1 年、 子 ど も の変化、 親の
と ま どい

96/ 2 /15 笈 災 と 女性 (神戸女惣 問題シ ン ポ ジ
ウ ム )

96/ 2 /15 ひ ょ う ご企業立地セ ミ ナ ー

96/ 2 /16 阪神 淡路大震災報道 を ふ り かえ っ
て

96/ 2 /17 震災報道 と 私 報道現場の裏側

96/ 2 /20 ひ ょ う ごテ ク ノ ピ ア '96

96/ 2 /21 フ ァ ッ シ ョ ン都市神戸 フ ォ ー ラ ム '96

96/ 2 /21 f阪神 ・ 淡路大震災 を 振 り 返 っ て J
講演会

96/ 2 /21�22 ノミー チ ャ ル メ ッ セm絞神

96/ 2 /24 震災か ら 1 年過 ぎて 百い た い こ と
がい っ ぱいあ っ た
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主催者

関西生産生民主性本部、 連合
近畿ブロ ッ ク 連絡会

兵庫祭

宝塚市 ( フ ェ ニ ッ ク ス ま ち
づ く り セ ミ ナ ー)

伊丹商Jg連合会、 伊丹商工
会議所、 阪急伊丹釈前 3 m
連{t

尼崎信用金庫

郵政省近畿定気管終局近畿
地主非常通{'1協議会

高度情報化推進協議会

宇中f if!í産業振興財閥他

京塚市他 ( フ ェ ニ ッ ク ス ま
ち づ く り セ ミ ナ ー)

NTT関問支社

EI 本学術会議、 神戸市等

兵I車保、 fl 本広報協会兵庫
県支部

枚方市

高度情報化推進協議会

関 西経済問友会関凶生産性
本部

日 本家族研究 ・ 家族療法

神戸市社会議祉協議会等

兵庫県

高度情報化推進協議会

尼崎市 (7 ェ ニ ッ ク ス の集
い)

兵庫 県 立 E 業 技術 セ ン タ
一、 兵庫工業技術振興協議
メz込f 

神戸新関社

近畿農政局 、 兵庫県

阪神 ・ 淡路産業復興推進機
構

ウ ィ メ ン ズネ ッ ト ・ こ う べ
震災 を 女の 目 で記録す る 会

会場 備考

新神戸オ リ エ ン タ ル ホ テ 報 行 (人滞 : 自 治労他) 、
}v 討 議

神戸国際展不場 差是示、 実i淑\ シ ン ポ ジ ウ
ム 、 講演会

宝塚東公民銭 講演 (深井 . 毎 8 新隠特
日IJ報道部長) 、 パ ネ ル (小
官官;孝彦、 森綾子 、 市長他)

阪急、伊丹駅跡地他

尼崎ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル 講演 (佐々 淳行 . 元内 閣
安 全保障宅長)

神戸ニ ュ ー オ ー タ ニ 講演 (太FH ・ 山 口大、 上
f長 ) 、 ノ〈 ネ ル (産量井、 行i
代、 jjL、 伊1 1 1他)

千里 フ イ フ サ イ エ ン ス セ 報 告i (iuJ田 . 尽大{由)
ン タ ー

神戸市産業振興セ ン タ ー 講演 (新野 神戸 大名誉
教授)

安塚中 央公民館 パ ネ ル (押田栄-_.他)

神戸ボー ト ピ ア ホ テ ル 報告

神戸間際交流会舘

兵庫県教育会館 安西 (県) 、 小西康生

枚方市楠葉公民館 川 本 正 人 (読売新開枚方
支 同)

大阪 ・ 新阪急、ホ テ ル f，-tf涼 一

国立尽都凶際会館 討論 。 砂野、 雀部、 模山、
機切、 津田、 南谷、 武田、
森HI

神戸市産業振興セ ン タ ー 議淡 谷口 (神戸児童相
談所)

神戸文化ホ ー ル 講談 . 野々 l泊、 講演 . 縫
在!他

大阪銀行協会 議i賓 (加給上義之 さ く
ら 総合研究所)

協議会会議室 報告 . 藤村 徹 (サ ン テ レ
ビ)

尼崎市武庫公民館 講演 岩城 (毎 日 放送)

兵庫県立工業技術セ ン タ 講演 ( 山 口 … 史 : 神戸新
間社情報科学研究所)

ホ ァ ル オ } ク ラ 神戸

県民小劇場

尼崎 リ サー チ イ ン キ ュ ベ
ー シ ョ ン セ ン タ ー

兵庫県民会館 報告 女 た ち が語 る 仮
神大震災」 出版記念報告
必耳、



開催 B 事業名

96/ 2 /26 防災シ ン ポ ジ ウ ム 阪神大震災か ら
1 年 企業の危機管環 と は

96/ 3 / 2  阪神 ・ 淡路大震災報道について

96/ 3 /12 コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス と 女性起業
シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 3 /15 文化 ・ 産業複合体シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 3 /18 神ド で発生 し た課題か ら の住宅 ・ 商
業復興計画の方向、 具体的対策

96/ 3 /19�21 い き い き LIVEひ ょ う ご観光フ ェ ア

96/ 3 /23 阪神太震災 と 社会 ・ 経済 シ ス テ ム

96/ 3 /29 神戸の進路一産業復興 を め ざ し て

96/ 3 /29 地場産業復興 フ ォ ー ラ ム 「 日 本の街
並 み を 後iltに残す た め にj

96/ 3 /30 がんばろ う や ! 阪神 ・ 淡路 取材の
現場か ら

96/ 3 /31 「や る ぞ淡路島J 7 ェ ニ ッ ク スIN五
色

96/ 4 /19 産業復興のための規制緩和国際フ ォ
ー ラ ム

96/ 5 /14 新産業童Ij造を支援す る 総合施策説明
ノエ、4 

。6/ 5 /15 新産業創 造 を 支援す る 総合施策説明
ノ二乙、Z 

96/ 5 /16 新産業創 造 を 支援す る 総合腕策説明
ノ必、ζ 

96/ 5 /17 新産業創 造 を 支援する 総合施策説明
4'三~三

96/ 5 /22 阪神 ・ 淡路経済復興 シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 6 /13 フ ロ ン テ イ ア ・ ビ ジ ネ ス ・ ブ オ ー ラ
ム

96/ 6 /14 ボ ラ ン テ ィ ア の諸相一私的経験か ら

主催者 会場 備考

日 本経済新聞社 日 絞 ホ ー ル (東京) 講演 小川、 深沢、 加藤
他

放送 と 女性 ネ ッ ト ワ ー ク m 大阪 ド} ン セ ン タ } パ ネ ル : lE井、 畑、 橋本
関 西 イ出
阪神 ・ 淡路産業復興推進機 宝塚ホ テ ル 「琉王自の凋j 加 藤 恵j王 (神戸商事i 大) 、
構 講演 (打隠奈津子 . カ ル

チ ャ } ビ ジ ネ ス ) 、 大崎
洋 子 ( 女 た ち の 会 社 ボ
レ ・ ポ レ) 、 小出義之 ( ジ
ェ イ ・ ア イ ・ シ - ) 、 j畢
ち ね子 (い たみ消費者問
体 サ ー ビ ス ) 、 内藤 吉 子
( fl 興油精)

阪神 ・ 淡路産業復興推進機 ブ レ ン テ ホ ー ル 河 内ni郎 (文化プ ロ テゃユ
構 ー サー ) 、 対論 ( 11 1崎正

手1I 劇 作 家、 角 野手?ij専
武庫川 女大生活美学研究
所)

高度情報化推進協議会 協議会事務局会議室 講演 藤 田 (都市問題経
狩研究所)

阪神 ・ 淡路町企業復興推進機 東玉孔 ・ 池袋サ ン シ ャ イ ン
構 シ テ ィ

社会 ・ 経済 シ ス テ ム 学会問 大阪市立大学 講演 : 'Ull t(人 (大阪市
西 支部 大 ) 聖子 ffl 際 ( 奈 良 女 子

大人 パ ネ ル

阪神 淡路産業復興推進機 神戸 ニ ュ ー オ ー タ ニ 議i実 : 遠藤 ( 日 銀前神戸
構、 郷土振興調査会他 支出長y

阪神 ・ 淡路産業復興推進機 中 尚 子じ!tJ (PAOS) 、 山
機 EH修二 、 内綴底、 三i畢文

I 、 梅原保裕

兵庫県立女性セ ン タ ー 兵庫県立女性セ ン タ ー 講 演 . 佐 藤 誠 ( NHK 大
阪チ - 7 7 ナ)

阪神 ・ 淡路産業復興推進機 ウ ェ ル ネ ス パ ー ク 五色、
構 高 田屋嘉兵衛公開

阪神 淡路産業復興推進機 ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸 林敏彦 (大阪大学) 、 ケ
構、 関西絞済連合会、 神戸 ル ド ・ ハ ム リ ン (欧州 ビ
商 仁会議所 ジ ネ ス協会) 、 井 出 潔 (夜

日 米国 商 工会議所) 、 井
上 義 河 ( 潟 両 経 済 連 合
会) 、 林 河 春 (神戸華僑
総会) 、 南部靖之 (パ ソ
ナ ) 、 マ イ ケ ル ジ ェ ー
ム ズ ・ ス ト ロ ン グ (在 日
カ ナ ダ 商工 会議所) 、 米
出 准 三 ( 神 戸 商 工 会 議
所)

兵庫県 明石蕗工会議所

兵庫県 姫路商 工会議所

兵庫県 尼崎商工会議所

兵庫来 兵庫県中央労働セ ン タ ー

経閏迷、 関絞述、 神戸商工 経間連会館 報告 (笹山市長、 貝原知
会議所 事、 豊百i 章 一郎、 J I I 上哲

郎、 牧冬彦)

兵庫県、 神戸市 ホ テ ル ゴー フ ル リ ッ ツ 倉光弘己、 大崎茂芳、 森
IlH専一

甲南女 子 大学 (夏季公開講 甲南友子大学 講座 . 原IfJ隆司助教授
座)
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開催 呂 事業名

96/ 6 /24 災主害時に お け る 情報通信のあ り 方 シ
ン ポ ジ ウ ム

96/ 6 /25 キ ッ ク オ ブ セ ミ ナ ー

96/ 7 / 9  シ ン ポ ジ ウ ム 「神戸の復興願 っ て ア
ン ト レ プ レ ナ 一大集合

96/ 7 / 骨 「 阪神 ・ 淡路 大 震 災 の 教 訓 か ら 神
戸 ・ 阪神地区再生の方策 を さ ぐ る J
シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 7 /12 お祭 り フ ォ ー ラ ム

96/ 7 /13 「大渓災か ら 一年半ーち ゃ ん と し と
う か つ 地元 メ デ ィ ァ 」

96/ 8 /24 「飛鳥j 船 上 フ ォ ー ラ ム

96/ 9 /18 神 戸 シ ュ ー ズ ア カ デ ミ ー

96/19/19�10 県民労働大学講座
/ 8  

96/ 9 /25 神戸新聞情報文化懇話会

96/ 9 /25 第 5 回対 日 投資促進凶際セ ミ ナ ー

96/ 9 /26 震 災 と 企業の役割について考 え る 公
開講康

96/10/ 7 � 8 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム f イ ン フ ォ テ ッ ク
'96J 

96/10/11 産業復興支援セ ミ ナ ー
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余儀者

兵康ニ ュ ー メ デ ィ ア推進協
議会

兵庫県他

ベ ン チ ャ ーパー ト ナ } ス

毎 日 新開校、 兵庫県、 神戸
市、 関 西経済連合会、 神戸
隣�[一会議所、 神戸経済同友
会、 他

鉱 u 新聞神戸支局

El 本マス コ ミ 文化情報労総
会議 日 本新関分労連他

阪神 ・ 淡路産業復興推進機
構

日 本ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業
組合

県労働福祉課

神戸新関情報文化懇話会

絞神 ・ 淡路産業復興推進機
構、 ]ETRO

日 本 ヒ ー ブ協議会

兵庫県、 神戸市、 関西情報
セ ン タ ー

兵庫県商工部、 兵康保中小
企業振興公社

会場 備考

神戸 メ リ ケ ンパー ク オ リ 長 瀬i芋!Æ (兵1車l県知事公
エ ン タ ルホ テ ル 家 ) 、 光森史専， (神戸新

閥抗 ) 、 olf 術特次 ( ケ
ブ ル ビ ジ ョ ン ア イ ) 、 高
橋宣光 (サ ン テ レ ビ ジ ョ
ン ) 、 幸長敏尚 (NTT) 、
井二 善 長 (神戸商科大) 、
小西淡生 (神戸大)

ポー ト ピ ア ホ テ ル 講 演 (青 山幸男 ソ ー ケ
ン マ ネ ー ジ メ ン ト ) 、 沖
幸 子 ( フ ラ オ グル ツ ベ) 、
村 岡 利 幸 (総務部)

神戸ハーパーサ} カ ス 講演 : j省官官靖之 (パ ソ ナ
グ ル ー プ代表) 中 lLJ隼雄
( セ ガエ ン タ } プ ラ イ ゼ
ス ) 、

毎 日 新 聞 オ } パ ル ホ ー Jレ 報 告 (J� 原知事) 、 パ ネ
ル (中内力、 辻覚、 松尾
i1' HJ 、 平尾誠二) 、 斉藤
m;; 

生 田神社会館 講演 加藤隆久、 黄線成、
ffifH I寺弘

神戸市勤労会館 パ ネ ル 村上[占之 (神戸
女 学 院大人 梁勝則 (林
Ú1戦 El 診療所長) 他

豪華客船 「飛鳥」 パ ネ JL- 告側博熊、 播磨
靖夫、 風かお る 、 田 中 111
人、 河内厚郎)

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ議業会 講演 ー 藤本芳秀
館

講習ì (際労働福祉課)

ポー ト ピ ア ホ テ ル 講 演 . 南 部 靖 之 ( パ ソ
ナ )

神戸凶際会議場 パ ネ Jv : ノトE耳康生 (神戸
大 ) 、 片 OJ滋三 (神戸藤
工 ) 、 大 角 精康 (阪神 ・
淡 路 産 業 復 興 推 進 機
機) 、 1 1 1元彰夫 ( プ ロ ク
タ & ギ ャ ン ブ ル 社 ) 、
ス テ フ ァ ン ・ マ ッ テ ン
( ド イ ツ 産業連盟) 、 ハ イ
ン ワ ッ ヒ ・ ク リ ス テ ン
( ス イ ス 機械工業会) 、 ケ
リ ー ジ ョ ン ズ (ニ ュ
ー ヨ ー ク 州)

神戸ハーパ ー ラ ン ド ニ ュ 講演 . 言1 lllJ:哲夫、 井尻時
ー オ ー タ ニ 雄 、 臼測裕一、 中尾辰雄、

永藤j青子

神戸 国際会議場 シ ョ ー ベ ン ダー (サ ン
マ イ ク ロ シ ス テ ム ズ
社 ) 、 水野博之 ( ス タ ン
フ ォ ー ド大) 、 田 中 克 己
(神戸大)

フ レ ン テ ホ ー ル 東充 (久二塚地収 ま ちづ
く り ) 、 問 中 道雄 (吉備
霞 際大) 、 松井茂之 ( 月
見 山 公設市場) 、 市場修
( どパ甲子園)、 高見貞幸
( KOBE 商 業 開 発 研 究
所 ) 、 森崎輝行 (建築家) 、
Ú1 仁1 晃 ( l県 高 業 銀 光 課
長 ) 、 藤井玉夫 ( 中 小 企
業総合指導所)



開催 日 事業名

96/10/17 マ ル チ メ デ ィ ア社会の到来

96/10/25�27 土地活用 セ ミ ナ ー

96/10/29 iAPEC都市観光 シ ン ポ ジ ウ ム 」

96/10/31 鉄道 シ ン ポ ジ ウ ム

96/11 / 3  「復興 み な と 神戸 と 税関展J

96/11/ 6 1 [j 中小企業庁三

96/11/ 7 オ ー ブ ン ・ 7 オ ー ラ ム 「商業 ・ サー
ピス 業の進路j

96/11/12 f イ ン タ ー ネ ッ ト ウ ェ ー ブ'96J

96/11/23 復興 ま つ り

96/11/24 シ ユ } ズ フ ェ ス タ 96 く っ つ 子 ま つ
り

96/12/12  阪神 ・ 淡路大震災後の地震情勢を 考
え る

96/12/12�25 CHRISTMAS IN KOBE 

96/12/18 Xmasス ベ シ ャ ル神戸食ア イ フ ン ド

96/12/22 Xmas ブ ェ ス タ 神戸inROKKO

97/ 1 /21 神戸産業復興 フ ォ ー ラ ム

97/ 1 /24 災害情報 フ ォ ラ ム

主催者 会場 備考

ひ ょ う ご科学技術創造協会 神戸 市教育会館 森永規y事一 (大阪大人 山
本 、f- (奈良先端大)

神戸市、 神戸市住宅供給公 神戸 ・ 復興住宅メ ッ セ第 「特優賞 ・ 民f苦 主主 制 度 に
社 1 会場、 サ ン ボホ ー ル 1 つ いてj、 「土地の有効活

階会主主 !IJ事業につ いて」、 「土地
活 用 と 税 金対 策 に つ い
て 」

ア ジア 太平洋観光交流セ ン 神戸 国際会議場 テ ー マ 「ア ジ ア 太平洋綴
タ ー 光交流時代の魅力 あ る 都

rTiの あ り 方 を 考 え る j

近畿運輸局、 鉄道整備基金 神戸 ニ ュ ー オ ー タ ニ 佐 仏 本>Îll (近畿大) 、 飯
塚 卓 (阪神電鉄) 、 一樹
f 尋 (宝塚歌 劇 団 ) 、 i宰

EH&字 (遂輪特) 、 主主村衛

(神，i rfi) 、 山崎正夫 (西
日 本旅存鉄道) 、 野崎敦
夫 (鉄道整機;基金)

神戸税関 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ

中小企業庁 中 央 区 内 ホ テ ル 議i賓 (1'i戸�i巨大)

神)'i新商社 神 尚 ホ - )レ 講演 (!H村正紀)

イ ン タ ネ ッ ト ウ エ } ブ実 神}ft時際会議場、 神戸間 幸量子; ( 北 村 新 三 . 神 戸
行委員会 際俊市場 大) 、 本村 義秀

市中央卸売市場 市中央卸売市場 キ ャ ン ベ } ン (ヰ1村幸恵)

日 本ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業 駒ケ林中学校 演奏 (問中学プラ ス パ ン
組合 ド 部) 、 民族舞踊 (西神

戸朝鮮初 中級学校) 、 靴
供養

神戸新聞情報文化懇話会 神戸市内 講話貢 (石橋克彦)

阪神 ・ 淡路産業復興推進機 神戸市内
構、 兵庫県

灘五郷猶造組合 神戸 メ リ ケ ンパ ー ク オ リ
エ ン タ ル ホ テ ル 「瑞天の
隠」

灘五郷酒造組合 神戸ベイ シ ェ ラ ト ン & タ
ワ } ズ 「六甲の問J

阪神 ・ 淡路産業復興推進機 ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸 講演 (大前研一) 、 パ ネ
構 jレ (谷同一 郎、 大角靖康)

災害情報 フ ォ ラ ム 実行委 尼崎 リ サー チ ・ イ ン キ ュ 赤沢保守、 金津覚太郎、
員 会 ベ ー シ ョ ン セ ン タ ー i可回窓昭、 弘本由香里、

光森史孝、 水野義之、 林
春男
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5 . 保健 ・ 医療

務催 日

95/ 3 /  4 

95/ 3 / 5  

95/ 3 / 5  

95/ 3 /16 

95/ 3 /25 

95/ 4 /  

95/ 4 /  7 

95/ 4 / 8 

95/ 4 /15  

95/ 4 /22 

95/ 5 /10 

。5/ 5 /13 

95/ 5 /20 

95/ 6 /  2 � 4  

95/ 6 / 2  � 4 

95/ 6 / 3  

95/ 6 / 6  

95/ 6 / 8  

95/ 6 /  9 �ll  

95/ 6 /17 

95/ 6 /22�23 

95/ 6 /24 

95/ 6 /29 

95/ 6 /30 

95/ 6 /30 

95/ 7 / 2  

95/ 7 / 3  

95/ 7 / 6  

自5/ 7 /10 

95/ 7 /13 

95/ 7 /15 

事業名

約栄位向齢者問題、/ ン ポ ジ ウ ム

{、ケ ア シ ン ポ ジ ウ ム

被災地か ら の報告 と 今後

渓災後の心の復興 ・ 人間復興 を め ざ
す シ ン ポ ジ ウ ム

近畿紋色、医学研究会

こ れ か ら の女性の心の ケ ア 問題

緊急車士援NGO阪神大震災総抗 フ オ
ー ラ ム

シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神大震災lニ学ぶ」

二子供の心理 と 災 阪神大主主災

心の危機を ど う 主 え る か ? … 阪神大
震災のケ アi言動 を 滋 し て

阪神 ， 淡路大渓災 と 臨床検査

者識の 心 を 人 か ら 人へ級神大渓災 と
ボ ラ ン テ ィ ア

阪神大波災 と 臨床検査

PTSD国際ワ ー ク シ ョ ッ プ

心的外傷後ス ト レ ス症候群国 際 ワ ー
ク シ ョ ッ プ

被災地 に お け る 食生活 と 健康

震災後の子 ど も の心

震 災 と こ こ ろ の復興

PTSD国際ワ ク シ ョ ッ プ

国際情 勢 と 緊急阪療

大慾災 と 病院

ガ レ キ の 'j1 で与 え る ー失 っ た も の、
く れた も の

大地の揺 ら ぎ と 心の ケ ア

災害 ・ 住 ま い ・ 心 被災社会の住 ま
い と メ ン タ ルケ ア

子供のd心の ケ ア の た め の ワ ー ク シ ョ
ツ プ

心の ケ ア 講演会 (f民題)

子 ど も の心 の ケ ア

震災と こ こ ろーフ ェ ミ ニ ス ト カ ウ ン
セ リ ン グの立場か ら

心のケ ア を ど う 考 え る か 臨床心理
学のJL場からー

阪神 ・ 淡路大震災後の メ ン タ ルヘル
ス 講演会

板神大震災 と こ こ ろ の ケ ア
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主催者

厚生省、 福岡県

精神衛生支援間体

仏教大学心理 ク リ ニ ッ ク セ
ン タ 』ザ

神戸生命倫理研究会

近畿救急、荻学研究会

精神衛生支援図体

ア ジ ア 医師連絡協議会

n 4:�/Þ会総会

精神衛生支援問体

大阪府立綿入会館

Yrt臨床衛生検m支脱会

表議フ ォ ー ラ ム 事務)pl

来臨床衛生検査技締会

保i学 ヒ ュ ー マ ン サ ー ビ ス セ
ン タ

関 目当 波 ヒ ュ ー マ ン サー ピ
ス セ ン タ ー

大阪 市大食品栄皇室科 学科震
災認奇 ・ 支援 グ ル ー プ

兵庫県立女約 七 ン タ ー

潟学 ヒ ュ ー マ ン サ ー ビ ス セ
ン タ ー

図1克な き 医師団

日 本病院学会

日 本 オ ス ト ミ ー 協会兵庫県
セ ン タ

日 本建築学会

大阪YMCA

は ん し ん 自 立の家

兵康県立女性セ ン タ ー

兵庫県 立女科二セ ン タ ー

兵庫県立女t'tセ ン タ ー

神戸商船大学

大阪YMCA

会場 備考

も も ち ノ く レ ス 基滋講演 (岡山 . 亦1 字
病院長)

神戸タ フ フ シ ン ポ

仏教大学四条セ ン タ ー 講 演 (高橋他)

兵庫県私学会館 パ ネ ル (野田、 潟崎、 加
藤)

津名 陀 しづかホ ー ル 立p十"三防4!<三
神戸海長 女子学院 議淡 (精神科医)

衆議院首長政記念館 報告、 討 論

:l'，δぷ 市

神戸YMCA 議淡 (!x療 コ } デ イ ネ ー
タ ー )

大阪府立婦人会館 講演 (西原由記子 自殺
防 止セ ン タ ー所長)

室:嫁市 ソ リ オ ホ ー ル シ ン ボ

7寺山ス パ イ ラ ルホ ー ル Ufl ij' : 作家、 荒川他)

宝塚市 ソ リ オ ホ ー ル シ ン ポ ( 病 院 検 査 技 師
他)

関学千刈 セ ミ ナ ー ハ ウ ス 報告 ( ') 7 ト ン ニ ュ ー
ヨ ー ク 市大)

関商学院千刈 セ ミ ナーハ 報告 (臨床心理 l:他)
ウ ス

大板市大文化交流セ ン タ 報告、 講演

兵庫県立女性セ ン タ ー 議座 ( 7 月 18日 ま で毎逓
火lIlt関佐)

神戸朝 日 ホ ー ル 議i貰 ( リ フ ト ン 。 NY市
大、 井出他)

関学二子刈セ ミ ナ ー ハ ウ ス 報 告 ( ガ ル : カ メ ル ー
ン )

神戸大学医学部 講 演 ( ジ ャ ン リ ユ ツ
ク ・ ナ エ ル)

ホ テ ル オ ー ク ラ神戸 報告、 シ ン ポ、 講演 ( 日
野原)

兵庫県私学会館 講 演 ( 中 平 神 戸 新 聞
他)

神戸 市総合教育セ ン タ 講演 (黒木 。 戸爆心療 オ
ブ イ ス)

東京建築会館 議i寅 (室崎、 野間)

大阪東梅 田 ピ ル 講演 (ノミーハ ラ ウ イ ー

は ん し ん 自 立の家 講演 (瀬) ' 内寂膝)

兵庫県立女性セ ン タ ー 講演 (井出)

兵庫県立交性セ ン タ ー 講演 (J I I喜多)

兵康県立 女性セ ン タ ー 講演 (l� ド 神戸外大)

神戸 商船大学講堂 講演 (橋本 。 神大名誉教
授)

大阪YMCA パ ネ ル (飯原、 凋泊)



開催 日 事業名

95/ 7 /18 兵庫県看 護大会 「阪神 ・ 淡路大震災
か ら ぶ」

95/ 7 /27 子 ど も と と も に生 き る 乳幼児心理
ザの \'/持 か ら

95/ 8 /19 大反災 ・ 心の復興へのサポー ト 「生
か さ れ て る 医学j

95/ 8 /26 大渓災 と 健絞

95/ 9 / 2  神j l大学医学部震災 シ ン ポ ジ ウ ム

95/11/11 阪神 ・ 淡路大宣言災 と 阪療 ・ 格者1: . 街
づ く り (支部第 15回総会記念市民公
院議時〉

95/11/12 災?::ff.与の緊急|民療 を 与 え る シ ン ボ ジ
ウ ム

95/11/13 後災後の心と 体の健康問総 第13[11
神} i 校保健大会

95/11/22 第:35凶 …庫県中lì神1t健大会

95/11/25 阪神 k主主災 と 糖尿病 第31 凶 日 本糠
尿病協会近畿地}j会

95/11/25 心のケ ア ワ ー ク シ ョ ッ プ

95/11/25 最年れ、 わが地域の リ ハ ピ リ テ ー シ ョ
ン

95/12/ 2 津名町 ・ 救援 レ デ ィ ー ス 連絡会設立
総会 「女性のパ ワ ー を ボ ラ ン テ ィ ア
に」

95/12/13 災害荻療

95/12/20 心のケア

96/ 1 /11 シ ン ポ ジ ウ ム 「震災後の子 ど も と こ
こ ろ の ケ ア 」 い)

96/ 1 /20 ス ト レ ソ サー と し て の震災

96/ 1 /20 メ モ リ ア ル 1 ・ 17

96/ 1 /20�21 県 江著議大学第 2 回 国 際 セ ミ 7- -
「危機管理 緊急時 に対す る 看 護 と
し て の係えJ (つ

96/ 1 /20 阪神大震災 ・ 心の復興へのサポー ト
月二か さ れて い る 医学」 勉強会

96/ 1 /20 阪神大震災こ の l 年 つ な が り の見
え る も の

96/ 1 /23 阪神火震災に 関 す る 死凶謂査報告

96 / 1 / 23 ・ 仮神 ・ 淡路大災害の生 と 死 (第 8 伺
27 ・ 28 神戸 シ ン ポ ジ ウ ム ) (つ

96/ 1 /25 芦屋市学校保健大会

96/ 1 /25 健康づ く り キ ャ ンペー ン 記念講演会
「早期復興 を め さ し 、 ふ 人 ひ と り が
健康づ く り J (つ

96/ 1 /26 阪神 ・ 淡路大震災あれか ら ] 年 こ
こ ろ の傷 は癒 え た か …

主催者 会場 備考

兵庫県 兵庫県公館 報-$fj

兵庫県立女性セ ン タ ー 兵庫県立女性セ ン タ ー 講演 (む堂 ω 大阪市大)

兵庫県民会舘 議淡 (綾 部イ言五 五色健
j，!{キj )

兵庫県公衆衛生協会他 神戸市西I U記念会館 講演 (H!中 。 関学大名誉
教綬{也)

神戸大学i京学部 神戸開際会議場 報i号、 パ ネ ル (力n古、 川
村 、 1平井他)

県保険医協会内宮 ・ 芦屋支 西宮 ・ 若竹生活文化会宣言 講演 (宇崎主主輝 . 神大)
音E

兵庫県民郎会 神戸医僚会議場 パ ネ ル (江原、 立道、 新
i立 神大総)

神戸 市ー教育委員 会 ・ 神戸市 兵庫県簡科医師会館 パ ネ ル (学校及、 養護教
学校保健会 論、 校l湖長、 PTA他)

兵庫県農業共渋会舘 「語 正( 判ド 神大) 、 パ
ネ ル f新Jll、 宮崎)

日 本糖尿病協会近畿地 }J会 神戸凶�?l会議場 議後 げる滋 . 成人病セ ン
タ ー 他)

朝 日 新開厚生文化事業協 兵庫県福祉セ ン タ ー 議i寂 \!!，�木、 部j 加 東京
[J: 科lil平 合大)

よ;，[7県 ') ハ ピ リ テ ー シ ョ ン 兵庫県中央労働セ ン タ ー 講 演 ( ふ 倭 ケ 瀬 . 東 洋
協議会 大) 、 パ ネ ル

大阪市立大学文化父流セ ン 大阪市立大学文化父流セ 議淡 (!1Uニ征二 ・ 大阪 市
タ ー ン タ ー 大 )

大紘 市立大学文化父流セ ン 大阪 市立大学文化父流セ 講演 (倉戸 ヨ シ ヤ ・ 大阪
タ ー ン タ ー 市大)

兵庫県 兵庫県一宮町ふる さ と セ 講話 (谷本) 、 パ ネ ル (北
ン タ ー 村 伸 ) i /;;; 学 園 大 、 浅

日1 : lcn主教育大他)

全 日 本新j箆迷照 神戸lJiJ�会議場 パ ネ ル (�縦、 保健婦、
断j尚S'dU塩)

神戸 市 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ 兵庫県の じ ぎ く 会館 体験予告表

兵庫県立看護大学 県 立看護大学講堂 講演 (ハ ン ナ ・ ア ド ミ
イ ス ラ エル他)

五色!県民健康村 兵庫県私学会館

福井赤f 字病院他 福井赤十字病院議堂 講演 (村井、 米谷)

神戸生命倫理研究会 神戸国際会議場 報 告

神戸 生命倫理研究会 神戸国際会議場 27 B パ ネ ル (小西他人
講 演 ( 陣 峻 日 本 友 子
大) 、 パ ネ ル28 日 講演 (
番 ケ 瀬 、 岡本、 三浦) 、
パ ネ ル (竹内、 UI 口f由)

芦屋市学校保健会、 芦屋 市 芦屋市立宮川小学校 議i長 (杉i市康夫 : 漂精神
教育委員会 保健福祉 セ ン タ ー ) 、 パ

ネ J].c

(財 ) 兵庫県総合保険協会 新神戸 オ リ エ ン タ ルホ テ 講演 : 木村修治 (保健協
JL〆 会 ) 、 杉村際 (対 ガ ン 協

会)

日 本精神病院協会 大阪 ブ ェ ニ ッ ク ス ホ ー ル 報告 (マス コ ミ 、 治療機
関等か ら の報告)

第二章@各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 637 



開催 B 事業名

96/ 1 /27 神戸 シ ン ポ ジ ム 「阪神 ・ 淡路大災答
の伎 と 死J

96/ 1 /27 突然の死、 家族の気持 ち の理解 と 心
の ケ ア

96/ 2 / 2  - 4 阪神大震災被災地で苦悩する 人のた
めの ワ ー ク シ ョ ッ プ

96/ 2 / 4  青少年 の こ こ ろ の ケ ア につ い て

96/ 2 / 9  青少年問題 シ ン ポ ジ ウ ム 「 こ こ ろ の
時代j

96/ 2 /10 災害救援の思想

96/ 2 /10 震災 1 周年 特別研修会

96/ 2 /16 地域�Jj災民間緊急医療 ネ ッ ト ワ ー ク
フ ォ ー ラ ム

96/ 2 /17 震災復興のための講演会

96/ 2 /23 阪神 ・ 淡路大震災元気講演会

96/ 3 / 2  96こ こ ろ の シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 3 / 6  心湾支援ネ ッ ト 「心の救急隊j

96/ 3 / 7  「阪神 ・ 淡路大震災j の シ ョ ッ ク か
ら ど う r/ち 蕊 る か

96/ 3 /19 伎 と 死の癒 し やす ら か な生 と お だ
やかな死を求めて

96/ 3 /27 阪神大震災子 ど も ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク
事業発足記念 ブ オ ー ラ ム

96/ 3 /27 主要災 f ど も ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク 「ユー
ス ・ サ ポ ー ト 嫁j 結討i式

96/ 4 /20 t長系学生の ための震災 シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 4 /23 い の ち と 健康、 く ら し の再建 (神戸
新信号情報文化懇話会)

96/ 5 /23 お 惨 さ んの集い

96/ 5 /25 「震災時の疾患の特徴.J 1慢性疾患に
お け る れ 己管理J

96/ 5 /25 「生か さ れて る 際学j 勉強会

96/ 5 /25 か ら だ と こ と ばで遊ぶ会

96/ 6 / 1  「災終の循環器疾患 に及ぼす影響j
「備養食品についてj

96/ 6 / 1  フ ェ ニ ッ ク ス ・ コ ミ ュ ニ テ イ カ レ ッ
ン

96/ 6 / 8  「震災時の子 ど も の夜宅ケ ア J 1震災
後の高齢者のス ト レ ス j

96/ 6 /13 ヒ ュ 」 マ ン ケ ア 講座

96/ 6 /15 「寝た き り に な ら な い た め に J 1震災
に よ る 生活環境劣悪化のゆで身体活
動能カ を いかに保っかj

96/ 6 /22 「 震 災時 の 臨 床 検 査 の 対 応 に つ い
て J 11表者がみ た大震災j

96/ 6 /28 災害後症候群について

638 第二主主@各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

神戸生命倫理研究会

大阪YWCA

う らベ医院

兵庫県青少年本部 ( こ こ ろ
議かな500人委員会)

神戸市

京都ア ス ニ ー

日 本 オ ス ト ミ ー協会兵庫県
セ ン タ ー ・ 同 阪神支部

AMDA、 日 本 医 師 会 、 会
日 本病院協会

兵庫県司法書士会

日 本 メ ン タ ル カ レ ッ ジ

神戸新関社、 日 本精神科学
研究所

災警心理支援 ネ ッ ト ワ ー ク

阿合宗

川 西 フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ
ヨ ン 「そ よ 風」

毎 日 新潤社、 兵庫県青少年
本部、 大阪府青少年活動財
同{自

毎 日 新聞社 「 く も ん子 ど も
研究所」

兵庫民陸連

神戸新聞社

女性支援ネ ッ ト ワ ー ク

神 戸 大 学 医 学 部保健学科
(公言語講座)

大阪か ら だ と こ こ ろ の出会
いの会

神 戸 大 学 医 学 部 保 健 学 科
(公開講座)

県教育委員会

神 戸 大 学 医
(公開講座)

フ ェ ニ ッ ク ス推進委員

神 戸 大 学 医 学 部 保 健 学 科
(公開講駿)

神 戸 大 学 際 学 部 保 健 学 科
(公開講座)

甲南女 子大学 (夏季公開講
座)

会場 備考

神戸 閉際会議場

大阪YWCA 講演 (小西聖子 東京医
科歯科大)

岐単県内

神戸 ・ 議水区勤労市民セ 河合隼雄 (国際 日 本文化
ン タ ー 研究セ ン タ ー)

神戸市須磨区丈化セ ン タ 講演 なだいなだ (小説
家)

京都市生涯学習 セ ン タ ー 講 演 野田正彰 (京都造
形 .rÆ k)

兵庫県学校厚生会館 講演 i，\\Hl裕子、 白 川 浩
(神〆大)

兵庫県医締会鎗

神戸市楠公会館 講演 小林和 (精神 医) 、
与'.1 1 1和男

ハ ーノミ} ラ ン ド ニ ッ セ イ 議i貞 。 下[]
ピル

兵庫県農業会館 パ ネ ル 東山弘子 (奈良
大) 、 浜測節夫、 ロ ザ ン
十加藤 (歌手) 他，

神戸YMCA 諸r畢理事長 (常盤大)

兵庫県農業会館 講演 エ ド ワ ー ズ、 ウ イ
リ ア ム ズ

川 西南野坂仮設住宅ふれ 講 演 . 梁 勝 則 ( 診 療 所
あいセ ン タ ー 長)

神戸ク リ ス タ ル タ ワ ー ホ 講演 那須正幹 (作家)
ー ル 他

神 戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー

神戸東灘庶民セ ン タ ー 医 師、 看護婦、 医学生

神戸ニ ュ ー オ ー タ ニ 講 演 ー 瀬 尾 ( 県 医 師 会
長)

こ ベっ こ フ ン ド 7 階

神戸大学 講演 : .U�銭紡記念病院
長{出

兵庫県私学会館 1 階会議 議獅 (笹岡信五 五色県
空言 r"健康村)

神和教会

神戸大学 講演 . 石川雄一教授他

高校や仮設等16 ヵ 所 「心の ケ ア 入 門 講座」 等
16講座

神戸大学 講演 : 草場 ヒ フ ミ 効教授
他

市立逆瀬台ザイ サ ー ピス 講演 長尾正 f (神戸介
セ ン タ 護福祉専)

神ρ大学 講演 ， 村木俊明助教授他

神 戸 大学 講演 亀野靖郎教授他

甲南女子大学 講座 . 藤縄沼教授



開催 日 事業名

96/ 7 / 5  � 8  姫路 こ こ ろ の ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク

96/ 7 / 9  第 7 凶神 戸 こ こ ろ の集 い

96/ 7 /25 全国老人保険施設大会 「心の ケ ア
新 し い介護 シ ス テ ム を め ざ し て

96/ 8 / 4  こ こ ろ と 培、 ら だの ケ ア

96/ 8 / 8  全国精神薄弱養護学校長研究大会

96/ 8 /28 「 メ ン タ ルヘ ルス j 公開対談&講演

96/ 9 / 9  「救急の 日 J 講演会

96/ 9 /16 被災地ス ト レ ス やPTSD に つ い て考
え る シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 9 /21 セ ミ ナ ー 「ア ル コ ー lレ ・ 薬物依存か
ら の 佐l復 と 対応 、 ど う す る のか ? J

96/ 9 /25 ス ト レス と 災害 阪神 ・ 淡路大震災
に学ぶ近未来の災害対策

96/ 9 /26 ト ク & ギ タ ー コ ン サー ト f第 8 図
神戸 ・ こ こ ろ の集いJ

96/10/ 5 災害 と 子 ど も の メ ン タ ルヘ ル ス

96/10/ 6 第 6 担! こ こ ろ と か ら だ の ケ ア

96/10/ 8 被災後の子 ど も の心 と 体の健康 を 考
え る フ ォ ラ ム

96/10/13 希望玉南 「 ケ ア ネ ッ ト ・ フ ォ ー ラ ム j

96/10/13 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「震災遺児の織 し」

96/11/22 被災者の た め の 支援者ネ ッ ト ワ ー ク
7 ォ ー ラ ム 「被災者の こ こ ろ の健康
づ く り J

96/11/30 日 本凶際保険医療学生 フ ォ ー ラ ム

97/12/24 ( ' )  2 勝年 メ モ リ ア ル保健 ・ 医療 シ ン ポ
ジ ウ ム

97/ 1 /16�18 防災教育 ・ 災害時の心の健康 に 関す
る 中央研修会

97/ 1 /24 子 ど も の心のケ ア を 考え る い )

97/ 1 /25 地域医療 シ ン ホ ジ ウ ム (勺

97/ 1 /27�30 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「地震 と 人々 の健
康J (勺

主催者 会場 備考

姫路市内仮設住宅

小 さ な友の会 ポ ー ト ア イ ラ ン ド第 6 仮 講演 重信幸広
設住宅 「 な の花ふれあ い
セ ン タ -J

老人保険施設 神戸国際会議場

フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン 兵庫勤労市民セ ン タ ー

神戸 市総合教育 セ ン タ ー 神戸 市総合教育セ ン タ } パ ネ ル (林茂和、 東郷賢
ìfll 、 南哲 : 神 大、 大!鴻
英ßJj 全同校長会長

日 本i宅癖行動学会神戸大会 神戸文化ホ ー ル 公I認対談 (斎藤学 : 家族
実行委員会 機能研究所長、 米龍啓

医師)

神戸 市水上消紡箸 ボ ー ト ア イ ラ ン ド 第 2 仮 講演 ([[1内聖司 . 医師 ) 、
設ふれあいセ ン タ ー 救急業務 (救急隊 民)

災害心理支援ネ ッ ト ワ ー ク フ ェ ニ ッ ク ス ブ ラ サr 議j襲 。 ヰ:井久夫 (神大)

鷹取救援蒸地 「 ま ち の保健 カ ト リ ッ ク 鷹取教会内ベ 幸量 ;�: 是枝邦子 ・ 看 護
主主j }パー ド ー ム たか と り 総) 、 講演 (野 Ell哲 郎 .

精神科阪) 患詩家族

日 本生理人類学会偽 奈良県新公会堂 講演 ill flJ広美雄 (大阪
府 立義氏重大)

ボ ラ ン テ ィ ア 凶体 「小 さ な ポ} ト ア イ ラ ン ド第 6 仮 議i富 ( E'l 川蜜峰 : 1主戦) 、
友の会」 設住�-t íな の花ふれあい i東奏 (織内側主主 ギ タ }

セ ン タ ー」 ワ ス ト )

安問生命社会事業凶 大阪YMCA会館ホ ー ル 講演 花 田雅憲 (近大)

7 ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ 兵庫勤労市長セ ン タ 呼吸法、 操体法
ン

日 本小児科学会 神戸市中央区 パ ネ ル (稲垣白子、 児玉
祥伍)

阪神大震災子 ど も 救援委員 養父町
4J、E 
神戸新開社 県農業会館 報 告 (] . ウ オ 」 デ ン 、

シ ン シ ア ・ ホ ワ イ ト )

兵庫祭主主j舌復興局 洲本市総合福祉会館 加藤寛 ( こ こ ろ の ケ ア セ
ン タ ー ) 、 渡井口勝明 (北
淡 町社 会福祉協議会) 、
地 Èl 勇 ( フ ェ ニ ツ ク ス推
進 } ü 、 山 田作逸 (生活
支援ア ド バ イ ザー)

NGOな ど30団体 神大医学部大倉山 キ ャ ン
ノfス

兵廠県 兵庫県中央労働セ ン タ

県教委 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場 17 [1 講演 ( 山 間洋次) 、
ブ オ } ラ ム 「震災 か ら 学
ん だ こ と 」 被災高校生

兵庫県 明石市立市民会館

神戸 市東灘区役所、 東灘区 コ } ブこ う べ生活文化セ
医師会 ン タ ー

世界保健機関健康開発総合 神戸国際会議場 参加 ( ア メ リ カ ・ 中 国 ・
研究セ ン タ メ キ シ コ 15 カ 国 ) 、 講演

(エ ル ッ ク ・ ノ ジ博士)
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6 . 福祉
開催日

95/ 3 / 5  

95/ 4 /16 

95/ 4 /25 

95/ 4 /29�30 

95/ 5 / 1 9  

95/ 5 /26 

95/ 6 / 3  

95/ 6 /11 

95/ 6 /17 

95/ 6 / 22 

95 / 6 /24 

95 / 7 /12 

95/ 7 /15 

95/ 7 /25 

95/ 8 /20 

95/ 8 /22 

95/ 8 /26 

95/ 9 / 2  

95/ 9 / 2  

95/ 9 / 3  

95/10/30 

95/10/31 

95/11/11 

95/11/11 

95/11/11 

95/11/18 

95/11/21 

事業名

シ ン ポ ジ ウ ム [ 阪神 大震災その時、
鶴子;者 ・ 老人は…j

高齢化社会に向けて 阪神大震災が
明 ら かに し た も のー

震 災 と 福祉

震災時 に お け る外国人の人権

fl 求被災者際;存者父流会

阪神大石室災 と fl!�、Y生 ・ 就学't

ハ ン デ ィ を持つ 人 と 共に救援活動 を
し て 阪神大震災救援活動報�;会

災;ヰ を ず曜 に して 第101"1神戸 フ ォ ー
ラ ム

災?;:弱者 と 大震災 共正の未来 を め
ざ し て

ア ジ ア 人がと も に住む長HI を 考 え る

援 災 と 外l伝l人1Uえ

阪神 大震災の 下で苦{\務問題解決めた
め に い かにかかわ る べ き か

老いて n 立友の会 7 fl 定例会

第4 [ ["1 'Í': fflfi夫人研修 大会 災 害?
時、 説覚障害者 と し て ど う 対処 し た
ら よ い かー

主主災後 に お け る教育問題 と そ こ にお
け る 悦覚障害教師

阪神 ・ 淡路大震災 と 在 日 朝鮮 人

阪神大震災に学ぶ図際交流

JUこ生
カ首

き
長

る 地球家族を め さ し てープ外
国人 る 震災 フ オ } ラ ム

阪神大震災復興支援会議

阪神大震災の被災を と お し て 見 え た
も の一研の復興計耐に対 し て の提 言言

尼崎市相 会福祉大会

復興 と 福祉の ま ち づ く り 凶際セ ミ ナ

阪神大震 災 と 局齢者

阪神大震 災 と 在 日 韓凶朝鮮人 生活
復興を 目 指 し て

大震災に学ぶ外国人救援活動の現場
か ら

震災を乗 り 越 え、 共に助け合 う 長寿
社会を め ざ し て 兵庫補者i ま つ り

外国人県民 と の共生を め さ し て
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主催者

隙害者閃体 「障尊事長j

社会問題 を 考 え る 会

新 し い神J i を つ く り だす市
l\;{ç;�義
外['1 人労働者問題全国交流
集会実行委H会

被災地隙芹 長 セ ン タ ー他

神戸学究← 青 年 セ ン タ ー

大阪YMCA

完成期医療福祉 を 進め る 会

栄 け 老人 を かかえ る 家族の
会兵隊 支部

長fflのn さ を !þ か し た街づ
く り 懇談会

tìJJ'l- fii 中 央公民館

十申} 1 地 [メ 県 庁 i'{，校i司手11教育
研究協議会

コ ー プ こ う べ集会所

日 本有 人会連合、 尽都府視
覚衛事協会

全図視覚障害教師の会

全同在 日 朝鮮人教育研究集
メil、5 

兵庫県立武庫高校

芦屋市、 芦屋市図襟交流協
メil、5 

兵庫県社会福祉士会

兵庫県干高校 4 間体

尼崎市他

兵庫県、 兵庫県(社会福祉協
談会

ア ガベ グ ル ー プ

県立武庫品校 (芦屋市)

問;夜開際父流協会

ふれあい の祭典実行委員会

兵庫県

会場 備考

く る め ホ ー ル ( 久 留 米 報告、 討論
市)

尼崎市労働会館 ビ デ オ 上映、 報告、 討 論

兵庫県中央労働 セ ン タ } 講演 (松J!l( : 関商大学)

大阪市浪速区内

兵庫県教育会舘 "毒渓
神戸'γ当 青年セ ン タ ー 幸設 計集会

大阪YMCA会館 報 (if!i定春 . す ばる 福
社会)

神戸市産業振興セ ン タ ー 織作 (河野) 、 意見交換

神戸市廠業振興セ ン タ ー 講演 (梁診療所長)

長日H ベ “ i自lH南部公会堂

{者ftrlî rJ ' �と公K館 議i寅

県立兵庫高校講'立 議i寅 (村 絞末夫 大阪市
大1'，持教授)

京都市内

六甲荘 (神戸市) 討論

関 西学院大 報告

兵康県立武庫高校 報告 (�12月 9 8 ま で 5
IT'1開催)

パ ル テ イ ホ ー ル芦屋 パ ネ ル (英語教師、 留学
作 他)

兵康県の じ ぎ く 会館 講演 (徳永 ー 神戸戸新聞) 、
報告

神戸海員会館 パ ネ ル (保育所父母、 福
祉事務所職員)

尼崎市労働福祉会館 講演 (鐘ケ江 前 島原市
長)

神戸思際会議場 講演他

西宮 ア ガベ 甲 山 協 会 講演 ( 佐 々 : 忠 大 ) 、 パ
ネ ル (大鶴他)

県立武庫高校 金宣吉 (外国人生活復興
セ ン タ ー)

西宮国際父流協会 講演 ( イ ジ ョ ン ス ン) I 
加古川市民会館 報告 (黒Iljì青)

県立の じ ぎ く 会舘 講演 ( ク ロ ー ド チ ア リ ) 、
パ ネ ル ( ア レ キ サ ン ダ
一 : 神大、 林)



開催 日 事業名

95/11/23 震災後の障害者の生活

95/11/24 板神大震 災 と 老 人

95/11/29 兵庫県身体障害者福祉大会

95/12/ 7 人間 ら し い社会づ く り と 在宅福祉ー
在宅福祉の定着 を 願 っ て

自6/ 1 /14 阪神大震災 と 在 日 外医 人 震災を機
に、 改めて 日 本 と 夜 日 外向人問題を
考 え る

96/ 1 /27 外同人 と と も に生 き る 、 違 う こ と こ
そlまんざい

96/ 1 /27 イrむ介護 を 支 え る 医療 と 福祉 に つ い
て

96/ 2 / 2  ゆ た か な 老 い をつ く り だそ う ・ 高齢
社会 を 考 え る 議院

96/ 2 / 8  社会福布l 協議会会図 フ ォ ー ラ ム

96/ 2 /14 大渓災に学ぶ外同人数媛活動の現場
か ら

96/ 2 /14 共'1 社会実現に向け て定住外伝i人の
権利問題一法的処遇の実情 と 問題点

96/ 2 /24 第 1 IT'1兵庫県在 日 外国人教育研修会

96/ 2 /27 阪神大震 災 と 在住外国人

96/ 3 / 9  ノ ーマ ラ イ ゼー シ ョ ン ・ 7 ォ ー ラ ム

96/ 3 / 9  外国人対象災害対策セ ミ ナ ー

96/ 3 /16 外協人 と 共に 考 え る 共生社会

96/ 4 /27 緩災後の主主住外国人の現状 を 考 え る
シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 4 /27 女 た ち の 阪神大震災一言い た い こ と
がい っ ぱい あ っ た

96/ 5 / 5  こ ど も の 臼 全凶少年野球教室

96/ 5 / 6  ふれあ い広場

96/ 5 /17 シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神大震災 と 外国人
共生社会 を 築 い て い く た め に一

96/ 5 /25 交歓会 「国際交流m神戸」

96/ 5 /29 「震災 レ ポ ー ト ・ 子 ど も た ち は ど う
支 え ら れたかj

96/ 6 / 1  介護保険 と 地域福祉

96/ 6 /14 日 本地域福祉学会第十回大会

96/ 6 /22 第 6 留保育協議会学轡交流会 ・ 関活
ブ ロ ッ ク 交流集会

96/ 6 /22�23 あi神大震災子 ど も ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク
事業 f存f護主尽J

96/ 7 /12 お 母 さ ん の た め の f子 ど も の権利条
約J

96/ 7 /13 「希有望の家j づ く り の た め の チ ャ リ
テ イ } シ ン ポ ジ ウ ム

主催者 会場 備考

障害者!問題連続講F駐実行委 兵庫i宗教育会館
長会

シ ル 川 一 劇i持 f み や こ 」 宝塚市老人福祉セ ン タ ー 講 演 (京都伸夫)

兵康県身体障:ヰ1'í福祉協議 者星野市民会館
J山込

神戸市社会誠祉協議会 兵庫県中央労働セ ン タ ー 講 演 (青木聖久 ) 、 パ ネ
ル (難病問体連絡協議会、
精神 障害者団体他)

毎 日 [�I際ボ ラ ン テ ィ ア 大学 毎 日 新隠本社 5 �皆研修後
(毎日 新開社)

兵庫県 (ひ ょ う ごフ ェ ニ ツ 県立女性セ ン タ ー 議l'iI
ク ス セ ミ ナ ー )

川 向 7 " ニ ッ ク ス ス テ ー シ 川酋湯山台自 治会館 講演 (西脇斜jー : 在宅介
ヨ ン そ よ 盟主 護 ネ ッ ト ワ ー ク )

自I衆議朕受講性 OG グ ル ー 伊丹市市立中央公民館
ブ

会同社会福祉協議会、 兵庫 新神戸 オ リ エ ン タ ル ホ テ 報 合
県社会福1:d協議会 Yレ

WPPsrfJ 陽碕1 グ ル ー プ 西宮 7 レ ン テ ホ ー ル 講演 . 李 ({:E 日 韓国人二
計上)

文化都市神μ復興 を め ざす 神戸朝 日 病院 講演 朴 (大阪市大)
転売必J'E0之 "
兵庫県在 日 外凶人教育研修 神戸生田 中学校
会'KiJ'委員会

ヒ ュ } ラ イ ツ 大阪 大板市立市民学習 セ ン タ 議i車 ・ i竜川デシ カ

西宮市社会福祉協議会 西宮市勤労会館 講演 . 高 田 ( 関 学大) 、
ノ f 才、 )v

宝塚市図際 ・ 文化セ ン タ ー 宝塚市国際 ・ 文化セ ン タ

神 戸 YMCA 間 際 文 化 セ ン 神戸YMCA 講演 " ト リ ー ス 林側、
タ ー 王他

活力 あ る 人 間 ・ 社会都市神 兵康県教育会館 富野 (jf;;喜子市長)
戸復興 を め ざす研究会

大阪市立婦人会館 大阪市立婦人会館

日 本 プ ロ 野球OBタ フ ブ 神戸 グ リ ー ン ス タ ジア ム 参加 (大沢啓一、 有藤道
世他)

中央児意相談所 県立明石西公園

NGO外国人救援ネ ッ ト カ ト リ ッ ク 騰取教会 パ ネ ル (阿部裕子、 神 旧
カ ト ッ リ ク 教会他)

少林寺神戸 中道退院 明親小学校

家庭養護促進協会 rI1生活学脅セ ン タ ー 山 ノ 井 景 子 ・ 関 神 戸
YMCA 

阪神高齢者協同組合設立宝 市中央公民館 講師 (高森敬久 . 愛知県
塚事務所 な大名誉教授)

兵庫県社協、 神戸市社協 神戸 国際会議場 報 告 : 守 本 尚 美 ( 上 智
大)

全国福祉保脊労 神戸 タ ワ ーサ イ ド ホ テ ル 講演 成 瀬 竜 夫 ( 滋 賀
大)

毎 日 新聞社、 毎 B 新伺大阪 神戸 ク リ ス タ ル タ ワ } 講演 (斉藤茂太 精神科
社会事業問 1"') 

高須公民館 講師 黒河内繁美

国 際 ソ ロ プチ ミ ス ト 神戸東 神戸ボー ト ピ ア ホ テ ル 講演 : 藤本義一 (作家)
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開催 日 事業名

96/ 7 /20�21 復興支援大ハザー ル

96/ 7 /30�31 主主災復興支援苓業 fカミんばれち びっ
f ク ルー ジ ン グ」

96/ 8 / 4  第 1 同際言存者支援7 ') ー マ ー ケ ッ ト
ブ ェ ス タ 1副長)11

。6/ 8 / 5 � 7 デ ィ ズニ ー ラ ン ド夏休み

96/ 8 /  7 �11  海洋冒険キ ャ ン プIN小豆島

96/ 8 /19 「がんばれ ち ひ、っ 子 ク ル ー ジ ン グj

96/ 8 /23 夏休み事晃子 f ア ニ メ ー シ ョ ン娯函 と
お話J

96/ 8 /31 も び っ こ サマ ー キ ャ ン プ

96/ 9 / 1  健常者 と 際害者の共生を

96/ 9 / 2  思 か さ と 活力 あ る 長寿社会への創造

!)6/ 9 / 6 敬 在 お 察 しみ会

96/ 9 / 7  高齢二持の暮 し を 考 え る 公演 と 映岡の
支払い

96/ 9 / 8  夢は ぐ く む復興な かよ し 祭

96/ 9 /15 官��子 生 に よ る ス ピ ー チ コ ン テ ス ト

96/ 9 /15 敬老の集い

96/ 9 /19 議演会 「震災復興 と 外凶 人市民J

96/10/ 8 長寿社会 と コ ミ ュ ニ テ イ

96/10/29 県赤十字大会

96/10/30 震災遺児支援チ ャ リ テ ィ ーバザー

96/11/26 被災者の ための支援者ネ ッ ト ワ ー ク
フ ォ ー ラ ム 「被災地の子 ど も た ち は
今」

96/12/ 8 第30骨! r姫路なべの会」

96/12/14 第42佐1 rなべの会」

97/ 1 /16 阪神 ・ 淡路大震災 2 周年記念総合 ブ
ォ ー ラ ム 第 J部 r21世紀の創造的福
右上 シ ン ポ ジ ウ ム J

97/ 1 /18�19 がんばれ ! こ う べっ こ 悶襟交流 ブ エ
ア

97/ 1 /19 灘の親子 フ ェ ス テ イ パ ル

97/ 1 /22 こ こ ろ の 国際化フ ォ ー ラ ム

97/ 1 /29 シ ン ポ ジ ウ ム 「高齢者の住 ま い と ケ
ア を考 え る j
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主催者

松ノ 木小説模共凶作業所後
興 i互援会

防隊小童話船安全協会

Wfい空貨KOBE、 神[i市社
会福祉協議会

市民 連合ボラ ン テ ィ ア ネ
ッ ト ワ ー ク

関学学資指導会 ち びっ こ 支
綬セ ン タ ー

関西小型船安全協会

フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ } シ ョ
ン

関 守 指導会 ち ひもっ こ 支
援セ ン タ ー

長島社会主化協会

|ズ 華 人 ク ラ ブ逮合会

特別養護若人ホ ー ム 「 持楽
苑j
神J íみ ど り 会、 神 ) ' 市 電度
心身障字下児者父母の会

兵庫来、 神j i新関社

兵庫県、 日 本学術会議

県 日 赤他

県神道青年会

兵庫県生活復興局

神戸新f昔w生事業日l

神戸新開厚生事業問

兵庫県他10市10町

神戸凶際父流 フ ェ ア 実行委
員 会

実行委員会 (神戸市他)

兵庫県、、 兵庫i果関際交流協
メZ合3、Z 
毎 H 新聞社、 兵庫県、 長寿
社会文化協会

会場 備考

障害者福祉セ ン タ

神戸港

湊川公閤 フ リ ー マ ー ケ ッ ト 、 歌他

東京 デ ィ ズニ ー ラ ン ド 小 学 2 舟 生か ら '+"'1" 3 年
生 ま での78人

ノj、1λ島

神戸j巷 「 ろ い や る く い ー
んサJ

じ<Kセ ン タ 一 大 ホ } ルす 理長[尚 「賢治の ト ラ ン ク J
ず ら んホ ー ル

関西学院干刈 キ ャ ン プ場 遂'M' 事語学大生、 ff護専
ì"J"!:校l!) 、 16講座

関学大上ガ原 キ ャ ンパス シ ン ポ ジ ウ ム 、 喜納昌吉
高中部礼拝堂 た チ ャ ン ブル ー ズ ・ コ ン

サ ー ト

神) ì rli井手業振興セ ン タ ー 議淡 ト in)辺淳

神J 1 文化ホ } ル

尼崎市小民地lメー会館 講演 . 与I. J I I和男 (神大)

市 長御蔵小学校

神戸市中央v 内 ホ テ ル

西神第 七仮設住宅

X1i竹生活文化会館 講演 ， 金宣古

兵庫県公館 講演 ( →譲二ケ瀬康子 東
洋大、 西村一朗 奈良女
子大、 前田恵幾 (愛知学
院大) 、 パ ネ ル uヒ村 貞
太郎、 聖子尻武敏)

神戸国際会館ハ ー ハ ー ラ 秋篠宮紀、 貝原知事、 笹
ン ド プ ラ ザ lli市町 他

費布禰神社 ・ 英資神社

7 ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ 立木茂雄 (関学大) 、 羽
下 大信 (外国語大 ) 、 岩
本 しず子 (青少年セ ン タ
一 ) 、 清原総子 (県生活
復興局)

神戸新聞姫路支社

神戸新伺松方 ホ ー ル

ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸

ス ベ ー ス シ ア タ ー

灘区民 ホ ー ル

西宮市 フ レ ン テ ホ ー ル 米 111俊岳 、 序回健太部、
神 m裕、 干し始、 前 田 圭子

神戸朝 日 ホ ー ル Fi百ifj豆洋、 香 山寿美枝、
丙鴎公子、 ) 1 1村栄子



7 . ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動

開催日 事業名

95/ 3 / 1  神戸 か ら の報告

95/ 3 / 8  シ ン ポ ジ ウ ム 「神戸か ら の報告j

95/ 3 /12 ボ フ ン テ ィ ア活動 と メ ン タ ルヘルス

95/ 3 /18 シ ン ポ ジ ウ ム 被災地か ら の報告

95/ 3 /23 ボ ラ ン テ ィ ア活動推進 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 4 / 9  rtil'<:がつ く る 芦脱会議準備会

95/ 4 /1 5  復興推進7 ォ ー ラ ム

95/ 4 /19 神 〆新開↑奇綴文化懇話会 NGOi裏
絡会議の現場か ら ボラ ン テ タ リ ズ
ム を Jま え る

95/ 4 /21 新 し い神 戸 を つ く り だす と は

95/ 4 /22 数神大量警災に お け る H差活動 と 今後
の ボ ラ ン テ ィ ア活動

95/ 4 /29 �i-�- ボ ラ ン テ ィ ア か ら の提 T 私た
ち は 神) 1で何を し て こ れか ら ど う す
る かJ

95/ 5 /11 阪神大渓災 と ボ ラ ン テ ィ ア と NGO

95/ 5 /13 ゃっ た こ と を記録に賎す大集会

95/ 5 /14 ボラ ン テ イ ア報告会 「神戸が教え て
く れた こ と 」

95/ 5 /18 復興 ボ フ ン テ ィ ア ・ フ ォ ー フ ム m
Fukushima 

95/ 5 /21 7 オ 7 ム fわた し た ち は何を学ぶ
のか」

95/ 日 / 1 ボラ ン テ ィ ア の い ま 、 そ して 、 こ れ
か ら

95/ 6 / 4  ボ フ ン テ ィ ア っ て何~阪神大震災の
続験か ら

95/ 6 /10�11 神戸元気復興祭 「震災復興体験をふ
ま え た こ れか ら の市民活動 (11 fj) 

95/ 6 /17�18 足践、が遂 に�1995 ・ 兵庫で何が お こ
っ た か

95/ 6 /28 も っ と ボ フ ン ァ イ ア講演会

95/ 7 / 1  21世紀地球市民社会 フ ォ ー ラ ム 市
民j言動 を 支 え る 新 し い社会像を求め
て

95/ 7 / 1  ボラ ン テ イ ア と ま ちづ く り

95/ 7 / 4  こ れ か ら の ボ フ ン テ ィ ア活動団体支
援のあ り 方

95/ 7 / 6  阪神大震災に学ぶ ボ ラ ン テ ィ ア

95/ 7 / 8  大震災ボ ラ ン テ ィ ア 討 論会

95/ 7 /14 震災復興 と ボ ラ ン テ ィ ア綴織の活動
実態

95/ 7 /15 「援助 の あ り 方」 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 7 /15 阪神大震災 と ボ ラ ン テ ィ ア

95/ 7 /16 ち ょ っ と ボラ ン テ イ ア セ ミ ナ ー

主催者 会場 f蒲考

阪神 ・ 淡路の復興 を 考 え る 神戸YMCAチ ャ ペ ル
市民連絡会

阪神 ・ 淡路の復興を 考 え る 神戸YMCAチ ャ ペ ル シ ン ポ
市民連絡会

Qij際地域開発セ ン タ ー兵庫 神戸市立西郷小学校 パ ネ ル (佐藤、 篠原他社
会福祉士)

露五災復興支援 京 都 NPO
連絡会

大阪コ ミ ュ ニ テ ィ 財団 大阪商] 会議所 報台、 討論

ilil'<:がつ く る 隊会議 予苦w市役所 署員
i'iþ主復興推進会議

神ド新開社新 神戸オ リ エ ン タ ル ホ テ ル 講 演 (路 地 : NGO救 援
連絡会議)

新 し い神戸 をつ く り だす市 兵庫県中央労働セ ン タ ー 討 議 ( 中 田 . 大工大)
民会議

コ ア 神J i 神戸 市産業振興会宣告 ノ ぐ 耳、 )v

阪神大渓災を若者 ボ ラ ン テ 神戸学生青年セ ン タ ー
イ ア フ ォ ラ ム 災行委員会

NGO活動セ ン タ ー他 東京文尽 区民セ ン タ ー 報fif、 ノ く ネ ル

地Jf;NGO救援連絡会議 村1}i外大大 ホ ー ル 幸長会
曹洞宗国際ホ、ラ ン テ ィ ア 会 青 山 ダ イ ヤ モ ン ド ホ ー ル 講 演 ( 金 子 郁 容 ・ 慶 応

大) 、 ノ f 寺、 yレ

福 島大学行政社会学部 福 島 市 内

民 間 ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プ 淀川 区民セ ン タ ー

兵庫県社会福祉協議会 神戸海洋博物館ホ ー ル パ ネ ル (高問、 榔生他)

国際ネ ッ ト ワ ー ク と よ なか 設中 医際交流セ ン タ } シ ン ポ (筒井 。 聖和大他)
f也

神戸青年会議所 神戸 図際会議場 イ ベ ン ト 、 フ ォ ー ラ ム (金
井他)

兵庫県 ボ ラ ン テ ィ ア協会 神戸市関閥均区セ ミ ナ ー 報 告
ハ ウ ス

神戸市北区ボフ ン テ ィ ア セ 神戸市北区民セ ン タ ー 講演 uイ十嵐恭子)
ン タ ー

大阪青年会議所 大阪 コ ス モ説券ホ ー ル 講演 ( 本 間 阪大) 、 パ
ネ ル (出 口他)

伊丹市中央公民館 伊丹市中央公民館 講演

兵庫県共同募金会等 神戸市楠公会館 パ ネ ル (早瀬、 草地、 伊
永他)

伊丹 I↑i教育委員会 伊丹市立総合教育セ ン タ 講演 (附本 関西学院)

聖母女学院短大 京都聖母女学院短大 パ ネ ル

NPOlíJf究 フ ォ ー ラ ム サ ン ト リ ー 文化財団 報倍

関西生命線 ド ー ン セ ン タ 」 講演 ( 山 口 ) 、 パ ネ ル (春
回、 筒井他)

関学総合研究所 神戸YMCA 報告 (立木)

阪神CSR委員 会 尼崎市中小企業セ ン タ ー
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開催 日 事業名

95/ 7 /19 阪神 ・ 淡路大震災復興支援10年委員
会発足記念 フ ォ ー ラ ム

95/ 7 /27 阪神住民会議

95/ 7 /29 ボ ラ ン テ イ ア 地域か ら の 国際社会
へ、 ネ ッ ト ワ } ク の創造

宮5/ 8 / 4 と、こ ま でやる の高校11 ボ ラ ン テ ィ ア
阪神大震災で感 じ た こ と

95/ 8 / 5 ボ ラ ン テ イ ア 交流大会

95/ 8 / 5  第 1 [n] r阪神大震災を記録 し つづけ
る 会j 講演会 ・ 意見交換会

95/ 8 /13 戦後50寺 と 震災 震災復興 と 主権夜
}" 

95/ 8 /31 第 1 [01 こ う ベボラ ン テ イ ア シ ン ポ
新 し い コ ミ ュ ニ フ イ づ く り と ボ ラ ン
テ イ アー

95/ 9 / 2  F7伝 説部地 [メ 住民の会

95/ 9 /30 第 2 [wJ r阪神大震災を記録 しつづけ
る J 講演会 ・ 意見交換会

95/10/ 8 震災 ・ 災持時 に お け る 地域ボ ラ ン テ
イ ア 活動 ( 島根県地域安全セ ミ ナ

95/10/11 震災の絞験と ボ ラ ン テ ィ ア (公開講
座)

95/10/18 阪神大震災 と ボラ ン テ イ ア 革命 (公
開講HD

95/10/25 危機管理 と ボラ ン テ ィ ア (公開講座)

95/11/ 2 阪神大渓災の偶 人 補 償 の 上 京 陳情
団 報告会

95/11/ 4 人潤の ま ち 野悶北部 ・ 鷹取の 人 び と

95/11/12 震災3C日 目 ・ ボラ ン テ ィ ア大会

95/11/14 震災、 若者ボラ ン テ ィ ア に ど う 動い
た か

95/11/15 震災復興 と ボ ラ ン テ ィ ア の 組織化
(公調講座)

95/12/ 1 米関の災害支援体献jの現状報告会

96/ 1 /10 行 政 と ボラ ン テ イ アの連携 (公開講
座)

96/ 1 /13 「 震 災 ボ ラ ン テ イ ア か ら 学 ん だ こ
と 」 パ ネ ル 「 ボ ラ ン テ ィ ア こ れか ら 」

96/ 1 /13 神戸 YMCA ' 懇談 会 「震災 の ボ ラ
ン テ イ ア活動 を 通 じてJ (つ

自6/ 1 /15 学生ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク フ ォ
ラ ム

96/ 1 /17 ボラ ン テ イ ア ウ ィ ー ク 今 日 ・ 兵康か
ら の発倍

96/ 1 /17 災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 発足式
(つ

96/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 1 周年地域救援活
動報告会
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主催者

阪神 ・ 淡路大震災復興支援
10年委長会

板神住民会議 ・ そ し て東京
行進会

K&J交流セ ン タ }

兵庫県ボラ ン チ イ ア協会

兵庫県ボ ラ ン テ ィ ア協会

阪神 大震災を 記録 しつづけ
る会

H 本基脅教[丑兵庫教民

神戸 市社会総祉協議会他

tI阪阿部地区住民の会

阪神大震災を記録 しつづけ
る 会

島根県浜仮地区防犯協会

大阪大学

大波大学

大阪大学

思都YMCA

港 ま ち神戸を愛す る 会

コ ー プこ う べ塚口 コ ー プセ
ン タ ー

(財 ) OAA 

大阪大学

酋詩ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ
ー ク

大阪大学

兵康!思 ( ひ ょ う ど7 ェ ニ ッ
ク ス セ ミ ナー)

神戸YMCA

県学生ボ ラ ン テ ィ ア 協議会

兵庫県ボ ラ ン テ ィ ア協会

兵庫県

神戸YMCA

会場 イ機考

ホ テ ル 阪急 イ ン タ ー ナ シ
ョ ナ ル

兵庫県教育会総

K&J交流セ ン タ ー 講演 (金子 慶応)

伊丹市立文化会館 ワ ー ク シ ョ ッ プ

兵庫県公館 講 演 (本 間 : 阪大) 、 パ
ネ ル

兵庫県民会館 議i賞 ( [H結荘 近畿大)

兵庫教 i主 ク リ ス チ ャ ン セ 講演 (草地)
ン タ ー

兵庫県民会館 講演 ( ア キ イ エ ヘ ン リ
一 ・ ニ ノ ミ ヤ : 関 学
大 ) 、 パ ネ ル (筒井、 平
足、 小 fH1也)

芦屋市磁←L会館 報-fi'j:' 小島 . 近畿大)

兵庫県民会館 講演 (1阿民)

烏根県浜田市 講演 (兵庫県防犯協会役
J'l ) 

大阪大学経済学部 講演 (上向英介 . 大阪工
業 会)

大阪大学綬済学部 講演 (出 口正之)

大阪大学経済学部i 講演 (早瀬昇 大阪ボラ
ン テ イ ア協会)

反省官YMCA 講演 (飛田雄一)

神戸朝 B ホ ー ル 映画j 上演、 パネ ル (脊i也、 l
佐藤他)

コ ー プ こ う べ燦口 講演 (程一彦 : 料理研究
家)

神戸生活学習 セ ン タ ー

大阪大学経済学部 講演 (下河辺淳)

ア プ ロ } ズ タ ワ ー (火阪 報告
市北区)

大阪大学経済学部 講演 (伊永勉 ・ 西符ボラ |
ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク )

県立女性セ ン タ ー 講演 (立木茂雄 : 関学)
j
、家

パ ネ ル (草地、 森 . 宝
社協) 他

神 戸 YMCA ニ 官 会 宣告 チ 講 演 : 立 木 茂 雄 ( 関 学
ヤ Pミ J)〆 大) 、 問 中 爾夫 ( 追 手 門

大) 他

兵庫県私学会館 講演、 パ ネ ル

兵庫県農業共済会鎗 震 災 l 年 を 機に ボ ラ ン チ
イ ア か ら の提言

県民小劇場 ボ ラ ン テ ィ ア認証、 決意
表明、 講話

神戸YMCA三宮会館 報告



開催 国 事業名

96/ 1 /17 阪神 淡路大震災一周年地域救援活
動銀行会

96/ 1 /17 震災後 l 年 を か え り みて

96/ 1 /17 洲本rñ ' 社協のつ どい 「阪神 ・ 淡路
大震災か ら 学んだ も のJ (勺

96/ 1 /17 呼lÆi rlî ' 寄せ ら れた善意に感謝 し 後
興を 願 う 市民の集い れ)

96/ 1 /17�24 芦屋市 ふれあい展~出会い と 交流
の メ モ リ ア ル ド)

96/ 1 /20 ボラ ン テ イ ア は今 (土耀い どばた会
議)

96/ 1 /20 今、 関われて い る ボ ラ ン テ イ ア活動
と は何か

96/ 1 /20 板神 ・ 淡路大震災と ボラ ン テ イ ア活
動 シ ン ボ ジ ウ ム

96/ 1 /20 防災 と ボラ ン テ ィ ア を考 え る シ ン ポ
ジ ウ ム ( 勺

96/ 1 /21 

96/ 1 /21 ボラ ン テ ィ ア体験講康

96/ 1 /21� 3 宝塚市 ・ 震災か ら学ぶネ ッ ト ワ ー ク
/24の 湖 に 自 国 づ く り (つ

96/ 1 /27 隊害者 と 震災ボラ ン テ ィ ア 学んだ
こ と を 今後 ど う 活かすか

96/ 1 /29 新 し い ボ ラ ン テ イ ア活動 を 考 え る

96/ 1 災害救援ボ ラ ン テ ィ ア 間 際 ブ オ フ
ム

96/ 2 / 3  土曜い どばた会議

96/ 2 / 7  私 を i吉かすボ フ ン テ イ ア

96/ 2 /10�12 全住i ボ ラ ン テ イ ア研究集会

96/ 2 /13 第 2 回 こ う ベボ ラ ン テ ィ ア シ ン ポ ジ
ウ ム

96/ 2 /15�16 H 米災害救援ボ ラ ン テ ィ ア シ ン ポ ジ
ウ ム

96/ 2 /16 阪神大震災か ら み た 地域の役割

96/ 2 /17 フ ォ ー ラ ム 「地域と ボ ラ ン テ ィ ァ」

96/ 2 /18 板神大震災か ら一再びボ ラ ン テ ィ ア
を 潤 う

96/ 2 /20 ボ ラ ン テ ィ ア 活動推進セ ミ ナ ー

96/ 2 /23 宝塚ボラ ン テ イ ア フ ェ ス テ イ パル

96/ 3 / 1  自 主防災市民の集い い)

主催者 会場 備考

実行委員会 事務局 神戸YMCA ，'，ヰ会館 報告

関西NGO協議会 大阪YMCA会館 パ ネ ル ( 山 口、 平良、 飛
任11也)

洲本市社会福祉協会、 洲本 洲本市総合福祉会館
可1ボラ ン テ イ ア セ ン タ

明石市 明石市立勤労福祉会館 講演 平野昌繁 (大級市
大 )

芦嬢市 芦E式市立上宮川文化セ ン
タ }

被災者復興支援会議 兵庫県民会館 講 演 ( 草 地 賢 一 : NGO 
連絡会議)

関西社会福祉専門学校 関商社会福祉専門学校 講演 (瀬川一人)

兵庫県 兵庫県公館 議演 ( 場 回 : 弁護士) 、
ノf ネ ル (ボラ ン テ ィ ア 関
係 書 )

国土庁、 兵庫県、 神戸市、 県公館 講演 ( 織 問 力 弁護士) 、
H 本赤 十字社、 社会福祉協 現況報告、 討論、 海外報

J153 4 

神戸朝 日 ホ } ル 講演 ( 岡 総) 、 パ ネ ル (各
[司代表 ( ア メ リ カ 、 ド イ
ツ 、 フ ィ リ ピ ン ) )

奈良然、 娘役会福祉協議会、 奈良県社会福祉総合セ ン 講演 (名賀 : 大政 ボ ラ ン
i事 ボ ラ ン テ ィ ア連絡会 タ ー (槙阪市) テ イ ア 協会)

宝塚市内 フ ェ ニ ッ ク ス ス テ "íi:塚市東公民館、 中央公 講演 深井麗雄 (毎 日 新
} シ ョ ン 、 宝塚市 ま ち づ く 民館、 西公民館、 女性セ 間) シ ン ボ ー 小宮百孝彦 (I，\�
り 研究所、 宝塚市 ン タ ー エ ル 位 協) 11塩、 フ ォ ー ラ ム ー

持 Hl 栄 一 (芸工研) 、 小
はi優 (神戸新潟) 、 熊沢
}II章子 (パ ン ジ ー の 会 ) 、
竹 中 ナ ミ (ブロ ッ プス テ
ー シ ョ ン)

京都ボ ラ ン テ イ ア協会 ハ ー ト ピ ア京都 パ ネ ル (加藤 . 示都文教
短大他)

滋賀県社会福祉協議会他 県立長寿社会福祉セ ン タ

被災者復興支援会議 兵庫県民会館

安塚市 宝塚市立東公民館 パ ネ ル

日 本青年奉仕協会他 秋田市ス カ イ ホ テ ル他 報告 : パ ネ ル、 ボラ ン テ
イ ア 団体等

神戸市社会福祉協議会等 神戸市産業振興セ ン タ ー 講演 . 上聖子谷加代子 (桃
山 大 ) 、 パ ネ ル ボ ラ ン
テ ィ ア 団体他

21世紀の 関 酋 を 考 え る 会 FI 15 日 : NCB ロ イ ヤ ル 講 演 : 新 野 幸 次 郎 報
本災害数援ボラ ン テ イ ァ ネ 16日 : 甲子園都 ホ テ ル 告 : FEMA
ッ ト

安塚市保健福祉サ} ピ ス 公 宝塚市 ソ リ オ ホ ー ル 講演 : 中村頗子 (東灘 ・
ネ士 地域助け合いネ ッ ト ワ ー

ク )

兵庫県盟主神県民局 武庫川学続甲子園会館ホ
- )v 

毎 日 国際ボラ ン テ イ ア 大学 毎 日 新関本社 5 階研修議
(毎日 新開社)

神戸 市他 神戸市生活学瞥セ ン タ ー 企業や労働組合の ボ ラ ン
テ ィ ア

宝塚市 宝塚市 ソ リ オ ホ ー ル

宝塚市 宝塚市 ソ リ オ ホ ー ル 講演 . 月 苧八万他
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開催 日 事業名

96/ 3 / 2  人づ く り と 地域の ネ ッ ト ワ ー ク

96/ 3 / 2  地域』こ生 き る ボラ ン テ ィ アー震災か
ら学ぶ

96/ 3 / 8  震災支援活動か ら み え て き た こ と

96/ 3 /10 ま ち づ く り と 地域ボラ ン テ ィ ア

96/ 3 /24 参加す る こ と ・ わかち あ う こ と

96/ 3 /24 ト ラ ッ ク 運転手森本伎代子 さ ん講演
ノ2ç

96/ 3 /24 避難住民が�iJ慾会 「騰期tf�J

96/ 3 /31 あ り が と う ボ ラ ン テ イ ア | ボラ ン テ
イ ア お 別 れ会」

96/ 4 /  4 � 5 11 本 青 年会議所神 戸 会 議 「料再発
見 l

96/ 4 /13 私た ち と 阪神大震災

96/ 4 /28 移動ボラ ン テ イ ア 講座

96/ 5 /11 新 し い!鼠~ ボフ ン テ ィ ア と 呼ばれた
人 々 か ら の メ ッ セ ー ジ

96/ 5 /12 あ し な均支Pウ オ ー ク 10

96/ 6 /26-28 索水区 子 ど も 会ボ ラ ン テ ィ ア養成キ
ヤ ン プ

96/ 7 / 6  ['1際 シ ン ポ ジ ウ ム 「その時私 た ち は
イ可を すべ き か」

96/ 7 /11 連総映画祭 「連帝せ よ ! 復興市民」

96/ 8 / 9  チ ャ リ テ ィ ー ・ ラ リ ー

96/ 8 / 9  「すべて の被災者の連帯 を 考 え る j
懇談会

96/ 9 / 7  東灘区ボ、ラ ン テ ィ ア シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 9 / 7  ボラ ン テ イ ア 通訳研修会

96/ 9 / 8  「滋美j青 を し のぶ集いJ & 映i蘭

96/ 9 /11  �10 ボラ ン テ ィ ア 入門講座
/ 2  

96/ 9 /15 梅IH隆司 く ん を諮る 会

l

同

里焔

6/

/10/26 公凋フ ォ ー ラ ム 「市主主活動 ・ ボラ ン
テ ィ ア 活動の基盤づ く 乃 J

10/29 f復興 ま ち づ く り の現在ー阪神 ・ 淡
路yレ ネ ッ サ ン ス基金の助成活動J

96/11/ 6 - 7  大阪コ ミ ュ ニ テ ィ 財団記念 シ ン ポ ジ
ウ ム

96/11/ 8 -15 市民ボフ ン テ ィ ア 実践講勝

96/11/10 「市民の力で芦屋の復興 を 11 ・ 10市
民大集会

I 96/11/14 こ こ ろ 豊か な 人づ く り ひ ょ う ご ブ オ
ー ラ ム 「青少年 と 創 る あ し た の 社
会j
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主催者 会場 儀考

宝塚市他 ( 7 ェ ニ ッ ク ス ま 宝塚女性セ ン タ ー ・ エル 講演 。 二筏淳美 (卒中大)
ち づ く り セ ミ ナ ー )

大阪YWCA 大波YWCA 講演 神 的裕 (神戸カ ト
リ ッ ク 協会) 他

霊長中市社会裕祉協議会 豊中市福祉会宣言

宝塚市総 ( フ ェ ニ ブ ク ス ま 宝塚主主公民館 講演 : 巡静 (大阪ボラ
ち づ く り セ ミ ナ -) ン テ イ ア協会)

宝塚市他 ( フ ェ ニ ッ ク ス ま 宝塚煎公民館 議 i高 遠 藤 安 弘 ( 名 城
ち づ く り セ ミ ナ ー) 大) 、 パ ネ ル

大阪市恰竜が台住宅集会
丹可

避難住民 六 甲 道勤労，rj民セ ン タ ー

阪神お齢者 ・ 障害者支援ネ 神戸市内一IX仮設住宅ふれ
ッ ト ワ ー ク あ いセ ン タ ー

日 本青年会議所 神戸市内

がんばろ う 世関谷 東J;�都f世田谷区内

jJt(�当地域たすけあい ネ ッ ト 西'l:n有総合払1祉セ ン タ ー
ワ } ク

ボラ ン ア イ ア フ ォ ー フ ム 吉区 神戸市立鷹取中学校 分科会、 全体討議、 交流
行委員会 会、 ( 上野谷加代子 桃

山 学大)

あ し ながPウ オ ー ク 実行 委 東遊園地 か ら 長田若松公
員会 E罰
垂水11子 ど も 会 !県立南但馬 自 然学校

学生 関 際 交 流 組 織 IAIE 神戸大経営学部 講演 . 南部精之期事， 司
SECJ 、 南部財団 会 . 吉 田順一

こ う べ ま ち づ く り 会館 ホ
ー ル

長谷川 一郎 神戸 市内 チ ャ リ テ ィ ー ・ ラ リ ー 出
発式

神戸市勤労会銀

コ ー プ こ う べ生活文化セ 講演 : 宮城孝 (東海大)
ン タ } ホ ー ル

NGO外用人救援ネ ッ ト カ ト リ ッ ク 中 山手教会

「貸 さ ん を迎 え る 会」 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場

灘 区 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 市立東部在宅障答者福祉
セ ン タ ー

ボラ ン ァ イ ア 仲間 兵庫勤労市民セ ン タ

市民活動制度連絡会 庁i学習 セ ン タ ー 報 告 ( 跡 悶 直 澄 、 松 原
明 ) 、 パ ネ ル (清原桂 子、
芹田健太郎、 中村順子、
村井雅清、 山花雅一、 出
臼 iE之)

明治生命等 西山記念会館 報告 (中瀬勲、 倉本加代
子)

大阪 コ ミ ュ ニ テ ィ 財団 大阪府 ・ 大阪市 報 告 O ' B ・ ス キ ャ ン
ラ ン 、 三 島祥宏)

大阪YWCA、 神戸YWCA 大級YWCA

阪神 ・ 淡路大震災救援復興 宮Jl I小学校 講演 (広原盛明)
芦F雲市民会議

兵庫県青少年本部、 兵庫県、 神戸市産業振興セ ン タ ー ノ〈才、 1レ (森法h;: ‘ �li 日大、
兵庫県教育委員会 江本佳世 尼崎北高、 喜

多村浪子 曹洞宗包i際ボ
ラ ン テ ィ ア 会、 角 野 日 出
f淑 . 御 影 高 校 、 尾 上 l肖
司 。 三 回YMCA)



開 催 日 事業名

96/11/16 「震災ボ ラ ン テ イ ア 委員 会」 勉強会

96/11/17 緊急市民集会

96/11/20 被災者の ための支援者ネ ッ ト ワ ー ク
フ ォ ー ラ ム 「震災後の こ こ ろ の ケ ア
と ボ ラ ン テ イ ア j

96/11/23-24 初心者向 ボ ラ ン テ ィ ア講座

96/11/24-12 長 El:l íi 転車キ ャ ラ ハ ン
/ 1  

96/12/ 8 ふ れ あ い KOBE'96パ ー ト E あ の El
あの時 そ し て今1 2 ・ 8

96/12/ 8 ふれあいKOBE96PART n 

96/12/10 “ こ こ ろ 寝か な 兵庫" を め ざす神戸
地域!Â�l(交流のつ どい

96/12/11-12 ボ ラ ン テ ィ ア ワ } ダー研修会

97/ 1 /11 ボフ ン テ ィ ア ウ オ ク

97/ 1 /15 ょ っ と い で広場

97/ 1 /16 防 災 と ボ ラ ン テ イ ア を 考 え る 集 い
(つ

97/ 1 /17 ボ ラ ン テ イ ア啓発講演会 い)

97/ 1 /18-1 9  第 2 回 市 民 と NGOの 防 災 凶 際 7 オ
ー ラ ム (つ

97/ 1 /18-19 コ ー プボ ラ ン テ ィ ア ブ ェ ス テ イ ノ\ )レ
( ') 

97/ 1 /18 ボラ ン テ イ ア シ ン ポ ジ ウ ム ド)

97/ 1 /21 紡災 を 考 え る 市民の集い

97/ 1 /26 ボ ラ ン テ ィ ア ブ オ ー ラ ム 渓災か ら あ
な た は何を学びま し た か ?

97/ 1 /29 ポ ラ ン ァ イ アの心を青む ネ ッ ト ワ ー
ク 家庭 ・ 地域社会 ・ 学校

主催者 会場 鰭考

兵庫祭宇I}二 ボ ラ ン テ ィ ア 協 祭福祉セ ン タ ー 議 締 ( ;黒 田 幹if - : n 日産
議会 緑)
111 ・ 17集会」 実行委員会 県農業会館 参 加 (被災者 可HG室効

家 約50人) 、 大塚穀己主
l事jれ己主導

兵庫県生活復興局 宋塚市西公民館 {jt{td'f夫 ( ク リ ニ ッ ク 希
寝 入 森綾 子 (宝塚市社
会福祉協議会) 、 B 霞長一
'r ( fJn �ì川市母子保健)

阪神 ・ 淡路大震災仮設支援 仮設内ふれあ いセ ン タ ー
NGO連絡会

長err!くに低家賃の災;寺公営 神 戸 市 長 旧 民 ~ 東 京 メ ン ハ ー (森垣啓士他人
伎をむの大量慾ぷを求め る 会 都 ・ 永田 町、 京都、 1'，古 集会

伝子lî

がんばろ う ! 神ド レ ・ ア ー ル ピ ル ガ レ ー ジセ ー ル

神戸市北院がラ ン テ イ ア レ - ア ー ル ビ ル
ネ ッ ト ワ ー ク 連絡会

兵庫県震災復輿総 fT松談セ 兵庫県公館 参加 (地域の実践活動 リ
ン タ ー ー ダ 一等)

兵庫察ボ ラ ン テ ィ ア 協会 赤 と んぼ荘 講 義 ( UI 口 徹 神 戸
YMC\) 、 演智 f グ ル ー
プ ワ ー ク のすす め方j

PA ボ ラ ン テ ィ ア 協会、 神戸 神戸市内

りAホ、ラ ン テ ィ ア 協 会 生図川公開

i車合本部連合兵庫 神戸 メ リ ケ ン パー ク オ ワ
エ ン タ ルホ テ ル

明石市、 明石市社会福祉協 明石市立市民会館
議会

毎 日 新開社、 笑行委員会 神戸国際展示場 芹 回健太郎、 ク ア ン テ モ
ツ ク ・ アパ ル カ ・ チ ャ ベ
ス 、 河本秀 子、 明 上雅孝、
福 崎博孝、 湖井 ー

コ ー プこ う べ ワ ー ル ド 記念 ホ ー ル 漫談 (JJ 亭八方)

兵庫県 神戸商工会議所会館神街
ホ ー ル

'jj災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 市役所会議議

県'''1'一生 ボ ラ ン テ イ ア 協議会 ;神 戸大学経営学部108議 講演 (デピ ッ ト ・ 口 モ) 、
義室 浅野幸子、 星野裕志

閥復 市教育委員会、 苅7石市、 商下p レ ン テ ホ ー ル
PTA 協 議 会 、 i若 宮 市 子 ど
も 協議会他
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8 . 環境
開催 問 事業名

95/ 3 /10 環境NGO阪神大渓災緊急 フ オ ー ラ
ム ~紙 を ふや し て被害をへ らす~

95/ 3 /18 どないすんねん “ ごみ"

95/ 4 / 4  緊急J是 '01 r阪神大震災の教訓 を生か
した環境と 安全に配慮 し た都市 ・ 容l
Lltl両」

95/ 4 /22 大震災 と 環境一市民がつ く る 人間尊
重の街づ く り

95/ 5 /27 被災地の ア ス ベス ト 対策 を 考 え る 議
査報告会

95/ 6 / 2  循環都市への こ こ ろ み~今、 復興に
求め ら れ る校点

95/ 6 / 5 - 7  大阪湾シ ン ポ ジ ウ ム 防災 と 環境鍛造
-IlEJ f I の大阪湾整備 を 考 え るー

95/ 6 / 5  大震災 と 環境保護

95/ 6 /20-21 阪神淡路大震 災と 地質環境

95/ 7 / 7  震災復興 ・ 関 西 環境NGO ネ ッ ト ワ
ー ク

95/ 7 /28 ス ト ッ プ ・ ザ ・ ア ス ベ ス ト

95/ 8 / 2  都 市 と 農村の き ずな を 考 え る フ オ ー
ラ ム

95/ 8 / 5  阪神大震 災 と 環境問題

95/11/ 9 被災地の ア ス ベス ト 対策 を 考 え る 講
ìl芸会

95/11/18 環境にや さ し い都市計画

95/11/19 大祭災 と 内海環境 く ら し と 環境 を
考え る シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 1 /25 大震災直後の ゴ ミ と ト イ レ事情 か ら
見 え て き た こ と

96/ 3 / 6  「 ふ る さ と の 森 づ く り ・ み ち づ く
り j 記念植樹

96/ 4 /27-29 花 と 総の復興祭

96/ 5 /11-19 96ひ ょ う ご ま ち な み ガー デ ン シ ョ ー

96/ 5 /17 緑化セ ミ ナ ー

96/ 9 /22 雨水利用 シ ン ポ ジ ウ ム

96/11/18 地球環境研究神戸 フ ォ ー ラ ム

97/ 1 /12 ふれあい閑宗 と 木工教を長 ・ コ ン サー
ト (勺

97/ 1 /17 第災記念摘機 と 鎮魂コ ン サ ー ト

648 第二重苦@各穏シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者 会場 備考

日 本生態系保護協会 シ ェ ー ンバ ッ ハ砂防会館 講演 (池符 会長、 越沢 ・
長 i荷造大)

近畿弁護 士会連合会 大級弁護士会舘 パ ネ ル

地球環境問商 ブ オ ー ラ ム

ア ー ス デー ひ ょ う ご 兵庫県私学会館 コ ン サ ー ト 、 講 演 ( 菊
本) 、 パ ネ ル (西川他)

被災地の ア ス ベ ス ト 対策 を 兵庫県私学会長官 シ ン ボ (中地環境監視研
考 え る ネ ソ ト ワ ー ク 究所長総)

尼崎市環境政策課 尼崎市中小企業セ ン タ ー 講演 (村瀬)

大阪湾ベ イ エ ワ ア 開発推進 神 戸 iせ 際 会 議 場 、 神 戸
機構、 第 二港湾建設局他 YMCA会館

戸際市環境部 芦屋 市役所 講演 (高木 . ボラ ン テ イ
ア ネ ッ ト ワ ー ク 代表)

日 本地質学会 東京 目 黒文化会館 報i守

関 西 環境NGO ネ ッ ト ワ ー 尼崎市
ク

東li\厚型ス ト レー ト 工業経 東尽都内 パ ネ ル (平野、 温品 . 東
合 大)

ひ ょ う ごの農業 と 食料を守 兵庫渠私学会館 講演 u二羽 . 神戸新潟) 、
る 会 パ ネ yレ

都市に未来 と 環境 を 考 え る 県立の じ ぎ く 会館 講演 (高木)
メZι、4 

被災地の ア ス ベス ト を考 え 兵庫勤労文化会館 報告 ( ブ ロ ー ダー、 森田)
る ネ ッ ト ワ ー ク

神戸大学問際文化学部 同左 講演 ( 7 オ ン ・ ル ル ス ナ
ド イ ツ連邦)

く ら し と 環境 を 考 え る シ ン 神戸市生活学習 セ ン タ } 講演 ( P'l脇正宏)
ポ ジ ウ ム 事務尉

枚方市 (震災連続講座) 枚方市立楠葉公民館 講 演 ( 絵 和 美 : 尼 崎 市
議)

実行委員会、 建設省近畿地 垂水 ジ ヤ ン ク シ ョ ン 西 j賓崎i原太郎、 脇雅史 (近
方建設局 側、 名 谷小学校体育館 畿地方建設局長) 、 笹 山

幸俊 (神戸市長) 、 宮 脇
昭 (図際生態学セ ン タ ー
研究所長)

宝塚市花 と 緑の協会 武庫川河川敷緑地

兵庫県 兵康県公館庭、 県庁賠l辺
プ ロ ム ナ } ド等

兵庫県 兵庫県立の じ ぎ く 会館 白 幡洋 三 郎 ( 日 文研) 、
藤野守弘 (県立中央農業
技術セ ン タ ー)

雨水利用 を 進 め る 会関西本 ひ ょ う ご共済会館 講演 . 大下昌宏 (市環境
書1 局)

兵庫県 兵庫県公館 パ ネ ル (井戸敏二、 河合
雅雄、 石丸公生)

兵康VR、 兵康県立三木山森 兵庫県立三木山森林公闘
林公園、 兵庫 7 ラ ワ ー セ ン
タ ー

有志 御殿山公図、 市立9:1内 セ コ ブ シ 植樹、 " 1) ンパ演
ン タ ー 奏



9 . 文化 ・ 教育

開催 日 事業名

95/ 3 /15 歴 史街道 シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 4 / 5  阪神大震災に よ る疲史的建造物の被
災調査報行会

95/ 4 / 9  阪神大笈災復興祈願 ・ 世界文化遺産
塁王録記念 シ ン ポ ジ ウ ム 「世界文化遺
産 と 災ミヰ」

95/ 4 /19 緊急‘報告 「阪神大震災に よ る 歴史的
建造物の被災状況j

95/ 4 /22 ア ー ス テa イ 行動95震災復興子供ブ オ
ー ラ ム

95/ 4 /22 よ みが え れ ! に しのみや子 ど も た ち
か ら の メ ッ セ ジ

95/ 5 /13 阪神文化創造会議

95/ 5 /19 阪神文化の灯を消す な ! シ ン ボ ジ ウ
ム

95/ 5 /20 災得 と デザイ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ

95/ 5 /31� 6 ]ETブロ グ ラ ム研修会
/ 2  

95/ 6 / 3  子供が変 わ っ た ~震災の中 で よ みが
え っ た き ずな

95/ 6 / 3  文化都市宝塚復興に む け て

95/ 6 /17 震災後の こ ど も た ちーその成長 と 間
題点

95/ 6 /22 阪神大震災に文化財保存 を学ぶ

95/ 6 /23 ク ロ ー ド ・ チ ア リ 震災を誇る

95/ 6 /24 予さf語 ら し さ は ど こ へ行 く 阪神大震
災 と 芦ちその歴史的建造物

ヨ5/ 6 /24 災害 と 社会教育

95/ 6 /27 震災体験 を 子 孫 に書 き 残 そ う

95/ 6 /30 こ ど も た ち の復興

95/ 7 / 1  学生は ど う 動いたか 阪神大震災と
福祉系大学救援 グ ル ー プ

95/ 7 / 8  あ っ ぷ ・ で い と こ ど も ー神戸の子
ど も た ち は

95/ 7 / 8  文化財の紡災 を 考 え る

95/ 7 /14 策災 と 子 ど も 達

95/ 7 /15 宝塚歌劇 と 災害

95/ 7 /18 青少年育成ス ク ラ ム 大会

95/ 7 /29 復興計画 を め ぐっ て

95/ 8 / 9  災害時の養護教諭の役割

95/ 8 /1 9�20 第34会兵庫県民間教育研究団体合同
研究集会

95/ 8 /28�29 震災セ ミ ナー神戸 の教育

95/ 9 /18 震 災 後 の KANSAI-APEC 大 阪 会
議、 燈史街道計画そ し て震災復興一

主催者 会場 備考

国土庁、 日 本経済新間社 大阪市北桜 リ ー ガ ロ イ ヤ 基調講演 (宇野 関経連
yレ 前 会長)

日 本建築学会 大板科学技術セ ン タ ー 報公

法隆寺、 朝 日 放送、 朝 日 新 法隆寺塑徳会館 基 調 講 淡 ( 安 藤 : 建 築
聞社 家 ) 、 パ ネ ル (立松 . 作

家、 石森 図立民族博物
館)

日 本建築学会歴史意匠委員 建築会館ホ ー ル (東尽) 司 会 (藤森照信 : 東大) 、
lエ〉ミ、 (足 立裕 μJ : 神大、 福 田

H青 白 大級市大)

地球ウ ォ ッ チ ク ン グ ク ラ ブ 西宮ス ポー ツ セ ン タ } 体験発表

ラ ブ ・ に し のみや ア ミ ー ホ ー ル

阪急学険l教官文化セ ン タ ー 武庫川学院甲子園 講
ポ

演 (森 京大) 、 シ ン I
阪神文化復興委員会 (財) 宝塚ベ ガ ホ ー ル パ ネ ル (安藤 . 建築家、
宝塚市文化振興財凶 植 m : 宝 塚 歌 劇6 1到 演 出

家、 日 下部 : 音楽評論家
他)

芸術 1 :学研究所 芸術工学研究所 報行 (問中他)

自 治体間際化協会 神戸 国際展ぷ場他 講演 ( 草地他)

京都YMCA 大 阪 YMCA 凶 条 セ ン タ 講演 (近江岸建助 神戸
ー ア ク シ ス YMCA) 

宝塚ソ リ オ ホ ー ル 講演 ( 木津Jl I : 立命) 、
対談

大阪産業大学 酋宮市高須公民館 講演 . ，富田和巳

兵庫県博物館協会 県立歴史博物館 講演 (神庭信幸)

姫路キ ャ ス パ ホ ー ル 講 演 ( ク ロ ー ド チ ア
リ )

芦屋市民街づ く り 連絡会 芦屋li l手協会 講演 。 福鵠

大飯f在京文化情報セ ン タ ー 府立文化情報セ ン タ ー 討論 (末本 ー 神戸大)

兵庫県文化協会 兵庫県民会館 講義 (宮崎 神戸学院女
f 短大)

曹洞宗国際ボラ ン テ イ ア会 神戸市長田 区役所 報告

大阪市立大学他 大阪社会福祉指導セ ン タ シ ン ポ

間接景子 ど も 権利 セ ン タ ー 大阪 ・ 凶際子 ど も 権利 セ
ン タ ー

文化財保存修復学会 尼崎市総合文化セ ン タ ー 報告、 討論

凶宮友の家 商事f友の家 講演 (服部祥子)

宝塚文化 を た の し む会 宝塚市 ア ー ト ・ ス ク エ ア

兵庫県青少年本部 神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 報告、 講演 (両橋哲)

神戸主芸術文化会議 神戸 ニ ユ } オ ー タ ニ 講演 (小笠原 芦屋大学
長)

神戸市養護教諭研究会 神戸市総合教育セ ン タ } 報告

兵庫大学 報告

神戸市教育委員 会 神戸 国際会議場 講演、 報告

墜史街道推進協議会、 関 西 日 本外国特派員協会 (東 パ ネ ル (j l l上、 貝原、 黒
経済連合会、 関情協 京) 川 、 真木、 脇)

第二章@各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 649 



関f寵 臼 事業名 主催者

95/ 9 /18 文化 を視野に入れた都市づ く り ー震 大阪21世紀協会、 大阪商工
災後輿 と 関西 の は たす役和j 会談所

95/10/19 経れ水際 の 巷 よ (神戸学議座) 衿ド市ÎTt尊物官官 、 神戸海洋
博物館、 KCC

95/10/27 震災で 子 ど も を 亡 く し た 父親の集い 芦 川教会
95/11/10�1l 言葉災 と 学校 ・ 教育毛足場か ら の発{.; 兵教組

95/11/10 備 え あ れ ば愛い な し ( 青 年 杜 会 議 (財) OAA 
fAtn 

95/11/ll  渓 災 と 教育 (95 兵 庫 県 教 育 研 究集 兵主主教事韓民組合他
fCZJ 

95/11/18 夙川 jレ ネ ッ サ ン ス 「阪神間サ ミ ッ ト 河内厚郎事務所
1 J 

95/11/18 宣言災体験 と 体育 ・ ス ポー ツ一体育 ・ 兵庫体育 ス ボ } ツ 科学学会
ス ポ ー ツ の果たす役割

95/11/27 「渓災10ヶ 月 j 講演会 神戸市教育委員会

95/11 災害 と デザイ ン 芸術 I 学252
95/11/30 豊 か な こ こ ろ を 育 む 生 徒 指 導 阪 兵庫県高等学校ヰ

宇中 ・ 淡路大震災 を経験 し て 議会

95/12/ 2 考;riîir�て か ら 災害 と 復興 を 考 え る 大阪府文化慰調査研究セ ン
タ ー

95/12/ 9 �96 津高有l と ゲ ン ピ の作家た ち 展 兵庫県立近代美術館
/ 1 /21 
95/12/ 9 裂か な街 と は つ

ア

ー

ー

復

ト

興

プ

と

ロ

芸

ジ

術

ェ

・ 文

ク

化

ト

i
i
i

癒
術

津
名と
し計の

町

森
画委会

員
議
会

)
、 CAP (芸

活動
96/ 1 /  6 � 1 津

名
目J ' 阪神

/18 民 震災パ ネ ル展 (勺
96/ 1 /13  塚市 み ん な げん き フ ァ ミ リ ー コ

ン サー ト ド)
96/ 1 /13 フ ェ ニ ッ ク ス ・ コ ン サ ー ト ( 勺
96/ 1 /14 声命保市 ・ ~震災 1 年 阪神 ・ 明 日 に

向 か つ て ~ 希 望 を 勇 気 を 響 け シ ン
ブ ォ ニ ー (勺

96/ 1 /14� 阪神 ・ 淡路大震災 1 周年写真展 (つ

96/ 1 /14�22 宝塚市 ・ あれか ら 1 年 ! 阪神 ・ 淡路
大震災資料展 (つ

96/ 1 /15 コ ン サ ー ト “復興の街へ"
96/ 1 /15 宗塚市 ・ 〈阪神大震災 こ こ ろ の 復興

コ ン サ ー ト 〉 こ の衝が A番コ ン サ ー
ト (勺

96/ 1 /15 コ ン サ ー ト “復興の街へ" ( つ

96/ 1 /16�17 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル コ ン サ
ト (勺

96/ 1 /16 震災復興支援 コ ン サ ー ト ~風が き こ
え る ピ ア ノ � (勺

96/ 1 /16�20 宝塚市 ・ 震災資料展~教育関係資料
の活用� (つ

96/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災遺児育英資金贈呈
式及び記念講演会

96/ 1 /17 新 た な 紡災教育の推進 に 向 け て 教
干害復興 シ ン ポ ジ ウ ムー (つ

650 第二章争各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

宗塚市教育委員会

兵庫県青紫 動推進会議
7寺保市、 芦["\{lJj教育委員会、
芦九三 rfi丈化振興財問、 兵1事
県 オ ー ケ ス ト ラ 協議会、 十申
戸新開社
兵庫県7 ラ ワ ー セ ン タ -tbb;0 志モ
宝塚市 立 中 央図書館

実行委員会
宝塚市教育委員会

コ ン サー ト “復興の街へ"
実行委員会
実行委員会

阪神 ・ 淡路震災復興支援10
年委員会
宝塚市立教育総合セ ン タ ー

阪神 ・ 淡路震災復興支援10
年委員会
兵庫県教背委 員 会

会場 備考

大阪メ ル ク パ} ク ホ } ル 議i直 ( 山 崎 lE;fO) 、 パ ネ
Jv (Ì可l村他)

神戸海洋博物館 議i高 (崎11 1昌康 博物館
泌総長)

芦桜川教会
三 El! 市 立 ゆ り の き 台中 学 議板、 分科会、 パ ネ ル
他
神戸生活学習 セ ン タ ー

尼崎市立Illl和 中学校 幸託子2

西宮大手前 ア ー ト セ ン タ 対談 (小松左尿、 河内厚
JlI;) 

兵庫勤労市民ゼ ン タ 幸夜 行 ( マ ス コ ミ 、 ボ ラ ン
テ ィ ア 他)

神戸市総合教育 セ ン タ ー 議 淡 ( r[' 井 久 夫 ， 神 戸
火 )

神 戸 市 内 シ ン ボ

兵庫県民小劇場 幸並 行 f長IH高校、 'N�.高
校) 講演 (馬殿勝子 。
武庫1I 1 !::. r大)

大阪国際交流セ ン タ ー 幸長作( 者1/日 : I坂大、 寺 島
京大人 パ ネ ル (水野 .
奈 良 大 、 j可回、 青柳)

県 立近代美術館 追悼差是

神戸 国際会議場 報行、 パ ネ ル (杉 山 知 f画家 ) 、 都市計両家他
しづのおだ ま き 館

宝塚市立商公民宣告

神戸鰐 EI ホ ー ル
芦屋高校体育館 出 演 . 神 戸 市 民 交 響 楽

問 、 芦�-'t交響楽団、 尼崎
市民交警響楽矧

淡路7 ア ー ム パ ー ク 被害写真展

宝塚市中央図書館

神戸文化ホ ー ル 岩崎淑 と ソ リ ス ト 達
宝塚市立西公民館

神 戸 文化 ホ ー ル 中 ホ ー ル

神戸凶際会館ハ ー パ ー ラ 波辺貞夫、 タ イ ガ一大越、
ン ド プ ラ ザ他 レ イ ・ ブ ラ ウ ン他
県立看護大学講堂 加古 陵 ピ ア ノ ソ ロ

宝塚市立教育総合セ ン タ

県立神戸高校体育館 燃!{:r!�、 記念講演 (広中 。
数�'t者)

県 立神戸高校体育館 幸!1合 、 パ ネ ル (鷹取 中 校
長 、 宝塚小組) 、 講演 (河
合隼雄 : I主l 際 El 丈研究セ
ン タ ー)



開催 日 事業名

96/ 1 /17 後災 1 慰年の コ ン サ ト …鎖魂の調
J\・ 0 ・

告6/ 1 /17 震災 と 芸能人一阪神淡路大震災シ'ン
ボ ジ ウ ム

96/ 1 /17 大学 と 学生に と っ て震災と は

96/ 1 /17 サ ン テ レ ピ ジ ョ ン ・ 板神 ・ 淡路大震
災 1 1詩年記念番組教育特集 け)

96/ 1 /17 宝塚市 ・ ひ ぴけ鎮魂 と 希塑 の 太鼓
( ホ )

96/ 1 /17 淡路町 ・ ひぴけ 1 1 鎮魂 と 希望の太鼓
( ， ) 

96/ 1 /17 支塚市 ・ ひ こ ばえ コ ン サ 」 ト (つ

96/ 1 /17 西宮 市 市民の手に よ る 文化の集い
「悲 し み を 越 え て … 祈 り と 喜 び と 」
( 勺

96/ 1 /17 コ ン サー ト ~鎮魂のタ ベ� (勺

96/ 1 /17� 明石市 ・ 震災復興写真展 ド)

96/ 1 /17� 2 復興 フ ェ ア 「被災地 を 励 ま す集いj
/16 ( 市 )
96/ 1 /17� 3 i章耳石和 - I追悼j 展
/ 3  

96/ 1 /19 ART ' FORUM ( 第 13回 教 員 研 究
会)

96/ 1 /20 戸阪市 ・ 阪神大震災メ モ リ ア ル コ ン
サ ー ト ( 勺

96/ 1 /21 阪神大震災鎮魂父轡組曲 「 祈 り /
1 ・ 17J 演奏会 (つ

96/ 1 /21 荷下n有 ・ 追悼 と は げま し の 集 い ( 勺

96/ 1 /27 現実の も う 一つの世界 地震の街に
�t. ま れた フ ァ ン タ ジー

96/ 1 /27 大震災を 体験 し た医i児た ち の心の軌
跡 を 追 っ て ( 第 7 1Þ1女性科学者 7 方
} ラ ム )

96/ 1 /28 第18閲神 戸教員 合 唱 問 定期 演奏会
(' )  

96/ 1 /28 津名 町 ・ 復興のつ どい

96/ 1 /31 主義災について語る児童 問 題 シ ン ポ ジ
ウ ム (' )

96/ 2 / 3  震災 レ ク イ エ ム

96/ 2 / 4  ~震災 1 年芦燦 ・ あ す に 向 か つ て ~
響け ! プ ラ ス ・ プ ラ ス い)

96/ 2 /  5 � 3 尼崎市 ー 阪神 ・ 淡跨大震災か ら l 年
/31 を ふ り かえ る一被災史料救出活動を

還 し て 展 (つ

96/ 2 /18 ~震災 1 年 芦原 ・ あす に 向 か つ て
~春の こ ど も 劇場 (つ

96/ 2 /23 阪神 ・ 淡路大震災 (神戸真聖子地阪)
復興支緩幻燈会& コ ン サ ー ト ま ち づ
く り と ??楽の響 き あ う タベ

96/ 2 /28� 7 仮設巡IbJ I寅 さ んJ 上映
/31 

主催者 会場 備考

神戸演奏協会 神戸文化 ホ ー ル 「 レ ク イ エ ム j 他

日 本芸能主主演家極体協議会 梅 田 ス カ イ ビ ル22階 報 告 ( 西 山 、 池 t.1t也) 、
パ ネ ル (黒沼、 須永、 平
i琵他)

関西学院 ヒ ュ ー マ ンサー ピ 関西学院大学 報�i
ス セ ン タ

サ ン テ レ ビ ジ ョ ン サ ン テ レ ビ ジ ョ ン

宝塚市内 フ ェ ニ ッ ク ス ス テ 宝塚市役所
ー ン ョ ン

L & L ネ ッ ト ワ ク 「鎮魂 県立淡路島公国
と 希望の太鼓j 実行委員会

女た も の阪神大渓災をこ考え 宝塚市立女性セ ン タ ー
る 会

関l:n官、 Jl1l'ß文化振興財団 関 宮 市 フ レ ン テ ホ ー ル

阪 神 淡路大震災 1 1謎ヰ 記 神戸文化ホ ー ル 中 ホ ー ル
念 コ ン サ ー ト 実行委員会

i釘{í市 明石市立勤労福祉会館ギ
ャ ラ リ ー 、 大 久保 ・ 魚
住 ・ 二見各市民セ ン タ ー

兵庫県学校停生会 神戸 国際会館

西宮大谷記念美術館、 読売 西宮市大祭記念美術館 作 品採示
新開、 読売テ レ ビ

大阪芸術大学 大阪芸術大情報セ ン タ ー 言語i富 (縮問 大級芸術大)

1 . 20 メ モ リ ア ル コ ン サ 芦屋市立上宮川文化セ ン
ー ト iÊ:劃 準備会 タ ー

読売新席、 読売テ レ ビ、 よ 神戸文化 ホ ー ル f祈 り J i 英雄」
み う り 文化セ ン タ

titi宮市教育委Jî会 西宮市立夙川公民館

教育総研 パ ム の会 大阪 ・ 河朋会館 講 演 ( 岡 田 淳 . 文芸作家)

女制 科学者 フ ォ ラ ム 大阪科学妓術セ ン タ 報告 (小問 川 かほ る )

神戸教員合唱団 県民小劇場 合唱

津名 町、 津名町社会福祉協 津名問 しづかホ ー ル
議会

兵庫県 西宮 ・ な る お文化ホ ー ル 講演 ( 花 田 近大) 、 パ
ネ ル (児童相談所長、 小
学校長他)

宝塚市 宝塚市立東公民館 島本日百三 (吉íJ衛2芸術家)

芦屋市文化振興財団、 芦屋 兵庫県立芦屋両等学校体
市 育館

尼崎市立地域研究史料館 尼 崎 市 )[ 地 域 研 究 史 料
館、 IE崎市南然、 尼崎市
立中央図書館

芦屋市文化振興財出、 兵庫 芦屋市民セ ン タ ー公民館
祭映画セ ン タ ー

い わ き ま ち づ く り 推進委員 い わ き 市文化セ ン タ ー 延藤 (名城大)
会

西村真次 太田 中学校、 避難所20カ
再f
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開後 日 事業名

96/ 3 / 2  「復興の詩 コ ン サ ー ト 」

96/ 3 / 6 -31 米児童 と 被災体験諮る 交流会

96/ 3 /19 ベル リ ン ・ 7 イ ル 木管五主主奏団三木
t1i プ ラ ス ク ワ ニ ッ ク 見γt会

96/ 3 /20 宝塚市 ・ 阪神 ・ 淡路大震災の犠牲者
に擁げる レ ク イ エム (勺

96/ 3 /21-22 親子 の た めの春休み フ ェ ニ ッ ク ス コ
ンサー ト

96/ 3 /24-31 神戸オ リ ジナ ル ・ ス ト リ ー ト ミ ュ ー
ジ カ ル 「 オ ズの魔法使い」

96/ 3 /25 光 と 音 の シ ャ ワ } コ ン サ ー ト

96/ 3 /25 復興願ぃ久 々 に 太鼓の響 き 「郷土芸
能のつ どいj

96/ 3 /30- 5 辰馬考古資料館 ・ 震災復興展
/ 6  

96/ 4 / 1 - 5 神μ ガ レ キ プ ロ ジ ェ ク ト 展
/31 

96/ 4 / 1  震災の ガ レ キ 、 ア ー ト に再生 「神戸
芸術村J

96/ 4 / 1 -21 幸せの黄色い ひ ま わ り 展

96/ 4 / 1 -21 パ ン の花作品展

96/ 4 / 3  ハ リ 島 ス マ ラ ラ テ ィ 歌舞団公演

96/ 4 / 6  猪木聡 f追悼j寅奏会

96/ 4 / 7  希望の翼 コ ンサー ト

96/ 4 / 7  被災者の心に響け 四方恭子 ワ サ イ
タ 'L〆

96/ 4 / 7  鎖魂組曲 r1995年 1 月 17 日 」

96/ 4 / 7  フ ェ ニ ッ ク ス 長田素人 カ ラ オ ケ大会

96/ 4 /11 希 望 の 翼 コ ンサー ト

96/ 4 /13 歌 を 楽 し む会

96/ 4 /14 著書僑の康史講演

96/ 4 /16 f工原康彦遺作展

96/ 4 /17-26 新歌舞伎彫 「阪神 ・ 淡路大震災復興
祈念特別企爾j

96/ 4 /17 勝十郎 「模造石橋J 上演

96/ 4 /18 心に痛い光景忘れま い写真展開催

96/ 4 /21 阪神 淡路大震災復興支援全潟ポス
タ ー展

96/ 4 /21 江原慶彦遺作品主

96/ 4 /21 第13回 ト シ ン ・ チ ャ リ ア イ コ ン サ
ト

96/ 4 /21 文化復興 コ ンサー ト 「文化復興への
メ ッ セ ー ジ

96/ 4 /26- 5 rr震 ・ 壊 ・ 怖j 儀i習道義 再起への
/26 祈 り J H主
96/ 4 /28 「青烹舞踊公演J (大道芸人)

96/ 4 /28 講演会 f こ こ ろ の傷癒 し の ブ ロ グ ラ
ム 」

96/ 4 /28 韓国隈楽協会
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主催者 会場 備考

神戸市な と 神戸文化 ホ ー ル 市 立 港潟小学校 コ } ラ ス
部、 神戸市立育学校他

ヘ ル プ神戸 ロ サ ン ゼJレス市 中 山 恵津子 (関西外大)

兵庫県立三木山森林公掴 県立三木UI森林公園 議隙 (ベル リ ン ・ フ ィ ル
水管五重奏団)

レ ク イ エ ム 実行委員会 宝塚市民会館

フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ 県立淡路勤労セ ン タ }、 演 奏 (延原武春)
ン (神戸 ・ 東播磨 ・ 阪神 ・ 大手前 ア } ト セ ン タ 一、
淡路地収) 風月 主主 ホ ー ル

阪神 ・ 淡路康業復興推進機
構

神戸市中央こ こ ろ の ケ ア セ 神戸国際会議場 北村義1専 (現代美術家)
ン タ ー

神戸市長田区 神戸市長田 区北町の広場 手口太鼓、 備中神楽

辰馬考台資料館 辰馬考市資料館

ガ レ キ ・ プロ ジェ ク ト 100 神戸 ・ 大阪 ・ 民都 ・ 東』孔

神戸JG気村 神戸市内神社 宮 内 宏 (彫刻家) 他

ひ ま わ り の夢企画 l曲i廊喫茶 「ぽえむJ

ペーパー ド ー ム た か と り 田村恵子

問実行委員 会 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場

猪木聡 f さ ん を偲、ぶ会 神戸朝 日 ホ } ル 女性合唱団 「 コ ス モ ス J

者�"�裏の業実行委員 会 4 / 7 ボ} ト ア イ ラ ン 講義者i理 ( ゴスペル歌手)
ド第六仮設

神戸朝 日 ホ ー ル 四 方恭子 (バイ オ リ ニ ス
ト )

神戸市役所セ ン タ ー合唱団 神戸文化 ホ ー ル

長田 区 フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー 防災コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ 出場25人
ン ヨ ン

希望の翼実行委員会 六 甲 ア イ ラ ン ド第 コ仮設 森*l;J理 ( ゴスペ ル歌手)

L御影会館 指導 阿部窓 (績栄短大)

民族差別 と 戦 う 兵庫連絡協 K&J交流セ ン タ ー 講 演 : 神 戸華 僑 総 会 理
議会 事、 神戸大助手

神戸大学 「凌美会J OB ギ ャ ラ リ } ミ ウ ラ

新歌舞伎座 新歌舞伎座 山 城新f在、 大場久美子他

同劇団 願成寺 勝十郎 (役者) 他

京都市内 堀�t瑞J丁 (写真家)

i蒔之山美術館ア ト リ エ 横 尾 忠 剣 ( 現 代 美 術 作
家)

ギ ャ ラ リ ー ミ ウ ラ ギ ャ ラ リ ー ミ ウ ラ

東尽 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ プ レ 中野サ ン プ ラ ザ
ク ト ラ ム ・ オ ー ケ ス ト ラ

神戸 市民文化振興財団 東灘区民セ ン タ 堤剛 ( チ ェ リ ス ト ) 、 神
谷部代 ( ピ ア ニ ス ト )

市立灘阪民 ホ ー ル

阪神尼崎駅前広場 ギ リ ヤ } ク 尼ケ崎 (大道
芸人)

神戸YMCA 神戸YMCA

韓国同楽協会長 田 マ ダ ン 実 市立神楽小学校体育館
行委員会



開催 日 事業名

96/ 4 /29 チ ャ リ テ イ コ ン サー ト

96/ 4 /29 ス イ ス 人音楽家演奏会

96/ 4 /29 書室災復興 コ ン サ ー ト 「 こ も れび由奈
を 潤 んで歌お う j

96/ 4 /29 グ リ ー ン カ ー ニパ ル

96/ 4 /30 ス イ ス 民族音楽チ ャ リ テ イ コ ンサ ー
ト

96/ 5 / 5  「青空舞踊公演J (大道芸人)

96/ 5 / 5  ア ー ト ト ラ ッ ク 震災復興チ ャ リ テ
イ 一大会

96/ 5 / 9  阪神 ・ 淡路大震災復興支援児童劇場

96/ 5 /10-11 文化イ ベ ン ト 「薫風の綿 雪 を 味 わ
う J

96/ 5 /10-20 神戸イ ン タ ー ア ー ト 展

96/ 5 /13 宝塚大劇場と 漠災、 そ し てス タ ー た
ち

96/ 5 /13 除、公 邸 ギ タ ー コ ン サ ー ト

96/ 5 /14-19 I A VENIRDE KOBE- み ら いの神
戸-J 展

96/ 5 /16 あ り が と う 釧路展 (

96/ 5 /18 ま ち か どふれあいス テ ー ジ

96/ 5 /18 人形劇で元気 い っ ぱい神戸っ 子 !

96/ 5 /19 震災復興 ・ 膝史 と 文化 を 考 え る市民
講座

96/ 5 /19 朝 日 久美子コ ン サ ー ト

96/ 5 /19 ITHINKINGJ 

96/ 5 /20-26 被災着物 キ ル ト 展

96/ 5 /21-23 猿ま わ し公演

96/ 5 /23 20官士紀博物館群構想、 シ ン ポ ジ ウ ム

96/ 5 /23-28 た む ら みつお腿

96/ 5 /25-26 「ア シ ナ マ リ ! J 来 日 公演

96/ 5 /25 演劇 イ ベ ン ト 「がんば り ん し ゃ い神
戸J

96/ 5 /25 新谷の り 子チ ャ リ テ イ コ ン サ } ト

96/ 5 /25 現代史勉強会

96/ 5 /26 歌の旅人 ・ 奥塚晃の と き め き ラ イ ブ

主催者 会場 備考

神戸松絵女 f学院大学 神戸松陰女 子学院大学チ 秀村 和子 (パイ プ オ ル ガ
ヤ ベ ル ン )

阪神ホ ッ ト グ リ ー ン の会コ 六 甲 ア イ ラ ン ド 仮 設 住 ウ ォ ル テ イ ブヘ リ ( ア
一 プ こ う べ 宅、 北区星和台仮設住宅 Yレベ ン ホ ル ン) 他

阪神 ホ ッ ト グ ワ ー ン の会 六 甲 ア イ ラ ン ド 第 6 ふれ
あ いセ ン タ ー

神戸中央 ・ 効 け合い ネ ッ ト ポ ー ト ア イ ラ ン ド第 1 仮 愛 知 県 ア マチ ュ ア シ ン ガ
ワ ー ク 設住宅 ー ソ ン グ ラ イ タ ー企業ボ

ラ ン テ ィ ア

兵庫県内仮設住宅他 オ ル テ ィ ・ ブヘ リ

湊川神社境内 ギ リ ヤ } ク 尼ケ 崎 (大道
芸 人 )

全国歌麻呂会 津名郡津名 町

福祉保育労働組合兵庫支部 神戸市総合児童セ ン タ ー 現代朕 「 う た と 人形劇の
( こ ベっ こ う ン ド) ひ ろ ばJ I う た 芝居 ・ さ

ん ね ん峠J

阪神文化復興会議 ア カ デ ミ ア 岡 本 た つ み (武庫川女子大)

B '  "/ レ イ ス 出 展 ( シ ュ テ フ ァ ン ・ ト
ド ロ 7 、 ウ ル ワ ー ケ ・ ク
ラ イ ネ 、 イ ブ ォ ン ヌ ・ ガ
Jレ ツ ァ レ ッ ク 、 ア ン ド レ
ア ウ イ ッ パ} マ ン )

テ ィ ー オ ー エ } 出 版 エ ス プ リ ホ ー ル (宝塚)

展覧会の絵 エ ム ・ キ ュ ー ブ

|司展実行委員会 神戸 ハ}パー ラ ン ドセ ン 松井守男
タ ー ピ ル ス ペー ス シ ア
タ ー

ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 神戸 ま ち づ く り 会館

神戸市民文化振興財閥 !日居留地 出演 (春待 ち フ ァ ミ リ ー
BAND) 、 寄付 (大友康
平 ・ 歌手)

愛知県プロ 人形劇悶他 市立稗田小学校他

康史資料ネ ッ ト ワ ー ク 宝塚市東公民館 河内淳郊

カ ト レ ア音楽事務所 六 甲 ア イ ラ ン ド仮設第 4
住宅

ア マ チ ュ ア 劇 閲 「来る く る 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場
座」

石沢明子 ギ ャ ラ リ ー 華仙

駒久二 塚フ ェ ニ ッ ク ス ス テ 須磨寺他
ン ヨ ン

読売新開社、 神戸市、 神戸 東僚会館 ホ ー ル パ ネ ル : 下河辺淳、 関 本
国際交流協会 忠弘、 高 階秀爾 コ ー デ

イ ネ ー タ 一 石毛直道

た む ら みつお た じ ま 画廊

市民有志でつ く る 実行委員 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場

阪神生活再建の会、 九州演 六 甲 ア イ ラ ン ド小学校体 玄 海 竜 片 岡 演 劇 部
劇協会 育館 場、 演劇団体の座長 ら20

人

新谷の り 子 神戸市西l疋春 日 台幼稚閑

神戸YWCA 神戸YWCA 講演 (市民) 、 了女の立場
か ら J r ボ ラ ン テ ィ ア 活
動J I地方 自 治J

阪神 ホ ッ ト ・ グ リ ー ン の会 六 甲 ア イ ラ ン ド第 3 ふれ
あ いセ ン タ ー
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関イ撞 釘 事業名

96/ 5 /27 オ ッ フ ェ ル マ ン ズ & 上回純子公演

96/ 5 /28 希望の翼 コ ン サ ー ト

96/ 5 /28� 6 「 さ を り 」 展覧会
/ 1  

96/ 5 「負 け た ら あ かんj の エ ー ル 込め 自
作 紙芝府で被災地激励

96/ 5 /30 if事f 味線 ・ 太鼓

96/ 5 /30� 9 染色 4人波
/30 

96/ 5 /31 「奈緒 ち ゃ ん」 上映

96/ 6 / 1  き ん ち ゃ ん一座

96/ 6 / 1  マ グ ノ リ ア ジ ャ ズ パ ー テ ィ ー

96/ 6 / 2  「 あ そ ぼ う よ 神戸'96J

96/ 6 /  6 �ll  察 ・ 彩板間三佳展

96/ 6 / 7  第17伺仏像彫刻協会展

96/ 6 / 9  現代座 「 う た 芝居 ・ さ んね ん峠」

96/ 6 / 9  負 け な いぞ合ug図音楽会

96/ 6 /10 も と ま ち 寄席

96/ 6 /14-'15 文学際 f理事のチ ャ ー リ ー」 チ ャ リ テ
イ }

96/ 6 /16 塗 ミ カ エ ル国際学校麓災救援演奏会

96/ 6 /20�28 寄席無料招待

96/ 6 /21 阪神 ・ 淡路大震災 と 子 ど も た ち

96/ 6 /21 県警音楽隊の ミ ユ } ジ ツ タ パ ト ロ ー
)1〆

96/ 6 /23 「花 と 緑の希望 E凶」 建図式

96/ 6 /23 カ リ フ ォ ルニ ア 神戸 ・ フ レ ン ド シ
ツ プ コ ン サ ー 卜

96/ 6 /28� 7 パナマ の民族衣装 「モ ラ 」 腿
/ 1  

96/ 6 /28 イ ズ ミ ッ ク ザール友の会発足記念
プ レ ・ コ ン サー ト

96/ 6 /29� 7 伊藤太 I彫爾」 個厳
/28 

96/ 6 /29 「 シ ネ マ & ト ー ク J の集い

1996/ 7 / 1 � í �と的;の版画家 た ち J
28 

96/ 7 / 3  第22['1 コ ウ ベ芸文美術展

96/ 7 / 3  女性17un国 コ ン サ ー ト 「み ど り のつ
どいJ

96/ 7 / 4  ク フ ッ シ ッ ク ギ タ ー コ ン サ ー ト

96/ 7 / 5  コ ン サ ー ト 「粛の風、 い ま 神戸 か ら 」

96/ 7 / 6  復興支援特別展 「マ リ ー ・ ロ ー ラ ン
サ ン展J
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主催者 会場 備考

ウ ィ ル ・ オ ッ フ ェ ル マ ン 藤原台第 2 ・ 5 仮設住宅
丈、 上出純子 ふれあいセ ン タ ー

希望の翼実行委員会 ポー ト ア イ ラ ン ド 第六仮 森祐王室 (ゴスペ ル歌手)
設

安岡1専 手織適塾 さ を り 神戸

金沢仏壇商 仁業組合 絞神地区数箇所 塗師岡喜八郎

本城勝真 六 甲 ア イ フ ン ド第 2 ・ 6 本城E券業 ・ 本城主主子 ・ 柏
仮設住宅 総藤サ;

ブ ラ ハ、 北ボヘ ミ ア 、 西 日i厳 今井ひ き 子
ボヘ ミ 7

神戸芸術村 神 íi f!i内 総督 ・ 伊勢真一

鹿児島県人会 市勤労会館大ホ ー ル

ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 神) i外rEl1f�楽部 出 演 (J I I 瀬健、 ソ ネ ト
リ オ 、 滋 え り 子f也)

TRYあん ぐる 神戸ハ}パー フ ン ド ・ モ 春待 ち ブ ァ ミ リ -BAND
ザイ ク ガー デ ン

椋忠二三f圭 ギ ャ ラ リ ー アベニ ュ ー コ
』司 J、ミ

同協会 神戸ク リ ス タ ル タ ワ ー 県
!\';ギ ャ ラ リ ー

全国福祉保育労働組合兵摩 神戸市総合児童セ ン タ ー
支部

会 け な い ぞ合唱関 府立女十世総合セ ン タ ー

恋雅亭同人会 神戸風万 全主 ホ - )レ 出演 (校文珍、 林家染語
棲他)

神戸労i賓 神戸 シ ー ガ ル ホ ー ル

整 ミ カ エ ル 国際学校 聖 ミ カ エ ル罰際学校 ユ_ 1) - ブ ラ ジ ン ス キ
(バイ オ ワ ニ ス ト ) 他

恋雅王子同人会 神戸風月 堂地 下ホ ー ル

甲南女子大学 (夏季公開講 甲南女子 大学 講座 山 町 尚子講師
座)

兵 庫県警警 本多間ふれあいセ ン タ ー

毎 日 新開他 兵庫県養父町

ニ ュ ー フ ィ ル ハ ー モ ニ ー ・ メ ルノく jレ ク ホ ー ル
ジ ュ ニ ア オ ー ケ ス ト ラ

MOLATAS ' TAS ギ ャ ラ リ ー ビ プ レ

イ ズ ミ ッ ク ・ ザー ル イ ズ ミ ッ ク ・ ザ- )レ 泉規子 (音楽家) 他

明石市 明石市立文化博物館

女 た ち の板神大震災 を 考 え 西公民館 熊谷絞督、 前田昇 (立命
る 会 館大)

中 西康子 ギ ャ ラ リ ー 「夢窟j館」

神戸芸術文化会議、 神戸市 神戸阪急、 ミ ュ ー ジア ム

神戸市母親 コ ー ラ ス 連絡協 東灘区民セ ン タ う は ら
コ員総j;、Z ホ ー ル

本願寺神戸別院

神戸YMCA他 神戸YMCAチ ャ ペ ル 出 演 デ ッ サ ・ ケ サ ダ
(歌手)

神戸新開社他 神戸市立博物館



開催 日 毒事業名

96/ 7 / 6  阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 復 興 支 援 …
IHYOGO AID '95byARTJ 

96/ 7 / 7  「舞の会 |

96/ 7 / 7  前}日為之助 f遺作誤象展」

96/ 7 /10 ミ ュ ー ジ ッ ク パ ト ロ ー ル

96/ 7 /11 被災カ メ ラ マ ン 小林政夫側反

96/ 7 /13 神戸士際会fì唱[丹第41ITil演奏会

96/ 7 /13-20 黄文隆]'\ ， y写真民

96/ 7 /14 メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト 「愛 と 死」

96/ 7 /14 POWER TO THE KOBE 

96/ 7 /15 被災fn激励無料 コ ン サ ー ト

96/ 7 /16 寄\271"1 シ ン ポ ジ ウ ム 「災害 と 文化財
の未米」

96/ 7 /17 CD [ J ・ 17花に な っ た 子 ど も た ち J
ず在来会

96/ 7 /21 ブ オ ー ク コ ンサ ー ト 「 も う 一つの神
戸 ま つ り J

96/ 7 /27 鎌 lI! 郁子震災チ ャ リ テ ィ ー コ ン サー
ト

96/ 7 /28 たそがれコ ン サ ー ト

96/ 7 /30 第39回 ミ ュ ー ジ カ ル ・ ナ イ タ ー 「は
ばたけ 1 フ ェ ニ ッ ク ス お ま わ り さ ん
と J

96/ 7 /30- 8 rWE LOVE KOBEJ 展
/ 4  

96/ 8 神戸市役所セ ン タ ー合唱間ニ ュ ー ジ
ー ラ ン ド公演

96/ 8 / 1 - 3 パ リ 「ス ア ー ル ・ ア グ ン」 打楽器公
i寅

96/ 8 / 2  「心に 太湯 を 持て ! 特 に 歌 を ! J 劇
& ミ ュ ー ジ カ ル

96/ 8 / 3  第 2 照 わ か ま っ寄席

96/ 8 / 3  神戸 ま つ り 「 子 ど も 歌舞伎が長 田 に
や っ て く る j

96/ 8 / 4  ベ ル リ ン ジ ャ ズ オ ー ケ ス ト ラ 被災者
支援演奏会

96/ 8 / 4  第 2 照神戸フ ェ ニ ッ ク ス ジ ャ ズ フ ェ
ス テ ィ パル

96/ 8 / 4  被災者 は げ ま す音楽会

96/ 8 / 4  「真夏の夜の ジ ャ ズ ・ イ ン ・ 六 甲 ア
イ ラ ン ド」

主催者 会場 昔話考

同実行委員会 ギ ャ ラ リ } ア ゲー ジ オ 芦 出援 (Éi髪 雄、 元永定
局 正 、 横路忠則 ) 、 白 髪 一

雄 サ イ ン 会

古典芸能の会 神戸文化ホ ー ル 出 演 . 大和松蒔 ( 日 本舞
腕家)

妻前EfIな美 111村 サ ロ ン

兵庫県警警 つつ じが丘ふれあいセ ン 兵庫県警官楽隊
タ ー

小林政夫 日 本ク ラ ブ ・ ギ ャ ラ リ ー

神戸土曜会合唱間 神戸文化 ホ ー ル

黄文際 キ ャ ス ト ・ ア イ ロ ン ・ ギ
ヤ ラ リ ー

名問就 ・ 留学生助 け あ い の 近鉄劇場
ぷdι、き

jllJ実行委員会 ワ ー ル ド記念ホ ー ル 森繁久弥、 人 f-}{l 薬 、 竹
下
太
内 ド

郎
氏

i符
、
[-

渡
、

也
f
背

ほ
I也

除

か

、
、
約

文
k
2

太

0
田
名

、
正
勝
樹
新

、 | 

神 戸 市 降 業振興セ ン タ 小林子干照 f ピ ア ニ ス ト )

文化財保存全民協議会 神戸市 長博物館 報会 r.7il詩学 ( 立 命館
大) 、 潟 村 勝行、 藤 田 明
i，l， 芸谷'l(;'íf

阪神 ・ 淡路大震災復興協会 !潟本公会堂

f神戸の壁」 保存実行委員 長 田 区 「神戸の壁」
他

いずみ ホ ー ル

湊菊 l'了 H 復興協議会 た ち え第: 幼稚匿

近畿管区繁察局他 阪急西宮ス タ ジ ア ム 警察音楽隊他

石橋美奈子 、 神戸お り がみ 葺合文化セ ン タ
JZK 35 
神F'市市役所セ ン タ ー合明 ニ ュ ー ジー ラ ン ド
関

ス ア ー ル ・ ア グ ン 福井池公齢、 新神戸 オ リ
エ ン タ ル劇場

鳥取県鹿野町立鹿野小学校 ノト寺小学校体育館 喜 劇 [ ま ぬ け村物語j、
ミ ュ ー ジ カ ル 「生命の歌
戸」

神戸聖生園 市立若松デイ サ ー ビ ス セ 落誇 (林家 う さ ぎ、 林家
ン タ 染語接、 笑干高亭巣福笑) 、

手品他

駒久二塚 フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス 長I刊消防署 H 昔防災 コ ミ 砕I光向 子 ど も 歌舞伎ク ラ
ァ ー ン ヨ ン ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー ブ、 人形浄瑠璃 ぐ る ー ぷ

OUR. KOBE 

神戸芸術村 他 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場 ベ ル リ ン ・ コ ン テ ン ポ ラ
リ ー ジ ャ ズ ・ オ ー ケ ス
ト ラ

神戸国際会総ハ}ハ 」 ラ ゲ イ ワ ー ハー ト ン &小
ン ド プ ラ ザ 曽根真、 タ イ ガー大越&

ナ ニ ワ エ キ ス プ レ ス骨塩

東京 早 稲 田大ギ タ ー ソ サ 本願寺神戸別 院本業
エ テ ィ ー

神戸元気村 六 甲 ア イ ラ ン ド ・ リ バー 演奏 (ベ ネ ロ ー プ ・ ジ ャ
モ } ル ズ ・ オ ー ケ ス ト ラ 、 ベ ル

リ ン ・ コ ン テ ン ポ ラ 1)
ー ジ ャ ズ ・ オ ー ケ ス ト
ラ )
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開催 釘 事業名

96/ 8 / 6  ベ ル リ ン ジ ャ ズ オ ー ケ ス ト ラ 被災者
慰問 コ ン サ ー ト

96/ 8 / 6 - 7  íDIE-死ぬ と い う こ と 」

96/ 8 / 7  朗読劇 í50年 お の 戦場 神 戸 大 震
災j

96/ 8 / 8  「神戸の壁j パ 7 ォ ー マ ン ス

96/ 8 / 9  仮設への ミ ュ ー ジ ッ ク パ ト ロ ー ル
(警察音楽隊)

96/ 8 /11 人形劇公演

96/ 8 /12 第 6 凶 明石薪能

96/ 8 /15-30 「絵本 をつ く る 人展j

96/ 8 /16-21 I兵fH 干鈴展

96/ 8 /16 障害者小競模共同作業所復興支援ふ
れあい お楽のタベチ ャ リ テ イ コ ン サ

ト

96/ 8 /17- 9 「ふれあ い寄席J
月 初旬

96/ 8 /17 「 レ ク イ エ ム ・ 太平洋戦争」

96/ 8 /17-18 コ メ デ イ ー劇団 íNIWATORIJ

96/ 8 /19 天理高校ブラ ス パ ン ド演奏

96/ 8 /20 天理高校ブラ ス パ ン ド演奏

96/ 8 /21 「鮮の会」 チ ャ リ テ ィ ー

96/ 8 /25 í '  96ス チ ュ ー デ ン ト ・ ジ ャ ズ ・ ブ エ
ス テ イ ノ ミ ルj

96/ 8 /26- 9 ウ オ ー ル ア ー ト キ ャ ンベー ン
/15 

96/ 8 /27 阪神大震災 ・ 文化復興チ ャ リ テ ィ ー
コ ン サ ー ト

96/ 8 /30 阪神大主主災チ ャ ワ テ ィ ー 「管弦業 と
ハ レ エのタベj

96/ 8 /31- 9 演劇 「 ソ ・ の ・ 次 ・ の ・ 音」
/ 1  

96/ 9 / 1 -10 第 8 随神戸具象彫刻大賞展
/11 

96/ 9 / 1 -16 彩の会創作和紙絵画展

96/ 9 / 1 - 8 絵てがみ と 書画展

96/ 9 / 1  音楽 座 「喜業j 復興支援 コ ン サ ー
ト

96/ 9 / 1  、F磯フ レ ン ド リ ー ホ ー ム 開設 1 周年
記念コ ン サ ー ト

96/ 9 / 2  穣画キ ャ ンベー ン運動

96/ 9 / 3  生協都市生活10J，持年記念 「 こ こ ろ あ
っ た か コ ン サ ー ト j
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主催者

神戸芸術村他

ミ ュ ー ジ カ ル ・ カ ン パ ニ
一 - OZ 

í50年 目 の戦場 ・ 神 戸 大震
災J

ノミー マ ネ ン ト ・ シ テ ィ ー、
神戸芸術工科大生

警察音楽隊

田 中淳子

明石市

浜 田 千鈴

松の木福祉協会 ま つ ぽつ く
り の溺

上方落語喜議

コ メ デ イ ー 劇 団 í NIWA-
TORIJ 

天王型高校吹奏楽部

天経高校吹奏楽部

f鮮の会J

阪神 ・ 淡路産業復興披進機
構

せん、 結 びの会、 読売光 と
愛の事業主君

ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸

神 戸 市 、 神戸 市長文化振興
財団、 読売新開校、 読売テ
レ ピ

彩の会

土出里子

音楽…座 「喜楽」

木村卓也 ・ 知之

ア ー ト ・ エ イ ド神戸実行委
員 会

生協都市生活本部セ ン タ ー

会場 {躍考

六 甲 ア イ ラ ン ド仮設住宅 ベ ル リ ン ・ コ ン テ ン ポ ラ
リ ー ・ ジ ャ ズ ・ オ ー ケ ス
ト ラ

ミ ュ ー ジア ム ・ ス ク エ ア

町 閏市民ホ ー ル 出 演 . い わ か ね 栄 ( 俳
優 ) 飽

長 田 区 若 松 町 了神 戸 の 映像、 フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ
壁」 一 他

JL林ふれあいセ ン タ 一、
校JI I A - B ふれあいセ ン
タ ー

藤原台第 2 ふれあ いセ ン 被災小学生15人に よ る 人
タ ー 形 劇

県立明必公隣1 Hi i寅 . 守 Hl稔 (観世流)

ギ ャ ラ リ ーサ ー カ ス ・ サ 民ぶ (湧嶋克己、 青井芳
ー カ ス 美 、 島野千鶴子)

サ ンパ ル市民ギ ャ ラ リ ー

神戸文化 ホ } ル lH淡 (小特根実、 原 悶 有
常[j患)

笑 福J子t 智 - 1二千高 (落語
家 ) 、 松Ji!l斎小天正f也

ホ テ ル ゴー フ ル リ ッ ツ 同月，i売 (小崎 く に子 ω ア ナ
ウ ン サー) 、 須磨琴

チ キ ン ・ ジ ョ ー ジ 作 品 íkinnpa Ginnpaの
波越 え てJ

両神第 7 仮設住宅

六甲 ア イ ラ ン ド 第 4 仮設
住宅 ・ 向洋中学校体育館

養 護 施 設 「 神 戸 少 年 の 橋幸夫、 今陽子、 二 回 明、
町」 ジ ュ デ イ オ ン グf也

神戸文化ホ ー ル 演奏 (中学 ・ 高校 ジ ャ ズ
バ ン ドf塩)

県民会館

神戸市産業振興セ ン タ ー 矢野正治 ( ブ ル ー ト ) 、
貝 原lE é (チ ェ ロ ) 他

大谷ホ ー ル 出演 (稲閃達雄 ・ チ ュ }
ノミ、 リ コ グル ゲ : ピ ア ノ 、
田 中友子 。 チ ェ ロ 、 堀 口
勝子、 ウ ーベ メ ラ ー)

シ ア タ } ・ ポ シ ェ ッ ト プ ロ デ ユ ー ス ( 鶴 附 大
歩合)

jJIj神南ニ ュ ー タ ウ ン特設
会場

明石市立文化博物館

ギャ ラ リ ー喜和 県庵 出展 。 七居里子

神戸市灘区清凶公園

垂水区 ス ポー ツ ガー デ ン 出 演 . 木村 卓 也 ・ 知 之
体] 平磯 フ レ ン ド 1) ー ホ ( ミ ュ ー ジ シ ャ ン )
ー ム

二 設セ ン タ ー街連絡地 下
道内
神戸文化 ホ ー ル 出演 (阪神大震災復興演

奏家集団)



開催 日 事業名

96/ 9 / 5  鎌 HI )i': 子 偲 展 I LOVE FROM 
KO日EJ

96/ 9 / 5  震災復興の祈 り を 込め写真展

96/ 9 / 7  fl自96神バザ ・ ハ ー ト フ ル ル ネ ッ サ
ン ス作品展J 入賞作品控室示会

96/ 9 / 8  「がんばれ ! 隠西 フ ィ ル ・ コ ン サ }
ト 」

96/ 9 / 8  策 さ ん し のぶ集い

96/ 9 / 8  �20 地域劇団東京演劇祭

96/ 9 /11 佐藤 しのぶチ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト
(地主義祭)

96/ 9 /13�15 車Ijf.ij内最:会民話劇公演

96/ 9 /14 1 1 本 を 数 え'96IN神戸

96/ 9 /14�11 ア ン デ イ ・ ウ オ ー ホ ル 反 「 ア ン デ
/ 7  イ ・ ウ ォ ー ホ ル1956 ← 86持代の室長j

96/ 9 /15 カ ラ オ ケ講座で仮設住℃お 年寄 り を
慰問

96/ 9 /16�10 希望の顔民
/20 

96/ 9 /16�23 干 IIITの絵か き さ ん遺作桜

96/ 9 /16 阪神 ・ 淡路大震災復興支援 コ ン サ ー
ト ~室内楽の夕べ

96/ 9 /18 獅子舞披露

96/ 9 /19 生Hi新薪能

96/ 9 /21 垂水 コ ー ラ ス グル ー プ ド イ ツ 演奏旅
行

/ 9 /21 音楽会

96/ 9 /21 中 ffI*�( と 音楽 を 楽 し む 会徳島公演

96/ 9 /24�30 「阪神 淡路大震災神戸 復興 と 関 西
?1i';i;J 絵闘展

96/ 9 /25 民族三能鑑賞

96/ 9 /28 人形劇団 「鶏口舎」 お披露 目

96/ 9 /28 き よ し の絵本劇場

96/10/ 2 � 3 チ ャ リ テ イ コ ン サ ー ト 「 プ ラ ネ ッ
ト ・ ブ ラ ネ ッ ト 夫の七光 り 」

96/10/ 5 チ ャ リ テ イ コ ン サ ー ト 「 プ ラ ネ ッ
ト ・ プラ ネ ッ ト 夫 の 七光 り J

96/10/ 5 ]AZZ コ ン サ ー ト

96/10/ 5 � 6 ミ ュ ー ジ カ ル 「新 ・ 竹取物謡J

自6/10/ 5 第 1 Itij/j、磯記念美術銭震災復i日再開
館 1 局年 ロ ビー コ ン サ } ト

96/10/12 神戸 ジ ャ ズ ス ト リ ー ト

主催者 会場 備考

鎌閃京f 東示銀座かね ま つ ホ ー ル

神戸市立神戸 J:業高校 異人館 f ラ イ ン の館」

ハ ー パー フ ン ド ス ペ ー ス
シ ア タ ー

潟西 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管弦 フ ェ ス テ イ ノ 、 ル ホ ー ル 出 演 (飯守泰次郎、 小泉
楽 団 和祐、 {f， 藤功太郎、 山本

直純、 横 山幸雄他)

新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場

劇!司昂 ・ コ百一人劇場 「 神戸 を ほ ん ま の 文化都
市 に す る 会j f県立 ピ ッ
コ ロ 劇 団j

江戸町 ・ 東町再建組合 IEI屑留地

劇 r:!ilm紀会 神戸文化ホ ー ル

泉符基金 ワ ー ル ド記念 ホ ー ル If\i富 . 泉谷 し げる、 "1[[1
拓郎、 小旧手[lj[、 大友康

県 立 近 代 美 術 館 、 ア ン デ 県立近代美術館
イ ・ ウ ォ ー ホ ル Jt術銭

よ み う り 神戸文化セ ン タ } 仮設岩絢第 二住宅ふれあ 講 師 : 瀬 川 み き
いセ ン タ ー

ギ ャ ラ リ ー 「小 さ な芽」 ギ ャ ラ リ - 1 小 さ な芽j

上原氏の知人 ギ ャ ラ リ ー喫茶 f輪J 故上原勝一氏の作品

ラ ポル テ本館山村サ ロ ン ピ ア ノ 竹 屋 茂 子 チ ェ
ロ : ヨ ー ゼ 7 ・ ポ ド ホ ラ
ン ス キバ イ オ ワ ン : エー
ヴ ア ル ト ダ ー ネ ル

商宮署地域課 市内仮設住宅 3 鋼所

生 田神社 ヲミ悶神社

お と ぎハー モ ニ ー ド イ ツ 中南郎

東灘区民セ ン タ ー 内 ろ は 歌 阿部恩ピ ア ノ : 岡本
ら ホ ー ル 和 子

中 IB喜直 と 音楽 を 楽 し む会 徳島県内 中 田 喜直 と 青 紫 を 楽 し む
lエ斗ミミ

関西学院大学 モ子市民ギ ャ ラ ワ 絵画部 (神戸の街や キ ャ
ン パ ス 風景な ど約30点)

県立長関商高 県立長田商高

鶏I:J舎 藤原台第二仮設住宅ふれ
あ いセ ン タ ー

清野友義 本山第 A小学校 出演 . 浩一野友義

ジ ャ ス コ の ボラ ン テ ィ 7 ・ →F ン ケ イ ホ } ル 出演 . 藤本義 A ・ 統紀子
基金委員会 夫妻、 野坂昭如 ・ 陽子夫

ま言
藤本夫妻 ・ 野坂夫妻 姫路rIi民会館 出演 . 藤本義 ・ 統紀子

夫妻、 野坂ßll�n ' 陽子夫
妻

i司実行委員 会 ジ ー ベ ッ ク ホ ー ル 出演 : 益出幹夫 ( ジ ャ ズ
ピ ア ニ ス ト )

神戸 ハーパ ー ラ ン ド ス ペ ー ス シ ア タ ー パ フ ォ ー マ ー集団 fハ}
パ ー パ イ レ ツ j

小磯記念美術館 小機記念美術館 出演 (吉 岡美恵子、 野m
千品)

神戸 ジ ャ ズ ・ ス ト リ ー ト 実 阪急三宮駅北側広場 約20人のマ ー チ ン グパ ン
行委員会 ド 、 オ リ ッ ク ス の ネ ッ ピ

第二章⑨各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 657 



開催呂 事業名

96/10/12 兵庫の歴史シ ン ポ ジ ウ ム

96/10/13 ア マ チ ュ ア 峡爾発表映写会

96/10/13 ふれあい親f コ ン サ ー ト

96/10/15 サ ツ チ ャ ー前英首棺被災地の学生激
励

96/10/15 万里 子 と ま ゆみのふれあ い コ ン サ ー
ト

96/10/17 灘のf酋薪能

96/10/17 藤野カ ヨ チ ャ リ テ ィ ー リ サ イ タ ル

96/1O/19� 12 「子 ど も か ら のSOS I 現代の 子 ど
/ 7  も が抱 え る 問題 を 考 え る 連続講座

。6/10/20�23 カ ナ ダ 「 ブ ェ イ マ ス ・ ピ ー プル ・ プ
レ イ ヤ ー ズJ 人形劇問

96/10/20�21 ピ ョ ン ヤ ン 音楽舞踊凶

96/10/22 ス ヴ ェ ー ト ラ } ナ ・ ナ ヴ ァ サ ル ジ ャ
ン ・ ピ ア ノ ・ チ ャ リ テ ィ ー演奏会

96/10/26 神戸 栄光教会チ ャ リ テ ィ ー演奏会

96/10/30�11  心の書 く 南京城平IIJ郁夫展
/ 4  

96/11/ 1 神戸北野美術館 ガ ラ ス 工芸展

96/11 j践i宣 コ ン サ ー ト

96/11/ 1 � 7 陶芸作品展 「祈 り j

96/11/ 2 ス イ ス ア ルベ ン 音楽 と 舞踏のタ ベ

96/11/ 2 弦楽器の コ ン サ ー ト と 利 き 酒の会

96/11/ 2 神戸山手女子高校定期演奏会

96/11/ 3 ベ ト ナ ム 伝統音楽鑑賞会

96/11/ 3 � 8 神戸百年映画祭 「野悶北部 ・ 鷹取の
人 々 j

96/11/ 4 1 日 中教審

96/11/ 6 ベ ネ チ ア ・ ビ エ ン ナ ー レ建築展

1 96/11/ 7 み ん な で素話を歌い ま し ょ う 。 秋編

96/11/ 8 「 君 よ フ ェ ニ ツ ク ス の よ う に j 披露
演奏会

1 96/11/ 8 河本和子展

1 96/11/ 8 第46次県教資研究集会

658 第二主主@各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

読売新!笥校大阪本社、 大阪
よ み う り 文化セ ン タ ー

ア マ チ ュ ア 映像作品の上映
サ ー ク ル

フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン

) 1 1 崎重工業

フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン

灘五郷酒造組合

藤野カ ヨ 音楽事務所

CAIセ ン タ -KOBE

重量級新聞社

|苛公演実行委長会

ス ヴ ェ ー ト ラ ー ナ ・ ナ ヴ ァ
サ ル ジ ャ ン

神戸 栄光教会

神戸新関社

日記聖子 ・ 山本地区 を ま も り 、
そ だて る 会J

灘五郷酒造組合

酒井ま ゆ こ

神戸新澗社

滋 を 生かす ま ちづ く り 懇談
'Ê<言
神戸山手女子高校

兵庫現代芸術劇場

狭画祭実行委員会

第15期中央教育審議会

フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ
ン

江藤誠仁右衛門 ・ 真理子夫
安
河本和子

県教職員総合

会場 備考

県中央労働セ ン タ ー 討 議 ( f可脇禎 :、 [iJ 中 久
夫人 講演 (黒岩重汗)

県私学会館 模村博介

ダ イ エ ー 甲 子悶 ホ ー ル Hlì寅 高 井 さ や花 ( ミ ュ
ー ジ カ ル女優)

神戸市内

垂水勤労市民セ ン タ ー 小林万E 子 ピ ア ノ 、 プ
ラ ム ・ オ オ ヒ ラ ・ ま ゆ
み バ イ オ リ ン

市民広場 ト淡 (茂I IJ千作、 能楽協
会神戸 支部の役者)

音楽の友 ホ ー ル 「 さ く ら さ く ら 」 、 「 浜 辺
の欽j

神戸YMCAチ ャ ベ ル 精神科鉄、 弁護士、 児童
悩祉士

神戸朝 日 ホ ー ル

神〆朝鮮高級宇校、 東神 朝鮮民謡、 朝鮮舞繍、 B
戸朝鮮初中級学校、 伊丹 本歌謡
朝鮮初級学校、 真野小学
校体育館

県公館 演奏 「 シ ョ パ ン や モ ー ツ
ア ル ト の名曲J

神戸朝 日 ホ ー ル Hlì賓 (絞首同括i 子、 畑儀文、
五十嵐稔)

そ ご う 神戸庖

神戸北野美術館 英 国ケ ン ト 公、 i主木隆子

ìî'ii量

ギ ャ ラ リ ー 陶彩館

神戸新聞松方ホ ー ル 社)?賓 ( ア ス ト リ ト ・ シ
ユ ー ラ 一、 イ ン ネ ル ホ ー
デ ル ・ ヨ ー デル合唱問、
ベ ア ト ・ ヴ イ ル ト )

泉勇之介商1者 演奏 ( ア ン サ ン プル ・ オ
ブ ・ 神戸)

神戸文化 ホ ー ル 作 曲 (門 町展弥、 中 西覚、
矢野正文) 作翁 (野崎愛
子 、 井 上潔子)

カ ト リ ッ ク 鷹取教会内ベ 公演 (ベ ト ナ ム ・ ブ ヱ青
ー パ ー ド ー ム たか と り 少年雅楽団)

こ う べ ま ちづ く り 会館 第 1 官1��第 4 部、 監督
青j自憲、司

神戸 凶際会議場 発表 (三橋敏弘、 高木貞
子 、 明瀬好子、 中村英伝、
鈴木秀幸)

ベ ネ チ ア 市 ・ 日 本館 パ ビ
リ オ ン 会場

南五葉地域福祉セ ン タ ー 指導 (槌村早智子)

県民小劇場 作 曲 (江藤誠仁右衛門) 、
ピ ア ノ (江藤真理子)

海文堂 ギ ャ ラ リ ー

市立文化会館 講演 (河合隼雄) 、 分科
メZお"、



開催 問 事業名

96/11/ 8 人間の ま ちづ く り 映像祭

96/11/ 9 �10 沖総舞

96/11/ 9 大震災に学ぶ教育創造 シ ン ポ ジ ウ ム

96/11 / 9  兵庫凶悪??1楽交流会 “ チ ャ リ テ イ コ
ンサー ト "

96/11/10 チ ャ ワ テ ィ ー コ ン サ ー ト 「第九交響
曲{t時iっ き 」

96/11/10 チ ャ リ テ ィ 演歌 コ ン サ ー ト

96/11/13� 17 グ ル ー プ展 「 ウ イ リ ス を喰 う 2 [Jl;の
戯虫 と 3 [Jl;の天邪鬼箆j

96/11/14 �[叫子ヨ 芸 コ ン ク ー ル

96/11/16� 12 モ ー ツ ア ル ト 展
/ 1  

96/11/16 ア ガベ ・ チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト

96/11/20 「 ヒ ロ ・ ヤ マ ガ タ展J

96/1 1/20�23 二人後

96/11/21 �26 仏教 美術幽 ・ 丸山寿美個展

96/11/22� 12 セ イ ル ・ ア ー ト フ ェ ス テ ィ パル
/ 1  

96/11/23 県立神戸工業向校 「文化祭J

96/U/23 パ ウ ロ ・ 7 ア ロ ー ニ神父億i展 「 音 と
詩のあ る i由絵個展j

96/11/23�24 青楽祭

96/11/25 さ わ る 絵本展

96/11 人形劇

96/11/26 復興 ラ イ ブ

96/11/26 交流学習会

96/11/28�12 沼 田 かずえ油絵展
/ 3  

96/11/29 モ ン ゴル舞踏図

96/12/ 1 フ ル オ ケ ス ト ラ GAF定期 演 奏 会
チ ャ ワ テ ィ ー のための

96/12/ 1 �14 「がんばれ神戸 ・ エ ー ルの旗展」

96/12/ 2 � 7 「がんばれ神戸 ・ エ ー ルの旗展j

96/12/ 3 ク ロ ド ・ チ ア リ チ ャ リ テ イ コ ン サ
ト

96/12/ 4 � 9 ガ リ 絞の灯 を 守 る 会展

96/12/ 4 「 田 イ七ユ リ & ア ロ } ジ ャ ズ オ ー ケ ス
ト ラ コ ン サ ー ト J

主催者 会場 {瀧考

映画祭笑行委員会 こ う べ ま ちづ く り 会館 対 談 (青池憲司 : �立替、
サ ン ダ ー ス ・ ブ ラ ー ム
ス : 女特 駐督)

沖縄琉球舞踊jiJj 手j 野小学校体育館、 特別 公演 (玉城流湖節会、 我
養護老人ホ ー ム 、 し あ わ 如r*î磨佐 子琉舞道場の 9
せ の 村 シ ル バ ー カ レ ッ 人 )
ジ、 西在宅福祉セ ン タ ー

県教育総合 赤穂西中学校

兵庫国際音楽交流会 県民小劇場

図際留学徒セ ン タ ー シ ドニ } オ ペ ラ ハ ウ ス 日 本ア マ チ ュ ア奇楽家、
シ ド ニ ー市民

支ま閣徳子 西成区民セ ン タ ー

東山嘉5事 ギ ャ ラ リ ーサ ー カ ス ・ サ 出 品 (東山薬事、 渡辺莫
ー カ ス 次郎、 張冬鴻、 椿野浩二、

藤井和久)

兵庫県、 県婦人手工芸協会 県l<èア ー ト ギ ャ ラ リ ー

手O[!l 山 間 、 同展実行委員会 手話IH 山首f文化会館

ア ガベ 印 山教会 ア ガベ ヰ' ILJ教会 演奏 (ア ン サ ン ブル ダ ン
ツ イ 大阪)

ピ ロ ヤ マ ガ タ そ ご う 神戸総

古田英4号、 徳永事磨 L!y} ド ミ ン ゴ

丸山寿美 神戸阪急、美術サ ロ ン

実行委員会 阪急、西'点北口駅北側商応
街

県立神戸工業高校 県立神戸工業高校

フ ァ ミ リ ア フ ァ ミ リ ア ホ 」 ル

ト ア ロ ド地区 ま ちづ く り 聖 ミ カ エ ル民際学校
協議会

市立心身障害福祉セ ン タ ー 市立心身障害福祉セ ン タ 対馬貞夫

田中!草子、 増井昭太郎 仮設藤原台第 2 住宅ふれ 仮設 と 地7Gの子 と も 15人
あ いセ ン タ ー

岡本秀 t ラ イ ブ ハ ウ ス iCASH- 出 i寅 (Roots メ ン ノ ミ ー II
BOXJ 人)

鹿児島県立鹿児島工業両校 l県_v.兵庫 工業高校 学?守交流会

沼田かずえ ギ ャ ラ リ ー21 f�:6l121点

ア ジ ア ア フ リ カ 環境協力セ 日 産 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ モ ン ゴル舞踏間 「サ ラ ン
ン タ ー サ ー ホ 」

GAF 神戸海員会館内 シ ー ガル 「音楽の捧げ物J r 6 声の
ホ - )レ リ チ ェ ル カ レJ

須磨青空吉元気 7 ェ ス テ ィ パ ギ ャ ラ リ ー 「遊空間」 主主不54点
ル実行委員会

須磨青空元気 フ ェ ス テ イ ハ ギ ャ ラ リ ー 「 ブ リ コ ラ ー 展示30点
ル実行委員会 ジ ュ j

市PTA協議会事務局 神戸文化大 ホ } ル 出i寅 ( ク ロ ー ド ・ チ ア リ 、
「 サ フ ァ リ ・ ス ウ ィ ン
グ」 楽凶)

ガ リ !援の灯 を 守 る ギ ヤ フ リ ー ・ ゲス ト ハ ウ
ス

甲南女 子大学 甲南女子大学

第二主主@各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 659 



開f寵 B 事業名

96/12/ 4 � 8 著名芸術家 と 名士作品展

96/12/ 5 チ ャ リ テ ィ ー コ ン サー ト 「愛の叫び
THE KOBEJ 

96/12/ 6 震災遺児励 ま す述書善 コ ン サー ト

96/12/ 7 マ リ ス ト ・ チ ャ リ テ ィ ー ・ コ ン サ }
ト

96/12/ 8 �14 「がんばれ神戸 ・ エー ルの旗主主J

96/12/ 8 伊藤 ル ミ ピ ア ノ リ サ イ タ ル

96/12/13 辻久子バイ オ リ ン コ ン サ ー ト

96/12/13 第 3 凶パ ブ リ ッ ク ・ ア ー ト ・ フ ォ }
ラ ム

96/12/ 7 �21 震災復興を 願 う ジ ョ イ ン ト 展覧会

96/12/20 阪神 ・ 淡路大震災復興支援 コ ン サ}
ト

96/12/21 �97 「がんばれ神戸 ・ エー ルの旗差益」
/ 1 /17 

96/12/22 震災復興チ ャ リ テ ィ ー シ ョ - I明 E
へ向かお う ビ ッ グ シ ョ ーJ 宝塚のす
ばら し き f中 間 た ち

96/12/24 阪神大渓災被災児 を励 ま す ピ ア ノ と
歌の ジ ョ イ ン ト コ ン サー ト

96/12/27 「 ピ ア ノ と 歌の ジ ョ イ ン ト コ ン サ ー
ト J 1収益金寄付

96/12/31 V 6 激励 :コ ン サ ー ト

97/ 1 / 6 �18 津 名 町 ・ 阪神 ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト
厳 ・ 震災パ ネ ル渓 (勺

97/ 1 / 7  大震災被災者を励 ま す コ ン サ ー 卜

97/ 1 /12�24 震災復興支援チ ャ リ テ ィ ポス ト カ ー
ド 原言語j展 「小 さ な離が見た 1 ・ 17J 

97/ 1 /12�24 f あ の 臼 か ら 2 年 阪神 ・ 淡路大渓
災資料腿」

97/ 1 /12 チ ャ リ テ ィ 公演道化座 『あ し た晴れ
る 日 J ( 勺

97/ 1 /13�18 震災i査後の写真展

97/ 1 /13 詩 人 た ち は何を伝え たか シ ン ポ ジ ウ
ム

97/ 1 /13 フ ェ ニ ッ ク ス コ ン サ ー ト イ ン 東京震
災詩集か ら 生 ま れた 鵡

97/ 1 /13 宝塚市 ・ み ん な げん き ブ ア ミ リ ー コ
ンサ ー ト (つ

97/ 1 /14 50年 を 隔て て 広 島 と 神 戸

660 第二業@各君重 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者 会場 備考

神戸新聞厚生事業団 阪急、 ミ ユ } ジ ア ム fHóh (伊藤j青永、 柳原義
達、 演附界児、 片 陶芸主太
郎、 市野>Jk，と、 干宗家、
イ チ ロ 一等900人)

オ フ ィ ス ・ シ マ ダ 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場 出 演 ( 烏 E!l 味永 子 e 歌
ヂ)

風かお る 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場 出 演 (風かお る 、 i架線夏
代、 堀 内 正菜、 藤野芳子)

マ リ ス ト 国際学校復興支援 明石市民会館 tllí寅 (あ い御影、 グ ル ー
の 会 プ ・ ミ ン カ 、 同校生徒)

須磨青?空元気 フ ェ ス テ イ パ 蕃隈廊 展示30点
Jレ実行委員会

p ， サ イ デ ン バ ー グ + 伊藤 マ ワ ー ホ ー ル 演 奏 (伊藤 ル ミ 、 ピー タ
}v ミ 刷 サ イ デ ン バ ー グ)

神戸 地}J 法務局、 県人権擁 産業振興セ ン タ ー 「 ア ヴ ェ ・ マ リ ア J I赤と
護委員連合会 ん ほJ r こ の遂」

7 オ フ ム 関商事務所 神戸市勤労会館 今関寛平[1、 佳品哲、 J I I 田
都樹 f 、 問中[I{人

神ρYMCA[司際セ ン タ ー 神戸 YMCA 陪 際 セ ン タ 民不 (i青水yt美 ー 画家、
藤 坪 昌 子 . 写真)

山村サ ロ ン

須磨青空)(:気 フ ェ ス テ イ パ 香典 展ぷ30点
ル実行委員会

神戸新聞社、 サ ン テ レ ビ、 神戸新隠松}jホ ー ル 出 演 土 月 晃、 安奈淳、
ラ ジ オ 関西、 兵庫県文化協 加 茂 さ く ら
会他 司 会 浜村淳

神戸コ ン サ ー ト 協会 神戸市産業振興セ ン タ ー

J I I岸勝子 毎 日 新聞神戸支局

ワ ー ル ド記念 ホ ー ル ス マ ッ プ、 少年隊の衣装
オ ー ク シ ョ ン

津名町 しづのお だ ま き 館

朝 日 新聞社、 アサ ヒ フ ァ ミ ザ ・ シ ン フ ォ ニ ー ホ ー ル 出 演 (六車智香、 小林研
リ ー ニ ュ ー ス社、 朝 日 新聞 ゐ郎)

大阪厚生文化事業団

芦屋児童美術教育研究会 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ →F

神 戸 市立中央図書館 神戸市立中央図書館

兵庫県学校厚生会 神戸新筒松方 ホ ー ル

綾智{圭 大阪の ギ ャ ラ リ ー 作品 (北井 一夫、 外 山 ひ
と み、 竹 田雅弘、 米谷昌
子 84点)

兵庫 ア ー ト ウ イ } ク ・ イ ン カ ン 夕、ノ ミ ン セ 秋谷豊、 安水稔和、 伊勢
東京実行委員会 問 史郎、 玉川 ゆか、 杉山

平ー
兵庫 ア ー ト ウ ィ ー ク ・ イ ン 安問生命ホ - )レ
東京実行委員会

宝塚市教育委員会

兵康 ア ー ト ウ ィ ー ク ・ イ ン 音楽之友ホ ー ル 演奏 (岡 田征士郎、 jと浦
東京実行委員 会 洋子、 小川哲生、 中村展

子、 伊藤勝、 宮本慶子、
北野徹)



開催 日 事業名

97/ 1 /15 第 1 凶 あ じ さ い コ ン サ} ト (勺

97/ 1 /15 そ し て、 フ オ ー ク ソ ン グが生 ま れた
大地は、 ま だ揺れて い る

97/ 1 /16 阪神大震災 2 周年 追悼 コ ン サ ー ト

97/ 1 /16 追悼 コ ン サ} ト 「ぼ く の こ と ま ち の
こ と き みの こ と 」

97/ 1 /16 健未路の ジ ャ ズ ピ ア ノ と わた ぼ う し
コ ン サ ー ト

97/ 1 /16 映前j 仁映会 f人間 の ま ち 野田北部 ・
鷹取の 人 々 J 1 部� 4 部

97/ 1 /17 2 腐年 コ ンサー ト 「希望の調べJ ( つ

97/ 1 /17 チ ャ リ テ イ コ ン サ} ト

97/ 1 /17�22 断家 た ち の メ ッ セ ー ジ展

97/ 1 /17 絞神 ・ 淡路大渓災 2 周年教育復興シ
ン ポ ジ ウ ム

97/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル ・ コ ン
サ ー ト (つ

97/ 1 /17�31 WE ARE HERE AGAIN 

97/ 1 /17�31 鎮魂 と 再生のために 「長尾和 と 25人
の詩人たち」 展

97/ 1 /17�18 も っ と ・ ずっ と ・ き っ と す き やね ん
神戸from調布

97/ 1 /18 図際 シ ン ポ ジ ウ ム 「子 ど も た ち が生
き ぬ く 力 を

97/ 1 /19 i調際 シ ン ポ ジ ウ ム 「災答 か ら 文化財
を 守 る J (つ

97/ 1 /19 震災 2 周年 コ ン サ ー ト

97/ 1 /19 明 日 に向かつ て シ ン グ シ ン グ シ ン グ

97/ 1 /19 道化座公演 (')

97/ 1 /19 う は ら 音楽祭 (つ

97/ 1 /21 大震災チ ャ リ テ ィ ・ オ ー ケ ス ト ラ

97/ 1 /21 i員劇 キ ヤ フ ノ ミ ン 「て く て く 」 イ糞 ら
の歩い た ガ レ キ の街一

97/ 1 /23 ラ ト ル ス ネ ー ク ・ ア ニ ーチ ャ リ テ ィ
コ ン サー ト ( つ

言主?筆者 会場 備考

神戸市他実行委員会 神戸文化 ホ ー ル 出場 (神戸潟、 兵庫高、
T ì宇 中 、 武 庫 JI I 女 大付
中 ・ 潟 合格部 ・ 吹奏楽
部、 王婦 ・ 可Jl'é グ ル ー プ
等 18rft体850人j

兵庫 ア ー ト ウ ィ ー ク イ ン 安田生命ホ - }v tHi:寅 (岡本光彰&ザ ・ ひ
東京実行委員会 ょ う た ん な ま ズ、 神戸際

男 、 小松政明、 横井勝巳
と ょ っ ち ん フ ァ ミ リ ー 、
鷲崎健、 高石 と も や)

コ ン サー ト 実行委員 会 夙川 カ ト リ ッ ク 教会

実行委員会 神戸朝 B ホ } ル 出 演 ( ク ニ河内、 新沢と
し ひ こ )

一七市災行委員会 長問消防署 ホ ー ル

兵庫 ア } ト ウ ィ ー ク イ ン 安田生命ホ } ル 監 督 . 青池窓司
東京(実行委員会

神戸市 神戸文化ホ ー ル

プロ ジ ェ ク ト 結ふ ウ エス テ イ ン ホ テ ル 出 演 (北野 タ ダオ & ア ロ
ー ジ ャ ズ オ ー ケ ス ト ラ 、
徳永延生)

県内外の画家25人 サ ンパ ル ・ 市民ギャ ラ リ

県教委 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場 報告 (近藤靖宏) 、 講演
(Uj 田洋次) 、 合唱 (長国
高校)

実行委員会 兵庫県公館

WE ARE HERE AGAIN 新宿パ} ク タ ワ ー ギ ャ ラ 作家 (植松奈二、 榎忠、
実行委員会 ア リ ー 1 溺尾貞治、 武崎み よ し、

被村亮太、 邸 中美和、 藤
JJ;(D旬意、 藤原志保、 山 閃
信義、 小谷泰子)

鎮魂 と 再生のため に実行委 新街パー ク タ ワ ー ギ ャ ラ
員 会 リ - 3

阪神淡路大震災被災 2 周年 調布南口駅前広場、 調布 出演 (上々 馳風)
イ ベ ン ト 実行委員会 グ リ } ン ホ ー ル

日 教組、 兵教組 神戸 市総合教育セ ン タ ー 出席 (教職員、 全米教育
委 員 会、 ロ サ ン ゼ ル ス 教
員 組合、 雲南省主席等約
360人)

東京芸芸大他 神戸朝 日 ホ ー ル

神戸市役所セ ン タ ー合唱i司 神戸新聞松方 ホ ー ル 出 演 ( 太 鼓 集 団 「 輪 自
鼓J) 、 講演 (森村誠一)

実行委員会 (芦屋市他) 芦屋市精進小学校体育宣言

兵庫i菜、 兵摩擦文化協会、 川 西市文化会館
川 隠 rlî、 川 西 市文化財箇他

神戸 市東灘区役所、 神戸市 甲南女子大学芦原講常 東灘以内の中学 ・ 向校f也
東灘区中学校連合音楽会連
営委員会

ザ シ ン 7 ォ ニ ー ホ ー ル 参加 (大阪フ ィ ル、 京都
市響、 朝比奈隆、 岩城宏、
之、 小林研一郊、 延原武
春、 田 中 良和、 鳳蘭)

兵療 ア ー ト ウ ィ ー ク ・ イ ン カ ン ダパ ン セ 8 �皆 リ ハー 出 演 (被災地で活動すボ
東京実行委員会、 阪神 ・ 淡 サ ル 室 ラ ン テ ィ ア)
路大震災仮設支援NGO連
絡会

ラ ト ル ス ネ ー ク ・ ア ニ ー フ レ ン テ ホ ー ル

第二章@各穣シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 661 



詩書催 白 事業名

97/ 1 /23 21世紀文明への差是笈 シ ン ポ ジ ウ ム

97/ 1 /25�26 務長売劇 「青い�に絵 を か こ う J

97/ 1 /26 長田 区i色濃災復興 コ ン サー ト (つ

97/ 1 /31 文化復興支援 フ ォ ラ ム ド)

97/ 1 /31 第 3 図 フ ェ ニ ッ ク ス コ ン サー ト ド)

662 第二言者@各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

察、 神戸市

前 回伊都子

実行委員会

阪神 ・ 淡路震災復興支援10
年委員会

兵庫県音楽活動推進会議

会場 備考

神戸 国際会議場 メ ン ホ 貝 原 知事、 部村 正勝、 F 
} ル 河辺淳、 グ レ ゴ リ ー ク

ラ ー 夕 、 五百旗頭真

シ ア タ ー ボ シ ェ ッ ト 前 田伊都子、 浅井裕介

市防災コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ 演 奏 ( プ ラ ネ ッ ツ ) 、 作
ン タ ー 文朗読 合唱 (御蔵小学

校児定)

フ ェ ニ ッ ク ス プ フ ザ 幸世{号 (尺版文化復興会議、
Ifl 谷由奇邸鎖j爵閥復元委員
会 、 神戸アー ト エ イ ド 、
謀 、i'Liti:代 走術館、 立耳宮消
i盆 地 搭 復興 委 メ ン バ
一 ) 、 J lU..ll郎、 安 藤 忠、
雄

神戸朝 日 ホ ー ル



1 0. く ら し

開催 日 事業名

95/ 2 /18 み ん な で き り ひ ら こ う 震災復興

古5/ 2 /22 震災 と く ら し

95/ 2 /26 阪神大議室災 にrf'ぶ こ と

95/ 3 /10  阪神大議室災緊急 シ ン ポ ジ ウ ム 「震災
復興 と 私権制限j

95/ 3 /19 女た ち で詰ろ う 奴神 ・ 淡路大震災

95/ 3 /釘)�24 阪神大震災に学ぶ

95/ 4 /19 渓 災 と く ら しーパー ト 2 r ご注意 !
感 賞 言葉 災商法 瓦 、 こ こ が知 り た

95/ 5 /13 人間 ら し い暮 ら し と 大震災

95/ 5 /20 迷続講1事 「阪神大震災に学ぶ l

95/ 5 /25 仮設住宅の生活 と 改造ーボラ ン テ ィ
ア講演会一

95/ 5 /27 語 り 継 ご う 、 愛 と 勇 気 を 阪神 ・ 淡路
大震災

95/ 6 / 8  震災と く ら し セ ミ ナ ー (第 2 回)

95/ 6 / 9 仮設住セ支援連絡会学習会

95/ 6 /10 く ら し の再建セ ミ ナー

95/ 6 /19 阪神淡路大震災 と マ ン シ ョ ン 建替の
法律問題

95/ 6 /26�27 仮設イ仁む を も っ と よ く 知 り た い !

95/ 7 / 1  震災を越えて、 暮 ら し と イ ン テ リ ア
を 考 え る

95/ 7 / 6  仮設性宅の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 支
援す る ボ ラ シ テ ィ ア シ ン ポ ジ ウ ム

95/ 7 / 8  自 然災芥 と 暮 ら し

95/ 7 /15  イ許地借家 と 震災①法制度の概要

95/ 7 /20 借地{昔家問題を 考 え る

95/ 7 /22 f古地借家 と 震災②具体的事例研究

) 95/ 7 /27 借地借家問 題 を 考 え る 各地反の経
験交流 と 問題 ・ 解決の扱起

1 95/ 7 /29 マ ン シ ョ ン等の区分所有建物 と 震災

95/ 8 /22 特定優良賃貸住宅セ ミ ナ ー

1 95/ 8 /28 借地 ・ 借家 ・ 権災都市法 を め ぐ っ て

95/ 9 / 8 マ ン シ ョ ン の債券

95/1O/26�28 女性 と 宣言災

95/11/ 4 仮設性 宅 自 治会 づ く り フ ォ ー ラ ム

95/11/15 2 1甘1紀への生活再建 神戸生活科学
セ ン タ ー 開設30周年記念事業

95/11/16 震災後の家族への援助

主催者 会場 備考

兵庫県労働 連 動 総 合 研 究 持戸 海員会館 報-?l: (桝} 、 パ ネ 川中 l
所、 日 本科学者 会議兵庫支 小 問桝者、 医縮、 自 !
在日 治体職員他)

神戸生活科学セ ン タ ー 神戸市中央区 議 附 (大 : 神戸 弁護士会
他 j

東尽都内 パ ネ ル

B 本土地法学会 大級弁護士会館

ウ ィ メ ン ズ ネ ッ ト ワ ー ク 明 明石市勤労福利会館 報 告
1í他

県立姫路'1:活科学セ ン タ 県立姫路生活科学セ ン タ 議i寅 (1雨淳、 宮本他)

県 立 神 j i 生 活 科 学 セ ン タ 宝塚市議会第 一会議室 講演 (渡辺)
一 ， 安塚消費者生活セ ン タ

朝 日 新開大阪厚生文化事業 YMCA [<] 際 文 化 セ ン タ パ ネ ル (阪本、 長尾、 岩
間 本他)

伊丹市丘中央公民館 {ft丹 市立fド央公民館 議路 ( 7 月 8 日 ま で)

朝 日 新開大阪厚生 文化事業 兵庫県福祉セ ン タ ー 講演 (馬場昌子 : 関 i当大)
E自
i争 t真宗 ボラ ン テ ィ ア大阪 津村別院 (大阪市) 議i寓 (松田) 、 パ ネ ル (中

品、 高 田他)

川河市生係学校迷合会 川 西市役所大会議室 報{f;:

仮設住宅支援連絡会 名 谷公障! 事担?;九:.z;( 
コ ー プ こ う べ 西宮北rJ コ ー プセ ン タ ー 講演 (佐藤、 梁瀬)

関 陣大学法学研究所 関西大学千里山学会主 幸技 fl:;. (北川 京大、 丸山 ・
千葉大)

神) i大総合ボラ ン テ ィ ア セ 神戸 大文学部 講演 (本崎 : 神戸大他) 、
ン タ シ ン ボ

日 本 イ ン テ ワ ア学会近儀北 ハ ウ ジ ン グデザイ ン セ ン 報告 はと浦 大級市大)
降 支部 タ ー神戸

長寿社会文化協会 兵療県民会館 報竹 ( ア メ リ カ 赤十字関
係 者他)

Bitき 司i�'i竹主 j古文化会館 若竹生活文化会館 講演 (鈴木 。 示大防災研)

神戸弁護士会等 神戸弁護こ1:会館 講路

長 田 の 良 さ を生か した街づ
く り 懇談会

神戸弁護士会等 神戸弁護士会館 i議座

長田の良 さ を生か し た街づ 長田 区役所 報告 (前弁護士、 船越)
く り 懇談会

神戸弁護士会等 神戸弁護士会館 議月ふ

神戸市 神戸市産業振興セ ン タ ー 講演、 説明

大阪 ・ 神戸弁護 t会 神戸弁護士会館 パ ネ ル (弁護士、 不動産
鑑定士他)

大阪 ・ 神戸弁護士会 大阪弁護 上会館 パ ネ ル (弁護士、 不動産
鍛え二1:他)

女 た ち の 阪神大震 災 を 考 え 宗塚市立女性セ ン タ 議i寅 (清原)
る 会 ・ 宝塚市

被災者復興支援会議 兵庫県民会館 報告、 パ ネ ル

兵康県、 国民生活セ ン タ ー 神戸 ク リ ス タ ル ホ } ル 講演 (藤誠房子 e 生活評
論家)

阪神 ・ 淡路大震災支援委員 新神戸オ リ エ ン タ ル ホ テ 講演 (伊藤順一部)
メ�、5 )v 
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開催 臼 事業名
95/11/17 仮設住宅 フ オ } ラ ム

95/11/19 被災J守の生活復興支援

95/11/22 笈災で気づい た 「私j の女恨の問題
95/U/23 被災許であ る こ と を越 え て
95/11/25 土畷い どばた会議

95/12/ 9 援災体験 を 、 そ して こ の ] 年 を 思 っ
き り 語 り 合お う

95/12/11 阪神大震 災 と 私法上の諸際題

95/12/12 ひ ょ う ご イ ー ブ ン ネ ッ ト 地域別公開
研究会

95/12/21 セ ミ ナー 「 人 生 を な ぜ生 き る か っ 」

95/12/21 暮 ら し と 安余't�

96/ 1 /13 語 り fTお う ! 震 災 1 周 年 を振 り 返っ
て

自6/ 1 /13 罪主?有者の く ら しの再生は見え て き た
か っ

96/ 1 /17 1 . 17市民集会 ・ し ゃ べ ろ う や神〆
で明 日 の こ と を

96/ 1 /17 l 年 を ふ り かえ っ て
96/ 1 /17�27 阪神 淡路大笈災 1 問年復興 ブ ェ ア

「被災地域を 励 ま す集いJ
96/ 1 /17 神J i rlí . 市民の つ どい い)
96/ 1 /17 神戸市民のつ どい

96/ 1 /17 人間復興 1 ・ 17 メ モ リ ア ル

96/ 1 /17 生 き る 決起集会
96/ 1 /17 ノt ネ ルデ イ ス カ ッ シ ョ ン 「 く ら し の

再建 と 生協の果たす役割J (' )  

96/ 1 /19 住宅地笈災害共済制度創 設 ブ オ ラ
ム f池袋災害か ら の住宅復興安心 シ
ス テ ム を 考 え る J (勺

96/ 1 /20 冗気ア ッ プ復興祭

96/ 1 /20�21 阪神 ・ 淡路大渓災 と 法 渓災 l 年後
の法律問題

96/ 1 /20 創造的復興 に 向 か つ て …阪神 淡路
大渓災 I 周 年記念行事一

96/ 1 /20 都I打線興 と 市民参加 是まかな く ら し

96/ 1 /21 生活再建運動 フ ォ ー ラ ム 自 立復興
の 新 た な 道 を 求 め て

96/ 1 /24 震災後の家族の危機 と 援助の現在

96/ 1 /25 ラ イ ブ プ ラ ン フ ォ ー ラ ム
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主催者

立命館学街i祭実行委員会

県 女'i't セ ン タ ー
関同学院大学

被災者復興支援会議

大阪市立大学文化交流セ ン
タ ー
県 立 友性セ ン タ ー

サー ク ル モ ン ド ・ ル ミ エ ー
)レ

大 阪 rTf Î!�大lf:文化交流セ ン
タ ー
p厳 司i íZ:t'宇セ ン タ }

兵JiI<'県南部地震障害者A救済
本部

神戸町 の ボ ラ ン テ ィ ア ら

伊丹いずみ会
兵庫県f学校厚生会

実行委員 会
司íf�交流会、 中 央 区笑行委
員:会
阪神 淡路大震災紋援復興
県民会議、 中 央社会保提言推
進協議会
「そ し て神戸j 他
生活協同組合 コ ー プ こ う べ

兵庫県、 日 本弁護土連合会

実行委員会

日 本土地法学会関西支部

巣立神戸生活科学セ ン タ }

兵康県 (防災危機 グ ッ ス フェ ア )
生活再建住民会議

日 本家族研究 ・ 家族療法学
会
神戸新聞社

会場 備考

神戸市西阪かすがプ ラ ザ 意 見交換 Oi孜、 住民、
ボ ラ ン テ ィ ア )

立命大衣川 キ ャ ン パス 講 演 (北村春江 : 芦屋 市
長 )

尼崎市女性セ ン タ ー 講 演 ( 輪良 子)
湖西学院大学 議i寓 (荻野台弘 : 関学)
兵庫県民会館 昔、 弘交換 (小西、 草地、

林 京大)
神 戸 凶際交流会館405�j 意見交換 (小西康生 ， 神
議 ) i大{也)
大阪îÎî}主文化交流セ ン タ 講 演 (生熊長幸 ・ 大阪市

大)
県立女性セ ン タ } 日葺i寅

一
(i
所
奇E

長
;{桂

)
f : 女性セ

ン タ
ま長水勤労市民セ ン タ ー 講演

大阪市立文化交流セ ン タ 議i車 (惣宇手IJ紀男 大阪
.Iî 大 )

議邸

ア ピ オ大阪 (It' 央区) 報 ?i
敏
竺

の
に

う

加

必

雄

対

儀

立

要

作

す

降

性
る

f
些
総

7

に
依
つ

吾 パ4
L

ベ
い

愛媛

野
て

ネ

」
| ! l 

ル (檎
本部、

神 戸 湊川 公園 被 災符
百リ \ì:il，
ぷ L {f

県伊丹庁舎 討論、 試食
神戸図際会館他 公演、 '1f真展、 健康相談

他
神戸文化 ホ ー ル 議i寅他
神戸市 弘泰護短大 仮設住宅での問題な どに

つ い て 行政 と 話 し合 う
神戸市内 報ist

新神戸オ リ エ ン タ ル劇場 持i:if
コ ー プ こ う べ生活文化セ パ ネ ル : 111 ロ ー史 (神戸
ン タ ー 新 開 ) 、 草地賢一 (NGO

救援連絡会議) 、 増 田 大
成 ( コ ー プこ う べ) 他

新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場 パ ネ ル (大塚 : 早大、 小
西康生、 島田 : 慶大、 福
崎、 和久、 藤吉)

県立女性セ ン タ i争E留璃、 ピ デオ 上映、 コ
ン サ ー ト 、 パ ネ ル他

甲南大学 講演 (西宮市部長、 税理
士、 弁護士) 、 パ ネ ル

神戸図書芸展示場 講演 ( 内橋 克 人 ) 、 パ ネ
1レ

神 戸凶際展示場 議演 (内犠克人 : 評論家)

Æ崎市立中央公民館 講演 (草地) 、 自 治会世
話 人の討議

神戸市産業振興セ ン タ ー 講演 (験井亮 ー 大絞家
裁)

神戸市産業振興セ ン タ ー 対談、 パ ネ ル (足立 神
大、 木津川)



開催 日 事業名

96/ 1 /25 環境 ・ ひ と ・ く ら し の フ ォ ー ラ ム

96/ 1 /25 被災者救助 と 憲法

96/ 1 /26 防災のための生活革命

96/ 1 /27 家族の鮮 と は 震災現場か ら

96/ 1 /27 阪神淡路大震災 と 人権

96/ 1 /28 「阪神 ・ 淡路大震災 1 周 年」 を 回想、
す る 集 い (勺

96/ 1 /30 皇室 災 と 食-HYOGO ・ KOBE栄養 上
か ら の メ ッ セ ー ジ (勺

96/ 2 / 3  ( 住'{; 辰 用 く ら し の法律 ト ラ ブ
)" 1 

96/ 2 /10 t:緩い どばた会議

96/ 2 /12 仮設H 宅 ふれあいセ ン タ 一 関係者
交流会議

96/ 2 /17 被災地 と 被災者の救淡を 求 め る 被災
地の集い

96/ 2 /27 ひ ょ う こ ふ る さ と 父流推進 7 ォ ー ラ
ム

96/ 3 /13 女性の む か ら みた震災 と 家族の危機

96/ 3 /16 「被災者の く ら し再建へ公的 主援の
拡大 を 求めて」

96/ 3 /20 阪神 ・ 淡路大震災被災者支援県民会
議設 立総会

96/ 3 /20 阪神 淡路大震災人間復興 3 ・ 20兵
庫県大集会

96/ 3 /23 被災者 の 自 立 と 被災地の復興

96/ 3 /28 く ら し の研究サ } ク ル発表会 と 講演
ぷf!，、、

96/ 4 / 1  �21 !jl親を探 し て い る 動物の写真展

96/ 4 / 6  阪神生活再建の会第 2

96/ 4 /10 震災か ら学んだこ と … く ら し の リ ス
ク マ ネ ジ メ ン ト 点検

96/ 4 /13 被災地支援交流会

96/ 4 /15 阪神 ・ 淡路大震災被災者支媛県民会
議第 2 回全体会開催

官6/ 4 /17 バザー 「一七rfîJ

96/ 4 /19 阪神大震災の被災地 に公的援助 を 求
め る 緊急集会

96/ 4 /27 土曜い どばた会議

96/ 5 /26 ア ー サ ー ホ ー ラ ン ド締講演会

主催者 会場 備考

県、 尼崎市、 あ ま が さ き 未 ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル ・ オ 講演 { 井 上1" 二 泉大、
来協会 ク ト ト ラ ン ク ラ ー ) 、 ノt ネ ル

(イ{弘之他)

大阪憲法会議 大阪 ・ たかっガ} デ ン 講 演 ( 伊 賀 輿 . 弁 護
u 

神戸新開情報分科懇話会 神戸新聞社 講演 ( 11 1村武彦 。 防災ア
ド パ イ ザー)

グルー プ21家族の集い 神戸 市立婦人会館 議淡 (清野博子 。 読売新
間社)

近畿弁護士連合会人様擁護 兵庫県の じ ぎ く 会館、 ひ 幸設?i ( 7 分科会) 、 講演
委員会 ょ う ご共済会銭 (/j、ffl 実 作家、 北村 :

fヲpí! .fi)

県老人 タ フ ブ連合会 武庫川学段公t工記念講堂 蒸識講演 (三木 神戸締
大 ) 、 シ ン ポ ジ ウ ム ( r'J
山 神 戸 新 聞 論 説 委 員
f血) パ ネ ル (千 葉 : 干$1 í 
大 、 }Lj)j 全['1老人 ク ラ
ブ連合会他)

兵庫 県栄養 土会 神戸文化ホ ー ル 講演 (栄養士、 食品流通
業者他)

兵庫県 ( ひ ょ う ごフ ェ ニ ツ 兵庫県立女悦 セ ン タ lE木崎 f (弁護士)
ク ス セ ミ ナ - )

被災者復興支援会議他 兵庫県民会館

兵庫県の じ ぎ く 会館

兵庫県被災者連絡会 兵f車操私学会館

兵庫県農村整備公社、 ひ ょ 兵庫県農業共済会館 7 階 議 i�j (Jニ��慶市 . 神戸新
う ごふ る さ と 交流推進協議 会議宅 間社) 、 水 田 弘義、 黒 川
会設立発起人会 あ や 子、 II!中道子、 田 中

益男、 曾根別人

日 本家族研究家族療法学会 神戸市産業振興セ ン タ ー

IliJ実行委員会 神戸 悶際会議場 パ ネ ル ω 芹田 (神戸大) 、
草地、 瀬尾、 北I11 (元日
弁連) 他

被災者復興支援会議他 兵庫県公館

同実行委員会 大倉山公園、 神戸市 庄中 要望々決議他
央体育館

フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン 兵庫県民会館 講演 . 林春男 (反大)

コ ー プ こ う べ コ } ブこ う べ生活文化セ 組合員
ン タ ー

動物里親活動ボ フ ン テ ィ ア 住吉タ ー ミ ナ ル ピ ル シ ー
ア

神 戸 ク リ ス タ ル タ ワ 女 大林靖雄会長
性セ ン タ ー

コ ー プこ う べ コ ー プ こ う べ生活文化セ
ン タ (東灘区)

被災者復興支援会議 兵庫県立女怜セ ン タ ボ ラ ン テ ィ ア、 支援企業、
経済同体

阪神 ・ 淡路大震災被災者支 兵庫県職員会館 大 田 貞 昭j (住 ま い復興推
援県民会議 進 課長) 、 石井亮 ー (連

合兵庫会長) 他

神戸心身障害者 を も っ兄弟 共同作業所 「パセ リ ・ ジ
姉妹の会 ユ ニ ア」、 f く ら ら ベ } カ

リ ー」

阪神 淡路大震災被災地か 東京 ・ 池袋 講演 . 小田実 (作家)
ら の 緊急 ・ 要求声明の会

被災者復興支援会議 兵康県民会館 講演 林春男 (尽大)

芦屋福音教会 芦屋福音教会 同教会聖歌隊
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関銭 日 事業名

96/ 5 /27 神戸 ・ こ こ ろ の集い アじ気は他人を
思いや る 心 か ら

96/ 6 / 1  無料法律棺談
96/ 6 /21-23 パ ワ 子 供 サ ミ ッ ト

96/ 6 /29 フ ォ ー ラ ム 「震災 と 私J

96/ 7 / 5  食 と 危機管理

96/ 7 / 7  1tフ ォ ー ラ ム

96/ 7 /11 被災地乳幼児の お 母 さ ん の 集 い
96/ 7 /11 イ ン テ リ ア の お話 と ピ ー ス セ レ モ ニ

ー の会
96， ' 7 /11 震災ス ト レ ス 母の集い
96/ 7 /12 ブ ア ソ シ ョ ン 考王立学 被災地 に お け

る 衣'léi占行動か ら
96/ 7 /21 被 災 許復興支援会議 フ ォ ー ラ ム

96/ 8 / 3  無料市民講演会 と 司法詳土に よ る 法
律相談

96/ 8 /24 公言語学務会 「策災復興 と 生i舌再建 を
考 え る j

96/ 8 /25 「県外の被災者は切 り 捻て ら れ る の
か っ j 集会

96/ 8 /28- 9 地主建同 日 本でんでん リ レ ー
/ 9  
96/ 8 /29 ス ラ イ ド 上 映会
96/ 9 / 1  阪神大渓災 ・ 仮設支援全[司キ ャ ラ パ

ン 「東海大地震 を 考え る シ ン ポ ジ ウ
ム j で100凶 g を 迎 え る

96/ 9 / 7  復興支援法律相i談 会 と 講演会
96/ 9 /10 控 訴援助長 ・ 相談tíの連絡会議
96/ 9 /28 1 ;係 り た い ! 帰 れ な い j 県外避難の

実状 と 支援を考 え る フ ォ ー ラ ム
96/ 9 /2自 市民集会THE VOICE FROM神戸

96/10/ 5 待機所交流会

96/10/ 8 「生活復興県民 ネ ッ ト j 発足式

96/10/24 そ ら ま め く ら ぶ綾子の 集 い
96/11/ 4 「 ア ジ ア 宗教者連帯会議J 復興祈願

祭

96/11/ 5 - 6 ア ジ ア宗教者連常会議
96/11/21 被災者 の た め の 支援者 ネ ッ ト ワ ー ク

フ ォ ー ラ ム 「被災者の 自 立 と 地域の
助け合い」

96/11/25 第10同神戸 こ こ ろ の集い
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主催者 会場 {滞考

小 さ な友の会 ポー ト ア イ ラ ン ド第 6 仮 松岡 さ わ こ 「 しあ わせの
設住宅ふれあ い セ ン タ お す そ わ けJ

法律扶助協会 板神 ・ 神戸地域13ケ所
ヨ ー ロ ッ パ ・ デ イ ズ ニ } 出 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド ・ パ リ 指 導 者 。 川村哲也 (神戸
版部 電子専)
ア ジ ア ・ ア フ リ カ 環境協力 日 産 コ ミ ュ ニ テ ィ ー プ ラ
セ ン タ ー サれ
甲南女子大学 (夏季公開講 甲南女子大学 講座 奥田和 子教授
座)
読売新開大阪本社他 ギ ャ ラ リ ー よ み う り 講 演 . 西良祐 (甲子商短

大)
女性支援ネ ッ ト ワ ー ク 勤労会館
NGO 肉 体 、 WPPS 甲 務 関 F百t守 7 レ ン テ ホ ー ル
グ ル ー プ
女性支援ネ ッ ト ワ } ク 勤労会館
甲南女子大学 (夏季公開講 印 南女子大学 講座 白 木関悦子教授
座)
被災者復興支援会議 阪神 ・ 淡路大渓災復興支

援銭 「 フ ェ ニ ッ ク ス ブ ラ
ザ」

県 日]法書士会 伊丹市立総合教育 セ ン タ if昔地 ・ 借家 に つ い て j 、
「 震 災 と 土地の境界 に つ

市 民 グ ル ー プ 「広範な樹氏 神戸市勤労会館 報{tf (J 野泰昭、 小原建
連合をめ ざす兵庫懇談会j 男 、 秋 n 香) 、 勝部元

市外 ・ 県外避難者 ネ ッ ト ワ 大波市立社会福祉研修セ
} ク 「 り ん り んJ ン タ ー
阪神生活再建の会 神戸~東京間

大八木茂 仮設住陵台第 2 住宅
プ ロ ジ ェ ク ト 結 う 、 阪神大 愛知県東郷町
震災仮設支援NGO連絡会

司法書上震災復興支援本部 明石市商工会議所 司 法書士
兵庫Fふ 神戸市 神戸市一教育会館
全国除外避難者支援 ボ ラ ネ 神戸市藤業振興セ ン タ ー
ァ ト

兵庫県私学会館 報�I-!� : 岸本幸臣 (大阪教
育大)

新長f日勤労市民セ ン タ ー待 新長田勤労市民セ ン タ ー 沖縄峡i同上映、 父流会
機所住民、 ボ ラ ン チ イ ア 待機所

阪神 ・ 淡路大渓災復興支 代表 (新野幸次郎)
援鎗 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ
た ん ぽぽの家

ア ジ ア宗教者連帯会議 湊)1 1神社 参加 ( 日 本、 イ ン ド 、 ミ
ヤ ン マ 一 、 各宗教関係者、
カ ラ ン ・ シ ン 締 。 イ ン
ド)

ア ジア主主教者連帯会議 尽都市 ・ 龍谷大学
兵療l県生活復興局 加古川 市福祉会館 長谷川弘子 (清水 ガ 丘学 |

関 ) 、 黒 田裕子 (看護婦) 、
!ゑ山恭子 (東灘区役所) 、
有馬箆子 (加 t�l川市母子
保健)

小 さ な友の会 な の花ふれあ い セ ン タ ー 議淡 (場内正美 「がんば
ろ う 1 1 神戸J)



開催 日 事業名 主催者

96/12/14 県外被災者の伎活復興 を 考え る ブ オ 生活復興県民 ネ ッ ト
ー ラ ム

97/ 1 /18(つ 2 均年元気ア ッ プ交流会 実行委員会

97/ 1 /18 仮設入射者のための文化祭 神戸市垂水区役所

会場 備考

兵庫県教育会館 パ ネ ル (県外被災者、 県
外被災者支援問体、 県民
ネ ッ ト 参加国体， 山 首1 -
彦、 中目立た子 、 藤 !日三儀)

神戸ク リ ス タ ル タ ワ ー他

垂水勤労市民セ ン タ
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1 1 . そ の他

罪悪催 日 事業名

95/ 2 /22 地震対策セ ミ ナ ー

95/ 4 /16 フ リ ー ト ー キ ン グ 「阪神大震災を経
験 し1ごJ

95/ 4 /22 阪神淡路大地震を 語 る

95/ 4 /27 ホ ッ プ、 ス テ ッ プ、 冗気、 ひ ょ う ご
県民の集い

95/ 4 /27 体験の共有か ら 、 自 立 ・ 創造へ

95/ 6 /16 阪神 ・ 淡路大震災追悼法会 お大師
さ ま と と も に復興へ

95/ 7 / 1  阪神大震災で見え た も の一真の最さ
と は

95/ 7 /19 神戸 と 私 (神戸夏季大学)

95/ 7 /20 人間復権 と 都市復興 (神戸夏季大学)

95/ 7 /20 大震災 ・ 新々 宗教 と こ こ ろ

95/ 8 / 6  大震災 を こ え て

95/ 8 /28 復興フ ォ ー ラ ム ・ ア ー ク 95

95/10/14�15 災答 ・ 人間 ・ 復興全国集会

95/11/12 被災体験手記執筆者 と 諮る 集 い

95/11/23 阪神 ・ 淡路大震災に学ぶ

95/12/23 (震災で) 子 ど も を 亡 く し た 父親の
集い

96/ 1 /13 震災の 語 り 部交流会

96/ 1 /14 い ま 伝え たい阪神 ・ 淡路大震災

96/ 1 /14 叛神 ・ 淡路大震災 メ モ リ 7 )レ デ一 議
演会

96/ 1 /14 震災の諸 り 部交流会

96/ 1 /15 大獲災 ・ 被災者追悼特別講演会

96/ 1 /16 i坂神 淡路大震災 1 周年退悼市民法
要

96/ 1 /16 風の丘 に つ ど う

96/ 1 /17 「阪神 ・ 淡路大震災j 体験者 と の 集
し、

96/ 1 /17 特別講義 「思想的課題 と し ての医大
災害

96/ 1 /18 関 西 プ レ ス ク ラ ブ講演会

96/ 1 /19 震災 1 周年 主張大会

96/ 1 /20 1 ・ 17神戸 か ら の証言~大震災か ら
学ぶ
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主催者

ふれあいハー ト の会他

E号際結婚を 考 え る 会

神戸税務女子大学

兵廠県

兵庫県、 神戸市

神戸真言宗連合会弘法大締
泰賛会

神戸YMCA

神戸市

神戸市

神戸新聞社

神戸市青谷ルー テ ル協会

兵庫県震災復興研究セ ン タ

銀の ス プー ン ペ ン ク ラ ブ

神 戸 YMCA ク ロ ス カ ル チ
ャ ルセ ン タ }

神戸市民諮 り 部キ ャ ラ パ ン
隊

震災 l 周年 イ ベ ン ト 実行委
員 会 ( ボ ラ ン テ イ ア 7 団体)

兵庫県保倹際協会

神戸市民話 り 部キ ャ ラ パ ン
嫁

兵庫 ・ 生 と 死 を 考 え る 会

仏教ボラ ン テ ィ ア お お さ か

神戸東灘 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

東京 ・ 丸の内消防署

神戸YMCA

関 西 プ レ ス ク ラ ブ

関西学院大学有志学生

大阪産業大学、 大東市

会場 備考

大阪市中央公会堂

神戸学生青年セ ン タ ー フ リ ー ト ー キ ン グ

神戸親和女子大学 講演 (ニ東哲夫 向大冗
学長)

王子公園、 県公館 記 念 イ ベ ン ト 、 フ ォ ー ラ
ム

兵庫県公館 パ ネ ル

神戸市産業振興セ ン タ ー 講演 (小池須磨寺管長)

神戸市産業振興セ ン タ ー 対 談 (本橋 . 写真家、 広
瀬 )

兵庫県民会館 講演 ( ア ン ド レ プ リ ユ
ー ネ . 立命)

兵庫今県民会館 講演 (内橋克人)

新神戸 オ リ エ ン タ ルホ テ 講演 (野田正彰)
)1/ 

神戸市青谷 ル ー テ ル協会 講演 (片山 . 主主題援助図
体)

洲本市 ホ テ ルニ ュ ー ア ワ
ン

神戸市産業振興セ ン タ } 報告、 講演 (議崎) 、 討
論

尼崎市塚口 「 ラ イ タ ス」 意見交換

神戸 海洋博物館ホ ー ル 報告 (英語 ・ 日 本語に よ
る ス ピ ー チ コ ン テ ス ト ベ
ト ナ ム 入学生、 ミ ヤ ン マ
一 女性他)

二宮喫茶サ ン ポ ー ト

曳舟文化セ ン タ ー (東京 講演 (長田消防図、 室崎 .
感田区) 神 大、 ?塩分科会

東京 ・ 千代田公会栄 パ ネ ル (鎌田d議、 酒井道
雄他)

チ サ ン ホ テ ル神戸 講演 (早川和男) 、 報告、
現地調査

東尽都中野区 講演 (長田消防団、 室崎
神大、 他分科会)

神戸 西山記念会館 講演 (加賀乙彦 精神科
阪 - 作家)

大板市北区大激寺 講演 (中田武仁 。 国連 ボ
ラ ン テ イ ア大使)

神戸布 引 ハ ー ブ圏 震災の 日 を記憶に と どめ
ょ う と 、 コ ン サー ト や野
坂昭如 さ んの講演

東京 東商ホ ー ル 講演、 パ ネ ル (現地体験
者、 消 防署員)

神戸YMCA大学予備校 公 開 講義

新阪急 ホ テ ル 講演 (下河辺淳 東示海
上研究所)

関商学院大学講主主 報 告 ( 討 論 倶 楽 部 部 学
生 )

大東市立総合文化セ ン タ 講演 (中辻、 山上 大阪
市大、 IE井) 、 ノ け 、 Jレ (平
塚 . 大阪産業大) 他



開催 B 事業名

96/ 1 /20 震災 1 周年 シ ン ポ 「討 論 ・ 教訓 は生
か さ れて い る か り

96/ 1 /20 震災 1 周年の会

96/ 1 /20 忘れな い と い う こ と 被災 し た学生
か ら の メ ッ セ } ジ (神大 甲南大合
r�Jセ ミ ナー)

96/ 1 /23 京都市tî京区紡犯管理者研究会

96/ 1 /25 震災で子 を う し な っ た親の集い

96/ 1 /26 阪神大震災か ら l 年展

96/ 1 /27 震災 l 間年 ・ 青年 シ ン ポ ジ ウ ム 「兵
1車発 ・ だ ま っ て ら れへん は6J

96/ 1 /27 震災報;ち 会

96/ 1 /31 阪神 ・ 淡路大渓災チ ャ リ テ ィ ー イ ベ
ン ト

96/ 2 / 4  忘れへん ! 忘れた ら あ かん ! 阪神大
震災

96/ 4 / 5  96夜下f フ ロ ー テ ィ ン グ ヨ ッ ト シ ョ ー

96/ 4 / 7  「復興 さ く ら ま つ り j

96/ 4 /18 育長で花見

96/ 4 /21 「震災語 り 音ßJ

96/ 4 /22 「震災語 り 部j

96/ 5 / 4  灘区復興祈願地車巡行

96/ 5 / 4  復興本山だん じ り パ レ ー ド

。6/ 5 /18 シ ン ポ ジ ウ ム 「 ど う す る 死刑 ? J 

96/ 5 /18 ふ る さ と ひ ょ う ご創生態

96/ 5 /25 楠公然

96/ 5 /25 ア ム ネ ス テ ィ チ ャ リ テ ィ ー演奏会

96/ 5 /26 五 月 祭

96/ 6 / 5  阪神 ・ 淡路大震災復興支援 ラ グ ビー
図際親善試合

96/ 6 / 5  � 9 第 6 関サ ン ト リ ー レ デ ィ ス オ ー プ ン
ゴ ル フ ト ー ナ メ ン ト

96/ 6 / 9  NADA Challenge 

96/ 6 / 9  ダ イ ア モ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ パル

96/ 7 /17 第26凶神戸 ま つ り

96/ 7 /21 阪神 ・ 淡路大渓災復興チ ャ リ テ ィ ー
「マ イ カ ル杯 オ } プ ン ヨ ッ ト レ ー ス j

96/ 7 /23 下町会主 フ ェ ス タ IN長閃

96/ 7 /23 ふれあい祭INポー ト ア イ ラ ン ド

主催者 会場 備考

大阪哲学学校 尼崎労働福祉会館 パ ネ ル (酒井、 辻野、 同
tR11也)

神戸市東須磨小学校 神戸市東須磨小学校 報:号、 他

神大 ・ 甲南大合河セ ミ ナ ー 兵庫県民会館 パ ネ Jレ (神戸大 ・ 甲南大
学生)

お京阪紡犯管理者研究会 京都市右尽消防箸 報知 (広隆寺貫主他社寺
関係者

[J本キ リ ス ト 教団芦屋川教 芦屋川教会堂
メ二日主、

護主災記録情報セ ン タ ー 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン マ } ト 講演 (経由康一 。 日 本図
書館協会)

河実行委員 会 兵庫県県民会館

京都:tî京以 ・ 宇多野手士会福 尽都市右京区内 報;守 (洲本市社会福祉協
祉協議会 議会職員)

あ ま が さ き 地球村 尼崎ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル 講演 (衛藤信之 心理カ
ウ ン セ ラ ー)

支塚市 宝塚市立東公民館 祭 日Ji高

関 内 七 一 リ ン グス ポ} ツ 振 新西宮 ヨ ッ ト ハーパー
興協会

神戸市 生 図 川 ふ れあ い広場

社会福祉連合会、 ボ ラ ン テ 丹 波少年 自 然の家
イ ア 連絡協議会

神戸 同僚環境協会、 神戸市 鳥取市立高草中学校 講演 ‘ 黙尊重杏ニ (市立稗
[H小前校長)

神戸凶際環境協会、 神戸市 浜松市立笠井中学校 講演 黒瀬杏二 (rfî立稗
丑iノj、前校長)

神戸市灘阪地康保存会 六 甲 道釈}蕎辺

]R本山駅北側

神戸弁護士会 神戸弁護士会館 講演 (三井誠 . 神戸大教
授)

青少年交流 プ ラ ザ

湊川神社 湊川神社楠公祭本宮 カ ラ オ ケ 、 和太鼓、 生鮮
食料品ハザール

ア ム ネ ス テ イ ・ イ ン タ ー ナ 垂水勤労市民セ ン タ ー tl:li車 ( ア キ ・ ア ン デス 、
シ ョ ナ ル西神戸 グ ル ー プ rr�5健乎)

六 甲 ア イ ラ ン ド地域振興会 六 甲 ア イ ン ラ ン ド 歌 謡 シ ョ ー 、 出庖

関西 ラ グ ビー協会 ユニノミー記念陸上競技場 バ ー バ リ ア ン ズ (英) 対
神戸製鋼

サ ン ト リ ー ジ ャ パ ン メ モ ワ ア ル ゴル
ブ ク ラ フ守

神戸大学学余震災復興救援 八幡神社境内 合気道i寅舞、 ジ ャ ズ演奏、
隊 チ ャ ワ テ ィ ー オ } ク シ ョ

ン

神戸学院大学 神戸 学波大学 出底、 チ ャ ワ テ ィ ー 7 ')
} マ ー ケ ッ ト 、 人形劇、
公演 (演劇吉15) 、 演奏 (吹
奏 ・ 管弦楽団)

神戸市民祭協会 神戸 市内

神戸新開社 商宮沖 ラ ッ セ ル ク ー ツ ( ヨ ッ
ト マ ン)

同実行委員 パ フ - }レ駐車場 出演 . 五木 ひろ し 、 原悶
有望他

同 実行委員会 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 市民広 出演 五木ひろ し 、 中村
t晶 美律子他
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開催 日 事業名

96/ 7 /27 第26 IT'1神 戸 ま つ り 「 は っ ぴい ひ ろ
ば」

前/ 7 /28�29 第16恒i北野凶際 ま つ り

96/ 8 / 2  夕 暮れ花火 コ ン サ ー ト

96/ 8 / 3  長田 ブ ェ ス テ イ ハ ル

96/ 8 /10 納涼盆隊 り 大会

96/ 8 /10 みすが変 ま つ り

96/ 8 /10 夏祭 り 七夕 飾 り

96/ 8 /13 阪神淡路大震災鎮魂慰霊祭

96/ 8 /15 平和のつ どい

96/ 8 /16 盆E揺 り 会

96/ 8 /17 こ う べ海の盆踊 り

96/ 8 /17 夏祭 り

96/ 8 /18 「“地震" 怒 り の ま つ り j

96/ 8 /25 淡路ふれあいの祭典 「青空JG気 フ ェ
ス テ イ ノりレj

96/ 9 / 7  � 8 渓災支援神戸骨董祭

96/ 9 /16 第40['J県母親大会

96/10/ 1 ]'$j京町 長安門復興祭

96/10/ 6 第諸国神戸港カ ッ タ ー レ ー ス

96/10/10 「神 戸 ウ イ ク エ ン ド ラ イ ブ い ま
伝 え た い 復興の現実」

96/10/10 f忘れん と っ て ね 1 . 17 J 

96/10/12 チ ャ リ テ ィ ーバザー 「秋の収穫祭j

96/10/13 ふれあ い ま つ り

96/10/15 八橋ふれあ い ま つ り

96/10/20 長田バザール

96/10/26 第 8 閲兵庫の ま つ り ふれあ いの祭
典

96/10/26 手づ く り 運動会

96/10/26�27 フ ェ ニ ッ ク ス ・ ') レー ・ マ ー ケ ッ ト

96/10/27 震災遺児救援 ガ ー デ ン セ ー ル

96/10/27 バザー 「太田 っ 子 ま つ り J

96/11/ 1 鷹取中学校手作 り 展
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主催者

神戸 ま つ り 兵庫阪協賛会

問実行委員会

フ ェ ニ ツ ク ス 推進委員

駒久一 ;塚フ ェ ニ ッ ク ス ス テ
ー ン ョ ン

仮設藤原台第 2 住宅 ボ ラ ン
テ ィ ア

ま ちづ く り 協議会、 ボラ ン
テ ィ ア

神戸に下f城の七夕 を 飾 る 会

メ モ リ ア ル ア ト の 大野
長、 金関 与神戸tlif討議問

神〆jヒ コ ー プセ ン タ ー

ポ } ト ア イ ラ ン ド 第 4 仮設
住民

神戸市

神ド 品塚高校桜祉部、 ボラ
ン テ イ ア

県被災者連絡会、 日 本 キ リ
ス ト 教問兵庫 支部他

同実行委員会

否 tJ!世
大会実行委員会

南京町商r.ti街振興会

神戸港振興協会

ウ ィ ー ク エ ン ド 経済編集部

神戸譲住ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ事
務局

点都市桂少年績導委員会松
尾文部有志災害ボ ラ ン テ イ
ア

八幡復興委員 会

神戸 商工会議所西神戸支部

兵康県

iIlJ神 第 7 仮 設 住 宅 辞 自 治
会、 ボ ラ ン テ イ ア

県、 県内各 自 治体、 21世紀
ひ ょ う ご創造協会、 112閲
体

日 本キ リ ス ト 教凶 i南 本教会

太田共同保育所

鷹取中学校ボラ ン テ ィ ア委
員 会

会場 備考

湊川公園

北野天満宮

送機合デイ サー ビ ス セ ン
タ

ßjj災コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ

仮設藤原台第 2 住宅 バ ザ ー 、 野菜市、 出 庖他

御蔵通特設会場 務 員1f会 (桂図車�) 、 人形
昼間他

11-;原市場、 {卸践 5 丁 目 七 夕 飾 り 約100個

金問。寺神戸山fHj設問 慰'J;tJí専の肉眼法要

コ ー プ こ う べ第 5 地[元本 長!Jl，j売車� f50年 呂 の戦場 ・
きE 神 ! í J 

ボー ト ア イ ラ ン ド第 4 仮 カ ラ オ ケ大会、 ヨ ー ヨ ー
設住宅 つ り 、 陵台他

メ リ ケ ンノfー ク 手1I 太鼓淡奏、 コ ン テ ス ト 、
主主総 り {也

仮設西神第11住宅 カ ラ オ ケ 大会、 輪投げゲ
} ム 、 盆踊 り 他

神戸市役所前 神戸 大級の フ ォ ー ク ソ
ン グ、 演歌歌手、 線引 き
他

鳥羽1屋嘉衛公園 ノ、ザ一、 ゲー ム 大会、 ブ'
ラ ス ノ、 ン ド、 マ ン ド リ ン
演奏、 コ ン サー ト 、 1i木
ひ ろ し

神戸 7 ァ ッ シ ョ ン マ ー ト

神戸文化ホ ー ル

南尻 町

メ リ ケ ン パ ー ク

神戸車耳 目 ホ ー ル 持実新子、 早川和男、 黒
回1青

鷹取カ ト リ ッ ク 教会 神 田裕、 橘品邦子

都健川河川公医

福井池公閲仮設住宅

森後公涛1

復興元気村パ ラ ー ル語i車 浅野ゅ う 子
場

県立明石公園 貝 原知事、 浅野ゅ う 子、
中村美津子、 高石 と も や

西神第 7 仮設住宅

県立明石公鴎 参加 (商神 第 2 . 7 仮設
住宅、 明;百公園仮設住宅、
ボ ラ ン テ イ 7 23 グ ル ー
ブ)

日 本キ リ ス ト 教団 縄本教
会

妙法寺川公園

鷹取中学校 実演 (河本秀子) 、 出 品
(元井イ セ コ )



開催 B 事業名

96/ 1 1 / 5  ス ト ロ ー お じ さ ん

96/11/ 7 チ ャ ワ テ ィ ー オ 」 ク シ ョ ン

96/11/ 9 バザー

96/11/ 9 み ん な でハ ッ ピ} フ ェ ス テ イ ハ ル

96/11/10 神戸大"'1'関祭

96/11/16-27 木下大サー カ ス神戸公演

96/11/17 須藤青Z足元気 フ ェ ス テ イ パル

96/11/17 一七市

96/11/17 チ ャ リ テ ィ ー オ } ク シ ョ ン

96/11/17 阪神大震災チ ャ リ テ イ パザー

96/11/19 ジ ャ ン プゴ ル 7

1996/11/22- 世界鷹取祭
24 

96/11/24 ブ ェ ス タ IN湊川

96/11/30 ひ ろ げ よ う 復興の輪

96/12/15-25 神戸ル ミ ナ ワ エ

97/ 1 /11  「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル '97輝
く 未来」

97/ 1 /11  ふ る さ と 須磨の集い (つ

97/ 1 /18 復興冗気い っ ぱい夢い っ ぱい (つ

97/ 1 /19 愛災 2 周年生活復興 フ ェ ニ ッ ク ス ハ
ザー ル ( つ

97/ 1 /24 ひ ょ う ご区 民 元気ア ッ プふれあい
のつ どい い)

主催者 会場 備考

神谷徹
仮

t
設

i

f

以
;

1

宅
R絞1E 'c{; 大倉山 演奏

阪神百貨庖 阪神百貨鹿屋上 参加 ( ジ ェ フ ・ シ リ 口 、
野茂英雄)

神戸ヰ3央 ・ 助け合いネ ッ ト ボー ト ア イ ラ ン ド第 7 í反
ワ ク 設住宅

被災地控室努者セ ン タ ー 須佐野公閲 公j斑 (民族音楽 fサ ム ル
ノ リ 1 )

神l'火大渓災セ ミ ナ 一 実行 神戸大学 ! 削守主Vi樹、 川 崎波、 「が
委員会 ん ばろ う ! ! 神戸」、 rD下

i民 主j
説先新i苛太阪本社、 設売テ 神戸東部新都，心 i上雄 史、 く も ち幼稚関児、
レ ピ、 報知l新聞社 木 F泉 f 、 Îí川怠 、 楽

版 高止:)

ブ ェ テ イ パ ル定行委長会 須磨海浜公隠 参加 m 治体、 市よく グ jレ
ー フ。幸{)20[丹�)

長[fl以内事事得者共同作業所 山吉 市場北側
9 r丹体

ジ ャ ス コ 垂水広 ジ ャ ス コ 垂水府 参加 (福本 綾)

ダ ン ス ス ク ニL ア ダ ン ス ス ク エ ア 内阪神 ロ
ジ テ ム ピ ル 1 際

の じ ぎ く の会 県立f註馬全天候運動場 参加J (商神第 7 仮設住宅
íU，，11 人)

実行委 民 会 鷹取地区 模型 (盛I I正Uil ら 7 人) 、
I支ÜJ :�� 

障害許諾干 支媛 7 1) ーマ ー ケ ッ 湊Jl I公園
ト 実行委員 会

フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ 堀内正美、 山沖之彦、 風
ン か お る

神戸ル ミ ナ リ エ実行委員会 IEl外国入居留地界穣、 JR
新神戸駅南側、 東遊園地、
ス ベ} ス シ ア タ 一 、 北野
国I

神戸新開校、 神戸新聞文化 神戸新開松方 ホ ー ル 出演 ( ク ニ河内、 吉岡美
対問、 '97輝 く 未来実行委員 恵子他)
ノ二Z、三

�íj�等[メ 社会結校協議会、 須 シ } パ jレ須磨、 須磨海岸
歴号以1" ま ち づ く り 会議

神戸市再[又役所、 西区社会 プ レ ン テ ィ 中央広場
字詰祉協議会

笑行委 民 会 (兵庫県、 公募 神戸国際展泳場
に よ る 1Í?:曲l 委員 で構成)

神戸市兵庫区役所 神戸アー ト ビ レ ツ ジセ ン
タ -KAVCホ ー ル
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第三章 震災復興関連イ ン 夕 日ネ ッ ト e ホ日ムベ』ジURL集
1 . 大学 ・ 研究機関

東北大学震災関連情報 http : //aki.civiLtohoku.ac.jp/EQ.html 

信州大学 (平成 7 年 ・ 兵康保南部地震 (阪神大震災) の http : //azumi.shinsh怯u.ac.jplquakel earthquake寸iS.html

情報)

GI!D Net救急 ・ 災符医療ホ } ム ペ ー ジ (愛媛大学医学 http : //hypnos.m.ehime-u.ac.jp/GHDNet/japanese/ 

古ß)
KOBE net http : //incedぞ iis.u-lokyo.ac.jp/kobenetlト一一一一一一
奈良先端大 ( 兵庫県南部地主義情報) http 、 I/isindy 19.aist-nara.ac.jpl earthquakel 

神μ大学 L?絡地袋情報セ ン タ ー http mcch.mcch.kobe-u.ac.jp/kupqic.htm1 

都 rfn葉1克デザイ ン 会l�室 ・ 関 凶 ブ ロ ッ ク http : .  'web.kyoto-inet.or.jp/orgl間kugei/judi/index.htm 

都 江大JY建築学科兵庫県南部地袋情報 http : /www.arch.metr()-u.ac.jpi� kyarnamurIS_l!yogo_PreCEq/index-j.htm1 

京都大学防 災研究所 http : //www.dpri.kyoto-u.ac.jp/default.j .htm1 

十

h

神

剣

奈

山

}

下

'("'t ボ ラ ン テ ィ ア 委員会 http : //www.cduc.info.kanagawa-u.ac.jp/circle/volu/ 

地震研究所 http : //www.eri.u-tokyo.ac.jp/Jhome.htm1 

Kyoshin Net (K日NET) http : //www.k-net.bosai 宮O.JPノ

ll' l省大学被災 レ ポ ー ト http : //www.kanagawa-u.ac.jp : 80/Earthquake/ 

神〆大学護災情連情報 http : //www.kobe-u.ac.jp/kobequal仁e/kobe屯uake-jp.html

神〆大学震災s(庫 http : //www.lib.kob十U 出 jp/eqb/

京都大学防災研究所地渓 予知研究セ ン タ http : //www.rcep.dpr l.ac.j p/ main/IIomeJ.h tm1 

日両王手緩災復夙附プ ロ ジェ ク I、 http : //www.ritsum日 ac.jp/kic/ea/index.htm1

京都大学防災研究所れ大災害研究セ ン タ ー http : //www-drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/defaultj.html 

2 . 学会等

地震予知連絡会 http : //cais.gsi-mc.go.jp/YOCHIREN/JIS/ccephome.html 

活断層研究会 http : //peach.kjb.yamanashi.ac.jp/kyouiku/chirνimatlimatiT_OLhtml 

(社) 日 本建築学会 http : //www.aij.or.jp/aijhomej.htm 

日 本集 防 災符医療研究会 http : //www.iijnet.or.jp/JADM/JADM.htm 

(社) 土木学会 http : //wwwsoc.nacsis.ac.jp/jsce2Iindex.html 

日 本地震学会 http : //wwwsoc.nacsis.ac.jp/ssj/ 

3 . 学校

神戸松陰女 子学院 http : //www.asahi-net.or.jp/�zn9k-trmt!index.htm1 

兵庫県立兵庫工業高等学校 http : //www.hyogo-thぉ hyogo.kobe.jp/

県立神戸言事業用3校 http : //www.kob<.chs.tarumi.kobe.jp/ 

神戸市立摩耶兵庫両校 http : //www.mayahyo-hs.chuo.kobe.jp/ 

兵庫県立芦屋高校 http : //www.sanynet.ne.jp/� ken-ashi! 

4 . 行政関係

防災科学技術研究所 阪神 ・ 淡路大震災デー タ ベー ス http : //158.203.l36.4!index.htm 

阪神 ・ 淡路復興対策本部 http : //www.sorifu.go.jp!information/index.html 

通産省工業技術院地質調霊堂所 http : //www.aistgo.jp/GSJ/HomePageJP.html 

池袋調斎研究セ ン タ ー http : //www.bosai.go.jp/center/indexす html

科学技術庁防災科学技術研究所、 http : //www.bosai.go.jp/jindex.html 

消防庁 http : //www.fdma.go.jp/ 

同土地理院 http : //www.gsi-mc.go.jp/ 

本州四 国連絡橋公団 http : //www.hsba.go.jp/index.htm 

建設省建築研究所 http : //www.kenken.go.jp/ 

運輸省第三港湾建設局 http : //www.kind.or.jp/sanken/ 

気象庁 http : //www.kishou.go.jp!index.html 

近畿地方建設局 (震災復興 ニ ユ ー ス ) http : //www.kk.m仁c.go.jp/home/index.html

(財) 神戸埠頭公社 http : //www.kptc.or.jplindex2.htm 
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気象庁気象研究所

阪神 ・ 淡路復興対策本部復興だ よ り

ドl !:lí"
地震情報利用研究協議会

ユ レ ダスUrEDAS

総用可f

(復興だ よ り )

WHO神戸 セ ン タ }

神J î税関

よ(.h争県

(復興への道の り )

(消防防災)

(阪神 ・ 淡路大渓災関連資料)

(財) 2lt吐紀 ひ ょ う ご創造協会

["1際陶芸 ・ 造闘i専 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J

兵隊県 立関書室告

(財) 阪神 ・ 淡路際業復興推進機構

兵隊員1産業情報セ ン タ }

ROKKOあ いねっ と りに 申砂防工事事務所)

(財 ) 新産業創造研究機構

兵庫来 (環境 と !H�の ホ ー ム ペ ー ジ ω 統計情報)

神 j . 市

(震災資料室)

神戸市武 中央図書館震災関連資料

神戸市東灘区 『東灘 コ ミ コ ミ j

長 田 区

(財 ) 神戸 国際観光協会

神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン 産 業復興支援セ ン タ (神戸7 ァ ッ シ
ヨ ン協会)

神戸 国際交流協会

神戸市産業振興セ ン タ ー

(財) あ ま が さ き 未来協会

明石市

明石市立天文科学館

西宮市情報セ ン タ ー

伊丹市

宝塚市

二三木市

JI I鶴市

�'H町

五色町

東浦町

務府県防災情報研究所

5 . 団体
神戸 ピ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク

(財) 兵庫経済研究所

伊丹磁工会議所

(社) 関西経済連令会

(社) 関西経済同友会

神戸商工会議所

兵庫祭商工会連合会

http : //www.mri-jma.go.jp/Welcome-jis.html 

http : / /www.nla.go.jp/fukko/fukkoO.html 

http : ' www.nla 日O.JP/Wεkome.html

http : / www.rtri.or.jp/rd/UrEDAS/CUEmainJ.html 

http : / www.rtri.or.jp/rd/UrEDAS/UrEDAS . .Jhtml 

http : //www.sorifu.go.jp/ 

http : //www.sorifu 耳o.jp/information/fukko/

http : //www.who.or.jp/japanese/index.html 

http : //www2.justn札ne.jp/-jkks/ 

http ノ ノweb.pref.hyogo.jp/

http : //web.pref.hyogo.jp/hukkou/index.htm 

http : / /web.pref.hyogo.jp/町oubou/index.htm

http : I 'web.pref.hyo耳o.jp/2001hplindex.htm

http I 'emerson.21hyogo.or.jp/ 

http : //web.pref.hyo日o.jp/jpnflora/

http ノweb.prぱ hyogo.jp/tosyolindex2.htm

http : // www.hero.or.jp/ 

http : .. WWw.hyogo-iic.ne.jp/ 

http : . .www.iijnet.or.jp . 80/sabonowa/ 

http . . /www.niro.or.jp/ 

http : 'www.pref.hyo官。jp/

http : .  /www.kobc-cuお ac.jp/kobe-citylindex命j.html

http 〆 /www.kobe-cufs.ac.jp/kobe-city/quakelindex-j.html

http : / /www.city.kobe.jp/kobe占city/cityo伍ce/57/050/cen terlib! req uestマhtml

http : //www.kh.rim.or.jp/-mya515/COMICOMI! 

http : //www.kobe-cufs.ac.jp/kobe-city/cityoffice!42/nagata/lNDEX.HTM 

http : //www.marin.or.jp/kobe/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/kobe-mic/kfo/home.html 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/kobe-mic/kia/index-j.html 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/kobe-mic/kipc/index.htm 

http : //www.pluto.dti.ne.jp/-amamirai/ 

http ふ //sv2.camera.meshnet.or.jp/cgibin/akashi 叶司 inn.f'χ01 

http : //www.alinet.or.jp/-jstm/ 

http : //www巴nishi.or.jp/

http : //www.konishi.co.jp/itami/ 

http : //www.city.takarazuka.hyogo.jp/ 

http : //www.city.miki.hyogo.jp/ 

http ‘ / /www.city.kawanishi.hyogo.jp/ 

http : //www.awaji-is.or.jp/itinomiya/ 

http : //www.town.goshiki.hyogo.jp/ 

http : //www.awaji-is白or.jp/higashil/

http : //www.e-quakes.pref.shizuoka.jp/ 

http : //www、cyber-bp.or.jp/kobe/japanese/index.html

http : //www.heri.or.jp/ 

http : //www.itami.or.jp!icci/ 

http : //www.kankeiren.or.jp/index-j.htm 

http : //www.kbch.isp.ntt.jp/doyukaνindex.html 

http : //www.kcci.hyogo-iic.ne.jp/index.htm 

http : //www.shokoren.or.jp/index2.html 
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神戸 ・ 南京町商!日苛振興総 http : //www.wck.co.jp/NANKINMACHIIindex.html 

6 . 企業

コ ー プ こ う べ h1tp : / /www.kobe.coop.or.jp/ 

神戸製織 http : //www.kobdco.co.jp/ 

7 . ま ち づ く り 協議会等

I'fFH北部地長〈 ま ち づ く り ホ ー ム ペ ー ジ http : //nodakita 日tb.co.jp/nodakita/index.html

阪神 ・ 淡路大笈 災 ま ち 支援 グ ル ー プ ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー http : / "sakuraia.c.u-tokyo.ac.jp/mikura/ 
シ ョ ン事務局

神戸市敏雄寺区千歳町 4 丁 F! ' 常盤町 4 丁 目 合戸] ま ちづ く http / /www.marin.or.jp/chito4/ 
'J 協議会

深江地iえ ま ちづ く り 協議会 http ノ www.marïn.or.jp/fukae/

総EHfflT 4 丁 n . 5 T H ま ち づ く り 協議会 http www.marill.Or.jp/hoso4-5/ 

神楽町 4 丁 目 ま ち づ く り 協議会 hUp .  / .www.marin.or.jp/kagura4/ 

宇中)l ま ち づ く り 協議会連絡会 http : / /www.marin.or.jp/rnachiren/ 

iH室町彼興住民協議会 http : /www.marin.or.jp/machiren/bi_c.htm 

味泌 ド 匝fi.\1'1化委長会 hltp : / www.marin.or.jp/machiren/midoro.htm 

灘中央地区 ま ち づ く り 協議会 http . /www.marin.or.jp/machiren/na一cC.htm

御fi敷j歯 z T tl ま ち づ く り 協議会 http : www.marin.or.jp/machiren/o2_c.htm 

真野 ま ち づ く り 推進会 htt p :  ' www.marin.or.jp/mano/ 

松本地þど ま ち づ く り 協議会 http : /www.ma口n.or.jp， 'matumoto/

御

本

持

性J!î盛4

・ 4 地区復興対策協議会 http . I !www.marin.or.jp/misu3-4/ 

丁 目 ま ちづ く り 協議会 http : // www.marîn.or.jp/mizuyon/ 

長Hl 束郡 ま ち づ く り 協議会 http : /ノwww.marin.or.jp/nagatato/

jJ!j後続 ま も づ く り 懇談会 http : //www.marin.or.jp/nisisuma/ 

大橋 3 r n ま ちづ く り 協議会 http : //www.marin.or.jp/ooha3/ 

大Hl 陀 l T [j ま ちづ く り 協議会 http : //www.marin.or.jp/ootal/ 

新 潟地問辺地区 ま ちづ く り 協議会 http : //www.marin.or.jp/sinkaici/ 

鷹取東地反復興 ま ちづ く り 協議会 http : //www.marin.or.jp/takahiga/ 

ト ア ロ ー ド地区 ま ちづ く り 協議会 http : //www.marin.or.jp/toa/ 

8 . ボ ラ ン テ ィ ア . NPO 

中央区、ボラ ン テ ィ ア セ ン タ ー http : //wwwl.m杭hnet.or.jp/� kobe-cvc/ 

日 本災害救援ボラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク (NVNAD) http : //ap()llo.m.ehime-u.ac.jp/�nvnad/ 

イ ン タ ー ボフ ン テ ィ 7 - ネ ノ ト ワ ク 神戸 大学チ ー ム http : //ccs.cla.kobe-u.ac.jp/ Asia/93/Funaken/IVN/index-jp.html 

板神大渓災地元NGO救援連絡会議 http : //ccs.cla.kobe-u.ac.jp/ Asia/93/Funa註en/NGO/田dex-jp.html

つ く ば震災ボラ ン テ ィ ア 連絡会 http : //lemon.md.tsukuba.ac.jp/sembe/�mokada/hanshin/ 

阪神 ・ 淡路大震災ち び く ろ 救援 ぐる う ぷ 「て ん と 村 だ よ http : //lemon.md.tsukuba.ac.jp/sembe/ �mokada/hanshin/chibikuro/ 
り j

は り ま いの ち の電話 http : //malaria.himeji-du.ac.jp/IPublic/harima-tele/home.html 

VAN ( ボラ ン タ リ ー建築家機構) http : //muse.dnp-sp.co.jp/Japan/DNP /MTN/SB/V AN.html 

す た あ と 長国 http : //sakuraia.c.u-tokyo.ac.jp/start/ 

阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 関連ベ http : //web.kyoto時inet.or.jp/org/ gakugei/kobe/index.btm 
ー ン

HARIま る 基金 http : //web.kyoto-inet.or.jp/org/ gakugei!mokuroku/tosi/fuklまou/kinmoku/
harOO.htm 

AMDA ( ア ジ ア 医師連絡協議会) http : //www.amda.or.jp/ 

国際保健協力市民の会 SHARE http : //www.asahi-net.or.jp/� HV5E-USD/ 

兵庫県被災者連絡会 http : //www.asahi-net.or.jp/� XC7T-HYS/ 

鷹取救援基地 http : //www.bekkoame.or.jp/�sgpaolo/ 

阪神高齢者障答者支援 ネ ッ ト ワ ー ク http : //www.bekkoame.or.jp/�siennetl 

災害特殊部隊ハ ヤ ブサ http : //www.bekkoame.or.jp/�simmn/hayabusa/hayabusa.html 

WNN (World NGO Network) http : //www.center.osaka-u.ac.jp/people/wnn/ 

関西NGO協議会 http : //www.center.osaka-u.ac.jp/people/wnn/osaka-y/田dex.html
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主警災活動記録室

そ し て神J i

大阪YWじA

阪神大震災 「記録室通信」

阪神 淡路大渓 災 「仮設」 支援NGO連絡会

「河本光彰 & ザ ・ ひ ょ う た ん な ま ズ」 を 俄 人的 に応援す
る ベ ー ジ

i竪末ボラ ン テ ィ ア (神戸 ・ 地球環境研究会)

かみ ひ こ う き

でんがな ま んがな広場

阪神大震災対策歴史学会連給会/歴史資料 ネ ッ ト ワ ー ク

Inter V net-SFC 

NHKボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト

被

ボ

災

ラ

地

ン

障

テ

7

ィ

f者

ア 支

セ

援

ン

グ

タ }

ル

醤

ー

符
プ (VAG) 

神

去、

l

取

iY

池

W

小

C

学

A

校

*ic

保

援

護

セ

J

ン

E に

タ

よ

ー

る 統合を 考 え る 会

デイ リ ー ニ ー ズ ( ピ ー ス ボー ト 発わ)

サハ イ パ ル ネ ッ ト ワ ー ク 機構

干申μ復興事島

生活復興県民 ネ ッ ト

VCOM/ イ ン タ ー Vネ ッ ト

関同学校 ヒ ュ ー マ ンサ ー ビ ス セ ン タ ー

コ リ ア ボラ ン テ ィ ア協会

神戸冗気村

市民活動情報セ ン タ

東灘 ・ 地域助け合いネ ッ ト ワ ー ク

東灘 ・ 地域助け合いネ ッ ト ワ ー ク

多文化共生セ ン タ ー

VOLARNET 

心のポス ト カ ー ド

神戸YMCA

NEC ボラ ン テ ィ ア ワ ー ル ト

兵庫区 ボ ラ ン テ イ ア

9 . 記録 ・ 報告 ・ 情報

阪神 ・ 淡路大祭災の記録

被災 リ ポー ト

阪神 ・ 淡路大震災の記録

地震体験記 ;天野郡寿

阪神大震災ボ ラ ン テ イ ア 記録 な ら びに ， その後の研究活
動

災害特 に お け る 市弐への情報提供 に 対 す る 情報通信 シ ス
テ ム の役割

NTTサ ー ビ ス 運営部ホ ー ム ベー ジ

阪神震災支援i言動報常 (山梨大学工学部)

Welcome to Sky Earth 

KRISS (Kobe Research Information Support Service) 

福 島博の ホ ー ム ペ ー ジ

小問実のホ ー ム ペ ー ジ

i?3 問英俊のホ ー ム ペ ー ジ

防災気象情報サー ビス

http : /， www.d印lirect.com /kiroku/index-jp.html

http . iwww.dodirect.com/kobe/soshite/ 

http ノ 'www.Jca.ax.apc 即日， ywca_osk/ 

http : //www.jeてon.or.jp/users/kanada/吻叩saνkirokushitsu.html

http : //www.justnet.or.jp/home/fabiusjenoir/WELCOME.HTM 

http : /. www.kh.rim.or.jp/�jackpotlokahyo/ 

http : /. www.kh.rim.or.jp/�ktoshio/ 

http : . /www.kh.rim.or.jp/�ktoshio/hiko-ki/ 

http : /，\vww.kitan目。com/HP1l7.html

http . / .www.lit.kobe-u.ac.jp/�l日nta/siryo.html

http . /. www.ma記 keio.ac.jp/�zero/iv /index.html 

http : .www.nhk.or.jp ノnhkvnet/index.html

http www.osaka引led.ac.jp/vaι/vag.html

http . I/www.osk.threぞwebnet.or.jp/�rakuda/ 

http : . 帆入lw.sanynet.or.jp/kobeywc、a/

http : 1，' www.sanynet.or.jp/toach/schooLhtm 

http : . . www.sfc.keio.ac.jpi�s94221s弓 'kohe!dailyneedsindex.html

http : //www.survivaLor日/

http www ぉurvival.or日/fukkoujuku!fukkoujuku.html

hnp : Iwww.rokyoweb.or.jp/net-hyogo/ 

http . / /www.vcom.or.jp/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/� humankgu/index.html 

http : //www l.m料hnet.or.jp/�korea

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�response/index.htm 

http : /;wwwl.meshnet.or.jp/�sic/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�tabidati/tasukeai/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�tasukeail 

http : //wwwl.m..shnet.or.jp/�volanetlcmia/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�volanetlindex.htm 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�volanetlkobefund/postcard/index.htm 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�ymca-kb/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/v-world/ 

http 寸 //www2f.meshnet.or.jp/ � hyogokuv / 

http : //ccs.cla.kobe-u.ac.jp : 80/ Asia/93/Funaken/Earthquake/index-jp.html 

http : //ccs.cla.kobe-u.ac.jp/ America/Kenkyu/index-jp.html 

http : //ccs.cla.kobe-u.ac.jp/ Asia/93/Funaken/Earthquake/index-jp.html 

htlp : / / ccs.cla白kobe-u.ac.jp/Asia/Visitor/ Amano/ Amano.htm 

http : //ccs.cla.kobe-u.ac.jp/Jouhou/94/Ttomo/eq/index-jp.html 

http : //ccs.cla.kobe-u.ac.jpl]ouhou/94/Ttomo/ eq/tokutei/tokutei-v5/ tokutei 
v5.html 

http : //domino.tasc.cae.ntt ∞ jp/ 

http : //iwana.mss.yamanashi.ac.jp/�nakagomレhanshin.html 

http : //kiwi-us.com/ �skyearth/ 

http : //mech.mech.kobe-u.ac.jp/kriss.html 

http : //pweb.in.aix.or.jp/ �fukunishi/index.htm 

http : //r20.root.or.jp/junpei45kana/oda.htm 

http : //sakuraia.c.u-tokyo.ac.jp/numata/kobe/ 

http : //tenki.or.jp/ 
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最新1í感地震情報

「震災後J に み る 「原」 社会の模索

阪神大緩災に よ る 建造物の損壊 と 負傷 に 演 す る 笑態調査
結果の概主主

Cat of KOBE 

ア レ ッ ク ス 防災資料館

Eiko no Home Psge 

Vlil:， か ら ~ 阪神淡路大震災 私的記録~

服部洋介/神戸 か ら の報告

Ikurim's Home Page 

神μ被災地 日 記

1995 ・ 神) í ・ あ る 避難所の記録

地震情報

O-NET24掲載の阪神大震災関連情報

関係地震情報

広域災:ヰ ・ 救急反療情報イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

FEMA ( 迷路緊急事態管理m

地震災宵等に対す る ['11"的保障制度

IAA project ( イ ン タ ー ネ ッ ト 災芹訓練WIDE)

産経新聞社 ( ドキ ュ メ ン ト 阪神大震災)

情報ボラ ン テ イ ア と コ ン ビ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

HELP (災うえ:時の世界共i虚の ヒ ト グ ラ ム を作ろ う )

地震の宏観異常情報ヲHISCO女]

阪神 ・ 淡路大震 災 に 関 す る 生活応援情報誌 「 ニ ュ ー
ス ! J 

阪神大震災 を 記録 しつづけ る 会

阪神大祭災復興情報ホ ー ム ベ ー ジ

草壁災復興メ リ ン グ リ ス ト

あ し ながお じ さ んホ ー ム ベ } ジ

阪神大震災…私が見た被災地KOBE

サ ン テ レ ビ ジ ョ ン

こ れか ら こ そ怠の長い ボ フ ン テ イ ア活動が必要だ 阪
神震災ボ ラ ン テ ィ ア報告第 2 弾一速報版ー

毎 日 新開社 (阪神大震災の記録)

神戸新開社

Weicomε to site-117 

阪神大震災に よ る 死亡者

兵庫県南部地袋 に 関す る 各換金融機 関 か ら の情報

阪神大渓災情報索引

東京大学理学部 (地震関連情報のペー ジ)

「神戸 ル ミ ナ リ エj の経済効果 ( さ く ら 総研)

神戸地震研究所

と ー ち の 主主

セキ ュ リ テ ィ 関連サイ ト

阪神 ・ 淡路大震災救援 ・ 復興兵庫県民会議

SOSBbs災害手掲示板

No More Kobe! 

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー (兵庫県精神保健協会)

関西学生報道迷lliî. (UNN) 

兵庫県南部地震亡 く な っ た 人 た ち (検索)

東京農工大学阪神協力隊活動報告書

震災被災者に個人補償 を !

http : //tibeteri.u-tokyo.ac.jp/info/shindo.html 

http : //uxOl.so-net.or.jp/ �j - hirato/ 

bttp . / /www.age.or.jp/x/akagi/kobeqsj.htm 

http / /www.age.or.jp/x/koba/kobe.htm 

http . / /www.alexgroup、com/disas町r!index.htm 

http : //www.asahi-net.or.jp/� A TlE 

http : //www.asahi-net.or.jp/�cu5m-ooym/nisikita/ 

http : • /www.asahi-net.or.jp/�de9y-httr/ 

http : // www.asahトnet.or.jp/�hk2a-ikr Iindex.htm 

http : //www.asahi-net.or.jp/�PR9H-HJKT /DIARY.HTML 

http : //www.asahi-nctor.jp/�tq7m-kitl 

http : /www.bekk()amc.or.jp/�kikushin/jishin.htm 

http : / /www.cs.osakafu-u.ac.jp/misc/onet24!zjisin.html 

http : / /www.c吐 sony.co.jp/earthquakelindex.j.html

http : //www.emis.or.jp/ 

http : . /www.fema.gov! 

http : . !www.kobe.coop.or.jp/syo訂正ilindex.htm

http に/www.iaa.wide.ad.jp/

http : • /www.iijnet.or.jp/sankei/kurasi/weekllshinsai/shinsai home.html 

http : //www.jeton.or.jp/出εrs/kanada/shinsai/home.html

http ' / ノwww.jidpo.or.jp/japandesign/projectlhelp-j/help-j-01.html

http : //www.justn<.l.or.jp/home/wadatumilWELCOME.HTM 

http : //www.kh.rir孔or.jp/� baihen/ 

http : //www.kh.rim.or.jp/�kobashi/hanshin.html 

http : //www.kiis.or.jp/quakeJc/recoverc.html 

http : //www.kitanet.com/ML.html 

http : //www.kiyomi.com/ashinaga 

http : //www.kiwi-us.com/�skyearth/kobe/kobe.html 

http : //www.kobe時sc.tao.or.jp/sun-tv / 

http : //www.kt.rim.or.jp/�yami/yaminabe/sato.html 

http : //www.mainichi.co.jp/photogallery/shinsai!index.html 

http : //www.kobe-np.co.jp/ 

http : //www.marin.or.jp/kobekara/head.htm 

http : //www.mmjp.or.jp/heqinfo/heq-j.html 

htlp : !  /www.nri.co.jp/quake/ 

http : //www.ntt.co.jp/QUAKE/eqc/ 

http : //www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/earthquake.html 

http : //www.sakura.co.jp/sir/research/kansaレpresll28.htm

http : //www.sannet.ne.jp/userpage/ynozaki/Earthquake/EarthquakeO.html 

http : //www.sanynet.or.jp/toach/ 

http : //www.secom.co.jp/secur/secu_04.html 

hltp : / /www.shinsai.or.jp/kenmin/ 

http : //www.sosb.com! 

http : //www.st.rim.or.jp/�k_ono/kobe_q.html 

http : //www.mmjp.or.jp/dvapeq/ 

http : //www.threeweb.ad.jp/�unnnews/ 

http : //www.tokaトiC.or.jp/lnfoServ/Earthquake/

http : //www.tuat.ac.jp/Earthquake/ORZ.html 

http : //www.tyo.laterra.or.jp/�pstarlsinsai/sinsai.html 
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Stlldio REVOL VER 

神 ， ; か ら の電子 メ イ ル

復興情報 (phoenix) の一覧

読売新聞大阪本社 (駁神大震災)

森のマル池" 通信

被災地のア ス ベ ス ト 対策 を 考え る ネ ッ ト ワ ー ク

VAG (ボラ ン テ ィ ア 支援 グ ル ー プ)

阪神大震災ボラ ン テ イ ア報告

ド リ ー ム ベ ー ジ ェ ン ト in KOBE 

神戸 レ ン ガ ・ プ ロ ジ ェ ク ト

神戸 よ り 、 次 な る 震災 に 向 け て ( イ ン タ ー ネ ソ ト と 震災
と ・ )

コ ミ ュ ニ テ イ ・ サポ ー ト セ ン タ }神戸

汁、児科医が見た 阪神大震災

大震災が教 え て く れた こ と (神戸 ・ 長固か ら外科医 の レ
ポ ー ト )

阪神大震災 “その時その後

尾地和夫の ホ ー ム ベー ジ

426地護学 レ ポ } ト

1 0. リ ン ヴ集
セ キ ュ リ テ ィ 関連サイ ト

紡災科学技術研究所 阪神 ・ 淡路大震災デー タ ベー ス

地震、 火山関係 リ ン ク

報道 ネ ッ ト ワ ー ク (災害情報 タ ー ミ ナ ル)

地震関連情報のペ ー ジ

震災関連 リ ン ク (水野義之 さ ん ホ ー ム ベ} ジ)

http : //www.vcnet.toyama.toyama.jp/�revolver/ 

http : //www.win.or.jp/�sidl0263/fk.html 

http : //www.wink.co.jp/cgí-bin/fllkkolst.exeつphoenix&9999

http : //www.yomiuriしcO.jp/osaka/5000/frameI17.htm

http : //www02.so-net.or.jp/�touch/index.htm 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�asbestos/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�vag/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�vag/volllnteer-reports/ 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�volanetlkobefund/9512dpik/index.htm 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�volanetlkobefund/brick/index.htm 

http : //wwwl.meshnet.or.jplibn/boko/borokko/28fujii.html#teigen 

http : //wwwl.meshnet.or.jp/�tasukeaνCS/ 

http : //www2.hara.cs.keio.ac.jp/�rok/newkobe/kobe心O.html

http : //www2.justnet.ne.jp/�riverston/ 

http : //www2a.meshnet.or.jp/�iroshiya/jishin.htm 

http : //www4.justnet.ne.jp/�cat-fish/ 

http : //yagamo.eri.u-lokyo.ac.jp/research/index.html 

http : //www.secom.co.jp/secur/secu_04.html 

http ‘ / /158.203.l36.4Iindex.html 

http : //kamo.eri.u-tokyo.ac.jp/SURFING/Jindex.html 

http : //plaza7.mbn.or.jp/�mic/ 

http : //www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/earthquake.ht.ml 

http : //www.rcnp.osaka-u.ac.jp/�ymizuno/ngo-npo-on-net.html 
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